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人類史上初 め て の 高齢化社会下の大都市直下型 地震 に よ る 大
災害で あ っ た 阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 、 私 た ち は 、 い の ち の尊
厳や と も に い き る こ と の重要性、 ま た 、 近代都 市 の 脆弱性 な ど、
人類が営 々 と 築 き 上 げて き た20 世紀文明 に対す る 大 き な 反省 と
教書11 を得 ま し た。

財 団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 は 、 こ れ ら の 反 省 や教訓
を 踏 ま え 、 人類の安全 と 共生 に つ い て 、 総合的 な 調査研究及 び
実践 を 行 う と と も に 、 そ の成果等 を 公開 す る 事 に よ り 、 災害対
策 は も と よ り 、 人 と 自 然が共存す る 安全かつ適 正 な 巨土の形成
に資 し 、 も っ て21世紀文明の能造に寄与す る た め 、 平成 9 年12
月 26 日 に兵庫県 と 神戸市 を は じ め被災10市10町が出指 し 、 設立
さ れ ま し た 。

当協会で は こ の 理念 に 沿 っ て 、 震災か ら の復興 に 関す る あ ら
ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期 的 な 震災復興の過程 を 総合的 に
記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 の作成 を 進め て い ま す。

阪神 ・ 淡路大震災か ら 4 年が経過 し 、 震災休験の風化が懸念
さ れて お り ま す が、 同 じ よ う な 災害がい つ ま た 日 本の どの場所
で起 き て も 不思議で、 は あ り ま せ ん。

将 来 の 災害 に 対処す る た め に も 、 多 く の 尊 い 命 を 奪 っ た 板
神 ・ 淡路大震災の教訓 を 忘れ る こ と な く 、 今後の 私 た ち の 生活
に生か し て い か な け ればな り ま せ ん 。

こ の 「板神 ・ 淡路大震 災復興誌 ( 第 3 巻) J は 、 住 宅復興、
イ ン フ ラ 整備 、 産業対策の 緊急 3 カ 年計画の達成 目 標の 年 で も
あ る 1997年 4 月 か ら 1998年 3 月 末 に い た る ま で の l カ 年 を 対象
に し て 、 既存資料や取材 を も と に 可 能 な 限 り 客観的 な 記述 に 努
め た も の です。

編集 に あ た っ て熱心 に ご議論 を 頂 い た端震災復興誌編集委員
長 を は じ め委員 の 方 々 及 び新野、 三木尚顧問 に 厚 く 御礼 申 し あ
げる と と も に 、 本書が今な お復興に携わ る 人 々 の 貴重 な 活動記
録 と し て 、 今後 と も 活用 い た だ け れ ば幸 い で す 。

(財) 板神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長 石原 信雄

5 
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1997年4月1日から1998年3月31日までの出来事

1997年(平成 9年)

4月 1日(火)

2日(水)

3日(木)

4日(金)

5日(土)

7日(月)

8日(火)

11日(金)

14日(月)

17日(木)

18日(金)

20日(白)

21日(月)

(漣) Oインフラ等の裸旧･手よ典
☆文化財等の軌 El.律興
⑳住宅復興関係の出来事
黙生活復県関係の出来事
△公的支模糊連の出来事
◇その他の主要な出来事

兵庫県組織改正を実施｡主な内容は､企画部と知事公望を統合して新たな

知事公室とする､仮設住宅から恒久住宅への円滑な移行を支援する住まい復興

局の新設など

☆神戸市立王子動物園内の旧ハンター邸､復旧工事終了に伴い3年ぶりに春の

一般公開開始

消費税の税率､3%から5%に引き上げ

○震災で仝壊 した神戸税関摩邪埠頭出張所､竣工式

△北海道議会､地震など自然災害で生じた住宅被害に対する国の保障制度の創

設を要望する意見書を議決｡全国47都道府県議会で同様の意見書が出そろう

大相撲神戸場所､4年ぶりに開催ト 4/4 ワールド記念ホール)

新産業創造研究機構(理事長:大庭活川崎重工業会長兼社長)､初理事会を開

催

神戸華僑総会､中国人震災犠牲者48人を追悼する慰霊碑の除幕式開催(神戸市

長田区)

神戸市内の小学校に震災直後から避難 していた被災者の2人が､強制退去の

執行直前に自主退去 していたのが確認される｡旧避難所のうち､教育施設の避

難者はゼロに

神戸地裁､被災者向け税還付を詐取していた元長田税務署職員に懲役4年6

月の実刑判決｡

△貝原兵庫県知事は伊藤国土庁長官に対 し､被災者生活再建資金として3,000
億円規模の新基金と､既に提案した住宅地震災害再建制度を櫨とした ｢地震等

自然災害による被災者支接制度｣(総合的国民安心システム)を提案

○神戸市中央区元町5TEl商店街のアーケー ド新装記念式典｡元町商店街1.2km

が再びアーケードで結ばれる

西宮市内の10大学･短大が連携 Lr西宮学生ボランティア交流センター｣が

オープン

兵庫県､本庁･地方機関所属長会読開催01997年度を｢震災復興本番｣と位置づ

ける

トアロード地区まちづくり協議会(神戸市中央区)の総会で､｢海と山を感 じ

られる坂道｣をトータルイメージにしたまちづくり計画案と､街並み形成への景

観形成市民協定を了永する

｢神戸空港を考える会｣の中田作成事務局長､古賀誠運輸大臣に対し神戸空港

の設置許可の取 り消 しを求め､行政不服審査法に基づく異議申し立てを行う

△公的支溝実現住民投票運動実行委員会が正式に発足O公的支援の賛否を問う

同実行委員会主催による住民投票がスタート(-5/25)

△｢市民-議員立法莫現推進本部｣のノJ､田実代表らが､公的支援を訴え衆参両院

その時.全音己録 9



1 997年 (平成 9 年)

議長を訪問
22臼 (火) I g災害復興 (賃貸)住宅第3次一元募集の抽選会ム431戸が当選

※兵庫県、兵庫県生活復興資金貸付金制度について、貸付上限を100万円から300
万円に引き上げるこ となどを発表。新制度の受付は4/25�

23日 (水) I 0神戸港震災後興工事竣工式 (600人参加 ホテルオークラ)

25日 (金) I ※生活再建支援金 (最高一世帯一ヶ月あたり25，000円の支給)の受付、 被災10市

10町で開始

ム公的支援実現を求める市民グルーフと超党派の国会議員は参議院議員会館

で「市民口議員立法案現協議会Jを開催、災害弔慰金;去を大悟に改正した「災害

被災者等支援法案J (仮称)を参議院に提出することを決定。法案の主な内容は、

所得2，000万円以下の被災世帯に全壊500万円、半壊250万円を限度とした生活

基盤回復支援金の給付と、阪神・淡路 大震災への遡及適用、費用の全額国庫負担

など

ム笹山神戸市長ら、橋本首相らに「被災者の生活支援に向けた抜本的な公的支援
を求める要子主主:J �徒出

秋篠1Jf夫主:を迎え、神戸市立須磨水族園でシンポジウム「大震災・動物関と水
族館の来たすべき役割と今後の対応」開催、

26日(土) I ム神戸弁護士会、シンポジウム「憲法が被災者を救う 11公的支誌を求めてJ 開催
(兵庫 農業会館)
。住都公団による民間分譲マンション再建第 1号として、 神戸ハイツタウンが
起工(神戸市長由区)

問(日) I 20万本のチューリップの花びらで路…r. �こ模様を描いた「インフィオラータこ
うべ」が開催(�4/29 神戸市中央区)

28日 (丹) I ※兵庫県南部地震災害義援金募集委員会、義援金の第3次艶分の追加支 給を発

表 (対象は住宅が全・半壊 (焼)し、主な生計維持者の95年総所得額が690万円以下

の世帯。支給額は 5 万円)

。神戸市灘区の被災マン ション建て替えを巡り、建て替え反対の住民がマン
ション管理組合の建て替え決議は無効として神戸地裁に提訴。 被災地のマン
ション建て替え決議をめぐり訴訟となりた初のケース

30日 (水) I ム兵庫県と被災1附O町は 連絡調整会議を開催し、地震等で自宅が全半壊した

被災者に対し、生活再建資金を直接給付 (全壊100万円、半壊50万円)する3，000億

円の「被災者生活緊急支援基金制度」を提案。また、1995年10月17日に兵庫県が、

提唱した「新しい住宅地 震災害共済保険制度」とこの制度を併 せた、「地 震等自

然災害による被災者支援制度J (総合的国民安心システム)案を提案し、合意す

るO

5 月l日(木) I 0祢戸市須磨区の仮設住宅で55歳の男性が死亡しているのを発見。兵庫県警の
まとめによる「独居死」は150人となる

第68回メーデー。各団体とも、被災者への公的支援や雇用の確保を訴える。
3日(土) I 日本国憲法施行50国 年。こ の叶中心に、各地で公的支援を憲法の理念や基本

10 その時。全記録

的人権から改めて問い直そうと講演会や討論会を開催
震災復興と神戸港開港] 30百 年を記念し、rKOBEメリケンフェスタヲ7Jが3

年ぶりに開催(メリケンパークほか)



1 997年 (平成 9 年)

6 El (火)

8 EI (水)

lO日Ct)
14日(水)

15日(木)

16日(金)

18日(日)

19司 (月)

。公営住宅としては全臨初のコレクティブハウジング (共同居住型集合住宅)

の県営片山住宅、現地で体験見学会を始める (神戸市長悶区)

神戸港港湾審議会、神戸空港島の整備に伴う港湾区域の拡張について神戸市
の原案通り承認

西宮市の阪急西宮北口駅北京地区の市能地再開発事業で、権利者31人が事業
計画の全面取り消しを求め、行政不服審査法に基づく審査請求を建設大臣に提
出。 震災復興まちづくりでは初めてのケース。
大震災復旧工事が完了した兵庫県公館、震災後初の…般公開(� 5/11) 
※新進、民主、太陽の野党3党、被災世帯に設高250万円をの支援金を支給するこ
とを柱とした 「阪神・淡路大震災の被災者に対する支援に関する法律案」 を衆
議院に提出
。神戸市営水笠西住宅 戸)、市内の震災復興医画整理事業に伴う初の受け皿
住宅としてかぎ渡し開始 (長田区)

神戸市都市計画審議会、東灘匿の森南町l丁目街づくり協議会が3月に提出
したまちづくり案に沿った形で都市計画変更案を承認

国土庁など7省庁は、兵庫県が大阪湾鵠海地域開発整備法に基づき申請して
いた「大阪湾韻海地域整備計岡(三木総合訪災公冨など18の施設整備を盛り込
む)J他i地域整備計画を承認
ム公的支援を求める市民グループJ災害被災者等支援法案」 賛同議員らを招き
集会を開催(新湊川公園 500人参加)
0神戸開港130年記念式典開催。笹山神戸市長、「平成の開港」とする神戸港の復

興を宣言

「安全と豊かさ・快適さを求めて」 をテーマに、 「神戸サミット」 閉幕。大規
模災害時に港湾が果たす役割などを盛り込んだ「神戸宣言Jを発表 ( �5/20 
神戸国際会議場 1，200人参加)

20日 (火) ム超党派の国会議員、被災世帯に最高500万円の生活基盤面復支援金を給付する

ことを柱とした 「災害被災者等支援金法案(市民立法案)Jを参議臨に提出

21日(水) I 0神戸市教委、全国で初めて小，\1 校刊象にI�以カリキユラムを作成し、平
成 9年度より年間10時間防災救討を行うと充夫

22日(木) ヒ海・長江交易プロジェクトにおけるfI It1fi\J初の 神戸市と武漢市の

{反日時し たポ】 トア イ ラ ン
ドのコ ン テ7 ノfー ス
(神戸新開校提供)

その時。会記録 1 1  
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聞で締結
23日(金 ※兵庫県勤労福祉協会、被災中高年者側象とした 「被災地しごと開発事業」

の就労希望者等の募集開始を発表
。神戸市は、被災者が建設する民間共同住宅の一部を買い上げ、市営住宅として
供給するこ とを決定(長田区)

26日(月) I 0神戸商船大学、震災復旧事業の完成式(神戸市東灘区 150人参加)
27 B (火) I ム貝原兵庫県知事と笹山神戸市長、播本首相らに「総合的国民安心システム」実

現を求める要望書を提出
28日(水 ム全国都道府県議会議長会議の臨時総会で、「地震災害等に対する国民的保障制

度の実現に関する要望」を採択
。神戸市が民間賃貸住宅を借り上げ市営住宅として提供する制度で、初のかぎ
渡しがされる(灘区・長田区で合計38戸)

30日(金) I ム阪神・淡路大震災「仮設J支援NGO連絡会(梁勝則代表) 、国会に提出されてい
る被災者支援2法案の審議入りを求め衆参両投議長に要望書を送付

兵庫県都市計画地方審議会、神戸市東灘区の森南 1丁目計画案を承認
3回遠隔医療国際会議、国内で初めて開催。災害時の遠隔医療なとミについて

討議(� 6/1 神戸国際会議場)
31日(土) I 0マリスト国際学校、 新校舎完工式。全壊した県内の外国人学校再建が完了(神

戸市須磨区)

6月 1 日(日) I 神戸市、「市た ばこ の吸い殻及び空き缶などの投げ捨ての防止などに関する条
例J(ポイ捨て禁止条例) を施行。

2 日 (月) I ム公的支援実現住民 投票運動実行委員会による住民 投票結果報告集会に おいて、

投票総数の98.9%にあたる840，509人が賛成と発表 (6月27日発表の最終集計で、

12 その時。全記録

公的支f是σγ五五見をÆとめた
住民役:支払f;:�集会ニブエニァ ク スブラサ、
(神) í新開社提供)
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867，418人が賛成)

3日 (火) I ム公的支援実現住民投票実行委員会のメンバー約130人、問委員会実施の住民投

票用紙を持って国会周辺で公的支援の実現を求めデモ行進

政府は、この日開いた中央妨災会議で、海上事故での油流出や原子力対策など

を盛り込み、 防災基本計画を改訂することを決定

4臼 (水 兵庫県副知事に、芦田出納長が就任

6日 (金) I 神戸市兵庫区の「湊}lI中央地区J、震災復興再開発事業としては初めて白地地

域から市街地再開発事業の組合設立を神戸市に申請

10日 (火) I 神戸市防災会議・水防協議会、地域防災計闘の「地震防災対応マニュアル」及び、

「安全都市づくり推進計画」策定。神戸市が震災後に行ってきた地域訪災計画の

改訂作業終了

震災で全壊した神戸市立西市民病院の本館再建工事が着工 (神戸市長田区)

問 (木) I ※全国知事会地震対策特別委員会、川崎円規模の災害相互支援基金構想を正

式決定

問 (土) I rg県住宅供給公社支援の被災マンシヨン共同化再建事業第I号の完成式 (神戸

市中央区)

16日 (月) I ※西宮市議会、「災害被災者等支援法案の早期審議と成立を求める決議」を可決

0県道神戸明石線の西代跨線橋 (長田区) の復旧工事完了、完全供用再開 (一部供

用は6/2�)

17日 (火) I ※「災害被災者等支援法案J (市民立法案) 、参議院災害対策特別委員会で、継続審

議が決定 (正式決定は18 tlの参議読本会議) 。新進党など野党3党が提出した「阪

神・淡路大震災の被災者に対する支援に関する法律案」は廃案が決定

間 (水) I 兵庫県、フェニツクス臥システムを活用した抜き打ち式の災害情報伝達部

練を初めて実施

21日 (土) I ム公的援劫法実現ネットワークと賛同国会議員、災害被災者等支援法案継続審

議国会活動報告会を開催 (フェニックスプラザ 100人参加)

26日 (木) I 0野島断層を永久保存する野島断層保存額、北淡町震災記念公国第1 期整備施

設として起工

悶 (金) I ※兵庫県と被災市児全ての災害復興公営住宅に対し浴槽陥釜を無償貸与す

ることを決定

28日 (土 神戸市須磨区の児童連続殺傷 事件、容疑者として同区内の男子中学生を逮捕

7 月 1 日 (火) I ※兵庫県被災者の生活復興に向けた課題の多様化に対応するために県市町生

活支援委員会を設置し、生活支援マネジメントシステムをスタート ( 事 務局

フェニックスプラザ内)

3日 (木) I 1附年11月に大地震が発生したベルーへ、橋本首相は向国のフジモ川統領

に阪神・淡路大震災の仮設住宅を無償供与する考えを伝え、これを受けて貝原兵

産県知事も無償供与の協力を了承

政令指定都市幼稚問団体協議会 (加既1，580圏、菌児数約27万人 熊見官11会

長) は、神戸市中央区で開かれた同会の大会で、災害時の相互応援協定を締結

5日 (上) I 0県外被災者の支援を考える連絡会議開催 (�716 西宮市・県立総合体育館)

10日 (木) I 0全壊した三宮センター街 1 丁目商屈衝のアーケード再建起工式 (中央区)

0丙宮市役所本庁舎、震災に伴う改修工事完了

その時。全記録 13 



1 997年 (平成 9 年)

14日(月) i ※兵庫県、生活復興資金の貸付決定件数が6月末でl万1'1ニを越えたと発表(6月

で貸付決定件数11 ，173件、融資額143億2，800万円)

ム「災害被災者等支援法案」の賛同密会議員と市民グループは、公的支援につい

て貝原兵庫県知 事と笹山神戸市長のそれぞれと会談、協力を要請

15臼(火) I 0神戸港震災メモリアルパーク完成式(メリケンパーク 250人参加)

16日 (水) I 兵庫県、県内の仮設住宅入居戸数が、3 万世帯を切ったと発表 (6丹末で29，170

世帯)

地震免責による火災保輪金の未払いは不当とする住民が、損保会社など相手

取り総額約 4信ム000万円の支払いを求めて神戸地裁に集団提訴

17日 (木 兵庫県南部地震発生から 2 年半経過

18日(金)

19日(t)

21 B (月)

22日(火)

24日(木)

29日(火)

31日(木)

8 月 1 臼 (金)

4自(月)

6日(7J<.)

7日(木)

8日(金)

14 その礼子。全記録

ム全国知事会議、自然災害の公的な生活支援策として、閣と都道府県の負担によ

り総額3，000億円の「災害相互支援基金」を創設すること全会一致で特別決議

まちづくり会社トアロードまちづくりコーポレーション設立総会(社長:清水

俊夫トアロード中央商白街振興組合理事長 資本金2，000万円)

。神戸交通センターピル全館オープン(中央区 8階主下は6/2にオープン)

。住都公団が初めて単独で行う災害復興公営住宅の募集開始(東灘区など234

戸)

0兵庫!果、フェニックスプラザ内に支援者のための相談室を開設

上海・長江交易促進プロジェクトの第 -弾として「大長江節(フェア) J開催(-

7/31) 

0震災で全壊した兵庫警察署 、再建された新庁舎での業務関蛤(神戸市兵庫区)

兵庫県と神戸市、被災者に対する生活支援策などを盛り込み、国の1998年度予

算の概算要求に対する要望をそれぞれ発表

。兵庫県教委、幼稚閥児向けの防災教育絵本「あしたもあそぼうねJ 1 万部を

発行し、県ドの幼稚関等で2学期から活用することを発表

神戸ルミナリエなどの 4 事業、「新産業構造形成プロジェクト」に選定、閣議了

承される

0被災マンション再建決議第l号の「甲南コーポラス」、再建完工式(神戸市東謀長

区)

※生活再建支援金第1田支給、芦屋市・洲本市分を皮切りに開始 ( �8/15) 

ム全国知 事会の石川嘉延地震対策特別委員会長(静詞県知 事) 、伊藤公介国土庁

長官らに災害相互支援基金の創設を求める決議文を手渡し、政府・与党に同制度

の実現を正式に要請

。兵庫県、撤去した応急復設住宅は 原則として海外での再利用を進めることと

し、そのモデルケースとして377戸を中国上海市と山東省に無償提供すると発

表

ム神戸市と北淡町を視察した伊藤国土庁長官、災害棺互支援基金の負担割合に

ついて、「国と都道府県が1:1の割合が妥当」と考えを示す(全国知 事会からの提

案では、国:都道府県叫

※神戸市、被災失業者などを対象に市税を減免することを発表

。尼崎市の仮設久々知 3丁目住宅(32戸) 、岡市内の仮設住宅として初めて轍去

開始
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11日 (月) I 淡路フェ1)ーボート (本社神戸市) 、明石海峡大橋開通に伴いフェリ一事業か
らの撤退を発表

12日 (火) I y兵庫県、8/1現在の仮設住宅契約戸数が29，045戸となり、初め て 3 万戸を切っ

たと発表。また、淡路町の仮設住宅契約戸数がゼ口になったことも併 せて発表

13日 (水 y被災者復興支援会議 (座長:小西康生神戸大学経済経営研究所教授) 、恒久住
宅供給計画の全体像を示すこ とを前提に、仮設住宅統廃合の進 め方や時期など
について兵庫県

問 (月) I 兵師、l附年帥算見込みを発表。県税収入は附年度比112.8%と臨し
たが、実質単年度収支はマイナス40億円と3年連続の赤字

神戸市、1996年度決算見込みを発表。市税収入は1995年度比 1 13.5%と屈復し
たが、実質単年度収支はマイナス256億円と3年連続の赤字

19日 (火) I g西宮市の仮設愛宕山住宅 (6戸) 、同市内の仮設住宅としては初めて撤去開始
神戸・沙H本・徳島の3市、災害応援協定を締結

20 R (水) I g明石市の仮設上ケ池住宅、河市内の仮設住宅として初めて撤去開始 (撤去は64
のうち24戸)
神戸市の「避難所」 廃止から2年、待機所・公固など計13カ所にL54人が生活 (市j

f年同日比10カ所、202人減)
21日 (木 y兵庫県過去最大規模の15，608戸となる災害復興 (賃貸)住宅第 4次一元募集

を9/26から受け付けると発表 (9/12、募集戸数17，165戸に追加修正) 。第3次一元

募集までとは異なり、仮設住宅入窟者は第3希望まで選択可能に

目 (金) I 四時阪急西宮北口駅北東地ほの震災復興市街地再時発事業で、仮設自舗の
ポンテリカ (鉄骨3階建て延べ7，000m2・50同舗)がオーブン

23日 (土) I ο神戸市の密集住宅市街地整備促進事業と住都公団の震災復興事業を組み合わ
せた共同建て存えの第l号として、東尻池コート完成、竣工式 (長田区)

24日 (日) I 芦原市など国際特別都市建設連関加盟の全国12市町、災害応援協定締結
25日 (月) 10ひょう ご、皆学生会館、神戸市中央区の東部新都心で、起工

大重要文化財の明石城坤櫓 (ひつじさるやぐら) 、石垣修復工事の完了に伴い、曳
屋工法により仮置き場から元の位置に戻す工事

兵庫県と神戸市、被災中小企業向けの緊急災害復旧融資資金の据置期間を 1
年延長すると発表

26日 (火) 10兵庫県教委、高校生用防災教育副読本「明日に生きるJ57，500部と、教師用の活
用の手引き9，500音1)を作成し、2学期から 県下の公立高等学校で活用することを
発表

27日 (氷) 1 0神戸市、総合防災訓練を実施。自治体消防ヘリコプターと海上保安庁の巡規船

が連携し、患者を搬送する訓練を全国で初めて実施

28日 (木) i 宝塚市売布の売布再開発事業、阪神間の震災復興再開発事業で初の起工式
31日 (日) I 北淡町、富島地区の震災復興土地区画整理事業計画の変更について住民説明

会を開始 (�9/2) 
神戸市、震災から神戸港が完全復i日したのを海外でPRするこ とを目的に、

「神戸港海外ポートセールスミッション」の第一陣をI-IJ国・フィリピンに派遣 (�
9/6。ヨーロッパ各国を匝る第2陣は1O/28 �1l/8に派遣)

その時。全記録 1 5  
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9月1日 (月) I 防災の日。この日、兵庫県は丹波地域全域の10町で震災後初めて広域型防災総

合訓練を実施

健康保険法の改定が施行。医療費の患者負担が増加

2日 (火) I ※この日から、県外避難者が生活復興資金貸付制度を申し込む場合、郵送での受

け付けが可能となる

O神戸市、港湾機能用地146haの賃貸料を1997年 4月に遡って平均8%引き下げ

ると発表

4 B (木) I 土木学会シンポジウム「阪神大震災に学ぶ 土木計画学からのアフ。トチ」開

催 (�9/5) 

5日 (金) I (QJ神戸市灘区の桜口三下目地区市街地再開発事業組合が工事を進めていた自舗

兼住宅ピル「パニエ」、震災復興市街地再開発事業としては初めて竣工

0神鉄ピル (神戸市兵庫区・神戸電鉄i日本社ピル) 、オフィス・庖舗ビ、ルとして再

開

神戸市東難区の森南3丁目まちづくり協議会、神戸市にまちづくり案を提出

8日 (月) I 橋本首相、仮設住宅住民とテレビ会談

9 El (火) I (QJ神戸市と神戸市住宅供給公社、定期借地権を活用した戸建て住宅再建支援策

を発表

11日 (木) I 第2次嬬本改造内閣発足、販神・淡路復興対策担当に村岡兼造内閣官房長官、

国土庁長官には亀井久興衆議院議員が就妊

※神戸市、復興基金を活用し、値久住宅に移転した中高年者を対象に月額最高

20，000円を支給するなど、新たに被災者支援策を10項目発表

12 B (金 首相官邸で開催された全国都道府県知事会議で、貝原知事は「個別化、多様化

する被災地の復興に今後も支援をjと要請。橋本首相は神戸港の24時間荷役推進

について、兵庫県や神戸市に協力を求める

神戸市と神戸大学都市安全研究センターは、防災に関する専門的、実践的知識

を市民が習得することを目的に「こうべ市民安全まちづくり大学」を創設

間 (土) I '第9回肢体障害者全国交流集会J開催、肢体障害者の被災体験や生活再建など

を話し合う (�9/14) 

14日 (日) I '大震災から二年半、いま行 政の責任と住民の権利を考えるシンポジウム」開

催 (神戸朝日ホール 約200人参加)

町 (火) I 亀井国土庁長官、被災地を視察 (�9/17) 

17日 (水) I ム貝原兵庫県知事・笹山神戸市長・牧神戸商工会議所会頭は連名で、総合的国民

安心システム創設などの震災復興関連要望を来県中の亀井国土庁長官に行う

兵庫県、震災関連114億円を含む215億6，900万丹の9月補正予算案と、被災者

の不動産取得税減免措置を2000年3月まで延長することを発表

芦屋市中央地区の譲興土地区画整理事業計隠の取り消しを地権者が求め、神

戸地裁に提訴。震災復興土地区画整理事業では初めてのケース

19日 (金) ( 震災で死亡とされていた男性の生存が、灘警察署で確認

0全壊した兵庫県運転免許試験場、新庁舎落成式 (明石市)

。国土庁、「大震災教�JI\全集」を作成するため、'1現神・淡路大震災の教，lJ1\'1育報分

析・活用調査委員会 (会長:伊藤議慶応大学教授) Jを設置

9/17から開催されていた第2回日米地震シンポジウム閉会。共同声明でJ日

米地震防災政策会議」の設置を発表

20日 (土) I <)神戸市立明親小学校 (兵庫区) に全国初の「公共下水道利用型仮設トイレ」設置

16 その待。会記録
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21日(日 震災アニメ「地球が動いた日」、伊汁市のラスタホーlレを皮切りに県内41カ所

で上映開始

24日(水) I 兵庫県私立学校審議会、被災した神戸市と宝塚市の2幼稚園廃園を了承

25 B (木) I 兵庫県、県内91市町の1996年度決算見込みを発表。被災地内各市田Iも神戸市以

外は実質黒字に転換

26日 (金) I CQ>災害復興 (賃貸)住宅第4次一元募集、受付開始 (�10/28)

。兵庫県、「民間賃貸住宅家賃負担軽減制度」の契約手続き簡素化や要件の緩和

など改善策を発表

まちづくり協議会が三分裂した東灘註・森南地区で、初の復興区画整理事業が

森南 1 丁目地区で着工

宝塚市の花のみち周辺地区再開発事業、再開発ピル起工式

叩(土) I CQ>神戸市、東京で災害援興(賃貸) 住宅第 4次一元募集の説明会i時(大阪 名古

屋・岡山でも順次開催)

29日(月) I 0震災で本館等に大きな被害を受けた芦屋大学、再建工事の竣工式

附l日(水) I CQ>神戸市垂水区の仮設玉居殿住宅、神戸市内の仮設住宅としては初めて入居者

ゼロになったことが確認

芦麗市、「空き缶等の散乱訪止に関する条例 (ポイ捨て禁止条例) を施行

4日(土 ，r神戸へ 神戸から」 一被災地からの船出Jをテーマに、第6回在宅ケア研究

交流集会開催(-10/5 神戸大学)

5日(日) I ※生活復興県民ネット、「県外に住む被災者のための集い」を開催(中央区)

6 日 (月) I ※阪神・淡路大震災復興基金、復興住宅に移転した被災中高年齢者に対する被災

中高年値久住宅自立支援制度の創設を決定

。神戸市垂水区の仮設友が丘住宅、神戸市内の仮設住宅として初の撤去作業開

始

※神戸市の災害復興公営住宅を巡回する生活復興相談員、巡回開始

播磨科学公園都市(上郡町ほか) で建設が進められていた世界最大の大悲放射

光施設'SPring-8J、供用開始記念式典

9日(木) I 兵庫県、全職員を対象に防災ハンドフ、、ツク約17，000部を配布

神戸市消訪局、西日本では初めて特殊化学災害隊を発足

10日(金) I 国際シンポジウム「災害とトラウマ」開催(神戸市 兵庫県精神保健協会ここ

ろのケアセンター主催)

12日 (日) I 兵庫県南部地震発生から1，000日経過。各地で記念行事開催

「兵康県ボランティア協会創立30周年の集い」開催(丙は|記念会館 600人参

加)

15日(水) I ム自治労、「災害被災者等支援法案」成立を求める27万人分の署名を衆参両院議

長に提出

全日本仏教会、須磨寺で阪神・淡路大震災物故者追悼碑の開眼法要

同(金) I 0防災教育推進会議(座長:徳llJ明常葉学園富士短大学長) は最終会議を開催し、

大災害時に学校が避難所となった捺、教職員が運営に従事するのは原郎 7 l::I 以
内など、初めて学校避難所の在り方に一定の考え方を示したまとめを、栗原高志

兵庫県教育長に提出

18 B (土 i '災害と社会探降」をテーマに日本社会保障学会総会開催(東京・一橋大学)

その時。全記録 17 
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2]日 (火)

22日 (水)

23日 (木)

24日 (金)

25日 (土)

26日(日)

28日(火)

29日 (水)

31日 (金)

18  その時。全記録

神戸市消防局編集「阪神・淡路大震災における火災状況jの記述内容を巡り、長

田|まの住民から「事実を正確に伝えていないjと抗議された問題で， 部誤りが

あったJとして神戸市消防局は住民側に謝罪

。神戸市長田区二番町l丁呂の2・lまちづくり協議会が進めてきた、被災地最

大規模となる共同化マンションの起工式 (113戸、うち60戸は神戸市が買い上げ)

大規模災害対策セミナー開龍 (神戸市東灘区・神戸ファッションマート)

※全国20都府県から県外被災者200人が集まり、フォーラム「希望は持てるのか

}玄域避難の実情と支援を考える」開催

※芦屋市大東町の被災マンション建て替えに反対する15世帯に対し、神戸地裁

尼崎支部による立ち退き強制執行

。神戸市長田区の新長田駅北地区で初めての共同再建となる「東急ドエル・アル

ス御屋敷通J (114戸、うち66戸は民間業者から分譲) の安全祈願祭

震災後初の神戸市長選挙。郎毘開票の結果、現職の笹山幸俊氏が3選を果たす

(開票結果:笹山幸俊氏=271，035 大 西和雄氏=225，230 村井勉氏=6，458 投

票率ヱ45.04%)

O災害復興(賃貸)住宅第4次一元募集締め切り。平均倍率は2繍03倍に

三i撃を果たした笹山神戸市長、初登庁。記者会見の中で、今後4 年間の目標と

して「災害に強い安全で安心なまちづくりとともに、 『コンパクトシティ」を毘

指す」と表明

(現地時間2813 ) 日本災害救援ボランティアネットワーク (NVNAD 本拠:西

宮市 伊藤勉理事長) と米国災害救援ボランテイア機構 (NVOAD) は、日米両国

の民間ボ、ランテイア団体問で協力関係を初めて結ぶ

ム参議院災害対策特別委員会の 8人、被災地を視察。貝原兵庫県知事ら、公的支

援の早期実現を要望

阪神大震災の映像をデジタル記録した「震災映像アーカイブコアシステム」の

震災か ら 999夜自に復活した神
戸市灘区・若宮神社のだんじり
(神戸新同社提供)
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モデル、フェニックスプラザで展示開始

11月2日(日) I 阪神・淡路大震災「仮設」支援NGO連絡会、被災者の手作りグ、ツズ即売などの

「ぞうさんいっぱいまけないぞ、う展示会J開催 11/3 神戸市立王子動物掛

ホール)

4日(火) I ム自民党地震対策特別委員会と災害特別対策委員会の席上、全国知事会が実施

した「被災者生活再建支援金基金制定Jの素案に対するアンケート結果について、

25知事が賛成(一部条件付きを含む) していることが明らかに

兵庫県と神戸市、事業を再開できない小規模事業者を対象に最高1，000万円ま

で貸し付けるなどを柱とした、「事業再開等支譲事業」開始

10日(月) I 神戸市難区六甲道駅西地区の復興都市区画整理事業において、震災復興関連

事業では初めてピルを「曳き家」工法により移動

12日(ぶ) I 水道管の地震対策などを話し合う「水道管路間際シンポジウム」開催

11/14) 

問(木) I 神戸市都市計両審議会、東灘区森南地区の復興土地区画整理事業について、森

南町3丁目地区と本山中町1丁目;地区の17m道路を麗止する計画変更業を承認

須磨区の千歳地区連合街づくり協議会は、耐火建築物の建築促進などを盛り

込んだまちづくり案を神戸市に提出

14日(金) I 兵庫県、仮設住宅の無償供与 についての基準を公表

神戸市、兵庫県1998年度予算編成に対し、六甲山系グリーンベルト推進事業な

ど51項Bを盛り込んだ要望書を提出

復興まちづくり報告会(阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク主

催) 開催(�11/15 こうべまちづくり会館)

叩(凶山土jJ I 近畿2府 7県の高校72

丈化ホ一ル他I叩O会場)

間(日) I マレーシアで行われたサッカーワールドカップ0フランス大会アジア第三代表

決定戦、日本代表がイラン代表を3-2で破り、ワールドカップ初出場を決める

17日(月) I 0大蔵省と日銀は、経営難に陥っていた北海道拓嫡銀行(本自札輯市) の破たん

処理策を発表。都市銀行では初めての経営破たん、不良債権額(破たん時公表額)

9，3001:意円

芦屋市中央地区の復興土地区画整理事業計画の取り消しを地権者が求めた裁

判で、神戸地裁は計画の取り浩しを認めない判決

18日(火) I 西宮市仁川百合野 町で整備されていた「糊り資料館」が完成、一般公開開始

兵庫県、東京でそンゴルなど 6カ屈の大使館関係者に仮設住宅海外再利用計

画の説明会開催

この日に正式決定した政府の緊急経済対策に、神戸港の強制水先制度を大阪

港並みに緩和することが康り込まれる

20日(木) I 兵庫県、貿易業者輸送業者等に仮設住宅海外再利用計画の説明会開催(神戸

市中央区・のじぎく会館)

21 E3 (金) I ム兵庫県、阪神・淡路大震災復興基金を活用して、震災により全半壊(焼)家屋に

いた世帯のうち、世帯主が45歳以上かつ間一世帯の年間総収入が507万円以下

で、恒久住宅に移転した世帯を対象に月額20，000円(単身者月額1 5，000円)を支

給する「被災中高年憶久住宅自立支援」制度の申請受付を、12/ 1から開始すると

発表

笹山神戸市長、三選後初の市議会冒頭で「市民の生活再建とまちの復興が\課

その時。全記録 19 
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せられた使命」と所信表明し、「暮らしの復興と今世紀中の神戸の復興Jr訪災と

防犯を兼ねたまちづくりJr市民サービスの向上」の 3 つの基本方針を示す

※阪神・淡路大震災復興基金、高齢者対象の「生活再建支援金」制度について、半

壊 (焼) 世帯の申し込み条件を一部緩和

兵庫県被災者連絡会 (河村宗治部会長) 、越冬資金の支給など11項目の緊急要

求を県に丈書で提出

間 (月) I 0 4大証券会社の山一証券、臨時取締役会で自主廃業を決定。負債総額は過去最

高の約3兆円

25日 (火 g震災詫興 (賃貸) 住宅第 4次一元募集の入居者を決める抽選会開始 (神戸市中

央区・サンボーホール)

兵庫県警、防災情報通信ネットワークの運用開始

震災で全壊した神戸市中央卸売市場東部市場、再建された新市場での業務開

始 (東灘区)

28日 (金) I ム神戸市議会、阪神大震災の被災者に対ーする「抜本的な公的支援の実現を求める

決議」を全会一致で可決

。貝原兵庫県知事、県議会の答弁で被災者向けの公営住宅がさらに4，000戸以上

必要と明らかにする

神戸市助役に、前野収入役、鶴来建設局長、杉田理財局長がそれぞれ就任。1年

7カ月ぶりに助役3人体制に戻る

雇用閣僚会議 (神戸雇用サミット) 、日・米・英・仏・独・伊・加・露の 8カ国雇用担

当閣僚など約110人が参加して開催 (�11/29 ポートピアホテル)

29日 (土) I 日本環境会議と震災復興 関西 NGOネァトワークの共催による日本環境会

議神戸大会、「被災地は震災の教訓をアジア各国に語るとともに、「環境の世紀」

にふさわしい都市づくりへと歩み出すべきである」とした大会宣言を採択し閉

幕 (�11/28 神戸国際展示場)

12月 1 日(丹) I ム恒久住宅に移転した4 5歳以上の被災者を対象に、月最高20，000円を 2 年間支

給する被災中高年恒久住宅自立支援制度受付開始。支 給は1998年 5 月の予定

。神戸市住宅公社、住宅再建を支援する融資や補助制度などを直接被災者から

相談を受ける「住宅再建ヘルパー制度」創設、ヘルパーの派遣開始

※こうべ市民福祉振興協会、被災高齢者を対象に土地を担保に生活費を貸し付

ける「被災高齢者向け終身生活資金貸付制度」開始

県・市町生活支援委員会、関係自治体が進める被災者支援策や連絡先をまとめ

た「支援者ノート」を発行、自己布開始

2日 (火) I ム「公的援助法J実現ネットワーク、「災害被災者等支護法案」の実現に向けた被

災地総決起集会開催 (フェニツクスプラザ)

3日 (水) I ム東京で開催された「自然災害に対する国民的保障を求める国民会議」の全国代

表者会議の席上、全国知事会の「災害相互支援基金Jを、自民・社民・さきがけの与

党3党に続き、新進・民主ー太陽の野党3党も基金制度の支持を表明

4 日(木) I (財)阪神・淡路大震災記念協会設立発起人会開催。員原兵庫県知事、r 2 1世紀に

向けて震災を経験した地域として提言を行い、事業を展開するのは私たちの責

務Jと協会の役割を説明

20 その日寺。全記録

ム自民党、都道府県の出資による600億円規模の「被災者生活再建支援基金法案」
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を提出することを確認し、全国知事会もこれを了承。主な内容は、所得が1，000

万円以下で災害により性宅や工場が全半壊した世帯を対象に、生活再建支援金

を最高100万円被災者に支給。阪神・淡路大麓災の被災者にはそ及適用しないな

ど

ム衆議院災害対策特別委員会 (塩田晋委員長) の15人、神戸市内を視察。貝原兵庫

県知事や被災者の代表らは公的な生活支援の早期実現を求め、牧神戸商工会議

所会頭は阪神・淡路震災産業復興推進機構のアンケートに基づき被災地を取り

巻く経済状況の厳しさを強調

S日 (金) I ム社民党、阪神・淡路大震災の被災者に対する行政措景を条件に、自民党の「被災

者生活再建支援基金法案」に合意、同法案は与党案として提出ヘ

8口 (月 ム衆議院建設委員会 (二階俊博委員長) の 8人、神戸市内を視察。委員から住宅問

題などの質問が相次ぐ一方、兵庫県や神戸市側からは予算や公的支援制度の実

現、産業復興などに対する要望を行う

鶴米神戸市助役、市議会決算特別委員会で被災者の住むテントや荷物が置か

れている公園について、「公園本来の機能を早期に回復するため、場合によって

は法的手段も踏まえて対応、する」と答弁

9 B (火) I ム新進・民主・太陽の野党 3党は、阪神・淡路大震災の被災者に対し最高200万円

の特別支援金と最高100万円の麓災見舞金をそれぞれ支 給することを柱とした

「阪神・淡路大震災被災者支援法案J (野党案)を参議院に提出

。神戸市都市整備公社、全国の公的機関としては初めて定期借地権のあっ せん

事業を行う「神戸定借パンク」を設置、受付開始

。兵庫県、12/1現在の仮設住宅入居状況を発表、洲本市の仮設入百者はゼロに

O垂水神戸市住宅局長、市議会決算特別委員会で、被災者向けの特定優良賃貸住

宅について、現在発注済みの分で計商を中止する)j針を明らかに

10日 (水) I g災害復興 (賃貸)住宅第4 次一元募集の抽選が終了。当選は12，837件となる一

方、仮設住宅居住の7，067世帯が落選し、4，328戸が募集部れとなる

OI1J陽自動車道、三木小野インター~出楊姫路東インター問が開通し、全通

12日 (金) I ム参議院災害対策特別委員会、災害被災者等支護法案 (市民立法案) を再ぴ継続

にすることを決定。また、新進・民主・太腸の野党3党が提出した被災者支援

法案も継続審議に

0再建された神戸水上;再開署 新庁舎竣工式 (神戸市中央鼠)

14日 (日 松本地区まちづくり協議会 (神戸市兵庫民) を党展させた有限会社'C.D.C

神戸」設立
JE作品出削tよ7T阪

始

。

開

日川門口tu

 

τ34

 

r J とハーパーハイウェイを[t'i持結ぶ住吉渡り線、供用

19日 (金) I 西須府道路問題連絡会議、な冊以内の都市山市立路について環境影響評価 (ア

を求める。申請人は県内

過去最多の2‘5日18人

川 (土) 1 g大寂 府帆投 ヰ中判川判:汁叶巾巾Iリ山市i七むj-一の{似川反札陥設i没釘叫史引!

仮設{住主J官むから民県u氏亡の被災f名汗2f;占竹カが王汽可Jl完;己己日づ令そ退l去Jした初めてのケ一ス

。神戸iliγ、j で初めてIインナーシティ明di街地住ち総介，jj-u出i制度」の指定により

容積率緩和の適用を交けた共同ビル「来 ドエル・アルス住Jj駅前」完成式 (神戸

市東灘区)

22日 (月) I 阪神・淡路大震災復興推進大会開催。n原兵隊県知事ら、山積みする課題に邑

その時。全記録 21 



1 997年 (平成 9 年)

の支援継続が必要と強調 (東京)
被災者復興支援会議、被災した商庖主や小規模事業所への低家賃による施設

提供などを柱とした産業譲興策をまとめ、兵庫県に提出
24日(水) 被害状況修正発表、兵庫県内の死者数6，398人( 4人増)、行方不明者 3 人( 1人

増) に変更

(財)夢の架け橋記念協会、公募していた明石海峡大橋の愛称を「パールブリッ
ジ、」に決定

日(木 過去最高の来場者約山万人を集め、神戸ルミナリエ開幕 (� 山2)
26 E3 ( 金 財)阪神・淡路大震災記念協会設立( 神戸クリスタルタワー11臨)

建設省、本間公団の新通行料金を認可。明石海峡大橋の通行料は普通車3，200円
(1998年4月5日より5年間は2，600円)、垂水ジヤンクション~鳴門インターまで
は同7，250円 ( I司5，800円)

278 (土) I 新進党、両院議員総会で解党を決定

1 998年 (平成1 0年)

1丹 5 E3 (丹) I 貝原兵庫県知事、年頭挨拶の中で1998年を「足元を固める年」とする

ム公的支援法実現ネットワーク、神戸市中央匿の東遊間地で震災被災者に対す
る公的支援の実現を訴え、公園内のモニユメントに黄色の布400枚をぶら下げる

10臼 (土) I 神戸海洋気象台、1997年における兵庫県南部地震の余震は109回 (うち有感地
震9回)とまとめる

11日 (日) I 赤十字飛行奉仕団 (赤十字飛行常)兵庫支部発足式 (隊長:白石公男全日空機
拠点:但馬空港)

12 R (月) I ム阪神・淡路まちづくり支援機構、仮設住宅を改善し衛易公営住宅として存続さ
せる案や、復興再開発事業の採算に疑問があるとして計画変更案などを盛り込
んだ「復興まちづくりへの提言」を発表

神戸と静i尚を結んだシンポジウム「大震災三年の教訓IJ開催
13日 (火) I 兵庫県教委、学校防災マニュアル「いざというときのQ&A 大地震に備えて」

22 そのIf;;。会記録

(財) 阪神・淡路大震災記
念協会の表示板を取 り付
ける井戸敏三副理事長
(兵庫県副知事) 神戸市
中央区、 神 戸 クリス タ ル
タ ワー
(神戸新商社提供)



1 998年 (平成1 0年)

14日 (水)

をまとめる
「都市復興まちづくりシンポジウム」開催 (神戸新聞松方ホール)
第18河冬季オリンピック長野大会の聖火リレー、神戸市兵庫区から灘区まで

の11キロ12区間で実施
神戸市、|芳|定資産税の資料に基づく調査では、震災により滅失した住宅戸数は

81，767戸と発表
15日 (木) I び地球にやさしく人にやさしいマンション復興をめざす被災住民の集い」開催。

集会宣言でマンション補修への補助金制度の設置などを求める
「第29回全国ボランティア研究集会開催J・「全国生協ボランテイア活動交流集

会J・「第3司市民とNGOの叩方災J国際フォーラム」の3集会が合河で関鑑 (�
1117 約1，000人参加 神戸国際展示場ほか)

16日 (金) I Ql神戸市、災害復興 (賃貸)住宅第 4 次一元募集で定員割れした1司781戸の住宅再
募集を開始
。震災で大きな被害を受けた海上自衛隊阪神基地隊、工事完了の復興記念式典

政府の阪神・淡路大震災復興対策本部 (本部長:橋本首相)は、復興特定事業と
してワールドパール センターなど3事業を新たに指定

「全国学校防災フォーラムー兵庫からの発信」開催 (�1117 県立のじぎく会
館ほか)

「地域防災シンポジウム'98 in神戸」開催 (約1，000人参加 神戸丈化ホール)
阪神・淡路大震災を教訓に都市の防災計酒を調査、研究を行ってきた日本建築

学会、 4項目74提言にわたる最終の第3次提言を発表
17日(土) I 兵庫県南部地震発生から 3 年経過。この日を中心に、各地で追棉行 事などが間

催

兵庫県は、 秋篠宮夫妻、橋本首相らが参列した「阪神・淡路大震災記念追悼式」に

おいて、阪神・淡路大震災の教訓|を次代に継承し、防災を呼びかけるr 1開17J

を発表

神戸市、「阪神・淡路大震災犠牲者神戸市追悼式」開催
神戸市、震災の教訓を後世に語り継ぎ、須磨区の児童連続殺場事件の反省など

を受け良好で地域社会の形成や安全で、安心な街づくりを進めるこ とを目的とし、
毎 年1/17を「市民防災の日Jとする「神戸市民の安全の推進に関する条例Jを施行

西宮市、建設を進めていた同市奥畑の震災記念碑公園で追悼式典を開催。市内
の犠牲者1，079人の名前を刻んだ「阪神・淡路大民災犠牲者追悼の碑」除幕

(財)阪神・淡路大混災l記念協会、第 'J�会開保
あしなが育英会

(神戸市東難[;{)
党の交流拠点「レインボーハウスJ起工式

シンがジウム「 二 年{交の被災地i土、し、ま Jr子H佳作IjlJ fríî勤労会館)
18日 (日 r仮設問住者五五日刊の会j叫による、仮興住宅 ー応募集に落選した仮設住

宅居住者らの集会
都市 道路'lll日付泉」の 止を辺り、 が '*�していた車線部減案に

一部自治体が公立
20日 (火) I Ql被災地クラブ(在日立て人代

する補助を求める要望j;
と十I!] J î Iむに絞災マンションの補修に対

福祉コミュニテfーシンポシウム開催(約500人参!Jll 神戸朝日ホール)
22日(木) I ※兵庫県南部地震災害義援金募集委員会、阪神・淡路大震災にかかる義援金支 給

その時。会記録 23 



1 998年 (平成 1 0年)

の申請を1999年3月31日で締め切ると発表

0神戸市、神戸空港の空港島埋め立てのための環境影響評価 (環境アセスメン

ト)に着手
。神戸市住宅審議会、i坂神・淡路大震災後の住宅政策について、住宅と福祉を重
視するこ となどを柱にした提言を笹山神戸市長に提出

23日 (金) i '阪神・淡路復興シンポジウムj開催。産業復興や広域防災体制創設を求めたア
ピールを採択 (東京)

神戸市長田氏の「西の副都心まちづくり協議会J (友光喜代子会長)、 4 年ぶり
に震災後初めての総会を開催

26日 (月) I 神戸市長田区・新長田駅北地区東部の6つのまちづくり協議会で構成する「産

業地区創造懇談会」、神戸市に対し「くつのまち・ながた構想Jの先導プロジェク

トとして「シューズギャラリ�:f草想」を提出
27日(火) I 災害復興(賃貸)住宅第 4次一元募集分のかぎ渡し開始

理化学研究所「地震防災フロンテイア研究センタ�J関所式 (三木市)
「阪神・淡蕗大震災三周 年一心のケアシンポジウム」開催 (約330人参加 兵庫

県民会館)
30日(金) I 0'たてなおそう神戸・市民の会」、神戸空港建設の是非を問う住民投票条例の融

定を求める「神戸空港・住民投票の会J(仮称、)の準備会開催 (中央労働センター)

2月 1 日間 I 0ハーパーハイウェイ新港ランプ、供用開始 (神戸市中央区)

震災で死んだ動物に対する初めての慰霊祭「阪神・淡路大震災犠牲動物窟霊
と、シンポジウム「動物と共にくらすまちづくり」開催 (約500人参加 神戸市

立王子動物
郵便番号7桁化、こ の日から実施

2日 (月 ム市民二議員立法実現推進本部の小出実代表らの市民グループ、災害被災者等支

24 その時。会記録

援法案の実質審議入りと与野党がそれぞれ提出・検討している公的支援案につ
いて批判する声明を発表

被災した飲食庖主ら、自民党本部や阪神淡路大震災復興対策本部を訪ね、被災
者への現金支給や中小・零細企業などに対する特別融資制度の導入などを求め

慰霊の祈 り を掠げた 4 回
日のr 1 .  17J追悼式。西
符市で は犠牲者追悼の碑
が除幕された
(神戸新聞社提供)
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る要望書を提出
3臼 (火 シンポジウム「被災地から21世紀の雇用を考える」開催 (兵庫県民会館)

6日(金 oインフラ復興シンポジウム開催 (神戸新開松方ホール)

7日 (土)

9日 (月)

10日 (火)

12日 (木)

13日 (金)

14日 (土)

15日 (汀)

17臼 (火)

18日 (水)

20日 (金)

22日 (日)

23日(月)

24日 (火)

25日 (水)

26日 (木)

神戸市都市計爾審議会，'f水道幹線ネットワーク」構築に向けて必要な6幹線
と、須磨区の鷹取東第二地区の地区計両を承認 ttらむ

アジア医師連絡 協議会 (AMDA)の支部、AMDA
ども病院外科部長)発足

(支部長 連利弘 県立こ

シンポジウム「語り合おう四年目の震災報道」開催 (御影公会堂)
ム政府・自民党は、自然災害で全壊した世帯に最大100万円を支給するこ となど
を柱とした「被災者生活再建支援基金法案Jの内容に合意
ム貝原兵庫県知事と「市民:議員立法実現推進本部Jのメンバー、 県庁で被災者
への公的支援について会見。メンバーは知事に対し、「前面に立って被災地への
措置を要望すべき」などと求める
。垂水神戸市住宅局長、神戸市議会住宅水道委員会の答弁で、仮設住宅居住者向
けの災害公営住宅約5，300戸を 4 月下旬に募集すると明らかに
。芦屋市、同市議会災害複興特関委員会において、1998年定中に被災者用仮設住
宅を解消する方針を明らかに

神戸市、1998年度から法人税割の課税擦準額の税率12.3%の対象範闘を拡大
するなど、復興が遅れている中小企業に対する減税策を発表

「第3@] 県立回大学震災復興研究発表会」開催
西須磨都市計画道路公害紛争調停回が結成。
近畿運輸局、明石海峡大橋開通に伴うパス運賃を認可。三ノ官一洲本1，800円、

高速舞子一岩屋400円など
ム災害被災者等支援法案の成立をめざす超党派議員と市民グループ、自民党が
提案する予定の「被災者生活再建支援法案」を批判する共同声明を発表。
。神戸市、総額で約2兆117鐘円 (うち、震災関連約J ，446億円)の1998年度当初予
算案を発表。

!日新進党が約2年半にわたり放置していた震災義援金約1，100万円を、 あし
なが育英会に全額寄付

217から開催されていた第18回冬季オリンピック長野大会開幕。日本選手国は
冬季オリンピックとして過去最高の金5 、銀l、銅4 のメダルを獲得
。兵庫県、仮設住宅の使用期限を19985:手9月まで再延長すると決定

く〉兵庫県、総額で約2兆9，406億円 (うち、震災関連約3，967億円)の1998年度当初

予算案を発表
災地区産 業高度化システム開発実証事業発 表 会」開催 (� 2/25 神戸

ファッションマート)
。災害復興住宅管理協議会、仮設住宅居住者を対象に、募集言語れの公的住宅に
移った後希望する住宅に住み替え可能な「暫定入居制度」を開始するこ とを決定
。鶴来神戸市劫役、開催中の神戸市議会本会議で「仮設外被災者の公営住宅抽選
漏れについては、数の上では2年後に解消する」との見通しを明らかに
。厚生省が発表した1995年都道府県民生命去によると、震災の影響を受けた兵
庫黒の平均寿命は男性が75.54歳とワースト2、女性が81.83歳と最低に

自治省、神戸東部新都心で整備されるヘルスケアパーク (仮称)など5 施設を

リーデイング・プロジェクトに指定

その時。全記録 25 
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27日(金) 1 兵庫県、出や自治体のOBを対象とした「防災エキスパート」の募集開始

3月 1 日(日) 1 神戸市・淡路広域消防事務組合・鳴門市の3者、消防業務総互応援協定を締結
2日(月) 10震災で全壊した神戸市中央区・旧居常地内の海岸ピル、石積み部分を複元した

上で新旧デザインを融合させた15階建てのピルとして再建し、オープン
6 日 (金) I g兵庫県、撤去した仮設住宅 約17，000戸を中園、フィリピンなど 7カ留に無償提

供すると発表。また、 (社)プレハブ建築協会は、業者から兵庫県にリースされて

いる仮設住宅のうち 約四，000戸を補修費85，000円で海外に譲渡することも発表

9日(月) I 理化学研究所、アジア太平洋都市地震防災研究ワークショッブを開催(�
3/11) 

神戸市長田区の「神戸の壁」、i幸名町の町立現代美術館(仮称)で保存されるこ
とが決定

11日(水10阪神・淡路大震災復興計画推進委員会、最終提言「創造的復興への戦略」を貝原
兵庫県知事に提出
く〉神戸市復興推進懇話会(座長・嘉天義久神戸大学名誉教授)、「現時点で復興の
第一段階に達した」などとする最終提言案をまとめる

兵庫県公館で領事館サミット開催。関西の19カ国領事館より22人が参加。
12日(木) I ム全国知事会、「被災者生活再建支援法案」の実現を参院自民党政策審議会で要

13日(金)
15日(日)
16日 (月)

17日 (火)

亡母三仁
兵庫県長寿社会研究機構、シンポジウム「現代社会と孤独死」開催

。明石市立天文科学館、震災後約3年2カ月ぶりに再開
く〉西宮市、 推計人口が40万人台に回復したと発表

兵庫県、 県内全市町及び、 県内水道関連団体が、兵庫県水道災害相互応援に関す
る協定を締結
※生活復興資金の貸付件数、 2 万件を超す (1998�手2月末で20，088件、 約340億円

の貸付実績)

1997年末の兵庫県内登録外国人数が99，530人となり、震災前比99.6%までに
回毎

18日 (水) 1 0神戸市立神戸商業高校の復旧工事完了、被災地内の小・中・高の校舎復旧・再建

が完全終了

19日(木) 10特定非営利活動促進法(NPO法人衆議院で可決し、成立
23日(月) 1 g兵庫県と神戸市、新たに災害公営(賃貸)住宅5，760戸の入居者募集を発表

付は 4/24�) 
26日 (木) 1 0兵庫県議会、公立学校に設置された避難所の運営などを「職務」と定め、特殊勤

務手当を支払う内容の条例改正案を可決、4/1から施行

兵庫県警、 他都道府県等警察からの応援部隊「県警 フェニックス隊」解散

神戸市中央亙の仮設住宅で一人暮らしの住民が死亡しているのが発見。兵庫

県警のまとめによる県内被災者の「独居死」が200入に遣する

27日 (金) I く〉総務庁が発表した1997年の国内人口移動の調査結果によると、神戸市の人口

が 3 年ぶりに転入超過となったことが判明

28自 (土) I g神戸東部新都心 (HAT神戸)、西宮浜マリナパークシティ、南芦盤浜北部地区

でそれぞれ街びらき式典開催

26 その時。全記録

0神戸市中央区の三宮センタ一語、 アーケード完成記念式



1 998年 (平成1 0年)

30 I=l (月) 1 0干炉市水ヒ消防署六甲アイランド出張所、新庁舎での業務開始
ポートアイランドE期工区内初の高層ピ、ル「神戸キメックセンタービ、ル」オー

ブン
31日 (火) I 0兵庫県、地都道府県からの応援職員ゼ口に

復興した三宮セ ン タ ー街の
ア ケ ー ド完成記念式
(神戸新民j社提供)

その向。会記録 27 
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第一章

節目に立った復興状況



3 �母年計輯
1995年 1 月 17 日 未明 に起 き た兵庫県高部地震 は 、 日 本列 島 の 大動脈がひ し め く 神戸 ・ 仮

神地域 と 淡路 島 を 中 心 に 、 想像 を 絶す る 破壊力 を 晃せつ け た 。 高速道路の横倒 し、 ピ ル の
倒壊 ・ 挫 減、 新幹線や橋 な どの橋脚 の 破壊、 木造住宅街の 破壊 ・ ・ ・ ・ 。 倒壊 し た 家屋や ピ ル
か ら 生 き 埋め に な っ た 人 々 の救出作業 の 渦 中 で 、 息つ く 間 も ない大火災の追い打 ち 。 近代
都市丈明 を 破壊 し た大都市 直下型大地震の 災害 は 、 援 に 阪神 ・ 淡路大震災 と 名 づ け ら れ、
わが国 だ け で な く 、 世界 中 を 震掠 さ せた 。

あ れか ら 歳月 は 3 年 を 刻 み 、 4 年 目 に 入 っ たが、 被災地の 3 年 は 、 被災地外の 同 じ 歳 月
と は ま っ た く 異質な 時 の流れであ っ た。 同 じ 時 の 流れ で あ り な が ら 、 時 の重 さ は 、 被災地
外 の 人 々 が共有 で き る ほ ど生や さ しい も の で は な か っ た 。 被 災 地 に と っ て 、 こ の 3 年 と い
う 期 間 は特別 な 意味 を 持 っ ていた 。

そ れ は 人 々 の生活 と 社会活動が根底 か ら 破壊 さ れ た 激甚 災害地域 を 、 と に も か く に も 基
本 的 な 部分 の 復 旧 ・ 毎興 を 優先的 に 進 め る た め 、 「 緊急復興 3 カ 年計画」 を 立 て 、 こ れの
遂行 に全力 を 傾注 し て き た か ら で あ る 。 こ の計画の達成状況が神戸 ・ 阪神 ・ 淡路地域の再
生 を 占 う 第 - の 関 門 で あ っ た 。

緊急復興 3 カ 年計画 は 、 大震災が起 き て か ら 半年後に策定 さ れ た 兵庫県の 「阪神 ・ 淡路
大震災復興計画J ( 1 0 カ 年計画) と 同 時 に 、 「 イ ン フ ラ J r住宅J r産業」 の 3 つ の 分野 に 絞 っ
て 、 3 年 を B 途 に 震災前の水準 に 戻す優先的 、 緊急、的 な復興計画 で あ っ た 。

兵庫県が98年 3 月 に 策定 し た 「阪神 ・ 淡路震災復興計画推進方策」 の 「復 興の 概況」 は 、
緊急、復興 3 カ 年計画 の進捗状況 を 以下 の よ う に ま と め てい る 。 表 l が、 そ の 集 約 を 端的 に
表 し てい る 。

(?f; 1 ) 緊急復興 3 カ 年計調の進渉状況

(注)進捗状況欄

イ ン フラ: 97年度 ま での累計
住宅 ・ 97年度 ま での累計
政業 ・ 97年10ーは 月 ( 第 3 悶半期) の復興指数 (被災後の純生践 を推計 し 、 震災前 (94年同期) を 100と し

て比較 し た もの。 {日 し建設業 を 除 く )
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ま ず 「 イ ン フ ラ 」 に つ い て は 、 97年度 ま で の予算措置額の累計で は 、 計 画 目 標 5 兆7 ， 000
f意円 に対 し 、 進捗は 5 兆8 ， 700億円 で103% と 目 標 を 超 え た 。

「住宅」 に つ い て は 、 計画 目 標12万5 ， 000戸 に対 し 、 進捗は97年度末 ま で に 15万9 ， 000戸
と 計画 目 標 を 遥か に超 え る 127% に 達 し た 。

に つ い て は 、 震災前 (94年 10月 � 12 月 ) の純生産 を 100 と し た 97 年 同 期 の 復興
指数 (被災後の純生産 を 推計 し た も の で 、 建設業 を 除 く ) は 、 99 . 2 ポ イ ン ト と な り 、 3 カ
年計画 は 「 目 標の水準 は 総量 的 に は ほ ぼ達成 さ れた」 と い う の が兵庫 県 の 評価 で あ る O

各部門 に つ い て 、 前記の 「復興の概況」 は次の よ う に ま と め て い る O

1 . イ ン フ ラ の状況
〔 緊急 イ ン フ ラ 整備 3 カ 年計画の進捗状況〕

県民生活や産業活動の 基盤 と な る 道路 、 鉄道、 港湾な ど の 早期 間 設 に全力 を あ げる と と
も に 、 二次災害防止 の た め の 防災 イ ン フ ラ の整備 な ど、 災害 に 強 く 安心 し て 暮 ら せ る 都市
づ く り や 、 防災性が高 く 代替性の あ る 多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の 形成 を め ざ し て 、 3
カ 年の う ち に 緊急 を 要す る 復興事業 を 推進す る た め 「 緊急 イ ン フ ラ 整備 3 カ 年計画」 を 策
定 し、 整備推進 を 図 っ て き た。

〔主要道路の復l日 ・ 毎興〕

i涯神高速道路 な ど主要な イ ン フ ラ の復旧事業は 平成8年度 ま で に完 了 し 、 97年12月 に は
山 陽 自 動車道が全通、 さ ら に神戸淡路鳴 門 自 動車道 と そ の 関連道路が98年 4 月 に 開通す る
運 び と な り 、 被災地域 に お け る 格子型高規格道路網の外郭が形成 さ れ る な ど順調 に 進 捗 し
て い る O 計画 目 標 5 兆7 ， 0001:意 円 に 対 し 、 約 5 �1S8 ， 700億円 が予算措置 さ れ 、 計画は達成で
き る 見込み で あ る 。 全体事業 費 の 年度別 内 訳 は 表 2 の通 り で あ る O

(表2 ) 緊急イ ン フ ラ整備 3 カ 年計画全体事業費年度別内訳 ( 単位:億円)

復旧分 復興分 イ ンフ ラ計
計部 (97年度 目 襟) 1 5 ， 000 42 ， 000 57 ， 000 

1994年度
14 ， 800 31 ， 000 

1995年度 16 ， 200 

実績 1996年度 200 1 4 ， 800 15，000 
1997年度 12 ， 700 1 2 ， 700 

言十
(100%) (104%) ( 103%) 
15 ， 000 43 ， 700 58 ， 700 
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〔神戸潜の 復 旧 〕

神戸港の被災パ ー ス の復旧工事は96年度 中 に 完了 し 、 97年 5 月 四 日 に は '21世紀の マザ ー
ポ ー ト 」 を め ざす神戸港の復興宣言が行 わ れ た 。

2 . 住宅の 状況

〔ひ ょ う ご住宅謹興 3 カ 年計画の進捗状況〕

震災 に よ り 失 わ れ た 大量の住宅ス ト ッ ク を 早期 に 回復 し 、 将来 に 向 け て 災害 に 強 く 、 次
世代 に つ な が る 計爾的 で美 し い住宅市信地 を 復興 し 、 高齢者 な ど に や さ し い 安全 ・ 快適 で、
恒久的 な 住 宅 の 供給 を 図 る と と も に 、 3 カ 年で12万5 ， 000戸 の住宅 を 建設 ・ 整備 す る こ と
を め ざ し て き た 。

98年 3 月 末現在 で、 公的住宅に つ い て は計睡戸数 8 万500戸 に 対 し て 約89 % 、 う ち 災害
復興公営住宅等の計画戸数 3 万8 ， 600戸 に対 し て は 、 約101 % の発注 を す ま せて い る 。 ま た 、
民間住宅の再建 も 新設住宅着工統計 に よ れ ば、 被災後98年 2 月 ま で に被災10市10町で21万
6621戸 の民 間住宅が着工 し て お り 、 こ の う ち 約 8 万7 ， 000戸が民間復興住宅 と 推計 さ れ る O

こ れ ら を 合わ せ る と 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画J の 目 標 で あ る 12万5 ， 000戸 を 上 回
る 恒久住宅 の 発注がす で に な さ れて い る O 災害復興公営住宅等 は 、 お お む ね98年度末 ま で
に 、 計画戸 数 3 万8 ， 600戸の確保 を 終 え 、 さ ら に 今後発生見込 み の 公営空 き 家 を 活用 す る
こ と に よ り 、 被災者全体に対す る 供給戸数 は 4 万3 ， 000戸程度 に な る も の と 見込 ま れ る O

(表 3 ) ひ ょ う ご住宅復興3カ 年計画の進渉状況
一一一一一一一一一一一下一

区 分
計画戸数

発注戸数

し主成戸数

159，000戸
出回j

129，000戸
一」旦盟

3 . 産業の 状況

〔農業復興 3 カ 年計翻の進捗状況〕

(98f手3 月 末)

民間住宅

産業復興 3 カ 年計画で は 、 3 カ 年 で①純生産 を 震災前の水準 に 回復す る ②新 た な 産業構
造の構築等の 本格復興 に 向 け て の基礎固 め を 行 う こ と を 目 的 と し 、 金融対策 、 事業再
開 の場の確保、 総合的 な 相談指導、 地域産業の活性化対策 を は じ め 各般の施策 を 講 じ て き
た 。

企業 自 ら の 自 助努力 と あ い ま っ て 、 生産聞か ら 見 た 産業活動水準 は 、 純生産 ベ ー ス で推
し た 産 業復興指数が99 . 2 ポ イ ン ト と な り 、 ほ ほ震災前の水準 に 回復 し て い る O
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〔産業復興の現状〕

被災地域の 産 業 は 、 全体 と し て お お む ね震災前 の 水準 に 回復 し つ つ あ る が、 ケ ミ カ ル
シ ュ ー ズ に つ い て輸入品 と の競合な ど に よ り 生産額が約 6 割、 粘土瓦 に つ い て も 震災 に よ
る イ メ ー ジ ダ ウ ン な ど に よ り 生産量が約 7 割の水準 に と ど ま る な ど、 一部 の 地場産業で い
ま だ震災前 に 戻 っ て い な い も の が見受け ら れ る 。

ま た 、 商業 ・ サ ー ピ ス 業 に つ い て み る と 、 大型小売商販売額 は 、 被災 し た百貨屈が復旧
し た こ と な どか ら 、 神戸市内 で お お む ね震災前の水準近 く ま で 回復 し て い る も の の 、 97年
4 月 以 降 は弱 い 動 き が続い て い る ほ か、 商!日誌 ・ 小売市場 に つ い て は 、 仮設庖錦 を 含 め 、
営業 し て い る 窟舗 の割合が、 神 戸市 6 区 内 で 約 8 割強の水準 に と ど ま っ て お り 、 被災地域
の ホ テ ル ・ 観光業 な どで は何年震の観光客入込数が、 依然、 震災前の約85 % の水準 で あ る
な ど、 「業種に よ る 差J r企業 に よ る 差J r地域 に よ る 差」 が見 ら れ る 。

と り わ け 中小 ・ 零細規模の事業者は 、 震災被害 に 加 え 、 景気の停滞感が一段 と 強 ま る な
ど、 全 国的 な 景気動 向 の 影響や 、 震災前 か ら の構造的課題 も あ っ て 、 い ま だ厳 し い状況 に
あ る O

さ ら に 、 資産面の状況 を み る と 、 県 内 金融機関 の 貸 出 残高 (震災前比 : 107 . 8% ) や 、
兵庫県信用 保証協会 に よ る 信用 保証残高 (震災前比 : 138 . 5 % ) が増加 し 、 震 災 の被害 に
よ る 資産 減少 に加 え 、 震災後の借入金の増加な ど に よ り 、 企業の体力 の低下 と 、 投資意欲
な ど全業マ イ ン ド の 冷 え 込み な どの影響 も い ま だ に 大 き い と み ら れ る 。

雇用面 に お い て は 、 有効求人倍率が、 震 災後改善 を 示 し て き た が、 何年12 月 の0 . 65倍 を
ピ ー ク に 、 97年 に 入 っ て か ら 有効求人数が減少 に 転 じ た の に対 し 、 有効求職者数が前年水
準 を 上 田 っ て推移 し て い る こ と か ら 、 98年 3 月 に は0 . 44情ま で低下 し て い る 。 ま た 、 依然
と し て 求人 ・ 求職の ミ ス マ ッ チが存在 し 、 中 高年齢者 に つ い て は厳 し い状況 と な っ て い る 。

〔 主 な生産指樺の状況〕

主 な 生産指標 は表 4 の通 り であ る O
(表 4 ) 

90-
100% 

90% 
未満

目提案(震kli=lω)
103 . 7  

<104 . 9> 
108.4 

<107 . 3> 
102 . 1  

<124 . 7> 
99 . 0  

<104 . 1> 
93.1 

<103.9> 

* 下段の く 〉内は全国倍。但し、
神戸港輸出入総額、 神戸港取
扱貨物量は 4 大港 (東京港、
横浜港、 大阪港、 名古屋港)
のイ底。
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以上 の と お り 、 目 標 の 水準 は 、 総量的 に は ほ ぼ達成 さ れ て い る が、 産 業 で は ケ ミ カ ル
シ ュ ー ズの生産額が65 . 5ポ イ ン ト し か 回毎 し て い な い な ど地場産業がか な り 厳 し い現状 に
あ る こ と 、 イ ン フ ラ と し て の神戸港の復旧 は終了 し た も の の取扱貨物量 は80 . 9 ポ イ ン ト に
し か回復 し て い な い こ と 、 被災地域の観光客入込数 も 85 . 2 ポ イ ン ト に と ど ま っ て い る ほ か、
商庖街 ・ 小売市場の営業再開 率 は90 ポ イ ン ト に達 し て い な い な ど、 個別分野 に 課題 を 残 し
て い る こ と カf う かカfえ る O
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i第二節 復興3年 マスコミの調査
〔復興度 平均は70% )

大震災か ら ま る 3 年 を 迎 え た 98年 1 月 17 日 を 中心 に し て 、 新 聞各社が復 興 の進み具合 を
そ れぞれの手法 で検証 し て い る O 県が行 っ た評価が97年度末 で あ る の に 対 し て 、 新聞各社
の調査 は 約 3 カ 月 前の時点で行 わ れて い る こ と 、 調査手法が ま っ た く 違 っ て い る こ と を 付
記 し て お く O

神戸新聞社 は独 自 の 方法で 「復興度」 を は じ い て い る (98年 l 月 17 日 付け特集 「震災 3
を 越 え てJ ) o

同 社 の 「復興度j は 、 震災後 の 最低 レ ベ ル を ゼ ロ 、 震災前 の 水準 を 100 と し て 数値化 し
た も の で 、 震災直後の ど ん 底 か ら 震災前 の状態 ま で どれ だ け復興 し た か を パ ー セ ン ト で表
し た も の で あ る O

調査 し た 各種の 「復興度」 は 22項 目 に の ぼる が、 全項 目 の 「復興度J の 平均 は70 % で あ
る O

こ こ で は 緊急復興 3 カ 年計画 に 関係す る 項 目 に 絞 っ て 同社 の 「復興度」 を 引用 す る O ま
ず、 イ ン フ ラ に つ い て は 、 神戸港の パ ー ス の復 旧 は 100% だが、 問 題 は 神 戸 港 の 活動実態
で あ る O 「神戸港の外国貿易入港数」 の 「復興度J は55 . 3 % 0 r神戸港 コ ン テ ナ 取扱個数」
は46 . 8% と 、 震災前 の水準 の お お む ね半分 に 達 し た に過 ぎ な い。 し か も 「入港数」 の 回復
は 97年 は 横 ば い 、 「 コ ン テ ナ 取扱個数J は 97年 は 逆 に 落 ち 込ん で、い る O

住宅 に つ い て は再建以外の住宅 を 含 む 「新規着工件数J (復興度176 . 4 % ) し か触 れ て い
な い の で復興の 中 身 は わ か ら な い が、 産 業 に つ い て は 「復興震」 は厳 し い値 に な っ て い る O
「商席街 ・ 市場再開」 は 75 . 3% 。 神戸市内 6 区 の 商庖街 と 市場の営業自舗数は 94年 は l 万

1 ， 651Jí5だ っ た が、 震災直後の95年 2 月 は2 ， 713庖 に 激減。 97年 7 月 に は 9 ， 443庖 ま で大 き
く 回復 し た が、 残 り の 大部分は 「廃業見込みJ r再開 の め どが立 た な い」 と い う か ら 深刻
で あ る O

ま た 「百貨自販売額」 の 「復興度J は 68 . 5 % と 全体の 「復興度J の 平均 を 下 回 る O 景気
の後退が回穫の足 を 5 1 っ 張 っ て い る と は い え 、 被災地の購買力 が震災前の 水準 に 戻 る に は 、
ま だ し ば ら く 時 間 がか か る こ と を う かがわせ る O

一方、 地場産業の シ ン ボル と も い え る 「 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産」 の 「復興度」 は34 . 7%
と 惨'1 磐た る 状況 だ 。 94年の 生産額 ( 1 月 � 1 1 月 ) 613億3 ， 700万 円 が、 95年 は 255億6 ， 900万
円 と 半分以下 に 。 97年 は379億7 ， 900万円 と 健闘 し て い る が、 震災前の水準 に は ほ ど遠い。

〔 自 宅再建率67 % )

ま た 、 読売新 聞 社 は l 月 1 1 日 付 け で第 3 回被災者5 ， 000人実態調査の結 果 を 特集。 向 調
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査 は 震災 l 年 目 、 2 年 目 の年末 に 実施、 今回 も 97年末 に ほ ぼ同 じ地区100 カ 所 で 、 生活再建、
復興へ の 思 い な ど約50J}í t j に つ い て 開 き 戟 り 調査 を 行 っ た も の。

調査結果 に よ る と 、 3 年 間 の復興状況 は r 8 割以上進 ん だ」 と 思 う 人が 3 分 の 1 を 超 え 、
「半分程度J と し た37% を 合 わ せ る と 4 人 中 3 人が半分以上進 ん だ と い う 認識 だ と し な が

ら も 、 「都市基盤整嬬、 観光地、 港の複輿 を 理 由 に あ げる 人 も 多 く 、 自 分の生活が元 に戻 っ
て い な く て も 、 復 旧 の 進 む市街地の 姿 を 見 て そ う 感 じ て い る と み ら れ る 」 と コ メ ン ト し て
い る 。

そ の 一方で、 、 20人 に i 人 は 「 ほ と ん ど復興 し て い な い」 と 感 じ て お り 、 仕事の な い 人の
割合 と ほ ぼ一致。 1 、 2 年 目 と も l 割 を 越え た失業、 休業、 休職 は 3 年 目 で半 減 し たが、
ま だ仕事の な い状態、の 人 は 6 % も お り 、 仮設住 宅 な ど で は 自 立 の め ど さ え 立 っ て い な い 人
も い る 、 と し て い る 。 ま た 、 仕事の な い状態 の 人 の 割 合が半減 し た の は 、 「職種 を 選ばず、
働 け る と こ ろ で頑 張 る 人が増 え た た め 」 と 分析 し て い る 。

こ う し た こ と も 背景 と な っ て 、 自 宅再建 に つ い て は 、 今後、 見通 し の あ る 人 は 7 % だ け
で 、 こ れ を 含め こ れ ま で の 再建率 は67 % に と ど ま る 、 と し て い る O 逆 に見通 し の な い 人 は
2 年 目 の 14% か ら 3 年 日 は26% と ほ ぼ倍増 し 、 再建の あ き ら め に つ な がっ た ほ か 、 3 割近
く が不安 を つ の ら せ、 今後 も 自 力 再建 は 望め な い と し て 、 行政の 支援 を 求め て い る 、 と す
る 。

〔住宅@ 商用 ピル再建は 6 割告〕

も う ひ と つ 、 日 本経済新聞社の調査 ( l 月 17 日 付) を 見 て み よ う 。 こ れ に よ る と 、 産業
や イ ン フ ラ の復興は震災前の 7 割程度 に と ど ま っ て お り 、 観光客数や神戸港 の 貨物量 な ど
は震災前の 7 � 8 割程定。 大企業で ほ ぼ売 り 上 げが完全回復 し た の に対 し 、 地場産業 の ケ
ミ カ ル シ ュ ー ズ の生産高 は 6 割前後 に と ど ま っ て い る 、 と し て い る 。

も う 少 し 詳 し く 紹介す る と 、 被災地の イ ン フ ラ の復 旧 率 は72 % 0 1 年前 よ り 16 ポ イ ン ト
上昇 し た も の の 、 復 旧ベ ー ス は震災後 2 年 間 に 比べ鈍化 し た 。 鉄道や道路 な ど公共 的 な イ
ン フ ラ が比較的 平 く 完全復 旧 す る 一方、 民 間 の 住 宅 や ピ ル の 再 建 は と も に 6 割台 に と ど
ま っ て い る 。

神戸市や西宮市、 尼崎市 な ど被災 10市で見 る と 、 復 旧 が最 も 遅れ て い る の は 被害総額の
4 割強 を 占 め る 民 間 住宅。 建 て 替 え 済み か建築 中 の住 宅 は 建設省 の住宅着工統計か ら 推計
し て 約14万戸。 大和銀総合研究所 に よ る と 、 被 災で再建が必 要 に な っ た 住 宅 は 23万戸の た
め 、 再建 に こ ぎ着 け た の は61 % に と ど ま る 、 と し て い る 。

被 災 1 年後か ら 2 年後の 間 に住宅の復 旧 率 は 30 ポ イ ン ト ヒ昇 し た の に対 し 、 こ の l 年 間
の上昇率 は 1 4 ポ イ ン ト 。 資金難 な ど に よ り 住宅再建 を 見 送 っ た り 、 断念 し た被災者が少 な
く な い と 見 ら れ る と し て い る 。 ま た 、 被災総額 の 約 3 割 を 占 め る 民間 の 商 用 ピ ル も 完
全復 出 に は ほ ど遠 い 。 再建が必要 に な っ た 総床 面積870万m2 (大和銀総研推計) の う ち 、
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再建済み か現在建設 中 の床面積 は 建築動態統計 (建設省) か ら 推計 し て 588万討。 復 旧 率
は68 % で 、 テ ナ ン ト ピ ル へ の 入居需要が低迷 し て い る こ と を う かがわせ る 、 と 分析 し て い
る O

3 紙 を 総合 し て み る と 、 全体の復旧度合い は約 7 割 だが、 住宅 に つ い て は 自 宅再建 は 6
割程度 に と ど ま っ て お り 、 商用 ピ ル も 7 割 に達 し て い な い 。 地場産業の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ
に つ い て は調査方法 に よ っ て 6 割か ら 3 割台 と 評価 は大 き く 異な る が、 復 旧 が相 当 遅 れ て
い る と い う 点 に 変 わ り は な い と い え る O
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第二章

復興の 問題点 と 課題



r--.�詩 人口 は ど ごま で回復 し た か

緊急復興 3 カ 年計画 の達成状況の う ち 、 イ ン フ ラ の復 旧 に つ い て は評価が分 か れ る こ と
は な い が、 住宅、 産業の復旧度合い を 考 え る 際 に 、 最 も 基本 と な る の が 「 人 口 J が ど こ ま
で 回復; し た か と い う 点 だ。

兵庫県 の 調 べ に よ る と 、 被災10市10町の推計人 口 ( 国勢調査 を ベ ー ス に住民基本台帳 と
外国 人登録の 移動数か ら 推計 し た 人 口 ) は 、 被災直 前の95年 l 月 l 日 で約358万9 ， 000人。
震災以降減少が続 き 、 95:J'f.l0!J 1 日 の 同勢調売 で は344万2 ， 000入、 そ の 後の96年 4 月 l 日
の推計 人 口 は 約342万7 ， 000人 と 約16万2 ， 000人 の 減少 と な っ た 。

そ の 後、 増加傾 向 にも; じ 、 98年 3 月 1 日 現在 の推計人 口 は346万4 ， 000人で、 約12万5 ， 000
人の減 と な っ て い る 。

推計人 口 上 で は 、 住民票の届 け 出 を 行 わ ず、 に 転 出 入 し た 人 々 の動 き が反映 さ れ な い と し
て 、 水道の契約者数を も と に 実態 人 口 の 試算 を 行 っ た結果、 何年 l 月 1 8 現在 の試算人 口
は 、 約353万8 ， 000人 と な り 、 約 5 万1 ， 000人の 減 に ま で 回復 し て い る こ と に な る O

試算人 口 が現状 に 近 い 人口 だ と し て も 、 回復 し た 人 口 の す べ て が被災地外 に 避難、 転出
し た 人 口 の 回復 で は な く 、 新 た に 行 わ れ た 民 間 の住宅供給 に 、 被災者 と は 関 係 の な い被災
地外か ら の転入者が入 っ て い る こ と も 考 え ら れ る 。

県外 に避難 し た被災者の実数把謹が難 し い 状況 と な っ て い る な かで 、 確認がで き て い る
県外被災者 に 対 し て 実施 し た 県外被災者の ア ン ケ ー ト 調査結果 に つ い て 、 県 は 次の よ う に
紹介 し て い る ( 1阪神 ・ 淡路震災復興計画推進方策」 に よ る ) 。

県外被災者の 状況 に つ い て ( 1 ひ ょ う ご便 り J (96年12 月 発行) 添付 ア ン ケ ー ト く4 ， 388
人回答 〉 か ら )

現在の居住 地 ・ ・ ・ ・ 「大阪府j が 5 割 と 最 も 多 く 、 「近畿地方」 で は 約 7 割
今後の居住予定地 ・ ・ ・ ・ 「県内 に戻 る つ も り で あ る 」 約 4 割

「県内 に 民 り た い が戻 れ な し り 約 4 割
「現在 の 場所で暮 ら す」 約 1 割

県 内 に 戻 れ な い理 由 ・ ・ ・ ・ 「住宅」 約 7 割
「経済的理自」 約 1 割

「 県 内 に 戻 り た い が戻 れ な い」 人が 4 割 も い て 、 そ の 理 由 は 「住宅J が 7 割 、 「経済 的
理由」 が 1 割。 県外被災者問題の核心部分が明確 に 表 わ れ て い る 。
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| 第二館 住宅問題
震災で倒壊 あ る い は損壊 し た民家やマ ン シ ョ ン な ど共同住宅か ら 避難 し た被災者 た ち は 、

近 く の学校 を は じ め と し た公共施設 や 近 く の公園 な どで寒 さ に耐 え 、 不 自 由 な 生活 を 余儀
な く さ れた 。 ま ず行 政 に 求 め ら れた の は 、 こ う し た避難者の た め の仮設住 宅 の建設で あ っ
た 。

国 、 自 治体、 民 間企業の総力 を あ げて 建設 さ れ た 仮設住宅 は 、 総計 4 万8 ， 300戸 に の ぼ っ
た 。 緊急の避難所生活か ら み れ ば、 仮設住宅 は 家族 単位 の 生活 と プ ラ イ パ シ ー (個人 で な
く 家族単位の ) は あ る 程度保護 さ れ、 応急的、 最低限の生活の場 を 確保 で き た 。

被災者 に対す る 恒久 的 な 生活環境 の 支援 は 、 第 2 段階 に 移 り 、 災害複興公営住宅 を は じ
め と し た公的住宅の供給 に 全力 が注がれ、 震災か ら 3 年 目 を 迎 え た97年度 は 仮設住宅 か ら
恒久住宅への移転が本格化 し た 時期 で あ る 。

98年 3 月 1 日 現在 、 仮設住宅 の 設置戸数は 4 万3 ， 807戸 で 、 現契約 戸 数 ( 入居戸数) は
2 万3 ， 132戸。 こ の 時点 で仮設住宅 に 住 ん で い る 被災家族は ピ ー ク 時 の 約 半分 に な っ た と
い う こ と に な る O

そ こ で 問 題 は 、 残 っ た 2 万3 ， l32戸 の 仮設住宅 に 住 む 人 々 の 、 恒久住宅へ の 移転 の 見 通
し が ど う な っ て い る か と い う こ と に な る O 県 の調査に よ る と 、 何 日 現在 、 こ の う ち 公営住
宅への 入居予定数は l 万8 ， 368戸で 、 う ち す で に 移転先が決 ま っ て い る の は l 万2 ， 547戸。
残 り 5 ， 82 1戸 は ま だ決定 し て い な い。 ま た 、 民 間賃貸住宅 ・ 持 ち 家再建 は 2 ， 894戸 、 福祉施
設への優先入居は 162戸、 不 明 は 1 ， 708戸 と な っ て い る O

仮設住宅の現契約戸数の圧倒的多 数で あ る 約 8 割 の 人 々 が、 公営住宅への 入買 を 希望 し
て い る の で あ る が、 JGの層住地 に 近い公営住宅が少 な い た め に 、 希望の公営住宅は競争率
が高 く な り 、 何度 も 抽選か ら は ず れ る と い う 状況が続い て い る O

仮設住 宅 に 住 む被災者 た ち が、 元 の居住地近 く に住 み た い と 希望す る の は 、 以前の コ ミ ュ
ニ テ イ に で き る だ け近 く て 、 気心の 合 っ た 近 隣 の 人 間 関係 を 取 り 戻 し た い と い う だ け で は
な く て 、 以 下の よ う な 理由 も 背景 と な っ て い る と 考 え ら れ る O

県が公表 し て い る 仮設住宅の 入居者調査 (96年 2 月 � 3 月 調査) に よ る と 、 世帯主が65
歳以 ヒ の 世帯 が42% 、 年収300万 円 未満 の世帯が70% で あ り 、 被災世帯健康調査 (97年10
月 調査) で は 、 精神神経症状 に つ い て 「問題あ り j と さ れ る 人が仮設住宅 で は 、 3 ， 644人
中 上 768人、 全体の48 . 5 % も み ら れ、 日 本人平均 1 5 � 20 % に 比べ倍以上 の 高 率 。 「病気があ
る J と 答 え た 人が2 ， 366人あ り 、 全体の64 . 9% に の ぼっ て い る O

県が行 っ た 第 2 回 目 の健康調査で は 、 疾患があ り な が ら 「治療 し て い な い」 と 答 え た 人
は 、 一般家庭1 1 . 4 % 、 仮設住宅14 . 1 % 、 災害復興住宅14 . 3 % と な っ て お り 、 そ の理由 と し
て 「医療機関 が遠い」 と 答 え た の は 一般住宅4 . 8% で あ る の に対 し 、 仮設住 宅 は 17 % 、 災
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害復興住 宅20 . 1 % 。 ま た 「医療費が高 い」 と 答 え た の は 一般家庭9 . 6 % 、 仮設住宅17 . 3 % 、
災害復興住宅25 . 6% と な っ て い る 。 問題が仮設住宅か ら 災害復興住宅へ と 移行 し て い る こ
と が う かが え る O

ま た 、 仮設住宅 の居住者 を 対象 に し た就労ニ ー ズ調査 (97年 2 月 調査) に よ る と 、 l 万
271 人 の 有効 回 答者 の う ち 就労 中 の 人が3 ， 563人、 無職が6 ， 484人。 こ の う ち 今後 の仕事 に
関 す る 希望 に つ い て 回答があ っ た6 ， 335人の う ち 「雇用 (パー ト 、 臨時 を 含 む ) を 希望」
が33 . 9 % 、 「 自 営業 ( 自 営 の手伝い を 含 む) を 希望j が6 . 1 % 、 「収入 は 少 な く て も 随時働
け る 仕事 を 希望 (60歳未満) J が9 . 7% 、 「 シ ルバ ー 人材 セ ン タ ー の仕事 を 希望 (60歳以上) J
が16 . 1 % と い う 結果 に な っ て い る O

こ の調査か ら 見 え て く る こ と は 、 仮設住 宅 に 住 む被災者は高齢世帯が 4 割以 上 も 占 め て
お り 、 7 割 の 世帯が年収300万 円 未 満 で あ る こ と O 約65 % の 人が病気 を 抱 え て い る こ と 。
そ し て 、 65% 以上 の 人 々 が就労 を希望 し て い る と い う 事実 で あ る O

仮設住 宅 に 住 む被災者の 多 く が高齢化 し て お り 、 多 く の 人 々 が病 気 を 抱 え て い る わ け で、
交通や貰 い物が不便で、 通院で き る 病院が近 く に な け れ ば、 と て も 安心 し て 暮 ら し て い け
な い と い う 厳 し い現実 に 藍面 し て い る O し か も 何 ら かの仕事に就 き た い と 願 っ て い る 人々
がかな り い る わ け だ か ら 、 移転先 と な る 公営住宅の 地域環境、 交通の 便 は 二 重 の 意味で切
実 な 条件 と な る O

公営住宅の供給サ イ ド に 立 て ば、 仮設住宅 に 住 む 人 々 が戻 り た が っ て い る 住宅街が、 土
地の権利 関係 が複雑 な 地域が多 く 、 そ れ ら の 地 域 に 早期 に 大量 の災害譲興住 宅 を 建設す る
の は 困 難 な 背景があ っ た こ と も 事実 で あ る O こ の た め 、 兵庫県や神戸市 で は 、 住宅 ・ 都市
整備公 開 や 民開 業者 の 建設 し た住宅の借上げ ・ 買 い 取 り 制度 を 設 け 、 被災者の ニ ー ズ に 対
応す る 努力 も 行 っ て い る O

〔 ま ち づ く り 協議会 ・ 行政 ・ 専門家の 3 極連携〕

土井幸平 ・ 大阪市立大学教授 は 「 こ こ ま で き た震災復興一一復興 3 年の現在 」 と 題す る
論文で、 地 域 に よ る 復興格差 に 触 れ た う え で 、 「大量の 住 宅 を 、 し か も 短期 間 に 建設す る
と い う 復興事業が精力 的 に行 わ れ、 大 き な 成果 を 挙げつ つ あ る こ と は 、 復興 3 年の事実で
あ り 評価 さ れ る O し か し 今後 と も そ れ を 地域社会の活性化、 復興 に どの よ う に 関係づけ て
い く かが重 要 で あ る 。 ( 中 略) 住 宅復興 と 復興都市計画‘の 関 わ り を さ ら に 明 ら か に し て い
く 必要があ る O こ の 問題 を 解 く か ぎ の ひ と つ は 、 基盤整備が終了 し 、 建築活動が本格化 し 、
あ る い は こ れか ら 本格化す る 重点復興ニ 再開発事業地 区 で あ る O 被災地 に 配置 さ れた 1 7 の
重点復興= 再開発事業地区 を 、 住宅{共給過剰 の 中 で 地域社会 に お け る 人 口 、 産 業 な ど都市
活動の復興拠点 と し て どの よ う に 成功 さ せて い く かが都市復興 3 年の 主要課題 の 一 つ で あ
る J と 述べ て い る O

ま た 、 土 井教授 は 「後興 3 年 の 中 で 100 に 及 ぶ復興 ま ち づ く り 協議会が結成 さ れ、 地域
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毎興の原動力 と な っ て い る こ と は 、 わ が国 の都市計画、 ま ち づ く り の 中 で特筆すべ き 活動
で あ る 。 人の き ず な 、 人 の つ な が り が地域の救助 、 復 旧 、 そ し て復興 ま ち づ く り に 大 き な
カ を 発揮 し 、 地域社会の復興拠点 を 築 い て き た 。 ま ち づ く り に は 人の つ な が り が重要で あ
り 、 そ し て 普段か ら の ま ち づ く り 活動 の 共有が基礎 で あ る こ と が示 さ れた 。 1980年の神戸
市 ま ち づ く り 条例 を 契機 と す る ま ち づ く り の 実践 の積 み重 ね 、 ま ち づ く り 協議会 を 通 じ て
の住民 と 行政 の や り と り 、 そ れ を コ ー デ ィ ネ ー ト す る 専 門家群の存在が、 被災地 に ネ ッ ト
ワ ー ク さ れて ま ち づ く り に 大 き な 力 を 発揮 し た。 ( 中 略) 復興 ま ち づ く り を 支援す る シ ス
テ ム が確立 さ れ活動 し て お り 、 復興 ま ち づ く り の推進の力 を 支 え て い る O 例 え ば、 ま ち づ
く り 専 門家派遣 ・ ま ち づ く り 助成 を 行 う 神戸市、 兵庫県の行 っ て い る 毎興 ま ち づ く り 支援

事業、 行 政 と 独立 し た非営利 団体 に よ る 複数の復興 ま ち づ く り 支援事業が挙げ ら れ る O 復
興 3 年の ま ち づ く り の さ ま ざ ま な 実践の 中 に 、 こ れ ま で の都市計画 を ブ レ ー ク ス ル ー す る
新 し い 局 面 、 要素 を 含 む 数多 く の実績が示 さ れて い る こ と を 見逃 し で は な ら な い」 と 指摘
し て い る 点 は 、 被災地の復興 に 限 ら ず、 今後、 わ が国 の ま ち づ く り の あ り 方 に重 要 な 示唆
を 与 え る も の で あ ろ う o (注 1 ) 
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r;三節 健康障害ど前七十ヂごごろのケブら問題
健康問題 は 、 住宅問題 と 並ぶ 重要 な 課題で あ る が、 と り わ け 「 こ こ ろ の ケ ア J が深刻 な

問題 と な っ て き て い る 。
健康問題で は 、 仮設住宅 に 住 む 人 た ち の約65 % が何 ら か の 病気 を 抱 え 、 精神神経痕状で

「問題あ り 」 と さ れ る 人が、 日 本人平均の倍以上 も あ る と い う こ と は先 に触 れ た と お り で
あ る が、 本誌第 5 章 「保健 ・ 医療」 で詳述 し て い る よ う に 、 仮設住宅か ら 復興住宅 な どへ
の移転 に伴 っ て 、 健康問題は仮設住宅 だ け で な く 復興住 宅 に も 拡大 し て い る こ と 、 特 に 精
神面で問題の あ る 人は 、 仮設住宅、 復興住宅 だ け で な く 、 一般住宅 に お い で す ら E 本人 の
平均の{音以上 と い う 高 い水準で あ り 、 一般住宅 に つ い て は 、 む し ろ 増加傾向 に あ る と い う
事実 に留意 し な け ればな ら な い。

ま た 、 精神面で 「問題あ り J と さ れ る 年齢層 が、 一散家庭、 災害課興住 宅 で40 - 50歳代、
仮設住宅で も 50歳代が ピ ー ク と な っ て い る の が特徴だ。 同時 に仮設住 宅 の 男 性 の う ち 酒へ
の依存度が強 い 「重篤問題飲酒群」 が13 . 8% と -般の男性の倍以上の 出現率 と な っ て い る
こ と と も 無縁 で は な か ろ う O

震災後 3 年 と 1 カ 月 が経 っ た98年 2 月 17 日 、 兵産県 と 大阪府の被災者向 け 仮設{主宅や避
難施設 で の 「孤独死」 は 200人 に 達 し た 。 内 訳 は男 性136人、 女性64人。 60代男 性が53人、
50代男性35 人 と 続 く O 死 闘 は病死176人、 自 殺17人 な どで、 ア ル コ ー ル依存 と 思 わ れ る ケ ー
ス や 自 殺が 目 立 っ て い る 、 と い う O

兵庫県精神保健福祉協会 の 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーJ の 新規相談内 容 を 見 る と 、 こ の 3
年 間 で第 l 位の 「不安 ・ イ ラ イ ラ 」 、 第 2 位 の 「対人 関 係 の 悩 み」 、 第 3 位 の 「 う つ状態」 、
が年 々 増加 し て お り 、 「 ア ル コ ー ル 関連」 も 97年度 に は 第 6 位 に 浮上、 男 性 に 限 る と 第 2
位 と い う 高率 で あ る O

健康問題 は 、 震災直後か ら 3 年 間 の経過の 中 で そ の 内容 は刻 々 と 変化 し て お り 、 症状 も
複雑化す る と と も に 、 精神健康面で は 増加傾向 に あ る こ と は 深刻 な 問題 で あ る O ま た 、
災の精神 的 な ダ メ ー ジ に加 え 、 一家の柱で あ る と い う 意識が強 い 中 年男性層 が、 恒久住宅
の確保 の 問題、 収入の減少、 失業や リ ス ト ラ な どの ス ト レ ス が積 み 重 な っ て 、 ア ル コ ー ル
依存症へ と 追い込 ま れて い る 実態が う かがえ る 。

ま た 、 兵庫県教委が96年 7 月 に 実施 し た 県 内 すべ て の小 ・ 中学校 を 対象 に し た 「被災児
・ 生徒 の 健康」 に 関す る 調査 で は 、 震災の影響 で ケ ア を 必 要 と す る 児童 ・ 生徒が前 年 同

期 と 比べ、 277人 も 多 い4 ， 089人 に 上 っ て お り 、 被害の大 き か っ た神戸市内 で は24% も 増加
し て い る こ と カf わ カミ っ た 。

精神科医、 蕗床心理士 グ、 ル ー プ。が行 っ た 2 田 の 面接調査 で は 、 95年12月 の 調査で25 % の
高 い 出 現率 だ、 っ た心 的外傷後ス ト レ ス 障害 (PTSD) が、 1 年 後 に は 10 % に 減少 し て い た
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も の の 、 震災 2 周 年 の テ レ ビ番組 を 見 て か ら 学校 に 行 け な く な っ た 中学 生 や 、 近所で 火事
を 目 撃 し て PTSD を 発症 し た小学生 な ど遅発性 PTSD の 問題が深刻化、 複雑化 し て い る 、
と い う 。 こ の事実 は 、 殺密 な 面接調査で 初 め て 浮 か び、上がっ た予測外の こ ど も の 「 こ こ ろ 」
の 問題の微妙 さ 、 複雑 さ を 私 た ち に 突 き つ け て い る 。

精神健康面の 問題は 、 学校教職員 の 間 で も 大 き な 課題 を 残 し て い る ほ か 、 被災者 を 支援
し て い る ボ ラ ン テ ィ ア や保健婦 な ど に も 広が っ て お り 、 看護婦や保健婦 な ど専門資格 を 持
つ 熱心 な 人 ほ ど被災者の生活の現実 に 触 れ て 悩 み 、 抱 え き れ な い重荷 を 背負 っ た り 、 本 人
が燃 え 尽 き 症候群 に 拍 っ た り す る ケ ー ス があ る 、 と い う 。

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 は 、 こ う し た支援者、 援助者 に対 し で も 相談 に あ た り 、 さ ま
ざ ま な 助 言指導 を し て お り 、 「 こ こ ろ の ケ アJ は 、 今後、 …層 重要 な 問題 と な っ て く る だ
ろ う O
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第三章

わが国社会の転換点に立つ復



「阪神 ・ 淡路震 災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画) J の総合 的 な 進行管理、 推進
方策、 推進 上 の 課題等 に つ い て検討 を 行 い 、 復興計画 の 円滑、 効果的 な 推進 を 図 る た め 、
三木信 一神戸 商 科大学学 長 を 委員 長 と し て何年11 月 に 兵庫県 に よ り 設置 さ れ た 阪神 ・ 淡路
震 災復興計画推進委員 会 は 、 98年 3 月 、 「 緊急復興 3 カ 年計画J の 終 了 を 節 目 と し て 「創
造的復興への 戦略」 と 題 し た 同委員会の総括提言 を ま と め 、 兵庫果 は こ れ を 受 け て 同 月 、 ' 1坂
村1 ・ 淡路震 災復興計両推進方策」 を 策定 し た 。

問委員 会 は こ の l 年 前の97年 3 月 に 中 間報告 を ま と め て い る が、 今回 は 2 年 半 に わ た り
阪神 ・ 淡路震災複興計画 の推進 を フ ォ ロ ー ア ッ プ し な が ら 、 今綾 7 年 間 の復 興計画 を効果
的 ー 若実 に す す め る た め の戦略 に つ い て 、 軒 に考躍すべ き 問題 を 中 長期 的 な 観点 か ら 「総
招提 ， J と い う 形で、集約 し た も の で あ る 〈

[ 創造 的佐興への戦時J は 、 特 に 緊急 を 嬰す る イ ン フ ラ 整備 、 住宅の確保、 産業の分野
に つ い て少 な く と も 震災前の水準 に 回復 さ せ る と い う 緊急復興 3 カ 年計画 の 呂 標 は お お む
ね達成 さ れつ つ あ る 、 と し な が ら も 、 「基礎 的 な 生活基盤がほ ぼ 自 毎 し た と は い え 、 震 災
がな け れ ば到達 し た で あ ろ う 活動水準 と の 聞 き は大 き く 、 復興計画全体の 目 的 を 達成す る
た め の本格的取 り 組み は こ れか ら が本番 だJ と し 、 「今設の復興 に あ た っ て の 基本 的視点J
を 提示 し て い る 。 そ の 中 で も 以下 の 二 つ の 視点 に特色があ る 。

と q:霊興文化J] J 

ひ と つ は 「震災の経験 と 教訓」 と し て ' 3 年 を 経て ま ず再認識すべ き こ と は 、 震災の経
験 と 教訓| を 風化 さ せ る こ と な く 継承 し 、 そ の教訓 を 将米 に 生かす こ と で あ る 。 わ れ わ れ は
震災か ら 数多 く の こ と を 学 ん だ 。 す な わ ち①震災後の混乱の 中 で大 き な カ を 発揮 し た ボ ラ
ン テ イ ア な ど、 人 と 人 のつ な が り の再認識②建築物 の構造強化の み な ら ず、 社 会 シ ス テ ム
な ど も 含め た 災害 に 強 い ま ち づ く り の 必要性③現在の都市 を 構成す る 諸設備 や そ の 運用 も
含め 、 a極集 中 シ ス テ ム を と る 経済効率優先の考 え の 反省 と 、 近代技術への過度 の依存の
危険性等で あ る 。 ま た 、 復興の過程 に お い て 、 被災者支援 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 、 N P O
と 行政 と の 間 に 生 ま れた協働 や 、 復興事業 を 具体化す る 巾 での様々 な経験 も 貴重 な も の で
あ る 。

災か ら 得 ら れ た 様 々 な 教訓iや課題 に つ い て は 、 現在 も 様々 な 分野で英知 を 結集 し つ つ 、
調査研究が続 け ら れて い る 。 そ れ を さ ら に発展 さ せ、 得 ら れた 成 果 を 実践す る こ と に よ っ
て 、 阪神 ・ 淡路地域 を 復興の モ デル 地域 と し て い く こ と は も と よ り 、 大災害か ら の復旧 ・
復興の た め に 、 諸制度の抜本 的 な 改革や新 し い仕組み の創設等 に つ い て 、 広 く 内外 に 提案
し て い く こ と が草要で あ る J と す る 。

も う ひ と つ の 視 点 は ， 復興文化」 の 創 造」 で あ る 。 ， r創造的複興J と い う 目 標が生 ま
れ た 背景 に は 、 本格的 な 成熟相 会の あ り 方 を 模索 し つ つ あ っ た 時 に起 こ っ た 震災 か ら の復
興 は 、 単 に 震災前の状態
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に 、 こ れ ま で の 社 会通念や組織の枠組み に縛 ら れず に 、 新 し い社会づ く り がで き る の で は
な い か と い う 発想があ っ た 。 こ の よ う な認識に 立 て ば、 復興 に 向 け た新 た な 取 り 組み を 通
じ て 、 わ れ わ れの価値観や政策の優先頼位 も 変化 し て 当 然 で あ る O 高齢社 会 下 の 近代都市
を 直撃 し た 未曾有の大災害か ら の復興、 そ の 前例 の な い 目 的 を 実現す る た め に は 、 常 に復
興 の 目 的 と 復興事業の意義 を 向 い 直 し な が ら 、 現在進め て い る 復興 の 過程 ゃ あ り 方 自 体が、

し い文化、 い わ ば 「復興文化』 の創造 で あ る と の認識を も ち 、 果敢 に 創 造 的復興への道
を 歩 ん で、 い か な け ればな ら な い」 と 述べ て い る 。

具体的 な 提 言 は 、 阪神 ・ 淡路震 災復興計聞 に 掲 げ ら れ た 基本 目 標①21世 紀 に 対応 し た福
祉の ま ち づ く り ②世界 に 開 か れ た 、 文化豊 か な 社会づ く り ③既存産業が高度化 し 、 次世代
産業 も た く ま し く 活動 す る 社会づ く り ④災害 に 強 く 、 安心 し て 暮 ら せ る 都市づ く り ⑤多
核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の形成一一の 5 つ の領域の分野 ご と に逐一、 現状 ・ 主要課題 に
つ い て の認識 を 示 し た 上 で そ れぞれの領域 ご と に提言が行 わ れ て い る O

広 い 領域 に わ た る 諸提言 を 紹介す る こ と は本稿 で は で き な い が、 総括提言全体 を 流 れ る
基調 は 、 上 に 述べた 2 つ の視点 を 中 心 に 貫 か れ て い る と い え る だ ろ う O す な わ ち 一本 の 柱
は 「住民主体の復興の促進」 で あ り 、 も う 一本 の 柱 は 「丈化」 だ と 集約 し て し ま う の は か
な り 強引 で は あ る が、 10 カ 年 に わ た る 行政計画 で あ る 復興計画の推進 に あ た っ て 、 こ れ ら
の視点 を 基本 に 据 え る こ と を 求め た 点 で、 特筆 さ れね ばな ら な い だ ろ う O

こ こ で い う 「丈化」 と は 、 基本的視点で も 述べ ら れ て い る の で あ る が、 「涯史的 に 形成
さ れて き た 地域の文化性 を 前提 と し な が ら 、 さ ら に復興の原動力 と な る よ う な 、 新た な 個
性あ る 地域文化の創造 を め ざす こ と が、 ま ち づ く り や産業の復興 を 進 め る 上で最 も 重要 な
鍵 と な る 」 と 表現 さ れて い る よ う に 、 い わ ゆ る 「地域文化」 と い う 概念 に 加 え て 、 「復興
の原動力 と な る 新た な 個性あ る 地域文化の創造」 を 含 め た 「文イし と い う 意味で、 先 に 紹
介 し た 「復興文化」 と も 重 な っ て く る 。

〔市民社会の萌苦手〕

こ う し た角 度 か ら の 具体的 な提言 を 、 い く つ か ピ ッ ク ア ッ プ し て み る と 以下の通 り で あ
る 。
①市民参画 シ ス テ ム の 実現 ・ ・ ・ ・ 震災 を 契機 に 生 じ た かつ て な い ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 高 ま り
を 、 シ ス テ ム と し て 定着 し て い く こ と は 、 先導的 な福祉の ま ち づ く り を 進め る 基礎 と な る
も の 。 市民参 画 の シ ス テ ム と し て 、 行政施策 の策定 ・ 実施 に あ た っ て は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の
ノ ウ ハ ウ を 生 か し 、 政策検討段階で N P O 、 外国人等民 間 の 参両がで き る な どの制度作 り
を 進 め る こ と が必要。
②文化事業へ の 市民参加 シ ス テ ム づ く り ・ ・ ・ ・ 市民が、 文化施設の事業 に つ い て 、 事業企画
へ の 参加や 、 舞台 ス タ ッ プ と し て の 技術習 得 と 参加等 に よ り 、 主体的 に 参加 で き る よ う な
シ ス テ ム 作 り が必要。
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③新た な 地域産業 と し て の コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス の振興 ・ ・ ・ ・ 生活関連、 福祉関 連 、 文化関
連等の都市生活 に密着 し た分野 で 、 現存の 製造業 ・ サ ー ピ ス 業等の こ れ ま で の 蓄積 を 活用
し た り 、 N P O 等 の 活動 を 発展 さ せ て 、 小 さ な 単位の経済活動が相 互 に 関連 し な が ら 地域
を 支 え て い く よ う な 、 新 た な 地域産業 と し て の コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス の振興が必要。

こ こ に ピ ッ ク ア ッ プ し た提言 は 、 二 つ の 視点 に絞 っ た も の の 中 で も 、 そ の 一部 に 限 ら れ
る が、 近代的大都市 を 直撃 し た大震災 と い う 特異な 経験 と 、 そ こ か ら 復興 し よ う と し て い
る 阪神 ・ 淡路地域が、 過去 3 年 間 の復興の経過 を 踏 ま え 、 今後の復興 に お い て どの よ う な
視点 を も っ て 臨 も う と し て い る の か 、 そ の 一 端 を 披露 し よ う と し た に過 ぎ な い 。 そ れで、 も 、
こ こ に取 り 上 げた提言 に は 、 大震災の被災地 と い う 特殊 な 背 景 に と ど ま ら な い 、 わが国社
会全体の転換点 の萌芽が読み と れ る の で は な い だ ろ う か。

総括提言の最後の 「総合的推進 の た め に」 の 中 で も 、 保健 ・ 医療 ・ 福祉の場 での市民団
体の活躍、 丈化分野 での市民の 自 由 で熱気あ る 活動、 さ ら に は こ う い っ た活動 を コ ミ ュ ニ
テ ィ ピ ジ ネ ス の よ う な 新 し い 産 業 に 結 びつ け る 動 き 、 災害発生時の専門家や ボ ラ ン テ イ ア 、
災害に対す る 備 え を コ ミ ュ ニ テ ィ で進め る 自 主防災組織の 活動 な どが見 ら れ、 ま た 、 都市
の再建、 再 生 に 役立つ知識 ・ 技能 を持つ専門家 の ま ち づ く り ア ドバ イ ザー と し て の働 き 、
ま ち づ く り に 継続的 な 支援 を 続 け る 市民組織活動 な ど を 列挙 し 、 「復興の あ ら ゆ る 局面 で 、
市民の 参画 に よ る 新 し い市民社会の姿が被災地 に現れつつ あ る 。 こ の よ う な 市民参覇 の 動
き の高 ま り を 発展 さ せて 、 復興の各局面で市民の参画 と 行政のパ ー ト ナ ー シ ッ プが展開 さ
れ る よ う に 、 横断的 な シ ス テ ム 作 り を 進 め な け れ ばな ら な い。 こ の た め に 、 関係行政機 関
の連携 と と も に 、 被災者 を は じ め と す る 県民や 団体、 企業等各分野で復興 に あ た る そ れ ぞ
れの復興主体が意見交換や情報交換 を 行 い 、 ビ ジ ョ ン と 情報 を 共有す る 仕組みづ く り を 進
め 、 そ の 定着 を 図 っ て い く こ と が重要で あ る 」 と 述べ て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災が起 き た 1995年 は 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年J と 呼ばれた 。 悲惨、 凄絶 を 極
め た未曾有の大災害の な か に あ っ て 、 被災地の み な ら ず、 全 国 の 人 々 に 勇 気 と 希望 を 与 え
て く れ た の は 、 空前の ボ ラ ン テ ィ ア 活動が、 全 国 か ら 駆 け つ け た ボ ラ ン テ イ ア た ち に よ っ
て展 開 さ れた こ と であ っ た 。

すで に 国 際 的 に 実績 を 積み 上 げて い た 医療専 門 の 国 内 の 医療 ボ ラ ン テ ィ ア 団体がい ち 早
く 被災地 に 入 っ て 活動 を 立 ち あ げた の を は じ め 、 さ ま ざ ま な 専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 団体が動 い
た の は 重要 だが、 一方、 そ う し た専 門性 を 持た な い各種団体や組織 に 属 さ な い個 人、 と り
わ け全聞 か ら 被災 地 に 続 々 と 駆け つ け た若者た ち の行動 は 、 多 く の 国民 に 感動 を 呼び起 こ
し 、 こ れ を 知 っ た 若者 た ち が 「 自 分 も 何かで き る の で は な い か」 と 、 さ ら に そ の 輪 を 広 げ、
震災後 わ ず か 4 カ 月 間 だ け で も 120万 人 を 超 え る 、 ま さ に 空前 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動が被災
地で繰 り 広 げ ら れた の であ っ た 。

こ の エ ネ ル ギー が、 被災地の 人 々 を 元気づけ た の は も と よ り 、 被災直後か ら の 復興全体
を パ ッ ク ア ッ プ し て い く 原動力 と な っ た と い っ て も 過言で は な か ろ う O
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全国の若者た ち を被災地 に駆 り 史 て た も の は何 だ っ た の だ ろ う そ れ は 、 い ま も っ
て 明 解 に 表現で き る こ と ばは な いが、 私 た ち の若者観 は 、 こ れ を 契機 に大 き く 変 わ っ た こ
と は事実で あ ろ う O 終戦50年 と い う 節 目 に あ っ て 、 20世紀 も あ と わずかで終わ り を 迎 え る
こ の 時期 に 、 若者 を 取 り 巻 く さ ま ざ ま な 問題が次々 と 社会問題化 し て い る な か で 、 人 々 は
震災後 の 若者 た ち の思 わ ぬ行動力 の爆発 に陸 目 し 、 21世紀への希望の足がか り を つ か ん だ
の で は な い だ ろ う か。

N P O 法 (特定非営利活動促進法) が、 97年度末 ぎ り ぎ り の98年 3 月 19 日 に 衆議院本会
議で可決、 成 立 し た の は 、 阪神 ・ 淡路大震災で ボ ラ ン テ イ ア 活動 の大切 さ が理解 さ れ、 こ
れ か ら の市民活動 にぜひ と も 必要 な 法律 と し て成立 を 支持 し た 幅広 い 国民 の 期待がか か っ
て い た か ら であ ろ う O

非営利 の市民団体へ の 寄付金 に 対 す る 税制上の優遇措置が見送 ら れ た が、 こ の法 に よ っ
て 市民 団体が社会的 に 認知 さ れる こ と に よ っ て 活動が し や す く な る と い う こ と で、 一歩、
前進 と 受 け と め ら れ た。

法律の 内容 に 不満や批判 は あ る も の の 、 長年、 市民活動 の 懸 案 だ、 っ た N P O 法が曲 が り
な り に も 成立 し た こ と は 、 わ が国社会が、 市民社会の 形成 に 向 け て 動 き 出 す 第一歩 を 記 し
た と い う 意味 で は 画 期 的 な こ と で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 そ の大 き な き っ か け と な っ
た 。

阪神 ・ 淡路大震災 に続い て 97年 l 月 に 起 き た 日 本海で の ロ シ ア タ ン カ 一 重油流出事故で
も 、 全国 か ら ボ ラ ン テ ィ ア が駆 け つ け、 予想以上の 早 さ で 自 然環境の 回復が進 ん だ。

し か し 、 そ の後 の 阪神 ・ 淡路地域 に お け る ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 に 問題が な い わ け で、 は な い。
阪神 ・ 淡路震災復興計回推進委員 会 は 「創造的復興への 戦略」 で 、 「震災直後か ら 現在 に

る ま で 、 空前の 市民公主主活動が展 開 さ れ、 行政が様 々 な ノ ウ ハ ウ を 学 び\ そ れ を 施策化
す る な ど、 行 政 と ボ ラ ン テ イ ア の新 た な 協働 の 関係 も 芽生 え つ つ あ っ た が、 時 間 の経過 と
と も に そ の 連携が弱 ま り 、 市民参両や行政 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ形成 の 動 き が低調 と な り 、
行政主導の市民活動支援 に な り つ つ あ る 印象があ る 。 従 っ て 民 間 関係 者 の 一層 の活動 を 期
待 し 、 市民活動 と 行政の協働 の た め の基盤 ・ シ ス テ ム ・ 支援活動 に 力 を 入 れ る 必要があ る 」
と 警鐘 を 鳴 ら し て い る こ と は見過 ご さ れ て は な ら な い 。

〔都市複興 か ら 人間復興へ 〕

「創造的復興への 戦略」 の な かで 「行政 と ボ ラ ン テ イ ア の連携が弱 ま り 、 市民参画や行
政 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ形成の 動 き が低調 と な り 、 行政主導の市民活動支援 に な り つ つ あ
る 印象があ る 」 と 指摘 さ れて い る が、 そ れ は 震災後の高揚期 と 比べ、 行 政 と ボ ラ ン テ イ ア
と の連携が低調 に な っ た と い う こ と で あ っ て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 そ の も の の質的 な 低下 を
f旨 し て い る わ け で は な い 。

む し ろ 注 目 さ れ る べ き こ と は 、 仮設住宅か ら 恒久住宅への本格的移行期 に 移 る と 同 時 に 、
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ボ ラ ン テ ィ ア 団体や各地の住民 に よ る ま ち づ く り 協議会な どが、 こ の移行期 の 本 質 的 な 問
題 を 的確 に と ら え 、 災害公営住宅への 入居前の現地見学会、 入居者同士の事前交流会、 入
居後の 交 流 イ ベ ン ト な ど、 入居者の 不 安 を 取 り 除 き 、 入居者同士の顔合 わ せ の 機 会 を 設 け 、
新た な コ ミ ュ ニ テ ィ 再生の き っ か けづ く り を 行 う な ど、 一見地味 に 見 え る が、 実 は も っ と
も 大事 な 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の 下 地づ く り を 有 っ て い る 。

避難所か ら 仮設住宅、 仮設住宅か ら 恒久住宅への移転 と い う 3 度 に わ た る 生 活環境の激
変 と い う 、 い や お う の な い 過酷 な 試練 に さ ら さ れ る 被災者た ち に 、 共感 を 持 っ て 寄 り 添 う
活動 は 、 3 年以上 に わ た る ボ ラ ン テ ィ ア 活動の成熟であ り 、 大 き な 到達点 を 示す も の と い
え よ う 。

し か し 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 真 の 力 量が試 さ れ る の は 、 む し ろ こ れか ら が本 番 か も 知 れ
な い 。 仮設住宅での孤独や健康問題、 人 々 の ふ れ あ い の 問題 は 、 そ の ま ま 災害公営住宅 な
ど恒久住宅 に場所 を 移 し 、 かつ て 下 町の長屋 な どが軒 を 接 し て い た 生活環境の な かで生活
し て い た 多 く の 高齢者た ち は 、 中 高層 の コ ン ク 1) ー ト の建物 で、 の 生活 と い う 環境 の 激変 に
ど う 頼正、 し て い け る の か 、 3 度 目 の移転 を 強い ら れ た 先 で 、 ま た も や コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り
を 功、 ら 始め る と い う 気力 を ど こ ま で持続す る こ と がで き る の か 、 新た な 課題が ま た生 ま
れ て い る 。

す で に恒久住宅 に移 っ た 人 々 が、 鉄の扉イす き の 高層住宅で、 長居的 人 間 関 係 が あ っ た か
つ て の 仮設住宅 を な つ か し む声が少 な く な い 。

一方、 い よ い よ '担久住宅への移転が本格化す る に 従 い 、 仮設住 宅 は ま す ま す 過掠化 し て 、
コ ミ ュ ニ テ ィ と し て の生活環境 は 崩 壊 し つ つ あ り 、 仮設住宅の統廃合は避 け ら れ な い 。 仮
設住宅か ら 恒久住宅 に 移 っ て 、 か え っ て 人 々 が孤立 し た り 、 健康 を 損 ね て い る 傾 向が県の
調査で も 現れ て い る 。

取 り 残 さ れ た仮設住宅 に住 む 人 々 、 恒久住宅 に移 っ た 人 々 、 県外 に避難 し て 帰 り た く て
も 帰れ な い 人 々 、 あ る い は 一般住宅 に住 ま い な が ら も 日 本人の平均 よ り は る か に高 い確率
で精神健康面 の 問 題 を 抱 え て い る 人 々 ・ ・ ・ ・ つ ま る と こ ろ 阪神 ・ 淡路大震災の被災者 4 人 ひ
と り が、 何 ら か の 問題 を 抱 え て 生 き て い る 。

行政は時の経過 と と も に刻 々 と 変化す る 課題 に 、 さ ま ざ ま な施策 を 提供 し て き た 。 そ し
て今後、 一層 、 個 別化、 複雑化す る 問題 に 「 き め 細 か な 対応J を す る と 強調 し て い る 。 し
か し 、 大切 な こ と は 、 き め細 か な 施策 が ど の よ う に有機的 に つ な が っ て 、 被災者の倍加 の
状況 を 改善 し て い け る か と い う こ と で あ る 。 だが、 こ れほ ど複雑で、 、 予測 を 超 え る 被災者
の個別 の状況 に 対 し て 、 行 政 だ け で対応で き る も の で は な い 。 そ こ に ボ ラ ン テ ィ ア の役割
の 重要性が認識 さ れ た の で あ り 、 ま た 、 種 々 の 領 域 に わ た る 専 門 知識、 専門技能 を 有す る
専 門家群の協力 があ り 、 こ の 三者が連携 し て毎興 に 大 き な 力 を 発揮 し て き た 。

そ れが応急か ら 復 旧 、 復興へ と い う 第 l ス テ ー ジ か ら 第 2 ス テ ー ジ の段階で あ っ た 。 こ
れか ら 始 ま る 第 3 ス テ ー ジ は 、 仮住 ま い の 生活か ら よ う や く 恒久住宅の場 に 移行 し 、 こ れ
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ま で に 述べて き た よ う に 、 そ こ で新 た な 課題が生 ま れ、 問題は複雑、 個 別 化 の 傾 向 を 示 し
て い る 。 こ の た め 、 こ れ ら 三者の連携に 加 え て 、 被災者が今後 と も そ の課題 に 取 り 組む こ
と が重要 と な る 。 平成 9 年 9 月 の 第 3 期兵庫県県民生活審議会 (会長 神 戸商科大学学長
三木信一) の 中 間報告 に お い て も 、 '21世紀の社会経済の 実現 を 図 る に あ た り 、 『行政の改

と り県民、 生活創造活動 団体、 企業等 を 中 心 と し た 「民 自 律社会の確立J が不可欠で あ る 」
と し て お り 「行政だ け で は な く 、 県民や生活創造活動団体、 企業 な ど の 民 間 部 門 に お い て
も 、 自 律型、 自 己責任型への 転換が求め ら れ て い る 」 と 指摘 し て い る 。

ま た 、 こ れ ま で の よ う に 三者の連携 と い う だ け で は 、 被災者た ち と 直接 、 接 し て い く 最
前線の 人 々 が消耗 し て い く 危険がな い と は い え な い。 先 に も 触れ た よ う に 、 「 こ こ ろ の ケ ア 」
を 担 当 す る 看護婦 や {呆健婦、 ボ、 ラ ン テ イ ア た ち の 「 こ こ ろ の ケ ア J が必要 に な っ て い る こ
と に も 、 そ れは現れて い る 。

複雑、 細分化 し て い く 被災者 た ち の 問題 に 対応 し て い く た め の基本的 な 「 目 標J '原則J
と い っ た も の が打 ち 立 て ら れね ばな ら な い の で は な い だ ろ う か。 例 え ば、 デ ン マ ー ク に は
「高齢者福祉の 3 原則 」 と い う も の があ る 。 そ れ は① 自 己決定権の尊重②人生の継続性の

尊重③残存能 力 の活用 と い う も の で あ る 。 施設 での ケ ア か、 在宅介護 を 受 け る の か と
い っ た 問題 に 対 し て は 、 本 人の 自 己決定権 を 尊重す る と い う こ と 、 高齢者 に と っ て 人生や
生活の変化が大 き な ス ト レ ス と な る こ と か ら 、 例 え ば生活の場 を 施 設 に 移す場合で も 、 そ
れ ま で慣 れ親 し ん で き た家具「や カ ー テ ン な ど を そ の ま ま 施設 で継続 し て寵 う こ と に よ っ て 、
生活環境の 断絶J惑 を 和 ら げる こ と 、 ま た 、 必要以上の介護 な ど を す る よ り も 、 そ の 人が持 っ
て い る 心 身 の 残存能力 を で き る か ぎ り 生か し 、 あ る い は機能 を 回復 さ せ る こ と に よ っ て 、
人 間 と し て の誇 り や 自 信 を 持 て る よ う に 支援 し て い く 、 と い う 考 え 方で あ る 。

福祉の現場 に い る さ ま ざ ま な 職種の専門家や ホ ー ム ヘ ル パ ー や ボ ラ ン テ イ ア が、 こ の原
則 を 共有 し 、 あ ら ゆ る ケ ー ス に こ の原則 を 照 ら し 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 具体的 な 施策や
対 応 を 決定 し て い る 。 (it 2 )

阪神 ・ 淡路大震災の被災者は 、 高齢者ばか り で は な く 、 中 年層 か ら こ ど も ま で含 む 広範
な 層 で あ る だ け に 、 基本原 則 を 樹 立す る の は 、 も っ と 複雑で、 困 難 だ ろ う 。 「阪神 ・ 淡路震
災復興計画」 に は 「人 と 自 然、 人 と 人、 人 と 杜会が調和す る 「共生社会J づ く り 」 を 基本
理念 と し 、 ま た 、 基本方針の 中 に 「利便J '効率J '成長J を 重視す る 都市丈明への 反省 と
し て 、 「安全J '安心J ' ゆ と り 」 を キ ー ワ ー ド と す る 都市復興 を め ざす と し 、 震災か ら の
復興は 、 単 に 以前の状態 に 回復す る だ け で な く 、 新た な視点か ら 都 !Îî を 再生す る 「創造的
復興」 で な け れ ば な ら な い 、 と し て お り 、 震災か ら 復興 3 年 を 検証 し て き た 阪神 ・ 淡路震
災復興計画推進委員 会 は そ の 総括提 言で、 こ の基本方針 の 妥 当 性 を 再確認 し て い る が、 こ
れか ら 本格復興へ向 か う と き に あ た り 、 都市復興論 と と も に本 質 的 な 「人 間復興論」 も 求
め ら れて い る 。

三木信一委員 長の 「創造的復興への 戦略」 の 「お わ り の 一 丈 は 、 震 災 を 経験 し 、 復
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興 に 携わ っ て き た 多 く の被災者、 関係者の 3 年後の心境 と 決意 を 象徴的 に 表現 し て い る と
思 わ れ る の で 、 そ の 一部 を 紹介 し て 、 本稿の結 び と し た い。

三木委員 長 は 「 ま ず、 い ろ い ろ な と こ ろ で、 未 だ に 「震災 に よ っ て被 っ た 傷」 が存在す
る こ と を 再認識すべ き であ る 」 と し た う え で 、 次の よ う に述べて い る 。

「 わ れ わ れ は 被 災者 と し て 、 ま た被災地 と し て 、 あ の 時の記憶 と そ の 後 の 経験 を 忘れず
に 、 そ の 教訓 を 生 か し て い か な け れ ばな ら な い。 つ ま り 、 『震災 の 記憶 と 教訓 を 風化 さ せ
な い責任』 があ る と い う こ と を 、 改 め て 認識 し な け れ ば な ら な い。

そ し て 、 こ の よ う な 困難 を 乗 り 越 え 、 F破壊の 中 か ら の創造』 を 手 に し た と き 、 わ れ わ
れ は 新 し い社 会 の 実現 を 先取 り で き る O 被災者、 被 災地 で あ る がゆ え に 、 「 一足早い未来
へ の可能性J を 、 ほ かの 地域 に 先 ん じ て与 え ら れて い る こ と を 認識 し 、 誇 れ る よ う な 未来
を つ く り だ し て い か な け ればな ら な い。 ま た 、 こ の よ う な 取 り 組 み の 成功 は 、 将来の全国、
そ し て全世界の 人 々 の模範 と な り 、 教訓 と 希望 を 与 え る も の で あ る O

自 然の 力 の す さ ま じ さ を 目 の あ た り に し て 、 が れ き の 中 で 立 ち す く み 、 人 間 の 能 力 の 限
界 に つ い て 無力 感 を 身 に し み て 味わ い な が ら 、 復興の過程 で 人 間 の 温か さ と 可 能性 に つ い
て 多 く を 学 ん だ被災地で あ る か ら こ そ 、 生活面、 産業面等の構造的課題 を 解決す る た め の
こ れか ら の ま ち づ く り と い う 、 参照すべ き 前例 の な い難 し い 問題 に 説得力 の あ る 答 え を 見
出 す こ と がで き る に 違い な い と 信 じ た い」

〈参考文献〉
(注 1 ) í こ こ ま で き た震災復興1997J ( 日 本都市計画学会関西支部震災復興都市づ く り 特別委員会 ・ 1997年1 1月 )

の序章
(注 2 ) í しみ んふ く し悶際フ ォ ー ラ ム の記録」 市民f高校国際 フ ォ ー ラ ム 実行委員会編 草風館 1991年 9 fj そ

し て デ ン マー ク へ」 奥野哲士

「阪神 ・ 淡路震災復興計険ÎJ 兵庫県阪神 淡路大震災復興本部 1995年 7 月
「阪神 ・ 淡路震災復興計|事j推進方策」 兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部 1998年 3 月
「創造的復興への戦国各」 阪神 ・ 淡路震災彼興計耐推進委員会 1998年 3 月
「阪神 - 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録」 兵庫県知事公室消紡防災課 1996年 6 月
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塵談会 r 3 カ年を振 り 返っ てJ

出席者
新野 幸次郎 震災復興誌編集委 員 会顧問 ( (財) 阪神 ・ 淡路大震 災記念協 会顧問 、 (財)

神 戸都市問題研究所所長)
二木 信 一 震災復 興誌編集委員会顧問 ( (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事、

神戸商科大学前学長)
端 信行 震災復興誌編集委員 会委員長 ( (財) 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会研究

企両委 員 、 闘 す:民族学博物館教技)
進 行

林 敏彦 震災復興誌編集委員 会副委員 長 ( (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会研究
企画委員 、 大i袈大学大学院 国際公共政策研究科教授)

開鑓 8 1 998年12月 14 B (火)

林副委員 長 今年度の 震災委復興誌 は 3 巻 目 と い う こ と で 、 復興計画10 カ 年の う ち の 、 緊
急 を 要す る 住宅復興、 イ ン フ ラ 整備 、 産業対策 に つ い て策定 さ れ た 緊急 3 カ 年計画の最後
の 年 を 対象期 間 と し て い ま す。

そ こ で、 復 興 3 カ 年 を こ こ で振 り 返 っ て み て は ど う か と の提案が、 震災復興誌編集委員
会で な さ れ ま し て 、 各章 末 に 委員 の 先生方 に 1 3 カ 年 を 振 り 返 っ て」 を テ ー マ に し て ご執
筆い た だ く こ と に な り ま し た 。

本 日 は 、 顧 問 の先生方 に も ご参両い た だい て 、 同 じ テ ー マ で全体 を 見据 え た座談会 を 行
い 、 こ の 内容 を 第 1 部 「総論」 に掲載 し た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お願 い し ま す。
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左 よ り 林氏、 新野氏、 i木氏、 端氏

1 . 震災産後の状況 に つ い て

林副委員 長 そ れで は 、 き ょ う は 阪神 ・ 淡路大震災の復興誌 の た め の践談会 と い う こ と で
3 人の 先生 に お 集 ま り い た だ き ま し た が、 初 め に復興 3 カ 年 を 振 り 返 っ て み た い と 思い ま
す。

ま ず最初 に 、 販神 ・ 淡路大震災発生直後の 皆 さ んの状況 に つ い て お 聞 き し た い と 思 い ま
すが、 新野先生 は ど う し て お ら れ ま し た ですか。

新野顧問 前 日 、 神戸大学の職員 と 卒業生の碁の会が J R 六 甲 道駅南 で あ り ま し て ね、 そ
れ に 夜遅 く ま で行 っ て い た も の で す か ら 、 家 に帰 っ て ち ょ っ と 残 っ て い た原 稿 を 書 い て 、
割 に 遅 く 寝 ま し た 。 そ れ も あ っ て 、 気がつ い た と き は振動がほ と ん ど終 わ り か け て い た の
です。

そ れ で 、 び、 っ く り し て起 き ま し て 、 そ れか ら 慌て て電灯 を 探 し て 部屋 の 混乱 し た状況 を
み て ま わ り ま し た 。 妻の母親が 2 階 に 住 ん でい た も の で す か ら 、 そ こ へ上が っ て み る と 、
本箱が倒 れ て い ま し た が、 ち ょ う どい い ぐ あ い に机 に そ の本箱が倒 れ かか っ て 、 本 だ け 母
親の布 団 の 上 に う わ っ と 山積み に な っ て ま し た 。 ま あ 、 けがは な か っ た の で は っ と し ま し
た。
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夜が明 け ま す と 、 あ る 友人が単車 に 乗 っ て 私 の 家 の様子 を 見 に き て く れ ま し て 、 そ の 友
人 か ら 、 あ ち こ ち の い ろ い ろ な状況 を 聞 き ま し た。 そ の あ と 、 ち ょ っ と 出 歩 い て み た り し
て 、 だ ん だ ん時 間 がた つ に つ れて 、 こ れ は 大変だ な と い う こ と がわ か る よ う に な り ま し た 。

林副委員長 三木先生は ど ち ら で被災 さ れ た の で す か。

三木顧問 僕 は 自 宅で被災 し ま し て 、 初 め の あ の 上 下動 で一瞬体が浮い た と い う と こ ろ ま
で は し っ か り 覚 え て い る ん ですが、 食器類 あ る い は花瓶類が全部 落 っ こ ち ま し た か ら 、 猛
烈 な 割 れ る 音、 後で見 る と 、 僕 の部屋 は 天井 ま で書棚 な ん ですが、 下 2 段 は 大丈夫で、、 3
段か ら 上 は全部落 っ こ ち で ま し た 。

、 伊勢湾台風の と き に我が家が倒 れ そ う に な り ま し て 、 そ の と き か ら 非常 に 災害 に 対
す る 恐怖心があ っ て 、 どの部屋 に も 懐 中 電灯 を ま る で ホ テ ル の よ う に 置い て い ま す。 す ぐ
に そ の'1懐 中 電灯 で照 ら し て 、 割 れ て る ガ ラ ス を 踏 ま な い よ う に 立 ち 上がる と い う と こ ろ か
ら ス タ ー ト し ま し た ね。

真 っ 先 に 、 や っ ぱ り 学校が心配だ、 っ た で す か ら 、 朝御飯 も 簡 単 に 済 ま し て 、 学校へ歩い
て ま い り ま し た 。 大体 タ ク シ ー で10分の距離が、 僕 の 弱 い 足 で は ち ょ う ど 1 時間強。 そ の
問 、 舞子周 辺 は 比較的被害が少 な い場所で し た か ら 、 倒壊 し た 家 は な か っ た の で、 大学は
大丈夫 だ ろ う と 思 っ た の ですが、 見 る ま で は心 配 だ っ た で す ね 。 僕 は 、 8 時 前 に 学校 に 着
い た の で す け れ ど も 、 9 時 ま で に 職員 が 5 名 し か 来 れ な か っ た です ね。

そ れか ら 、 手分け を し て被災状況 を 調 べ て い る う ち に 、 だ ん だ ん恐 ろ し く な っ て き た 。
研究室の ほ と ん どが、 天井 ま で の本棚が全部倒壊 し て 、 そ れ か ら ド ア が内 開 き です か ら 聞
か な い の です、 100% 開 き ま せ ん で し た 。

そ ん な 状況 だ、 っ た で す ね 、 当 日 は 。

林副委員 長 端 さ ん は 如何 で す か。

端委 員 長 僕 は 自 宅が京都 で す か ら 、 朝寝床 の 中 で震度 5 の大 き な 揺 れ は 体験 し ま し た け
れ ど も 、 自 宅の被害 は な か っ た です ね 。 そ の 瞬 間 は 東海大地震 だ と 思 っ た 。 京都で こ れ く
ら い揺 れ る ん だ、 っ た ら 、 も う 東海 に か な り ごつ い の が き た と 、 一瞬そ う 思 っ た ん です。

当 日 は 、 僕 は 関学へ行 く 日 だ っ た の です。 そ れ で 、 か な り 早い 時 間 か ら 起 き て い た の で
すが、 8 時前 ぐ ら い に 、 私が家 を 出 る こ ろ は 、 テ レ ピ を つ け て も ど こ が ど う な っ て い る の
か ま だ 出 て な く て 、 ま だ も う ひ と つ 状況が よ く わ か ら な か っ た です ね 。

京都 は市バス は全然影響 な か っ た の で、 四 条 河原 町 ま で、行 っ た ら 、 も う 阪急、 は動い て い
ま せ ん で し た 。

そ こ で、 関 学 に 電話す る と 、 「い や と て も と て も そ ん な 状況 じ ゃ あ あ り ま せ ん」 と の 返
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事で、 す ぐ休講 と わ か り ま し た 。 今 の お 話の よ う に 、 や っ ぱ り 気 に な る の は 職場ですが、
職場 に も 全然行け る 状態 じ ゃ な か っ た 。 た だ、 そ の 時点 で は大阪 と 京都 を 結ぶ京臨電車だ
けが動 い て る と い う ア ナ ウ ン ス があ り 、 そ れ で淀罵橋へ出 て 、 梅 田 ま で地下鉄は と ま っ て
ま し た か ら 歩い た 。 梅 田 界隈の各 ピ ル は ガ ラ ス が全部壊 れ て 、 阪急、の梅田駅な ん か も う が
ら ん ど う で 、 人 っ 子ひ と り い な い 、 「 あ ら 一 つ 」 と い う 感 じ で し た ね。

だ か ら 、 家 出 る と き は ま だ神戸直撃 と い う ニ ュ ー ス は な か っ た の です。 僕 が う ろ う ろ
車 を 頼 っ て る う ち に だ ん だ ん と 神戸 だ と い う こ と がわ か っ て き て 、 そ の 日 は交通機関が全
部 と ま っ て い て結 局 、 千里の博物館 ま で は た ど り 着 け な か っ た です ね 。

た だ、 私 の 部屋 は 、 三木先生 の お 話の よ う に 、 見事 に 関 か な く な っ て し ま っ て い た 。 内
部の本欄が全部倒 れ て い て 、 そ れで も う 開 か な い の です。 う ち の80人 ち か く い る 研究者の
う ち で、 部屋の扉が開 か な か っ た のが 4 人い た の で す け ど、 そ の 1 人 だ っ た 。 だ か ら 扉 に
穴 を あ け る な ど私 の研究室 は 大変 で し た 。

林 さ ん も 、 大変 だ っ た ん じ ゃ な い で す か。

林副委員 長 私 は 東灘の 家で寝 て ま し て 、 呂 が覚 め た ら も の す ご く 揺 れて る わ け です。 こ
の ま ま 家の外へ ほ う り 出 さ れ る と 思い ま し た 。 と こ ろ が私、 不思議 と 恐怖心 は な か っ た で
す。 何かす ご く 揺 れ て る な と 思 っ て ね。

そ し て 、 家 の外へ出 ょ う と 思 っ た ら 、 家 の 中 の あ ら ゆ る も のが倒 れ て 壊れ て 、 ま さ に 足
の踏み場 も な い わ けです。 は だ し で 出 る と 足 を けがす る よ う な 状況です。 そ こ を 何 と かか
ん と か真 っ 暗関 の 中 で家族の無事 を 確 かめ て 、 表へ出 た の です。 在、 の 家 は テ ラ ス ハ ウ ス で
10軒つ な が っ て る の で す け ど、 皆 さ ん三 々 五々 に 出 て こ ら れ て 、 「今の は 一体何で、 す か」
と い う 話 で す ね。 寒い 中 震 え て た ら 、 ち ょ う ど そ の と き ご近所の若 い 人で大阪市 内 の ホ テ
ル に勤 め て い る 人がい て 、 夜勤上が り でバ イ ク で帰 っ て き た の です よ 。 そ の 人がす ごい顔
し て上 が っ て き て 、 「 え ら い こ と に な っ て る J と 言 う の です よ O 「家が全部つ ぶ れて る で、」
と 言 う の で す ね 。

「 え つ J と 思 い ま し て ね。 そ れか ら 、 夜が由 々 と 明 け て き た わ け で す が、 う ち は斜面 の
真 ん 中 辺 に あ る ん で す け れ ど も 、 南 の 斜面 を 見 た ら ふ だ ん見 え な い景色が見 え た ん です。
つ ま り 建っ て い る ピ ル が倒 れて い る も の です か ら 、 す う っ と 見通せ る ん で す ね。 そ れ が も
の す ご い 印 象 的 で、 し た ね。

2 . 震災復興への取 り 組み に つ い て

林副委 員 長 さ あ 、 そ れ か ら 3 年 た ち ま し て 、 こ こ に い ら っ し ゃ る 先生方、 皆 さ ん、 震災
復興 に 非常 に ご尽力 い た だい た先生方です け れ ど も 、 ま ず新野先生は都市再生戦略懇話会
の崖長 な ど、 震災復興へ の 取 り 組み を真 っ 先 に し て い た だ い た わ け ですが、 こ れ ま で の と
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こ ろ で、特 に 印象 に 残 っ て い る こ と を お 聞 かせて い た だ け ま せ んで し ょ う か。

新野顧問 都市再生戦略策定懇話会の 方 の ;取 り ま と め に は 、 み な さ ん に ご協 力 を い た だ い
て や り ま し た け れ ど も 、 そ の 前 に 汎太平洋 フ ォ ー ラ ム の 関連で、 神戸新開 の 崎 山 さ ん な ど
が、 何か新 し い研究会で震災復興 を ど う 処理 し て い っ た ら い い の か 、 衆知 を 集 め て や ろ う
で は な い か と い う 話が ま い り ま し た 。 そ こ で作 家 の 陳 舜 毘 さ ん や YMCA の 今井重繁雄 さ
ん な どの ご協 力 も 得て 、 ひ ょ う ご能生研究会 と い う 形で、 6 つ ぐ ら い ボ ラ ン タ リ ー な研究
会 を つ く り ま し た 。 ま た 県 の 方 で は 、 先 ほ どの都市再生戦略策定懇話会 と い う のが始 ま り
ま し た し 、 神戸市で も 同 時 に 震災複興検討委員 会が始 ま り ま し た 。 そ ん な こ と で、 震災が
あ っ て か ら す ぐ、 走 り 回 る こ と に な り ま し た 。

今、 思 い ま す と 、 何 よ り も 一番最初 に 申 し 上 げな く て
は な ら な い の は 、 わ が 国 の 危機管理が こ れ だ け頼 り な い
形 で あ っ た の か と 認識 さ せ ら れた こ と です 。 有事研究 な
ど は全然あ り ま せ ん で し た 。

す な わ ち 、 い わ ゆ る 大都市直下型 の 地震 を 考 え て 、 そ
れが起 こ っ た と き ど う す る か な ど と い う こ と は全然考慮
し て ま せ ん で し た 。

考 え て み る と 、 4 つ の プ レ ー ト が入 り 込 ん で い る よ う
な 島国 で あ り ま す と 、 本来国づ く り を す る と き に 、 地震

新野 幸次郎 が起 こ っ た ら ど う す る か と い う 問題 に つ い て 、 十分考 え
な が ら 国 土計甑がな さ れ な け れ ばな ら な か っ た は ずです。 と こ ろ がそ う い う 配慮 は全然 な
く 、 大都市づ く り も 、 地震の心配の な い西欧並み に 進 ん だ。 い や西欧以 上 の 形 で展 開 を し
た 。 こ の 辺が非常 に 大 き な 反省点 だ っ た と 思い ま す 。

そ の 中 で毎興 に つ い て の対応の仕方 も 、 有 事研究がな い も の です か ら 全然準備がな い。
私 ど も も 急場の勉強で、 何か整理 を し て い か な く ち ゃ い け な い と い う 大 き な 課題 を 背負 っ
た 。 こ れ か ら は 、 救済 と 救援 と 復興の 問題、 そ う い う こ と を 全部含め て 、 準備 を す る 体制
を ど う つ く っ た ら い い か を 事前 に や っ て お か な い と 、 需 に合 わ な い と い う こ と がわ か り ま
し た c

そ れか ら 、 特 に 感 じ ま し た の は 、 企業セ ク タ ー が活動 し て い な け れ ば、 大変 な 混乱が起
こ っ た の じ ゃ な い か と い う こ と です。 と い う の は 、 行 政 は 、 あ る 段階 ま で は 手 出 し がで き
な か っ た 。 そ れで も 暴動 の よ う な 混乱が起 こ ら な か っ た の は 、 一 つ は 、 友 人 と か コ ミ ュ ニ
テ ィ ー の 人 た ち が支 え て く れ た か ら です。 も う 一つ は 、 企業の方が 3 日 も し た ら 社 員 の 動
向 を全部っ か ま え て た んで す ね 。 そ れで、 社員 に 対 し て 、 救援物資 も 補給 し 、 住宅 も 確保
し て い っ た 。 従来 わ が国 は 企業社会 と 言 わ れ る 批判 も あ り ま し た け れ ど も 、 こ の た びは 企
業 セ ク タ ー の 活動 が、 ボ ラ ン タ 1) ー セ ク タ ー と 一緒 に な っ て 被災地 の 混乱 を 防 ぐ こ と に
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な っ た 。 こ れ は 大 き な経験だ っ た と 思 い ま す ね 。

林副委員 長 三木先生 は 、 震災復旧 ・ 復興 に 最初 か ら 深 く かか わ っ て い た だい て る わ け で
すが、 特 に 仮神 ・ 淡路震災復興計画策定調査委員 会の委員 長 な ど を 務 め て い た だ き ま し て 、
何か 3 カ 年 の 中 で心 に残 っ て い る こ と が ご ざい ま す か。

三木顧問 今思 い 起 こ し ま す と 、 一番最初 に 思 っ た こ と は 、 大学 自 体が 2 億7 ， 000万 円 ほ
ど被害が ご ざい ま し た の で 、 こ れ を ど う 復 旧 す る か。 産後 に 、 後期j の 定期試験があ り ま す
し 、 入学試験が ご ざい ま す。 鉄道が寸断 さ れて い る 状況 で 、 試験会場 を 緊急 に 健保 し な き ゃ
い け な い 。 だ か ら 、 大学 と 同 時 に大販の会場の確保、 要員 を ど う 配分す る か。 も う そ れ こ
そ大学内 の 問題 に て ん て こ 舞の と き に 県 の 方 か ら 復興計画策定調査委 員 会 の お 話 を も ら い
ま し た 。 そ れ を 春 に 立 ち 上が っ て 、 今か ら 思 え ば皆 さ ん よ く お や り い た だ い た な と 思 う ぐ
ら い の短期 間 、 6 月 の 終わ り に 知事 に 報告書 を 持 っ て ま い り ま し た か ら 、 lE味約 3 カ 月 ぐ
ら い の 間 に 、 通常の行政計画 な ら 2 年半か ら 3 年か か る よ う な 長期 計両 を 、 し か も rt1 身が
あ り 、 タ イ ム リ ー で、 復 旧活動や 将来 に 向 か つ て の 長期計画 の 素地 に な る よ う な も の を つ
く り 上 げた わ け です か ら 。 本 人 の 僕 は蕪我夢 中 だ、 っ た ん で す け れ ど も 、 皆 さ ん 方 の ご協)J 、
あ る い は 陰 で働 い て い た だ い た 、 特 に資料の調達、 確保、 整理、 そ う い う も の を 委員 の 万
に提供 い た だ い た 職員 の 方の ご苦労 は 大 変 な も の だ っ た と い う 気持 ち がい た し ま す ねc よ
く ま あ あ の 短期 間 でで き た な と O い ろ い ろ 批判 も あ る と は 思 い ま す け れ ど も 、 そ れ が
頭 に 、 い ま だ に残 っ て て 消 え な い わ け で す ね 。

林副委 員 長 第 l 回 目 の委員 会 の 開催 は l 月 で し た か。

三木顧問 あ れ は 産業復興会議で 、 1 月 20 日 過 ぎ だ っ た
と 思 い ま す。 県 の公館でや り ま し た 。

あ の と き 、 僕 は非 常 に 恥ずか し い思 い を し ま し て 、 一
流企業の経営者の方 も ジ ャ ン パ 一 、 マ フ ラ ー 姿で来 て お
ら れ る の に 、 僕 だ け ネ ク タ イ 締め た場違い の姿 で … … 。
電車 を 乗 り 継い で神戸駅か ら 歩 い て公館 ま で は参 り ま し
た け れ ど も 、 ス ト ー ブは な い 、 飲 む お 茶 も 温かい も の は (木 f言一

な い 、 ウ ー ロ ン 茶 の缶 を 震 え な が ら 飲ん だあ の と き の光景 も 、 終生忘れ得 な い と 思い ま す
ね。

神 戸 商 科大学 は 2 ， 000名 弱 の 学生 な ん ですが、 全員 の 安否 を 確認で き た の は 2 週間 余 り
た っ て か ら な ん です。 今、 新野先生がお っ し ゃ っ た よ う に 、 企業 は 2 日 か 3 日 以内 で し た
か ら 、 何か も どか し さ を 感 じ ま し た ね。
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林副委員長 端先生が、 仮神 ・ 淡路震災復興計画推進委員 会の委員 と し て 、 特 に そ の 文化
専 門 ;委 員 会 の 専 門 委員 長 を 務め ら れ る な ど、 護興 に い ち 早 く 丈化 と い う 視点 を 強調 な さ っ
た わ け です け れ ど も 、 3 年 を 振 り 返 っ て い かがですか。

端委員長 こ れ は震災の議論 を す る と き に 、 よ く 時 間 が経つ と 風化す る っ て 言 う で し ょ う 。
僕の場合、 全然風化 ど こ ろ か、 震災 と い う こ と の意味が ど ん ど ん ど ん ど ん 、 時 間 が経つ ほ
ど に 自 分の 中 で膨 ら ん で き た。 先生方で も そ う じ ゃ な い ですか。

建築家 の安藤忠夫 さ ん と か僕 と か、 そ れか ら 大手前女子大の 米山先生 と か何人かの 方が、
こ の神 戸 ・ 阪神文化 は ど う な る の か と い う 、 そ の気持 ち が ま ず も の す ご く 強 か っ た 。 だか
ら 、 い ろ い ろ な 議論の 中 で 、 や っ ぱ り 文化復興 と い う こ と を 一つ の基本理念 に 立 で な く ち ゃ
い か ん の じ ゃ な い か と い う 声があ がっ た 。 ま た 、 会議が 開 か れ た 公館 の す ぐ横の教会が全
壊 し て お り 、 そ の 会議 を や っ て い る 横 で そ う い う 光景 を 日 の 当 た り に し て い る わ け ですか
ら 、 余計そ う い う 印象が強か っ た 。 そ う い う 立場か ら 、 も う 自 に見 え る も の も 臼 に 見 え な
い も の も 含め た 、 そ う い う 神戸 ・ 阪神 丈化、 こ れ を 支 え る 方法 は 何か な い か と い う 、 そ れ
が一番大 き な 問題ですね。

多分そ う い う 中 の議論 と し て 、 恐 ら く 創造的復興 と い う 基本理念 も 生 ま れ て き た ん だ と
患 う ん です。 普通の物 と 人の復興 な ら 、 と に か く 時 間 と お金 を か け れ ば何 と か な る け れ ど
も 、 文化 と い う の は そ う 簡単 に元 の 姿へ戻 る の か ど う か、 全 く 我々 に と っ て 未経験の 問題
で し た 。 そ う い う 意味で は 、 そ の 後復興計両がで き て 、 そ れ を 推進す る と い う 中 で 、 住宅
と か都市 と かい ろ い ろ な 問題 と と も に文化 と い う 部会 を 設 け て い た だい て 、 そ こ で と に か
く 文化 の議論 を 続 け て き た と い う こ と は 、 僕 は 大変重 要 な 問題だ と 思 う ん です。 た だ ま あ 、
課題は 幾っ か残 っ て は お り ま すが、 そ の 中 で市民がそ れ を 共有す る と い う 機会がた く さ ん
で き ま し た の で 、 そ う い う 点 で は い か に も 兵庫 県 ら し い 、 文化行政の推進県兵庫 に ふ さ わ
し い よ う な 文化復興 を 少 な く と も 議論 を し 続 け て き た 、 そ う い う 思 い は非常 に 強 い です ね 。

新野顧問 私 も 今ふ っ と 思 い 出 し ま し た が、 そ う い う 点 で は 、 林先生や大限商大の小森先
生が一緒 に な っ て レ ク イ エ ム の演奏会 を や ろ う と い う の で 、 場所 を ど こ か探す と い う こ と
に な っ て 、 朝 日 新聞社の朝 日 ホ ー ル を借 り ま し た。 た だ 、 当 初 は ま だ傷 ん で て や れ な い と
い う の で 、 ち ょ う ど私 の 友 人が当 時朝 日 ピ ル の社長 を や っ て ま し た か ら 、 披 に 頼 ん で 、 直 っ
た ら 最初 に 無料で使 わ せ て も ら う と い う こ と で 、 や っ て い た だ い た ん で す 。 す ご、い人気だ、 っ
た で、 す ね 。

そ れ と も う 一つ は、 も う 少 し た っ て か ら の 西宮 で高等学校の 隣 の 講堂 を 告 り て や り ま し
たが、 こ れ も 満員 の 人で し た ね。

林副委員長 私 ど も そ の と き 考 え た の は 、 ど う い う こ と がで き る か と 。 ま ず最初 に き っ ち
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り と 死者 を 弔 う と い い ま す か、 気持 ち に踏ん切 り を つ け る 意味で も 、 や っ ぱ り き っ ち り 悲
し も う と い う こ と で 、 モ ー ツ ア ル ト の レ ク イ エ ム と い う 曲 を 取 り 上 げ ま し た 。 音楽家 に 呼
びかけ た と こ ろ 、 皆 さ ん も ち ろ ん ボ ラ ン テ イ ア で 出 演 し て い た だ け る 。 そ れで 新 聞 な んか
に お 願い し ま し て募 り ま し た と こ ろ 、 大体そ の ホ ー ル の席 の倍以上 の 葉書 で の応募があ り
ま し た 。 皆 さ ん、 も う 切実 な 思 い を 葉書 に い っ ぱい絞 っ て い ら っ し ゃ る わ け で す 。 だ け れ
ど も 、 何分席が限 ら れて ま す の で 、 泣 く 泣 く 半分の方 に お 断 り し た んです。 そ れで演奏会
や り ま し て 、 小森先生 に き ょ う は 亡 く な ら れた 方 に 思 い を い た す会であ る か ら 拍手 を し な
い で く だ さ い と 言 っ て い た だい て 、 モ ー ツ ア ル ト の レ ク イ エ ム 、 こ れがす ごか っ た で、 す ね 、
急 ご し ら え の オ ー ケ ス ト ラ と 合唱 団 ですが、 最後は拍手 な し で、 ま だ暖房 も な い寒い会場
で 、 す ごい演奏 に な り ま し た 。 あ そ こ か ら 始 ま っ た と い う 感 じ が し ま す ね。

新野顧問 そ れ と 、 今、 端先生がお っ し ゃ っ た 神 戸 の 文化復興で は 、 市民団体の 中 か ら 、
例 え ばア ー ト ・ エ イ ド の よ う な 形で、 広 が っ て い き ま し て 、 ほ か に な い形の展 開 に な っ て
ゆ き ま し た 。 1 年後 に は ア ー ト ・ エ イ ド の 組織 は東京で も 会合 を や り ま し た 。 そ の と き は 、
私 も 駆 り 出 さ れて 行 き ま し た が、 そ う い う 活動 の 強い エ ネ ル ギ ー が生 ま れ て き た と い う の
は 、 一 つ の 発 見 だ っ た と 思 い ま す。

端委員長 少 な く と も 文化支設 と い う 形 と し て は 、 行政な ん か完全 に 後 を つ い て い く と い
う 感 じ で し た か ら ね。 だ か ら 、 さ っ き 新野先生 お っ し ゃ っ て ま し た け れ ど、 そ う い う 点 で
は本当 に市民の力 を つ く づ く 感 じ ま し た 。

林観委員 長 今、 文化の話が出 ま し た が、 住宅復興、 そ れ か ら イ ン フ ラ の整備、 そ れ に 産
業対策、 こ の 3 つ に つ き ま し て は 、 い わ ゆ る 緊急 3 カ 年計画 と い う の が立 て ら れ ま し て 、
9 年度 で 3 カ 年が ち ょ う ど終わ る わ け です。 そ れで、 振 り 返 っ て み ま す と 、 平成 9 年慶末
の実績で、 イ ン フ ラ で言い ま す と 数字で は予算ベー ス で 103 % です か 、 住宅 に お い て は発
注ベ ー ス で 135 % 、 産業 に つ い て は 純生産 ベ ー ス で復興指数が 100 . 2 と 、 数字 の 上 で は結
構立派 に計画 どお り の復興がな っ た と い う ふ う に な っ て い る わ け です。

し か し 一方 で 、 ト ー タ ル で、震災1--:1、前 の状況 に 廃 っ て る と は い う も の の 、 神 戸 の 人 た ち の
間 で は 、 い や 、 や っ ぱ り 8 割復興 じ ゃ な い の と か、 あ る い は い い と こ ろ も あ る か も し れ な
い け れ ど も 、 こ こ は ま だ ま だです よ と い っ た声がた く さ ん 聞 か れ る わ けです。 分野別 、 地
域別、 規模別 に 見 る と ま ち ま ち と い い い ま す か、 し っ か り 元へ戻 っ た と こ ろ と 、 ま だ ま だ
苦 戦 を し て い る と こ ろ があ る と い う こ と です ね 。
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3 . 震災復興の 3 カ 年の総括 に つ い て

林副委員 長 こ う い っ た現状 を 踏 ま え た上 で 、 震災復興 3 カ 年 の 総括 と い い ま し ょ う か、
ど こ ま で 来 れ た か と い う こ と を ち ょ っ と お 聞 かせい た だ き た い んです。

新野先生、 い かがで し ょ う か。

新野顧問 幾つかの例 を 挙 げな が ら ち ょ っ と お話 を で き た ら と 思 う ん で す け ど、 私 は神戸
の震災復興の一つ は 、 ハ ー ド の復興がで き て も な か な か元 に 返 れ な い と い う 象徴的 な も の
と し て 、 港湾の 問題があ る の で は な い か と 思 う の です。

神戸港は 1 年 ち ょ っ と で ほ ぼ完 令 に i買 っ た の で す け ど、 と こ ろ が コ ン テ ナ は ま だ 7 割強
ぐ ら い し か返 っ て き て な い で す ね じ そ の 」番 大 き な 原 田 は 、 震災 l 年有余、 ほ か の 港 に み
ん な 荷物が移 っ て い く よ う に な っ た 。 そ れか ら 、 日 本の港湾労働の あ り 方、 港湾労働 と い
う の は 近辺 の 国 々 で は 1 年360 E1 ぐ ら い働 い て い る 。 し か も 24時 間 労働 で働 い て い る 。 さ
ら に 賃 金 は 、 日 本 に 比べ る と 非常 に 安 い か た ち で港湾維持がな さ れて い る O こ の た め 、 近
隣 の 閑 々 の 釜 山 だ と か基隆 だ と か シ ン ガボ ー ル 、 香港だ と か、 そ う い う と こ ろ へみ ん な荷
物が移 っ ち ゃ う 。 ま た 、 日 本 の 国 内 で も ほ かの 港 に 移 っ て い る O そ う す る と 、 元 に 返 る の
に は よ ほ どの 条件が変 わ ら な い と 難 し い じ

し た がっ て 、 ハ ー ドが完全に復 旧 し 、 む し ろ 前 よ り 強化 さ れて も 、 な か な か元へ戻 ら な
い。 ほ かの 産業 に も そ れがあ る O 観光 も そ う です。 そ れか ら 、 一番最近 の神戸市の統計要
覧 と い う の を 見 て る と 、 神戸市 の駅の乗 り 降 り の 数 と か、 観光客 の 数 と か、 そ う い う 数 を
見 る と 、 み ん な だめ な ん で す ね 。 そ う い う よ う に 見 て い き ま す と 、 や っ ぱ り あ の と き に い
ま ま で神戸 を 支 え て い た諸 条件が、 欠 け て き て 、 神戸 に 行 っ て み よ う と い う 意欲 を 阻害 し
て 、 元 に 返 る の は な か な か難 し い。

そ れか ら 、 産業 に よ り ま すが、 例 え ばケ ミ カ ル シ ュ ー ズがい い例 です け れ ど も 、 今 ま で
ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ を 支 え た そ の 周 辺 に 、 低賃金の割 に 能力 の あ る 家内労働 の 人が集 ま っ て
い た 。 そ の 工 場 が 震 災 で な く な っ て し
ま っ た 。 よ ほ ど生産性の高 い 高 品 質 の 、
付加価値 の 高 い工場経営 を や っ て い る 人
で な い と 生 き 残れ な い と い う よ う な 条件
が出 て き た 。 そ れがい ま だ に 続い て い る 。
新 し い工夫 を し な い と 、 元 に 返 れ な い 。
さ ら に 産 業 に よ っ て は 、 住友 ゴム がいい
例 で す け れ ど も 、 全 部神 戸 か ら 工場 を
取 っ 払 っ ち ゃ っ て 、 ほ かの と こ ろ に 出 し
て い る 。 こ れ も 元 に 返 ら な い。 上海 . J�ì工交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 第 I URi1A物船 i フ ー

チ ュ ン リ バ ー 号」 就航 神 戸 市 広 縁課提供)
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こ う い う 形態 の ほ か に 、 こ の統計 を 見 て で も 一番顕著 な も の は 、 事業所、 殊 に 商業、 卸
売業 は 完全 に 減 っ て き て い る 。 今、 全国で も 大都市、 小都市 を 問 わ ず商 業 の 事業 所 の 数は 、
減 っ て る ん です ね 。 後継者がい な く な っ た と か、 い ろ い ろ な 理由 で。 と こ ろ が神 戸 の場合
は 長 田 区辺 り が象徴 的 で あ り ま す よ う に 、 住民が帰 っ て き て な い か ら 、 し た が っ て 商厄が
フじ に民れ な い と い う 条件が続い て い る 。

そ う い う の を 考 え ま す と 、 な か な か 8 割復興 と い っ て も 、 地域 に よ っ て う ん と 違いがあ
る し 、 産業 に よ っ て も ま た 、 業態 に よ っ て も 規模別 で考 え た ら 、 小 さ い と こ ろ は ￡ に 返 れ
な い と い う 問題が出 て き て る と 思 い ま す ね 。

林副委員 長 三木先生 は ど う
い う ご感想 で す か。

三木顧問 ち ょ っ と 角 度 を 変
え て 言 う と 、 ま ず l つ の 問題
は ど こ ま で復興で き た か と い
う 一種の総合指標 を 求め る の
が、 大体無理で、 は な い か と 思
い ま す ね。

例 え ば、 昨 日 も 見 た の です
け れ ど も 、 ダ イ ヤ モ ン ド杜 の

1 "1 1:;;:況とれ iífí r1í I 神ド サ 三 ソ ト I 1'ljl} í 日 I Í J 了 後ぷ
(神) j市広 深提供)

全国700の都市 の ラ ン キ ン グ を み る と 、 住 み や す い 県 と い う と 、 つ い こ の 閉 ま で 富 山 県 が
ナ ン バ ー し 富 山 に 友人がた く さ んい る の で す け ど、 大変迷惑 で あ る と 、 一番住 み や す い
町 と 言 わ れで も 実感がな い と 言 う の です。

結局、 復興の問題 も 、 た と え が悪 い の ですが、 ボ ク サ ー に例 を と る と 、 大事 な 世界チ ャ
ン ピ オ ン シ ッ プの試合があ る の で減量作戦 を や っ て い た 。 経済で い え ば構造改革 を や ろ う
と し て い た ο と こ ろ が、 減 止 に 入 る 前 に お い し い も の を た く さ ん食べた ツ ケ カf回 っ て く る 、
ノ く ブ )� L た 、 で 、 リ ン グ l こ i :がっ た と た ん に予想、 も し な いパ ン チ を ぱっ と く ら っ た
レ そ こ か ら ど う ち lf( / ) て 1;') [I I J  

の侮1[1
い て い る ノ j止 し 斗 米 も

こ こ ろ の ケ ア の 1m ;選 も そ う

を 戦 う か と い う こ と です か ら ね。
々 の 子想以上 に 非常 に早 い部分があ り 、 そ れがい い

ど ん き い て く る と 思 う 。 明 る い側面 は あ る 反面、 例 え
し 、 { 主 J七 の 数 は 逆 に言 う と 計画 どお り 建 ち つ つ あ る わ け

け れ ど も 、 マ ッ チ ン グ と い い ま し ょ う か 、 元 の 問 へ帰 り た い と か、 あ る い は高齢者、
去 の と かい う よ う に 、 従 来 モ デルがな い 、 予想 し な い 問題が ど ん ど ん 、 どん ど ん

と あ ら わ じ な っ て き た ぐ だか ら 、 そ れ を A つ 一 つ つ ぶ し て い く 、 解決 し て い く 過程で復興
が進 ん で、い く わ け です か ら 、 ど こ ま で復興が進 ん だか と い う の を 単純 に 8 割 と か い っ た よ
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う な 数字で あ ら わす こ と が、 む し ろ 僕 は 一種危険み た い な 感 じ も し ま す ね 。 こ の部分は こ
こ ま で、 こ の部分は ま だ こ れか ら と い う ふ う に仕分け を し た方が、 現状が非常 に は っ き り
い た し ま す。 ど こ に努力 を 注入 す る か と い う 、 努力 の ウ エ ー ト づけ と い う も の も で き る わ
け です か ら 、 も う 4 年 目 と い う 点で は 、 そ こ ら 辺 り 、 後で も お話 し た い と 思 い ま す け れ ど
も 、 問題の整理 を き ち ん と し た 方がいい と 思い ま す ね。

や っ ぱ り 構造変革の 問題、 そ れ か ら バ ブル崩壊後、 震災 と い う ト リ プル パ ン チ を こ の 地
域 は く ら っ て い る わ け で す か ら 、 ト リ プ ルパ ン チ の う ち 、 う ま く い っ た部 分 と 、 い や ま だ
ま だ こ れか ら 新 し い創造的復興 を 目 指 し て と い う 部分 の繰 り 返 し に な り ま す か ら 、 仕分け
を や っ て い く 以タト に な い の で は な い で し ょ う か。

林副委員長 あ る 意味で は こ の 地域 と い う の は 、 日 本の 国 内 で も 他 に先駆け て 自 由化、 工
業化 を 遂げ て 、 都市化 を 先導 し て 、 い わ ば先進地域で あ っ た わ け で、す。 そ れ だ け に 、 そ の
構造変化の 影響 を 受 け る の も 先進地域で あ っ た 。 そ こ に 、 今疫の大震災、 あ る い は バ ブ ル
の 崩 壊、 大都市経済の混乱です と か、 こ れ を 克服 し て い く 過程 と い う の も 、 や は り 先進的
な こ と が求 め ら れて い る 、 そ れが創造 的 な 復興 と い う 意味 な の で し ょ う かね 。

三三木顧問 復興の過程の 中 で あ る 方がお っ し ゃ っ た の を僕 、 い ま だ に 覚 え て る の ですが、
中 央省 庁 の方が転勤 に な っ て 兵庫県 に 派遣 さ れ た 。 兵庫県 に何年かい る と 、 ほ と ん ど全国
の 問題が兵庫県 と い う 空 間 の 中 で理解で き る 。 つ ま り 、 日 本海か ら 太平 洋 ま で、 大都市が
あ る 、 過疎 ・ 過密があ る 、 農業、 中 間 山村があ る 、 漁業があ る 、 すべて の 問題がわ か る と
言 わ れ た こ と の 意味が、 今、 林先生が言 わ れた こ と に も 通 じ る の で は な い で し ょ う か。

林副委員 長 端 さ ん は ど ん な 感想ですか。

端委員長 今、 復興誌の編集委員 会 も 新た に編成替え さ れて林 さ ん と も 一緒A に現 り 組ん で
る の です け ど、 そ こ でい ろ い ろ 議論 を や っ て い て 、 と に
か く 3 巻 ま で は 緊急復旧 3 カ 年 に 合 わ せ て 同 じ よ う な 構
成で い け る か ど う かの議論 を し て た の ですが、 や っ ぱ り
そ れで、 も い ろ い ろ 気 に な る 問題が出 て き ま し た 。 例 え ば、
い わ ゆ る 住民間士の係争です ね 、 裁判所の そ う い う 係争
件数が ど う い う ふ う に 変遷 し た の か と か、 そ う い う こ と
が話題に 出 ま し て 、 事務局 に ち ょ っ と 調べ て い た だい た 。
そ う す る と 、 や っ ぱ り 今の 先生 の お話で、 今、 手元 に あ
る の は神戸弁護士会の相談件数な ん で す け ど、 震災直後
が多 い です ね。 特 に こ の 中 で多 い の は借家関係、 マ ン シ ョ 引羽
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ン と かい ろ い ろ な 問題。 で も 、 そ れ も も う 3 年 に な り ま す と ほ と ん どゼ、 ロ に 近づい て ま す
か ら 、 そ う い う 意味 で市民の係争関係 も 大体 3 年 で ほ ぼ終息、 に 向 か っ た と 言 っ て も い い の
で は な い か な と 思 い ま す。

丈化部会で、 ず っ と フ ォ ロ ー し て き た デー タ を 見 ま し で も 、 文化施設 と 呼ばれ る も の は 、
も う ほ と ん ど修復 を 終わ っ て い て 、 元 の 活動 がい つ で も 開 始で き る と い う よ う な 状態 に は
な っ て る の です。

し か し な が ら 、 先 ほ どの先生方 の お話 と や っ ぱ り 同 じ な の ですが、 器 だ け で は 動か な い
と い う 部分があ り ま し て ね。 例 え t;f'， �_.番端的 な の は劇場ホ ー ル 関係 な んか 、 震災亘後 に
当 分匝復の 見込み な し と い う こ と で、 や っ ぱ り 技術者が随分関東 な ん か に 流 れ て い る わ け
です。 そ う す る と 、 そ れ で は建物が完成 し ま し た か ら っ て み ん な が戻 っ て く る か と い う と 、
そ う 簡単 に は い か な い。 や っ ぱ り 3 カ 年で、 克 か け の利便性 は 回復で き た け れ ど も 、 中 身
の復旧 は ま だ 7 割 と か に な る 分野が非常 に 多 い です ね。

だ か ら 、 丈化活動 と か丈化支援、 そ れか ら 震災直後 は 随分、 俳句 、 和 歌 、 そ れ か ら い ろ
い ろ な 髄想 も 含め た創作活動が非常 に 盛 ん で し た 。 や っ ぱ り あ れだ け の規模 の 震災 と い う
の は 、 人 間 に あ る 種の そ う い う 記録 を 残 し て お き た い と い う 創作意欲 を か き 立 て る と こ ろ
があ る ん で し ょ う 。 そ う い う 活動が盛 り 上がっ た 炎が一方で、 あ り な が ら 、 一方 で、何か こ う
従前の も の が ち ゃ ん と 満 た し 切 れ な い部分が残 っ て い る と 言わ ざる を 得 な い で、 す ね。

林副委 員 長 復興 に ど れ だ け の資源や お 金、 エ ネ ル ギー が投入 さ れ た か と い う と 、 こ れ は
や っ ぱ り 相 当 な も の だ っ た と 思 う の です。 例 え ば、 イ ン フ ラ の 再建 を 中心 に 国 の お 金で 言
う と 4 兆数千{意 円 と い う お 金が投ぜ ら れ ま し た 。 国 の 金 と い う こ と は 国 民 の 税金 と い う こ
と です か ら 、 言 い か え れ ば全国か ら の サ ポ ー ト を そ れだ け受 け た と い う こ と に な る と 思 う
の です ね 。

あ る い は 、 善意の募金 と い う の も 1 ， 700信 円 、 集 ま り ま し た で す ね 。 ボ、 ラ ン テ イ ア の方 々
も 150万人 の 方 に 集 ま っ て い た だい た 。 そ れか ら 、 建物が失 わ れ た 、 あ る い は 二 重 ロ ー ン
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を 抱 え た 、 そ う い っ た こ と も よ く 話題 に な り ま す け れ ど
も 、 ち ょ っ と 金融資産の推移 を 調 べ て み ま す と 、 被災直
後か ら 意外 と 貯金が増 え て る の です。 確 か に 一方で、財 産
を 失 っ た方、 も の す ご く た く さ ん い ら っ し ゃ る の です け
れ ど も 、 他方で政府 で は さ ま ざ ま な 減税措置 を と っ て い
た だ き ま し た 。 被災証明 を 持 っ て い く と 、 所得税 を 負 け
て も ら え る と い う 話がた く さ ん あ り ま し た し 、 そ れ か ら
鑑遇税制 と い う よ う な も の も あ り ま し た 、 あ る い は制 震
融資 と い う も の も あ り ま し た 。 そ れか ら 、 各個 人 に 対 し
て は 、 例 え ば職場で は 共済組合 な んか で見韓金が出 て る



と か、 も ち ろ ん親戚か ら の お 見舞金があ っ た と 、 こ う い う も の を ざっ と 推 計 し ま す と 、 失
わ れた 金融財藷 と ほ ぼ同 じ ぐ ら い の金額が こ の 地域 に 入 っ て き て る の で は な い か な と 思 わ
れ る よ う な と こ ろ があ る の です。 や は り 随分多 く の 人 に 助 け ら れて 、 3 年 間 で あ る 意味で
は 非常 に 、 私 ど も の あ の 震災 直後の気持 ち か ら 言 え ば、 予想以上 に よ く も 早 く こ こ ま で複
出 し た と い う 思いがす る の で す ね 。 こ の こ と は 率直 に こ の地域 と し て は感謝すべ き こ と だ
と 思 う の で す 。

さ は さ り な が ら 、 先 ほ どか ら お話が出 て ま す よ う に 、 み ん な が等 し く 元 に戻 っ た か と い
う と 、 そ う で は な い。 や っ ぱ り 震災 は 、 弱 い 立場 に あ る 人 を 亘撃す る わ け です し 、 今 ま で
都市 と い う 中 で、 い わ ば表 に 出 な か っ た都市 の抱擁力 の 中 に 暮 ら し て い た 人 た ち が、 い き
な り 厳 し い社会 に ほ う り 出 さ れ る と い う ふ う な こ と があ っ た り し ま し て 、 ピ ー ク 時 に は 4
万6 ， 61 7 世帯が入居 し た 仮設住宅が、 平成10年の 12月 1 日 現在 で は6 ， 771世帯 と 、 約 7 分の
l ま で減少 し て お り ま す。

そ う い う ふ う に 、 非常 に 大 き な お金やエ ネ ル ギー や善意が注 ぎ込 ま れ て 、 3 年 間 と い う
期 間 に か な り の こ と は 達成 さ れ た 。 し か し な が ら 、 い ま だ、 残 っ て い ら っ し ゃ る 7 ， 000世帯
の被災者の恒久住宅へ の 移行 の 取 り 組み な ど ま だ、残っ て る こ と も 多 い。 あ る い は 、 こ の経
験 を 将来 に生かすべ く 、 ま さ に創造的 に ま ち づ く り を や っ て い か な け れ ばい け な い と い う
と こ ろ も 多 い と 思 い ま す。

4 . 今後 の 課癌 に つ い て

林副委 員 長 そ う い う 意味か ら 、 震災復興の今設の展望 と い い ま す か、 や り 残 さ れ た こ と 、
あ る い は震災 を こ う む っ た ま ち だか ら こ そ全国 に先駆 け て や ら な け れ ばい け な い こ と 、 こ
ん な ふ う な こ と に つ い て ち ょ っ と ご意見 を お 聞 かせい た だ き た い と 思 う の で す け ど、 新野
先生か ら お願 い し ま す。

新野顧問 l つ は 、 今後の復興の重大な 教訓 と い い ま す か、 課題 と い う の は 、 大規模災害
があ っ た 地域の経済復興 と い う の は ど う い う 形で進め て い っ た ら い い の か と い う こ と に つ
い て 、 新 し い ア イ デア が要 る よ う に な っ た の で は な い か。 例 え ばア メ リ カ な どは 、 地域に
よ っ て経済的、 あ る い は生活 レ ベ ル の格差があ る も の で す か ら 、 そ れ を と り な す た め に 、
州 で独 自 な 政策 を 打て る よ う な 税制上制度 を 持 っ て い ま す。 そ う い う 意味 で は 、 一種の一
国 二制度 み た い な 形 の 運営 を や っ て い ま す。 イ ギ リ ス は そ う い う の は な い の です け ど、 そ
の か わ り 国があ る 地域 に つ い て エ ン タ ー プ ラ イ ゾー ン の よ う な 形で何かや っ て や ろ う と い
う 形 を と っ て お り ま す。

林先生 な ど と も 一緒 に 、 こ の神 戸 の よ う な大規模災害 を 受 け た と こ ろ に は特別 な 制度が
要 る の じ ゃ な い か と い う 提案 を し た の で す け ど、 今の 日 本で は な か な か難 し い ん で す 。 し

阪談会 . 3 カ 年 を 振 り 返っ て 69 



か し 、 今後大規模災害の あ っ た 地域 に は 、 こ う い う 問題 を 特別 に 考 え ね ばな ら な い こ と は
間違い な い です ね 。

そ れか ら 第 2 番 目 に 、 あ る 有名 な 国土審議会の担当者が、 我 々 は 今 ま で過去 4 固 に わ た っ
て 国土総合 開 発計画 を や っ て き た か ら 、 日 本 も 相 当 立 派 な 国 に な っ た と 思 っ て い た 。 と こ
ろ が、 今度の大震災で、 そ う で な い こ と を し み じ み と 反省 さ せ ら れた 。 と い う の は、 大都
市の 中 の非常 に暮 ら し やす い場所 に 、 高齢者や母子家庭の 人、 あ る い は 身 障 者 の 人 だ と か、
外 国 人 で 日 本 に 居住 し て い る 所得 の 少 な い 人 々 と か、 そ う い う 人 た ち が集 ま っ て い ら っ
し ゃ る 。 そ う い う 地域 に 対 し て 、 国 は 必ず し も 全面 的 に改造計画 を や っ て き た と は言 え な
い と い う わ け です。 そ の 地域が、 今度大震災で は や ら れて し ま っ た 。 し た が っ て 、 平時で
あ れば、 先 ほ ど林先生がお っ し ゃ っ た よ う に 、 平面 に 隠れ て い た 、 本 当 に深い 問 題 を 担 っ
た弱者 の 人 々 と い っ た ら い い か も し れ ま せんが、 そ う い う 人 々 が表へず っ と こ う 浮か び、上
がっ て き た。 こ れ に対す る 対策 を ど う す る か と い う 大 き な課題 を 自 覚せ ざる を え な く な り
ま し た 。

し たがっ て 、 一番根本的 な 生活復興の 問題でい う と 、 大 き な 課題が残 っ て き た 。 こ れ は 、
一挙 に お金 を 出 し た だ け で は解決 し な い。 建物 を ち ょ っ と つ く っ た だ け で は解 決 し な い 問
題があ る O そ の 問題 に ど う 対応す る か と い う こ と ですか ら 、 例 え ば身障者 は 住居 のす ぐ近
所で歩い て い け る 病 院が な い と 生 き て い け な い と か、 身寄 り の な い老人が 2 階 は い や だ と 、
l 培で な い と と て も 悶 る と い う よ う な こ と を 全部拾い上 げ る ま で と い う の は 、 私 は 時 間 か

か る と 思 い ま す ね 。 こ う い う 人 々 と 根強 く 話 し 合 い を し な が ら 、 そ の 条件 を 満 た し て あ げ
る よ う に 努力 す る の に は 、 こ れか ら ま だか な り かか る の で は な い か と 思 い ま す。 そ れ に あ
る 程度 の 成果がで る よ う に な る と い う の は 、 日 本全 国 で考 え た ら 何十年 も かか る 、 そ う い
う 根本 問題 を 、 今度の 震災 を 契機 に し て 日 本 は 考 え な け ればな ら な く な っ た と い う こ と で
は な い で し ょ う か 。 先 ほ ど三木先生お っ し ゃ っ て ま し た け れ ど も 、 ど こ ま で復興 し た と い
う の は 数量的 に余 り 言 え な い 問題が残 っ て く る の で は な い か と い う 気が し ま す。

し か し 、 つ い 昨 日 も 、 生活復興県民 ネ ッ ト の餅っ き に 、 難 区 の 県営住宅、 例 の コ レ ク テ ィ
ブハ ウ ス へ行 っ た ら 、 そ こ の コ レ ク テ イ ブハ ウ ス の 皆 さ ん方が本 当 に 喜 ん で ら っ し ゃ い ま
し た 、 あ り がた い と 、 こ う い う 生活で も っ た い な い気がす る と 。 そ れで、、 今 ま で県や 国 や
市 に 、 み ん な お んぶ し て い た け れ ど も 、 私 ど も 自 身が努力 を し な い と い け な い な と 、 自 分
でや る 気 を も う ち ょ っ と 強 く し な い と い け な い な と い う の を 、 お 話 し 合い を し て い た ら し
み じ み お っ し ゃ っ て ま し た 。 こ れか ら う ま く お 話 し合い を し 、 措置 を し て い け ば、 こ う い
う お気持 ち を お持 ち に な る 方 々 がだ ん だ ん 、 増 え て い く の で は な い か と 思い ま し た 。

林副委員 長 三 木先生 は い かがですか。

三木顧問 僕 の 専 門領域 に 近 い学者で ア メ リ カ の 元心理学会の 会長 だ っ た マ ズ ロ ー と い う

70 座談会. 3 カ 年 を採 り 返っ て



方、 い ろ い ろ な 業績があ る の ですが、 一番有名 な の は 、 欲求が階層 を な し て い る 、 欲求階
層 理論、 僕 は 何 と な く あ れが気 に な っ て し ょ う がな い んです。 先生方 も ご 存 じ の よ う に 、
生存そ の も の に か か わ る 生理 的 な 欲求か ら 、 自 己実現の欲求 ま で ヒ エ ラ ル キ ー があ っ て 、
すべて の欲求 は 満足 し尽 く さ れ る こ と は な い ん だ け れ ど も 、 若干満た さ れか か る と 、 よ り
上位の欲求 に 欠乏感 を 覚 え る と い う 理論 な ん で す 。 生理的欲求は 、 ま さ し く 食べ る 、 住 む
と い う 衣食住 に か か わ る 欲求、 こ れ は 言 う な ら ば緊急 3 カ 年計画で相 当 程度 カ バ ー で き る 。
そ の 後 に 当 然 、 衣食住 が ま あ 何 と かい け る と 、 そ の次 の 間 題 は 、 彼 の 理論 で は 安全 と 安心
に対す る 欲求、 こ れは ま だ問題残 っ て ま す け ど も 、 2 番 目 の欲求の欠乏怠識が大変強 く な っ
て く る 。

そ の 後 に 、 3 番 目 に 出 て く る の は 、 社会的欲求 と 帰属欲求、 仲 間 がい て 、 本 当 に帰属J惑
を 満足 で、 き る よ う な コ ミ ュ ニ テ ィ ー があ る 。 こ れ も 、 だ ん だ ん 時 間 の経過 と と も に 、 コ ミ ュ
ニ テ ィ ー の再建 と い う こ と が表 に 出 て き て ま す ね。 そ う な る と 、 こ れか ら の 問題 は 、 彼の
E里論 に な ぞ、 ら え て 言 え ば、 3 番 目 の社会的欲求 と 4 番 自 の 自 我の欲求、 自 分の 存在 自 身 に
誇 り を 持 て る よ う な 、 今、 新野先生が直近の例でお話 に な っ た の は 、 3 番 目 の欲求 と 4 番
目 の 欲 求 の ち ょ う ど真 ん iや ぐ ら い と 思 っ て る ん で す ね。 本 当 に 人 間 が人 間 ら し き 誇 り を
も っ て 生 き て い け る よ う に 、 特 に 社会的弱者 と い わ れ る よ う な 方 々 が、 そ う い う 方向 で復
興 し て も ら い た い 。 と な っ て 、 初 め て 5 番 目 の 自 己実現の欲求、 そ れぞれの 人が 自 分の 持 っ
て る 可能性 を 磨 こ う と い う と こ ろ へ 、 来 る の で は な い か と 思 う わ け で す 。

彼 は 、 人 間 一般 を 言 っ て い る の だ け れ ど も 、 復興の過程が、 彼の欲求階 層 理論 に か な り
な ぞ ら え て言 え る ぐ ら い の 針路 を た ど っ て い る 。 創造的復興の 中 身 は 、 難 し い 問題ですが、
5 番 目 の 白 己実現 と い う と こ ろ ま で い け ばい い ん だ ろ う と い う 思 い がす る の です け れ ど も 、
そ う い う こ と を 下敷 き に し て こ れか ら の 問 題 を 考 え る と 、 大都市 に お け る 大地震 と い う の
は 、 何せモ デル が な い わ け です か ら 、 例 え ば関東大震災 と い う の は確 か に 我 々 も 経験 し た
け れ ど も 、 社 会情勢が違 う 、 技術の進歩が違 う 、 経済 レ ベ ル は全 く 違 う わ け ですか ら 、 モ
デル の な い 中 で一体次々 生 ま れて く る ニ ー ズ は何か と い う こ と を や っ ぱ り 定期 的 に チ ェ ツ

ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プのj后重b ( コ ー ブ こ う べ提供)

ク は し て い か な い と い け な い 、 そ う い
う 仕組みが 一方で、要 る し 、 片方で は こ
れ は 新野先生がお っ し ゃ い ま し た が、
地元での 自 立 的 な復興 と 政府の支援 と
い う も の が う ま く かみ 合わ な い と 、 今
の と こ ろ 若干 ぎ く し ゃ く し て い る と い
う 問題が残 っ て い ま す。

も う l つ は 、 N P O ゃ あ る い は ボ ラ
ン テ ィ ア 活動、 そ の他新 し い形での コ
ミ ュ ニ テ ィ ー の創造 と い っ た よ う な こ
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と 。 ち ょ う ど京都で蓮如 ヒ人の五百年の遠忌 を や っ て お り ま し て 、 京都市 内 に 旗が立 っ て
ま す。 あ の旗 の 文 句 、 語句 「み ん な がば ら ば ら で一緒」 は非常 に現代 的 な も の です ね。 人
障 と い う の は 、 ぱ ら ぱ ら な の だ け れ ど も 、 浄土真宗 の信仰で言 え ば、 同 じ哲 学 を 信 じ る こ
と は で き る と い う こ と ですが、 撲 は 今、 い ろ い ろ な と こ ろ で動い て い る ボ ラ ン テ イ ア 、 N
P O  、 そ の他が新 し い形で の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 、 特 に ヒ ュ ー マ ン ネ ッ ト ワ ー ク を つ く っ て い
け ば、 そ こ か ら ま た活路が ま た 出 て く る の で は な い か と 。

産業面 で言 え ば、 う ち の 加藤 さ ん な どが盛 ん に 言 っ て い る コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス も 、
こ れか ら 期待 の 持て る も の で し ょ う O そ う い う 点で は 、 僕 は そ ん な に 悲観 は し て い な い わ
け で 、 今、 何 と な く 動 き 始め た も の が、 比較的短 い 時 間 で大 き な花 を 咲かせて く れ る の で
は な い か と い う 点 で は 、 先 ほ と守言 っ た よ う な 流 れ を し っ か り 見詰め る 、 支援の 体制 を し っ
か り つ く る 、 そ れか ら 、 常 に現状把握 を し っ か り す る こ と が大切 で、 し ょ う O 協 働 と い い ま
し ょ う か、 産 ・ 官 ・ 民が一緒 に な る と い う よ う な 条件 を 整備 し て い け ば と い う 気持 ち が し
ま す。

林副委員 長 端 さ ん は どん な ご感想ですか。

端委員 長 文化分野 な んか見て ま し で も 、 器 は戻 っ て元の活動がで き る よ う に な っ た け れ
ど も 、 再 び始 ま っ た 活動 は元の活動で は な い と い う こ と な ん です ね。

震災 と い う 体験が、 や っ ぱ り い か に 多 く の 問題 を 生み 出 し た か。 一番端的 な の は 、 県の
ピ ッ コ ロ 劇 団 も そ う です け れ ど も 、 い ろ い ろ な 文化活動が、 結局何の た め に あ る か と い う
こ と を 原 点 か ら 問 わ れ た と い う こ と で し ょ う ね。 あ る 阪神地区 の美術館 な ん か の 場合です
と 、 震災直 後 に と に か く 避難 さ せて く れ と 人が押 し寄せて こ ら れた ん ですが、 こ こ は避難
所で は あ り ま せ ん と 言 っ て 、 と に か く 断 っ た 。 行政の方で は学校 を 避難所 に指定 し て ま す
か ら 、 避難所で な い こ と は そ う な の だ け れ ど も 、 実際、 i直後 は い ろ い ろ な と こ ろ へ避難 さ
れ た 方 、 い っ ぱい あ り ま す よ ね 、 市役所の 中 と か。 だか ら 、 そ う い う 意味で、 文化施設 は
地域で一体 ど う い う 役割 を 果 た す の か と か、 あ る い は そ こ でや る 活動 と い う の は 、 一体 ど
う い う 意味があ る の か と い う こ と を ーか ら 考 え 直 さ
の す ご く 大 き い 問題提起 で、すね。

を f尋 な く な っ た と い う 、 こ れカf も

結局 た ど り 着 く と こ ろ は 、 地域 と の かか わ り 、 あ る い は コ ミ ュ ニ テ ィ ー と い い ま すか 、
そ う い う 地域 と 自 分た ち が ど う い う 意味合いがあ る の か と い う こ と を も う 一度 考 え 直 そ う 、
そ う い う こ と がや っ ぱ り 非常 に 大 き な 意味 を 持 っ て る O だ か ら 今、 神戸 ・ 阪神地 区 で行 わ
れ て い る 文化活動 は み ん な そ う です よ O 結 局 、 そ う い う 非常 に 大 き な 問 い か け を く ぐ り 抜
け て 、 今新 し く や ろ う と し て い る 。

そ う す る と 、 そ れが ど う い う 問 題 に つ な がる か と い う と 、 こ れ ま で 日 本社会が培 っ て き
た高度成長 を 遂 げた 日 本 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー と い う も の を 、 も う A度問 い 在 そ う と い う こ と
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に ほ か な ら な い () 地域に と っ て 文化活動 と は ど う い う こ と か と 、 逆 に そ れ は 、 地域そ の も
の を \" 、 直す と い う こ と です。 ですか ら 、 文化分野 で非常 に悩 ま し い議論があ る の は 、 文
化活動 あ る い は 文化施設 は 反 っ て き ま し た 。 だ け ど、 神戸 ・ 版神 文化 は 反 っ た ん で す か と 、
こ う い う と こ ろ が ー番悩 ま し い ん です。

い や 、 そ う で は な く て 、 こ れ は新 し い 再 生 な ん だ と 考 え な く て は い け な い c だか ら 、 も
う 今の 私 た ち の 震災か ら 得 た答 え と し て は 、 コ ミ ュ ニ テ イ い の 再 生 に 丈化活動 は寄 ら す る
と い う こ と 、 こ の路線 は も う 非常 に 明確ですっ だか ら 、 こ れ か ら の 大 き な 課題は、 や っ ぱ
り そ う い う 神戸 ・ 阪神地区 に お け る 新た な る コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 再生 と い う 、 何かそ う い う
も の に 、 技 々 は 十分に 円 配 り す る よ う な議論 と 政策 と い う か、 そ こ ら 辺 り が非常 に 重 要 な
問題だ と 思 い ま す ね 。

林副委 員 長 一例 を 申 し ヒ げ ま す と 、 新野先 生 に お っ し ゃ っ て い た だ い た 、 私 ど も 子f共の
オ ー ケ ス ト ラ を 東灘 を 中 心 に 10年運営 し て き て い る わ け です。 震 災 の :年 も 欠か さ ず演奏会
を 続け て き た の です 。 民 間 の任意団体が こ れ だ け の こ と を 続 け て い く と い う の は大変 な こ
と な の です が、 し か し 今年 ち ょ う ど12月 初 日 に 、 ウ ハ ラ ホ ー ル で ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト を
や る の で す が10 回 目 です。 ウ ハ ラ ホ ー ル と い う の は 650席 な の です 。 そ こ に 応募が1 ， 600
名 以上 き た の です、 葉書 に よ る 申 し 込 み が1 ， 600名 以上で、 す よ 。 で す か ら 、 も う だ め だ、
も う や め よ う か と 侍度 も 思 っ て き た の ですが、 こ う な る と や め ら れ な い な と O つ ま り 今、
端 さ んがお っ し ゃ っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り と い う よ う な も の は 、 一朝一夕 に で き る の で
は な い の です。 も う 10年 間 、 震災があ っ て も こ つ こ つ 、 こ つ こ つ や っ て き て 、 や っ と 知 ら
れ て き て 、 い ま や 1 ， 600名 、 残念 な が ら 半数以上 の 方 を お 断 り し な け れ ばい け な い の です よ O

い ろ い ろ 演奏会や イ ベ ン ト を や っ て も 客 の 入 り が悪 い な ん て 言 わ れ る 中 で、 我々 の と こ
ろ だ け は も う 押す な押す な の大盛況 と 。 こ れ は 一例です け れ ど も 、 着実 に や っ て き て い た
も の は 、 や っ ぱ り 次第 に 地域 に根づい て い く の か な と い う 気がい た し ま す ね 。 そ れ も 含め
て 言い ま す と 、 ち ょ う ど復興 3 年 目 で 、 ま た こ と し 日 本経済がマ イ ナ ス 1 . 8% と か2 . 0% 成
長 と か と い う こ と で、不況の真 っ た だ 中 、 ち ょ う ど神戸 の経済復興 も や っ と 何 と かで き る か
な と 思 っ て い た と こ ろ へ全国 的 な 不況が、 2 番底 です よ ね、 襲 っ て き た と い う こ と で 、 余
計 し ん とぞい こ と な ん で す け ど も 、 次の飛躍 と い う の は 、 今仕込 ま れ て る ん だ と 思 う んです。
だ か ら 、 苦節10年があ っ て花が聞 く と い う よ う な も の で す か ら 、 や っ ぱ り 震災談、 い ろ い
ろ 考 え て 、 試行錯誤 も あ り な が ら 頑張 っ て き た こ と が、 次 に や は り 東南 ア ジ ア の経済が回
復す る 、 日 本経済が国復す る と い う よ う な と き に 、 や は り 坂神 地域があ る 意味で経済構造
改 革 を 遂 げた 新 し い 姿 で 全 国 を 指導す る よ う な 立場 に な る ん じ ゃ な い か と い う こ と と 、
な っ て ほ し い な と い う 期待が両方 あ る ん で す 。

端 委 員 長 そ う です よ 。 先 ほ ど 申 し 上 げた よ う な コ ミ ュ ニ テ ィ ー の再 生 と い う 試み が う ま
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ジ ュ 二 ア オ ー ケ ス ト ラ のi資先 ( ニ ュ ー ブ イ ルハ ー モ ニ 」 ジ ュ ニ ア オ ー ケ ス ト ラ 提供)

く い け ば、 日 本の新 し い文化風土が、 神戸 ・ 阪神か ら 起 こ り ま す よ 。

新野顧問 た だ私 、 つ け加 え て お き た い と 思 う の は 、 今の ジ、 ユ ニ ア オ ー ケ ス ト ラ の演奏10
年 間 で 、 そ の 問 、 林 さ んが個 人 で い ろ い ろ な と こ ろ に資金的 な 譲助 の 源 を 発見 さ れて 、 サ
ポ ー ト し て ら っ し ゃ る の で す ね 。 こ の種の ボ ラ ン タ 1) ー な 、 本 当 に有意義 な 活動 を 、 支援
す る 仕組み を何 と かで き る よ う に し て い か な け ればい け な しミ 。 そ の た め に は 、 義援金1 ， 700
億 円 い た だ き ま し た け れ ど も 、 あ の義援金 を 恒常化 し て 、 何かあ っ た と き に 集 め る の で は
な く て 、 あ の く ら い の 金 は 当 然 ど こ か の 地域 ご と に 集 ま っ て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 基金に な っ
て い て 、 そ れか ら そ う い う 活動 に援助 で き る 体制がで き な い と 、 本 当 の 意 味 の 支援活動が
や れ な く な る の で は な い か と 思 い ま す。

林副委員 長 私 ど も の は 一例 です け れ ど も 、 本 当 に社会の あ ち こ ち で、頑張 っ て ら っ し ゃ る
方た く さ ん い て 、 そ れ がや は り 個 人の努力 に 負 う と こ ろ が非常 に大 き い。 こ れ は ま あ し ょ
う が な い面 があ る し 、 、 ま た そ れ を 生 き がい に し て ら っ し ゃ る 方 は た く さ ん い ら っ し ゃ る
ん です け れ ど も 、 や っ ぱ り 願 う べ く は そ う い う 方 を 奨励 し て 、 そ し て 何 と い う ん で し ょ う 、
社会 と し て感謝 を す る と い う か、 そ う い う ふ う な懐 の 深 さ と い う の も 、 い ろ い ろ な 苦難 を
く ぐ り 抜け た 地域 と し て は こ れか ら 発揮 し て ほ し い も の だ な と 思い ま す ね。

そ れ で は 、 時 間 に な り ま し た の で、 皆 さ ん 、 お忙 し い 中 、 き ょ う は ど う も あ り が と う ご
ざい ま し た 。
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〔資料〕

緊急復興 3 か年計画の達成状況 と 今後の展開 に つ い て

震災直後か ら 、 被災者の生活再建 を め ざ し て 、 各般の 取 り 組み を 行 う と と も に 、 被災者
の生活復興 を 支 え る イ ン フ ラ 、 住宅、 産 業 に つ い て、 震災前の 水準 に 戻す こ と を 目 標 に、
緊急復興 3 か年計画 を 推進 し て き た と こ ろ 、 目 標の 水準 は 総量 的 に ほ ぼ達成 さ れた 。

総括表

区分
r-

計画 日 襟

進捗状況
し 一一 一一

イ ン フ ラ 住宅

57 . 000{)意円 125 ， 000戸
( 予算ベ ー ス ) (発注ベ ー ス )

58 ， 7001.意再 169 ， 000戸
(103 % )  (135% )  

(注) ・ イ ン フ ラ : 平成 9 年度 ま での累計
・ 住宅 : 平成10年 3 月 末ま での累計

産業

100 . 0  
(純生産ベ}ス 、

復興指数)

100 . 2  

・ 産業 : 平成 9 年度の復興指数 (純生肢 を推計 し 、 震災前
〈コド成 6 年同期〉 を 100 と して比較 く{立 し 、 建設業 を 除 く > )

1 . イ ン フ ラ

( 1 )  達成状況

イ ン フ ラ 整備 に係 る 菌 ・ 公団 ・ 県 ・ 神戸市等の平成 9 年度 ま で の 予算 を 集計 し た結果、
全体計画 5 兆7 ， 000億円 に 対 し 、 約 5 兆8 ， 700億 円 が 3 か年で予算措置 さ れ、 全体事業 費 ベ ー
ス に お い て 緊急 イ ン フ ラ 整備 3 か年計闘の 目 標 は達成 し た。

全体事業費年度目IJ内訳 (単位 : 1意丹)

富十 証耳 復旧分 復興分 計
15 ， 000 42 ， 000 57 ， 000 

平成 6 年度
14 ， 800 31 ， 000 

実 平成 7 年度 16 ， 200 

平成 8 年度 200 14 ， 800 1 5 ， 000 
1叩 年度 12 ， 700 1 2 ， 700 

(達成率 : % )  
15 ， 000 43 ， 700 58 ， 700 
(100% )  (104 % )  ( 103 % )  

( 2 )  今後の取 り 組み

今後は、 こ の事業実績 の 上 に 立 ち 、 引 き 続 き 多元 ・ 多重の総合交通体系の整備、 災害 に 強
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く 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り や、 防災性が高 く 代替性の あ る 多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市
圏 の形成、 二次災害防止 の た め の 防災 イ ン フ ラ の整備等 を 推進 し て い く O

2 . 住宅

( 1 ) 達成状況

平成 9 年度末 に お け る 公的住宅の達成状況は 、 計画戸数80 ， 500戸 に対 し て 約 9 割、 72 ， 000
戸 の発注 を 終 え て お り 、 こ の ほ か に計醐外の公団 ・ 公社賃貸住 宅 の 震災後 の 空 き 家約8 ， 200
戸 を 被災者 向 け に募集済 み で あ る O こ れ に発注予定の 約 1 ， 200戸 を 加 え る と 、 被災者への
供給戸 数 は 81 ， 400戸 と な り 、 計画戸 数 を 上 回 っ て い る O

民間住宅の再建 に つ い て も 、 新設住宅着工統計 に よ れ ば、 被災以後平成 10年 3 月 ま で に
219 ， 569戸 の 民間住宅が着工 し て お り 、 こ の う ち 約88 ， 000戸が民間復興住 宅 と 推計 さ れ る
の で、 計画戸数44 ， 500戸 を 大幅 に 上回 っ て お り 、 こ れ ら を 合わせ る と 、 ひ ょ う ご住宅復興
3 か年計闘の全体計画戸数125 ， 000戸 に 対 し て 約169 ， 000戸 と な っ て い る O

供給見込戸数内訳 (単位 : 戸)

( 2 ) 今後の取 り 組み

今後は 、 未 だ 入居す る 住宅が決 ま ら な い応急仮設住宅入居者 に 対 し て は 、 9 月 末 ま で に
儒別 あ っ せ ん 等 を 行 う と と も に 、 今後 も 引 き 続 き 、 入居住宅の完成待 ち の 入居者 に対 し て
民 間賃貸住宅等 を 活用 し た 一時入居等 の 支援事業 を 推進 し 、 一 日 も 早い恒久住宅への 移行
の促進 を 図 る O

ま た 、 応急仮設住宅入居者 の 実態 に 鑑み 、 市町長が個 別 に そ の 状況 を 判 断 し 、 必 要 と 認
め た仮設住宅 に つ い て は 、 平成11年 3 月 末 を 限定 に供与 を 延長す る 。

3 . 産業

( 1 )  達成状況

産業復興 3 か年計画 に つ い て は 、 被 災企業の努力 と 相 ま っ て 、 被災地の純生産が震災前
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の水準 に 回復 し て お り 、 所期 の 目 標 は達成 さ れ た 。
し か し 、 一 部 の 地場産業や商業 ・ サ ー ピ ス 業等 に震 災 の 影響が強 く 残 る な ど、 業撞に よ

る 差の ほ か、 企業規模 に よ る 菜、 地域に よ る 差が見 ら れ、 併せて 全国 的 な 景気 動 向 の影響
が強 ま っ て お り 、 依然 と し て厳 し い状況が続い て い る 。

生産面 を 中心 と し た 主要指標の状況

( 2 )  今後の取 り 組み

1-3 

1 -3 1 1 1 . 6  

日 10 . 1-3 101 . 0  

日 10 . 1 -3 98 . 4  

91 . 4  

平成 9 年10月 に 産業復興支援策 を 充実 し 、 復興 に 遅れ の 見 ら れ る 分野への支援 を 強化 し
た と こ ろ で あ り 、 ま た 、 平成10年 7 月 に 「総合経済 ・ 雇用対策J を 策定 し た 。 こ れ ら に よ
り 、 復興への 現 り 組みが一層 着実 に進 ん で い く も の と 考 え ら れ る が、 今後 も 産業復興の状
況 の 的確 な 把握 に 努め る と と も に 、 必 要 に 応 じ て機動的 ・ 弾力 的 な 施策対応 を 図 っ て い く O

ま た 、 中 ・ 長期 的 に は 、 国際化の進畏や21世紀の成熟社 会 に 対応 し た新 た な 産業構造の
構築 を 図 っ て い く た め 、 産官学の連携強化 に よ る 情報化や研究開発への支援 、 ベ ン チ ャ ー
企業の 育成 策の拡充等 に よ る 新 し い産業の創 出 、 国 内外の成長性豊 か な 企業誘致の推進、
中 心 市街地の 活性化等 ま ち づ く り と イ本 と な っ た 産業復興の推進 な ど、 本格復興 に 向 け た
総合的 な 施 策展 開 を 進め る 。
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被災状況に つ い て

分 | 死者

(1998'9' 3月 31 日 現在)
「瓦妄語瓦「

(兵庫県災害対策本部)
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第一章

生 活



は じ め に

兵庫県 は 1996年 を 復興元年 と し 、 97:4三 を 緊急復興 3 カ 年計画 を 仕上げ、 被災者 の生活 を
再建す る 「護興本番の年」 と 位 置付 け た 。 そ し て 「生活援興支援詳細 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定
し 、 き め細 か い支援策 を 実施 し て い っ た。

震 災か ら 3 年 を 経 た 何年 1 月 、 貝 原兵庫県知事は こ う 総括 し た 。 「すべ て が震 災 前 の 水
準 に戻 っ た わ け で は な い 。 仮設住宅 に は 2 万 5 千所帯の 方がお ら れ る 。 復 旧 の 実態面か ら
み る と 80 % で は な い か。 ま た復興 と い う 点 で は 新 し い 時代 に 沿 っ た施策 を 展 開 す る 必要が
あ る 。 そ の 点 で は 20 % だ。 復 旧 と ね興 を 平均す る と 、 ま だ50% と 認識 し て い る J (注 1998年

i 月 15 口 靭J B 新潟)

50% と い う の は 「個 人 レ ベ ル の復 興 は ま だ緒 に つ い た ばか り J と い う こ と を 示す 数字で
あ る 。 特 に仮設住宅 に 残 る 人、 ま た転出 す る 人 に と っ て も 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー 、 再就職、
高齢化、 心 の ケ ア な ど 「 白 助 、 共助活動が必要J と す る 1 年 だ、 っ た 。
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12Jj亙活再建のね
1 . 仮設住宅 か ら 恒久住宅へ

神戸 し あ わ せの村仮設住宅の 自 治会長 を し て い た A さ ん (67) 夫婦 は 災害復興公営住宅
入居の 一元募集 に 当 選 し 、 97年1 1 月 、 希望す る 県営魚崎南高層 住宅 ( l O 階 建 て 、 120戸)
に 移 り 住 ん だ。 住宅全体は L 字型 に な っ て お り 、 A さ ん の 住 み 家 は シ ルバ ー 組が集中 す る
甫側 6 階の 2 D K 。

「保健婦 さ ん の巡匝 も あ り ま す。 最近で き た花 と 緑の会の役員 に担 ぎ 出 さ れ、 庭 の植木
の水ゃ り ゃ っ て ま す。 カ ラ オ ケ な ど を 楽 し む み ど り 会の結成 も 近 い そ う で す 。 家賃 は 5 年
間 減免で割 り ヲ i い て も ら っ て 1 万9 ， 000 円 。 年金生活者です か ら 不満 を 言 っ て も き り な い し 、
震 災 3 年 日 で よ う や く 落 ち 着 き ま し たJ

仮設、 公営、 一般住宅 を 問 わず、 行政は さ ま ざ ま な 施策 を 実施 し て き た 。 民 間 の賃貸住
宅への家賃補助、 持 ち 家 を 再建 し た い 人へ の利子補給。 生活の 自 立 に 向 け た 支援 は 、 生活
再建支援金の支給、 生活費 の貸 し 付 け 、 そ の他、 中 高年齢者の 自 立 に 気 を 配 り 、 こ こ ろ の
ケ ア な どの対策 を 講 じ た 。 仮設住宅 に 住 む 人 に と っ て は 、 終 ( つ い ) の 住 処 (すみか) と
す る 恒久住宅への転出が何 よ り も 「復興の証 し 」 で あ っ た 。

災害復興公営住宅 は 、 計画戸数 3 万8 ， 600戸 の う ち 、 震 災 3 年で、 3 万7 ， 000戸余 り の発
注 を 終 え 、 7 割以上の 2 万8 ， 000戸が完成 し た 。 仮設住宅か ら は 、 4 回 の抽選で約 2 万1 ， 000
世帯の 入居が決定 し た 。 県 に よ る と 、 仮設住宅 で決定 し て い な い7 ， 000世帯 に つ い て は 、
4 次募集で応募がな か っ た約3 ， 000戸 と 空 き 家 な ど約4 ， 000戸があ り 「数量的 に は足 り る 」
と い う O

県住宅復興 3 カ 年計画 は 、 こ の 災 害復興公営住 宅 を 含 め た 公的住宅 8 万500戸、 民間復
興住宅 4 万4 ， 500戸 の供給 を 目 途 と し て 策定 さ れ た 。 民間住宅 に つ い て は 被 災 者住宅再建
支援制度、 高齢者住宅再建支援事業、 手IJ子補給の対象の拡大 な どが設定 さ れ、 飛躍的 に増
え た 。 97年度末で被災者の着工数 (推定) は 8 万7 ， 000戸で計画数の約 2 倍で あ る 。

ま ず仮設住宅か ら 恒久住宅 に 移 っ た 人 々 を 中 心 に 、 生活再建 の 歩 み を 振 り か え っ て み る 。
(表 1 ) 仮設住宅入屑契約戸数

19970'干4/1 34 ， 624 
7/15 29 ， 970 
10/1 27 ， 420 
1211 25 ， 374 

98if二2/1 23 ， 716 
4/1 21 ， 471 
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仮 設住宅 は 震災後、 神 戸市 を 中 心 に 4 万8 ， 300J î が建設 さ れ た 。 ピ ー ク 時 に は 大半が埋
ま っ た が、 そ の後 自 宅 を 再建 す る 入、 災害復興住宅の建設な ど に よ り 月 l ， OOO戸 以 上 の ベ ー
ス で転 出 す る よ う に な っ た 。 県 は 震 災 2 1r半 を 経た97年 7 月 16 日 、 仮設住宅入居者が 3 万
世帯 を 切 っ た と 発表 し た 。

し か し 恒久住宅へ移 っ た 人 々 も 、 多 く の 問 題 に 直面 し た 。 仮 設住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ ー か
ら 離れ て独 り ぼ っ ち に な っ た た め 、 新 し い環境 に な じ め ず孤独 に 焔 る 人が多 い と い う O

こ の た め 県 は97年 7 月 l 日 、 各市町 と 連携 し な が ら 恒久住宅 に 移 っ た 単 身 高齢 者 ら に対
し 生活復興相談員 を 派遣す る 方針 を 決め た 。200戸 に l 人の割合で配量 (11市 2 町で計94 人) 0
ま た 健康 ア ド バ イ ザー 約190 人 を 仮設住宅や復興住 吉 に 派遣 し 、 血圧、 脈拍 の チ ェ ッ ク 、
食生活 の 栢 談 を 行 い 、 被災者の 生活再建 を 支 え て い く こ と に な っ た 。

神戸市 は 7 月 中 に 各 区単位 に 「恒久住宅生活者支援 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 」 を 発足 さ せ る
こ と に な っ た 。 チ ー ム は 区 長 を 1) ー ダー に 区役所内 に 設置。 こ れ ま で の 生活支援 ア ド バ イ
ザー な ど各区平均10人程度の支援ス タ ッ プ を 30人程度 に ま で増強 し 、 恒久住宅入居者への
総合的 な 支援体制 の 強化 を 留 っ た 。

復興住宅 に ふ れ あ い喫茶

神戸市兵庫 立 の復興住 宅 に こ の ほ どふ れ あ い

喫茶 「 ひ ま わ り 」 が オ ー プ ン し た。 ボ ラ ン テ イ

ア の 後土f支援 は あ る も の の 、 i釜営の主役 は あ く

ま で住 民 の お ば さ ん た ち 。 「寂 し い 思 い を し て

い る 人た ち が集 ま っ て る 。 こ こ で 顔 な じ み を つ

く っ て ほ し い」 と い う 。

県営明右i高膚 (226戸) 。 入肘が始 ま っ た の は

97年 4 月 で、 現在約500人 が暮 ら し て い る 。 60

歳以上が約 150 人 で 会 人暮 ら し の お 年寄 り も 目

立つ。住環境 は仮 設 に 比べ て は る か に 良い が「仮

設 に は 長屋 の 良 さ があ っ た。 復興住宅は鉄の扉

で さ え ぎ ら れ て い る 」 と い う 声が多 く 、 引 っ 越

し に か か わ っ た ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プがふれあ

い 喫茶 の 間 庖 を 提案、 協 力 者 を 募 っ た と こ ろ 5

人が名乗 り を 上 げた 。 喫茶は毎週木曜 日 午前 9

時 に 関 か れる 。 モ ー ニ ン グセ ッ ト が 2 種類 あ り

150円 と 200円 。 毎 回 50食 を 用 意 し て い る が、 売

り 切 れ る こ と も あ る と い う 。 運営 に 携 わ る 桑野

豊子 さ ん (67) は 「震災で心 を 痛 め た 人 ばか り 。

み ん な 仲 良 く な り た い で す か ら 」 と 、 仲 間 の 朝

食づ く り の労 を い と わ な い。

(注1 1997年10月 14 13 神戸新開)

復興公営住宅 に 住 む 人 々 は 、 い ま の 生活 を どの よ う に 受 け 止 め て い る か。 産経新聞 は 「復
興住宅 は い ま 」 を テ ー マ に 約310人 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 97年秋 に 実施 し た 。

住 み 心 地 は 「非常 に よ いJ . 1 % ) マ 「 ま あ ま あ よ いJ (40 . 6 % ) マ 「普 通J (25 . 2 % )  
マ 「 あ ま り よ く な い J ( 10 . 5% ) マ 「非常 に 悪 い J ( 1  % ) マ 「 わ か ら な いJ ( 1 . 6 % )  

全体 に 高 い評価 を 得 て い る が、 今 回 の調査対象が兵庫、 中央、 東灘区 と 交通 の 便が よ い
地域の災害復興住宅入居者 に 集 中 し て い た と い う 地域性が影響 し た と 考 え ら れ る 。

年代別 に 見 る と 、 60代 で は 「非常 に よ い」 と 答 え た の は31 . 5% 、 70代 も 35 . 1 % に の ぼ っ
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て い る o 30代 で は 「非常 に よ い」 と 芥 え た 人 は 16 . 1 % 、 40代 で は 15 . 1 % 、 50代で12 . 8 % に
と ど ま っ て お り 、 若 い層 の評価 は 「 ま あ ま あ よ しり に 集 中 。 満足度 は 高齢層 ほ ど高 い 。

復興住 宅 を 仮 の 住 ま い と 考 え て い る の か 、 そ れ と も 終の 住処 と と ら え て い る の か。 「住
め る i浪 り ず っ と 」 と 答 え た 人 は全体の 72 . 3 % を 占 め た 。 「 自 宅 の 再建 ま で」 と 考 え て い る
人 は 12 . 2% 、 「賃貸、 借家で条件 の よ い住宅が見 つ か る ま で」 が11 . 2% と 、 仮 の住 ま い派
は少数派。 年齢別 で見 る と 、 60代 で は 「住め る 眼 り ず っ と 」 が88 . 5 % と 9 割近 く を 占 め 、
70代 で は 86 . 5 % 、 80代 で は 実 に 100% だ っ た 。 50代以下 に な る と そ の 立議 は や や 活 れ る 。
高齢者層 で見 ら れ な い 「 自 宅 の 再建 ま で」 と 考 え て い る 人 は40代 で は 20 % 、 50代 で 15 . 6 % 。
今 回 の調査で、 仮の住 ま い か ら 安定 し た住居 に 移 り 伎 ん だ こ と への安 ど感がは っ き り 伝 わ
り 、 調査、 分析 し た宮野道雄大甑市大教授 は 「生活復興の 要 は住 ま い の複 輿 だ と い う こ と
を 改め て痛感 し た」 と 結 ん で、 い る 。 u担 大阪市立大学 と の合同調任 1 99í{l l川1 1 l [ 1 ぷ粁祈IliJ 1 

恒久住宅 に 移 っ た 人 々 に 対 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 に取 り 組 む 「 神戸 市東離 ・ 地域助 け
合い ネ ッ ト ワ ク 」 の 活動 を 紹介 し よ う 。 同 会は 震災発生 と !日j 時 に 結成 し 、 毎 日 、 2 け た
の ボ ラ ン テ イ ア が事務所 に 詰 め か け て い る O 東灘豆 の 災害復興住Jむの状況 は 、 こ れ ま で に
新築 8 、 再 建 2 、 他 に シ ルバ ー ハ イ ツ 2 、 民間借 り 上 げ 2 、 公開 り 上 げの 市営住宅 1 、
岡 県営住宅 2 、 新築 l の 入居が済 ん だ と こ ろ 。 何年 3 月 か ら 、 仮設住右個 別 訪 問 を 始 め て
2 年10 カ 月 。 週 に 1 � 2 凹 、 高齢者の方 と 顔 を 合わせ、 心か ら 親 し み を 覚 え る よ う に な り 、
そ う い う 人 た ち が恒久住宅へ転居 し つ つ あ る 。 仮設住宅で、 は 隣近所で、声 を か け 合い 、 励 ま
し 合 っ て き た 人た ち が、 鉄の扉で仕切 ら れた 部屋 に 一人で、住 も込 よ う に な る の 新 し い住宅や
久 し ぶ り に戻 っ た 地域 に な じ んで い る か。 ま た初 め て の土 地 に 転居 し た 人 は戸 惑 っ て い な
い か。 そ ん な 思 い か ら 取 り 組み を 始 め た 。 ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 4 カ 所の恒久住宅 一 新築市
営の 六 甲 ア イ ラ ン ド ・ ウ エ ス ト コ ー ト 9 番街、 本 山 南 第 2 住宅、 市営再建の新住吉川 住宅、
本庄第 2 住宅 で は 、 自 治会 に 働 き か け 、 97年12月 6 日 に 初 め て の住民の集い 「茶話や か交
流会」 を 集会所で行 い 、 主 に 一人暮 ら し の 高齢者30人 と 楽 し く 語 り 合 っ た 。 民児協 の協力
を 得 て 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー へ の 同化 を 願 っ て や ま な い。 新住吉川 で は一 人暮 ら し の 高齢
者の様子 う かがしミ か ら 始め て お り 、 美術館散歩 に も 誘 っ て い る 。

こ れ ま で に接 し た 人 た ち の声 を 聞 く 限 り で は 、 恒久住宅の住民同士の 交流 は 少 な か ら ぬ
困 難が予想 さ れ る 。 よ り 孤立感 を 感 じ て い る 人 に は少 し で も 不安 を 和 ら げ る お 手伝い を し
て い き た い 。 (注3 r-N P  0 を つ く る 日 本の サ ポ ー ト セ ン タ ー」 市民活動地域支援 シ ス テ ム研究 parl31

2 . 軽量設住電 に 者 お 2 万余世帯
仮設住 宅 の 撤去、 統廃合の検討が、 入居者が 3 万世帯 を 切 っ た97年夏 ご ろ か ら 、 被災10

市10町で始 ま っ た 。 し か し 仮設住宅で は 転出 で き な い高齢者層 が 目 立 ち 、 役員 の 転 出 で解
散す る 白 治会が増 え 、 一部で は 健康相談や ふ れあ い 喫茶、 サ ー ク ル 活動 な ど の 交流の場 に
な っ て い た 「 ふ れ あ い セ ン タ ー 」 カf機能 し な く な っ て い た 。
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こ の こ ろ 、 空 き 日割令は40 % に近付 き 、 29Hî町の う ち 21市町で50% を 超 え た (激震地の
神 戸 は 3 1 . 8 % 、 l国主f は24 . 7 % ) 0 仮設r*Jj@疎 は 深刻。 読売新聞社が震 災 3 年 で、行 っ た 「被
災 者5000人実態調査J で は 、 8 割が復興住宅の抽選 に 応募 し た が、 「家賃が払 え な い」 と
い う 理 由 で 「仮設住吉 に 残 る 」 と 答 え た 人が3 % も い た と い う O 心 身状態 で は 「不調J
が前年調査 よ り 6 . 6 % 増 え た。

( [立1 1 ) 仮設震住者の心身状態

100 

80 

60 

40 

20 

。

ょの()) その他

lÓj二 11 2年 1::1 3/'1二 日

冒 頭 の神戸 し あ わせの村 自 治会長A さ ん の 気がか り は 、 仮設住宅の残 さ れ た 仲 間 た ち の
動 向 で あ る 。 「一元募集 に 当 た っ た か ら と い っ て 、 喜ぶ わ け に い か ん し 。 先 日 も ち ょ っ と
の ぞい た ら 、 引 っ 越 し ボ ラ ン テ イ ア が来 て い た 。 セ ン タ ー に は老 人が数人い た だ けJ o A 
さ ん の元で役員 を し て い た B 子 さ ん (55) は 自 治会 を 辞め 、 ふ れ あ い セ ン タ ー に 姿 を 見せ
な く な っ た 。 「主人 (運送業) の 仕事 を 考 え る と 、 兵庫 区 以外の募集 に は正、 じ ら れ な い。
当 た る ま で こ こ に居す わ る つ も り J と 言 う O ケ ー ス は さ ま ざ ま 。 B 子 さ ん は 主 人 に定職が
あ る た め 目 途 は 立 つ が、 多 く は社会的弱者が仮設住宅 に 残 る 傾向 が強 い 。 い ま 7 割が60歳
以上 と い う 。

県社会福祉協議会が行 っ た 「仮設住宅 に 暮 ら す壮年層 の健康 と 生活 に 関 す る 調査J (県、
大 限 府 内 の 24 カ 所 の仮設住 宅 に 住 む40 � 64歳 の男 女169人か ら 聞 き 取 り 調査) に よ る と 、
働 い て い な い 人 は94人 (56 % ) で 、 年金、 生活保護の受給、 預貯金の取 り 崩 し な どで生計
を 立 て て い る 。 働 い て い る 人 も 臨時雇い 、 パ ー ト な どが 8 割 を 占 め た 。

健康状態 で は 、 8 割以 土が 「 ぐ っ す り 眠れ な いJ I肩 、 首、 背 中 や腰が痛 むJ I い ら い ら
し や す い」 な ど を 訴 え て い る 。 医 者 に か か っ て い る 人 は 震 災 前 の 約 2 倍 に 当 た る 104 人
(62 % ) に 増 え て い た 。 食生活は 「一人で食べ る こ と が多 い J (47 % )  I バ ラ ン ス が悪 い J (34 % )  
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と 不安定。
主 な 収入 は 、 年金 と 生活保護がそ れぞれ20% 。 特 に 生活保護 を 受給 し て い る 割合は全国

平均の0 . 7% に 比べ て は る か に 高 い 。
(y主4 三塚武男 問大名営教授 と の合河調査、 1 997年5月 1 日 発表)

一方で、 仮設住宅で の独居死が極め て 高 い こ と が、 指摘 さ れて い る O 「現代 社 会 と 孤独死」
と 題す る シ ン ポ ジ ュ ー ム が98年 3 月 13 日 、 神戸市内 で 聞 かれ た 。 仮設住宅 で の 独居死 は 200
人 を 数 え 、 対応策 と し て 、 病 院や技術 中 心で は な く 、 患者の特性 を 見極 め た 地域医療への
移行、 男 性の 自 立 を促 し た上 で の 家族 ・ 近隣 関係づ く り の必要性が提案 さ れ た 。

ポー ト ア イ ラ ン ド復設で実態調査

f弗教大の 内藤三義助教授 (社会学部) は 、 98年 2 月 下旬 か ら 4 日 間 に わ た っ て 、 孤独死
が特 に 多 い と さ れ る 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 第 6 、 7 仮設住宅807世帯 を 対象 に行 っ た 聞
き 取 り 調査 を 分析 し 、 発表 し た 。 都会の 中 に あ る 仮設住宅だが、 発生件 数 は 24人 (98年 6
月 ) 、 県下の 累計の 1 割 を 超 え る 高率 を 示 し て い た 。 (注 5 ボー ト ア イ ラ ン ド第 6 ， 7 仮設住宅生活 ・
健康実態調究実行委の報告か ら 。 県社会保隊推進協、 絞神 ・ 淡路大震災救援復興県民会議 な ど を 中心に行っ た仮
設住宅調査 と し て は今回が 3 回 目 )

調査で次の よ う な 特徴が表 れ た 。
①一人暮 ら し が63% と 一 昨支 の 仮 設住 宅 に 比べ て か な り 高 いo 1 K タ イ プ の 戸 数が87%

を 占 め て い る た め 。
②住民の年齢構成が仮設住宅 と し て は 若 い 。 世帯主 の平均年齢は56歳、 高齢者率 は 15%

程 度 と 推計 さ れ る O 一育支の30�40 % 程度か ら み る と 半分以 下 で 、 総体的 に 若 い住民が多 い。
③就労者がい る 世帯の割合が60% と 、 仮設住宅 と し て は高 い 。
③経済生活で困 窮 し て い る 世帯が多 い 。 世帯の収入 は 月 収10万円未満が36 % で あ り 、 他

の 仮設住宅調査 に 比べ て 高率。 生活保護受給世帯率が1 7 % で あ る こ と を 考慮 す る と 、 生活
困 難度 の仮設住宅 と い え る O

②③の 特徴 は 、 若い就労者が多 い と い う 「郊外型J の仮設住宅の特徴 と 共通す る が、 ①
④の特徴 は 一 人暮 ら し が多 く 、 収入が低い と い う 「市内型」 の も の で あ る O い ろ い ろ な特
徴の混 じ っ た 複雑 な 構成 の 仮設住宅で あ る 。

こ の特徴 を 分析す る と 、 仕事 を し て い る 人 は 多 い が、 中 年層 の失業率が高 い 。 教養、 娯
楽費 や交際費 と い う 文化的生活 に 関 わ る 支出 を 切 り 詰 め 、 ま た 光熱水費 の 節約意識が異常
に 高 い O

食事は 1 B 2 国以下 と い う の は 、 一 人暮 ら し 、 40� 50歳代 で は 58 % を 超 え 、 乱れがあ る
と い う 。 飲酒度合は 、 毎 日 飲 む が全体で30% 。 男性、 一人暮 ら し 、 40� 50歳代 で は47 % に
の ぼる O コ ー プ こ う べ の 調べ で は 、 ミ ニ コ ー プの 利 用 者 1 ， 000人 当 た り の 酒類利用 高 は 10
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万円程度 だ が、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 庖 は 25万円 と は る か に 高 い 。 失業、 将来不安 と 収入 の 不
足、 生活の乱れ の 中 で、 大量 の飲酒行動 に 走 っ て い る 、 と み ら れ る O

現在の 近所つ き 合 い に つ い て は 「預か り も の な ど ち ょ っ と し た頼み ご と を す る 」 が7%、
「図 っ た と き に 相 談 に の っ た り 、 世話 を し あ う 」 が 6 % で あ る が、 「 ほ と ん どっ き 合い は

な し U の 17 % を 下 関 っ て い る O 仮設住宅 の 中 で名 前 と 顔が一致す る 人の 数が 5 人 以下 ー と
い う 回 答が70 % 0 r だ れ も い な い」 も 19% と 2 割近 く あ っ た 。 近 隣 関係 の 疎遠 が さ ら に孤
独 を 募 ら せ て い る 。

こ の仮設住宅 は 広 大 な ポ ー ト ア イ ラ ン ド の遊 層 地 の 南側 、 第 2 期埋立 地 に あ る 。 ま だ空
き 地が 目 立 つ が、 人 E的 な 都会の一部であ り 、 独居死 は大都会の エ ア ポ ケ ッ ト で際 限 な く
起 こ り 得 る こ と を 暗示 し て い る O

r1000戸当 た り 4 . 6 人 と い う 孤独死発生率 そ の も の が異常 な こ と で あ る が、 そ の l . 7倍 と
い う 鵡異常 な 状態 が ポ ー ト ア イ ラ ン ド で 起 こ っ た c こ れ は 妨 げ な か っ た こ と で は な い 。

公的助成、 医療費負担免除措畏の継続、 就業対策や生活保護給付対象の拡大 な ど、 生活
再建 を 進 め る 施策 と し て 実現で き る も の は い く つ も あ っ た」 と 、 分析 し た 内藤助教授 は 指
摘 し て い る 。

帰 り なん 、 故郷の海へ

仮 設住宅 で独居死 し た一人の男性の 遺 骨 を 然 続 け ら れ な く な っ た。 そ し て ス ト レ ス を 紛 ら わ

前 、 男 性 を 支 え て い た ボ ラ ン テ イ ア ら が、 意志 す た め 、 飲滴 を 繰 り 返す毎 日 と な っ た 。

を 汲 ん で故郷の鹿氾烏県徳 之 島 の i毎 に 散骨 す る T さ ん は カ ウ ン セ リ ン グ で知 り 合 い 、 月 4 回

こ と に な り 、 4 月 初 日 (97年) 神戸市中央区の 自 宅 を 訪 ね て い た 俄 侶 の 生 井 隆 明 さ ん (52) に

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 隠 係 者80 人 が参加 し て 「震災 を 経験 し て 人間 ら し さ が戻 っ た 気 がす る 」

「送 る 会」 が 閃 か れ た 。 と 漏 ら し て い た と い う 。 生井 さ ん は 「故郷の母

こ の 人 は今年 1 月 26 日 、 西 区 の仮設住宅で亡 親の夢 を 見 る よ う に な っ た 、 と も 言 っ て い た 。

く な っ た無職、 T さ ん ( 当 時40) 0 16歳で神戸 ぜひ徳之島 に 散'骨 し 、 遺 志 を 遂 げ さ せ て あ げた

を し て い た が、 震災で長田 い」 と 、 仲 間 5 人で21 日 戦 、 大阪空港 を 出発。

し 、 歩行が不 自 由 に な っ て 仕事が 22 日 の干潮 を 待 つ

な お 、 震災 3 年 を 超 え 、 公 園 な どの !日避難所 ( I日待機所 を 含 む ) で生活 を 送 る ケ ー ス が
依然残 っ て い る O 神 戸 市 の 場合、 中 央、 兵産 な ど 6 区 9 カ 所で58世帯 (110人) が暮 ら し
て い る O う ち 復興公営住宅 な どへの行 き 先が決 ま っ て い な い 人 は32世帯 (60人) 0 市側 は 「未
定者 に は 、 恒久住宅への あ っ せ ん を 引 き 続 き 行 う 」 と い う 。

「 こ の 3 年で コ ン テ ナ ハ ウ ス は 3 回転。 延べ150人が生活 し た」 と 須磨 区 ・ 下 中 島公 園
旧 避難所の 自 治会 長 (51 ) は 振 り 返 る O 現在日の コ ン テ ナ に 7 世帯17人が生活す る が、
災直後か ら 暮 ら す 世帯 は 会長 の 家族 だ け 。 後 は 民 間 住 宅 な ど仮設住宅以外で 自 力 再建 し ょ
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う と し た も の の 、 強折 な ど し て途 中 入居 し て き た 人 た ち 。 中 学 2 年 の 二 男 と 暮 ら す無職男
性 (46) は 、 昨年末 の 第 4 次一元募集 に 落選。 「子 ど も は 転校 し た く な い と 言 う O 近 く に
公営住宅がほ し い」 と 漏 ら す。 昨年10月 に 入居 し た 夫婦 は半壊の 自 宅で暮 ら し て き た が、
不況で仕事が う ま く い かず、 家賃が払 え な く な っ た と い う O

兵庫 区 の本 町公菌 で は 、 ァドの小原や コ ン テ ナハ ウ ス な どの20世帯40人が暮 ら す。 全員 が
毎 回 、 公営住 宅 に応募 し て お り 、 今 回 の 一元募集 で は仮 当 選 を 含 め 7 世帯 が当 選 し た 。 一
人暮 ら し の女性 (65) は 仮設住宅 と 公営住宅 に 9 回 落選。 「早 く 公園 か ら 出 て い け ばい い
の に 、 と 周辺 か ら 言 わ れ る の が一番つ ら い」 と 話 し て い た。 (注6 1997年1 月 1 5 白 神戸新向)

仮設住 宅 の 統廃合 に つ い て 、 関係市 町 は一定、来春 (99年) を 期 限 と し て い る が、 民一住者
がい る 限 り 「退去 な ど強制 は し な い」 と 柔軟 な 姿勢。 そ の 問 、 生活相談員 な ど を 常時派遣
し 、 居住者の健康 な ど を チ ェ ッ ク O き め の 細 か な 「心の ケ アJ の継続 し て行 う よ う 求め ら
れ て い る 。

明 る い ニ ュ ー ス も あ る c 被災地の ケ ア付 き 地域型仮設住宅で 暮 ら す お 年 寄 り ら が 「苦労
し た 人 た ち と 一緒に余生 を 送 り た い」 と !日展い 、 培 っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ー を そ の ま ま 生か し た
グ ル ー プホ ー ム の計蘭が、 神戸市東灘 K で進め ら れて い る 。 向 区 で被災 し 、 県外 に避難 し
て い る 女性が 自 ら の 入居 を 条件 に 、 土地 を 定期借地 と し て 提供。 生活支援員 も 引 き 続 き 入
居者 を ケ ア す る と い う O

河 区 田 中 町の 手水公宮地域型仮設住宅 (10世帯) な どの お 年寄 り ら 4 人。 病弱 な どで恒
久住宅 で の 自 立生活が難 し い 。 う ち 3 人 は 老人 ホ ー ム を 申 し 込 ん だが l 年 以 上 の 入居待 ち
で 、 仮設住宅解消時期 と さ れ る 来春 ま で に 間 に 合 い そ う に な い。 ま た 世話 を 続 け る 生活支
援員 の桑原美千子 さ ん (48) を 慕い 、 今後 も ケ ア を 希望 し て い た 。

高齢者の 新 し い住 ま い を 模索す る 支援 団 体 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J
( 中 村瀬子代表) の勉強会で、 桑原 さ ん が仮設住宅の現状 を 話 し た こ と か ら 、 同 間体や地

域の建築家が協 力 を 約束。昨年か ら グ ル ー プホ ー ム の計画 を 練 っ て い た と こ ろ 、 今年 に な っ
て 同 区 内 に 土 地 を 所有す る 一人暮 ら し の被災女性 (73) が事業計画 に 同意 し 、 計画が動 き
始め た 。 運営 は 新 た な 組織 を つ く っ て対花、す る か、 社会福祉法 人 に 委託す る か な ど を 検討
す る O

建築予定地 は 、 同 区 魚 崎北町の約280平方江。 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 4 階建 て 、 1 階が グ ル ー
プ ホ ー ム で、 4 人の お 年寄 り が入居。 交流ス ペ ー ス は 地 域 に も 解放す る 。

2 ， 3 階 は高齢者向 け 定期借地権付 き 分譲住宅 7 戸 を 整備 し て 一般公募。 入居者 も グ ル
ブ ホ ー ム の サ ー ピ ス が利 用 で き る よ う に す る O 総工費 は 1 1:意2 ， 000万円 。 お 年寄 り 4 人が
2 ， 500万 円 を 出 し 合 い 、 残 り は住宅の売却費 や 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の 建設補助 の 利
用 を 検討 し て い る 。

中村代 表 は 「震災で、 高齢者 に と っ て の コ ミ ュ ニ テ ィ ー の大切 さ を 痛 感 し た 。 被災地 な
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ら で は の提案」 と 言 う 。 (注7 1997年11 月 13 0 神戸新聞)

3 . 共 に 生 き る 住 ま い
①西宮 な ど 4 市 に 、 ケ ア 付 き 仮設住宅が300戸 あ る 。 個 室 と キ ッ チ ン 、 浴 室 な ど を 備 え 、

生活支援員 が24 時 間 常駐 し 、 介助、 医療サ ー ピ ス な ど の 支援 を 行 っ て い る O そ こ に 単身者
と カ ッ プル 、 障害者 と 健常者、 趣味の集 り 、 な ど人 間 交流の場が生 ま れ 、 心 身 を い や さ れ
る 高齢者の80% 以 ヒが切実 に 「永住 し た い」 希望 を も ら し て い る 。

②97年1 2 月 、 仮設住宅 ( l 万7 ， 000所帯) の 老人 を 対象 に神戸市が行 っ た 健康 チ ェ ッ ク
で は 、 寝 た き り の 人が156人、 痴 ほ う 性老人が129人、 心 身 障害者335人 に 上 る こ と が分 か っ
た 。 寝 た き り や癒 ほ う 症 は75歳以上の独 り 暮 ら し が多 く 、 約 3 年 に及ぶ 仮設住宅暮 ら し で
病状が悪化す る 傾向 に あ る と い う 。

神戸市保健福祉局 の 調 べ で は 仮設住宅住民の う ち 約 3 割 の9 ， 000人が65歳以 上 の 高齢者O
こ の た め特別養護老人ホ ー ム の 入居優先枠の 設定 や 、 デ イ サ ー ピ ス な どの機能 を も っ小人
数規模 の 共同住居 「 グ ル ー プホ ー ム 」 の設置 な ど を 検討 し て い く こ と に な っ た 。

こ の 2 つ の ケ ー ス は 、 仮設住宅 を 含め あ ら ゆ る 集合住宅で 「高齢化時代への対応」 が必
要 で あ る こ と を 提起 し て い る 。 現実は県の復興公営住宅の 入居者 は 60歳以上の 単 身者や高
齢者世帯が半数以上 を 占 め て い る 。 こ の た め お年寄 り ら が助 け 合い な が ら 共 同居住す る グ
jレ ー プハ ウ ジ ン グや 、 ス ウ ェ ー デ ン な ど北欧で興 っ た コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ を 導入す る
構想、が生 ま れた 。 県、 神戸、 尼崎、 宝塚各市 に 8 団地、 261戸 の コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ
を 建設す る こ と に な り 、 建設費 の 一部 を 補助す る 制度 を 設 け た 。 (第 3 章 「住宅」 参照)

そ の 第 1 号 「片 山 ふ れ あ い住宅J (神戸市長 田 区) が完成 し た 。 こ の 県営 の 共 同居住型
集合住宅 は 木造 2 階建 て 。 見学会や グ ル ー プの話 し合い を 経て仲 間 に な っ た被災者 6 人が、
97年 8 月 か ら 共 同 生活 を 始 め た 。 ま と め役の小 田 修作 さ ん (63) は 「 こ こ が永 住の場所 と
思 い 、 新 し い 家具 を 揃 え た 。 溝足で、すJ と 言い 、 6 人の チ ー ム ワ ー ク は す こ ぶ る 良 い 。

「事前 に 堅苦 し い規則 を 作 ら ず、 入居者が思 い の た け を 言い 合 い 、 徐 々 に生活の 形 を 作 っ
て い く こ と が大切。 長屋の い い 雰囲気がで き て ま すJ と 近江弘子 さ ん (64) 。 最年長の 田
川 清次 さ ん (83) は 山登 り が趣味で、 健康維持の た め 毎朝 5 時 に起床 し て高 取 山 に 登 っ て
し 、 る 。

飯設住宅で仲間づ く り

入居前 の 話 し 合 い と い う こ と で は 、 徹底 し て行 っ て き た の が神戸市営 「真野 ふ れ あ い
住宅J ( 長 田 区) 。 何年 1 月 に被災者29世帯が移 り 住 ん だ。 1 階入 口 近 く に 共 同 食堂、 居 間 、
各階南側 の そ れ ぞ、 れの境界 を 取 り 払 い 、 自 由 に 出入 り で き る 通路、 ベ ラ ン ダ に し て い る O
つ ま り 長屋 の イ メ ー ジ。

市 は仮設住宅 で 仲 良 し に な っ た グ ル ー プ の 募集 を 行 い 、 67件の応募の 中 か ら 5 グ ル ー プ
を 選 ん だ。 約半年 の 問 、 真野ふ れ あ い 住宅懇話会の 名 の も と 、 長 田 区役所な ど で管理運営
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の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 聞 い た 。 テ ー マ は茶話会形式 に よ る 得意技披露 と 壁新 聞 作 り 、 市の補
助制度の活用 の 説 明 、 世話役選出 、 調理器具見学会、 公開 に よ る 部罵決め と つ ご う 5 聞
の話 し 合 い で連帯の輪 を 広 め た 。

こ の 間 、 行政 と 話 し 合 い 、 実現 に 漕 ぎつ け た大学教授、 コ ン サ ル タ ン ト ら 真野 ま ち づ く
り 応援 団 の存在 も 大 き い。 研究会康長の宮西悠司 さ ん は 「 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ は 、 高
齢化時代 に は絶対必 要 な シ ス テ ム 。 こ れ を ま ち の単位 に 広 げ る コ レ ク テ イ ブ タ ウ ン が21世
紀の真野 の あ り 方で し ょ う 」 と 言 う O

í'2ltま紀は 個 人重視の プ ラ イ パ シ ー の 中 に理没 し た 閉鎖 的住 ま い方か ら 、 ま わ り の 人 々
と ゆ る や か に 結 び合 う 開放的 な 共 に 生 き る 住 ま い に 向 か っ て い く O そ の こ と の背景 は 高齢
化 ・ 少子化 ・ 女性の社会 進 出 、 余暇時 間 の増 大 な どの社会的状況の急速 な 変化 に あ る O

例 え ば震災後の現地 の 高齢者用 ケ ア付 き 仮設住宅 で は 、 共 に住 み合 う 女子 ま し い傾向が生
ま れ て い る O そ こ で は 各室 に こ も り がち な 人 々 が共 に 食べ合 う こ と を 通 し て 交流 し 、 精神
的 障害 を き た し て い た 高齢者の心がい や さ れて い る 。 ま た刺 し ゅ う の得意 な お 年寄 り が見
事 な 作品 を 作 り 上 げ、 ま わ り の 人々 と 情緒 的 な よ い雰間気 を 分か ち 合 っ て い る 光景がみ ら
れ る "J (注8 省東広子 「 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グが根づ く 確かな穿が生 ま れつつあ る 」 き ん も んせい ・ 15号 )

コ レ ク テ ィ ブ タ ウ ン と は 「① 自 立 し な が ら 支 え あ え る (職住近接の ま ち 、 ス マ ー ト な個
人主義 と 豊か な 共向性の 結 び合 う ま ち ) ②た く さ んの居場所 (福祉、 生活施設、 歩 き た く
な る 道、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ガ ー デ ン ) ③た く さ ん の チ ャ ン ス (多世代、 同 世代 の 人 と 人の交
流、 多 彩 な 四 季の行事、 友愛訪問活動) J 真野地底 の ま ち づ く り 運動 を 指導 し た 延藤安弘
千葉大教授 は こ う 定義す る O

延焼防い だ地蔵 さ ん

震災の 日 の 朝 、 神戸 ・ 長 田 の東尻池町 7 丁 目 復興事業 に は 「立江」 の起がつ く こ と に な っ た 。

で火災が発生 し 、 み る み る う ち に広 が っ て い っ 共 同 建 て 替 え 住 宅 「東尻池 コ ー ト 」 は真野 ま

た 。 地 ほ の消 防団 に 三 ツ 星ベ ル ト の消 防チ ー ム ち づ く り 応援団の後押 し と 、 市側 の 踏ん張 り で

が駆け つ け 、 住民の懸命のバ ケ ツ リ レ レ ー で延 見違 え る よ う な 鉄筋 ア パ ー ト に 生 ま れ変 わ り 、

焼 を 食い 止 め た 。 戦前 の古い老朽家屋で高齢者 97年 8 月 、 18世帯が移 り 住 ん だ。 小 さ な庭 を 図

が多 い に も かか わ ら ず、 焼失家屋 は43戸、 死者 む よ う に 建設 さ れ、 コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ の

数 も 他地 区 に 比べ て 少 な か っ た。 考 え 方 を 取 り 込 ん だ。 地蔵 さ ん は 化粧直 し し て

そ の 7 了 目 の路地の北側 に 立江地蔵があ り 、 同 じ北側 に鎮座 し 、 8 月 下旬 の 地 蔵盆 に は 、 事

火災は地蔵 さ ん の 前で ぴた り と 止 ま っ た 。 地蔵 業 に携 わ っ た 関係者 ら を 招待 し 、 楽 し く 盛 り 上

さ んパ ワ ー は す っ か り 有名 に な り 、 以後地域の げた。
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4 . 県外の被災者
各地で交流会

震災か ら 2 年以上 た っ た97年 3 月 、 首都圏 で避難生活 を 続け る 被災者の 数 は 近畿圏 に 次
い で 多 い と い わ れ る O し か し 、 実態 は つ かみ 切 れて い な い 。 被災者の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り
を 進 め る 動 き も あ る も の の 、 所在が分か ら ず、 な か な か広が ら な い 。

3 月 15 日 、 都 内 の 東京 Y W C A で、 首都圏 に住 む被災者の交流会が聞 か れ た 。 出 席者は
代理人 1 人 を 含め て わずか 5 人。 都営住宅 に小学 l 年 の 長男 と 2 人で住 む男 性 (38) は神
戸市東灘 区 の 自 宅で被災 し 、 妻 と 小学 4 :9三 の 長女 を 失 っ た 。 3 カ バ 援 に 上京。 今春神戸市
内 の仮設住宅への 入居が決 ま り 、 下 見 を す る た め 戻 っ た神戸で長男 は拒絶反応 を 起 こ し 、
結局都内 の小学校 に 入学 さ せ た。

千葉県: iTî J 1 1 市 に住 む女性 (58) は 、 芦屋 市 内 で被災 し 、 仮設住宅 に 申 し 込 ん だが落選。
糖尿病 を 患 う 夫 と と も に 市川 で一人暮 ら し を し て い た二女の も と へ身 を 寄 せ た 。 そ の後夫
が亡 く な り 、 二女 も 嫁 ぎ、 今 は パ ー ト を し な が ら A人で暮 ら し て い る 。 新 し い土 地 で、の生
活は慣れ な い 。 隣 人 と の 会話 に も 関西弁で話 し づ ら く 、 口 ご も っ て し ま う o 2 月 、 芦屋市
か ら の通知 で 、 借家 だ っ た 自 宅が一部損壊の た め 、 災害復興住宅の 申 し込み資格がな い こ
と が分か っ た 。 「一般の公営住宅は競争率が高 い 。 阪神 間 で安い民間の住宅 を 探 し た い」

神奈川県戸塚市営住宅 に 夫 (65) と と も に住 む女性 (75) は 、 戸塚 に 残 る こ と を 決め た 。
震災で長 田 区 内 の借家 は全焼。 2 人で勤め て い た ゴム 工場 も 焼 け た 。 昨年 2 月 、 25世帯の
被災者が住 む 戸塚市営住 宅 に 移 っ た 。 夫 は今月 2 月 、 鉄工所で仕事 を 見 つ け た 。 「長年住
ん だ長 田 に 戻 り た い気持 ち も あ っ た が、 住 む家 は な く 、 主人の仕事 も な い。 ふ ん ぎ り を や っ
と つ け ま し た」 と 話す。

県外被災者の 支援活動 を 続 け て い る 街づ く り 支援協会 (事務局 ・ 大阪) に よ る と 、 同様
の ケ ー ス は最近、 急、 に増 え て い る と い う O 中 西 光 子事務局 長 は 「す で に 土地 を 売 っ て 、 避
難先で家 を 買 っ た 人 も い る O 帰 り た い け れ ど、 現実が許 さ な い。 2 年以上が過 ぎ て仕事が
見つ か り 、 生活が:落 ち 着 い て く る と 、 割 り 切 ら ざる を え な い の で、 は」 と 言 う O

東京の都営住 宅 は 約25万戸 あ り 、 う ち 兵庫 の被災者は 約200人。 神 戸 Y W C A 救援 セ ン
タ ー の a人は 「交流会 を 聞 く に も プ ラ イ パ シ 一 保護の た め被災者の所在がつ か め な いJ と

し た 。 (注 9 1 997年 4 月 1 9 日 神戸新開)

把鑓難 し い 県外被災者数

同 じ4 月 初 日 、 生活復興県民 ネ ッ ト 事務局主催の 「ふ る さ と ひ ょ う ご キ ャ ラ パ ン 隊J が
滋賀県大津市浜大津市民 ホ ー ル を 訪 れ た 。 県外被災者の 交流会で、 約20人が参加 し た 。 住
ま い の 再建 な ど を 話 し 合 っ た が、 60歳の女性は r'l吉報 を 得 た く て も 、 窓 口 が一本化 し て お
ら ず、 ほ し い情報が得 ら れ な い。 本 当 に 元 に 戻 れ る か、 不安 に な る 」 と 話 し た 。 滋賀 県 の
被災者は60人 を 超 え て い る が、 実態 は つ か め ず、 こ れ ま で被災者 間 士 の 交流 の 場 は な か っ
た と い う 。
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県外の ど こ で フ ォ ー ラ ム や イ ベ ン ト を 開 い て も 、 必 ず こ の 問題 に 行 き 没 た る O 「呼びか
け よ う と し て も 名 簿 が な い。 知人の情報 を 頼 っ て ---人 ひ と り 輪 を 広 げて い く し か な い」 と
い う の が実情だ。

県が最初 に 県外避難者数の把握 に乗 り 出 し た の は震災の年の10月 。 国 勢調査や 関西電力
の 契約戸 数 を も と に 、 約5万所帯、 12万人 と い う 数字 を は じ き 出 し た 。 さ ら に 県外への転
出 者数の 震災前、 震災後 を 比較 し て 5 万5 ， 000人が震災 に よ る 転出 者 と 推計 し た が、 水道
契約戸数か ら 6 万2 ， 000 人 と 訂正。 そ の後、 県 内 へ炭 る ケ ー ス が A段 と 加速 し た 。 し か し
あ く ま で推計で、 あ り 、 正確 な 数字 は つ かみ切 れて い な い。

県生活復興推進課は 、 被 災市 町 を 通 じ 「 ひ ょ う ご だ よ り J な どの広報紙 を 発送 し て い る
県外避難者 (約 l 万50世帯) に は が き を 同封 し 、 必要 と す る 情報、 現在 の 住 ま い 、 将来 ど
こ で暮 ら す か ー な どの ア ン ケ ー ト の 回 答 を 求 め た 。 96年暮れ に 実施 し 、 97年 4 月 18 日 に 調
査結果 を 発 表 し た 。 有効回答率は43 . 6 % 。 地域5J1j で は 大 坂府2 ， 437人、 京都府295人、 奈 良
県213人の )1偵で多い。

現在の住 ま い は 、 民 間賃貸住宅55 . 3 % 、 公的賃貸住宅22 . 6 % 、 実家、 親戚宅14 . 5 % 、 持
ち 家7 . 6 % だ っ た。 将来の希望 で は 「県内 に 戻 る つ も り 」 と 40 . 2% が回答 し て い る が、 「戻
り た いが、 民 れ な い」 も 38 . 7 % を 数え た 。 「分か ら な い」 も 11 . 5 % あ り 、 「現在の場所で暮
ら すJ が9 . 6 % 。

希望 し な が ら も 、 県 内 に戻 れ な い と し た ケ ー ス で は 、 賃貸住宅 に 関 す る 理 由 が半数 を 超
え た 。 「安い家賃の住宅が な し ミ J r公営住宅 に 当 た ら な い」 な ど、 家賃 を 問題 と し 、 持 ち 家
に 住 ん で い た 被災者か ら は 「再建資金が な いJ r区画整理な どが進 ま な い」 と の答 え も あ っ
た 。

る つ も り 」 と 「戻 り た い が戻 れ な いJ を 合わ せ る 8 割 に達 し た。 そ し て戻 れ な い の
は 、 公営住宅 に 当 た ら な か っ た り 、 再建資金がな い 、 な ど住宅問題が大 き な ネ ッ ク に な っ
て い る こ と が分 か っ た 。 大 阪 の 街づ く り 支援協会 に よ る と 、 97年 1 年 間 の 電話、 手紙、 来
所 に よ る 相談 内 容 は 、 住宅 に 関す る も の (l ， 218人、 36 . 8% ) 家賃補助や 生 活再建支援金
な どの 支援制度 (1 . 173人、 35 . 4% ) が合計 で 7 割 を 超 え た 。

避難者数の把握 と 、 対応、 に つ い て 問題が な い か ど う か。 街づ く り 支援 協 会 の小森尾克会
長 (神 戸 山手学闘理事長) は こ う 指摘 し た 。

「県外避難者 を 後 回 し に す る 根拠 と し て 、 行政は し ば し ば仮設住宅入居 者 に 生活弱者が
多 い こ と を 挙 げて い る 。 こ れ は高齢者や 要介護世帯 を 優先入居 さ せ た 当 然の 結 果 で あ る 。
し か し 、 仮設住宅以外 に も 同 じ 環境 の 人 は 多 い 。 必要性を 比較す る の で あ れ ば、 県外避難
者の 生活実態 を ま ず調査すべ き で は な か ろ う か。 広報紙の 配布や復興公営住 宅 申 し込み を
通 じ て 、 行政は県外避難者 の 名 簿 を か な り 把据 し て い る 。 し か し 、 個 人情報保護 の観点 か
ら 民間 で は こ の名 簿 を 利用 で き ず、 い ま だ一度 も 本格的 な 県外避難者の実態調査は行 わ れ
て い な い 。 こ れ は 震災の教訓 を 生かす と い う 点 で も 問題で あ る J (注10 1998年 5 月 1 1 日 朝 日
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新聞 「主張 ・ 解説」 よ り 抜粋)

語 り 合 う 支援の輪

県外避難者 に と っ て最 も つ ら い の は疎外感であ る 。 単身者は孤独 に 陥 り 、 心 の ケ ア が必
要 に な る 。 県生活復興推進課は こ う し た こ と の な い よ う 、 連絡の取れ る 避難者 に 県 の 情報
を 流 し 続 け 、 こ れ に 各地の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ も 呼応、 し た 。 97年度 は そ の 交 流 が よ う や
く 軌道 に 乗 っ た 年 で あ っ た 。

慣れ親 し ん だ土地 を 離れ て 暮 ら す県外被災者の孤立感 を 和 ら げた り 、 共通 の 被 災体験 を
吐 き 出 し た り す る 場 を つ く ろ う と 、 街づ く り 協会の呼びか け に応 じ た神 奈川 、 広 島 、 鹿 児
島 な どの ボ ラ ン テ イ ア ら が、 被災者 ら の茶話会 を 聞 い て い る 。 阪神 ・ 淡路大震 災復興基金
で運営 さ れ て い る 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 も こ う し た動 き に 注 目 。 同協会 と と も に茶話
会 の 拡 大 を 支援 し 、 ケ ー ス ワ ー カ ー や医 師 ら 専 門家 の 派遣 を 進 め て い る 。

茶話会が定期 的 に 聞 か れて い る の は 、 神 戸 の ほ か、 東京、 神 奈川 、 静岡、 愛 知 、 京都、
大 阪 、 奈良、 和 歌 山 、 岡 山 、 広 島 、 福 岡 、 鹿 児 島 の12都市県。

県外被災者 の 多 く は 震災宜後 に 被災地 を 離 れ た た め 、 震災体験 を 語 り 合 う 機会 に 乏 し
か っ た 。 震災か ら 2 年半近 く に な る 今 も 、 茶話会の 自 己紹介で は 、 震災直後の体験が次々
に語 ら れ る こ と が珍 し く な い と い う O

茶話会は 語 り 合い の場 と し て 大 き な 役割 を 果た し て い る が、 ケ ー ス ワ ー カ ー や 医師 ら 専
門家 に つ な ぐ必要があ る か ど う か の 判 断 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア に は で き な い た め 、 同協会は 「 こ
こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 と の連絡 を模索。 同 セ ン タ ー も 「県外での生活が長期化す る 被災者
への精神 的 な ケ ア 体制が必要J と し て 、 専 門家 の 派遣 な ど に 取 り 組む こ と に し た 。 初 回 は
6 月 28 日 、 大 阪府堺市で。

7 月 5 ， 6 日 、 西宮市 の県立総合体育館 で 「県外避難者の 支援 を 考 え る 連絡 会議」 が聞
か れ た っ 全 国 か ら の ボ ラ ン テ イ ア 団体 を は じ め 、 県外で組織 さ れ た被災者団体、 こ こ ろ の
ケ ア セ ン タ ー や県 の 職員 ら 約60人が参加 し た 。
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夜遅 く ま で情報交換が続い た 「県外避難者の支援を 考
え る 連絡会議J =97年 7 月 5 0 、 西宮市鳴尾浜の県立
総合体育館 ( 神戸e新聞社提供)



茶話会や電話相談 を 実施 し て い る 神 奈川 県 の 「 ソ ク ラ テ ス プ ロ ジ ェ ク ト 」 や 愛 知 県 の
'With You あ い ち 」 な どが 「会 に 足 を 運べ な い人、 電話 を 掛 け る と い う 行動 す ら 起 こ せ な
い 人 た ち に ど う かか わ っ て い け る か」 と 問題提起。 住宅の 一元募集 な ど を 通 じ て把握 し て
い る 行政の情報は、 プ ラ イ パ シ ー 保護の観点 か ら 共有で き な い こ と が壁 に な っ て い る こ と
な ど を め ぐ り 、 議論 を 重ね た 。 参加 し た 団体 は 、 今後 も 情報交換 を 密、 に し 、 県外被災者の
実態 を つ か む と と も に 、 行政への提案 も 行 う O

生活復興県民 ネ ッ ト が主催す る 「県外 に住 む被災者の た め の集 し り が10 月 5 日 、 神 戸市
の 県 中央労働 セ ン タ ー で 開 か れ た 。 フ ォ ー ラ ム や昼食交流 会 な ど に 県外 の 70 人 を 含 む 150
人が参加 し た 。

同 ネ ッ ト は 96年末、 「県外被災者の 生活復興 を 考 え る フ ォ ー ラ ム 」 を 開催 。 「孤立 し て不
安J '情報が入 り に く い」 な とやの声が上が っ た 。 こ の た め 、 県外被災者 の 自 主的 な 組織づ
く り を 目 指 し 、 今 春か ら 全 国各地で 「 ふ る さ と ひ ょ う こ、交流会」 を 展 開 。

「仲 間 づ く り か ら 始め よ う 一人 ひ と り の生活復興 を J と 題 し た こ の 日 の フ ォ ー ラ ム で
は 「高齢者層 で無関心な 人が多 く 、 メ ン バ ー が集 ま ら な いJ ( 岡 山 ) ，多 く がふ る さ と に 帰
り た い と 思 っ て い る O し か し そ の気持 ち を ど う や っ て 兵庫 の 人 に伝 え ら れ る か、 う ま い考
え が浮 か ばず ジ レ ン マ に 陥 っ て い る J (和歌 山 ) な ど と 現状 を 話 し た 。

な お 震災 3 年 を 経 て 、 県の推計 に よ る 県外被災者数は 7 ， 000所帯、 1 万9 ， 000人 と み て い る O

被災者の里帰 り を 支援

神戸市は市外被災者 を対象 に 、 市 内 での宿泊

料金 を 割 り 5 1 く 「呈帰 り 支援事業」 を 97年 8 月

か ら ス タ ー ト さ せ た 。 復興状況 を 見 た り 、 友 人

に 会 う な ど神 戸 に 里帰 り す る 場合、 市の外郭団

体 な どが運営 す る 宿泊施設の宿泊料金 を 2 割引

き に す る 。 期 間 は98年 3 月 末 ま でO 宿泊割引券

付 き の チ ラ シ を 作 り 、 郵 送 し て い る 広報紙 に 問

封す る ほ か、 支援団体 な ど と 連携 し て 事業の周

知 を 図 る 。 施 設 は し あ わせの村、 農 業公 園 、 フ

ご だ よ り 」 の読者 に 行 っ た ア ン ケ ー ト で 8 割が

「震災前 に 住 ん で い た 所 に 戻 り た い」 と 回答。

う ち 住宅問題や経済的 な 理 由 で 戻 れ な い 人 が半

数 を 占 め た 。 こ の た め 一 日 で も 多 く 被災 地 に 滞

在 し 、 復帰 に 向 け た 情報収集 を し て も ら お う と

宿 泊 費 補助 を i夫め 、 新 年 度予算案 に 1 ， 480万 円

を 盛 り 込 ん だ 。

(溺2) 兵庫県の転出 入者年月IJ推移

IlJ :� r (注) 住民基本台総人口
さ 17 ト 移動報告子年報による

16 
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5 . 景気、 暮 ら し の動向
県 は97年 3 月 、 96年度の r�l�民意識調査」 を 発表 し た 。 被災地で は 生活が向上 し た 、 と

の 回答が増 え 、 神戸地域は 昨年比で20 ポ イ ン ト 近 い 上昇 を 示 し た 。 調査は前年 9 月 、 無作
為抽 出 の l 万 人 を 対象 に 実施。 生活の 向 上感や満足度 な ど 7 項 目 を 質 問 し て お り 、 田収率
は69 . 2% 。

生活関連 で は 、 神戸地域で72% が 「向上 し た」 な ど と 回答。 昨年の52 . 2 % を 大 き く 上 回
り 、 阪神地域で も 10 ポ イ ン ト 増 の 74 . 5 % を 占 め た 。 満足度 は微増 し た も の の 、 「 満足 し て
い る J r ま あ 満足 し て い る 」 は被災地全体で49 . 3 % だ っ た 。

し か し こ の調査結果が新 聞 に 掲載 さ れ た 4 月 1 日 、 消費税が3% か ら 5 % に ア ッ プ さ れ た 。
被災地の小売業�- ら は消費意欲 の 冷 え込み を 恐れ、 商業地 で は パ ー ゲ ン を 始 め る 庖 や 、 内
税で税率 ア ッ プ を n 己負担す る 庖 な ど も 登場 し 、 さ ま ざ ま な 対応 を みせ た 。 消 費 税 ア ッ プ
の イ メ ー ジか ら 「景気 の 冷 え込みが ‘段 と 厳 し い」 と し た97年度の ス タ ー ト 。 住民の多 く
がそ れ を 感 じ た よ う だ。

震災 3 年。 そ の 節 目 に新聞各社 は い っ せい に 「生活 は復興 し た か」 を テ ー マ に さ ま ざ ま
な ア ン ケ ー ト 調査 を 試み た 。 そ の 2 . 3 例 を 紹介す る 。 い ず れ も 結論 は 「生活再建 に は ほ
とと速し 勺 と い う 点 で共通 し て い る 。

激甚被災地を定点調査

神戸新 聞 は 、 街全体の 9 割 が全焼、 全壊 し た 神戸市須磨 区千歳 と 、 死者259 人 を 出 し た
東瀧区深江 の 激甚 2 地区各750世帯 を 対象 に 、 郵送 に よ る 定点調査 を 行 っ た 。 (471 人が回答) 。
自 営業で本格再開 に こ ぎつ け た 人 は今回 は 6 説 台 に 後退 、 と く に廃業が 1 割 を 超 え る 急増
ぶ り が 目 立 っ た 。 中小 自 営業 者 は 気低迷の直撃 を 受 け 、 復興が後退す る と い う 厳 し い 実
態が浮 か び、 ヒがっ た 。 ま た心の状態 で は 、 回答者の 2 割が P T S D (心的外傷後 ス ト レ ス

の 可能性があ る こ と が判 明 し た 。
住 ま い に つ い て は 、 持 ち 家 の 約 6 割が再建 を 果た し た が、 借家で、元 に 戻 っ た の は 、 め ど

が立 っ た 人 も 含め 、 前 回 と 変 わ ら ず 3 割台 に と ど ま り 、 依然 と し て厳 し い 。 多 く は公営住
宅入居 に希望 を 託す 。

持 ち 家 を 再建 し た 人 に も 経済 的 な 課題が残 る 。 「蓄 え が な く な っ たJ と 答 え た 人が半数
を 超 え 、 「 ロ ー ン 負 担が大 き い」 が 4 割近 く で 、 二重 ロ ー ン も I 割 に 達 し た 。 国 - 自 治体
へ の 要望 で は 4 人 に 3 人が 「生活再建資金の公的支援」 を 挙げ、 圧倒 的 多 数 に 。

塩崎賢明神大工学部助教授 は 調交結果 を こ う 分析 し た 。
被災地で は 以前 か ら �A軍分化が進 ん で い たが、 震災か ら 3 年 を 迎 え て も 是正 さ れず、 不

況でい っ そ う 深刻 に な っ て い る 。
100% 近 く ま で 復 旧 が進 ん だ公共 関 係 の 施設 と 、 遅 れ る 住 宅 ・ 生活 の復興 と い う 分化が

あ る が、 サ ラ 1) ー マ ン と 自 営業者、 住 宅 を 時保で き た 人 と で き て い な い 人 な ど、 さ ら に 苦
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(表 2 ) 副大震災 3 年の状況 (兵庫県内) 瞳

人的被害;

死者 ( 関連死含む)

行方不明者
主主殺傷者

家以被害

�峡
l)致
づ\鋭
、1':焼

6 ， 398人

3 人

4 万73 人

17万8， 362甘 I

25h8 ， 790 [fl.〆11;'

8 、 8ω IlI: :;i I 川I お j
f?計 4 4JJ6 ， 47/j [11.':;1 ! 

1&は住宅入居tH:守 2 万 4 ， 300 [I1: 川

!日選難場所 - 待機所生活jtI:帯 9 カ 所、 ll2メ パ

似設住宅での孤独死 19 1A I 

県外被災 行 1 }J^9 ， O(lOメ、 |

し い 人が細 分化 さ れ、 そ の状況か ら 脱 出 で き な い ま ま でい る こ と が調査か ら 浮かび上がる O
住宅関係 で は 、 回答者の約半分が持 ち 家 を 確保で き て い る が、 そ の う ち 4 割近 く は 蓄 え

がな く な っ た り 、 ロ ー ン 負 担 に 苦 し ん で い る 。 一方、 住宅が確保 で き て い な い 人 は 、 公営
住宅の 入居希望者が非常 に 多 い が、 全員 が入居で き る わ け で は な い。

震災前 に借家住 ま い た、 っ た 人 た ち に低家賃の住宅 を ど う 提供す る かが大 き な 問題。 鉄筋
コ ン ク リ ー ト で 中 高層 の 公営住宅 だ け で い い の だ ろ う か。 家賃捕助 な ど に よ っ て 、 規模 は
小 さ く て も 以前の木造賃貸住宅並 み の 家賃 で 入居で き る 民間賃貸住宅 を 提供 す る 仕組みが
い る の で は な い か。

ま た 、 自 営業者の 中 で 、 い っ た ん は仕事 を 再 開 し な が ら 休業 、 廃 業 に 追 い 込 ま れ た 人が
少 な く な い と い う 結果 を 深刻 に受 け止め た い 。 復興 は 時 間 がた て ば よ く な る は ずの も の と
考 え ら れ て い た が、 経済状況か ら と 向 き に な ら な い。 結 局 、 震災 4 年 B に 向 け て 、 生活再
建 に 直義効果 の あ る 復興策がい る と い う こ と だ ろ う 。 (iJll 1 998"']' 1 汀 1 7 U 神戸新潟 )

心の模興は お し ゃ れ か ら

震災で、 女性被災者の衣生活が月 日 と と も に

変化 し て い く さ ま が、 静岡大教育学部の大村知

子教授 ら の研究で明 ら か に な っ た 。 18歳 か ら 79

歳 ま で の 女性被災者204人 、 う ち 1 08人 と 家族 を

震災半年後、 11'1'-後の 2[t:i! に わ た り 追跡調査。

被災か ら 1 カ 月 後 に は運動靴が半数 を 占 め 、

ウ オ ー キ ン グ シ ュ ー ズ も 3 割近 く に 上 っ たが、

交通機関 も ほ ぼ復 旧 し た半年後 に は 運動靴は半

減。 ウ オ ー キ ン グ シ ュ ー ズが約 4 jlílJ に な り 、 パ

ン プス やハ イ ヒ ー ル も 2 割 を 超 え た 。 1 年後 に

は 運動靴は l 割弱 に な り 、 冬 の フ ァ ッ シ ョ ン と

し て ブー ツ が 2 割近 く を 占 め た 。

い る と き の 若衣 は 、 地震直後の 夜 は セ ー

タ ー や ト レ ー ザ ー な ど昼 間 の 服装 が 8 割近 く 。

1 カ 月 後iで も を キミ る 人l土 手数だ っ た 。 半

年後 に は ほ ぼ震災前 と 同様 に な っ た が、 男 性高

齢者は寝間着 を 着 な い傾向が依然 高 か っ た 。

衣生活への意識で は 、 半年後 に は 7 割以 kの
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人がお し ゃ れ に 関心 を 取 り 戻 し 、 着 た い服 の 色 え た 人 も 2 - 3 % い た 。

も 、 6 割近 く が 「明 る い色 ・ き れい な色J と 答 (注12 1997年 7 )cj 4 EI 朝 包 新聞)
え た が、 「日きい色J r汚れが 呂 立 た な い色J と 答

著 し いこ極分化

大雪後の き の う の朝、 近所の二軒、 そ の前 だ けが雪が降 り 積 も っ た ま ま だ っ た 。 一軒 は
80歳代 の老夫婦 世帯、 も う 一軒 も や は り 高齢者の 一 人暮 ら し 。 東京 に 雪が降 っ た程度の 異
変で さ え不 自 由 す る の に 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 遭 っ た お年寄 り た ち の暮 ら し は さ ぞ、 と 思
わ ず に い ら れ な い 。 小紙の 「被災者5000人の 実態調査」 か ら 伝 わ っ て く る 。 (注13 読売新開
[ 5000人実態調査」 後の 「 よ み う り 、士評」 よ り )

読売新開 は 震災 3 年 を 前 に 、 第 3 回 の被災者5000人調査 を 実施 し た 。 1 年 目 と 2 年 目 の
年 末 に も 実施。 今 回 も 昨年末、 過去 2 回 と ほ ぼ同 じ 地 区 2 カ 所で 、 生活再建、 議興への思
い な ど約50項 目 を 聞 き 取 っ た。 震 災 当 時 の被災者は約30万人で、 ほ ほ60人 に 1 人か ら 調査
し た こ と に な る 。

3 年 間 の 護興状況は 「半分程度」 と し た37% を 合わ せ る と 、 4 人 に 3 人が半分以上進 ん
だ と い う 認識。 都rtí会基盤整備 、 観光地、 港の復興 を 理由 に あ げ る 人 も 多 く 、 自 分の 生活が
元 に 戻 っ て い な く て も 、 復 旧 の 進 む市街地の 姿 を 見 て そ う 感 じ る と み ら れ る 。

「 ほ と ん ど復 旧 し て い な し り と い う 人 は 、 仕事の な い 人の 割合 と ほ ぼ一致。 「半分以 下 」
と し た 1 3 % は 、 自 宅再建の見通 し がな く 、 あ き ら め た 人の 割合 と 同 じ で、 生 活再建の 困 難
な 人が復興の 手応 え を 感 じ て い な い こ と を 物 語 っ た 。

失業 ・ 休業 ・ 休職は 1 年 目 13 % 、 2 年 目 は 12 % い た 。 3 年 自 で半減 し た が、 ま だ仕事の
な い 人 は 6 % い る 。 半減 し た の は 、 職種 を 選 ばず、 働 け る と こ ろ で頑張 る 人が増 え た た め
だ。 家計の好転 に も つ な が り 、 赤字の 世帯 は 昨年 ま で の 3 分の l か ら 4 分の 1 に 減 っ た 。
だが残 る 人 た ち は 年齢制 限 さ れ た り 、 で き る 仕事がな い 、 と 訴 え て お り 、 雇 用 情勢は改善
さ れ て い る と は い え ず、 現実の 監 は 高 い 。

こ う し た こ と も 背景 と な っ て 、 自 宅再建への 道 は厳 し いo 1 年 目 は 19 % だ、 っ た も の の 、
2 年 目 に 57 % に 達 し た 。 し か し 3 年 目 は 、 区画整理の進行で、 い っ た ん 再建 し た 家 を 取 り

壊す ケ ー ス も あ っ て伸 び な か っ た 。 今後見通 し の あ る 人 も 7 % だ け で 、 こ れ を 含め て も 再
建率 は 67 % に と ど ま る 。

逆 に 12 % に 減 っ た見通 し の な い 人 は 、 今回 は ほ ぼ倍増 し 、 再建の あ き ら め に つ な がっ た
ほ か 、 3 割近 く が不安 を 募 ら せ た 。 こ う し た 人 は 今後 も 再建 は望 め な い と し て 、 行政 に 支

を 求め て い る 。
仕事、 家 の 再建 に つ い て 「気力 がわ か な い」 が 1 ， 2 割ず つ い る な ど心 の 問題 も 、 3 年

目 に い っ そ う 切実化 し た 。 「生 き がい が な い 」 人 は 8 % も お り 、 「気 を 持 ち 亘 し て き た」 人
も 2 割近 く 減 っ て 半数 に な っ た 。 「 人 の 和 を 尊重」 す る 人 も 年 々 減少 し て 2 割 を 切 り 、 連
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帯感 も 薄 れて き た 。
調査結 果 を 分析 し 田 光雄大阪大人間科学部教授 は 「復興の進行 を 感 じ る 人が多 い の

は 明 る い傾向 だが、 あ く ま で総体的 な こ と で 、 個 人 の 再建 と は別 。 3 年 も 経過 し た の だか
ら 、 生活再建 の デー タ は も っ と 良 く な ら な け れ ば な ら な し 勺 と 指摘 し て い る 。 (注14 1 998年

1 月 1 1 日 読売新罰)

護興度 を 算 出

震 災 l 年 白 か ら 同 じ 項 目 で追跡調査 し て い る ケ ー ス に 、 神戸新聞の 「復興度算出」 があ
る 。 震 災 後 の 最低 レ ベ ル を ゼ ロ 、 震災前 の水準 を 100 と し て 数値化 し た も の で、 震 災 3 年
時 に22項 目 に わ た り 調査 し た護興度 の平均 は70% と な り 、 2 年時 よ り 13 ポ イ ン ト 上昇 し た 。
ハ ー ド 聞 は 復 旧 が進 ん で、震災前水準 に戻 り つ つ あ る の に対 し 、 景気低迷 の影響で経済関係
の複興の遅れ な どが 目 立つ 。 生活面 で も 後興の格差 は よ り 鮮明 に な っ て い る 。

目 立 っ た 数値 を 挙 げ る と 、 100 % 以上 、 つ ま り 震 災前水準 を 超 え た も の が、 家庭用 電力
契約件数、 ガ ス 供給件数、 住 宅新規着工件数の 3 項 目 で、 神戸港の パ ー ス 復 i日状況 も 100
% に達 し た 。 と く に 突 出 し た 数値 に な っ た住宅新規着工件数 に つ い て は 、 震 災 に よ っ て失
わ れた住宅の戸数が正確 に把握で き な い と こ ろ も あ り 、 や や過大 に な っ て い る 面 も あ る 。
た だ し僻壊 し た 一戸建て 住宅の跡地 に マ ン シ ョ ン が建設 さ れ る ケ ー ス がか な り あ り 、 戸数
ベ ー ス で は 震 災 前 を 大幅 に上 回 る 住宅が
建つ こ と は確実。

人 口 は依然 と し て低い数値 に と ど ま っ
て い る 。 推計人 口 は 実態 よ り か な り 少 な
い 数値 に な っ て い る と み ら れ、 実態 を 正
確 に つ か む の は難 し い 。 た だ激甚被災地
を 中 心 に 震災前水準 に は ほ ど遠い 。 校舎
の 復旧 は 2 年時点の24 . 4 % か ら 大 き く 前
進 し 、 3 年で99 . 6% と ほ ぼ復 旧 が終 わ っ
た 。 し か し児童数の推移は 3 年時点で も
低 く 、 や は り ハ ー ド 面 の 整備が進 ん で も
子 ど も は戻 っ て い な い こ と に な る O

神戸港は97年 5 月 、 復興宣言が行 わ れ
た が、 輸 出 入全 国 シ ェ ア 、 コ ン テ ナ 取扱
11Ql数、 外国貿易船入港数な どの復興度は
ほ と ん ど前進 し て い な い 。 と く に 輸入全
国 シ ェ ア 、 コ ン テ ナ 取扱個 数 は 、 震 災 か
ら 2 年時点 よ り 3 年時点の方が後退す る

(表 3 ) 復興度

被災20市町推計人口
外同人の戻 り 具合
家庭用電力契約件数
ガス 供給件数
住宅新規着 工 件数
百貨応叛売額
映画館の座席数
商f町長 ・ 市場再開
高級飲食庖営業数
国際 間 内会議の 開催
校舎の復旧状況
児童 ・ 生徒数の推移
医療機関 の復旧
保育所復旧状況
共 同作業所復旧
文化財復旧
神戸港のパー ス 復旧
神戸港輸出会国 シ ェ ア
輸入金凶 シ ェ ア
コ ン テ ナ取扱1[li]数
外国貿易船入港数
ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額

平均

(%) 
震災後 3 �年 ; 震災後 2 5]三

2 1. 7 
10 . 7  

105 . 0  
108 . 2  
1 76 . 4  
68 . 5  
50 . 0  
75 . 3  
7 7 . 8  
6 1 .  2 
99 . 6  
25 . 6  
67 . 8  
81 . 8  
93 . 8  
89 . 9  

100 . 0  
52 . 1  
40 . 5  
4 6 . 8  
55 . 3  
34 . 7  

70 . 1  

1 1 .  5 
3 . 4  

71 . 9 
58 . 2  

123 . 8  
44 . 5  
51 . 5  
72 . 2  
74 . 2  
86 . 1  
24 . 4  
23 . 7  
66 . 1  
72 . 7  
93 . 8  
79 . 8  
57 . 6  
50 . 0  
45 . 2  
56 . 3  
54 . 5  
20 . 8  

56 . 5  
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と い う 厳 し い 状況。
神戸市内 の デパ ー ト は 、 建物復 旧 の 区切 り がつ い た が、 消 費 不振の た め震災前水準 に は

ま だ遠い。 |揃庖街 ・ 市場の 再 開 、 高級飲食屈 の営業数 も 2 年時点か ら ほ と ん ど数字が伸 び
ず、 頭打 ち 。

各項 目 の 数値 を 単純平均 し た70 . 1% と い う 数字 は 、 一部の 突 出 し た数値 も あ る た め 、 問
題は残 る 。 4 年 目 に 入 っ た今 も 生活再建 を は じ め と す る 課題 は 残 っ た ま ま だ。 (注15 桜間裕

「復興皮算出度の試み」 兵庫地域伺究 通巻12 号 )
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Im�::出一 生活復興計 ゐ取り車協
ト 兵庫県の対臨

兵庫県が 「復興本番 の年」 と 位置付 け る 97年震がス タ ー ト し た 。
自 立 の た め の 資金援助 、 自 宅再建 と 仮設住宅か ら 災害復興住宅へ の 転出 。 こ う し た 支援

の 裏 で 、 高齢化や孤独死が深刻 な 問題 と な り 、 メ ン タ ル な 面で ど う 支 え て い く か、 が97年
度 の 柱 の A つ に な 勺 た 。 「物→ 心 の 充実へJ 復興本番 の コ ン セ ブ ト (考 え 方) で あ る O 前
年 7 }j に発足 し た 生活復興局 や フ ェ ニ ツ ク ス プ ラ ザ (大震災復興支援館) な どの動 き に は 、
そ の こ と が色濃 く 出 さ れて い た 。

〈生活保 興推進i深》
①生活信興相談]-:1 肥置 恒久住 宅 な とミ に 移 っ た被災者に対 し 、 柁 談 に 乗 っ た り 、 行政 と

の橋渡 し 役 を 務め る た め に巡回訪問す る 耐震。 ス タ ッ フ は行政職員 O B や民生委員 ら を 各
市町が選び\ 97年 7 月 か ら 順次 ス タ ー ト さ せた 。 人数は神戸35入、 西宮 7 人、 尼崎 5 人 な
ど 1 1 市 2 町で合計59人。

10月 か ら 制度 を 発足 さ せ た神戸市 に よ る と 、 保健婦 に よ る 復興住宅 に 入居 し た被災者の
訪問指導で 「継続 的 に 保健指導が必要J と 認め ら れ る 「要指導者」 が1 ， 335世帯の う ち 374
人い る こ と が分 か つ た 。 こ の た め 「全戸 に 訪問 を 広 げ、 必 要 に 応 じ 医療機関 や福祉サ ー ビ
ス の橋j度 し を し た い」 と い う 。

な お 、 98年度の相談員 数 を 1 36 人 に 増員 す る こ と を 決め た 。

最新設舗に戸惑い

神戸市の相談員 は 阪 神 ・ 淡路大震災復興蒸金

の 補助 で設置 し た 。 災害公営住宅へ の 当 初 の 入

居者は高齢者が比較的 多 い 。 住宅 は 最新式の設

備 が設置 さ れて い る が、 高齢者の 中 に は使用 中

に 戸惑 う 人 も い る と い う 。 10月 6 日 は午 前 中 、

先 月 26 l::l か ら 入居が始 ま っ た神戸 ・ 六 甲 ア イ ラ

ン ド の市営住宅 「 ウ エ ス ト コ ー ト 9 番街」 の14

戸 を 5 人ず、つ に 分 か れ て 訪問 し た 。

訪 問 を 受 け た A 子 さ ん (64) は 六 甲 ア イ ラ ン

ド 内 の仮設住宅か ら 移 っ て 来 た 。 入居以来 、 ふ

棺 談員 か ら 説明 を 受 け 、 「マ イ コ ン 操作 が慣 れ

な く て 因 っ て い た ん です が、 丁 寧 な 説 明 で よ く

理解で き た」 と 言 う 。

急病 な ど緊急時 に す ぐ通報がで き る よ う に と 、

ふ ろ な どに 取 り 入 れた非常用押 し ボ タ ン や 緊急

自 動通報の電話操作 に つ い て も 説明 。 相談員 の

- 人 は 「設備や機器の説明 に と ど ま ら ず、 生活

上 の 悩 み を 話 し て も ら え る よ う な 存在 に な れ

ば」 と 話 し て い た 。

(ì主 1 19971nO月 7 口 神戸新潟)一一一 り に く く 十 て い た

------------

第 � T手 4Þ !ti古 103



②情報サ ボ ー タ ー 復興公営住吉へ移 っ た 人 々 の話相手 に な り 、 相談員 に情報 を 提供す
る 制度で、 相 談員 の 発足 と ほ ぼ同 時 に ス タ ー ト さ せた 。 設量 人員 は各市の社会福祉協議会
が団体、 ボ ラ ン テ イ ア に 呼びか け 、 神戸120人、 西宮20 人 な ど 9 市 4 町で討179人 を 選 ん だ0
98年度は272人。

③イ建康 ア ド バ イ ザー 県看護協 会 に 登録す る 看護職の 資格 を 持 つ 人 で 、 97年 度 は 仮設住
宅や復興住 宅 に 120人 を 派遣。 健農相談、 健康チ ェ ッ ク な ど を 行 っ た 。 98年震 も 継続 し て
行 う こ と に な り 、 175人 に増員 。

④い き い き 仕事塾 被災高齢者の生 き がいづ く り や 、 仕事探 し な どの た め の 制度。 96年
度 は 1 ， 2 期 合 わ せ て650人が受講 し た が、 97年度 は 3 期生 ( 6 月 � 9 月 ) 885 人、 4 期生 (10
月 � 98年 1 月 ) 847人が学 ん だ 。

こ れ ま で の 講座 は 、 f建康づ く り や介護 の 基礎 を 学ぶ 「生活助 け 合 い 」 、 手編 み セ ー タ ー
や パ ッ チ ワ ー ク な ど を 作 る 「手芸 ・ 小物づ く り 」 、 昔の遊 ぴの伝承や語 り べ を め ざす 「ふ
れ あ い 交流J そ れ に 「野菜 ・ 花づ く り 」 の 各 コ ー ス 。 神戸、 板神、 東播磨、 淡路の ブ ロ ッ
ク ご と に 場所 を 選定 し 、 実習 に ウ エ ー ト を 置 い た カ リ キ ュ ラ ム で週 l 由行 っ た (12回で終
了 ) 。 な お受講者 に は l 日 、 2 ， 000 円 を 支給 し て い る O

生活復興推進課に よ る と 、 復興住宅へ移 っ て か ら も 部屋 に 関 じ こ も り が ち な 人 (約55歳
以上) に 、 仲 間 づ く り や就労可能 な 知識や技能 を 身 に つ け て も ら お う と 実施。 受講後約半
数が地域の ボ ラ ン テ イ ア や 自 治会活動 に 参加。 ま た 1 5 . 8 % が求職活動 を 行 い 、 被災高齢者
の 社会参加 を 促進 さ せ て い る と い う 。

な お 、 98年度 も 引 き 続 き 5 ， 6 期 生 を 募集。 仕事塾修 了 生 に よ る 「い き い き 応援隊」 を
発足 さ せ る こ と に な っ た。

⑤ フ ェ ニ ッ ク ス ・ 1) レ ー マ ー ケ ッ ト 被災者が作 っ た 野菜、 花、 手芸小物 な どの作品 を
出 庖 、 生 き がいづ く り を 支援す る も の O 何年 に続い て97年 も 神戸 、 板神 、 東播磨、 淡路 4
地 区 で計23 @] 開催 し た 。 525 グ ル ー プ、 延べ21万7 ， 500人が参加 し た 。

な お 、 97年 4 月 に リ レ ー マ ー ケ ッ ト 企繭委員 1 1 人 を 募集 し 、 開催計画 の 策定 と 運営 な ど
を 行 っ て い る 。

⑥高齢者語 り べ ・ 昔 の 遊 び伝承事業 保育所、 幼稚園 、 小学校 な ど に 派遣。 96年度 に続
い て 97年震 も 10 1 回 に わ た り 延べ630人が派遣 さ れた (登録者数185人) 0 活動費 と し て l グ
ル ー プ (約 5 人程度) に 1 回 あ た り l 万円 を 支給。 人選、 派遣先 と の調整 を 行 う ア ドバ イ
ザ ー ス タ ッ フ 1 1 人が選ばれ た O

⑦生活復興資金貸 し 付 け 何年12月 か ら 、 貸 し 付 け 限度額100万 円 で受 け付 け 開始。 翌
年 2 月 、 貸 し付 け 制 定 の う ち 、 連帯保証 人 同 行 、 年収制 限 ( 100万円 以上) の 緩和 、 そ れ
に 保証人がい な い 人 の 取 り 扱い を 含め た 制度全体の見 宜 し を 実施 し た 。

97年 4 月 25 日 か ら 、 限度額100万円 か ら 300万 円 に増額 し て 実施。 県外被災者 に対 し で も
9 月 2 日 か ら 郵送 に よ る 申 し込み を 受 け付 け た 。 利 率 3 % は 阪神 ・ 淡路大震災復興基金が
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利子補給 を 行 う た め 実質無利子。
96年12 月 一 98年 2 月 ま で の 実績は 、 貸 し 付 け 決定件数 2 万88件、 貸 し付 け 額一340億900

万 円 。
⑧生活再建支援金 97年 3 月 、 復興基金の理事会で承認 さ れ、 4 月 25 日 か ら 被災市町で

受 け付 け を 始 め た新制度。 被 災 し た高齢者 (65歳以上) 世帯や要援護世帯が、 仮設住宅 か
ら 恒久住宅へ移行後、 自 立 し た 生活再建がで き る よ う 支援。 月 額 1 万5 ， 000 円 - 2 万5 ， 000
円 を 一定期 間 (最長で 5 年) 支給す る 。

な お 何年12月 か ら 申 請条件の一部 を 緩和 す る こ と に な っ た 。 半壊 (焼) 世 帯 は 、 解体証
明 の 添付が必要 だ っ た が、 事情 に よ っ て は 「解体 に準 じ た 取 り 扱い」 と し 、 支給対象 に加
え た 。 ま た 申 請 に 際 し て は62-64歳の 人 は '65歳 に達 し て か ら 」 と し て い た が、 65歳以前
で も 、 恒久住宅移転後な ら 可能 に し た 。

97年 8 月 か ら 98年 2 月 ま で の 支給状況 は 、 新規、 継続合め て 申 請 5 万8 ， 093件、 支給額
約83億8 ， 000万円 。

⑨被災 中 高年恒久住宅 自 立支援制度 97年10月 復興碁金理事会で承認 し た新制度。 被 災
し 、 教育費 や 親 の 扶養 な ど負担が大 き い 中 高年、 中所得層 世帯 を 対 象 に 、 月 額最高 2 万 円
(単 身 世帯 は 1 万5 ， 000円 ) を 支給す る も の で 、 申 請受 け付 け が12月 1 日 か ら 被災 10市10

町で始 ま っ た 。
受給で き る の は 、 震 災 で 自 宅が全 ・ 半壊 (焼) し 、 家屋 を 解体 し た 人 の う ち 、 世帯主が

45歳以 上 で 、 同 一 世 帯 の総所得が507 万 円 以 下 の 人。 生活再建支援金 を 受給 し て い る 世帯
は対象 に な ら な い。 す で に'恒久住宅 に 移 り 住 ん で、 い る こ と が条件で2000年 3 月 31 日 ま での
入居者が対象。 支給期 間 は 2 年で 、 県 は 約 6 万 世帝 と 推定。 98年 2 月 末 ま で の 受 け付 け は
2 万929件 だ、 っ た 。 同 5 月 に 7 月 分 ま で を 一括支給す る 。

⑮県外被 災者支援情報提供 何年12月 か ら 2 カ 月 に 1 回 「 ひ ょ う ご便 り J 1 万2 ， 000部
を 作 り 、 各地 に発送 し た 。 98年 3 月 ま で に 10号 を 作成 。

ト ラ ブル多い住宅関連

阪神大震災か ら 3 年。 消 費生活や助成 に ま つ が大半 を 占 め 、 97i!三度 は 約 8 割

わ る 問題 を 扱 う 相 談機 関 に 寄 せ ら れ る 苦情や相 は 、 家康の補修や建て 替 え が必要 に も かか わ ら

談 の数 は 、 時 間 の経過 と と も に 減 り 、 表面的 に ず、 地元業者が被災 し て い た り 、 工事依頼が集

は 落 ち 着 い た生活 を 取 り 戻 し た かの よ う に 昆 ぇ 中 し て 断 ら れ る な どの ケ ー ス が多 か っ た こ と か

る 。 し か し 、 暮 ら し の基礎 と な る 住 宅 を め ぐ る ら 、 お と り 広告や悪質業者 に だ ま さ れた り す る

ト ラ ブ ル は 続い て い る 。 事例が 目 立 っ た。

兵庫県立 の 7 生活科学セ ン タ ー に 寄せ ら れた 96年度 は 、 家屋の再築 に 関 し て 、 仁事が設計

震 災 関 連 の 苦 情 相 談 は 、 95年度 1 ， 328件、 何年 と 異 な る 、 工事の 内容がず さ ん、 工期 の遅れが

度263件 と 減 り 、 97年度 は 12月 末 ま で で51件 だ っ 大 き い な どの ト ラ ブル が激増 。 97年度 も 、 家

た 。 項 目 別 に み る と 、 いずれの年度 も 住宅 関 連 屋 の 建て 替 え や補修 に 関 す る 工事や建築が ら み
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J
ms件 と 最 も 多 一 一 2 +JjFY '3:" ÆË .z .0 相談 も あ る | 

な る J r壁 を 押 し た ら 新築 の 家が揺れ る 。 業 者 (注2 1998年 1 月 17 G 神戸新聞)

が補修 し た が直 ら な し り と い っ た 支払い総生 が | 

〈生活復興県民ネ ッ ト 事務局〉

神戸市三宮駅前 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ (復興支援館) で 、 オ ー プ ン 1 周年 を 前 に し た97
年 6 月 末、 利 用 者が40万人 を 突破 し た 。 官民の慌 を 超 え た生活復興県民運動 の 拠点 と し て 、
さ ま ざま な 団体、 ボ ラ ン テ ィ ア が出 入 り し 、 事務局 は繁忙 を 極め た 。

そ こ で体制 の 充実 を 図 る た め 、 団体か ら 推薦 さ れた事務局 参与25 人 を 選 び、 月 1 回 ミ ー
テ ィ ン グ を 開 い て イ ベ ン ト の企画立案 に �!Í た っ た 。 ま た 県民 ネ ッ ト 地域ス タ ッ プ と し て 神
戸18入、 阪神 9 人 な ど 5 地 区で計42人 を 選ぴ、 企画調整 を 行 う こ と に な っ た 。

① フ ェ ニ ッ ク ス 活動助成 被災者の 生活再建 な ど を 応援す る グ ル ー プ に 対 し 、 助成 を 行
う シ ス テ ム 。 96年 長 は 一般活動 の 59団体に対 し30万円 を 限度 に助成 し た 。 97年度 は一般 に
加 え 、 複数の 団 体が協力 し て 、 恒久住宅へ移行後の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り な ど、 長期 、 広
域的 に行 う 連携活動 に対 し90万 円 を 限度 に助成す る こ と に し た 。 6 月 、 1 1 月 の 2 次に わ た
り 募集。 第 l 次の 一般活動 は 申 請 178件で助成75件、 団体連携 は 申 請31件で 18件 を 助成。
第 2 次 は一般活動 申 請 1 1 1 件 に 対 し 35件 を 助成 し た 。 98年度 も 同 じ 制 度 で継続 中 。

② フ ェ ニ ッ ク ス 出 会 い の 広場 何年11 月 か ら 生活復興 を 支援す る た め 、 人材、 ア イ デア 、
ノ ウ ハ ウ 、 資金な ど を 必要 と し て い る グ ル ー プ と 、 提供で き る グル ー プがお見合いす る 場
を 提供 し て き た 。 シ ス テ ム は フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザの掲示板 に掲載、 情報誌 「ハ ー ト ネ ッ ト J

(月 l 回 、 2 万部) に紹介、 イ ン タ ー ネ ッ ト に ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し て 紹介す る 、 の 3 方
法。 98年 3 月 31 日 ま で に 261件の プ ラ ン が提出 さ れ、 1 19件がマ ッ チ ン グ し た 。

| オ リ ッ ク ス 選手 と 交歓 l 

j 今春、 東京都の徳丸海運株式会社 よ り 「被災 幸患 を 射止め た の は 須駅 伝 仮制宅 地 む「
者支援 に 役 立 て て ほ し い」 と 、 フ ェ ニ ッ ク ス 出 ノト 5 年の坂田宣利 く ん親子。 貸手j く ん ま少年聖子 i

会いの広場 に え リ ッ ク ス ・ ブル ー ウ ェ ー ブの グ 球 を 始 め て 1 年。 オ リ ッ ク ス 次 大 フ ァ ン で L ミ

リ ー ン ス タ ジ ア ム 年 間 予約 ス ー パ ー シ ー ト ( 2 つ も 応援 し て い る 選手 を 臼 の前 こ し て 則合緊張 |

席) の提供 申 し 出 があ り ま し た。 須磨区 を 中心 気味で し た 。 「何歳か ら 野球 を 女計う ま J た かJ

に 被 災 者 支援 活動 を し て い る ボ ラ ン テ イ ア グ な ど A生懸命質問 し て い ま し た コ 最 後 は 大事 こ |

i レー ブ 「 ゆ い ま ー る 神戸」 が受 け取 ら れ、 活用 着 て い る オ リ ッ ク ス の T シ ャ 、川こ サ 寸 二 を 〕 て l

| すす る こ と に な り ま し た 。 も ら い 、 し っ か り 探予 を し て 夢の よ う な 時 間 が

1 オ リ ァ ク ス ;球団事務所 に も 特別 の 配慮 を し て 終わ り ま し た 。
I � ミ た だ き 、 指待 さ れた被災者 と 活躍中 の塩崎、 (注3 1 997年 7 月 25 EJ :1二浪復興県民 ネ ッ ト 情報誌

i 主主、 佐竹 3 選手 と お 会 い す る 機会 を 作 っ て い た 「ハ ー ト ネ ッ ト J 9 号

I t:.' き ま し た 。 I
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③ふ る さ と ひ ょ う ごキ ャ ラ パ ン 抹 県民 ネ ッ ト 参加団体でキ ャ ラ パ ン 隊 を 組織、 県外 に
住 む被災者の継続的 な 支長 の き っ か け を 作 る た め の交流会 を 開催 し た 。 実 施 は 97年 4 月 20
討 の 滋賀 ( 参加被 災 計 20入、 支援 7 人) を ト ッ プ に 9 月 7 [! の 1lと 品 (参加被災者10人、
支援者 1 人 ) ま で10都県で開催 し た ( 参加被災者詰\-165人、 支 長 者43人) 。

ま た 「県外 に 住 之f被 児者 の た め の 集\' \ J を 97年10月 5 日 、 兵庫県 中央労働 セ ン タ ー で 開
催 し た 。 外被災 の 生活復興 を 与 え る フ ォ ー ラ ム 、 参加者の交流会、 生活復興関連説明
会があ り 、 郎 内居 住 Jí-SO入、 日lL外g1t:fi70人が交流 し 、 有意義 な ひ と と き を 過 ご し た 。

④引 っ 越 し 手伝い運動 97年 l JJ か ら 企画委只 会で検討 に 入 札 4 月 間 目 、 引 っ 越 し 手
伝 い ボ ラ ン テ イ ア丘訴 を i1己主 党 点 し て 呼 びか け た 。

仮設住宅か ら 恒久住宅へ。 お fド定 り を 抱 え る 家扶 に と っ て 、 引 っ 越 し は こ と の ほ かつ ら
い。 さ ら に 不噴れな 、 知 り 合い の い な い と こ ろ に 引 っ 越す 不安 も 多 い 。 一人で も サ ボー タ ー
がい て く れ た ら 、 と い う 戸が強か っ た く

方 法 は 、 県民 ネ ッ ト 事務付 に連絡の 入 っ た り ! っ 挫 し 手伝 い の 依頼 は 、 登録 グ ル ー プの 中
か ら 最 も 迫 勺 な グ ル ー プ に つ な ぐ。 連絡の あ う た グ ル ー プ は 依頼者 と 話 し 合 い 、 引 き 受 け
る か ど う か を 判 断す る 。 す で に 「がん ば ろ う ! 神}îJ I神戸元気村J I ぐ る う ぷ “ え ん J
な どの ボ ラ ン テ ィ ア グ ル … ブ が 庄 い に 述J誌 を 限 り な が ら 進 め る た め に つ く っ た 市民組織
「 市I己版リ ! っ 越 し プ ロ ジ ェ ク ト ネ ッ ト リ ー ク 」 と も 連携 し 、 お 手伝 い の 実現 を !虫 る O

さ あ 、 引 越 し 。 ト ラ ッ ク に 次々 と 荷物
がi1びい れ ら れた = 神 戸市北沢鹿 の 子
台 (神戸新開位 提供)

呼 びか け に対 し 、 ボ ラ ン テ イ ア 匝体 を 核 に 、 労働組合10団体、 民 間 企 業 10杜 を は じ め 、
39の神戸市外郭団体 も 参加 し た 。 98年 3 月 末現在105 の 団体、 11Æ 人が登録。 協 力 依頼104
件 の う ち 66件 に 引 っ 越 し ボ ラ ン テ ィ ア が参加 し た 。
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引 っ 越 し 手缶い体験記

5 月 12 日 、 快晴。 県民 ネ ッ ト がヲ i っ 越 し 手伝 ち 2 人 は 、 つ い て い く の が精 い っ ぱい 。

い運動 を提唱する 以上、 事務局 で も 体験 し よ う さ あ 、 新 し い 住 ま いへ出発。 灘区 に あ る 市営

と い う 話が持 ち 上が り 、 ハ ー ト ネ ッ ト 担当 の 私 大石東町住宅へ到着f 受 け 入 れ側 の 花、援 に 「神

( ♀ ) と 学生 の と き に バ イ ト 経験の あ る K ( ♂) 戸 元気付」 の 3 人 に 駆 け つ け て い た だ き 、 100

が参加 し ま し た 。 朝 9 時、 「がんばろ う ! 神戸」 個以上の荷物 を 8 階 ま で運 び込み ま し た 。

の事務所 に到着。 メ ン バ ー は リ ー ダ ー の木村 さ 驚い た こ と に 、 引 っ 越 し tt ラ ン テ イ ア を 月

ん ら 5 人。 ほ と ん どが 白 髪 の 男性。 開 け ば50代 聞 も こ な さ れ て い る と の こ と 。

半 ば と 言 わ れ 、 正直い っ て 「体壊 さ な い か な 」 物 を 運ぶ と き か ら や 、 今 さ ら や め る わ け に

と 心配 し ま し た 。 ん。 人 と 人の つ な が り や ね」 と 木村 さ ん。 と

2 t ト ラ ッ ク と ほ ろ 付 き 軽 ト ラ ッ ク で有野台 も 印象 に残 る 言葉 で し た。

第 2 仮設住宅に到着。 依頼者 は 5 人家族で、 予 (注4 1997年 5 月 25 日 生活復興県民 ネ ッ ト
想以上 に荷物が多 か っ た の です が、 ス タ ッ フ の 報誌 「ハー ト ネ y ト J 7 号)

さ ん は手際 よ く 積み込ん で い か れ ま す。 私 た

⑤愛の も ち よ り 運動 年末 を 控 え 、 も ち つ き が各国体に広がる よ う 、 県民 ネ ッ ト が提唱。
も ち 米、 道具、 出 前 も ち つ き ボ ラ ン テ イ ア を 必 要 と し て い る グ ル ー プ と 、 提供 で き る グ ル ー
プ を 募集 、 登録 し 、 マ ッ チ ン グ を 図 っ た 。 被災各地で県民ネ ッ ト が掌握 し た も ち つ き 大会
だ け で 136件。

ま た 、 12月 27 日 午前日時か ら 神戸市東灘 区 の 住 吉公開仮設住宅で、 県民 ネ ッ ト 主催 に よ
る も ち つ き 大会 を 開鑑 し た。

⑥案内 マ ッ プの作成 被災者が復興住宅 を 選ぶ材料 と し て 、 転 出 先 の 周 辺 の施 設写真そ
の他 を 分か り や す く 紹介す る 「周辺案 内 マ ッ プ」 を 、 正気 ア ッ プ神戸、 市民運動推進協 、
震災 ・ 活動記録室、 市民版引 っ 越 し プ ロ ジ ェ ク ト ネ ッ ト ワ ー ク と 協 力 、 分担 し て 約 1 ， 000
部ずつ作成 し 、 配布 し た 。 配布先 は 仮設住宅の ふ れ あ い セ ン タ 一 、 被災者 を 支援 す る ボ ラ
ン テ イ ア グ ル ー プ。。

〈被災者援興支援会議〉
95年 7 月 17 日 、 生活再建の展望が開 け な い 人 の た め に 、 被災者 と 行政の橋渡 し と し て 、

、 フ ォ ー ラ ム そ の他で こ と に 当 た ろ う 、 と い う 会議。 97年度の メ ン バ ー は小西康生神
大経済経営研究所教授 を 座 長 に 、 石戸力 、 岩本 し ず子、 草地賢 一、 小林郁雄、 島 田 誠、
木茂雄、 辻 晶 子 、 林春男 、 増 田大成、 出 口 a 史 、 武 田 政義 の 各氏。 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ を
拠点 に 、 教育、 法曹、 医療、 経済、 報道、 行政の代表 を 集め 、 官民の壁 を 越 え て 自 由 に発

し て い く 会議で 、 こ れ ま で さ ま ざ ま な提言が県 の 施策 に 生 か さ れて き た 。
発足か ら 98年 3 月 末 ま で の 取 り 組み は次 の 通 り 。 マ移動 ( 出前) 会議-122 カ 所マ定例
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い ど ばた 会議一羽 田マ い ど ばた フ ォ ー ラ ム ー 7 回マ全体会議-62回マ提案一1 1 回マ フ ォ ー
ラ ム 7 回

97年度の提言は 2 回 。
[ 第 9 [iJJ J (97年 2 月 提言、 同 4 月 、 県が回答)

災害復興公営住宅へ の期待。 第 3 次毎興住宅一元募集 に 間 に 合 わ な か っ た が、 秋 に予定
さ れて い る 第 4 次募集 に対 し て提言 を 行 っ た 。 主 な提言 は①情報の周知徹底 。 ②応募条件
の 緩和 と 超高齢者入居優先枠。 ③持 ち 家再建への支援。 ④民間賃貸住宅の 家賃補助制度 の
有効活用 。 ③新 し い住 ま い を 求 め て シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの供給促進。 グ ル ー プホ ー ム 、
コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ を 考 え る ーの 5 点。

こ れ に対 し 県 は 「復興か わ ら ばんJ 13号で次の よ う に 回答 し た 。 民 ・ 学 と 官の 「真 し な
対話」 が こ こ に 出 て い る 。

情報の周知徹底」 に対す る 回答
新聞紙 上 な どで P R に 努 め 、 パ ソ コ ン や フ ァ ッ ク ス で情報提供や説明会 を 実施 し た 。 し

か し高齢者 に 対 し て は 「 こ の よ う な と こ ろ があ り ま す」 と い う よ う に 、 積 極 的 に書い て あ
げ る く ら い の対応が必要 で な いか。 県外の被災者 に は 「 ひ ょ う ご便 り J を 発行。

「提言② 応募条件の緩和 と 超高齢者入居優先枠J に対す る 回答
連帯保証人 に は 、 免i詮碁準があ る の で相談 し て ほ し い 。 超高齢者入居優先枠 に つ い て は 、

一元募集 に 当 た っ て70歳以上 を 第 l 順位 に し て お り 、 80歳以 ヒ に つ い て は そ の優先制 や抽
選事務の複雑性 を 考 え て 、 現行がい い と 患 う O た だ 、 介護 を 必 要 と す る 方 々 の 特定入居 な
ど今後の検討課題。

「提言③ 持 ち 家再建への 支援」 に 対す る 回答
戸建、 マ ン シ ョ ン 再建支援、 二重 ロ ー ン 対策 な ど を 実施 し て い る が、 高 齢者特別融資、

利 子補給 な ど、 可能 な 限 り 追加拡充 を 行 っ て い る 。 一定の要件 を 満 た す マ ン シ ョ ン 再建 な
ど に対す る 補助や利子補給 を 行 っ て き た が、 ま ち づ く り 支援 の ーっ と し て 、 小規模建替等
事業補助、 復興土地区画整理事業等融資利子補給制 度 を 創 設 し 、 き め細 かい 支援 を 行 う 。

「提言④ 民 間賃貸住宅の家賃補助制度 の 有効活用 J に対ーす る 回答
家主への家賃軽減助成の利 用 に 当 た っ て は 、 家主 の 協 力 が必要 だが、 非協力 と い う ク レ ー

ム は ほ と ん ど な しミ 。 今後、 補助期 間 の 延長、 増 額 を 内容 と す る ポ ス タ ー の掲 示 やパ ン フ レ ッ
ト の配布 で 制 度 の 普及 を 図 る O

「提言⑤ 新 し い住 ま い を 求め て ー シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ、の供給促進」 に 対す る 回答
自 立 し て生活がで き る 独立 し た住居 に 共有部分がつ い た仕様。 豊 か な 生 活 、 安心生活、

地域サ ー ピ ス に つ な がる 生活 、 の 3 つ を 設定 し 、 生活 の パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム の整備 、 連
t莞 を 図 っ て い き た い 。

[第10回] (97年 7 月 、 提言)
本 当 の住 ま い と はー を 問 い か け 、 仮設住宅の統廃合 を 進 め る 際の留意点 な ど を 提言。
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「 こ れ ま で の仮設住宅の 2 年半の生活水準 を 最低限守 る た め に 、 行政、 ボ ラ ン テ ィ ア だ
け で な く 、 入居者 自 身 も 協 力 が必要J o rで き る だ け 早 く 、 災害復興公営住宅の 募 集 に 関 す
る 最終 ま で の 全体計画、 家賃補助 な ど と セ ッ ト し て 、 分か り やす く 住民の心の 届 く よ う 提
示すべ き で あ る 。 仮設住宅の集約化 に 当 た っ て は 、 全体像 を 明 ら か に J o r入居者の 生活水
準の確保 を 関 り た し 'J o

[第 1 1 回 ] (97年12月 、 提 ， n
一番望 ま れ て い る 地域粍済 の 底 上 げ に つ い て 「産業 の 活力 出 張 と 働 く 場づ く り 」 を 提言。

そ の た め の 方策 と し ててア荷山 、 小工業 の 中 間復興。 マ空 き 庖舗対策 と 働 く 場の 確保。 マ仮
設庖締 ・ 工場の種極的運用。 マ ス モ ー ル ピ ジ ネ ス の運用 。 マベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス な どの起
業支版。 u主5 被災地松興文援会ぷ総 「復興かわ ら ばん 12、 13 、 1 6、 18ぢ )

く生活支援マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム〉

県 は 97年 6 月 27 日 、 被災汗が抱 え る 伺別課題 を 総令的 に解決す る 「生活支援マ ネ ジ メ ン
ト シ ス テ ム J の 内容 を 発去 し た 。 新 た な 支援体制 と し て①被災 行 と 直按か か わ る 「生活支

援 チ ー ム 」 ②サ ー ピ ス を 市町 ご と に 調整す る 「市町生活支援委長 会」 ③被災地全体で対応、
方策 を を 検討す る 「県 ・ 市 町生活支援会 民 会」 の 3 千段 を 設定 〈 県 は 「生活信興 を め ぐ
る 課題が個別 、 多様化す る な か、 あ の 手 こ の 手 の社会資源 を 駆使 し て き め細 か な 自 立支援
メ ニ ュ ー を 提供す る J (清原桂子生活復興局長) と し て お り 、 今後 は 各段階 間 の 有機 的 な
連指が課題 に な る 。

3 段階の う ち 「最後の解決手段」 と な る 「県 ・ 市暫生活支援委員 会」 は 7 月 1 日 に発足。
市 町生活支援委 員 会 や 震 災復興総合相談セ ン タ ー な ど で は 解決が困難 な 被 災 者 の 事例 に つ
い て 、 総合的 な 対応方策 を 検討す る 。 民事関 の ト ラ ブル や ア ル コ ー ル 依存症 な どが上がっ
て く る と み ら れ る 。

同委員 会 は 、 井戸敏三副知事 を 委員 長 に 学識経験者 ら 14人で、構成。 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
に事務局 を 開設 し 、 県職員 5 人が常駐す る O 委員 会 の 下 に は 県 と 関係市 町 の 担 当 課長 ら に

(凶1) 生活支援 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ムの全体図
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生 活 支 援 チ ー ム 令 第 1 段 階 ⑮

- 生活支援ア ドパ イ ザー ・ ケ ー ス ワ ー カ ー

- 生活11Æ輿相談員 (新設) ・ ふれあいうと番相談員
- 民性委員 ・ 児童委員 ・ 健康ア ドバ イ ザー (新設)
・ 保健婦 ・ 情報サボ ー タ ー (新設)

市 町 ご と の 生 活 文 媛 委 員 会
⑤ 第 2 段 階 φ



よ る 幹事会 を l没 け 、 日 々 の課題 に叩応で き る 態勢 を 整 え る 。
県 は こ れ ま で 「被 災 r;- の な か で 舟人の 落 ち こ ぼれ も 出 し で は な ら な いJ ( 只 原 知事) と

重 ね て 強調。 3 段 階 に 分 け た 支援態勢が想定通 り 機能す る に は 、 現場 に お け る ニ ー ズ把握
と 官民協力 、 対応 し き れ な い課題 を次の段暗に適切 に つ な ぐ連携ぶ り な ど がだ:点 に な る と
み ら れ る 。 (1ì=6 1997 {j' 6 Jl 28 日 神戸新筒)

シ ス テ ム 会足以来、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ を 中心 に次の こ と が行 わ れ た 。
て7県 ・ 市 町生活支援 委員 会 を 7 月 か ら 毎月 I 回 開催。 マ専門家 に よ る 相 談〈 ブ ょ ニ ッ ク

ス プ ラ ザで毎月 第 1 � 4 土曜 日 。 ボ ラ ン テ ィ ア 、 こ こ ろ の悩 み 、 法律、 何時 〆 マ'Ì 活保興
ラ ウ ン ド テ ー フソレ。 支f走者 リ ー ダ ー 17入、 行政 4 人が、 7 月 か ら 毎月 1 lril 日目催 、 てア'UI守複
興ニ ュ ー ス “ ぱー と な あ " 1 万3 、 000部 を 随時配布。 98年 3 月 ま で に 9 サ党1Jo マ 主張 fí- ノ ー
ト 。 12月 、 1 6市郡別 に 党行。

2 . 神戸取の対応
神戸高給 興汁訴 の rfl の 生活再建 は 、 医 (健康 ・ 福祉) 職 (就労 寸前半) 性 (1t:右 ・ 七地)

が柱 に な 勺 て い る 。 お お む ね復興北画 は 呂 、 県の施策 に 沿 う も の が多 い 。 こ こ で は 市が権
隈 と 立任 を 持 っ て行 え る 「住」 に 絞 っ て 、 市生活再建本部が ま と め た 「仮設住官か ら 恒久
住 宅へ の 移行 と 生活支援策」 に つ い て 触れ る 。 何年 6 月 に住宅、 干izi祉の学識i詩史 仔、 仮設
住宅入居者代表、 ボ ラ ン テ イ ア な どで 「市民の 住 ま い再生懇談会」 を 設立 、 98年 2 月 ま で
に 9 回 開催 し 、 さ ま ざ ま な提言 を 行 っ た 。 さ ら に 国 の 支譲 を 受 け た公営住宅 の 拡大、 家賃
の低減 な ど を 内容 と す る 「神戸 の す ま い復興 プ ラ ン J を 何年 6 月 に 旅定 し 、 全 的 に 取 り
組み を 進め る た め局長級 で構成す る 「す ま い の 再生推進委員 会」 が設 け ら れ た 。

97年 1 月 、 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り と 生活再生 に 向 け て 「神戸 の生活再建支援 プ ラ
ン J が策定 さ れ た 。 住 ま い復興が住 の ハ ー ド面 と す れ ば、 生活再建は 毘 、 職 、 住 の 一部の
コ ミ ュ ニ テ ィ ー に つ い て の プ ロ グ ラ ム で あ る 。
〈住 ま い譲興〉

①住宅供給 95年 7 月 に 策定 さ れた 「神戸市震災復興住宅整備緊急 3 カ 年計両」 に よ り 、
新規建設 7 万2 ， 000戸 、 既着工分 l 万戸 、 計 8 万2 ， 000戸の供給 日 擦が設定 さ れた 。 そ の後、
3 カ 年計画 の 見 宜 し を 行 い 「神戸 の す ま い復興 プ ラ ン 」 を 策定。 供給時期 の 目 標 を 98年度
末 と し 、 当 初 、 公営住宅 ・ 再 開 発系 住 宅 の 新規供給お よ び既着 工分 と し て い た l 万6 ， 000
戸 に公営空家住宅の活用 、 公営住 宅 ・ 民 間賃貸住宅等の借上げ公営住宅 の 供給 に よ る l 万
戸 を 追加 し て 、 討 2 万6 ， 100戸 を 低所得者向 け の住宅 と し て供給す る こ と と し た 。

供給 は 順調 に 進 ん で お り 、 緊急 3 カ 年計画 で 目 標 と す る 新規建設 7 万2 ， 000戸 に対 し て
5 割以上上 回 る 着工状況 に な っ て い る 。 ま た 、 低所得者 向 け 住 宅 に つ い て も 、 目 標戸数 2
万6 ， 100戸 を 超 え る め どが立 っ て お り 、 97年12月 末時点で約 2 万戸 の 入居が決定。

②仮設 か ら 復興公営住宅へ 4 次 に わ た る 災害復興公営住宅募集 に よ り 、 97年末 ま で に
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(図2) 神戸市の生活支援策

生 策}司間 支 援

〈健 康〉
. r�師に よ る 訪 問健康診資
- 被災 iliilèの'ti8衛生篠保対策

。こ こ ろ の ケ ア 支援 '}i 業 ( グ リ ー フ ワ ー ク な ど)
口保健婦に よ る 巡 凶 健康幸fI談等

(巡r，，]健康体様教本 ・ 健康相談 ・ 訪問指導 に よ る 被災市民の健燦確保)
gj}f1ll1j 老人の緊急保護

児 童'H止の心の ケ ア 事業
. f，とれ の た め の | 心の悩み」 号1'5JIJ 相談の実施

仁 健燦 ア ト ノミ イ ザー
こ j�l!lJ健b主体操教えその 関俄

(巡�I]健康体校、教dギ ・ 健康相談 ・ 訪問指導 に よ る 被災市民の健康確保)
む快適す ま い モ デ ル 事 業 ( す ま い サ ボ ー タ ー)

〈干詰 柄上〉
・ 向齢fl- . �t� ;!�:者向地城郡似設H 毛主 活支緩
(!t.i古 主援H 、 配食サー ビ ス 、 緊急通報 シ ス テ ム )

(; (仮称) 痴 米性 老 人総合 ケ ア 総設整備
〈 高齢 告げ苦 ;必差以
むふれあ い デ イ サー ビ ス
〈 I21齢Kデ イ サー ビ ス 'F 業
く シ ョ ー ト ス テ イ 事業 (お齢者鋭期入所)
む熟i米:性老人 グ ル ー プホ ー ム 事 業
L ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス

被災児京支緩総合対策
. 友愛訪問j グ ル ー ブ
. 1k�h:公'�r住宅への高齢彼帯Jtl tl!lザJ通報 シ ス テ ム
・ シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ (生活緩助災 、 自己食サ ー ビ ス )

〈 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ま ち づ「 く り 〉
. コ ミ ュ ニ テ ィ 支援
(!I . ì，f，支援 ア ド ハ イ ザー の訪問強化、 ふ れ あ い セ ン タ ー の運営サ ポ ー ト )

. 似設住宅入居生活支援
(ふれあ いテイ サ ー ビ ス 、 ふれあいセ ン タ ー運営支援、 高齢世帝支援員、 ふれあい推進員)

・ 仮設住宅への戸別訪問 に よ る 自 立支援
('Hち支援ア ド バ イ ザー、 生 活復興相談員)

心地域見守 り の推進
。 シ ルバー フ レ ン ド訪問事業

( 老 人 ク ラ ブに よ る 安否確認詩 )
0[0(社協の充実 (地域福祉活動 コ ー デ ィ ネ ー タ ー )
. 情報サポー ト 事業

。 「元気ア ッ プ神戸j 市民運動 (ex. ウ ェ ル カ ム 運動)

〈住 宅〉
g (仮称) 入制促進支援 セ ン タ ー の 設置等

[公宇rit宅応募支主主 (事前説明会、 パ ス 見学会) J 
0住宅再建材[談所のj草分
- 引 っ 越 し ボ ラ ン テ ィ ア
・ 生 活?話祉資金 (転宅費) 特例貸付
. 災主復興{t宅特別融資
- 各稔 自 宅再建支援策
(g高齢者11宅再建支絞 ・ 定期借地権活用等 に よ る 自 力住宅再建等)

・ 募集若手j れ住宅の綿子ヒ募集、 斡旋
公営住宅の供給 と 家主主低減 (す ま いの復興 プ ラ ン )

. 民 間賃貸住宅家賃負担軽減

{'4 ìlÍ令般〉
・ 生1臣、支援i皇絡会 (各区設置)
・ 恒久住宅生ilî支援フo ロ ジ ェ ク ト チ ー ム (各 区設置)
. 県生活復興資金貸付
- 被 災高齢 お世子苦等生活再逮支援金
. 被災 中 高1f.'阪久住宅 自 立支援制度
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(図3) 短久俊宅移行後支援プロ ジ ェ ク ト 概念図
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市 生 活 再 建 担 当 者 会 議 ( 本 庁 内 恒 久 住 宅 生 活 支 援 連 絡 会 )

構成 : 生活再建本部 ・ 区生 活再建担 当 ・ 震災復興本 部 総 括 局 ・ 総 務 局 ・ 建設 局 ・ itî R 局 ・ 保 健 福 tll 局 ・ 住 宅 局 ノド 送 局 ・ {ì 宅 供 給 公杜

「 区 役 所
恒 久 住 宅 生 活 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト 三二三 | 

| チ ー ム 長 : 区 長 |
中T-J，.� :

ま ち づ く り 般進議長 トァ ( 自 治 会 、 婦 人 会など) ・恒久住宅移 行 者 が安心 し て新 た な 生 活が送 れ る よ う に 、 日
婦人会等の 各種団体に よ る 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り

'Jj岳復興十日議員 … .仮設住宅 か ら恒久住宅への円滑な
恒久íl宅移行後の 支援総ずパ;ç.動 を 11
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約 1 万3 ， 700 tlt帝が入居、 ま た は 入居決定。 何年 1 月 現在 の 仮設住宅入居 l 万7 ， 345世苦の
う ち 、 居住実体の な い 1 ， 550世帯 を 除 き 、 公営住宅 を 必要 と す る 者 1 万3 ， 600世帯、 自 宅再
建 ま た は 民間賃貸住宅への 入居が見込 ま れ る 者が約2 ， 200世帯。

公営住宅 を 希望す る l 万3 ， 600世帯の う ち 、 災害復興公営住宅第 4 次募集 ま で に 入居決定、
ま た は 仮 当 選 し て い る 者が7 ， 600世帯、 斡旋 ・ 再募集 で仮当 選 し た 者 1 ， 300世 帯 で、 残 る
4 ， 700世帯が、 茶選、 ま た は未応募 に よ る 未決定の 世帯 で、 あ る 。

③住宅確保 の 見通 し 神 戸 の す ま い復興 プ ラ ン に よ る 棋給戸数 は 、 残 り 約4 ， 000戸が見
込 ま れ て い る c そ れ に 第 4 次募集 と そ の 後の斡旋 ・ 再募集で応募割 れ し た 住吉 が約1 ， 300

あ り 、 合 わ せ て 約5 ， 300Pが98年 4 月 ド旬 に 予定 さ れ て い る 公営住宅募集 に 供給 さ れ る
見通 し 。

仮設住定入居者で公営住右 を 必要 と す る 者 は4 ， 700世帯 で あ る か ら 、 !-分 に 足 り る 状況
と い え る つ し か し 、 立 地 の 問題な どがあ り 、 神戸 市 は 引 き 続 き 斡旋 ・ 再募集 に よ り 8 月 末
を 「全員 に ，11 選切 符 を 手渡せ る 」 討 課 に 置 い て い る 。

〈生活再建支援〉

①支援 策 の 実施 仮設住宅 に 入居 し て い る 段 階 で は 「仮設住宅生活支援チ ー ム 」 が、 恒
久住右移転後 は 「恒久住宅生活支援 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 」 が、 そ れぞれ個別 に 支援 し て い
る O い ず れ も 各区 に 置 か れ 、 区長 を チ ー フ に 、 区 市民部、 福祉部、 保健部が連揺 し 、 保健
婦、 ケ ー ス ワ ー カ ー 、 生活支援 ア ドバ イ ザ一 、 生活復興相談員 ら と と も に被災者支援 に 当
た っ て い る U

戸別訪問 し 、 住民 と 話 し合 う 生活復興相
談 員 z 神 戸市東瀬戸向洋 中 町 7

(神戸新開社提供)

ま た神戸市の生活再建支援 ブ。 ラ ン に基づ き 種々 の 支援策が実施 さ れて い る が、 仮設住宅
入居中 、 恒久住宅移行時、 移行後 に よ っ て 施策 は 異 な っ て い る 。 ( 図 2 参照)

こ の う ち 「生活再建支援金」 と 「中 高 年 自 立支援金J は 、 生 き がい の あ る 自 立 し た 生活
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再建の必要性が時ばれ る 中 、 県 ・ 市町で協議、 検討 し 、 国 に 粘 り 強 く 働 き か け 、 ょ う や く
実現 し た 施策 の 一つ で あ る 。

②今後の 課題 但久住宅への入岩促進 を 引 き 続 き 進め る 。 移行後の仮設住宅 に つ い て も 、
、 解消団地の撤去、 生活支援 ア ド バ イ ザー の 訪問強化 と 常駐化、 巡回 イ ベ ン ト の 開催

な ど を h う 。 (注7 高橋jP1'" 神 戸市生活平年建本部調整狙当課長 rJ之、急仮設住宅の現状 と 生活再建」 神戸市

都 市問題研究所 「都市 政策J 91 号)

「神戸 に戻 り た い」 切 々

神戸 市 外で、避難生活 を 送 る 被 災者 を 対象 に 、 神戸市 は 昨年 (97年) 1 月 17 日 、 「悩 み ご
と 電話相談j を 開 設 し た が、 1 年 間 に全国各地か ら 計2 ， 863件 の 相 談が寄せ ら れ、 う ち 半
数以上が 「住宅J に 関 す る 内容 だ っ た こ と が分か っ た 。 神戸への思い を 持 ち 続け な が ら も 、
桔談相 手 も な く 孤 立す る 姿 も み ら れ る O 市 は災害公営住宅の募集で仮設外被災者枠の 拡大
や 、 電話相 談 を 新年度 も 存続 さ せ た 。

電話桔 談 は 、 r'1J市が県外被災者?の サ ポ ー ト を 続 け る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「街づ く り 支援協
会J ( 中 西光 子事務局長) に 委託 し た 。

最 も 多 か っ た の は 「住宅」 相談で1 ， 465件。 う ち 709件が災害公営住宅 に 関 す る 内容で、
民 間賃貸住宅への 家賃補助制震 は451件。 災害公営住 宅 の 一元募集 に対 し て 「仮設枠が多
す ぎ る 」 と い う 不満が 呂 立 ち 、 家主 を 通 し て 支給 さ れ る 家賃補助 で は 「家主 の承諾が得 ら
れず、 説得 に 苦労 し て い る 」 な ど、 制 度 の 不備 を指摘す る 声が多 か っ た 。

こ う し た声 を 受 け 、 同 市 は 、 4 月 予定の災害公営住宅大規模募集の 結 果 を 待 っ て 、 そ れ
以降の 募集 で仮設外被災者枠 の 拡大 を 検討。 こ れ ま で震災特例 で認め ら れ た 市営住宅の 「市
内在住 ・ 在勤」 の 入居要件緩和 期 間 が切 れ る た め 、 条例改正 し市外被災者がヲ | き 続 き 申 し

(関 4 ) 市外被災者か ら の相談内容

福 祉 1.6

心の ケ ア 7β

住宅
51 .2% 
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込め る よ う に し た 。 家賃補助 は 、 家主の承諾が得 ら れ な い場合、 第 三者機関 を 通 じ て補助
で き る よ う 改善 を 関 っ て い く 。

生活相 談 は674件で全体の 2 害Uo 生活再建支援金の 問 い 合わせが335件 を 数え た 。 恒久住
宅 に 移 っ た被災者の生活支援 を 目 的 と す る 支援 金 は 、 住民票 を 移 さ ず に 市外 に 避難 し た 人
に は 支給 さ れ な い た め 「 い つ か は 帰 る と い う 思 い で 残 し て い る の に」 と 不満 が根 強 い 。
切実 な 訴 え は 218件。 中 西事務局 長 は 1 1 年 で2 ， 800件 を 超 え る 相談があ る 事実 を 受 け止 め
て ほ し い 。 支援制 震 の 問 い合わせが多 い の は 、 制度が分か り に く く 、 市外被災者 に使いづ
ら い の で は 」 と t旨t高 し て い る 。 (注8 98年 1 JH7 日 神戸新聞)

一方、 こ う い う デー タ があ る 。 98年 1 月 段階 で 、 仮設住宅の 入居率が最 も 低 く な っ て い
る (退去が進 ん で、 い る ) の は市外で 、 約 2 年で入居率がれ . 8 % か ら 33 . 5 % に減少。 次い で
北、 西、 東灘、 垂 水 の 退去が進 み 、 中 央 3 区 が遅 い 。 長 田 の 74 . 5 % 、 兵庫 の 78 . 0% が顕著。
兵庫、 長 田 両区 を 中心 と し た 同 心 円 で入居率 に差が出 て お り 、 円 の外側 に行 け ば行 く ほ ど
退去が速 く 、 円 の 内側 に な る ほ ど'照久住宅への移行が進み に く い傾 向 を 示 し て い る と い う O

以上 2 つ の 場合は矛清 し て い る よ う だが、 遠 く に い て 望郷 に か ら れ る 被災者 も 、 高齢化、
資金、 情報不足そ の他い ろ ん な 問題が絡 ん で、帰郷で き な い ケ ー ス と 考え る べ き か も 知れ な い 。

員原知事は 「被災者の 中 で一 人 の 落 ち こ ぼれ を 出 し て は な ら な い」 と 述べ た 。 笹 山市長
も 3 選 を 果 た し た97年10月 下 旬 の 記者会見で 1 3 期 日 を 復興の正念場 と 位置 づ け 、 国 と 県
と 連携 し て取 り 組 む 。 恨久住宅への移転後 も い ろ ん な 問題が出 て く る O 仮設住 宅 に 残 る 人
に も 支援策が必要」 と 語っ た 。 物→心の復興は レ ン ジ の長い作業 に な る 。
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| 第三館 公的支援の動 き
労働者の祭典 「第68回 メ ー デー J が l 日 、 兵庫県 内 各地で催 さ れ、 被 災 地 ・ 神 戸 で 開 催

さ れ た 連合系 中 央会場の メ リ ケ ン パ ー ク に は 約 i 万 5 ， 000人が参加 し た 。 前 日 、 県 と 被災
地10市10町が提案 し た新基金部設、 密 会 で の超党派議 員 や 各政党の法案上程 の 動 き 、 県内
に 広 が る 住民運動。 高 ま る 公的支援要求 を 受 け て メ ー デー 会場 は い っ そ う 大 き な う ね り に
な っ て響い た 。

ス ロ ー ガ ン は 「生活復興に 向 け て 、 公的支援 の拡充、 災害保障制度の創 設 、 雇 用 の 創設
を は か ろ う J が大 き な柱。

一方、 全労連系 メ ー デー も 約 5 、 000人が参加 し 神戸市東遊 間 地 を 中 央 会場 と し て 聞 か れ、
公的支援 を 強 く 訴 え た 。

(衣 1 ) 公的支援の主 な 動 き

{961'手〉
2 月 10 日 神J i市議会が住専処王者!への公的資4主導入をやめ 、 被災喜子救済を進め る よ う 同会に求め る }J:t�舎を可決
5 月 29 日 作家小fll実 さ ん ら が最高500万丹の生Ni基盤回復援効会の給付を政 り 込ん だ 「生活再建設防法案」 を発

表
7 月 19 日 自 然災it;'被災者の住宅再建助成制度の篠立 を 目 指 し 、 全国労働者福祉 ・ 共済協会 な どでつ く る 「 自然

災害に対する 国民的保僚制度を求める 国民会議」 が発足
9 月 I 汀 「国民会議」 が署名活動 を 潟始

26 B 小田 さ ん ら 市民 グ ル ー プが市民立法 に よ る 公的支援の実現を 目 指す
を設置

1 1 月 29 B 
{97年〉

が参院議員会館で関かれ、 法案提出の兵体的検討 が決 ま る

2 月 20 日 「国民会議」 が首相に約2 ， 400万人の署名 を提出
4 月 30 日 県 と被災10市10町は生活再建を 目 的 と する 「基令制度J と 「住宅地震災害共済制度」 の 2 つか ら な る 「総

合的凶民安心シス テ ム J を提唱
5 月 1 5日 参院の超党派議員が災害弔窓会支給j去の改正業 と して 「災害被災者等支援法案J (市民立 法案) を発表

20 日 超党派議員が市民笑を 参院に捻出
6 月 18 6 参院本会議で市民業が継続審議に
7 月 17 日 全国知事会が自 民党言葉の基礎 と な る 「 jjL dri滞jl[支綬民金制度」 の創設を政府に求め る こ と を決議
12月 4 B 自 災党が 「被災者生活再建支援恭金法案J ( 与党案) を ま と め る

9 B I日新進党、 民主、 !日太陽の野党 3 党が 「阪神 - 淡路大波災被災お支援i1;家�J (野党案J を参院に提出。
迷立 与党が自民党案の次期間会提出に介官、

12 日 臨時国会開会。 市民立法案、 野党案、 級車 若手議に
{98年〉
2 月 9 日 政府 - 自民党が法案内容に合意

(注1 1998年 5 月 27 日 新 日 新聞 )
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1 . 市民運動
公的支援 の 運動 の 流 れ を 追 う と 、 ま ず作家 ・ 小 田 実 さ ん ら のrri1己運動が口 火 を 切 り 、 市

民ニ議員 立法推進本部が発足 し た の が最初。 超党派の議員 が動 き 始め 、 行政 も 被災若の側
面か ら 援助 を 模索す る 。 一方、 国会議員 も そ れぞれの 要請 を 受 け て 野党、 市民立法案な ど
が国会で審議 さ れ、 97年 1 2月 、 継続審議 に な っ た 。 自 民党 も 国会提 出 に合意 し た 。 継続審

は次期 国 会の 成 立 を 意味 し た 。
運動 の発端 に な っ た 4 人 の 女性がい る 。 現 「公的援助法実現 ネ ッ ト ワ ー ク 」 事務局長の

中 島絢子 さ ん。 小 田 実 さ ん と の 出 会 い が運命 的 だ っ た 。 始 ま り は 一本 の 。 ら 1
年が過 ぎ た春、 中 島 さ ん ら が出 し た 「神戸黒書」 を 読 み 、 小 田 さ ん か ら 電話が入 っ た 。 小
田 さ ん は公的支援 に つ い て の考 え を 説 い た 。 そ れ に 共鳴 し た 6 人の メ ン バ ー が集 ま り 、 初
会合 を 持 っ た 。

所帯 は どん どん大 き く な っ た。 9Mi三 5 月 、 市民立法 を 発表 し 、 大震災 「声明 」 の 会 と し
て 緊急声 明 を 発表、 国会議員 に 公的 支援 の 支持 を 訴 え た 。 「市民 ニ 議員 立法推進本部」 が
発足。 小 出 さ ん の 著 書 を き っ か け に 自 由 法曹 団 の 伊 賀 興一弁護士が加 わ っ た 。

96年の 暮 れ 、 参議院 の 田 英夫議 員 の呼 び掛 け で 、 超党派 の 国会議員が被災地 に 視 察 に 訪
れ た 。 運動 は こ こ で、 大 き な転換期 を 迎 え た 。 視察京税、 議員側 の 窓 口 に な っ て い た 田議
員 が市民 グ ル ー プ と の 会合 を 突如 キ ャ ン セ ル し た 。

中 島 さ ん は 言 う O 「 田 さ んが実現の可能性 に 配慮 し て ま と め た 弔意金法 の 改 正 と い う 案 は 、
当 時の 私 た ち と し て は 、 到底 受 け 入れ ら れ る も の で は な か っ た 。 政治 の 盛 を 前 に 市民 グ ル ー
プは選択 を 迫 ら れ た J

97年春、 議員 の 要請 を 受 け 、 参議院 の法制局がた た き 台 と し て 出 し て き た の は 、 回議員
の 私案 と 同 じ 弔意金法の改正。 こ れ を 市 民 グ ル ー プが7承す る こ と で 、 法案提出 が具体化
し た 。 も う 一つ 、 大 き な 節 臼 があ っ た 。 作家の井上 ひ さ し さ ん の 講演 を き っ か け に 、 97年
4 月 、 神戸市長 田 を 拠点 に し た 「公的援助法実現ネ ッ ト ワ ー ク 」 が発足 し た 。
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市民立法案の f司 会提案や そ の後の継続審議の動 き と 並行 し て 、 野党 ミ 党 な どが法案 を 提
出 。 ま た全国知事会の決議、 そ れ を 受 け て の97年秋の 自 民党の碁金案、 そ し て 政府案 と 、
さ ま ざ ま な 動 き が巻 き 起 こ っ た。

政府案 と は 、 大歳省 が承認 し た 案 で あ る O 「政府 と 自 民党 の協議 は 、 支 援 の 対象 も 額 も 、
私 た ち 市民が超党派の議員 と 練 り 上 げ、 国会 に提出 し た法案か ら み れ ば低 レ ベ ル 。 し か し
や っ と 被災 地 に i直接 お 金 を 渡す こ と を 政府が認め た こ と 、 大蔵省が公的支援 に 動 い た こ と
に 、 率直 に 評価 し た い」

「政治 は相変 わ ら ず離合集散 を 繰 り 返 し 、 私 た ち が当 初 か ら 主張 し て き た 超党派の取 り
組 み が ま す ま す重要 に な っ て い る O 議員個 人が党 を 超 え て 判 断す る 意義 は 大 き い。 公的支
援 は そ の 格好の テ ー マ だ と 思 う J と 中 島 さ ん。

き ょ う I 月 初 日 (98年) 参院で年明 け 初 の 災害対策特別委員 会が招集 さ れ る O 中 嶋 さ ん
は あ わ た だ し く 上 京 し た 。
(注 1998年 1 Jl 20 日 神) j新開)

2 .  3 案審議の攻防
第68回 メ ー デー 前後、 公的支援 を め ぐ る 動 き は 目 ま ぐ る し か っ た 。 4 月 30 日 に 県 と 被災

10市10町が提唱す る 「総合的 悶民安心 シ ス テ ム J は そ の後の与党案の骨子 に な っ て い っ た 。
市民立法案、 野党案 も 出会提案 に 向 け 、 折種;が続 い た 。

〈市民 立法案〉
97年 5 月 初 日 午後、 -rlî長 口 議員 立 法推進本部の メ ン バ ー と 議員 ら 約210人が参議院会館

第 3 会議室 に 集 ま っ た c 市民 グ ル ー プの リ ー ダ ー ・ 小 田 実 さ ん は 「 こ れか ら も 国会の外で
心、 を 問 め て い く 」 と 語 っ た 。

「被災者紋済の恒久J去を」 市民グルー プの声が商}吉街に響い
たニ神戸市中央区 (神戸新開社提供)
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そ の 少 し 前 、 「災害被災者等 支援法案」 が発議者 ・ 田 英夫 (社民) 本 岡 昭 次 (民主) ら
6 議員 を 含め 超党派の 盟会議員 39人 に よ り 参 院事務総長 に提 出 さ れた 。

原 案 は 小 田 さ ん ら が 1 年前 に提唱 し た 「市民立法案」 に 、 EEI私案な ど を 加味 し 、 災害弔
意金支給法 を 改正 し 、 全半壊 し た 世帯 に 市 町村が生活基盤回復支援金 を 支給 す る 案。 主 な
内 容 は 、 ①支援金の上限 を 全壊500万 円 、 半壊250万円 と し て世帯の人数に応 じ て 決め る 。
②費用 は半分が国 、 4 分の l を 都道府県が負 担す る ー な ど。 阪神 ・ 淡路大震災 に さ か の ぼ っ
て適!忘す る な ど。

法案 は 新 し い法律で は な く 、 改正案の形 を 取 っ た 。 し か し 、 市民 ら が訴 え 、 こ だ、 わ り 続
け た 「生活基盤 の 回復 は 国 の責任で行 う J と い う 基本的 な 考 え は 「法の 日 的」 に 盛 り 込 ま
れ た 。

参院の 災害対策特別特別委員 会 は 、 6 月 17 日 、 同 法案 に つ い て 、 次期 国会への 継続審議
す る こ と を 決め た 。 自 民党 は 固 な ど に よ る 公的 な個 人補償 は認め ら れ な い と い う 立場か ら 、
藤案 と す る 方針 を 固 め て い た が、 連立 を 組む社長党が廃 案 は 認 め ら れ な い と 主張 し た た め 、
き わ ど く 継続 と な っ た 。

「ハ ー ド ル の 一 つ を 越 え た」 一 同法実現推進本部 (芦原 市) で小 田 代表 は 明 る い表情で
っ た。 直前 ま で に 廃案 と み ら れて い た だ け に 「 と に か く 中 身 を 審議 し て も ら う こ と が大

切。 実現の 可能性 は大い に あ る 」 と 言 う O
〈野党 3 党案〉

新進、 民主、 太 陽の野党3 党 は97年 5 月 13 日 、 大震災で所得が激減 し た 世帯 に対 し 、 最
高250万 円 の 特別 支援金支給 を 柱 と し た被災者支援法案 を 14 日 に も 衆院 に提 出 す る こ と を
決め た 。 法案 に よ る と 、 支援金 な どの費用 は 国 が全額負担す る と し て お り 、 所用 額 は 8 ， 000
億 円 。 特別支援金 は 、 震災で所得が1994年の 3 分の 2 未満 に 減少 し た 世帯 の う ち 、 ‘定の

(表 2 ) 被災者支援 3 法案の内容
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限震額 に 満 た な い世帯 に 対 し 、 家族一人当 た り 50万円、 最高250万円 を 支給 す る O
ま た 、 世帯主が65歳以上で、 95年の所得が390万円未満の高齢者 世帯、 同 様 に 690万円未

満 の 重度障害者 ら 要援護 世帯 に 対 し 、 95年 1 月 に さ かの ぼ っ て 3 年 間 、 月 2 万 円 (単身世
帯 は l 万 5 ， 000円 ) の 生活再建支援手 当 て を 支給す る 。 こ の ほ か、 開 業 ・ 継 業支援資金、
住宅再建資金の貸 し 付 け な ど を 盛 り 込 ん で い る O 国 の 費用 負 担8 ， 000億 円 の 内訳 は 、 給付
が1 ， 300億円 、 貸 し 付 け が6 ， 700億丹 。

新進党 と 民主党 は 、 そ れぞれ独 自 の法 案 を ま と め て い た が、 所得激減世帯 に対す る 新進
党案 と 、 高齢者 ・ 要援護世帯への 一時金 ・ 手当 に 絞 っ た民主党案 を 一本化 し た 。 こ の法案
は市民立法 と と も に 12月 12 日 、 臨時国会で継続審議 に 。

〈基金案〉
地震共済制 度 を 最初 に提案 し た兵庫 県 の 和 久克明知事公室長が97年 4 月 1 日 付 け で 災害

保障制度担去 の 理事 に な り 、 共済制度問題 に 触 れ、 こ う 述べ た 。
「全国 に 実 現 を 働 き か け て き た 。 温度差 は あ る が、 そ の 一方 で被災地 か ら の 発言 に は 説

得力 があ る 。 都 道府県議会の す べ て が、 保 障 制 度 の 創 設 を 求め る 意見書 を 議 決 し 、 2 ， 400
万人 と い う 署名 も 集 ま っ た 。

国民的 な 合意 と い う の は 、 並大抵 の 努力 で は で き な い。 新潟地震の と き は 、 2 年後 に 今
の 地震保検がで き た 。 悲劇 を 何 の 形で プ ラ ス に す る よ う 努力 し た 人がい る O だが保険で は
高齢化社会 の 中 、 住宅の再建 に つ な が ら な い 。 ボ ラ ン タ ワ ー 精神 に 裏打 ち さ れ た扶助制定
で あ れ ば、 コ ン セ ン サ ス は 得 ら れ る 。

全国知事会で 、 基金案 を 検討 し て い る が、 震災の後、 政府の 防災問題懇談会 は 、 都道府
県の相互支援 シ ス テ ム の必要牲 を 提言 し て い る O そ の 流 れ を 受 け て お り 、 基本的 な 制 度 と
し て 共済があ り 、 住宅 を 再建。 生活 を 立 て 直す の が基金 と 考 え て い る 」
(注3 1 997年 4 月 8 日 神 戸 新 聞 )

県 と 被災地の 10市10町 は 4 月 初 日 、 地震や津波 な どで 自 宅が全半壊 し た被災者に対 し 、
生活再建資金 を 直接給付 す る 3 ， 000億 円 の 「被災者生活緊急支援基金制度」 案 を ま と め 、
提案 し た 。 国 と 都道府県が出 資 し 、 全壊世帯 に 100万 円 、 半壊世帯 に 50万 円 を 給付す る も
の で 、 要援護家庭や高齢者 ら だ け で は な く 、 中 堅所得者層 も 対象。 今後、 知事会で検討 し
て も ら い 、 国 に対 し 制 度創 設 を 求め て い く O

基金案 に よ る と 、 年 開 給与収入 1 ， 230万 円 以 下 の 人が対象O 対 象 の 災害 は 、 現行 の 保 険
な どの 制 度 で は 、 対応仕切 れ な い地震、 噴火、 津波 に 限定。 3 ， 000億 円 の う ち 、 国 が2 ， 400
億 円 を 負 担す る 。 都道府県 は 600億 円 を 受 け持つが、 5 年程度の償還 で 固 か ら の無利子貸
し 付 け と す る O

こ の 自 の 会議 に は 、 知事、 10市10町長 ら が参加、 「総合的 国民安心 シ ス テ ム 」 案 に 合意
し た 。 公的支援 を 求め る 署名 を 集 め た 兵庫県民会議の代表世話人会議 も 開 か れ、 こ の案 を
支持 し た 。
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注 E 1 の 全[EJ知 事会 (会長 ・ t原義彦埼 正県知事) は 7 月 17 日 、 宮崎 市 で 開 か れ 、 ドi 然災
害が発生 し た 際、 被災者 に 生活再建資金 を 給付す る 「災害相互支援基金」 の 創 設 を 特別決
議 し た 。 兵庫県、 神 戸 市 な ど被災地 の 提唱 を 踏 ま え 、 3 ， 000億 円 を 目 標 に 国 と 都道府県が
出資す る と し 、 政府 に 実現 を 求め て い く O

決議 さ れた 基金 は 、 ヨ〉総額3， 000億 円 を 目 標 に 援数年 で 積 み立 て る O ②住宅 の 全壊で生
活必需 品 の す べ て を 失 っ た 、 年収1 ， 230万 円 ま で の 世帯 に 100万 円 を 給付す る ー な どの 内容。
財源 は 固 と 都道府県が負111 し 、 そ の割合は 国が 5 分の 4 、 残 る 5 分の l を 都道府県が負担
す る 。 給付金 は基金の運用益 を あ て る が、 不足 し た場合は基金 を 取 り 崩 す。 さ ら に不足が
生 じ れ ば国 か ら 借 り 入 れ る と い う 。

阪神 ・ 淡路大震災への遡及 に は触 れて い な いが、 貝 涼 知事 は 「基金が確保 で き た段階で、
被災者 に対す る 経過措置 を 求め る 」 と 説明。 現行の復興基金 を 拡充す る な ど し て 、 被災者
の生活再建 を 支援す る 考 え を 訴 し た。

3 . 被災者支援法案成立 に 向 け て
秋 の 臨 時 国 会が始 ま り 、 自 民党 で は 「地震保険共済等小委員 会J (柿沢弘治委員 長) や

与党3 党 の 「 日 本 を 地震 か ら 守 る 国会議員 の 会J (原 田 昇左右会長) が全国知事会の碁金案、
市民立法案、 野党案な ど を た た き 台 に議論 を 重 ね て い た 。 ベ ー ス は あ く ま で 「 災害相互支
援基金案」 だが、 知事会 に も 賛否があ り 、 多 く の 曲折があ っ た 。

11 月 4 日 、 自 民党本部 で 聞 か れ た 地震対策 と 災害対 策 の 合同特別委員 会で議員 た ち の 怒
鳴 り 声が飛 び交 っ た 。 基金制度の議員 立 法 に 向 け 、 自 民党 は 素案 を 10月 に作成、 知事会の
賛同 を 得て 党 内 の 論議 を 進 め 、 法案提出 に持 ち 込 む は ず だ っ た 。 と こ ろ が知事 会 で は 、 素
案 を 拒否 し 新 た な 制震創設 を 目 指す 知事が11 人 も い た 。 国対都道府県 の 出 資比率が 4 対I
と い う 知事会案 に 対 し 、 素 案 は 地 方 だ け が 出 資 し 、 国 は被災者への支給額 の 半 分 を 補助す
る 、 と な っ て い た た め だ。 反発は 強 か っ た 。 1 1 月 13 日 に 開 か れ た 党地震保険共済等小委員
会で、 議員 側 か ら ①国 の補助 を 負担 に 言い換 え 、 被災者支譲が国 の 責務 で あ る 点 を 強調す
る ②基金への 出 資 に 、 国 が起債認可 な ど地方財政措置 を 講 じ る な ど知事会の 意見集約 を
う な がす修正意見が出 さ れた 。

都道府県の 思 惑 に は温度差があ り 、 意克 は さ ま ざ ま 。 結局知事会地震対策特別委の石川
委員 長 (静岡県知事) に 決断 を 迫 る こ と に な っ た。 (注4 97Jfl l月 日 日 神戸新聞)

自 民党 が通常国会への提出 を 日 指 し 、 政府側 と 合意 に こ ぎ着 け た 「被災者生活再建支援
法案」 に つ い て 、 自 民党災害対策、 地震対策両特別委員 会の 合同部会が98年 2 月 13 日 、 党
本部で 聞 か れ 、 出 席議員 は 同 法案の 内 容 を 了承 し た 。 こ れで 自 民党 内 の最初 の 手続 き を ク
リ ア し た形 だが、 同 党地震保険共済等小委員 会の柿沢委員 長 は 、 与党 3 党 の 了 承 を経て今
月 中 に も 国 会提 出 を 目 指す方針 を 明 ら か に し た 。 ま た 、 合同部会 に 先立 ち 、 「 日 本 を 地震
か ら 守 る 国 会議員 の 会」 が 開 か れ 、 与党 3 党 の議員 立法案 と す る 方針が確認 さ れた 。
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支援金の支給対象 と 金額 は

財源 と な る 基金の規模 に つ い て は 、 都道府県、 国 の双方が600億 円 ずつ 出 資 し た計1 ， 200
億 円 を 比込 ん で、 い る 。 板神 ・ 淡路大震災への遡及 に つ い て は 、 柿沢議員 は 「被災地 に は現
行 のg ， OOOf意ffJ の基金 を 弾力 的 に 有効 活用 し て 、 何 ら か の 追加措置 を 考 え た い」 と 語 っ た。

な お 法案仮称 に つ い て 、 全労済協会や 日 本生活協 同組合連合 会 な ど の 要望 に こ た え 、 住
宅再建支援の あ り 方 を 検討す る 丈 言 を 明示 し 「碁金J の単語 を 避 け た 。

こ う し て各案が曲 折 を 経て 出 そ ろ い 、 一本化 し 、 通常国会で成立す る 手)I[買が よ う や く 確
立 さ れ て い っ た 。

〈再建支援法案要綱〉

第 1 目 的 こ の法律は 、 自 然災害で生活基盤 に 著 し い被害 を 受 け た者 の う ち 、 白 立 し
て 生活 を 再建 し よ う と し 政策 的 に支援す る 必要があ る も の を 対象 と し 、 全 国 の 都道府県が
相互扶助 の 立場か ら 積み 立 て た被災者生活再建支援基金 (以下基金) を 用 い た被災者生活
再建支援金 ( 以下支援金) の 支給 に 関 す る 措置 を 定め る こ と で 、 被災者の 自 立 し た 生活の
開 始 を 支援す る 。

第 2 定義 1 略 2 ，.被災世帯」 と は 、 政令で定め る 自 然災害で居宅が全壊 し た 世帯、
そ の他政令 に よ り 同等 の被害 を 受 け た と 認め ら れ る 世帯 を い う 。

第 3 基金 l 略 2 都道府黒 は 、 基金が支援金の財源 と し て そ の 運用 益 を 充 て ら れ る
よ う 、 必 要 な 額 を 計画 的 に 積 み 立 て る 。

第 4 支援金の 支給 基金は 、 当 該被害 を 受 け た 年 の 前年の 世帯員 の収入 の 合計額 (以
下収入合計額) が800万 円 を 超 え な い被 災 世帯 に 対 し 、 そ の 収入合計額及 び そ の 世帯 主 の
年齢 に 応 じ 、 別 表 ( 表 3 ) で示す額 を 上限 に 、 自 立 し た生活へ の 移行 に 必 要 な経費 と し て
政令で定め る 支援金 を 、 政令で定め る 方法で支給す る 。

第 5 費 用 負 担 国 は 支給 さ れ る 支援金の半額 を 補助す る 。
第 6 施行期 日 こ の 法律ー は公布 日 か ら 施行 し 、 支援金 は 、 施行 日 の属 す る 年度の翌年

度以降 に お い て 、 基金への 出資が始め ら れた 日 以降 に 起 き た 災害 に 関 し て 支給す る 。
第 7 検討 自 然災害で住宅が全半壊 し た 世帯への住宅再建支援の在 り 方 は 、 総合的 な
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見地か ら 検討 を 行 い 、 そ の た め に必要 な 措置が講ぜ、 ら れ る も の と す る 。
第 8 そ の 他 略
対象災害の政令案
対象市町村が災害救助法の適用基準 に該 当 す る 災害、 又 は次の いずれか に 該 当 し 、 特 に

支援の必要が高い と 内 閣 総理大臣 が認め た 災害。 ①一つ の市町村 で10以上の 世帯の住居が
全壊②一つ の都道府県で100以 上の世帯の住居が全壊。

全壊 と 同等 と 認め ら れ る 世帯 の 政令案
次 の い ず れか に 該当 す る 世帯。 ①住宅が半壊 し 、 こ れ を 解体 し た世帯②避難勧告 な どで

避難生活が長期 に わ た り 、 住宅が使用不能 と な っ た 世帯等。
支援金 を 支給す る 経費 や支給方法 の 政令案 fl 立 し た 生活への移行 に必 要 な 経費 の う ち 、

必ず必要 と な る 定型 的 も の は経費 ご と に 単価 を 定め 定額 を 支給す る (収入合計額が500万
円 を 超 え る 被災世帯 は単価の 2 分の 1 ) 0 単価 を 定め る 事が国難 な も の 、 被 災 地 の 地理 的
特性、 被災者の健藤上の理由 な ど特殊な 事情で生活再建 に必要 な も の は 、 申 請 に よ り 実費
を 支給す る O
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3 カ 年 を 撮 り 返 っ て 一一 「生活」 の再建について一一
神 戸大学経済経営研究所教授 小西 康生

l は じ め に
「生活」 は 極 め て 多 岐 に わ た り 、 f生活再建」 も 同様 に 、 な ん ら 具体的 な 定義 に つ い て

論 ず る こ と な く 、 こ こ ま で進 ん で き た 。 こ の 間 そ れ ら し い 定義 も さ れた こ と は あ る の だが、
そ れ も 極め て抽象的 な も の に 終始 し て い る O た と え ば、 「震災後 の 新 し い 環 境 の 下 で生活
が軌道 に 乗 っ た状態」 と い っ た こ と が言 わ れた り す る 。 し か し 、 こ れで は や は り 具体性 に
欠 け る も の だ と い わ ざる を 得 な い 。 実際に 「生活再建」 は 多義 に わ た る も の で あ ろ う が、
個 々 の ケ ー ス に よ っ て何 ら かの 客観的 な 尺度で把握す る こ と がで き る よ う な 工夫 は 可 能 で
あ る よ う に思 わ れ る O 当 初 か ら 、 生活再建 に あ た っ て被災者の 白 助努力 を 前提 と し て進 ん
で き た が、 こ れが何時 に な っ て も 終着点が見 い だせ に く い事態 を 招 い て い る よ う に 思 わ れ
る O た と え 、 自 己 申 告 に し て も 、 自 助 (共助 も 含め て ) だ け で は見通 し が建 た な い 人 達 に
は 、 多 少 自 由 は制約 さ れて も 積極 的 に公的 な対応で対処す る こ と が必 要 で あ ろ う O こ こ で
は 、 こ れ ま での 生活再建 に 関 わ る さ ま ざ ま な 施策 を 思 い つ く ま ま に振 り 返 っ て み る O

2 生活再建への援助策
兵庫県 で は1997年 を 被災者の生活 を 再建す る 「復興本番の年」 と 位置づ け た 。 し か し 、

先 に 述べ た よ う に 、 「生活再建」 自 体が明 瞭で は な い も の で あ る か ら 、 い っ こ う に そ の程
度が測 れ な い。 専 ら 仮設住宅の解消 を 追 求す る よ う な 状況 に な っ て し ま っ て い る O 仮設住
宅 の 解消 は 、 復興への 一 歩 で あ る こ と に 異論 は な いが、 そ れで生活が再建で き た と 考 え る
こ と は で き な い 。

公的 な コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グが こ れ ま で に な い取 り 組み であ る と 評価 さ れて い る O
し か し 、 そ の モ デル と さ れ て い る 片 山住宅が特別 な も の で あ る こ と を 認識すべ き であ る O
そ れ以 降の コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ に 入居 し た 人達が全 て そ こ で期待 さ れて い る 生活ス
タ イ ル を 聞 知 の 上 で選択 し て い る と は い え な い。 支援会議で訪問 し た 中 に も ズ レ がは っ き
り し た場合 も あ っ た。 ス ウ ェ ー デ ン な ど ヨ ー ロ ッ パで、の成果の導入で、 は あ る が、 単 な る 形
式の i可 じ も の を 異 な る 土壌 に 入植 す る に あ た っ て は 、 形式 を そ の土壌 に あ っ た も の に す る
か、 土壌の改良が合 わ せ て行 わ れ な け ればな ら な い。

復興住宅の 多 く が中高層住宅であ る O 震災 に あ っ た 人達の 多 数が こ れ ま で そ の よ う な 形
式 の 住 宅 で、 の 生活体験が無 か っ た り 、 乏 し か っ た り す る 。 。 こ の よ う な 状況が影響 し て い
る の で は な い か と 患 わ れ る よ う な 復興住宅 で の ト ラ ブル を 見 る と 、 復興 よ り も 復 旧が、 後 々
ま で課題 を 拾 え る こ と に な る に し て も 、 現時点 で は よ り 望 ま し か っ た の で は な い か と さ え
思 わ れ る 。
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復興住宅で の 問題 は 様 々 で あ り 、 中 に は 新 た に復興住宅で生 じ た も の も あ る 。 し か し 、
中 に は仮設住 宅 な とふ復興住宅以 前 に 既 に 課足立 に な っ て い た も の が持 ち 越 さ れ て 来 た も の が
あ る こ と も 蕪規で き な い。 こ れ ら は 、 担 勺 部局の行政の姿勢 と も 大い に 関 わ り が あ る こ と
で あ る 。 そ れぞ、れ の 問 題が生 じ た 時点で解決を 図 ら ず に 、 自 分遠 の 担 当 領域 か ら 出 て し ま
え ばそ れで、済 む と い っ た姿勢で あ る 。

震災京後 に コ ミ ュ ニ テ ィ の 有効性が指摘 さ れ た 。 す る と 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が万能 で あ り 、
そ れが今後 の 生 活 に は不可欠の要素 に な っ て し ま う 。 コ ミ ュ ニ テ イ 、 し か も 地域 型 の コ ミ ュ
ニ テ イ が震災時 に は有効 に 働 い た の は 否定で き な い 。 そ れ は淡路島 だ け で は な く 、 神戸 を
は じ め と す る い わ ゆ る 都会の け1 で も そ つ で あ っ た 。 し か し 、 だ か ら と い っ て 、 誰 も が地域
型の密清 し た コ ミ ュ ニ テ ィ を 望 ん でい る わ け で は な し ミ 。 例 え ば、 都会が も っ 匿 名性 を そ れ
よ り も よ り 重視す る 人達 も 存在す る o 人暮 ら し や核家族で、 平 生 は 早朝 に 出 か け て夜分
遅 く な っ て か ら で な け れ ば帰古で き な い 人速 に 地域型 の コ ミ ュ ニ テ ィ を 強要 し で も 始 ま ら
な い 。

復興事業 の 多 く が復興基金で賄 わ れ て い る が、 そ れ に よ る 事業 の 決定 に 不 明 瞭 な と こ ろ
があ る と い っ た指摘があ る 。 一般 市民や被災者支援団体か ら だ け で は な く 、 徳 興基金の理
事 に な っ て い な い行政か ら も 聞 かれ る の で 、 こ の点 は 一考が求め ら れ る 。 義援金の処分 に
つ い て も 同 じ よ う な 不満が聞 か れ た が、 こ れ ら の処分 に つ い て は透明性 を 高 め 、 広報活動
を よ り 積榎 的 に行 う べ き で あ ろ う 。

被災者は 仮設住宅の居住者だ け で は な い し 、 被災地 か ら 遠 く 離 れ た 地域 に も 移 り 住 ん で
い る こ と は よ く 知 ら れて い る 。 公的住宅 を 例 に と っ て も 、 北海道か ら 沖縄 ま で ほ と ん ど全
国一 円 に分散 し て い る 。 持外流出 者が全て 兵産 県 に帰 る こ と を 期待 し て い る わ け で は な い
だ ろ う が、 そ の 意向 は 十 分 に 把揮 し な け れ ばな ら な い 。 こ こ が未 だ に 不十分で、 あ ろ う 。

被災者 を 支援す る 体制 も 次第 に 充実 し て 来 つ つ あ る 。 し か し 、 そ れ ら の 担 当 名 が非常 に
紛 ら わ し い名 称、で あ っ た り 、 機能 に つ い て も 明確 で な か っ た り す る の で 、 利 用 者 が混乱 し
て い る ケ ー ス も あ る O 新 し い職務 を 設置す る に あ た っ て は 、 既存の も の を 整理 し て か ら 進
め る べ き で あ ろ う が、 そ れ が十分で、 は な い か ら こ の よ う な事態が生 じ て い る 。 相 談窓 口 に
し て も 、 同 じ よ う な 状況 に あ り 、 い わ ば屋上屋 を 重ね る と い っ た事態が現出 し て い る 。 相
談 し よ う と す る 被災者 も ど こ に 連絡 す れ ば 良 い か戸惑いがみ ら れ る よ う で あ る 。 最近の情
報通信 ツ ー ル を 活用 す れ ば、 ワ ン ス ト ッ プサ ー ピ ス と か ノ ン ス ト ッ プサ ー ピ ス は 可能 で、 あ
る と 思 わ れ る の に そ れ も 実現 さ れ ず に 、 専 ら 窓 口 の多様化 を 推 し 進 め て い る 。

3 支援会議の認識
支援会議 で は被災地の現状 は 支援 会議の発足 当 初 と は様相 が大 き く 変化 し て き て い る と

考 え て い る 。 そ の 変化 は 以下の よ う な 3 点 に ま と め ら れ る 。 第 に 、 被災地 の 生活再建 に
向 け て の 課題 は 個 制 的 かっ 多様 で あ り 、 被災者への き め細 か い対応が求め ら れ る よ う に
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な っ たc そ の た め に は 、 被 災者 を マ ス で捉 え る よ う な提案の意味合 いが薄 れ て き て い る 〈
ま た課題への対処に は 、 専 門分化 し た 専門家集団が必要 に な っ て き た 。 第 二 に 、 行政が設
置 し た生活支援 ア ドバ イ ザー や生活復興相談員 な ど に加 え て 、 従来ーか ら の 保健婦や民政委
員 な ど を 通 し た個別実態 の把握が進 ん で き た 。 こ れ ら の ル ー チ ン 機構 に よ る 情報内容が詳
細 かつ 豊富 と な り 、 移動 い どばた会議や各種 フ ォ ー ラ ム の 開催 を 通 じ た ア ウ ト リ ー チ の 必
要性 は 薄 ら い だ。 第三 に 、 被災者の生活再建の た め の 支援策が概ね制度化 さ れた c ま た 、
復興支援県民会議や県 ・ 市 町生活支援委員 会 マ ネ ー ジ メ ン ト シ ス テ ム ) な どの 活動
も 進 ん で、 き た 。 こ れ ら に よ っ て 、 行政への 政策提百 な どの ア ド ボ カ シ ー の必 要性 も 薄 れ て
き て い る 。 つ ま り 、 被災者の生活支援 の現状 は 、 興過程が企画 \l� 案 の 時期 か ら 通常施策
と し て処理 し 得 る 実行の 時期へ と 移 っ て き て い る c ピ ラ ミ ッ ド型機構で行政が効本 よ く 復
興施策 を 推進す る 状況へ と 平常化 し た と い え る 。 こ の よ う に こ れ ま で支譲会議が期待 さ れ
幾分 と も 果た し て き た機能の大部分は既 に代替的 な 機 関 ・ 組織 に 移 さ れて い る 。 し か し 、
未 だ に残 っ て い る と こ ろ も 皆無 と 言 う わ け で は な い の で 、 当 面 は そ れ に 焦点 を お い て 寂 り
組 むべ き で は な か ろ う か。

こ の よ う な 現状把握 を 行 う の は 、 被災者が一 日 も 早 く 「普通の」 市民 と し て の 生活 を 取
り 戻 し て ほ し い と い う 願 い か ら き て い る 。 上述の代替的 な 機 関 ・ 組織が用 意 さ れた と い う
こ と と そ れが期待通 り の機能 を 発揮 し て い る か ど う か は 別 で あ る こ と は 十 分認識 し て い
る 。

今回 の 震災で は 、 行政機関 も や は り 被災者に な っ た が、 そ の機能が回復す る に つ れ て 、
従前通 り 縦割 り を 前提 と し た体制 で対処 し て行 こ う と す る 機運が次第 に 強 く な っ て き て い
る O 支援会議 で は 、 こ れ ま で ア ウ ト リ ー チ と ア ド ボ、 カ シ ー を そ の活動 の 特徴 と し て き た が、
行政が!日誌 に復 旧 し た か ら と い っ て 、 支援会議がは た し て き た よ う な 第三 者 的機能 は 何 ら
か の形で継承すべ き で あ ろ う と 思 わ れ る 。 そ の た め に は 、 行政のみ な ら ず、 市民 も そ れ を
実現す る に 足 る 資質 を も た な け れ ばな ら な い 。

4 お わ り に
公的支援 の メ ニ ュ ー も 多 く な っ て き た の は 、 望 ま し い こ と で は あ る が、 施策への応募要

件 を 始め と し て 、 全体的 な 整合性が考慮 さ れて い る か ど う か は 疑問 で あ る 。 さ ら に 、 直接
に被災者 と 接 し て い る も の に と っ て は 、 次第 に そ の制約がな し 崩 し 的 に 拡大 し て行 く の で 、
ど こ が最終線か を想定 し て話が し に く い処があ る 。 少 な く と も 、 あ る 段措で行政施策 に 従 っ
て 対応 し た 人達 に は そ の後の変更があ る と 、 遡及 し た処置が不可欠で、 あ る 。 こ れが確保 さ
れ な け れ ば、 何時 ま で、経 っ て も 次 に何がでて く る か を 心待 ち に す る 人達 が な く な ら な い 。
さ ら に 、 行 政 に 対す る 信頼性 を 損 な う こ と に も な り かね な い。

行政 と か専 門 家 の 考 え に よ れ ば、 と も す れ ばス テ レ オ タ イ プ な 生活 を 想、定 し た り 、 強要
す る よ う な こ と に な り か ね な い 。 日 頃、 声 高 だ か に 唱 え ら れて い る 成熟社 会 の 多様性への
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認識は霧散 し て し ま っ て い る 。 こ れ も 行政が課題の解決 ま で行い得 る と い っ た 妄想 に 由 来
す る の か も 知 れ な い。 震災 と そ の後 の経験か ら 、 行政の で き る こ と に は 限界があ る こ と を
身 を も っ て知 っ て い る は ず で、 あ る の に 、 行政が従来型の も のへ と 復 旧 し て き た 証か も 知 れ
な い 。

支援会議で は 、 そ の 当 初 の 役割 は 終 え つ つ あ る の で、 こ れ ま で の経験か ら 学 ん だ こ と を
次 の 局 面 に 活 か す べ く 新 た な 取 り 組み を 行 政 と 市民 に 向 け て 提案 し よ う と し て い る O
生活再建が 「生 ま い の再建」 を 不可 欠 な 要素 と し て い る の は事実で あ る が、 そ れ だ け で実
現 さ れ る も の で は な い 。 し か し 、 未 だ に被災者の多 く がそ れ に 関心 を 寄せ て い る の で 、 そ
れ を 中心 に こ れ ま で の状況 を 振 り 返 っ て み た 。

行政 も 被災者 を 含め た市民 も 、 行政がで き る の は 課題解決の た め の 道具 の 提供 だ け で 、
そ れ を い か に 活 用 す る か は 市民の 自 主的 な 判 断 に 委 ね ら れて い る こ と を 早急 に認識すべ き
で あ ろ う 。

128 第 一章 @ 生活



第二章

文 化



lま

丈化の復興は 自 に 見 え な い 。 だが、 三年 目 を 迎 え て確実に復興 し 、 丈学、 芸 術 で は大震
災前 を 越 え る 活動 が続い て い る 。 そ れ は震災 ル ネ サ ン ス と も 云 え る も の で あ る 。 そ し て 風
化がIJ1�ばれ は じ め た現在で も 「い つ ま で も 震災の悲惨 さ を 忘れ な い」 と 地 に付い た創作活
動が繰 り 広 げ ら れて い る の で あ る 。

大震災で被災地 の 人 た ち は心 に大 き な 結 子 を 受 け た 。 す こ し で も 多 く の 人 た ち の心 を 癒
そ う と 立 ち 上が っ た の が、 芸術家 た 九 で あ っ た c A 人 は 詩 を 書 き 、 歌 人 は 歌 を 詠 ん だ。 音
楽 家 は音楽 で 、 歌手は う た で 、 i可哀 は絵画で、 民暗 に1:1 を と も し た 。 二年 目 に は 、 丈化施
設の復興に伴 っ て 、 演劇 や シ ン ポ ジ r') ム な どが相次い で 聞 か れ、 さ ま ざ ま な モ ニ ュ メ ン ト
が作 ら れ た 。 そ し て 三年 目 、 「心 の復興 を 忘 れ る な」 と の 多 彩 な 活動 が続 い た 。 文化の復
興 は 、 堅実 な 歩み を昆せ て い る の で あ る 。

二三年 目 の詳細 に つ い て は 、 本文 に 記 し て い る が、 ハ ー ド面で は ほ ぼ復興 は 成 っ た と 云 っ
て よ い。 被災 を 受 け た文化財、 公共施設 は 復 旧 、 全自か ら 応援 を 受 け た埋蔵文化財調査 も

ピ ッ チ で 進 ん だ 。 し か し 、 占 い 町並 み や神戸 ー 灘の酒蔵な ど は 元 に 戻 ら ず、 新 し い 町並
み を 形成 し た の で あ る 。 ソ フ ト 聞 は 、 も っ と も 活況 を 呈 し た と 云 え る 。 震災 を 考 え る シ ン
ポ ジ ウ ム 、 フ ォ ー ラ ム の 開 催 は 、 も の す ごい 数に の ぼ っ た 。 真剣 に 震災複興 な ど に つ い て
話 し合 わ れ た 。 被災地か ら 生 ま れ た 新 し い 運動 「 ア ー ト ・ エ イ ド」 も 芸術 家 た ち の力 を 結
集 し た 。 そ こ か ら 無数の震災作品が生 ま れ、 育 っ て い っ た 。 こ れ は 、 我が国 で は例 を 見 な
い こ と であ っ た 。 こ ん な 中 で地道 な 震 災の記録活動が深 ま っ て い っ た。 た だ ひ と つ 、 後 世
の人 た ち に残 し て い け る 震災資料が各地で集積 さ れて い っ た 。 丈化 は 二三年 で 一 つ の 区切 り
を 迎 え た と 云 え そ う で あ る 。
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r-ii-�� 新 い も文化援興人ゐ足音一一
1 . 心の復興 を 忘 れ る な

阪神淡路大震災の復興 は め ざ ま し い 。 都市の表面 は ほ と ん ど元 の 姿 に 戻 っ て い る 。 文化
の 面で も 、 か つ て な い ほ どの高 ま り を 見せ、 文化施設 な ど は 次 々 と 復活 し は じ め 、 そ こ を
中 心、 に新 し い芸術活動が摸宗 さ れ る ま で に な っ た 。 し か し 、 こ の裏側 で 「 心 の 復興」 は 遅 々
と し て 進 ん で い な い 。 震災三年 目 を 迎 え て 最大の課題だ と い え る 。 こ の解 決 に は 、 こ れか
ら の長 い 年 月 と 都 市丈化の総合的 な 活性化が必要であ ろ う 。

〔震災芸術の重量 か さ を 考 え る 〕

震災 を 契機 と し て様々 な 芸術活動が展 開 さ れ、 そ れ は震災ル ネ サ ン ス と も 呼べ る 「芸術
爆発」 を 見せ て い る と い う 。 こ の 三年の 活動 を 振 り 返 っ て み て も 、 そ の 凄 ま じ さ は 「爆発」
と い え る も の で あ っ た 。 し か し 、 そ の創造が どれ く ら い本物 か、 ど れ く ら い普遍性 を 持 っ
て い る の か、 検証 し て い こ う と い う 神戸 ア ー ト ウ ィ ー ク ・ シ ン ポ ジ ウ ム 「地震の 後 に 生 ま
れ た芸術 ク ロ ス オ ー バ ー す る 魂」 が98年 2 月 7 日 、 神戸 ・ 元町の風月 堂 ホ ー ル で 聞 か れ
た 。 震災芸術 に 問 い か け る 一 つ の 試み で も あ っ た。

パ ネ リ ス ト は 、 詩 人 の 伊勢 田 史郎 (神戸芸術文化会議議長 ・ ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸実行
委員 長) 作 曲 家の 中 西覚 (兵庫県音楽活動推進会議議長) 現代美術作 家 の河崎晃一 (芦置
市立美術博物館学芸課長) 演 出 家 の合 田幸平 ( 劇 匝 「 とミ ろ J 主宰) で、 コ ー デ イ ネ ー タ ー
は 両家、 音楽評論家の 井上和雄 (神戸商船大学教授) で あ っ た 。 震災の 中 か ら 何が生 ま れ
た の か、 発言の 内 容 を 要約 し て み た 。

「現代 詩 は 非常 に 難解だ、 と 言わ れ る 。 だが、 震災詩 集 に は難解 さ を 乗 り 越 え た平明 な 詩
が多か っ た 。 分か つ て も ら お う と し て分か り や す い 詩 を 書い た ん じ ゃ な く て 、 難解 な 詩 を

ミ て い る 詩人が平 明 な 詩 に た ど り つ い た と 言 え る 。 こ れは 新 し い現象で あ っ た 。 閉塞状
態 だ っ た 現代詩が震災 を 機 に大 き く 変 身 を 遂げた。 兵庫県現代詩協会が生 ま れ、 絵画や音
楽 、 演劇 と 出 会 っ て ダ イ ア ロ ー グ に形が変 わ っ た と い え る J (伊勢 田 ) ，.震災 を き っ か け に
し て詩 人 と の つ な が り な ど新 し い 芽生があ っ た 。 音楽活動推進会議 に は 6 人 の 作 曲 家がい
る が、 こ の 人 た ち を 中心 に 震災詩集の 詩 に 曲 を 付 け る 運動 を は じ め た 。 詩 集 は 第 3 集で終
わ っ た が、 こ れか ら は兵産県 の 詩 と 音楽 の会 と い う よ う な も の が組織で き 、 こ の運動が継
続 し て い け ば、 震災後の新 し い流 れ に な る の で は な い かJ ( 中西) ，.言葉、 詩 は 印刷 物 と し
て 残 る 。 絵や写真は形 と し て残 っ て い く O 震災産後か ら の作 品 を 並べ て み る と 何か変化が
伝 わ っ て く る 。 逆 に作 っ て い る 人間 も 変化 し て い か な く て は い け な い。 震 災 に 頼 っ て い く
こ と は で き な い が、 離 れ る こ と も で き な い 。 三年経 っ て作家がい ま ま でや っ て き た こ と を
見渡 し 、 自 分 自 身 を 省 み る 時が き た よ う だJ (河崎) ，. あ れか ら 三年 間 に震災 を 題材 に し た
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創作劇がた く さ ん生 ま れ た 。 生[l り て い る だ け で12の劇が
を 題材 に し た劇が出 来 た こ と は特筆すべ き こ と だ。 突然、

さ れ た 。 こ れ だ け の 数の震災
れ た 非 日 常 の 世界 は 、 芝府 に

は も っ て こ い の も の で 、 ど う し て も 書 き た い と い う 衝動 に 駆 ら れ た の だ と 思 う O 震災 を イ本
験 し て 発見 し た も の が必ずあ る O そ の こ と を 創作活動 に 生 か し て い く こ と が大 事 で あ る 」

(合田 )
こ れ ら の 報告 を 受 け て 井上 コ ー デ イ ネ ー タ ー は 「詩人 は は じ め て 詩人の あ り 方 に 目 覚め

た の で は な い か。 そ し て 、 ク ロ ス オ ー バ ー の 人的 な 交流があ っ て 、 そ れが芸術作 品 の ク ロ
ス オ ー バ ー を 生 ん で、 、 大変、 面 (1 い世界が生 ま れた と 思 う 。 震災は芸術 の 問題 を は る か に
越 え た大 き な 問題 で あ っ て 、 震 災 を テ ー マ に す れ ばす る ほ ど芸術 と は 一体何 だ っ た の か 、
芸術の あ り 方の本質が シ ピ ア に 問 わ れ る と こ ろ に 来 て い る 。 芸術家が何 か を し よ う と す れ
ば、 も う そ ろ そ ろ そ う い う 意識 を 払拭 し て 、 涼 点 に 立 ち 戻 る 時期 に 来 て い る の で は な い か
と 思 う 」 と ま と め た。

〔文化復興ヘ シ ン ポ ジ ウ ム 〕

震災三年 日 を 迎 え て 「丈化の創造的譲興」 を め ざ し た シ ン ポ ジ ウ ム や フ ォ ー ラ ム が相次
い で 開 か れ た 。 「 ひ ょ う ご、地域研究11号J (神戸新聞情報科学研究所) の 「阪神 ・ 淡路大震
災関連 シ ン ポ ジ ウ ム 等 の記録J に よ る と 、 97年の件数は296件で、 前年の460件 か ら 大幅 に
減 っ た 。 震災の風化 と い う よ り は 、 大 き な 事件、 事故 に伴 う 会合が増 え た こ と と 、 震災テ ー
マ の 深 ま り か ら だ と 見 る こ と が出 来 る O そ の う ち の 文化 ・ 教育 は 、 23件 と 前年 の31件か ら
やや減 っ て い る 。 前述 し た よ う に 「丈化の原点J に 戻 っ た討議が続 け ら れ た の で あ る 。 内
訳 は 、 行 政が 3 件 (前年10件) 、 民 間 が 4 件 ( 同 4 件) 、 学術が10件 ( 河 6 件) 、 そ の他が
6 件 ( 同 11件) で あ っ た 。

そ の う ち の 占つ で あ る 「第 2 回 文化復興支援 フ ォ ー ラ ム J ( 阪神 ・ 淡路震 災復興支援10
年委員 会主催) を 紹介す る 。 97年 8 月 30 日 に神戸の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 か れ 、 端信行
国立民族学 博物館教授 の 「丈化の復興~我々 に と っ て 文化 と は何 な の か-J の 基調講演の
あ と 市民の な かで丈化の 支援活動 を 続 け て い る 人 た ち が、 こ れか ら の あ り 方 な ど を 討議 し
た 。

端教授 は こ の 中 で 「文化 の 三 角 形J ( 関 1 参照 ) に よ る 創造 的 な復興 を 提案 し た 。 「 こ う
い う 文化の 三 角 形 と い う も の を 考 え た の は 、 改 め て 丈化の復興 と は ど う い う こ と か を 再確
認 し た い と い う こ と だ。 施設の完成や文化活動がい く ら あ っ て も 、 そ れが丈化援 興 と は い
え な い 。 こ れ に よ っ て 人 関 関係が ど う な っ た の か 、 社会が ど う い う 動 き を し た の か 、 こ う
い う こ と が見 え な い と 全体が動 か な い 。 つ ま り 、 心 の 豊 か さ を も た ら す こ と に は な ら な い 。
剖造的 な復興 と い う こ と で あ れ ば、 こ の 三角 形が全体 と し て復興 に 現 り 組 ま な け ればい け
な い 、 あ る い は 変 わ ら な け れ ばな ら な い と 考 え る 」 と 講演 、 文化の 三角形 と い う 考 え 方 の
中 で の 創造 的 な 復興 を ア ピ ー ル し た 。
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第 2 �ll え;化復興支綬 フ ォ ー ラ ム で講演する端救ナヱ
ニ ブ L 二 y ク ス プラ ザ (97"ド 8 JJ 30 fl ) 
(阪神 ・ 淡路渓災復興交採10年{;l-t 会提供)

〔世界 に 聞 か れ た 文化豊 か な社会づ く り 〕

(図 1 ) 文化の三角形

L翌日J型空J 一一 日ftヨi
例 : 家族、 友人 例 : 都市施設、

近隣な ど 文化施設、

\ /  

文化活動な ど

ヨf� (1[ffi位一画ヨlØ 0一三
例 . 企業紹織、 行政な ど

阪神 ・ 淡路震 災複興計画推進委員 会 (三木信一委員 長) は 、 三年 間 の 活動 を 踏 ま え た 総
括提言 と し て 、 97年 3 月 に 「創造的復興への 戦略」 を ま と め た 。 10年 間 の複 興計画達成 の
た め に次の ス テ ッ ブへ の 訳 り 組み を 進 め る こ と に な っ た も の で、 大 き な 日 標 を 掲げて い る 。
こ こ で は 直接、 文化復興 に かか る 提言 を 紹 介 し て お く O

1 文化 を 生 か し た活力 あ る ま ち づ く り
①新た な 文化拠点 の活用

新 た な 文化拠点 の 建設 を 進め る に あ た っ て は 、 震災か ら の文化の復興の象鍛 と な り 、
被災地の 誇 り と な る よ う 、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面の 内 容 の 充実が望 ま れ る 。

21世紀の世界的 な 舞台芸術の創造 と 交流 の拠点 と し て 、 芸術文化セ ン タ ー の整備 を
進め る に あ た っ て は 、 生涯学習 と の連携、 県民ニ ー ズ が高 い音楽へ の 対応、 周辺の ま
ち づ く り と の連携、 マ ル チ メ デ ィ ア 時代への対応 の あ り 方等 に も 配慮 し て 工夫す る こ
と や 、 舞台芸術 に 関 す る 市民の理解 ・ 関心 を 深め る こ と が重要で、 あ る O

ま た 、 県立新美術館 「芸術の館」 に つ い て は 、 県立近代美術館 を 発展 的 に継承 し て 、
そ の 内容充実 を 図 る と と も に 、 阪神 間 の み な ら ず 国 内外の他の美術館 と の ネ ッ ト ワ ー
ク を 図 る こ と が重要で、 あ る 。

②地域の文化的資源 の 活用
仮神 ・ 淡路地域の文化的蓄 積 は深 く 、 ま だ十分 に は評価 ・ 活用 さ れ て い な い 質 の 高

い丈化的資源 も 多 い 。 「阪神文化 の 再発見j や 、 「 阪神 間 モ ダ ニ ズ ム 」 の イ メ ー ジ定着
に 向 け た 諸事業 を 展 開 し て 、 地域の丈化的 イ メ ー ジ を 、 商 業 や 集 客 関 連産業、 文化関
連産業等、 幅広 い分野で新た な ま ち の活力 を 生み 出 し て い く た め に 、 住民や企業等の
文化創造 に 向 け た 創 意工夫あ る 活動 を 活性化で き る よ う な 支援 の 仕組み を 具体化 し て
い く こ と が重要で、 あ る 。
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③内外参画型 の文化創造
関 内 ・ 圏外の芸術家、 研究J号、 技稿者、 企業家 な ど、 存分野 の 人 々 が長期滞在、

住 し 、 ま ち の丈化 を 高 め 、 ま ち に刺 激 と 魅力 を ら え る よ う な 仕組み を検討 し 、 文化[frJ
は も と よ り 、 ま ち の幅広い活性化 を 図 る こ と が竜 安 で あ る c

ま た 、 新 た な文化の創造 に つ な が る 文化 ソ フ ト の議積 を め ざ し て 、 稽 古場等、 地域
文化活動 の拠点の整備 な ど を 進 め 、 地域文化の厚み と 実 J) を 向 上 さ せ る 施策 を 光'jミ さ
せ て い く こ と が必要で、 あ る 。

2 文化徳興 に 向 け た民間活動 :支援
①文化事業への市民参加 シ ス テ ム づ く り

市民が、 文化施設の事業 に つ い て 、 事業企画への参加や 、 舞台ス タ ッ フ と し て の 技
術科得 と 参加等 に よ り 、 主体的 に 参加で き る よ う な シ ス テ ム づ く り が必 要 で、 あ る O

②地域丈化 プ ロ デ ュ ー サ ー の 育成
コ ミ ュ ニ テ イ の 中 で、 子供 を 各種文化 に 親 し ま せた り 、 イ ベ ン ト を 全面す る な ど地

域文化 を プ ロ デユ ー ス す る よ う な 人材 の育成が必要で あ る 。
3 美 し い街並み ・ 景観の創造

多 く の 規格化 さ れた住宅の建設 な ど に よ り 、 特徴あ る ま ち な み景観が失 わ れて い る O
震災関連工事 に伴 う 生 け 垣 、 庭 木 な どの撤去 に よ る 緑の 減少 な ど、 新 た な 景観問題が
顕在化 し て い る 。 美 し い街並み ・ 景観の創造 に 向 け て の気運づ く り や 、 県 民が敷地 ま
わ り な ど、 身 近 な 景観形成 を 行 う 擦 の テ ザイ ン 指針づ く り な ど、 各種の景 観形成支援
策 が必 要 で、 あ る 。

4 文 化復 興 に つ な がる 新 し い生涯学習 の あ り 方の創造
社会の成熟化 に 伴 い 、 人 々 の 学習 ニ ー ズが高 ま り 、 学習 の 内容や方法 も 多岐 に わ た

る と と も に 、 そ の成果 を 生 か し 、 自 ら が地域や杜会の課題の解決 を め ざす 「市民活動」
へ の新 た な 支援 が必要 に な っ て き て お り 、 文化復興 を 進め て い く う え で も 不可欠であ
る 。 そ こ で、 97年度の全国生源学習 フ ェ ス テ イ パ ル を 機会 に 、 被災地の文化復興の発
信 を 行 う と と も に 、 成熟社会 に お け る 生涯学習 の あ り 方 を 探 り 、 提案 し て い く こ と が
重要で、 あ る O

2 . す べ て の捕 に薪 し い陽 は昇 る ~ ア ー ト ・ エ イ ド の三年
「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J は 、 i坂神 ・ 淡路大震災で、被害 に 遭 っ た 芸術家 の 支援 を 呂 的 に 、

阪神 間 の 芸術家が結 成 し た 団体で あ る 。 さ ら に 、 神 戸 の 文化 を 自 ら の手で守 り 、 芸術家 自
身 も 神戸 の復興の た め に力 を 結集す る 狙い を 持つ も の で 、 活動 は元 町 に あ る 海丈堂書出 を
拠点 と し て 、 震災の l か月 後か ら 始め ら れ た 。 資楽家 は避難所で演奏 し 、 被災者 を 励 ま す。
美術家 は チ ャ リ テ ィ ー で作 品 を 提供 し 、 �又援 を 見舞金 と し て贈 る 。 そ し て 詩 人 は 、 震 災 を
記録す る 詩集 な ど を 出版 し た 。 一方、 被災 し た芸術家82人 に は 10万円 を 限度 と す る 緊急先
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舞金 を 贈 っ た 。 他 に シ ン ポ ジ ウ ム な ど も 開 い て き た 。
活動 の ウ ェ イ ト は 、 今、 自 分た ち で何かや り た い と い う 人た ち の栢 談 に 乗 り 、 支援す る

と い う 方 向 に 移 っ て き て い る 。 内容 は コ ン サ ー ト 、 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 、 演劇、 写真展、
市民語 り 部 キ ャ ラ パ ン 球 な どで、 開催地は神戸 に 限 ら ず全国的 な 規模での 活動 を 支 え て い
る 。 ア ー ト ・ エ イ ド の こ の活動 は物理的、 精神 的 な 支柱 と し て 、 神戸の文化復興 に 大 き な
役割 を 果 た し た だ け で な く 、 従来以上 に文化芸術活動 を 活発化 さ せ る カ ン フ ル剤 と も な っ
た 。 こ の よ う な 地道 な 働 き が評価 さ れ、 第26 凹 ブル ー メ ー ル立 を 音楽部 門 で受賞 し た 。

震災後 3 年が経過 し 、 資金面で寄付 の 減少 と い う 問題 も 起 こ っ て い る が、 反面、 助成先
の文化団体が活動 で 得 た 収益 を 「 お 返 し に」 と 寄付す る " リ サ イ ク ル " が行 わ れ る よ う
に も な っ たc

〔被災者の詩が合唱組曲 に 〕

「震災がだ ん だ ん忘 れ ら れて き て い ま す が、 被災地 に は 今 も 凶 っ て い る 人が大勢い る こ
と を 演奏会 を 通 じ て ア ピ ー ル し た い」 と 、 97年 7 月 間 日 、 男 声六 重唱 団 ・ ジパ ン グ コ ン ソ ー
ト が大阪の い ずみ ホ ー ル で 「板神淡路大震災チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト 」 を 開 い た 。

震災直後、 ア ー ト ・ エ イ ド は 、 被災者た ち の詩413編 を 詩集 「阪神大震災」 に ま と め た。
そ の 中 か ら 、 震災直後 に言葉 は侭 を 伝 え る こ と がで き た か と い う 自 問、 そ し て被害 を 受 け
た 人 々 へ の 祈 り が込 も っ た 詩六編が選 ばれ、 龍野)11:&義 ・ 大阪芸術大学教授が合唱組曲 「 そ
の と き こ と ばは」 に 作 曲 、 こ の コ ン サ ー ト で初 演 さ れ た 。 こ の収益 は 、 再 びア ー ト ・ エ
イ ド の 活動資金 と し て 寄付 さ れ た 。

〔東京 と 神戸 で 「震災 と 写真」 麗〕

98年 2 月 、 ア ー ト ・ エ イ ドが核 に な っ て つ く っ た 「兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク 実行委員会J が
主催 し て 、 東京 ( 2 月 4 � 10 日 、 ギ ャ ラ リ ー ・ ア ー ト グ ラ ブ ニ 東京都 中 央区 銀躍) と 神戸

( 2 月 12 � 17 日 、 神 戸 ま ち づ く り 会館 = 神 戸 市 中 央 区 元 町通) で 「兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク
震災 と 写真/ ド キ ュ メ ン ト を 超 え lJ が開 か れ た 。 芸術 を 通 じ て 阪神大震災の体験 を 伝 え
よ う と い う も の で 、 芦屋市 出 身 の 漬 悶 収、 川 延 昌 弘 、 米谷正子の 3 人の 作 品 が展示 さ れた 。

出 品 さ れ た60点 は モ ノ ク ロ ばか り で、 がれ き を 写 さ ず に 震災の事実 を 伝 え て お り 、 記録
性 と 芸術性 を 兼 ね備 え て い る C

〔教書11 を 生 々 し く 〕

や が て 人 の 心 の な かで罫形 も な く 消 え て い き かね な い 、 震災か ら 得 た 途方 も な く 大 き な
教訓 を 生 々 し く 伝 え た い 泊 防士、 医師、 教師、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 女性、 外 国 人 な ど、 日
常 の な か で悪戦苦関 し た 人々 が語 り 部 と な っ て 、 阪神大震災の体験 を 話す 「市民語 り 部 キ ャ
ラ パ ン 隊J が、 フ ォ ー ラ ム 「奮起 と 失意、 そ の繰 り 返 し の 中 で」 を 開催 し た 。
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98年 1 月 15 日 は福 岡 ア ク ロ ス ピ ル で、 2 月 1 日 は 千葉 県 市原 市民会館で、 生活面、 救助 ・
救援 の様子、 外国人 と 共生 に 関 し て な ど、 様々 な 観点 や立場か ら の話が、 学 ん だ こ と を 活
か し て ほ し い と い う )顕い を 込 め て 語 ら れ た 。

〔東京で震災 を テ ー マ に し た演劇上演〕

不通の電話、 取材記者の安否 と 確保、 困 難 な 現場取材 ・ ・ 須永克彦 ・ 作、 演 出 の舞台劇
r o 号発刊 すJ が神戸 の 劇 団 「道化座」 に よ っ て 、 l 月 初 日 、 東京都板橋 区 立 文化会館で

上演 さ れ た 。 「震災の 翌 日 と い う 混乱 の 中 で 新 聞 が発行 さ れ、 ど れ ほ ど勇 気 づ け ら れ た か。
三年間 で、 神 戸 の 告 も 徐 々 に復活の 兆 し を みせ て い る が、 ま だ ま だ多 く の 困難 が 山 積 し て
い る 。 届 き に く い戸 を 、 こ の 芝居 を 通 し て知 っ て も ら い た い」 と 須永が言 う こ の作 品 は 、
震災発生の 日 の神 戸新 聞 の 奮 闘 ぶ り を 下敷 き と し て震災 を 問 う 異色作。 大混乱 の な かで、
報道、 新開発行継続 に 命 を 燃や し た 人 々 の軌跡 を 描い て い る 。

こ れ は 同劇 河が震災後か ら 取 り 組ん で、 い る 創作劇 「生 き る J シ リ ー ズの 第 4 作 自 に な る 。
過去三作 で は 、 激震 の恐怖 を 思 い 起 こ さ せ る ス ト レ ー ト な 表現 は避 け て い る 。 ま だ 、 人 々
の記憶が生 々 し す ぎ た か ら で あ る 。 し か し今回 は 「今、 振 り 返 っ て お か な い と 、 忘れ去 ら
れて し ま う J と い う 思 い か ら 、 リ ア ル な 表現 に し た 。 こ れ に 続 き 、 シ リ ー ズ第 5 作 目 は仮
設住宅の 人 間模様 を 描 い た 「鳴子台物語」 で、 春の公演 と な っ た 。

〔国内外か ら 子供の絵2674点〕

ア ー ト ・ エ イ ド神戸 な どで構成 す る 「 フ ェ ニ ッ ク ス こ ど も 作品 展実行委員 会」 が、 国 内
外の幼児、 小学生 に 絵 と 詩 の 出 展 を 呼びか け た と こ ろ 、 た く さ ん の 応募があ っ た 。 阪神大
震災の被災者の心の復興 を 支援 し 、 国際親善 を 図 る と と も に 、 子供 た ち の豊 か な 感性で復
興 に 向 か う 被災地 の未来像な ど を 提言 し て も ら お う と 、 こ の作品展が計画 さ れ た 。 募集期
間 は97年12月 か ら 98年 2 月 末 ま で。 絵 は 、 神戸市 内 や 阪神 間 ほ か15都道府県 か ら 、 海外は
県 な どの姉妹提携都市か ら 2 ， 270点が、 ま た 国内 だ け で募集 し た 詩 は404点が寄せ ら れた 。

作 品 は 審査 さ れ、 優秀作が作 品 集 に収め ら れ る 。 絵 で は 、 人 々 が助 け合 う 姿 や 思 い え が
く 将来 の 町並 み を 伸 びや か に 表現 し た63点が、 そ し て 希望 を テ ー マ に し た作品 な ど20点 の

詩が選 ばれ た 。 ま た 、 選ばれた作品 は98年 3 月 26 日 か ら 4 月 10 日 ま で神戸市 中 央 区三 宮 町
の 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援館」 で、 4 月 2 日 か ら 7 日 ま で 向元町通 の 市立 こ う べ ま ち
づ く り 会館で展示 さ れ、 市民 に 紹 介 さ れた 。

3 . 支援十年委員会の活動
阪神 ・ 淡路震災復興支援十年委員 会 は 、 活動 開始 3 年 目 を 迎 え た 。 結成当 初 か ら 引 き 続

き 、 被災地 に 緑 を 取 り 戻す 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 事業や文化再生運動、 震災
遺児の 育英事業 な どの活動 に 取 り 組ん で い る 。
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平成 9 年度の活動事業 は次の通 り で あ る 。
文化再生運動

- 第 2 回 文化復興支援 フ ォ ー ラ ム (前述)
97年 8 月 初 日 / フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ/多 目 的室/参加者110人
基調講演/ r文化の復興 我々 に と っ て 文化 と は 何 な の か 一 」

端 信行 自立民族学博物館教授
パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン / r文化復興支援の現状 と 課題」

コ ー デ イ ネ ー タ ー 佐藤友美子 サ ン ト リ ー 不易流行研究所
ノ'\ :j\ ブ 』ー 今 回 忠 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ イ 基金代表

神戸 シ ア タ ー ワ ー ク ス 代 表
ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸事務 局 長

紀生
日l 誠

'v- rn 康 神戸 を ほ ん ま の 文化都市 に す る 会代表

- 彫刻 の あ る 街角 づ く り
フ ラ ン ス の彫刻家 セ ザー ル の 「エ ツ ブ エ ル塔 板状一 」 を 兵庫 県 に 寄 贈
97:{f� 10月 21 fJ ブ エ ニ ッ ク ス プ ラ ザ前 に

贈 与 さ れた作品の除幕式で。 安藤代表委員 と
貝原知事ニ神戸市中央区 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ、
(97年10月 24 日 )
(絞神 ・ 淡路震災復興支援10年委員会提供)

- 震災 3 周 年復興支援 心 に歌声 を '98ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト
98年 1 月 5 日 /神戸新開松方 ホ ー ル /参加 被災者700人

ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 事業
. ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク

l 募金 に よ る 植樹 a 復興個 人住宅へ の 苗木 の 配布
被災 し た 家屋 を 新築 ま た は 改築 し た 人 に 申 込み で

A戸 に つ き 2 本ずつ 計12 ， 509本
b 自 治会や緑化 グ ル ー プ な どへの 苗 木 の 配布
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共 同住宅や学校な ど17団体 計857本
C 復興の シ ン ボ ル と な る 植樹

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 、 ) 1 1 西 市の 清和 台 地 区 、 伊丹市の 松が正地 区
に 、 ま た被災 し た小学校70校 に 各 5 本ずつ の シ ン ボル ツ リ ー を
植樹

2 提供苗木 に よ る 植樹
71 団体か ら 提供 さ れた 苗木合計8000本 を 植樹
徳、島 と 兵庫 の県民の交流 を 進め る た め 、 神戸市垂水医の マ リ ン ピ ア神 戸 内 に 徳 島県
の市町村舟木約260本 を 植 え た 「阿波 (OUR ) の森」 が、 98年 3 月 に完成

3 グ リ ー ン ボ ラ ン テ イ ア に よ る 植樹
ロ ー タ リ ー ク ラ フホや生命保険会社 な ど に よ る 植樹 約30 ， 000本

. ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク l 周年 の 集 い
97年 5 月 19 日 /神戸新聞松方 ホ ー ル/参加者700人
記念講演 「 自 然 と の 共生J C .  W. ニ コ ル 作 家
グ リ ー ン ト ー ク 「緑が育 む 豊 か な 心J C .  W . ニ コ ル

安藤忠雄
・ ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク チ ャ リ テ ィ ー ゴル フ 大会

97年10月 18 日 /佐用 ゴル フ 倶楽部/参加者200 人

震災遺児の膏英事業
. 桃柿育英会/阪神 ・ 淡路大震災遺克育英資金

募金 目 標 (10年 間 ) 約430 ， 000 千円
97年度寄付実績額 約39 ， 378 千 円

- 震災で家族 を 亡 く し た子供 た ち の神戸港 ク ル ー ジ ン グ
97年11 月 22 日 /神戸ハ ー パー ラ ン
参加者66人

- 桃柿育英会 明石海峡 ブ リ ッ ジ ウ オ ー ク

一神戸須磨沖

98年 3 月 26 日 /舞子 ~ 淡路 往復約1Okm/参加者70人

捜興支譲事業の後援

- 第 i 回 かがや き 未米塾
97年 8 月 3 日 /県立先端科学技術 セ ン タ ー /参加者350 人
講演 「力 を 合わ せ て 自 然 と 共 に 生 き る 」 安藤忠雄 建築家

・ ギ ャ ラ リ ー 小 さ い 芽 「子供の絵画展 私 た ち の大切 な 自 然 と 仲 間 た ち 」
97年10 月 16 日 � 29 日 /ギ ャ ラ リ ー 小 さ い芽 ( 西宮市)
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- ベ ル リ ン ・ フ ィ ルハ ー モ ニ ー ・ サ ロ ン オ ー ケ ス ト ラ 演奏会
ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 97年11月 5 日 /兵庫県公館

参加者 被災 し た小 ・ 中学生 と 家族200人

4 . 花開 く 震災芸術活動
3 年 目 を 迎 え て被災地の 中 に 芽 生 え た様々 な 芸術活動がい っ せい に花 を 開 い た。 大震災

の象徴 と な っ た 「神戸の 盛」 が組曲 に な り 、 淡路島で永久 に 保存 さ れ る こ と に な っ た ほ か、
や っ と 落 ち る: き を 取 り 戻 し た 各地 で は 、 震 災 を 風化 さ せ な い よ う に モ ニ ュ メ ン ト づ く り が
進 む な ど、 音楽、 演劇、 絵 画 な どの各 ジ ャ ン ル で活発 な 活動が続い た 。

( f神戸の壁J が組曲 に 〕

阪神大震災で、焼 け 跡 に 残 っ た 「十lllPの壁J (神戸 市 長 田 区若松町) は 、 悲惨 だ っ た震災
の 生 き 証 人 と し て 、 鎮魂の催 し の舞令 に な っ て き た が、 97年10月 4 日 、 神 j Î 市
の 丈化祭で、 合唱組曲 と し て披露 さ れた 。 招待 さ れ た 仮設住民や 同校の生徒、 父兄は 「震
災 を 忘 れ な い た め に も 、 歌 い 申すと い で、欲 し い」 と 話 し て い た 。

組 曲 を 作 っ た の は 同校の 田 尻彰男教諭で、 5 月 に校外学習 で 「神戸の壁」 を 訪れ た 時、
壁 に掛 け ら れて い た被災住民 の 詩 に感動、 そ の 日 の う ち に 曲 の イ メ ー ジ、がわ き 、 作 曲 が始
ま っ た と い う 。 こ れ を 聞 い た 画 家 の 三原泰治が詩 を 追加 し 、 五楽章か ら な る 「組曲神戸の
壁 」 が完成 し た 。 第 一楽章 は住民の詩 を そ の ま ま 使い 、 第 二 楽章 「 コ ス モ ス の よ う に」 か
ら は壁 の 由 来や地元の 人 た ち の震災の記憶 を 織 り 込ん だ と い う 。
「神戸 の 壁」 は 、 98年 1 月 17 日 の 震災 3 閏年 に は 、 ラ イ ト ア ッ プ さ れて 、 こ の組 曲 が合唱

さ れた ほ か、 高校生 の 震 災絵睡の展示、 黙祷 な どが行 わ れ た 。 こ の 「神 戸 の 壁J は 、 保存
実行委員 会 な どが永久保存 を 訴 え つ つ け て い た が、 潤辺の 開発が進 む に つ れ て 保存が難 し
く な り つ つ あ っ た 。 ち ょ う ど淡路の津名 町が町立現代美術館 を計画 し て お り 、 こ こ の モ ニ ュ
メ ン ト と し て保存 さ れ る こ と に な っ 同 美術館 は 2000年 1 月 17 日 に オ ー プ ン す る 予定。

〔阪神 @ 淡路縦断人間復興 コ ン サ ー ト 〕

「 人 聞 が回復 し て こ そ 、 真 の復興」 と い う 「阪神 ・ 淡路縦断人 間復興 コ ン サ ー ト J が97
年 4 月 26 日 か ら 7 月 20 日 ま で、 被災地 の 1 1 か所 で 開 催 さ れ、 人 々 の感動 を 呼ん だ。

阪神大震災鎮魂組崩 「一九九五年一月 十七 汀 J を作詞 し た作家の森村誠一、 作 曲 し た作
曲 家 の池辺晋一郎が呼び掛 け 人 と な り 、 落語家 の 露 の 団六 ら 28団体、 飼 人がゲ、ス ト 出演 し
て 、 会場 を 盛 り ヒ げ た 。 組曲 の合唱 は 「神戸市役所 セ ン タ ー 合唱 団」 で、 太鼓芸能の 「輪
田 鼓」 な どが花 を 添 え た 。

池辺は 「物や 家 や お 金、 そ れ も 大切 だ、 け ど、 何かが足 り な い。 そ れが埋 ま ら な き ゃ 、 と
い う 答 え が人 間復興 と い う こ と です。 被災地 に 生 き る 人 た ち の心 の 飢 え を 満 た し て い く こ
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と が大切 で、す」 と 語 っ た 。

〔灰谷健次郎が 「 い の ち 」 を 語 る 〕

神 戸 出 身の作家 ・ 灰谷健次郎の資料 を 集 め た 「灰谷徳次郎 と い の ち の広場」 が97年 5 月
3 日 か ら 11 呂 ま で、 神戸 ・ フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 か れ た 。 灰谷が捕 き 続け て い る 「 い の
ち 」 の 世界 と 、 震災体験の 中 で市民が抱い た 「い の ち J へ の 思 い と は 、 通 じ る も の で は な
いか、 と い う 考 え か ら 企画 し た 。

プ ラ ザでの展示 は 、 全著作156点 の ほ か、 生原稿 、 写真、 映像 な ど、 灰谷世界の全て を
展観 し た 。 ま た 、 5 Fl に は神戸ハ ー パ ー ラ ン ドの松方ホ ー ル で 、 灰谷 と 作 家 の 永六輔、 歌
手の高石 と も や に よ る 「 う た & ト ー ク い の ち の た め の 三重奏」 が 開 か れ た 。

〔加山雄三や 玉木ひ ろ し も 〕

71二楽で夢 を 与 え な が ら 心の 毎興 を ー と い う 「神戸 “夢" 青楽祭2008 - We Love Kebe 98J 
が震災 3 年 目 を 迎 え た98年 1 月 18 日 に神戸 の ワ ー ル ド記念ホ ー ル で 開 か れ た 。 こ の音楽祭
は 、 一過性 に 終わ り がち な イ ベ ン ト で は な く 、 震災の記憶 を 風化 さ せ な い よ う に 2008年 ま
で10年 開 は 継続 し て い こ う と い う も の で 、 今 回 は 第 l 回 。

青楽祭 に は 、 神戸 の復興 を 願 う ア ー テ イ ス ト が手弁当 で駆 け付 け た 。 出 演 者 は 、 中 西圭
三、 米倉手IJ紀、 渡辺真知子、 岩崎宏美、 河合美智子、 南 こ う せつ 、 紙ふ う せ ん 、 加山雄三
ら の豪華 メ ン バ ー で 、 港島小学校の コ ー ラ ス も 交 え て 三時 間 の 舞台 を 盛 り 上 げ た 。

ま た 、 97年10月 初 日 に は神戸市長 田 区二葉小学校 グ ラ ウ ン ド で 「 と も に 築 こ う 新 し い ま
ち づ く り コ ン サ ー ト 」 が 聞 か れ た 。 震災直後か ら 応援 し て く れ た歌手の五木 ひ ろ し 、 高石
と も や を 招 い て 、 お干し を 兼 ね て計画 し た 。 こ の 日 は 、 周辺の住民が参加、 五木、 高石の歌
の ほ か、 市立駒 ケ 林 中 学校太鼓部、 県立兵庫高校吹奏楽部の演奏、 被災地 ま ち づ く り 宣言
の朗読 な どがあ っ た 。

〔各地で相次い だ震災劇の上演〕

震災 を テ ー マ に し た演劇 も 相次い だ。 震災の衝撃が薄 れて い く 中 で 、 そ の 精 神 的 な 体験
を 普遍 的 な 作 品 づ く り に 生 かす創作活動 がつ づ く が、 演劇 で も 新 た な 演劇 の 可 能性が広
がっ て き て い る 。 東京で活躍す る 劇作家鄭義信 は大震災後の東京 と い う 設定 で 、 そ こ に 生
き る 家族の物語 を 描 き 、 関 西 の新進劇作家深津篤 史 は 4 本の 震災劇 を 手 が け て 「未来への
出発」 を 表現 し た 。 大 阪 の 麟 団 「南河 内 万歳一座」 も 被災地 を 舞台 に し た劇 を 上演 し た 。

神戸 で は 、 97年 8 月 23 日 に神戸 シ ー ガ ル ホ ー ル で 、 ミ ュ ー ジ カ ル 「 ほ た る 阪神 ・ 淡路
大震災 に揮 くソ が披露 さ れ た 。 作家野坂昭如 の小説 「火垂 る の 墓J を 原 作 に 、 神戸 出 身 の
女優 ・ 脚本家 の 山 下京町が書 き 下 ろ し た も の で 、 がれ き の 下敷 き に な っ て 両 親 を 亡 く し た
幼い兄妹が主人公。 富 山 の ア マ チ ュ ア 劇 司 「雪ん子 シ ニ アJ が手話付 き で演 じ た 。
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こ の ほ か、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが中 心 に な っ た 一 人 芝居 「光跡」 例年 7 JJ 、 神戸) 県
西宮高校教諭の福 田 成樹が書 い た ミ ュ ー ジ カ ル I A Well Known Strange r  J U司 l l Jj 1 5 f J 、

神戸) 県 立宝塚高校演劇部の ミ ュ ー ジ カ ル 「 い の ち 美 し く ーあ の 日 か ら 十五 年J (98年 1 丹 、

神戸) な どカfあ る O

〔様々 な麓災映録 も 〕

震災で被災 し た小学生 を 描 い た ア ニ メ ー シ ョ ン 映画 「地球が動 い た 日 J (後藤俊夫監背)
が、 97年1 1 月 に神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル で 開 か れ た 「 ア ニ メ ー シ ョ ン 神戸 '97J で、 神戸市
民特別 賞 に 輝 い た 。 こ の ア ニ メ は 、 児 京 文学者岸 J l I 悦二子の作 品 を 映画化 し た も の で、 戸の
出演者 を 公募、 主人公 に 西宮市立苦楽 問 中 学校 二年 ・ 問埼 て つ やが選 ばれ た 。 神戸 に 住 む
小学生が混乱の 中 で 、 命の尊 さ や友情の大切 さ を 学 び、 成長 し て い く 姿 を 措 い た も の で あ
る 。 完成後、 全国三百か所で上映 さ れ た 。

ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 か ら 生 ま れ た 映画 「 マ グ ニ チ ュ ー ド 明 日 への 架 け橋J (菅原
浩志監督) も 11 月 に全国で公開 さ れ た 。 こ の 映画 に は緒形車人、 薬師丸 ひ ろ 子、 田 中 邦衛、
森繁久弥 ら 映画人が協力 し た 。

〔 だん じ り も華や か に 〕

震災で 中 断 し て い た被災地の神社の祭 り が次々 と 復活、 町 に 活気 を 呼び戻 し た 。 97年 5
月 4 日 、 神戸市東灘区東部 の だ ん じ り が 一堂 に 集 ま っ て 「本 山 だ ん じ り パ レ ー ド」 が威勢
よ く 聞 か れ た 。 本 山 連合青年会が 「震災 を 吹 き 飛 ばせ」 と ばか り に 10台の だ ん じ り を 練 り 、
集 ま っ た約 1 万 2 千人の見物客 を 楽 し ま せ た 。 ま た 、 向 区 の本住吉神社で も 7 合の だ ん じ
り が勇 壮 な 走 り っ ぷ り を 見せ、 中 央 区 の二宮神社で も み こ し の巡行が 3 年ぶ り に復活 し た 。

灘区 で も 5 月 か ら 「灘の だ ん じ り 祭 り J がス タ ー ト し た 。 震災か ら 1 年 目 の96年 5 月 に
「復興へ の 元気 を … 」 と 「震災復興祈願地車巡行」 を 開催 し た が、 今 回 か ら は毎年 間 く こ

と を 決め た 。 こ れ ま で は神社 ご と に 繰 り 出 し て い た 6 台が勢揃い し 、 区 内 を に ぎや か に練
り 歩 い た 。

〔次 々 と 追悼 の モ ニ ュ メ ン ト 〕

震災 3 年 毘 を 逆 え て 、 被 災 地 で は 「震災の傷跡 を 永久 に 記憶 し よ う 」 と 、 様 々 な モ ニ ユ
メ ン ト が次 々 と 造 ら れた 。 こ れ ら は 、 次 の 世代 に 残す 「震災の語 り 部」 で あ る 。

神 戸 に 希望 の 灯 を と 、 歌手の谷村新司 ら が中心 に な っ て 建設 し て い た 「 あ か り の 木J
が97:Íf.1O 月 、 神戸市 中 央 区 の 東遊 盟 地 に 完成 、 点灯 さ れた 。 谷村が作詞作 曲 し た 「 メ シ ア
ふ た た び」 の収益金 を も と に 基金 を 設立、 イ ラ ス ト レ ー タ ー の黒 旧{正太郎がデザ イ ン し た
も の で、 ァドの枝に 5 羽の小鳥が羽 を 休め て い る イ メ ー ジ。 二 つ の オ レ ン ジ色 の 明 か り が浮
かぶ よ う に灯い た 。 谷村 は 「若 い 人 た ち が こ の 下 で 希望 を 持 っ て欲 し い と J と 話 し て い た 。
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西宮市 の 震災記念公闘 で は 、 97年12月 に 「阪神 ・ 淡路大震災 犠牲右近悼之碑J が完成
し た 。 石碑 は 高 さ 2 . 5 メ ー ト ル 、 横 8 メ ー ト ル 、 中央部に黒御影石 を 使 い 、 犠牲名"1 ， 719人
の名 が 6 列 に わ た っ て彫 り 込 ま れ た 。 震災 3 周 年の98年 1 月 17 日 に 除幕 さ れ た 。

そ の ほ か、 神戸市東灘区 田 中 町 の 公 園 に は 「鎮魂慰霊碑」 、 長 田 広鷹現地 収 で は 、 延焼
を 防 い だ公 閏 に 4 枚 の 記録写真 を は め込 ん だ 「震災モ ニ ュ メ ン ト 」 、 明石 市 の 石 ケ 主主公 開
に は 、 地元の彫刻家馬淵洋が震災地 の 鉄 を 使 っ た彫刻 「 テ ツ ハハ」 が設置 さ れ た ぐ 全壊 し
た西宮の広宣与 に は 、 祈 る 、 捧げる 、 支 え 合 う を テ ー マ に し た ド イ ツ の彫刻家 の 作 品
が置かれ、 神 戸市三目前 区 の 須磨寺 で も 全国の仏教会が宗派 を 越 え て建 立 し た 「大震災物故
者追悼碑J 、 同 兵庫 [え の 杵福寺で は被災地 の :と を 混ぜた6 ， 600体の 陶製 の地蔵 「 や す ら ぎ地
蔵」 が 出 来 k が っ た 。 オ ー ス ト ラ リ ア か ら は 記念の ブ ロ ン ズ像 f ブ ラ ッ ク ス ワ ン 」 が贈 ら
れ、 淡路の 県 立公 開 に 設置 さ れ る こ と に 決 ま り 、 長 田 で は俳優限定市 を し の ん だ 「寅 さ ん
地蔵」 を 建 て る 計画 を 進 め て い る 。 な お 、 震災復興の シ ン ボル と な っ た 「神Fî }レ ミ ナ リ エ」
は 、 地方 自 治法施行50周 年 を 記念 し た 第 1 屈 ふ る さ と イ ベ ン ト 大賞 の 特別 賞 に 選 ばれ た 。

〔 あ の 毘 か ら 丸 3 年〕

震 災 を 乗 り 越 え 創造的復興 を 目 指そ う と い う 「大震災 3 周 年記念事業」 は 、 98年 1 月 17
日 を 中心 に被災地全域で繰 り 広 げ ら れ た 。 県市町 を は じ め民間企業、 市民団体 な どの シ ン
ポ ジ ウ ム や コ ン サ ー ト 、 展覧会、 追悼の集い な ど68の催 し があ っ た 。 関西 の テ レ ビ各局 で
も 様々 な 特別 番組 を 組 み 、 被災地が抱 え る 問題点 な ど を 放映 し た。

西宮 の 関 西学院大学の学生で作 る 「関西学院 ヒ ュ ー マ ン サ ー ピ ス セ ン タ ー 」 は 、 犠牲者
を 追悼す る た め に 、 白 い リ ボ ン を 胸 に付 け る 運動 を は じ め た 。 震災直後か ら ボ ラ ン テ ィ ア
活動 な ど多 く の 取 り 組み を し て き た が、 3 周年 を 迎 え て 「追悼 と 再生、 感謝」 の 思 い を 込
め た 白 い リ ボ ン を 付 け よ う と 考 え た 。 他 の 団 体の協力 を 得て全国 の街頭で約15万本 を 配 っ
た。 神 戸 の 須磨 寺 で は 、 ネ パ ー ル の ロ ー マ ン タ ン 寺院 の 法王 ら 5 人の僧侶が描 い た 「砂絵
長陀羅」 の 周 り に ロ ウ ソ ク を 灯 し 、 浄土への道筋 を 示す儀式 を 行 っ た 。

〔被災地の芸術文化活動支援〕

民 間 の 芸術文化活動 を 支援す る 県の 「被災地芸術文化活動補助事業」 は 、 音楽62件 (前
年52件) 、 演劇23件 (20件) 、 韓踊20件 (21件) 、 伝統芸能 8 件 (11件) 、 美術43件 (29件) 、
丈芸32件 (16件) 、 生活文化 9 件 (18件) で 、 合計197件 と 前年 の 167件 を 大 き く 上 回 っ た 。
地域別 で は神 戸市が82件、 西宮市が29件、 尼崎市、 明石市が22件、 宝塚市が20件 だ、 っ た 。

5 . 境野の草 び ら ~生 ま れ続 け る
「人生の 大半 を 神 戸 で過 ご し た わ た し の体の 中 に は 、 神戸 そ の も の が、 ず っ し り と 座 っ

て い る は ず だ 。 少 な く と も 、 神 戸 と い う 地 に よ っ て 育 て ら れた な に かが、 今 の 、 わ た し 自
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身 な の だ。 神 戸 を 人 間 不 在 の 街 に し た く は な い。 わ た し の出 折 は 出折 と し て 見つ め 、 し か
し 、 わ た し は 生 き る か ぎ り 、 神 戸 を 見 続 け 、 考 え 続 け て い く こ と だ ろ う J - 雑 誌
'WAVE 1 1 7J 創刊号で作家の灰谷健次郎 は こ う 書い た 。 “爆発的" と も い え る 震災文学

は 、 3 年 目 を 迎 え て も 依然衰 え を 見せず、 心の復興 を 書 き 続け た 。

[ ，向 日 葵の咲い た 自 」 が大賞lこ 〕

高校 3 5ド の 時 に大宗 災 に 遭 っ た神戸市北区の者護学生山 下俊子 (ペ ン ネ ー ム 奈月 ゅ う )
が、 被 災体験 を モ チ ー フ に し た青春小説 「 向 日 葵の 咲い た 日 」 を 書 き 、 見事 に 「 第 5 回 テ ィ ー
ン ズハ ー ト 大賞」 を 受賞 し た 。 被災 し た高校:生の ま な みが、 ボ… イ フ レ ン ド ら と ボ ラ ン テ イ
ア 活動 を し な が ら 、 恋愛や将来 に つ い て 思 い悩 む と い う も の で 、 丈庫本 と し て全国発売 さ
れ た 。 咲 き 乱れ る 向 日 葵の花の 中 で ま な み は 「震災 は 、 ま だ終わ っ て い な し ミ 。 傷が癒 さ れ
て い な い 人 は 、 た く さ ん い る 。 癒 さ れて も 、 き っ と 忘れ ら れ な い 。 だ け ど 、 み ん な が空 を
向 け る 日 が来 た ら い い な」 と 思 う の で あ る 。

〔詩人の 3 年の記録〕

生 き て い ま す
生 き て い ま す か
生 き て い け る で し ょ う か。
痛 み ま す
痛 み つ づ け る で し ょ う か
わ た し た ち 生 き つ づけ ま す。

( ，焼聖子 の 寺ま び ら 神戸、 今 も 」 よ り )

震災直後か ら 目 録 を 書 き 続け て い る 神戸 ・ 長 田 の 詩 人安水稔和 の 詩 で、 あ る 。 震災後 l 年
の 記録 「神戸 、 こ れか ら 一激震地野詩人 の 一年」 に つ づ く も の で 、 「震 災 か ら 三年経 ち 四
年 日 を 迎 え よ う と す る 今、 神戸の 町 も 人 も こ れか ら が正念場。 そ し て 、 わ た し の作業 も は
じ ま っ た ばか り 」 と あ と が き で述べ て い る 。 神戸 ・ 垂水の詩人岩崎風子 は 詩集 「弓 弦 の 森」
で震災 を う た い 、 西宮の作家木 田 拓 雄 は 小 説 「秋の苦 い光」 、 加古川 の作家 玉 河 か お る は
小説 「 ラ ス ト ・ ラ ブ」 で 、 そ れぞれ震災 に 揺 れ動 く 人 々 を 寂 り 上 げた。 長 田 で 自 宅が全壊
し た大阪芸栴大学の 学生佐野由美 は 、 長 田 の 町 と 震災 ・ 復興 を ス ケ ッ チ と エ ッ セ イ で ま と
め た 「路地裏 に 綴 る こ え」 を 出版、 神戸 出 身 の フ リ ー ラ イ タ ー 藤罵潔 は 、 大震災のエ ピ ソ ー
ド を ま と め た 「大震災名言録」 を 出 し た 。

〔心の復興は冊目寺 に 〕

神戸生 ま れ の 作家木戸弘児 は 、 西宮で震災
に 木戸 は 書い た 。

ヘ 自 宅 は 半壊 し た 。 あ の 日 か ら 千 百 目
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「 肉 親 を 失 っ た 人 の 多 く も 、 そ の復興の街でた く ま し く 働 い て い る O 彼 ・ 彼女 ら は一般
に 口 数が少 な く 、 と く に被災の話 で は た い て い 開 き 役 に ま わ る 。 微笑 し て あ い づ ち を打っ
そ の表i育 は 穏 や か だが、 皮膚 の す ぐ下 の そ れ は 、 な お 多義的 に 凍 り つ い て い る 。 そ の 思 い
を 日 常 の 言葉 に す れ ば、 た と え ば く こ の街の立派 さ は何 ? ま る で あ の と き 、 だ れ も 死 な
な か っ た み た い じ ゃ な い か 〉 と い っ た こ と に な る の で は な い か」

「形あ る も の は設興す る が、 心 は そ う は い か な い 。 心 は 、 癒 さ れて 地震前 の状態 に 戻 る
の で は な く 、 む し ろ 今 ま で と は別 の場所へ と 動 い て い く 。 そ の移動 は 、 外部か ら は 見 え ず、
個 人の胸の 中 で長 い 時間 を か け 、 ひ そ か に行 わ れ る 。 だが個 人 と 現実 の 関係 は 複雑 で あ る 。
移動の結果が、 人 々 の 具体的 な 生 き る 場で どの よ う な 形 を と っ て 現 れ る か。 そ れが見 え て
く る に は 、 ま だ長 い 時 間 がかか り そ う で あ る J

〈参考文献〉
「地主:の後 に 生 ま れ た芸術」 兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク 実行委員会 1998年 2 月

「兵JJ1i地域研究J 1 1 号 神戸新聞情報科 学研究所 1998{f n 
rWA V E 1 17J 創 刊 号 鹿持全[: 19971['.1 1  fJ 

「向 日 葵のi咲い た 臼 」 奈月 ゅ う 講談社 1 998:\1三 1 月
「焼野の草 び ら ー神戸 今 も 」 安水稔和 編集 Iゐ房 ノ ア 1998年 2 月

「 一一 一

[ r激 し し り か ら 「遠い」 へ}

| 言問 葉 惜 し て 震川 え よ う と い う 研究 き い L v ) J で い o 問 に な る と 小 [
j を 岐阜 大学の秋山 孝正助教授 ら が ま と め た。 被 さ な 仮設!日帯、 小 さ い虫1: な どの 「ノj、 さ い」 が多

災地で発行 さ れた 「詩集 ・ 阪神 淡路大震災」 の く 、 次いで 「大 き い」 、 三番 目 が 「 速 し り であ っ

第 l 集、 第 2 集 を 素材 に 、 約300編 の テ ー マ 、 た。 河年の秋 に な る と ほ ど遠 い 、 遠 く へ避難な

作品 に使 わ れ た 名 語 、 形容詞 の数な ど を 詳 し く どの 「速し り が ト ッ プ に 濯 り 出 て 「新 し い」 「)奈

調査 し た 。 い」 の順。 震災の傷の深 さ や復興への心の動 き

こ の調交 に よ る と 、 震災直後 は揺れ を 表現す が現れ て い る と い う 。

る 「激 し い」 が最 も 多 く 、 手こい で避難所 の 長 い ま た 、 名 詞 で は 「家」 が多 く 、 「 ま ち J rがれ

廊下、 長 い 列 、 長 い 夢 な どの 「長い」 、 そ れ に 「暗 き J r水J r道路J r ピルJ r地震J r ガ ス J r倒壊」

い」 な どが 目 立 っ た 。 1995年春 に は新 し い 時 間 、 な ど と な っ て い る 。 暮 ら し に密若 し た 言葉が多

新 し い 巣 な どの 「新 し し り が多 く 、 復興への胎 か っ た 。

動が始 ま っ た こ と を 示 し て い る 。 ほ か に は 「大
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{芦屋の兄弟 が 自 転車で 日 本一周 ]

「震災 を 忘 れ ん と い て …」 と 、 芦伝市高浜町

の市立浜風小f芋校の 5 1tニ矢崎正道、 3 年 度道の

兄弟が97年 7 月 19 [1 、 自 転車での 日 本 一伺 に旅

立 っ た 。 兄弟 は 大震災で被災 し 、 避難所の生活

を 続 け た く 主主話 「地球が動い た EJ J は兄弟がモ

チ ー フ に な っ て お り 、 夏休み を 利 用 し て全 国 の

人 た ち に 震 災 を 知 っ て も ら う と と も に 、 Z主: 話 を

売 る こ と に よ っ て少 し で も 募く訟 を と 計的j し た。

兄 弟 は 神 戸 市 中 央 ぷ で の 出 発式 を 終 え て ス

タ ー ト 、 44 H 問 、 ぷJ 3 ， 300km の 旅 に 出 た。 見弟

は 「同 じ被災訴で も 、 ま だ困 っ て い る 人がた く

さ ん い る 。 元 気 な僕 た ち が、 み ん な に 留 っ て い

る 人の こ と を fぷ え な あ か ん」 と い っ て い た 。

;一一一の援活]

重要 文化財 ・ !日 山 邑家住宅 (淀川 製鋼迎賓館)

は 、 大正 7 年 ( 1918) ア メ リ カ の 建築家 ド . L .  
ラ イ ト に よ っ て 設計 さ れ， 向 1 3 年 に 完成 し た。

ラ イ ト 自 身 は 最後 ま で建築 に 関 わ ら な か っ た が、

こ の住宅 は ラ イ ト が来 日 中 に 設計 し た 6 つ の 作

品 の う ち 、 当 初 の 姿の ま ま 残す こ と の で き る 唯

一の遺構 で 、 日 本 の近代建築の歴史 の上で震要

な意義 を も っ て い る 。 ま た ラ イ ト の建築の特 質

を遺憾な く 表現 し た も の で も あ り 、 74年 5 月 に

重要文化財の指定 を 受 け た 。 そ の後、 85年 7 月

か ら 約 3 年半 を か けーて 、 沈下部の修復 や 基礎補

強工事 を 施 し た 。

芦E雲市 山 手 町 に あ る 山 邑邸 は 、 こ の補修工事

が被害 を 最 小 限 に く い止 め る と い う 結果 に な っ

た 。 し か し建物 の倒壊は避け ら れた も の の 、 全

体 に 亀裂が生 じ 、 新 た に 構造 体 を打 ち 替 え な け

れ ばい け な い状態であ っ た。 文化庁、 兵庫県、

芦屋市、 復興基金の援助 で、 何年 6 月 か ら 災害

復旧事業 と し て 修理工事が着手 さ れ、 98年 3 月

末 に完了 し た 。

こ の住 宅 は 芦屋 川 の左岸 に 六 甲 山系 か ら 突 き

出 し た縮長い丘陵の先端 に位置 し 、 西南二 聞 は

急峻な 崖 と な っ て い る 。 建物 は こ の地形 を 利 用

n 転 車で H 本 一品] を達成 し 、 友 人 か ら 祝偏 を受 け
コ、ー ルす る β肢の兄弟ニニニニ97年 8 !J 3 1  fI 午f走 5 呼応分、
FH� 市立浜)長L小7十支 (神戸新情j社従供)

し て段状 に 建 て た 4 階建て で 、 鉄筋 コ ン ク リ ー

ト 造 り 、 外観 は 要所 に大谷石の袋飾が付 け ら れ

て い る 。 調査の結果、 構造形式 に 影響 を 及ぼす

よ う な構造補強は不必要で あ る と 判 断 さ れ た 。

こ の こ と か ら 、 部分的 に構造耐力 が不足す る 部

位 の み に 構造補強 を 施 し 、 建物の 意前ム に イ切影

響 を 与 え な い と い う 実施設計 が…立 て ら れた 。

外観令体の イ メ ー ジ を 決定す る 色彩 に 関 し て

は 、 qc'j に 綿 徐と な 調査が行 わ れ、 殴 史資料 と 前 回

修理 さ れず に残 っ て い た部分の分析 に :基づい て 、

ラ イ ト の意 図 に 近 い ペ ン キ の 色がiため ら れた c

地震で崩れ た 中央t東南部 1 階玄関ホール北側壁 (r [円
山伝家 (淀川製鋼迎資餓) 保存修理災害復興工事報
告書J )
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)第一一復興した文化財7文化施設
1 . 次々 と 文化施設の実現ヘ ~ ミ ュ ー ジ ア ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク

神戸 ・ 阪神 間 は 、 た く さ ん の 美術館、 博物館が集 ま っ て い る 令国 で も 珍 し い 地域であ る O
災後 3 年 を 迎 え て 、 さ ら に ま た 新 し い施設 な どが、 文化活動の拠点 と し て 出 発 し た 。 施

だ け で な く 、 内 存 の 充実 の た め の様々 な 工夫 も 生み 出 さ れて い る 。

〔 ミ ュ ー ジ ア ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク 〕

神 J i . �B討中 間 は 、 こ の よ う に 多 く の 美術館、 博物館が、 し か も 公 立 だ け で な く 私 立 の 多
様 な 施設 点代 ・ 近代走術館、 中 国 ・ 南蛮 美術館、 前造宣言 な ど が、 点 く か ら 特色の あ る
活動 を 展 開 し て い る 地域で あ る う え 、 JR、 阪急、 阪神 な ど の 公共交通 機 関 が発達 し 、 比
較的短時 間j で の移動が容易 で、 あ る 。

そ の 地域 的 、 文化的 な 特色 を 活か し て 、 美術館、 博物館の分野で の情報、 広 報 、 事業 な
どの多角 的 な 連携 を 出 る た め 、 97年10月 、 阪神 間 の 美術館、 博物館 な ど20館の代表 者が 「仮
神 ミ ュ ー ジ ア ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク 推進実行委員 会」 を 組織 し 、 文部省 か ら の社会教育施設情
報化 ・ 活性化推進事業 の委嘱 を 受 け て 、 阪神 間 ミ ュ ー ジ ア ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク 構想推進の た
め モ デル 事業 に取 り 組ん で い る c 97年度の事業 と し て は 、 共 同 展 の 開催、 共 同 広 報の 実施、
基本構想 の 策定 を 行 っ た 。
共闘展 「阪神間モ 夕、ニスeム展」 開催

97年10月 18 fJ � 12月 7 日 ま で 「阪神 間 モ ダ ニ ズ ム 展」 が 聞 か れ た 。 こ れ は 県立近代美術
館、 戸庄市立美術博物館、 西官市大谷記念美術館、 芦屋市谷崎潤一郎記念館 の 4 館が共河
開催す る 、 全国 で も 珍 し い展覧会で あ っ た 。

各館で は 、 地域性 と 阪神 間丈化生成 の 特徴 を 、 明治期 か ら 昭和初期 に か け て ジ ャ ン ル別
に と ら え 、 阪神 縄文化の特質 を 紹介。 ま た 、 震災か ら の 文化復興の ア ピ ー ル を 目 指 し た 。
共開広報の実施

「阪神 ミ �L ー ジ ア ム マ ッ プJ と I 阪神 ミ ュ ー ジ ア ム パ ス ポ ー ト J を 制作 、 発行 し た。
「阪神 ミ ュ ー ジ ア ム マ ッ プ」 は所在地、 開館時 間 、 交通機関 を 紹 介 し 、 ま た i現神 間観光

ス ポ ッ ト も 加 え た も の で、 20万部、 「阪神 ミ ュ ー ジ ア ム パ ス ポ ー ト 」 は 館 の 概 要や 主 な 所
蔵 I誌 の 紹 介 を し た パ ン フ レ ッ ト で 、 2 Jj を 制作 し た 。
ホ ー ムペ ー ジ の開設

9 月 30 [ 1  か ら 10月 4 日 ま で 聞 かれ た 全国 生涯学習 フ ェ ス テ ィ パ ル に 合 わ せ、 期 間 中
か ら 99年 3 JJ ま で 、 ミ ュ ー ジ ア ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク の ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し た 。

こ の ペ ー ジ に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 加盟20館 の 企画展 を 掲載 し た イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー を 盛 り
込 ん で、 ミ ュ ー ジ ア ム マ ッ プ、 興味や 関心 に 合 っ た 館 を 探せ る 「何で も イ ン デ ッ ク ス ム
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各館の特色や収蔵 品 を 紹 介す る ガ イ ド を 揖載 し た。

〔神戸港に被災 の記愈公園〕

販神 ・ 淡路大震災で被 災 し た神戸港の芹:監 を 当 時 の ま ま 保存 し 、 地震の被害の大 き さ を
後世 に伝 え よ う と 、 神戸港振興協会が神戸市 中 央区 の メ リ ケ ン 波止場 に 整 備 し た 「神戸港
震災 メ モ リ ア ルパ ー ク 」 が、 97年 7 月 15 日 、 完成 し た 。

震災で崩 れ た メ リ ケ ン 波 止場 の 岸壁 の う ち 、 南端か ら 延長率:;60m 、 幅1 5 m を 保存 し て 、
崩 れ な い よ う に波 よ け な ど を 設 け 、 こ れ を 周 囲の 通路か ら 見学で き る よ う に し た 。 展示ス
ペ ー ス も 設 け 、 写真、 映像で港の被災か ら 復旧 に い た る 過程や、 震災時 に 港が果 た し た役
割 を 紹介 し て い る 。 ま た 、 復 旧 を 目 指す 港 を 船の帆で表現 し た復 旧 モ ニ ユ メ ン ト も 建設 さ
れ た 。

公園 は 入場無料で、 24時 間 開放 し て い る O

〔被災の家 を ギ ャ ラ リ ー に 〕

芦屋市 月 若 町の 松田 宗峻、 い く 子夫妻が、 震 災 で倒壊 し た 自 宅 を ギ ャ ラ 1) ー に建 て 替 え 、
97年 9 月 15 日 、 オ ー プ ン し た 。

い く 子の 父 ・ 武藤一夫 は小児科医 と し て 地域の 人 た ち に 頼 ら れ て い た が、 91年 に 他界。
「父の業績 を 受け継いで、 地域の 人 に 愛 さ れ る 場所 に し た い」 と 、 自 宅の 改築 を 機 に ギ ャ

ラ リ ー の 開設 を 決意 し た 。 父 の名 か ら 取 っ て 「 ギ ャ ラ リ ー ・ 藤」 と 名付 け た 。
鉄筋 コ ン ク 1) ー ト 3 階建 て で、 ギ ャ ラ リ ー は l 階部分の約 110m'。 周 り を 花で 囲 ん だ、 ヨ ー

ロ ッ パ風の建物で、 喫茶の ス ペ ー ス も 設 け て あ る 。 市民の文化活動 に 開放 さ れ る O

〔震災復興の シ ン ボル ・ 県立新英術館〕

震災復興の シ ン ボ ル と し て 、 神 戸市東部新都心 (神戸市 中 央 区 ) に 建設 さ れ る 県立事rr美
術館 「芸術の 館J (仮称) の 基本設計が ま と ま っ た。

地下 l 階、 地上 4 階、 延べ約 2 万 5 千m2で、西 日 本一の規模 と な る 。 公募で選ばれた安藤
忠雄建築研究所が設計 し た デザイ ン は 、 3 、 4 階部分が総 ガ ラ ス 張 り の 、 広 々 と し た エ ン
ト ラ ン ス ゾー ン や 美術図書館な どの オ ー ブ ン ス ペ ー ス を 備 え た も の O 屋 内 で も 周 辺 の 海や
山 の風景 を 楽 し め る よ う に 、 外 と の通 り 抜け も で き る よ う に と 「 聞 か れ た 美術館」 を 意識
し て い る O

農示機能 は 約 5 千m2。 屋上 を 利 用 し た屋外展示 ス ペ ー ス に 特色があ り 、 収蔵庫、 修復室、
X 線撮影室、 嬬蒸室 な ど本格 的 な 機能 を 備 え た 美術館 と な る 。 98年度か ら 着工 し 、 2001年
秋 に は 開館 の 予定で あ る 。

第二章 @ 文化 147 



〔 ア ジ ア文化交流 タ ウ ン を 〕

神戸市長 田 区 の新長 田 駅北地区 に 、 ア ジ ア 諸国 の 風情 を 醸す 「神戸 ア ジ ア 文化交流 タ ウ
ン J (仮称) を 、 市 が整嶺す る 方針 を 打 ち 出 し た 。 タ ウ ン は神 戸 市 の 観光ス ポ ッ ト 、 元 町
の南京街 を イ メ ー ジ し て 第 二 の 中 華街 の よ う な も の を 目 指 し て い る O 通 り 沿い に各 国の飲
食庖 な ど を 集 め て そ れぞれの ス ト リ ー ト を 設 け 、 各 入 口 部分に は そ の 国 を 象徴 す る タ ウ ン
ゲー ト を 作 る 。 ス ト リ ー ト の交差点 を 広 場 に し て 、 訪 問 客 の休憩場所 に す る O ま た 、 核施
設 と し て 「 国 際 ボ ラ ン テ イ ア 文化交流セ ン タ ー 」 を 設 け て 、 外国 人支援の拠点 に す る O

こ の新長 田 地 区 は 、 韓 国 、 中 国 、 イ ン ド、 ベ ト ナ ム な ど23か 国 の 人 々 が生活 し 、 ア ジ ア
フ リ ー マ ケ ッ ト や在 日 韓国 人 に よ る 長 田 マ ダ ン な ととの催 し が聞 かれ て い る o 96年 に地元
の 「神戸 ア ジ ア タ ウ ン 推進協議会」 な どが 「地域の特性 を 生か し な が ら 、 在 日 外 国 人 と 一
緒 に 国際交流の で き る 街づ く り を J と い う 構想、 を ま と め 、 市 と 話 し合 っ て き た 。 98年度か
ら 2002年 を め ど に 、 整備が進め ら れ る O

〔長田匿初 の ホ ー ル 「 ピ フ レ ホ ー ルJ J

J R 新長 罰駅前 の再開発 ピ ル 「 ピ フ レ 新長 田 」 の 3 階部分 に 、 長 田 区 で は 初 め て の ホ ー
ル 「 ピ プ レ ホ ー ル」 が完成 し た 。 414 の 固 定席 を 備 え た 大 ホ ー ル に 、 3 会議 室 、 エ ア ロ ピ
ク ス な どの で き る レ ッ ス ン ル ー ム 、 料理教室があ る 。

ホ ー ル の オ ー プニ ン グ イ ベ ン ト と し て 、 「復興長 田 元 気 ア ッ プ フ ェ ス タ 」 が98年 4 月
1 日 か ら 12 日 ま で 開催 さ れ、 コ ン サ ー ト や映画、 ウ オ ー ク ラ リ ー な ど多 彩 な プ ロ グ ラ ム が

繰 り 広 げ ら れ た 。

2 . 復活 し た 文化財 @ 文化施設
丈化施設が集 ま っ て い る 神戸 ・ 阪神 間 だ け に 、 震災に よ る 施設の被害が多 く 、 ま た 文化

財 も !可棟 に被害が大 き か っ た 。 中 に は修復 に 時 間 がかか り 、 震災後 3 年で よ う や く 復旧 ・
再 開 に こ ぎ つ け た と い う 施設、 や っ と 修復が完了 し た 文化討があ る と い う 状況 で あ る O

県の調査で は 、 98年 3 月 31 日 現在の指定文化財 の復 i日状況 は 、 国指定文化財が進捗率96 %
(45件内43件が復 !日) 、 県指定文化財 は98% (54件内53件が復 i日) 、 市町指定文化財 は98%
(43件内38件が復 旧 ) と な っ て い る O ま た 未指定文化財 で 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に 支

援 を 申 請 し た 経 史 的 建造物101件の 内 の61件が復 旧 、 文化的建造物221件の 内 1 12件が復 旧
を 終 え た 。

( Jレナ @ ホ ー ル再開〕

震災で音響施設 な ど に被害 を 受 け た芦屋市業平町の ル ナ ・ ホ ー ル の修復が完了 し 、 97年
6 月 か ら 、 2 年半ぶ り に 再 開 し た 。 6 月 1 1 日 か ら 6 回 の リ ニ ュ ー ア ル コ ン サ ー ト の後、 7
月 か ら 般利用 を 再開。 復 旧 を 待 っ て い た 市民 を 喜 ばせ た 。
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同 ホ ー ル の 大ホ ー ル は 約660席 と ア マ チ ュ ア 団体 に は 使 い や す い規模 で 、
戸 ・ 阪神 田 の 多 く の 団体が利 用 し て い た 。 修復の た め に休館 し て い る 間 も 、

か ら 神
聞 を 待 ち か

ね た利 用 者 の 問 い合 わせが後 を 絶 た な か っ た 。 97年 l 月 に利用 申 込み を 再 開 し た と こ ろ 、
100ffl体以上が殺到。 そ の 後 も 毎月 1 日 の 受付 日 に は 20団体ほ どが訪れ た 。 予約 は l 年先
ま で可能 で あ る が、 97年 5 月 の時点です で に は ほ満杯状態 と な っ た 。 こ
増 の利 用 不で あ る O

〔神戸交通セ ン タ ー ピル に 記念 レ リ ー フ 〕

災前 の 3 割

i喪神大震災で倒壊 し た 神戸 ・ i官駅前 の 「神戸交通 セ ン タ ー ピ ル 」 の再建 r事が97年 7
月 に 完成 し 、 16 日 、 I 階広場で復!日記念 レ リ ー フ の i除幕式が行 わ れ た O レ リ ー フ は神 戸市
在住の洋画家 ・ 角 I手制作 の 陶板製で、 縦3 . 2 m 、 横 5 m の大作。 「艶景」 と 題 さ れ、 神戸
復興の活力 と 願い が込め ら れて い る c

再建 な っ た ピ ル は 大 き な 臨面 を 持つ外壁 や デ ッ キ 状 の バル コ ニ ー な ど、 み な と 神戸 に ふ
さ わ し く 「船J を イ メ ー ジ し た デザ イ ン で、 震災前 よ り 1 階高 い 地上10階、 地下 I 階 に な っ
て い る 。

〔明石市立天文科学舘も再開〕

明石市立天文科学館 は震災で シ ン ボル の大時計が午前 5 時46分 を 指 し た ま ま 止 ま っ た ほ
か 、 施設の多 く が破損す る な ど被害 を 受け て 開館 し て い た 。 明石市 は 総工費38億 円 を か け
て復旧作業 を 進 め て い た が、 98年 3 月 15 日 、 再 オ ー プ ン し た 。

震災で唯一被害がな か っ た プ ラ ネ タ リ ウ ム の投影装置以外 を 一新 し た 。 天 文 に 関 す る 雑
誌や資料 を 検索 で き る 「天文広場」 や 1 5 � 16等星 を 見 る こ と の で き る 40cm の 反射望遠鏡 を
備 え た天体観測 室 を 設置。 プ ラ ネ タ リ ウ ム も 最新 の 天文画像情報 を 取 り 入 れ て 内容 を 充実
さ せた 。 ま た 13 、 14階の展示室 に は双眼鏡が設置 さ れ、 明石海峡大橋 と 淡路 島 を 望 む こ と
カすで き る O

〔神戸居留地1 5番館が再建〕

国 の 重要文化員十 r lEl神戸居留 地十五番館」 の復旧 は98年 3 月 末 に 完 了 し 、 震災での倒壊
か ら 3 年ぶ り に よ み がえ っ た 。

新 し い建材だ け で復元す る と 童文指定が取 り 消 さ れ る た め 、 がれ き の 中 か ら 資材 を 集め 、
折 れ た柱 を つ な ぎ合わせ、 割 れて い な い れ ん が を 使 っ て 元 の 姿 に 戻 し た 。 ま た 木柱 を 鉄骨
で碕強 し な く て す む よ う に 、 震震 7 で も 揺れ を 約 三分のー に お さ え ら れ る 免震工法 を 採用
し た 。 重文や 国宝の建造物 で は全国で初 め て の装備で あ る 。

神戸市 の 旧居留 地 で は 、 70 ほ どあ っ た 近代洋風 ピ ル の う ち 、 震災で22棟が解体 さ れ た 。
解体 さ れた 中 の 4 棟 は 市認定の 近代洋風建築で あ っ た が、 う ち 2 棟 は復元 の 予 定がな い 。
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そ の よ う な 中 で の 「十五番館」 の張問 に 、 市民 も 大 き な 関心 を 寄せ、 r:事の途 中 に 行 わ れ
た見学会 を 盛 り 込ん だ I1日神戸居留地学講駿」 に は大勢の 市民が参加 し た 。

〔市民が支援 し た再建も 〕

復 旧 が望 ま れる の は 指定 を 受 け た文化対 だ け で な く 、 多 く の市民 に 親 し ま れて き た も の
を 元の 姿 に 戻 し た い と い う 声が高 い 。 市民生活がそ れ な り に平穏 を 寂 り 戻 し て き つ つ あ る
中 で 、 少 しず つ そ の 希 望 の 実現が進 ん で、い る O 一方、 未指定 の 史跡 、 建造物 で 壊れ た ま ま
の も の も 、 ま だ数多 く 残 さ れて い る O
登山愛好家が支援 し 「旗振茶屋J 再建

神戸市須磨 区須磨 浦 山 頂 の 「旗振茶屋」 は 、 震災で全壊 し た 。 江戸時代 か ら 大正 に か け
て大阪堂 島 の 米 相場 を 、 岡 山へ旗で伝 え る 中継地 だ っ た場所 に 、 茶屋が建て ら れ た と こ ろ
か ら 、 こ の崖号が付け ら れ た c 茶屋 は 、 主主 山 容 の 憩 い の場 と し て 親 し ま れて き た 。

震災亘設か ら 再建 を 願 う 声が強 く 、 登 山 愛好家 ら が 「旗振茶屋 再建委員 会」 を 作 っ て 支
援 し たc 再 オ ー プ ン は97年 4 月 20 日 。 約 100人 の 登山 愛好家 ら が集 ま っ て 旗通信 に よ る パ
フ ォ ー マ ン ス で、茶屋 の 再建 を 祝 っ た 。
開弥陀寺 の 山門 、 モ ダ ン に

神戸市東灘区住吉本町の 阿弥陀寺が、 山 門 と 鐘楼堂 を 再建 し た 。 同 寺 の 鐘 は太平洋戦争
で助か っ た数少 な い も の で 、 観音堂や 山 門 も 空襲 か ら も 焼 け残っ て い た が、 震 災で全壊 し
た 。 木造の鐘楼堂 も 全壊 し て か ら は 、 仮設の骨組み を つ く っ て 除夜 の 鐘 な ど を 突 い て い た。

同寺で は 、 か ろ う じ て残 っ た本堂や会館 を 被災者の た め の避難所 と し て 開放 し 、 ま た盆
踊 り や催 し 物 で被災者 を 励 ま す活動 を 続け て き た。

新 し い 山 門 は費 用 の 関係 か ら 、 鐘楼堂 と ♂体 に な っ た モ ダ ン な デザ イ ン で 生 ま れ変わ っ
た 。
江崎灯台退患所、 四 国村へ移築

阪神大震災で、半壊 し 、 一度 は 寂 り 壊 し が検討 さ れた 北淡町 ・ 江崎灯台の退息所が高松市
屋 島 中 町の 西 田村 ( 四 国民家博物館) に 移築 さ れ た 。 江崎灯台 は現存す る 日 本 の 灯台 で は
三番 目 に古 く 、 退息所 ( l日宿舎) も 明治時代 の建築様式がわ か る 貴重 な 建物 で あ る 。

江崎灯台 と 退息所 は 1871一年 に 全 国 で 8 番 目 の灯台 と し て建設 さ れた 。 い ずれ も 淡路島産
出 の御 影 石 を 鈍 っ た構造で、 退恵、所 は 約 100m2 の か わ ら ぶ き 平屡。 周 囲 の壌 に 屋 島産の御
影石 を 積 み と げ て 作 っ た石積み式で、 明治時代独特の と令 っ し り と し た構 え の建物であ る 。
灯 台 に 通 じ る 石段 の 下 を 野 島 断層 が走 っ て い た た め 、 地盤が崩 れ て退恵、所 は 半壊 し た 。 灯
台 は 修復工事で復 旧 し たが、 退息所 は倒壊の恐れがあ る と し て取 り 壊 さ れ よ う と し た 。 し
か し 四 国村が 「灯台建築技術 と 震災 の 歴 史 を 共 に 伝 え る 貴重 な 建物」 と し て 、 所有者 の 第
五管区海上保安本部 に 払 い 下 げ を 求 め 、 移築が決 ま っ た 。 1997年 8 月 に移築が完了 し 、 一
般公開 さ れて い る O
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〔穫先、 再建に市民が資金集 め 〕

再建 国 指 し 、 チ ャ リ テ ィ ー演奏会

神戸 市 中 央 区 下 山 手通 の 日 本基習教河神戸栄光教会 は 、 大 正時代 に ゴ シ ッ ク 桟式 を 基 に 、
当 時 ア メ 1) カ で流行 し て い た建築方式 を 取 り 入 れ て 建て ら れ た 。 戦 火 も 免 れ、 震災 前 ま で
ほ ぼ建 築 当 時の 姿で市民 に 親 し ま れ て き た c 震 災 で教会堂 の ほ か牧 師館 な どが全壊 し 、
95年 8 JJ か ら は ビ ニ ー ル テ ン ト の仮設教会堂 で、礼拝 を 行 っ て い る O

文化的建築物の再建 と し て 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の持助 を 受 け る に は 、 j亡の材 料が
お お む ね半分以 上 残 っ て い る こ と な どが条件であ る が、 ['iJ教会 は 、 震災直後に レ ン ガ、 な ど
を ほ と ん ど撤去 し て し ま っ て お り 、 援助 は 阪難 と さ れた c

時教会 は2000年への再建 を u 指 し 、 資金集 め の チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 続 け て い る 。
「鎖灘関」 複先委員会が狂雷の会開催

災で全壊 し た神戸 市 東 灘 区 の谷崎潤一郎の IfI邸 「鎖潤 閤J を 復え さ せ る た め 、
復元委員 会 を 結成 し た 。 建築用 地 に つ い て は 、 本 来 あ っ た 場所か ら 約100m 北 京 の←上 地 を 、
神戸市が無償提供す る こ と を 決め て い る が、 建物部分の資金 を確保す る た め 、 dH� に 時解
と 協力 を 呼びか け て い る 。

97年 7 月 26 日 に は 、 東灘区 の 「 コ ー プ こ う べ生活文化 セ ン タ ー 」 で 、 谷 崎 の 随筆 ワj と
狂言師」 に ち な ん だ狂言の 会 を 開 い た。 人 間 国宝 の 回 世茂 山 千作、 千之丞兄弟 ら に よ る 狂
言 上演 の ほ か 、 武産) 1 1 女子大の辰 巳都志教授が、 生前の谷崎 を 知 る 茂 山 兄 弟 か ら 患 い 出 を
聞 く な ど し て 、 鎖i欝 罷復元の意義 を 参加者 に 訴 え た 。

3 広 が る 埋蔵文化財の調査
兵庫県 は埋蔵文化財の 包蔵地が全 国 で最 も 多 く 、 年代 も 縄文時代 か ら 近代 ま で と 幅広 い 。

震災の被災地域で は 、 存在が確認 さ れ て い る 280 カ 所 の遺跡合わせ て 254ha が被 災 し た 。
そ の大がか り な復 旧 、 復興工事 を 円 滑 に 進め る た め 、 埋蔵文化財 を 保護す る 立場の文化庁
は 専 門 職 員 の 派遣 や 、 遺構 を 傷っ け な い 限 り 発掘調査 を 免 除す る な どの弾力化、 調査経費
の 補助 と い っ た 震災特例措置 を 実施 し た 。 そ の た め 、 発掘調査が必要 な 範 囲 は 83ha に 縮
小 さ れ た が、 96年度 に調査 を 完了 し た の は 4 割 ほ ど と 遅れ て い る O

県教育委員 会が97年度 に 実施 し た 震災復興事業 に伴 う 発掘調査は 54件で あ っ た 。 ま た全
国 の 自 治体か ら 、 今年度 は25人の 支援職員 の協力 を 得 た 。 震災後 3 年 間 で延べ120 人 の 支
援 を 受 け た が、 こ の 人的 支援 は 97年度で打 ち 切 り と な っ た 。

〔国道 2 号線の下 を 発掘 兵蔵津遺跡〕

災害時の ラ イ フ ラ イ ン 確保 を 目 的 と し て 、 神戸市兵庫 区兵庫 町か ら 東柳原 町 に い た る 国
道 2 号線内 に 共 同溝 を 敷設す る 工事 に 伴 う 発掘調査 を 行 っ た 。 頭上 に 阪神 高 速神戸綜が走
る 、 交通量 の 多 い市街地内 な の で 、 、 排気 ガ ス 、 ほ こ り 、 暑 さ な ど、 様 々 な 困難が伴 っ
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た 調査 と な っ た 。
兵庫津 は 、 古 く は 「大輪 田 の 泊」 と 呼 ばれ、 「五j白」 の ，っ と し て し ば し ば史 料 に 禁場

す る 。 12世紀後半 に 平清盛が大改修 を 行 っ て 政権 の 経済 を 支 え 、 そ の 後 も 博 多や 瀬戸 内 海
各地の港 と 京都 と を 結ぶ集荷港 と し て賑わ っ た 。

今回 の 調査地点 は 、 14� 15世紀 を 中心 と し て 、 12世紀後半一 19世紀 に 至 る 集 落遺構で あ
る こ と が判 っ た 。 出 て き た の は 、 掘立柱建物、 溝 、 井戸 な どが中 心 で 、 港 そ の も の を 示す
よ う な 施設 は 見つ か ら な か っ た 。 1巷の確認 は で き な か っ た が、 遺構の密集状況 や 遺物 の 出
土状況か ら 考 え て 、 中 世 に お け る 物流の拠点 と し て栄 え た港湾都市で あ る 兵庫 津 の 一部が
考古学的 に確認で き た 。

〔奈良 ・ 平安の寺院確認 当室内遺跡〕

神戸市長 田 区 の 室 内 遺跡調資は 、 新j巷川 i の 復 旧 工事 に伴 っ て 行 わ れ た 。 向 遺 跡 は現在 は
室 内小学校 を 中心 と す る イ本 を 指 し て い る が、 かつ て は 「房王子遺跡」 と 呼 ば れ て い た 、
白 鳳時代 の 瓦が出土 し た遺跡の一部 に あ た る 。

新湊) 1 1 は 明治30年代 に新 た に 開削 さ れ た 河 川 で 、 そ の 際 に 遺跡 も 削 ら れた と 思 わ れ て い
た が、 こ の調査で、 遺跡は壊 さ れ て い な い こ と が判 っ た 。 ま た こ こ は洪水 に よ る 被害 を 受
け た こ と 、 そ し て洪水 に 流 さ れ た 瓦 や柱穴出 土 の 土器か ら 、 周 辺 に は平安時代前半の建物
があ っ た こ と が明 ら か と な っ た 。 出 土 し た 瓦 の 中 の 軒丸瓦 と 軒平瓦の l セ ッ ト は 、 芦屋廃
寺 で 出土 し た も の と 同 じ で 、 両遺跡の 関係が う かがえ る 資料で あ る O

今回 の調査で は 白鳳期 に ま で さ かの ぼ る 遺構や遺跡 は み つ か ら な か っ た が、 奈良時代 か
ら 平安時代 に は寺院があ っ た こ と が確実 と な っ た 。 し か し 、 調査 し た 面積がわ ず、かだ、 っ た
の で 、 建物の広が り や範閣 は 不 明 の ま ま で あ る O 今後の周辺調査が期待 さ れ る O

( 3 世紀頃の 水田 か ら 足跡〕

神戸市西 区 の 丸塚遺跡の 発掘調査は 、 昔、 櫨谷川 が氾濫 し た と こ ろ で行 わ れ た 。 洪水で、
運 ばれ た砂 が厚 く 堆積 し て い た が、 そ こ を 掘 り 下 げる と 、 下 か ら 水 田 跡が出 て き た 。 時代
は 3 世紀頃 と 考 え ら れ る 。

粘質土でつ く ら れ た 畦が非常 に 高 く 残 っ て い た の で 、 水 田 があ る こ と がわ か っ た 。 調査
地 区 の 東西方向 の部分で は 、 甫東が高 く 北西 に低 い 、 高低差5印Oc叩m と しいミ寸う 地形 に あ わせ る 形
で
程度か ら 、 大 き い も の で も 寸立 6 m程度の小 さ い も の で あ る O

水田 の あ ち こ ち に は足跡が残 っ て お り 、 中 に は指 ま で わ か る も の も あ っ た 。 足 の大 き さ
は 17cm か ら 24cm ま で あ っ た 。
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〔南本町遺跡で古代の井戸 を 発見〕

南本町遺跡 は 伊丹 市 の 南東部、 猪名 川 の 支流で あ る 藻川 の西岸 に 広 が っ て お り 、 何年、
96年度 の 調査 で は 奈良時代の 建物跡群や井戸 ・ 溝跡 な どの ほ か に 、 上部が出 ら れ廊 溝 だ け
が残 さ れた 古墳 や 、 織 田 信長が荒木村重 を 攻 め た 際 の も の と 思 わ れ る 砦 の 濠跡 も 発見 さ れ
fこ O

今 回 の 調 査 は 県道尼崎港1 1 1 西線の拡幅工事 に 悼 う 震災復興の 調査で 、 前 回 の場所の南側
に あ た る 約930 ば で 実施 さ れ た 。 方墳 と 思 わ れ る 吉墳 や 6 世紀の須恵、器 も 見つ か っ た が、
出 土 し た 大部分の遺構や遺物 は 奈良時代の も の で あ っ た c

井戸跡が 2 基み つ か っ た 。 1 基の底付近 に 木製井戸枠が残 っ て お り 、 中 か ら 多 く の須恵
器、 土師器が出土 し た 。 t二 締器は杯や血が多 く 、 役所跡で よ く み ら れ る も の で あ る 。 井戸
以外で注 目 さ れ る 遺物 に 、 「神家J と 墨 で 書 か れ た 須恵器や軒丸瓦 の 破片 があ る 。 瓦 の 文
様 は 東方約500 m に あ る 猪名 手廃 寺 出土瓦 と 同 じ で 、 こ の 寺 と 関係があ る こ と が う かがえ る O

〔有鼻遺跡か ら 畿内最古の鉄剣〕

約2000年前の 弥生時代 中期後半、 三 田 市 の北摂ニ ュ ー タ ウ ン と な っ て い る 丘設 に は大 き
な村がい く つ も あ っ た 。 有鼻遺跡 は そ の う ち の ひ と つ で あ る O こ こ か ら 出土 し た鉄剣が、
畿 内 で は 最 も 古 い 時期 の も の で あ る こ と が明 ら か に な っ た 。 弥生時代 中 期 は 鉄剣 の分布 は
北部九州 を 中心 と す る も の だ、 っ た が、 後期 に な る と 近畿か ら 関東 ま で広範囲 に分布す る よ
う に な っ た 。 こ れ ま で近畿地方で確認 さ れて い る 最 も 古い鉄剣 は 、 弥生時代後期 に 入 る も
の で あ っ た 。

有鼻遺跡出 土 の鉄剣 は 全長約23cm で、短剣 に分類 さ れ る 。 北部九州 の鉄剣形麿製石剣 に は
似 た 形状の も の がな い の で、 こ の鉄剣 は 畿 内 で つ く ら れ た可能性 も 考 え ら れ る 。 ま た 、 弥
生時代 中 期後半の段階で 、 畿 内 と そ の 周 辺部 の 有力 な ム ラ が力 の 象徴 と し て剣 を 所有 し て
い た こ と を 物語 る 貴重 な 資料 と な っ た 。

4 深 ま る 史料ネ ッ ト の活動
阪神 ・ 淡路大震災 に お い て は 、 被災 し た家居内 の 古文書や民具 や 、 寺 院 ・ 神社 の石造文

化財 な ど、 さ ま ざ ま な 地域の歴 史資料 ・ 文化財が被災 し 滅失 の 危 機 に さ ら さ れ た 。 こ れ ら
を 保全すべ く 、 歴 史研究者 や 史料 ・ 文化財保存関係者、 郷土史家 ・ 歴史愛好家 と い っ た 人 々
が、 自 治体 を 助 け な が ら 、 被災史料 ・ 文化財保全の た め の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に取 り 組 ん だ。
大規模災害時 に お け る こ の種の組織的 な取 り 組み は 、 世界的 に は す で に 多 く の 実績があ る
と は い え 、 日 本で は じ め て の こ と であ っ た 。

被災地お よ び周辺 の 歴 史研究者 を 中心 に組織 さ れ、 こ の取 り 組み の 中 心 的役割 を 果 た し
た 阪神大震災対 策 歴 史学会連絡会 ・ 歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク (略称、史料ネ ッ ト ) は 、
文化庁 が 中 心 と な っ て 組織 し た 阪神 ・ 淡路大震災被災文化財等救援委 員 会 (文化財 レ ス
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キ ュ ー 抹) や 、 地 元 N G O 救援連絡会議文化情報部 と い っ た他の団体が史料保全活動 を 終
息 し た の ち も 寂 り 組 み を 継続 し た 。 96年 に は 組織 を 歴 史資料保全情報 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 歴
史資料 ネ ッ ト ワ ー ク へ と 改組 し 、 被災地 の 歴 史 ・ 丈化 を 守 り 復興 に 活かす と 同 時 に 、 歴 史
学 と 社会 を め ぐ る 普遍 的 な 課題 を も 視野 に 入れ て 、 97年度 も 活動 を 続 け た 。

〔被災史料の調査 ・ 整理 ・ 活用 〕

災後、 史料ネ ッ ト や 阪神 ・ 災被災文化財等救持委員 会、 地元N G O 救綬連絡
会議文化情報部 と い っ た 各同体 と 、 地元各 自 治体の連携 ・ 協力 に よ っ て取 り 組 ま れた被災
史料保全活動 に よ り 、 多 く の被 災 史料 ・ 文化財が 引必 は保全 さ れ た 。 し か し な が ら 、 こ れ
ら 被災史料 の 多 く は調査や整理がな さ れ な い ま ま 、 地元の公的保存機関や所蔵 者宅
さ れ る 状態 が続い た 。 こ れ ら を 歴 史資料 と し て 活用 し 、 住民 自 身 に よ る ま ち づ く り や地域
文化 に 活か し て い く た め の前提作業 と し て 、 被災史料の 内 容調査 と 整理、 日 録{ヒが必要 と
な る O

今 回 の 被災地域 は 、 史料 ・ 文化財保存行政の体制が必ず し も 十分で は な く 、 加 え て 震 災
後の 自 治体財政悪化 な どの 影響 も あ り 、 大 量:の被災史料 を 受 け 入 れ た担当部局 ・ 史料保存
機 関 の 多 く は 、 独 自 に被災史料の調査 ・ 整理 を 進 め る の が 困 難 な 状態 に あ る 。 そ こ で 史料
ネ ッ ト は 、 こ れ ら 機関への支援 と 同 時 に 、 体制整備への働 き か け を 継続 し た 。 さ ら に 民 間
所在史料 を 中 心 に 、 史料 ネ ッ ト 独 自 の整現作業 を も 実施 し た 。

地域別 で は 、 最大の被災 自 治体で あ る 神戸市が一部 の 史料 を 詮い て被災史料 の 受 け 入 れ
に消極 的 で あ っ た こ と か ら 、 河市域で保全 さ れた 史 料 は 、 主 と し て ボ ラ ン テ イ ア に よ り 整
理が進め ら れ る こ と と な っ た 。 所職家で保管で き な い も の の多 く が神戸大学文学部 に 仮保
管 さ れ る か、 ま た は i日深江財産区が運営す る 神戸深江生活文化史料館 に収蔵 さ れ て い る 0
97年度 は 、 神 戸大学保管分の う ち 東灘区森 ・ 藤本家文書 ( 区画整理事業 関連史料等) や 同
区御影 ・ 山 本家文書 (樽製造業経営史料) の仮整理 を 実施 し た ほ か 、 i難豆脇浜の長浜家文
書の ‘時保管 ・ 整理 も 行 っ た 。 こ れ ら の整理作業 に は 、 歴 史学以外 に都市工学や民俗学専
攻の学生 も 参加 し て お り 、 学際的 な 成果 も 期待 さ れ る O な お 史料 ネ ッ ト は神戸市 に対 し て 、
97年 9 月 24 日 付 け で 「被災歴史資料の保全 お よ び震災資料の保全 を 求め る 要望書j を 提 出
し 、 こ れ ら の課題 に つ い て対応の改善 を 求め た 。

明石市 で は 、 史料ネ ッ ト の 呼 びか け に よ り 、 明石文化財調査団や全国歴史資料保存利用
機関連絡協議会近畿部会 の 有志 の 参加 も 得て 、 明石藩大庄屋 ・ 田 中 家文書の調査 ・ 仮整理
を 97年1 1 月 に 開始 し た。 同 家所蔵の文書 ・ 美術 品 ・ 民具 な ど は 、 何年 3 月 と 4 月 に 阪神 ・
淡路大震災丈化封等救援委員 会が中 心 と な っ て 保全行動 を 実施 し た も の で 、 一連の丈化黙
レ ス キ ュ ー の な か で も 最大規模の も の で あ っ た 。 し か し な が ら 、 文書 に つ い て は文化庁や
県、 明石市 な ど に よ る 調査 ・ 整理の予定がな し こ の ま ま で、 は せ っ か く 保全 し た 文書群が
将 来 に渡 っ て 活用 さ れ る こ と な く 終わ っ て し ま う 可能性があ る こ と か ら 、 整理 に 着手 し た
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も の で あ る 。
史料 ネ ッ ト 自 身 に よ る 絞 り 組み の ほ か 、 史料 ネ ッ ト の ボ ラ ン テ ィ ア が参 加す る 自 主 グ

ル ー プ等 に よ る 、 被災史料整理 ・ 活用 も 各地で進め ら れ た 。 す で に 96年度 中 に 発足 し た
塚の古 文書 を 読 む 会」 や 甜宮の 「 門 戸 の 歴史資料 を すて る 会」 の取 り 組 み が継続 し た ほ か、
尼崎で は尼崎市 立地域研究 史料館の保管す る 尼崎公害患者 ・ 家族の会史料の 整Jl!i を 、 市民
や 若 手研究 者 の 自 主組織であ る 尼崎戦後 史需 き 取 り 研究会が開始 し た 。 こ の作 業 は 、 荷淀
川 の あ お ぞ ら 討 [、耳 ・ 公害地域再生 セ ン タ ー に よ る 市民研究助成 を 受 け て 実施 さ れて お り 、
現代 史料保存 ・ 活用 の新 た な ス タ イ ル を 模索す る 取 り 組み と し て 注 目 さ れ て い る c こ う
い っ た 実績が背景 と な っ て 、 被災地周辺の 地域住民か ら 史料 ネ y ト に 片 し て 、 被災史料以
外の地域史料の整理 ・ 活用 への協力 を 求め ら れ る ケ ー ス も 出 て き て お り 、 地 JG 自 治体や 関
係 団体へ の 仲 介等 も 合め て 、 必 要 に 応、 じ て対処 し て い る c

97年度中 の作業実績 は 、 被災家毘か ら の 史料保全行動が 4 件、 参加者延べ 1 1 入 、 史料整
理作業が 5 件、 16 日 間 、 参加者延べ95人で あ っ た 。 こ れ ら を 加 え た 、 95iド以来 の 通算作業
実績は次長の と お り で あ る ( 自 主 グ ル ー プ等 に よ る も の を 除 く ん

1 995年度 � 1997年度 合計

史料救出 - 保全行動 44ft 505人 ( 自 治体職員等 を 合 む う ち 史料 ネ ッ ト 334人)

被災史料 所在パ ト ロ ー ル 調査 5 市城 37ITÙ 326人 ( [';j 治体職員若干名含 む )

史料整理作業 1 íl. 97 日 間 483人 (全史料協有志、 自 治体職員等合む)

な お 、 被災史料保全活動 を 通 じ て 、 震災甚後か ら 大量の被災史料が古書市場 に 流 出 し 、
一部 は す で に 高値で売 り に 出 さ れて い る 実態が浮かび、上が っ て き た 。 そ こ で 史料 ネ ッ ト で
は 実態調査 を 実施 し 、 そ の成果報告 と 情報交換 を 目 的 と し た 懇談会 を 97年 7 月 24 日 に 開催
し た。 兵産県立歴史博物館 を は じ め と す る 6 自 治体機関 の 職員 が参加 し 、 被災史料への 対
応 に加 え て 、 日 常 的 な 古書市場への 史料流 出 の 問題や 、 公費購入 に つ い て の 自 治体 問 の情
報交換の必要性 な どが話題 と な っ た 。

〔埋蔵文化慰問題〕

理蔵文化財 に つ い て も 、 96年震 に 引 き 続い て 、 発掘調査の成果公表や重要遺跡の保存 な
ど に つ い て 、 市民や行政への働 き か け を 行 っ た 。 具体的 に は 、 ま ず 「被災地の遺掛 を 学ぶ
見学会J の 第 6 回 と 第 7 回 を 、 神戸市兵庫 区 の 2 か所の 遺跡 を 対象 に 、 97年 6 月 3 日 (上
沢遺跡) と 7 月 9 日 (兵庫津遺跡) に 実施 し た 。 参加者 は計約60人で あ っ た 。
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見学会等 の取 り 組み の 一方で、 遺跡そ の も の の物時的 な保存が間難 な な か、 埋蔵 文化財
に つ い て市民 と 研究者が と も に 学 び、 地域社会や コ ミ よユL ニ テ イ 形}成求 に と つ て の存在意義義= を
問 い 邑直; し て い く こ と の必要性がi浮手かび
尼崎市の潮江地 区 の{佐住主主‘民 に 史料 ネ ツ ト が協力 す る 形で始 ま つ た 「猪名荘遺跡 を 学ぶ会J と 、
i向司 じ く 尼崎市 内 の コ ミ ユ ニ テ イ 回イ体本でで、 あ る フ エ ニ ツ ク ス . ス テ ー シ ョ ン 難波 と が共催 し た

「武庫庄遺跡 を 考 え る 」 学習会 で あ っ た 。 r)芸名荘遺跡 を 学ぶ 会」 は 97年1 1 月 29 日 と 98年
3 月 14 日 の 2 回 開催 し 、 参加者 は計約80人、 「武庫市遺跡 を 考 え る 」 学習 会 は 98年 2 月 21
日 に 開 催 し 、 参加者約40人 で あ っ た。 こ の う ち 「猪名荘遺跡 を 学ぶ 会」 は 、 JR 尼崎駅前
再 開発事業 の 行 わ れ る 潮江地区 に お い て 、 遺跡 を 活か し た ま ち づ く り を 考 え る 市民主体の
取 り 組み と し て 、 今後 も 継続 し て い く 予定 で あ る O

〔市民 と と も に歴史 を 学ぶ取 り 組み 〕

震災以 来 、 史料ネ ッ ト が取 り 組む な かで あ き ら か と な っ て き た の は 、 史料 ・ 文化財保存
を 災害や 開発 に と も な う 破壊 ・ 滅失への対症療法 と と ら え る の で は な く 、 市 民 社 会 自 身 の

に も と づ く 内 在 的 な 営 み と し て構築 し て い か な け れ ば、 史料や丈化財、 ひ い て は社会
の授史や文化は根本 的 に は 守 ら れ な い 、 と い う こ と で あ っ た 。 こ の市民社 会 の 合意ーづ く り 、
歴 史 ・ 文化が活か さ れ る 社会形成 に 、 経史研究者や 史料 ・ 文化財 の 専 門家 は ど う 参加
献で き る の か と い う の が、 史料ネ ッ ト に と っ て の根源 的 な 課題 と な っ た 。

こ の こ と を 具体的 に 実践す る 場 と し て 、 被災地 の 各 自 治体区 域 を 対象 に95年 9 月 か ら 継
続開催 し て き た の が 「震災復興 膝史 と 文化 を 考 え る 市民講座」 で あ っ た 。 97年度 は 、 9
月 13 日 に神戸市東灘区 ・ 僻 影公会食 に お い て 、 そ の 第 7 回 を 開催 し た 。 神戸史学会 と の共
催、 兵庫県教育委員 会 ・ 神戸市教育委員 会 の 後援 を 得 て 実施 し た こ の 講座 は 、 「清盛 と 福
原 京 の 時代 被災地神 戸 の 歴史 を ふ り か え る 」 を テ ー マ に 、 作家の永井路子氏 ほ か 2 名 の
講演者 を 迎 え 、 参加者約460人 と 盛況 で あ っ た 。 こ れ よ り 先 5 月 10 日 に は 、 同 じ く 平家 に
つ な が る 歴 史ス ポ ッ ト を 中心 と し た兵庫 ・ 須磨歴史 ウ ォ ー キ ン グ を 開催 し 、 学生や市民な
ど約30人の参加 を 得 た 。

市民社 会 の 合意づ く り 、 歴 史 ・ 文化が活か さ れる 社 会形成 を 実現 し て い く た め に は 、 こ
う い っ た企画 に 加 え て 、 よ り 地域 に密着 し 、 市民社 会 に 内在化 し た 取 り 総みが重要 と な る O
前項 ま でで 紹介 し た 、 史料の整理 ・ 活用 や埋蔵文化財 を 活か し た ま ち づ く り に 、 市民 と と
も に取 り 組む さ ま ざ ま な プ ロ ジ ェ ク ト は 、 そ の 端緒 と な る 可能性 を 秘 め て い る と 言 え る O

〔活動の総括 に 向 け て 〕

以上の よ う な 活動 を 継続す る 一方で、 大規模災害時の被災史料 ・ 文化財保全の取 り 組み
と し て は 、 日 本で は じ め て と も 言 え る 組織的 な ボ ラ ン テ ィ ア活動の経験 と 教訓 を 今後 に 活
かすべ く 、 史料 ネ ッ ト は 活動記録の作成 と 総括の作業 を 開始 し た 。 こ の作業 は 、 神戸大学
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文学部 ・ 鈴木正幸教授 を 研究代表者 と す る 科学研究 「被災史料保全活動 か ら み た都市社会
の歴史意義 に 関 す る 研究J (基礎研究 B 、 1997 � 1999年度) と 一体的 に 進 め ら れ て い る O

こ の科学研究 は 、 A ) 被災地の都市社会形成 ・ 災害 と 歴 史意識、 B ) 戦後の 史料保存運
動 、 C ) 震災資料保存問題、 を 3 本 の柱 と し て 、 そ れぞれ研究会 な どの 場 で検討が進め ら
れ て い る o C ) の震災資料保存問題 に つ い て は 、 こ の課題 に 取 り 組む 「備)21世紀ひ ょ う ご
創造協会」 や 「震災記録 を 残す ラ イ ブ ラ 1) ア ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク 」 な ど と 連携 ・ 協力 し な が
ら 、 方法論の検討 と あ わせ て震災資料所在調査 ・ 聞 き 取 り 調査 な どの実践 に も 取 り 組 ん だ。

ま た 史 料 ネ ッ ト は 、 幅広 い立場か ら 被災史料保全活動 を 記録化 し評価すべ く 、 神戸史学
会の協力 を 得て 97年10月 19 日 に 「 阪神 ・ 淡路 大震災 と 歴 史学の課題」 と 題す る 座談会 を 開
催 し た 。 こ の座談会記録 は 「歴史 と 神 戸」 第37巻第 l 号 (通巻206号、 98年 2 月 ) に 掲載
さ れて い る O

史料ネ ッ ト の 活動 と 、 総括の作業 は 、 98年度 も 継続す る 予定であ る 。

く歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先 〉
千 657 - 8501 神戸市灘区六 甲 台 町 1 1 神戸大学文学部内
TEL 078- 881 - 1212 ( 内線4079)
FAX 078 - 803 -0486 
Email yfuj ita@it.kobe-u.ac.jp 
URL http ://www.lit.kobe-u.ac.jprkenta/siryo.html 

5 . 変わ り ゆ く 被災地の軒並み
「住宅の 再建 は 進 ん だが、 街が変 わ っ て し ま っ たJ 震災後、 プ レ ハ ブ、住宅 や マ ン シ ョ

ン の増 加 で 町並 み の様変 わ り を 嘆 く 声 を 聞 く O 街 の 記'1意の 断絶が起 こ っ て い る の だ。 震災
後 3 年、 震災復興の第二段階 を 迎 え 、 ま ち な み景観の創造が課題 に な っ て き た こ と を 受 け
て 、 兵庫県 と 被災市町 は98年 3 月 「景観復興マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム J を 策定 し た 。 街づ く り
に係 わ る 各分野 の 専 門 家 、 識者 ら 1 2 人 に よ る 策定検討委員 会が調査、 議論 を 重ね て定め
た も の で あ る O 議論の 中 で確認 さ れ た こ と は 、 景観 を 維持 し て い く 仁で最 も 力 に な る の は 、
行政で は な く 市民であ り 、 失 わ れ た景観 を 創造す る の は 、 住 宅 メ ー カ ー や建築家 で は な く
市民であ る と い う こ と だ、 っ た 。 景観 と い う も の は 、 ま ずそ こ に 住 む 人 々 の 心 に 宿 る O 従 っ
て 景観の再生、 創 造 は 、 市民 自 ら が身 近 な 景観 を 発見 し 、 望 ま し い方向へっ く り あ げ る 努
力 か ら 始 ま る 。 兵庫県 は 、 地域で活動す る 景観 ア ド バ イ ザー を 新設 し た り 、 神戸 ・ 阪神地
域、 淡路地域、 東播磨地域の市民 を 対象 と し て 「伝 え た いふ る さ と の景観」 を テ ー マ に 、
地域で受 け継 ぐべ き 景観 を 公募す る な ど、 住民 と 行政が互い に協力 し た 態 勢 の 整備 に乗 り
出 し た 。

マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム の基本的 な 取 り 組みの方針 と し て① 目 指すべ き 地域景観 イ メ ー ジ の
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共有②地域の 価値 あ る 景観の発見 と 継lf(③新た な復興街並み景観の形成④複 興 市街地の調
査研究 と 情報発信 、 が掲 げ ら れて い る つ プ ロ グ ラ ム の 内 容 と し て は 、 景観 フ ォ ー ラ ム 開催、
住宅 メ ー カ ー な ど と の意 見交換、 伝統的建築物や塀 ・ 石組み な どの技術者養 成 、 再建住宅
問辺の緑化、 ?主 き 地暫定利用 の研究 な どが計画 さ れて い る O

〔 次 々 と 市民協定の申鵠〕

神 戸 市 で は 、 rTî の 景観条例 に 蒸づ く 市民協定 と し て JR 新長 田 駅の 北地 下: の 第 I 号 に 続
い て 、 ほ か 3 件が 申 請 さ れ た 。

新長 rn 北地 区 は ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ を 主 な 産業 と す る 、 住宅や r場、 尚早;が立 ち 並ぶ 地 区
で 、 家屋 の 8 割強が全壊 ・ 全焼 し た 。 震災後、 住民た ち は ケ ミ カ ル 産業の復興 に 向 け た 「 く
つ の ま ち ・ な がた 構想、」 な ど を 進め る た め 、 長い話 し合い を 行 っ て き た 。 そ の よ う な 話 し
合い の上 に 立 っ て 、 地 誌 の 6 つ の ま ち づ く り 協議会が集 ま り 、 「 い え な み基準」 を つ く っ
た の で あ る 。

自 宅や!苗舗 を 再建す る 際、 ま ち の景観 に 配慮 し て建物の位、 屋根の形、 緑化、 広告の大
き さ な ど を 考 え る 。 震災前 の 人情あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 取 り 民す た め 、 隣家 と の 間 を狭 く
す る 工夫 も 加 え た 。 住 ・ 工 ・ 商 の 混在が生む活気や、 狭い路地、 長居: な どが醸 し 出 し て き
た 下 町情緒 を 「 ま ち づ く り 資源」 と し て積極的 に と ら え る 視点 は貴重で あ る O

こ の ほ か 申 請 を 出 し た の は 、 ハ イ カ ラ 、 エ キ ゾチ ッ ク な ど神戸の都市 イ メ ー ジ を代表す
る 中 央 区 の栄町通地症 と ト ア ロ ー ド地 j豆 、 そ し て 灘五郷の ひ と つ東灘区 の 魚 崎郷 地 区 で あ
る O い ず れ も 地域特性 を 失 わ な い 街並 み の 形成 を 目 指 し て い る 。

〔異人館街が完全復!日 〕

震災直後は 被害が大 き く 完全復 旧 は無理 と 忠 わ れ て い た が、 所有者、 行政、 募金 な ど を
通 じ た市民 ら の尽力 で 、 神戸 ・ 北野の異人館 は 次 々 に 公 開 を 再 開 し た 。 復 旧 が最後に な っ
て い た 重文 の !日 ト ー マ ス 邸 「風見鶏 の館」 も 、 98年 3 月 末 に復 旧 し 、 こ れで 、 被災前 の 公
開 異人館22館すべ て が再開。 ま た 、 同 地区 に あ る 29棟の伝統的建造物指定の異人館全29館
の修復 も 完 了 し た こ と に な り 、 異人舘街の完全復 旧 がな っ た 。

97年 の 春 の ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク に は無料公開 も 行 わ れ 、 観光客 は か つ て の 9 割近 く に 回
捜 し た 。

〔異人舘修復一本 2 冊出瓶〕

異 人館 の 修復 に 関 し た本が 2 冊、 出 版 さ れ た 。 1 冊 は神戸市教育委員会編 の 「異人館復
興 神戸市伝統的建造物修復記録」 で あ り 、 も う l 冊 は建築修復学会編 の 「建築医た ち の
神戸北野 一 震災か ら 学ぶ 歴 史 的 な 建物 の修復」 で あ る O
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「異人館護興」

で 大 き な被宵 を 交 け た 74 人館が よ み が え る よ奈 の 録であ る 。 災 前 、 よtþjî市 内 に は
約80の 異 人 が点在 し て い た が、 そ の ほ と ん どが被害 に あ っ た。 約70館 が侮 l !l し た も の の
約10館 は神 戸 の 街か ら 消 え て し ま っ た 。 こ の 本 は 異人館の 歴 史や各呉人館 の 特徴 に 触 れ な
が ら 、 震災直絞の r[i丈化財課や文化庁職1t の動 き 、 ボ ラ ン テ イ ア 「丈化 レ ス キ ュ ー 隊」 の
活動、 市 内外 の 建築家 グ ル ー プ に よ る 修男工 '1tや地元住民 に よ る 「異 人館基金」 の 創 設 な
ど、 そ れ ぞれの 古 場か ら 賢 人主目白 興 に か か わ っ た 人た ち の安 を 描 い て い る 。
(住 ま い の 1 /1 ，1\ 官官，' h 紘 }"J/ 1c1í 十 [ / だ光

「建築鹿 た ち の神戸北野一震災 か ら 学ぶ麗史的な 建物の穆復J

災 段 、 異 人館で は 、 ISJミ ら れ た 時 1m と 費 用 の r fl で、 文化財修徳 と か か わ り の な か 〆 J た建
築家 や リ ブ 〆十 一 ム 業者会 も 加 わ っ て 、 よ庁 い r 、や材料 を 取 り 入 れ た 多括 な 修1>>:が行 わ れた O
そ れ を テ ー マ に 96年 に 神 戸 で'h わ れ た 会 の 記録 を 科編集 し た の が、 こ の 本であ
る 。 ー 舟主 人 に 分か り や す く し 、 専 門 家 の 広 見や構想 を あ ら た め て 書 き }J[] え た 〕

北野 ・ 山 本地 区 は ドi の 霊 安伝統的建造物群保存 地 以 で、 あ る 。 地lズ の 住物 は 、 外観の み が
保存対象で、 内 装 な どの修伝費 用 は 個 人負担 l に な る 。 所有者が樹皮性のIbl 乞や住環境の改

を 求め る ケ ー ス も あ り 、 結果的 に さ ま ざ ま な 修復方法が と ら れ る こ と に な っ た r 材料や
工法 を 変 え な い 国 の 重要文化財の修復 と は 対 照 的 で 、 今後の歴 史 的 な 建物 の修復の ヒ ン ト
と な る 記録 で あ る 。
(中央公論美術出版/発行)

〔震災前の姿再びー灘五郷〕

西宮市 か ら 神戸市、灘区 に か け て の 酒造地帯 ・ 灘五郷で、 自 治体や住民、 酒 造会社の努力
に よ っ て 、 震 災前 の 灘 の 街並みがす こ し ずつ よ み が え り つ つ あ る 。

神戸市東灘 区 の 白 鶴酒造資料館 は 97年 4 月 に 再 開 。 灘 区 の 沢の鶴資料館 「大石蔵」 は99
年春の完成 を 目 指 し て 再建工事 を 進 め て い る O 大石蔵 で は 、 新 し い 木造建築物の免震構造
を 採用 し て 耐震性 は 強化す る が、 使 う 材料の半分以上 は 元 の 資料館 の も の を 活用 し 、 建物
の構造 も ほ と ん ど変 え な い た め 、 県 の 重要有形民俗文化財の指定 を 引 き 続 き 受け ら れ る 見
通 し で あ る 。

今後 も 再建計画 を 具体化 さ せ る 酒造会社が相次 ぐ よ う で あ る 。 西宮市 の 自 鹿記念酒造博
物館 は 崩 壊 し た れん が造 り の 建物 の代 わ り に 、 木造の酒蔵 を 利用 す る 方向 で検討 し て お り 、
ま た 、 東難ほ の 菊 正宗酒造 も 資料館の 再 開 を 模索 し て い る 。
酒蔵 イ メ ー ジ の護興公営住宅

灘五郷 の 一つ 魚 崎郷 の 北側 に住宅都市整備公団が建設 し た 「 ル ネ シ テ ィ 魚 崎 中 町回地J
は 、 切 り 妻 の屋根 に 白 壁 の イ メ ー ジ を 生 か し た壁面、 玄 関 や坪庭 な ど に も 板瓦 を使 っ た和
風の デザ イ ン で 、 酒蔵の街の新 し い景観 と な っ て い る 。 1難五郷西端の 新在家南町の復興公
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営住宅 も 、 酒蔵 を モ チ ー フ に し た 集会所や 自 転車置場 を 設置 し で あ る 。 震 災 で 消 え た 酒蔵
の景観で あ る が、 !日西国街道沿い に 出現 し た こ れ ら の 高層住定群 は 、 ま ち の記憶 を 次世代
に伝え る 建物 と し て も 注 目 を 集 め そ う だ。

〔個人で街の景観保存〕

西宮 ・ 夙川 に 近い安井町の三木家 は 、 全壊 し た 母犀や土蔵の解体 と A緒 に 、 傾い た御 影
石の石塀 も 取 り 払い 、 金網の フ ェ ン ス に 替 え る 計 画 を し た 。 し か し 「長い 間 親 し ん で き た
夙Jl I べ り の た た ず ま い を 失い た く な いJ r家 の 構 え が変 わ る と 育 っ た 患 い 出 も 薄 ま る O 近
所 の 人 も 悲 し む だ ろ う 」 と 家族会議で話 し 合 い 、 通 り に 面 し た 右塀 は残 し た 。

マ ン シ ョ ン に建 て 替 え ら れ た屋敷に あ っ た 、 町の シ ン ボル だ っ た コ ブ シ の 木 を 譲 り 受 け
て 庭 に植 え た 。 「 み ん な が親 し ん で い た 木 な の で何 と か残 し た か っ た」 と 言 う 三 木。 コ ブ
シ の花が元気 に 開花 し た こ と を 、 近 i携 の人 た ち と 一緒 に 喜 ん で、い る O 一 一 夙 川 べ り は、 阪
神 間 の住宅地の 中 で も 最 も よ く 落 ち つ い た 雰 囲気 を 残 し た と こ ろ だ っ た の そ ん な 景観 を 守
る た め に ひ と り だ け で も や ろ う と い う 力 は 、 失 わ れ て い な い 。

〔町並み消 え たー富町〕

淡路島 の 一宮町江井地区 に は 、 蹄J 門 や屋根付 き 塀の民家 な ど歴史的 な 町並 み が残 っ て い
た 。 江戸時代以後の線香工場 も 20か所:が残 っ て い る こ と か ら 、 こ れ を 保存 し よ う と い う 動
き も あ っ た が、 地元の 関心が薄 く 、 地 区全体の保存 は 実現 し な かっ た。 そ の 町並 み が大震
災 の 影響で一変 し た 。

被 災 し た住宅の再建 に 、 屋根が軽 く て 工期 の 短い ツ ー パ イ フ ォ ー を 導入す る 人、 屋根付
き 塀 は 残 し た が土塀 を ブ ロ ッ ク に 変 え た り 、 屋根瓦 を ト タ ン に す る な ど簡素化す る 人が多
く 、 昔 な が ら の情緒 を 残す家屋 は 10軒 に 満 た な い 数 に 減 っ た 。 シ ン ボル 的 な 存在 だ っ た江

戸時代 の 回 船問屋 「住 田 家」 住宅 も 、 震災に よ る 破損がひ ど く 、 修復が断念 さ れて解体 さ
れ た 。

一宮町 は 、 撤去 し た住 田 家住宅の跡地 を 買収 し て 、 資料館 を建設す る 計画 を打 ち 出 し た 。

〈参考文献〉
「記録 と 史料 第 8 号」 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会 1997年10月 (特集 阪神 ・ 淡路大震災 と 記

録づ く り ) 

「歴史 と 神戸 第37巻第 l 号 (通巻206 号) J 神戸史学会 1998年 2 月 (特集 阪神 ・ 淡路大震災か ら 3 年)

「奥人館復興 神戸市伝統的建造物修復記録」 神戸市教育委員 会 1998年 1 月
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歴史的建造物の再生

阪神 ・ 淡路大災災では 、 n r主による 破壊に加

え て 人 的 被壊 も 行 わ れ た 。 、下位 な ら 俄壊 を 許 し

で は な ら な い 建物 を 、 二次的 な �j�芹 を 起 こ す お

そ れがあ る と い う Jlíi Etl で\ 伐 っ た 柱 な ど を

に .!fj( り 壊 し た 。 建物 は 痛 め ば修 J�j し て 使 う こ と

がで き る も の vご あ る の に 、 政府 は 被 災 住物 の 撤

去 に 公的 資 金 を 援助 し 、 数 万 械 の 建物 が取 り 壊

さ れ た 、 }j� 災直後lよ 人命紋ilJJ 々) ()U;�ll 1 !が段優
先で、 歴 史的建造物 を どう政決する のか、 む し

ろ、 紋済する こと 自 体の 足JI♂す ら 判 断 っ き かね

る 状態であ っ た 。 ま た 本i左右 来機nに丸j す る 批

判 も お: か っ た わ し か し 、 歴

料 と し て だ け で な く 、 地域の イドIt't を つ く り 11'. し

て い る 要 素 で あ り 、 JN] 辺 の H 民 に 的 な 安定

を 与 え どj も の と し て 主要 な 社会 的 資 庄 で あ る 。

取り 壊し、 撤去す る という流 れの 中 で 、 歴 史的

建造物 を 修Jll[し、 再生 さ せようという市民 の動

き が大 き く な っ た 。

f! 本建築小会l土、 地従抗fを か ん 1 I 治的 に 被

調 公 を !井J M; し て い た ハ 2 Jl に 入 っ て か ら は 、 近

畿 支 部 の 機 1え な沢 系 の 建 築 史 、 民家 、

史 、 i主築必の 4 部 会が組織的 な i?J� 1f を kfi め た 〈

調交の符倣は、 [Iè] ・ 呼fU択 のil1íË 文化財 だ けでな

く 、 米 指 定 文 化財 も !よ く 綱 官ー し た こ と で あ る

被}f状況 を 、 修復 ・ 保存 を 念:，jfi に 13 い た 独 自 の

視点で判 断 し 、 さ ら に 被 災 の 科 {段 、 ，:J5J1)' IIj ，r'Zで

イ参J!i' 文; 献 阪 j:l事 骨 淡路 大 渓 災 と げ 史的 住 物J

<<'irri f， ニ 加藤 fI)1)5 
うま千fp1r 二 忠 文 問 t�， )t反

'iMî年 JJ = 1 99長年 2 fJ

の修Jfl!の状況、 持 ら Lの 怠I('J の IllJ き 絞り 、 f{

の l記録 も す る 、 と い う 内 科の 調子と で あ っ た { そ

の 中 で わ か っ た こ と で あ る が 、 も と も と 被 災 地

域では歴 史的悠近物に対する 住民 の時限保存 

r�}llへの気.illがお し 績秘的に rJî 町の 文化財指

定 が行 わ れ た り 、 指定 . �if止 の た め の 謝 交 が進

行 仁ド と い う I'j もが多 L ミ 。

被 災 し た 野 史 的住 造物 の 約 、IHJ�t止 、 Ý-f て 存 え

ず に !IÍ'筏 . 1m!!整 合 1f り て し 》 る が、 科I ri1Htì nこ 行

政 や 研究 計? を 選 ん だ件 数 は 少 な く 、 え;化対 と し

て の 認識 を 踏 ま え た (引を や iil í闘 が ト 分 に 行 わ れ

て い る と は ， ; い が た い 〆 ま た 、 建 て 十字 え た 場 介

も 、 以 前 と 同 校 ;;，: 憾 穐加 の 建物 を て て い

る ケ ー ス は 多 い が 、 終 JL約 ff}伎 は わず か で 、 主
化財 と し て の認織に 法づ く flf ffi は {が め て 少ない。

丈化刻々 を itilH し つ つ保存する あ り 々が今絞索

さ れ て い る が、 む;統i亡 '�<: の 場 介 、 J:lt代 の ti ま い

であ り 絞 け る た め の 仁 たが11え も 必 安 だ ろ う r

で も 、 外観 に ばか り f立j心 と

指導がl(iJ け ら れる が、 fì み 続 け る た め の 補強や

内 部 改 造 の 支 疑 は 少 な l \" tt円 、 こ と が負 担l で あ

る 現状か ら 、 ltî さ が 寺 れ 、 快適 で 、 ll jl \ ほ ど に

よ夜長i;{dlí1点が閉す イ ギ、 1 ) ス のような状況に近づけ

た い コ ぞ う 宇 れ ば、 仮 に 然 災 し て も お い そ れ と

安 易 に Jf，( V) 壊 さ れ る こ と は な い だ ろ う
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保存 さ れ た野島断層

好 品 断層 は /::. íjl 断層 系 の 活断隔 で、 こ こ だ け

が地火 に 現れ た 仁 断層 は江崎JJfì か ら 寓 ぬ ま で

南阿へ 1 0 kmほ と、伸 びて い る 。 11 1 側

仮� か ら 見 て 右へず れ て お り ( イi 横 ず れ ) 、 111 側

が海側への し kが っ た (逆断層 ) よ う に な っ て

い る 。 最 も ずれが大 き い と こ ろ は 野 良 子林地以

で 、 ノ}三 、ド 1 . 9 m J'.下 1 . :2 m も あ っ た。

jヒì�!IlT で は 、 こ の一大 き な 災宍 を も た ら し た 地

渓 の あ と を 保存 し 、 後 i吐 に

/;11 1也 [え に 「 北淡町渓

ょ う と 小 食 - 長

を 者全備 し て い

る が、 そ の 一 部 「野島断層保存鉛 j が完成 し た。

i呆f長官立は鉄骨 ・ .m\鉄筋 、子医ill て 約 3 hn'で、

野 島 断層 を 長 さ 140 m に わ た っ て 穫 い 、 保 存 し

て い る こ こ で断I�母 が;己 ら れ る ば か 、 新橋 を 科

7:的 に解説す る ビ デ オ や 、 大震災 の 記録映像 を

放映す る ミ ニ シ ア タ ー な どの 設備 が繋 っ て い る 。

ま た 断階 、 地震 を テ ー マ に し た常:没展示 も あ る 。

野 島断層 は 学術 的 、 社会的 に 伽1[1'[が的j い た め 、

畑の畦の右横ずれ
(北淡町震災記念公箇パ ン フ レ ッ ト )
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小 ft . 1毛 品 地[x ぴ) 断析 と 、 .thl'や建物 の 部が破

壊 さ れ た 民家 を ff め て jミ然 記念物 の 指 定 を 受 け

る よ う 、 北淡町教育委 討 会 が 申 請 し た ノ fむ に 、

堅f'Iるì U;，f地区 のiUI前Jh;こ 上 が る 石段品名分の指

定 Itl 請 も 与 え ら れ て い る し

保�隔 の お itß を 切 り 取 っ て 之体的 に 民ノj、す る 変令

官が「討 さ れ た が、 ス ペ ー ス がな い た め に 保存館

で の 反 ノ]ミ は 定岐 し な か っ た r こ の ウゐ 体民ノj〈 i土 、

M 伐 人 と i'l �ぷ び) 博物館 に 移 さ れ る こ と に な っ て 、

に指J:[よ さ れ る rìíI に と 、 9711ミ 9 }J に 切

り 取 り {乍染が行 わ れ 、 約 1 m の 江 力体 が切 り 出

さ れ た っ 設 さ は 約 ，1 t あ り 、 そ の 夫 II!í は 乾燥 防

止 と 保護 の た め に ウ レ タ ン で援 わ れ た c 県 玄 人

と n 然。〉 博物館で は 、 断層 の 表的i を i骨 ら か に 再Ij

り 、 樹脂で問め て ガ ラ ス ケ ー ス に 人 れ

ぷす る 。

附fJrl�W の断Illj'l'H� 同庁保イr:fin
(�ヒj炎町 長災"己念公[忌| ノ t ン ブ レ ソ ト )

左緩行 (逆三形) 亀裂
(北淡町 震災記念公開パ ン フ レ ッ



い三出 深めわ震災何時活動
1 . 三度 目 の秋 ・ 記録 し つ づ け る 人々

関東大震 災 で は 市民のf掛 か ら み た震 災資料があ ま り 残 さ れて い な い 。 警 察 や 自 治体の公
式 な 報告書 を 手掛か り に 、 当 持の被 災 の模様 を 知 る し か な い と い う 。

被災者がや む に や ま れぬ思 い で 書い た 「資干し は 、 そ の多 く が捨 て ら れた 。 し か し 、 こ
う し た 「生 き た 資料」 こ そ 、 大事な 世 史 と な る 。 そ う 思 っ て保存 に 立 ち 上が っ た ボ ラ ン テ イ
ア がネ ッ ト ワ ー ク を 組 ん で組織的 に収集、 整理、 保存 に努め て い る 。 ま た 震災体験、 そ の
設の経過 ・ 問題な ど市民の手記 を 集め た本 の 出 版 も 続い て い る 。

〔 阪神大震災 を記録 し つづ け る会が第 4 集 出版〕

被災 者 自 身 が、 体験 し た こ と 、 見 聞 き し た こ と 、 そ の 時 々 の 思 し を 記録 し よ う と 、 rl夜
神大震災 を 記録 し つ づけ る 会J は 手記 を 公募 し て 、 体験記 を 出版 し て い る 。 98年 6 月 15 日
発行の 「今、 ま だ、 や っ と ・ 1 は 、 第 4 集 に な る 。 I司会で は 、 第 5 次の 手記 を 募集 し て
い る 。

「 三 度 目 の秋」
略

薄氷 (37歳 自 営業 神戸 市須磨区)

平成 9 年秋、 状況 は 悪 く な る 一方でつ ら い こ と だ け が増 え て い る 気がす る 。 仕事 も 途切
れ る こ と が多 い 。 ま た仕事が取れ て も 震災前 と は比べ も の に な ら な い程 に 工賓が安 い 。 収
入が激減 し で も 自 宅 を 再建す る た め に借 り た お 金 は 返済 し な く て は な ら な い 。 今 の 私 の 頭
の 中 は経済的 な こ と ばか り が渦 を ま い て い る 感 じ で息が詰 ま り そ う に な る 。

震災で全壊 し た 自 宅 は 、 主人が若い 頃 か ら せ っ せ と 働 い て 数年前 に ロ ー ン を 終 え た 。 そ
し て ま た45歳 か ら お年の ロ ー ン がス タ ー ト し た 。 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ の メ ー カ ー が どん ど ん
倒 産 し 、 こ の産 業 の復 興 に は10年 は かか る と 言 わ れ て い る 中 で返済 し て い け る の だ ろ う か。
仕事場 は 主人の名義で、 は あ る が、 義援金や助成制度の対象 に は な ら な か っ た 。 細 々 と 営 む
家 内工業 に は救 い の 手 は 何 も な い 。

地震前 自 宅で使 っ て い た 電化製品 は ほ と ん どが壊れ た 。 テ レ ビ も 洗濯機 も ク ー ラ ー も 新
し く 購入 し た 。 ク ー ラ ー は経済的余裕がな い た め 、 一階の 台所兼居陪 に 論 台 だ け あ る 。 夏
な の に 日 中 締 め切 っ て い る 家の 三 階の部屋 な ど到底寝 ら れ る も の で は な い。 一 階の フ ロ ー
リ ン グ に布 団 を 二枚敷い て 4 人で寝 て 更 を 過 ご し た 。

私 た ち 夫婦 は 、 主人が 9 歳年上のせい も あ り 、 夫婦喧嘩な どほ と ん ど し た こ と がな か っ
た 。 し か し 、 最近で は何気 な く 口 に し た 言葉か ら 言 い 争 い に な る 。 い つ で も 二人三脚 で 、
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地震後 も 同難 を 乗 り 切 っ た は ずだ っ た の に。
平成 8 年 8 月 12 日 、 私 は 仕 事場の近 く の コ ン ピ ニ エ ン ス ・ ス ト ア にパー ト に 出 る こ と に し

た 。 家業 と パ ー ト を 半 日 ずつ のこ足の わ ら じ で あ る 。 主人は体裁 を 気 に し てパ ー ト に 出 る こ
と に反対 し た。 こ の非常時に何が体裁だ と 思 っ た。 年末年始 に も 二 日 し か休み を 取 ら な か っ
た。 案の定、 大晦 日 の 日 に大暗嘩 に な っ た。 小学 4 年生 と 二年の子供が泣 い て止め に入っ た。
子供の前で馬鹿 な こ と を し た と 思 っ たが、 主人が ま す ま す遠い存在の よ う に感 じ た 。

コ ン ビ、 ニ エ ン ス ・ ス ト ア の 近 く に は仮設住宅が建 ち 並 んで お り 、 客層 は お 年寄 り が多 い 。
公共料金の支払い に 来 ら れ る お年寄 り の 中 に は 、 わ ず か な 額 の 電気代が払 え ず督促状を 2
カ 月 分持 っ て こ ら れ、 「すみ ま せ ん が 1 カ 月 分 だ け お願 い し ま すJ と 、 し わ く ち ゃ の 千 円
札 で、支払 っ て 行 か れ る 方 も い る O

平成 9 年 4 月 、 消費税が 5 % に な っ た。
「私 た ち に は こ の何fIJ (の差) が大 き い」 と 、 2 百 円 の食パ ン に 1 0 円 の 出費 税 を 支払 い

な が ら つ ぶ や い て い か れ る 。 そ の 方 は こ の食パ ン 6 枚で何 日 か を 過 ご さ れ る そ う だ。 話 を
す る よ う に な っ た仮設 に 住 む方 も 、 修理 も ま だ の 半壊 の 家 に 住 む 方 も 、 震災後体調が悪か っ
た り 生活が苦 し い こ と を 話 し て い か れ る O

自 宅があ る 西須磨 に は大 き な 問題が持 ち とがっ て い る O 震災で は ほ と ん どが全壊 し た こ
の 地区 に 、 神戸市が産業道路の計画 を 押 し つ け て き た 。 こ の 道路計画 は 地震 直 後の 二 ヵ 月
間 に縦覧期 間 を 設 け て 決定 し た と い う O 直後の 二 ヵ 月 と い え ば、 私 た ち は水 く み や炊 き 出
し に並 ぶ毎 日 だ、 っ た 。 主 と し て 大型 ト ラ ッ ク が走 る と い っ こ の 高架道路建 設 は 、 被災 し な
が ら も や っ と の 思 い で、戻 っ て き た私 た ち 住民 に ま た つ ら い生活 を 強い る 計画 で あ る O 排気
ガス や騒音 で私 た ち は心 も 身体 も 害 さ れて し ま う O ど う し て 上 に 立 つ 人た ち は 、 被災者の
生活 を 後 回 し に し て 道路や空港の こ と ばか り 進め る の か。

真夏の暑い 日 、 道路計画の見直 し を 訴 え て 「西須磨主婦の会」 の 皆 さ ん と 一緒 に神戸市
役所前で ピ ラ 配 り を し た 。 通勤途中 の市役所 の 職員 の 方 た ち 命人 ひ と り に 頭 を 下 げ ピ ラ を
渡 そ う と し た が、 嫌 な も の で も み る よ う な 目 で ピ ラ さ え も 受 け 取 っ て く れず、 足 早 に市役
所 に 入 っ て い か れ た 。 虚 し い気持ち で い っ ぱい に な る O こ の 人 た ち に は被災 し た 人々 の 心
や 身体の い た み な ど絶対 に 理解で き な い だ ろ う と 思 っ た 。

私た ち は 平 凡 な 元 の 生 活 に 戻 り た い だ け な の に 、 立 ち は だか る 問題は あ ま り に も 大 き す
ぎ る 。 た だ平凡に仕事を し 、 子供 の 成長 を 楽 し み に し な が ら 生活 し て い き た い だ け な の だ
が、 そ れが こ ん な に 難 し い と は 思 い も し な か っ た 。

〔街づ く り の記録 な ど を 冊子 に 〕

被災者支援 に 取 り 組む 市民 グ ル ー プの リ ー ダ ー ら が、 被災者が直面す る 課題 な ど を 全国
に発信 し よ う と 95年11 月 に 冊子 を 創刊 。 月 一 回 の ベ ー ス で発刊 し て い た が、 12号で休刊 と
な っ て い た 。 高官 の 出 版社 が支援 を 申 し 出 て 、 季刊誌 rWAVE 1 1 7  ( ウ ェ ー ブい ち い ち
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な な ) J と し て 97年11 月 に 抱 刊 し た 。 同 誌 は 街づ く り への提言や震災後 に 生 ま れ た 丈化活動、
住民 に よ る 能づ く り の記録 な ど を 取 り 上 げて い く 。 編集長 を 努 め る 渡辺仁 は 「孤独死や失
業、 公的支援 な ど被災地の課題 を 検証 し て被災地か ら 多 く の 声 を 発信 し て い き た し U と
つ 。

( r震災 で見 え て き た も のJ テ ー マ に 手記出版〕

被災体験の有無や被害:の度合い に 関係 な く 、 震災 を ど う 受 け 止 め て い る か に 焦点 を 絞 っ
て 、 詩 人や ジ ャ ー ナ リ ス ト 、 医師、 建築家、 主婦 な ど22人が執筆 し た り主者 と 死者 の ほ と
り 阪神 大震災 ・ 記憶 の た め の試み」 が出版 さ れた 。 阪神 大震災 に つ い て言 う と き 、 被害
の大 き か っ た 人の こ と が語 ら れが ち だが、 直括的 な被害 を 受 け な か っ た 人 に も 震災 は 大変
な経験 だ っ た 。 こ の本 は 、 被災者 で な く て も 震災 を 真正面か ら 見つ め よ う と す る 人 た ち の
声 を 中 心 に 集め ら れて い る c

〔子供 た ち の今 「 ド ッ カ ン ぐ ら ぐ ら そ し て あ し たへJ )

県小学校教育研究会国語部会 は 、 震災由:後の95年 2 月 か ら 県内 の子供 ら に 呼びか け 、 作
文 を 募集 し た 。 そ れ を ま と め た 「 ド ッ カ ン ぐ ら ぐ ら 」 を 同年 9 月 に 出版 し 、 全国 の小学校
長会 な ど に 配布 し た と こ ろ 、 大 き な 反響 を 呼ん で 、 14万部が売 れ た 。

読者か ら 「 そ の後子供 た ち は ど う し て い る ん で、すか」 と い う 問 い 合 わせが相次い だ こ と
か ら 、 続編 を 計画。 改 め て作文 を 募 り 、 「 ド ッ カ ン ぐ ら ぐ ら そ し て あ し た へJ と し て ま
と め た 。

震災で 自 宅が全焼 し、 被災地外ヘヲ i っ 越 し て不安や さ び し さ の 中 か ら 「 く よ く よ し で も 仕
方 な い」 と た く ま し く 立 ち 上がっ た小学六年生や、 子供た ち で街づ く り の計画 を 立 て て い る
小学四年生な ど、 そ れぞれの二年後の様子が子供 た ち の言葉でス ト レ ー ト に描かれて い る 。

〔 高校生遺児の交流文集 「暁 日 への道」 第 4 集発行〕

N H K厚生文化事業 団 は 、 95年度 か ら 震災で保護者 を 亡 く し た高校生の支援活動 を 続 け
て い る O ま た 、 高校生た ち の交流の場 に な る よ う に と 、 作文 を 募集 し て文集 「明 日 への 道J
を 発行。 98年 3 月 に 出 さ れ た 文 集 は 第 4 集 臼 と な っ た 。

「三年間 、 い ろ ん な 事があ っ た。 仮設での生活 も 経験 し た。 高ーだ、 っ た私 も 今では大学生
に な っ た。 父 を 亡 く し て ど う な る の か と 不安 だ ら け だ っ た け ど、 ど う に か今 ま でや っ て こ れ
た。 そ ん な 三年 陪 で 、 交流会 に 参加 し 同 じ境遇の人た ち と 友だ ち に な れた こ と が私 に と っ て
は 大 き い。 そ れぞれの体験や意見 に は分か り 合え る こ と が多い し 、 み ん な の がんばっ て い る
と こ ろ を 見 て い る と 、 私 も がん ばろ う と 思 え る 。 た く さ んの い い影響 を 与 え て も ら っ て い る 。

地震が な か っ た ら 出 会 う こ と は な か っ た と 考 え る と 複雑 だ け ど、 亡 く な っ た 親 た ち が私
た ち を 引 き 合わ せ て く れ た ん だ と 私 は思 う O み ん な 、 こ れか ら も 友 だ ち で い て な 」
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県立津名 高等学校卒 興津淳子
2 . 震災資料を後世に

被災地 で は 、 さ ま ざ ま な 局面で膨大な 記録や資料が作成 さ れ た 。 こ の記録や資料の散逸
を 防 ぎ保存 し よ う と す る 動 き が、 行政、 民 間 の 別 を 間 わ ず存在 し て い る O

( r避難所 日 誌J 収集〕

震災で、30万 nfiJ'�Yí失 し た神戸市長 田 氏c こ こ で は 、 最高時 に は K民の約 3 分の l の 4 万
489人が84か所で避難所生活 を 送 っ て い る 。96年 9 月 か ら 、 区役所職員 有ぷの グ ル ー プ。「人 ・
街 ・ な がた震 災資料室」 は 、 避難所 と な っ て い た 各学校や ボ ラ ン テ イ ア組織 な ど で保管 さ
れて い た 日 誌 を 収集 し 、 整理 し て き た c 避難所通常 に かか わ っ た市職員 、 他府県か ら の応
援職員 ら か ら も 当 時 の メ モ ヤ写真、 食事配給券や連絡用 の張 り 紙、 班長会議録な どが寄せ
ら れた 。 子供た ち の死 を 記 し た ノ ー ト 、 配給食の献立 メ モ 、 避難者 の 苦情の走 り 書 き な ど、
数百点 の資料は避難所生活 を 克明 に 記 し て い る し

整理 さ れ た 資料 は 、 区役所内 に 設設 さ れた に保管。 防災のiた立 を 新た に し て
も ら う た め 、 一般rtf民 に も コ ピ ー を 公 開 し た 。 ま た こ れ ら は 、 大災害の そ の 後の 過程 を 研
究 し 、 防災対策 を 立 て る う え で 、 教訓i に な る 貴重 な 一次資料で あ る 。

〔個人情報の保護策 を 検討 し デー タ ベー ス化〕

兵庫県 は財 団 法 人 r21世紀 ひ ょ う ご、創造協会J に 委託 し て 、 避難者名 簿 や 当 時の様子 を
伝 え る 日 誌 な ど を 、 震 災 を 物 語 る 貴 重 な 資料 と し て収集作業 を 進 め て い る 。 調 査 で は 県 内
の 地 亙集会所や学校施設の う ち 少 な く と も 30か所 に残 さ れて い る こ と がわ か っ た が、 プ ラ
イ パ シ ー な どの 問題か ら 提供 を 断 ら れ る ケ ー ス が多 い 。

こ れ ま で収集 し た資料は約 5 千点。 日 誌や避難者名 簿 な ど個 人名 の 入 っ た資料 も 多い が、
能人や家族 に 対す る 当 時の率直 な 思 い が書 か れ て い る ケ ー ス で は提供者 ら か ら 、 「 自 分の
死後に公開 し て ほ し い 」 と い っ た 制 限が付 く こ と も あ る と い う 。

今後 は 、 97年12月 初 日 に 設立 し た財団法人 「阪神 ・ 淡路大震災記念協会」 に 引 き 継 ぎ、
当 協 会が調査 を 続 け て 、 すべて の 避難所約 l 千 150か所 に 対象 を 広 げ、 個 人情報の保護策
を 検討 し た 上 で 、 デー タ ベ ー ス 化 し て全国 の研究者 ら に 活用 し て も ら う 考 え で あ る 。

〔 甲南大 震災の記憶 ・ 記録 を 本 に 〕

甲 南大学 (神戸市東灘区) は 、 阪神大震災で16人の学生、 院生 を 亡 く し 、 校舎 も 大 き な
被 害 に 遭 っ た 。 「被害 を 受 け た大学 と し て 記録 を 残す こ と と 、 社会現象 と か か わ っ て い く
職業集団 と し て 震災 を 見 て い く こ と を 義務 と す る 」 と い う 観点 か ら 、 教授 ら 30余人か ら な
る 謂査委員 会 を 発足 さ せ た 。

震災の翌年、 大学の被害状況や犠牲 に な っ た 16人へ の 追悼 を ま と め た 「 甲 南大学の阪神
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大震災」 を 出版 し 、 続 い て 学生や教職員 の 体験記録 11995 ・ 1 ・ 17 を 証 言す る 第 一 部」 、
そ し て 、14 礼子 は 受験生 だ、 っ た 新人生の体験記録 「 同 第二部」 を ま と め た c そ の後、 震 災 や
そ の 促興 に つ い て大学教授 ら が、 法律、 経済、 経済学、 心理、 社会学そ れ ぞれの観点 か ら
の記録や分析 を 、 5 冊の本 に集約 し た 。

〔震災資料室 を 設置 し て 国書館再建〕

災 で 、ド壊 し た 神戸 市 中 央民の市 在 中 央悶書館 の IEj館が建 て 替 え ら れ、 97年 6 }j に 2 号
館 と し て 再 開 し た 。 震災資料室 や 、 映画 L映や講演会な ど に も 使 え る 閲 覧主 を 備 え て い る 。

災 関連資料室 に は 、 活断層 の 地 図 、 航宅写真、 断層 、ì:体模型 な ど 丈献 以外 を 中 心 に し
た資料約300点 を 展示 し て い る c

|斗 凶書館 は 震 災 直設か ら 震災関連の資料 を 収集 し て お り 、 図書 を 中心 に行政関係の広報
やパ ン フ レ ッ ト 、 視聴覚資料な ど を 集め た 。 常設展示 も し て い る が何年 1 月 14 日 か ら 、 震
災 3 年 に 合わ せ て ‘ 階 玄 関 近 く に 特別 コ ー ナ ー を 設 け て 、 「 わ す れ な い わ す れ ら れ な い
あ の 日 あ の 時 1 ・ 17展」 を 開催 し た。

〈参考文献 今、 ま だ、 や ふ と ・ 1 阪子中大災災 を記録 しつづける 会 1998年 6 月

記録室通信

1998年 3 月 27 日 、 「記録室通信」 の 最終号が

発行 さ れた 。 発行所の震災 ・ 活動記録室 (神戸

市 長 田 区六番町) が発展 的 に 解消 し た か ら で あ

る 。

震災 ・ 活動記録室 は 、 震災の年の 3 月 末 に

災の記録」 を テ ー マ に 出 発 し た 。 地震直後 に 内

外の支援団体 を 対象 に 、 現在の 課題調査 と 地震

か ら 40 日 間 の 活動 の 経過記録 に つ い て ア ン ケ ー

ト 調査が行 わ れた が、 そ の処理 を 引 き 受 け た こ

と が発足の き っ か け で あ っ た 。

活動 は 、 「震災 の ボ ラ ン テ ィ ア の活動の記録」

か ら 「被 災 地 の 問題状況の 整理 と 発信」 、 そ し

て 公営 住 宅 の 募集 を 機 会 に 住 宅 マ ッ プ ・ て ぴ

き ・ 電話和 談 な ととの 「ι情報ボ ラ ン テ イ ア 」 へ と

幅 を 広 げて い っ た 。 こ の 問 、 公的支援 を 求め る

被災者団体の サ ポ ー ト や NPO 法案へ の か か わ

り 、 神戸市長選挙での公開質問状 な とぐ立法や政

震災後 3 年 を 経過 し て . �市動記録室」

の活動 を 整理す る 時期 を 迎 え 、 資 料に か か わ る

部 門 と 、 情 報 に か か わ る 部 門 に わ か れ た 。 「震

災 し み ん情報室」 は 「情報支援」 と 「震災の教

�JII と 課題の整理 ・ 定着」 を テ ー マ に 再出発。 ま

に か か わ る 部 門 は 、 「 震災 ・ ま ち の ア

カ イ ブ」 と し て市民か ら 寄せ ら れ た 資料の う ち

地 震 直 後 の ノ ー ト や チ ラ シ な ど一次資料 を 公

開 ・ 保存 ま でのイノn� を 担 当 す る O

策への関心 と 関与、 ま た兵庫県内の市民活動 図 「記録笠通信」 最終号 と 「反災 し み ん情報室」 、 「震
体の 「 グ ル ー プ。名鑑J 1"1' り も 行 っ た 。 災 ま ち の ア ー カ イ フ 」 の 設立あ ん な い
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ト
i 消滅 と 再生 1 000 自 の記録

「 こ ん な 悲 し い こ と があ っ て も い い の かJo

涙がこ ぼれて仕方がな か っ た 。 僕 は こ の 時、 街

が元の 姿 に 戻 る ま で写真 に 記録 し よ う と 心 に 決

め た 。 神戸市内の60か所 を 定点観測の場所 に 選

び、 月 に 数段 通 っ て そ の 場 所 が ど の よ う に 変

わ っ て い く か を 4 x 5 カ メ ラ で記録 Ufìめ た の

だ っ た 。

民災百! f& tこ ガ レ キ の な かで i脚 を '.7 て てl*il��

し て い る と 、 被 災 {;ー か ら 出 が飛 ん で き た 、

「 こ っ ち に き て 手伝わ ん か い ! J r コ メ か 金で

も 対三 っ て こ い ! J 有え 災 行 の怒 り は よ く わ か る

だが、 な あ か ん」 と れ 分 に 、 聞 か せ

て 「す ん ま せ ん 、 す ん ま せ ん 」 と 努{ を ト げた r

フ リ ー カ メ ラ マ ン 熊谷氏 : の 与 t\ 集 守中} f ・

消 滅 と 再生」 は 、 崩 壊 し た街角 が H を 追 っ て 立

ち [I�: っ て行 く 姿 を 写 し 出 し て い る 。 船着場 も 通

路 も 崩 れ た 平成 7 年 2 月 5 ß の 中突堤。 そ こ に

土盛 り さ れ、 舗装 さ れ、 平成 8 年 7 月 14 ß に は

ス ケ ボ ー の 少 年内 た ち が群れて い る そ ん な 移

り 変 わ り の 記録で あ る 。
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て -復i日か ら 館造ヘ
国立民族学博物館教托 端 信行

ま ず は復11::1段階
10年 に わ た る 復興計両 と し て は 、 は じ め の 3 カ 年程度 を ま ず は 復 旧 段 階 と 位置づけ た こ

と は 、 常識的 に み て 自 然 な :考 え 方 で あ っ た 。 そ し て 「緊急、 3 カ 年」 が、 it宮、 産業経済、
都市 イ ン ブ ラ の 3 分野 に 主点が置か れ た の も 、ij 然 で あ ろ う C そ し て 、 ご く 、う 然の よ う に 、
こ の考 え }j は 文化 の 分野 に お い て も 受け 入 れ ら れ た よ う で あ る し

文化 と い え ば、 や は り 人 々 の 文化活動 の拠点 と な る 諸施設、 * ー ル や 美術館、 博物館 な
どが想起 さ れ る よ う で あ る が、 近 年 で は 文化の考 え 方 も 拡が っ て き て お り 、 身 近 な も の で
は 近 く の公民主主や生挺学科施設、 カ ル チ ャ ー ス ク ー ル 、 劇場や映画館 な ど があ り 、 も っ と
文化活動 の 範 囲 を 拡 げる と 各地の公聞や ス ポ ー ツ 施設 な ど も 文化活動の 拠 点 と し て挙げ ら
れ る 。 そ し て 間 知 の よ う に 、 �Jj神 ・ 淡路 大震 災で は こ う し た施設の被害 も 大 き か っ た 。

こ う し た 施設の復 1[ 1 は震災 の 産後か ら 始 ま り 、 こ の 3 カ 年 の 間 に は被害 を 受 け た 諸施設
の復旧 は ほ と ん どが定成 し 、 そ れぞれの施設の本来の活動 は す で に再開 さ れ て い る O 文化
財 に つ い て も 施設 と 同様 に 、 復 旧 は順調 に 進 め ら れた と 言 え よ う 。 と り わ け建造物 に つ い
て は 、 そ の 多 く は 新 し い装 い の も と で ふ た た びそ の 美麗 な 姿 を あ ら わ し 人 々 の 目 を 楽 し ま
せ て い る 。

施設や文化財 は復旧 し 、 本来の活動 は戻 っ た の であ る が、 こ れが望 ま し い復興の すがた
で あ る と は 誰 も 思 わ な い 。 な ぜ な ら 、 阪神 ・ 淡路大震災ほ どの規模 の 災害 と な る と 、 失 っ
た も の 、 破壊 さ れ た も の は 、 こ う し た 目 に見 え る か た ち の も の ばか り と は 限 ら な い か ら で
あ る O 使 用 前 、 規用 後 と い う わ け で、 は な い が、 本 来 の 活動が戻 っ た と い っ て も 、 すべて と
は い え な い ま で も そ の 活動 は も は や震災以前の活動 と は 質 の 異 な っ た も の と な っ て い る と
考 え ら れ る 。

具体的 に 考 え て み よ う 。 震災時 に被災 さ れ た 多 く の 人 々 は避難所 に避難 し た 。 多 く の場
合、 避難所 に は地域の 学校が指定 さ れて い た こ と は よ く 知 ら れて い る と お り で あ る O し か
し 学校がす べ て の被災者 を 受 け 入 れ る こ と が出 来 た わ け で は な い 。 あ の混乱の な かで あ る O
各 地 の 市役所や公共施設 に も 避難す る 人が多 か っ た 。 地域の美術館 な ど に も 避難 を 求 め る
人があ っ た と い う 。 し か し 、 そ う し た文化施設 自 身 も 被災 し て い た し 、 安全性 を 考 え 、 被
災者の受 け 入 れ を 断 っ た と 開 く O し か し施設側 の 悩 み は大 き か っ た 。 文化施設 と い え ど も
地域の公共施設であ る こ と に は違い な い 。 被 災 し た と い っ て も 全壊 し た わ け で も な い か ら 、
受 け 入 れ よ う と 思 え ば出 来 た か も 知 れ な い 。 い っ た い地域の文化施設 と は何 な のか。 本来
の 活動 だ け で よ い の か。 そ れ と も 震災時 に は 地域の公共施設 と し て の役割 も 果 たすべ き な
の か。 文化施設 と し て の役割 と は い っ た い ど こ ま で の 活動 を 言 う の か。
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再生への煩臨
こ う し た 文牝施設側 の煩悶 は 、 単 に 災害の よ う な 特 別 の 場面 に の み よ主 じ た 問題 で あ る と

す る の は 、 文化活動の意味 を 表層 的 に し か見 な い見方で あ ろ う 。 た し か に文化施設の も つ
本来の役割 は 地域の 人 々 や市民 に 広 く 文化 を 普及す る こ と で あ ろ う 。 し か し 冷 般 に組織体
の活動 は 往 々 に し て本来の役割 だ け を 演 じ る だ け で十分 と い う 自 己規定 に 陥 り や す い 。 災
害時 と は い え 、 な ぜ被災者 を 受 け 入 れ な け ればな ら な い の かじ本来の役割 は ど う な る の か。

こ う い っ た 煩 悶 は本来 は 教育 の場で あ る 学校 に お い て も い] じ で あ っ た で あ ん う 。 学校の
場合 は避難所 に指定 さ れ て い る と し 寸 事情が丈化施設の場合 と は 決定的 に違 う が、 そ れ で
も 学校がなぜ地域の 人々 を 受 け 入 れ な け れ ばな ら な い の か に つ い て 、 u と(� か ら 十 分 な 検討
と 訓練、 地域 と の繋が り があ っ た と は 思 わ れ な い c 受 け 入れ に あ た る 先生 }j の な か に は さ
ま ざ ま な 煩 悶 があ っ た に 違 い な し h

被災 し た 学校施設 も ほ と ん どが侮旧 し 、 い ま で は ほ と ん どが本来 の教育の場 に 民 っ た と
い え る が、 そ れで も 本 米の 安 に復興 し た と 考 え る 人 は 誰 も い な い だ ろ う 。 た し か に 友樹 的
に は元 に 戻 っ た よ う に見 え る か も 知 れ な いが、 震災の体験は先生方や子 ど も 達 の 一人 ひ と
り の な かで さ ま ざ ま な 変化 を も た ら し た こ と は百定で き な い。 さ ま ざ ま な 報告 で は い ま だ
に体験の シ ョ ッ ク か ら 抜け 出 せ な い子 ど も も 多い と い う O あ れだ け の 規模 の 災 害 と な る と 、
そ の 体験 は 人 間 の 内 部 に も 大 き な 変化 を も た ら し 、 そ の 結果 と し て 震災の体験後 に お け る
意識や そ れ に も と づ く 生活や 人生の考え 方 ま で も がそ れ以前 と は大 き く 異 な る こ と が多 い
の で あ る 。

文化施設 に あ っ て も 事情 は 同 じ で あ る 。 震災 に お け る さ ま ざま な 体験が、 施設が復旧 し
た あ と の 活動 の あ り 方 を 大 き く 変 え て き て い る の で あ る 。 表面的 に は 一見 し て 以前 と お な
じ 様 な 活動 に 見 え て も 、 実 は そ の活動 の 内部 で は大 き な 変化が起 こ っ て い る の で あ る O そ
れ は い っ た い どの様な 変化 で あ ろ う か。

ひ と こ と で 、 震災前 と そ れ以後で起 こ っ た変化 と い え ば、 地域 (社会) と の 関 わ り 方 に
つ い て の 変化 であ ろ う 。 何 と い っ て も 震災時 に は 、 丈化施設 と い え ど も 地域 に 生 き る 施設
で あ る と い う 一稲 を 突 き つ け ら れ た の で あ っ た 。 地域の 人 々 と お な じ 様 に 被災 し 、 お な じ
苦 し み を 味 わ っ た結果、 い ざ と い う 時 に は 地域の 人 々 と お な じ 運命 を 共 に し な け れ ばな ら
な い と い う 、 あ る 意味 で は 自 明 の 事実 を 突 き つ け ら れ た と 言 え よ う O そ う し た事実に対 し
て 、 文化施設 は あ ら た め て 地域 と の 関係 を 再検討せ ざる を 得 な く な っ た の で あ る O

こ れ ま で は 、 文化 と い え ば と か く 教養 と か精神 的 向上 の イ メ ー ジ と 結 びつ い て 、 教養の
あ る 人 と か 時 間 的経済的 に ゆ と り の あ る 人の享受す る も の と い っ た 考 え 方が一般 的 で あ っ
て 、 文化施 設 の 活動 の あ り 方 も や や そ う い っ た 人 々 を 対象 に 行 わ れ る 傾 向 があ っ た と 言わ
ざる を 得 な か っ た 。 美術館や博物館 に 足 を 運ぶ と い う の は 、 は っ き り し た 目 的 意 識 を も っ
た 人の場合で あ っ て 、 一般 に は親 し く 日 常的 な 行動 と し て 、 そ う し た 丈化施設 に 足 を 運ぶ
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こ と は な い と 考 え ら れが ち で あ る C つ ま り そ こ で は 丈化施設の活動 は 一部 の施設利用 者 (
好家) と 結 びつ く 傾向が生 ま れやす い の で あ り 、 文化施設が地域や 地域 の 人 々 に と っ て ど
の よ う な 意味があ る か と い う 意識 は 簿 か っ た と 言 え よ う 。 そ の こ と が震災 に よ っ て 大 き く
問 い か け ら れた の で あ る 。

い ま 文化施設 に 求 め ら れて い る の は 、 地域の施設 と し て の 再生への道で あ る 。 そ こ で は
あ ら た め て活動 内 容 そ の も の が間 い直 さ れた こ と は い う ま で も な い が、 加 え て各施設 と 地
域 と の 関 わ り が地域の 人 々 へ の サ ー ピス の視点か ら 間 い 直 さ れつ つ あ る 。 こ れか ら の 文化
施設で は 入館者 の ニ ー ズ や満足度 に 関す る き め 細 か い 調査研究や施設問 の ネ ッ ト ワ ー ク 事
業 の あ り }f な どが不可 欠 と な る で あ ろ う 。

癒 し の こ こ ろ と 創造の よ ろ こ び
こ の 3 1r を 振 り 返 っ て 、 升 i耐 の 復1[1事業の進展 と と も に 、 震災の 直後か ら さ ま ざ ま な 文

化の試みがは じ ま っ た こ と は 記憶 に 銘記 さ れ ね ば な ら な い勺 い わ ゆ る プ ロ と 呼ばれ る 専 門
家か ら 市民 の 愛好家 に い た る ま で、 被災者の こ こ ろ を 癒 し復興への気力 を 励 ま す、 j長 JJや
コ ン サ ー ト 、 丈化支援 な ど さ ま ざ ま な 丈化の試みが起 こ っ た 。

復旧事業が主 と し て公共の 手 に よ っ て 進め ら れた の に対 し て 、 被災者への 丈化の試み は
お も に市民や民 詞 の 人 々 に よ っ て行 わ れて き た と い っ て よ い で あ ろ う O 文化の 試み に対 し
て 公共 も 無縁 で は な か っ た が、 何 と い っ て も 被 災者 と の距離感が市民や民 間 の 人 々 の 方が
緊密で、 あ っ た と い わ ざ る を 得 な い 。 文化の 試み に 立 ち 上がっ た 人 々 の 多 く が被災者 で も
あ っ た か ら で あ る 。

被災体験の創作活動 も 実 に 盛 ん で あ っ た 。 あ れだ け の規模の被災体験 と い う の は あ る 意
味 で は 人 の創造力 を 刺 激す る の か も 知 れ な い。 俳句や和歌 を 詠み 、 体験 を 記憶 に と ど め 画
架 に絵筆 を 走 ら せ る 、 Jl二 み が た い 人の創造力 を 感 じ る 。 震災文芸 と で も い う べ き 創造が文
化 の 試み と し て起 こ っ た の で あ っ た 。 そ う し た 身近 な 文化 の 試み が起 こ っ て く る と 、 そ れ
ら を 支援す る 仕組みが求め ら れて く る 。 多 く の 人 々 が 自 分 も 何か 出 来 る の で は な い か と の
想 い を つ の ら せ 、 さ ま ざま な 文化の試み を 支援す る 側 に も 回 っ た 。 ア ー ト ・ エ イ ド は 文化
支援の 合い 言葉 に な っ た 。 こ う し た文化支援 も ま た文化の試み の ひ と つ と し て生 ま れ た の
で あ っ た 。

こ う し て市民の あ い だで多 く の文化的試みが生み 出 さ れ た の で あ る が、 い ま ひ と つ文化
復興 を め ぐ っ て物足 り な さ を 感 じ る の は私 だ け で は な い であ ろ う O た し か に こ の 3 年 間 の
あ い だ に 文化施設や丈化財 な ど は ほ と ん ど も と どお り に復 旧 し た 。 被災 し た 市民の あ い だ
で は さ ま ざ ま な 文化の試みが起 こ り 、 人 々 の創作活動や文化支援 も 盛 ん と な っ た 。 こ れ だ
け を 見 れ ば、 文化の復興は復旧段階 と し て は と り あ え ずす す ん だ と い っ て も よ い の で あ ろ
つ 。

し か し 、 こ れで丈化の毎興が順調 に す す ん で い ま す と 言い 切 れ な い と こ ろ に文化復興 の
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難 し さ があ る 。 そ れ は 人 々 のJ苗 く 丈化の イ メ ー ジ に も 関 わ る こ と な の で あ る が、 文化の復
興 と い う 課題で は 、 復 興 を 進 め る 全体的 な 姿 そ の も の が どの よ う に 文化的で、 あ る の かが向
わ れ る か ら で あ る 。 丈化施設が完全 に 復 旧 し た と か文化活動が盛 ん に 行 わ れ て い る と い う
こ と と 、 復 興 そ の も の の あ り 方が文化的で あ る と い う こ と と は あ ま り 関係 が な い の で あ る 。
一見 し て矛盾 の よ う に も 思 え る が、 文化的 で な い 文化施設や文化活動 と い う の は世 の 中 に
い く ら で も 存在す る 。 こ こ でい う 文化的 と は い わ ばそ の 社会の価値観の 集合体の よ う な も
の で あ る か ら 、 そ れ ら が 目 に 見 え る か た ち に な っ て い る か ど う か は別 と し て 、 結局 は全体
的 な 姿 に現 れ る こ と に な る O

震災直後 の 3 カ 年の あ り 方 と し て は 、 と り あ え ずの 夜 旧 を 目 指 し た 「緊急 3 カ 年」 の取
り 組み は や む を 得 な か っ た と 思 う O 最重要課題 を 都 市 イ ン フ ラ 、 住吉、 産業経済 の 3 分野
に し ぼ っ た の も ご く 当 然の こ と と 考 え ら れた 。 し か し そ の結果 と し て 、 こ の 3 カ 年の復興
を総括す る と 、 そ れ は あ ま り に も 利便性 を 重視 し た も の に な っ て は い な い だ ろ う かc 利 便
性 を 国後す る 前 に 、 い ま い ち ど復興で どの よ う な 生活 を 、 家 を 、 町 を 、 社会 を 取 り 戻す の
か を 考 え る ゆ と り があ っ て も よ か っ た の で は な い か と い う 気持 ち が残 る O あ ま り に 手際 よ
く 、 あ ま り に従来型の手法で復興が進め ら れ た こ と に 、 な ぜかそ う し た 心残 り を ぬ ぐい 去
れ な い の で あ る 。

創造的鋸興 は こ れ か ら が正念場
震災直後 に 10年 に わ た る 復興計画がつ く ら れ た が、 そ の 基本理念 は創造的復興 と い う こ

と で あ っ た 。 こ と ばで復興 と い う の は 簡単で、 あ る が、 そ れが どの よ う な 姿 の 復 興 に な る か
は 、 結局 は そ れぞれの社会の儲植観 に も と づ く も の で あ る 。 成 る よ う に し か成 ら な い と 諦
め て し ま え ばそ れ ま で で あ る が、 震災 に よ る 被害か ら 社会 を 再生 し な け れば な ら な い と な
る と 、 い か に価値観 の 問題 と は い え そ う 簡単 に諦 め て し ま え る も の で は な い 。 ど の よ う な

を 再生 す る の かが聞い 続 け ら れ た結果、 創 造 的 復興 と い う 理念 に い た っ た の で あ っ
た。

そ こ に は 、 こ れ ま で と は ひ と 味 ち が う 杜会 を 再生 し た い と い う 願 い が込め ら れ て い た 。
こ の稿 を 書 い て い る 98年末 に お い て も 、 日 本社会全体がい ま だ 出 口 を 見つ け ら れ な い 閉 塞
状態 に あ る が、 震災が直撃 し た何年 1 月 、 す で に現在の状況 は い ろ い ろ な 閣で顕在化 し て
い た 。 日 本社会 は経済成長期 を 終 え 、 本格的 な 成熟社会の あ り 方 を 模察 し つ つ あ り 、 グ ロ ー
パル化の進展 と 相 ま っ て 大 き な 変革期 を 迎 え て い る こ と は 明 ら かで あ っ た 。

そ の よ う な 認識 と 議論 を つづ け て い た 矢先 の震災で あ り 、 わ れ わ れ と し て は と て も 元 の
社会に戻す と い う だ け の復 興 は 考 え ら れ な か っ た。 そ れ な ら 変革 は 先送 り に な る だ け で あ
る O む し ろ 復興 を 通 じ て変革 を 先取 り す る こ と は 出 来 な いか。 そ れが創造的復興 と い う 理
念 と な っ た の で あ る 。

と こ ろ が こ の 3 カ 年 を 振 り 返 っ て み る と 、 目 立つ の は こ れ ま で の経済成長 を 支 え て き た
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利 便性の論理で あ り 、 従来型 の手法ばか り で あ っ た と い え ば言 い 過 ぎ で あ ろ う か。 こ の 3
カ 年 の復興 の あ り 方の な かで は 、 も う ひ と つ創造的復興の理念 に ふ さ わ し い復興が見 え て
こ な か っ た よ う に思 わ れ る O と り わ け そ れ は 国や 地方 自 治体 な どの公共の 側 に 乏 し か っ た
よ う で あ る O

た だ 「 緊急 3 カ 年」 の 評価 を 創造的復興の理念 に 則 し て行 う こ と に は 、 若 干 の た め ら い
も 感 じ る 。 何 と い っ て も 震災直後の 3 カ 年で は な い か。 復興の初期 に お い て 、 と り あ え ず
の 利 便性の 凹 復 を 求め た こ と は 、 そ れ ほ ど厳 し い評価 を く だすべ き こ と と も 思 え な い 。 課
題 は む し ろ こ れか ら で あ る の か も 知 れ な い。

す で に 見 た よ う に 「緊急 3 カ 年J は 済 ん だ、 の で あ る 。 で は こ れか ら の 課題 は将か。 こ れ
か ら の復興の あ り 方 こ そ が、 創造的復興 と い う 基本理念 に応 え る 課題 を 担 っ て い る の で あ
る O 援興住宅が完成 し 、 仮設住宅か ら の 入居がは じ ま っ て い る 。 個 人 の 住 宅 や共同住宅の
再建 も すす ん で い る 。 商庖街や市街地!え の再生 も すす ん でい る 。

そ れ ら は も は や か つ て の地域で は な い。 震災 と 再建 と い う 試練 を へた 地域 であ る O そ こ
に は未 米 の 日 本 を 担 う 地域社会が再生す る の で あ ろ う か。 日 本の変革 を 先取 り す る 市民 と
公共が一体 と な っ た復興がい ま 望 ま れ る O
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第三章

住 宅



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震 災 は 生活の最 も 重要 な 基盤 で あ る 住宅 を 大量 に 破壊 し た と い う 点 に お い
て 、 ま さ に 戦後最悪 の都市型災害 で あ っ た。 倒壊家屋240 ， 932棟 に の ぼ っ た 被 災者の住宅
再建が行政の復興政策の 最優先かっ最 、課題 と な っ た の は 当 然 で、あ っ た 。

災f寄喜復興公営f住主 宅 な ど公的住宅の廷珪:i設迂 は 「 ひ よ う ご
1995年 8 月 に 策定 さ れた 「 ひ よ う ごf住 む復L興尽 :31 カ 年，;可↑ |匝防F民珂i司iじJ を マ ス 夕 一 ブプ。 ラ ン と し て推進 さ
れて き た O こ の 3 ヵ 年計画 は 、 住宅 を 史 尖 し て応々、仮託住宅 (以下仮設住宅) で の不 自 由
な 生活 を 余儀 な く さ れて い る 被災者 に で き る だ け 平間 に 、 大主どの公的住宅 を 供給 し 、 被災
者の住宅状況 を 少 な く と も 震災前 に 民 す こ と に主眼が官坊、れ た 。

そ の後の被災状況調査の 変化な ど を 踏 ま え て 、 翌96年 8 月 17 日 に計画内容が一部改定 さ
れ、 災害復興公営住宅の供給拡大が凶 ら れた 。 ま た 同 年 7 月 23 日 に 決定 さ れ た 県 の 「恒久
住宅へ の 移行 の た め の 総合 プ ロ グ ラ ム J (以下総合 プ ロ グ ラ ム ) で は 、 公 的 住 宅 の 大量供
給 に加 え て 、 持 ち 家 の 自 力 再建の支援、 民間賃貸住宅入居者の家賃負担軽減な どの支援拡
充 を 含め て 、 園 、 県 ・ 市、 住宅 ・ 都市整備公団 、 住宅供給公社の官が民間 と の連携 を 図 り
な が ら 、 あ ら ゆ る 法制度、 ノ ウ ハ ウ を 総動員 し て総合的 な 住宅復興 を 進 め る 方 向 が打 ち 出
さ れた 。

震災か ら 3 年 目 を む か え た 1997年度 は 、 こ う し た住宅復興計画が どの よ う な 成果 を あ げ
た の か 、 あ る い は あ げつ つ あ る の か、 さ ら に残 さ れ た 課題は何か と い っ た 点 に つ い て 、 一
応の検証 と 総括 を す る べ き 節 目 の 年 で あ っ た と 位置づけ ら れ る で あ ろ う 。 同 時 に 単 な る i日
態への復旧復興で は な く 、 住宅復興の ス ロ ー ガ ン で あ る 「創造的復興か ら 21 世紀の住 ま い
づ く り 、 ま ち づ く り 」 への展望 を 切 り 拓 く 第 二 の ス テ ッ ブ を 踏 み 出 し た 年で も あ っ た と い
え る であ ろ う 。

本章で は 、 1996年 4 月 か ら 1997年 3 月 末 ま で の住宅毎興の現状 と そ れ に 関 連 す る 行政の
動 き を 中心 に 、 あ わせて 未来展望への足がか り を さ ぐ る こ と に す る 。
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!?j住宅復興の現状 - 一 一一一一一一

1 .  3 年 日 を む か え た 「 ひ ょ う ご住吉復興 3 ヵ 年計画J
1996年 8 月 に 改定 さ れた 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画」 の 内 容 は (表 1 ) の通 り で あ

る が、 95年 8 月 の 当 初計画 に 比べ 、 災害復興公営住官等 ( 主 に低所得の被災者 向 け に 供給
さ れ る 県官 ・ 市営 ・ 町営の賃貸住宅) の供給戸数が大幅に増加 さ れた こ と が特慣であ る O
即 ち 災害復興公営住屯等は借上げ制度 を 利用 し て 、 公開住''8等 を 公営住宅 に 振 り 持 え る こ
と な ど で 話 、 000戸 か ら 7 ， 100戸 が追加 さ れ 、 25 ， 100Ji を 供給す る こ と に な っ た 。 こ の 結 呆、
公的賃貸住吉の 総供給 フ レ ー ム は 災害復興準公常住宅、 再開発系住宅、 公 団 ・ 公社賃貸住
宅 な ど を 台め て 、 当 初計画 よ り 3 ， 600戸増 の67 ， 500戸 と 決定 し た。 (詳細 は 第 2 巻第 3
2 箆 を 参照 )

さ ら に公[;fl ' 公社の分譲住宅13 ， 000戸 を 加 え た80 ， 500戸が 3 ヵ 年計画 に お け る 公的住宅
の総戸数で あ る O こ の戸 数 に 民間 に お け る 復興住宅 と し て の供給戸数44 ， 500戸 (推計) を
加 え た 125 ， 000戸が家 を 失 っ た被災者 に復興住宅 と し て提供 さ れ る 計 出j と な っ た 。

(表 1 ) ひ ょ う ご住宅復興 3 力 年計画の総供給 フ レ ー ム

1 25 ， 000戸

[内訳]
災害復興公鴬住宅等

( う ち 災f害復興公営住宅
再 r，�発系住宅 ( 市町分、 低所得者以外)
災害復興準公営住宅

公開 ・ 公社住宅

民 間復興住宅

※ 1994年度以前着工分公営住宅、 公営住宅空家 等 を 含 む

38 ， 600戸 ※ 1

25 ， 100戸)
※ 2  

※ 2  再 開発系住 宅 は 土地区 画整理事業、 市街地再 開発事業 な ど雨的 ま ち づ く り 事業 の 実施 に協力 し て住 宅 を 失
う こ と に な る 人 の た め の 市 町営及び住宅 ・ 都市整備公団 の 賃 貸住宅。 入居資格 に よ っ て 低所得者向 け と
そ れ以 外 を 分け、 こ こ に は市 . ßIJ営の低所得者以外の住宅 を 計 上。 低所得 者 向 け は 災害復興公営住 宅 に 含
ま れて い る 。

※ 3  特定優良賃貸制度 を 活用 し て 民 間 の土地所有者等が建設す る 賃貸住宅 を 、 住宅供給公社 や 民 間 の管理法人
等が20年間管却 し て 中 堅所得者層 に供給す る 住宅。 県 - 市か ら 家賃補助があ る 。

※ 4  分譲、 賃貸 を あ わせた戸数。
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公民の担 興住宅の総供給戸数125 ， 000J î は 、l:í 初 計的i と 同 数であ る が、 r �j 身 の構成が変わ り 、
災害担興公営住宅 を rf ' 心 に 公 的 { 主 主 の 占 め る 比率 が さ ら に 高め ら れ る こ と に な っ た の で あ
る 。 こ う し て 3 ヵ 年 耐 の 見 直 し が行 わ れた の は 、 県が実施 し た 「災害復興 (賃貸) 住宅
入出希望者登録」 や 「 応、急仮設住吉人情 者調査J に よ り 、 家賃が比較的安い 公的賃貸住宅
を 必要 と す る 人が仮設佐官で21 ， 000ttt-帝、 仮設以外で も 10 ， 100Jî、 そ れ以外 の公営住宅希
望 fí- を 与 慮 す る と 、 勺 初 計画 の 災害抱現行:穴住吉26 ， 900戸 で は不足す る こ と が 予測 さ れた
た め で あ る

県 Fの i

 

t-t

 

i

 

f 数 は 震 災 前 は
あ っ た そ れが 3 年 間 でお ‘ 100l î も の

r!lJ2 . 000J 川、 ら 3 ， OOOl î の規模で
を f共給す る こ と に な っ た た

め、 従 来 の 公分賃貸住主の供給 子 だ け で は 対応で き な い 見通 し と な っ た c
そ こ で、 借 t- ・ :ei取 事 業 の 手法が新た に 導入 さ れ た 。 こ れ は 1995年 4 月 に 制 度化 さ れ た

t-_ ・ 又賃貸住右制度要綱J に 恭づい て 完施 さ れ た も の で 、 住宅 ・ 都市整備 公団
や民開 業高ムの建設 し た住ち を借 上 げ た り 、 買 い取 っ た り す る こ と で公営佐 官 の 供給量 を 飛
躍的 に 増 加 さ せ る こ と を LI 的 と し た も の で あ る 。 1996年度の公営住宅法改正で さ ら に運用
が弾力 的 に な り 、 兵庫県で は実施 に あ わせ て 、 実施要綱 、 募集要項、 設計指針 な ど を 新 た
に策定 し た 。

2 .  ;3 ヵ 年討輔の進捗状況
こ う し て ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計 掴 は 節 目 と な る 3 年 自 を む か え た わ け で あ る が、

1998年 3 月 末現在の住宅復興の 進捗状況 は (表 2 ) に 見 る 通 り で あ る 。 公的住宅の計画戸
数80 ， 500戸 に 対 し て 、 取得戸数 (建設用 地 を 取得、 あ る い は 取得見込み と な り 、 建設等が
ほ ぼ確実 に な っ た も の ) は73 ， 228戸 で取得率 は91 % に達 し て い る O 発注 も 71 ， 9291 í 、 発注
率89 . 4 % と 高 い水準 に あ る 。 完成戸数は47 ， 576戸、 完成率59 . 1 % に と ど ま っ て い る が、 97
年 3 月 末 に 完成率26 . 9 % で あ っ た こ と を 考 え れ ば、 今後発注 し た住宅の建設が進め ば、 大
幅 に 向上 す る と 見 ら れて い る 。

な かで も 「災害復興公営住宅等」 に つ い て は 、 計画戸数38 ， 600戸の う ち 、 取得戸数が39 ， 200
戸 に の ぼ り 、 す で に計画 を 上回 る 状況 と な っ て い る 。 ま た発注戸数 も 38 ， 965戸 と 計画戸数
の 101 % に 達 し て い る 。 こ っ し て 取得戸数、 発注戸数が計画 を 上 回 っ た こ と に つ い て 、 兵
庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部住 ま い復興局 で は 「用地の取得が順調 に推移 し た こ と に加
え 、 公団 ・ 公社 な ど公営住宅の空家が計画以上 に発生 し た た め 」 と し て い る 。

た だ、 「災害復興公常住宅等」 に 計 と さ れ て い る 低所得者以外 の 「再開発系 住宅」 に つ
い て は 、 用 地取得 は ほ ぼ計画通 り で あ る が、 完成率は ま だ14 . 7 % と 低い 水準 に と ど ま っ て
い る 。 こ れ は 「再開発系住宅J の場合、 土地区画整理な ど復興都市計画事業地区 に お け る
護興 ま ち づ く り 事業 の進展 に深 く 関 わ っ て お り 、 計画が固 ま っ て か ら 建設 に かか る た め で
あ る 。 ま た こ れ ら の事業で は 、 地権者 間 の調 整 な どで一部難航 し て い る 地 区 も あ る 。
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こ う し て公的住宅 は と し て 計 画 の が� 9 割が発注 を 終 え た 。 こ れ に 未発注分1 ， 299ri
(取得戸数73 ， 228Ti- 発注戸数71 ， 929]i ) を 加 え 、 さ ら に 3 ヵ 年計 画 に は 予定 さ れ て い な

か っ た 公 団 ・ 公社賃貸住宅の 震 災後 の 空家募集約札200戸 を 含 め る と 、 す で に公的住宅の
供給戸 数 は 約81 ， 400戸 に の ぼ る 見込み と な っ た 。

震災で滅失 し た被災者の住ちの大半 を 公的住宅で、 カ バ ー す る と い う 3 ヵ 年計画の 目 標 は 、
供給戸数 に 関す る 限 り 、 3 年 目 に ほ ぼ達成 さ れた と い え る 状況で あ る 。

(表 2 ) ひ ょ う ご住宅復興の 3 ヵ 年計画の進捗状況 (1 998年 3 丹 末現在)

1J:む

公ttJ . 公
干上{ì'と う iノ 賃 貸系

記J;;l
1 t L: 

l 川∞

I fl} IJíJ 党系
災;1';:復興 H 七
公営住七 I (汁1 11汀分)

I (jlbiiTl!i 七一
以外 l

興絞山火
準公

(注) r街づ く り 系1ì:宅」 の戸数の 基 に な っ て い る 民 間住宅は計画戸数44 ， 500戸、 発ÝÌ.Jラ数88 ，000戸 、 完成戸数82 ， 000
戸であ る 。 な お発注戸数、設びに完成戸数は捻，Jの た め 1 ， 000戸単位 と な っ て い る 。

3 . 住宅 ・ 都市整備公団の震災復興事業
前述 し た よ う に 、 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画の見直 し に よ り 、 災害復興公営住宅等の

供給計画戸 数 は 大幅 に増 加 し た が、 そ の 追加 さ れた住宅の早期供給 に つ い て は 、 住宅 ・ 都
市整備公 団が 自 治体 と 協力 し て大 き な 役割 を 果 た す こ と に な っ た 。

公 団 は 震災直後の 1995年 2 月 に 制定 さ れ た被災市街地復興特別措置法 に よ っ て 、 地方公
共団体か ら の 要 請 に 基づ い て住宅復興関連業務 に 関 わ っ て い く 方 向 が正式 に 位置づけ ら れ
た た め で あ る 。

震災直後か ら 公団 は 直 ち に対策本部 を 設 置 し 、 賃貸住宅の復旧活動 な ど に 取 り 組 む 一方、
国 ・ 自 治体の要請 に 基づ き 、 建物応急危険震判定調査活動、 宅地被害対策調査活動、 仮設
住宅建設、 さ ら に被災者用 暫定住宅の 入居手続 き 支譲要員 の 派遣 な ど に 、 全 国 の各支社か
ら 延べ約7 ， 200人の職員 を 動員 す る 緊急、支援 を 実施 し た 。 公団の職員 は約5 ， 000人で あ る が、
東京、 名 古屋 な ど関西支社以外の 職員 も 含め て 、 数回 に わ た っ て 支援活動 に 従事 し た職員
も 多 く 、 延べ動員 数 は 職 員 数 を 上 回 る 結果 と な っ た 。
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(表 3 ) 住宅 ・ 都市整備公団の震災復興 フ レ ー ム と 実績

@ 住宅建設毒事業の実績 ( !ii.{す f ， ) 

賃貸住宅
1 ， お79 I 2 ， 259 
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L �i ! 2 .  18  :) ， 640 

分"表H 'む 1 ， C).)2 

1 ， :�9，) 

/\、" 7 ， (l02 

公営H:'むの 支受

受託 を{t?む総合計 9 ， 297 

@ 公団住宅の供給実績 (単f立 戸 )

賃貸住宅

f、 ラー1-' ロ i

公営住宅の建設'交託
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さ ら に 同 年 4 月 に は 、 公団 と し て は初 め て の ケ ー ス と な る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム
興事業本部J を 関西支社 に 設置、 全国か ら 職員 や コ ン サ ル タ ン ト な ど を 動 員 し 、 複興事業
を 推進 し て き た 。

公 団 の 震 災復興事業 は 、 ①住宅市奇地総合整備宇 業 な ど多様 な 卒 業 子法 に よ る 住 宅建
設 ・ 棋給事業②被災市街地の 復興 を 関 る 市街地再開発 事業①被 災 市街地の 宅地及び公共施
設整備 を 図 る 土地区画整理事業ー を 3 本柱 と し て 進め ら れて い る O

ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画の な かで 、 公HJ は 分譲 、 貸住宅あ わ せ て 18 ， 000戸 分 を イ共
給す る こ と に な っ て い た 。 当 初計闘 で は 、 公LtJ 単独 宇 業 を 主体 と す る 計両 で あ っ た が、 低
所得者 向 け の 災害復興公営住七の ニ ー ズ が予想以 上 に た さ い こ と がわ か っ た た め 、 [二 げ、
買 取 な どの 子法で、公営住宅の建設 を 支援す る こ と に軸足 を 移 し て 、 18 ， 000;= î の計画 に 片応
す る こ と に し た 。

そ の結果1995年度か ら 1997年度 ま で の 3 年 間 で 、 18 ， OOOf îの対応分 に 対 し 、 18 ， 692Jî を
建設す る 実績 を あ げた 。 そ の 内 訳 は従 前日1t 丹j 笠貸住 宅6 ‘ 3ら7) 人 民営笠
住'1:1 ， 202戸 、 買取公営住宅2 、 …九 時立賃貸住宅2 ， 025戸、 分譲住吉1 ， 960戸、 公営住宅
建設受託1 ， 495戸 と な っ て い る 。 賃貸系住吉が約90% を 占 め 、 分譲住宅 は 約 10% と な っ た 。

18 ， 692戸の 建設実績の な かで 、 県 ・ 市公営住宅の建設支援 は 10 ， 059戸 に の ぼ り 、 復興住
宅建設で果 た し た公団 の役割の重要性が認識 さ れた 。

ま た 震 災復 興 土 地 区 画 整理事業予定17地 区 の な か で 、 芦屋市 の 中 央 地 区 ( 1 3 Aha)
西 部 第 一 地 区 ( 1 0 ， 3ha) で は 、 全 国 で初 め て公 団 が事業主体 と な っ て 土 地 包 画 整理事業
を 施行 し て い る O

行政改 革 の 一環 と し て 、 公団 は 1999年度 か ら 再開発や街づ く り 事業 を 中 核 と し た新 し い
業務 に 転換す る 予定 と な っ て お り 、 そ の 点 か ら も こ う し た 多様な 震災復興事業への 関 わ り
は将来への布石 と し て期待 さ れて い る 。

4 . 民間住宅の復興状況
ひ ょ う ご援興住宅 3 ヵ 年計 画 に お い て は 、 民 間復興住宅 に よ る 供給 も 総供給計 画戸数

125 ， 000戸 の な か に44 ， 500戸含 ま れ て い る O 民 間 住 宅 の場合、 地価動 向 、 不動産市況、 一
般経済清勢 な どい わ ゆ る 市場原理 に よ っ て 動 向 が左右 さ れ る 部分が多 く 、 す べ て が震災復
興 と 関連づけ ら れ る も の で は な いが、 兵庫県 で は 、 自 力 再建 を 中心 と し た 民 間住宅建設が
復興計画 に 重 要 な 位置 を 占 め る と 考 え て い る O

被災地で民間住宅が ど れ ほ ど新築 さ れて い る か に つ い て は 、 建設省 の新設住宅着
か ら 推 し 量 る こ と がで き る 。 震災年の 1995年度の新設住宅着工戸数は 1 16 ， 227戸 (対前年
度比70 . 6 % 増 ) 、 1996年度 は 125 ， 623戸 ( 同 8 . 1 % 増 ) と 急増 、 全 国 に 占 め る 兵庫 県 の 割 合
は震災前 の 約 4 % か ら 7 % 台 に ま で上昇 し 、 東京都 に次いで全国 第 2 位 の 水準 に達 し て い
た 。 月 間 ベ ー ス で は着工の ピ ー ク は 1996年 6 ・ 7 月 で 月 間10 ， 000戸 を 上 回 っ た 。
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そ れが1997年震 に 入 っ て 、 ほ ほ震災前の
庫 県 ド の 新設住宅戸数は以下の よ う で あ っ た 。

( か っ こ 内 は前年比o ""t土iJ，え仏 。 単位% J
79 、 923P (""36 . 4) 
内訳 持 ち 家 18 、 7�ü} ' (""37 . 8) 

貸 し '本 32 . 1:)61 ，" (""46 . 3; 

先行 I j. ( 打 ℃ 守 1 . 715) i (6 . 5) 
分説マ ン シ ョ ン 1 7 ， 568] i (""24 . � ) 
J.fli義 一戸建て 日 守 7261 î (""4 . 4) 

に戻 り つ つ あ る o 1997年度 l 年 間j の兵

給 与住宅 を 除い て 、 新設住宅若 工 は 軒 、並み 大 き く 落 ち 込ん で い る c 地域別 で は 、 神戸地
区27 司 983戸 ( 前 年 間 期 比40 . 9 % 減人 阪神 地区27 ， 628Jl- ( [2[14 1 .  5 % 減) の 減 少 が と く に 日
立 つ 。 ま た 淡路地区で も 1 ， 558戸 (36 . 4 % 減) と 大 き な 落 ち 込み と な っ た 。

金融 シ ス テ ム 不 安 な ど を 背長 と し た経済情勢の悪化が影響 し て い る 耐 も あ る か と 思 わ れ
る が、 い わ ゆ る “ 震災特需" を あ て こ ん だ不動産業 者 や デベ ロ ッ パ ー が震災後 か ら 積擁的
に 分譲住宅や賃貸住宅 を 建設 し て き た 反動 に加 え 、 持 ち 家 の 自 力 再建が t支漉 し た こ と な
どが 3 年 目 に顕在化 し て き た と 見 る こ と も で き る 。

こ の 兵庫 県 の新設住宅着工 を 被災10市10 町 に 限 っ て 見 る と 、 そ の 推 移 は 、 ( 図 1 ) に 示
す通 り で あ る O

10市10 fllJ で は 、 震 災 直 後 の 1995 年 2 月 か ら 1998年 3 月 末 ま で の 住 宅 着 工 戸 数 累 計 は
261 ， 894戸 に の ぼっ て い る 。 こ れ ら の新設住宅 に は 震 災 に よ り 全半壊 し た 住 宅 の 復興分の
ほ か、 個 別 の事情 に よ り 震災 と 直接 関 係 な く 着工 さ れ た 住宅 も 含 ま れ て い る が、 兵庫県で
は建築確認 申 請手数料の減免率 (被災者が建築確認 申 請 を 行 う 場合、 そ の 手数料が減免 さ
れ る 制度 を 利 用 し た 確認 申 請件数の比率) を 加味 し て 、 民 間復興住宅 を 推計 し て い る O そ
れ に よ る と 、 計画戸数44 ， 500戸 に対 し 、 98年 3 月 ま で に 約 2 倍 の 約88 ， 000戸が着工 さ れ、
そ の う ち 約82 ， 000戸が完成 し た と 推定 さ れて い る O

3 ヵ 年計 画 に基づ く 公的住宅 と あ わせ る と 、 公民で約170 ， 000戸 の復興住 宅 が供給 さ れ
る こ と に な る が、 震 災 で被災 し た住宅 は 全半壊 あ わせ て 146 ， 243戸 (都市住宅学会 に よ る
1995年 4 月 3 日 現在 の 調査戸数) と さ れ て い る こ と か ら 見 て 、 被災地で は供給過剰の懸念
も 生 じ て い る 。

こ の よ う に民 間復興住宅の建設が活発 と な っ て い る 背景 と し て 、 被災で損壊 し た
て住宅や賃貸 ア パ ー ト 、 文化住 宅 な どが資金面の事情 な ど に よ り 、 土地が集約 さ れた り 、
高度利用 さ れた り し て 、 よ り 規模の大 き な 共同住宅や マ ン シ ョ ン な ど に建替え ら れ、 結果
と し て 、 被災戸数 を 土 田 る 民間住宅が建設 さ れ る ケ ー ス が多 い こ と があ る と 見 ら れ る 。

こ う し た こ と か ら 被 災 地 の 民 間住宅市場 で は 過剰感 も 強 ま り 、 「神戸 ・ 阪神地 区 の 民間
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( 図 1 ) 被 災 1 0市 1 0濁?の 月 別住宅着工戸数の推移 (兵康爆発言葉)

時ijli 似乃花
250.0% 

20む 0%

150.0% 

1 00.0% 

※ 増減率は 1996年 1 月 ま では前年河 月 比、 96年 2 月 J..:J、降は94年 2 月 ・ 95年 1 月 と の 河 )-] 比

着工戸数
1 3，000 

1 1 守000

告，000
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1 ，000 

分譲マ ン シ ョ ン の 売 れ残 り は 1997年 1 年 間 で1995年の 2 倍 に 相 当 す る 1 ， 445戸 に も 達 し 、
賃貸住宅 に お い て も 入間率 の低下や賃料の下落傾向が 目 立 っ て い る J (1998年10月 1 日 付
毎 日 新聞 ) と の報道 も さ れ て い る 。

、 民間復興住宅の建設 ラ ッ シ ュ と 関連 し て 、 被災地の 土地取引 の 状況 を 見 る と 、 震
災前 に 比べ て 、 取引件数 は 引 き 続 き 高 い水準 で、推移 し て い る 。

兵庫県都市住宅部土地対策課が1998年 4 月 、 法務局 に 出 さ れた査記 を 基 に 調査 し た と こ
ろ 、 1997年 1 年 間 で取引 さ れた件数は神戸市20 ， 138件、 阪神地域 (尼崎市 ・ 伊丹市 ・ 川 西
市 ・ 西宮市 ・ 芦屋市 ・ 塚市) 24 ， 097件、 合計44 ， 235件 と 、 96イ1'. と 比較す れ ば7 . 0% の 減
少 と な っ た が、 震災前の94年比 で は32 . 4 % 増 と な っ て い る O と く に 仮神地域での水準 の高
さ が 目 立 ち 、 94年比で は 19 . 0% 増 で あ る 。

取引 区分別 の状況 で は 、 一散の土地取引 に つ い て は 震災後神戸市命、 阪神地域 と も 同 じ動
向 を 示 し て き た が、 マ ン シ ョ ン 等区分所有の土地取引 で は や や 遣 い も 見 ら れ る 。 94年 に は
神戸市、 阪神地域 と も マ ン シ ョ ン 等区分所有取引件数は 同 規模で あ っ た が、 何年 に は 阪神
地域で取引が急増 、 例年比76 . 5 % も 増加 し た 。 97年 は わ ず、 か に 減少 し た も の の水準 は依然
高 い o 方神戸市 で は 、 95年 に取引が減少、 何年 に 震災前 の水準 に戻 り 、 97 年 で は 緩 や か
な 増加 を 続 け て い る 。 阪神 聞 は も と も と マ ン シ ョ ン 立地 と し て 人気 の 高 い 地域であ り 、 こ
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(表 4 ) 月 別着工件数の推移

月 別

4 
5 

上 6 
半
期 7 

8 
j 9 j 

年 A十
段:

10 
1 1  

T 12 
半
期 I 

2 

3 
言十
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兵WU，� (被災10市10町)

兵庫県

1996{jõj支 1997年度
総数 前年lüj 月 比 総数 前年同 月 比
10 ， 831 67 . 8%  7 ， 564 ム30 . 2%
9 ， 782 34 . 7% 7 ， 550 ム22 . 8%

12 ， 51 1  39 . 6%  9 ， 695 ム22 . 5%
13 ， 672 32 . 4%  7 ， 552 ム44 . 8%
10 ， 757 7 . 6% 6 ， 262 ム41 . 8%
12 ， 069 1 6 ， 0%  7 ， 135 i ム40 ， 9%
69 ， 622 30 ， 4%  45 ， 758 ム34 . 3%
1 1 ， 935 21 . 9% 6 ， 313 ム47 . 1%
9 ， 696 ム17 ， 4% 6 ， 481 ム33 . 2%

10 ， 471 ム9 . 3% 5 ， 392 ム48 . 5%
7 ， 755 ム10 . 6% 5 ， 514 ム28 . 9%
7 ， 340 ム25 . 0% j 4 ， 998 ム31 . 9 9も
8 ， 804 ム21 . 9% 5 ， 467 ム37 . 9%

56 ， 001 ム10 . 9% 34 ， 165 ム39 . 0%
125 ， 623 I 8 . 1 %  79 ， 923 ム36 . 4%

( i]1.1\'[ : fi) 

�î;WY，� (左記Uf，!j-)

「住宅省工統計J (独 自 集計)

(単位 : 戸)

(参考) 全国

1996年度 1997"1三度
総数 前年同 月 比 総数 前年同 月 比
139 ， 312  12 . 3% 126 ， 318 ム9 . 3%
136 ， 571 I 18 . 1  % I 123 ，478 j ム9 . 6 % I 
136 ， 675 9 . 6%  120 ， 842 ム1 1 . 6 9も
157 ， 114 21 . 7%  1 13 ， 495 ム27 . 8%
135 ， 748 1 4 . 3%  112 ， 004 ム17 . 5%
147 ， 505 1 7 . 4%  1 14 ， 721 ム22 . 2%
852 ， 925 15 . 6 %  710 、 858 ム16 . 7%
159 ， 987 2 1 . 4%  1 1 9 ， 715 ム25 . 2%
150 ， 749 9 ， 9% 1 1 5 ， 266 i ム23 ， 5%
137 ， 594 1 . 4% 1 12 ， 052 ム18 . 6%
105 ， 375 ム1 . 9% 88 ， 207 ム16 . 3%
110 守 530 ム1 . 5% 95 ， 536 ム13 . 6%
1 1 3 ， 218 ム7 . 5% 99 ， 713 ム11 ， 9 %
777 ， 453 4 ， 1  % 630 ， 489 ム18 . 9%

1 ， 630 ， 378 9 . 8% 1 ， 341 ， 
I {主宅着 工統計J (建設省)



(表 5 ) 土地取引 件数の推移 (ii1f町 : ft 、 (�() ) 

， :' 1 6  
17 ， :?Hì 

‘ :363 l ら 937 11 、 306
日 守 808 6 . 1 1 0 可 ZS 1 9 、 79 1

17 ， 778 26 . 1 88 24 . 097 
:31 ， 9 18 ZfU57 
1 :' 、 6:34 1 ， 978 
t7 、 44 、 235

( ※ 一般の土地取引 に つ い て の み 集計、 マ ン シ ョ ン 等 区分所有 の土地取引件数は含 ま ず)

地域 ・ 主 区 分 1994iy 1995{Tõ 1996年 1997"[ (構成比) | 畔比 ; 96年比
11i\] 人 8 ， 527 8 ， 592 1 0 ， 792 9 ， 412 ( 67 . 4) 110 ， 4  87 . 2  

神 戸 民間法人 1 ， 959 2 ， 053 2 ， 759 2 ， 605 ( 1 8 . 7) 133 . 0  94 . 4  
国 ・ 公共団体 1 ，  1 ， 465 2 ， 430 1 ， 934 ( 1 3 . 9) 159 . 3  79 . 6  

言r 1 1 ， 700 1 2 . 100 1 5 ， 981 1 3 ， 951 ( 100 . 0) 1 19 . 2  87 . 3  
; ィ恩 人 7 ， 992 8 . 9 .1 1  1 1 ， 564 ! 10 ， 064 ( 70 . 4) 1 25 . 9  87 . 0  

阪 神 民間法人 1 ， 686 1 ， 811 2， 220 ( 1 5 .  5) 1 3 1 . 7  86 . 2  
l]iJ ・ 公共団体 685 931 1 ， 799 2 ， 02Z ( 1 4 . 1 ) 295 . 2  1 1 2 . 4  

10 ， 363 1 1 ， 656 1 5 ， 937 14 ， 306 (100 . 0) 138 . 0  89 . 8  
個 人 16 ， 519 17 ， 503 22 ， 356 19 ， 476 ( 68 ， 9) 1 17 . 9  87 . 1  

台計 民間法人 3 ， 645 3 、 867 5 ， 333 4 ， 825 ( 17 ， 1 ) 132 . 4  90 . 5  
国 ・ 公共汚i体 ; 1 ， 899 2 ， 396 4 ， 229 3 ， 956 ( 14 . 0) 208 . 3  93 . 5  

言十 22 ， 063 23 ， 766 1 31 ， 918 1 28 ， 257 (100 . 0) 128 . 1  88 . 5  
( ※  一般の土地取引 に つ い て の み 集計 、 マ ン シ ョ ン 等 区分所有 の 土地取引件数は 合 ま ず)
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の 3 年 間 の復 興過程で建 て 替 え を 合め て 、 マ ン シ ョ ン 供給が盛 ん で あ っ た こ と が う ががえ
る O

一方買主主体別土地紋引件数 を 見 る と 、 叶支の ↑:地取引 に つ い て 、 神戸 市 に お け る 国 ・
公共団体の取引 は 、 971f は何年 に 比べ20 . 1 % 減少 し た が、 阪神地域 は 12 . 4 %増 加 し て い る 。
国 ・ 公共団体の取引件数は例年比 で 、 神戸 rnが59. 3 % 増 、 阪神地域が195 . 2 % 増 と 、 両地
域 と も 個 人、 法 人 に よ る 取引 の増加 よ り も 増加 の 割 合が著 し く 大 き し ì C 3 ヵ 年計 雨 に基づ
く 住宅復興事 業 の た め の 用 地時保が進捗 し て い る こ と が反映 さ れ て い る も の と 考 え ら れ る O

ま た 、 面積規模別 t地取引件数で は 、 50nf未満 と 50 ぱ � 100 ば 未満の小規模 な 取引件数
の 増加!の 割合が100 ば以 上 に 比 べ て 大 き く な っ て い る 。 こ れ は震災 を 契機 と し た 定地 ・ 隣
地 買 い な ど に よ る も の と 兵庫県で は分析 し て い る 。

5 . 災害復興準公営住宅の供給状況
ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画 で は 公的賃貸技宅の約 4 分の l に あ た る 16 ， 800戸 を 災害複

興準公営住主 と し て 供給す る 計 画i に な っ て い る c こ れ は I十I 堅所持者向 け の 「特定優良賃貸
住宅 (特優賃) J と し て供給す る も の で 、 特優買 は 民 間 業 者 な どが賃貸住宅 を 建設す る 場合、
一定の 要件 を 満 た せ ば、 f昔 、 L54 市 が建設費 や家賃補助 、 利 子補給 な どの助成措置 を 講ず る
制度で あ る o 1993年 に法律が制定 さ れ た c 管理は 県住宅供給公社や民間管�t�.法人が20年 間
行 う こ と に な っ て い る O

震災後 は こ の特{憂賃 を 一定水準 の収入 (所得月 額200 ， 000円 � 601 ， 000円 97年度 に改正)
の あ る 被災 フ ァ ミ リ ー 向 け の 災 害復興準公営住 宅 (兵庫 県 で は 「 ひ ょ う ご、県民住宅J) と
位置づ け て 早期 ・ 大量 に供給す る こ と に な っ た 。 時交向 け の 供給 を 続 け な が ら 、 「被災者
向 け ひ ょ う ご、県民住宅J を 大量 に供給す る こ と は 、 予算 聞及 び、組織面で対応、が国 難 で あ る
こ と か ら 、 県 で は 一 般 向 け ひ ょ う ご県民住宅の供給 を 一 時 中 断 し 、 3 ヵ 年計画 の 計画期 間
内 は被災者向 け に 眼定 し て 「 ひ ょ う ご、県民住宅」 を 供給す る こ と と し た 。

3 ヵ 年計画 の 災害復興準公営住宅16 ， 800戸 と い う 計画戸 数 は 震災 前 の 認定分3 ， 100戸 を
含 ん だ も の だ が、 震災前 の 年 間 約2 ， 000戸 と い う 特優賃 の 認定戸数か ら 見 れ ば、 約 8 年分
に も 相 当 す る 大規模 な 戸数で あ る 。 こ の た め 、 県 ・ 市の住宅供給公社 で は土地所有者な ど
に対 し 、 積極的 に 団 地募集 ( オ ー ナ ー 募集) の PR な ど を 行い 、 供給促進 を 図 っ た 。

災害復興準公営住宅の供給地域 に つ い て は 、 被災者の 入居が見込め る 地域 と し て被災地
と そ の 周 辺部 で供給す る こ と と し た 。 周 辺部 を 含め た の は 、 神戸市や阪神高部地域の既成
市街地 で は 未利 用 地 (更地) が少 な い こ と や被災家屋の再建 を す る と し て も 、 借 地借家 な
ど権利 関係が複雑 な こ と が多 く 、 権利関係 を 整理 し て着工す る ま で に は 一定 の 時 開 が必要
で あ る た め であ る O

震災前 は 、 県は神戸市 内 で は ひ ょ う ご県民住宅の供給 を 行 っ て い な か っ た 。 供給計画の
認定権者が政令市 に お い て は市長で あ り 、 財政面で も 市 だ け で十分な 供給能力 を 持 っ て い
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る と い う 理由 の た め だが、 神戸市 内 の 被持が甚大で あ っ た こ と か ら 、 被災者向 け の ひ ょ う
ご県民住宅 に 限 っ て神戸 市内 に お い て も 供給 を 行 う こ と と な っ た 。

災害認興準公'þi�7住吉の 場 ・ 大法供給 に [riJ け て 、 特例 的 な 措置が さ ま ざ ま 講 じ ら れ た 。
認定要件の緩和、 国 と ( 討 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら の建設費 な どの 補助金の増加、
入信者の 家賃補助の増 額 (入居若負担額 の 引 き 下 げ) な とぐの 制度改正 及 び、部 設 で、 あ る 。

認定要件の緩和 で は 、 住戸規模、 団 地 の戸数、 用 途地域な どの基準が緩和 さ れ た。 住戸
規模で は 、 ひ ょ う ご県民住宅の場合、 l J î 斗 た り の住戸専用 面 積 を 3 人世帯の 都 市民住型
誘導居住水準 で、 あ る 程度 を 中心 と し て 供給す る こ と と し て い た の を 、 被災者向 け ひ ょ
う ご県民{主 主 で は 平均65m2程度 に緩和 し た 。 ま た被災 し た 賃貸住吉の に は特{長
賃 の 認定基準 の 下 組値で あ る 50m'以 L で あ れ ば建設 を 認め る こ と と し た。

団 地 の 戸数 に つ い て は 、 特優貨 の 認定基準 で は 1 [iJ-J地の戸数は 以 I二 と 建設省令で定
め ら れて い る が、 被災 し た小規模 な 賃貸住宅の再建や被災地 内 の 狭小 な 敷 地 で の 建設 を 進
め る た め 、 5 戸以上か ら 「準特定優良賃貸住定」 と し て 、 持優賃 と 同様 の 補助が受け ら れ
る よ う に な う た 。

こ の ほ か 、 用途地域 も 従来 は原 則 と し て 工業地域や準工業地域で は特優賃の 団地の建設
は 行 わ れて い な か っ た が、 神戸市長 田 ぼ な ど工業系 の 用 途地域で住宅、 工 場 な どが混在 し
て い た 地域、 及 び現在工業系 の用 途地域 で あ っ て も 将来的 に は住宅系 の 用 途 に 転換 し て い
く と 思 わ れ る 地域 な どで は 、 ひ ょ う ご県民住宅の建設が認め ら れ る こ と に な っ た 。

こ う し た 積極 的 な 建設促進方策の結果、 特優賃 の 建設 (事業採択 ・ 許爾認定) は)1国語 に
進 み 、 1998:f[:三 1 月 現在 で 、 371 団 地 、 9 ， 264戸 の 認定が終了 し て工事が着工 さ れ、 そ の う ち
224団地、 5 ， 224戸が完成 し た 。 認定済み の な かで県 ・ 市住宅供給公社建設が 9 団地、 1 ， 447

、 民間 建設が362団 地 、 7 ， 817戸 で あ る O

6 . 高 齢化 を 見据 え た住宅復興
( 1 ) シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グの推進

阪神大震災 で は 、 約6 ， 400人が犠牲 と な っ た が、 と く に 高齢者の 尊 い 人命が数多 く fた わ
れ た 。 密集市街地の老朽化 し た 木造賃貸住宅 な どの被害が大 き く 、 そ う L た住宅 に は 単身
あ る い は 2 人暮 ら し の高齢者が比較的多か っ た た め で あ る コ

兵庫県 が1996年 3 月 仮設住宅入肘者 を 調査 し た と こ ろ で は 、 被 災 若 の1\ 2 % が65歳以 上の
高齢者世帯で あ り 、 そ の う ち 単身 tH�帯が51 % に の ぼ ，に て い る こ と がわ か っ た 。

こ の た め 、 住宅復興 を 進め る に あ た っ て は 、 大 量:の 公的住吉 を 早期 に
高齢者福祉 ・ 保健医療の視点が不 可 欠 と な っ て い る つ ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ

る と [dJ 時 に
画l} で は 災

害復興公営住宅等 に 「型別供給」 と い う }J式がj草人 さ れ た 。 世帯人員 や年齢構成 に対応 し
て専用 面 積 や 間 取 り の異 な る 5 タ イ プ (公団。 公付 は 4 タ イ プ) の住戸 を 供給 し 、 と く に
高齢単 身世 帯 や 高 齢 2 人世帯 に 対 し て 、 専 用 面積I\Om2 の S 型 ( 1 DK) と M型 ( 2 DK)  
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の小規模 タ イ フ。 を 重点 的 に供給す る こ と に し た 。 会 方 フ ァ ミ リ ー rtIJ け に は L き:) (専用面積
60 ・ 65m2) 及 び O 型 (70 ・ 751州 、 。o 型 (公1丹 、 90m2 ) を 提供す る こ と と し た 。

兵庫県 で は 型 別供給 と あ わ せ て 、 「 シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ」 の推進 に h を 入 れ て い る 。 県
営住宅 に つ い て は 、 住 ま い の な かの段差 を な く すバ リ ア フ リ ー 化 を 中 心 に 、 高 齢者世帯 の
S 型 . M型住戸 に は 、 rJ 動的 に 居住者の安否 を確認す る シ ス テ ム や万ーの場 合 に 通報で き
る ボ タ ン を 付 け る な どの仕様 を 整備 し て い る 。 ま た 市田fの福祉部局 と 連携 を 図 り 、 生活援
助員 (LSA ニ ラ イ フ サ ポ ー ト ア ド バ イ ザー ) を 派遣す る サ ー ビ ス も 行 っ て い る 。

1998年 3 月 末現在、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ は 県常住宅で34同地、 1 ， 941戸、 市 町営住宅で44
団地、 1 ， 955J王 、 合計78団 地 、 3 ， 896戸が整備 さ れ た 。
(2 ) コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グの建設

設興住 宅 の 岳'ît斡化対応 で は 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ の 形成」 も 重要 な テ ー マ と な っ て い る O
災前、 と く に 神戸 市兵庫 区、 長 田 K な どの既成 市街地で は 高齢者が寄 り 集 う 濃密 な コ ミ ュ
ニ テ イ が存在 し た 。 震 災 は 住宅 を 奪 っ た だ け で な く 、 こ う し た 長年築 か れ て き た 地域の コ
ミ ュ ニ テ ィ を も 破壊す る 結果 と な っ た 。

仮設住宅 に 入居 し た高齢者 に も 境遇 を 同 じ く す る 共同生活の な かで 、 自 然発生的 に独特
の コ ミ ュ ニ テ ィ が形成 さ れた ケ ー ス が少 な く な い 。 仮設住宅か ら 恒久住宅への 移行 プ ロ グ
ラ ム を 進め る な かで 、 こ う し た 高齢者 な どの コ ミ ュ ニ テ ィ を 災害復興公常住宅 で どの よ う
に再現 し て い く かが大 き な 課題 と な っ て き た 。

こ う し た こ と か ら 、 全国の公営住宅 と し て 初 め て 県営 ・ 市営住宅 に 「 コ レ ク テ イ プ ・ ハ
ウ ジ ン グJ が導入 さ れた 。 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ は 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 デ ン マ ー ク な ど
北欧で生 ま れ た 住居形態 で 、 個 人の居住部分 と は別 に 、 ダ イ ニ ン グ キ ッ チ ン 、 リ ビ ン グ な
ど、 居住者 同士が交流 で き る 共 同 空 間 を 備 え た 集合住宅 で あ る 。 こ の 共 同 空 間 で 、 炊事や
食事 を 共 に し た り 、 歓談す る こ と で 、 隣人関係が深 ま り 、 孤独感や疎外感 に 陥 る こ と も 避
け ら れ る 。

1 88 第三章 @ 住宅

完成 し た コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ県
営 片 山 住 宅 神 戸 市 長 田 区 片 山 田T l

(神戸新開社提供)



6 ) に 見 る よ う に 、 コ レ ク テ イ プ ・ ハ ウ ジ ン グ は 1 997年 3 月 に 完成 し た県営片 山 ふ
れ あ い住宅 (神戸市長 田 区) を 第 l 号 に 、 こ れ ま で に 8 白 地 、 261戸が建 設 さ れ た 。 日 本
初 の コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ、 片 山 ふ れあ い住宅 は 木造 2 階建て で 、 6 戸全部が S 型 ( 1 
DK) タ イ プ と な っ て お り 、 設舗 は シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ仕様で あ る O

片 山 ふ れ あ い住宅に は62歳 か ら 82歳 ま で の 1 人暮 ら し の高齢者 6 人 (男 性 2 入、 女性 4
人) が入居 し た 。

(}:: 6 )  コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン ク 毒事業一覧

.!:ili 1'， !itÎ {E ttll 

{参考文献}

「復興 だ よ り J Vol .  8 (l997i!二2 月 ) � Vol . 13 ( 1998年4 月 } 総理府阪神 ・ 淡路大震災復興対 策本部

「住都公 開 の 震災復興事業の取 り 紺 み 1998年9月 住宅 ・ 都 市整備公団震災復興事業本部

「 災害復興準公営住宅一阪神 淡路大震災 か ら の住宅復旧 ・ 復興の あ ゆ みJ 1998年2月 兵庫 県都市住宅部住宅

整備課
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r-ii-�出 災害復興賃貸住宅の第4 次三元募集
1 . 第 l 次 か ら 第 3 次一元募集 ま で の状況

ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計両 は総合 プ ロ グ ラ ム に 明記 さ れ て い る 通 り 、 仮設住宅で不 自
由 な 生活 を 余儀 な く さ れて い る 被災者 に 災害復興住宅や 自 力 再建の持 ち 家 な ど恒久住宅へ
の移行 を 推進す る こ と を 最大 の 服 日 に し て い る 。 こ の た め被災 什 治体で は ' 3 年 間 で震災
前の状況 に 」 と い う r l を 掲 げ て 、 計両戸数38 ， 600P の建設がほ ぼ完了 す る 1 998年 9 月 ま
で に は 、 災害複興住宅等への移行 を 終 え る こ と に し た 。

災害復興住 宅 の柱 と な る 公的賃貸住 宅 は 1996年 4 月 か ら 本格的 に 人民が始 ま っ た が、 2
年後の98年 3 月 時点 で は依然、 仮設住宅 の入居} î 数 は お ， 132(1 を 数え 、 建設戸数48 ， 300Jî
に対 し て 、 退去率 は約半分 に と ど ま っ て い た 。 た だ 災害復興公営住宅 に 関 し て は 、 発注戸
数は計岡戸数の 9 割 に達 し て い た こ と か ら 、 順次完成す る 団地 に い か に ス ム ー ズ に 移行 し
て も ら う かが 3 年 目 の最大の課題 と な っ た 。

仮設住 宅 の 入岩者 を 中心 に恒久住右への早期入h号 を 進め る た め 、 災害復興公営住宅 な ど
被災地で供給 さ れ る すべ て の 公営住宅、 公団住宅、 公社住宅、 特定優良笠貸住宅の公的賃
貸住宅への 入居 に つ い て は 、 原則 と し て 、 県 ・ 市町 ・ 公団 ・ 公社 の公的賃貸住宅の事業 主
体に よ っ て構成す る 災害復興住宅管理協議会が一元的募集 を 行 う 基本方針が決 ま っ て い る 。

同 時 に①地域性 を 考慮 し て 、 被災者が応募 し や す い地域別 の応募区分 (神戸市東部、 神
戸市西部、 北神 ・ 三 田 、 西神 ・ 明石、 阪神南部、 板神北部、 淡路、 播磨 な ど) を 設け る ②
仮設住宅入居者が早期j に 入居 で き る よ う 仮設住宅入居者枠 を 設定す る ③入居者選定 に あ
た っ て は 、 仮設住宅か ら の 申 込者 は 、 仮設住宅入院者枠での抽選 を 行 い 、 こ の抽 選 に 外 れ
た 者 は 、 仮設住宅以外か ら の 申 込者の抽選時 に 再度抽選 を 行 う ー と い う 3 つ の基本方針が
決め ら れ た 。 仮設住宅入岩者の 多 く が経済的 な 理 由 な どか ら 、 家賃の安い災害復興賃貸住
宅 に 入居 を 希望 し て い る こ と か ら 、 仮設入居者の特別擾先枠 を 設 け る こ と に し た も の で あ
る 。

4元募集 は 1 995年10月 31 日 か ら 11 月 15 日 ま で第 1 次募集が行 わ れ た の を 皮切 り に 、 1997
年 9 月 ま で に 許 4 回 実施 さ れ た 。 第 l 次か ら 第 3 次 ま で の募集や正、募の状況 は 第 2 巻第 3
章 に 詳述 さ れ て い る が、 そ の概略は (表 7 ) の 通 り で あ る 。

こ の 一元 募集 で は 仮設住宅入居者 を 優先す る 方針が貫 か れた 。 仮設住宅か ら 恒 久住宅へ
の早期転出 を 支援す る た め で あ る 。 第 2 次か ら は 「希望す る 地域 に応募 し た い」 と の 要望
に 応 え る た め 、 募 集 ブ ロ ッ ク を 、 神戸市で!日市街地の西部地区 (兵庫 区 ・ 長由 民 ・ 須磨 区 ・
垂水区) と 東部地 ぼ (東灘区 ・ 灘区 ・ 中 央 区 ) に わ け る な ど細分化 し た の も そ の一例 で あ
る 。

さ ら に 仮設住宅入居者優先枠 ( 6 割) を 新 た に 設定 し 、 こ の枠内 の抽選で落選 し で も
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(ぷ7 ) 第 1 次~第 3 次 元募集の概要

第 1 ;大詰こ集 i 9 :i\f:IOJ]  3 1  1 1  l l l j l [ I ì 
募集μ数

事業 主体 お ナマ史 家

総 ，i lト

負(� 3 次募集 i971! 2 JJ 27 1 1 - 3 JJ 1 9 1 1  ì ! 
0�tィ [数

主 主体 お?

-j; I jJ二三19
総 in 5 ， 347  

:.; T� "Jj<.. 
:)44 

1 ， 30:) 

九 十

{; !lr 
i 町 988

4 ， 867 ! 

(注) 申込件数総言 i 欄の カ ッ コ 内 は仮設住宅居住者

ql 込件数
8 ， 1 67 

23 ， 052 

] ‘ 336 

36 ， :535 i 1 1 ， 59 1  ì 

1\1 込件数
7 、 973

:lO 、 5り7

246 

:i ， 529 

.1，1 、 206 ‘ 290í

fPjムf'l:V:í

七千

:u i 

般枠 に 回 る こ と がで き る 「敗者復活方式J を 採用 し 、 最終的 に 当 選者の 8 割程度 を 仮設往
宅入居者 に あ て る こ と と し た。

こ の結果、 第 2 次で は 、 仮設住宅か ら の応募は52 ， 8%増加、 総件数 に 占 め る 仮設住宅入
居者の比率 も 40 . 2 % か ら 50 . 4 % に増加 し た 。

抽選の結果、 仮設住宅か ら の仮当選者は69 . 8% と 、 第 l 次の48 . 9 % ( 公営 及 び準公営)
に 比べか な り 上昇 し た 。

仮設住宅入居者優先枠 は 第 3 次で さ ら に 拡大 さ れ、 県営住宅の85 % (49団 地 、 1 . 684戸)
は 優先枠10割 と さ れ た 。

同 時 に公営住 宅の敷金や家賃 を 大幅 に 引 き 下 げ、 入居者の負担 を 軽減す る 措置 を 実施 し
た 。

し か し 2 次 に わ た る 一元募集 で は 、 団 地 ご と の 申 込み の ば ら つ き が大 き か っ た 。 第 I 次
は 市街地での募集戸数が少 な か っ た こ と も あ り 、 芦屋市営35 . 1倍 を は じ め 、 神 戸市営の 19 . 4
倍 な ど立地条件 の よ い 団 地 は 高倍率 と な っ た 。 ま た 第 2 次で も 神戸市東部の住宅で は競争
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率1001�i を 超 え る ケ ー ス も fれ る な ど既存 市街地 に 人 気が集Iド L 、 「 も と 住 んで、 い た 街 に 反 り
た いj と い う 被災者の地見忘rflJ の 強 さ が反映 さ れ たけ

そ の 一方 で 、 神 戸 市北 K 、 開 [べ な ど郊外地域で は 大主;ーの募集割れが発生 し た c 第 2 次で
は全体で2 ， 841戸の募集前れが生 じ たじ 被災 苫 の 要 と J廷供 さ れ る 住dむ と の 「 ミ ス マ ッ チ」
が顕在化 し て き た の で あ る c 震災被害の ひ どか っ た神戸 市長[IJ 区 、 兵[峰辛判lド又え. な と
地域でで、 は 、 高齢被災者や l臼f1; d?伝分j託討ミ芝勧業 J名許守守苧が多 い こ と か ら と く に 地J元己ι，志tむ〈向が蛤強、 い が、 こ の 地域 で は
権利 関係の調整 な どか ら 公的住主の大 量供給が難 し く 、 需給ギ ャ ッ プ に拍 車 を か け て い る 。

こ の た め 、 県 で は 1 ‘ 164戸 の募集前 れ を 生 じ た 県営住吉 に つ い て は 、 応募 の な かで 落
選 し た 人 な ど を対 象 に 再暮集 を 行 っ た

3 次で は 、 こ う し た ミ ス マ y チ を 是正すべ く 、 第 i 次 、 第 2 次 と 比べ て 、 募集団地 を
市街地 に シ フ ト す る 方 向 カ守J ち 出 さ れ た 。 ま も な く 完成が見込 ま れ る 市街地 の 大規模同地
を 中心 に 、 市街地で、 の供給戸数 を 令募集の74% に ま で高 め たp

そ れで も 神戸 市北氏 な どで] ， 972戸 の募集刻れ住'tが発生 し た 。 兵庫県 と 被 災 rlî 測I は こ
の第 3 次募集割 れ公1;�寸主 定 に つ い て 、 1 9971f 5 月 、 用 地返還が求め ら れ て い る 六 rp ア イ ラ
ン ド 第 5 仮設住宅 (神戸 市 東灘じく) な ど 8 ヵ 所の仮設住J七 と 大阪府 下 、 姫路市 な ど被災地
以外の仮設住 宅 の 入 居 若 約2 ， 800世帯 を 対 象 に個 別 的 に 斡旋活動 を 実施 し た 。 斡旋ド 数 は
計1 ， 324戸 ( う ち 県営860戸) で あ っ た が、 既成市街地か ら 速い住宅が多か っ た た め 、 rfl 込
み は低調で結局 188世帯 に斡旋す る に と ど ま っ た 。

一方第 3 次で は 「 コ レ ク テ イ プ ・ ハ ウ ジ ン ク、 」 、 「 グル ー フ。募集」 と い う コ ミ ュ ニ テ イ の
形成 を 図 る 新規募集が行 わ れた 。 グ ル ー プ募集は仮設住宅の 入居者同士が グ ル ー プ を 組ん
で 持 じ 団地 に 入居 す る シ ス テ ム で、 県営 8 団地1 ， 088戸 、 神戸市営100戸、 西宮 市営738戸
で 導 入 さ れ た 。

ま た ベ ッ ト 銅育可能な住宅 「 ベ ッ ト 共生 モ デル事業」 が公営住宅 と し て は初 め て 実施 さ
れ た 。 公的賃貸住宅で は通常ベ ッ ト の 飼 育 は 禁止 さ れ て い る が、 震災前 ま で犬や猫のベ ッ
ト を 飼 っ て 、 心 の 支 え と し て い た高齢者 な ど に 配慮 し て 、 仮設住宅で も ベ ッ ト を 飼育 し て

い た 人 を 対象 に 、 神 戸 市 内 の県営 2 団 地で99戸が募集 さ れた 。

2 . 最後の一元募集
災害毎興賃貸住宅の 第 4 次一元募集 は 1997年 9 月 26 日 か ら 10月 28 日 ま で募集が行 わ れ た 。

募集 の 基本方法 な ど は前 3 次 と 伺様であ っ た が、 募集戸数 は 当 初 日 ， 608戸 を 予 定 し て い た
が、 見 込み よ り 完成が早 ま る 団 地が増加 し た こ と か ら 、 最終的 に 過去最大規模の計17 ， 165

(新築口 、 194戸、 空家5 ， 971戸) と な っ た。 一元募集 と し て は最後の機会 と な る こ と か ら 、
仮設住宅か ら の移行が 命 気 に 進捗す る こ と が期待 さ れた 。 ま た今回初 め て 、 県外に 避難 し
て い る 被災者 に 斡旋す る 復興住宅が用 意 さ れた 。

第 4 次一元募集の 主 な 募集要項は以下の通 り で あ る 。
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①応募区分

( 1 ) 神戸 市東部 ブゃ ロ ッ ク (東灘 氏 、 灘 K 、 中 央 [メ )
(2) 神 } iTh 西部 ブ ロ ッ ク 区 、 長 田 区、 須磨 区 、 垂 水 区 )
( 3 )  北神 . : :  f日 ブ ロ ッ ク (北区、 ご 田市)
(4) 両神 ・ 明石 ブ ロ ッ ク ( 西 区 、 明石市)

阪神南部 ブ ロ ッ ク
(6 )  阪神北部 ブ ロ ッ ク

②募集予定戸数

新築 1 l ， 194j Î 
5 ， 97 U i  

ft'llt 1 7 ， 165戸

(尼崎市、 西宮市、 芦屋市)
(伊丹市、 宝塚市、 J l I 西市)

他 に コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ 6 問地 226戸
県外被災者斡旋

③復設住宅入居者枠

5 団地 234} 王

イ . 市営住宅、 公団住宅、 公社住宅 に つ い て は 仮設住宅入居者枠 を 80% に 設定。
ロ . 県常住宅 に つ い て は 仮設住宅入居者 枠 を 100% に 設定。 た だ し 、 阪神北部、 明石市の

22家住宅 に つ い て は 、 80% と す る 。
④グルー プ募集

県営の新築住宅 に つ い て は 、 気心の 知 れ た 仮設住宅 の 入居者同士が同 A団 地 に 入居で き
る 「 グ ル ー プ。募集」 を 受付 け る O

仮設住宅入居者の 優先枠 は 県営 で は 引 き 続 き 100% を 確保 し た ほ か、 市 営 、 公 団 、 公社
に つ い て は 第 3 次の70 % か ら 80% に 拡大 さ れ た 。 ま た仮設住宅入居者 に つ い て は 、 第 3 希
望 ま で選択で き る よ う に し た 。

( 表 8 ) 第 4 次一冗募集の概要 ( 1997年10月 初 日 現在)

ノi� 凶 2 ， 654 4 ， 339 1 . 63 
之口〉、 計一 1 7 ‘ 165 33 句 357 1 .  94 

一斉に始 ま っ た復興住宅の一元募集。 = 1997ぞド 9 月 26 日 、 神戸市長
田 反役所 (神戸新開社提供)
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( 六 円 ) 第 4 次一元募集の仮設住宅 か ら の応募 と 第 2 ・ 第 3 希望の状況 ( 1 9981f 10) 1 30 [ J土Jl{王 )

第 4 次募集 の 時 点 で 、 仮設入 医 長 の 興公Jlit{-t主への移転 は 1 2 ， 2，1 1 ド が決 ま っ て お
り 、 こ れ に 第 4 次の仮設優先枠 1 4 ， 573] î を 加 え る と ， 814 5  î の 仮設入居者の 公 的住宅が

供給 さ れ る こ と に な り 、 仮設住宅の解消 が大幅 に進 む こ と が}明侍 さ れた 。
募集 に あ た っ て 、 県市で は 、 新設住 J七 の パス 見学会 を 実施 し た り 、 各仮設住吉で、 は 、 ふ

れ あ い セ ン タ ー な ど延べ260 ヵ 所以上で説明会 を 開 く な ど PR に つ と め た 。 さ ら に 生活支
援 ア ドバ イ ザ ー や 職員 を 動 員 し て 、 未 申 込者 な ど を 対象 に戸別訪問 を 行 っ た 。

こ う し た募集活動 の結果、 第 4 次一元募集の 申 込み は1 0 月 30 日 現在 で 、 募集戸数1 7 ， 1 65
戸 に 対 し 、 総数33 ， 357戸 、 全体の倍率 は 1 . 94倍 と な っ た ( 1 2 月 1 0 日 現在 の 最 終集計で は
34 ， 903戸、 平均倍率2 . 3倍) 0 う ち 市常住宅で は 2 . 13倍、 県営住宅で は 1 . 24倍で あ っ た 。

第 3 次か ら 始め た グ ル ー プ葬集 に は 、 神戸市内 、 西'富市の 団地 に計 8 件の 申 し 込みがあ っ
た 。 ま た神戸市、 尼崎 市、 宝塚市の 新築県営団地で計226戸の募集 を 行 っ た コ レ ク テ イ ブ ・
ハ ウ ジ ン グ に つ い て は 、 全体で376件 の応募があ っ た が、 一部団地 で は 募集 割 れ と な っ た 。

仮設住ち民ü: の 入肘優先枠 に は 最終集計段階で1 6 ， 29 1 世帯が申 し 込 ん だ。 1 0 月 1 日 現
在で{反設住主 の 人 芥 は27 睡 420 lH�，�ti で あ っ た の で 、 約60 % が応募 し た こ と に な る 。 残 り の
40% は 、 過去 3 二大の ' JL募集です で に 入居先が決定 し た 人や 自 宅の 自 力 再建 を 予 定 し て い
る 人がは と ん ど と 考 え ら れ たが、 入 院 中 や 希望す る 住宅が な い な ど の 理 由 で未応募の 入居
者 も イfß あ っ た 。

1I は過去 3 rfl] の の倍率 と 比べ、 全体倍率 は 大 幅 に 低 く な っ た 。 募集戸数が
大腿模で あ っ た こ と も 影響 し た と 見 ら れ る 。
地域や r，t]地 に よ る 応募の偏 り は 第 4 次で も 顕著 で あ っ た 。 西宮市営 「東鳴尾町 1 丁 目 他」

の 日付 を に 、 神J j r!î件 「灘北第一J 83 . 5倍、 西宮市営 「 シ テ ィ ハ イ ツ 西宮北 口他J 72 . 2  
な と tltl } i ・ 岡山 市 内 の 市街地の{主 主 に 高 い倍率が集 中 し た 。
そ の 4 ん‘ で 、 募集 れ の 団地が690団地 に の ぼ り 、 第一次希望 で は 、 応募 ゼ、 ロ と い う 住

戸 も 5 ‘ を ま交え た 。
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4 次 ソ己募集の 抽選 会 は L1 月 25 日 、 神戸市 't1央iベ の サ ン ボー ホ ー ル で 開 か れ、 応募が
な か っ た 問地 を 除 く 住戸 の fli 、� 選 持がìjと ま っ た c 抽 選 に 外 れ た 被 災詩 の た め に 1 2月 上.1j] に
第 2 、 第 3 希望の抽選会 も 開催 さ れ た ι

抽選 は 12 }J 1 0  H ま で に す べ て 終 f し た。 兵庫県住宅管漢江課の 最終集計 で は 、 31 ， 903件の
申 込み の う ち 、 12 ， 837件が当 選 し 、 う ち 仮設住宅入肘者の 、吉 選 は 9 ， 221件で あ っ た ( ElJ 込
件数か ら 見 て 7 ， 067件 の 仮設 入肘者が落選 し た こ と に な り 、 そ の対応が課題 と し て積み残
さ れした。 (JdO参照)

住み慣れた市街地の 住 宅 に 応募が殺到 し た半面、 郊外地域 を 中心 に 募集割れが続IH し 、
被災者の 詫己主 と な地条件 と の 「 ミ ス マ ッ チ」 が J支 と 深刻 に な っ て い る こ と か ら 、 県、 神
戸市 は 募集割れtJJi也 を 小 心 に し た 大 規模 な 再募集や惜別対応で現状打 開 を [司 る こ と に し た 。

3 年 間 の 時限 立法で公合住宅の 入院資格 を 緩和す る 「被災 市街地復興特別措置法」 が1998
l 月 16 f 1 で期限切 れ と な る こ と か ら 、 よ り 多 く の被災者に公営住宅 に 移行 し て も ら う た

め 期 限最終 日 の l 月 16 fl か ら を 行 し ヘ 2 月 3 H ま さ れ た 。 再募集戸数は募集
割 れ し た 団 地 を 中 心 に 1 ， で 、 内 訳 は 県営住宅458P (新築96戸 ・ 空家362FT) 、 市営住
宅1 ， 323} j ( 新築88]戸 ・ 空家 ) で あ っ た 。

さ ら に 兵庫県 と 神戸市 は 、 1998年 4 }J 24 El か ら 5 月 15 日 ま で、 新 た に 災害復興公営住宅
を 計5 ， 760戸供給す る こ と を 決め た 。 供給 さ れ る 住宅 は 県営、 神戸市営 を 含め 新築2 ， 537戸、
空家2 ， 763戸 で 、 地域別 で は 、 神戸市長田 区643戸 、 兵庫 区787戸、 中 央区697 戸 な ど市街地
が中心で あ る O 従来 と 河 様 に 、 仮設住宅居住者 に は第 3 希望 ま で受け付 け 、 優先入居枠 8
割 も 確保 し た 。

(表10) 第 4 次一元募集の抽選結果

宝塚市

! 日前m
明石 市

小言f

平法台 ノ山"-，向t半

公 社 267 

公 [，)] 2 ， 654 

到
竺
O一

幻

1 7 ， 165 

(注) 当 選者の か っ こ 内 は仮設住宅か ら の 申 込者
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3 . 住宅特腕交換髄疫の実施
被災者が希 望す る 住宅 と 供給 さ れ る 災害復興住吉等が 立地条件 な どで ;文 し な い と い う

「 ミ ス マ ッ チ」 問題 を 解決す る ー ブj殻 と し て 、 兵庫県 は 「災'斉公営住吉等 の 住宅特別交換
制度」 を 創設、 1998年 l 月 17 日 か ら 実施 し た 。 こ れ は 希望す る 特定の地域や街の公営住宅
に 入討 で き な い場介、 い っ た ん指定 さ れた公営住宅 に 暫定 的 に 入居 し て お き 、 そ の後、 希

す る 地域の公営住宅で募集 な どがあ っ た 時 に蜜先的 に 応募で き る 制度で あ る 。 こ の制度
の 実施要綱 (嬰 は 以 下 の 通 り 。

( t l 的)
第 1 条 こ の 要綱 は 、 従nlJ同住地等への住吉斡旋希望 を 持 ち な が ら 、 主
タトの 見;号公 主 主等へ暫定的 に 人!日げ る 仮設住古 人民若の 希望 を 実現す る た め 、 将来的 に
当 初 の fr'i型地の 災宍公営住吉等 に H:み替 え さ せ る こ と を 可能 と す る 事務取扱 事項 を 定 め 、
仮 設住宅か ら 恒 久住宅への 円 滑 な 移行 を 促進す る こ と を 日 的 と す る O

格 )
第 2 条 各 事業主体が、 仮設住宅 入居者 に対 し て 実施す る 災害公営住吉等 の 斡旋 に お い て 、
次の各サ の い ず れ か に 該当 す る 場合で、 通勤、 通院が片道 l 時間30分以 上 と な る 等、 現 に
住 宅 に 岡 窮 し て い る こ と が明 ら か な 者で 、 かっ収入超過者で、 な い者 は 、 住宅特別交換の笠
3議 Ffl 請 を 提出 で き る も の と す る 。
( 1 )募集割 れ し た郊外等の 災害公営住宅等 を 斡旋す る 場合で、 将来 に お い て従前居住地等へ
の住み替 え 希望 を 持つ者が、 将来の住み替え を 条件 と し て 斡旋住 宅 に 暫定 入居す る 場合
(2)そ の地特別 な 事情 に よ り 、 従前居住地等への住宅特別交換 を す る こ と が適 当 で あ る と 各
事業主体が認め る 場合

(登録 申 請手続 き )
第 3 条 住宅幹別交換 を 希望す る 者 は 、 住 み 替 え 登録依頼 中 出書 に必婆事項 を 記入 の と、
斡旋住宅 を 所管す る 各事業主体へ提出 す る も の と す る 。

(登録及 び住宅特別交換)
4 条 申 出 :舎 を 受理 し た 各事業 主体は、 資格確認 を 行 い 、 適合す る も の に つ い て住み替

え 希望者登録台帳へ記載す る O た だ し 、 他の事業主体の 災害公営住宅等 を 希望 す る 申 出 書
を 受理 し た場合に は 、 住 み 替 え 登録依頼書 に 当 該 申 出 書 を 添付 し た も の を 当 該住宅 を 所管
す る 事業主体へ送付す る こ と に よ り 、 登録台帳 に 記載 さ れ る も の と す る O
2 . 各事業主体は 、 今後実施す る 災害公営住宅等の 入居者募集 に お い て 、 一定の住宅特別
交換枠 を 確保の 上、 前項の登録台 帳 に 記載 さ れ て い る 者 を 対象 と し て住 み 替 え 希望住宅へ
の 住 み 替 え 促進 を 図 る も の と す る 。
3 . 住 み 替 え 希望住宅の登録の有効期 間 は 、 登録台帳記載の 日 か ら 5 年 と す る O
4 . 住宅特別交換 に 伴 う 住宅の割 当 、 確保方法及 び事務処理等 に つ い て は 、 各事業主体の
定め る と こ ろ に よ る も の と す る 。
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ド三品 百万語 建ゐ現況 と 克 制捜
ト 共同ft再建事業の進展

震災で 一戸建 て や マ ン シ ョ ン の持家 を 失 っ た住民の住宅 再建 は さ ま g ま な 堅 に ぶ つ か っ
て 自 力 再建が困難 な ケ ー ス が少な く な い。 震災か ら 3 年 た っ て 、 統計 十 は 滅失戸数 を 土 田
る よ う な 再建が行 わ れて い る が、 七地区曲i整埋事業や市街地再開 先事業 な ど面 的 な 夜災復
興事業 に かか ら な い い わ ゆ る 「 白 地地域」 で は ま だ更地の ま ま 放置 さ れて い る と こ ろ も 桔
当 数見 ら れ る 。

定点観溺 を 基 に被災地 の復興状況 を 調売研究 し て い る 「街の後興 カ ル テ く平成 9 年度 >J
で は 神戸 市長 田 区 、 中 央 収 、 東灘[>( 、 ìJffi lJ: 、 芦屋市 な どの観測地K の復興状況 を 詳細 に報

し て い る 。 そ の な か で 、 難 lベ f�J東 地 区 (77 . 7ha) の住宅再建 の 進捗状況が調査報告 さ
れ て い る ぐ 山 1 ) 

そ れ に よ る と 同 地 区 は全壊戸数の比率が40 . 6 % に 及 ぶ生宅被害の著 し い 地 区 で あ る が、
1998年 1 Jj 時点 に お い て も 被害 を 受 け た住宅が解体 さ れ た あ と 、 更地の ま ま 放置 さ れて い
る 割合が敷地数 の 19 . 2 % に 達 し て い る 状況が報告 さ れて い る 。 し か も 解体 さ れ た あ と 、 恒
久建築が行 わ れ た 比率 は 2年 目 、 3 年 目 と 年 月 を 経 る に 従 っ て 次 第 に 停滞 し て き て お り 、
と く に 長屋 、 木造共同住宅で あ っ た敷地や狭小、 義道不 良の敷地で住宅再建が遅 れ気味 に
な っ て い る ;1犬;兄が指摘 さ れて い る 。

住宅再建が停滞 し始め た 要 同 と し て 、 同報告で は 、 ①再建が困難 な 条件 を 有 し て い る ケ ー
ス の増加②神戸市全域で住宅供給が過剰傾向 に あ る ③解体 さ れ た 未利用 敷地 に対す る 固定
資産税 ・ 都市計画税の 特例措置の 影響 の 3 点 を 指摘 し て い る 。

こ う し た こ と か ら 、 兵庫県 ・ 神戸市 な ど行政当局 で は 、 建設省 の 「優良建築物等整備事
業」 制度 を 活用 し た り 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 使 っ た利子補給や助成制度 な ど再建
ニ ー ズ に 応 じ た さ ま ざま な メ ニ ュ ー を 用 意 し て 、 持家の 自 力 再建や被災マ ン シ ョ ン の再建
を 支援 し て き た 。

1997年度 に お い て も 、 復興基金事業 と し て 、 「被災者 向 け コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等
建設事業補助J ，.小規模 共 同 建替等事業補助J ，.高齢者住宅再建支援事業J ，.被災 中 高 年 恒
久住宅 自 立支援制定J ，.隣地 買 増 し 宅地規模拡大利子捕給」 な ど既存支援制 度 を 拡充 し 、
ま た新規制定 を 追加 し て そ れ ぞれ実施 に 移 し た 。

例 え ば、 1997年震か ら 受 け 付 け が開始 さ れた 追加支護策 で は 以下の よ う な も の があ る 。
〔小規模共同建替等支接事業補助〕

「 白 地地域」 に お い て 、 敷地規模、 接道要件 な ど の 要件 を 満 た さ な い た め 、 国 の 補助対
象 と な ら な い小規模 な 共 同 建替 え ・ 協調建替え な ど を 行 う 場合、 調査設計費 、 土地整備 費 、
共 向 施設 に かか る 費用 の 一 部 を l 戸 あ た り 260万円 を 限震 に 補助 す る 。 事業期 間 は2001 年
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3 月 ま で、。
〔 高齢者住宅再建支援事業補助制度〕

震災で被災 し 、 半壊以 上 の 、刊定 (補修 は l 部損壊で も 可) を 受 け た 満65歳以 上 の被災者
(前年所得が690万 円 以下) が住市の建設購入、 あ る い は 補修す る 場合 に 、 費 用 100万円 に

つ き 5 Hf1J の 割 で、緩助 す る 。 事 業期 間 は2000年 3 月 ま でc
〔 隣地質増 し 宅地規模拡大支援事業〕

住宅 再建の た め 、 住吉金融公庫の災害復興住宅融資 な ど金融機関 か ら 融資 を 受 け て 、 隣
接地 を 購入 す る 場合、 年2 . 5 % 以 内 で利 :子補給す る 。 間 は2000年 3 月 ま で ら

( 図 2 ) 住宅再建の概念図

持 家 倒 壊 ・ 焼 失

fìí�lr �1 に 上地を

事業llJ 地 と し て 売却I

敷地規模普通

敷地規模大

狭小敷地等集約換地

民民の話合い

地道主 主がす:地 を 事 業
用 地 と し て 市町 に売却

( f兵庫 の i玄商整理J 兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部編 19981'1' 3 月 )

こ う し た な か で 、 住宅再建の有 力 な 手法 と し て 、 「 共 同 化再建事業」 が注 目 さ れ、 行 政
の後押 し も あ っ て 、 被災市 街 地 で は さ ま ざ ま な タ イ プ の 共 同 化再建の事例 が見 ら れ る よ う
に な っ た 。
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共同化再建は扶小な か っ た り 、 建ぺい 本 ・ 容積ギが現行法規で は 大 に
縮小 さ れ る な どのi型rtJ で個別再建が困難 な 場 介、 地権 がJt. rä] で マ ン シ ョ ン や Jt [trJ j主官 に
建f与 え る 子法であ る 。 権利者分 を 除 い て 余 っ た保問J� ( 余剰床) を 第 3 去 に 分譲 し
費 の ー部 に あ て る こ と で 、 資金的 に も 余絡がで き る じ

共同化 再建 業 に は 国 の 「優 良建築物等守完備 'lî- �ミ 」 や r，密集住宅 市 街地f整備促進
な ど設 計 費 や 共有部分の建設費 を 助成す る え;提出l度があ る が、 . r r îで も 、 flij j主主共
rûJ化 支扱利 子補給J . ftî 国I 単独住宅融資利 子補給 J 「小規模共 同 建持手 事 業 fffìlljJJ
興 ま ち づ く り な どの支援制度で共同化円建 を 支授 し 、 被災地 の け 地整備 を 促
進 し て い く 方針 を 打 ち 出 し て い る つ 小規模共 同住持等 事業補助 は 狭小 な 敷地 の 共 同 化 な ど
に よ り 、 再建 を 凶 る 場合に調査設計計!剤 費 、 L地整構費 な ど を 補助 す る 制 度 で 、
を r8HJ し て い る 。 信興 ま ち づ く り 支援
備 の助 成 な どがあ る し

門 コ ン サ ル タ ン ト

共同化再建 は 白 地地域で実施 さ れ る ケ ー ス が多いが、
い て も 、 仮J現地指定が進渉す る な ど に伴 い 、 具体化が進 ん で い る 。

き J患の 環境

な どの 実施地l><: に お

こ れ ま で に神戸 市 内 で、 こ う し た 国や県 ・ fîjの支扱 策 を 利 用 し て 行 わ れ た 共 同化再建
は 74 地 区 、 3 . 500戸 に の ぼっ て い る 。

A方、 住宅 ・ 都 市整備公l'fJ で も 共同化再建 事業 を 震災復興事業の柱 の 一 つ に位置 づ け て
お り 、 さ ま ざ ま な 制度 を 活用 し て 、 1 996年度 に 15地区、 731戸、 1997年度 に 7 地 区、 270戸、
計22地区 、 1 ， 00 1 戸 を 事業fと し て い る c

し か し 、 共同化再建事業 を 実現す る に は 資金面 だ け で、 な く 、 権利者 の 権利調整 と 合意形
成 、 時 間 的制 約 ( 震 災特 例 の 期 限 内 に 事業{とす る 必要 な ど) 、 公 的 支援 を 受 け る た め の建
設計画の 条件整備 な ど多 く の 障壁があ る 。 呂 本都市計画学会関西支部の調査報告書 「 こ こ
ま で き た 震災復興1997J ( 1997年1 1 月 発行) で は 、 自 力 共 同 再建 の 実態分析 を 通 じ て 、 そ
の 問題点や課題 を 指摘 し て い る 。

同報告書で は 、 住宅共 同 再建 に見 ら れ る 障壁 と し て 、 組織形成上の 問題、 時 間 的 問題、
制度上の 問題、 資金的問題、 権利関係 ・ 抵当 権 問 題 な ど 9 項 目 を あ げ た 上 で 、 公的助 成 の
要件 と 建築計画ニ ー ズの ギ ャ ッ プ、 制度要綱 の制定時 と 事業計画立案時 と の タ イ ム ラ グ と
い っ た 問題 を 指摘 し て い る o (注 2 ) 

以下、 共 同 化再建事業の代表的 な事例 を 紹介す る 。
〔神戸市兵庫区湊J l l 1 T 冨 〕

こ の あ た り は 戦前 に建 て ら れ た 長屋 な どが建 ち 並ぶ典型的 な 密集市街地 で あ る が、 震災
で 約 1 . 5ha が全焼 し た 。 12人の地権者 は 、 組合施行の 土 地 区画整理事業 と 密集住宅市街地
整婿促進事業 を 適用 し て 共 同 化 を 行 う 方針 を 決め 、 土 地 を 集約換地 し 、 共 同 化の 区域約
1 ， 700m" を 確保 し て 、 4 階建 て マ ン シ ョ ン を 建設 し た 。事業 に あ た っ て は 、 住都 公 団 の グ ル ー
プ分譲住宅制度 と 民営賃貸用特定分譲住宅制度 を 活用 し た 、 住宅41戸 は グ ル ー プ分譲住宅
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26戸 、 民営賃貸用 特定分譲住宅 2 戸、 一 介支分譲住 宅 1 3戸 と な る 。 完成 は 1999年 3 月 の 予定。
〔神戸市長田 区 御屋敷通〕

老朽化 し た 長屋や ア パ ー ト が語集 し 、 私道部分 を 合め て 50m' に満 た な い被 災住吉が大半
を 占 め た 。 資金力 の 乏 し い 高齢者世帯 も 多 い た め 、 共 同 化 再建 に よ る 大規模マ ン シ ョ ン を
建設す る こ と に な っ た c

住宅市街地総合整備事業 な どの助成制度で事業費約24 億 円 の う ち が) 5 億円 を 補助金で ま
か な い 、 42 人の地権者の 上 地 を 仮換地指定 し 、 11 階建て マ ン シ ョ ン 「 東急 ド エ ル ・ ア ル ス
御屋敷通」 が建設 さ れ る こ と に な っ た 。 神 戸 市 の 震 災復興区画整理事業広域 の 「新長 田 駅
北地区」 で は 初 め て の 共同化再建で あ る 。

1999年 6 JJ の完成後は住宅、 自舗、 事務所計114戸が 入居 し 、 権利者分 を 5 1 い た住宅66
戸 は 民 間 デベ ロ ッ パ ー が分譲す る 。
〔神戸市長関 区御船通 4 T 臨 〕

狭い路地 に 木造家屋が密集 し て い た
一帯で、 震 災 で 多 く の建物が倒壊、 焼
失 し た 。 借家人 に 加 え 、 高齢者 も 多 く 、
共同化再建 に 踏み 切 っ た 。

不在地主 を 含め 57 人 の 地権者が敷地
3 ， 571 討 を 住都 公 団 に 売 却 し 、 公 団 が
7 階建 て84戸の マ ン シ ョ ン 「 ル ネ タ ウ
ン御船J を 建設 し た 。 一戸建 て を
す る 地権 者 は 、 代 替地へ移転す る こ と
で協力 し た 。

ま ち ぐ る み でうこIJ見 に こ ぎ、Æ'fけ たwwマ ン シ ョ ン 「 ル ネ デ ウ ン

御船 神戸市長日1 1;<御船通 4 (神戸新聞社従供)

共同再建 は 、 地権者が土地 を 区分所有す る 分譲方式が主流 だが、 借地人、 借 家人 も 大 き
な 負 担 な し に !日居住地 に 戻 れ る こ と か ら 、 すべて賃貸住宅 と し 、 う ち 32戸 は神戸市の災害
復興公営住宅 に な っ た 。 1997年12月 に 完成。
〔神戸市東灘鹿西岡本〕

阪神 ・ 淡路大震災復興基金の 「小規模共同建替等事業補助制度J を 活用 し て 狭小 な 土地
を あ わせ て 共 同住宅 を 建て る 共 同 化再建事業 の 初 め て の ケ ー ス と し て 注 目 さ れ た 。 ，{憂良
建築物等整備事業」 で、 は 敷地面積や接道 の 幅 な ど要件が満た さ れ な い た め 、 廊下 や エ レ ベ ー
タ ー な ど共 同 利 用 施設や設計費 を 助成 す る こ の制度 を 利 用 す る こ と に な っ た 。 同 制度実施
前 に著工 さ れ た が、 特例 と し て さ かの ぼ っ て 適用 さ れ た 。

元居住者の 土 地 あ わせて 約258m2 の 敷地 に 、 延床面積約510m2 、 5 階建て の小規模マ ン シ ョ
ン が建て ら れ た 。 1997年10月 に 完成。
〔神戸市長田 区大橋町1 0丁 目 〕

復興基金の 「小規模共 同 建替等事業補助制度」 に よ る 「協調的建替事業」 の 初の ケ ー ス
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で あ る O 協調的建替事業 は小規模住宅の再建 に つ い て 、 コ ン サ ル タ ン ト の 指 導 に 蒸づ き 、
2 戸以上で建物 の 122j さ や位校 の デザ イ ン な ど ま ち づ く り に 配慮 し た ル ー ル を お 圧 い に 決め
て 再建す る 場合、 設計費 の 一部が基金か ら 補助 さ れ る 。 こ の 第一 1 号 と な っ た ケ ー ス の建設
地 は震災復興土地区画整理事業K域内 に あ り 、 4 軒並 ん だ住宅があ っ た が、 震災で全焼 し
た 。 再建 に あ た っ て は 、 4 軒が建物 のお さ や外壁 の生 な ど 7 項 目 の ル ー ル を 決め た 。 4 軒
の う ち 、 2 軒が木造 3 階建て の 河 じ タ イ プの家 を 建 て 、 残 り 2 世帯 は独 れ に 隣地で再建す
る こ と に な っ た 。

2 . 定期借地権 を 利用 し た 住宅再建
f建て住吉の n }]再建 を 促す支援策 と し て 、 新 た に 「 定期借地権」 を 利用 し た制度が

実施 さ れ たc 定期借地権 は 1992年 に施行 さ れ た 「借地借家法」 改 正 に よ り 誕 生 し た 制震で、
貸 し 子の 土地所有者 に と っ て 、 長期 に わ た り 安定 し た賃貸料が得 ら れ る A方 、 上地 を {昔 り
て住吉 を 建て る jj も 、 仁 地 を 買 う よ り 少 な い負担で住右 を 持 て る メ 1) ッ ト があ る O 政府 も 、
宅地供給 の増加が図 れ、 マ イ ホ ー ム 取得 に も 有効 な 方策 と し て 、 積極的 に 同 制度のi活舌用 を
自呼宇び

i民己開不動序禄点:工:業業界 も 住宅市場 を j活舌牲化 さ せ る 制度 と し て大 き な 期待 を 持 つ て お り 、 1994 年
7 月 に は 、 民 間 デベ ロ ッ パ 一 、 ハ ウ ス メ ー カ ー 、 ゼ ネ コ ン (総合建設会社 ) や 農業団体、

住宅 ・ 都市整備公 団 、 地方住宅供給公社 な ど90の企業 ・ 団体が参画 し て 「定期借地権普及
促進協議会」 を 創 立 、 定期措地権制度の普及 ・ 活用 を促進す る 活動 を 行 っ て い る 。

定期借地権 に は 3 つ の タ イ プがあ る 。 借地期 間 を 50年以 と と し 、 期 間 の満 了 に 伴 い 、 原
則 と し て借 り 主 は建物 を 取 り 壊 し て 土地 を 返還す る 「一般定期借地権」 、 契 約援30年以上
経過 し た 時点 で土地所有者が建物 を 買 い 取 る こ と を あ ら か じ め約束 し て お く 「建物譲渡特
約付借地権」 、 借 地期 間 を 10年以上初年以 ド と し 、 事業用 に 建物 を 建 て て 利用 す る 「事業
用 借地権」 の 3 タ イ プで あ る 。

こ の う ち 、 住宅取得政策 と し て促進 さ れて い る の は 一般定期借地権 (借地借家法第22条)
で あ る 。

す で に こ の 一般定期借地権 を 利用 し た 分譲住宅 ・ マ ン シ ョ ン が大都市盟 を 中心 に相次い
で建設 さ れ て お り 、 普及促進協議会の事務局 と な っ て い る (財) 都市農地活用 支援セ ン タ
の調査で は 、 定期借地権付住宅 の 供給 (1997年12月 現在) は全国 で14 ，441戸 (戸建9 ， 832戸、
マ ン シ ョ ン 4 ， 609戸) に の ぼっ て い る 。 (注 3 ) 

県や市が定期借地権制度 を 活用 し て 、 自 力再建の側面支援 と す る 方針 を 決め た の は 、 さ
ま ざま な 自 力 再建支援策が基本 的 に 融資 を 前提 と し た利子補給制度 と な っ て お り 、 収入や
年齢の制 認 な どか ら 融資 を 受 け る こ と が国 難 な 被災者 は 支援策の恩恵 を 受 け ら れな い と い
う 現状があ る た め であ る 。 例 え ば一般的 に 高齢者 に は住宅関連 ロ ー ン は難 し い 。 経済的 な
理 由 か ら 資金面の ゆ と り がな い ケ ー ス も 少 な く な い 。 こ う し た理由 か ら 、 と く に 白 地地域
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に は 史 地の ま ま 放訳 さ れ て い る こ1 --地 も ま だ 多 く 伐 り 、 防犯 I 、 在15 I!î U，す j立 地 iベ; し
を 与 え て い る 。 こ う し た こ と か ら lJ'む 再建がで き な く な っ て い る 上地 を 流!劫化 さ せ る }j
と し て 、 定期借 地枠制 度 に u し た も の で あ る 〈
ま ず神J Îfrî で は 、 2 つ の タ イ プの定期借地権 を 利 用 し た 住宅再建支援事 業 を ス タ ー ト さ

せ た c
一つ は神戸 市住宅供給公社 が1997年 1 2 }j r n 力住宅再建支援事業」 の一環 と し て 「定期

借地桂付 き 再建分譲住宅事業」 を 附設 し た 。 こ れは 、
① L地所右訴 ま た は 土地特有の土地 を 公社が.1'( い取 る 。

の u患 の L に 公社が{主 七 を て 、 以内二 1m の 定期借地権 を し 、 l乙 の r: 地
「定期 地権H き の 住物 i を 分譲す る L

③分，í長代 金 の 支払 い は 、 十占在、 ま た は訓IIIえ在、 と す る
と い う ス テ ッ ブ。で定行 さ れ る v 定期借地権 を 干IJ ffJ し た 制 度 の 場 介 、 復興法令か ら ?と十一| し

対 し て 土 地 '('[ 1訟 費 の ‘ に つ い て 補助 金が交付 さ れ る た め 、 地代 を 下 げ る こ と が 可能 と
な っ て い る

も う 一つ は神戸市都市 整 備公社が1998年 1 月 か ら 実施 し た 「神戸市定m'パ ン ク J ( 
期 間 は2000年 3 月 ま で) で あ る 。 定期借地権 の活用 を ffîr:1{す る 地 主 と 借地希望 {í- を そ れぞ、
れ募集 し 、 公社が双方 の 仲 介斡肢 を 行 う 事業 で 、 住宅 再建の潜在的 ニ ー ズ を 掘 り 起 こ し 、
市指地活性化 を 図 る の が 日 的 で あ る 。

同公社 で は 、 1997年10月 1 日 付で 「定期借地権事業室J を 開設 し た が、 「神戸市定借パ
ン ク 」 の 実 施 に あ た っ て は 、 定期借地権普及促進協議会 と 全面 的 に提議 し た 。 同協議会か
ら 人材派遣、 ノ ウ ハ ウ 提供 を 受 け る と と も に 、 協議会 メ ン バ ー のハ ウ ス メ ー カ - 4 社 ( ミ
サ ワ ホ ー ム 、 ナ シ ョ ナ ル住宅、 殖産住宅、 積水ハ ウ ス ) か ら 賛助建築会社 と し て協力 を 得
る こ と に な っ た 。 4 杜 は協議会の組織 と し て 「神戸市定借パ ン ク 」 共同事業 ・ 神戸 プ ロ ジ ェ
ク ト を 結成 し た 。

「神戸市定借パ ン ク 」 で は 、 震災被害の比較的少 な か っ た神戸市北区 ・ 西区 を 除 く 、
灘 [R . 灘 区 ・ 中 央 区 ・ 兵庫 区 ・ 長 田 区 ・ 須謄 区 ・ 垂水区 内 の 土 地 で 、 原則 と し て 、 100m'
以上の住宅 ・ マ ン シ ョ ン 建築可能 な 土地 を 仲介斡旋の対象 と し て い る 。

地主か ら 貸 し た い土地の 申 込みがあ っ た場合、 神戸 プ ロ ジ ェ ク ト の 賛助 会社 か ら イ ン フ
ラ 整備 、 境界確定、 分筆な ど に 伴 う 経費 や保証金、 地代 な どの提案 を し て も ら う 。 こ の提
案 を も と に 、 土 地 は 賛助会社 の 建築条件付 き 貸 し 地 と し て パ ン ク に登録 さ れ る 。 公社で は 、
登録 さ れ た土地 を 借地希望者 に 斡旋 し 、 双方が合意す れ ば、 契約事務の代行、 弁護士、 司
法書士 な ど専 門 家 の 紹 介、 保証金の融資斡旋 な ど を 行 う 仕組み で あ る 。 借地人 は 神戸市民
あ る い は被災者 に 限定せず、 市外か ら 神戸市へ の 人 口 流入 の 効 果 も 見込 ん で い る 。

公社で は 地主 、 借地希望者向 け の セ ミ ナ ー を 開催 し て 利 用 を 呼びか け た が、 「神戸市定
借パ ン ク 」 の創設以来 l カ 月 で地主か ら 31件、 借地希望者か ら 46件 な ど計104件 の 間 い 合
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(表1. 1 ) 神戸市定借バ ン ク の事業化 ( 1998"r 3 月 攻在 )

わせや相談が寄せ ら れ た 。 そ の う ち 1 998年 3 月 ま で に 3 件の斡旋が決定 し た 。 (表11参照)
同年 2 月 、 幹旋 第 1 号 と な っ た 事例 は 、 神戸 市東灘区御影本町の性七地 2 区 両 (各

で 、 保証金1 ， 250万円 と 1 ， 120万円 、 地代 は 月 額48 ， 000fI] と 46 ， 000 f5] c f昔地WJ 隠 は51年間 と
い う 条件 で契約 さ れ た。

3 . 被災マ ン シ ョ ン の再建

阪神大震災の 住宅被害は マ ン シ ョ ン の損壊が大量 に発生 し た と い う 点 に 今 日 的特慣があ
る 。 兵庫県 の 調査で は 、 全壊、 半壊の 判 定 を 受 け 、 大規模 な 描11撃や建 て 替 え が必要 な マ ン
シ ョ ン は 1721来 に の ぼ り 、 1997年 5 月 時点 で 、 そ の う ち 108棟が解体 に と り か か り 、 建替 え
工事 に着手 し た マ ン シ ョ ン も 80棟 に の ぼっ た 。

わ が国 に は現在約300万 に の ぼ る マ ン シ ョ ン が建 て ら れ、 と く に 大都 市 閣 に お い て は 、
マ イ ホ ー ム 寂得の主流 と も な っ て い る O し か し こ れ ま で老朽化 を 理由 に 建替 え ら れた事例
は若干あ っ て も 、 に よ っ て 、 こ れ ほ ど大量の マ ン シ ョ ン の補修 ・ 建 て 替 え が同 時 に 起
こ る こ と は想 定す ら さ れて い な か っ た 。

こ れか ら 21世紀 に か け て マ ン シ ョ ン の建 て替 え が ご く 日 常的 に発生す る と す れ ば、 被災
マ ン シ ョ ン の再建過程で、 浮 か び、上がっ た 区分所有法 ヒの諸問題、 住民の合意形成の 困 難 さ 、
補修 ・ 建 て 替 え の資金調達、 建替 え 時 の 二重 ロ ー ン の過重 な 負 担 な ど多 く の 課題 と そ の 解
決への取 り 組み は 、 次代への貴重 な 教訓 と し て 受 け継がれ る べ き で あ る 。

被災マ ン シ ョ ン の 再建 に つ い て は 、 県 ・ 市、 各住宅供給公社、 住宅 ・ 都市整備公団で は 、
時 に民 間 と 連携 し な が ら 、 さ ま ざ ま な 手法で支援 を 行 っ て き た 。

こ れ ま で マ ン シ ョ ン の 建替 え に は 主 に 1994年 に 制定 さ れ た 国 の 優 良 建 築物等整備事業
( マ ン シ ョ ン 建 て 替 え タ イ プ) が導入 さ れて き た 。 こ の 制度 は 老朽化 に よ り 機能低下 し た

マ ン シ ョ ン (耐用年数の 3 分の l 以上経過 し た も の ) の 建 て替 え を 対象 に し て い る が、 震
災 に よ る 損傷 も 機能低下 し た も の と し て 、 被災マ ン シ ョ ン の建替 え に も 適用 で き る こ と に
な っ た 。

一部の被災マ ン シ ョ ン で は 、 マ ン シ ョ ン 建設設 に で き た容積率規制の た め 、 従前の床面
積で は 建 て 替 え がで き な い 「既存不適格」 が再建の 壁 と な っ た が、 神戸市・ で は 、 公 開 空地
を 増 やす こ と で容積率 を 援和 す る 総合設計制度の特例 を 設 け て 、 こ う し た マ ン シ ョ ン の再
建 を 支援 し て い る 。 こ の 震災復興総合設計制度適用 の 第 1 号 と な っ た 甲 南 コ ー ポ ラ ス (神
戸市東灘区森北町) の ケ ー ス で は 、 敷地の容積準 は200% で あ っ た が、 特例 に よ り 、 258%
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に緩和 さ れ、 総戸数34戸、 1 1 階建 て の マ ン シ ョ ン が建設 さ れ た ぐ
建設省 は震災の教訓l を 生かす た め 、 1998年 1 月 ン シ ョ ン 災害汁応マ ニ ュ ア ル」

を 作成 し た 。 マ ン シ ョ ン 再建で は 、 費 用 負 担 な どで、住民の意 見が対立す る こ と が多いが、
マ ニ ュ ア ル で は 、 事前対策 と し て 、 ①部屋の所有 ・ 管理形態 を 確認 し て お く ②法律 ・ 技術
面 の かか り つ け の専 門 家 を 決め る こ と な ど の対応 を紹介 し て い る 。

こ う し て 、 一部 に 再建方針 な ど を め ぐ っ て住民の意見が対 立 し 、 訴訟 に ま で発展 し た ケ ー
ス も あ る が、 震災か ら 3 :ij:'.が経過 し て 、 被災マ ン シ ョ ン の 再建 は お お む ねJIIn調 に 進捗 し て
い る 。 官民あ げた 支援体制 、 さ ら に 各地域の ま ち づ く り 協議会 を 通 じ た 専 門 コ ン サ ル タ ン
ト な どの参剖 も あ っ て 、 過半の マ ン シ ョ ン が震 災前の姿 を 取 り 戻 し て い る 。

民 間 の 不 動産情報サ ー ビ ス 会社 「東京 カ ン テ イ J (本社 ・ 東京) が1997年 1 1 月 か ら 12 月
に か け て 実地調査 し た と こ ろ に よ る と 、 震災で被災 し た 兵庫県内 の分譲マ ン シ ョ ン 544棟
の う ち は ほ99 % の 540棟が、 す で に 建 て 直 し ゃ祷修 を 完 了 し た り 、 そ の め どがつ い た こ と
カfわ か っ たc

伺 社 は 震災発生か ら 2 カ 月 後の95年 3 月 、 兵庫 県 内 の 全 マ ン シ ョ ン 約 5 ， 000棟の被害状
況 を 調べ、 そ の う ち 、 損壊度 の大 き い544棟 に つ い て 、 追跡調査 を 行 っ て き た 。 544棟の 内
訳 は大破83棟、 中 破108棟、 小破353棟で あ る 。 調査の結果 、 半年 前 の 97年 6 月 に 建て直 し ・
補修工事 の め とミがつ い て い な か っ た 106棟 も 4 棟 を 除い て復興が軌道 に乗 っ た こ と が判 明
し た 。 こ れ に は 、 被災家屋の公費解体期 眼が98年 3 月 に迫 っ て い た こ と も 影響 し た と 見 ら
れ る 。

再建計画が決 ま っ た540棟の う ち 、 建替 え は 104棟で 、 す で に 36棟が完成 し た 。 ま た工事
中58棟、 着 工待 ち が10棟で あ っ た 。 補修 を 決め た の は421棟で、 こ れ は ほ と ん どが工事 を
完了 し た 。 残 り は 再 開発 ・ 区画整理事業地域 に あ る た め 、 そ の 枠 中 で の 再建 を 予定 し て い
る 。 地域別 で は 、 神戸市で建替 え48棟、 補修250棟、 西宮市 は 建替 え 24棟、 補修80棟 と な っ
て い る 。 (注 4 ) 

被災マ ン シ ョ ン の再建で大 き な 役割 を 果 た し て き た の が、 兵庫県住宅供給公社 の 取 り 組
み で あ る O 同 公社 で は 、 亙分所有者が自 力 で再建 (建替 え ) が困難 な 被災マ ン シ ョ ン の再
建 に つ い て 、 建 て 替 え の 相談か ら 建設 ・ 引、渡 し に い た る ま で を 支援、 再建に よ っ て生 じ た
保留床 を 新築分譲マ ン シ ョ ン と し て 一般 に 分譲す る 事業 を 「 ウ ィ ズ ス マ イ ル」 事業 と 名付
け て積極的 に 推進 し て き た 。 た だ被災マ ン シ ョ ン は そ れぞれ個 別 の 事情 を 有 し て い る た め 、
管理組合の 再建方針 に 沿 っ て 、 3 つ の 手法で、再建 を 支寵 し て い く こ と に し て い る 。
@ 全部譲渡方式 (等価交換方式)

公社が被災マ ン シ ョ ン の 土地共有持分 を い っ た ん全部買 い寂 っ た 上 で 、 建物 を 建設 し 、
土地共有持分 と と も に 再分譲す る O
@ 地上権設定方式

公社が土地共有持分 を 買 い取 ら ず、 土 地 に 対 し て 一時 的 に 地上権 (土地全体 を 建物建設
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な どの た め に利 用 す る 権利 ) を
建物の み を 元 の 民分所有 若 に
@ 定期借地権方式

公社がす べ て の土地共有持分 を 買 い取 り 、 建物 を 建設 し て元の 医分所有者 に 定期借地権
付で再分譲 し 、 土地は借地 と し て 50年 間賃貸す る 心

1 }I町立で設定 し た t:で、 公社が事業 主 に な っ て 建設 し 、
同 時 に 地 L 権 を 抹消す る c

こ れ ら の 3 方式 に よ っ て 、 füJ公社 で は か ら 1998年 3 H ま で に39 団地3 ， 757戸の
事 業 に 参画、 97年度 rl1 に27の マ ン シ ョ ン で分譲葬集 を 開始 し た c (炎12参照)

( }ぇ12 ) 兵庫緊住宅供給公社の被災 マ ン シ ョ ン支援 (1 997年度募集分)

I 'JI地名 ( 1 1 j )  lnμJ

 

hnun

 

f

 

ノイー江げノー

十III} i l lì ヰi 央jメ 持Jl f l l 
I河川市 柳 本 田19{寺

， i�塚市交如来の医j

民 d1大i恕誌j
九 r1J-tTlH小係自1 1 呑

Ilmn"l 大塚町

日 tトT 97 . 1 2  250 

97 . 12 47 

8 

7 

12  

8 

17 目

(注 1 ) I街の復興 カ ル テJ (1998年 3 汀 、 震 災従興調 子子研究委l! 縦 、 (財) 2lt1t紀 ひ ょ う ごfil}ìを協会発行) <第

5 章灘 区 〉 を参照。

(注 2 ) I こ こ ま で き た震災復興1997J ( 1997年 1 1 )J 、 [j {(jjMh ，lri由j学会保i 内 主 f;ß災 災筏興都 市づ く り 特別委l) 会

都 市復興研究部会編著、 日 本都市計i科学会l刃 向 支;添うfネヲ1'01 J i  <立 4 そ n 力 !t H N i主 ・ 御輿の 民 間 y を
参日召 。

(注 3 ) I定期借地擦 を 活用 し た被災住宅対策及 びm;没 '1�17UJ \ l998{\ê l O !J 、 定期借地権 汗及促;1主 協議会党行) を
参照。

(注 4 ) 1 998年 l fj 9 日 付神戸新I討 を 参照。
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l第四品 仮設住宅の撤去 と海外再利用 -
1 . 統擁合が進む

災で住定 を 失 っ た被災者の た め に 約 48 ， 000)'î の仮設住右が建設 さ れた が、 災害復興公
営住宅の 4 次 に わ た る ふ元募集 と 建物 の完成に伴い、 仮設か ら 恒久住宅へ の 転出 は ほ ぼ順
調 に 進 ん だ c 1 997度 1 年 rHî の 入問状況 (契約戸数) の推移 は (表13) の通 り で あ る が、 神
戸市 内 で は 7 月 に 20 ， OOO]'i を 下 回 り 、 全体で も 30 ， 000l J を 割 っ た 。 年疫末の 契 約 不 は建設
戸 数 に 付 し て17 % に な り 、 約 半分が空家 と な る 状況 と な っ た c

た だ 、 依然20 ， 000世帝以 上が仮設暮 ら し を 続 け て い る 現実 は 移転促進策 を 進め る 行政当
局 に 大 き な 課題 と な っ て い る 。 仮設住宅 は供 与期 限が 2 と 決め ら れた が、 受 け皿 と な る
後興{主主の状況な どか ら 、 1 997年春 に 1 年間延長 し 、 さ ら に 1998年度上期末 ま で 再延
る 方針 を 決め た c

兵庫県が1998 年 2 月 1 H 現在 の仮設住宅入居者 に つ い て 調査 し た と こ ろ 、 23 ， 716刊 の 入
居世帯 の 内 訳 は 、 公吟{主 主希 望 で フ乙募集 な どで 入居が確定 し て い る 世帯が1 1 ， 795戸 、 Jíì
望 し て い る が未決定が6 ‘ 9 1 1戸 、 民 間賃貸住宅や持家 の再建待 ち 2 ， 976戸 、 契 約 し な が ら 居
住 し て い な い ケ ー ス 2 ， 034戸 と な っ て い た 。

こ う し た 状況 の な かで 、 被災者復興支援会議 (座長 ・ 小西康生神戸大学教授 ) は 1997年
8 月 、 I{反設住吉 に暮 ら す人 た ち の 生活 の 質 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 「本当 の 住 ま い」 に 向
け て の新 た な -歩 を 踏み 出 す た め の サ ポ ー ト を 行い な が ら 、 仮設住宅の統廃合 を 進 め る 」
と の提案 を 発表 し た 。

提案で は 、 「仮設住 宅 で は空家が増 え る こ と に よ り 、 粗大 ゴ ミ が放置 さ れ、 害 虫 が発生
す る な ど、 衛生環境 の 悪化が 目 立 ち 、 空室への不法侵 入 な ど防犯や防火上 の 危 険 も I甘 え て
い る O さ ら に 白 治会で も 中心 メ ン パ ー の 転居 に よ り 、 ふ れ あ い セ ン タ ー な どの 活動が低下
し 、 隣 人 同 士 に よ る 日 頃か ら の 安否確認 も 難 し く な っ て き て い る 」 と 仮設住宅の現状 を 指
摘 し て い る O
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(}，Xll 仮設住宅の 入居状況推移 (兵庫県調 べ )

( iU 9 市 HJ は紳介 i ilí以外

そ し て つ邑 手数が 去 り た仮設住宅 は 、 統廃合 を 剣 に 与 え る 時期が来 た と い え る だ ろ う J
と し て い る こ〉 仮設住吉統廃台の tìíIi是 と し て は 、 恒久住吉の 全体計 i剖 と 仮設住宅の解出計画
の連動が必要 と し て い る r そ の上 で 、 続出合 に 向 け て の条件整備 と し て 、 ⑦入間若 と と も
に 考 え る ③ グ ル ー プ に よ る 転出 を認め る ③選択肢の提示④移転費用 の 公 的 負 担⑤転出ー は
小限 に⑥空 き 仮設住宅の 利 活用 と い う 基本的 ル ー ル の 時 立や統礎 合 に対す る 入居 者 の 理
解 と 協力 、 ふ れ あ い セ ン タ ー の設置基準 の 弾力 的 な 運用 な ど を 提案 し て い る 。 山 1 ) 

一方で、民有地 な ど用 地 を 貸借 し て い た 仮設住宅で は 2 年 の期 限が来 て 、 返 還 を 求め ら れ
る ケ ー ス も あ り 、 神戸市 な ど被災市町 で は 願次仮設住宅の統廃 合 を 進め る こ と に し た 。 神
戸市 で は 1998年 1 月 ま で に 須麗 区 の 友がJi (60戸) と 菖蒲がE第一 (71戸 ) 、 垂水区 の 玉
居殿 ( 1 1 戸 ) 、 東課長区 の 渦森第一 ( 3 戸) の 4 ヵ 所が撤去 さ れ た 。 そ の他 の 仮設住宅 も 入
居者 と の話 し 合 い がつ い た施設か ら 撤去、 統廃合 を 進 め る 方針 で あ る O

2 . 仮 設住宅 を 海外で再利用
( 1 ) ベル ー 共和国への草の摂無償資金協力

大量 に 建設 さ れた 仮設住宅 を 撤去後 に 再利 用 す る 計画が動 き 出 し た 。 き っ か け は 1997年
7 月 来 日 し た ベ ル ー 共和 国 の ブ ジモ リ 大統領 と 橋本龍太郎首相 の 会談で 、 1996年1 1 月 震 災
が発生 し た ベ ル ー の イ カ 県や97年 2 月 に水害 に見難 わ れ た 山岳地帯の被災 地 に 、 診療所 な
どの施設 と し て 、 兵庫県 の仮設住宅 を 無償供与す る こ と で碁本合意 し た こ と で あ る O 日 本
政府 は ベ ル ー に 毎年、 ODA (政府 開発援助) を 実施 し て お り 、 仮設住宅 の 供 与 を 草 の根
無償資金協力 の 一 環 と し て実施す る こ と に し た も の で あ る O

草の根無償資金協力 は発展途上国 の 地方公共団体、 研究 ・ 医療機 関 、 及 び途上国 で活動
し て い る NGO (非政府組織) な どの 要請 に 基づ い て 実施す る ODA で 、 従 来 の 無償資金
協力 の枠組み で は 困難 で あ っ た比較的小規模の プ ロ ジ ェ ク ト に対 し て 行 わ れ る 。 途上国の
多様な 援助 ニ ー ズ に対応、 で き る プ ロ グ ラ ム と し て 政府 も 近年積極姿勢 を 示 し て い る 。

資源の 有効利用 と 国際協力 に つ な が る こ と か ら 、 兵庫県 も 外務省 の 要請 に 対 し て 、 こ の
プ ロ ジ ェ ク ト に 県 の 買 取物件 と (社) プ レ ハ ブ建築協会の リ ー ス 物件 の 仮設住宅で応ずる
こ と を 決め た 。 た だ1997年度 は ベ ル ー 側 の 引 取希望時期 と 県の 買取物件の撤去時期が一致
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し な か っ た た め 、 プ レ ハ ブ建築 協会員企業の 1) ー ス 物件 を 無償提供す る こ と と し た ぐ
提供す る 仮設住吉は淡諮島 の北淡町 1 1 1 1 (70戸} 、 背LIJ 2 、 育波tm (68戸)

で撤 去 し た 仮設住宅 (軽量鉄骨 プ レ ハ ブの 2 戸 1 棟 タ イ プ) の う 九 の 192戸 で 、 ベ ル 一 国
家社会 開 発補償基金 (FO:\CODES) を 受 け皿 と し 、 地方 の 貧 困 地域 の教育脆設不足改菩
の た め の教室 ( 2 戸 を 一体利用 ) と し て 再利用 さ れ る こ と に な っ た。 解体や輸送費 用 (192
戸分約452 ， 000 ド ル 、 l 戸 あ た り 約300 ， 000円) に つ い て は 平の根無償資金協力 に よ り 日 本
側が令額負担 し 、 1998年 3 月 船積み さ れ た 。

( 2 ) 中閣に377戸 を テ ス ト 供与

ベ ル ー 以外 に も ア ジ ア 、 ア フ リ カ な ど i世界各地か ら 仮設住定譲渡 の 申 込み が数多 く 寄せ
ら れた こ と か ら 、 L与し で は 可能 な 限 り 海外で の 再利用 を促進す る こ と と し て 、 1997年 8 月 、
実施 に あ た っ て の 基本 万針や仕組み な ど を 決め たc

ま ず海外で の再利用 の モ デ、ル ケ ー ス を 選定 し 、 そ の結果 を 踏 ま え て本格実施 に 移す こ と
に し た 。 基本)j針 と し て は 、 以下の 5 項 目 を 決め た 。
①仮設住宅の 譲渡先 は 、 住宅が不足 し て お り 、 緊急に住宅 を 必要 と す る 海外の 国 ま た は 自
治体O
①仮設住宅 は 、 無償で提供す る 。
③譲渡 に伴 う 費 用 に つ い て は 、 解体 ま で は 県が負担 し 、 そ れ以後の 国 内 陸上運送 ・ 輪出 手
続、 海上運送 な どの費用 は 、 譲渡先の 国 な どが負担す る 。
④引 き 取 り 業務受託者 な ど は 、 運送費用 な ど必要 な 対価以上の利益 を 享受 し な い。
⑤譲渡先 を 決定す る た め 、 審査委員 会 (委員長 ・ 田 中 裕司県住 ま い復興局長 ) を 設置す る 。

こ の基本方針 に 沿っ て 、 第 l 号 と し て 、 同年 8 月 、 中 国上海市浦東経済開発区 、 山 東省
経済開 発 区 の 住宅整備 の た め に提供 さ れ る こ と に な っ た 。 提供 さ れ た の は 上 海 に 172戸 、
山 東省 に 205戸、 計377戸 で あ る O こ れ ら は 兵庫県尼崎市久 々 知 3 丁 目 と 芦屋市内 で撤去 さ
れ た仮設住宅があ て ら れ た 。

中 国への無{賞供与が順調 に 行 わ れ 、 現地で も 評価 が高か っ た た め 、 県 で は 仮 設住宅無償
供与 を 本格実施す る こ と と し て 、 1997年1 1 月 、 再利用 希望者 を 公募す る 要綱 を 発表 し た 。
公募期 間 は 1 1 月 21 日 か ら 12月 8 日 ま で と し 、 事前 に 希望者 を 集め 、 説明会 も 開 催 し た。

3 . プ レハ ブ建築協会の対応
仮設住宅の再利 用 に 関 し て は 、 リ ー ス 物件 を 管理す る 住宅 メ ー カ ー が加盟す る プ レ ハ ブ

建築協会が1997年 8 月 、 「震災の 仮設住宅48 ， 300戸 の大半 は 、 将 来 の 災害 の た め に 国 や 自
治体が備蓄す る こ と を 検討すべ き だ」 と す る 報告書 を 発表 し た 。

こ の報告書は 、 東京で阪神大震災級の 地震が起 き た場合 を想定 し て 、 災害被災者 向 け 仮
設住宅の あ り 方 を 検討す る た め ま と め ら れた 。
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報告書で は 、 東 京 に 大震 災が発生 し た場 合 、 仮設住宅34万戸が必要 と な る が、 民間 ス ト ソ
ク で は30 ， 000戸が限度 で あ る と し た上 で 、 阪神大震災で建設 さ れた仮設住 宅 は 年 間 生産量
の 1 1倍 も あ る こ と か ら 、 そ の リ サ イ ク ルが有効 で、 あ る と 指摘 し て い る 。 .般的 に 仮設住宅
の耐用 年 数 は約20年 で あ る が、 解体 し て民開業者が下取 り す る 場合 、 保管場所の確保や維
持 コ ス ト な ど負担が大 き い た め 、 最終的 に 公的備蓄 に 回す の が適当 と 提言 し て い る O

こ う し た考 え 方 に 沿 っ て 、 プ レ ハ ブ建築協会で は 、 県の再科用計画 に 全 閥 的 に協力 す る
こ と に な り 、 業界 と し て 以 下の よ う な 対応策で、 リ ー ス 物件 を 有償提供す る 方針 を 決め た 。
①教室、 診療所 な ど住宅以外に使用 す る 場合 、 パ ネ ル の 補修 に 関 す る 要望 に 対応す る O
②ボル ト 、 ナ ッ ト な ど不足消耗品 は 無償提供す る 。
③解体は業者が行 い 、 現場で引渡す こ と 。
④譲渡可能戸数 は 、 約18 ， 000P (見込み) で 、 有償 ( 1 戸 あ た り 85 ， 000円 ) と す る 。
⑤再利 用 先 で の建設の た め の ス ー パ ー パ イ ザー の 派遣や建設 に 関 す る 技術習得の た め の 人
材受け入 れ に も 応ず る O

4 . 再利用公募 で 、 7 ヵ 国 に 1 7 ， 000戸提供
仮設住宅再利 用 の公募に 対 し て 、 海外か ら の 反響 は大 き く 、 買 取 り が可能 と な っ た リ ー

ス の仮設住宅約17 ， 000戸 に 対 し 、 17 ヵ 国 か ら 約21倍の言1'370 ， 535戸 も の 譲 渡 申 込み が寄せ
ら れ た。 (表14参照)

(表14) 仮設住宅再利用応募状況
地域 毘名

; ア ジ ア 中 [ヰ
モ ン コ )[〆
フ ィ リ ピ ン
イ ド ネ ア

ム
カ ン ボ ジ ア
マ レ ー シ ア
ノ f キ ス タ ン
ノf ン グ ラ デF イ シ ュ
午、 パー )� 

オ セ ア ニ ア ノ t ヌ ア ツ
l ア フ リ カ 中 央 ア フ リ カ
中 南 米 メ キ ン コ

フ フ ン )[ノ
チ

/\ 《 jレ

民 ' ナト| ロ ン ア

言十

申 込件数

1 

4 

1 

3 

1 

1 

2 

1 

i 

61 I 

希望戸数

209 ， 040 

50 

1 3 ， 500 

9 ， 900 

85 ， 000 

5 ， 000 

5 ， 000 

20 ， 000 

2 ， 000 

24 

1 ， 000 

10 ， 000 

5 ， 000 

21  

5 ， 000 

370 ， 535 
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止し で は 応募案件 に つ い て 、 11 1 m 内存 の確認や外務省 な ど と の協議 を 路 ま え 、 仮設住吉再
利用 寄 売 を民 会 で公 共性 や 緊急 、 コ ス ト 負 担力 な ど を 基準 に相 手先 を 審査 し た c そ
果、 1998{f 3 JJ 、 ヰ1 [[;.1 、 ベ ト ナ ム 、 イ ン ド ネ シ ア 、 フ ィ リ ピ ン 、 モ ン ゴル な ど 7 ヵ 国 に計
17 ， OOO:F î を 提供す る こ と を 決め た し (表l�初!な)

仕え1 5 ì 再利用仮設住宅無償提供の相手先

上海市

ン パ ー ト ル市

^ 1 1  

'[ 物 保 pを に 1;[ ゐ JJU 出

災 . Tì阪、[絞 の被災r， ftJ 1 ì 'じ

リL . Tì l!l\\ 被 の 波 災 -K Hl lí

※ I  同務院各部の 配分は扶貧開発�JI)卑小組が行 う
※ 2  モ デル ケ ー ス 実施済み分 を 合む

7 ， 000 ( ※ 1 )  

( ※2) 

※ 3  提供戸数は協議時/;( の 目 安で硲定数で は な い。 ま た ベ ル ー 共和 国提供分は公募分 と は
日Ij枠 な の で、 こ こ に は 含 ま れて い な い。
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l第五品 次代に向げた大規模プむジ三 ク ド
1 . 高齢化 ・ 環境 ・ 景観 に 配慮 し た 3 大 プ ロ ジ、 ェ ク ト

災夜興 で は 、 た ん に震 災 前 の 安 に 街 を 復 旧 さ せ る だ け で な く 、 次代 に つ な がる よ う な
新 し い 街 を 創造 し て い く 取 り 組みが求め ら れて い る 。 住宅複興 に お い て も 被 災者用 の 災害
復興公件f主主 を 量 的 に確保す る こ と に 加 え て 、 来 る べ き 高齢化社会への対応 、 環境や部市
景観 に 配慮 し た荷づ く り が必要であ る c

そ う し た 視点 に基づい て 、 被災地で進め ら れて い た 3 つ の大境模 な住吉複興 フe ロ ジ ェ ク
ト カf街開 き に 向 け て 姿 を 去 し た 。

/ 点 l6 1 大規模 プロ ジ ェ ク ト の概要

i rb 'f l :f(: lx: 
. I幸三郎{似字通

126 

rHAT 神戸J (東部新都心) は 、 震 災復興 を め ざす神戸市復興計画 の シ ン ボル プ ロ ジ ェ
ク ト の 一 つ に位置づけ ら れて い る 。 神戸市 中 央院 か ら 灘区 に ま た が る ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト
に 三宮、 ハ ー パー ラ ン ド と 一体 と な っ た神 戸 の 新 し い都心 を 形成 す る 構想、 の も と に 、 1996
年 に 建設がス タ ー ト し た 。 愛称、の rHAT 神戸J (Happy Active Town) は 公募 で 決定 し た 。

約 2 . 600 戸 の 災害公営住宅が募集 に 出 さ
れ る 東部新都心 = 神 戸市 内 (神戸新聞社
提供)
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住宅 ・ 都市整備公団 も 土地区画整理事業 な どの形で計画 に参画、 公営、 公団 に よ る 公営住
宅供給が進め ら れ る

街づ く り の コ ン セ プ ト は 「魅力 あ る 水際交流空間 の創 出」 で、 臨海部の立地条 件 を 生か
し て 、 ハ ー パ } ウ オ ー ク (水際遊歩道) な どが整備 さ れ る 。 国際性豊 か な 新都心 を め ざ し
て 、 世界保位機関 (WHO) の WHO 神 戸 セ ン タ 一 、 エ メ ッ ク ス (世界閉鎖性 海域保全)
セ ン タ 一 、 ]ICA ( 国 際 協力 事業 向 ) 兵産 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー が誘致 さ れ、 ひ ょ
う ご国際 プ ラ ザ、 県立美術館 「芸術の館J な ど も 建設 さ れ る c

す で に 1998年 3 月 、 東備 の IHAT 神 戸 ・ 灘 の j兵」 が完成 し 、 第 l 次 と し て約 1 ， 300戸の
入居が開始 さ れ た 。

南芦屋浜田地 は 芦屋浜 シ ー サ イ ド タ ウ ン の 沖合 に 、 兵庫県企業庁が埋め 立 て 造成 中 の 南
芦屋浜地K の 北東部 に建設 さ れ た 。 1998年 3 月 に県営住宅414戸、 市営住宅400戸が完成 し 、
入肘が行 わ れ た 。

南芦屋浜地区の 中 ・ 南部約56ha は 、 民 間 デベ ロ ッ パ ー に よ っ て 、 今後10年余 り に わ た っ
て住宅、 マ リ ー ナ な ど 主 要施設の整備が行 わ れ る 予定で あ る 。 ま た 街全体の バ リ ア フ リ ー
化、 防災機能の強化な ど高齢化 に対花、 し た街づ く り が行 わ れ る 。

西宮マ リ ナ パ ー ク シ テ ィ は 当 初 海洋性ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機能 ・ 都市型 リ ゾ
ト 機能 を 構 え た 海 上都市 と し て計画 さ れ た が、 震災以 降、 住宅復興の 一翼 を に な う 復興住

宅 ゾー ン と し て公営住宅 な ど を 整備す る 計画 に 変更 さ れ た 。

2 . コ ミ ュ ニ テ ィ と ア ー ト
こ れ ら 3 つ の大規模 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て は 、 都市景観 と コ ミ ュ ニ テ イ の 形成が重要 な

テ ー マ に な っ て い る 。 南芦屋浜団地 に お い て は 、 設計段階か ら 「 コ ミ ュ ニ テ ィ & ア ー ト 計
画J を た て 、 ア ー ト を 取 り 入 れた住民参加の斬新 な 街づ く り が行 わ れ た 。

ア メ リ カ で活躍す る 現代美術家、 田甫律子 ・ マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工科大学視覚芸術 プ ロ グ
ラ ム 準 教授 の 指導 で 団 地 内 に 「 だ ん だ ん畑」 を つ く っ た 。 「詑文 の 多 い 楽農庖」 と 名付 け
ら れ、 住民 自 ら 花、 野菜、 穀物 な ど を 植 え る 体験 を 通 し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く っ て い く
狙 い で あ る O こ の 団地 に は仮設住宅 に 入居 し て い た 高齢の被災者が多 く 、 そ の 共有体験 を
だ ん だ ん畑 っ く り に 生か し て 生 き 甲 斐 を 発見 し て も ら う こ と も 呂 的 で あ る 。

ま た ア ー ト で は 、 県営 ・ 市営住宅12棟の玄関 ピ ロ テ ィ 部分の 内装 な ど を 現代 美栴家、
築家、 俳 人 な どの ア ー テ イ ス ト が制作 し て い る こ〉

一方、 西宮マ リ ナ パ ー ク シ テ ィ で も 、 街 を 東両 に横断す る 道 の 両側 に現代彫刻 を 並べ た
ア ー ト ス ト リ ー ト を つ く り 、 歩行者道路 に 、 詩 の 書: か れ た ブ ロ ン ズ の本 の 彫刻j を 点在 さ せ
る な ど ア ー ト で街の う る お い を j寅 出 し て い る 。 さ ら に HAT 神ρ で は 、 ア ー ト デ ィ レ ク タ ー
ら が参加 し た街づ く り が進 め ら れて い る ο
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て 住宅復興の課題
大阪大学 仁q:.部教授 嶋 j毎 邦碩

1 . 震災に よ る 滅失住宅戸数の把握 に つ い て
震災後 の 1 月 27 日 、 日 本都 市計画学会関西 支部 と 日 本建築学会近畿支部都市計画部会の

合 同 で 、 震災複興都 市づ く り 特別委員 会が設置t さ れ、 被災地 に お け る 建築物 の被害実態 の
緊急調査が実施 さ れ た 。 筆者 は こ の調査で、 連絡調整お よ び報 公害 の 編 集 を 担 、与 す る と と
も に 、 実態調査で は 芦 原 市 お よ び淡路地域 を 分担 し た c こ の調査が唯 ム の 被 災地全域 に わ
た る 建物被害度調査 と な っ て い る 。

こ の被 災度別建物調査に基づ き 、 都 市住宅学会が住宅被害状況調査 を 行 い 、 そ の結果が
「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画」 の基礎資料 と な っ た 。 震 災 で、失 わ れ た住右戸数の把握 に

つ い て は 、 そ の 後 も 枝 々 な 検証が続 け ら れ 、 何年3 月 に は被災者が市 町 に 出 し た公費解体
処理 申 請書 (棟数単位) を 兵庫県が再調査 し 、 戸数単位 に 集計 し た結果が公表 さ れ た 。 こ
の 集計 に よ る と 、 住宅解体戸 数 は 136 ， 730戸 と さ れ て い る 川 1 ) 。 筆者 も 都市住宅学会の
調査結果 を 用 い て 市 区 町別滅失住宅戸数の推定 を 試 み た が、 特 に東部地域 に お い て 滅失住
宅戸数が も う 少 し 多 い 可 能性があ る と い う 結果 に な っ た (注 2 ) 。

震災 に よ っ て滅失 し た住宅戸数の把握 に つ い て 、 担 当 者 は 次の よ う に 述 べ て い る O
「今回 の 震 災 に よ っ て 除却 さ れた (住宅 は継続 し て使用可能で あ る に も かか わ ら ず、 震災

が建替 え の動機 と な っ て の 除却 を 含 む ) 住宅の戸数は把握で き る と し て も 、 震災時 に どれ
だ け の住宅が倒 壊 し て使用不能 と な っ た の か明 ら か に す る こ と は 、 今後 と も で き な い の で
は な い か と 思 わ れ る 」 惜 3 ) 。 緊急時 に お け る 基礎 的 デ ー タ 収集の 難 し さ が痛感 さ れ る 。

被害状況 の 把擢 に つ い て は こ れ ま で も 災害発生後に な さ れて き て い る が、 警察 ・ 消 防調
査 は 、 建物 に つ い て は棟数単位、 被災者 に つ い て は世帯単位で あ り 、 住宅戸数 に 関す る 調
査 は 支 に は行 わ れ て い な い 。 こ の こ と が供給必要戸数 を 巡る 初 期 の 新 聞 報道等で混乱の
原 因 と な っ た 。 こ の よ う な 各種被害状況調査の 問題点 に 関 し て は 、 今後、 改善が望 ま れ る
(注 4 ) 。

2 . 臨急仮設住宅 と ひ ょ う ご住者復興会議
震災後 の 2 月 16 B 、 学識経験者、 行政機 関代表者、 住宅関連産業代 表者等 の委員 に よ っ

て 構成 さ れ る ひ ょ う ご住宅復興会議が設置 さ れ た 。 筆者 も 委員 の 一 人 と し て 参加 し 、 同 5
月 29 日 、 「 ひ ょ う ご住宅復興 に 向 け て の提言』 を 兵庫県知事に 提 出 し た 。

で行政計画 の 策定が進め ら れ る 中 で、 住宅施策 と 福祉施策 の タ イ ア ッ プや コ レ ク
テ ィ ブハ ウ ジ ン グ の 導 入 の 必要性 な ど に 関 し て 、 真剣 な議論が交わ さ れた 。 な かで も 応急
仮設住宅の設寵方針 に 関 し て は 活発 な 議論が行 わ れ、 提言 に は 、 都市計画事業地区への設
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置 、 移動住宅の活用、 民間賃貸住主のi丹市 な どが盛 り 込 ま れた 〈 し か し 、 凶が設置す る 応
急仮設住 宅 は f詩 人 の 敷地 に は建設 し な い と い う 原則が貰かれ、 皮 肉 に も 先の 提 i了が知事 に
手渡 さ れ た そ の 日 、 39 ， 241戸の応急仮設住宅の完成 を み て い る 。

そ の 後 も 戸数増 が 図 ら れ、 応急仮設住右 は 、 神戸 市 内 に 29 ‘ ] 78戸、 神 戸市 を 除 く 被 災9
市10町 に 1 5 ， 486戸、 そ の他 の 兵庫 県 下 お よ び大阪府 下 に 3 ， 636戸 、 合せて48 司 300μ建設 さ
れ た ( 内 芦 尾 市 分 は 、 後 に 96戸撤去、 13戸焼失) c 応、急仮設住宅の97年 3 月 末 現夜の 入居
率 は47 % で あ る c

3 . 新設住宅著工戸数 と 復興住宅
住 宅 の Ifj:建 は 戸 数か ら 見 る 限 り }I境調 に 進 み 、 兵庫 司王 ド被 災10 rfJlO町 の97年 3 月 ま で の

累 槙新設住吉着 工戸数は20JJ 2 千 戸 で 、 被災地 だ け で、滅失住吉戸数に 対 し て 6 万 5 千 ド
多 い戸数が着 工 し て い る こ と に な る の ま た 、 被 民地 の 周辺都 市 で あ る -: EH 市、 加 [一片} I I r打 、
高砂 市、 姫路 指 で は 、 何年1 1 月 ま で に 2 万 5 L(f の住宅が着 仁 し て お り 、 住宅余 り が懸念
さ れ て い る 。

こ の着 工戸数 に つ い て 、 89 � 93年度 の 、子より と 95、 96年度 の 数字 を 比較す る と 、 震災 後
は2 ， 5倍 に増 大 し て い る 。 95、 96年度の 合計若工数は 、 18 万3千戸 で あ り 、 こ の 冊 、 89� 93 
年度平均の 数字で通常 的 な 着 工が推移 し た と み れ ば、 つ ま り 、 被 災 と 関係 な い 着工が例年
通 り 行 わ れ て い る と み れば、 そ の戸数は神戸 ・ 仮神 地域でお よ そ 7 万戸余 と な る O こ の戸
数 を 全体か ら 差 し5 l け ば11万戸 で あ り 、 滅失 し た戸数に対 し て リ ー ズ ナ ブル な 数字 と な る 。

こ れ ら の 数字か ら 推定で き る こ と は 、 被災住宅の再建 だ け で は な く 、 震 災 に 刺激 さ れ た
着工や被災 と 直接 的 に は 関係 の な い住宅の着工が相 当 数存在 し て い る 可能佐が あ る こ と で
あ る 。 別 の 数字 で あ る が、 何年 の 1 年 間 に 、 神戸市東灘 立 で 1 ， 600戸、 商宮市で3 ， 000戸 の
マ ン シ ョ ン が新 た に 供給 さ れて い る こ と も 、 こ の こ と を 裏付 け る も の で あ る (注 5 ) 。

筆者 は 、 何年1 1 月 時点 で の 、 推定滅失住宅戸数 と 新設住宅着工戸数の 地域的 な 分布 図 の
作成 を 試 み た (注 6 ) 0 こ れ に よ る と 被災 地の 東部地域 で は 滅失住宅戸数 を 上 回 る 住宅着工
があ る の に 対 し 、 被災地の西部地域で は低位 に 止 ま っ て い る 。 特 に 長 田 区 は低調 で あ る 。
こ の こ と か ら 、 西部地域 で は 、 被災住宅が再建 し に く い状況 に あ る こ と や 、 新規の住宅供
給が少 な い こ と が う かがわ れ る O ま た 、 震災復興の 区調整理や再開発の事業地包 に お い て 、
ま だ、建物が建 っ て い な い こ と も 影響 し て い る も の と 思 わ れ る 。

4 . 復興カ ルテ に 復興の課題 を 見 る
先 に述べ た 緊急建物被害状況調査の後、 地域に密着 し た復興の展 開 に 関 す る 調査が数多

く 行 わ れ た 。 こ う し た 調査 を 行 っ て い る 人 た ち に復 興 カ ル テ (注 7 ) の作成 を 呼 びか け 、
復興の定点観測 を 開始 し た 。 復 興 カ ル テ は既 に 2 巻が発行 さ れ て お り (注 8 ) 、 今年度 に は
第 3 巻 目 が刊 行 さ れ る 。 定点調査の対象地iま は 、 神戸市長 田 港 ~ 板宿地 豆 、 三宮 i日居留地
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地 区 、 三宮北部地氏、 神戸 市 東灘 収 、 神戸市;難収、 芦出 市、 間宮 市、 ム 町 ( 淡路) お よ
び 3 つ の応急仮設住宅地区 の 合せて 1 ] f也lベ で あ る 。

応急仮設住宅地K を 絵 い て 、 こ れ ま で の 定点調査の結果か ら 読み寂れ る 、 ;復興の状況 と
課題の 概 要 は 以 下 の よ う に な る 。

① 住宅再建 は 数増 に つ な が っ て い る の 大 き な 敷地 は マ ン シ ョ ン 等 の Jt l， iJf上宅 に な る
傾 向 が あ り 、 小 規模 な 敷 地 で も 棺数世帯住宅 と し て 再建 さ れ る も の が 多 い っ 指定符積

を 可 能 な 限 り 活用 し た い と い う 意 向 が反 映 さ れ て い る 。 こ れ に 必 ず し も 震 災 か ら の
再 建 と 関係 の な い 建 設 が加 わ っ て い る 。 こ う し た 住 宅 供 給 動 向 に よ っ て 肘住 訴 の 入 れ
替 え も 相 当存在す る も の と 予想 さ れ る 。

② 白 力再建が山 を 越 え た と 思 わ れ る -}jで、 復興停滞空地 (震災京地) がかな り の程
度存在 し て い る 。 こ れ ら 空 地が住環境 に マ イ ナ ス の 影響 を も た ら さ な い 仁夫 を 講 じ る
必要があ る と 同時 に 、 よ り 積械 的 な 利 用 も 考え ら れ な け れ ばな ら な い 。

③ 住 宅 の 再建 は プ レ フ ァ ブ系住宅に よ る も の が圧倒 的 に 多 し ま た駐 車 ス ペ ー ス の確
保等 に よ っ て住宅周 り の 空 間 の ゆ と り が無 く な り 、 こ れ ま で存在 し て い た 市街地長観 に 大
き な 変化 を も た ら し て い る 。 - 方 、 継承 さ れ る べ き 町並みが壊滅的 な 打撃 を 受 け た 地 区 も
あ る 。 こ の よ う に 、 複興市街地で は こ れ ま で に は な い特 賞 を も っ た 町並 み が形成 さ れつ つ
あ る O

④ 人 口 や経済活動が ま だ震 っ て き て い な い た め 、 小規模庖舗や 貸 し ピ ル 等 の 再建が滞
っ て い る 地 区 が あ る O 特 に 、 経 済 状況 も 反映 し て 、 神 戸 都 心 部 に お け る 業務 ピ ル 等 の
復興の遅れが 日 を 日 l く O

5 . 平需時 の 日 本に お け る 局所的非需事態が も た ら し て い る 開題
阪神 ・ 淡路大 震 災 か ら の復興が も っ重要 な 特徴の一つ は 、 全 国 的 に平常時 に あ る な かで、

大都市地域の な かの 局 所 的 な 部分が非常事態 に 陥 っ て い る こ と に あ る O こ の こ と は 、 さ ま
ざ ま な 困難 を 乗 り 越え て麓災か ら の住宅再建が行 わ れ て い る 一方で、 震 災復 興 と 直接 的 な
関係の な い 住宅供給が大 量 に 供給 さ れ て い る こ と に 現 わ れて い る 。 つ ま り 、 被災地で は 、
震 災復興 と い う 被災地周有の 活動 と 、 全 国 レ ベ ル での通常の活動が二重構造 で 進 ん で い る
の であ る O

震 災 に よ っ て 滅失 し た住 宅戸 数 は 、 被災10市10町で 136 . 730戸 と さ れ て い る が、 震 災以
降 の 累 積新設住宅着工戸数は 、 98年 7 月 時点 で は さ ら に増 え 同 じ 10市10町で27万 8 千戸 に
も 達 し て い る 。 先 に述 べ た よ う に 再建住宅そ の も の が戸数増 を 引 き 起 こ し て い る と 同時 に 、
震 災か ら の復興に 直接 的 な 関係 を も た な い住宅の供給が相 当 数存在す る こ と が予想 さ れて
い る 。

こ う し た 被 災地 に お け る 住宅供給 の 実態 に つ い て は 、 詳細 な 調査分析が必 要 で あ る が、
総 じ て言 え ば、 成長期的 な 仕組み で の 建設活動が集 中 的 に起 き て い る と み る こ と がで き よ
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う O つ ま り 、 震災が新 た な 住宅ニ ー ズ を 引 き 起 こ し て い る と い う 判 断が不動産投機 を 誘発
し 、 さ ら に 、 さ ま ざ ま な 支援施策が こ れ に 拍車 を か け た も の と 思 わ れ る 。

ま た 、 再建そ の も の が土地の有効活用 や資産形成 と い う 、 い わ ば平常時的 な ベ ク ト ル で
動 い て い る と い う 事実が一方 に あ る 。 戸建て住宅の再建で は 、 再建費用 の効率 を 良 く す る
た め に 、 二世代住宅 と か に な る 。 規模の大 き な お屋敷は 、 助成制度や将来の 家賃収入への
期待 も あ っ て 共 同住宅化す る 。 共 同化再建で は 、 事業そ の も の を 成立 さ せ る た め に 、 で き
る だ け余剰の戸数 を 生み 出 し た い 。 こ う し た動 き があ い ま っ て 、 住宅余 り と も 言 え る 状況
を 生 み 出 し て い る の で は な い だ ろ う か。

後良 な ス ト ッ ク と し て の住宅が よ り 多 く 供給 さ れ る こ と 、 そ れ 白 体は 歓迎 すべ き こ と で
あ る 。 し か し 、 そ れが空家化す る の で は 意味がな い。 人 口 が増 え な い時代 に あ っ て 、 そ こ
に 人が居住 す る よ う に な る た め に は 、 新 し い 人 び と を 引 き つ け る 地域の魅力 が増 進 し な け
ればな ら な い 。 こ う し て 見 る と 、 新 た に供給 さ れ た 住 宅 は 、 地域 自 ら が設 け た 、 復興 ま ち
づ く り が越 え る べ き ‘つ の ハ ー ド ル で あ る と い え る か も し れ な い 。

住宅余 り 現象 が も た ら し て い る も う 一つ の危慎は 、 こ れか ら 建物が建 ち 上 が っ て く る 、
区画整理や再開発の事業地区 の 問題であ る O こ れ ら の事業地 区 に お い て 、 事業が望 ま し い
方向 に 展 開 す る た め に は 、 住宅が立地 し て い く こ と が期待 さ れ る O こ こ で も 「復興 ま ち づ
く り が越 え る べ き ハ ー ド ル」 と し て 、 空家 を 覚惜で住宅 を 供給す る 発想 も 有 り う る O し か
し 、 そ れで は計画づ く り に侍の た め に 時 間 を か け た の か 、 と い う '悔いが残 ろ う O

復興の 目 的 は 、 街 を 生 き 生 き と 匙 ら せ る と こ ろ に あ る O そ こ で重 要 な 役割 を 果 た す の が、
や は り 仕事 だ と 思 う O 被災 し た 人 び と を 受 け 入 れ る た め に 多数の災害復興公営住宅が供給
さ れた が、 住宅 だ け で は都市 は復興 し な い 。 非常事態 に あ る 被災地の毎興 に あ た っ て は 、
災害復興公営賃貸事業所 を 供給す る と い っ た発想が必要 な の で は な い だ ろ う か。

6 . 震災 を の り こ え て伝 え た い ふ る さ と の景観
先 に 述べた よ う に 、 被災地 に は 、 継承 さ れ る べ き 町並 み が大 き な 打撃 を 受 け た 地区があ

る 一方 で 、 復興 に よ っ て こ れ ま で に は な い特質 を も っ た 町並みが形成 さ れつ つ あ る こ と が
指摘 さ れて い る O こ の よ う な 問題意識か ら 、 復 興 に あ た っ て 地区計爾の締結 な ど に取 り 組
ん で い る 地 区 も あ る が、 な か な か景観 に 取 り 組む余裕のが な い の が実態で あ る O

こ の よ う な 状況 の 中 で 、 市民、 県民の 人 た ち が どの よ う な 景観 に 関心 を も ち 、 「伝 え た
い ふ る さ と の 景観」 と 認識 し て い る か に つ い て 調査す る 作業 に 参加す る 機会 を 得た 。 被災
10市10町の 「伝 え た い ふ る さ と の 景観J (波 9 ) と い う こ と で募集 し た と こ ろ 、 l 千 8 百余
の応募があ っ た の で あ る O そ れ を 重複 し て い る も の を 省 く 等整理す る と お よ そ l 千 3 -1百 の
残 し た い 、 伝 え た い景観 と い う も の が浮び、上がっ て き た 。

現在、 応募の あ っ た 景観か ら 得 ら れ る メ ッ セ ー ジ を 読み取 り 、 人 び と が どの よ う な景観
な い し 環境 に 強 い 愛着 を も っ て い る の か を 分析 し て い る と こ ろ であ る O 迂遠 な よ う で は あ
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る が、 こ の よ う な 景観 を に し て い く こ と が、 本 当 の復興であ る と 考 え て い る O

<i主 〉

1 .  r阪神 - 淡路大震災復興誌 : 第 l 巻」 兵庫県、 (財) 2 1 t世紀 ひ ょ う ご都造協会、 1 997年3JJ

2 . 鳴 海郎碩 「住宅復興J r渓災復興の 1 年」 口 本都市計画学会関 西支部 ・ 震災復興都市づ く り 特別委員 会 、 1996
年 1 1 月

3 . 注 1 に 同 じ

4 問題点 は 注 l の文献に述べ ら れ て い る 。

5 .  r不動産帝王済調主正 月 報 : 近畿閤版』 不動波経済研究所、 1997年 1 月

6 . 主 2 の 文献お よ び、 鳴 海邦碩 rn 宅復興 と 復 興 ま ち づ く り の 課題J r こ こ ま で き た 震 災 復 興 1997J 日 本都市

計闘争会開問支部 ・ ;支 災復 興都市づ く り 特別委長会、 1997年11 月

7 .  <被災地 は 、 入 院j に 例 え れ ば、 作殺人で あ る じ 人 間 と 同 じ よ う に 、 回復の程度 に 応 じ な が ら 、 段 階段階 を 追 っ

て 、 治療 を 行 っ て い く 必 要 があ る 。 そ の た め に 、 復興の各段 階 で く復興地 区 カ ル テ 〉 を 作成 し 、 地区診断を

し な が ら 、 計画i の 包 括す べ き 方 向 を 7;? に 再確認 し 、 復興計闘 を 進 め て い か な け れ ばな ら な い 。 そ し て く復興

地 収 カ ル テ 〉 は そ の ま ま 、 復興の 貴i設 な 記録 と も な る ( 鳴 海) 0 r震災復興 ま ち づ く り へ の 提言J ASHIYA 倶
楽部、 1 9951f.7月 よ り

8 .  r街の復興 カ ル テ 」 王子成91ド3 月 お よ び平成10年3丹 、 兵庫県、 (財) 21世紀ひ ょ う ご創造協会

9 .  r伝 え た い ふ る さ と の景観』 公r界 '}手業、 1 998年度、 兵庫県、 (財) 兵庫県都 市整備協会
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は じ め に

兵庫県 は 1997年度 も 前年度 か ら 継続 し て①ふ れあ い セ ン タ ー の 設置運営②地域型仮設住
宅入居者の ケ ア③住宅揺祉サ ー ビ ス の 充実④ホ ー ム ヘ ルパ ー な ど各種人材 の 養成 ・ 確保⑤
被災児童対策⑥生活福祉資金貸付制度 の特別措置事業 な ど を 展 開 し た 。 こ の ほ か、 被災住
民の安心 と ふ れあ い を 支 え る 拠点 と し て 「地域安心拠点構想」 を 推進。 21世紀へ 向 け た 儲
造的 日 本型 の福祉社会の構築 を め ざ し て の諸施策 を 実施 し た 。

神戸市で も “ こ う べ" の 市民福祉統合計画 に も と づ き 1997年 一 2001年 を 目 標 に 、 保健 ・
医療 ・ 福桂の統合的 な サ ー ピ ス 事業 を 展 開 。

方、 行政の手の届 き に く い ボ ラ ン テ イ ア 活動 も 震災後 3 年経過 し 、 大 き な 変化 を みせ
た。 仮設住宅か ら 恒久住宅への移転の手伝い を は じ め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形成 へ の 支援、 全
出 的 な ネ ッ ト ワ ー ク への 拡大、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス の登場な ど ボ ラ ン テ ィ ア の活動
は 、 特定非営利 活動促進法 (NPO 法案) 成 立 へ の 原 動 力 と な っ た 。 ま た 今後 の 国 内外 の
大規模災書や高齢社会への対応 と 新 し い市民社会構築の 足がか り と な っ て い る O
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[争点 被災者への福祉対策
1 . 被災要援護者等への支援 (注 1 )

醒ふ れ あ い セ ン タ ー の設置

97年 3 月 の ピ ー ク 時 に は232 カ 所だ、 っ た が、 98年 3 月 末現在 は 194 カ 所 と な っ て い る O
組地域型恒設住宅入居者の ケ ア

(地域型仮設住宅 に お け る 生活援助員 派遣事業)
高齢者 ・ 障害者向 け地域型仮設住宅 に居住 し て い る 高齢者等 に対 し 、 生 活援助員 を 派遣

し 、 入居者の生活相談等 を 行 う と と も に 、 保健福祉ニ ー ズ の 早期発見 に努 め 、 適切 な サ ー
ピ ス が受 け ら れ る よ う 援助 し て い る o 98年 3 月 末現在、 西宮市 で の 地域型仮設住宅46戸、
5 棟 に対 し 生活援助員 4 人 を 派遣。 芦屋市 に つ い て は 、 生活援助員 を 派遣 し て い た 向住宅
を 97年 3 月 末で解消 し た 。
輯 グル ー プホ ー ムケ ア事業

高齢者 ・ 障害者向 け 地域型仮設 に居住 し て い る 人 で 、 日 常生活等 を 地域 の な かで 自 主的
に 営 む の に 支障があ る 高齢者 に対 し 、 介護員 及 び看護婦 を 派遣 し 、 身体介助 サ ー ビ ス 等 を
提供す る と と も に 、 保健福祉 ニ ー ズ発見 に 努 め 、 適切 な サ ー ピス が受 け ら れ る よ う に援助
し て い る O

な お事業運営 は社会福祉法人等 に委託。

(表 1 ) 実施状況 (98年 3 月 末現在)

棟 ・ 戸数 派遣人員 ( 人)
実施主体

1東 戸 ) 介護員 看護婦

4 1 6  4 

西宮市 4 38 16 4 

芦原市 3 21 12  3 

宝塚市 4 i 

メ日〉、三ロ十l 48 12  

(県健康福祉部)

輯在宅福祉サ ー ビス の充実

要援護高齢者 ・ 揮害者が可能 な 限 り 住み'慣れた 地域で安心 し て 、 自 立 し た E 常生活が送
れ る よ う 在宅福祉サ ー ビ ス を 充実 し て い る O

ま た 、 被災地外の仮設住宅 に 入居 し た 要援護高齢者 ・ 障害者 に対 し て も 、 従来か ら 受け
て い た福祉サ ー ビ ス に つ い て 質量 と も に低下す る こ と の な い よ う 、 被災市 町 と 受 け 入 れ市
町 と の 緊密 な 連携の も と 、 生活状況の把握やサ ー ピ ス の提供 に 万全 を 期す よ う 関係市町 の
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指導 を 行 っ て い る 。
く実施状況 〉

イ ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス 事業
時 間 延長対応 (早朝 ・ 時間外の派遣 を 行 う も の )
実施市町10市 3 町

神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹 市 、 宝塚市、 三木市、 J l I 西市、
一宮町、 五色町、 東浦町

巡毘型 ( l 日 に 数 回 の 派遣 を 行 う も の )
導入市町 9 市 2 町

神戸 市 、 尼崎市 、 明石市、 西宮市、 芦屋一市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、 川 西市、 五 色町、
三 原 町
ロ デ イ サ ー ピ ス 事業 (98年 3 月 末現在)

被災20市町 で県69 カ 所、 神戸市51 カ 所計120 カ 所運営。
ハ 在宅介護支援セ ン タ ー の運営 (98年 3 月 末現在)

被災20 市 国I県43 カ 所、 神戸市14 カ 所、 計57 カ 所運営。
ニ 24時 間対応ヘ ル パ ー (巡回型) 事業

9 市 l 町
神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、 川 西市 、 五色町
ホ 被災高齢者 自 な生活支援事業

8 市 4 町
神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 伊丹市、 J l I 西市、 加者川 市 、 高砂市、 北淡町、 A宮
町、 五色町、 東浦町
ヘ 痴呆性老人 グ ル ー フ。ホ ー ム

1 町 (五急町)
こ の ほ か 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー 、 手話奉仕員 、 要約筆記奉仕員 の 派遣事業 及 び補装具の受付 ・
修理事業 な ど身体瞳害者等への福祉サ ー ビス の提供 を行 っ た。
輔ホ ー ムヘルパー な ど各種人材の養成 ・ 確保

多様 な 介護 ニ ー ズ に対応す る た め 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー の養成 と 確保 に努 め た 。 資 質 向 上 の

(表 2 ) ホ ー ム ヘ ル パ ー の確保状況(97年度末)
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た め の研修事業 と し て 、 3 段階の 養成研修事業 を 展 開 、 こ の ほ か民 間等 に よ る 指定研修、
ホ ー ム ヘ ル ノ 'Ï - 現任研修 を 行 っ た 。 ま た 家庭介護 ・ 1) ハ ピ 1) fDffl多セ ン タ ー 及 び但馬長寿の
郷推進室で県民介護研fl多、 介護 ワ ン ポ イ ン ト 研修、 チ ー ム づ く り リ ー ダ ー 養成研修 な ど を
実施 し た 。
〔被災児童対策〕

園被災児童福祉相談

震災宣後か ら 各児童相談所 に 「被災児童福祉相談」 を 開設 し 、 被 災 に 伴 う 児童 の保護 ・
養育、 児童や保護者の こ こ ろ の 問題な ど に つ い て あ ら ゆ る 相談 に 応 じ て い る 。 97年度 の実
施状況 を み る と 合計765件で養護 に 関 す る も の93件、 精神薄弱 ・ 40件、 肢体不 自 由 ・ 1 件、
そ の 他631件 と な っ て い る 。

こ の ほ か被災児童 メ ン タ ル ケ ア事業 と し て 同年度 中 に 「青空 プ レ イ J 8 カ 所 、 「啓発紙」
15 ， 000部 を 発行 、 シ ン ポ ジ ウ ム 等 も 2 回 開催 し た 。 ま た被 災児童健全育成 支援事業 と し て
被災地 の保育所や児童館 に 職員 や ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ を 派遣 し て紙芝居や 人形劇 な ど を
行 う 「 こ ど も の館派遣事業」 を 5 カ 所、 巡回劇場 を 12 カ 所、 被災児童交流 フ ェ ス テ イ パル
を 2 回 実施 し た 。
園被災児 の こ こ ろ の傷一層 深 く

震災の 影響 を 受 け こ こ ろ の ケ ア を 必 要 と す る 小、 中 学生 は 97年 7 月 1 日 現在で4 ， 089人
に の ぼ り 、 昨 年 河 期 に 比べ277 人増加 し て い る こ と が兵車県教委の調査で わ か っ た 。 全体
の う ち 4 割が新た に ケ ア が必要 に な っ て い る 。 転居 な ど に伴 う 二次的 ス ト レ ス が引 き 金 に
な っ て い る た め と み ら れ、 震災か ら 2 年半 を 経っ て も 、 こ こ ろ の傷 は 癒 ( い や ) さ れ て い
な い 実態が浮 き 彫 り に な っ た 。 同教委は 「被災 し た子供 た ち の ス ト レ ス は 減少傾向 に な く 、
増大 し て い る 最 中」 と 分析、 「 よ り 細 か な ケ ア に力 を 注 ぎ た い」 と し て い る 。

震定 6 以上 だ っ た神戸、 西宮、 芦屋市 の子 ど も が被 災後 に 受 け た 「小 さ な 音や揺れで も
び く っ と す る J ，.遊 びゃ勉強 に 集 中 で き な い」 と い う 「 こ こ ろ の傷」 が少 し ずつ 回復 し て
い る こ と が、 震災か ら l 年 8 カ 月 経過 し た96年 9 月 時点で の 文部省 の調査で、分か っ た 。 震
災 9 カ 月 目 の調査 に続 き 2 回 目 。 一方で、 皮 ふ や 目 がか ゆ く な る と い っ た 「 長期 的 ス ト レ
ス に よ る 身体症状」 や 、 登校への意欲がな く な る ケ ー ス も 増 え て お り 、 同 省 は 精神科医 ら
専 門 家 と 学校が連携 し た長期 的 な こ こ ろ の ケ ア が必要 と み て い る 。

ま た 、 神 戸市見童相談所が、 恒久住 宅 に 転居 し た 子 ど も の 実情 を テ ー マ に 実施 (97年12
月 、 仮設住宅か ら 恒久住宅へ転居 し た 団長未満の子 ど も を 持つ 1 ， 192世帯 に 対 し 、 郵送調査)
し た ア ン ケ ー ト 調査で も 「仮設か ら 恒久住宅 に 移 っ た子 ど も た ち は 、 ま だ震災の後遺症 を
引 き ず っ て い る 」 こ と がわ か っ た 。 98年 3 月 の神戸市会 予算特別委員 会で報告 さ れた も の
で、 大 き な 音 を怖が り 、 1 人で寝 ら れな い な ど震災か ら 4 年 目 に 入 っ て 生活 は安定 し始め
て も 、 子 ど も の こ こ ろ は ま だ落 ち つ い て い な い。
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瞳子 ど も 亡 く し た母親の苦 し み

大震災で子 ど も を 亡 く し た 母親 の 多 く が、 こ こ ろ の毎 を 癒 ( い や ) す こ と な く 、 一部で
夫 の 自 殺、 離 婚 な ど家庭嬬 壊 に ま で進 ん で い る 実態が、 「兵庫 ・ 生 と 死 を 考 え る 会J 会長
の 高木慶 子英知大教授 ( 人 間学) に よ る 母親34人の 追跡調査で明 ら か に な っ た 。 震災か ら
3 年近 く な っ た今 も 、 遺族は心の喪失 と 苦悩 、 苦痛 を 伴 う 悲嘆状態 に 陥 り 、 悲 し み は通常
の死別 の 時以 ヒ に 深い と い う O

同 会 は 月 一会 「死別体験の分か ち 合い の集 し り を 開催。 震災で子 ど も を 亡 く し た母親や
電話で相 談 を 受 け た 遺族 を 対象 に 、 震災後 2 年 9 カ 月 た っ た97年10月 に 調査 し た 。 亡 く な っ
た子 ど も 34 人 の 平均年齢 は 10 . 76歳 で う ち 男 子 は 22人。 死 因 は 圧死が最 も 多 か っ た 。 震 災
時 の 母 親 の 平均年齢は36 . 97歳。 現在の感情 を 自 ら の 言葉で表現 し て も ら い 、 そ れ に 共感
す る 人数 も 調べ た 。 最 も 多か っ た の が 「悲嘆か ら の立 ち 直 り は 考 え ら れ な い 。 悲 し み 、 苦
し み は 心 の 根底 に常 に あ っ て 、 こ の悲嘆は 決 し て消 え る こ と は な い と 思 う し 、 ま た消 え て
ほ し く な いJ (32人) だ、 っ た 。
〔生活保護の動向〕

闇県下被保護世帯数 ・ 人員 、 保護率の状況

98年 3 月 現在、 30 ， 144世帯、 43 ， 408入、 保護率 は 8 . 0% の 状況 に あ る O 震災前 の94年12
月 と 比較す る と 、 683世帯増加、 840人 の 減少で保護率 は 同 じ で あ る O

(表 3 ) 

平成 6 年12月 A 平成10年 3 H B 増 j成 ( B - A )
分 E士干す数 i 人 員 人 員 ; 保護率保護率 世帯数 人 員 保護率 世情数

ア 1 0 ， 305 15 . 74 1  7 . 6  l? ?6o j !5 j 7 5  255 461  0 . 1  

円IJ)I_、
被災地以外の仮設住宅所在地 2 . 406 3 . 482 3 . 5  2 . 754 3 . 840 3 . 6  348 358 0 . 1  

げ?
告; そ の 他 1 . 668 2 . 438 2 . 6  1 . 684 2 . 359 2 . 5  16 79 0 . 1  

計 14 . 379 21 . 66 1  5 . 4  14 . 998 ! 21 ， 479 5 . 3  619  182 - 0 . 1  

神 戸 市 イ 1 5 . 082 22 . 587 14 . 9  15 . 146 21 . 929 1 5 . 4  64 658 0 . 5  

全 県 言十 29 . 46 1  44 . 248 8 . 0  30 . 144 1 43 . 408 I 8 . 0  683 - 840 0 . 0  
十】

う ち 被災地 ア + イ 38 . 328 10 . 7  319 1 . 1 1 9  0 . 0  

(県健康福祉部資料)

輔飯設住宅 に お け る 保護世帯の状況

98年 3 月 1 日 現在、 3 ， 892世帯、 4 ， 916人が仮設住宅 に居住 し て お り 、 仮設住宅現契約戸
数 の 17 . 0% を 占 め て い る 。 世:苦類型13U の 割 合は 、 高齢世帯49 . 6 % 、 母子世帯5 . 2 % 、 毎病
障害 世帯41 . 5% 、 そ の 他3 . 7% と な っ て い る O ま た 、 単 身 世帯が80 . 7 % と な っ て い る O
瞳彊祉総合相談事業

仮設住活の長期化、 復興住宅へ転居後 の 不 安 な ど高齢者や 障害者な ど社会的 弱 者の多様

224 第 四 章 . 1'高校



な ニ ー ズ に応 え る べ く 行 っ て い る 県社会福祉事務所で の梧談事業。

( 表 4 ) 仮設住宅 に居住 す る保護法帯の状況 (98ij三 3 fl 1 日 )

(県健康福祉部資料)
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(県健康福祉部資料)

翻生活描祉資金貸付制度の特例措置事業

被災者の仮設住宅か ら 恒久住宅への 移行時 に 新 た な 資金需要が見込 ま れ る が、 告 力 で調
達で き な い低所得者 な ど に対 し 、 兵庫県社会福祉協議会が実施す る 生活福祉資金貸付制 度
に つ い て 、 貸付条件等の緩和 を 図 る 特別措置 を 講 じ て い る 。

96年 8 月 か ら 受付 開始 (99年 3 月 終7予定) し て お り 、 98年 3 月 末現在の貸付実績 は2 ， 4 17
件、 1 1 1:意393万 円 と な っ て い る O
〔復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ補助事業〕

助成状況 (98年 3 月 末現在) [ ] 内数は神戸市内分
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@ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営事業 (県常住宅分)

@ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ運営事業 ( 市 町 公営住宅分)

- 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、設置事業補劫

@ 安心 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ設置 事業補助

(県健康福祉部資料 )

〔災害救助法運用見醸 し 〕

阪神大震災で は 、 避難所で高齢者や 障害者が ト イ レ な ど に 気 を 使 い 、 部屋の 隅や廊下 な
ど環境の劣悪 な 所 に 追 い や ら れ、 健康 を 害 し た こ と が指摘 さ れた 。 こ の震災 を 教訓 に 、 災
害救助 法 の 運用 基準 を 見直 し て き た厚生省 は 97年 7 月 29 日 ま で に 、 都道府県の 運用基準 と
な る 事務次官通達 を 抜本 的 に改正 し た 。 1965年以来の抜本改正。

新た な 通達 で は 、 都道府県が、 高齢者 や 障害者 な ど、 避難所 での 生活 に特別 の 配慮が必
要 な 人 を 受 け 入 れ る 福祉避難所 を 設置、 国がそ の 費 用 を 負 担す る 。 ま た都道府県 は 、 介護
な どの 設舗 を 持つ福祉仮設住宅 を 設置 で き る ほ か、 居住者の 集会施設 も 設置 で き る 。

一方、 一般社会の 生活水準 の 向上 に 配慮 し 、 避難所や仮設住宅での待遇 を 改善。 国 が負
担す る 避難所の設置費用 は l 人 l 日 130円 か ら 300円 に 引 き 上 げ ら れ、 仕切 り や 災害情報 を
缶 え る テ レ ビ な ど を 設量で き る よ う に な る 。 こ の ほ か仮設住宅の 一戸 当 た り の 設置費用 を
144万7 ， 000円 以 内 か ら 約 4 割 上 げ203万4 ， 000円 以 内 と し た 。 炊 き 出 し な どの 食費 も 1 人 1
日 当 た り 860 円 か ら 1 ， 010月 に 改正 し た 。

ま た厚生省 は都道府県 に 対 し て 初 め て 、 大規模災害での応急救助 の指針 を 定め た 。 食料
や生活必需 品 の調達の た め の 災害援助協定の締結や 、 災害救助基金 を 活用 し た備蓄の ほ か 、
ボ ラ ン テ イ ア 活動 と の連携な ど を う た っ て い る 。

2 . 地域安心拠点構想の誰進 (注 2 ) 

兵藤県 は復興計画の 中 で、 第 一 に r21世紀 に 対応 し た福祉の ま ち づ く り j を 掲 げて お り 、
そ の な かの 「住民の安心 と ふ れ あ い を 支 え る 拠点、の 整備」 の項で 「地域安心拠点 の体系 的
整慌」 を う た っ て い る 。 何年10月 、 「地域安心拠点構想検討委員 会J (野尻武敏神戸大学名
誉教授) が設置 さ れた。
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園地域安心拠点構想の め ざす も の

同構想、 の 背景 に は 二 つ の 側面があ る O 一 つ の 側 面 は福祉政策 に対す る 時代 の 要請 で あ り 、
も う 一 つ の 側 面 は 、 阪神 ・ 淡路大震災が残 し た数 々 の教訓 で あ る O

第 一 は 地域福祉力 を 高 め 、 豊 か な 人 間 関係 と 社会 的 な 連帯 に よ っ て広 義の福祉 を 実現 し
よ う と い う 新 し い 「福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り 」 の 要請 で あ る O 第二 は在宅介護の多様化
と 充実 を 求め る ニ ー ズの急増 に 伴 い 、 介護サ ー ピス と 看護サ ー ピ ス の 融 合 し た24日寺 間在宅
サ ー ピス の試行や 、 公 的 介護保険導入 (97年12月 9 日 、 介護保険法成立) を 前提 と し た ケ
ア マ ネ ジ メ ン ト の検討が進 む 中 で、 従来 よ り も 一層 強 く 求め ら れて い る 「保健 ・ 医療 ・ 福
祉の一体的サ ー ピス の提供」 の 要 請で あ る 。

ま た震災の教司11 を 踏 え 、 地域施策 ( コ ミ ュ ニ テ ィ ー 施策) と 保健 ・ 医療 ・ 福祉施策が住
ま い や 教育 に 関 す る 施策 と も 連指 し た形で統合 さ れ た 「地域の 人 々 の安心の拠 り 所」 を 平
常 時 の 安心 だ け で な く 非常 時 ・ 災害時 に お け る 安心 を も 保障 す る も の と し て 、 日 常的 な 生
活圏 ( お 年寄 り で も 歩い て 行 け る 行動の範囲) の 中 に構築 し よ う と い う も の で あ る 。

地域安心拠点構想、 は 、 「拠点」 と い う 言葉 を つ か い つ つ も 、 特定の 新 た な ハ ー ド施設づ
く り を め ざす の で は な く 、 ハ ー ド 資源 と し て 既存 の様々 な 施設 を 活用 し な が ら 、 「安心の
拠 り 所」 と な り う る 活動 の 場や仕組 ( ソ フ ト 資源) と そ の ネ ッ ト ワ ー ク を つ く っ て い こ う
と い う ソ フ ト づ く り の構想。

具体的 な 目 壊 は 以 下 の 3 点 で あ る 。
① コ ミ ュ ニ テ ィ ー に お け る 住民主体の地域活動 (補祉活動) の拠点づ く り
従来の 地域施策 ( コ ミ ュ ニ テ ィ ー 施策) で は上か ら の組織化や リ ー ダ ー の 養成 は 一定の

進捗 を み た が、 住民主体の 活動 の場づ く り ・ 人づ く り と い う 点で は不十分 な 点があ っ た 。
地域住民の さ ま ざ ま な 主体的活動 ( ふ れ あ い ・ 交流~相互扶助) の場 を 身近 な 生活 圏 で構
築 し 、 そ こ に お け る 活動 の 展 開 を 通 じ て 地域の福祉の 向上 を め ざす。 被災地の 西宮市 と
塚市 を 対 象 に 実施 を し た 「地域社会 に お け る 生活 の 安心 に 関す る ア ン ケ ー ト J Uì 3 ) に よ
れ ば、 市民が 「地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 」 の範囲 と 考 え て い る の は 「町内J と い っ た 自 治会 レ
ベ ル の 範囲が最 も 多 か っ た 。

一方、 既存の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活動組織の 中 に は 、 自 治会 レ ベ ル を 越 え た小学校誌 を 基礎
単位 と す る も の がか な り あ る (PTA、 子 ど も 会、 婦 人 会 、 老 人 ク ラ ブ、 地 区協等) 。 以上
の こ と か ら 日 常生活が営 ま れ、 住民主体の 地域活動 (福祉活動) が展 開 さ れ る 生活圏 は 町
内 会 ・ 自 治会 を 基本 的 な 単位 と し 、 上 摂 と し て は概ね 「小学校区J が 目 安 と な る 。

②保鰭 ・ 医療 ・ 福祉が身 近 な 場 で連携 し た ケ ア シ ス テ ム の推進拠点づ く り
従 来 の 施策 で は 保健 と 福祉、 医療 と 福祉の部分的 な 連携が一部で み ら れ る の み で 、 一般

的 に は こ の 三者が緊密 に 連携す る こ と は な か っ た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー レ ベ ル で保健 ・ 医療 ・
福祉が イ本化 し た在 宅 ケ ア サ ー ピ ス の提供 を 進め 、 今後 ま す ま す高度化 ・ 多様化す る 在宅
介護ニ ー ズ に応 え る こ と を め ざす 。
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在宅介護 を 支 え る 様々 な ケ ア シ ス テ ム に つ い て は 、 こ の分野の サ ー ビ ス に 関 す る こ れ ま
で の 整備状況 ・ 達成状況や将来 的 な 酉民負 担率 ・ 費用 効果 な ど を 考慮 し て 適切 な 範域 を 検
討す る 必要があ る 。

一方、 現主の ゴー ル ド プ ラ ン 及 び各 自 治体の老人保健福祉計画 な ど に お い て は 、 在宅介
を 支援す る 施設 ・ 機関 (在宅介護セ ン タ 一 、 デイ サ ー ピ ス セ ン タ 一 等) の 多 く は 中学校

区 に 1 カ 所 を 目 安 と し て 整備す る こ と が計画 さ れて い る O
現在の行財政的 な 条件の も と で は 、 保f建 ・ 医療 ・ 福祉の各分野 に わ た る 在宅 ケ ア サ ー ビ

ス がで き る 限 り 身 近 な 場で連携 を と り な が ら 、 完結 し て提供 さ れ る 地域ケ ア シ ス テ ム と し
て は 、 中 学校区 を 一つ の 目 安 と し て想定 さ れ る 。

③平常時の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活動拠点 と 災害弱者の た め の危機管理機能 の一体化
阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生か し① ・ ②の拠点が、 災害時 に 求め ら れ る 高齢者や障害者

な どの い わ ゆ る 「災害弱者」 を 対象 と し た危機管理の機能 を 、 他の様々 な 防災 拠点構想、等
と の調整 ・ 連携 を と り つ つ 適切 に 備 え 、 し な や かで強 じ ん な 長寿社会の福祉碁盤 と な る こ
と を め ざす 。

小学校区 に お け る 「福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 」 と 中 学校区 レ ベ ル で の 「 ケ ア シ ス テ ム 拠点」
のパ ッ ク ア ッ プ体制 と し て 市 町村、 全県安心拠点 を 位置づけ る 。
臨地域安心拠点構想の課題 (注 4 ) 

こ の構想、の 方 向性 に つ い て 「高齢者福祉や災害 だ け に :重点 を 置 く の で は な く 、 子育 て に
関す る 悩み や 問題、 最近社会問題 と な っ て い る 「い じ め 問題J を は じ め と す る 地域教育 の
あ り 方 な ど も 重要 な 課題 と し て位置づけ る こ と がで き る の で は な い だ ろ う か。

ま た 、 地域の あ り 方 と し て伝統的 な 地域社会で は な く 、 新た な コ ミ ュ ニ テ ィ ー への待望
が顕著 に な っ て い る 点か ら は福祉 や 防災 と い っ た 目 的 と そ の た め の機能 を 重視 し た 「新た
な コ ミ ュ ニ テ ィ ー の再組織化が必要 と な る ケ ー ス も 考慮 に 入 れ て お く べ き で あ ろ う 。 保健
福祉サ ー ビ ス に つ い て も 行政施策 に よ っ て すべ て の ニ ー ズ に 応 え る こ と は 、 財 政問題か ら
も 困難 で あ り 、 む し ろ 今 日 注 目 を 集め つ つ あ る 民間非営利 団体の活動や シ ルパ ー サ ー ピ ス
産業の成長、 さ ら に は近隣の助 け合い か ら 広 がる ボ ラ ン テ イ ア 活 動 な ど、 さ ま ざま な供給
主体が相互補完 的 な 役割 を 果 たせ る よ う 、 柔軟 な 施 策 の 整備が求め ら れ る と こ ろ で あ る 」
と の課題が提起 さ れて い る 。
〔地域安や シ ス テ ム実施状況) (97年度 ・ 県健康福祉部)
1 コ ミ ュ ニ テ ィ 一 安心拠点推進事業 (宝塚市、 稲美町及び和 田 山 町で実施)

(1 ) 宝塚市 良元地区 (3 ， 240世帯) ・ 高可 地 区 (2 ， 3 1 1世帯)
自 治会 、 婦 人会 、 老人会、 民生委員等で構成す る 「 ま ち づ く り 協議会」 福祉部会が中心

と な っ て 活動。 地 区 の 隣保館 を 拠点 と し て 、 バ イ キ ン グ形式の会食サ ー ピ ス を 毎月 l 回 実
施 し て い る ほ か 、 各種福祉サ ー ピ ス の 説明会、 活動 内 有 に係 る 広 報紙の作成 ・ 配布 な ど を
行 っ て い る 。 ま た 、 今後 ボ ラ ン テ イ ア の 支援 を 得て 託老事業 を 実施す る こ と を検討 し て い
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る 。 会食サ ー ビ ス の実施 に 際 し て は 、 事前 に 地 区 の リ ー ダ ー に対す る 栄養 や調理の講習会
を 開催 し た 。
(2 ) 稲美町加古地区 ( l ， 328世帯)

地 区 の 老人会が中心 と な り 、 「加吉福祉会舘J (地区公民館) を 拠点 と し て 、 虚弱老人等
を 対象 と し た友愛訪問 を は じ め 、 映画や カ ラ オ ケ に よ る ふ れあ い交流や会食サ ー ピ ス 、 !llJ
福祉行政関係者 に よ る 鰭康講座 な ど を 実施 し て い る 。
(3 ) 和 田 山 町安井地区 (76世帯)

集落の役員 や青年団、 老人会、 婦人会 に 町や社協職員 が参画 し 、 98年 1 月 に拠点 と な る
ミ ニ デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 「 く つ ろ ぎ の 皇」 を 開設。 安井集落及 び近隣地域の高齢者や障
害者 を 主 な 対象 と し て 、 入浴 ・ 会食サ ー ビ ス の ほ か 、 健康づ く り 事業、 相 互 の 情報交換や
囲碁 ・ 将棋等 の 趣味 を 通 じ た仲 間づ く り 、 交流事業 な と守 を 行 っ て い る O
2 ケ ア シ ス テ ム 安心拠点、推進事業 (西宮市、 宝塚市 及 び稲美町で実施)

川 西宮市
98年 5 月 に 開設 し た 「市 立老人保健施設す こ や か ケ ア 西宮」 に 「市立 中 央在宅介護支譲

セ ン タ ー 」 及 び市福祉局 の瓦木甲 東分室 を 設置。 高齢者の保健福祉サ ー ピ ス に 関 す る 総合
的 な 相 談 に応 じ る と と も に 、 保健婦が専任で ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 業務 を 行 い サ ー ピ ス 調 整 を
図 っ て い る O ま た 、 サ ー ピ ス 提供部門 と し て 「西宮市訪問看護セ ン タ ー 」 、 「 ホ ー ム ヘ ル プ
派遣 セ ン タ ー J (市社会福祉事業 団 に よ り 運営) を 併 設 し 、 保健医療福祉 の サ ー ビ ス の 一
体的 な 供給 を 可龍 に し て い る 。
(2 ) 宝塚市

「宝塚市立光明 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 」 内 に 設置 さ れた 市社会福祉協議会地区 セ ン タ ー
が拠点 と し て の役割 を 担 っ て い る 。 河 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー の運営受託 の ほ か、 地域活動
か ら 得 た 情報や 民生委員 や 地元診療所等 か ら の 連 絡 を も と に 、 併 設 の 在 宅介護支援 セ ン
タ ー で調 整の う え 、 ヘ ルパ ー 派遣等の サ ー ビ ス 提供 を 行 っ て い る 。
(3 ) 稲美 町

町福祉課 に 専任 で ケ ア マ ネ ジ メ ン ト を 行 う 職員 (介護福祉士) を 配置 し 、 保健医療福祉
サ ー ビ ス 提供機関 と の謂撃 を 行 っ て い る ほ か、 在宅介護 ニ ー ズ の 把握 と 各種 サ ー ビ ス 供給
の提供体制 の 向上 を 図 る た め の検討 を 行 っ て い る 。

3 . 神戸市の生活再建支援 プ ラ ン (注 5 ) 

復興 に あ た っ て は何 よ り ま ず、 被災市民の生活詩建が緊急の課題。 神戸市で は97年 1 月
に 策 定 し た 「神戸 の生活再建 プ ラ ン 」 に 基づ き 、 き め細 か く 多 様 な 支援策 を 展 開 。 ①仮設
住宅入居者 の 良好 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 維持 し つ つ 円滑 な 自 立 を 促進す る た め 、 生活支援 ア
ド バ イ ザー を 大幅 に 増 員 し 、 相談 ・ 支援体制 の 強化 を 図 る 。 ま た 、 恒久住宅への移転後 は 、

生活援助 員 や 高 齢 世帯支援員 の 派遣 な ど、 高齢者の安心づ く り に努め る 。 ②訪問 に よ る 相
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談 ・ 指導 ・ 健診 な ど被災市民の健康確保。 ③各民社会福祉協議会 に 地域福祉 コ ー デ イ ネ ー
タ ー を 配置 し 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の再生 を 図 る O ④被災児童ふ れあ い育成事業 な どの児
童 ・ 青少年対策。 ⑤ 1 日 ハ ロ ー ワ ー ク や求人情報誌の発行 に よ る 雇用 支援 と 、 い き がい 「 し
ご と J づ く り 支援 な どの生 き がい就労事業 に取 り 組む。
盟 “こ う べ" の市民補祉総合計画 (後期実施計画)

同計画 は 97年一 2001年 を 日 課 に 、 保健 ・ 医療 ・ 福祉の連携 に よ る 総合的 な サ ー ビ ス を 展
開 し て行 く O
① 特別養護老人 ホ ー ム や高齢者介護支援セ ン タ ー の整備 を 積極 的 に 進め る ほ か、 長 田 区
南部 に 口腔保健セ ン タ ー を 含む高齢者総合保健福祉施設の整備計画 を 策定す る O
② 地域デイ サ ー ビ ス セ ン タ ー を 整備 す る と と も に 、 24時 間対応の ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス
を 全市 に 拡大 す る 。 ま た 、 24時間体制 で看護 ・ 介護 を 一体的 に提供す る 在宅保健福祉 サ ー
ビ ス 総合化モ デル事業 に着手す る な ど、 在宅揺祉の拡充 創立l る 。
③ 保育ニ ー ズ の 急増 し て い る 西 区 で の保育所地域子育 て 支援セ ン タ ー を 設置 す る な ど、
保育サ ー ピ ス の 一層 の 充実 を 図 る O
④ 西部在宅障害者福祉セ ン タ ー の整備 を 進 め る ほ か、 障害者の社会参加 を促 進す る た め
各 区 窓 口 の 手話奉仕員 配置 を 拡充 し 、 さ ら に 、 精神 揮害者 を 含 む小規模 共 同 作業所運営助
成 の 充実 を 図 る 。
⑤ 人 に や さ し い福祉 と 安心 の ま ち づ く り モ デル 地 区 を 設定 し 、 福祉 と 防災 に 自己慮 し た 総
合的 な ま ち づ く り を 推進 し て い く O ま た 、 玉i幸福祉 ゾー ン 構想、 に つ い て は 、 ア ク セ ス 計画
の検討 を 行 う 。 さ ら に 介護保険制度の導入 に 向 け た調査 ・ 検討や人材養成 を 行 う O
⑥ 健康づ く り を 総合的 に 支援す る 中核的施設 と し て健康 ラ イ フ プ ラ ザ、 を 開設 す る ほ か 、
新た に 難病患者在宅福祉事業 を 実施す る 。
⑦ 西市民病院の再建に着手す る 一方、 高度医療機器 を 整備す る と と も に 、 よ り 資質 の 高
い看護ス タ ッ フ を 育成す る た め に 看護大学大学 院 の 設置 を 検討す る 。
〔精神障害者の 自 立へ初法人施設〕

盟小規模作業所の実態調査 (注 6 ) 

兵庫県精神 障害者家族会連合会で は何年 4 月 、 県 内 の 精神 障害者小規模作業所39 カ 所 を
対象 に 「小規模作業所基礎調査J を 行 い 、 さ ら に震災 に対す る 被害の大 き か っ た 板神地域
の作業所20 カ 所 を 対象 に 「小規模作業所 に お け る 震災の影響調査」 を 行 っ た 。

こ れ ら の ア ン ケ ー ト 調査 に よ り 、 さ ま ざ ま な 問題点が提起 さ れ た 。 具体的 に は 「天災 に
弱 い作業所建物J r経済的 な 理 由 か ら の 運営 面 の 困 難 さ J r利用 者の 住居問題J r作業所が
地域で担 う 役割J r指導員 の位置付 け」 等 で あ る が、 浮上 し て き た 諸 問 題 は 、 震災 に よ っ
て新た に 起 っ た も の で は な い 。 元来、 作業所 は社会的認知があ る に も 関 わ ら ず 「無認可作
業所J と し て運営せ ざる を 得ず、 結果 と し て 多 く の ひずみ を 生 じ て い る 。

作業所 に 通 う 利 用 者 (精神 障害者) に つ い て も 、 そ れ を 補 う 社会保障制定が不十分な た
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め 、 い わ ば必然的 に老朽化 し た ア パ ー ト 、 文化住宅等で の生活 を よ ぎ な く さ れて い る O
こ れ ら の 問 題点 を 表面化 さ せ な い よ う に 関係者 (利用者、 家族、 指導員 、 保健所職員

が努力 し て き た 。 と こ ろ が、 「阪神大震災」 に よ っ て 、 も と も と あ っ た諸 問題が一 つ 一つ
音 を た て て 「顕在化」 し た わ け で あ る 。
盤作業所法人化へ支援の輪

精神 障 害者 の 受 け 入 れ施設が不足す る な か、 神戸市初 の授産施設建設 を 目 指 し て 、 西区
平野町福 中 の 共 同作業所 「 な で し こ の里」 が立 ち 上がっ た 。 「利用 者や 職 員 が安全 に 、 安
心 し て憩 い 、 働 け る 作業所がほ し い」 と の思 い で 、 96年1 1 月 、 神戸市の総 合福祉計画 に も
と ずい た 、 精神 障害者通所授産施設 と 地域生活支援セ ン タ ー の建設 を 目 指 し 、 法人化 を 決

し た 。 地域で暮 ら す精神障害者の た め の施設 は 整備が遅れて お り 、 神 戸 市内 で無認可の
小規模作業所が14 カ 所 あ る だ け 。 よ り 安定 し た 運営が可 能 な 社会福祉法 人 に よ る 授産施設
は 県 内 で は伊丹市 の 東有 岡 ワ ー ク ハ ウ ス (定員20人) し か な い。 そ の た め病 院 を 退院後の
受 け皿施設がな く 、 や む を 得 ず入 院 を 続 け る 人 も 少 な く な い と い う 。

計画で は 「 な で し こ の里」 の法人化 に よ り 、 精神障害者授産施設 (定員25人) へ と 発展
さ せ る O ま た 、 在宅の精神 障害者 を 支 え る 地域支援セ ン タ ー 「虹の呈」 も 併設す る 。

97年 7 月 に は 、 社会福祉法人 「かがや き 神戸J 設立委員 会が発足。 10月 に は 同法人 を 支
設す る 会 も 結成 さ れた 。 ま た 、 土地確保の た め の資金な ど に 共 同作業所全国連絡会、 兵庫
県共同作業所連絡会、 兵庫県社会福祉協議会か ら 義護金の 資金援助 も 決定、 兵産県家族連
合会 も 全面的支援 に 乗 り 出 し て い る 。 北 区 の つ く し ん ほ共 同 作業所 ( 山本静子運営委員 長)
を は じ め 、 神 戸市 内 の作業所関係者が一丸 と な っ て パ ッ ク ア ッ プ。 震災 に よ っ て被災 し た
多 く の小規模作業所全体への夢 と 希望が託 さ れて い る 。

授産施設 と 支援セ ン タ ー は 、 1999年 4 月 間所が 目 標。 建設資金約 2 億 円 の 4 分の 3 は公
的補助が出 る 。 残 り の 資金約6 ， 000万 円 を 集 め る 運動が広 が っ て い る 。 「 な で し こ の里」 所
長代理 の 池 山 美代子 さ ん は 「精神 障害者が利 用 で き る 施設 は と り わ け少 な く 、 当 た り 前の
生活が し た い と い う 願 い がか な え ら れず に い る O 授産施設建設 に 向 け 、 心 の 病 に対す る 理
解が地域で深 ま っ て ほ し い J と 話す 。 (注 7 )

4 . 昌 力銀興の原動力
兵庫県 の 呼 びか け に応 じ た 12 人 の 専 門 家 か ら な る 第 3 者機 関 で あ る 「被 災者復興支譲会

議J (座長 ・ 小西康生神戸大学経済経営研究所教授) は95年 7 月 17 臼 、 発足以来、 被災者
窪興の た め の提案 を 行 っ て い る 。 第 2 回提案 (95年 9 月 ) で は 、 被災者の 生活再建 は 、 被
災者 自 身 の 自 立へ向 け た 主体的 な 取組み 「 自 助」 、 被災者同士 の 支 え 合い と 地域住民 に よ
る 被災者への 理解 と 協力 「共助」 、 そ し て こ れ ら を パ ッ ク ア ッ プ し て い く 公的 な 支援 「公助」
と い う 3 つ の 要素がバ ラ ン ス よ く 機能 し合 っ て 、 は じ め て2 1 世紀 に 向 け た創造的 日 本型 の
福祉社会の構築が成 る と し て い る 。
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特 に こ れ ら の基本 と な る の は 、 分 か ち 合 い 、 助 け 合 う (People Helping People) こ と の
大切 さ であ り 、 こ の こ と が、 自 立復興の原 動力 に な る も の と 考 え る と 提案 し て い る 。 (注 8 ) 
〔 自 立生活 話 揺す障害者〕

田安塚市の障害者 自 立支援事業

自 治体 に よ る 障害者の 自 立支援の あ り 方 を 話 し合 う 「障害者 自 立生活 フ ォ ー ラ ム in 宝
塚J ( 障害者情報 ク ラ ブ主催) が97年11 月 22 日 、 宝塚市 山 本 南 の市立東公民館で 開 かれ た 。
阪神地区 な どで障害者の 自 立生活 を 支援す る 障害者団体の 関係者や学識経験者 ら 4 人が提

を 行 い 、 会場 に つ め か け た市民 ら 約200人 も 熱心 に 開 き 入 っ て い た。
宝塚市 で は 98年 4 月 か ら 市社会福祉協議会、 民 間 の 障害者団体 「障害者情報 ク ラ ブ」 な

ど と 協力 し 、 「樟害者 自 立支援事業」 の 実施 を 計画。 フ ォ ー ラ ム は 実効性の あ る 事業 の 実
現 を 目 指 し 、 市民 に そ の重要性 と 諜題 を 知 っ て も ら う の が 日 的 で 開 かれ た 。

「障害者 自 身 がつ く る 未来」 を テ ー マ に午後か ら 始 ま っ た フ ォ ー ラ ム で は 、 西宮市 の 障
害者団体 「 メ イ ン ス ト リ ー ム 協会」 の メ ン バ ー や宝塚市の福祉担 当 者 、 大学教授 ら 4 人が
何事業や事業 の 受 け皿 と な る 「 自 立生活セ ン タ -JJ の 現状 と 課題 に つ い て 、 そ れぞれ基調
講演 を 行 っ た 。

ま ず メ イ ン ス ト リ ー ム 協 会副 代 表井 内 ち ひ ろ 氏か ら 「 自 立生活 セ ン タ ー ・ メ イ ン ス ト
リ ー ム 協会の活動」 と い う テ ー マ で 自 立生活セ ン タ ー の事業内 容 を 紹 介。 向 協 会 は 民 間 の
自 立生活 セ ン タ ー と し て 西宮市で活躍 し て い る 障 害 当 事者主体の NPO。 井 内氏 自 身 も 先
天性障害で車 い す を 利 用 し て い る O 自 立セ ン タ ー の活動内 容 は 、 人権擁護 と サ ー ビス の提
供 な どか ら な っ て お り 、 特 に サ ー ビス の提供 の 中 の 「 ピ ア ・ サ ポ ー ト J が強調 さ れ た 。 「 ピ
ア ・ サ ポ ー ト 」 と は 、 障害当事者の相談やサ ー ビ ス を 、 同 じ 障害 を 持 っ た 人 が行 う シ ス テ
ム 。 こ の シ ス テ ム が 自 立 セ ン タ ー の根幹 と な っ て い る な どの紹介があ っ た 。

「生活支援事業 を 軌道 に 乗せ る た め に も 障害者 自 身 が積極的 に 社会へ 出 る 必要があ る 」
「地域で支 え 合 う 生活支援事業 は 地方分権時代 に 求め ら れ る 住民参加 の モ デル事業の一つJ
な どの意見が出 さ れた 。

障害者 自 立生活 フ ォ ー ラ ム に つ い て i毒害者情報 ク ラ ブ代表井上聖氏 は 「過去 に お け る 『 自
と は 、 身体障害者福祉法で い う 「更生J で 、 個 人が消失 し た 能力 を 回復 し た り 、 ま た

は新た に獲得 し て 、 通常の社会活動 に復帰す る こ と を 意味す る も の で し た 。 し か し 、 重度
の障害 を 持 っ て 生 ま れ た 人、 人生の 途 中 で重 い i草害 を 持 っ た 人 に は 、 身辺 自 立 の た め の 訓
練が強要 さ れ る O 施設 に お い て も 訓練 に 1 日 の大半 を 費 や し て い ま し た 。 ま た 身 辺の こ と
が、 自 分で 出 来 る よ う に な っ て も 、 地域か ら 隔離 さ れ た 世界 で 規則 に し ば ら れ、 「 自 分 ら
し い生活J と い う よ う な も の は望 むべ き も あ り ま せ ん で し た 。 こ の よ う な 考 え 方 は 、 障害
を 持 た な い 人の生活様式 に 障害 を 持 っ た 人が努力 し て 近づ く こ と を 目 的 と し て い ま す。 つ
ま り 障害 を 克服 し否定す る こ と に価値があ り 、 F章害 を 持 っ た 人 の 人権 を 葬 り 去 っ て い た の
です。 こ の よ う な 狭 い 意味 で の 『 自 立J を 強要 す る こ と は 障害 を 持 っ た 人 に 「生 き る 」 こ

232 第 四章 @ 福祉



と す ら 否定 し よ う と し て い ま す」 と 述べ、 「普通 に 地域で 自 分 ら し く 暮 ら し た し り と い う
願 い を み た す た め の 市町村障害者生活支援事業が、 施策の 目 的 の通 り 、 障 害者 自 身 に よ っ
て企画運営 さ れ る 組織 と な る よ う 支援 を 訴 え て い る 。 (注 9 ) 
醸 ピア ・ カ ウ ン セ リ ン グ

ま た近 く 宝塚市 に オ ー プ ン さ せ る 自 立支援セ ン タ ー に つ い て も 井上代 表 は 「 特 に こ の セ
ン タ ー の特色 は ピ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ (地域ですで に 自 立 し た生活 を 実践 し て い る 障害者
が、 カ ウ ン セ ラ ー と な っ て 、 こ れか ら 地域で 自 立 し よ う と し て い る 障害者の 個 人 的 な 悩 み
や生活の仕方、 障害 を も っ て い な い 人 に は わ か ら な い生活 を す る う え で の 問題 に つ い て解
決 に あ た る ) と 自 立生活 プ ロ グ ラ ム (家族関係、 人 間 関係 、 介助サ ー ピ ス と 介助者、 健康
管理、 家庭管理、 金銭管理、 生活情報の 活用 、 人生設計 な どの社会生活 を 高 め る た め の ト
レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム ) に あ り ま す」 と 大 き な 期待 を よ せて い る 。 (注10)

自 立 し た 生活 を 自 指す 障害者の共通の悩 み は 、 住宅問題だ と い う 。 車 い す に 配慮 し た物
件が少 な い 、 住宅は よ く て も 駐車場 に ス ロ ー プが な い マ ン シ ョ ン 、 一人暮 ら し を 望 む 自 の
不 自 由 な 人 に 、 物件 を 貸 し 渋 る 不動産業者 も 少 な く な い 。 障害者情報 ク ラ フ守が97年秋、 障
害 者 の 自 立支援の た め に 設立 し た小規模作業所 I1L セ ン タ ーJ に は 、 住 宅 に 関 す る 悩 み
や相談が数多 く 寄せ ら れて い る 。

同 ク ラ ブ は1989年、 宝塚市内 の車 い す需用者が中 心 に な っ て結成。 車 い す ウ オ ー ク ラ リ ー
の 開催や 「車い す ガ イ ド ブ ッ ク 」 を 作 る 活動 な ど を 続 け、 震災後は情報発信 に 力 を 入 れ、
97年秋、 視覚i毒害者や重度脳性マ ヒ 者 ら 11 人 を ス タ ッ プ と す る 同 セ ン タ ー を 開 い た 。

身体障害者の生活介助 を 有償 で行 う ア テ ン ダ ン ト の養成や紹介 に 取 り 組 む一方、 樟害者
が障害者の相 談 に応 じ る 「 ピ ア ・ サ ポ ー ト 」 を 柱 に し て い る こ と か ら 、 多 く の生活相談が
寄せ ら れ て い る 。 そ の 中 で も 目 立 っ て 多 い の が住 宅 に 関 す る 悩 み や棺談だ と い う O セ ン タ ー
運営委員 の井上 み え さ ん は 「障害者 に 配議 し た住宅 を 作 る 場合、 健常者の 発想 だ け に 頼 ら
な い で ほ し い 」 と 話会 し て い る 。
鵬撞祉駅の誕生 自 指 し て

兵庫県 で は97年度の福祉行政の柱のーっ と し て高齢者、 障害者だ け で な く 、 県民すべて
が、 ど こ へで も 安心 し て行動 で き る バ リ ア フ リ ー の ま ち づ く り の推進 を あ げて い る 。 大震
災で倒壊 し た 阪急伊丹駅の再建 を め ぐ る 伊丹市民 と 障害者の働 き を 紹介す る 。

阪急伊丹駅の 再建で、 エ レ ベ ー タ ー 設置 な ど だ れ に で も 使い や す いバ リ ア (障接) フ リ ー
の 駅 ピ ル建設 と 周辺整備 を 計画 し て い る 伊丹市 な ど に 、 実 際 に利 用 す る 市民側 の意見 を 入
れ て も ら う た め 、 市民 グ ル ー プ 「障害者 と と も に バ リ ア フ リ ー を 考 え る 市 民 の 会J (坂元
和 美代表、 約 1 50人) が発足 し た 。 同 会 で は新 し く で き る 駅施設へ の 要望 を 、 広 く 市民か
ら 募集。 同 駅 ピ ル の 再建 は 、 事業手法の 決定段階で 同市 と 阪急電鉄の意見が合 わず難航。
倒壊前 の 同 駅 は 2 階 に改札、 3 階 に ホ ー ム があ っ た が、 直接行 く に は 階段 し か な く 、 障害
者 ら は事実上、 平屋建て で あ る 隣 の新伊丹駅 し か利用 で き な か っ た 。 同 会 は 市 内 の ボ ラ ン
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テ ィ ア グル ー プや 障 害者 グ ル ー プ計 6 団体が集 ま り 、 新 し い 駅 ピ ル は使 い や す い も の に し
て も ら お う と 何年 9 月 に結成 さ れた 。

「市の毎興計調で も “市民参加の ま ち づ く り " を 進め る 必要性が、 強調 さ れて い ま す。
我々 の よ う に 障害 を 持つ者が使 い やす い と い う こ と は高齢者 を は じ め と す る 全て の 人達 に
も 使い や す い は ず であ る と い う こ と か ら 、 当事者の眼で、バ リ ア フ リ ー を 進め て い き た い と
い う 思 い で当 会 を 結成 い た し ま し た」 と 結成 の 主 旨 を 述べ て い る O

ま た次の よ う な 「活動指針」 を 表明 し て い る 。
① 私 た ち は 、 「障害者」 の社会進出 を は か る た め 、 伊丹市が真の意味で誰 に と っ て も 住
み や す い街 と な る ま で、 活動 を 続 け ま す。
② 私 た ち は 「障害者」 の社会進出 を は か る こ と が、 ひ い て は お年寄や子供 た ち ゃ病気の
人た ち な ど を 含め た す べ て の市民 に と っ て 住 み や す い街 と な る の だ と い う 理念 を も と に 活
動 し ま す。 し た が っ て 、 「障害者」 だ け の た め と か、 特定の部位 の 障害 を 持 っ て い る 人 た
ち の み の た め と か い っ た行動 は と り ま せ ん。
③ 私 た ち は 、 当 事者あ る い は利 用 者 と い っ た言葉で代表 さ れ る 一般市民 こ そ が主人公で
あ る と の 自 覚 を も っ て活動 し 、 ま た 、 そ の草の根の声の み を 原動力 と し て行動 し ま す。
④ 私 た ち は 、 当 面 は 阪急伊丹駅 に代表 さ れ る よ う な 公共的建造物 に対 し て 集 中 的 に発言
し ま す が、 あ く ま で 目 標 は 、 一人 ひ と り の家 か ら 社会 の すべ て に対す る ア ク セ ス を 保障 す
る 街づ く り で あ っ て 、 点 か ら 線へ、 線か ら 国への広が り を 求め続け ま す。
⑤ 私 た ち は 、 ど ん な 重 度 な 「障害者」 で あ っ て も 、 一人で 自 由 に ど こ へで も 行 け る 街づ
く り を 目 指 し ま す。 し か し 反面、 す べ て が ロ ボ、 ツ ト 化 さ れ た 無味乾燥 な 機械都市 だ け に は
な っ て ほ し く な い と 思 っ て い ま す。 一人 ひ と り の個性で あ ふ れか え る よ う な 人 間 中心の街
を 目 指 し ま す。
⑥ 私 た ち は 、 物 に命 を 吹 き 込む の は 人間 の 知恵、 だ と 考 え て い ま す。 た と え り っ ぱな 建造
物がで き て も 、 そ の 運用 を 間違 え れ ば無用 の 長物 と な る で し ょ う O あ る 建造物がで き て も 、
そ の後のj軍用 の チ ェ ッ ク を 続 け る つ も り です。
⑦ 私 た ち は 、 車 い す 「障害者」 に と っ て の 階段の よ う な物理的 な 物 だ け を バ リ ア ー と は
考 え て い ま せ ん。 経済性や効率性の み を 求め る 企業 の 考 え 方 や 、 当事者参加 を な か な か認
め よ う と し な い行 政 の 態 震 や 、 「障害者」 や 「高齢者」 を 向 じ 市民 と 認識で き な い 人 の 心
の 中 に も 、 バ リ ア ー があ る と 思 っ て い ま す。 私 た ち が と り 払お う と し て い る の は そ の よ う
な すべ て の バ リ ア ー であ る と 考 え て い ま す。
⑧ 私 た ち は 、 仲 間 の 一人 ひ と り の意見 を 尊重 し ま す。 そ の た め に 少 々 歩み が遅 く な っ て
も 気 に し な い つ も り です 。 ま た 、 自 分 た ち の方向 が誤 っ て い る と 真 に 感 じ た ら 、 恥ずか し
く て も も う 一度後戻 り し て 、 ゆ っ く り 前進す る つ も り です 。

同市民の会 は65年10月 か ら 会員 の 障害者、 高齢者、 障害児の母親 に ア ン ケ ー ト し た ほ か
街頭で も ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配布。 市役所 に も 意見箱 を 置 い て 「阪急伊丹駅 を 夢 の 駅 に 。 あ
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な た の ア イ デ イ ア を 下 さ い」 と 呼びかけ、 計363件の意克が集 ま っ た 。
主 な ;意見 は 「段差 を な く すJ í介護が必 要 な お年寄 り の た め の ス ペ ー ス J í復興の シ ン ボ

ル にJ í 日 が不 白 山 な 人へ の 音声案内J í聴覚障害者の た め の 電光掲示板J í駅への リ フ ト
付 き パス の 運行J íベ ビ ー カ ー や車 い す で利 用 で き る エ レ ベ ー タ ー」 な ど。 坂元代表は 「多
く の 人が、 生 ま れ変 わ る 駅に 夢 を 持 っ て い る 。 玄 関 口 が変 わ れば、 街 も 変 わ る O 新駅の設
計 に利 用 者 の 声 を 生か し て ほ し い」 と 話 し て い る 。

障害者や高齢者 な ど杜会的弱者 に 優 し い福祉駅の モ デル と し て再建 さ れ る 阪急伊丹駅の
周 辺整備 を 検討 し て い る 伊丹市 は 97年 6 月 、 駅舎 と の 整合性 を 国 る 周辺整備 を 行 う た め に

「 阪急伊丹駅内外歩仔者快適化検討委員 会J を 発足 さ せ た 。 委員 会 は 学識経験者や行政関
係者、 障害者出体代 表 ら 14人で構成。 検討対 象 は 駅前広場や歩行者優先道 路 な ど駅舎同様
の バ リ ア フ リ ー 化 に 向 け 、 課題 と 対策 な ど を 検討す る 。

多 く の 人々 の 夢 を 託 し た 阪急伊丹駅 は 総工費 100億 円 を か け98年秋 の 完 成 め ざ し て 工事
を 進め て い る 。

5 . 義援金
兵庫県南部地震災害義援金募集委員 会 は 97年 9 月 3 日 、 被災者への義援金交付 に つ い て

同 年 7 月 末現在の状況 を 発表 し た 。 生活支援金 と し た 第 3 次配分は約548億 円 で、 追加分
も 含め た 実績 は計約73万世帯 と な っ て い る 。

第 3 次 の配分は住宅が全 ・ 半壊 (焼) し 、 主 な 生計維持者の何年定総所得が690万 円 (給
与総収入額) 以 下 の世帯が対象。 生活再建への支援 を 目 的 に し 、 97年 5 月 末か ら の追加配
分 を 加 え 、 l 件 当 た り 計15万 円 を 支給 し て い る O

問 委員 会 は 所要額 と し て計562億5 ， 000万 円 を 見 込 ん で い る が、 実績 は 当 初分が約365億
8 ， 000万 円 で 、 追加分 は 約 182億5 ， 000万 円 。 震災甚後 に 実施 し た 第 l 次配分か ら の 累計 は 、
約 1 ， 738{意3 ， 800万f 円 と な っ た 。

98年 3 月 31 日 ま で に募集委員 会が、 収納 し た 義援金 は 、 1 ， 781億7 ， 776万7 ， 146 円 、 預金
利 息 5 億6 ， 350万7 ， 81 3 円 、 計上 787億4 ， 127万4 ， 959 円 で あ っ た 。 そ の う ち 97年 4 月 1 日 か
ら 98年 3 月 31 日 ま で に 受 け 入 れ た 義援 金 は 21億4 ， 127万4 ， 959 円 で預金利 息 を 入 れ計26信
896万688 円 で あ っ た O

募集委員 会 に お い て は 、 順次決定 さ れ た 配分基準 に 基づ き 、 直接義援 金 の 支払 い の 窓 口
に な っ て い る 被災地市町 に必要 な 配分資金 を 送金 し 、 被災者 に 対す る 支給 を 行 っ て い る が、
そ の送金総額 は 1 ， 751億8 ， 084万2 ， 400円 に達 し て い る 。

97年度 は 、 5 月 26 日 の募集委員 会 に お い て新 た に 生活支援金の 追加支給 と し て 、 1 世帯
に つ き 5 万 円 の 配分が決定 さ れ た が、 こ の 配分資金 を 含 み 1281.意8 ， 371万2 ， 400 円 を 送金 し
て い る 。 (注11 )
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(表 6 ) 義援金の 月 別受入状況
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8 FJ 64 177 ， 057 8 / 1  - 8 /:11 ま で のす 員数
9 J'J 71 177 、 128 I 9 / 1 - 9 /30 ま

ま
で

で
の

σY
'
J
だ 総ñT! 

10月 22 177 守 1 50 1 10/ 1 - 10/31
l l H  78 177 ， 22お l l / 1 - ll/30 ま で のヲ:総務i

121 1 - 1 21:11 ま て、σγ五五 まi12JJ 97 け;; ， m
! 平成 9 年 l fj 1 1 0  ， 435 1 / 1  - 1 /31 ま で の 紛紛

2 H  l l 5  177 ， 550 2 / 1  - 2 /28 ま で の ミ長 恕{
3 万 6:11 l78 ， 184 3 / 1 - 3 /31 ま で の災総数 8 年度 目十 2 ， 774 
4 月 49 178 ， 233 4 / 1  - 1 130 ま で のゾミ総お
5 fJ  1 07 I 17岳 、 340 5 / 1  - /31 ま で の 'K総会
6 月 62 1 78 、 402 6 / 1  - 6 /30 ま て、の 定級車n
7 月 l l 7  17出 、 5HI 7 / 1  -- í /31 ま でのすミ手

8 月 15 17呂 、 534 8 / 1  - 8 /31 ま での 二総告白
9 月 15 178 ， 54�1 9 / 1  - 9 /30 ま での%総客n
10月 27 1 78 ， 57日 10/ 1 - 10/31 ま で の ，)�総主主
l l J] 178 ， 59:1 11/ 1 - 1 1130 ま で の災事長級
1 2 Jj 25 178 ， 61自 12/ 1 - 12/31 ま での災級事長

平成10年 1 月 28 17R ， 646 1 / 1  - 1 /31 ま での

2J'J 21 178 ， 667 2 / 1  - 2 128 ま での 災総手前
3 月 74 178 ， 741 3 / 1  - 3 /31 ま で の災総長吉 9 年度計 557 

j主) 募集委員 会 に お け る 利 息 を 含む 。 (兵庫県南部地渓災害義援金募集委員 会)

ぐ注、 引 用 文 献 〉

1 ) 被災者福主1:対策 に つ い て (97年度の取 り 組み ) 兵庫県健康福祉部 1998年l l JJ

2 ) 地域安心拠点構想、の推進 に 隠 す る 調査研究報告雲寺 町兵庫県長寿社会研究機構 - 長寿社会研究所 何年 3 月

3 )  I地域社会 に お け る 安心 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 調資報告黍(財)兵庫県長寿社会研究機構 ・ 長寿社会研究所 96年

3 月

4 ) 奴神大震災研究 3 I神戸の復興 を 求め て」 神戸大学震災研究会総 97年 5 )j 1 日

5 ) 神戸市97年度 当 初 予算の概婆 97年 2 月

6 )  I阪神大 震 災 に 遭遇 し た 兵庫県の精神 障害者小規模作業所の今」 制兵庫 県精神障害者家族会連合会 96年10月

1 日

7 )  ' 5 年 間 の 歩み と 法人化め 吉 し て 」 な で し こ のÆ.第 l 回総会資料 よ り 98年 4 月

8 )  I復興へ ! そ し て2 1 世紀の市民社会 に 向 け て」 パ ー ト ナ ー シ ッ ブ を キ ー ワ ー ド に 被災者復興支援会議 96 

年 8 月 12 日
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9 )  'KSKP 障害者情報 ク ラ ブニ ュ ー ス」 第11号 98年 3 月 26 日

10) 'KSKP 障害者情報 ク ラ ブニ ュ ー ス 」 第 9 号 97年 4 月 27 日

1 1 )  97年度兵庫県雨部地震義援金監査報告書 98年 7 月 2 日

〈参考文献〉

「阪神 ・ 淡路大震災 地域型仮設住宅生活支援資 の記録J (肢に う べ市民福桜台振興協会 97年 3 月

下街の復興 カ ル テ 一 応、急仮設住宅編 」 伽21世紀 ひ ょ う ご創造協会 97年 3 月
「子 ど も の こ こ ろ の ケ ア を 考 え る 」 阪神 ・ 淡路大震災 2 周年記念シ ン ポ ジ ウ ム 資料、 兵庫県主催 97年 1 月 24 日

「高齢者の住 ま い と ケ ア を 考 え る 報告書」 兵庫県福祉部長寿社会政策局福祉企画室、 制長寿社会文化協会 97年
3 月 31 日

「心豊 か な 長寿社会 を考え る 国民の集い全国大会報告書」 総務庁、 兵庫県、 尼崎市 97年 1 1 月 8 日

97年度神戸市社会福祉協議会事業報、告書
97年度 「生活再 建支援施策の概要」 神戸市
「神戸の生活再建支援 プ ラ ン」 一 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り と 生活の舟生 に 向 け た支援 プ ロ グ ラ ム 神戸市 97 

年 l 月

「阪神 - 淡路大震災ー その時、 精神障害者 と 家放は 」 附兵康県精神障害者家族会連合会
'KSK 拓人一 き り 拓 く ひ と び と 」 被災地障害者セ ン タ ー 「活動 の報告 検証 ・ 提言集j 97年 4 月 �98年 3 月
'KSK 活動の記録」 兵康県南部地震障害者救援本部 97{j三 3 月

「創造的復興への戦闘告」 阪神 ・ 淡路震災1M興計 減推進委員会 98年 3 11

「地域型仮設住宅入居者の生活実態調査報告書J (21世紀 に 向 け た 高齢者 ・ 障害者 住宅への提案) 社会福祉法人兵
庫県社会福祉協議会 98年 3 fj
「第 5 闘地域づ く り 21 1止紀大学」 附21世紀 ひ ょ う ご創造協会 97年10月
「大震災への対 応 と 訓練」 関 西社協 コ ミ ュ ニ テ ィ ワ ー カ ー協会 96Sf'. 1 月

「県下社協活動の現況」 兵庫県社会福祉協議会 98年 7 月
「県社協 の あ ゆ み こ のーイドJ 97年度事業報侵害 98年 7 月

「阪神 ・ 淡路大震災 3 年 被災者5000人実態調査J (遺族か ら の手紙) 読売新聞大阪本社 98年 l FJ
'21世紀 に 向 け た 高齢者 ・ 障害者住宅」 への提案、 兵庫県社会福祉協議会、 阪神 淡路大震災社会福祉復興本部

97年 3 汀

97年度 朝 日 読，充 毎 日 日 本経済 サ ン ケ イ 神戸新聞掲載の福祉関係記事
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ボラ ンチ ィ ア
1 . 被災地 ボ ラ ン テ ィ ア の活動実態

神戸新 聞 社 は 、 震災 3 年 を 前 に 、 97年12月 、 被災地で活動 を つづけ る 主 な ボ ラ ン テ ィ ア
団体33団体に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施、 25団体か ら 回答 を 得 た 。 こ れ ら の ボ ラ ン テ イ ア 活動
の 内 容の 変化や今後の課題 な ど に つ い て分析 を 行 っ て い る o (注 1 ) 

鵠査の概要
く調査 の 回 答 団 体 〉

33団体 を 選 ぴ、 調査察 を 郵送お よ び配布 し 、 25団体か ら 回答 を 得 た 。 回答団体 (照不 問 カ ッ コ 内 は所在地、 名

称、はいずれ も 調査時) は次の通 り 。
コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 (神戸市東灘区) マ住吉 コ ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー ( 1可 ) マ 関 学学

習指導会 (河) マ よ ろ ず相談室 (同) マ神戸元気村 (神戸市灘区) マ神戸大学総合 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー ( 同)
マ灘中央 区 ボ ラ ン テ イ ア (同) マ ア ジ ア ア フ リ カ 環境協力 セ ン タ ー (神戸市 中 央区) マ神戸 YWCA 救援セ ン タ ー

(同) マ プロ ジ ェ ク ト 1 - 2 (神戸市兵庫 区) マ被災地障害者セ ン タ ー (神戸市長 田 区 ) マ阪神 ・ 淡路大震災 「仮
設」 支援 NGO 連絡会 (同) マ ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (同) マ週末 ボ ラ ン テ イ ア (神戸市須磨区) マ グ ル ー プ

あ ば う と (神戸市垂水区) マ阪神高齢者 ・ 隙害者支援ネ ッ ト ワ ー ク (神戸市凶 医) マ ひ ま わ り の夢企障j (同) マ
がんばろ う 神戸 (神戸市北区) マ 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク ( 問宮市) マ rJEi宮地域助 け合い ネ ッ
ト ワ ー ク (同) マ者1\市生活地域復興セ ン タ ー (同) マ NPO シ ン フ ォ ニ ー (尼 崎 市) マ ボ ラ ン テ ィ ア チ ー ム ・ ノ

サ イ ド (多紀郡f'l南町) マ街づ く り 支援協会 (大阪市) マ コ リ ア ボ ラ ン テ ィ ア協会 (同)

調査結果 ( 数字 は 匝体数)
⑮被災地での活動継続 に つ い て

3 年 を 区切 り O 
2 仮設解消 を 区切 り 2 
3 i反主党解消後 も 継続 9 

4 その他 14 

。活動費用 は何で ま か な わ れて い る か (複数回答)

l 助成金 20 

2 寄付金 17 

3 自 主事業 11 

4 そのf也 6 

@年間の活動費
10万円台 3 

100万円台 9 

1 ， 000万円台 4 

1 ， 000万円以 上 9 

@活動継続の課題

資金 入手

I 十分足 り て い る O 

2 何 と か足 り て い る 14 9 

3 足 り な い
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。 NPO 法楽 に つ い て
1 賛成 1 1  

2 反対 l 

3 どち ら と も 言え な い 13 

結果 を み る と 、 97年度 は仮設住宅か ら 復興住宅への移転が進 み 、 各 国 体は 介護や福 祉 を
視野 に 、 被災者支援か ら 、 よ り 地域 に 根差 し た 活動 を 模索 し て い る こ と が わ か る 。 ほ と ん
ど の 団体 は 、 今後 も 被災地で の活動 を 継続す る 意向 を 示 し た が、 資金や 人 材 の 不足 は 深刻
だ。 今国会 ( 1998年 3 月 ) で成立 し た 「特定非営利活動促進法案 (NPO 法案) J に つ い て
は 、 反対 は 少数だが、 「賛成J I ど ち ら と も い え な い」 が ほ ぼ同 数 を 占 め た 。 し か し 、 先送
り さ れ た税制優遇措置の実現 を 求め る 声 は 双方 に 共通 し 活動が長期化す る 中 で 、 そ の 支援

体制が求め ら れて い る O
25団体の う ち 19 団体が震災後か ら 活動 を 開始。 活動 内容 と し て 「仮設支援」 が最 も 多 く 、

仮設住 民 に と っ て ボ、 ラ ン テ イ ア が重 要 な 存在 に な っ て い る こ と が裏付 け ら れた 。
被災地でい つ ま で活動 を つづけ る か と の 問 い に は 、 9 団体が 「仮設解消後 も 継続す る 」

と 屈答。 さ ら に 「喜 ん で く れ る 人がい る 限 り 、 頑張 り た し )J (灘 中央地 区 ボ ラ ン テ イ ア )
な ど14団体が長期 的 に支援 を 続 け る 意向 を 示 し た 。

今後必 要 な 活動 と し て 、 仮設住宅か ら 恒久住宅への 移転 を に ら み、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形
成への支援」 を 挙げる 団体が 自 立 っ た 。 「地域 に根差 し た 障害者謡祉 を J (被災地1\章害者セ
ン タ ー ) I仮設、 一般住民 の |玄関 な く 、 人 々 が安心 し て 暮 ら し て い け る 地域づ く り を J
( コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸) な ど と 、 活動範囲 を 広 げつ つ あ る O
た だ 、 活動 を 継続す る た め に 、 ほ と ん どの 団体が、 資金、 入手不足 を 訴 え て い る 。 年 間

の 活動 費 が1 ， 000万 円 以上 を 答 え た 団体がお あ り 、 資 金 の 多 く を 助成 金 や 寄付金に頼 っ て
い る 。 「十分に足 り て い る 」 と 答 え た 間体 は 一 つ も な か っ た 。

入手の確保 に つ い て も 半数以 上が 「足 り な い」 と 回答。 リ ー ダ ー シ ッ プや調整能力 の あ
る 人材の確保が急務 に な っ て い る こ と を 物語 っ た 。 活動が長期化す る 中 、 税制簡の優遇措
置 な ど、 支援体制 の確立が求 め ら れ る 。

兵庫県 の 推計 で は 、 こ れ ま で に 延べ約178万人が被災地 で活動。 震災 直 後 は i 日 、F均 2
万 だ っ た が、 こ こ 2 年 間 は600 人税度 に と ど ま っ て い る O
〔震災後の神戸市 に お け る 市民活動の現状) (1主 2 ) 
輔活動者の特徴

震災後 に 活動 を 始め た 人た ち は 、 実 に多種多様で あ る 。 �つ は 、 震災以 前 は 全 く ボ ラ ン
テ イ ア 活動 に縁 の な か っ た 人 た ち が、 被災者の救按 ・ 支媛活動 に 携 わ り 、 自体 を 結成 し た
例 で あ る O 神 戸市在住 ・ 出 身 の 人 に 誤 ら ず被災地外か ら 駆け つ け 、 そ の ま ま 神戸 に居住、
活動 を 続 け て い る 人 も い る 。仮設住宅が設置 さ れ た こ と で、 そ の 周辺の住民 の 有志が グ、 ル ー
プ を 結成 し 、 仮設住宅入居者支按 を 行 っ て い る 事例 が多 く み ら れ る O 活動者 の 中 心 は 、 地
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元の主婦、 シ ルバ 一 層 で あ る が、 付近の大学の教職員 ・ 学生 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア や 、 精神
薄弱者施設 に 通所す る 人た ち が、 仮設住宅で何か役立つ こ と を し た い と 清掃 支援 を 行 う グ
ル ー プ を 設立 し た ケ ー ス も あ る O

被災者 自 身 も 自 分た ち の住 む 地域の こ と を 考 え ざる を 得 な く な り 、 活動 を は じ め て い る 。
神戸市の 場合、 震災以前 か ら 、 地域で ま ち づ く り を 考 え る 組織であ っ た 「 ま ち づ く り 協議
会」 が震災後、 飛躍的 に増加 し た の は 象徴的 で あ る 。 (97年12月 末現在100団体、 う ち 震災
後の設立 は72団体) 震災後は こ れ ま で地域の ま ち づ く り に あ ま り 関 わ っ て い な か っ た 若者
層 や 、 自 治会の役員以外の住民が、 ま ち づ く り 活動 に 参加す る 傾向がみ ら れ る O

こ の ほ か建築家、 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト 等 を 中心 と す る 「 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー
ク J や 、 精神医療 ・ 精神保健従事者 に よ る 「震災後の心の ス ト レ ス 相談セ ン タ ー 」 の 開 設
も あ る O ま た 、 被災労働者が共 同 で雇用 の機会 を つ く り 出 す こ と を 目 的 に労働組合 を 設立
し た り 、 被災者の実態調査や行政へ の 要望 を 主 な 活動 と す る グ ル ー プ も 設立 さ れ て い る O

被災者救護活動 を 行 っ て い た 地元 の大学生の有志に よ り 、 大学内 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の
活性化 と 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー への支援 を 目 的 に 、 学内 で ボ ラ ン テ ィ ア 団体が相 次 い で設立
さ れて い る O

一方、 従来か ら 市民活動 を 展 開 し て い た 団体の リ ー ダ 一 層 が 中心 と な り 、 こ れ ま で の活
動 で蓄積 し た ノ ウ ハ ウ や ネ ッ ト ワ ー ク を 活か し 、 震災復興の支援 を 目 的 と す る 新た な 活動
団体 を 設立 し た事例 も み ら れ る 。
〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り 支援活動〕 他 3 ) 

震災記録の収集 や被災者への情報提供等 を 行 っ て い る ボ ラ ン テ イ ア 団体 「 震災 ・ 活動記
録室J (長 田 広 ) で は 、 災害公営住宅の募集 に あ た っ て の 情報提供 と し て 各地域の ボ ラ ン テ ィ
ア に 呼 びか け 、 住宅別 の 「周辺案内J と 「手作 り マ ッ プ」 を作成 し た 。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト
に は 、 仮設住宅で支援活動 や ま ち づ く り 支援活動 に 関 わ っ て い る 20団体が、 そ れ ぞ、れ に 関
わ り の深い地域 を 担当 し た ほ か、 公営住宅の近 く に住 む地元 の 人 た ち が多数参加 し 、 住宅
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間辺の住環境 を 実際 に 自 分 た ち の足で調査、 そ れ を 基 に マ ッ プが作 ら れた 。 こ の マ ッ プ作
り は新 た に 公営住宅 に 入居す る 人への情報提供 と と も に 、 地元の 人 た ち が取 り 組み の 中心
に な っ た こ と で 、 地域 を 見在す機会への期待が込め ら れ て い る O

公営住宅への移転 に かか わ る も の と し て は ヲ | っ 越 し ボ ラ ン テ イ ア を 行 っ て い た 「がん ば
ろ う 神戸J (北区) の 呼 びか け に よ り 「市民版 ひ っ こ し プ ロ ジ ェ ク ト J が結成 さ れ た 。
各地域の ボ ラ ン テ イ ア がネ ッ ト ワ ー ク を 組み 、 引 っ 越 し を 手伝 う だ け で な く 、 送 り 出 し と
受 け入 れ を 連携 し て行 い 、 新 し い地域の生活 を サ ポ ー ト し よ う と い う 試み で あ る 。

こ の よ う に ボ ラ ン テ イ ア 団体が仕掛け役 と な り 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り への取 り 組
みが進め ら れつ つ あ る 。
輔活動団体の支援組織

仮設か ら 、 市民 に よ る 市民 の た め の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に 向 け た 活動 を 展 開 し て い る
「がん ばろ う 神戸J で は96年 9 月 、 自 立 を 目 指す 市民の広場 Imik SP ACE ' V ( ミ ッ

ク ス ペ ー ス V ) を 開設。 そ こ で は様々 な 分野 の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プお よ び地域の 匝体
の 活動拠点、 共同事務所 を 併 設 し て お り 、 地域住民団体の交流 を 促進 し 、 地域活動 匝体へ
の 支援 を 積極 的 に推進 す る こ と を 目 指 し て い る O

兵庫県下 の 障害者支援活動 を 行 っ て い た ボ ラ ン テ ィ ア 団体41 団体が連携 し 、 被災障害者
の救援 ・ 支援 を 行 う セ ン タ ー と し て設立 さ れた 「被災地嘩害者セ ン タ ー 」 は 、 障害者が地
域で 自 立 し 生活 し て い け る よ う 手助 け を す る 事業 に も 力 を 入 れて い る 。 小 規模作業所 な ど
自 主的 な活動 を 行 っ て い る 地域拠点 の体力 ア ッ プの た め の 調査研究、 地域 ネ ッ ト ワ ー ク づ
く り に よ る 共 同事業の具体化 に 寂 り 組ん で い る 。

こ の ほ か 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J (神戸市東灘区) も 、 高齢者 ・ 障
害者の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 事業 な ど に 対 す る サ ポ ー ト を 行 っ て お り 、 こ の よ う な 中 間支援組織
の さ き カす け と な っ て い る 。

2 . 訴 し い甫民活動への支麓
96年末、 「 市民活動地域支援 シ ス テ ム 研究会 ・ 神戸調査委員会J ( グ ル ー プ名鑑 「兵庫 ・

市民人」 調査隊) 委員長 ・ 倉光弘己神戸大学経済学部教授が発足。 市民活動の 地域支援 シ
ス テ ム 構築 の た め の基礎資料 と し て 震災被災地 を 中心 と し た 兵庫 県 内 市民活動 グ ル ー プの
悉皆調査 を 行 っ た 。 ま ず97年 6 月 末、 調 査 回 答 の あ っ た453 団 体 を 収録 し た 「 グ ル ー プ名
鑑 「兵車 ・ 市民人j] '97 J を 出 版 し た 。

阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 基金の助成 を 受 け て行 わ れた も の だ が、 倉光委員 長 は 「 こ の
本 の タ イ ト ル を “兵産 ・ 市民人" と 名 づ け 、 調査委員会 の 愛称 を 兵庫 ・ 市民 人調査抹 と し
た 。 “市民人" と い う 耳慣 れ な い言葉 を 使 っ た の は行 政 の 下 請 け 的 団 体や 、 一 定の 人 た ち
を 半強制 的 に 帰属 さ せ る 団体で な く 、 「良い社会、 良 い 地域 を 作 る た め の市 民意識 を 持 っ
て い る 人 た ちJ の活動 と い う 気持 ち の 表 れか ら であ る O も ち ろ ん実 態 は ま だ未成熟な も の
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も あ る だ ろ う し 、 地 区 自 治会の よ う な 住民が半強制 的 に帰属 さ せ ら れ る 出体で あ っ て も 、
a定の役割 を 果た し て い る も の も あ る 。 だか ら そ う い う も の を 否定す る も の で は な い の だ

が、 自 立性、 自 発性、 公開性、 公益性 を 持つ市民が 自 由 に 参加で き る も の を 、 対 象 に し よ
う と し た 。 今後 ま す ま す成熟 し た 市民団体が増 え て 、 行政 と 対等 な 立場で様々 な 活動 を 展
開 し て い っ て ほ し い と い う 願 い の 表 れ に 他 な ら な いJ と 述べ て い る 。 (注 引

向調査に よ れ ば、 大震災 に お け る 初期 の 救援活動が一段落 し た あ と も 、 ま ち づ く り への
支援や被災者の生活再建支援 な ど を 通 じ て 、 市民活動 団体は既存の 地縁型地域住民団体 と
も 協力 し て 市民主導の 地域の復興 と 地域づ く り に 寄与す る 活動が期待 さ れて い る 。 市民活
動団体は被災地 に お け る こ の よ う な 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の復興 に寄与す る よ う 活動すべ き
だ と い う 考 え 方 に 、 6 割近い58 . 9 % が 「 そ う 思 う J と 答 え て い る 。
瞳成熟社会が主主む市毘主体の芽生 え 悦 5 ) 

事� し い市民 ・ 住民運動 の特徴の一つ は 、 考 え 方の 遣 い で お 互 い に排除せず、 違 い を 尊重
し な が ら 新 し い 人 と の つ な が り を 創造 し て い く こ と 。 も う aつ は 家庭、 地域 な ど の場か ら
世界 を み る こ と で あ る O ま ち づ く り な ど地域の 課題 も 、 一 人 ひ と り の 生活の 目 線か ら 考 え 、
行動 し 、 政治や 地域の仕組み を 含 め た 問題解決 を 探 る 視点 と 行動力が育 っ て い る O

市民社会が成熟 し て く れ ば、 お 上 や 会社 や 隣 り 近所 に 決定や責任 を 委ね る 「 あ な た ま か
の 生 き 方か ら 、 自 分の 意思 で判 断 し 、 決定 し 、 行動す る 「 自 己決定J í 自 己責任J を

重視す る 市民の 主体性が芽 生 え て く る 。 市民 ・ 住民が主体的 に考 え 、 行動す る 以外に危機
的状況 を 突破 で き な か っ た震災初期 の体験が、 こ の よ う な社会の 到 来 を 速め よ う と し て い
る 。
〔人材育成 田 指 し N PO 大学開設 も 〕

兵庫県 は 1 997年 7 月 3 日 、 神戸 ・ 東部新都心 に 整備 を 予 定 し て い る 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動
支援セ ン タ ー ( 仮称) J の 基本構想 を 発表 し た 。 人材 育 成 を は じ め 、 活動資金 の調達支援
や情報発信 な ど、 全国 的 に も 例 の な い総合拠点 と 位置づけ て い る 。 近 く 、 基本計画 を 策定
し 、 2000年度末の オ ー プ ン を 目 指す 。

被災地 を 中心 と し た ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 の 高 ま り を 踏 ま え 、 黒で は 同 セ ン タ ー 基本構想検
討委 を 設置。 施設の新設 を 前提 と し な が ら 、 NPO (民 間非営利 団体) に 対 す る 具体的 な
支援策 な ど を 協議 し て き た 。

構想で は 人材育成機能 と し て 、 トJPO 大学 (仮称) を 開設す る 。 NPO 活動 に 必 要 な 組織
経営や財務、 人事 な ど に つ い て専 門 的 な 教育 を 行 う ほ か、 災害時 の ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ
ネ ー タ ー を 養成。 調査、 研究機関 と し て シ ン ク タ ン ク も 併設、 行政だ け で な く 企業 な ど に
も 政策提 言 を す る こ と に し て い る 。

ま た 、 財 政基盤の安定、 強化 を 関 る た め 、 NPO フ ァ ン ドの創設 を 計両。 企 業 の 寄付 を
ル す る な ど し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体への資金配分 を 行 う 。 寄付 に あ た っ て は 税制上の控除
も 配慮す る こ と に し て い る 。
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こ の ほ か、 災害救援セ ン タ ー の設量や情報収集、 発信機能 を 持 た せ る こ と に し て お り 、
県で は 同 月 4 日 に 基本計画策定委 を 設置。 来春 ま で に 基本計画 を ま と め た 上 で 、 施設整備
を 行 う こ と に し て い る 。
〔恒久住宅入患者へ側面支援〕

輔 ボ ラ ン テ ィ ア に補助金

被災地 で恒久住宅への 移行が本格化す る 中 、 兵蔵県 は 97年12丹 、 災害公営住宅への 入居
予定者の不安解消 な どの 目 的 で、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト や情報提供 を 行 う ボ、 ラ ン テ イ ア 団体
な ど に 対 し 、 60万円 を 限度 に補助す る こ と に な り 同 月 四 日 か ら 申 請 の 受 け付 け を は じ め た 。
阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 し た 制定で、 入居者が安心 し て新生活 を ス タ ー ト で き る
よ う 側 面支援す る 。

県 の 調べ で は 、 災害公営住宅への 入居者 は 9 月 末 (1997�三) 現在、 14 ， 300人 で う ち 、 8 ， 200
人が仮設か ら の 入居者だ と い う 。 12月 現在の 仮設住宅契約戸数は約25 ， 000戸 で 、 ピ ー ク 時
の半数ほ ど に な っ て お り 、 恒久住宅への移行が進 ん で、 い る 。

災害公営住宅 は 今後、 さ ら に 大 型 団 地で 160団 地 の 建設が予 定 さ れ て お り 、 県 は 各入居
者が近隣住民 と 譲点がな く 孤立化す る の を 防 ぎ、 良好な コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 形成す る 狙い で

「事前交流事業補助」 を 創設す る こ と に し た 。
対象事業 と し て は 、 入居可能 日 ま で の 期 間 に 、 近隣施設の視察 を 行 う な ど の現地見学会

や 入居予定者 を 集 め て 開催す る 交流会、 生活利便情報 な どの提供 な ど を 実施 す る ボ ラ ン
テ ィ ア 団体 や 当 事者 グ ル ー プ に 補助 す る 。 額 は管理戸数が30戸以上100戸未 満 で、最大30万円 、
100戸 以 上 で 最大60万 円 と す る 。 応募者 は所定の 申 請書 と 企画 書 に 記載 し 県住宅管理課 に
郵送か持参 し て提 出 、 審査の う え 決定 さ れ る 。
田愛の輪引越支援ボ ラ ン テ ィ ア

神戸市社会福祉協議会で は97年 4 月 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体、 企業 ・ 労働 組合等が連携 し た
「市民版 ひ っ こ し プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 組織。 仮設住宅か ら 復興住宅へ 自 力 で 引 っ 越す こ と が

困 難 な 単 身 高齢者等 の 世帯 に 対 し 、 荷物の搬入、 搬出 、 運搬等 の支援 を 行 っ た 。
〔 ボ ラ ン テ ィ アア ドバイ ザー養成講鹿〕 惜 6 ) 

兵庫県社会福祉協議会 で は82年か ら 「ボ ラ ン テ イ ア カ レ ッ ジ地域大学」 を 県 内 各 ブ ロ ッ
ク 単位 で 開催 し 、 ボ ラ ン テ イ ア リ ー ダ ー の発掘 ・ 育成 を 図 っ て き た 。 ボ ラ ン テ イ ア ア ド バ
イ ザ一 義成 講座 は 15�三以上 の 藍 史 と 実績があ り 、 修了者 は 7 ， 000人 を 越 え る 。

「 ボ ラ ン テ イ ア カ レ ッ ジ、大学院」 は 、 「 ボ ラ ン テ イ ア カ レ ッ ジ、地域大学J の 修了 者 向 け
の レ ベ ル ア ッ プ講座 と し て 、 97年度 中 に県下 3 ヵ 所で 開催 し た 。 こ れ ら の修 了 者 は 、 県
の様々 な 分野 ・ 地域で ボ ラ ン テ イ ア 活動 の け ん iJ l 役 と し て 活躍 し て い る 。 阪神 ・ 淡路大震
災 で の ボ ラ ン テ イ ア 活動 の そ れぞれの地域での大 き な 下支 え の役割 り を 果 し た 。

大震災での ボ ラ ン テ イ ア の 活躍 と あ い前後 し て フ イ ラ ン ソ ロ ピ ー 活動 (企業 の杜会貢献
活動) の 活性化 な どか ら ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援の あ り 方が、 全面的 に検討 さ れ た 。
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全国社会福祉協議会で は 、 1995年 に ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー 、 ア ド バ イ ザー研修
プ ロ グ ラ ム 研究委員 会 を 設置 し 、 新任 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー 研修 を 138 . 5時間 と
す る 「 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー のf支割 と 事庁任石売修の あ り 方J や 「 ボ、 ラ ン テ イ ア ア ド
バ イ ザー の役割 と 養成の進め方J の 報告書が出 さ れ た 。

兵庫県社会福祉協議会ボ、 ラ ン テ イ ア セ ン タ ー で は 1997年度 か ら 「 ボ ラ ン テ ィ ア カ レ ッ ジ
地域大学J を 発展 的 に 「 ボ ラ ン テ ィ ア ア ド バ イ ザ ー 養成講座」 と し 、 県下10 ヵ 所で 開催。
ボ ラ ン テ イ ア ア ド バ イ ザー は 、 同 じ ボ ラ ン テ ィ ア の 立場 で 、 地域で活動す る オ長々 な ボ ラ ン
テ ィ ア に対 し 、 横断的 ・ 総合的 に i吉報収集の助言活動 を す る 地域 ア ド バ イ ザ ー と い う 性格
の も の O 養成後 も ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー と 連携 し て 継続的 に情報収集 ・ 学習活動
を 行 う こ と が求め ら れ る 。 受講者 レ ポ ー ト 集 に は 「 こ の カ レ ッ ジ で学ん だ こ と を 基 に 、 私
の ラ イ フ ワ ー ク で あ る “ 自 分が ど ん な 状況 に 置 か れ で も 、 自 己主張がで き 、 自 立 し た 生活
が出 来 る よ う な 社会" に な る よ う 活動 を つづ け た し り な ど新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形成 の た
め の 人材養成 に 大 き な 成 果 を も た ら せ て い る よ う だ。
(J去が り み せ る ネ ッ ト ワ ー ク 〕

輔災害ボ ラ ン テ ィ ア初のさを国組織

阪神大震 災 を き っ か け に 、 災害 ボ ラ ン テ ィ ア の 全国的 な ネ ッ ト ワ ー ク を つ く ろ う と 、 西
宮市や長崎県島原市 の ボ ラ ン テ イ ア代表 ら が97年1 1 月 21 日 、 大 阪市 内 で 、 「全国災害救援
ネ ッ ト ワ ー ク 」 の準嬬会 を 結成 し た 。 全 国 で も 初 め て の 災害救援活動 を テ ー マ に 絞 っ た ネ ッ
ト ワ ー ク で、 98年 を め ど に 賛 同 団体が集 ま っ た 旗揚 げ大会 を 目 指す 。

阪神 ・ 淡路大震災や 日 本海重油流出事故 を 教訓 に 、 西宮 市の 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア
ネ ッ ト ワ ー ク (伊永勉理事長) が、 関西の 産官学の メ ン バ ー でつ く る 「災害救援 ネ ッ ト ワ ー
ク 関西」 を 全国販 に 広 げ よ う と 、 つ な が り の あ る ボ ラ ン テ イ ア 臼体 に 呼 びか け た 。

こ の 日 は 、 長崎県 の 島原 ボ ラ ン テ イ ア 連絡会や三重県 の 災害 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク
鈴鹿 、 東京災害 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 準備委員 会、 天理教災害救援 ひ の き し ん 隊 な ど
の ボ ラ ン テ イ ア 団体代表 ら を は じ め 、 兵庫県 ・ 川 西北 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブや 石 川 県 の 星稜短
大か ら も メ ン バ ー が出 席 。 大学関係者や企業、 自 治体か ら も オ ブザ ー パ ー で37人 が参加 し
た 。

準備会 で は 、 「平常時 に つ な が り の あ る 足腰 の 強 い ま ち が災害 に も 強 い ま ち 。 東京で ど
う つ く っ て い く かが課題J í 米 国 で も 全米 的 な ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 約 20年 か か っ た。 継
続 に 工夫が必要J í 日 本海重油流 出事故で は 、 過去 に 同 じ よ う な 災害 に 遭 っ た 海外の例が
参考 に な っ た 。 教訓情報の公 開 と と も に 、 被災地 に 適切 な 知識 を 伝 え ら れ る 仕組みが大切J

な ど、 各同体が こ れ ま で の 活動 を 踏 ま え 、 活発 な 意見交換 を 行 っ た 。
参加団体は こ れ ら の意見 を 持 ち 帰 り 、 再 び会合 を 開 い て ネ ッ ト ワ ー ク の運営方法 な ど に

つ い て議論 を ま と め て い く 。
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鵬 毘 米ボ ラ ン テ ィ ア組織が連携

ま た 、 日 本 災害救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVNAD) と 米国赤 十 字 な どでつ く る
米 国 災害救援 ボ ラ ン テ イ ア 機構 (NVOAD) が、 姉妹提携 を 結ぶ こ と を 決 め た 。 98年10月 、
米 国 ニ ュ ー オ リ ン ズ で 関 か れ る NVOAD 年次大会で、共 同声明 を 発表す る 。

NVOAD は 民 間 災害救援団体に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 組織で全米31 同体が所属 し て い る 。 声
明 に は 、 情報交換や 人的交流 を 進 め る 内 容が盛 り 込 ま れ、 各団体の マ ニ ュ ア ル を 互い に 参
考 に し た り 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア 団体での留学研修制度の実現 を 目 指す。

NVNAD 事務局 は 「 日 本で は 防災 に 力 点が置かれ、 起 き た 時 に ど う す る か と い う 災害救
援 は 遅れ て い る 。 先進地 の 米 国 に 学ぶ こ と は 多 い」 と 期待 を 寄せ て い る 。
醒兵庫 畠 本語ボラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 誕生

外国人 に 日 本語 を 教 え る 兵庫 県内 の ボ ラ ン テ イ ア が集 う 「兵庫 日 本語 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ
ト ワ ー ク 」 が97年 7 月 27 日 、 神戸市内 で設立総会 を 聞 い た 。 県 内 で は震災時、 言葉の 壁 に

直面 し 、 日 本語 を 学 び、直 そ う と す る 外国人が増 え て お り 、 同 時 に 急増 す る 在留外国人 に ボ
ラ ン テ ィ ア で 日 本語 を 教 え る 団体の設立が、 相次いで、 い る O 県 内 に 暮 ら す外 国 人 は現在約
10万人。 同 ネ ッ ト は 「 グ ル ー プ聞 で ノ ウ ハ ウ を 交換 し 、 日 本語学習支援 の 輪 を 広 げ た い J
と し て い る O

震災後、 神戸市長 出 区 内 の テ ン ト 村で被災ベ ト ナ ム 人 を 対象 に 行 本語教室 を は じ め た 長
嶋昭親 さ ん (55) が呼びか け た 。 昨年 3 月 か ら 会合 を 重 ね 、 県 内 の 語学 ボ ラ ン テ ィ ア 約30
団体の う ち 伊丹、 三 田 、 神戸、 姫路、 西脇 な どの 日団体が賛河 し た 。

日 本語指導 に 関 す る 情報交換や研修、 語学 ボ ラ ン テ イ ア の養成が狙い だ が、 諸学指導が
就労や 住 宅 な どの生活相 談 に 発展 す る ケ ー ス も 多 く 、 ネットワーク を 生 か し た 対応 を 考 え る 。

〔震災後の市民活動を 検証〕

瞳 「全 関 ボ ラ ン テ ィ ア研究会」 怠 ど 3 集会

ボ ラ ン テ イ ア の輪広 げ よ う と 日 本
語l7:習 の課題 に つ い て も 話 し 合 っ
た ホ、 ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 総会
の メ ン バ ー = 神 戸 市中央区、 同市
勤労会館 (神戸 新聞社提供)

震災 3 年 を 前 に 、 「第29 凹 全自 ボ ラ ン テ イ ア研究集会」 と 「全国生協 ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動
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交流会」 、 「 第 3 田 市 民 と NGO U"防災J フ ォ ー ラ ム 」 が98年 1 月 15 日 、 一斉 に 開幕 し た 。
こ の 日 は神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 国際展示場で 、 合 同 の シ ン ポ ジ ュ ウ ム を 開催 。 17 日 ま
で の期 間 中 、 全国各地か ら ボ ラ ン テ イ ア 約 1 ， 000人が被災地 に結集、 市 内 各 地 で 震災後の
活動 を 検証 し 、 今後の展望 を 探 っ た 。

íKOBE 発 未来への伝言 震 災 ボ ラ ン タ リ ズ ム ネ ッ ト ワ ー キ ン グ」 が共通 テ ー マ O
シ ン ポ ジ ュ ウ ム は 「兵庫 で生 ま れ た新 し い ボ ラ ン タ リ ズ ム と 多彩 な ネ ッ ト ワ ー キ ン グ」

を テ ー マ に 開iit。
コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 西村秀俊 ・ 前雑誌編集長。 第 一 部 は 3 つ の 主催者 を 代 表 し て小 室

允 ・ 兵庫 県 ボ ラ ン テ イ ア 協会会長、 芹 田健太郎 ・ 市民 と NGO í防災」 国 際 フ ォ ー ラ ム 実
行委員 長、 増 巨大成 ・ コ ー プ こ う べ副組合長理事が出 馬。

芹 田 氏 は 「 こ れ ま で民 と は企業 を 指 し て い た が、 今で は市民が第 3 の 力 と し て注 目 さ れ
て い る O 市民が社 会 を 支 え る 時代」 と 震災後の 変化 を 指摘。 増 田氏 は 「生協 の 源 流 は 、 ボ
ラ ン テ ィ ア 。 福祉の 町づ く り を 視野 に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形成 の核 に な り た い」 と 抱負。 小
室氏は 「市民が 自 律的 に行 い 、 行政は イ ン フ ラ の 整備、 支援 を 。 被災地か ら “ 兵庫 モ デル "
を 発信 し よ う 」 と 呼びか け た 。
置県主催の シ ン ポ ジ ュ ウ ム も 開催

こ れ と は別 に 兵庫 県主催の シ ン ポ ジ ュ ウ ム も 開 か れ 、 17 日 の 「防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 」
を 前 に 、 全 国 か ら 集 ま っ た ボ ラ ン テ イ ア た ち は 白 熱 し た議論で 3 年 間 の活動 を 検証、 今 も
残 る 問題点や将来の展望 な ど を 探 り 合 っ た 。

約40人が参加 し 、 ま ず災肯: ボ ラ ン テ ィ ア の 果 た す役割 を 探 ろ う と 「人J í モ ノ J í金J í情
報」 の キ ー ワ ー ド ご と に 分 か れ て 討議。

西宮 市 に本拠 を 置 く 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 伊永勉 さ ん は 「災害
時 に は 民 間 がで き る こ と も 多 い o B 常的 に行政へ知 ら せ る 努力 を 」 と 提討 し た 。

3 . コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス の 台頭
〔資金、 入手に悩む ボ ラ ン テ ィ ア 間体〕

前出 の神戸新聞 の ボ ラ ン テ イ ア [JJ体 ア ン ケ ー ト 調査で も 年rm活動費 に つ い て 「 卜分足 り
て い る J と 答 え た 団体 は 一 つ も な か っ た 。 行政、 民間j か ら の委託 事業 の 増加 を 閃 る 「 コ ミ ュ
ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸」 や 、 被災地の仕 'J�づ く り の &環 と し て 「 ま け な い ぞ う 」
タ オ ル事業 を 進め る 「阪神 - 淡路 吋反設J 支援 � GO 連絡会J (現在 は 「被 災地 �G() 協働
セ ン タ ー 」 に 改称) な どの例 も あ る が、 活動費 の 多寡 に かか わ ら ず、 資会の ほ と ん ど を 助
成金や寄付金 に 頼 っ て い る の が現状だ。

間活動費 100万 円 台 の グ ル ー プ の 多 く は半分が人何二費 に 消 え る 。 「募金活動 で集め た 運
営費があ と l
切 実 だ 。
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ま た 入手確保の 問題 も 同様で、 半数以上の 団体が 「足 り な い」 と 回答。 特 に 中心ス タ ッ
プ と し て 、 リ ー ダ ー シ ッ プや調整能力 の あ る 人材の確保が急務 と な っ て い る 。 活動拠点 (事
務所) も 「賃貸」 が多 い。 民有地や市有地 を 借 り る ケ ー ス がほ と ん どだが、 復興土地区画
整理事業 区域 に かか り 、 移転 を 余儀 な く さ れ た り 、 復興の進展 に伴い市有 地 か ら の 移転 を
促 さ れた り す る な ど、 活動 の存続 に かか わ る ケ ー ス も あ る 。

自 宅 を 事務所代 わ り に し て い る 団体 も み ら れ 「経費 的 に事務所が持 て な いJ I将来 的 に
は福祉の 拠点 に し た い が、 資金不足で ま ま な ら な し 汀 な ど悩 み は 深 い 。 「事務所 を 提供 し
た 企業へ の 固 定資産税の 減免 を J I民 間 匝体へ の 助 成制度の確立 を 」 な ど、 何 ら か の 支援
を 求 め る 声 は 共通 し て い る 。
〔被災地での支援基金) (注 7 )

阪神 ・ 淡路大震災の被災地で は 、 い く つ か の 基金が、 市民活動 に対す る 助成 を 行 っ て い
る 。 以 下 、 被災地 を 中 心 に 主 な 基金 を 紹介す る 。 こ の ほ か に も 全国 レ ベ ル の財 団 や 企業 に
よ る 支援 も 少 な く な い 。
1 . 公主主信託神戸 ま ち づ く り 六 叩 ア イ ラ ン ド基金

こ の基金 は 六 甲 ア イ ラ ン ド に 関 わ り の あ る 積水ハ ウ ス 側 と P&G が共 同 委託者 と な っ て
い る 公益信託で 「神戸市 に お け る 国際的 かっ文化的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に 資す る 事業
やj舌動」 に対す る 助成 を 行 っ て い る 。 震災後の96年 7 月 に神戸市全域 を 対象 と す る 基金 と
し て 設立 さ れ、 96年度、 97年度 の 2 年度で38件3 ， 000万 円 の助成 を 行 っ た 。
2 ， 神戸文化復興基金 ( ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸)

震災直後の95年 2 月 10 日 に神戸市 の 海丈堂書屈 の 島 田 誠社長の呼び掛け で芸術関係者緊
急支援 を 目 的 に 設立 さ れ た 。 基金の管理組織 と し て神戸文化復興基金 を 設立。 97年 3 月 ま
で の 実績 は主催事業 ・ 助成事業併せて3 ， 600万 円 で あ る 。
3 ， 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 基金

モ ー タ ー ボ ー ト 競走 関係者が一致協力 し て 震災復興 に役立 て る た め 、 モ ー タ ー ボー ト 特
別競走 を 開催 し 、 そ の 収益で支援資金 を 設 け 、 主 と し て 運輸関係の諸団体に助成 を 行 っ て
き た 。 95年度分51億円 、 96年度分以)1.意円 の 合計71億円 に 上 っ た が、 う ち 95年度分か ら 8
円 を 受 け 入 れ 「被災市民の 心身 の ケ ア J に 対 す る 事業 を 行 う た め に 、 何年 5 月 20 日 阪神 ・
淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 基金が任意団体 と し て 設立 さ れ た 。

設立の 趣 宵 が震災復興であ る か ら 、 基金 を 取 り 崩 し な が ら 助成 を 行 い 、 3 年 間 で事業 を
終了す る 。 設立 さ れ た の が震災後の 1 4 カ 月 後で あ っ た こ と か ら 、 災害救援 そ の も の よ
り も 震災 を 契機 に 高 ま っ て き た市民活動支援 に 重点 を 量 き 、 ア メ リ カ の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 財
団 に な ら っ た助成活動 を 行 っ て い る 。

な お 、 助成事業の他、 市民活動 団体の ス タ ッ フ が研修や民罰公益活動 の機 能 に つ い て の
啓発事業等 を 自 主事業 と し て 実施 し て い る 。 設立以来98年 3 月 ま で の助成実績 は80件。 3
f意4 ， 000万 円 で あ る O
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4 . 阪神 ・ 淡路ル ネ ッ サ ン ス ・ フ ァ ン ド (HAR 基金)
震災後の95年 9 月 、 住民主体の復興 ま ち づ く り を 支援す る た め に設立 さ れた 。 こ の基金

は側 ま ち づ く り 市民財団が窓口 と な っ て 、 広 く 募金 を 募 っ て い る O 設立後 5 年で活動 を 停
止す る 。 設立 か ら 97年 6 月 ま で の助成実績 は 57件、 3 ， 235万 円 で あ る 。
5 .  (間阪神 ・ 淡路大震災復興碁金 (災害復興ボ ラ ン テ イ ア 活動補助制度)

こ の基金は何年 4 月 被災者の救済 ・ 自 立支援、 被災地域の総合的 な 復 興 を 目 的 と し て 設
形は財団法人 で あ る が、 設立者は 兵庫県 と 神戸市で、 実質公的機関 で あ る 。 事業内容

は 多 岐 に わ た る が、 そ の一つ に 災害復興ボ ラ ン テ イ ア 補助制度があ る 。 助成実績 は95年度
1 ， 803件、 H 意489万円 、 96年度2 ， 232件 2 億1 ， 086万 円 で あ る 。

上記の 基金 は い ずれ も コ ミ ュ ニ テ ィ ー 討 団 に類似 し た 理念 も し く は 機能 を 持 っ て い る O
こ の う ち 3 、 4 、 5 、 の基金は 、 震災復興の 臨時的 な 機 関 で あ る が、 震災復興 自 体 ま だ ま
だ であ り 、 こ れ ら の 基金が活動 を 停 止 す れ ば被災地の市民活動 は急、速 に 縮小 せ ざる を 得 な
く な っ て く る O

阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 基金の今回忠代 表 は 「被災地で の 市民活動 は こ れか ら の 日 本
社会の動 き を 先取 り し た も の と い え る 。 被災地での市民活動が定着化 し て い く こ と が、 日
本 の市民活動全体の発展 の た め に も 重要 な 意味 を 持つ 。 そ の た め に は 、 助成機関 も 恒常 的
な も の が必 要 で 、 企業市民 を 含 め た 市民が、 被災地で の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 財 団 の 設立 に積極
的 に 取 り 組 む こ と が望 ま れ る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 財 団 で、 活動助成 だ け で な く 、 コ ミ ュ ニ
テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス に対す る 出 資 や 融資 を 行 え ば、 全国 に例 の な い新 し い形の市民活動が生
ま れ る こ と も 期待 で き る 」 と 述べ て い る O
櫨企業の社会貫献も リ ス ト ラ

兵庫県社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー は97年11 月 、 県 内企業、 事務所で構成す る
「 ひ ょ う ご フ イ ラ ン ソ ロ ピ ー ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 発足 さ せ た 。 約600社 に 参加 を 呼びか け た が、

参加は55社65事業所 (98年11 月 現在 ) に と ど ま っ て い る O 独 自 に社 会貢献活動 を 展 開 し て
い る 企業があ る と は い え 、 予想外の低調ぶ り O 震 災 の 影響 に 長5 1 く 不 況 で の業績不振 も 重
な り 、 「社会活動 に振 り 向 け る 余力 がな いJ (神戸商工会議所 の 担 当 者) 。 バ ブ ル 時 は企業
メ セ ナ (芸術文化支援活動) は一世 を 風 び し た が、 不況嵐は企業の社会活動 を も 冷 え 込 ま
せ て い る よ う だ。
〔被災地での コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス 〕

醒 ま け な い ぞ う 事業 と 一本の タ オ ル運動

こ の事業 と 運動 は被災地 NGO 協 働 セ ン タ ー ( ，阪神 ・ 淡路大震災 『仮設』 支援 NGO 連
絡会」 が改称) が、 1997年か ら は じ め た 。 当 初 は被災者 の 仕事探 し事業 と し て 各家庭か ら
の タ オ ル の 提供 を 依頼。 タ オ ル を ミ シ ン で ぞ う き ん に し て 商 品化す る 仕事 を ス タ ー ト さ せ
た 。 こ の ぞ、 う き ん の 縫製作業 中 に 参加 し て い た 西宮 の 仮設住宅の老人の ア イ デ イ ア で、 象
の 型 を し た 手ふ き に な っ た 。
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「 な に く そ ま け な い ゾー 」 と 被災者の 気持 ち と ボ ラ ン テ イ ア の気持 ち を 合 わ せ て 製 品名
を 「 ま け な い ぞ う 」 と し た 。 全国か ら 98年 4 月 ま で に30 ， 000本が寄贈 さ れ、 商 品化 さ れた
タ オ ル22 ， 000本が出荷 さ れ て い る O 一 年 間 に 換算す る と 45 ， 000本 に な り 、 l 本400 円 の 商
品 だ か ら 年 間 1 ， 800万 円 の 総事業収入 に な る 予想。製作者は被災地 に住 む 人 と 限定 し て お り 、
仮設住宅や災害復興公営住宅で く ら し て い る 入、 そ し て 震災で大 き く 打撃 を 受 け た 長 田 区
の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズの 縫製場で働 く 人々 が担 っ て い る o 400 丹 の 定価 の う ち 100円 が製作者
の 収入 と な る 。 ま た 190円 が タ オ ル以外の材料費 や 製 品 の輸送 な ど に か か る 経費。残 り の 1 10
円 か ら 郵送料 を 5 1 い た額が同 協働 セ ン タ ー の活動資金 と な る 。

市民活動 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス の 関連 に つ い て 同協鵠 セ ン タ ー の 村 井雅清代 表 は
「 こ の 両者 は 強 い 結 びつ き があ り ま す。 二 つ の 背景があ る か ら です 。 ひ と つ は被災者の生

活再建 を 実現す る た め に は収入の伴 う 仕 事 に 従事す る の が非常 に 重要 だ と い う こ と です。
仕事 も し く は働 く 場 と し て の コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス に 関心 を 持た ざる を 得 な い。 も う ひ
と つ の 背景 は 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ 自 体の存続 に 関 わ る 問題です。 あ ら ゆ る 情報 を 集め
て 資金援助 を 求 め て い ま すが、 そ の活動資金が枯渇 し始め て い ま す。 被 災地 の ボ ラ ン テ ィ
ア 活動 を 支設す る た め に 時限活動 を し て い る 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 碁金 に は 、 多 く の
グ ル ー プが 日 参 し て い ま す。 こ ん な状態で あ っ て も 、 活動 を た や し た く な い と 考 え れ ば、
不安定 な 寄イす だ け で な く 自 前で資金 を 稼 ぐ方法 を 考 え な け ればな り ま せ ん 。 そ れが ま た コ
ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス への 関 心 を 高 め て い る の で、すJ (注 8 ) と 述べ て い る O

こ の ほ か被災地で の仕事づ く り と し て 「 プ ロ ジ ェ ク ト 結ふJ (西宮市) 1100番 目 の T シ ャ
ツ J (神戸市兵庫 区) な どの ボ ラ ン テ イ ア 団体が コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス 的 な 活躍 を つ づ
け て い る 。
田被災者の共生 ・ 共創セ ン タ ー

被災者の手作 り 商品 の 販売 な ど を 通 じ て 生 き がい づ く り を 支援す る 共生 ・ 共創 セ ン タ ー
「 も や い」 が97年 9 月 、 神戸市長 田 区 に オ ー プ ン し た 。 仮設住宅で暮 ら す被 災者がデザ、イ

ン し た 象の タ オ ル グ ッ ズ 「 ま け な い ぞ、 う 」 を 、 オ リ ジ ナ ル商 品 と し て 製作す る 作業場 を 併

被 害 者 の 生 き がい っ く り と し て
オ ー プ ン し た 共生 ・ 共和j セ ン タ ー
「 も やいJ 神戸市長田 区御蔵通

5 (神戸新開社提供)
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設。 被災者や ボ ラ ン テ ィ ア の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の場 と し て も 活用 し て い く 。
阪神 ・ 淡路大震災 �1反設』 支援 NGO 連絡会が、 ボ ラ ン テ ィ ア 4 団体の協 力 を 得 て 運営

す る 。 仮設住宅か ら 公営住宅への移転が進 む に つ れ、 住民は 「取 り 残 さ れ た J と い う 思 い
を 強 く す る 。 そ ん な 人 た ち に生 き がい と し て の 「仕事J を 創造す る の が狙 い 。
園手作 り 商品のカ タ 口 グ販売

被災者支援活動 を つづ け て き た ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ な ど 4 団体が98年 3 月 下旬 か ら 、
通信販売会社の協力 を 得 て 、 被災者の手作 り 商 品 を カ タ ロ グ販売す る き カすし ミ づ く り プ
ロ ジ ェ ク ト J を 始め る 。

17 日 で震災か ら 3 年 2 カ 月 。 時 と と も に 忘 れ ら れがち な被災地 と 全国 の 人 た ち を 結ぶ狙
い で、 仕事や生 き がい を 失 っ た被災高齢者、 障害者の 自 立 を 支援す る 試み と し て 注 目 さ れ
る 。仮設住宅の ふ れあ い セ ン タ ー で の手芸教室 な ど を サ ポ ー ト し て き た 「 プ ロ ジ ェ ク ト 1 ・
2 ( ワ ン ・ ツ - ) J (神戸市兵庫 区) 、 肢体不 自 由 者、 知 的障害者 ら の 共 同 作 業 所 「 シ テ ィ
ラ イ ト J ( 同 ) な ど 4 団体。 震災遺児 ら の た め の募金活動 を 続 け て き た通信販売会社 「 フ ェ
1) シ モJ (神戸市) が協力 し 、 A 3 判 の カ ラ ー 刷 り カ タ ロ グ17 ， 000部 を 作製。 支援者 を 通
じ て全国 に 配布す る 。

商 品 は 、 仮設生宅の主婦 ら が作 っ た も の で 、 救援物資 の 毛 糸 、 ハ ギ レ な と守 を 寵 っ た 「手
編 み 帽子J rパ ッ チ ワ ー ク な べ敷 き 」 な ど約20種類。 150 � 980 円 で販売 し 、 収益 は 製作者
に還元 さ れ る ほ か、 運営資金に も 充て る 。
田震災援興の手法 と し て

兵庫県 で は震災前 の 93年 8 月 に 出 さ れ た県民生活審議会の 答 申 の 中 で、 初 め て 「 コ ミ ュ
ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス 」 の 文言が登場、 何年 3 月 の 同 審議会答 申 「真の成熟社会 を 目 指 し て」
で は 、 けi民公益活動 の ひ と つ の あ り 方 と し て取 り 上 げ ら れ た 。

神戸新時情報科学研究所研究員 相 J 1 1康子氏 に よ れば 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス に 関 し て 、
明確 な 定義 は ま だ な い 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー と い う 言葉 に こ だ わ り 過 ぎ る と 、 取 り 組 む分野や
対象地域の 面積、 人 口 が制約 さ れ る 。 ビ ジ ネ ス に こ だ わ り す ぎ る と 、 ボ ラ ン テ ィ ア 的 な働
き 方や 、 利益 を あ げな い事業が切 り 捨て ら れ る 可能性があ る 。 地域の環境や福祉、 人づ く
り な ど に 貢献す る 事業 を 、 住民が f: 体的 に 生 み 出 し て い く 」 を 念買 に お き つ つ 、 神} î ・ 阪

神 間 で “ コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス (j<j " な 活動 を し て い る 6 つ の 団体 を 紹 介 し て い る 。

1 . 株式会社 ア リ ー テ (伊丹市緑ケ 丘) 志 社 会参加 を 日 指す主婦rh] け の 会員 制 、 ー時保
ル ー ム お よ び各種教室

2 . ワ ー キ ン グサ ー ク ル 「 ボ ー ネ J ニ コ ー プ こ う べ<1ごJI可文化セ ン タ ー 内 で喫茶 「ぼー ね」
を 運営

3 . ポ レ ・ ボ レ (宝塚市) 女性の経済的 自 立 と 地域の助 け合い を 兼ね た 家事援助サ ー ピ
ス
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4 . 被災地労働 者企業組合 「足 と 靴の相談室J (神戸市須磨 区) ェ 震災で 職 を 失 っ た ケ ミ
カ ル シ ュ ー ズ の技術者 ら の ワ ー カ ー ズ コ ー プ。

5 . 企業組合、 神戸労協 ( こ う べ ワ ー カ ー ズ コ ー プ) ニ 企業組合 と ワ ー カ ー ズ コ ー プの 2
本 立 て 。 企業内組合 は 内 部 に 造 園緑化、 遺跡発掘、 ピ ル メ ン テ ナ ン ス 、 ホ ー ム ヘ ル プ、
給食セ ン タ ー (福祉給食) な どの 部 門 を 持つ。

6 . コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神 戸 (CS 神戸) ニ 神戸東部 を 対 象 に 、 地域の
齢者や被災者が 自 立す る た め の 中 間支援組織 ( イ ン タ ー ミ デ イ ア リ ー )

闇課題 と 支援策

こ れ ら の 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス 」 は 、 ま だ、 小規模組織が点在 し て い る 段 階 で 、
ベ ン チ ャ ー と の違い も 明確で は な い 。 組織 を 安定 さ せ、 特徴や ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 確立
さ せ る た め に は イ . 財 政 の 安定化 ロ . 多様 な 働 き 方へ の対応、 ハ . ビ ジ ネ ス と ベ ン
チ ャ ー の 整理が必要 と な る 。

と く に外音防、 ら の 支援策 と し て イ . 法制度の確立 ロ . 公共 ・ 公益 的 な 事業やサ ー ピ
ス の委託 ハ . 低金利 ・ 無担保の融資制度 ニ . 技術習 得 な ど人材育 成 の 支援 ホ . ト ラ
イ ア ル の場 の 提供 ヘ . 人材の一時派遣 と 専 門家 の 支援制度 ト . 地域内 「基金」 の 創 出
が求め ら れ る 。 (注 9 ) 

イ ギ リ ス の コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス 事情 に 詳 し い 、 県立商科大学の加藤恵正教授 は 「震
災後、 特 に被災地域で話題 に な っ て い る の は コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス です 。 こ れは イ ギ リ
ス の失業対 策事業 と し て 生 ま れた も の で 、 地域性が強 く 、 企業組織 で は 対応 で き な い サ ー
ビ ス に対応す る も の です。 特色 は 、 地域の個性、 蓄積 を う ま く 使 っ て い こ う と い う 視点 が
あ る こ と 、 非常 に 柔軟 に 、 地域の 中 で生か さ れ る と い う こ と 、 起業 を 強 く 意識 し た活動で
あ る こ と 、 基本的 に 地域の 中 で ビ ジ ネ ス 化 し て い こ う と い う こ と な どで 、 日 本で は女性 と
か高齢者が活動 を 支 え て い る 。 逆 に ピ ジ ネ ス サ イ ド か ら コ ミ ュ ニ テ ィ ー の あ り 方 を 提案す
る 動 き も あ り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 経済 と い う か も し れ ま せんが、 こ う し た視点 も 、 こ れか ら
の地域づ く り に 重 要 で は な い か と 思 う J と 話 し て い る 。

4 . や っ と 成立 し た NPO 法案
〔半年ぶ り 再開の審議過程 を 追 う 〕

阪神 ・ 淡路大震災発生直後、 全国か ら 多数の ボ ラ ン テ ィ ア が駆 け つ け 、 活発 な 活動 を 展
開 し た 。 こ の ボ ラ ン テ ィ ア の 活躍 を 受 け 、 実現への 機運が高 ま っ た NPO (非営利 団体)
法案が1998�ミ 3 月 の 国会で成立の見通 し に な っ た 。 参院労働 ・ 社会政策委 員 会 で は 2 月 26
日 、 与党三党提案の 「市民活動促進法案J を 碁 に し た修正協議 を 終 え 、 週 明 け の 3 月 3 日
に も 修正案 を 採択、 同 4 日 に 参院で可決 さ れ、 衆院へ送付 さ れ る 。 昨年 6 月 の 通常国会で
の 衆 院 通 過 か ら ほ ぼ半年ぶ り に 再 開 し た 法案 審議 の 過程 を 新聞 報道 惜10) に よ っ て 記述
す る O
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労{動 ・ 社会政策委の理事懇談会で法案の 協議がは じ ま っ た の は1998年 2 月 10 日 。 法案へ
の 世論の 高 ま り を う け 、 採決 を 急 ぐ 自 民党が、 与党案の修正協議 を 提案 し た た め だ。 法案
名 の 「市民」 の語句 に 党 内 の抵抗が強 く 審議がス ト ッ プ し た こ と か ら 、 名称、 を 「特定非営
利 活動促進法」 と し、 暴力 団 は対象 と し な い な ど と し た 。

こ れ に 対 し 野党関 は 、 法 人 格 を 与 え る 市民団体の要件 を 中 心 に修正 を 求め た 。 ま ず 「特
定の政党 な ど を 支持、 推せ ん 、 反対 し な い」 と の文言 に民友連や公明、 共 産 党 、 自 由党が

「公権力 に 反対 を 唱 え る 市民運動 の 権利 を 制約 し か ね な いJ (公明) な ど と 訴 え た 。
ま た 、 宗教や政治活動が主 目 的 の 団体 も 対象外 と し た 点 も 、 公明や 自 由 党 が削 除 を 主張

し た 。
だが 自 民党 は 「 日 本社会で は 欧米 ほ ど NPO が浸透 し て い な い 。 制 限す る の で は な く 、

国民 に そ の 活動 を 理解 し て も ら う た め の規定」 と 説明 。 修正 に応 じ な い構 え を 見せ て い た 。
だが、 5 回 目 の協議 と な っ た24 日 の理事会で 自 民党 は 、 要件の 一部 を 「特定 の 政党 な ど

を 支持 し 、 推 せ ん 、 反対す る 目 的 と す る も の で は な い」 と の修正案 を 提示。 「市民団体の
発言 自 身 は妨 げな い と 解釈で き る J (公明) と し て 、 ょ う や く 採択 に つ な が っ た 。

NPO 法案 は こ れ ま で幾度 と な く そ の 中 身 を 変 え て き た 。 市民団体へ の 法人格付与 と 、
そ れ に対 し て 寄付 し た側への税制寵遇措置 を 感 り 込 ん だ新 し い法制度の必要性 は 、 以前か
ら 声が上がっ て い た 。 既存の 法律で も 法人設立 は 可 能 だ が実際 は 相 当 の 基本財産が必 要 な
う え 、 監督官庁の 許可がい る O

震災後、 与党三党や野党が次 々 に法案策定に取 り 組み 、 与党 は 1 996年12月 、 市民活動促
進法案 を 提 出 し た 。

そ の後、 民主党 と の協議で、 管理色 の 強 い 「名 簿 の 提 出 」 、 「所轄庁への 申 し 出」 な ど1 7
カ 所 を 修正。 1997年 6 月 、 同 案が衆院 を 通過 し た 。

だが、 同 年 の 臨時国会で今度 は 自 民党 内 に法案名 の 「市民」 の語句 に 異論が出 て 、 参 院
審議がス ト ッ プ。 与党三 党 は 名 称 の 変更 な どの修正案 を ま と め 、 1998年 2 月 の労犠 ・ 社会
政策委 の 理事会で 示 し た 。
盟積み残 さ れ た税制懐遇措置

だが、 与党案 に は 市民団体が求め た も う 一つ の柱で あ る 寄付金への税優遇が示 さ れて い
な い 。 衆院通過時 に 「施行 し て 2 年以 内 に優遇措置 を 検討 し 結論 を ILH す」 と の付帯決議 を
行 っ たが、 野党側 は付期 と し て 法 案 に盛 り 込む よ う 要求 し た 。 し か し 、 こ れ に は 大蔵省や
自 民党が反発 し 、 今 回 の 鯵正協議で も 積み残 さ れた 。

参院 自 民党 の 阿部正俊国会対策副委員 長 は 「税優遇は既存 の 公益法人への 対花、 を 含め 、
幅広 く 考え る べ き だ。 ま ず、 法人格 を 与 え る 制度 の確立 を 優先 し た」 と 説明。 与党案の発
議者で も あ る 社民党の辻元清美幹事長代理 (衆院) は 「今後、 超党派で検討 を 進 め た い 」
と し て い る 。

一方、 参 院 に提 出 さ れて い る 旧新進党の NPO 法案の発議者、 戸 田邦 司参院議員 ( 自 由 )
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は 「米 国 な ど で は 優遇措置があ る か ら こ そ 、 NPO が企業や恒人の寄付 金 で 大学や オ ー ケ
ス ト ラ 運営 な ど幅広 く 活動 し 、 社 会 を 支 え て い る 。 こ れが な い 法案 で は 、 ど れ だ け NPO
活動 に効果があ る の か」 と 懸念す る 。
轄 N PO 活動、 社会認知へ一歩前瀧

特定非営利活動促進法 制PO 法) は 1998年 3 月 19 日 、 衆 院本会議 で 可 決、 成立 し た 。
阪神 ・ 淡路大震災の被災地で活動 を つ づ け る NPO (非営利 団体) か ら は 「社会的 に 認知
さ れ、 活動がや り や す く な る J と 歓迎の声が上がる が、 擾遇税制が先送 り さ れ る な ど 「現
時点 で は メ リ ッ ト に 乏 し い」 と す る 司体 も 少 な く な い。 法整備が、 NPO 活動盛 り 上が り
の 契機 と な る か

「行政 や 企 業 と や っ と 共通 の 土俵 に 立 て た 。 す ぐ に で も 申 請 し た い」 神 戸市東灘 区 の
N PO 1 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー (CS) 神戸」 代表の 中 村順子 さ ん は 、 安堵の
表情 を 浮かべた 。 1 年前か ら 法案成立 を 前提 に組織整備 を 進 め て き た 。

cs 神 戸 は 震災後、 高齢者や障害者、 仮設住宅支援 な ど の 活動 を 展 開。 1 年余 り で35 の
事業 を 実施 、 年 間予算6 ， 000万円 の 団体 に ま で成長 し た 。

活動の広が り に対応 し て 別 に 3 つ の 団体 を 発足 さ せ た が、 い ず れ も 任意 団 体の た め 、 銀
行 口 座や電話の契約 な ど は 中 村 さ ん の 個 人名 義。 ま た cs 神戸 は 県 か ら 被 災 地 で の雇 用 開
発の委託事業 を 請 け負 っ て い る が、 任意団体への委託 は極め て異例。 中村 さ ん は 「相手方
も 信用保証の点か ら も 法人格 を 望 む。 今後は委託事業 も 増 え 収入 の 安定に つ な がる 」 と す
る O

ま た 「 日 本災害 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク J (西宮市) の 伊永勉理事長 は 「市民団体の
活動が法 的 に も 認知 さ れ る こ と は意義深い。 歴史の 1 ペ ー ジ を 開 い た と も い え る 。 河 法 に
基づ く 法人格の取得 を 目 指 し た い」 と 期待す る O た だ 、 財政的 な 裏づけ に つ な がる 寄付行
為 な どへの税制 の優遇措置 が な い 点 を 指摘。 さ ら に 、 「活動対象が限定 さ れ る な ど組織運
営 に 制約があ り 、 設立時 の 申 請 な どで事務景負 担 も 増 え る O こ の 法律が NPO の事務 を 繁
雑 に し た だ け に 終わ ら な い よ う 、 自 治体 に は 運 用 面 の 配慮 を 求め た い」 と 話 し た 。 期待 さ
れ た 寝遇税制 は 結 局 、 付帯決議で 1 2 年 以 内 に検討す る J と 先送 り さ れ た 。 「阪神 ・ 淡路
コ ミ ュ ニ テ ィ ー 基金」 事務局次長の市村浩一郎 さ ん は 「税制や寄付の優遇 な し に 、 行政、
企業 に 次 ぐ第 3 セ ク タ ー と し て の役割 は期待で き な い。 こ の ま ま で は補助金の受け盟国体
を 増 や す だ け」 と 批特 す る 。
輯 NGO と NPO

法 案 の 略称 は な ぜ NPO 法案 と 呼 ば れ 、 NGO 法案 と 呼 ば れ な か っ た の か。 芹 田 健太郎
神 戸 大学大学 院教授 は概略、 次 の よ う に 述べ て い る 。 (注11 ) NPO は 、 英 語 の ノ ン ・ プ ロ
フ ィ ッ ト ・ オ ー ガニ ゼ ー シ ョ ン ズ (度訳す れ ば、 非営利 団 体) の 略で あ り 、 NGO は 、 ノ
ン ・ ガパ メ ン タ ル ・ オ ー ガニ ゼ ー シ ョ ン ズ ( 国連憲章 の 政府公定訳 に よ れ ば、 非政府団体)
の 略で あ る O な ぜ NGO と い う 言葉が忌避 さ れ た の か。 あ る い は 、 「市民活動促進法 案」
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がなぜ、 NGO 法案 と 略称 さ れ な か っ た の か。
'NGOJ と い う 言葉 は 、 元来、 国 連 憲 章 で 用 い ら れ た 言葉 で あ り 、 国 連が政府以外の

民 間 団体 (NGO) と の 協 力 関係 を 定め た 憲 章 第 71 条 に 由 来す る 。 国連 あ る い は 国 際社会
に お い て は 、 'NGOJ と い う 表現 は 、 こ れ ま で、社会の 中 で 大 き な 役割 を 担 っ て き た 政府 と
企業 の ほ か の部分すべて を 含み込んで、お り 、 非政肝かっ非常利 の も の す べて で あ る 。

と こ ろ で 'NPOJ は 、 従来、 主 と し て ア メ リ カ で館刑 さ れて き た も の で 、 営 利 活動 を 行
う 民 間組織つ ま り 企業 に対 し 、 民間非営利 の立場で公共サ ー ビ ス ( ア メ リ カ の 場合 と く に
教育 ・ 医療 ・ 社会サ ー ビ ス が多 い ) を 行 う 同体 を 指 し て お り 、 こ れ ら の公主主的 活動 を 行 う
団体 を 援助 す る 財団 な ど も 含 ま れ る 。

さ て 、 I�GOJ は 1972年ス ト ッ ク ホ ル ム で 開催 さ れ た 由連人 間 環境会議以後、 人権、 環
境、 軍縮、 貧 岡 、 開 発 な どの分野で、 大 き な 発言力 を 得 て き て い る 。 'NGOJ がい わ ば第
3 の 勢力 と し て 、 非政府、 非企業の 立場 で 、 社会の先導的役割 を 果た そ う と し て い る の で
あ る 。

と こ ろ が 日 本 は 、 周 知 の よ う に 官主導 を 色 濃 く 残 し た 社 会 で あ り 、 そ こ に 'NGOJ に
対す る 反発 も あ る よ う に 思 え る 。 し か し 、 だ か ら と い っ て 'NPOJ の な か に 'NGOJ ま
で含 ま せ て論 じ よ う と す れ ば世界で は通吊 し な い。

そ し て 同教授 は 「今、 杜会 に と っ て 重 要 な こ と は 、 政府の み が握 っ て い た公 的 な も の に
皆が参加 し 、 政府 と は加 の 角 度か ら 光 を 当 て る こ と で あ る 。 排捺の論理で は な く 、 摂 の
理論 こ そ が望 ま し く 、 中 で ぶ つ か り 合 え ば こ そ 、 )杢捺があ れ ば こ そ 、 エ ネ ル ギー も 高 ま り 、
時代 も 見 え て く る と い う も の で あ る oJ と 結 ん で、 い る 。
〔神戸市が、 N PO の市税減免の方針〕

神戸市 は 新年度 (1998年) か ら 、 市民社会 を 支 え る ;，{PO (非営利 団体) に 対 し て本格
的 な 支援 を 実施す る 方針 を 固 め 、 市税の減免 な とεの 優遇措置や拠点整備の検討 に 入 っ た 。
市税 の 優遇 は 、 被災者支援や震災復 興 の 活動 を 行 う NPO を 対象 と し 、 国 会 で 、 継続審議
と な っ て い る NPO 法案 (市民活動促進法案) の成立 を 待 っ て 具体的 な 手法 に つ い て 定め る o
NPO へ の 税制 面 の 支援 は 全 同 で初 め て と な る 。

同市が検討 し て い る の は NPO の事務所 に かか る 固 定資産税 の 減免 と 、 NPO に 寄付 を し
た 人や法人 に対す る 市民税の控除 な ど。 条例 の 設置 な ど具体的 な 方法 に つ い て は 、 内部で
研究 を 進め て い る O

同 市 は 震災復興 に 市 を 挙げて取 り 組ん で、 い る こ と か ら 、 仮設住宅への 見 回 り 、 百 | っ 越 し
ボ ラ ン テ イ ア な ど の被災者支援 や 、 復 興 に 貢献す る 団体 を 対象 と す る 方針。 NPO 法案で
認め ら れ た 団体 を 条件 と す る 考 え だ。 同 法案 は 、 非営利 団体に法人格 を 与 え 運営や資産管
理 な ど を 円滑 に す る こ と が 巨 的 だが、 税制上の優遇は見送 ら れた 。

笹 山幸俊 市 長 は 'NPO な どの市民活動 は 、 震 災 を 契機 に 参加意欲が高 ま り 、 地域 コ ミ ュ
ニ テ ィ ー を 育 て る 柱 と な っ て い る 。 法案 に は税 の 優遇措置がな い た め 、 市 で支援 し た い」
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と し て い る 。
こ の ほ か、 同 市 は 支援策 と し て 'NPO 支援 セ ン タ ー 」 の 設置 も 検討、 現在、 各 区 ご と

分かれて い る 窓 口 を 全市 レ ベ ル で も 拠点 を 整舗 し 、 一体化 と 団体同士 の 交 流 、 情報交換 な
ど も 行 え る よ う に す る 。 総合的 な 支援拠点 は 、 全国で唯一、 神奈川 県が持 つ O

さ ら に外国 人 を 対象 と す る 専 門 的 な ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー と し て 、 ]R 新 長 田 駅北側 に
「 国 際 ボ ラ ン テ イ ア 文化交流セ ン タ ー J を 建設 し 、 外国人市民や支擾団体の 活動拠点 と し

て 整備す る 。
〔活発な N G O の救援活動〕

鵬被災地老人に 「元気 メ ー ル」

阪神 ・ 淡路大震災以来、 最大の震度 6 弱 の 地 震 に 見舞 わ れ た鹿児島県北西部の被災者 に
送 ろ う と 、 神 戸 市 の NGO ' ア ジ ア ・ ア フ リ カ 環境協力 セ ン タ ー J (瓜谷幸孝理事長) が、
励 ま し の 手紙 「元気 メ ー ル」 と 、 梅雨 に備 え る 屋根用 ビ ニ ー ル シ ー ト の募 集 を は じ め た 。

13 日 ( 1997年 3 月 ) に 起 き た 同 地震 で 鹿 児 島 県鶴 田 軒、 宮之城町で約 1 ， 500戸 に被害が
出 た。 人的被害は少 な か っ た も の の 、 被災者、 と り わ け老 人た ち は大 き な シ ョ ッ ク を 受け
た 。

一方、 阪神 ・ 淡路大震災で は 同 セ ン タ ー の 呼びか け に 、 子 ど も た ち を 中 心 に 全国か ら 4
万通の元気 メ ー ルが寄せ ら れ、 仮設住宅の お年寄 り に 喜 ば れ た 。

佐 賀 市 の NGO '地球市 民 の 会」 が こ の ほ ど、 「鹿 児 島 の被災者 に も 元気 メ ー ル を J と
同 セ ン タ ー に 依頼があ っ た 。 神戸市西 区 の 仮設住宅で元気 メ ー ル を 受 け 取 っ た こ と の あ る
お 年寄 り か ら 、 「 あ の 時 の お 返 し を 」 と 早 く も 協力 の 申 し 出 が き て い る と い う 。

元気 メ ー ル は 、 も ら っ た 人が返事 を 出 せ る よ う に 往復ハ ガ キ を 使 用 す る v 同 七 ン タ … で
ま と め て 地球市民の 会 に 転送 し 、 同 会が現地消 防団 と と も に 配 る 。 ま た 、 出根月j ビ ニ ー ル
シ ー ト は梅雨 を 前 に 不足 し て い る と い い 、 こ れ も 提供分 を -t1i L て 岡 町 に j去 る v
鵬在 日 外人 と の共生社会を

在 日 外 国 人 の 悩 み の 相 談や 生活支援 に励 む 'NGO 外向 人救提 ネ ッ ト J ( 神 田 裕代 表) が
発足一周 年 を 記念 し て 17 日 ( 1997年 9 月 ) 神戸 ・ 三宮サ ン パ ル南広場で 「 こ う べ地球村 フ ェ
ス テ ィ パル」 を 開 く O 日 系 ブ ラ ジ ル 人 や ベ ト ナ ム 人 ら 新 た な 米 日 者が増 え る な か、 圧 い の
違 い を 尊重す る 「共生社会」 の実現 を 目 指す 。 メ ン バ … は 「 各 国 の料理や民俗音楽J サ ン
パの リ ズ ム な ど異文化 を た っ ぷ り 楽 し ん で」 と 来場 を 呼びかけ て い る 。

問 団体 は 、 被災外国人の支援 NGO が連携 し た 「外国 人救援 ネ ッ ト J ( 1 992)年 2 月 発足)
の 流 れ を 受 け 、 恒常セ ン タ ー と し て 1996年 4 月 に発足 し た 。

活動 の 軸 に な っ て い る 電話相談 「 ホ ッ ト ラ イ ン j は こ の 1 刊 誌j で 157n- を 数 え 、 ほ ほ 3
件 に l 件が入国管理 に 関 す る 相談。 結婚や離婚 に 関 す る 配偶者 ピザ、 定住 汗 ピザの 申 請 に
つ い で悩 む声 が多 い 。 国別 で は フ ィ 1) ピ ン 、 ペ ル ー 、 ブ ラ ジ ル の う 国 で 全体 の 三分の 二 を
占 め る 。
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専 門 の 相 談員 を 語学 ボ ラ ン テ イ ア が対花、 し て い る が、 病気治喋の通訳、 女性相談員 の保
護 、 生活保護 申 請 、 日 本語学習 の 手伝い で も 活躍、 フ ッ ト ワ ー ク の 良 さ が在 日 外 国 人 の 強
い 味方 と な っ て い る 。
臨海外へ も 続 々 救揺物資

モ ン ゴル で路上生活 を 余 儀 な く さ れ て い る 子 ど も た ち の た め 、 神戸市 中 央 匿 の NGO r ア
ジ ア ・ ア フ リ カ 環境協力 セ ン タ ー 」 が毛布 な ど を 贈 る 輸送費 カ ン パ を 募集 し 、 全国か ら 必
要 な 約 120万 円 が寄せ ら れ た 。 多 く の 人の善意 を 積 ん だ コ ン テ ナ は25 日 ( 1997年12月 ) 、 神
戸港か ら 出発 し た 。 モ ン ゴル の 首都 ウ ラ ン パ ー ト ル で は 親 に捨 て ら れた子 ど も た ち が、 寒
さ を し の ぐ た め マ ン ホ ー ル 内 に居住 し て お り 「 マ ン ホ ー ル ・ チ ル ド レ ン」 と 呼ば れる O 現
在 は 約2 ， 500人 を 数 え る と い う O 岡 田 は 真冬 に な る と マ イ ナ ス 30 度 に も な る と い い 、 同 セ
ン タ ー と 交流 の あ る モ ン ゴル の NGO r被災者緊急援助基金会」 か ら 支援 の 協 力 を 求め ら
れ た 。 間 セ ン タ ー で提供者 を 探 し 毛布約2 ， 000枚 と 灯油 ス ト ー ブ100台、 古着 な どが集 ま っ
た が、 輸送資金が不足 し 、 カ ン パ を 募 っ て い た 。 資金は報道で知 っ た全 国 の 人 か ら 届 い た 。

同 セ ン タ ー で は 「今後は 第 2 、 第 3 便 と し て食料 な ど も 送 り た い 。 根本的 な 解決策 と し
て 、 板神大震災の被災地で役 目 を 終 え た仮設住宅 も 贈 る こ と がで き な い か」 と 検討 し て い る O

こ の ほ か被災地 の ボ ラ ン テ イ ア の連絡調整役 を 担 っ て き た 阪神大震災地元 NGO 救援連
絡会議 (草地賢一代表) の 呼 び掛 け で 、 1997年 5 月 、 「朝鮮民主主義人民共和 国 ・ 緊急救
援実行委員 会」 が設立 さ れた 。 連続水害 に よ る 食糧危機 を 救お う と 現地の子 ど も ら を 対象
に 、 食料品 や 衣料の提供、 義援金 を 募っ た。

実行委員 会 に は 阪神 ・ 淡路大震災 「仮設」 支援 NGO 連絡会、 神戸華僑総会、 神 戸 YMCA、
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コ ー プ こ う べ な どが参加、 救援物資の仕分 け に は 、 震災 を 機 に 広 が っ た 被 災地 内外の ネ ッ
ト ワ ー ク を 生 か し 、 名 古屋 の 大学生ボ ラ ン テ ィ ア や 日 本 キ リ ス ト 教団新潟教会 も 協力 。

「世界の多 く の 国 か ら 援助 を い た だ い た被災地 だ か ら こ そ 、 人道的立場 か ら の救援 を 」
と 呼びか け た 。

こ の ほ か 、 大震災で兵庫 県医師会 ( 瀬毘属会長) に全国か ら 寄せ ら れた 霞療器具な どが、
設備の 不 ト分な バ ン グ ラ デ シ ュ の病 院 で 、 有効活用 さ れ る こ と に な り 、 1997年 8 月 、 神戸
市 中 央 区 の NGO r ア ジ ア ・ ア フ リ カ 環境協力 セ ン タ ー 」 を 通 じ て 現 地 へ送 ら れ る な ど
NGO の 活躍がつづけ ら れて い る O

く役 ・ 引用文献 〉
1 ) 神戸新聞 「 ボ ラ ン テ イ ア は今」 特集 (上 ・ 中 ・ 下) 1997年 1 月 15 日 付

2 ) 都市政策第92号特集 「阪神大震災か ら の復興 と 市民活動 ・ ボ ラ ン テ ィ ア」 倒神戸都市問題研究所 1998年 7

月
3 ) 同特集 ・ 行政資料 II r震災後の神戸市 に お け る 市民活動の推進」 事例10、 1 1 、 12
4 ) グ ル ー プ名鍛 「兵庫 ・ 市民人J '97  市民活動地域支援 シ ス テ ム 研究会 - 神戸調査委員会 1 997年 6 月

5 ) 兵庫地域研究 9 号、 市民活動の社会的支援 策 に 関 す る 考案 (松本誠) 神戸新聞情報科学研究所 199711'-
8 月

6 ) ボ ラ ン テ ィ ア ア ド バ イ ザー 養成講座 ( ボ ラ ン テ イ ア カ レ ッ ジ、大学院 レ ポ ー ト 集) 兵庫県社会福祉協議 会 ボ ラ
ン テ イ ア セ ン タ ー 1998年10月

7 ) 都市政策第92号 市民活動支援基金の意義 と 効果 (今回忠、) (刻沖中戸都市問題研究所 1998年 7 月
8 ) 河号 市民活動 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス (村 井雅清) (対河中戸都市問題研究所 1998年 7 月
9 ) 兵庫 地域研究10号、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス に 渇 す る 一考察 (初 ) 1 1 康子) 神戸新潟情 報科学研究所 1997 

円凡年

10) 神戸新聞 叩PO 法案、 今回会成立へ (T土井京子記者) 1998年 2 月 28 日 付
1 1 ) 神戸新開 - 文化欄、 1997{引2月 6 日 付

く参考文献〉
「ボ ラ ン テ イ ア と 市民社会J (公共性は市民が紡 ぎ出す) 編著者 関西学院 H ， S ， S ， Ji:*茂雄 1997年 6 月

「地域福祉の 明 日 を 拓 く 」 兵庫県社会福祉協議会 塚口伍喜夫著作集 1998年 5 月

「悩み ・ 手 さ ぐ り J (阪神 ・ 淡路大震災ボ ラ ン テ イ ア 活動記録) 姫路 こ こ ろ の ケ ア ネ y ト ワ ー ク 1997年12月

「 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー パ ワ ー ア ッ プ。研修実施報告書」 兵庫県社会福祉協議 会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー
1998年 3 月
「祈 り 、 そ し て 明 日 へ」 生活協 同組合 コ ー プ こ う べ (第一地区 ・ 宝塚 コ ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー ) 1997年 1

月
「震災ボ ラ ン タ リ ズ ム ネ ッ ト ワ ー キ ン グJ (第29回全国 ボ ラ ン テ ィ ア研究集会 ・ 兵庫集会) 報告書 1998"f- 5 月

「福祉 ボ ラ ン テ イ ア 入 門教家」 事業報告書、 兵庫県社会福社協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 1 998年 3 f!

「市民 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー の新 し い 関 わ り 方 に つ い て の研究J 側)21世紀 ひ ょ う ご創造協会 1997年 3 月

'1998年度兵庫県学生 ボ ラ ン テ イ ア 団体調査一覧」 兵庫県社会福祉協議会 1998年 3 月

'NPO を つ く る 臼 本の サ ポ ー ト セ ン タ ー J (市民活動地域支援 シ ス テ ム Part 3) 市民活動支援 シ ス テ ム 研究会
1998年 3 月
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3 ヵ 年 を 賑 り 返 っ て
関西大学社会学部教授 松原 一郎

1 .  t襲興の 日 的
震災直後の あ る 日 、 私 た ち 研究者は新野幸次郎先生 を 中心 に 「 ひ ょ う ご、創生研究会」 を

ス タ ー ト さ せ、 復 旧 ・ 復興の デザ イ ン 設計 を 学際 的 に 取 り 組み始め た 。
私 自 身、 社会福祉学や福祉政策論の専門家 と し て か か わ ら せ て い た だい た が、 当研究会

と し て 、 第 1 次提起 (1995 . 3 .  28) お よ び提言第 2 集 (1995 . 6 .  28) を 公 に し た 。 私
の パ ー ト と し て 強調 し た 点 は 、 個 々 人の生活復興の た め に は社会的 な ケ ア な り サ ポ ー ト が
前面 に 出 て こ な け れ ばい け な い と い う こ と であ る 。 そ し て 、 よ り 具体的 な 遥営 に も 踏み込
ん で そ れ を 見 る と 、 そ の 特徴 と し て 5 点挙 げ ら れ る O

①サ ー ビス 供給組織の多元化
行政サ ー ビ ス ー本 で は な く 、 イ ン フ ォ ー マ ル ・ グ ル ー プ、 営手IJ と 非常利両 方 の 民 間 セ ク

タ 一 等多様な サ ー ビ ス の担い手で新 し い 供給態勢が構成 さ れ る 。
②地域分散、 小単位.で の チ ー ム プ レ ー
サ ー ピ ス 供給 の 拠点お よ び供給者 は 地 域 に 分散、 言い換え れ ば、 市民の生活圏 に 沿 し た

と こ ろ に 配備 さ れ、 異 な る 分野 の 担 当 者がチ ー ム を 構成 し て 任 に あ た る 。
③市民参画 と 現場裁量
意思決定の 問 題 に は ま ず当 事者の利益が優先 さ れ る べ き で あ り 、 そ の た め の 参画が望 ま

れ る 。 ま た 利 用 者 と 対而 的 な 関係 を も っ現場 に 業務 に 関す る 自 己裁量 を 委 ね 、 効率性 を
め る 。

④人権保障 の 行 政責任
健壊で文化 的 な 、 個 人 の 尊厳 に み あ っ た最低限度の 生活 を 送 る 権利 を 再 び確 認 し 、 そ の

権利保障 は公的責任の ド に あ る 。
⑤専 門 職 と 非 専 門 職 の 連携
そ れ を 生業 と す る も の と そ う で な い も の 、 異業種の 専 門 職 河土 の ネ ッ ト ワ ー ク 、 市民が

で き る 範聞 で 、 素 人 と し て ボ ラ ン テ イ ア と し て 自 ら の社会 に 関 わ っ て い く こ と な ど、 多岐
に わ た る 市民協働活動 の こ と で あ る O

こ れ ら の 要件 を 掲 げた の に は 、 2 つ の 目 的があ る 。 錨 人 の レ ベ ル に お い て は 、 生活条件
を 改善 し 、 生活/生命の貿 QOL を 高 め て い く こ と が 一つ O さ ら に社会の レ ベ ル に お い て は 、
復興す る 者 と せ ざる 者 の 二層 化 を 組げ、 社会の分新か ら 総合へ と 向 か う こ と が も う 一つ の
目 的 で あ る 。 こ の 3 年 間 で 、 復 旧 の ベ ー ス が早 く 、 かつ 8 - 9 割方現状が回復 し た と い う
明 る い ニ ュ ー ス に も かか わ ら ず、 関 塞感が充満 し て い る の は 、 こ の 2 つ の 大 き な 目 的が達
成 さ れて い な い か ら で は な い か。 否、 む し ろ こ れ ら の 目 的が見失 わ れて い る の で は な い だ
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ろ う か。

2 . 復興文化
私 は 、 前述の研究会 に お い て も 、 続 く 兵産県 の復興関係 の 委員 会 に お い て も 、 品貫 し て

「創造的復興J を 提唱 し て き 、 こ れは委員会 メ ン バー だ け で は な く 法 く 市民 の 間 に も 認知
さ れて き た よ う に思 う 。 本格的 な 成熟社会の 入 り 日 を 模索 し て い た 時 に起 こ っ た震災か ら
の復興 は 、 上手 に 震災前 の 状態 に戻す と い う こ と で は か な わ な い と い う 先見 性 と そ れ ま で の
社会の あ り 方 に対す る 危機感が働 い た 。 ま た 、 こ の機会 に こ そ 、 従来の 社会組織の枠組み
や通念の束縛 を 解 き 放 ち 、 新 し い社会づ く り を 目 指す の だ と い う 期待 も 抱い た 。

こ の思 い は現在 も 変わ る こ と は な い。 し か し 、 政府の予算執行 は 、 震災前の状態 に戻す
と い う 眼定 さ れ た 条件下 の み認め ら れて き た し 、 行政組織 を は じ め と し て 、 枠組み や通念
がl日 の 日 常 に復す る と 共 に 、 創 造性希求 の ベ ク ト ル は 急速 に光彩 を 失 っ た か の よ う に 見 え
る O

さ ら に 、 被災地 の 人 々 に と っ て も 、 現状の受 け と め 方 は様 々 で あ ろ う 。 あ の 時の衝撃 と
混乱の記憶 に 一定の距離 を 置 い て 、 冷静に 自 分や周 囲 を 見 つ め た り 、 生活の リ ズ ム を 取 り

あん と かん
戻 し て 毎 B を 楽 し む心 の ゆ と り や安堵感 を 回復 で き た 人 々 も い れ ば、 依然 と し て 変 わ ら ぬ
仮住 ま い の 生活の な かで 、 か え っ て 将来 に対す る 不安や焦燥感 を 募 ら せ る 人 々 も い る 。 被
災直後 に は 、 程度の差 こ そ あ れ被災者 ・ 被災企業 と し て 、 共通の感'tæt と 問題意識 を 持 っ て
い た が、 3 年が過 ぎ て 、 そ れ ぞれ の復興の 度合い に 差が生 じ 、 以前 の よ う な 体感 は 薄 れ
て ゆ く 傾 向があ り 、 震災体験の風化 も 始 ま っ て い る 。

こ こ 3 年 は 、 東京 と 被災地の 温度差発生か ら 、 被災地内 に お け る 温度格差 の 拡大へ と 移
る 期 間 だ っ た の で あ ろ う か。

み ぞ う
高齢社会下の近代都市 を 直撃 し た 未曾有の大災害か ら の復興、 実現す る た め に は 、 常 に

復興の 目 的 と 復興事業の 意義 を 問 い 直 し な が ら 、 現在進め て い る 復興の過程ゃ あ り 方 自 体
が、 新 し い文化、 い わ ば 「復興文化」 の創造であ る と の認識 を も う 一度持つ必要があ る 。

3 . 具体的方築
震 災 に よ っ て生 じ 、 今 な お存在す る 当 面の課題の解決 を 鋭意進め な が ら 、 震災 に よ っ て

さ ら に 差 し迫 っ た 問題 と な っ て き た 、 わ れわ れ の 社会の構造 に かか わ る 問 題 に 対処す る と
い う 、 同 時 に 二つ の こ と に取 り 組む こ と の 難 し さ を 十分認識 し つ つ 、 今後の復興の た め の
方策 を 具体化す る 必要が生 じ て い る O

前者 に つ い て 述べ る と 、 すべて の被災者が、 一 日 も 早 く 自 立 し て 生活 を 送 っ て い く こ と
がで き る よ う 、 健康 ・ 就労 ・ 生活資金 な どの支援が進め ら れて き た が、 早期 に 舟 力復興 を
遂 げた 人達がい る 一方で、 未 だ生活再建の 目 途が立 っ て い な い 人 々 も い て 、 そ の よ う な 被
災者の 聞 に 閉 塞感の拡が り が見 ら れ る 。 ま た 、 仮住 ま い の 生活が長期化す る と と も に 、 そ
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れぞれが抱 え る 課題が個別化 ・ 多様化 し 、 ま た 、 重層化 し て い る 。
将来の見通 し が立 たず、 取 り 残 さ れ た 意 識 を 持つ被災者 に 対 し て は 、 希望 を 与 え 、 元気

づ け る よ う な 施策が、 ま た 、 困 難 な 状況 に あ る 被災者 に 対 し て は 、 き め細 か い 配慮 の も と
弾力 的 な 支援 の 展 開 が、 ま す ま す必要 と な っ て い る 。

そ こ で被災者の 自 立復興に 向 け て の 、 き め細 か い 生活支援 と は、
①伺 々 の被災者の実情に対応 し た 、 き め 細 か な 個別支援体制 の 強化
②被災者が近隣で孤立 し な い よ う 、 コ ミ ュ ニ テ ィ での 人間 関係づ く り の応援
③被災者の 生活 の 安定の た め の 各種支援や 、 県外 に 肩住す る 被災者への カ ム バ ッ ク 支援
等 の 生活 と 元気の復興 に 向 け た 支譲
③多様な 生活復興支援策の 中 か ら 、 誰 も が 自 分 に 合 っ た 生活再建 プ ロ グ ラ ム を 組み立 て
る こ と がで き る 、 生活毎興支援の 総合的運営
だ と 、 私 た ち は 県 の復興計画で位置 づ け た 。
①の き め 細 か さ が、 ア ド パ イ ザー の乱立 を 招 く こ と に な っ て は 、 逆効果で あ る O (1 ) 能度 ・

事業の つ ぎ足 し ゃ屋 上屋 を 重ね る こ と を 避 け る の は④ と も 連 な る が、 包括的 ・ 総合的支援
の方向性 を 模索す る こ と で あ る 。

災害復興公営住宅で は 、 積極的 に シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの供給 を 進め 、 生活援助員 の派遣
を 行 う と と も に 、 ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス 等の在宅福祉 サ ー ピ ス の提供 も 行 っ て い る 。 今後、
時 障 の経過 と と も に 、 高齢入居者の 心身機能低下 ・ 要介護化等補祉ニ ー ズ の増 大が予想、 さ
れ る が、 介護保険制度の導入 に よ る 在宅福祉サ ー ピ ス を 活用 し て対応 を 図 る こ と が望 ま れ
る 。

ま た 、 ② に 見 る よ う に 、 仮設住宅か ら 恒久住宅への移行 に よ っ て 、 逆 に 周 囲 の環境か ら
孤立 し な い よ う 、 仮設住宅で形成 さ れ た コ ミ ュ ニ テ イ の維持 ・ 継続や新た な コ ミ ュ ニ テ ィ
の形成支援 の た め 、 事前交流事業等への支援措置 を さ ら に 充実 さ せ て い く べ き で あ る 。

エ ン パ ワ ー メ ン ト が③の テ ー マ で あ る O こ れ は 単 な る 心理 的 な 元気づけ で は な い。 も ち
ろ ん PTSD な どか ら の癒 し と い う 側面 も そ こ に存在 し て い る こ と は 否 め な い が、 自 分の 人

自 分の 生 き る 社 会 に 対 し て 、 自 ら が影響力 を 及 ぼ し 、 自 分の力 で 変 え て い く こ と がで
き る と い う 実体的 な 力 を 持つ こ と や作用 を 及 ぼす こ と を 言 う O こ の章 の 冒 頭 に 述べ た 「 わ
れ わ れの社会の構造 に かか わ る 問題に対処す る 」 と い う 次元 に も 大い に 関連す る 根源 的 な
復興課題だ と 思 う 。 将来の見通 し が立 た ず 、 取 り 残 さ れ、 怒 り 、 な げ き 、 さ ら に は無為 ・
無力感 を 抱 く 人 た ち に対 し 、 エ ン パ ワ ー メ ン ト を 行 う 政策が、 3 年 を 経た今、 ま す ま す必
要 と な っ て き て い る の で あ る 。

十 現場 か ら の指摘
復 旧 ・ 復興の現場で、 生活支援 の 3工場か ら 活動 し て き た 人た ち の示唆 に と ん だ論点 を 紹

介 し て お き た い 。
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く共 に 生 き る 、 明 日 に 向 か つ て 〉
避難所 か ら 仮設住宅、 仮設住宅か ら 市営住宅 と い う 分か り や す い 流 れ の 陰 で 、 本 当 に ま

だ ま だ 函難 さ に 直撃 さ れ な が ら 暮 ら し て い る 人 は 数多 い 。 し か し 、 そ ん な 様 子 は 、 だ ん だ
ん と 見 え な く な っ て い る O 薄 れ て き て い る 。 多分直接 出 会 わ な け れ ばわ か ら な い。 会 っ て
5 時間 で も 6 時間 で も 話 を 開 く 余裕がな け れば分か る は ずがな い。 そ の 時 間 と 余裕 を 失 わ
ず に や っ て い き た い 。 (福原)
『兵庫県南部地震隙害者救護本部活動の記録J 19臼7. 3 

〈福祉的配慮 あ る 震災復興 を 願 っ て 〉
兵庫県の 「阪神 ・ 淡路震災復興計画」 に は 、 121世紀 に対応 し た福祉の ま ち づ く り の推進」

と し て 、 高齢者や障害者は も と よ り すべ て の 人 々 に と っ て住 み よ い ま ち を つ く る た め 、 今
後建築 ・ 改築が行 わ れ る 建物 に つ い て は 、 福祉の ま ち づ く り 条例 の強化内 容 に 沿 っ た も の
と し 、 ま た市街地の面的整備 に お い て も ハ ン デ イ キ ャ ッ プ を 負 っ た 人 々 に も 活動 し や す い
ま ち と あ り ま す。

福祉的観点 か ら み て 震災復興の 中 で改善 さ れて い る と こ ろ は 、 多 々 見 ら れ ま すが障害 を
持 っ た 人が町 に 出 か け る 時、 一番切実 な 開題であ る ト イ レ に つ い て は 、 震 災前 は も ち ろ ん、
震災復興 に あ た っ て も ほ と ん ど配慮、 さ れて い ま せ ん 。

『住民主体の挑戦 被災地須磨の ま ち づ く り 』 商須磨 ま ち づ く り 懇談会編 1 997. 4 

く孤独死 は 「孤独 な 生」 で も あ る 。 〉
仮設住 宅だ け で な く 、 恒久住宅で も 伺 じ こ と が起 こ り 得 る 。 行政や ボ ラ ン テ ィ ア な どが

手 を と り 、 き め細 か な 目 配 り 、 気配 り 、 声掛け を し て孤独死 を な く し た い 。 一人でい る 人
に ど う 対応 し て い く かが孤独死 を 防 ぐ。 (黒 田 )
『阪神高齢者 ・ 障害者支援ネ ッ ト ワ ー ク 仮設支援情報 第28号 1996. 10 

〈高齢者 ・ 障害者向地域型仮設住宅生活支護員 派遣事業 の あ ゆ み 〉
@ 生活支援員 を し て い て感 じ た の は 、 お 金や募金の支援 も 本当 に 大切 で あ り がた か っ た
ん ですが、 も っ と 生活 に 密着 し た福祉が必 要 な の で は な い か と い う こ と で す 。 例 え ば24時
間体制の住宅 ケ ア 。 お年寄 り が救急車 を 呼ん だ り 、 身 体 に 異常 を き た し た り す る の は 、 夜
間 の方が多 い ん です よ O 仮設住宅だ け で な く 恒久住 宅 に も 言 え る こ と です が、 そ の あ た り
の 体制 を 行政の 方で、取 っ て い た だ く と か、 も う 少 し力 を 入 れて も ら え た ら と 思 っ て い ま す。

( 長谷川 )
@ サ ー ピ ス の 向上 と い う こ と は 、 確 か に 課題 と し て あ り ま す よ ね。 そ れ と 、 生活支援員
の 仕事 を し て み て分か つ た ん だ け ど、 行政 と の つ な ぎ の役 を す る 人 は 絶対 に必要です。 区
役所 に お 年寄 り を 連 れ て 行 っ て 、 い い つ な ぎ がで き た と 思 う こ と が私 の 経験か ら し で も
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多 々 あ り ま し た か ら 。 (木内)
・ 総合的 な サ ー ピ ス が受 け ら れ る 供給 シ ス テ ム も 必要 な の で は な い か し ら o (長谷川 )

一 つ 忘 れ て は い け な い の は 、 こ の 業務 に特別養護老人 ホ ー ム な り 養護 老 人 ホ ー ム な り
の寮母 を 採用 し た と い う こ と があ り ま す よ ね。 (水内)
明〉こ う べ市民福祉振興協会J 1998. 6 

(1震災 ボ、 ラ ン テ ィ ア 」 か ら 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 へ 〉
震災か ら l 年が過 ぎ 、 ノ ウ ハ ウ を 持 た ず手探 り で活動 を 続 け て き た 団体や個 人 に 、 さ ま

ざま な 変化 が訪 れ た 。
I つ 目 は 、 住民が住民 自 身 の 力 で 自 立 し 、 自 助 、 共助 し て い か な く て は い け な い 時期 に

き た こ と で あ る 。 -
2 つ 目 は 、 1 つ 目 に あ げた理由 か ら 物理的 な 人的 、 財源的、 情報的援助 、 ま た は資源が

決定的 に 減 っ た こ と であ る 。 …
3 つ 日 に は 、 サ ー ピス 利用 者 は 永遠 に 受 け 身 で、 し か な い の だ ろ う か、 と い う 疑問 であ る 0
4 つ 呂 に 中年男性の孤独死、 ア ル コ ー ル依存症 を 始め と す る 精神 的 な 問題が増 え て き た

こ と で あ る 。
震災ボ、 ラ ン テ イ ア で は対応、 で き ず、 残 さ れた 問題で あ る 、 住民ボ ラ ン テ ィ ア 、 サ ー ピ ス

利 用 者の 自 助 ・ 共助 、 利 用 者 か ら 提供者への可能性、 中 高年男性の 生 き がい づ く り 、 と い
う 4 つへ の 対応が コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神 戸 を 誕一生 さ せた の で あ る 。
『市民活動地域支援 シ ス テ ム 研究会 N P O を つ く る / 日 本の サ ポ ー ト セ ン タ ー . Part 3 .1  1 998.  3 

く21世紀 に 向 け た 高齢者 ・ 障害者住宅J への提案 〉
シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの 生活援助員 は 、 地域型仮設住宅援助員 の 業務経験等 か ら 、 入居者

同士の ふ れ あ い や住民 自 治の調整、 地域の福祉 ・ 保健 ・ 医療等専 門機関 と の連 携 な ど、 コ ー
デ イ ネ ー タ ー と し て の役割が求め ら れて い ま す。 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に も 、 こ の よ う な専
門性の 高 い 業務が担 え る 生活援助 員 の 配置等、 財政的裏付 け等 の条件整儲 を お願 い し ま す。
『兵庫県社会福祉協議会 高齢者協 同居住型集合住宅研究委員 会、 緊急要望 よ り .1 1997. 8 

5 . 館造的復興へ
被災者への福祉対策 と し て 、 ふ れ あ い セ ン タ ー や地域型仮設の 設置 、 在宅福祉サ ー ビ ス

の提供、 ヘ ルパ 一 派遣 、 被 災児童 の PTSD 対応 さ ら に 生活福祉資金の貸付 な どが代表例 と
し て あ げ ら れ る 。 そ れで、 も な お 、 危機的 な 「難民的状況J に あ る 人 た ち が被災地 に い る こ
と を 忘 れ る 訳 に は い か な い 。

世界に は 、 4000万 人 も の難民が存在す る と 推計 さ れ て い る が、 国 内 に も 、 強 い ら れた 、
つ ま り 、 自 発的 で な い 集合移住 を 余儀 な く さ れ、 ス ト レ ス の 多 い 生活 を 送 り 、 メ ン タ ル ・
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ヘ ル ス を 損 う ぐ ら い の 環境激変下 に あ る と い う 同 様の状況下 に 震 か れ て い る 人 た ち がい
る 。 山 社会 ・ 経済的 な 密 窮 と 鰻康状態 の悪化 (3) は 、 生活条件 を ま す ま す劣化 さ せ て い る 。
復興事業 に お け る 優先順位の ト ッ プに こ れ ら の 人 々 を 置 く こ と は 、 社会的公平や社会正義
の点 か ら も 異論 は な い は ず だ。

自 分の 人生 に お い て 、 主人公 を 演 じ ら れな い だ け で な く 、 社会 か ら の 隔絶感や孤立 は 、 「剖
造的復興」 の 目 指す も の と は対撞 に あ る O こ の よ う な 状況下 の 人 々 の 迅速 な 実態把握 と 生
活す る 力 の獲得への援助 ( エ ン パ ワ ー メ ン ト ) があ ら た め て 求め ら れて い る の で あ る 。
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( 1 津波保詑佼彩、 相 談の あ っ
i古 ・ 十五十1I 相談

( 1 )要緩議乏 人 を 対象 に 入浴掃除等 の介護サ ー ビ ス の
提供及び相談

( 1 )姿療養宇;ち で保健指導の必要 な者に対 し て訪問指導
(2糠主主持j談 - 健康教育
( 1 )栄主主指導
(2)健康相談 ・ 栄養教育
( 1 )精神的不安 に悩 む被災者 を 支援
(2 )こ こ ろ の ケ ア 祁i淡や仮設住宅当事への訪問指導

く り に 関 す る 相談
エ ツ 夕 、 健康指導

. 医療等の
ベ ン ト 情

ン ト 等 の 関依

( 1 )生活指導 ・ 相談
(2)安存確認
(3)関係機 関 等 と の連絡

( 1)身体介助
(2)家事綬助

( 1 )恒久行 宅確保 に係 る 情報提供 ・ 相談 ・ 支援
(2)生i舌支援のため の情報提供や関係機関 と の連絡調整

( 1 )特別求人間拓
(2)ふ れ あ い巡回相談

る 斡旋不調者への フ ォ ロ ー ア ッ プ

仮設住宅入居者等 の相談受理

〔兵庫県健康福祉部社会援護課ま と め 〕生活支援者制度 ( 主 な も の) 一覧

民 生 委 員 ・ 児 童 委 員

内
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市織員

ボ ラ ン テ ィ ア、 民生委員
等

社会福祉法人職員

1 区長、 社協理事長が委託

社 会福祉法人職員

( 1 )精神保健福祉相談
(2)在宅精神 障害者や家族への指導
(3 )こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー と の連携

(1 )単身高齢者の安否確認 ・ 生活相談
(2)給食サ ー ビ ス 等地域交流活動

( 1 )生活相談
(2)安否確認
(3)夜間巡回警備

( 1 )民生委員 児童委員 な ど福祉関係団体 と の協力 ・ 逮携
(2)安谷線認、 友愛訪問活動 を推進

(1 )災害復興公常住宅の 入肘者の う ち 見 守 り が必 要 な
高齢者等 に 対 し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の 支援

(2)閉 じ こ も り 防止や安否確認

友 愛 訪 問 グ ル ー プ
(神 戸 市 の み )

地域型 ij 生 活 支
仮 設 i
伎 宅 I (神 戸 市

仮 設
住 宅

援 員
の み )

ふ れ あ い 推 進 員
(衿 戸 市 の み)

高 齢 世 情 支 援 員 I
(神 戸 市 の み
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(2 ) 
Assen )ab len sky，Anthony ) .  Marse l l a ，  Solv ig Ekblad，  Bengt ) ansson， Len n昌rt Levi ，  and Tho-

m as Borneman n ， ‘ Refugee Mental H ealth and We l l -Be ing : 仁on c l us ions and Recom m en da

tions' 

“Amidst Peri l and Pai n-The Mental Hea lth and Wel l-Being of the World's  Refugees-" 

Ed ited by Anthony )， Marse l la ，  Thomas Borneman n ，  Solvig Ekblad， and )oh n Orley， 

AME RICAN PSY仁什OLOG I 仁AL ASSOCIATI ON WAS H I NGTO N ， D仁 1 994

(3 )健康状況 (被災世帯健康調査実施結果) (平成 9 年10月 調査) か ら
・ 仮設住宅入賠者 は 心 身 の健康 に 問題があ る 者が高率。

精神神経痕状 を 'GHQ30J を 用 い て 評価 す る と 30点 中 8 点 以 上 の 「 問 題有 り 」 が、
3 . 644人 中 1 . 768人、 全体の48 . 5 % み ら れ、 日 本人平均15�20 % に比べ、 約 2 倍。
病気の あ る 人が、 3 . 644人 中 、 2 . 366人 (64 . 9% ) 0 

第四章 @ 福fll 265 



第五章

保健 e 医療



は じ め に

. ， あ れか ら 3 年」 が過 ぎ た98年 3 月 現在、 倒壊、 摘座 し た ピ ル や高速道路 は撤去 ・ 補修
さ れ、 ズ タ ズ タ に な っ た 道路 ・ 鉄道 ・ 港湾の交通網や ラ イ フ ラ イ ン も ほ ぼ復旧 し て 、 目 に
見 え る 告の 姿 は 、 あ の 悲惨な 光景 を き れい に拭い去 っ た かの よ う で あ る 。

火 の 泊ー に 逃 げ ま ど う 住民の悲鳴や倒壊 し た家主 に押 し つ ぶ さ れ た 人 た ち の 岬 き 声、 野戦
病読の様相 を 呈 し た救急病 読 や 診療所 に 飛 ぴ、交 う 怒 号 も やがて 「過去」 の記憶 と な り 、 多
く の悲 し み の死 も 、 例 別 的 な不幸 も 統計数字 に 泣 j亡 さ れ る 。 災害当時、 メ デ ィ ア か ら 連 日
流 さ れ た お びた だ し い報道や提言、 報告書 も 3 年 日 に は急減 し 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 関す
る 清報 は 断続的、 散発的 な も の に な っ て き たc

こ う し て 「非常時」 の 傷 口 が縫合 さ れ、 危機管理の フ ェ イ ズが 「平時」 に 移行 し た 3 年
目 、 4 年 目 は 、 日 常の 多忙 な 現実が覆 い かぶ さ る な かで、 あ の震災 に 関 す る 諸 々 の こ と が
変 わ り つ つ あ る 。 他の分野 も お そ ら く そ う で あ る よ う に 、 被災地の保健 ・ 医療 問題 も 、
災後 3 年が過 ぎ た 97年度 は ひ と つ の 曲 が り 角 に 直面 し て い る 。

第 a は、 危機意識の風化で あ る 。 震災直後、 非常時の救急救命医療の 重要性が声高 に 叫
ばれ、 被災地の兵産県、 神戸市 の み な ら ず、 関西一円 の 自 治体で、 患者の搬送、 医薬 品 の
備 蓄 な ど を 含め た 災害医療 シ ス テ ム への 取 り 組みが行 わ れ た 。 だが、 現状で は こ う し た計
画 を 実質化、 あ る い は 、 統合化す る 動 き が進 ん でい る と は い い がた い。 救急 ・ 災害涯学の
丸川征四郎 ・ 兵庫医大教授 は 「行政、 毘師の救急、 シ ス テ ム づ く り の 当事者た ち で 、 神戸 に
ま た 大地震が く る と 本気 に ，思 っ て い る 人 は少 な い。 激震 を 免 れた大多数の医師 た ち に も 、
あ の程度の被害で 済 ん だ 、 と い う 楽観ム ー ドが漂 っ て い る O む し ろ 巨大地震の 影 に怯 え る
関東 ・ 東京の ほ う が救急災害医療 に対す る 切迫感が強い」 と 警告す る 。

第 二 は 、 被災夜後に予測、 想定 さ れ た 緊急対 策 の 計画や制度が、 そ の後の事態の推移 と
の 聞 に矛置や希離 を 生 じ て き た り 、 さ ま ざ ま に フ ラ グ メ ン テ ド (細分化) さ れ た 補助事業
が互い に 重層 し な が ら 、 そ の 実効性 に つ い て検証 さ れ な い ま ま 体制化 さ れて き て い る 懸念
で あ る 。 さ ら に ま た 、 人 口 の変化、 高齢化、 経済清勢の悪化、 市民活動 の 動 き の 減衰 な ど
は被災者の 生活再建や都心部の投資活動 な ど復興推進全体 に 影響 し 、 生活再建の遅れや環
境問題な ど は住民の健鹿分野 に 新 た な 課題 を 背負 わせ て い る 。 被災地 の現場 は 年 々 刻 々 と
相 を 変 え て い る 。

阪神 ・ 淡路震災復興計画推進委員 会が98年 3 月 に ま と め た総括提言で は 、 ' 3 年が過 ぎ て 、
そ れぞれの復興の度合い に差が生 じ 、 以前の よ う な 一体感が薄 れ て い く 傾向 があ り 、 一部
に は震災の記憶 の 風化 も 懸念 さ れ る 」 と 指摘 し た う え で、 3 年後の現状 に つ い て 「い わ ば
構造的課題 の 壁 に 直面 し て い る 」 と 記 し て い る 。

第三 は被災住民 ・ 市民の保健 ・ 医療の主題が、 3 年後の今 日 、 PTSD (心的外毎後ス ト
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レ ス 障害 . Post Traumatic Stress Disordεrs) に代表 さ れ る 心 の 病 に 移行 し て き た こ と で
あ る O

震災直後の95年 2 月 9 日 時点 で 、 兵庫県警が発表 し た死者5 . 256人 の 約 89 % は家屋や家
具類の倒壊 に よ る 圧死 、 次 い で、焼死が10% だ っ た 。 ほ か は落下物 に よ る 脳挫傷や頚椎骨折、
車両転落 に よ る 全身打撲な ど。 震災後 1 週 間 に 病 院 ・ 診療所が扱っ た約 9 万 人 の 患者の 3
割が外傷で 、 残 る 7 割が感 冒 と 肺炎 だ っ た 。 災害時の 医療 は外科的手当 て と 公衆衛生が主
体だ、 っ た 。 だが、 事態が一段落す る と 、 医療の対象 は 高血圧、 糖尿病、 肝臓病 と い っ た慢
性化 し た 内 科的疾患が多 く を 占 め 、 やがて心因性の病への対応が焦点 と な っ て き て い る O

被災者の疾病 は 医療資源の 重点 的投入 に よ っ て 、 あ る も の は抑制 的 に フ ィ ー ドパ ッ ク さ
れ 、 あ る も の は 時が経つ ほ ど増加す る な ど互 い に盛衰の 曲棋 を 描 き な が ら 重層 化 し て い る 。

問題の解決 は 、 生活や福祉分野、 住宅や教育分野の課題 と も 複雑多様 に か ら み あ い 、 表
面 的 に は 震 災 と の 直接的 な 因果関係 を 次 第 に 薄 め な が ら 日 常生活の次元 に 分散 し て い っ て
い る O そ し て 、 保健 ・ 匿捺 に お け る 「い ま そ こ に あ る 危機」 の 拡散が、 な お の こ と 救急救
命医療 の 切 迫感 を 薄 れ さ せ る 背景 を な し て い る と も い え る O

こ こ で は 、 保健 . �療分野の 3 年 間 の推移 と 現状 を 眺め な が ら 、 い く つ か の課題 を 抽 出
し て い く こ と と す る 。
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!第一鮪 医器機関ゐ状

1 . 医榛需要警の推移
震災の影響 は保険医療費の推移 に も 色濃 く 反映 さ れて い る 。 サ ラ リ ー マ ン 以外の 自 営業

や定年退職者 な ど を 対象 と す る 富民健康保険の場合、 兵庫県 で は 支 出 の大部分 を 占 め る 保
険給付費 は95年度 (平成 7 年) が2 ， 251億4 ， 315万 円 で、 対前年比l3 . 32% 増 の 大 幅 な 伸 び
と な っ た 。 こ れ は 震 災 に伴 う 医療費 の一部負担金等の免除の影響 に よ る 。 一 方 、 収入面で
も 、 保険料や一部負担金の減免措置 (95年 1 月 � 12月 ) な どの影響で一般保険者が対前年
度比8 . 17 % 、 退職被保険者が10 . 96 % も 減少す る な ど大 き く 落 ち 込 ん だ。 こ こ に も 単 に 不
況 だ け で な く 震災の影が刻 ま れて い た 。

被保険者が疾病や負傷で受診 し た 際 に 給付 さ れ る 医療費 は、 被災地の神戸地 区 、 阪神地
区の場合、 96年度の伸 び率 は10% を 超 え 、 被保険者 1 人当 た り の 医療費 も 96年度 は震災後
の 医療雷要の急増 を 反映 し て 大 き く 上昇 し た 。 し か し 、 震 災 3 年が過 ぎ た97年度 に な っ て
か ら は 落 ち て い る 。 や は り 被災地 と な っ た 淡路地区 も ほ ぼ同様の傾向 で あ る 。

(表 1 ) 兵庫県の国民健康保険 ・ 地区別復療費の推移

( 千円 ( % )

28 、629 ， 1 11 i 30 ， 780 ， 231 

兵庫竺全体 i 505 ， l 5 1 ， 831J 5巴竺日目 578 ， 647 ， 8ω 9 ， 0

(表 2 ) 兵庫県の関民健保 ・ 地区別被保険者 1 人当 た り 医療費推移

(円) (伸 び率 % )

一方、 医療サ ー ビ ス 供給側 の 医療機 関 は ど う か。 震災 日 を 含む94年度 (平成 6 年度) か
ら 3 年 間 の 保険医諜機 関 の 推移 を み る と 、 神 戸 地 区 の 病 院 ・ 診療所数は95年度 に 最 も 減 っ
た が、 96年度 に な る と 数字 の 上 で は 元 に復 し て い る 。
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(表 3 ) 臣民健康保険の医療機関数推移

こ の よ う に マ ク ロ 統計の推移 で み る か ぎ り 、 震災 3 年が過 ぎ た97年度 は 医療の需要 も 医
療 サ ー ビ ス の 供給 も 、 震 災の 影響か ら 次第 に 脱 し て量 的 に は平常状態 に 復 I El し た と い え る 。

兵産県福祉部 は 、 国民健康保検団体連合会が ま と め た 数字 を も と に し た 報告書 「兵庫 の
国保 ・ 老健」 を 毎年 出 し て い る 。 こ の平成 8 年慶販 の な かで 、 同年度の 国保財政 に つ い て 、
「収入面 に お い て は 、 阪神 ・ 淡路大震 災 に 伴 う 保険料 (税) の 減免措置 の 終了 等 の 影響 も

あ り 、 保検科が前年 度 に 比較 し て大 き く 増加す る 結果 と な っ て い る 。 一殻被保険者が対前
年定比1 4 . 24 % の 増 、 退職被保検者等が14 . 92 % の増 と い ずれ も 大 き く 伸 びて い る J と 述べ
て い る 。 し か し 、 今後の 匡保財政に つ い て 河報告書は 「保険者の事業運営努力等 に よ り 、
不況や震災の影響が残 る に も かか わ ら ず、 国保財政の健全性 は一応確保 さ れ て い る 」 と し
な が ら も 「平成 9 年度以 降 は 、 震災 に伴 う 所得低下 に よ る 保険料 (税) の 歳入不足が依然
見込 ま れ る 等、 被保険者 に と っ て は 引 き 続 き 厳 し い 状況が予想 さ れ る 」 と 警戒 を 隠 さ な い 。

被災地の 医療の需給バ ラ ン ス は 、 3 年 を 過 ぎ る と 震災 の 直接 的 な 影響 を 次 第 に 薄 め な が
ら 、 高齢化や長ヲ | く 経済不況、 さ ら に は97年 9 月 か ら の健康保険法一部改訂 に 伴 う サ ラ リ ー
マ ン 被保険者の 窓 口 負 担の増加や老人保健の 品部負担金の改訂 な ど全 国 的 な 他の さ ま ざ ま
な 要 問 に よ っ て動 い て き た 。

2 . 匿療機関の諮長 醸 し い 医療経営
兵庫県 医 師 会の ま と め に よ る と 、 95年 2 月 時点 で の 被災 地 の 医療機関 総数2 ， 939 を 分母

と し た 診療不能 の 医療機 関 は 、 同 年 同 月 時点で10% に 当 た る 292 を 数 え て い た が、 ほ ほ 2
年後の97年 3 月 現在 で は 1 8 に 減少、 さ ら に98年 2 月 現在 で は わずか 9 と な り 、 量的 に は ほ
ぼ完全に 復 旧 し た 。 し か し 、 こ の半面、 震災後廃止 に 追 い込 ま れ た 医療機関 は 、 97年 3 月
時点で78 (病院 2 、 診療所76) 、 98年 3 月 現在 で は86 (病院 2 、 診療所84) を 数 え た 。
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街の 身近 な 医院 と し て住民の健康 を 支 え る ベ ッ ド 数日床以下の 「診療所」 は 個 人経営が
主体だが、 廃止の 理 由 は 建物施設の 全壊、 半壊、 焼失や 区画整理 な ど震災の直接 的 な 影響
ばか り で は な い 。 開業医の 高齢化や後継者難 に よ る 意欲の低下、 不況や医療費鐘上げに よ
る 患者数の減少、 被災地か ら の 人 口 流 出 な ど構造 的 な 要 因 も 働い て い る O し か し 、 震災 を
ひ と つ の き っ か け と し て 医療経営の存廃の動 き に拍車がか か っ て き た と い え る 。

(表 4 ) 阪神 ・ 淡路大震災に伴 う 医療機関の災害状況
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〔医療近代化施設整備〕

被災 し た 医療機関 に つ い て は 、 回、 兵庫県、 神戸市 な どか ら さ ま ざ ま な 公的補助 、 融資
制度が設 け ら れ た 。 そ の ひ と つ 、 医療近代化施設整備事業の 交付状況 を み て み よ う O

こ の制度 は 、 も と も と 厚生省が医療資源 の効率的再編 と 地域医療の確保 を 旗印 に療養型
病未群への 転換 と 過剰 ベ ッ ド の 削 減 を 促進す る のが狸い で あ る 。 建築後30年 を 経過 し て建
て 替 え 時期 に あ る 医療施設 の 整備 に 重点 を 置 い て お り 、 災害復旧 と は本 来 無 関係 だ っ た が、
阪神 ・ 淡路大震災 に よ っ て被災 し た病院 (全壊 ま た は 3 分の l 以 と損壊) に つ い て も 急逮
適用 さ れ る こ と に な っ た ( 国庫補助、 県費補助 各 3 分の 1 ) 0 し か し 、 補 助 条件 に は 10項
目 に の ぼる 細 か な 規定があ り 、 ベ ッ ド 数 を 増 や す 整備計画 は認め ら れ な い 。

ま た 、 診療所 に つ い て は本 来 山 陽 へ き 地の 医療施設整舗 を 促す も の だ っ た が、 阪神 ・ 淡
路大震災 の被災診療所 も 、 在宅当番制 ま た は休 日 夜 間 急患セ ン タ ー に 限 り 適用 さ れ る こ と
に な っ た 。

兵庫県 F で は 震災後の95年度 に こ の補助 を 受 け た 病 院 は 1 7 カ 所、 計46億6 ， 871万 円 。 診
療所 は 135 カ 所計8 ， 486万円 だ、 っ た 。 し か し そ の 後 3 年 間 の交付実績、 申 請 の 推移 を み る と
診療所 の 申 請件数 ・ 交付額 は 年 を 追 っ て 急減 し て い る 。

(表 5 ) 医療近代化施設整備事業の実績 ( 単 位千円)

(ì主) 複数年 に ま た がる も のがあ る の で件数は延べ数

こ の 背景 に つ い て神 戸 市 内 の私立病院関係者 は 、 「救急病 院 の よ う な 大病 院 は 優遇 さ れ
る が、 大都市の過剰ベ ッ ド を 減 ら そ う と い う 厚生省の 医療行政 を 反映 し て 民 間 開 業医 は 不
利 。 ま た 固 と 県が補修工事費 の 3 分の 2 を も っ と い っ て も 開業医 に は 資 金的 に も 大変 だ 。
平成元年 (89年) か ら 大都市の 医療機関 は経営が悪化 し て お り 、 震災が追い 打 ち を か け たJ
と 密療経営の “冬の 時代" を 語 っ て い る 。

〔 姿 を 消す仮設診揮所〕

i去療施設 か ら 遠 く て不便な仮設住宅入居者の た め に厚生省が プ レ ハ ブ リ ー ス 料 を 捕助 し
て 建 て ら れ た仮設診療所 (神戸、 西宮、 芦屋の 3 市 に 9 カ 所設置) は 、 96年度 ま で の 延べ
患者数が10万 人 を 数 え 仮設住民の健農 を 支 え て き た 。 し か し 、 仮設か ら 復 興住宅への移転
に つ れて受診率 は次第 に低下。 一殻診療所 と 向 じ く 患者の診療報酬で賄 わ れ て い る 仮設診
療所 は 、 97年度末 に は 7 ヶ 所 に な っ て い る O
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3 . 全壊か ら 蘇 っ た病院一宮地病院の ケ ー ス
震災後、 医療機関 の廃業が相次 ぐ な か、 97年度 は 明 る い ニ ュ ー ス も あ っ た 。 全壊 し た神

戸市東難区本 山 中 町の宮地病院 (宮地知男 院長) の再建で、 新 開 、 テ レ ビで 大 き く 取 り 上
げ ら れ た 。

57年 に 開設 さ れ た宮 地 病 院 は 90 年 に借入金ロ億円 を か け て鉄筋 5 階建て 、 ベ ッ ド数200
床 の総合病 院 に増改築 さ れ た ばか り だ、 っ た が、 震災で l 階が押 し つ ぶ さ れ て 全壊 し た 。 約
150 人 い た 入 院患者は無事だ、 っ た が、 当 直 の 看護婦 1 人が亡 く な っ た 。 再建 に は 25億 円 も
か か る こ と が わ か り 一時 は 寵 院 も 考 え た と い う 同 病院 も 、 院長の 長女で副 院 長の 宮 地 千尋
さ んが地域の 多 く の 人 た ち か ら 励 ま さ れ再建 を 決意 し た 。

震災 の 2 カ 月 後、 駐車場 に プ レ ハ ブ診療所 を 建て 、 近 く の仮設住宅や 半壊 し た 家の高齢
者 を 往診 し た り 、 狭い 診療所で健康診断 と 1) ハ ピ リ を す る デ イ ケ ア に も 力 を 注 い だ。

97年 4 月 に 完 成 し た 新病棟 は 5 摺建 て 。 旧棟 よ り 広 め だがベ ッ ド 数 は 158床 に し て ゆ っ
た り と し て 明 る い病室 に し た 。 そ の 3 分の 2 が要介護高齢者中 心の療養型病床 群 と な っ て
い る 。 各 階 に 食食があ り 、 入尻患者は ベ ッ ド を 離 れ て 温かい食事 を 摂 れ る 。 在 宅 要介護高
齢者 を 対象 に し た デイ ケ ア セ ン タ ー も 備 え た。

千尋副 院 長 は 最新医療設備 よ り も 、 ち ょ っ と し た 心 の ふ れ あ い の方が治療 に な る こ と
が、 震災で 身 に し み で わ か っ た 。 患者の顔の見 え る 医療 を 目 指 し た い」 と 話 し て い る 。
(読0!é新開97守:4)J 4 fl ) 

〈参考 文献〉

「兵庫 の 同保」 平成 6 年度国民健康保健事業状況 ・ 兵庫 県福祉部
「兵庫 の 同保 ・ 老健」 平成 7 年度凶民健康保険事 業及 び老人保健医療の状況 ・ 兵庫県福祉部、 同王子成 8 年度版
「医療施設近代化施設整備 事業取扱要領J f fnJ実施妥制」 兵庫県保健奇1\ 1997if 8 Jj 
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I jg M�被災地域ゐ保健7医療問題一
1 . 疾病構造の推移 - 3 年 昌 の実態

被災世帯健康調査の経年比較
兵庫県保健部 は 97年10丹 、 第 2 回被災世帯健歳調査 を 行 っ た 。 仮設住 宅入活者 と 一般家

庭 を 対象 と し た 第 l 回調査 (96年10月 実施) に 続 き 、 今田 か ら 災害復興公営住宅入居者 を
対象 に 加 え た 。

仮設住 宅 は 神戸市 を 除 く 県 内 11 保健所管 内 の 6 ， 45 1 人が対象 (有効 回 答3 ， 644人) 、 一般
家庭 は 西武市 ・ 芦屋 市 ・ 宝塚市 ・ 津 名 郡 4 宮 町 か ら 典 型 的 な 被 災 地 区 と し て 抽 出 し た
3 ， 772人 (有効 回答1 ， 029人) 、 災害復興公営住宅入居者 は県内13保健所管 内 の4 ， 465人 (有
効 回答3 ， 165人) で 、 い ず れ も 昭和57年 4 月 1 日 以前 に生 ま れた住民が対象 。

一般家 庭 は 調査票 の 留 置 き ・ 郵送 回 収だが、 仮設住宅 と 災害復興住宅 に つ い て は一部、
保健婦や栄養士の面接 も 併用 し て い る 。 有 効 回 答者7 ， 838人 の 母 集団 は 第 1 回 調査 と 向 ー
で は な いが、 疾病の有無 と そ の 内容、 最近 1 ヶ 月 間 の 身体症状、 精神面の健康状態 な ど前
回調査の 質 問肢 を 踏襲 し て お り 、 被災者の健康状態 の経年の推移 を う かが う 「定点観測」
の役割 も 果た し て い る 。 主 な 結果 を 以下 に 紹介す る 。

〔健藤意識〕

自 分の い ま の健康状態 に つ い て 、 回答者全体 (7 ， 838人) でみ る と 、 「 よ い」 が1 7 . 3 % 、 「 ま
あ ま あ よ いJ 48 . 0% 、 「 あ ま り よ く な し 'J 26 . 7 % 、 「 よ く な いJ 8 . 0% だ っ た 。

「 よ く な いづ と 「 あ ま り よ く な い」 と 囲答 し た も の は 一般家庭22 . 5 % 、 災害援興公営住
宅34 . 2 % 、 仮設住宅38 . 5 % で、 前 回 調査 と ほ ぼ同 じ割合だ、 っ た 。

( 図 1 ) 健康状態の意識

よ い 口 ま あ ま;ムあ ま り よ く ない 圃 よ く ない 三
仮設H二宅
?す ご0 3.644

復興H セ
:-1 = 3， 165 

→般家庭

N = 1，029 

。%

18.0 

り 》 戸�.).{ 

2mも

〔最近 1 カ 月 間 の身体症状〕

46.6 

47.8 

53.8 

40<X) ω% 80% 100% 

身体症状で 、 最近 1 カ 月 の 関 に 多 か っ た と位 5 項 目 は 、 被災者全体で は 、 が こ る J
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(表 6 ) 最近 1 カ 月 の身体症状 (芝、 7 ) 仮設住宅入居者の最近 1 カ 月 の 身体症状

60 . 5 % 、 「疲れや す い ・ 体がだ る いJ 57 . 8% 、 「腰が痛 むJ 51 . 7 % 、 「関節が痛 む J 42 . 4 % 、
「頭が痛 ん だ り 、 重 い J 41 . 2 % 0  r肩 が こ る J r疲 れ や す い ・ だ る いJ r腰が痛 む J な ど は 、

住居条件 を 問 わ ず40歳代以上 に 目 立 っ て い る 。
15項 目 の症状の訴 え に つ い て 、 ー般家庭、 災害復興公営住宅、 仮設住宅で比べ た の が表

6 で あ る 。 や は り 仮設住宅入居者 と 一般家庭の 間 に は 有意 な 差が見 ら れ る 。
仮設住宅入居者 に つ い て は 、 第 1 問調資で は震災前の 身体症状 も 尋ね て お り 、 こ れ を 含

め て 2 か年の 回 答 を 比較 し て み る と 、 震災前 と 比べて急激 に増加 し た 身体 の 不 調 は97年 1
0 月 時点で若干低下 の傾 向 を みせ て き て は い る 。 し か し 、 震災前の水準 に は ま だ遠い。

〔疾病の有無〕

現在 の 疾 病 の 有無 に つ い て は 、 全体の 6 割が 「病気があ る 」 と 回答 し て い る 。 住居別 に
み る と 、 一般家庭 で は46 . 2% に対 し 、 仮設住宅は64 . 9 % の高率であ る 。 仮設住 宅 で は 「病
気があ る J と 答 え た 人 は 第 l 田調査 よ り も 増加 し て い る 。

ま た 、 97年度 の 第 2 回調査で初 め て対象 と な っ た 災害復興公営住 宅 の 入居者 も 58 . 4 % が
を 持っ て い る と 答 え て い る 。

(表 8 ) 病気の有無

仮設住宅 入居者 を 年齢別 で み る と 、 病気があ る 者 は、 19歳未満が13 . 5 % 、 29歳未満23 . 5 % 、
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39歳未満38 . 0% 、 49歳未濡51 . 9 % 、 59歳未満63 . 8% 、 64歳未満69 . 2 % 、 6 9歳未満76 . 4 % 、
79歳未満83 . 5% 、 80歳以上83 . 3 % と 、 加齢 と と も に増加 し て い る 。

こ の傾 向 は 一般家庭 も 災害復興公営住宅 も 変わ り は な いが、 仮設住宅の場合、 ほ と ん ど
の年齢賠層 で も 他の 2 グ ル ー プ を tJill っ て お り 、 年齢だ け で は な く 生活環境 な ど地 の 要 因
も 働 い て い る こ と を 示 し て い る 。

(阪2) 住居別 ・ 年齢別病気の あ る 者の比率
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3 グル ー プ そ れぞれ に つ い て 「病気があ る J と 答 え た 人 を 対 象 に 、 疾病 の 内訳 を 尋 ね た
の が表 9 であ る 。

(表 9 ) 疾病の内訳

高血[UiË
整形外科的疾患
u の病気
，[，、臓病
FJ ト j刊号i貰苦言
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その他

97年!O!i 時 占 96年10 月 日寺 占
N =475 N = I ， 848 N = 2 . 366 N =433 N = 3 ， 246 

ム般家庭 復興住宅 仮設住宅 ゐ般家庭 仮設住宅
26 . 3  28 . 3  28 . 3  27 . 3  28 . 3  
20 . 2  24 . 3  25 . 6  23 . 1  25 . 1  
1 5 . 8  1 5 . 8  1 8 . 3  1 5 . 5  20 . 5  
1 2 . 6  1 6 . 0  1 3 . 9  1 2 . 5  I 1 3 . 2  
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5 . 1  2 . 9  I 3 . 7  4 . 6  � 
3 . 8  4 . 2  I 3 . 3  4 . 6  4 . 1  
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疾病で 自 立つ の は 、 高血圧、 整形外科的疾患、 自 の病気、 心臓病、 十二指腸潰蕩 な ど。
仮設住宅入居者 に つ い て 第 I 回調査 と 比較 し て病気の推移 を み る と 、 自 の病気 と 十二指腸
潰傷、 皮膚病、 結核 ・ 気管支炎 ・ 端息 な ど は や や低下 し た 半面、 糖尿病、 動脈硬化症、 脳
卒 中 な ど指環器疾患が増加の領向 に あ る 。 全体 に疾病構造 は 固定化、 慢性化 し て い る O

こ の背景 に は 、 病気の治療 を 放置 し て い る 状況があ る 。 疾患があ り な が ら 「治療 し て い
な い」 と い う 人 は 、 一般家庭11 . 4 % 、 災害復興公営住宅14 . 3 % 、 仮設住宅14 . 1 % に上 っ て
い る 。 そ の 理由 と し て 「必要 な い と 思 っ て い る J が、 必般家庭38 . 6 % 、 災害復興公営住宅
31 . 7 % 、 仮設住宅31 . 5 % 0  r医療機関 が遠い」 は 一般家魔4 . 8 % 、 災害復興公営住宅20 . 1 % 、
仮設住宅17 . 0% 。 ま た 「医療 費 が高 い」 は 一般家庭9 . 6 % 、 災害復興公営住宅 25 . 6% 、 仮
設住宅17 . 3 % だ っ た 。

〔精神面の健康状態〕

向調査で は何年10月 の 第 1 回調査 と 同 じ く 、 最近 1 カ 月 揖 (97年 9 月 一 10 月 ) の精神状
態、 を み る た め 、 P T S S - lO と 、 G H Q 30の 2 つ の尺度 を 用 い て 被災者の こ こ ろ の状態 を
尋 ね て い る 。

P T S S - 10 は 、 大災害や衝撃的 な 事件 を 体験 し た と き 、 そ れが精神 的 な 外傷 ( ト ラ ウ
マ ) と し て 残 り 、 事後 さ ま ざ ま な ス ト レ ス を 引 き 起 こ す r p T S D J ( 心 的 外傷後ス
ト レ ス 障害) と 呼ばれ る 症状 を 調 べ る も の だ。 10項 目 (最大10点) の 簡単 な 質 問 に対 し て
6 点j立、上 を 臨床 的 な P T S D の 可龍性の 日 安 に し て い る 。

ま た G H Q 30 は 、 う つ状態、 不安、 不眠、 イ ラ イ ラ 感、 恐怖 な ど神経痕状 を 含む全体的
な 精神面の健康度 を チ ェ ッ ク す る も の で 、 30項 目 (最大30点) の う ち 8 点以 仁が精神医学
上 、 「問題あ り 」 と さ れ、 一般の 日 本人の平均 出 現率 は 1 5 � 20 % と さ れて い る 。

P T S S 10の 反応、 を 居住条件加 に 、 第 I 回調査 と 比較 し た の が表10で あ る 。
(表10) P T S S … 1 0  

※ 6 点以上は 「問題あ り 」

P T S D の 可能性 の あ る も の は 、 仮設住宅で は前年の25 . 2 % か ら や や 減少 し た も の の 、
2 割の 人が 「 問題あ り 」 と さ れ て い る 。 一般家庭 は 前年 よ り や や減少 し て 13 . 9 % 、 災害復
興公営住 宅 は 17 . 9% だ っ た 。 ま た 、 P T S S 10の質問項 目 で、多 か っ た の は 、 「寝 っ け な か っ
た」 で 、 一般家庭、 復興住宅、 仮設住宅 と も 過半数の人が不 眠 を 訴 え て い る 。 次 い で 「 さ
さ い な 音や動 き に 過敏 に な っ たJ r イ ラ イ ラ し や す か っ た」 な ど。 仮設住宅で は 一般家庭
の居住者の 2 倍以 仁 の 人が 「 自 分 を 責 め て ばか り い る 」 と 答 え て お り 、 震災後 2 年 8 � 9
カ 月 経 つ で も な お心 の 傷 は 尾 を ヲ i い て い る 。
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(表11 ) P T 8 8 -1 0  最近 1 カ 月 に あ っ た こ と

人 と 活す る 会i に 乙 ら な い

災 を lよい ' H 'I すお 町 人 中約
災 に i刻 い 十 な夢 を 凡 る

日 分 を め て ばか り い る

ま た 、 G H Q 30の結果 で み る と 、 精神面の健康 に 問題の あ る ' 8 点以上J は 、 一般家庭
36 . 8 % 、 復興住宅42 . 8% 、 仮設住宅48 . 5 % だ っ た 。 いずれ も 日 本人平均 の 1 5 � 20% と 比べ
て な お 2 倍以上の高率 だ っ た 。 仮設住宅は前年 と く ら べて や や 減少 し た も の の 、 一般住宅
に つ い て は む し ろ 増 加気味で あ る 。

(表1 2) G H Q 30に よ る 精衿状態の ス コ ア

※ 8 点以上は { 問題あ り 日 本人の平均 は お�209も

P T S S - 10 と G H Q 30の 「問題あ り 」 の 人 々 を 年齢別 に み る と 、 一般家庭、 災害窪興
公営住宅で は ど ち ら も 40 � 50歳代が、 仮設住 宅 で は50歳代が ピ ー ク と な っ て い る 。 ま た 、
いずれの住宅で も 近親者 を 亡 く し て い る 人 ほ ど高率で現れて い る ほ か 、 自 分の健康状態 に
つ い て の 「 あ ま り よ く な い ・ よ く な い」 と 意識 し て い る 人や 、 い ま 何 ら かの 疾病 を 抱 え て
い る 人 ほ ど高 い 。

ま た 、 こ の被災世帯健康調査で は 、 と く に 仮設住宅 に 住 む 男 性の被災者の う ち 13 . 8 % が
酒量が多す ぎ た り 、 酒への依存震が強 い 「重篤 問題飲渦群」 で あ る 。 一般 人 口 で は 男性が
5 . 0� 7 . 1 % の 出 現率 な の に対 し て 2 倍 を 超 え る 割合だ。 災害復興公営住宅 の 男 性被災者の
1 1 . 1 % 、 一般家庭 の 男 性 の8 . 6 % と 比べ て も 高 か っ た 。 仮設暮 ら し の 長期化 に よ る ス ト レ
ス や疲労が背景 に あ る と み ら れ る こ と か ら 、 兵庫県 は こ の 調査結果 を 受 け て97年度か ら 訪
問指導の徹底 な ど仮設住宅被災者の 生活改善 を 重点 的 に 図 る こ と と し た。

2 . そ の他 の融藤調査 か ら
97年度 は 、 被災者の健康 に 関 す る さ ま ざ ま な 調売が実姉 ・ 報告 さ れ た 。 新 聞 各紙で伝え

ら れた 主 な も の は次 の通 り 。
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1 . 近畿大医学部助手、 沫田 ( な め だ) 康夫氏 (公衆衛生学 ・ 災害対策学) ら が96年春か
ら 夏 に か け て西宮市内 で 自 宅が全半壊 し た高齢者80人 を 訪問 面接調査 し た 結果、 自 宅
で被災 し た60歳以上の被災者の ス ト レ ス は 、 仮設住宅の 同 世代 の 入居者 と 同 じ レ ベ ル
で高 く 、 大半が不 眠 を 訴 え て い た こ と がわ か っ た (97年 8 月 30 日 、 日 本心 身 医学会近
畿地方会で発表) 。

2 . 神戸市が96年 11 月 か ら 災害復興公営住 宅 に 入居 し た4 ， 475世帯 に対 し て 実 施 し て き た
保健婦 に よ る 巡回訪問調査で、 「継続的 に 保健指導が必要」 と 認定 さ れ た 人 は931人 に
の ぼる こ と がわ か っ た 。 復興住 宅 は 仮設住宅の 高齢者の 入居 を 優先的 に 進 め て い る こ
と も あ り 、 高畠圧、 糖尿病、 循環器系疾病 、 過度の飲酒、 不規則 な 食事 の単 身者 も 多
か っ た (98年 1 月 11 日 神戸市発表) 0 

3 . 神戸市が96年1 1 月 末 に 岡市 内外の仮設住宅の全入居者 4 万9 ， 033人 を 対 象 に 実施 し た
健農調査 (郵送 ア ン ケ ー ト 、 有 効 問 答 3 万3 ， 414 人) で は 、 健康状態 に つ い て 「 お お
む ね舘康」 と 答え た 人 は 50 . 3% の 1 万6 ， 820人。 「持病があ る 」 と し た 人 は37 . 5 % の l
万三 ， 530 人 で 、 内訳は腰痛、 関節痛、 高血圧、 胃揚病、 心臓病、 呼吸器系疾患 、 糖尿病 、
肝臓病 と 続い た 。 現在通院 中 の 人 は I 万5 ， 266人、 入 院 中 は714人。 命方、 通 院 中 断 は
2 ， 754 人 だ っ た が、 そ の 半数が 「健康」 を 理出 に あ げ、 半数が 「治療費が心配J [""近所
に 医療機 関 が な い J [""商倒」 と い う 理由 だ っ た 。 ま た 、 飲酒量 に つ い て は 約 1 ， 400人が
「毎 日 3 合以上J と 回答 し 、 被災者の ア ル コ ー ル依存の深刻化 を 浮 き 彫 り に し た (97

年 5 月 12 日 神戸市発表) 0 

4 . 兵庫県立看護大学の井伊久美子助教授 (地域看護学) ら が神戸市西区 の仮設住宅入居
者 の う ち 健康 に 問題の あ る 512人 に つ い て 詳 し く 開 き 取 り し た 結果、 医者 に かか っ て
い な い 人20人、 受診 し た が定期 的 に薬 を 飲 ん で お ら ず不健康 な 生活 を 続け て い る 人78
人、 治療費 を 払 え な い な どで受診は 無理 と す る 人12入、 受診 を 中 断中 が23 人 な ど計 133
人が館康管理がで き て い な い状態 と わ か っ た (97年12月 6 日 、 第17回 日 本看護化学学
術集会で発表) 。

5 . 神戸大医学部の 松 田 宣子助教授 ( 地域看護学) ら が97年 1 � 1 1 月 末 に ボ ラ ン テ イ ア 看
護婦 と 神 戸市 中 央 区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド 第 7 仮設住 宅 の 入居者383 人 を 個 別 訪 問調査
し た結果、 8 割 に疾患があ り 、 う ち 半数が高血圧や糖尿病 な ど成人病。 66人が要治療
者 と 判 断 さ れ た が、 医療費 、 交通費 の負 担 な どで治療 を 中 断 し て い た 。 未受診者 と 合
わせて 要治療者の 4 割が通院 し て い な い実態が浮 か ん だ (98年 1 月 14 日 第 三 回神戸大
学医学部震災 シ ン ポ ジ ウ ム で発表) 。

6 . 上野易 弘 ・ 神戸大医学部助教設 (法医学) が97年 3 月 末 ま で に 157人 ( う ち 男性115人)
を 数 え た 仮設住宅の孤独死 に つ い て 調査 し た結果、 男 性の場合、 ア ル コ ー ル が関係 し
た肝疾患が死 因 の 36 % で ト ッ プ を 占 め 、 40� 60代 の 中 年男性的人 に 限 る と 40 % が肝疾
患 だ、 っ た 。 震 災前の例年、 神 戸 市 内 の 同世代の男性の孤独死 は 、 心血管疾患が ト ッ プ
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の39% で 、 ア ル コ ー ル性肝疾患 は21 % だ っ た の に比べ 2 倍 に増 え て い る こ と に な る (97
年 4 月 29 日 、 神戸市仮設入居者実態報告会で発表) 。

7 . 神戸市 と 芦屋市の調査で、 震災前の93年度 と 震災後の96年度 を 比べ る と 、 在宅の療呆
老人が 8 割以上 も 急増 し て い る こ と がわ か っ た 。 神戸市で は給食サ ー ピ ス や介護者へ
の助言指導 な ど支援対象の在宅痴呆老人 は例年 3 月 末現在4 1 1 人 だ、 っ た の に対 し て 、 何
年 7 月 末 に は774 人 に 増加。 芦屋市で も 94年 3 月 末で80人だ っ た の に何年同月 に は 148
人 に増 加 し て い た (97年 4 月 3 日 新聞報道) 。

震災後 3 年 の 97年度 に は 、 被災者の疾病 は 、 成人病や P T S D 、 ア ル コ ー ル依存症 な ど
内 向化 し 長期イとす る 数々 の実態 の ほ か、 経済的理由 や気力 の喪失 な どか ら 多 く の被災者が
治療 を 放置 し て い る 現状が浮 き 彫 り さ れた 。 仮設住宅の独居死や 自 殺 も 相 次 い だ。 災害精
神 医学や こ こ ろ の ケ ア の主主要性が改 め て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて い る O

こ れ ま でや や も す る と 仮設住宅 に 関心が集 ま り がち だ っ た被災者の医療 の 問題は 、 高齢
者が仮設 か ら 災害復興公営住宅へ移 る に つ れ て住居条件 を 問 わず広が り 、 一般住宅で の 高
齢被災者 も 仮設住宅同様 に こ こ ろ の傷が癒 え て い な い実態 も 報告 さ れ た 。 そ の 一方で、 仮
設住宅で は公営住宅の抽選か ら 外 れ た 高齢者が ま す ま す孤立化 し 、 病状が悪化 し 、 寝 た き
り 、 痴呆 な ど介護が必 要 な 高齢者が増 え る 傾 向 に あ る こ と も 指摘 さ れ た 。

震 災 3 年 の被 災 者 の 健康 は 保健 ・ 医療 の 分野 に と ど ま ら ず、 生活保護 や 地域 コ ミ ュ ニ
テ ィ ー づ く り 、 雇用確保、 人権、 住宅対策 な ど多角 的 、 総合的 な 取 り 組み がい っ そ う 重要
視 さ れ て き た 。

3 . 被災者の 自 立復興 と 保櫨 ・ 医療対策
被災者の生活再建 の 課題が個別化、 多様化 し て い る な か、 そ の対策 も 個別 的かつ多様化

し て い く O そ れ は 、 被災者の健康が精神 的 な ケ ア も 含め た 医療 レ ベ ル に と ど ま ら ず、 生活
全体か ら ア プ ロ ー チす る べ き 課題 に な っ た こ と 、 生活格差 の広が り か ら 、 被災者 を ひ と 括
り す る の で は な く 、 個別的事情 を 勘案 し て対処す る こ と がい っ そ う 必要 に な っ て き た た め
で あ る 。

兵庫県が阪神 ・ 淡路大震災復興基金 (理事長、 貝 原俊民 ・ 兵庫県知事) を 通 し て97年度
に 新 た に 実施 し た補助事業 の う ち 保健 ・ 医療関連の 主 な も の を 以 下 に 挙げ る O

た だ し 、 こ れ以外の被災者の 生活再建 に 関連す る 事業 は 、 「生活」 、 「住宅」 、 「福祉」 な
ど広範囲 に ま た がっ て お り 、 こ こ で は被災者の 「健康」 に 関 し て 眼定的 に 紹 介す る に と ど
め る O

〔鍵鹿づ く り 支譲〕

補助対象者 : 財団法人 「 ひ ょ う ご母 と 子の協会」 へ全額補助 (5 . 278万8 ， 000円 )
(事業 内容)
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1 . ラ ジ オ 体操 : 仮設住宅入居者 に対 し て 、 健康づ く り 推進員 の指導で、 毎 朝 ラ ジ オ 体
操 を 行 う

2 . 健康づ く り 指導 : T ラ ジ オ 体操の20 日 以上 の 出 席者 に公的健康増進施 設 の 利 用 券 を
提供、 V ふ れ あ い セ ン タ ー で10歳以上の健康 な 人 を 対象 に 月 I 自 の健
康づ く り 指導、 V健康 セ ン タ ー で40歳以上で腰痛 、 高血圧 な ど運動 を
必要 と す る 人 に 対 し て 毎週 2 回 の 運動 を 中心 と し た健康づ く り 指導

3 . リ ー ダ ー 養成研修 : 県 立健康 セ ン タ ー で健康づ く り の運動指導 リ ー ダ ー の 養成研修

〔健康ア ド バ イ ザ ー 設置〕

補助対象者 : 社 団法人 「兵庫県看護協会」 へ全額補助 ( 2 億5 . 576万2 ， 000 円 )
事業内 容 : 看護婦資格 を持つ 「健農 ア ド バ イ ザ ー 」 が仮設住宅及 び災害復興公営住宅の

入居者 を 個 別 訪 問 し 、 健康チ ェ ッ ク や健康相談 を 行 う 。

〔 い き い き ラ イ フ サポー ト 〕

補助対象者 : 13市町の 「社会福祉協議会J へ は ， 625万 円 )
事業内容 : ボ ラ ン テ イ ア の 「情報サ ボ ー タ ー J が災害復興公営住宅 な どの 入居 者 を 訪 問

し 、 話 し相手 に な っ た り 、 イ ベ ン ト な どの情報提供 ・ 参加 の 呼 び か け を 行 う 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ匪療相談〕

補助対象者 : 社団 法 人 「兵庫県医師会」 へ全額補助 (322万9 ， 409円 )
事業内 容 : 被災 し た 高齢者 た ち が仮設住宅か ら 恒久住宅へ移 っ た後、 環境変 化 な ど に よ

る 健康 の 悪化が懸念 さ れ る た め 、 地域医師会の医師 と 管内保健所の保健婦が
月 一 回 、 災害復興公営住宅の コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザで保髄所が実施す る 健農相
談 と 連係 し て 医療相談や講演 を 行 う 。 97年 7 月 一 98年 3 月 ま で延べ96 カ 所、
参加人数1 ， 557人対象の 毘療相談件数 と 内容は次の通 り 。

( 悶 3 ) コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ�療相談内容 (1'1数は主主複)
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そ の他継続の補助事業 は次の通 り

〔 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー運営〕

捕助対象者 : 社団法人 「兵庫県精神保健協会」 へ全額補助 ( 3 億1 ， 494万 円 )
事業内容 : 1 )  P T S D 等 に 関 す る 普及平等発、 2 ) 仮設住宅等への 巡 回 訪 問指導、 3 ) 

こ こ ろ の ケ ア 相談、 4 ) 語 ら い の場 の 運営、 5 ) 被災者同士 の 自 助 グ ル ー プ
の 育成、 ボ ラ ン テ イ ア の 活用 、 6 ) P T S D 等 に 関 す る 調査研究、 7 ) 専 門
家養成研修、 8 ) グ ル ー プホ ー ム 、 小規模作業所 の 運営委託、 9 ) そ の 他 「兵
庫県精神保健協会」規約 第19条 に 基づ く 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 設置 ・ 運営要
綱」 に定め る 事業 ( こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の活動内 容 は 本章 第 3 節一 2 で 紹 介入

〔 アル コ ー ル リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン事業〕

補助対象者 í兵庫県断酒連合会J へ全額捕助 (2 ， 726万 円 ) 0 98年度 か ら 財 団法人神戸
Y M C A が補助対象者 (実施主体) と な る 。

事業内 容 : ア ル コ ー ル依存症 の た め恒久住宅への 移行が困 難 な 単身者 に 対 し 、 社会的 自
立 を 促す た め の 「 ア ル コ ー ル リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン ホ ー ム J を 設量 ・ 運営。 グ
ル ー プホ ー ム に 入所 し て 生活 し な が ら 断酒 に 導い た り 、 小規模作業所で作業、
レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど を 通 し て 断器 の 訓 練 ・ 指導、 健康管理 な ど。

以上の被災者の保健 ・ 医療関連の各事業 の う ち 、 97年度の 日 玉事業の ひ と つ と さ れた 「健
康 ア ド バ イ ザ ー 」 の 内 容 に つ い て は 、 な お 詳 し く 紹介 し て お く こ と に す る 。

こ の事業 は 、 社 団 法 人 「兵庫果看護協会J ( 山 崎京子会長) が震災直 後 に 全 国 の 看護協
会支部 に 呼 びか け た 看護婦の ボ ラ ン テ イ ア 活動が母体で あ る 。 震災後 3 カ 月 間 で北海道か
ら 沖縄 ま で延べ5 、 000人が神戸入 り し 、 神戸大医学部保健学科、 兵庫県立看 護大学、 神戸
市看護大学、 神戸市看護大学短期大学部 と 協力 し な が ら 、 野戦病院 の様相 を 呈 し た被災地
の 病 院 や 仮設住宅で者護活動 を 実施。 同協会 は そ の 後 も 継続 し て仮設住 宅 の ボ ラ ン テ ィ ア
看護活動 を 続 け 、 98年 3 月 ま で最前線で の被災者の健康状態 を 克明 に記録 し て き た 。

阪神 ・ 淡路大震災復興基金の補助事業 と し て97年 7 月 か ら 始 め た 「健康 ア ド バ イ ザー 」
は 、 協会の ナ ー ス パ ン ク に 設録 し た在宅の看護婦、 助産婦、 保健婦の な か か ら 30代 、 40代
を 中 心 に 190人 を 募集。 協 会 の 非常勤嘱託 と し て 週 3 回程茂、 仮設住宅や 災 害復興公営住
宅 の 被 災者 を 訪問 し 、 専 門 職の立場か ら 健康チ ェ ッ ク や相 談 に 応 じ な が ら 各市 の保健所 に
連絡 し て被 災者 の 健康状態 を 伝 え る 役割 を 果 た す も の だ。

97年 9 月 l 日 か ら 98年 3 月 31 日 ま で 、 神戸市、 酉宮市、 芦屋 市、 伊丹市、 川 西市、 三 田
市 、 明石市、 加宮川 市 、 高砂市 の 仮設住 宅 と 復興住 宅 の 入居者総計 l 万7 ， 908人 を 訪問 し
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た 捺の健康状況 を 「平成10年度通常総会要綱 ・ 集会検討資料」 に ま と め て い る O
山 崎会 長 は 総会の仮設住宅看護活動事業報告 の な かで、 「平成 9 年度 は 行政 に よ る 住宅

対策が進 む に つ れ、 被災者の健康 を 取 り 巻 く 環境 は復興住 宅 に 転出 で き る 入 、 仮設住宅か
ら 出 る こ と の で き な い 人、 そ れぞれ に 問題 は よ り 複雑化 し て き た」 と 指摘 し て い る が、 現
場 を 訪問 す る 看護婦職 の 人た ち は、 3 年 を 過 ぎ た被災者た ち の 「二極分化」 に 悩 む ケ ー ス
も 多 い と い う 。

そ れは 、 ひ と つ に は被災者 と し て の 「被害者意識」 を い つ ま で も 抱 え て 自 立 の努力 を 放
棄す る 人々 に ど う 対応 し て よ い の か 、 と い う 問題で あ る 。 昼 間 か ら 集 ま っ て 酒 を 飲ん で い
る 人、 震災の 当 初 か ら 「 わ れ は被害者J と ばか り ボ ラ ン テ イ ア た ち に ト イ レ掃除 を さ せた
り 、 「弁当 が冷 た い」 と 丈匂 を い い つ の る 人 な ど被災者 を 取 り 巻 く 現実 は マ ス コ ミ で報道
さ れ る 以 上 に 重 く 、 複雑で あ る O 被災者の 自 立復興 を 促す は ずの援助や 看護活動 だが、 そ
の活動 に 従事す る 人 た ち は 白 分た ち の行為 と 成果 の 間 の矛 盾 に 悩 む 人 も 多 い と い う O

精神科医 の 野 田 正彰 ・ 京都造形芸構大学教授 は 、 震災直後 に í r何がほ し い かJ と た ず
ね て 「水や食料 を 』 と い う 被災者 に 応 え て ど っ と 物資 を 送 っ て も 、 こ れが本 当 に 求め て い
る も の と は 限 ら な い 。 暖かい場所で ゆ っ く り し た い と 思 っ て い る か も し れ な い 。 救援者 は
被災者 を 隔離 し て 「被災者 ら し く 」 ふ る ま う こ と を 求 め 、 か わ い そ う な 人 に し て し ま う 」
と 指摘 し て い る (95年 l 月 初 日 、 日 経新 聞 ) が、 仮設住宅 に 残 る 被災者の 自 立 は ど う あ る
べ き か、 バ ラ バ ラ に展 開 さ れて い る 多 く の援助制度 を い か に総合化 し て い く か が改め て 関
わ れて い る 。

兵産県 は98年 3 月 、 阪神 ・ 淡路震災復興計雨推進委員 会の総括提言 「創造的復興へ の 戦
略」 を 受 け 、 被災者 の 自 立復興 に 向 け て の き め細 か い 生活支援 を 謡 う 一方、 福 祉の ま ち づ
く り の 先 導 的 展 開 と し て 、 L こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー を 中 心 と し た 「 こ こ ろ の ケ ア 事業の

承継 と 発展」 、 2 . 保健医療福祉サ ー ビ ス を 総合的 に コ ー デ イ ネ ー ト す る 人材の確保な ど今
後 の 数 々 の 取組み課題 を 掲 げて い る 。

4 . 新 た な 環境汚染 ー ダイ オ キ シ ン 問題
被災地 に は 、 被災者の こ こ ろ の傷 と 同様、 生活環境面 に も 3 年が過 ぎ て も 「 過 ぎ去 ろ う

と し な い過去J が残 っ て い る O ア ス ベ ス ト や ダ イ オ キ シ ン な ど震災時 に環境 に ま き 散 ら さ
れ た 有害物質への懸念で あ る 。

〔深刻化す る ダ イ オ キ シ ン汚染)

震災査後、 倒 壊 し た ピ ル や建築物 の解体作業 に と も な い 、 発 ガ ン 性が指摘 さ れて い る ア
ス ベ ス ト (石綿) の 飛散が問題 に な っ た 。 震災 3 年 目 を 過 ぎ た 97年度 は 、 こ れ に 加 え て ダ
イ オ キ シ ン 汚染が学 者 グ ル ー プの 注 目 を 集め て い る O

ダ イ オ キ シ ン は 、 地上 に存在す る 化学物質の う ち も っ と も 毒性の強い物質 と い わ れ、 1996
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年 に ア メ リ カ で 出 版 さ れ た rOUR STOLEN FUTURE J (邦訳 「奪 わ れ し 未来」 ダ イ ア ン ・
ダマ ノ ス キ ら 著) で 、 人 間 や動物の体内 で ホ ル モ ン と 類似 し た 作用 を も た ら す 「環境 ホ ル
モ ン J の側面が取 り 上 げ ら れ て 以 来 、 全国各地の ゴ ミ 焼却場周辺の ダ イ オ キ シ ン 汚染問題
がマ ス コ ミ で大 き く 報道 さ れて き た 。 そ し て 、 こ の化学物質の毒性 に 対 す る 認識 ・ 関心が
高 ま る に つ れ、 阪神 ・ 淡路大震災 と ダ イ オ キ シ ン 類、 と の 関係が改 め て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ
る こ と と な っ た 。

塩素 と 石油化学が結 びつ い て 生 ま れ た有機塩素化合物 は 、 医薬 品 、 農 薬 、 各種プ ラ ス チ ッ
ク 製品 、 発泡ス チ ロ ー ル や ラ ッ プ な ど 日 常生活の分野で、数多 く 出 回 っ て い る O 塩化 ビ、 ニ ー
ル 製部 品 が使 わ れて い る テ レ ビや パ ソ コ ン な ど電化製品 も そ う だ。

ダ イ オ キ シ ン は 、 P C D D ( ポ リ 塩化 ジ ベ ン ゾ p ー ジ オ キ シ ン ) と 、 P C D F ( ポ リ
塩化 ジ ベ ン ゾ フ ラ ン ) 、 お よ び Co- P C B ( コ プ ラ ナ - P C B ) を 含 め て ダ イ オ キ シ ン 類
と 総称 さ れ る が、 P C D D と P C D F は と も に塩素が 1 � 8 個 ま で寵換が可能で、、 そ の化
学式の構造 の 違 い に よ っ て 、 P C D D は 75種類、 P C D F は 135穂類存 在 す る O も っ と も
毒性が強い と さ れ る r 2 、 3 、 7 、 8 四 塩化 ダ イ オ キ シ ン J は 、 サ リ ン の 17倍の急性毒
性 を も っ と い わ れ る 。

こ れ ら ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 殺菌剤 や 除草剤 の 副 産物 と し て 、 あ る い は 塩素殺菌や塩素漂
白 に よ っ て生 成 す る が、 大半 は 有機場素化合物製 品 の廃棄物や ゴ ミ を 摂氏800度以 lマ で燃
焼す る と き に 発生 し 、 大気 に排出 さ れ る 。 そ れが雨 と と も に 降 り 注 ぎ、 土壌や 地下水、 河
川 や 海 な ど環境 と 生態系 を 汚染 し 蓄積 さ れ な が ら 、 微生物や魚介類 、 農作物 に 吸収 さ れ、
食物連鎖 を 通 し て高濃度で人体 に 取 り 込 ま れて い く O

ダ イ オ キ シ ン が に わ か に 注 目 さ れて き た の は 、 そ れが毒 ガス の サ リ ン の 17倍 も の 致死性
毒性 を持つ だ け で な く 、 l ピ コ グ ラ ム ( l 兆分の l グ ラ ム ) と い う “ プ ー ル に 一滴" ほ ど
の 超微量で ヒ ト や他の動物 に作用 し 、 様々 な 障害 を 引 き 起 こ す こ と が知 ら れ て き た た め だ。
発 ガ ン 性や胎児 に 障害 を 与 え る 催奇形性 を は じ め 、 免疫細胞 の形成 を 妨害 し た り 、 免疫力
低下 に よ っ て 数々 の感染症や肝臓障持、 造血障害、 ガ ン 増殖 を 引 き 起 こ す。 さ ら に 、 人体
に 入 っ た ダ イ オ キ シ ン な ど化学物 質 は 極微量で ホ ル モ ン と 似 た働 き を す る 。 細胞表部 の ホ
ル モ ン 受容体に く っ つ き そ の 形 を 変 え る た め 、 本来の ホ ル モ ン がキ ャ ッ チ さ れ な く な る 。
そ の結果、 内 分泌系 に 影響 を 与 え 、 精子数 の 減少、 卵巣異常、 不妊 な ど生殖障害が現れ る
こ と がわ か っ て い る 。 強力 な 内分泌撹乱物質 の 一 つ で あ る O

阪神 ・ 淡路大震災で は神戸市長 田 区 の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工場や電器商庖街 は じ め広範囲
の 地域で大火災が発生 し た が、 震災後は倒壊家屋の麗材処理の た め 阪神 間 の 各地で約 4 カ
月 間 に わ た っ て 野焼 き が行 わ れ た 。 ダ イ オ キ シ ン 類研究の 第一人者、 摂南大学 ・ 宮 田 秀 明
教授の警告で野焼 き は 中 止 さ れ た が、 そ の後 も 簡易焼却炉で の 廃材処理が続 け ら れ た り 、
埋 め 立 て ら れた 。

摂南大学薬学部 (大阪 ・ 枚方市) の研究 グ ル ー プ は 、 震jL治、 ら 約 1 � 2 カ 月 後の95年 2
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月 と 3 月 に か け て 、 倒壊家屋の廃材が野焼 き さ れ て い た神戸市西区 、 西宮市 甲 子園浜、 尼
崎市武庫川 フ ァ ミ リ ー パ ー ク 、 宝塚市切畑の 各地点 と 、 神戸市長 田 区 の 火災現場の残灰 を
採取 し 、 ガス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で分析 し た 。

同 グ ル ー プが97年 6 月 、 東京 ・ 多 摩 で 聞 か れ た 日 本環境化学会 の 第 6 屈討論会で発表 し
た 資料 に よ る と 、 尼崎市武庫川 の野焼 き に よ る 焼却残灰 に よ っ て 、 廃材 1 g 当 り 92 . 2ng ( ナ
ノ グ ラ ム 10億分 の 1 グ ラ ム ) と い う 極め て 高濃度の ダ イ オ キ シ ン 類 が検出 さ れ た 。 こ れ
は ア メ リ カ の 森林 火災で発生 し た残灰 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 の250倍の 数値。

図 4 摂南大学研究 グ ル ー プの被災地の野焼 き 残灰の 分析結果 ( タ イ オ キ シ ン類量) 出 所 : 8 本環境化学会第 6
回環境化学討論会講演婆 旨 集 (97 . 6/4� 5)
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〔火災 ・ 野焼 き で飛散 し た ダ イ オ キ シ ン 〕
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ま た神戸市長 田 |え の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズお よ び電気製品販売庖 の 火災現場で は 、 通常の土
壌の510 � 2 ， 1 90倍 も の ダ イ オ キ シ ン 類 が生成 さ れ、 )司辺環境 に 放 出 さ れ た と 同 研究 グ ル ー
プは推定 し て い る 。

研究 グ ル ー プ の 太 田 壮一 講 師 の 試算 で は 、 100 g の廃材 を 燃や す と 約30 g の灰 に な る と
し て 、 尼崎市、 西宮市、 宝塚市 の 三市 の廃材 の 野焼 き だ け で 7 万9 ， 000 ト ン も の 焼却残灰
がで き 、 う ち ダ イ オ キ シ ン 類 の総発生量 は 70 . 7 g に も の ぼ る と い う ( ダ イ オ キ シ ン 類 の 内
訳 は P C D D が6 . 56 g 、 P C D F 58 . 3  g 、 Co- P C B が5 . 80 g ) 。 こ れ は 6 千 万 匹 以 上 の
モ ル モ ッ ト を 殺す こ と がで き る ほ どの猛毒で あ る 。

震災時の 火災面積や野焼 き の廃材量 と 残灰 中 の ダ イ オ キ シ ン 類の検出値か ら 摂南大学の
研究 グ ル ー プが推計 し た 主 な 被災地域の ダ イ オ キ シ ン類 を 、 最 も 毒性の強い ' 2 、 3 、 7 、
8 一 四塩化 ダ イ オ キ シ ン 」 に換算 し た濃度 ( T E Q ) は 下 図 の 通 り で あ る ( 単位 は ピ コ グ
ラ ム ) 。
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図 5 阪神大食 災 に伴 う 倒壊家庭廃材野焼 き お よ び火 災 に よ る 各種試料中 PCDDs、 PCDFs 、 Co-PCBs のふ3、
7 、8- TCDD 毒性等価換算濃度 (pgTEQ/g) 出所 「予防時報1 998- 1 94J

太 田 講 師 は 「残灰 よ り も 、 火災や野焼 き で飛散 し た飛灰の ほ う がは る か に 景 も 多 く 、 ダ
イ オ キ シ ン 濃度 も 高 か っ た は ず。 ア ス ベ ス ト や ダ イ オ キ シ ン 類の相乗効果で被災地住民の
受 け た発 ガ ン リ ス ク は 図 り 知 れ な い ほ どで し ょ う O ダ イ オ キ シ ン の毒性は 人体の免疫系 を
低下 さ せ、 性 ホ ル モ ン 変異や肝臓障害 な ど10年後初年後 に発症 し た り 、 子孫 に顕在化 し て
く る も の です 。 阪神大震災 は 過去最悪 の ダ イ オ キ シ ン 汚染事故 と い っ て い い 。被災地 の 人 々
は 、 こ れか ら 忍 び寄 る “緩慢 な死" と 戦わ な け れ ばな ら な い」 と 指摘 し て い る 。

〔環境庁の調査〕

一方、 環境庁 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 建築物 の解体撤去 に 伴 っ て 発生 し た廃材 な
どの処理 に 関 し て 数次 に わ た る 環境調査 を 行 っ て い る 。 う ち 震災関連で ダ イ オ キ シ ン 類が
測定対象 に含 ま れた調査は次の通 り 。
瞳 「廃棄物の野焼 き に係 る 大気環境モ ニ タ リ ン ク、調査」

調査実施 : 95年 2 月 27 日 � 3 月 8 日
対象地域 : 神戸市、 宝塚市、 西宮市の 各 1 カ 所 で 3 � 4 地点
調査項 目 : T ばい 埋 (二駿化窒素) 、 v特定物 質 (塩化水素 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ア ク

ロ レ イ ン 、 ホ ス ゲ ン 、 シ ア ン 化水素、 一酸化炭素人 V有害大気汚染物賞 (有
機塩素化合物 : ダ イ オ キ シ ン 、 ク ロ ル デ ン 、 P C B ) 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 、
ベ ン ゾ (a) ピ レ ン 、 は素の 13項 目

分析結果 : 野焼 き の実施地点周 辺 に お け る 有害物 質 の測定結果 は 、 一部や や高 い も の が
あ る が、 わ が 国 の 都市地域の環境濃度 の変動の範囲 に 入 っ て お り 、 直 ち に健
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康影響が問題 と な る よ う な レ ベ ル で は な い も の と 判 断 さ れ る 。 な お 、 や や 高
い濃度が観測 さ れ た地点で は 、 野焼 き に よ る 影響 を 受 け て い る も の と 考 え ら
れ る (95年 4 月 6 日 、 兵庫県 に よ る 記者発表資料) 0 

(表13) 廃棄物の野焼 き に係る 大気環境モ ニ タ リ ン グ調査結果

(調交実施95年 2 月 27� 3 月 8 H )  

震災で大量発生 し た木 ク ズ 、 瓦礁な ど廃棄物 は 、 直後 に は 主 と し て 野焼 き で 処理 さ れて
い た が、 有 害物 質の 発生 に よ る 周 辺大気環境への 影響が懸念 さ れ た た め、 95年 4 月 か ら 7
月 頃 ま で に順次 中 止 さ れ、 簡易暁却炉で処分 さ れた 。 環境庁 は 、 野焼 き か ら 簡易焼却炉へ
の移行 に伴 っ て 追跡調査 を 行 っ て い る 。
醒 「欝易焼却炉周 辺環境調査」

調査実施 : 夏季調査95年 8 月 21 日 - 9 月 初 日 、 冬季調査95年1 1 月 2 日 - 1 2 月 19 日 ) の 2
国

対象地域 : 北淡軒、 川西市、 調宮市、 芦屋市、 尼崎市、 神戸市 ( 4 カ 所) の 計 9 簡易焼
却炉 に つ い て 周 辺 各 3 地点 か ら 大気試料 を 採叡

調査項 目 : T特定物質 ニ シ ア ン 化水素、 一酸化炭素、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 塩化水素、 二
酸化窒素、 ア ク ロ レ イ ン 、 ホ ス ゲ ン V有得大気汚染物質等二二 有機塩素化合物

( ダ イ オ キ シ ン 、 ク ロ ル デ ン 、 P C B ) 、 ア セ ト ア ル デ ヒ ド 、 ベ ン ゾ ( a ) 
ピ レ ン 、 枇素

分析結果 : 全体的 と し て 、 簡易焼却炉 に よ る 大気環境への影響は 、 軽微で あ る も の と 評
価 さ れ た 。 結 果 は 、 各 地点 と も r N . D J (定量検 出 下 限値未満) か一般環
境 に お け る 濃度範囲以内 だ、 っ た 。

野焼 き と 簡易焼却炉の大気汚 染 に つ い て は 「問題な し」 と い う 結論 だ っ た が、 兵庫県生
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活文化部環境局大気課の 阿多修 ・ 副課長 は f95年 当 時 は ダ イ オ キ シ ン 類 の 明確 な環境基準
は な か っ た o N D (検出 さ れず) も 正確 に い え ば、 現在の 分析方法で は検出 さ れ な い 、 と
い う 意味だ。 ダ イ オ キ シ ン に つ い て は ま だ わ か ら な い こ と が多 く 、 日 本の 環境基準 は 国際
的 に遅 れて い る こ と は 確 か だ」 と 指摘す る O

厚生省 は97年 l 月 、 ゴ ミ 焼却場か ら 発生す る ダ イ オ キ シ ン に対す る 緊急、対 策 ガ イ ド ラ イ
ン を ま と め た 。 焼却場 か ら 排出 さ れ る ダ イ オ キ シ ン 類の指針値 を 、 2 、 3 、 7 、 8 一一四塩
化 ダ イ オ キ シ ン に換算 し て 1 m3 に つ き 80 ナ ノ グ ラ ム ( ナ ノ は 10億分の 1 ) と し た 。 環境庁
は97年 4 月 、 ダ イ オ キ シ ン 類 を 健康への影響 の 高 い 「指定物質」 に し 、 同 年 8 月 に大気汚
染 防止法 ・ 施行令 を 一部改正 し て 、 新 設 の 焼却炉 に つ い て は 1 rrì' 当 り 0 . 1 � 5ng ( ナ ノ グ
ラ ム ) 、 既設炉 は l 年 以 内 に達成可能 な 当 面の基準値 と し て80ng と し た 。
醒 ごみ焼却施設の追跡調査

兵庫県 は 震災 関連 と は 加 に 、 B 常 の ごみ焼却施設の排 ガ ス 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 に つ い て
環境庁の指導で96年度か ら 経年調査 を 実施 し て い る O

96年度 は 県下59 の 施 設 の う ち 緊急対策 の 判 断基準 で あ る 80ng - T E Q / N m3 を 超 え た
の は 、 宍粟環境美化セ ン タ ー (990ng - T E Q / N m3 、 再調査後210ng - T E Q / N m3 ) 
と 高砂市美化セ ン タ ー (96ng T E Q / N m3 ) の 2 カ 所。

恒久対策基準 を 超 え た施設は41 カ 所 に 上 っ た が、 宍粟環境美化 セ ン タ ー は 焼却施設 を 休
止 し て 最新型 を 整備 、 高砂市美化セ ン タ ー は 炉 の 改修工事 な ど改造 を 加 え た 結果、 ダ イ オ
キ シ ン 類濃 震 は大幅 に 改善 さ れ、 97年度の調査実施施設55の う ち 緊急対策基準 を 超 え た 施
設 は ゼ ロ 、 憤久対策基準 を 超 え た も の は34 カ 所 に 減少 し て い る O し か し 、 古 い 型 の 炉 も 多
く 、 1 m3 中 0 . 1 � 5ng の 新設炉の基準値 に は ま だ速い。
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rm--i出- こ こ ろ のヶア 一一一一一一
一

し 保設住宅 に顕在化す る 自殺、 ア ル コ ー ル依存症

〔独居死200人突破 、 臨 殺者相 次 ぐ 〕

震災後 3 年 1 カ 月 が経過 し た98年 2 月 17 日 、 兵庫県 と 大坂府の被災者向 け仮 設住宅や避
難施設 で の 独居死は200 人 に 達 し た 。 「兵庫県警な ど に よ る と 、 200人 の 内 訳 は 、 兵庫県198
人、 大阪府 2 人で 、 男 性136人、 女性は64 人 に な っ て い る 。 年代 ・ 男 女 別 で、 は 、 60代男性
が53人 と 最多 で 、 50代男 性35人、 70代男 性20人ーな ど。 死 因 で は 、 病死176 人 、 自 殺17人
な どで 、 ア ル コ ー ル依存 と 思 わ れ る ケ ー ス や 自 殺が 自 立 っ て い る J ( 1毎 日 新聞 J 98年 1 月
17 日 ) 0 

「独居死」 と は 、 仮設住宅や一時避難施設で暮 ら す独居者が誰 に も 看取 ら れ ず に死亡 し 、
数 日 後あ る い は 数 カ 月 後 に 遺体が発見 さ れて 警察が検死 を 行 っ た ケ ー ス を い い 、 一殻住宅
で の 死 亡 は 含 ま れて い な い。 独居死200人 目 は 、 神戸市の神仙寺仮設住宅の 浴槽 で た ん を
喉に 詰 ま ら せ て窒息死 し て い た73歳の女性だ っ た 。

4 年 日 に 入 っ て 目 立つ の が 自 殺で、 あ る 。 98年 l 月 9 日 に は 西宮市河原 町の仮設住宅で無
職男性 (35) が肝臓病 を 苦 に首 吊 り 自 殺 、 同 月 25 日 に は神戸市須磨 匿横尾 6 の仮設住宅で、
事業 に 失敗 し た こ と を 苦 に 男 性 (35) が首 吊 り 自 殺 、 2 月 4 日 に は神戸市北 区有野町の仮
設往宅で男性 (39) が首 吊 り 自 殺。 4 n 23 日 に は尼崎市西長洲 町の復興公営住宅内 で棋職
男 性 (81 ) が病苦 か ら 飛 び降 り 自 殺、 そ の 6 日 投 に は 同 じ住宅で無職男性 (67) が飛 ぴ降
り 自 殺す る な ど、 新 聞 で 報道 さ れ た だ け で も 年初 か ら 4 カ 月 間 で 5 件。 生 き る 希望 を 失 っ
た 人 の 悲劇 が相次い だ。

ま た 、 尼崎市の 仮設住宅で は 、 98年 l 月 21 日 、 息子が父 に 頼 ま れ て 絞殺 し 自 分 も 自 殺 を
図 っ た 事件 も あ っ た 。 「 同居 中 の 父親 ( 当 時87) に 依頼 さ れ首 を 絞め 殺 し た 、 と し て 嘱託
殺人罪 に 間 わ れ て い る 同 市食満 l の無職、 自 J l I 建治被告 (51) の初公判が20 日 、 神戸地裁
尼崎支部 で 開 か れた 。 白 川 被告 は殺害の事実 を 認 め た が、 弁護人の原 田紀敏弁護士 は 、 仮
設生活 を 2 年半 も 強 い る 国 の 「棄民政策」 に よ り 、 心 中 以外 に 選択の余地がな く な っ た も
の だ、 と 無罪 を 訴 え る 意見 陳述 を し たJ ( 1毎 臼 新聞J 98年 3 月 21 日 ) 。

〔 アル コ ー ル依存症〕

兵庫県 の 「被災世帯健康調査J で は久里浜式 ア ル コ ー ル症 ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト の尺度
を 用 い て - -般家庭、 災害複興公営住宅、 仮設住 宅 の 各被災者 に 飲酒状況 を 尋 ね て い る O そ
れ に よ る と 、 ま っ た く 問題の な い 「正常飲酒群」 と さ れ た の は A般家庭で73 . 4 % 、 毎興住
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宅で66 . 9% だが、 仮設住宅 は65 . 3% と 低い。 ま た 、 そ れがた だ ち に ア ル コ ー ル依存症 と は
い え な い に し て も き わ め て 問題 の 多 い 「重篤飲酒群」 は仮設住宅の男性が13 . 8 % 、 災害復
興住宅男性が11 . 1 % に上 っ て い る 。
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(図6) 男性の飲沼状況
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(表14) 久里浜式アル コ ー ル疲 ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト 結果

97年度兵庫県被災世帝健康調査か ら

ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト の 14項 目 の 設 問 を 男 性 に 限 る と 、 「酒 を 飲 ま な い と 寝っ け な いJ
は 仮設住宅16 . 6 % 、 復興住宅13 . 1 % 、 一般家庭9 . 5% 0 ，-毎晩 3 合以 上 の 晩酌 を す る 」 は 仮
設8 . 7 % 、 復興7 . 4 % 、 一般5 . 2 % だ、 っ た 。

兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の調べで も 、 ア ル コ ー ル依存症 な ど飲酒関連
の 相 談 は 、 95年度6 . 3 % 、 96年度7 . 5 % 、 97年度10 . 6 % と 年 を 追 っ て じ わ じ わ と 増 え て お り

(本節 2 の 「増 え る 悩 み 相 談」 で詳述) 、 災害体験の あ と の住居環境 の 変化 や 生活習慣の
変化、 将来設計の変化 な ど二次的要閣 も 加わ っ て 、 自 殺や ア ル コ ー ル依存 な ど こ こ ろ の病
い を 進行 さ せて い る 。 と く に仮設住宅入活者 は 、 生活の 基盤 も 仕事や 将 来 の 希望 な ど生 き
る 条件 も 弱 く 、 こ こ ろ の病 い は い っ そ う 深刻 で あ る O

神 戸 大学医学部上野易弘助 教授 (法医学) の チ ー ム が発表 し た 調査研究 に よ る と 、 「孤
独死の う ち ア ル コ ー ル性肝疾患 の 問題 は 、 社会 一般 に存在す る ア ル コ ー ル (依存症) の 間
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題が仮設住宅 に 於 け る 独居者の死亡 を 通 じ て顕在化 し た も のJ と い う O 向 チ ー ム は 「法医
学 の 立場 か ら す れ ば、 『孤独死』 と い う 形で の 一 人暮 ら し の 人 の 死亡 は 、 仮設住宅の独居
の 震災被災者の み に 起 こ っ て い る わ け で は な い。 孤独死は 震災が残 し た 重要 な 問題で あ る
こ と は言 う ま で も な いが、 震災以前 に も 独居者の 『孤独死』 は 起 こ っ て い た こ と も あ り 、
特 に 大都市 で は 年 間約 200件が発生 し て い た こ と に も 目 を 向 け る 必要 が あ る 」 と 指摘 し、

i í'高齢社会型震災」 は 、 高齢化 と 核家族化が進 む 日 本 の 社 会 に 潜在す る 、 独居 の 高齢者
と 有病者 に対す る 在宅医療 と 福祉 の あ り 方 を も 示 し て い る と 考 え ら れ る 」 と 述べ て い る O

2 . 増 え る 髄み相談- こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の活動報告か ら
財団法人 「 阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 は大震災か ら の早期後興 を め ざ し て95年 4 月 、

兵庫県 と 神戸市が設立 し た 。 国 、 県 、 神戸市 の ほ か宝 く じ収益金 な ど を 財源 と し て 、 被災
者の生活安定 ・ 自 立及 び健康 ・ 福祉の 増 進 を 支援す る 事業 を は じ め 、 住宅再建、 中小企業
の事業再 開 、 私立学校の再建な ど さ ま ざ ま な復興事業 を 資金面で支 え て い る 。

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 は被災者の心的外傷後ス ト レ ス 樟害 ( P T S D ) を は じ め と す
る 心の 問題 に 長期 的 に対応す る た め に 、 こ の復興基金か ら 拠出 さ れ た 資金 を 克 に 95年 6 月
に 設立 さ れ た 。 兵庫県精神保健福祉協会 を 運営主体 と し て神戸市兵庫 区 の 兵産 県荒田庁舎
内 に本部 を 、 さ ら に被災者 に対 し て個別相談や グル ー プ ワ ー ク な ど実践活動 を 行 う 「地域
こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 を 阪神 間 (西宮、 芦原、 伊丹、 宝塚、 尼崎) と 神戸 市 内 (東灘、
難 、 中 央、 長 田 、 須磨、 北、 西 、 兵産、 垂水) 、 淡路島津名 郡 、 大 阪 の 計16 カ 所 に 設寵 し
て 活動 し て い る 。

活動期 間 は95年度 �99年度 ま で の 5 年 間 に 限定 さ れ て い る が、 ス タ ッ フ に は精神科医、
臨床心理士、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ 一 、 保{建婦、 看護婦 な ど専 門 職 を 集め 、 被災者への個別対
応 と し て電話や来所、 訪 問 な ど に よ る 相談業務の ほ か、 専 門 の立場か ら ボ ラ ン テ イ ア や健
康 ア ド バ イ ザー の 看護婦 た ち への助言指導、 講演会、 講習会、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 被災者 と の
語 ら い の場 と い っ た グ ル ー プ活動 を 展 開 し て お り 、 被災者の み な ら ず、 支援者 の 活動 も 支
え て い る O こ の こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が毎年 ま と め て い る 活動報告書は 、 被災住民の こ こ
ろ の傷 を 映 し 出 す 貴重 な 資料 と な っ て い る 。

〔 こ こ ろ のケ アセ ン タ ー 3 年間の活動実績〕

震災後、 日 に見 え る 肉体的 な 疾 病 は年 を 経 る に つ れ て 減少 し て い る 代 わ り 、 被災者の心
の 病 い が顕著 な 増 加 を 示 し て い る こ と は 、 同 セ ン タ ー の活動実績か ら も う かが え る O

被災者 の相談業務 に 限 っ て み る と 、 95年度 ( た だ し95年 6 月 ~ 何年 3 月 ま で の 1 0 カ 月 間)
に 受理 し た相談延べ件数は計3 ， 624件。 し か し96年度 は 9 ， 526件 と 、 同 セ ン タ ー が周知 さ れ
て き た こ と も あ っ て 急増 し た 。 97年度 は l 万1 ， 670件 と な り 、 前年比22 . 0% の伸 び を 示 す
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な ど被災者の悩み は深 く 広 く 浸透 し て い る こ と を う かがわせ て い る O そ の 一方、 震災 に 関
連 し た 新規の相談 は 、 95年度が75 . 4 % 、 96年度74 . 6% 、 97年度60 . 2 % と 減少傾向 に あ り 、
相談内容に は 日 常の生活 レ ベ ル の雑多 な 問題が入 り 込ん で き て い る こ と を 示 し て い る 。

災害体験 は 、 自 分が生命の 危 険 に さ ら さ れ た り 、 悲惨 な 光景 を 見 た な ど の 衝撃が ト ラ ウ
マ (心 的外傷) と な る O そ れが慢性化す る と 後遺症 と し て P T S D や適 応 障害 を 残す一方、
家族や親 し い 人 を 亡 く し た 「対象喪失」 は 長 ら く 悲哀感情 を 5 1 き ず っ て 、 う つ状態 や 身体
症状 を 顕在化 さ せて い る O あ る い は ま た 、 災害体験の あ と 仮設住宅暮 ら し の 生活環境の変
化 や 、 何度 も 恒久住宅 (災害復興公営住宅) への抽選 に 落 ち る な ど将来 の 生活設計の挫折
か ら ア ル コ ー ル 依存症や適応樟害 を 起 こ し た り 、 う つ状態や 身体症状 に 現 わ れ た り 、 さ ま
ざ ま な 要因 が絡み合 っ て い る の が実情 で あ る O 仮設住宅 に は 自 力 で再建で き な い 「社会的
弱者J が取 り 残 さ れ、 疎外感、 孤立感や ル サ ン チ マ ン (怨念感情) が広 が り つ つ あ る 。

3 年が過 ぎ た あ と の 相談件数の増加 と 「 日 常化」 に つ い て 、 同 セ ン タ ー の藤 田 昌子 ・ 企
画調整課長 は 、 震災産後の 「 み ん な 被災者」 の 共生感の風化 を 指摘す る O 「被災者の 聞 に
生活格差が広 がっ て き て 、 そ れが不安や イ ラ イ ラ を 募 ら せ る 原 因 と も な っ て い ま す。 ち ょ っ
と し た 音や ゴ ミ の 出 し 方 で対 人 関係が ぎ く し ゃ く す る 。 非常時 に は家族か ら 「お 父 ち ゃ ん、
頑張っ て い る J と 見 ら れ た 一家 の柱が、 リ ス ト ラ や失職で頼 り な く 映 っ た り す る O 震災は
人 々 の 心 に 隠れ て い た 問題 を 一気 に顕在化 し た側面があ り ま す」 と い う O 時 間 が経つ に つ
れ て 、 震災体験の 上 に そ の 人の全人生 に 関 す る 相談が覆い かぶ さ り 、 被災者の こ こ ろ の悩
み は さ ら に謀雑 さ を 増 し な が ら 長期化 し て い る O

( 図 7 ) こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の活動実績 か ら 「棺談業務延件数」 推移
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95年度 96年度 97年度

(注) r来月号」 は 本部 と 地域 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 16
カ 所 ま で来所 し た 人 を 受付 け る も の 訪問」 は セ ン

タ ー の職員 や委嘱職員が仮設住宅 な ど を 訪 問 し た も の。
「移動」 は ふ れ あ い セ ン タ 一等での保健所の健康相談

持や イ ベ ン ト 開催時 に 移動相談 コ ー ナ ー で受付 け る も
のO 訪問や電話に よ る 相談が一貫 し て増 え続 け て い る 。

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー主催lrilll祭 シ ン ポ ジ ウ ム 「災子? と
ト ラ ウ マJ 神戸市産業振興セ ン タ 一 大 ホ ー ル (97年
10JJ 10 日 )
('災害 と ト ラ ウ マ」報告書)
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新規相談内容欄

セ ン タ ー で は 初 回 で助言 を 経了 し た 電話相談 を 除 き 、 新規の相談に つ い て カ ル テ を作成。
相 談 の 内 容 を 12 カ テ ゴ リ ー に 分類 し て 主 な 内容の 2 つ以 内 を カ ウ ン ト し て い る O

震災畿の95年度の新規相談の749件 (人) の う ち 、 「不安 ・ イ ラ イ ラ J を 訴 え る 人 が32 . 0 %
の ト ッ プで 、 次 い で 「 身 体的 問題J が22 . 0 % 、 「対人 関 係 ヒ の 問題J 21 . 4% と 続い て い た 。

3 年 間 の経過 を み る と 、 「不安 ・ イ ラ イ ラ 」 が第 1 位の ま ま 増加傾向 に あ る ほ か 、
「対人 関係 上 の 問 題」 、 「 う つ 状態J i ア ル コ ー ル 関連J も 増加 し て き て い る O

し か し 、
と り わ け 独

居死 と の 関係 に 関 心 の高 ま っ て い る 「 ア ル コ ー ル 関連J は97年度が前年 よ り 30 % 増 の 第 6
位 (10 . 6% ) に 上 が っ て き た 。 だが、 男 性 に つ い て は第 2 位 の 26 . 2% で、 震災体験 と ア ル
コ ー ル 依存 と の結 び付 き の深刻 さ を 浮 き 彫 り に し て い る O し か も 、 当 事者が こ の ア ル コ ー
ル 問 題 を 主 訴 に 相 談 に く る こ と は め っ た に な く 、 こ の 数字 は氷山 の 一角 と み ら れて い る O

97年度 に は 第 3 位 の 20 . 5 % に ま で に じ わ じ わ と 増 え て き て い る 「 う つ状態」 は 、 仮設住
宅か ら 復興住宅へ 引 越す な ど何 ら かの 目 標 を 達成 し た 後の こ こ ろ の 空洞 を 反 映 し て い る

の荷が下 り た と た ん の 「好転J 段 階 ほ ど む し ろ 自 殺 と 結ケ ー ス も あ る と み ら れて い る O
びつ き やす い と 指捕 さ れて い る だ け に 要注意であ る O

ま た 、 i p T S D 特有 の 症状J と し て 挙 げ ら れ た の は ご く 少数な が ら 、 他 の 項 目 に 紛 れ
て い る 可能性があ る こ と 、 震災後 3 年 を 経て も コ ン ス タ ン ト に新規相談があ る こ と な どか

と し て い る 。ら 、 同 セ ン タ ー で は 「長期 的 な 対応 の必要があ る J

( 閃 8 ) 年次別新規相談内容
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ほと15) 新規時相談内容の 3 年間の推移 と 属性別特性 (97年度分のみ)
(人数 ( % ) -� 

川
一川一
日
一日

仮設11 '(;
f l '主d

そのf也
(注 初 |切で助計終了 し た電話相談 は含 ま な い。 相談者 l 人 に つ い て 2 つ以内 の 相談内容 を 含 ん

で い る の で合計は 100% を 越 え る 。
「 自 宅」 に は災害復興公営住宅を 合む。

醐 新規相談の性7JIJ ・ 年齢別 ・ 住宅別特性

新規相談者の性別 は97年度が男 性31 . 2 % 、 女性68 . 8% 。 こ の 3 年 間 、 ほ ほ 3 対 7 で推移
し て い る 。 年齢別 で は97年度が20�49歳が32 . 6% と 初 め て 最多 と な っ た 。 65歳以上の相談
は 減少傾 向 に あ る 。 こ の 背景 に は恒久住宅 の 入 居 は高齢者 や 障害者が優先 さ れ る た め 、 若
年 ・ 壮年層 に は取 り 残 さ れ た控折感 や ス ト レ ス があ る と み ら れ て い る 。

男性の新規相談の と位 3 項 目 は 、 1 . 不安 ・ イ ラ イ ラ (26 . 8% ) 、 2 . ア ル コ ー ル 関 連 (26 . 2% ) 、
3 . 対人関係の悩み (24 . 9% ) 。女性は l . 不安 ・ イ ラ イ ラ (42 . 9 % ) 、 2 . 対人関係の悩み (37 . 4 % ) 、
3 . う つ 状態 (20 . 7% ) 0 年齢別 で は20歳�49 歳 の 若 年 ・ 壮年膚 が対人関 係 の 悩 み を ト ッ プ
に 挙 げて い る の に対 し て 、 65議 以 上 の 高 齢者 は 身体 的 問 題 (27 . 1 % ) が不安 ・ イ ラ イ ラ

(34 . 7% ) に 次 い で高 い の が 目 立 つ 。
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瞳 コ ン サ ルテ ー シ ョ ン 業務 と グルー プ活動

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー は 、 被災者の個別対応 と 並 ん で、、 支援の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プや
保鰻婦、 ケ ア付 き 仮設生宅生活援助員 、 自 治会、 ふ れ あ い 交番員 、 民生委員 、 健康 ア ド バ
イ ザー と い っ た 仮設住宅 に かか わ る 援助 者 に 対 し で も さ ま ざま な 助言指導 を 行 っ て い る O
こ の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 業務 も 95年度1 ， 471件、 96年度5 ， 013件、 97年度 5 ， 66 7 件 と 増加。
看護婦や保健婦 な ど専 門 資格 を も っ 熱心 な 人 ほ ど被災者の生活の現実 に 触 れて 悩 み 、 抱 え
き れ な い 重荷 を 背負 っ た り 、 被災者の依存心 を 助 長 し た り 、 本人が燃 え 尽 き 症候群 に 陥 っ
た り す る ケ ー ス があ る た め だ。 「熱意 だ け で かか わ る と 現実 に振 り 回 さ れて し ま う O 冷静
な プ ロ の 呂 が必要J と い う O

ま た 、 仮設住宅 に 閉 じ こ も り が ち な 高齢者や飲酒問題 を 抱 え た住民の こ こ ろ を 開放で き
る よ う 茶話会や健康講座 な ど語 ら い の 場づ く り や イ ベ ン ト 活動 に も 積極的 に取 り 組んで、い
る 。 市民向 け の 講演会、 ボ ラ ン テ イ ア な ど援助者対象の 講 習 会 ・ 研修会 を 含 む こ う し た グ
ル ー フ。活動 は 97年度で1 ， 298件、 延べ 2 万9 ， 375人が参加 し た 。

3 . い ま だ癒 え ぬ こ こ ろ の傷 一子供 と 教職員 、 消防職員 の P T S D
わ が国 で戦後最悪の都市災害 と な っ た 阪神 ・ 淡路大震災 の 「 そ の 後J は 世界 か ら も 関心

を 集 め て い る o 97年 5 月 に 早稲 田 大学 で 関 か れ た 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 ト ラ ウ マ か ら 復興へ
の 新 た な 提言J ( ハ ー バ ー ド大難民問題研究所、 早稲 田 大 ア ジ ア 太平洋研究セ ン タ ー 準備
室共催) で は 、 リ チ ヤ ー ド ・ モ リ カ ・ ハ ー バ ー ド 大難民問題研究所長が早大 と の共 同調査
結果 を 報告 、 高齢者や 身 障 者 な ど社会的弱者が心の傷 を 受 け やす く r s 年 間 の フ ォ ロ ー ア ッ
プが必要」 と 指摘 し た 。

こ の シ ン ポ ジ ウ ム の な かで西野直樹 ・ 神戸大講師 (精神神経科学) は 、 災害時の精神医
療 に つ い て 基本 的 な 法律 を 策定す る 必要性 を 強調 し た う え で 「精神躍療の シ ス テ ム が ま ず
兵庫県 に で き 、 こ こ がモ デル と な っ て全国 に 広 が っ て い く べ き 」 と し て 「 こ こ ろ の ケ ア セ
ン タ ー 」 を 地域 の 保健毘療 の モ デル に す る よ う 提案 し て い る ( r読売新聞J 97年 6 月 17 日 ) 。

ま た 、 97年10月 10 日 、 神戸市産業振興セ ン タ ー で 開 かれ た 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「災害 と ト
ラ ウ マ J (兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 主催) で は 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー
の岩井圭 司 医 師 が 「被災者、 と く に 仮設住宅 を と り ま く P T S D促進自子 な い し ス ト レ ス
は 、 決 し て 減少傾向 に な い。 む し ろ 増大途上 に あ る の で は な い か」 と 指摘 し 「個 々 の ト ラ
ウ マ の独 自 性、 文化的背景、 被災者 を 取 り 巻 く 状況 な ど を 広 く 考慮 に入 れ る 必 要 があ る 」
と 報告 し た 。

ア ル メ ニ ア 地震や ボス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ピ ナ紛争、 オ ク ラ ホ マ連邦 ピ ル爆破事件 な ど豊
な事例 を 手が け て き た米 カ ル フ ォ ル ニ ア 大 ロ ス ア ン ゼ ル ス 校の ロ パ ー ト ・ パ イ ヌ ー ス 教

授 (精神科生物行動科学教室) は 「 こ ど も と 災害」 の 観点 か ら 、 幼児期 、 学童期 に 悲惨 な
光景、 体験に さ ら さ れ、 高 度 の ス ト レ ス を 抱 え て い る 子供 た ち の 治療例 を 語 り 、 思春期 の
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青少年が十分 な ケ ア を 受け な い か ぎ り 、 悲惨な 成 人早期 を 迎 え る 懸念 を 指擁 し た 。
九段 中 野 ク リ ニ ッ ク の 中野幹三医師 は 、 95年 3 月 の 地下鉄サ リ ン 事件 の 被害者の症状を

紹介 し な が ら 「被害者の心 は サ リ ン の毒性そ の も の で は な く 、 サ リ ン と い う 毒物 の 意味 に
よ っ て傷つ く J と し て 、 ト ラ ウ マ が事後的 に 強化 さ れ、 そ れ に よ っ て P T S D が悪化 し 、
身体症状の恵、化 に つ な がる 点 を 明 ら か に し た 。

〔子供の こ こ ろ の傷〕

こ こ ろ の 問題の対応 を 誤 れ ば、 第 二 の災害 と し て 長期化 し かね な い だ け に 「被災者か ら
の 社 会学 的 な 開 き 取 り ・ 分析が重要J ( リ チ ヤ ー ド ・ モ リ カ ・ ハ ー バー ド 大難民問題研究
所長) と い わ れ る O 震 災直後か ら ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて き た ト ラ ウ マ や P T S D の 問 題 に
つ い て は 、 こ れ ま で児童 ・ 生徒 に 関 し で も 多 く の 調査研究が報告 さ れて い る 。

厚生省 の委託で兵庫県 と 神戸市が地震の l 年半後 に 実施 し た幼児期 の 心 と 体の ア ン ケ ー
ト 調査 も そ の ひ と つ O 向調査は被災地の神戸、 西宮、 明石三市の 0 - 6 歳 児 を 持 つ 8 ， 150

世帯 に被害状況や子供 の 状態 、 殺の子育 て 状況 に つ い て ア ン ケ ー ト し 、 神 戸大陸学部小児
科 ( 中 村肇教授) が横浜市 の 2 ， 000世替 と 比較 し な が ら 分析 し た 。

暗が り を よ く 怖がる 子供 は 、 被害の な か っ た 家躍が1 1 % な の に対 し 、 部 分損壊の家庭が
18% 、 建物が全壊 し た り 火災で焼失 し た家庭 は25% と 被災の度合い に 正比 例 し て増 え て い
る O す ぐ に 怒 っ た り 興奮 し やす い 子供 も 被害 の な い家庭 で は4 % 、 部分損壊家庭は 7 % 、
壊 ・ 焼失家庭 は 15 % と 次第 に増 加 し て い る 。 横 浜市 で は 6 % だ っ た 。 震災時の シ ョ ッ ク に
加 え て 、 親が生活再建 に 追 わ れ て 子供 に か ま っ て や れ な い こ と な ど も 原 因 と み ら れ る が、
家庭の被災の格差が幼児 の 心 に 影 を 落 し て い る ( r読売新聞J 98年 2 月 14 日 ) 。

兵庫県教委 が96年11 月 に ま と め た 「被災児童 ・ 生徒の鍵康」 に 関す る 調査 は 、 県 内 す べ
て の小 ・ 中 学校計1 ， 191校 8 分校 を 対象 に 同 年 7 月 1 日 時点 で実施。 前 年 同 時期 と 比べ て
震災の影響 で ケ ア を 必 要 と す る 児童 ・ 生徒が277人 も 多 い4 ， 089人 に 上 っ て お り 、 被害の大
き か っ た神戸市内 で は24 % も 増加 し て い た こ と がわ か っ た ( r産経新聞J 98年 3 月 7 日 ) 0

こ の ほ か 、 子供 た ち が受 け た 精神 的 な 影響 は 、 こ の 3 年間 で か な り 回 復 し た が、 い ま も
な お l 割 の児童 ・ 生徒が、 P T S D (心的外傷後ス ト レ ス 傷害) に 苦 し ん でい る こ と が、
京都医療少年院 の 菅原圭悟医師 ら 京都 ・ 姫路市 な どの精神科医、 臨床心理士 グル ー プに よ
る 調査 で 明 ら か に な っ た 。 調査は地震が起 き た95年の12月 と 97年12月 の 2 回 実施。 初 回 は
神戸市西、 北、 東灘区 と 淡路 ・ 津名 郡 の 小 、 中 、 高校生297 人 を 対象 に し 、 比較の た め 京
都市内 で も 191 人 に 同 じ 調査 を 行 な っ た。 2 回 目 は 東難 区 だ け で174人 を 調査 し た 。

菅原医師 ら が採用 し た の は米 国 で子供用 の P T S D テ ス ト と し て設 け ら れた r c P T  S 
D R 1 J o 世界の大規模地震の 際 に 用 い ら れて い る 国 際 的 な 調査 で 、 一 部 の 子供 た ち は 、
心の傷が一段 と 深刻化 し て い る こ と も 分か っ た 。 ( r神戸新聞J 98年 l 月 15 日 )
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〔教師 た ち の メ ン タ ルヘルス 〕

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 で は震災後 2 年 2 カ 月 経っ た97年 3 月 、 兵庫県 の公立学校教
職員 を 対象 に大がか り な 「 メ ン タ ルヘ ル ス 調査J を 行 い 、 98年 3 月 、 に ま と め て い
る O

大災害が起 こ っ た場合、 公立学校が避難所 と し て利用 さ れ る のが通例 で あ り 、 阪神 ・ 淡
路大震災 の 時 も 学校が長期 に わ た る 被災住民 の 避難生活の 場 に使 わ れ た 。 生 徒 の 安否の確
認 を は じ め 、 避難所の管理や避難者の救助活動 、 遺体の搬出 ・ 納棺 な ど に かか わ っ た教職
員 も 多 か っ た 。

こ の調査結果 は 、 自 分 自 身 も 被 災者で あ り な が ら 児童 ・ 生徒 に 対 し て は援助者 と な る 学
校教職員 の 受 け た ス ト レ ス の 強度 を 浮 き 彫 り し て お り 、 今後の 災害発生時の 避 難所の運営
の あ り 方や教職員 の役割 に 一石 を 投 じ て い る 。

調査は兵庫県 の 公立小 ・ 中 ・ 高等学校教職員 の う ち 、 l . 被災地 に あ り 震災後 に避難所 に
な っ た学校の教職員 、 2 . 被災地 に あ る が避難所 に な ら な か っ た 学校の教職員 、 3 . 被災地以
外の学校の教職員 の 3 グ ル ー プ を そ れぞれ学校単位で抽出 し 、 266校8 ， 07 1 人 に ア ン ケ ー ト
を 郵送、 5 ， 522人 の 回 答 (有効 回答率68 . 4 % ) を 分析 し た 。 回答者の プ ロ フ イ ー ル は 男 性
5l . 0 % 、 平均年齢4l . 9歳。女性49 . 0 % 、 平均年齢40 . 4歳。 地震 に よ り 被害 を 受 け た 者 は72. 8 % 、

(表16 ) 避難所の有無の影響
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30 . 2  6 . 0  

44 . 3  3 . 4  

29 . 5  6 . 6  

48 . 0  9 . 8  

u主 ) G H Q -30が 8 点 以 1:. の 者 は 、 ス ト レ ス 関迷障害が強 く 疑 わ れ、
ま た、 I E S ( 出 来事 イ ン パ ク ト ス ケ ー ル) が20点以 上の場合
に は、 タ判長後ス ト レ ス 葎害 ( p T S D ) が強 く 疑わ れ る こ と が
知 ら れて い る 。
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震災当 時勤務 し て い た 学校が避難所 に な っ た経験の あ る 者 は 全体の50. 5 % を 占 め て い た 。
向 セ ン タ ー の 岩井圭 可 医 師 は さ ま ざ ま な 角 度か ら 詳細 に 分析 し て い る が、 一例 と し て 、

避難所 の 業務 と ス ト レ ス の 関係 を 紹介 し た の が前頁の 表団で あ る 。
勤務す る 学校が避難所 に な っ た 者 の ほ う が強 い ス ト レ ス 反応 を 残 し て い る と は必ず し も

い えず 、 岩井 ら は 「教職員 の精神健康度 は 、 勤務先が避難所 に な っ たか ど う か よ り も 、
災 当 時 、 被災地内 の学校 に 勤務 し て い た か ど う か に よ っ て規定 さ れ る 部分 が大 き い」 と し 、
G H Q - 30 の 高得点者の比率か ら 「学校教職員 は平時か ら 強い ス ト レ ス に 曝 さ れた状況 に
あ る 」 と 指摘。 こ の調査の分析結果 を 次の よ う に 整理 し て い る O
1 . 震 災 の 被 害 の 大 き か っ た 地域 に 勤務す る 教職員 ほ ど評価尺震 の 得 点 が高 い 領 向 があ

っ た 。
2 . 非被災地域 の 学校 に 勤務す る 教職員 も 、 -般 人 口 の そ れ と 比べ て 著 し く 高 く 、 学校

教職員 は平時か ら 強い ス ト レ ス に さ ら さ れ て い る こ と が う かが わ れ た 。
3 . 震 災 時 の 個 人 的被災状況が深刻 だ っ た 者 お よ び、震災後 の 業 務 内容が過 酷 だ、 っ た 者 ほ

ど、 精神健康が低 下 し て い た 。
4 . 上記の 者 は 、 そ の後の生活で も 、 よ り 甚大 な ス ト レ ス に さ ら さ れや す い 傾 向があ る O
5 . 長期 的 な 精神健康の低下 を も た ら す 因 子 と し て は 、 震災後 の 業務 内 容 よ り も 偶 人 的

被災状況の ほ う が重要 と 考 え ら れ る O
6 . 勤務先 の 学校が避難所 に な っ た か ど う か に か か わ ら ず被災地 に あ る 学校 に 勤務す る

者 は 、 調査時点 で も 震災の 影響 を 精神健康面で こ う む り 続け て い た 。
7 . 被災状況 ・ 業務 内容が同程度 だ っ た 場合、 女性の ほ う が男 性 に 比 し て 評価 尺 度 の 得

点が高い傾向があ っ た。

こ れ ら の結果か ら 、 向報告書 で は 「学校教職員 は ト レ ー ニ ン グ を 受 け た プ ロ の救助者 ・
災害援助 者で は な い。 被災 し た児童 ・ 生徒 に 適切 な 教育 的援助 を 提供す る こ と が優先 さ れ
る べ き で あ っ て 、 教職員 た ち が本来の学校教育以外の責在や業務 を 担 う こ と は 最小 限 に と
どめ る べ き J と 述べ て い る 。

〔消防職員 の メ ン タ ルヘル ス 〕 ・ ・ ・ 第二次調査結果
こ こ で は 、 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー J が何年 2 月 に 次 い で、97年 3 月 に 実施 し た 消 防職員

の 追跡調査結果の 一部 を 紹介す る ( 第 1 次調査の概 要 は 「後興誌」 第 2 巻 に記載) 。
調査は 、 兵庫県 内33消 防本部 の 消 防職員 5 ， 103人対象の 第 l 次謂査 (有効 回答率93 . 7 % )

の う ち 再調査の協 力 を 得 た811人が対象。 自 記式 ア ン ケ ー ト に よ る 有効 回 答 は 521人だ っ た 。
「 ま と め」 に よ る と 、

1 .  ，.外傷性」 ス ト レ ス に よ る 心理面の影響で、 仕事 ・ 生活上 の 支 障 や 困 難 が 「 か な り あ っ
たJ ，.あ っ た」 と 感 じ て い た 者 は 震災直後か ら 6 カ 月 で は 合 わせ て40% 、 そ の 後時 間
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経過 と と も に瀬調 に 改 善額向がみ ら れ て い る が、 震 災後 l 年半 か ら 2 年 の段 階 で も
6 . 7% が支 障 や 国 難 を 感 じ て い た 。

2 r外傷後」 ス ト レ ス の 影 響 は さ ら に大 き く 、 救援活動 中 に生命 の危 険 や 悲'惨 な 光景 な
ど 「非常事態ス ト レ ス 」 に 強 く さ ら さ れた職員 は 、 震災後26 カ 月 経 っ た 時点 で も 、 な
お 21 . 3 % が P T S D 相当 事例 であ る こ こ が明 ら か に な っ た。 こ の比率は 、 非常事態ス
ト レ ス の 曝露が少 な か っ た者で は8 . 3% に と ど ま っ て い る の と 比べ2 . 6倍 の 高 さ であ る O

危 険 に さ ら さ れ た 消 防職員 は 、 長期 に P T S D 症状が残 る こ と を 示 し て い る O
ま た 、 震災後 に仕事に対す る 疑問 や 無力 感 を 感 じ る よ う に な っ た と い う 者が30 % に

上 り 、 消 防職員 の 精神保健 の 上で今後、 注意すべ き 点 と し て指摘 さ れて い る 。

(図9) 震災救援活動時非常事態 ス ト レ スの高曝露群 と 低曝露群 に お け る PTSD相当 事例の割合 (震災26 ヵ 月 後)
兵庫県男性消防職員;被災地内群と 単期派遣群
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1998年 2 月 25 日 付兵庫県記者発表資料 「平成 9 年度 被災世帯健康調資に つ い て 」 兵庫県健燦課
「手 さ ぐ り の l 年」 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 活動報告書平 成 7 年度 兵庫 県清新保健協 会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー

1996年 9 月
' 2 年 目 の活動 を ふ り か え っ て」 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 活動報告書平成 8 年度 兵療県精神保健協 会 こ こ ろ の ケ

ア セ ン タ ー 1997年12月

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「災害 と ト ラ ウ マ 長期的影響 と ケ ア の方 向性」 報告書 兵庫県精神保健協 会 こ こ ろ の ケ ア セ
ン タ ー

「教職員 の メ ン タ ル ヘ ル ス 調資」 兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 1998年 3 月

「兵庫県下消防職員調査結果報告」 兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー
「神戸大学都市安全研究セ ン タ ー研究成果報告会 発表論文集」 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 1998年12汚
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|第四節 災害救急医療 と 広域ネ ッ ト ワ ー ク
〔 災害医嬢 と 救 急医療〕

97年 6 月 、 摩生省保健医療局 国立病院治療共同研究 と し て ま と め ら れた 「大規模災害 に
お け る 緊急医療対策 と 国立病院の役割 に つ い て の研究」 で は 、 「災害医療」 と 「救急医療」
の概念 を 明確 に 区別 し て い る O 間報告書で は 、 災害医療 と は 「集団 を 対象 と す る 医療 で 、
突発的 に 起 る 社会的混乱の 中 で多数の傷病 者 に 対 し 、 限 り あ る 設備 と 限 り あ る 医療従事者
が時開 と 戦い な が ら 行 う 匿療」 と し 、 救急医療は 「社会機能が正常 な 状態 で少数の傷病者
に 対 し 多 数 の 医療従事者が治療 に 当 た る 医療 で あ る J と 位置づけ ら れて い る ( 国立誠館病
院 ・ 清水幸雄) 。

そ し て 災害医療 で は 「外科学、 蘇生学、 内科学、 衛生学、 疫学、 精神医 学 、 薬理学 な ど
か ら な り 、 独立 し た新 し い分野で は な く 、 全 て の 医療従事者が関 わ る も の」 な の に 対 し て 、
救急医療 は 「救急医学、 外傷学が基礎」 と な り 、 「災害医療の 中 に救急医療 は 存在 し で も 、
救急霞療の延長線上 に は災害医療は 存在 し な い」 と 断 じ て い る O

清水は 、 な お 「災害医療は通常の救急陸療 の 延長上 に は な い 特殊 な 状態 で あ り 、 限 ら れ
た 医療資漉 を 有効 に利用 す る た め 、 患者の選別 ( ト リ ア ー ジ) が必要 に な る 」 と 指摘 し て
い る O

ト リ ア ー ジ と は 、 眠 ら れ た 医療 従 事 者 や 設備 の な か で 多 数 の C P A 0 A (c a r d i o  
pulmonary arrest o n  arrival) 来 院時心肺機能停止 = を 含む 重症患者 に つ い て 、 助 け ら
れ る 可能性の あ る 者 を 選別 し て 治療 を 集 中 す る こ と だが、 治療者側 は 、 傷病者 を 即座 に 緊
急、治療、 待機治療、 救護所治療、 他 院転送、 死体安置所 と い っ た 方向へ振 り 分け る 上で の
的確 な 、 か つ 冷徹 な 判 定が追 ら れ る O

阪神 ・ 淡路大震災は 、 わ が閣 の災害毘療が根底 か ら 関 わ れ た痛 ま し い 「実験J の場で も
あ っ た 。 厚生省 は 震災後 ま も な く 「災害医療体制 の あ り 方研究会J (委員 長 ・ 山 本保博 日
本器科大学教授) を 発足 さ せて検討 を 重 ね 、 何年 4 月 に 報告書 を 提 出 し た が、 兵庫県 も
災査後の95年 2 月 か ら 「災害医療 シ ス テ ム 検討委員 会J (委員 長 ・ 小演啓次、 J l I 崎産科大
学教授) を 設置 し て 同年 7 月 、 報告書 を ま と め た 。

〔 阪神大震災の匪療 に お け る 教訓 〕

こ れ ら の論議 を 踏 ま え 、 97年10月 、 兵庫県保健部医務課長名 で作成 さ れた 資料 「兵庫県
災害救急毘療 シ ス テ ム に つ い てJ で は 、 阪神淡路大震災の 医療 に 関 す る 反省 ・ 教訓 を 次の
7 点 に集約 し て い る O
1 ) 第 一義 的 な 調整 ・ 指令 を 行 う べ き 県庁 、 市役所が被害 を 受 け 、 通信の 混乱が加 わ り 医
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療施設の被害状況、 活動状況 と い っ た情報収集が困難 と な っ た 。
2 ) 医療搬送 ニ ー ズ に 加 え 、 消 防 ・ 救援ニ ー ズ も 同 時 に あ り 、 併せて道路 の 被害や被災者

の避難等で大変 な 混雑 と な っ た た め に 、 円 滑 な ，患者搬送、 医療物資の供給が回難 と な っ
た 。

3 ) 医療施設 自 体は損壊 を 免れ て も 、 ラ イ フ ラ イ ン (水道、 電気等) が破壊 さ れた か 、 設
備 、 設備配管が損壊 し 、 診療機能が低下 し た 医療機関が多 く み ら れた 。

4 ) 一部の 医療機 関 で は 、 ト リ ア ー ジ の未実施の た め 、 医療資源が十分 に 活 用 さ れ な か っ
た 。

5 ) 寂神地域で は大地震 は 起 き な い も の と 信 じ 、 防災訓練や備蓄等の事前 の 対 策が不十分
で あ っ た 。

6 ) 現地 に 向 か っ た救護班の 配置調整、 避難所への巡回健康相談等が保健所で実施 さ れ評
価 さ れ た 。

7 ) 中 長期 的 に は 、 P T S D 対策 、 メ ン タ ルヘ ル ス 対策 お よ び感染疲対策、 生活環境が重
要 な 問題 で あ る こ と が明 ら か に な っ た 。

以 上 は 阪神 ・ 淡路大震災 の 残 し た 貴重 な 教訓 で あ る O こ れ ら の 認識 を 組 み 込 ん だ災害救
急医療 シ ス テ ム を い か に構築 し 、 万一の 時 に 備 え て 育 て ら れ る かが最大の課題 で あ る O

1 . 兵庸県 の 災害救急医療 シ ス テ ム 整備状況
兵庫県が整備 に 取 り 組 ん で い る 災害救急医療 シ ス テ ム は 、 震災時の混乱の 反省 を 踏 ま え

な が ら 、 「災害医療 シ ス テ ム 検討委員 会」 が95年 7 月 に ま と め た 報告書 を も と に 構築 さ れ
て い る O そ の基本的 な 考 え 方 は 検討委員 会報告 の な か で次の よ う に 述べ ら れて い る O

(1 ) 現行の 救急医療 シ ス テ ム を ベ ー ス に 、 平時 は 救急医療 シ ス テ ム と し て 稼働 し 、 かっ
災害時 に も 対応で き る シ ス テ ム と し て 構築す る O

(2) 二次毘療圏域 ご と に 災害医療情報の収集 ・ 提供 、 医療機 関や搬送機 関 へ の 指令 、 救
命救急 医療の提供、 患者の搬送、 医薬品等の備蓄等 に つ い て 総合的 な シ ス テ ム を 整備
し 、 そ の 中核 と し て 災害医療セ ン タ ー を 整舗す る O

(3) 隣接 し あ う こ次医療圏 間 の相互支援 ・ 補完 を 考庫 し て シ ス テ ム を 整備 す る と と も に 、
災害規模 に よ っ て は 、 近 隣府県等の支援が得 ら れ る も の と す る O

(4) 現在県 に お い て検討 さ れて い る 各種の事業計画 と 甑離 を き た さ な い シ ス テ ム と し て
構築す る O

兵庫県 の 災害救急医療 シ ス テ ム は 、 「災害医療」 が本賞 的 に 「救急医療」 と は性格 を 異
に し て い る と し て も 、 現実 に は併合的関係 (and / or) と し て捉 え ら れて い る こ と 、 そ の
う え で二次医療 国 の 充実、 通信情報網の重点的整備 と 広域 ネ ッ ト ワ ー ク 化、 中 核 と な る 災
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害甚療 セ ン タ ー の整備 な ど を 特徴 と し て い る c
平持の患者へ の 医療供給は 、 市 町 の 病 読 ・ 診療所 な ど開業医の 一次匿療 圏 が初期 医療 を

担 当 す る が、 災害時、 あ る い は救急時 は 二次医療闘が中 心 的 な 役割 を 果 た す。 こ の二次医
療圏 (神戸、 阪神 、 東播磨 臨海、 東播磨 内 持 、 i酉播磨 中 部 、 西播磨西部、 北但馬、 西南但
馬 、 丹波、 淡路の 10圏域) に は 、 大学病院 や 県立 ・ 市立病院な ど24時 間 対 応 の 緊急医療体
制 を 備 え た地域災害拠点病院が指定 さ れ、 さ ら に 災害医療の 中核 と な る 三次医療箇 へ と 至
る 階層 秩序 が描かれ る O そ し て そ れぞれの役割 を 分担 し な が ら 、 た と え ば、 市 町 も 患者 の
搬送途上 に 高 度 な 応急措遣の で き る 救急救命士の計画 的 な 養成 や 、 県、 二 次医療閤 内 の 医
師会 ・ 医療機関 と 連携 し て救急救命士 に 対す る 医師の指示体制 の確立 を 要請す る な ど、 全
医療機関 に 災害医療の視点 を 強化 し て い る C

ま た 三次医療国 は97年度現在、 救急医療体制 の 「最後の砦J と さ れ る 救命救急セ ン タ ー
機能 を 備 え た神戸大学医学部付属病院が中核 と な っ て い る O し か し 兵庫県 は 、 東部新都心
に 新 た に 国 の 特定 プ ロ ジ ェ ク ト と し て県立災害医療セ ン タ ー を 開設 し 、 神 戸 大医学部付属
病 院 に代 わ っ て 三次医療圏 の 要 と す る 計画 を 何年 6 月 に発表。 ま た 、 何年1 1 月 に は 二次医
療10圏域 に 12 の 災害拠点病読 を 指定す る な ど シ ス テ ム 整備 に取 り 組ん で き た (復興誌第 2
巻第五章第二節 に 紹介済み) 。 こ れ ら は 、 何年 に 全面見直 し ・ 修正 さ れ た 「兵庫県地域防
災計画」 の 第 3 章 一 11節 「災害医療 シ ス テ ム の 整備」 の な か に 盛 り 込 ま れ、 膨大な 防災体
系 の 一翼 を 拒 っ て い る 。

97年度 ま で の 主 な 整備状況 を 示す と 、 次 の 通 り で あ る O

( 3 病院が災害拠点病課の施設整備〕

12の指定災害拠点病 院 は平時 と 災害時 そ れぞれ に対応 し た役割 と ハ ー ド 、 ソ フ ト の整備
が求め ら れて い る 。 建物 、 医薬 品 や 医療機材の備蓄倉庸 、 自 家発電装置、 受水槽、 ヘ リ ポ ー
ト 、 底療器械等の 整備 に つ い て は 閣 と 兵藤県 か ら 3 分の l づ、つ の補助が受 け ら れ、 96年度
は神戸市立 中 央市民病院 と 赤穂市民病院が 自 家発電装置や 医療機器整備 な ど、 97年度 は こ
の 2 病 院の継続補助 に 加 え て 公立八鹿病院が医療機器等の 整備等で、 災害拠点病院 と し て
の補助 を 受 け た 。

〔 災 害拠点病院、 そ の他の病院の救護班設量状況〕

国 の 災害対策基本法第29条第 1 項で は 都道府県知事の 要 請 に 基づ く 救護班の 派遣が定め
ら れ、 全 国 で 棺 当 数の救護班が登録 さ れ て い る O 阪神 ・ 淡路大震災の反省 か ら 若干の改革
が な さ れ た が、 救護班の存在 は必ず し も 明確 に 理解 さ れて い る と は い いが た い 。

兵庫県地域防災計画第 3 編 「災害応急対策計画」 に は被災地への救援 ・ 救護活動が定め
ら れて い る ( 第 6 節) 。 “有事" の場合、 県 (医務課) は 「市町長か ら 要請があ っ た場合、
ま た は必 要 と 認め ら れ る 場合 は 、 関係機関 に対 し て次の要請 を 行 う 」 と し て 、
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ア . 災害拠点病院 を は じ め 、 赤十字病院、 県立病院、 国立病院、 公的揖院、 私 的 医療機
関 に対 し て救護班の編成 と 被災地への派遣要請

イ . 県 ・ 神戸市等 の ヘ リ コ プ タ ー 待機要請
ウ . 近隣府県 に対す る 救護班の編成 ・ 派遣要請 と 医療機関への患者受入 れ の 要請
エ 自 衛隊 、 海上保安庁 に 対す る 船艇 ・ 杭空機 に よ る 患者搬送 に つ い て の 待機要請
オ . 電 力 会社 に対す る 被災医療機関 の優先 的 な 復 旧 の要請 と 水道事業者及 び プ ロ パ ン ガ

ス 事業者 に対す る 医療機関への 優先的供給の要請
カ . 厚生省 を 通 じ た救護班の 派遣等の 要 請
キ . 兵庫県医師会、 兵塵県市立病院協会及び兵庫県看護協 会 に 対 す る 災害救援専 門 ボ ラ

ン テ イ ア ( 医療 ボ ラ ン テ ィ ア ) の 派遣要請 (以下略)
が定め ら れて い る O

こ の有事の 「 医療救護班J の 派遣 は 、 と く に 二次臨嬢圏 で指定 さ れた 12の 災害拠点病院
の指定要件の 一 つ で も あ る が、 救護班 は 1 班 に つ き 監部 l 名 、 看護婦長 1 名 、 看護婦 (士)
2 名 、 事務官 1 � 2 名 の計 5 人� 6 人で構成 さ れ る o 97年10月 現在 の 各病院別 の 救護瑳数
は次の通 り で あ る O

(表17) 病院別救護班数
1 . 災害拠点病院

神 戸

阪神

東橋廃臨海
*扱機内陸

間播草寺 中 部

宇中) ' 大医学部付属 病 院

兵庫医科大学病院

I，\t ;'/:!JI1 r'í 1 1 1 病 院

関脇市立問脇病院

県立姫路循環捺病セ ン タ ー

掠務赤 十'.):)持続;

荷揚隣西部 i 赤穂 rlíl\':病院

北jlUも うと 命 懸 附 病 院

jílj p令官1烏 公 立 八鹿病院

丹波 民L
淡路

言十

2 . 日 本赤十字社
災筈拠点病院の姫路赤 十字病院分 ( 6 班) を 除 く 県支部、 柏際、 須磨、 神戸、 中 町 と

在郷救護員で、 先発救護班 4 、 増援救護班 5 涯の計 9 班

3 . 県立病院
災害拠点病院の加古川 、 姫路循環器病セ ン タ 一 、 柏原、 淡路の計8班 を 除 き

尼崎病院3、 塚口病 院2、 頭営病続2、 こ ど も 病院2、 成 人病 セ ン タ �2の計11班
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4 . 国立病院 ( 災害拠点病院の神戸大['f、学部付属病院の 8 lJJ を !な く )

5 . 公的病院等 (災手，拠点病院の�NJj Î iii立中央市民病院 な ど公的 5 病院計 6 班 を 除 く )

〔 災害救援専門 ボ ラ ン テ ィ ア等の整備〕

阪神 ・ 淡路大震災で は全国各地や海外か ら 集 ま っ た ボ ラ ン テ イ ア の 人 々 の 活躍が 目 だ、 っ
た 。兵庫県 は こ の貴重 な経験 を 生か し 、 震災 1 周 年の何年1 月 17 日 、 災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ
ア を 発足 さ せ た 。 被災者の救急 ・ 救助活動や避難誘導の支援 に あ た る 「救急 ・ 救助 ボ ラ ン
テ ィ ア 」 、 医療活動や 病 院 で の 医療支援の専門性 を 持つ 「医療 ボ ラ ン テ イ ア 」 、 避難所の 要
介護者へ の対応の 「介護 ボ ラ ン テ イ アJ の ほ か 「手話通訳 ボ ラ ン テ イ ア 」 、 建物の倒壊、
落下 の 危 険 を 調査判 定す る 「建物 ボ ラ ン テ イ ア 」 、 専 門 ボ ラ ン テ イ ア た ち を j般送 し た り 、
資材や義援物資の輸送 に 当 た る 「輪送 ボ ラ ン テ イ ア」 な どで あ る O

愛知県 で は す で に 災害時の ボ ラ ン テ イ ア 登録制度 を 設 け て い る が、 兵庫県 の 制 度 は 、 規
模 も 大 き く 、 ボ ラ ン テ ィ ア の無績の 善意 に 依存せず に交通費 、 食費等 を 県 が負 担す る 先進
的 な 制度。 98年 1 月 か ら 始 ま っ た 二期 日 で は 、 医療 ボ ラ ン テ イ ア と し て新 た に 、 語科医師、
歯科衛生士、 歯科技工士、 理学療法士、 薬剤 師 、 作業療法士の登録 を 実施 し 、 98年 1 月 現
在 の登録者総数 は 1 ， 350人、 医師、 看護婦、 事務職 3 人構成の 医療チ ー ム 14、 ト ラ ッ ク 116
台 、 パス 1 1 台 、 船舶 2 隻 と な っ て い る 。

〔 災害医擦 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 〕

災害救急医療 シ ス テ ム 主主備の一環 と し て 、 97年 4 月 、 災害拠点病院 (12) に は 災害医療
コ ー デ イ ネ ー タ ー が置 か れ た 。 災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、 災害時 は 限 ら れ た 医療資源
を 有効 に利 用 す る た め に 、 患者 を 緊急治療か待機治療か救護所治療かの優先度 を 判 定 し た
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り 、 他病院や モ ル グ (死体安置所) に搬送す る よ う 指示す る な ど患者の選別 ( ト リ ア ー ジ)
の 重 要 な 役割 を 担 う ほ か、 患者の受入れや医療マ ン パ ワ ー の確保 な ど を 決定す る 中心的存
在 と な る 。 97年10月 現在、 12の災害拠点 病 院 で 、 副 院長、 部長、 医長 な ど38 人の 医師が選
任 さ れ、 神 戸大学医学部付属病 院 で 医療救護班の派遣毘師 と と も に災害医療研 修 を 行 っ て
い る 。

〔 災害医揮セ ン タ ー 計画の現状〕

一方、 県立災害医療セ ン タ ー (仮称) は 、 大規模災害 時 に も 診療機能が維持で、 き る 耐震
構造や大容量 自 家発電装壁、 貯水槽 な どの 防災設備や医薬 品 、 食糧 、 水、 L P ガス な どの
備蓄セ ン タ ー を 備 え る 。 ま た 車両の み な ら ずヘ リ ポ ー ト 輸送や船舶 に よ る 海上 輸送で、被災
地か ら の 多数の患者の受入れや他府県の 医療機関への転送 も 受け持つ。 平時 に は兵庫県の
救急医療の 中核施設 と し て 、 災害時 に は手術 や掛滅症候群法、 へ の 血液透析 な ど高度救命
救急、セ ン タ ー の機能 を 備 え る も の と し て計両 さ れた 。 東部新都心で2001 年 開設 を 目 指す基
本計画 を 策定、 神 戸市 内 の 2 つ の 赤十字病 院 を 統合移転 し て災害医療セ ン タ ー と す る 方向
で調整 し て い る も の の 、 財政難等で計画 は遅れて い る 。

兵庫県 の 後藤武 ・ 保健部長は新 聞 の イ ン タ ビ ュ ー に答 え 「 国 の 特定 プ ロ ジ ェ ク ト に指定
さ れた ヘ ル ス ケ ア パ ー ク 、 災害医療セ ン タ 一 、 日 赤病 院 の 移転 ・ ・ ・ 。 ソ フ ト で も 、 災害
医療セ ン タ ー に ど れ だ け専任 の 医 師 を 配置 で き る かが、 こ れか ら の 課題 と な る 」 と し て い
る (97年 4 J] 9 R 、 神 戸 新 聞 )

〔兵庫県広域災害 ・ 救急医樺r情報 シ ス テ ム の入力訓練〕

96年12月 に 稼働 し た 「兵庫県広域災害 ・ 救急医療情報シ ス テ ム J に つ い て は 、 98年 6 月
現在 ま で 3 屈 の 入力 訓 練が実施 さ れた 。 こ の シ ス テ ム は 、 震災時の通信 の混乱、 回線の不
足、 情報の 断絶 な ど苦い教訓i か ら 、 災害時 に も 的 確 な 医療情報の提供や患者搬送の指示が
行 え る シ ス テ ム と し て再構築 さ れた も の ( シ ス テ ム の概要 は復興誌第 2 巻 に 掲載済み) 。

神戸市 中 央 区 の 県 医 師会館内 に 設 け ら れた 「兵車県広域災害 ・ 救急医療情報セ ン タ ー」
は 将来構想、 と し て 、 県災害対策本部 は じ め 、 国 の 機 関 、 自 衛隊、 海上保安庁 、 他府県や市
町村災害対策本部 、 県下各消 防本部 と 衛星 回線で結ぶ 「災害医療情報指令セ ン タ ー 」 と な
る が、 ま だ進化の段階で あ り 、 基本的 な 運用 訓練 と し て年 2 回 の 入力 テ ス ト を 行 っ て い る O

各医療機関 は 、 診療科 目 、 空 き ベ ッ ド数、 入 院患者男 女別 な ど通常の 診療応需情報 に 加
え 、 災害モ ー ド と し て 「医療機関 の被災状況J r患者転送要請状況J r医薬 品等備蓄状況J r ラ
イ フ ラ イ ン 情報J r受入 れ可詑患者数J rl豆療ス タ ッ フ 要 請 ・ 提供数」 な どの 情報項 目 を 入
力 す る が、 入 力 率 と は 、 こ れ ら の情報が端 末 に き ち ん と 入力 さ れた か ど う か を み る も の 。
シ ス テ ム 開発 は N T T デー タ 通信 (株) が当 た っ た が、 こ れ ま で 3 回 の テ ス ト で は医療機
関 の 担 当 者が交替 し た り 、 端末が故障 し て い た り 設定不良で、入力 で き な か っ た り な どで錬
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(jと18) 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の運用訓練
入力d不 ( % )

度 に ば ら つ き があ る O
兵庫県医務課で は 「 コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ ト を 組む と き の想定 と 実際 と の ズ レ は あ る O 訓

練 を 重ね 、 シ ス テ ム ・ パ グ を ひ と つ ひ と つ つ ぶ し て 全国一 ま で完成度 を 高 め て い き た い」
と し て い る O

〔近畿 2 府 7 県の震災時等の相互応援協定〕

けと害救急医療 シ ス テ ム 検討委員 会」 の 基本 的 な 考 え 方の 中 で 「災害規模 に よ っ て は 、
近隣府県 等 の 支援が得 ら れ る も の と す る 」 と い う 広域支援体制 に つ い て は 、 震災 1 年後の
何年 2 月 、 兵庫県 は福井県、 三重県、 滋賀 県、 京都n守、 大阪府、 奈良県、 和 歌 山 県 、 徳 島
県 の 近畿 2 府 7 県 と の 間 で 「震災時等の相互応、援 に 関 す る 協定」 を 締結 し た 。 府県 は 毎年、
災害応急、活動 の合同訓練 を 実施す る こ と に な っ て い る O こ れ は 災害対策基本法第 8 条 に 基
づ く も の で 、 地震等で被災府県が十分に被災者の救援等の応急措置が実施で き な い場合、
他府県 に応援 を 要請す る も の だ。

兵庫県が被災 し た場合、 応援 を 求 め る 主 な 相手先は大阪晴、 次 い で 徳 島県 と な る O 大阪
府が被災 し た場 合 は 、 兵庫県が応援主管で奈良県が副主管 、 徳 島県が被災 し た場合の応援
は 兵庫県が主体で和歌 山 県が副主管 と い う よ う に 、 地理的 な 近接府県がメ イ ン と な る O

以 上 の 兵庫 県 の 災害救急医療 シ ス テ ム は 、 災害時の 「憲法」 と な る 兵庫 県地域防災計画
や他の 各種事業計画 と 整合性 を 保 ち な が ら 進化 し て い く も の だが、 上位計画 で あ る 地域防
災計画 は 各事業の進捗状況や制度改正 な ど を 反映 し て何年 1 月 、 震災後 2 度 目 の修正が加
え ら れた 。 修正点 の 特色 は 、 地震の被害想定 に つ い て初 め て 死傷者数 な ど本格 的 な 被害規
模 を 想定 し た こ と 、 97年 1 月 の ロ シ ア タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号J の重油流 出 事故の教訓 を 生
か し 、 海上災害の諜題 を 計 画 に 盛 り 込ん だ こ と な どで あ る O

地震の想、定被害 は 、 例 え ば 「有馬高視構造線~ 六 甲 断層 帯地震」 の場合、 地震規模 を マ
グ ニ チ ュ ー n . 7 と し 、 建物全壊数日万5 ， 086、 半壊数14万4 ， 066、 避難者数40万5 ， 146人、
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焼失棟数 6 万 7 ， 542、 季節問、 時 間 帯別 の 最大死者数は 1 万2 ， 073人 (冬の 18 � 19 S寺) 、 負
傷者数は最大 6 万2 ， 01 1 人 と な っ て い る 。

こ の 県地域防災計 画 の 第 二次修正 に は 、 医療 ボ ラ ン テ イ ア の分野 に 新 た に 、 歯科医師、
歯科衛生士、 歯科技 工士、 理学療法士、 薬剤 師、 作業療法士、 手話通訳が追加 さ れた。

2 . 神戸甫匿嬢儲報 ネ ッ ト ワ ー ク
災害救急医療 シ ス テ ム の 一環 と し て 、 財団法人!坂神 ・ 淡路大震災復興基金 か ら 97年度 に

新 た に 事業補助 を 受 け た も の に 「神戸市医療情報 ネ ッ ト ワ ー ク 」 があ る 。 こ れ は 、 震災直
後の情報通信 の 混乱 を 苦 い教訓 と し て 、 社 団法人兵庫県ム私立病院 協会神戸支部が緊急時の
連絡体制 の 整備 に デジ タ ル無線に よ る 医療機関 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 決定 し た の が き っ か け
だ、 っ た 。 そ の 後神戸市が運用 主体に な り 、 私立病院協会神戸支部 の ほ か各区 、 休 日 急病電
話相談所、 神戸赤十字病院、 神戸市医師 会、 岡 市歯科医師会、 岡 市薬剤 師 会 な ど106 カ 所
が参加。 デ ジ タ ルM C A ( マ ル チ ・ チ ャ ン ネ ル ・ ア ク セ ス ) 無線 を 使 っ た 医療情報ネ ッ ト
ワ ー ク を 稼働 さ せ た 。

デジ タ ル 無線装置 は 1 台40万 円 。 神戸市 と 復興基金が各10万円 を 隈度 に補助 し た が、 UJ
間部の電波樟害地 は さ ら に ア ン テ ナ設置が必要 と な る 。 デジ タ ル無線 は タ ク シ ー 無線 と 同
じ く 、 音声通信や メ ッ セ ー ジ伝送、 品斉通信が可能で、 神戸市で は こ の ネ ッ ト ワ ー ク を 、
岡市地域妨災計画の 「 災害時救急医療 シ ス テ ム 」 の メ ン バ ー 相互の通信手段 と し て 、 ま た
「兵庫県広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム 」 の パ ッ ク ア ッ プ機能 と し て位置づ け て い る 。
担当 の 同市保健描祉局保健医療課は 「有様の 電話や パ ソ コ ン 通信が寸断 し た場合、 頼 り

に な る 。 そ れ と 、 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に は 区単位の き め細 か な 医療機関が参加 し て い る の で 、
非常時の現場 で は 威力 を 発揮す る は ず」 と 、 兵庫県の広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム と
の違い を 説 明 。 98年 8 月 26 日 に一斉通信 な ど テ ス ト を 実施 し た が 「今後 も 年 2 回 程度訓練
し な が ら 習 熟 し て い き た い」 と 話 し て い る 。

3 .  災害マ ニ ュ ア jし整鱗
厚生省 は 震災後、 医療機関 に対 し て 災害マ ニ ュ ア ル 整備 を 指導 し た が、 兵庫県医務課の

調べで は98年 3 月 現在、 兵庫県下の 医療機関 で 災害時の侍 ら かの マ ニ ュ ア ル を 整備ー し て い
る の は50 % 強 。 半数が未整備 の ま ま だ。

〔 マ ニ ュ アル作成の指針〕

医療機 関 の災害対応、マ ニ ュ ア ル に つ い て は 、 97年 6 月 に厚生省保健医療局 国立病院部の
国立病 院治療共 同研究 と し て ま と め ら れた報告書:に マ ニ ュ ア ル作成の手引 き が紹介 さ れて
い る ( 前掲 「大規模災害 に お け る 緊急医療対策 と 国立病院の役割 に つ い て の研究J ) 。

研究班の 定任研究者、 村 山 良雄 ( 国 立 明 石病院) は 阪神 ・ 淡路大震災の体験 を 踏 ま え て
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緊急医療対応 マ ニ ュ ア ル の検討項 目 と し て 2 点 を 挙げて い る 。 そ の 要点 を 抜粋 し て紹介 し
て お く 。
1 ) 基本姿勢 ・ 方針

災害が発生す れ ば職員 、 特 に 医療職 は 自 主 的 に 病 院 に 参集す る こ と と 、 被災地の病院で
は全資産 を 災害医療 に 充 て る と い う 事前合意が必 要 で あ る 。 ま た 、 待つ の で は な く 積極的
に行動 す る 必要があ る 。 周辺地の施設で は 積極 的 に患者受入 れや救護班 を 派遣す る 。

指揮、 命令系統 も 事前 に確認 し て お き 、 指揮者 を 複数順位 を 付 け て任命 し て お く 。 災害
発生がわ か れ ば、 指揮者 は 非常事態 を 立 言 し 、 院内放送や 緊急連絡網で伝達す る 。 指揮者
は 専 門診時科 目 や通勤時 間 、 通勤手投手 を 考恵 し て 各病院毎 に独 自 に任命 し て お く 。

震災等 の大規模 ・ 広域災害 で は 職民 自 身 も 被災 し 、 マ ン パ ワ ー の低下 を き た す場合 を 想
定 し 、 概ね全職員 の50%程度で対花、 出 来 る よ う 計画 し て お く 。

非常事態が宣 目 さ れ れ ば、 全ての平常業務 は可及的速や か に 中止、 中 断 し 、 全病院資産
を 災害医療 に 充 て る 。 各国立病院 は合間組織の一員 で、 あ る と と も に 地域社 会 の 一員 で も あ
り 、 事前 に 地元 自 治体の作成 し た 「防災計画書」 を 入手 し て お く 。 こ れ に よ り 緊急時 に 連
絡が必 要 な 機 関 の 電話や F A X 番号等 を 把握 し て お く 。

大部分の 自 治体の災害医療計画 は 地元診療所開業毘 に よ る 救護所設営 と 応急処置 を 中 心
と す る 救護医療 を 担 当 し 、 病 院 で は 入 院治療 を 担当 と す る 'ょ う 計画 さ れて い る が、 現実 に
は 大部分の 自 治体で は 実離 に 即 し た救護斑の 訓 練等がな さ れ て い な い 。 こ の た め 、 救護所
の 設営が大幅 に 遅れ、 大規模 災害発生時、 特 に 限 ら れた 局 面 で の 大規模交通災害等で は
量の軽症患者が早 く 病院 に押 し か け て混乱す る 可能性があ り 、 注意す る 必要があ る 。
2 ) 災害医療 に お け る 各 業務 の 要点

指揮所、 各病棟 ・ 外来 、 手術室、 中材 (注 : 中 央材料室) 、 給食、 薬剤 、 医事、 リ ハ ビ リ 、
事務等 の 各部署毎 に 緊急 時 に 系 統 的 に 遺 漏 な く 対応す る た め の チ ェ ッ ク リ ス ト を 予 め 作
成 ・ 用 意 し て お く (以下、 各部署 ご と の役割 と 資材の準備等 を 細部 に わ た り 列挙) 。

〔ヘ リ コ ブタ ー 轍議の問題点〕

村 山 は 、 さ ら に 患者搬送 に つ い て 、 1 . 搬送手段 と 、 2 . 搬送方向 に わ け、 次 の よ う に述べ
て い る 。 な かで も 患者 の ヘ リ 輸送 に つ い て は懐疑 的 で あ る 。
( 1 ) 搬送手段

原 期 的 に は 重症患者 は救急車で搬送すべ き で は あ る が、 大規模災害等 で は そ の 能力 に 限
界があ り 、 多 く の患者搬送 に は 全般車両が利用 さ れ る こ と が多 い 。 ま た 広 域災害等 で は 道
路が渋滞 し た り 通行不能 と な り 患者搬送 に 難渋す る こ と も 予想 さ れ る 。 病 院 関 の搬送 も 同
様 で あ る 。 こ の た め 、 あ ら ゆ る 輸送手段 を 利用 す る 必要があ る 。

軽症患者 を む や み に 医療施設 に搬送す る こ と も 避 け ね ばな ら な い 。 阪神 ・ 淡路大震災で
も 、 ま ず最寄 り の 医療機関で応急処置が成 さ れ、 電症患者 は後方病院等 に 搬送 し た が、 口
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中 は渋滞の た め動 けず、 深夜 に救急車で搬送 し た 。 海 に 近い施設 で は 海上輸送 も 有力 な 方
法 と な る 。

ヘ リ コ プ タ ー に よ る 患者搬送 も 有力 な 手段の一つ で あ る が、 多 く の 問題があ る 。
①大量の患者搬送 に は適 し て お ら ず、 自 衛隊の 中 型 ヘ リ で は担架で 3 名 、 大型ヘ 1) で は

8 � 1O名 の 搬送可能 で あ る が 中 型 で50米 四 方 、 大型で、100 米 国 方程度の平担 な場所 が
必要。 未整地の場合 に は砂等 を 吸い込ん でエ ン ジ ン停止す る 可能性があ り 、 散水す る
必要があ る O

②運航時 間 に 制 限があ る 。 特 に 消 防や 民 間 ヘ リ は原 則 と し て夜 間 や天候不 良 時 に は運杭
出 来 な い 場合が多 い 。 自 衛隊 の ヘ リ で は 一 部 で 夜 間 も 運航 可 能 な も の も あ る がヘ リ
ポ ー ト に 照 明 が必要で、 上空か ら 臨時ヘ リ ポ ー ト を 探す事が耐 難 で 、 予 め座標 (経慶、
緯度) を 確認 し て お く 。 日 中 で は大 き く 「 日 」 の 字 を 描 く 。 緊急時 に は小麦粉等 と 水
を 利用 し て描 く O 風の あ る 場合 に は発埋筒や吹 き 流 し等 を 利用 し て 、 そ の 程度 を 知 ら
せ る 。

③ヘ リ に よ る 患者搬送 時 に は原則 と し て 医師 の 同乗が求め ら れ る が、 多 数 の患者で混乱
し て い る 状況 で は l 名 で も 一時 的 に し ろ 医師 を 削 く 事 に は 問題があ る 。 ま た多 く の場
合、 帰 り は ヘ リ を 利 用 出 来ず、 可 能 で あ れば受入れ施設 か ら 医師が同乗 し て患者の受
け取 り に行 く こ と が望 ま し い 。 屋上の ヘ リ ポ ー ト で は天候等で稜{動不可 能 な 場合が多
く 、 ま た停電時 に は垂直方向 の 移動が沼難であ り 、 緊急用 ヘ リ ポ ー ト は 平 地 に設量す
る O

④多 く の 医療機 関 で は敷地 内 や 隣接地 に ヘ リ ポ ー ト と し て 利 用 可能 な 場所 が な く 、 搬出
病 院→ヘ リ ポ ー ト ~ ヘ リ ポ ー ト →受入れ病院 と 、 各 病 院 と ヘ リ ポ ー ト の 開 で救急車等
で患者 を 搬送す る 必要があ り 、 道路事情等 で 困 難 で あ り 、 基幹病 院 の 条件 と し て 敷地
内 か隣接 し た場所に ヘ リ ポ ー ト と し て利 用 可能 な 場所が必要で、 あ る O

( 2 ) 搬送方 向
被災地等で は 著 し く 対応能力 の低下があ り 、 十分 な 治療 を 行 う ヒ で 、 適切 な ト リ ア ー ジ

(注 : 患者の選別) 後、 患者 を 迅速 に被災地の外の施設 に搬送す る 必要 があ る O し か し 、
阪神 ・ 淡路大震災で は 医療以外 の 問 題が発生 し 、 今後の検討課題 で あ る O

①通常の救急搬送で は家族等 の 同行があ る が、 震災等 で は 交通手段の途絶等 に よ り 一旦、
外の 出 る と 廃 る こ と が困 難で あ る O 自 宅 に 大 き な被害の あ っ た住民は避難所 に 集 ま り 、
行政等が迅速 に 仮設住宅 を 建設 し た が、 そ の 申 し込み を 避難所滞在者 を ま ず優先 し た
た め 、 タト に 出 た患者や そ の 家族等が -部でパニ ッ ク に 陥 っ た 。

@friJ も 持た な い で外 に 出 る と 、 衣類の着替 え や 避難所で は 問題 な か っ た 食事 に も 困窮 し
た 。
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〔救護班〕

ま た 、 研究班の柳下芳寛 ( 国 立 居 際医療セ ン タ ー ) は 、 報告書の な かで救護班の役割 と
心得 を 具体的 に 挙げ、 次の よ う に ま と め て い る 。

災害発生 時 に す ぐ対}お で き る よ う に救護班 を 編成 し て お く O 厚生省 の 通 達 に 碁づ き 各 国
立病院で医師 l 名 、 看護婦 2 名 、 事務員 1 名 の計 4 名 を l 班 と し て 救護班が全国で50班登
録 ・ 編成 さ れて い る は ず で、 あ る 。 し か し 、 緊急災害発生時 に即 し た 派遣訓練等 は 行 わ れ て
い な い の で、 早 急 に 充実 し た 訓 練が必 要 で あ る 。 ま た そ の 服装 も 規定 さ れ て い る が、 災害
発生産後 に 派遣 さ れ る 班長 の そ れ に つ い て は 今後十分検討が必要で、 特 に 看護職員 は通常
の 看護 白 衣や キ ャ ッ プ は 緊急時 に は不向 き で赤十字病院や 白 衛隊等で採別 し て い る つ な ぎ
服の方が活動 し や す く 、 ま た冬期等で は保温 も 出 来 る O 欧米 で は所属や職能 を 明示す る た
め ベ ス ト を :着用 す る が、 こ れ も 考慮す る O
( 1 ) 救護班の構成

①第一相救護班 (発生後 2 日 以 内 )
災害発生初期 で は 、 外傷患者が多い と 考 え ら れ、 外科系 医師や看護婦 と 若干 の 内科医

師
②第二柏救護斑 (発生後 3 日 以 内 )

災害発生 3 � 4 日 後か ら '慢性疾患の急、性増悪 、 老 人 、 小児 な ど も 対応が必 要 で 内 科系 ・
小児科医師、 看護婦 と 若干の外科医師

( 2 ) 派遣救護班の資材
①第一相 : 外傷処置材料 を 主体 と す る 。

イ : 縫合 セ ッ ト (持針器、 針、 糸 、 ハ サ ミ
ロ : 小切 開 セ ッ ト
ハ : ガ ー ゼ、 包帯、 テ ー プ、 副木、 手術用 ・ 処置用 ビ ニ ー ル 手袋等の衛生材料
ニ : 体温計、 血圧計、 検尿テ ー プ、 聴診器
ホ : 気管 内 挿 管 セ ッ ト (喉頭鏡、 気管内 チ ュ ー ブ、 ア ン ピ ュ バ ッ グ)
へ : 消毒薬 ( イ ソ ジ ン 、 ウ ェ ル パ ス 等) 、 ウ ェ ッ ト テ ィ ッ シ ュ 、 紙 タ オ ル 、 減薦敷布
ト : 注射器、 注射針、 点滴 セ ッ ト

②第二相 : 外科処置材料は 第 一相救護班 よ り 情報 を 得 る 。
イ : 包帯 、 テ ー プ、 副木、 消毒薬等の追加衛生材料
ロ : 心電図計、 検尿 テ ー プ、 車糖測定器、 ド ラ イ ケ ミ 検査機具
ハ : 注射器、 注射針 、 点滴 セ ッ ト

③ そ の 他 :
イ : 患者常用 薬検索用書籍
ロ : 連絡用 具 (携帯電話、 携帯 F A X 、 ノ ー ト パ ソ コ ン )
ハ : 記録用 具 ( 臨 時 カ ル テ 用紙、 レ ポ ー ト 用紙、 筆記具、 カ メ ラ 、 ピ デ、オ )
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ニ : 個 人装備 (衣類、 食料 ・ 炊事用 具、 底 の厚い靴、 診療衣、 状況 に応 じ た寝具)
ホ 折 り 畳み) 自 転車 、 ミ ニ バ イ ク や運搬用 具 ( コ ン テ ナ ー 、 カ バ ン 、 リ ュ ッ ク 等)
へ : ラ ジ オ 、 テ レ ピ

( 3 ) 薬剤
①第一相 : 外科系薬剤 を 主 に

消毒薬、 輸液、 抗生物質 、 鎮痛解熱剤 、 特殊薬剤
②第二相 : 内 科系薬剤 を 主 に

参考 : 阪神大震 災で、使用 頻度 の 高 か っ た薬剤
風邪薬 、 鎮痛解熱剤 、 抗生物質、 気管支拡張剤 、 循環器薬 剤 、 抗 て ん か ん 薬 、
糖尿病治療薬 、 整腸剤 、 ス テ ロ イ ド剤 、 点目良薬、 涜腸、 淑布 、 ソ フ ラ チ ュ -
jレ 、 特殊薬剤 (ハ プ ト グ ロ ピ ン ) 、 そ の他

( 4 ) 救護班派遣法お よ び資材搬送手段
原 則 的 に 近NIi離 な ら ば病院公用 車 を 利用 し 、 遠距離 な ら ば飛行機や鉄道で 中 継地 ま で到

着。 そ こ か ら 適当 な 方法で被災地 に 向 か う O 非常時 に は 自 衛隊 に協力 を 要請。
①道路お よ び鉄道 : 通常交通網が規制 ・ 遮断 さ れて い る 場合 に は搬送用 に 救急車 を 利 用
②海路 : 利用 可 能 な 港湾があ れ ば
③空路 : 定期杭空、 ヘ リ コ プ タ 一 等 を 必要 に応 じ て利 用
④資材携行 の た め の 運搬容器 に 工夫が必 要 で あ り 、 適 当 な コ ン テ ナ ー を 用 意す る

参考 : 被災地 で は 道路事情が悪化 し 、 自 動車の場合は タ イ ヤ の パ ン ク が多発す る 可
能性が高 い の で 、 荒地用 タ イ ヤ を 装着す る か、 ス ペ ア タ イ ヤ の整 備 や 瞬 間 パ
ン ク 修理剤 を 持参 し て お く O

( 5 ) 救護班 の 自 己完結性
患者用 の諸物品 ・ 衣食住 だ け で な く 、 泊 ま り 込み に な る 救護班ス タ ッ プ の装備 も 1) ス ト

ア ッ プ し て お く O 基本的 に 自 活で き る よ う に。 自 分達 の 生活 レ ベ ル を 落 さ ず に 救護 に専念
で き る 体制 を 確保す る O 「 自 ら を 救 え ず に何 で 人 が救 え る か」 と い う 基本的哲学が必要。
診察 ・ 処置場所 と は 隔 離 さ れ た班員 の 休養場所 を 確保す る O 基本的 に は 地元 自 治体等か ら
の援助 を 期待すべ き で は な い 。 国立病 院 で は 可能 な 限 り 他病 院 か ら の 派遣要員 の 仮泊所 と
す る た め の 看護宿舎等 の 改修 を 行 う O
( 6 ) そ の 他

昭和43年 以 降 に 生 ま れた 人 に は ほ と ん ど破傷風 ワ ク チ ン が投与 さ れて い る が、 そ れ以前
や事情があ り ワ ク チ ン 投与 を 受 け て い な い汚染創傷 を 伴 う 患者 に は 、 最大 1 週 間 以内 に 抗
血清の注射 を 受 け る よ う 勧 め 、 そ の 数 を 災害対策本部等 に伝達 し て必 要 血清 を 確保す る 。
阪神 ・ 淡路大震災で は 判 明 し て い る 限 り で は l 名発症 し た が、 受傷後10 日 臼 であ り 、 そ の
対処に膨大 な エ ネ ル ギ ー を 要 し た 。 ま た そ の 時 点 で他 に も 発症す る 場合 も あ り 、 全避難所
等 に注意 を 喚起 し た が、 そ の よ う な 情報伝達 に も 配慮が必要で、 あ る O
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〔災害対策マ ニ ュ アルの実例〕 一 神戸大学医学部付高病院の場合
神戸大学匿学部付属病 院 は 、 災害拠点完封能指定後の97年 1 月 、 災害対策 マ ニ ュ ア ル を 作

成 し た 。 地震等の大規模災害が発生 し た場合、 職 員 、 患者の安全 と 施設、 医療設備の機能
を 確保す る と と も に 、 地域の 災害拠点病読 と し て 医療行為 の 適切 な 遂行 を 図 る た め (総則 ・
目 的) で 、 想定 さ れ る 大規模災害 と は ( 1 ) 震度 5 以上 の地震災害、 (2) 広 域 の 大火災、 (3)
大規模風水害、 (4) :爆発、 化学物質 な ど に よ る 事故、 破壊行為、 (5) 大規模 な 交通機関 ( 自
動車、 列車、 航空機、 船舶等) の事故、 (6) そ の他の大規模 災害。

こ れ ら が発生 し た場合、 病続長がこ の マ ニ ュ ア ル を 適用 し 、 全組織が非常時の態勢 に 編
成 さ れ る 。

災害時の 医療体制 は 、 災害の程度 を 、 ( l ) グ レ ー ド 1 病院機能 は正 常 で 、 被害が軽微
の場合、 (2) グ レ ー ド 2 : 人的 、 物的被害 に よ り 医療の遂行 に …部支障 を き た す場合 ( た
だ し ラ イ フ ラ イ ン は ほ ぼ正常) 、 (3) グ レ ー ド 3 : 人的 、 物 的 ( ラ イ フ ラ イ ン を 合 む ) 被

に よ り 、 医療の遂行 に重大 な 支障 を き た す場合の 3 つ に わ け 、 ま た 、 災害時の 時 開 的経
過 に よ っ て 医療業務の フ ェ ー ズ を 、 第 1 期 (発生直後か ら 災害対策本部設 置 ま で の 初期 ) 、
第 2 期 (対策本 部 の 統括 に よ る 災害医療体制発足の時期) 、 第 3 期 (通常毘療業務への 移
行期) の 三段 階 に 分 け 、 そ れぞれの局面での対応 を 定め て い る 。

災害対策本 部 は 次の組織図の と お り 、 各部門 ご と に 班が編成 さ れ、 マ ニ ュ ア ル に は班の
役割 と 業務が決め ら れて い る 。 中核 と な る 救急医療班の役割 と 非常 時 の 業務 を 例 に紹介す
る O

鵬救急部 (救急医療班) は 、 災害 に よ り 搬入 さ れ る 患者への対応、 ト リ ア ー ジ を 行 う O
( 1 ) 受付 : 災害 に よ り 搬入 さ れ る 患者の受付 は 、 原則 と し て 医事課職員 が行 う O 時 間外で

は 、 救急部職員が現場 に い る 者の な かか ら 指定す る 。
(2) ス タ ッ フ : 救急部医 師 、 中 央手術部 (rCU) 看護職員 、 緊急時配備 要 員 が 中 心 と な る O

さ ら に 人員 が不足す る 場合 は 、 災害対策本部 を 通 じ て 、 あ る い は 救急部 よ り 直
接各部署へ応援 を 要請 す る 。

(3) 指揮系 統 : 救急部 を 中心 と し て行 う 災害医療 は救急部長が指揮 を 執 る O 災害対策本部
は こ れ を 全面 的 に 応援す る O ま た対応場所の 拡大 に 応 じ 、 救急、部 長 は 各場所毎
に 責任者 を 置 く こ と が出 来 る O 時 間外等で救急部長が任務 に つ く ま で は 、 救急
部 の 教官 ま た は現場 に い る 教官が指指 を と る 。

(4) 対応の場所 : 応急救護所 と し て 災害医療の拡大 に 応 じ て次の)I[買 に提供す る O
① 1 階救急、外来 : ト リ ア ー ジ 、 少数の患者の処置
② l  階整形、 眼科外来 : 外来前 の待合室 を 軽症者用 の 応急救護所 と し 、 外来診察室 は

中 等痕者用 と す る 。
③ 1 階泌尿器、 放射線科外来 : 整形、 眼科外来で不足の場合に 開放す る O
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④ 2 階麻酔科外来 : 中 等症者並 びに 重症者用 の応急、救護所 と す る O
⑤ 2 階 内科、 外科外来 : 中等重症者用 の応急、救護所が麻酔科外来で不足す る 場合、

あ る い は 再診者用 に 開放す る 。

(図10) 神戸大学医学部付属病院災害害医療体制組織図

災 'l�': 対 策 本 部

本 総 長 : 病 R記長

副 部 長 : 救急部長、 事務部長、 行設itlH毛

本 部 11 : 選任 さ れ た 診療手I H:31合、 事務部次長、 事務部課長3 名 、

ifíU 府議部長、 行護婦長

実務!日 公 選任 さ れた z診療科長の診療科 よ り 3 名 の 医 師

物 llJI被�lí�:対策J!lI

救急医療班 : ト リ ア ー ジセ ン タ 一、 応、急、主文護jiJi

入院医療班 外来医療淡 検死m

薬剤班 放射線'['l'jJg班 検査班

物資、 給 食J!lf 避難誘導班

救急看護班 (応急車士護所) 、 入院看護j野

外来看護班 総務班

物資、 給食班 避難誘導班
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(5)  ト リ ア ー ジ セ ン タ ー : 搬入患者が多数の場合、 救急外来の混乱が予想 さ れ る の で 、 救
急外来 を ト リ ア ー ジ セ ン タ ー と し て救急部 に よ る 患者の ト リ ア ー ジ を 行 う 。 な お 、 カ
ル テ は 救急用 カ ル テ か ト リ ア ー ジ タ ッ グ を使用す る 。

(6) 応急救護所 : 上記の)I[真で外来 を 開放 し 、 集 ま っ た 緊急時記備要員 か ら 配量 さ せ る 。
①軽症者は外来前の待合で応急処置後速 や か に帰宅 さ せ る O 投薬 は 最低 限 と す る O カ

ル テ作成 は必ず行 う O
② 中 等 ・ 重症者 は 外 来 内 に い っ た ん収容 し 、 応急処置 の の ち 病棟 あ る い は 、 ICU へ

収容す る 。
③病棟 は 、 空床状況 を 救急、部 に 報告 し 、 入 院 が必 要 な 患者 に つ い て は 診療 科 を 問 わ ず、

救急部の 要請 に 従 っ て 収容す る 。

ま た 、 こ の マ ニ ュ ア ル に は 阪神 ・ 淡路大震 災の と き の ボ ラ ン テ イ ア た ち の 活躍 を 意識 し
て 、 「災害対策本部 は 学生、 あ る い は外部 か ら の ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 受 け 入 れ る た め 、 ボ
ラ ン テ イ ア セ ン タ ー を 設置す る J と し て い る (災害医療体制 の実際 12) ほ か、 災害拠点
病 読 の 役割 で あ る 救護班の派遣 に つ い て 「 災害対策本部 は 、 関係諸機 関 か ら の救護班出 務
の 要請 を 検討 し 、 派遣人員 、 物資 を 速 や か に 決定す る 。 救護班の構成 は 兵耀県地域防災計
画 に従 い 、 医 師 1 名 、 看護婦 2 名 、 補助員 l 名 の計 4 名 を 1 班 と し 、 8 班編成す る 」 と し
て い る (災脊医療体制の実際 13) 。

4 . 災害救急医療 シ ス テ ム の現状の課題 一震災援療現場 の 教訓か ら
県、 市単位で整備 に取 り 組 ん で い る 災害救急医療 シ ス テ ム も 、 通信情報 シ ス テ ム や災害

拠点病 院 の 指定 な ど シ ス テ ム 全体の一部 を 埋 め る 程度。 シ ス テ ム の 緊急性への認識が次第
に 弱 ま っ て い る 現状 に つ い て 医療関係者か ら 厳 し い 指摘 も で て き た 。

K A N S A I ラ イ フ ラ イ ン ・ マ ス コ ミ 連絡会 (会長 ・ 新野幸次郎神戸都市問題研究所長)
が主催 し て97年 9 月 24 日 、 大阪で 聞 か れ た研究会 「医療現場か ら の証言 と 提言」 も そ の
つ だ。 同 連絡 会 は 、 大震災の経験 を 危機管理の あ り 方へ の 教訓 と し て 活 か そ う と 鉄道、 ガ
ス 、 電力 な ど ラ イ フ ラ イ ン 関連企業 と 報道機関が集 ま り 97年 4 月 に発足 し た 。

研究会 で は 、 神戸朝 日 病院 (神戸市長 田 区) の金守 良 院長 と 、 甲 南病i完 ( 同 市東灘区)
の 内藤秀宗副院長が震災持 の 医療現場 の 実態 を 報告 し た 。

金院長 は 、 密療機 関 の ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 、 ア メ リ カ は も ち ろ ん、 静 岡 県 で も 東・海大
地震 を 想定 し た ネ ッ ト ワ ー ク の マ ニ ュ ア ル は す で に作成 さ れて い る の に比べ、 兵庫県 で は
ま だ広 域災害 を 想定 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン がな さ れて い な い こ と 、 阪神 ・ 淡路大震災の と
き は公立病 設 や 開 業医 よ り も 、 民 間 医療機関 (病院) が緊急援療で大 き な 貢献 を し た に も
か か わ ら ず、 あ ま り 認知 さ れて い な い こ と 、 さ ら に 、 災 害 に 備 え て 一人暮 ら し の お年寄 り
や 弱 者 の 医療 も 考 え て い か な け ればな ら な い こ と を 指摘 し た 。
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金院長は雑誌 「世界」 の95年10月 号 に発表 し た 「震災医療の教訓J の な かで 、 「震災 に よ っ
て 麟 的 に あ ぶ り だ さ れ た 問題点」 と し て 3 点 を 挙げて い る 。

1 つ は救急医療 を 含 む 医療機関 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に つ い て O 体制 を 整 え て 待機 し て い
た被災圏外の 医療機 関 へ搬送 さ れ た 救急患者が極 め て 少 な か っ た こ と や 、 後 方 医療機関
ネ ッ ト ワ ー ク も 形成 さ れ な い た め 、 高齢者 を 含 む入 院患者 を 環境 の 悪 い 避難所 に 送 り 返 し
て 重症化 さ せた行政の “ な わ ば り 意識" を 指摘 し 、 広 域災害 を想、定 し た 医療機関 の ネ ッ ト
ワ ー ク づ く り が平時 に お い て 目 的意識的 に形成 さ れ る べ き だ と す る 。

2 番 目 は厚生省が指導 し 、 各 自 治体が推進 し た大病続、 公立病 院 中心 の 地 域 医療計画へ
の危倶。 こ れ に つ い て は民 間 病 院 を 社会的資源 と し て も っ と 活用 し施設、 人員 の 充実 の 施
策 を 講 じ る べ き だ と い う O

神戸市長 田 区 で は 震災で約700人が死亡、 う ち 60 % が65歳以 上 の 高齢者 だ っ た が、 老 人
ホ ー ム に 入 院 し て い た 高齢者は 全員 生存 し た c こ の体験 を も と に 、 3 番 目 は高 齢者 に対す
る 毘療 ・ 福祉政策 の 充実 を も っ と 図 る こ と が重 要 と い う 指摘 で あ る O 金院長 は 「災害医療
の担い手 は行政か、 医療機関か。 こ の責任 と 権限の主導権 を 暖味 に し た シ ス テ ム づ く り は
形 だ け進 ん で も 中 身 が伴 わ な い 。 い ま の段 階 で は シ ス テ ム を 活かす た め の訓 練 も 不十分」
と 懸念 し て い る 。

ま た 、 甲 南 病 院 の 内 藤 副 院長 は 、 震災後、 さ ま ざ ま な レ ベ ル で救急 ネ ッ ト ワ ー ク が形成
さ れ な が ら も 「現状 に は 中 身が伴 っ て い な い」 と 疑問 を投げかけ る 。
「兵庫県、 神戸市、 各 県 同 士 の 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 等 々 い っ ぱい で き て も 互い に パ ッ テ イ ン

グ し て い て 、 医療機関 は い っ た い ど こ に ア ク セ ス す ればい い の か よ く わ か ら な い 。 行 政 だ
け で は な く 学会 も 同 じ だ。 内科学会は 救急医療 を 知 ら ず、 救急医学会 は例 え ば心筋梗塞患
者や分娩直後の高度医療 を 受 け て い る 患者 の 実情 に 暗い 。 最大の問題は縦割 り 組織の も と
でバ ラ バ ラ に 作 ら れ た シ ス テ ム を い っ た い誰が統合 し て指揮 を 執 る の か。 い ざ と い う と き
こ の指揮系 統の 空 白 が一番危 な し り と い う 。

内 藤 副 院 長 は 医療機 関 が作成す る 災害時の マ ニ ュ ア ル に つ い て も 憂慮 す る 。 「患者の 後
方移送の 問 題が書か れて い て も 、 ど こ に 送 る の か宛て先不 明 だ、 っ た り 、 送 り 先の 相手病院
と 調整で き て い る の か ど う か も 暖味で し ょ う 。 災害時、 病 院 は い ま 入院 し て い る 患者 を 守
る こ と が優先 さ れ る 。 場合 に よ っ て は 後送患者の受入れ を 拒否す る 決断aだ、 っ て病 院慨 に は
求め ら れ る の で す 。 い ま の災害救急医嬢 シ ス テ ム は被災者医療ばか り が扱 わ れ て い る が、
現 に 入 院 し て い る 主体患者 を ど う す る かの視点 は な お ざ り に さ れて い る 」 と い う O

震災後 3 年、 4 年の 間 に さ ま ざ ま な 難問 が横 た わ る 災害救急医療。 あ の教訓 を 活かす本
当 の救急医療 シ ス テ ム の構築 は こ れか ら が本番 と も い え る 。
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て
兵庫医科大学教授 丸) 1 1 征四郎

は じ め に
保健 と 医療 に 関 す る 復興誌の記載 は 、 3 巻 と も 力作 で あ り 内容 も 充実 し て い る O 筆者の

力 量 で の ' 3 カ 年 を 振 り 返 っ てJ は蛇足 に等 し い 内容 に な る と の危倶 を 抱 く の で 、 今後 に
残 さ れ た課題の幾っ か を 視野範囲で列挙 し 、 責務 を 果た し た い。

ま ず、 総論的 な 印象 を 掲 げ て お く O
①震災が提起 し た 多 く の 問 題 は 、 当 初 、 震 災 に 特異的 と 考 え ら れ て い た が、 3年 を 経過

し て突 出 部分が削 り 取 ら れ る と 共 に 、 現代社会 に根差 し た 普遍 的 な 問題で も あ る こ と が鮮
明 に な っ て き た 。 我 々 の作業 に は 、 震災の爪痕 を 通 し て現代社会 を 分析す る 視点が認識 さ
れ る べ き で あ る 。

②未曾有 と 言 う 修飾語が、 イ ン パ ク ト の 強 い 報告や論調 を 正当 化す る 様に 見 え る 。 し か
し 印象的 な 報告が、 必ず し も 科学的 な根拠や統計学 的 な 有意性 を確定 し て い る と は言 え な
い 。 バ イ ア ス を 排除 し た科学的 な 解釈が切望 さ れ る 。

③ア ン ケ ー ト 調査や統計的 デー タ が、 し ば し ば尊重e さ れ大勢 を 決め る 。 し か し 、 震災 を
出 発点 と し た 問題 を 抱 え 続 け る 市民が存在す る 事実 は 、 そ の様 な 統計 的大勢 と は紙縁で あ
る 。 個 々 人 の 固有 な 問題 を 重視 し た専 門 的 、 総合的 な対策 も 忘れ る べ き で は な い。

④震災 の 経験 と 教訓 を 生 かす方法 は 、 「震災 の特異性」 を 唱 え 続 け る こ と で は な く 、 そ
れ を 「 日 常」 に組み込み消化す る こ と で あ る 。 こ の こ と は今後 の方向 と し て 特 に 強調 し て
お き た い 。

1 . 震災の不平等性
1 ) 寵嬢機関の苦悩

何 年 の 調 査 は 医療機関 の 10% (29212 ， 939件) が診療不 能 で あ る と 報 じ た 。 し か し 、 激
5 地 区 で は23 . 2% (2171937件) に も 達 し て い た 。 止 め ど も な く 押 し 寄せ る 傷病 者 を 寝 食

を 忘 れ て 治療 に 当 た っ た 医療者達が、 我 に 返 っ た 特 に 突 き つ け ら れた の は 、 険 し い再建へ
の道 の り と 経営が成 り 立 た な い現実で あ っ た 。 医療近代化施設整備事業 か ら の資金交付が
適用 さ れ た け れ ど も 、 98年3 月 の 時 点 で廃業 に 追 い 込 ま れ た施 設 は 86 を 数 え た 。 医療機関
の苦悩す る 姿がデー タ に示 さ れて い る 。 し か し 、 震災が地域医療 に 与 え た衝 撃波が、 医療
機 関 の建造物や施設、 鋪 品 の本来あ る べ き 条件 を あ ぶ り 出 し た と も 解釈で き 、 全 国 の 医嬢
施設 に対す る 警鐘 と な っ た 。
2) 被災者の苦悩

兵庫県保健部が行 っ た97年の被災 世帯健康調査は 、 A般家庭 に比べて仮設住宅入居者 に
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お い て 身体的愁訴の頻度が高 い と 報告 し た 。 腰が痛 む 、 関節が痛 む 、 食欲が な い 、 風邪 を
よ く ひ く 、 手足の震 え シ ピ レ が、 震災前 に比べ て も 高頻度 00% 以上) で あ る が、 そ の た め
自 身 が病気で あ る と 認識す る 頻震 は整形外科的疾患、 自 の病気 を i設け ば特 に 高 率 (5% 以 ヒ)
と は 言 え な い 。 し か し 、 精神面で の健康度チ ェ ッ ク の結 果 は 、 「不眠や気分が沈み が ち 」
を 筆頭 に 多 く の項 目 で 「問題あ り 」 を マ ー ク し た 。 こ の現象 は 仮設住宅入岩者ばか り で な
く 自 宅が全半壊 し た被災者 に 共通す る と の指摘 (沫田 ら ) があ り 、 保健 ・ 医療の単独支援
で は な く 、 住宅対策 、 生活支援、 地域社会への参画促進 な ど を 含む総合 的 な 支援体制 の 必
要性 を 示唆 し て い る O

県行政が行 う 補助事業 に は 、 健康づ く り 支援、 健康 ア ドバ イ ザ ー 設置、 い き い き ラ イ フ
サ ポ ー ト 、 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ医療相談、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 運営、 ア ル コ ー ル リ ハ ピ
リ テ ー シ ョ ン 事業 な ど多彩で あ る 。 こ れ ら の支援 に も 拘 わ ら ず 「被害者意識 を 抱 え て 自 立
の努力 を 放棄 し た 人達」 が存在す る と の 報告 は 、 援助 の在 り 方の難 し さ を 物語 っ て お り 、
県行政 に も ボ ラ ン テ イ ア 活動 に も 残 さ れた大 き な 課題で あ る O
3 ) 生活環境の苦悩

倒壊 し た建物 の解体作業 に伴い ア ス ベ ス ト に よ る 環境汚染が問題 に な っ た 。 97年 に な っ
て 火災 と 廃材 の 野焼 き に よ る ダ イ オ キ シ ン 汚染がク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。 何 れ も 強い毒性
を 持つ が、 環境汚染濃度 で は 人体 に 即 時 的 な 障害 を 及 ぼす こ と は な く 、 む し ろ 慢性的経過
を 辿 っ て 易 感染性、 発 ガ ン性、 肝機能障害や造i血機能障 な ど臓器障害 を 起 こ す こ と が知 ら
れ て い る O 火災は歴史的事実 と な り 、 野焼 き は 中 止 さ れ た が、 ダ イ オ キ シ ン は焼け跡や飛
散 し た 灰 に 残 さ れた と 推定で き る 。 し か し 、 測定値 は 測定者 に よ っ て 異 な り 、 ダ イ オ キ シ
ン 汚染の結論は見 え な い 。 将 来 に 禍根 を 残 さ な い こ と を 祈 る ばか り で あ る 。

2 . こ こ ろ の ケ ア
震災後の 早期 (95年6月 ) に被災者の こ こ ろ の 問題が指摘 さ れ、 長期 的 に 対 応す る た め 「 こ

こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 が創設 さ れた こ と は 、 や や も す れ ば震災復 旧復興が建造物や経済活
動 に備重す る な かで優れた見識であ り 、 特筆に値す る O
1 )  r こ こ ろ のケ ア セ ン タ -J

セ ン タ ー の特搬は 、 ①公的資金 (復興基金) で創設 さ れた こ と 、 ②総括本部 と 被災地域
16 カ 所 の 地域 セ ン タ ー が設置 さ れ た こ と 、 ③精神科医、 臨床心理士、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 、
看護婦 そ し て 保健婦 な ど専 門 家が中核 に 存在す る こ と な ど数 え 上 げれ ば き り がな い 。 我が
自 の 災害復興事業 に お い て 、 こ こ ろ の 問題が被災者の支援 と 治療 を 目 的 に 、 こ れほ ど組織
的 か つ 濃厚 に 扱 わ れ た 先例 は 無い 。 後 に続 く 災害復興 の モ デル事業 と し て も 貴重 で あ る 。
そ の活動実績の全 て がセ ン タ ー の重要性 と 被災者の こ こ ろ の動 向 を 知 る 貴重 な 資料で あ る O
2) こ こ ろ の問題の困難性

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 統計が把握 し た PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) は 95年宣
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3 . 7% (27 . 7名 ) 、 96年度3 . 5% (42 . 2名 ) 、 97年度2 . 2% (22 . 4名 ) と 、 幻覚妄想 な ど 明 ら か な
精神障害者数 (6% � 10%) の 半 数以下 で あ る 。 こ れ は 話題の 大 き さ に 比 べ て 驚 く べ き 数字
で あ る 。 実体な の か、 重症 な PTSD は埋 も れて い る の か、 ケ ア セ ン タ ー の 活動綱が ま だ狭
い の か は 不 明 で あ る が、 「 こ こ ろ の ケ ア ー J の今後 を 方向付 け る 重要 な 要素 で あ り 、 更 な
る 検討が望 ま れ る 。

ま た 、 仮設住宅で発生す る 孤独死、 自 殺、 ア ル コ ー ル依存症が注 目 さ れ、 一 般 に は特異
的現象 と 考 え ら れて い る 。 だが、 調査報告 は 、 被災地域 に お け る そ の 発生頻度が統計学的
に有意差 を も っ て多 い と は実証 し て い な い 。 ま た 、 ア ル コ ー ル依存症 に つ い て も 「問題の
あ る 飲み方」 を す る 人が多 い と し て い る が、 医学的 な 「依存症」 が統計学的 に 有意 に増加
し た と は 証 明 し て い な い。 「 こ こ ろ の 問題」 の 実態把握、 震災 と の 因 果関 係 お よ び震災特
異性の証明 に は 、 幾多の 障碍が存在す る 。 し か し 、 そ の こ と が調査結果の科学性 を 無視 し
で も 良い と い う 理由 に は な ら な い。 科学的 な 分析 と 冷静な 解釈が望 ま れ る O
3 ) こ こ ろ の開罵への対策

従 っ て 、 孤独死、 自 殺、 ア ル コ ー ル依存性 は 、 震災後 に 特異 な 社会現象 と 断定す る 根拠
は 乏 し い 。 む し ろ 急速 な 高麗経済成長後の破綻期 に あ る 現代社会が内包す る 歪み の 「析出
化J 現象 と も 考 え ら れ る O も し こ の見解が正 し け れば、 「震災後」 と 言 う 枠組 み を 外 し て 、
こ の 問題 を 分析 し対策 を 検討すべ き で あ る 。

こ こ ろ の 問 題 は 、 被災者だ け で な く 救助活動 に 当 た っ た消 防隊、 被災地の 学校教職員 、
治療 に 当 た っ た 医 部 ・ 看護婦そ し て ボ ラ ン テ ィ ア に も 存在す る こ と 、 さ ら に コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン 業務 に携 わ っ た 人達 に も 波及す る 事実が指摘 さ れて い る O こ の指摘 は 他 人 の 「 こ こ
ろ の 問題」 に 触れ る に は精神科医の コ ン ト ロ ー ル が不可欠な こ と を 示 し て お り 、 貴重で あ
る 。 災害精神 医学 を 専 門 的 と す る 精神科医育成の必要性が強調 さ れ る べ き で あ ろ う 。
4 )  r こ こ ろ のケ ア セ ン タ ー」 の継承

セ ン タ ー 最大の課題 は 、 5年 間 の 期 間 限定で設置 さ れた こ と であ ろ う 。 3年 を 経た97年の
相談件数 は 前年比22 . 0% ( 1 l . 670件) の増加、 新規相談件数がそ の60. 2% を 占 め 、 さ ら に
長期 的 な 対応が必 要 と 考 え ら れ て い る O し か し 、 震災に よ る 直接的 な こ こ ろ の傷 と 、 そ の
後 の 困 難 な 生活環境や 人生設計 に 基づ く 二次的三次的 な こ こ ろ の 問題 と は 、 い ず れ線引 し
な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 セ ン タ ー を 牽引 す る 専 門 家 集 団 の 医学 的 な 判 断 に 基づい て 、 5
年後の 支援の方策 と 、 継承の 良策が提案 さ れ る こ と を 望 み た い 。

3 . 災害医療の組織化 と 組織的対応
震災後、 災害医療の組織化 と 対応 策 は 、 医療施設の復旧復興の支援 、 災害救急医療情報

シ ス テ ム の 更新、 災害拠点病 院の指定 と 災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー の設置、 救護班の設置
と 応急セ ッ ト の 配備、 災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ ア の整備、 桔互応援協定の締結、 ヘ リ コ プ
タ ー 搬送の i古用 、 さ ら に災害医療セ ン タ ー 計画 な ど精力 的 に 実現 さ れて き た 。
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さ ら に 、 災害医学医療、 ト リ ア ー ジ な ど新 た な 概念への 認識が高 ま り 、 我が国の 医学界
に 「災害」 を テ ー マ と し た領域が活性化 さ れた 。 例 え ば、 兵庫医科大学で は 救急医学が 「救
急、 ・ 災害医学J に 名 称変更 さ れ、 続 い て 神戸大学医学部 に は 「災害 ・ 救急医学J が創設 さ
れ、 98年 に は兵産看護大学 を 中心 に 日 本災害看護学会が発足 し た 。
1 ) 災害救急産療情報 シ ス テ ム

a) 災害情報の伝達 と 共有
兵庫県広域災害救急医療情報 シ ス テ ム は何年12月 に 稼働 を 開始 し た 。 専 用 回様、 衛星通
に よ っ て 県臨務課、 二 次 ・ 三次救急病 院、 保健所、 消 防本部、 医 師会 を 結 ん だ双方向性

の広域情報通信網 で あ る O 平時は救急医療情報の提供 に 用 い 、 災害モ ー ド を 選択す る と ①
医療機 関 の 被災状況、 ②患者転送要請状況、 ③医薬 品等備蓄状況、 ④ ラ イ フ ラ イ ン 情報、
⑤受 け 入れ可能患者情報、 ⑥医療ス タ ッ フ の 要請、 提供数 な どが掲示 さ れ る O 留の パ ッ ク
ア ッ プセ ン タ ー と も 連結 し て い る 。 巨費 を 投 じ て建設 さ れ た 災害情報の 「伝達 と 共有化 シ
ス テ ム J と し て注 目 の 的 で あ る O 継続的 な パー ジ ョ ン ア ッ プが必要 で あ る O
b) 入力率が示す諜題

定期 的 な 取 り 扱い訓 練 に よ っ て シ ス テ ム の運用 法 と ソ フ ト の 改良が継続 さ れて い る 。 し
か し 、 3 回 目 の 入力 訓 練 (98 . 6) の 実績報告 を 見 る と 、 予告 さ れ た ス ケ ジ ュ ー ル訓 練で あ る
に も 拘 わ ら ず、 端末の設置 さ れ た 医療施設 に よ る 指定項 目 の 入力 率 は平均83 . 9% (平均値)
で し か な い。 さ ら に 驚 く べ き こ と に 、 地域別 の 入 力 率 は 淡路地区66 . 7% 、 阪 神 地 区68. 4%、
西播磨 中 部 地 区73 . 2% が ワ ー ス ト 3で あ る O 誰が考 え て も 最 も 関心、が高 く 熱意、があ る は ず
の 阪神 、 淡路地 医 が、 ワ ー ス ト 3 に 含 ま れ て い る 事実 を どの様 に 解釈す れ ば良 い の か ・ ・ ・ ・ O
こ の シ ス テ ム が実用 的 で な い と の 意志表示か ? 再 び地震 は 来 な い と 信 じ る か ら か ? 毎
興 で多忙 を 極め て い る た め か ? 震災の無惨 な 記憶 を 消 し 去 ろ う す る 負 の 潜在意識が働い
て い る の か ? そ れ と も 一種の P T S D か、 目 的意識の喪失か、 災害 を 乗 り 切 る 自 信の 現 れ
か ?

何 れ に し て も 、 単純 に 「風化現象」 と は呼べ な い大 き な 課題で あ る O
2) 災害拠点病韓 と 災害 コ ー デ ィ ネ ー タ

県 内 の 12病院 を 災害拠点病院 に指定 し 、 医療救護班19が編成 さ れ た 。 加 え て 、 日 本赤十
字病院、 県立病院、 国立病院、 公立病院 に も 医療救護班40が編成 さ れた 。 救護班 に は 、 応
急、処畳 に 必要 な 医療材料 と 毘薬品が配備 さ れた 。 ま た 、 災害 コ ー デ、 イ ネ ー タ ー に は 、 年 2
回 の机上 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 含む教育が行 わ れて い る O 膨大な資金 と 関係者の努力 に よ っ
て 立派 な 組織が構築 さ れ た 。

し か し 、 災害組織が秘め る 最大の難問 は 、 十数年あ る い は 数十年後の 災害発生 ま で機動
性 を 保 っ た ま ま 、 シ ス テ ム を 維持で き る か、 で あ る O 筆者は震災直後か ら 「使 わ な い組織
は 錆 び る 」 と 主張 し て い る が、 期 限切 れ物 品 の 定期 的 な 差 し 替 え や 災害研修 に よ っ て組織
に 潤滑油 を 注 ぎ続け る こ と が可能 と は思 え な い 。 災害組織 を 日 常活動 に 取 り 込 む方策が必
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要 で あ る 。
3 ) 傷病者搬送 と 医療物資供給の方策

傷病者 を 被災地外へ搬送す る 手段 と 搬送先選択の た め の'情報提供 に つ い て は 、 震災直後
か ら 大い に議論 さ れ て い る 。 こ の 中 でヘ リ コ プ タ ー に よ る 傷病者搬送が重視 さ れ た 。 薙か
に 、 ヘ リ 搬送 は 緊急搬送手段 と し て有能で あ る が、 搬送人数、 轍送 可能条件 (地理、 気象、
時間帯) は最 し く 制 限 さ れ、 救急医療 で は有用 で あ っ て も 集団災害では脇役で あ る こ と は
否定で き な い 。 円 滑 な 地上搬送の 具体策が形成 さ れ な い ま ま 、 常 に ヘ リ 搬送が議論 の 中 心
で あ る の は理解 に 苦 し む。 震災は非持続性災害で あ る 。 重篤 な 傷病者 を 危険 を 冒 し て遠距
離搬送せず、 被災地で初期治療 を 安全に行 う 方策 も 論議 さ れ る べ き で あ る 。 も っ と 柔軟 で
幅広 い論議が必要で あ る 。

医療物資の供給方法 に つ い て は 、 ま だ 良策がな い 。 備蓄基地や薬品卸業者の倉車 か ら 、
誰が どの様 な 方法 で配送す る の か、 どの様な物資が どの様な 方式で配分 さ れ る か な ど、 未
解決の 課題が山積 み で あ る 。

4 . ボ ラ ン テ ィ ア の組織化
96年 に 、 県 は 「災害救援 専 門 ボ ラ ン テ イ アJ 制 度 を 発足 さ せた 。 医療ボ、 ラ ン テ ィ ア 、 救

急救助 ボ、 ラ ン テ ィ ア な ど 7 種の カ テ ゴ リ ー が含 ま れ て い る o 98年 に は登録者数1 ， 350人 に
も 達 し た と い う O 公費 で交通費 と 食費 が提供 さ れ る ボ ラ ン テ イ ア 活 動 は 類 を 見 な い 。 ボ ラ
ン テ ィ ア を 適 正 に 配備 し 、 専 門 的 な 知識技術 を 有効 に 活 かす に は 、 こ の様 な 一元 的 なネill.ì織
化が必要で あ る O 一般の ボ ラ ン テ イ ア 活動 も 、 効果的 に機能す る に は災害現場で組織化 さ
れ る べ き であ る 。

し か し 、 ア ルバ イ ト 料 を 請求 し た ボ、 ラ ン テ ィ ア 、 00が専 門 な の に荷物運 び を さ せ ら れ
た と む く れ た ボ ラ ン テ イ ア な ど、 様 々 な 逸話 を 耳 に す る と 、 ボ ラ ン テ ィ ア j舌動 の本質 を 教
育す る 必 要性 を 痛感す る 。

5 . 展望
「災害医療 は 救急医療 と は異 質 で、 あ り 、 そ の延長線 に存在す る の で は な く ・ ・ ・ ・ J と い う

第 3 巻 第 四 節 の指摘 は 新 し い 。 し か し 、 こ れ は発災i宣投の 医療対応 に 限 っ た 認識であ る O
災害医療 を 最 も 特徴づけ る 「被災想定 と 防災対策J 医療 を 追加すべ き で あ る O

震災か ら 時間 的 に 遠 ざか る に 伴 い 、 予 防的対策 を 「無駄な 対策」 と す る 認識が加速 さ れ
る O ラ イ フ ラ イ ン の壊滅的 崩 壊 は 、 経済効率の 良い 「一元的供給」 に も 原 因 があ っ た 。 筆
者 は震災在後 か ら 災害対 策 の 基本 に 「多元分散的構造」 が不可欠であ る と 主張 し て き た。
こ れ ま で に構築 さ れ て き た 多 元 的 な 医療 を 含む 防災 シ ス テ ム が、 「無駄 な シ ス テ ム 」 と し
て 整理 さ れ一元化 さ れ る こ と の な い よ う 切望す る 。

認識は さ れて い る が震災以外の 災害に対す る 具体策 に は議論が及 ん で、 い な い こ と も 気懸
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か り であ る O 震災対応 シ ス テ ム が大洪水や爆弾テ ロ に通用 す る と は思 え な い 。 福井県で原
子炉が大量の 放射能物 賀 を 排気 し て 起 こ る 災害 に 、 現在、 我々 は無防備で あ り 対応不能 で
あ る 。 伊丹空港へ の着 陸 に失 敗 し た旅客機が商宮市街地 に盤落 し て 起 こ る 災害 に 、 今の災
害医療 ネ ッ ト ワ ー ク は満足に機能 で き る の だ ろ う か ? そ の よ う な 事故 は 希有 で あ り 心配
無用 な の で あ ろ う が、 阪神 ・ 淡路大震災は 、 希有 な 災害 ほ ど犠牲者が多 く 悲惨 を 極め る と
我 々 に 教訓 し た 。 災害対応の議論が震災 に 留 ま っ て い る 限 り 「風イヒ」 は 免れ な い 。 時代 と
共 に 進化す る 新た な 災害 を 想定 し対応、 を 具体化す る 中 で こ そ 、 震災体験が活か さ れ災害医
療の穫興が活性化 さ れ る の で は な か ろ う か。

お わ り に
こ の復興誌が、 震災後の記録 に 終 わ る こ と な く 、 未来の軌跡 を 描 く た め の テ キ ス ト フ ァ

イ ル と し て役立つ こ と を 祈念す る O
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は じ め に

大震災 は 一 瞬 の う ち に 、 瓦陳 と 焼土の 地獄 を 生み 出 し た 。 そ の街の 中 に あ っ て 、 多 く の
学校は体育館 な どは被害 を 最小 限 に 食い止め た も の の 、 新 た な 地獄 と 化 し 、 喧騒 と 混乱の
戦場 と な っ た 。 大震災 を 全 く 想定 し て い な か っ た行政当 局 と 同様、 学校現場 は 被災住民 を
直接受 け 入 れ 、 避 難所の提供 と そ の運営 を 無原則 に一任 さ れ る 結果 に な っ た か ら だ。 教職
員 は疲労の極 に 達 し 、 被災地の 教育 は壊滅状態 に な っ た 。

そ れか ら 3 年。 教育の復旧 興l士 、 ま ず学校現場の正常化か ら 手がつ け ら れ、 授業の
再 開 、 全半壊校舎 ・ 施設の再建、 避難所 ・ 仮設iìデむの 解消へ懸命の努力 が続 け ら れた 。

一方、 無防{薦、 旅原則 だ っ た 教育現場の防災体制 の確立が叫ばれ、 大震災の 体験 を 教訓
と す る 取 り 組み が続け ら れて い る 。

兵庫県教有委 員 会 は 防災教育検討委員 会の提 兵庫 の教育の復興 に 向 け て 」 を 受 け 、 「新
た な 防災教育」 と 名付 け て の創造へ。 神 戸市教古委員 会 も 教育懇話会の提言 「震災体験 を
生かす神 戸 の 教育 の創造」 を 受 け て 防災総合学刊 を 進 め て い る 。 共 に震災か ら 学 ん だ教訓
を 教育 に 生 か し 、 か け がえ の な い体験 を 全 国 に 発信 し よ う と す る も の だ。 こ の 3 年 間 は 1995
年度が震災か ら の復j日期、 1996年度、 1997年度 は 新 し い 防災教育の 草創期 と い え よ う O

校舎な どの復旧 ・ 復興は97年度 ま で に ほ ぼ達成、 施設聞の正常化 は 進ん だ 。 防災副読本
の完成 、 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成 も 進み 、 防災教育の 充実へ努力 が払 わ れ、 災害発生
時の マ ニ ュ ア ル の 整備 、 復興校舎の 防災機能強化 も 進め ら れて い る 。

こ う し た 明 る い復興の歩 み の 半面、 大震災が児童、 生徒 に残 し た心の傷跡 は 深刻 で あ る O
教職員 に も シ ョ ッ ク の後遺症 は 重 く の し かか っ て い る O こ の PTSD (心的外傷後ス ト レ ス
障害) に対す る 「 こ こ ろ の ケ アJ 対策 は 、 わ が国教育界の未経験分野で も あ り 、 教育現場
の悩 み は 当 分解消 さ れそ う に な く 大 き な 課題 を 抱 え て い る 。

ま た 、 震災体験の風化が被災 3 年 を 待 た ず に か な り の速度で進 ん でい る O 被 災 を 教訓 と
す る 防災教育 の推進、 充実への悪影響が懸念 さ れ る と こ ろ だ。

1997年度 の 特筆すべ き 点 と し て は 、 校舎 ・ 施設 の完全国復 と と も に 兵庫県教育委員 会が
前年の 防災教育推進協議会 に 引 き 続 き 、 初災教育推進会議の提言 を 受 け て 「学校防災マ ニ ュ
ア ル」 を 完成 さ せた こ と があ げ ら れ る 。 そ の 中 で大震災発生時か ら 検討課題 と な っ て い た 、
学校避難所の運営 に 関 し て 、 教職員 の業務従事原則 が示 さ れ í 7 日 以内」 と 明記 さ れ た 。
ま た避難所運営 を 「職務」 と し て 叡 り 扱 う こ と も 示 さ れた 。 行 政 と 学校現場の 災害発生時
の役割分担 を 明確 に し た も の で あ る 。
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fi-由一三学校現場の擾!日 ・復興一施設ほ正常化ベ
教育現場 の 学校 は 、 大震災 で は 、 校舎が被害 を 免れ て も 、 悪夢の場 と 化す こ と が今 回 の

貴 重 な 体験 と な っ た 。 被災住民 を 受 け 入 れ 、 避難所、 仮設住宅用地提供 に よ っ て大混乱 と
な っ た か ら だ。 被災か ら 3 年。 公立、 私 立 と も 学校施設の復旧 ・ 復興 は ほ ぼ計画 どお り 進
み 、 1997年度末 ま で に 再建 を 終 え た 。 学校避難所は 97年当 初 の 4 月 に全面解消 し た が、 学
校敷地内 の仮設住宅 は 97年度 ま で に半減 し た だ け で、 被災 4 年 目 の98年度 へ 繰 り 越 さ れて
い る O

残 る 課題の住宅被災 に よ る 児童 、 生徒の 白 宅外通学、 転校先 での 仮通学 は 97年度 も 前年
度 よ り 減少 し て い る も の の 、 そ れぞ、れ5 ， 000人前後 を 数 え 、 未解決が続い て い る 。 こ れ は
震災復興の最大の難 問 で あ る 仮設住宅の 解消 、 住宅問題の解決 と か ら み 、 通学問題は最後
ま で尾 を 引 き そ う だ。

1 . 施設
〔公立学校施設は 3 年間で1 00 % 再建〕

県立学校 は 1 74校 の う ち 152校が被災、 11校が建 て 替 え を 要 し た。 市 町立学校は 1 ， 835校
の う ち 、 21市48町の944校が被災 し た 。 大規模被害 は69校、 こ の う ち43校が建て 替 え と な っ
た 。 復 旧 の足 ど り は 95年度 ま で に 県立学校134校、 市町立学校859校。 96年度 に 県立学校14

(表 1 ) 公立学校施設の被災状況
( 1 )  被 災学校数

区 分 幼 稚 園 小 学 校

県 立 学 校 1 園 ; 校

市 町rL学校 169 502 

1仁込3 1 70 502 

(2) 被災程度別学校数

学 校 高等学校

校 136校

229 27 

229 163 

83校

698 

781 

* I建て 替 え が必 要 な被 災学校J 校舎等 を 解体 し た学校

富聾養護

15校

17  

32 

50校

177 

227 

「大規模 な被災学校」 ニ 復 旧経費が概ね 1 億円以上必 要 な 学校
「中小規模 な 被 災学校J 上記J2l、外で復旧経費が国庫対象の学校

合 計

1 52校

944 

1 ， 096 

合 計

1峨 i

1 ， 096 

「軽微 な被 災学校J 復 旧経費が国庫対 象 と な ら な い 学校(県立ω万円、市町立初万円未満)
(兵康l宗教育委員会)
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校、 市町立学校62校で工事が完了 し て い た が、 97年度で繰 り 越 さ れ た県立学校 4 校、 市 町
立学校23校 も 工事が終 わ っ た 。 98年度の新学年は被災 し た公立全校が、 復 旧 ・ 援 興校舎で
授業 を 始 め た 。

97年度で工事が完了 し た 県立学校は御影、 西宮、 西宮北、 芦屋の 4 高校。 市 町立学校23
校 は 、 小学校 7 校、 中 学校11校、 高校 5 校 だ、 っ た 。

(表 2 ) 公立学校の復旧状況

( 1 )  県立学校
( 1998年 3 月 31 B 現在)

対象学校数
97 年 度 ?
工 事 完 了 校

4 校

7 4 

7 

(2) 市符立学校

対象学校数
95 年 度 96 年 度 97 年 度

区 分 工 事 完 了 校 工 事 完 了 校 工 事 完 了 校

総 数 944キ交 859校 62校 23校

建 替 校 43 4 16 23 

大 規 模 26 12 14 

(3) 仮設校舎の設置状況

県 立 学 校 13校 4校
97 .  6 .  30 
撤去済

市 町 立学校 l 891交 17校 4校
98. 3 .  3 1  
撤去済

; 合 Li

 

-コ一ロ 102T交 211交 4校

(兵庫県教育委員会)
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〔仮設校舎も全面撤去〕

仮設校舎 は 96年 4 月 末現在で、 県;史学校が御 影、 西宮、 西宮北、 の 4 高 校 に 134教
室が設置 さ れ て い た が、 97年 6 月 末 ま で に撤去 さ れた 。

市 町立学校 は 17校421教室 (小学校 4 、 中 学校 9 、 高校 4 校) が設置 さ れ て い た が、 最
後 ま で残 っ た神戸市立丸 山 中 、 神戸商高、 尼崎市立域内小 、 尼崎北高校 の 4 校が98年 3 月
末 ま で に撤去 さ れ、 公立 は 100% 解消 と な っ た 。

〔学校施設の拐災機能充実〕

災害発生時の児童 ・ 生徒、 教職員 の安全確保、 被災住民の学校への避難 に 対応 の 両側
面 か ら 校舎 な ど学校施設の復旧 ・ 復興 に あ た っ て 施設、 設備の樹震化 と ラ イ フ ラ イ ン の確
保 を 目 指 し た 紡災機能 の 充実が図 ら れて い る 。

県立学校は耐震診断 ・ 補強設計、 窓 ガ ラ ス の飛散防止対策 、 設備の転倒 ・ 落 下防止対策、
ソ ー ラ ー シ ス テ ム の導入、 プ ー ル の耐震化の 5 項 目 を 進め て い る 。 96年度 に 続 き 、 97年度
は 耐震診断 ・ 補強14校、 窓 ガ ラ ス 対策24校、 転倒 ・ 落下対策12校、 プ ー ル耐震化 2 校、 ソ ー
ラ ー シ ス テ ム 2 校で実施 さ れた 。 96、 97両年度で診断 ・ 補強18校、 窓 ガ ラ ス 対策48校、 ソ ー
ラ … シ ス テ ム 2 校、 転倒 ・ 落下対策122校、 プ ー ル 耐震化 2 校 に の ぼ る O

市 町立学校 は 耐震補強、 備蓄倉庫の 整備、 シ ャ ワ … 室の 整備、 防災広 場 の 整備 、 ソ ー ラ ー
シ ス テ ム の 導 入 を 96年度 か ら 進め て お り 、 97年度 は 耐震 プ ー ル l 校、 浄水機能付設 プ… ル
I 校、 備蓄倉庫13校、 防災広場 1 校、 ソ ー ラ ー シ ス テ ム 3 校が整備 さ れた 。
〔私立学校も 全面復 旧 、 復興〕

大規模被害で 国産補助 の 対象 と な っ た私立学校 は272校 に の ぼっ た 。 21大学、 20短大、 41
高校、 24 中 学校、 7 小学校、 1 14幼稚圏 、 29専修学校、 16各種学校 (外国 人学校) の 内訳。

(表 3 ) 私立学校施設の復旧状況

図庫補助金 95年度末
申 請校数 ま で に完了

大 メ一子ヱZ与 21寺支 14 

短 期 大 学 20校 16  

高 等 学 校 41校 27 

中 学 校 24校 15 

小 学 校 7校 5 

幼 稚 園 114溺 107 

専 修 学 校 29校 27 

各 種 学 校 16*交 13 
(外閑人学校)

と口》、 言十 ; 272校

(1998年 3 月 31 日 現在)

復 旧 状 況

96年度末 97年度末
ま で に完了 ま で に 完 了

4 。

1 1  3 

6 3 

2 O 

7 O 

2 O 

3 O 

9校

(兵庫県教育課)
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復 旧 は95年度末 ま で に 224校、 96年度末 ま で に 39校 と 順調 に 進 ん だ。 97年度 末 ま で に 残
さ れた 9 校で 、 建 て 評 え 、 修復工事が終わ り 、 100%達成 さ れた 。

97年度 ま で工事が持 ち 越 さ れた の は特 に被害が大 き か っ た り 、 敷地 を 仮設 住 宅 に提供 し
た た め だ っ た 。 最後の 9 校 は芦屋大学、 神戸女学院大学、 岡高等部、 問 中等 部 、 甲南大学、
同 高校、 向 中学校、 園 田学 関 高校、 同 中 学校。
〔公立社会体育施設の復 旧 〕

被災 し た公立社会体育施設 は 県立 4 、 市町立88の合計92施設。 体育館、 運動場、 球技場、
テ ニ ス コ ー ト 、 ブ ー ル 、 武道場 な とcだ、 っ た 0

97年 9 月 末 ま で に 県立、 市 町立 と も 屋内施設 は ほ ぼ全国復旧 、 県立文化体育館の ス ポ ー
ツ 館の改築が98年春 ま で、かか っ た 。 県立海洋体育館 は ボー ト リ フ タ ー を 残す だ け だ っ た 。

市町立施設の う ち 、 神戸 市民運動場、 商宮市能主主運動場、 中 央運動公 園 陸 上 競技場、 同
テ ニ ス コ ー ト 、 芦 罵 市 川 西運動場、 中 央公 園 野球場、 東 ・ 西浜 テ ニ ス コ ー ト の 7 施設は仮
設住宅の敷地 に な っ て い る た め復 旧 の予定が立 っ て い な い。

〔公立社会教育施設の復!日〕

被災 し た公 江社会教育施設 は 県立 4 、 市 町立93 の 合計97施設。 公民館、 図書館、 博物館
な どだ、 っ た 。 博物館 は県立 2 施設 な ど、 市 町 立 は公民館51 、 図書館18、 博物館 1 6 、 そ の 他
8 と な っ て い る o 96年度 ま で に 96施設が復 旧 、 97年度へ繰 り 越 し た の は 明石市立天文科学
館 だ、 っ た 。 内 部の全面建て替 え な ど大型工事 と な っ た た め 、 唯一遅 れ た が98年 3 月 15 日 に
復興開館 し た 。

〔幼韓国の廃冨〕

兵醸県私立学校審議会は97年 9 月 25 日 、 神戸市須磨区 の 「 わ かば幼稚園」 、 宝塚市の
塚信愛幼稚園J の 廃止認可相 当 の 答 申 を 出 し た 。

わ か ば幼稚 闘 は 50年設置、 定員80人。 震 災 で 園 舎が全壊、 仮設菌舎で再開 し た が、 再建
の 目 処が立 た ず 、 最後の 園児13人が97年春 に 卒 園 し た ま ま だ、 っ た 。

宝塚信愛幼稚 園 は60年設置、 定員 240人。 少子化の 影響 で廃止 を 検討 中 に 被災 、 97年春
に 16 人 の 関 児 が転 闘 し て い た。

両 園 と も 97年 4 月 か ら 休 園 、 7 月 に 廃止 を 県へ 申 請 し て い た 。 こ れで震災関連の幼稚園
廃 閣 は 合計 4 闘 (神戸市 3 、 宝塚市 1 ) と な っ た 。

2 . 児童 ・ 生徒
〔 自 宅通学不能は減 っ た が、 な お4 ， 500人〕

前年度 に 続 く 兵庫県教委の通学実態調査 に よ る と 、 97年 7 月 1 日 現在 、 校 区 内 、 校区外
(学校所在市 町 内 ) 匹域外 (学校所在市町外) か ら 元 の 公立小 ・ 中 学校へ通 う 見童 ・ 生徒

は 合計4 ， 521人。 校区外2 ， 818人、 区域外364人、 校 区 内 1 ， 339人 の 内訳 と な っ て い る 。
話年の何年 5 月 1 日 現在 に比べ る と 、 合計 は 3 ， 739人 の減少。 校区外は2 ， 342 人 、 豆域外
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(表 4 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 影饗で 自 宅以外か ら 通学 す る 児童生徒数

通年て区域

校以 内 か ら の
通学

仮設住宅
校区外 (学校 l

l税減 ・ 知人宅
! 所在市町内)
i ;か ら の通宇 | そ の他

区域外 ('t校
所干E r!i' 町外)
か ら の通学

合 計

1 ， 228 

380 

3 ， 552 

5 ， 160 

39 

71 

483 

593 

2 ， 940 

947 

361 

1 . 165 

317 

数

1 . 168 

725 

217 

600 

2 ， 709 1 ， 664 

4 ， 521 3 ， 739 

(注) 1 : 校区外、 区域外の そ の他欄 に は 、 自 宅か ら の通学者 を 含 む 。
2 : そ の他 に つ い て の 主 な事由

( 1 )  震 災前 に 持 ち 家 に 居住 し て い て被災、 自 宅 を 符建す る 予定であ る が現在借
り 上げ住宅等 に 仮住 ま い し て い る 場合。

(2) 震災後、 家 族が分散 し 借 り よ げ住宅等 に 居住 し て お り 、 当 該住宅が生活の
本拠 と な っ て い な い場合。

(兵庫県教育委員会)

は 229人 、 校 院 内 は 1 ， 168人そ れ ぞ れ減少 し た。 仮設住宅か ら は 1 ， 465人、 親 類 、 知 人宅 か
ら は347人、 そ の他 (借 り 上 げ住宅 な どの仮住 ま い な ど) 2 ， 709人 と な っ て い る O

3 年前 の震災直後 に 比べ る と 、 通学事情 は か な り 好転 し て い る が、 な お4 ， 500人 を 超 え
る 児童 ・ 生徒外が不規則 な 自 宅外通学 を 続け て い る O 住 宅 の 自 力 再建、 護興恒久住宅の建
設が進 ん で も 、 仮設住宅の解消 問題は課題 を 抱 え た ま ま で、 児童 ・ 生徒の 通学 の 不正常 は
今後 も 全面解決の メ ド は 立 っ て い な い。 教育施設面の 完全復 旧 の 半面、 積 み残 さ れ る 大 き
な 後遺症の一つ で あ る O
〔転校児童 ・ 生徒 は ピ ー ク 時の 5 分の 日こ〕

兵庫県教委の児童 ・ 生徒転出 動 向調査 に よ る と 、 震災で 自 宅 を 失 い 、 県 内 、 他府県 の 公
立学校へ転校 し た児童 ・ 生徒 は97年 7 月 1 日 現在 、 5 ， 133人。 前年同 期 に 比べ る と 、 2 ， 018
人減っ た 。 県外転校は2 ， 056人、 県内転校 は 3 ， 077人。 県外 は青森、 秋 田 、 山 梨 を 除 く 44都
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道府県 に ま た が っ て い る O
95年 2 月 14 8 が ピ ー ク 時 と さ れ、 全国47都道府県へ合計 2 万4 ， 947人 に の ぼ っ た が、 3
自 に な っ て 5 分の l ま で減 っ た こ と に な る O し か し 、 さ き の 自 宅外通学の 問 題 と 同様、

も と の被災地での住宅確保の見通 し が立 た ず 「戻 り た いが、 廃 れ な い」 と し て希望がかな
え ら れ る 時期 は不 明 。 転校先永住 を 3 ， 000人以上が答 え て お り 、 被災後 3 年 の 暗 い課題の
一 つ で あ る O

転校先永住 は 県外1 ， 289人 、 県 内 1 ， 907人。 ま た 1 ， 555人 は元 の 居住地 に 廃 る か 、 現在地
に永住す る か未定 と な っ て い る 。

(表 5 ) 阪神 ・ 淡 路大震 災 に よ る 児童生徒の転校状況

1 一
川

i

孟

1

\

転

分
校調企年月 日

者 数

96年 7 月 1 日 現在

県外転校 県 内 転校 合 計

3 ， 057 I 4 ， 094 I 7 ， 15 1  

297 410 689 
( 9 . 1  % )  ( 10 . 0 % )  ( 9 . 6 % )  

1 ， 864 1 ， 885 3 ， 749 
(61 . 0 % )  (46 . 0 % )  (52 . 5 % )  

914  1 ， 799 2 ， 713  
(29 . 9% )  (44 . 0 % )  (37 . 9 % )  

97年 7 Jl l 日 現在
| 

県外転校 県 内 転校 合 計
減 少 数

2 ， 056 I 3 ， 077 I 5 ， 133 I 2 ， 018  

145 237 382 307 
(7 . 1 % )  ( 10 . 0 % )  (7 . 4 % )  ( 15 . 2 % )  

1 ， 289 1 ， 907 3 ， 196 553 
( 62 . 7 % )  (46 . 0 % )  (62 . 3% )  (27 . 4 % )  

622 933 1 ， 555 1 ， 158 
(30 . 3 % )  (44 . 0 % )  (30 . 3% )  (57 . 4 % )  

(兵庫県教育委員会)

〔公立高校入試で1 66人が被災状況罫j申書〕

97年 3 月 の 公立高校入試の際、 震災のハ ン デ ィ を 入試で考癒 す る た め の被災状況副 申
を 提 出 し た 受験生が166人 い た 。

震災直後 の 何年 は 全受験生の 1 3 . 3 % に 当 た る 6 ， 301人、 何年は383人が提 出 し た 。 過去 2
年 に 比べ る と 大幅 に減 っ た が、 い ま だ に仮設住宅暮 ら し な ど学習条件の不利 な 状況 を 反映
し て い る O 被災状況副 申 書 は震災の影響 を 受 け た 生徒が入試で不利 に な ら な い よ う に県教
委が臨時措置 と し て始 め た 。 本人や家族の被害、 住宅状況 な ど学習 困 難 の 理 由 を 記入 、 調

に 添 え て 中 学か ら 高校 に 提出 す る O
166 人 の 提 出 者 の う ち 144人が合格 し た 。 ま た震災で転賠 し 、 元の通学区域の公立高校 を

受験す る 生徒 を 対象 に 、 入学志願承認 申 請手続 き を省 略す る 措置があ り 、 69 人 (前年143人)
が利用 し た 。 こ の ほ か、 通学医域外 に 避 難 し て い る 生徒で最寄 り の県立高校 で の 受験 を 希

し た 生徒 は な か っ た 。
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3 . 仮設住宅
〔被災 3 年 目 も 9 校に仮設住宅〕

被災地内外で約 4 万8 ， 000戸の仮設住宅が建設 さ れた が、 公立学校の敷地 内 に は867戸 (県
立39戸、 市 町立828戸) が設 け ら れた 。 県立 l 校、 芦屋市 6 校、 西宮市 6 校、 1 1 1 商市 l 校
の グ ラ ウ ン ド 、 バ レ ー ボー ル コ ー ト な どが敷地 に あ て ら れた 。

教育現場の正常化 と 復興住宅 な ど住宅再建 な ど に よ っ て 仮設住宅が し だ い に 減る 中 で 、
学校内仮設住宅 も 減 り 、 97年11 月 30 日 現在の設置状況 は 設置403戸 で 、 う ち 入居は242戸。
芦屋市 の 2 小学校、 l 高校 、 西宮市の l 小学校、 4 中 学校、 1 高校、 合計 9 校の敷地が使
わ れ て い る O 完全解消 の メ ド は立 っ て い な い。

(表 6 ) 学校敷地内 の仮設住宅の設讃状況

95年11 月 24 日 の状況 97年1 1 月 30 日 の状況 98年 3

入居戸数 ; 界きル長最号 入居 91年 3 月31 日現在設置設霞戸数 入居戸数 設置戸数 戸数 されている学校の内訳

県 立 学 校 39 39 O O 。 。

小学校3 (芦屋 2 、西宮 1 )
市町立学校 ) 828 750 403 242 403 201 中学校4 (西宮 4 ) 

高校 2 (芦屋、西宮 1 )

合 計 867 789 403 242 403 201 

(兵庫県教育委員会)

4 . 避難所
(97i手 4 F.1 に 完全解消〕

避難所は被災地全域で1 ， 153 カ 所、 95年 1 月 23 日 の ピ ー ク 時 に は約31万7 ， 000人が身 を 寄
せ た 。 こ の う ち 公立学校 に 設 け ら れ た 避難所は382 カ 所 (県立学校1 1 カ 所、 市 町立学校371
カ 所) に の ぼ り 、 約 18万1 ， 000人が避難 し た。

震災が も た ら し た教育界への影響で は 、 学校 と 地域社会の 関係が避難所の 提供 と 運営 と
い う 思 い も し な か っ た 強烈 な 関係 を 生 み 、 授 業 の 再 開 と 学校現場の 正常化 に 大 き な 課題 と
な っ た 。 防災教育、 学校防災 の 出発点 に も な っ た 。

授業の再開へ、 最優先の対策が と ら れ95年度の新学年 開始 ま で に 半数以上 、 96年 5 月 ま
で に順次解消 し た。

最 後 ま で、 残 っ た の は 神 戸 市兵庫 区 の 車 山小 学校生活科準備室 の 母娘 2 人。 訴訟 ざ た に
な っ た あ げ く 、 97年 4 月 7 日 の 強制執行前 日 に退去、 学校避難所 は完全解消 し た 。 母娘 は
95年 1 月 18 日 か ら 同校で生活、 神戸市の60回 に わ た る 説得 、 交 渉 を 拒吾 、 96年12月 に神戸
地裁 に 明 け 渡 し が提訴 さ れ た 。
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(表 7 ) 学校施設への 避難住民の状況 (，子成 10年 3 Jl 3 1 日 現在)

人

* ピ ー ク 時は 、 公史学校合計の避 難者受入れが最大で あ っ た平成 7 年 1 月 23 白
(兵康県教育委員 会)

〈参考文献 〉
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 3 年 fl の取組」 兵庫県教育委員会 1998if 1 月 17 日
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新た な防災教育の推進一一充実 と 実践
兵庫県教委 は壊滅的打撃 を 受 け た震災か ら の 教育復興 を 「被 災の教訓 を 生 か し 、 災 害 に

強 い 、 安心 し て学ぶ こ と の で き る 魅力 あ る 学校づ く り を 進め る 。 助 け 合え る 入院 と し て の
あ り 方 、 生 き 方 を 考 え る 新 し い 紡災教育 を 推 進す る 」 と 位 置づ け た 。 95年度、 96年度 に 「全
国 に発信す る 兵庫 の教育 の 創造 的復興」 と 名づ け て 取 り 組ん で き た 。 文部省 の 規定す る 災
害 中 心 の 安全教育や交通安全教育 な ととの枠 を 越 え た 「 人間教育」 の視点 に 立 っ た も の で、
特 に 「新た な 防災教育」 と 銘打 っ て い る 。 被災 3 年 目 の97年度 は そ れ ま で の創造段階か ら
充実 と 実践の段階 と し て取 り 組ん だ。 被 災地 ばか り で な く 、 被災地外での 防 災教育 に 力 を
入 れ た こ と も 97年度の特慨。

神戸 市教委 も 震災か ら 学 ん だ教訓 の 全国への発信 を かか げ、 96年度 ま で重 ね た 防災教育
の研究 を 発展 さ せ、 97年度 は 実践重点の活動 を 続 け た 。

1 . 兵産県教委97年度 「新た な 防災教育J の課題 と 視点
人 間教育 の視点 に 立 っ た新た な 防災教育 の 推 進 に あ た っ て 、 防災教育副読本の活用 、 全

領域で総合 的 に取 り 組む カ リ キ ュ ラ ム の確立、 学校 に お け る 実裁 な ど に よ り 子 ど も た ち の
生 き る 力 を 育 て る と 同時 に 、 教職員 の指導力 の 向上が求め ら れて い る O

震災体験 を 生か し 、 専 門技術、 知識 を 身 に つ け て 、 各学校で 防災教育推 進 、 校内研修、
間計画策定 に あ た る 「推進教員」 の 養成が急がれ る 。
専 門 知識、 技術 を お さ め た 、 国 内 外で ボ ラ ン テ イ ア と し て 活躍で き る 子 ど も の育成 を 視

野 に入 れた教育課程の必要性の研究が指摘 さ れた 。
心 の 理解 と ケ ア に つ い て は専 門 家の治療 レ ベ ル と 教員 の レ ベ ル の 整理、 臨床心理士、 専

門 医の学校巡 回 、 教育事務所への ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 配置 な ど相談体制 の 充実が求 め ら
れ た O

教職員 が避難所運営 に従事す る 場合の勤務条件の 明確化 も 指摘 さ れ た 。
こ う し た課題 に 基 い て

(1 ) 開題点の帯整理、 解決ヘ ガ イ ド ラ イ ン 明示
( 2 )  防災教育副読本の幼稚菌用 、 高校用作成
(3 )  被災児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア の充実
(4)  学校、 家庭、 地域社会が一体 と な っ た 妨災教育の推進
( 5 )  震災体験の風化 を 紡 ぎ、 兵庫県 の 紡災教育の 成 果 を 全国 に 発信
(6 )  避難所運営の 明確化
な ど を 97年度取 り 組み の 重点 と し た 。
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新 た な 防災教育体系図(衣 長 )

{ハー ド菌i 防災機絞め強化、 災害時に お け る 学校の果た す役割の明確化

{ ソ フ ト箇1 ì霊災体験 を 生 か し た教膏め推進 〈共に生き る心、 生命の尊 さ 、 効け合いの心、
自然に対する畏敬の意等)

- 施設設備面の被害、 人的被害0
・ 児童生徒 ・ 教事量員の精神的被害。
. 避難所 と学校の共存。
- 若者 を 中心 と す る ボ ラ ン テ ィ ア

活動の広 が り 。
・ ラ イ フ ラ イ ンの途絶。

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 現 状
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2 . 兵庫県教委の号7年度防災教育の取 り 組み
( 1 ) 防災教育推進会議の開催

震 災の 教訓 や 防 災教育検討委員 会か ら の提 討 「兵庫 の 教育 の 復 興 に 向 け てJ (大震災復
興誌第 2 巻 に 収録) を 踏 ま え 、 阪神 ・ 淡路大震 災 ク ラ ス の激甚巨大災害発生時の学校 の 果
た す役割 に つ い て 、 人 的 、 物 的 な側面か ら 検討す る な ど、 新 た な 防 災教育推進上の課題、
解決の 方 向 を 探 る 目 的 で設置 さ れ た 。

学識経験者、 学校、 行 政、 関係 団体代表 ら 16 人か ら な る 「防災教育推進会議J (座長 =
徳 LlJ 明 ・ 常葉学園女子短大学長、 副座長 ニ桂正孝 ・ 大阪市 立大学教授) は 災害時 に お け る
避難所 と し て の 学校、 地震発生 時 の 危機管理、 日 常 に お け る 安全対策、 「 い ざ と い う と き
の Q&A99J 、 新た な 防 災教育の 充実方策 な ど に つ い て97年 5 月 26 日 か ら 5 [t;JJ に わ た る 協議
を 行 い 、 10月 17 日 に 「新た な 訪災教育 の充実 に 向 け て」 と 題す る 報告書が提 出 さ れた 。

前年度の96年 に設置 さ れ た 防災教育推進協議会 (座 長 エ 徳 山 明 ・ 兵庫教育大学教授 ) の
報告 下学校 に お け る 新 た な 防災教育 の推進 を め ざ し て」 の 討 議 や 課題抽 出 を さ ら に深 め て
ま と め た も の で 、 同推進会議の提言 を 反映 さ せ て98年 3 月 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 が作
成 さ れ た 。
( 2 )  教育謹興担当教員 の配置

震災か ら 3 年 目 O 心の傷が軽減 し て い く 児童 ・ 生徒がい る 一方 で 、 生活復興が思 う よ う
に 進 ま ぬ 中 で 、 焦燥感 を つ の ら せ て い る 児童 ・ 生徒 も 増 え て い る o 97年 は 5 ， 000人 を 超 え
る 児童 ・ 生徒 に 教育 的 配慮が必要 と 判 断 さ れ た 。 こ の た め被災状況把握や 心の健康相談活
動 の 充実 を 図 る と と も に 、 仮設校舎建設 に よ る 教育環境への 配慮 、 防災体制 の確立や防災
教育の推進 な ど教育復興 を 積極 的 に 進め る た め に 、 被災地の小、 中 学校 に前 年 と 同様の207
人 を 配置 し 、 支援体制 の 整備 に 努め て い る O

ま た 、 担 当 教 員 の 指導力 の 向上 と 情報交換 を 図 る た め 、 5 月 と 12月 に研修会 を 開 い た 。
( 3 )  紡災教育専門推進員 の委嘱

新 た な 防災教育の推進、 防災体制 の 整備充実、 教師の指導力 ・ 実践力 の 向上 、 児童 ・ 生
徒 の 心 の 理解 と ケ ア な ど に つ い て 、 一層 の 充実 を 図 る た め 、 9 人の専 門推進員 を 委 嘱 し た 。
各地域の 実態調査 を も と に 現状分析、 課題整理 を 行 い 、 各種研修会、 学校訪問 な ど を 通 じ
て 防災教育の 充実 を 図 っ た 。
( 4 )  防災教青研修講座の開講

学校 に お け る 防災教育推進へ、 基礎的知識や具体的 な 推進方法 を 研修 し 、 防災教育 を 企
画、 推進す る 実践力 を 育成 す る こ と を 目 指 し 、 小、 中 、 高校教員 を 対象 に 、 県立教育研修
所 で研鯵講座 を 開講 し た 。
( 5 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

「 ボ ラ ン テ イ ア 実践」 の 科 目 は 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関 す る 基礎 的 な 知識 、 技術 を 習得
さ せ る と と も に 、 実践 を 通 じ て 、 ボ ラ ン テ イ ア に対す る 理解や 自 覚 を 高 め 、 良 き 社会人 と
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し て 自 己啓発す る 意識 と 態度 の 育成 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。
「 ボ ラ ン テ イ ア 実践」 の 実施校 は96年度 の 6 校か ら 4 校増 え 、 97年震 は10校 に な っ た 。

授業内特例 と し て は仮設住右 、 老 人 ホ ー ム 、 養護学校、 養護施設、 保育施設 な どへ の 訪 問 ・
交流や福祉制度や福祉の現状 と 課題の学宵 な ど を 行 っ た c
( 6 )  災 害 を 受 け た 子 ど も た ち の，むの理解 と ケ ア

災害 を 受 け た子 ど も た ち の 心 の 理解 と そ の対応 に つ い て教職員 の研修会 を 県下 7 会場 で
実施 し た o 1 ，  265人 の教職員 が 専 門 医 や 臨床心理 Lの指導 を 受 け た 。
(7) 防災教育モデル地域指定事業

被災地外の小野市 は 指定か ら 2 年 [j の97年1 1 月 1 l [J に 、 取 り 結 み の成果 を 発表 し た 。 小
学校 i 学年 か ら 6 学年 ま で の公開授業、 実践発表、 徳 山 明 ・ 常葉学園言 上短 大学長の講演

「防災教育 の今従 の 展翠」 な とごが行 わ れ た O 防災教育担当 者会の必要性、 防 災教育 ネ ッ ト
ワ ー ク の 重 要性、 学校 ・ 家庭 ・ 地域社会の連鴇 の あ り 方 な ど に つ い て研究が深 め ら れ た 。

被災地 の 津名郡北淡町 は97年1 1 月 四 日 に 実践研究 大会 を 開 い た 。 北淡町防 災教育連絡協
議会の取 り 組み の 中 で、 特 に PTA や地域 と 連携 し た 新 し い 活動が生 ま れた こ と や 学校聞
の交流が深 ま り 、 教職員 の 防災教育 に対す る 意識の高 ま り な どの成果があ っ た こ と が報告
さ れた 。
( 8 )  県立学校施設の 防災機能の充実

各学校の 施設復旧 と と も に 、 災害発生 に備 え て 、 児童 ・ 生徒や教職員 の安全確保の た め 、
校内備品 の 転倒 ・ 落下 防止対策 ( 12校) 窓 ガ ラ ス の飛散防止対策 (24校) プ ー ル の耐震強
化 ( 2 校) 耐震調査 ・ 補強設計 (14校) を 実施 し 、 前年度か ら の 防災機能充実 を 進め た 。

3 .  r学校隣災マ ニ ュ ア ル」 の作成

〔避難所運営 は 7 日 以内 、 教職員 も 職務ーを 明示〕

兵庫県教委 は95年度 に 「防災教育検討委員 会J (河合隼雄委員 長) 96年度 に 「防災教育
推進協議会J ( 徳 山 明康長) 97年震 に 「防災教育推進会議J ( 同 ) を 設け て 、 学識者、 学校、
行政関係者か ら 学校経営 と 地震 な ど災害対応策 に つ い て さ ま ざ ま な 角 度 か ら 提言 、 助言 を
受 け て 、 「兵庫 か ら 全国 に発信す る 新 た な 防災教育」 の 指針、 骨格、 構成、 教室運営、 授
業方法 な ど を ま と め 、 現場 を 指導 し て き た 。

被災か ら 3 年 を 経過 し 、 教職員 ら に 示す学校 と 防災の具体的指針の総仕上 げ と し て 「学
校防災 マ ニ ュ ア ル」 を 98年 3 月 に作成 し た。 防災教育推進会議の協議結果 を 盛 り 込み 、 学
校の 日 常 の 安 全対策か ら 地震発生 時 の 危機管理、 災害時 に避難所 と し て果 た すべ き 学校 の
役割 な ど詳細 に 示 し て い る 。 A 4 判 、 100ペ ー ジ。

こ の マ ニ ュ ア ル の 中 で も っ と も 特徴的 な こ と は 学校避難所の 運営 に つ い て 「教職員 の 従
聞 は 7 日 以 内 と す る J í教職員 の 業 務 は 職務 と す る の が妥 当 j と 明記 し た こ と で あ る O
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渓災II:(段、 避難所 に な っ た体育
館 に は 多 く の被災符がぶめ かけ
た ニ 951'ド 1 月 22 日 、 千中) 1 市長目

以 (神戸新聞社提供)

避難所 の 連営 は 本来、 市 町 な ど行政の 責任業務だが、 大規模災需の場合 、 学校 と 教職員
が運営 に従事する こ と は避 け ら れ な い と し て 、 今 回 の震災で は 無原 則 だ っ た期 間 と 職務規
定、 身 分 に つ い て 明確化 を 図 っ たc

学校防 災マ ニ ュ ア ルの構成 は
( 1 ) 日 常 に お け る 安全対策

1 ) 学校防災対策 の策定
2 ) 学校防災組織の確立
3 ) 施設 ・ 設備の安全管理

( 2 )  地震発生時の危機管理

1 ) 児童 ・ 生徒の安全確保 と 保護
2 ) 児童 ・ 生徒の保護者への 引 き 渡 し
3 ) 盲 ・ 聾 ・ 養護学校、 定時制高校 に お け る 対応の ポ イ ン ト
4 ) 学校施設 ・ 設備の被害状況の点検
5 ) 学校再 開 に 向 け た対応

( 3 )  災 害時 に お け る 避難所 と し て の学校の果た す役割

1 ) 避難所 と し て の 学校の対応
2 ) 学校 に お け る 避難所運営業務
3 ) 避難所運営の 教職員 の 身分上の取 り 扱い
4 ) 学校施設 ・ 設備の 防災機 能 の 強化
5 ) 地域 ・ 関係機関 と の連携
6 ) ボ ラ ン テ ィ ア の受 け 入 れ

(刷 新 た な 防災教育の充翼

1 ) 新 た な 防災教育 の構成
2 ) 防災教育推進計画

第六予言 @ 教育 339 



3 ) 
4 ) 

( 5 ) 心のケア

1 ) 年齢別 に み た 症状の特徴 と 対応方法
2 ) 子 ど も の話 を 聴 く と き
3 ) 心の ケ ア の 基本的 な 考 え 方
4 ) 教職員 の健康管理
5 ) 災害時の応急対応 ・ 処置

〔兵E華麗が条例改正 、 教職員 に職務手 当 支給〕

兵庫県 は97年度末 に 学校避難所の 運営業務従事 を 教員 の 「職務」 と 規定 し 、 新 た に 「特
殊業務子 'jí J を 支給す る 条例改 正 を 県議会 に提案、 可 決 さ れ た 。

阪神 ・ 淡路大震災 で は 公 立 学校382校が避難所 と な り 、 延べ10万 人 の 教員 が運営業務で
活躍 し た が、 避難所運営 は 教員 の 職務外だ っ た た め 、 国 の 通知 を 受 け て 支払 わ れ た 手当 は
行政職 員 の 、ド額以 下 だ、 っ た 。 条例改正で、 対 象 は 災害救助法の適用 を 受 け た 大災害の う ち 、
被災者数、 避難所の設置状況 を 見 て 県教委が指定す る 。 手 当 の金額は行政職員 と の均舗 を
考慮す る こ と に な っ た。

4 .  I鱗i晃教育副読本」 の完成

兵庫県教委がつ く っ たd苧校防災

マ ニ ュ ア ル (神戸新開社提供)

震災体験 は県下各地域で様々 だ っ た が、 震災で学ん だ危機管理や 防災意識 は 共通の も の
と し て 平常 か ら 意識 の 高揚 を 図 っ て お か な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 大震災 を 負 の 体験 と し
て 受 け 止め る だ け で な く 、 同 世 代 の 子 ど も た ち が震災 の 中 で 「 どの よ う に 生 き J r どの よ
う に 立 ち 向 かお う と し た かJ を 見 つ め 、 自 分た ち の 未 来 に ど う 生か し て い く か、 後世に何
を ど う 伝 え て い く か な ど、 従来 の安全教育 の 充実 に加 え 、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を
考え る 防 災教育 は 、 そ の担 う 役割が極め て大 き い 。
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兵庫 県教委が発行 し た 高校生市 防災
教育創設本 1-1ザHI に /主 主 る 阪紳 ・

淡路大差是災か ら ヅスえ」 作�l i î新間十i

j町長)

こ う し た 点 を 踏 ま え 、 学校 に お け る 防災教育 を推進 し て い く た め 、 96年度 に 小学校低学
年用 、 小学校高学年用 、 中 学校用 の 副読本 を 完成 し た 。 97年度 は 残 り の幼稚園 用 と
校用 を 作成 、 全学年の副読本が 2 年がか り で完成 し た 。

各学校国 で 、 児童 ・ 生徒の 発達段階 に応 じ て 各教科、 科 目 、 道徳、 特別活動 な どの学習
内容 と 関連づけ な が ら 、 安全部 や災 古: の メ カ ニ ズ ム 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動、 心 の 教育 な ど防
災教育の効果的 な 実践 を 進め る 手引 き と な る O
( 1 ) 幼稚関用 防災教育絵本 「 あ し た も 遊ぼ う ねJ

1 ) 趣 旨
生命の大切 さ 、 思 い や り の心 な ど震 災体験か ら 学 ん だ教訓 を も と に 、 保育活動 を 進 め 、

園児 ら に 「生 き る 力 」 を 育 む教育 を 推進す る O
2 ) 内容

大震災 を 後世 に 語 り 伝 え る た め 、 物語 の 主 人公の少年 「 け ん ち ゃ ん」 の 自 を 通 し て 、 被
災 、 学校の避難所生活、 余震の お びえ 、 人清の温 さ 、 友 人の こ と な ど を A 4 横長判 、 48ペ ー
ジ に ま と め て い る 。 1 万部 を 発行、 県下の 国公私立幼稚 園 、 公立小、 中 学校 、 全 国都道府
県教委 に 配布 し た 。 編 集 メ ン バー の幼稚題、 小学校教諭 は全員 が避難生活 を 経験 し て お り 、
作成部会長の小川 l 淑子 さ ん (元幼稚園長、 97年 4 月 か ら 神 戸市立烏帽子中 学校長) は
災 の 現実 を 伝 え 、 子 ど も た ち の 生 き る 力 を 育 て た い の 思 い を 込 め たJ と い う O
( 2 )  高等学校用 防災教育副読本 「明 日 に生 き る 」

1 ) 趣 旨
生徒の 発達段階 に 応 じ た 防災教育 を 推進 し 、 生命の大切 さ と 思 い や り の心 、 災害時の対

応能力 を 育成す る O
2 ) 内容

防災体制づ く り や 災害への備 え を 取 り 上げた 「災害時の生活 ・ 危機管理」 建物の耐震性
や ボ ラ ン テ イ ア 活動 な ど を ま と め た 「社会生活 ・ 福祉 ・ ボ ラ ン テ ィ ア」 地震の メ カ ニ ズ ム
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改訂 さ れ た紡災救ff品Ij読本 「 し あ わ

せは こ ぼ う J (紳μ新聞社従供)

な ど を 説明 し た 「 自 然災害」 震災後の心の ケ ア を 考 え る 「保健安全J の 4 章 で構成c 自 宅
の耐震診断 を さ せ た り 、 自 宅周 辺 の 防 災 マ ッ プ作 り 、 活断層 、 地層 の チ ェ ッ ク を さ せ る な
ど地域 に 日 を 向 け 、 防 災 を 自 分 自 身 の 問題 と し て と ら え さ せ る よ う 工夫 し て い る 。 生徒の

災体験作文 も 収録 し た 。
A 4 判 、 生徒用55ペ ー ジ。 教師用手引 き 40ペ ー ジ 。 5 万7 ， 500部 を 作成。 県下 の公立高校、

養護学校 に 配布 し た 。 作成部会 は 石井邦道県 立兵庫高校長 と 県立高校教諭 6 人。
※ 96年度 に作成 し た小学校低学年用 、 高学年用 、 中 学校用 防 災教育副読本は 約20万部が配
布 さ れて い る O

〔 県社会科研究会の 「現代社会菖Ij読本J に震災記述〕

兵庫県社会科研究会 (会長 ・ 村本武彦県立星陵高校長) が97年 4 月 、 副 読本 「解説資料
一一一現代社会J を 出版 し た 。 現場教師 ら が工夫 し た教材の 集大成で 、 94年度 か ら の新学習
指導要領 に 対応 さ せ て い る o 15年ぶ り の改定版 に は 「環境 と 生活」 分野で震災被害の写真
を 載せ、 都市のぜい弱性 を 問 う 記述があ る O ボ ラ ン テ イ ア 活動 に つ い て も 記載 し て い る 。
〔 防災副読本 を 活用 し た研修会実施〕

兵庫県教委は小、 中 学校 で 防 災教育副読本 を 活用 し た新 た な 防災教育 の 実践 を 推進す る
た め 、 97年 5 月 か ら 6 月 に か け て県下 6 地区 で各 3 回 、 計18 回 の 「防災教育研修会J を 開
い た 。

公立小、 中 学校、 養護学校教員 が対象で 、 副読本の活用撤底 、 全体計画、 指導計画 の作
成 、 学校、 家庭、 地域 と の連携、 学校初災体制 の確立A を 求め た 。 ま た 、 県 立教育研修所が
作成 し た CD…ROM 教材 な ど情報機器の活用 も 訴 え た 。

5 . 紡災教育専門推進員 の活動
学校 に お け る 新 た な 防災教育の推進 と 防災体制 の 充実 を 図 る た め 、 各教育事務所 に 96年

度 は 12 人 、 97年度 は 9 人の 「防災教育専門推進員J を 配置 し た 。
研修の企画、 分析、 評価。 指導内容、 方法の調査研究。 防災教育副読本の 活用 。 地域特
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性の研究。 防 災教育 モ デル 地域事業への 支援、 児家 ・ 生徒の こ こ ろ の ケ ア 。 教育復興な ど
の 分野 で 活動 し た 。
1 ) 新 た な 防災教育の趣旨の徹底

市 町単位の 防災教育担当者会、 管理職研修、 教職経験者研修、 初任者研修 な ど研修会の
機会 を と ら え て新 た な 防災教育 の 題 旨の徹底 を 図 っ た 。
2 ) 校内推進体制の確立

校務分掌への位置づけ 、 防災教育担当 に つ い て 、 学校教育課長会で依頼 し 、 市 町教委 に
よ る 研修会の 開催 を 要請 し た 。 6 月 か ら 7 月 に か け て は全小、 中 学校の学校 要 覧 か ら 分析
と 課題の考察 を 行 っ た 。
3 ) 学校独 自 の防災 マ ニ ュ アルの作成

作成 の ポ イ ン ト や 手}I問、 具体的 な 取 り 組み例 を 紹 介 し た 。 す で に 作成 さ れ て い る マ ニ ュ
ア ル を 収集 し 、 各学校の実情 に 合 っ た マ ニ ュ ア ル作成の推進 を 図 っ た 。
4 ) 指導計画の作成

防災教育 の ね ら い や各教科等への位置づ け 、 地域 と の 関 連 を フ ロ ー チ ャ ー ト 的 に表 し た
全体計画 モ デル 案 、 指導計画モ デル 案 、 県立教育研修所作成の教科書 に よ る 関 連教材一覧
表 な ど を 各種研修会で紹介 し た 。 ま た 中教審答 申 で示 さ れ た横断的、 総合的 学 習 の 考 え を
導入す る こ と や 防災教育の視点 で教材 ・ 行事 を 見直す必要性 に つ い て 助 言 し た。
5 ) 防災教育副読本活用 の 推進

各地域で 3 回 、 各学校の 防災教育担当 者 を 集め 、 副読本の活用 に 関 す る 研修会 を 実施 し た 。
副読本 に 対す る 児童 ・ 生徒 の 反応 を 、 教材別 関心度 グ ラ フ や感想併 に ま と め て研修資料

を 作成 し た 。 指導案作成の演習 な ど も 行い 、 副読本教材 に 実際 に ふ れて そ の価 値 を 知 る よ
う に努 め た 。 ま た 、 97年度 は 、 教師 と 子 ど も た ち に読 ん で も ら う こ と に重点 を 置 く と と も
に 、 単発的 な授業、 教科の資料、 避難訓練の事前指導、 学級活動 な どあ ら ゆ る 場面で活用
す る こ と に 主 眼 を 置 い た 。
6 ) 避難 (防災) 訓練の改善 ・ 充実

実施案 の モ デ ル 例 の 配布 、 指導用 ビ デ オ の 貸 し 出 し を 行 い な が ら 、 予告 な し の訓練、 休
み 時 間 で の 実施、 事前 ・ 事後指導の 充実、 消 防署 、 PTA と の連携 な ど訓練の 多様化 を 推
進 し た 。

改善 ・ 充 実 の 視点 と し て は 「子 ど も の 意識が連続 し て積みよがっ て い く よ う 指導す る 」
「防災行動の技能習得 に留 ま ら ず、 支 え 合 い 、 助 け合 い の 道徳実践の場 と し て も と ら え る 」
「教師 自 身 の訓 練 の場 と し 、 防災マ ニ ュ ア ル見直 し も 図 る J の 3 点 に 努 め た 。

7 ) 心の理解 と ケ ア

教育復興担当 教員 の 全体研修会や地域研鯵会 を 開催 し 、 そ れ ぞれ の 学校 の 事例 ご と に 解
決策 を 協議 し た 。 特 に 、 児意 ・ 生徒 に 安心感 を 持 た せ る 環境 の 整備 、 教育相 談 の 充実 な ど
学校全体の取 り 組み に つ い て助 言 し た 。
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指導 に あ た っ て は 、 カ ウ ン セ リ ン グマ イ ン ド を 身 に つ け る と と も に 、 教 職 員 全員 がそ れ
ぞれの 立場で 子 ど も を 観察 し 、 情報交換す る 。 震災 に よ る 影響、 い じ め 、 不登校な ど さ ま
ざま な 要 悶 の観察 と 共通理解 を 基本 に 教育復興担 当 教員 ・ 担任 ・ 保護者 ・ ス ク ー ル カ ウ ン
セ ラ ー ら の 連携の重要性 を 説い た 。

〔今後の課題〕

・ 各教育 事務所単位 で市町の 防災教育担当 ら が定期 的 に 情報交換、 実践交流が行 え る 「防
災教育連絡会議」 の設置。
@ 横断 的 、 総合的学習 の視点 に 立 っ て 全領域で新た な 防災教育 の 展 開 を 留 る 活動の推進0
・ 学校間交流、 市 郡 間 交流 を 進 め る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の推進

以上の 3 点 が今後の課題 と し て指摘 さ れ98年度以 降 に 取 り 組みが行 わ れ る O

6 . 防災教育モ デル地域指定事業一一報告か ら
大震災 の 教訓 か ら 地震、 風水害 な ど 自 然災害か ら 児童 ・ 生徒の安全 を 薙保す る た め に は

学校、 家庭、 地域社会が一体 と な っ て 、 ふ だ ん か ら 防災安全教育 に取 り 組む こ と が必 要 だ
と し て 「防災教育 モ デル 地域指定事業」 が郎、 97年度の 2 年 間実施 さ れ た 。

「 モ デ ル地域」 は 教育事務所管 内 の l 市町 、 そ の 全域 ま た は 一部。 小、 中 、 高校が各 l
校以上参加、 幼稚園、 養護学校 に 参加で き る と し た。 「事業 内 容」 は 、 学校問 、 学校 と 家庭 ・
地域の連携 を 推進す る 妨災教育 の あ り 方 に つ い て の研究 と 実践。 防災教育 の 内容の研究。
防災 リ テ ラ シ ー 育成の あ り 方の研究。 心 の ケ ア 、 ボ ラ ン テ イ ア 教育 な ど。

「 モ デ、ル地域」 は津名郡北淡町、 小野市、 芦屋市の 2 市 l 町が指定 さ れ た 。
瞳北淡町

( 1 ) 研究主題 は 「北淡町 に お け る 防 災教育 を 考 え る
し く 生 き る 児童 ・ 生徒の 育 成J o

- 家庭 ・ 地域 の 連携 と た く ま

( 2 )  妨災教育 担 当 者会、 防災教育連絡協議会、 防災教育推進委員 会で 、 防災教育 カ リ キ ュ
ラ ム 、 授業案 の 集約 、 北淡町小 中 学校防災マ ニ ュ ア ル の作成、 各校防災計 画 の 見 直 し 、 公
開授業、 学習会、 先進地視察、 情報交換 な ど を 重 ね た 。

県外視察は 静向県吉 田 町立小、 中 学校、 伊東市教委、 西小学校、 清水市立 第 3 中 学校 な
ど。

情報交換は 和 歌 山 県小学校長会、 神奈川 県秦野市校長会、 東京都品 川 区 立教頭会、 町 田
市教頭会 、 三 重県河芸町立教頭会、 静岡県榛原郡校長会、 小笠町教頭会 な ど。

地域 と の連携 は運動会で消 防 団 の 消 火訓 練 、 PTA に よ る 校 区 の 安全点検、 保護者 と 教
職 員 の救急、法講習 会 な ど。
(3 )  北淡町小 ・ 中 学校紡災マ ニ ュ ア ル

災害発生時の体制づ く り の指針 と し て作成 さ れ た 。 マ ニ ュ ア ル を 各校が実情 に 合 わ せ て
修正、 非常事態 に備 え る O
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マ ニ ュ ア ル の 中 心 は 学校防災体制 で 、 教職 員 の 参集計画、 初動体制 、 学校災 害対策組織、
地震発生時 の ケ ー ス 別対応 (登下校時、 児童 ・ 生徒在校時、 校外活動時、 児 童 ・ 生徒在宅
時) 火災発生時の対応、 風水害 発生時の対応 、 学校再開 に 向 け た基本対応、 学 校施設 ・ 設
備 の安全点検表 な ど を 詳細 、 具体的 に 示 し て い る O

ま た避難所 の 運営 に つ い て 、 「主体は行政J r運営 は 町災害対策本部」 の 原 則 を 明示 し た
の が特徴。 大震災 で は 学校避難の運営原則 が不 明確 で学校、 教職員 の負担が重 く な っ た の
を 反省 し て 、 町、 学校、 住民の行動規範 を 明示 し て い る O

学校側 の 防災計画、 防災教育 の実践が進 む 中 で、 市 町 の 地域防災計画 と の 関 係がは っ き
り し な い こ と が課題 と さ れ て い た が、 こ の モ デル事業で 、 役割分担の方向が示 さ れた実例
と な る 。

こ の ほ か、 ボ ラ ン テ イ ア と の連携、 こ こ ろ の ケ ア へ の取 り 組み も 行 わ れた 。
(4)  モ デル 地域研究 の 成果 と 課題
1 ) 成果
@ 防災教育連絡協議会、 各方面、 地域の交流が確 し た 0
・ 行政、 各方面 と 調整 し た 防 災 マ ニ ュ ア ル が作成 さ れ た 。
・ 防 災教育 に かか わ る 教職員 の 意識の差が認識で き 、 熱意の高 ま り が見 ら れた 0
. 学校 間 の 連携が深め ら れた。
• PTA、 地域 と 連携 し た 新 た な 実践 、 計画が生 ま れ た 。
@ 全校で 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム が教育課程 に位置づけ ら れ、 実践の体制が確立 さ れた。
@ 防災教育副読本 の 活用 な ど を 通 じ て 、 防災教育実践事例が集約 さ れ、 町 内 小 中 学校の教

育活動が活性イ と さ れた 。
2 ) 課題
@ 地域 と の連鳴 を さ ら に 深 め 、 学校教育全体の充実 に 向 け 、 「 聞 か れ た 学校づ く り J を 推進0
・ 地域 の 自 主 防災組織の確立 と 合わ せ て 、 地域 ぐ る み の 防災訓練な ど に 取 り 組 む 。
・ 防災 関 連施設 ・ 設備の充実。
@ 防災 マ ニ ュ ア ル を 絶 え ず見 直 し 、 教職員 、 児 童 ・ 生徒、 保護者の 共通理解0
・ 教材開発、 指導方法の研究。
@ 人間教育 の 視点 に 立 っ て 教職員 の研修体制 の 充実。

醐小野市

( 1 )  研究主題 は 「学校 ・ 地域 ・ 家庭が 体 と な っ た 紡災教育の 展 開一一一生命の尊厳や 人 間
と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る J o

( 2 )  防災教育連絡協議会で講話。 先進地視察 (北淡町富島小学校、 静岡 県清水市教委、 清
水小学校、 地震 ・ 防 災 セ ン タ ー ) 。 児 童 ・ 生徒の 校外行事、 訓 練へ の 参加 (市防災総合訓練、
1 . 17全国学校 妨 災 フ ォ ー ラ ム 、 阪神 ・ 淡路大震災仮設支援 NGO 連絡会、 小 野 中 学校 区

合同防災訓練) 。 防災教育担当 者 ・ 教頭研修会 (延べ 8 回 、 1 1 詰 問) 。 防災教育講演会 (震
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災体験、 ボ ラ ン テ イ ア 、 心 の ケ ア 、 防災教育 の方向) 小 、 中 、 高校行事 ( 防災教育推進委
員 会、 防災教育研修会、 防災教育研究授業、 防 災訓練、 児童引 き 波 し 訓 練 、 保護者 と 連携
し た避難訓練、 危険鋼所調べ、 蘇、生1t�の体験学7号 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動参加 ) 。

(3 )  今後の 課題
・ 各種 マ ニ ュ ア ル の 見直 し と 改善。
@ 総合学習 の視点 に 立 っ た 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の見 直 し と 授業 の 実施。
@ よ り 機能 的 、 効果的 な 防災訓 練 の 実施。
@ 生命の大切 さ 、 助 け 合い の 心、 い た わ り 、 思 い や り の 心情 を 高 め る 指導 の 推進
・ 保護者へ の 惇発 (校外連携の 避難訓練、 講演会) 。
@ 地域団体 と の連議、 協 力 体制の確立。

量芦鹿市

( 1 ) 研究主題は 「学校 ・ 家庭 ・ 地域 ・ 関係機関が連携 し た 防災教育 の あ り 方一一命 を 守 り 、
助 け合 い の 心 を 育 て る J o
( 2 )  芦屋市内 で も っ と も 被害の大 き か っ た精道小学校 を 調査研究の推進の拠点校 と し 、 校
思 に あ る 幼稚 閣 、 小 学校、 高校 を 加 え た 。 そ れ に 、 各学校の PTA、 地 域 か ら 精道 コ ミ ュ
ニ テ イ ス ク ー ルが参加 し 、 モ デル 地域 と し た 。 行政か ら の 関係機関 も 加 わ り 、 防災教育連
絡協議会が組織 さ れた 。
( 3 )  学校惇! の 取 り 組み
1 ) 妨災教育の推進組織づ く り
2 ) 紡災教育 の 内容 (全体計画、 年 間 カ リ キ ュ ラ ム 、 さ ま ざ ま な場で進め る 防災教育)
3 ) 心の ケ ア (小学校保護者への ア ン ケ ー ト 調査、 中 学校 ア ン ケ ー ト 調査、 高 校継続調査)
4 ) 防災体制 の 充実、 安全確保 (教職員 の 緊急対応体制 、 保護者 と の連絡、 幼児 ・ 児童 ・
生徒の 引 き 渡 し 、 避難所 と し て の学校の役割)
5 ) 学校再 開へ 向 け て (幼見 ・ 児童 ・ 生徒の安否確認、 学校施設、 通学路の 安全点検、 応
急 カ リ キ ュ ラ ム の作成、 学校給食 の 再 開 、 教科書、 学用 品 の確保 と 転出 入事務)
6 ) 家庭、 地域、 関係機関 と の 連携 ( 開 か れ た 学校づ く り 、 PTA の 防災 ・ 防犯へ の 取 り
高且み 、 コ ミ ュ ニ テ イ ス ク ー ル を 中 心 と し た 地土或防災)
(4)  市 と 市教委の取 り 組み
1 ) 市教委 の 取 り 組み (ハ ン ド ブ ッ ク の作成、 訪災教育講演会、 心 の ケ ア 講演会)
2 ) ま ち づ く り 視点の 防災教育
3 ) 情報連絡体制
4 ) 自 主防 災体制
5 )  ;:ド ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク
6 ) 避難所運営体制
7 ) ilT民啓発
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(表10) 小学校学習指導要領 と 防災教育の指導内容
道 徳

- 人 と 人 と の ふ れ あ い

• iごう シ テ ィ ア 本会干中
4 年 I 1 .i三 と し て 自 分 自 身 に 関 す る こ と 1 0 人 間 と し て の 在 り 方 ・ 生 き

ま る
・ 3 命 の 尊 jR
・ 人 と 人 と の ふ れ あ い

5 年 I 2 と し て 他 の 人 と の か か わ り に 関 | ・ 生 命 の 尊 議
す る こ と | ・ 人 ζ 人 と の ふ れ あ い

ノ�I! Iよ r，亡し 、 I!
ιコ {反
主2
tこv

に3

M も 寺 え ら れ な い
新 し し 》 な か ま

- ホ ラ ン テ J アキ青干申

お ばあ ち ゃ ん 凪L 川 に 人 り よ
才 ' T二 し に と っ て ぴ) J也互交

イヒ と ノk
i反J主ü 七
fnJ ;か L 1:二 し 寸笠 L こ 江 九 F二 し ミ

6 年 I 3 1 と し て n 然 干 渋 荷 な も の と の か 1 ・ 3 命 の �. JR
フウ叶フ り に 襟i す る こ と

1 2'与 に サ イ レ 〆 フうま間i 寸 z に ひ びし 、 た

悲 し み を 乗 り こ f ご
お 父 さ ん

4 主 と し て 集 問 や干i 会 と の か か わ り
に F"J -， る こ と

特 別 活 動

お け る 内容 防災教育の ね ら い
防 災行動 を と る

・ 防 災行動
o n 然 的 ー 社 会 的 姿 [羽 を つ か む

. t'i 然的事象

関 連 す る

。 大地 し ん が き た
η 学校 1 J 事

2 年 I (3) 健康宏令 ・ 体育的行事
公 号、 な 干 J'i!ijJ -':';開l'あ る 集ffl行動

の体得 __ lflE!蕊述ι;行j惑の j函 善幸
(4 ) j主JE ・ 集 f fJ俗i['j(I'J1'i'!í

集 阿 佐 治 0)イt り ん や 公 衆 道 徳 な
ど に ' ) い て の 紫 ま し し 寸本軍 を 積 む
こ と i!'で き る よ う な 活動

(5) 勤労生熊 ・ 手伝rt的行ljj
勤労の尊 さ や :'U守 の 乾 び を 体1J)�

す る と と も に 、 引 会奉 行ー の 精神 を
洲 養 す る 体験が科 ら れ る よ う な 活
動

A 芋紋y舌動
(2) 1 1 常 の 生 活 ゃ 学習への適応、 及 び

健康P去:会 に 関 す る こ と
B �ft.談会i丹動

か校生的 の 充 実 と |匂 )-. の た め に
諸問題 を ぷ し 合い 、 協 力 し て そ の
角平決 を [:;11 る 活動 を 行 う こ と

5 年 I c ク ラ ブ治動
D 学校行事

(3) 健康安合 体育的行事
安てまそ な 行 動 や ;樹君主〉 る 集凶行動

の 体1-�} . ft1-f:感迷干 恐 の 泌 養
(4) 遠足 集 凶干�l in 的行事

6 年 | 集 団 生前の在 り 方 や 公 衆 道 徳 な
と に つ い て の望 ま し い 体験 を 稼 む
こ と 均十P き る よ う な 干1ì重b

(5) 勤 労 役旅 奉仕的わ すi
勤労の 君事 さ や 生 訟 の 存 ぴ を イ;1'1与

す る と と も に 、 社 会奉仕 の 精 神 を
溺 養 す る 体験 が得 ら れ る よ う な 治
蜜b

。 今後の 妨災体制j を 考 え る
・ 地域の 紡災体制jづ く り

O あ な た の ま ち は 大 じ よ う ぶ
0 ぐ ら つ と く る 官官 に

。 今後の 防 災体制 を 考 え る
・ 地I主主の 防 災体制っ く り

。 防 災 行動 を と る
・ 防災行動

、っ

、つ

よ

ろ

え
う

く

考
こ

ら
っ

て
関
た
を

い
を
さ
プ

つ
議
お
ッ

に
会
が
マ

急
災
笈
災

災
防
地
防

わ
c
o
o

。 自 然 的 社 会 的 姿 閃 を つ か む
・ 白 然的事象

。 地震知 っ て い ま す か
。 大地がゆれ溺j し ミ た

- 人照 と し て の 在 り 方 生 き
ま る
・ ボ ラ ン チ ィ ア 活動

f可か し た い f支 に il. ち た い
Lま く ら も f可治、 し よ う
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突然に」
の相会�1-ç. を も た ら し た こ と を 知
る '1' で 、 渓 災が{附 人や家族及
ぴ地域杜12 1こ どの よ う な影響
を 及iま し た か を 考え る つ

( 2 1 ラ イ フ ラ イ ン が断 た れ た j CQ> 断 た れ た ラ イ フ ラ イ ン」
時、 私 た ち は と の よ う にす る
の か を 与 え 、 家ðJiや地域11 会
の 伐 と し て 共に力 を fTわせ
て集rWtifiの lilJ L に 努め よ う
と す る 態度 を 養 う

( 3 1 災 計? に お け る f刊の 来た ! g I避難所 と な っ た，}:校 j
て 、 n ら 持 え よ う と す る | す役得j に つ い て Jlll解 し 、 学校

第 」分野
(4) 物 itやエ ネ ルギー に対 す る

関 心 を 高 め 、 意欲的 に誠べ る
活動 を行わせ る と と も に 、 5
'ffi� �fご 活 と 関連付けて考察す る
態度 を 育 て る O

第二分野理 I (�') 地球 と 太i湯系、 天気、 大地
の変化 な ど に つ い て 理解 し 、
こ れ ら の事象 に対す る 科学的
な 見方や 考 え 方 を 養 う 。手ヰ 1 (4 ) 自 然環境 を 保全 し 、 生命ホ を
尊重す る 態度 を 育 て る 。

美 (3) 自 然や造形作品 を 鋭賞 し 、
そ の よ さ

体iJ ち 、 深 く
育 て る 。

と 地土戎の 人 々 と のつ な カず り に
つ い て 考え る(4) 地主主で語 り �l�がれ る jJÍ:l }:;の
災ミヰやj\:;人の被宍 への鍛 え な
どを ，umベ、 地域に お け る 防災
{本制j を 考え る 。

(5 ) 安令で快適 な ま ん を つ く る
た め に必要な深淡繋備 に つ い
て 関 心 を t手つ

(1 ) 体感 し たi似の ゆ れ と 渓度 g'み ん な が感 じ た地震の ゆ れ」
に つ い て 与 え 、 ゆ れ}jがj哉君主
に よ っ て 迷 う こ と に ì. u l す
る 。

(2) 地震に よ る 土地の安化やそ I g I大地が避 け 、 衡がこ わ れ た 」
の 被 �g に つ い て f認識 を 深 め
る 。

( 3 ) 地災発生の メ カ ニ ス、 ム に つ ! g I地震発生の メ カ ニ ズ ム 」
い て ふ れ 、 被手対立占色彩や地君主
の状態 に よ る も のが大 き い こ
と を Jq!解す る 。(4 ) fl 然災手 に は 、 地震以外に I g I兵庫の災害」
も もt 々 な も のカまあ る こ と に岩f
呂 し 、 地域の災害の特性 を 気
付 く よ う に す る 。

(5 ) 安全で快巡な ま ち を つ く る I g I災害に強 い ま ち づ く り 」
た め に必要 な 珠境整備 に つ い

(兵庫県教宵委員会)
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道 徳

iー と し て í'l J HJ 身 に 関 す る こ と
( J ) 心 身 の 健康 の 精進 を l立i り 、 自íí 皮

と 利手[Jの あ る 11 íお を す る c
(凶2幻) よ り 主

5勇号 会気L を も つ て玉若恭着f己許í実 に や り 抜 く 5必強富虫、い
i怠怠立江:芯志: を 持つO

( 3 )  自 宅[t の 精神 を 重 ん じ 、 自 主 的 に
考 え 、 誠'J� に 実行 し て そ の 結 果 に

仔 を 持つ。
(4) 王寺 恕の 'X現 を 呂 指 し て 自 己 の 人

伎 を 切 り rm く 。
2 主 と し て 他の 人 と の か か わ

関 す る こ と
( J ) ß!t と 坊 に 応 じ た 適切 な パ動がで

き る 。
1 (2) i品か い 人 間 愛 の 精神 を 深め、 他

の 人 々 に 汁 し て 感謝 と 患 い や り の
心 を持つ。

(3 ) 心 か ら 信頼で き る ふ;だ ち を 持 ち 、
互 い に は げ ま し 11'"い高め合 う 。

3 主 と し て 自 然や 崇高 な も の と の
かかわ り に 到 す る こ と

( 1 )  人 間 の カ を 超 え た も の に対す る
畏敬の 念 を 深め る 。

(2) 生命の 毒事 さ を E明解 し 、 か け が え! の 山 他の生命出す る o
(3) 人 間 に は 弱 さ や 離 さ も あ る が、

i そ れ を 克服す る 強 さ や気高 さ があ
る こ と を 伝 じ て 、 人 間 と し て 生 き
る こ と

4 主 と し
り に 隠 す る こ と

( 1 ) 役割j と 責任 を 自 覚 し 、 協力 し 合
っ て集団生活の向上 に努め る 。

(2) 自 他の権利 を 重 ん じ 義務 を 確実
に履行す る と と も に 公徳心 を 持 つ

i て社会の秩序 と 規律 を 言語 め る 。
(4) 社会への奉仕の気持 ち を 深め、

進 ん で公共の福祉 と 社会の発展の
た め に尽 く す。

(5 )  家族の一員 と し て の 自 覚 を 持 つ
て充実 し た 家庭生活 を 築 く 。

(6) 社 会 に 尽 く し た先 人や高齢者 に
尊敬 と 感謝 の 念 を
展 に 尽 く す。

防災教育のね ら い 務連す る 副読本の題材
j
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を 強 め 、 家政の ど) r最討す に 、 こ ん な こ と で死 ん
ぷ と し て の れ 党 を Jト て 、 綴 | で た ま 0 7J'J
+，1;的 に わ一重ÙJ し て い こ う と す る
!話u支 を ff て る

(2) Ifl 内外に 主:媛の紛が!i;がっ I (ひ 「広がる支;阪の翰 !
た こ と か ら 、 入院]愛に基づ く ' 10) r そ れぞれの学校I[j舌」
支え介い、 BJJ け 公 u 、 の 大 切 さ む 「 き び し さ の 仁ド で」
を ぶι ま た 、 社会的必r，-が ゆ れ る 'L、J
家政や地域の 人 た ち の 中 でた l
く ま し く /主 さ で し 〉 る ニ安 に ふ
れ 、 共 に や き る 支�B之 を な成 宇
る の

(計 五P 1 1 常的 t.: 'j íti í:' 必i い ら れ ! i\dl r心がひ と つ にJ
たイIþ liiJ 0コ心11Iや沿かい人の心 i
に 共r�する こ と で 、 思いや り
を 持 ち な が ら 獄事，i(1せ に '1 き て
い こ う と す る な欲や態度 を 育
て る

(4) 震災に よ る 心の修は、 人 間 l i\dl r 人の温か さ
的 な ふ れ あ い の ' 1 'で有在 日L 引
こ と を I明解す る i 

( 1 )  人 間 と し て かけがえ の な L 、 l i\dl r生か さ れて い る J
生命を与 え ら れて い る こ と こ j
手:一 び と 感謝の気持ち を 持 ち 、 ! 
入院 と し て と う 生 き て い く か
を 考 え る ρ

(2) 被災肘 弓 徒の悲 し み ゃ 九 l i\dl r語 り かけ る 目 」
し みのj采 さ に ふ れ る こ と で生
命の持つ]f{ さ や尊 さ を受け止
め る 。

と し て 、 助 l i\dl r絶対 に 、 こ ん な こ と で死ん
け合っ て い く こ と の大切 さ に ; で た ま る か」
気付 き 、 思いや り の心を持つ l i\dl r夜明 け 前突然に」
て当..ì!i し て い こ う と す る 態度 l i\dl r心がひ と つ に」
を 身 にiJ け 心 。 I

(2) 他者への泰仕、 勤労に伴 う l i\dl r今自 分 に で き る こ と 」
! 喜びは、 れ ら の充実 に つ な が

る こ と を F宅角干 し 、 ボ、ラ ン テ イ
ア等のj首動 に干賓秘的 に 関 わ ろ
う と す る 態度 を 養 う 。

(3 ) 民族の ち がい を 乗 り 越え 、 l i\dl r共に生 き る 心 を も っ て」
共 に 生 き る 地球市民 と し て 、
世界平司E と 人類の幸福 に貢献

ょ う と す る 態度 を 育 て る 。

(兵庫県教育委員 会)
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防災教育指導計画例
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7 . 防災教育指導討輔の作成
防災教育 は こ れ ま で火災や 自 然災害時の安全教育 と 理解 さ れ て き た が、 大震災 の 教訓 を

生か し 、 生命の大切 さ と 助 け 合い や ボ ラ ン テ イ ア 精神 な ど共生の心 を 育 む 人 間 教 育 の視点
に 立 っ た 兵庫県独 自 の 妨災教育 の体系づ く り が進め ら れ て い る 。

こ れ を 従来型の も の と 区別す る た め 「新た な 防災教育」 と 呼ん で い る O こ の新 し い教育
方向 は特定の教科 に よ る 取 り 組み だ け で は 不十分で、 各教科、 道徳、 特別活動 の 内容 を 関
連 さ せ な が ら 、 体系 的 、 計画的 に推進す る よ う 配慮 し な け れ ばな ら な い と さ れて い る O

ま た 、 実践の成果 を 絶 え ず点検、 評価 し 、 体系化 さ れ た指導計画 に 合致 さ せ ね ばな ら な
い と し て い る 。

98:f]三 3 JJ に作成 さ れ た 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 は 新 た な 劫 災教育の充実の た め に 、 指導
計画 に あ た っ て学習指導要領か ら 防災教育 関連の指導内容 を 点検、 整理 し 、 防災教育の狸
い と 関連す る 副読 本 の題材 を 総 合 的 に と ら え 、 各教師、 各学校が指導計画 を 作 成 す る よ う
求 め た 。

8 . 防災教育実態調査の結果
(60 % の小、 中学校で震災教訓 を 生 か し て学校運営〕

兵庫県教委 は97年 5 月 に 県 F の小学校833校、 中 学校358校、 市町立養護学校12校、 県立
高校156校、 i県立盲 ・ 聾 ・ 養護学校22校、 合計1 ， 381校 に お け る 防災教育 の 実態調査 を 行 っ
た 。 何 年 に続 く 2 回 日 の全校調査。 そ の 結果、 小、 中 学校 と も ほ ぼ60 % の 学校 で 、 震災の
教訓 を 生か し た教育 n 標や経営方針が設定 さ れ、 80% 以上の小、 中 学校 の 防 災教育の委員
会、 係 な ど を 校務分掌 に位置づけ て い る こ と がわ か っ た 。
(1) I新 た な 肪災教育推進の た め の 自 標や方針 を 、 学校の教育 目 標 ・ 重点 ・ 経営方針 な ど

に具体的 に 示 し て い る か」

明示 し て い る の は小学校61 . 1 % 、 中 学校55 . 6 % 、 高 等学校85 . 2 % 、 官 - 聾 ・ 養護 な ど
55 . 9 % 。 地域別 で は但馬が小学校90 . 7 % 、 中 学校96 . 7 % と 90 % を 超 え て い る の に対 し 、 神
戸市 で は小学校38 . 8 % 、 中 学校27 . 7 % 、 阪神の小学校48 . 7 % 、 中 学校51 . 4 % で 、 被災地の
方が低い。

管理職研修会 な ど を 利 用 し て具体化 を 働 き か け て い く こ と を 必要 と し て い る O
(2 )  I新 た な 防災教育 を 推進す る 委員会や係 を 校務分掌に位置づ け て い る か」

委員 会 を 位置づ け て い る の は小学校27 . 1 % 、 中 学校28 . 1 % 、 高校22 . 8 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護
35 . 3% と あ ま り 多 く な か っ た 。

係 を 設け て い る の は小学校82 . 1 % 、 中 学校78 . 6 % 、 高校61 . 1 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護70 . 6% で、
委員会 は震災後の新設、 係 は こ れ ま で の 防災係 の発展で数字に差が出 て い る O

前年 に く ら べ る と 位置づけ は急増 し て お り 、 体制づ く り が進 ん で い る こ と を う かがわせ
る 。 そ の一方で 「 どち ら も な い」 と 答 え た の は小学校14 . 1 % 、 中 学校18 . 1 % 。 中 で も 神戸 、
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阪神地区 が 目 立 つ 。
委員会や係の活動 内 容 は ま だ安全教育 の域 を 脱 し て い な い の が現状の よ う で、 防災副読

本の活用 や 防 災指導計 画 の作成 に取 り 組む こ と が課題 と さ れ た 。
(3 )  r新 た な 防災教青指導計臨 を 立案 し て い る か」

すで に立案 し て い る 小学校が28 . 1 % 、 中 学校21 . 1 % 、 高校30 . 2 % 、
全体で 2 3 割の実施。 検討中 を ふ く め る と 8 割 に達す る O

- 養護20 . 6 % 。

内容的 に は 校種間 に 走があ り 、 高校が高 い 比率 を 示 し て い る の は 、 指導内 容が、 こ れ ま
で の 単 な る 安全教育 に と ど ま り 、 「新た な 防災教育」 に 比べ る と 狭い 範 囲 内 だ っ た た め と
考 え ら れ る 。 20% の学校は 立案予定 も な く 、 今後の課題。

「副読本の 活用 がふ く ま れ て い る か」 に つ い て は小学校88 . 0 % 、 中 学校 89 . 5 % 。 副読本
に 寄せ る 期待 は 大 き い と 考 え ら れ る 。
(4 ) r学校独 自 の 防災 マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る かJ

作成ずみ は 小学校47 . 7% 、 中 学校50 . 8 % 。 前年に 比べ小学校で16 . 4 ポ イ ン ト 、 中 学校で
13 . 4 ポ イ ン ト 高 く な っ た 。 特 に神戸地区 は小学校が16 . 2 % か ら 65 . 3% に 、 中 学校 は 52 . 4%
か ら 80 . 7 % と 非常 に 高 い 数字 を 示 し て い る O 教育復興担当教員 を 中心 に 、 校 内 防災体制 の
見直 し が関 ら れた こ と が う かが え る O

そ の 一方で、 舟有地 区 は小学校26 . 6 % 、 中 学校28 . 5% と 地域差があ る 。 被災地 と 被災地
外の性格 の 違 い も 影響 し て い る よ う だ。

検討中 を 含め た 数字 は小学校92 . 2 % 、 中 学校87 . 5 % と 高率 と な る O
(5) r地域防災計画 と の 関連で 、 市町の防災担当部局 と 連壌 を 図 っ て い る か」

市 町 と 連携 を 図 っ て い る の は小学校41 . 8 % 、 中 学校37 . 8 % 、 高 校46 . 0 % 。 大震災前 か ら
避難所 に指定 さ れて い た小学校が834校中 、 826校、 中 学校が360校 中 、 349校あ っ た こ と を
考 え る と 、 連携 は あ ま り 進 ん で い な い よ う だ。 県立学校 も 同様 と い え る O

こ れ は慣例 的 に避難所 に指定 さ れ る こ と が多 い た め と み ら れ、 県立学校関係者 を 含 め て
年度 ご と に 見 直 す必要があ る と い わ れ る O 学校 と 地域、 行政の連携は大 き な 課題 と な っ て
い る 。

1-ê.馬地 区 で は 年 l 回 、 市 町 の 防災部局 と 学校が合 同 会議 を 開 い た り 、 非常時対応の研修
を 重 ね た り し て 、 市町主導の避難訓練 を 日 曜 日 や夕 刻 に 行 っ て い る O 淡路地 区 で は 消 訪箸
や 消 防 固 と 連携 し た避難訓練が多 い 。
(6 ) r97年度の避難 (防災) 訓練に つ い て 」

実施回数は 小学校で年 間 3 盟 、 中 学校 、 高校で 2 回 の 学校が多 い 。 6 回 以 上 の小学校は
14校 も O

実施内 容 は 、 地震、 火災の単独型が多 い半面、 地震 と 火災 を 組み合わせた総合型 も 多 い。
全般的 に は単独型か ら 総合型へ移行 し て い る と い え 、 地域の実態や種々 の 災害 を 踏 ま え て
訓練 を 効果 的 な も の に し よ う と し て い る O
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し か し 、 地震 と 火災は避難方法 に 初期段賠で違いがあ り 、 総合型 の 訓 練 に は 保護者 ・ 地
域 と の連携方法 を ふ く め 、 課題が残 り そ う だ。

訓練の対象は前年度 に く ら べ て 、 児童 ・ 生徒だ け の 実施が減 り 、 保護者や 関係機関 を ふ
く め た形態がふ え て い る 。

災害想定場面 も 授業 中 ばか り で な く 、 休憩時 間 中 や 登下校 中 な ど幅広 く 実施 す る と こ ろ
が増 え 、 実践的 な 防 災 リ テ ラ シ ー を 育成す る 姿勢が う かがえ る c

保護者への 引 き 渡 し訓練は神戸、 阪神 、 淡路 な ど被災者が高 い 数字 を 示 し 、 震災の教訓i
が生か さ れて い る c

ま た教職員 の避難誘導の工夫、 負傷者の想定、 消 火器、 避難用 具、 防火扉、 防 災頭布 な
どの実体験 も 取 り 入 れ ら れて い る 。

避難訓練 の 充実 は 「新た な 防災教育」 の推進 や 開 か れ た 学校づ く り の突破口 と し て期待
さ れて い る 。
(7 )  r心の健康 に つ い て教育的配慮 を 要 す る 児童 ・ 生徒 は い る か」

(表13) 教育的配慮 を 婆 す る 児童生徒

(兵庫県教育委員 会)

(8 ) r心の健康 に つ い て 児童 ・ 生徒 に ど ん な 配慮 を し た か」

心の ケ ア に つ い て は 教育復興担 当 教員 を 中心 に 取 り 組 ん で い る 。 被災後 3 年 目 を 迎 え て 、
心の傷が軽減 し て い く 児童 ・ 生徒がい る 一方、 思 う よ う に快方 に 向 か わ ず、 焦 燥感 を 持 っ
た場合 も 多 い 。 心的外傷 は震災か ら 3 、 4 年後 に も っ と も ひ ど く な り 、 不 眠 、 退行現象 な
どの機能障害 を 引 き 起 こ す と い う 指摘 も あ り 、 事実、 い ま な お 、 5 ， 500人 を 超 え る
生徒が教育 的配意が必 要 と さ れて い る O 担任や教育復興担 当 教員 だ け で な く 、 学校、 家庭、
ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー ら が連携 し て長期的 に 取 り 組 ん で い く こ と が大切 で、 あ る O

年齢の低い小学生 に は保護者 と の 連携 や 声 か け 、 中 学生や高校生 は 教育相談 の 整備 ・ 充
実が急務 と な っ て い る O

(表14) 心 の 健j棄 に つ い て 教育 的 配慮
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(9 ) ，訪災教育富IJ読本 に つ い て 校内研修会 を 開 い た か」

校門研修 を 行 っ た学校は小、 中 学校全体で6 . 0% 0 97年度 に計画 し て い る 小学校は68 . 9 % 、
中学校は63 . 6 % 。

副読本の活用 は97年度の重要課題だが、 研修会 の 開 催 は不十分で あ る O 各 教育事務所単
位 で 副 読本活用 の説明会 を 開 く が、 種 々 の研修会の 機会 ご と に活用 を 促進す る こ と が大切
で あ る 。
同 '97年度の防災教膏離読本の活用 は ど の よ う に 計画 し て い る かJ

道徳、 特別活動、 避難訓練の事前 ・ 事後指導 と 考 え て い る 学校が半数程度 あ る 。 指導計
画 を 立案 し て い る 学校 は小学校28 . 1 % 、 中 学校21 . 1 % だが、 発達段階 に 応 じ て 、 全領域で
計画的 に 活用 す る こ と に つ い て は取 り 組み は ま だ不 十分で、 今後の課題 と な る c

各学校で教育課程への位置づけ を 図 る と と も に 、 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 作成、 各地
域、 学校の実態、 に 応 じ た副 読本の活用 を 関 る こ と が重要であ る ひ
(11) ，新 た な 防災教育の校内研修 は ど の よ う な 計画 か 」

校内研修は 別表15の と お り 、 4 点 に分類 し た 。 小、 中 学校 で は 防災教育副 読本 を 配布 し
た 関係上、 カ リ キ ュ ラ ム や 副読本の活用 に 関 す る 研修が多 く な っ て い る O そ の他、 教職員
の 資 質 の 向 上 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の あ り 方、 関係機関 と の連携 な ど に 関 す る も の も あ げ ら
れ た 。 高校は 副 読本が未完成の た め 、 防災体制 に 関 す る 研修が多 い の が特徴 だ っ た 。

(表15) 新 た な 防災教育校内研修の計画

(兵庫県教育委員 会)

(1 2) ，学校 と し て 今後 、 ど ん な 点 に 重点、 を 置 い て 指導 す る かJ

を 置 く 指導内容は 、 生命の尊厳、 震災の教訓 を 踏 ま え た 人 間教育 の 推進が、 小 、 中
学校で 多 い 。 高校は 防災 リ テ ラ シ 一 、 防災意識の高揚だ、 っ た 。 自 分の 命 は 自 分で 守 る と い
う 防災の大原則 を ふ だ ん か ら 身 に つ け よ う と い う ね ら い で あ る 。

被災地 で は震災の教訓 を 風化 さ せ な い よ う に と い う 意見が多 か っ た 。
(表16) 今後の重点指導 呂 襟

小 学 校 | 中 学 校
校数 % 1 校数 j % ! 

震災の酬を跨まえた人間教育の推進 1 452 54 . 3  1 1 87 5 1 . 9  
m ，  47 . 1  1 176 48 . 9  
259 31 . 1  1 65 ' 18 . 1  

- 19 了】工l

( 兵庫県教育委員 会)
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O 
( 5 月 調査時よ り 各学校の取 り 組み が前進〕

兵庫県教委 は以上の調査に続 き 、 97年11 月 に 2 回 目 の 防災教育実態調査 を 行 っ た c そ れ
に よ る と 5 月 調査特 に く ら べて各学校の取 り 組み は着 実 に 前進 し た 。

「指導計画 の作成」 は全校穂で作成率が大幅 に ア ッ プ し た 。 防 災教育 を 指導計画の 中 に
可 能 な と こ ろ か ら 取 り 入 れ よ う と す る 工夫が進 ん だ。 副読本 を 指導計画 の 中 に含 め て い る
学校は 、 小学校で87 . 8 % 、 中 学校で88 . 1 % と 高 い。 特 に被災地外の副読本への 依存度が高
い。 こ れ は被災地で は作文や ビ デ オ な ど体験 に 基づ く 、 生 き た教材が多 い た め と み ら れ る 。

「学校独 自 の マ ニ ュ ア ル の作成」 は 全校種で65% と な り 、 高校は70 % に 迫 ろ う と し て い る o
f地域防災計画 の調整で市町の 災害担当部局 と の話 し合い」 は小学校約20 % 、 中学校約

25 % 、 高校40% で 、 災害時 に避難所 と な る こ と が確 実 な 学校 は ふ だ ん か ら 連絡 を 密 に し 、
行政 と の役割分担 を は っ き り さ せて お く 必要があ る 。

「防りと教育副読本の校内研修」 は小学校が55% 、 中 学校が41 % 、 県立高校33 % 、 首 
養護21 % と 大幅 に ふ え た 。

「副読本 を 活用 し た授業」 は小学校が77% 、 中 学校54 % 、 県立高校30% 、 盲 ・ 聾 ・
2 1 % 。 県立高校が低い の は 副読本が97年 8 月 に 作成 さ れ た た め と み ら れ る O 小 、 中 学校 は
96年 に作成 さ れた 。

9 . 各地域の 97年度防災教育取 り 組み
( 1 ) 阪神地域

前年度 と く ら べ て 避難訓練が大 き く 変化 し た 。 年 間 の実施回数や 地震想定 の 訓 練がふ え 、
休憩時 間 、 清掃時 間 な ど を 想定 し た 学校 も ふ え て き た。 副読本、 防 災 ピ デ オ で事前、 事後
指導 も 行い 、 消 火器 を 使 わ せ る 訓 練 も 行 っ て い る O

新た な 防災教育 の指導計画作成 は小、 中 学校 と も 過半数 を 上 回 り 、 防災教育副 読本 を ふ
く め た学校は80 % 近 く に な っ て い る O 道徳、 特別活動 で、 の 活 用 が圧倒 的 だ、 っ た 。

( 2 )  丹有地域

新た な 防災教育 の指導計画作成 は 、 小 、 中 学校 で60% に 達 し た 。 内 容 は 各教科、 道徳、
特別活動 に 、 副読本の活用計画 も ふ く め て い る O 副読本 の 活用 も 小学校で90 % 近 く 、 中 学
校の半数近 く で行 わ れて い る 。 特別活動 で の活用 が も っ と も 多い 。 次 い で多 い の が道徳。
小学校 で は 生活科、 理科、 社会科 だ け で な く 、 国語科で も 用 い ら れて い る O

避難訓練 は 休憩 時 樗対応がふ え 、 80% 以 上 の 学校が計画、 実施 し て い る O 「予告 な し 」
も ふ え て き た 。 中学校 は 火災一辺倒 カ、 ら 地震 、 地震 と 火災 を 総合 し た訓 練 に 変 わ り つ つ あ る O
( 3 )  東播磨地域

避難訓 練 は 関係機関 と の連携 に よ る も の 、 休憩時 間 の抜 き 打 ち 訓練がふ え て い る O 保護
者への 引 き 渡 し 訓 練は 3 % と 少 な い。
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防災教育副読本の研修会は50% 近 く に ふ え 、 副読本利用 の授業 も 70 % 近 く が実施 し て い
る O 小学校は80 % 近 く で 、 全領域 に わ た っ て い る 。

防災教育の 指導計画 を 作成 し た学校 は 60 % 近 く で、 前年調査時 は 6 % と 県 下最低だ、 っ た
が、 大幅 に ふ え た 。 指導計画 を 作成 し た 学校 は90 % 近 い 学校で副読本 を 活用 す る 計画が立
て ら れ て い る 。
(4 ) 西播窮地域

学校独 自 の マ ニ ュ ア ル作成は約60 % 、 「作成 中」 を 含め る と 97年度 i十i に ほ ぼ全校が完備
す る 見通 し と な っ た 。

市 町 訪 災 当 局者 と の話 し 合 い の場 を 設け た 学校 は 21 % と 低調 で 、 今後の 課題 と な る 。
新た な 防災教育の指導計画 は56 % が作成ず、み。 こ の う ち 90 % が副読本 を 活用 す る こ と に

し て い る 。
副読本活用 の校内研修 は 6 1 % の 学校が寂 り 組み 、 研修会 は 1 3 問 。 全領域で活用 さ れ、

小学校 は 生活、 社会、 道徳、 特別活動。 中 学校 は教科で は低 く 、 道語、、 特 別 活動での活用
が高 い。

避難訓練は 火災想定か ら 地震 ・ 火災の総合訓練へ変更す る 学校がふ え て い る O 学期 ご と
に l 回 、 年 3 回 が多 い。
( 5 )  但馬地域

防災教育 を 教育 日 標 に位置づけ て い る 学校 は 9 2 % 。 委員 会 と し て 18% 、 係 と し て93% と
な っ て い る O

学校独 自 の 防災マ ニ ュ ア ル は72 % が作成 し て お り 、 向 上 し た が市町防災担 当 部局 と の話
し 合 い は 22 % と 低い。 学校が直接、 話 し合 う こ と は 無理 な の で市可教委の橋渡 し が求め ら
れ て い る O

新た な 訪災教育 の 全体計画 、 指導計画 は 7 1 % の 学校が作成 し て い る 。 こ の う ち 9 1 % が副
読本の活用 を 計画 し て い る O

副読本活用 の校内研修会は76 % 、 授業の実施 は85% に の ぼっ て い る 。 小 、 中 学校 と も 特
別 活動 、 道徳で の 活用 が高率。

避難訓練は小学校 3 回 (72 % ) 中 学校 2 屈 (60 % ) が多 い。
(6 )  淡路地域

防災マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る 学校 は 80 % 。 地域の 防災組織 と の連携は24 % が協議 を 進
め て い る O

新た な 防災教育 の指導計画 は 62 % が作成、 副読本 の 活用 は 校内研修が71 % 、 授業で は90%
以 ヒが活用 さ れ、 道徳、 特別活動が多 い。

避難訓練 は 予告 な し 、 休憩時 間 の実施、 放送機器不調 の場合な ど想定場面が多様化 し た 。
消防署、 PTA の 連携 も 進 ん で い る O

心の ケ ア を 必要 と す る 見童 ・ 生徒 は60人以上。 現在 も 焦燥感、 無気力 感 に さ い な ま れ、
人数が少 な く な る に つ れ、 深刻化、 複雑化 し て い る O
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10 . 防災教育学習指導案一一実践例 か ら
兵庫県教委 の 「新た な 防 災教育 の創造」 は被 災 3 年 目 の97年度 を 「充実 と 実践」 と 位置

づ け て 展 開 さ れ た が、 95年震の 復 旧 期 、 96年度の草創期 か ら 大幅 に 前進 し た。
防災教育指導計画作成率が小、 中 学校60% 近 く な り 、 県立高校は70% に伸 びて い る O 防

災副読本の活用 も 90 % 近 く に な っ た。 防災教育学留 も 被災地、 被災地外の地域事情 を 踏 ま
え て 、 97年度 は全県的 に 広 が っ て い る の が特徴 と い え る 。

各学校で工夫 を こ ら し た授業計画が立 て ら れ、 道徳領域での 学 習 が 中 心 と な る が、 教科
領域へ も 広 げる 努力 が続 け ら れ た 。 防災学宵指導案 も 実践例 も 97年度 は 前年 ま で と は く ら
べ も の に な ら な い 数字 と な っ て い る O 指導案 の い く つ か を 抄録 し て み た 。

1 1 .  r全国学校防災 フ ォ ー ラ ム一一兵庫か ら の発信J 開催
全 国 の 学校防災担当 者 ら に 、 学校防災体制 の 整備、 防災教育 の推進の情報 を 提供す る 「全

国学校防災 フ ォ ー ラ ム 兵庫 か ら の発信」 が98年 l 月 16 、 17 日 の両 日 、 神 戸 市 内 で 開 か
れ た 。 文部省、 兵庫県教育委員 会主催。 神戸新開社後援o
b 第 1 部 都道府県 ・ 指定都市学校防災会議

98年 l 月 16 日 、 兵庫県立の じ ぎ く 会館 で
〈実践報告〉

仙 台市教委 、 最 中 市教委、 鹿児 島県喜界町教委の 2 市 l 町か ら 「学校防災体制 の 充実 に
関 す る 研究事業」

阿部耕三兵庫 県防災教育専 門推進員 の 「防災教育 の 実践」
内林知子芦鹿市立精道小教諭 、 浅谷崇史西宮市 立 甲 武 中教諭、 山道健五県立西宮高校教

諭の 「学校に お け る 心の ケ ア 」
山 田 道夫兵産県教委社会教育 ・ 文化財課長の 「文化財復興へ の 取 り 組み」
内林教諭 は 自 宅全壊、 肉 親死亡 の ほ か、 度重 な る 転居、 親の経済的、 精神 的 問題が子 ど

も の PSTD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) 症状 に 影響 を 与 え て い る と 報告。 「震災体験 を 共
有 で き る 友 人の 中 で安心 し て 暮 ら せ る 環境が心の ケ ア に つ な がる 」 と 校区外への住宅再建
に伴 う 転校 を 免除す る 配慮 を 行政 に 求 め た 。

浅谷教諭 は 1 3 年 7こ っ た今 も け ん か や い じ め 、 不登校 な どの 問題行動がか な り ふ え て い
る O 表面上 は 元気 に な っ て も ケ ア を 要す る 生徒が多 い」 と 指摘 し た 。

出道教諭 は 離人症か ら 不登校、 手首 を 切 る な ど深刻 な 状態 だ、 っ た 生徒がス ク ー ル カ ウ ン
セ ラ ー と 担任 の 協 力 で立 ち 直 り の き っ か け を つ か ん だ事例 を 報告。 「生徒本人 も 教師 も 専
門 家 の 助言が必 要j と ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 制度の拡充 を 訴 え た 。

阿部専 門 推進員 は 兵庫 県 の 「新た な 防災教育」 の 3 年 間 の取 り 組み の概要 を 報告。 「推
進体制 の 確立」 と し て指導 目 標の 設定、 校務分掌への位置づけ 、 新た な 防 災教育 に 関 す る
校 内研修。 「推進内 容J と し て 防災 マ ニ ュ ア ル の作成、 指導計画 の 編成 、 防 災 教育副読本
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(表17) 小学校 2 学年 学級活動学習指導案 (一宮町立郡家小学校)
1 題材名 「 し ん ぞ、う が と ま り そ う だ っ たJ ( 防災教育)

「 ぐ ら つ と く る 前 に」
2 目 標 災害 に対す る 備 え を 考え る と と も に 、 自 分 自 身で身 を 守 ろ う と す る 意識 を 高 め る O
3 �:習 の展開

- 大地震が起 こ っ た。

- あ な た や家族は助か っ た 。

- 電気、 水道、 ガス は止 ま っ た。

と い う こ と を 強調す

る c

- 具体的で、 簡潔 な 条件 を提示す る 。

「 し んぞ う が止 ま り そ う だ っ た」 の詩や

絵で、 よ り 分か り やすい説明 を す る O

f可 を ょ う い し て お け i;fよ 治、 つ

2 学習 の 方法 を 知 る 。

紙の表に、 必要 と 思 う 品物の名前

を l 枚 に 1 つ書 く 。

- 字 を 書 い た 紙 を 持 ち 出 し袋の 中 に

入 れ る 。 何枚で も よ い。

・ なぜ ( どん な時) 必要か を 考 え る 。

占言で説明で き る ぐ ら い考 え る O

- 時間があ れ ば、 紙の裏に絵 を 書 く 。

(班で行 う )

. Ej 分た ち の力で考 え て行動す る こ と が、

ま ず大事 と い う こ と を 押 さ え る 。

- 考え に く い班 は 、 助言す る 。

①普通の生活で何がい る の か。

②実際に何が必要だ っ た か。

③電気、 ガス 、 水道、 お庖、 どれ も 使 え

な か っ た 0

・ fJfで絞 り な が ら 書 く よ り 、 個 人の考 え も

取 り 入れ る よ う 助言す る O

. s寺!簡 を 十分確保す る O

他の班の考 え を 聞 い て み よ う 。 お う ち の 人の考え も 見て み よ う 。

3 ①書い た 紙 を 発表す る 。

②お う ち の 人の考え を 見 る 。

4 非常持ち 出 し袋の見本 を え る 。

5 学習 し た こ と を お う ち の 人 に 知 ら せ る

手紙 を 書 く 。

- み ん な に分か つ て も ら い やす く す る た め

に 、 一言説明 を付 け さ せ る 。

・ 2誌の 人 か ら と っ た ア ン ケ ー ト 結果 も 出 し

て 考 え さ せ る 。

- 正 し い。 間違い な どで評価 し な いで考 え

た結果 を 認め る O

- 学習 の ま と め と し て 、 「お母 さ ん、 あ の

ね」 と い う 形で苦手 き やす く 配慮 し で ま と

め さ せ る O
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(表18) 小学校第 5 学年 道徳学習指導案 (丹南町立大山小学校)
l 題材名 門可か し た い 役 に た ち た い J (妨災教育)
2 目 標 被災地域や遊知住所で、 小学生 た ち が自 主的 に 始 め た 活動 を 知 る こ と に よ っ て 、 進

ん で様々 な 活動 に 参加 し よ う と す る 立欲 を 育 て る 。
3 学習の展開

学 育 活 動 l 指導上の留意点

l 阪神 - 淡路大震災の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 | ・ 大震災の様子や ボ ラ ン テ イ ア の 人 々 の写

の様子 を怨起す る 。 I 真 を 提示 す る 。

- そ の時の ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て 、 覚 え て

い る こ と を 発Jえ さ せた い 。

2 飲み物 を 渡 し て い る 写真や紙芝賠 を し | ・ 人 ひ と り のキ( 11'( な 感 想、 を 引 き 出 す よ う

て い る 写真 を 見 て 感 じ た こ と 、 「 ぼ く た | に 緊張感の な い雰囲気づ く り に 努め る 。

ち の で き る こ と J r給水車が き ま し たJ ・ 小字ソ主 も ボ ラ ン テ イ ア に参加 し て い た 事

の作文;の感想 を 出 し 合 う 実 を 知 ら せ、 意欲 に つ な げた い 。

3 様々 な ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 紹介 し 、 自 ; ・ 子 ど も た ち に も 参加で き て 、 役 に 立 っ て

分 に も で き る も の 、 ま た で き そ う な も の | い る こ と がわ か る よ う な ボ ラ ン テ イ ア を

は な い か考 え る 。 I 提示 し て 、 自 発性 を 高揚 さ せ た い 。

- 各悩人で一つ決 め る | ・ 見つ か ら な い子や迷っ て い る 子 古川 場

合 は 相談 に の る 。

- 同 じ 活動 を 考 え て い る 子がい る 場合 は

チ ー ム を 作 る | ・ 決 ま ら な い場合 も 認め る O

4 こ れか ら どの よ う に し て 取 り 組 む の か ) e 連絡方法や活動計 画 を 立 て て 、 行動す る

考 え る 。 I 準備 を し て い く よ う に伝 え る 。

- 何人 か で 1 ・ 簡単 な 計 画書 を 準備 し て お く 。

- 一人 で
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( 表19 ) 中学校第 1 学年 道徳学習指導案 (夢前町立置塩中学校)
l 題材 名 長 り か け る [ 1 J ( 防 災数ぢ )
2 1 1  際 深い悲 し み や絡慢の ' f1 か ら も 、 生 き る 支 え や希安定 を 見 い だ し て生 き て い こ う と す

る 妥 を Jさ じ 取 ら せた い c
3 準備物

副読本 r8fJ Fヲ に':1 き る 」 、 ピ ク チ ャ ー カ ー ド 、 写真
4 学 習 の 展 開

学 習 活 動

- そ の時の被害 に つ い て知 っ て い る こ と

を 発表す る 。

2 資料 を 読む 0

・ 心 に 残 っ た 本文の箇所 を 発表す る 。

指導上の惚 怠点

、 被害干のj犬J兄 を 知

っ た と き の気持 ち を 思い起 こ さ せ る O

- 範読 し '1ft l;ミ を :tlH象 さ せ な が ら 向 かせ る 。

3 お り さ ん が取 り 残 さ れ て い る こ と に 気 | ・ 突然、の 出 米 'j�で 4人 に な り 、 fllJが起 こ つ

づ い た少 y:oの 心境 を 考 え る 。 I た の か理解で き ず、 混乱 し て い る 少女 の

心境 N足え さ せ る 。

4 お 母 さ ん の 手 を 探 し 当 て た時の少女の ; ・ 少女 の 血 ま み れの 手 か ら そ の時、 母の命

知 ち を 日 同山 と い う 必死の和 を 山

せ る 。

5 身 に迫 る 炎 ; ・ 血 ま み れに な っ て 自 分 を 探 し て く れた娘

「 あ り が と う o も う 逃げ な さ い」 と い ; に 対 し て 、 母親の愛情 と 、 少女の心 情 を

う 言葉 に お母 さ ん の ど ん な 気持 ち が込め j 捉 え さ せた い。

ら れて い る か考 え る 。

6 ナ ベ に 入 れ守 り つ づ け る 母の遺骨 は ど | ・ そ れ ま で 自 分 を 支 え て く れ た 母親 は遺骨

ん な 意味があ る の か考え る 。 ; に な っ て さ え も 、 少女 に と っ て大 き な存

在 で あ る 事 を 理解 さ せ る 。

7 警察官 を 通 し て の 少女の 呂 か ら 感 じ取 | ・ 母殺 を 失 っ た大 き な 悲 し み と 同時 に 、 米

れ る も の を 考 え る 。 I 来 に 向 け濁要性 に 立 ち 向 か っ て い こ う と す

る 生命力 を 発見 さ せ る 。

8 今 な お 、 心 に 傷 を 負 い 生活 し て い る 人 少 女 を は じ め 、 震 災 を 受け た 人 た ち が、

の こ と に つ い て考 え る 。 ! い ま 現実 を 見つ め 生活 し て い る こ と に 日

を 向 け さ せ る 。
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の 活用 、 避難訓i練の見直 し な ど に つ い て ふ れた O 今後の課題 と し て 「学校や 地 域の 特色 を
生か し て マ ニ ュ ア ル、 副読本活用 の指導計画 の作成 を 進め る 。 横断的、 総合的 学 習 の視点
に立 っ て 防災教育 を 全領域で展 開 す る O 市町 間相 互 ネ ッ ト ワ ー ク を 構築 し な け ればな ら な
い」 と 訴 え た 。

山 田 課長 は 、 国指定文化財45件 な ど 問 、 県 、 市町指定文化財の 被害が合計142件 に の ぼ り 、
復旧 は90 % を 超 え た 現状、 文化財 レ ス キ ュ ー 事業16件、 財政支援、 野 島 断層 の 保存 、 埋蔵
文化財の被害、 公費負担の拡大 に つ い て報告 し た 。

O 
b 第 2 部 阪神 ・ 淡路大震災 3 周年教育復興の集い

98年 1 月 17 日 、 神戸新開松方 ホ ー ルで
〈報告〉

近藤靖宏兵庫県教委教育次長 「援興への 道の り 兵庫 の 1096 日 」
〈 シ ン ポ ジ ウ ム 〉

「学校 ・ 家庭 ・ 地域社会 と 連携 し た 防災教育」
コ ー デ イ ネ ー タ ー : 戸 田芳雄 文部省学校保健課教科調査官、 パ ネ ラ ー : 諏訪豊東京都

江東区教委学校教育部長、 東 出 雅俊兵庫県知事公室次長 、 田 中 大善北淡町立北淡束 中 学校
教諭、 森永実神 戸 市本御 崎 町 自 治会顧問

〈 ミ ュ ー ジ カ ル〉

兵庫県立宝塚北高校演劇科生徒 「 い の ち 美 し く あ の 日 か ら 15年」
〈特別講演〉

妹尾河叢 汁少年 H j の ふ る さ と 神戸j
〈兵庫室嵩〉

12 . 今後の 防災教育の 方 向性一一兵庫県教委
兵庫県 で は被災か ら 3 年 間 、 人 間教育の視点 に立 っ た 防災教育 の推進 に 取 り 組ん で き た 。

地域格差や こ こ ろ の ケ ア な どの 課題 を 残 し な が ら も 、 教育 の創造的復興の 歩 み は ほ ぼ順調
に 進 ん で、い る O

今後 は 防災教育検討委員 会 の 提言 、 防災教育推進協議会の報告、 防災教育推進会議の ま
と め 、 3 年 間 の 防災教育 の 取 り 組み の 成果 を 踏 ま え 、 一揖 の 充実が求 め ら れて い る o 98年
度 は97年度か ら の継続事業 と と も に 、 こ れ ま で残 さ れ た 課題 に 取 り 組む こ と に し て い る 。
兵庫県教委 は 取 り 組 み の 課題 と 基本 的 な 考 え 方 を 次の と お り 示 し て い る 。
( 1 ) 教育復興担当 教員の配置

95年度 か ら 配置 さ れ て い る が、 引 き 続 き 国 に 要望 し 、 震 災 当 時 、 小学校低学年 だ っ た 子
ど も た ち が中 学 を 卒業す る ま で確保 し た い。 防災教育が完成期 に 入 る 2003年度 (平成15年
度) ま で に は こ こ ろ の ケ ア を 必要 と す る 被災児童 ・ 生徒の絶対数の減少や教職員 の カ ウ ン
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(表20) 1 997年度の具体的 な 取 り 組み の経緯

日

1997年 4 月 l 日 (火)

4 月 3 日 (木)

4 月 10 日 (水)

4 月 17 日 (木)

4 月 30 日 (水)

5 月 1 日 (木)

5 月 15 臼 (木)

5 月 21 B (水)

5 月 23 日 (金)

5 月 26 日 ( 月 )

5 月 30 日 (金)

6 月 9 日 ( 月 )

6 月 12 円 (木)

6 月 13 B (金)

6 月 17 B ( 火)

6 月 26 日 (木)

6 月 27 臼 (金)

7 月 4 B ( 金)

7 月 8 日 (火)

7 月 12 B (士)

内

防 災教育 専門推進民の委嘱 ・ 活動 開 始

第 l 図防災教育専門推進長 打 合せ会

第 2 問 防災教育専門推進長打合せ会

第 3 1母紡災教脊 専 門推進 H打合せ会

第 4 同 防災教育 専 門推進鼠打合せ会

防災教育実態調交'jミ施

教育復興担 、与教員研修会

第 5 倒防 災教育lゑIHm�!ffifi打合せ会

防災教育研修会 (汁街地区)

第 l 回 防災教育推進会議

� tt 

徳山座長、 桂副座 長 を 選 出 。 会議の設置趣 FT や紡災教育の 取組経過防災教育
実態調査等の資料 に 基づ き 、 各学校や教育委 員 会等での児童生徒の現状や防災
教育推進上の課題等 を 検討 し 、 残 さ れ た 課題の整理 と 会議 の進行方法 に つ い て
意見交換 を 行 っ た 。

防災教育研修会 (淡路地区)

防災教育研修会 (但潟地区)

防災教育研修会 (阪神泌氏)

防災教育研修会 (東播磨 ・ 函播磨地区)

第 6 回 防災教育専門推進員打合せ会

災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 研修会 ( 阪神地区)

災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会 (東播磨地区)

第 2 初 防災教育推進会議
災害時 に お け る 避難所 と し て の学校の 果 た す役割 に つ い て① そ の期 間 、 教員 ・

教育委員 会の役割 、 教職員 の職務内容等 に つ い て 資料 に基づ き 協議 し た。

災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の浬解 と ケ ア 研修会 (丹有地区)

災害: を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 研修会 (但馬 ・ 淡路地区)

災害 を 受 け た 子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会 (西播磨地区)
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(火)

7 月 23 日 (71<.)
7 月 30 I::l (水)

内 容

幼稚震i 用 紡災教fnぷ

第 7 周 防災教育 \1/1"]殺i立 員打合せ会
第 3 回 防災教育長1 進会ぷ

災害時 に お け る 避難所 と し て の学校の来たす役割の う ち 前回未検討 の②学校
施設 設備の 防災機能の強化、 ω教職tlの心の健康管理 に つ い て 、 及 び地震発
生時の危機計J'jl と し て 、 (jJ;，ló ，'îUI ，従の安令確保及 び保護、 ②学校 再 開 に 向 け た
対応、 。〉避難所 と し て のプ:校の士'JI必(心地域、 関係機関 と の 連携、 ⑤ ボ ラ ン テ イ
ア 活動受入れ等 に つ い て 協議 を 行 /) た。

! 8 月 26 8 (火) 高等学校J!l 防災教育 I!\U読本 「明 日 に ノ主 き る 」 作成

8 月 初 日 (金) 災害 を 受 け た 子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 研修会 ( 県 立 学校)

9 月 2 日 (火) 第 4 IT'l 防災救fff骨進会議
日 常 に お け る 安令対策 に つ い て 、 ①学校防災計rw，y の策定、 (2)防災教育の在

り 方 、 ぐわ避難 (防災) 訓練の在 り }j、 ④施，;支 ・ 設備さ干の安全Tf環 に つ い て協議
を 行 う と と も に 「い ざ と い う と き のQ品AJ 新 た な 紡災教育の充尖方 策 に つ い て
も 意見交換 を 行 っ た 。

9 月 26 日 (金) 第 8 [0]防災教育専 門推進員打合せ会

10月 1H J (金) 第 5 回 訪災教育推進会議
こ れ ま で の協議結果 を 整理 し 、 「新た な 防 災教育 の充実 に 向 け て」 と 題す る

報告誉 を 受 け た 。

10月 29 臼 ( 水 第 9 回 防災教育専門推進員打合せ会

1 1 月 1 1 日 (火 防 災教育 モ デル 地域研究発表会 (小野市)

1 1 月 初 日 (木 第10団 防災教宵専 門推進員打合せ会

1 1 月 29 日 ( 土 防災教育 モ デ ル 地域研究発表会 (北i炎問 )

1998年 1 月 16 臼 (金) I 全国学校防災 フ ォ ー ラ ム ー 兵庫 か ら の発信一
第 1 部 : 都道府県 - 指定都市学校防災会議

1 月 間 (土) I 第 2 部 : 阪神 淡路大震 災 3 肘教育復興の集い

3 月
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「新た な 妨災教育の 充実 に 向 けて J - 3 1f. 日 の取組一 発行
「い ざ と い う と き のQ品AJ 発行

「学校防災マ ニ ュ ア ル」 作成

(兵庫県教育委員 会)



(iW) 

9 9 8 年 度 の 新 た な 防 災 教 青 体 系 表 (案)

(項 日 ) (主な事業等)

人 間 教育 と し て の 紡災教育の推進 周年事業 ー ひ ょ う ごの教育復興の集い

防 災教育推進連絡会議
安全教育の充実

( 防 災 に 関 す る 関心 ・ 意欲 ・ 態 度 を 脊 て る ) し 防災教育専門推進員の配置

防災教育研修会

防 災教育研究指定校

し 防災教育蹴本実帥例j集の作成

ボ ラ ン テ イ ア 教育の推進 j ボ ラ ン テ ィ ア 教育の樵進
( ボ ラ ン テ ィ ア の知識 ・ 心 ・ 実践カ を 付 け る ) I 

情報 リ テ ラ シ ー の育成 ! 社会人活用 に よ る 情報教育の推進
(情報j百用能力 を 育 て る

情報通信 ネ ッ ト ワ ー ク の整備

教職員 の指導力 ・ 実践力 の 向 上 γ一 防災教育推進指導員養成講座
(心の ケ ア も 含め、 新 た な 防災教育の指導力 を
高め る )

心 の 理 解 と ケ ア

被災児童生徒の心の ケ ア 災 害 を 受 け た子 ど も た ち の心の埋解 と ケ ア 事業
(PTSD等への対応 を 図 る )

震災遺 児健全育成の支援
(袋災遺児育英 を 支援す る )

県立学校施設の 防災機能の充実
(耐震調査 と 防 災対策工事 を 進め る )

教育復興担当教員 の 配鐙

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ … の配置

ひ ょ う ご っ 子悩み相談セ ン タ … の充実

震災遺児育英資金の給付

県 立学校施設紡災対策の実施

(兵E重 県教育委員会)
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(表22) 新 た な 防災教育の 3 年簡の取総 と 今後への課題

年 度

「提言J の王な内容

食④)1 戸や耐震性を強化 し た プ ー ル 、 地 ト くH�等の設置

告〕学校給食施設の耐震性の強化及びガス(対立}�i式のiW用化

� 宇 む: 間 不 ノ ト ワ ー ク構築、 情報見宣伝基盤的整備

(2i X吉羽寺 に お け る 学校の果たす 役割

古江〉地域防災計画 に お け る 学校の位置づけの明確化

*�教職員の役割の明確化

③学校 地域医師会 と の連携に よ る 地域救命救急体制j

女喧〕芋校の中枢施設の確保 と 施設の提供宅 優先順位の決定

③行政機関への移行手階的現雑化

(.'3) 宇校教育機能の[ü]1M:

女①応急 教育の実施の た め の教育委員 会の役割

古②教育活動の場の確保

@教職員の人的支援体制j についての犯 行 援助協定等の締結

1<司〉教職員の勤務条件の整備

①"llT町の災害対指f�i�í部局 に よ る 腔難所運営 マニ ュ ア ル作
成

2 宇 校 に お け る 防災教育的充実

( 1 ) 防災体制の整備 充実

会a 之内防災組織の整備

会②地域防災組織 と の迎携

安直〉地域の実態 を 踏 ま え た 'j'oj交紡災体制の拘 り )jの研究

(注) 交は実施済み も し く は取 り 組み中 の も の
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1996 年 度 I 1997 年 度

防災救官甜進

残 さ れ た諜胞の整理 1 1  に 向 け た連絡会議の開催

「新 た な 防 災 教 育 の 充 実

(防民教育実践協力校)

。学校施設の防災機能の充実

。給食施 設 の ガス併用化等

心情報通信不 ッ ト ワ ク の整備

T推進会議z ま と め 1 1 1コ地域防�1.言j.![詩的見直 し

l 推進会議 ご ま と め

心地域救急速絡体制の事縮

p推進会議」 ま と め

r控進会議』 ま と め 1 1 0遊雑所通常マ ニ ュ ア ルの作成

「兵庫県地域防災計阿」

d 推進会みも ま と め

。相互援助協定等の締結

F推進会議」 ま と め

r指導の重 で明記

。妨災教育推進体制の構築



1997 年 度 11 今後への課題

(2ì 新 た な 防 災教育の推進 や 防災教育専門推 の配 cò ìl ( 11)'5、教打持造体制iの弊備

古①安全教育の光実

交 教職員のJ指導力のlち 捌悼会の充実)

*CìJ副読本や防V�教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成

会G:涼置こや地域 と 連掠 し た 防災教育推進地域のJ民主よ

*(51助け什いのペいや思いや り の4し、を社会に根づかせる教育

会@情報 リ テ ラ ン ー のIÍ1JJ

*⑦体験学1『? と ボ ラ ン テ ィ ア精神の碍古

カ(己Ù�C鉱業や'正ßX集の作成

3 'し、の髄牒竹)<11

O H> の ケ 充丈

会江被災児命 のιし、の ケ ア

会②教職員 の む の ケ ア

(2) 専1"11議関守 と のilH持 ン ス テ ム の石事、y

(3) 指導j] . 'U主力の「口J t

背任研修会 議判会守 の充実

*②指導資料の作成

Ii土) 会は実施済み も し く は取 り 組み 中 の も の

教 職 H O) 給 元 立識の山崎

〉 教 職 U C')lh'革jJ 'J、践 の向 上

、1ド1災教 肯 カ ) キ J ラ ム 内改ロ

F松ん令避 5 1日! 品制t司jへ吋L応u) 
( '，I\.防Lノχこ教f打{，尖よZ以事F例 1裁主 今%令 Lσの7η){'作宇成

仁 ド ラ ン テ イ ア精神の治義

(コ ス ク ル カ ウ ン セ ラ のiι充

。長期的展望 に 古 つ ケ ア体制の鞍

備

成

(兵庫 県教育委員会)
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セ リ ン グマ イ ン ド の 向上、 さ ら に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の適正記置 に よ っ て解消す る O
( 2 )  防災教育推進指導員 の育成

96年 度 に 全国 で初 め て 芥教育事務所 に 配置 し た 「防災教育専門推進員 」 は 新 た な 防災教
育 の 展 開 に 大 き な 役割 を 果 た し た が、 今後は そ の 成果 を 引 き 継 ぎ、 防災教育 の 一層 の充実
を 図 る た め 各 r[i町 で 中 核 的役割 を 果 た す 「防災教育推進指導員」 を 養成す る 。
( 3 )  縄年事業の実施

3 同年 ま で は 全同 レ ベ ル の事 業 を 展 開 し て き た が、 今後は大 き な節 目 と な る 年度 を 除 き 、
県内 レ ベ ル の事業 と し て 、 校種や地域 を 超 え て教育 関係者が防災教育 の 寂 り 組 み や課題 に
つ い て実践交流す る 場 を 確保 し た し ミ 。 防災教育担当 者の交流発表 を メ イ ン に す る こ と も 考
え ら れ る 。
( 4 )  防災教育の充実

カ リ キ コ ラ ム の作成、 副読本の活用 が重要 だが、 2003年 の 学校週 5 日 制 の 完 全実施、 教
育課程審議会の答 申 を 踏 ま え 、 教育内容の厳選 を 悶 ら ね ばな ら な い。 妨災教育副読本の 内
容見直 し 、 研修会の 充実、 視聴覚教材 の 開 発 な ど を 進め る O 各学校独 自 の 防 災マ ニ ュ ア ル 、
学校、 教委、 市 町 の 連携強化 も 課題 と な る 。

13 . 神戸市教委の 紡災教青
神戸市教委が進 め る 防災教育 は 「神戸の教育再生緊急提言会議」 が95年 3 月 に 出 し た 緊

急提言 「神戸の教育の再生 と 創造 に 向 け て 」 か ら 始 ま り 、 95年10月 に 「教育懇話会」 が出
し た最終報告 「震災体験 を 生かす神戸の創造」 を 受 け て 取 り 組 ま れて い る 。 学校防災教育
は こ れ ま で の 「逃 げる 、 避 け る 」 の避難訓 練 だ け で は な く 、 自 然災害 に備 え 、 立 ち 向 か っ
て い く 、 よ り 積極 的 な 防災態震 を 育 む こ と に な っ た 。

96年度 に 「学校震災対応マ ニ ュ ア ル作成指針J 97年震 に神戸市立盲 ・ 養護学校 「地震対
応マ ニ ュ ア ルJ 95年 度 に 訪災教育副読本 「 し あ わせ は こ ぼ う 」 を 作成 し 、 防 災 の知識、 技
能、 態度 を 身 に つ け る 総合的 な 学習 を 推進 し て き た 。

96年度 は 文部省の 「防災体制実践研究J と 「防災教育推進モ デル 地域J の指定 (97年度
ま で 2 年 間 ・ 5 校関 ) を 受 け 、 学校 ・ 家庭 ・ 地域連携 の 実践 、 調査研究 を 行 っ た 。

ま た 「訪 災教育推進委員 会」 を 設置 し 、 「防災教育 開発部会J r副読本改訂部会j で 、 副
読本の改訂 と 指導手引 の作成、 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム 作成資料 「生 き る 力 を 育 む 防災教育J
の作成 を 続 け て き た 。

97年度 は 「授業 開発部会」 と 「学校防災体制研究部会」 を 設置 し て 、 各学校 園 の 具体的
な 実践研究 を も と に 、 授業改善、 教材開発、 学校防災体制確立 に 向 け た研究 を 進め て い る 。

全市的 な 防災教育 を 推進す る た め 、 各区小、 中 学校各 l 校、 18校 を 「防災教育推進校」
に指定 し て い る 。

ま た 、 97年度 に は 「震災学習交流セ ン タ ー 」 を 設置、 被災の教訓 を 全国 に発信す る 交流
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事業 を 進め て い る c
( 1 ) 小、 中学校の防災教育カ リ キ ュ ラ ム作成

97年 5 月 、 全国で初 め て 防災 に 主題 を 壁い た カ リ キ ュ ラ ム を 作成 し た 。 学校の教育 目 標
の 中 で 防 災教育 を位置づ、け る も の で 、 小学校か ら 中学校 ま で の 9 年 間 、 発達段階 に 応 じ た
防災学習 が継続的 に で き る よ う 虹慮、 し た 。

現行の学宵指導要領の狙い に そ っ て学習 を 進め 、 教科な ど各領域で震災や 防災 に 関 す る
内容 を 取 り 入 れ 、 年 間指導計画 を 組み立 て て い る O

神 戸 市 の 防災教育 の視点は 「震災教訓 を 生かすJ r防災J r ・人 ひ と り の 思 い の共有化」
の 3 点か ら な り 、 間災教育 の 主題 と し て
・ 人間 の あ り 方、 生 き 方 を 考 え る
@ 防災 上必要 な 知識 を 身 に つ け る
@ 防災 b必 要 な 技能 を 身 に つ け る
を 設定 し て い る 。

間災教育 カ リ キ ュ ラ ム は 児童 ・ 生徒の意欲、 関 心 を 大切 に し 、 体験的、 実践的 な 活動 、
学級の枠 に と ら わ れ な い学年 ぐ る み 、 学校 ぐ る み の 取 り 組み 、 避難訓練 の 多様化、 副読本
の 活用 に留 意 し て取 り 組 む こ と に し て い る O

特 に 国語、 社 会 な ど 日 常 の 教科学習 の 中 で副読本 を 使 う ク ロ ス カ リ キ ュ ラ ム 方式 を 採用 、
中 学校で は 2 教科の教師が 2 時限つづ き で チ ー ム テ ィ ー チ ン グす る こ と も 可能 に し た 。 小、
中 学 と も 月 に l 時 間 、 年 間10時間 を め ど に学 習 時 聞 を 設定 し て い る O
( 2 )  防災教背副読本の改訂

神戸市教委 は震災の年 の95年11 月 に い ち 早 く 小、 中 学校の 防災教育副 読本 「 し あ わせ は
こ ぼ う J ( 中 学校用 は 「幸せ運 ぼ う J ) を 作成 し た 。 人 間 と し て の あ り 方 を 考 え 、 妨災知識、
防災機能 を 身 に つ け る一一ーと い う 神戸市防災教育 の 主題 に合わせ、 「命の大切 さ J r 助 け 合
い の心」 な どの 泥童 ・ 生徒の震災体験の 手記 を 中 心 に 構成 し て い た 。

96年か ら 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム の作成へ試案作成 な どの作業が始 ま り 、 副読本 も 改訂
作業 に 入 札 97年 3 月 に 改訂版 を 完成 さ せ、 97年 5 月 に 防災 カ リ キ ュ ラ ム と 共 に 配布 し た 。

防災学習 に 活用 し や す い教材、 震災後、 地域の姿が変化 し た こ と や復興過程 を 考慮 し た
教材 な ど内容の追加、 修正 を 行 っ た 。 小学校低学年用 に 地震発生の仕組み 、 小学校高学年
用 に神戸港の復興、 中 学校用 に 防災福祉の コ ミ ュ ニ テ ィ ー な ど新 し い事項や 課題 を 加 え て
い る 。

さ ら に 災害時の 身 の 守 り 方、 応急手当 て の仕方、 避難 リ ュ ッ ク の作 製 な ど 、 防災 ・ 自 衛
の視点か ら 年齢 に 合 わ せ た サパ イ パ ル項 自 に 盛 り 込 ん だ。 各学年 と も 絵、 写真、 新聞記事
を 多 く 使 い 、 見童 ・ 生徒の 関 心 を 高 め やす い よ う 工夫 さ れ た 。
( 3 )  盲 ・ 養護学校地震対応 マ ニ ュ アル

96年 8 月 に 「学校震災対応 マ ニ ュ ア ル 作成指針」 を 作 成 し た が、 全校種 を 対象 と し た た
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( 表23) 教科 と 関連 さ せ た 話IJ読本 「 し あ わ せ は こ ぼ う J (小学校高学年) の活尽年間指導計画

し さ 」
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(表24) 副読本 「幸せ 運 ぼ う J ( 中学校) を 中心 と し た 防災教育カ リ キ ュ ラ ム (例)

4 

6 

7 

防災マ ッ プを つ く ろ う

ま ず、 身 を 守 る 。 そ れか ら 、

あ な た な ら ど う す る 。

9 I 防災講話)

行 事

道

い ざ と い う と き の応、急処置 [ 保

JO 1 一本の木 か ら

1 1  

1 2 1 防災訓練)
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(神戸 市教育委員 会)
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め 、 障害 を 持つ幼児、 児童 ・ 生徒 に 配癒 し た記述が少 な く 、 障害種別 に学校の実 情 に 合 わ
せ た マ ニ ュ ア ルづ く り に役立つ も の を と 、 97年 6 月 に 「神戸 市立盲 ・ 養護学校地震対応マ
ニ ュ ア ル」 が作成 さ れた。

マ ニ ュ ア ル は 3 部構成。 震災の体験 を 詳述 し た 「体験編」 、 体験か ら 生 ま れ た 実践 的 な
提言の 「対応、編j 、 学校再開 シ ス テ ム 、 防災用 品 一 覧 な どの 「資料編」 に分か れ て い る O

対応編 は震度 7 の地震が登下校 中 、 在校中 、 在宅 中 に そ れぞ、れ発生 し た と い う 想定で、
知 的 障 害 、 肢体不 自 由 な ど障害加 に対応策 を ま と め た 。安否確認は 職員 が 自 宅 に 近 い児童 ・
生徒 を 確認す る 「エ リ ア 構想、J o 児童 ・ 生徒の血液型、 鍵康状態、 自 宅略図 な ど恒人情報
を ま と め た 「緊急 カ ー ド」 の 整備 な ど を あ げて い る O
(4 ) r震災学習交流セ ン タ ー」 開設

神戸 で被災 し た 学校が、 震災の教訓| を 全 国 の学校へ発信す る た め 、 96年度 か ら 修学旅行
生 を 受 け 入 れ、 交流学 習 、 神戸 で の 震 災学習 へ講師派遣、 震災学習 リ ー フ レ ッ ト 「神戸 か
ら あ な たへ」 の 配布 な ど震災交流学習 を 行 っ て い る 。

「神戸市震 災学習交流セ ン タ ー 」 は97年 4 月 に 、 ハ ー パー ラ ン ド の 市総合教 育 セ ン タ ー
内 に 設 け た 。 修学旅行生の受け入れ、 震災学習 、 学校間交流、 市 内 各校 に保存 さ れて い る
震災関連資料の収集、 整理民訴 を 行 う も の で 「防災教育 の拠点」 に な る 。

震災学習 、 学校間 交流、 講 師 派遣 は 、 96年度 に 小 、 中 、 高校合計50校5 ， 61 3 人 だ っ た も
の が97年度 は 164校 2 万1 ， 440人 と 4 倍近 く ふ え た 。
( 5 )  防災教育研究発表舎

文部省 の 「防災教育推進モ デル地域」 の指定 を 受 け て い る 東灘 区内 の 4 校 l 園 の96、 97
両年度の 活動成果 を 披露す る 防災教育研究発表会が98年 1 月 18 日 、 小 、 中 学校 3 校 と 北区
し あ わせ村 で 聞 か れ た 。

モ デル指定校 は の ぞみ幼稚園 、 東灘小学校、 本在小学校、 本庄 中 学校、 御 影工業高校の
いずれ も 市立の 5 校 関 。

当 日 、 東灘小学校で避難訓練、 本庄小、 本庄 中 学校で は公開授業 を 行 っ た 。
〔中学校教識が地層環示 を 自 作〕

地域の 賢 史 を 実物 の 地層 で知 っ て も ら お う と 、 神戸市立筒 井 台 中 学校の磯野清教諭 (39)
が大震災 で露 出 し た 地層 を は ぎ と っ て標本 を 作 り 、 理科授 業 に 生 か し て い る O

自 宅近 く の 全壊家康の 建 て 替 え工事現場で波状の地層 を 見 つ け 、 土の上か ら 布 を かぶせ
て 合成樹脂 で 国 め 、 深 さ 3 m 、 幅 1 m を は ぎ と っ た 。 学校へ持 ち 込 ん だ生徒 と と も に板 に
固定 し 、 地層 標本 と し た 。 縄文時代 の 海岸 の 砂か ら 、 古代、 近世 を 経 て 、 38年 (昭和13年)
の 板神 大水害の 跡 、 大量の 土砂が運び込 ま れた 宅地化時代 、 阪神大震災 の つ め 跡 ま でが凝
縮 さ れて い る O
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い三由 学校の災害対応の強化一防災マニュ アルか ら
大震災の教訓 に 学 び、 助 け合 い の 人 間教育 の視点 に 立 っ て取 り 組 ま れ て い る の が 、 兵庫

県が全国 に 発信す る 「新 た な 防災教育J o 95年度の 妨災教育検討委員 会、 96年 度 の 防 災教
育推進協議会、 97年度の 防 災教育推進会議 か ら 教育 の創造的復興、 間災体制 、 防 災学官 の
効果的方策、 カ リ キ ュ ラ ム の確立 な ど に対す る 提言や報告 を 受 け 、 被災か ら 3 年 目 の98年
3 月 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 が作成 さ れた 。

学校の 詰 常の安全対策や地震発生時の危機管理、 災害時 に お け る 学校の役割 な ど、 教職
があ ら か じ め修得 し て お く べ き 事項の要点や視点 を 総合的、 体系 的 に 示 し た も の だ。 防

災学習 や PTSD (心的外傷後 ス ト レ ス 障害) 対策 の こ こ ろ の ケ ア に つ い て も 安全、 防災対
策 と か ら め て体系 的 に指針 を 詳述 し て い る O

1 . 日 常の安全対策

( 1 ) 学校防災計画の策定

児童 ・ 生徒 に命の大切 さ を 教 え る こ と が教育 の原点。 災害発生時 に 状況 を 的確 に判 断 し 、
落 ち 着 い た行動がで き る 能力 や態度 を 児童 ・ 生徒一人 ひ と り に 育成す る こ と が大切 で あ る O
ま た校長は じ め 教職 員 が迅速かつ適切 な 行動 を と る こ と が不可欠。 平素か ら 学校 の 安全管
理、 安全教育、 地域防災体制 を 熟知 し 、 学校独 自 の 防災計画 を 策定す る こ と が求 め ら れて
い る O 出勤手段の検討 に よ る 要員 確保 も

学校防災計画 は 「防災体制J r安全点検J r訪災教育の 実践J r避難 ( 紡災) 訓 練J r 緊急
連絡体制J r学校避難所の対応」 に つ い て 明確 に す る O
( 2 )  学校防災組織の確立

災害の種類、 規模、 発生時刻 に対応 し た 教職員 の役割、 家庭、 関係機関 と の連絡体制 の
整備 に つ と め る O 大規模災害発生 時 は 学校が第一次の避難場所 に な る と い う 前提 で 、 市 町
担 当 者 に 運 営 マ ニ ュ ア ル を 早期 に 策定 し て お く O

校長、 教頭、 各担当 の代表者で 「防災教育推進委員 会J を 構成 し 、 学校防災計画 を 作成
す る ほ か災害時 に備 え る O
( 3 )  施設 ・ 設備の安全管理

校 内 の 施設 ・ 設備の転倒 、 落下防止対策、 通学路の安全点検 を 定期 的 に行 う O
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(表25) 臼 常点検に お け る チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

薬 ロロロ
医 薬 品 類 | 保健室

ス

It_ ブ イ ル ム 等 は は がれて い な い か。

ゆ る ん で い な いか。

- 移動の危険は な いか。

J部 lこj存 F し や す い物 を す れ 、 て い な いか。

、 孫 F、 破船の危険は な い か。

を If(ね て Rそ し 、 て い な い かに

な ど収納場付? の 協 は 存\P� �こ 聞 か な い か わ

な と..�;Z和�場所 の 採 は 簡 単 に 問 か な い かじ

@ 薬 品 ど う し の滋fT に よ り 党火す る 危 険性 が あ

は 、 f反行場所、 千広告 JJì去 を 考 え で あ る か。

劇薬等の危険性のr;îì. l�薬 品 績 は 、 砂総て号: に 収納

あ る かι

決 下、 破損の 危険は な い か。

し な い よ う に [叱主 し で あ る か。

n は ゆ る ん で い な い か。

ドす る こ と は な いか。

な どが転倒す る こ と は な い か。

わ り に 引 火物 は な い か。

・ 安どと主主慨 は fr動す る か。

・ タ ン ク に燃料等 は残 っ て い な い か0

. 元検 は 閉 め で あ る か。

@ ガス 管 は老朽化 し て い な い か。

・ ボ ン ベが転倒 す る 危険 は な い か。

も れ誉報企Qtrl'� A�� � 土正常 に作動 し て い る か。

く に遣い で あ る か。

る こ と は な い カ、

・ 破損箇所 は な い か。

(兵庫県教育委員 会)

第六章 @ 教育 377 



2 . 地震発生時 の危機管理

( 1 ) 児童 ・ 生徒の安全確保、 保護

発生時間帯、 職員 の 出勤状況、 被害の規模な どあ ら ゆ る 場合 を 想定 し て 、 日 ご ろ か ら 防
災体制 を 作 っ て お か ね ばな ら な い c ま た 、 避難所 に な る こ と は確実で、 そ の運営 と 授業再
開 な ど学校;機 能 の 早期 間複 と い う 難問 に 立 ち 向 か え る 備 え が必要で あ る 。
- 初動体制 の確立

「災害対策本B:ßJ を 設援 し 、 総括、 救急医捺班、 安吉確認 ・ 避難誘導班、 応急復 旧班、
安全点検 ・ 消 火班、 救護班、 避難所支援班 を 組織す る 。
- 地震発生時間帯別 の基本的対応

夜校 ヰ1 、 な下校 中 、 学校外の諸活動 中 、 勤務時間外、 場所別 に 「安全確保J I避難誘導」
「安否確認」 を行 う O

( 2 )  児童 ・ 生後の保護者へ の引 き 渡 し

緊急時 の 連絡 カ ー ド を 兼 ね た 引 き 波 し カ ー ド を 作成 し て お き 、 保護者が昼間 、 自 宅 に い
な い場合 も 想定 し て お く O 引 き 寂 り 者がい な い 児童 ・ 生徒は 安全 な 場所 に 集 め 、 教師が付
き 添 っ て 安心惑 を 与 え る 。
( 3 )  曹 ・ 聾 ・ 養護学校、 定時制高校の対応

碁本的 に は 、 小 、 中 、 高校 と 河 じ だが、 視覚霞害、 聴覚障害、 肢体不 自 由 、 病弱、 精神
薄弱、 夜間授業、 寄借舎な どハ ン デ ィ を 考慮 し 、 情報不足 に よ る 不安感除去、 避難誘導、
安全確保 に 万全 を 期す。
( 4 )  学校施設 ・ 設備の被害状況点検

ラ イ フ ラ イ ン の 点検、 理科室 な ど特別教室 の危険物の安全確認、 校舎な ど施設 ・ 設備 の
点検 を 行 う が、 専 門家 の 危 険茂判定 を 受け る O
( 5 )  学校再開 に 向 け た対応

3 .  rt ) ざ と い う と き の Q&A明一大地震に構 え て J 作成
兵庫県教委 は 「学校防災マ ニ ュ ア ルJ で あ ら ゆ る 場合 を 想 定 し て 、 災害発生時の対応方

法 を 示 し た が、 さ ら に98年 1 月 に 阪神大震災の体験実例 か ら 得 た 教訓 、 措置方法 な ど を 99
項 目 に ま と め た 問 答集形式の マ ニ ュ ア ル 「い ざ と い う と き の Q&A99 大震災 に 備 え てJ
を 発行 し た 。 B 6 判 、 84�-o 1 ， 000部 を作成、 1 月 16 日 か ら 調 か れ た 「全国学校防災 フ ォ ー
ラ ム J の 参加者や全国都道府県教委 に 配布 し た 。

災害時 の想定で は な く 、 坂神 ・ 淡路大震災で 底 面 し た 実例 を ま と め た も の で 、 「在校時
の児童 ・ 生徒へ の対応J I不在校時の児童 ・ 生徒への対応J I教職員 の安否確認J I学校再開」

「被害状況の確認、 報告J I災害情報の収集J I外部への対応J I避難所運営 と 支援J I心の
ケ ア」 の 9 分野か ら な っ て い る 。
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〔 児童生徒 〕

教師の指示に従い
身体 を保護 す る

- 保護者 と と も に帰
宅 す る

- 保護者 と 遼絡 が つ
か な い場合 は学校
に待機継続

マ
るtA日

校庭毒事の安全な場
所へ避難す る

負 傷者がい る 場
合 は 助 け合 う

第一次避難 [校 庭 等 へ]

安全確認 ・ 避難誘導

(火災 ・ 津波 ・ 土砂 く ず
れ ・ ガ ス爆発等で校庭等
が危険な時)
第二次避難
{近隣のEE き地 ・ 公園等l

�玉三彰

お さ

任王�
マ

〕ヤ剛山巾向Hh刊

的確 な指示
「頭部 を保護、 机の下へ
も ぐ り 机の腕 を持つJ

ゆ

・ お さ な い 、 は し ら な い、
し ゃ べ ら な い 、 も ど ら な

・ 的確な 指示 、 適切 な誘導
・ 配慮 を 要 す る 児主主主主従へ

の対応

カヲれ

〔 教

地震発生時別の基本的対応

職 〕

中校

E累

在

〔 管

(衣26)

臨機応変に行動す る

校長は校長室で待機

全校避難の指示
. 校内放送 (通電時)
・ ハ ン ド マ イ ク (停電時)

- 人数と 安否確認
. 周闘の状況把援
・ 状況 に よ り 第二次避難の

準備

- 人数 と 安否の確認
・ 負傷者確認 と 応急処霞
- 病院等の�療機関 と の連

携
・ 児童量生徒の不安の緩和

置

被 害 状 況 把 握

否.，"日又

役部分担に従っ て 行動開始

- 施設の被害状況調査
・ 安全確認、 危険箆所の立

入禁止措鐘

き日本策立す害災

避
難
所
支
援
既
設
置

保護者へ連絡
- 引 き 渡 し カ

き J度 す
- 連絡 が つ か な い児童生徒

は そ の ま ま 待機 さ せ る

ド に よ り 引

保護者への引 き 渡 し

- 教育委員会への連絡
. 外部 と の対応
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- 学 校 再 開 へ の 準 備( 運 営 マ ニ ュ ア ル に 従 う )



(表27) 児童生徒引 き 渡 し ・ 緊急時連絡カ ー ド例

年 総 番

電話 (

(兵康県教育 委 員会 )

「仮設 ト イ レ が汚物 で使え な い と き J r遺体が運ばれて き た と き J r被災者が暖 を と る の
に避難所の教具 を 燃や し た い と 言 っ て き た と き J r仮設テ ン ト が足 り な い と き 」 な ど深刻
な ケ ー ス を ふ ん だ ん に盛 り 込 ん だ。 教具 を 燃や し て 媛 を と り た い と い う 質問 に は 「原則 と
し て 断 る O 使用 不 能 な 教具 で も ル ー ル に従 っ て 廃棄 さ れ な い と 自 由 に で き な い こ と を 説明
し て納得 し て も ら う O 我 々 の 生活 と ど ち ら が大事か と 強 く 求め ら れた ら 自 治組織や災害対
策本部 に 相 談す る 」 な ど と 答 え る よ う 示 し て い る O

〈参考文献 〉
「学校防災マ ニ ュ ア ル」 兵康県教育委員会1998年 3 月
「い ざ と い う と き の Q&A99一大地震 に 備 え て 」 兵康県教育委員会 1998年 1 月 17 日
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I第四鮪 災害発生恥学技の問斗臨時的明推化
阪神 ・ 淡路大震災の避難所 は学校が中心的役割 を 果 た し た 。 地震発生 と 同 時 に被災住民

が学校へ押 し か け 、 教職員 に と っ て は 自 ら も 被災 し な が ら 、 避難所の運営 に 携 わ る 地獄の
よ う な 戦 場 に な っ た 。 行政の 立 ち 上が り 、 住民の 自 治組織づ く り が平 か っ た と こ ろ は ま だ
し も 、 だ れ も が大震災 を 夢 想 だ にせず、 他所事 と し て い た だ け に 、 被災後 の 生活のすべて
を 一方的 に 担 わ さ れ た 教職員 に は悲劇の試練 と な っ た 。 震災時の教職員 業 務 に は 明文規定
が皆無だ っ た か ら だ。

被災 か ら 丸 3 年 目 に 、 学校避難所の業務、 教職員 の 身分上の取 り 扱 い に つ い て 、 結論が
出 さ れ、 「教職員 の避難所運営従事は 原則 7 日 以内 J r避難所運営 は “職務" で特殊業務手
当 を 支給J が明確 に さ れ た 。 有識者や学校関係者 に よ る 防災教育推進会議 の最終報告 に 基
い て98年 3 月 に 策定 さ れ た 兵庫県教委の 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 に盛 り 込 ま れ た。

ま た 、 兵庫県の特殊勤務手当 の 条例 が改正 さ れ、 98年 4 月 I 日 か ら 施行 さ れ た 。

1 . 災害発生時 に学校 は避難所 に

学校は本来、 教育施設で あ り 、 災害時 に 学校が果 た す 第一義的役割 は 、 児童 ・ 生徒の安
全確保 に あ る O し か し 、 大規模災害が発生 し た場合、 あ ら か じ め避難所 に 指定 さ れ て い る
学校は も ち ろ ん、 指定 さ れて な い学校 も 緊急避難所 に な る こ と が予想 さ れ る O こ の た め 各
学校は ふ だ ん か ら 避難所 と な る 場合の運営方策 を 練 り 、 円 滑 な 運営が園 ら れ る よ う 、 市 町
の 災害対策担 当 部 局 や 地域 の 自 主防災組織の 1) ー ダ ー と 、 事前協議 を 重 ね て お く よ う 示 さ
れ た 。 防災マ ニ ュ ア ル で は 、 地震発生 と 問時 に 、
@ 学校災害対策本部設置。 避難所支援班結成
@ 施設 開放 区 域明示 (校長室、 職員室、 事務室、 保健室 は 開放 し な い)
・ 避難者誘導 ( マ ナ ー の徹底、 マ イ カ ー乗 り 入 れ禁止)
@ 救援物資の調達、 配給 ( 配給 ト ラ ブル 回避)
@ 衛生環境 の 整備 (仮設 ト イ レ 、 ゴ ミ 捨て場の管理)
@ 仮設 テ ン ト の設置
@ 避難所運営組織づ く り 支援
@ ボ ラ ン テ ィ ア の受 け 入 れ
@ 炊 き 出 し へ の協力
@ 避難者の 名 簿づ く り
@ 情報連絡活動 (外国人対策 も )
な どが学校の 対応事項 と し て い る 。

すべて 阪神 ・ 淡路大震災 の 体験 を 整理 し た も の も で 、 学校施設 の 中 で校長 室 、 職員 室 、
事務室 な ど を 開放 し な い の は 、 本来の教育施設が一 日 も 早 く 授業再開 で き る よ う に備 え る
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た め で あ る 。 す べ て の 施設 を 開放 し 、 学校業務がス ト ッ プ し た 苦い経験か ら 決め ら れ た 。

2 . 教職員 の避難所運営業務 は 7 日 以内
大震災で は 事前対策が不備で、 避難者がお びた だ し い 数に な っ た 。 ま た 、 市 町 も 事前対

策 に 不足があ り 、 行政対応能力 を 超 え た た め 、 避難所 の 管 理 ・ 運常 は無原則 の ま ま 、 文字
通 り 、 自 然琵生的 に 多 く の 教職員 が投入 さ れ、 長期 に わ た っ て 校舎が提供 さ れ た た め 、 授
業 の 再 開 に 一部 支障が出 たc

市町i1í 局 は 地域防災計I珂 を 見 直 し 、 防 災行政職員 の 強化、 充実、 地域の 自 主 防災組織育
成 、 広域相 互応提協定の 締結 を 進 め て い る 。 教職員が避難所の 運営 に 従事す る 原則 は次 の
よ う に定め ら れ た 。
・ 災害の程度 災害救助法が適用 さ れ、 市 町が対応で き な い と き
@ 業務 内容 開 設初期業務 と し て 避難者数の確認、 名 簿作成、 避難状況報 告 、 食料、 飲料

水 の供給、 毛 布 な ど の 貸 リ
@ 従事期 間 学校再I開沼 を 念頭 に 、 災告寄:救助法 に よ る 設7営三主，期 間 で 7 E日l J幻J、内 を 原 則 と す る O ま

た 運営業務 は 自 主 防災組織や ボ ラ ン テ イ ア の受 け 入 れ に よ り 教職 員 に過度の
負 担 を か け な い

教職員 の 避難所運営業務従事は 「原則 7 日 以内」 が明示 さ れ た 。

3 . 学校避難所運営 は教職員 の 「職務」
今 回 の 震災 の よ う に 災害 の 規模が大 き い場合、 市 町 の 対応能力 を 超 え 、 学校避難所の 運

営 は必然的 に 教職 員 が担当 せ ざる を 得 な か っ た 。
災害救助法で は本来、 避難所 の 運 営 は 市 町 の 責務 と 定め ら れて い る が、 大震災では ピ ー

ク 時の 95年 l 月 23 日 に は 公立学校382校が避難者 を 受 け 入 れ 、 96年 5 月 に ほ ぼ解泊す る ま で、
延べ10万人の教職員 が動員 さ れ た 。

し か し 、 災害業務 は 教職員 の 業務 と さ れて い な か っ た た め 、 行政職員 に は 支給 さ れ る 超
過勤務手当 な どが、 教職員 に は十 分 に 支給 さ れず、 事実上 「 ボ ラ ン テ ィ ア」 と な っ た 。

こ の た め 学校避難所の性格、 役割 、 教職員 の 業務 の 内容、 位置づけ を 明確 に す る A方、
身分上の取 り 扱い は 「職務」 と 明示 し た 。
@ 県費負担教職員 市 町長の避難所運営業務 を 「補助執行J と す る
@ 県立学校教職員 市町長の応援要請 を 受 け て避難所運営 に 従事

教職員 が避難所運営業務 に 職務 と し て 参加 し た場合は行政職員 に 支給 さ れ る 手当 て と の
均衡 を 図 っ て措置す る と 決 ま り 、 特殊勤務手 当 の 果条例改正が、 97年 3 月 県会で可決 さ
れ、 懸案の 一つ が 3 年越 し で解決 し た 。
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4 . 学校施設 ・ 設備の 防災機能強化
今回 の震災 で は 、 県立学校174校 ヰ1 152校、 市 町立学校1830校 中 9441交が被災 し 、 こ の う

ち 54校が建て 替 え と な っ た 。
学校が持つ べ き 防災機能 に つ い て は 離震性強化 は も ち ろ ん の こ と 「災害発生初期段階」

と 「学校 と 避難所の共存の場合」 の 2 点か ら 強化 を 進め る こ と に な っ た 。
( 1 ) 災 害発生の初期段階の妨災機能

・ 避難所 と し て の施設の 配 置、 整備
授業 再 開 と 避難所運官の 中枢 と し て職員 室 の 権保
負傷者、 高齢者の た め の 予備室
緑地帯、 ス プ リ ン ク ラ ー の設置
避難場所 と な る 体育館、 運動場の案内板

@ ラ イ フ ラ イ ン の確保
停常時対応の ソ ー ラ ー シ ス テ ム な ど 自 家発電装量
雑用水、 消火用水確保 の た め耐震 プー ル 、 井戸防火用水、 貯水槽 の耐震強化
飲料水確保の 浄化装置
給食施 設 の 耐 震強化、 熱源の複数化
校内給水、 ガス 配管の免震化
救援物資用備蓄倉庫

@ 情報の収集 と 発信
防災無根の導入
優先使用 で き る 電話回総
イ ン タ ー ネ ッ ト な ど コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム
救急、 緊急ヘ リ コ プ タ ー の 仁空か ら の位量確認の た め屋上へ校名 、 方位の 表示

( 2 )  学校 と 避難所が共存す る 場合の防災機能

@ 施設の提供 と 学校運営の施設確保
・ 提供施設の 防災機能の充実

体育館 の 換気機能の改善
各種電気器具領用 に対応す る 電気容量の確保
給排水設備の増設
屋外ス ピ ー カ ー な ど放送設備
夜 間 照 明 の 整備
シ ャ ワ 一 室の 整備

@ 救援活動用 ス ペ ー ス の確保
救急車、 救援車両の進入路、 駐車ス ペ ー ス 、 ヘ リ コ プ タ ー の発着場所

・ 高齢者、 障害者対策
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ト イ レ 、 ス ロ ー プ、 手す り 、 エ レ ベ ー タ ー の設 置

5 . 地域 ・ 関僚機関 と の連携
( 1 ) 避難所 属 治組織確立へ支援

学校機能 の 回復 に は避難所 の 円 滑 な 運営が重要で、 避難住民の 自 治組織 を 早期 に確立 し
な け れ ば な ら な い。 ふ だ ん か ら 地域の 町内会、 自 治会 と 協議 、 災害時の役割分担、 リ ー ダ ー
の育成 な ど 自 主防災組織の育成 を 進め る こ と が求 め ら れて い る 。
(2 )  家庭、 地域社会 と 連携 し た 防災体制の充実

地域 ぐ る み の 防災 (避難) 訓 練 を 重 ね て 、 避難所運営や災害時の行動、 対応 に つ い て 、
ふ だ ん か ら 備 え を か た め て お く 必要があ り 、 学校、 家庭、 地域、 事業所、 行 政 当 局 、 防災
関係機関 が一体 と な っ た 防 災教育体制 の薙立が急がれて い る O

(表28) 地域自 主防災組織 と の連嫁
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市 長 会 ・ 町 長 会

県 庁 ・ 県 民 局
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J参 蔀
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〔 自 治体の 9 割、 避難所 マ ニ ュ アル作成せず〕

総務庁が98年 i 月 日 日 発表 し た 「震災対策 に 関 す る 行政監察結果J に よ る と 、 全国 の 地
方 自 治体の94 . 2 % が災害発生 時 に 避難所 を 円滑 に運営す る た め の マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い
な か っ た 。

96年12 月 か ら 97年 3 月 に か け て 向 上庁 、 科学技術庁、 都道府県、 市 区 町村 を 対象 に実施
し た も の で 、 地域防災対策 に避難所の運常マ ニ ュ ア ル を 盛 り 込 ん で、い な い 自 治体 は 、 調査
し た 121 市 区 間I の う ち 、 1 14 に 上 っ た 。 地区別 の避難所 を 指定 し て い な い 自 治体 は80 (66 . 1 % )  
仮設 ト イ レ を 全 く 健保 し て い な い 自 治体は60 (49 . 6 % ) だ っ た 。 地域訪災計画 を 改定 し て
い な い 自 治体 も 50 (41 . 3% ) に 「‘ っ た c

〔大学の研究者が学校避難所の重要性指摘〕

阪神 ・ 淡路大震 災の 直役か ら 避難所 に 入 札 各種の動向調査 を 進め た 、 大阪大学、 東京
都立大学、 京都工芸繊維大学 な ど 9 大学の教授 、 学生 ら 23人が記録誌 「 阪 神 ・ 淡路大震災
に お け る 避難所の研究」 を 何年 l 月 に発刊 し た 。

長期 間 の 開 き 取 り 調査 な ど に よ っ て避難所 は 広 域 的 な 公 開 よ り 、 身 近 な 学校が役立 っ た
こ と 、 公共施設 は避難所 と し て の機能が不足 し て い た こ と を 指摘 し た。 学校で は 平素 か ら
体育館 に ト イ レ の 数 を ふ やす。 授業再 開 に 備 え 、 校舎 と 体育館の 距離 を 離 し て建設す る O
体育館 を 高齢者、 障害者 に 配慮 し て 設計す るーな ど を 提言 し て い る 。

く参考文献〉
「新た な 防 災教育の充実 に 向 け て 3 ij� 日 の取組」 兵庫県教育委員 会 1998年 l 月 17 日

「学校紡災マ ニ ュ ア ル」 兵庫県教育委員 会 1998年 3 月
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[ 山 之瓦ゐ理解どケア二児童ι徒 j教職員の iphD
被災か ら 3 年 た っ て 、 校舎は再建 さ れ、 防災教育 も 指導方針の 具体化が進 み 、 教育現場

の復旧 ・ 復興 は 目 覚 ま し い 。 し か し 、 大震災が も た ら し た児童 ・ 生徒の 心 の 傷 は 重症が続
い て い る 乙 軽減す る 場介があ る 半面 、 な か な かが? ら ず焦 る 児 童 ・ 生徒、 重 な る 転居で新た
な 症状 を 生 む場合 な ど し だ い に複雑化 し 、 何 ら かの ケ ア を 要す る 児 童 ・ 生徒 は 増 加傾 向 で
5 ， 500人 を 超 え る o PTSD (心的外傷後 ス ト レ ス 障害) は 震 災 か ら 3 、 4 年後 に さ ら に ひ
ど く な る と も い わ れ、 見通 し は 明 る く な い c 兵庫県教委 は 「教育復興担 、元教 員 J 制度 を 軸
に学校、 家庭、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー な どが連携 を 密 に し て対 策 に 取 り 組ん で い る c

1 . 教青鍍興担当教員 の母7年度の活動
PTSD な ど こ こ ろ の ケ ア の 中 心 的役割 を 果 た し て い る の が 「教育設 興担 去 教 員 J ，; 前年

と 向枠 の207人が97年度 も 車置 さ れた c こ こ ろ の ケ ア ばか り で な く 、 新た な 防災教育の推進、
校内 防災体制、 教育環境 の 整備 ・ 拡充 な ど に あ た っ た 。

(表29) 教育復興担当教員配置状況 (97年度)

利一一
昨 15 

(兵庫県教育委員 会)

( 1 ) やの理解 と ケ ア

@ 家庭環境の 変化 に よ る 不安定 に対す る ケ ア
児童 ・ 生徒本人の震災 に よ る 心 の不安定ばか り で な く 、 住宅被災、 離職、 離婚、 別

居、 病気な どで保護者 も 精神 的 、 経済的 な 打撃 を 受 け 、 子 ど も た ち へ悪影響 を お よ ほ
し て い る O こ れが PTSD 的症状に拍車 を か け る 場合 も 出 て 、 心の相談室 の設童、 家庭
訪 問 、 カ ウ ン セ リ ン グ、 観察な ど を 続 け た 。

@ 不主主校児童 ・ 生徒 に 対す る ケ ア
@ 校区外や仮設住宅か ら の通学 に対す る ケ ア
@ 学校の学習環境 の 変化 に伴 う ケ ア
@ 被害 を 受 け た児童 ・ 生徒の 実態調査
@ 心の ケ ア 教職員研修の計画 と 実施

( 2 )  新 た な 防災教育の推進

@ 個 々 に応 じ た学習指導の工夫
仮設住 宅 な ど教育環境の恵化 に よ る 学力低下の実態把握 と 個別指導
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- 各校の実情 に 応 じ た 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成
@ 防災教育副読本 を 活用 し た授業研究 と 実践
@ 避難 (防災) 訓練の計画 と 実施

( 3 )  校内 紡災体制 、 教育環境の整備拡充

- 防災マ ニ ュ ア ル の作成
@ 防災施設 ・ 設備 の点検、 整備、 充実
・ 校区 内 の 危険個所 な どの調査、 情報収集

( 4 )  活動の成果

@ 仮設住宅や校rx外か ら 通学 す る - 生徒への 関 わ り が密 に な り 、 心 の ケ ア が充実
- 教育復興担 当 教 員 が核 と な っ て カ ウ ン セ リ ン グが学校全体の も の に な っ た
@ 家庭 訪 問 を 繰 り 返す こ と で信頼関係 を 深 め た
・ 校内 助 災体制づ く り が前進 し た

( 5 )  今後の課題

・ 教育複興担 当 教員 の横 の連絡
@ 不登校が震 災 の 影響か ど う か は 専 門 家 と の連携が必要
@ 校外、 他府県 に ま た が る 業務
@ 心の 傷 は 女子 に 強 く 認め ら れ る の で 、 教育復興担 当 教員 に 女性教員 を ふ や す
@ 子 ど も の 心身状況の把握 と 学校医 と の連携
〔教育復興担当教員 の配置継続の請願 ・ 陳情採択〕

定例県議会の文教常任委員会で 、 97年12月 3 日 、 教育復興担当教員 の98年度継続配置 を
求 め る 請願 3 件 を 全会一致で採択 し た 。 請願 は 兵車教職員 組合、 県市町村教育長会、 県教
職員 組合が別 々 に提出 し て い た 。 本会議の議決 を 経て 文部省へ意見書 を 送 っ た 。

。
神戸市議会の 文教経済委員 会 は97年12月 19 B 、 神 戸市教職員 組合 と 前教神 戸市教職員組

合が出 し て い た 教育復興担 当 教員 の 継続配置 を 求め る 陳情 を 全会一致で採択 し た 。 本会議
で の議決 を 経て 文部省へ意見書 を 送 っ た 。

〔教育護興担当教員 PTSD 研修会〕

前年 に 続 き 教育復興担当教員207人 を 対象 に 、 97年 5 月 15 日 と 12 月 10 日 の 2 回 、 神戸市
総合教育 セ ン タ ー で PTSD への対応 を 中心 と し た 「心の ケ ア 研修会」 を 開 い た 。 被災児童 ・
生徒の こ こ ろ の ケ ア 、 生徒指導、 カ ウ ン セ リ ン グ な ど教育相談、 担任、 養護教員 と の協力
体制、 家庭、 地域、 関係機関 と の連携 な と守 に つ い て研修 を 深め た 。 馬殿曜子武庫川 女子大
助教授 、 富永良喜兵庫教育大助教授 を 講師 に PTSD の症状、 年齢別 の 違い 、 症状 を つ か む
た め 、 作 品 、 調査、 観察、 担任の面接、 個 人記録カ ー ド な どあ ら ゆ る 場で情報 を 収集 し 、
安心 し て 話せ る 場の設立、 専 門 機 関 と の連携 に つ い て学習 し た 。

課題 と し て は 、 専 門 知識の習得、 保護者の悩み の 受 け止 め 方 、 保護者 と の連絡、 協議、
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各校の 実践発表、 情報交換の場の充実、 小、 中 学校の連携、 学校全体の教育相 談体制 の確
立 な どが指摘 さ れた 。

〔 災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研{事会〕

97年 6 月 か ら s n ま で県下 7 会場 で 、 地区別 に 心 の 理解 と ケ ア研修会 を 開 い た 。 96:9三 の
1 ， 195人 を 上 回 る 1 ， 265 人が参加 し た。

(衣30) 災害 を 受 け た子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア研修会

区地 [] 日 ノ合、ヱコ 場 参加i 人 数 i講 師 等
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2 . 兵庫県教委 が 「 こ こ ろ の ケ アJ 調査
〔 ケア必要277人増の4 ， 089入、 PTSD 深刻化〕

兵庫県教委 は 97年 7 月 1 日 現在 で 、 県下全公立小、 中 学校1 ， 1 91校約52万6 ， 000人 の 児童 ・
生徒 を 対象 に 、 大震災 の 影響 に よ る こ こ ろ の ケ ア 謂去 を 行 っ た 。

そ の結果 に よ る と 、 被災後に頭痛 、 腹痛 、 不眠、 情緒不安、 怖 い夢 を 見 る 、 一人で ト イ
レ に行 け な い 、 な ど PTSD の25の症状が 1 つ で も 現れ 、 ケ ア を 必要す る 見童 ・ 生徒 は4 ， 089
人 (0 . 7 % ) に 上 っ た 。 前年同期比で、277人ふ え て い る 。

小学生 は2 ， 154人 (前年 よ り 324人増 ) で 、 会児童 の 0 . 63 9ú ， 中学生 は 1 ， 935 人 ( 河47人減)
で、全作三徒の 1 . 06 % 。 学年が L る に つ れ て ケ ア が必 要 な 人数がふ え 、 'j1学 3 l'ド!f'- はノj、学 l 年
患 の が] 3 í古υ 学校教 は238校で 、 神 戸 市 内 は 6 訴の 140校、 次 い で問日 市 内 のお校だ っ た 。
小学校で最 も 多 か っ た の は神戸市西部の 189人。 学校周辺 に複興住主が建 っ て 転人生がふ え 、
ケ ア が必要 な 児市: も 1 01�う に な っ た と い う O 学校で最 も 多 か っ た の は神戸 市 東 部の 260人r

全体の う ち 新 た に ケ ア が必要 に な っ た の は 4 割。 父親の失業、 相次 ぐ転出 な どに よ る 二
次的ス ト レ ス が3 1 き 余 に な っ て い る ケ ー ス も 多 い と み ら れ る c 県教委 は 「 子供 の ス ト レ ス
は 減少傾向 に な く 、 増大 し て い る 最 中」 と 分析 し て い る 。

神戸市内 の 中 学 3 年女子。 い つ も 元気がな し、 。 高校受験が近づい て も 授業 中 は物思 い に
ふ け っ て い る O 仮設住宅 に l 年近 く 入居、 転宅、 転校が続 き 、 心 の 傷が広 が っ た 。

阪神 間 の小学生 に は 、 ト イ レ に 入 る 時、 ド ア を 閉 め な い子、 眠 る と き 枕元 に ぬい ぐ る み
を ず ら り と 並べ る 子な ど。

神戸市 内 で は 、 自 宅が全壊 し た 高学年 の男児が急 に暴 れ 出 し た り す る 。
こ こ ろ の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も た ち の姿 は さ ま ざ ま で 、 教師 た ち も な か な か有効 な 指

導が出 来 な い と い う O

3 . 文部害が らむの鍵廉」 調査
〔被災 ス ト レ ス は増加の鰭向〕

文部省 は 97年 8 月 20 日 、 被災地の子 ど も が大震災で受 け た心の健康調査 (96年 9 月 時点)
の 結 果 を 発表 し た 。

そ れ に よ る と 、 調査は神戸、 西宮、 芦屋市の幼稚園 5 歳児 、 小学 2 、 4 、 6 年 、 中 学 2
年、 高校 3 年生 と 教員 が対象。 児童 ・ 生徒 1 万1 . 867人、 教師3] 7人か ら 回答 を 得た。 震災
9 カ 月 目 の 調査に続 き 2 回 目 。

PTSD と み ら れ る 悩み 、 訴 え の 「小 さ な 音 や 揺 れで も び く っ と す る 」 が男 子で前 回 よ り
4 . 1 ポ イ ン ト 減の 7 . 8 % 、 女子で6 . 1 ポ イ ン ト 減の 13 . 2% 0 ，.地震前 よ り 遊 びゃ勉 強 に 集 中 で
き な い」 も 男 子 で1 . 6 ポ イ ン ト 減の 5 . 8 % 、 女子で1 . 8 ポ イ ン ト 減の 6 . 2 % 。

逆 に 「地震の前 よ り 腹痛や頭痛 が し て体調が悪 い」 は 男 子で5 . 0% と 1 . 0 ポ イ ン ト 上昇。
女子 も 幼児、 小 2 、 小 4 で 1 ポ イ ン ト 上が っ た 。 「皮膚 や 臼 がか ゆ く な る 」 も 男 子で2 . 5 ポ
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イ ン ト 増 の 10 . 8 % 、 女子が2 . 2ポ イ ン ト 増 の 12 . 9 % に な っ た 。
「学校 に行 き た く な い」 も 各学年 で ア ッ プ し 、 小 6 女 子 は44 . 2 % と 10 . 9 ポ イ ン ト 急増 し

た 。
こ の結果 に つ い て 、 文部省 は 「心の傷が次第 に 回復 し つ つ あ る 」 と み る が、 子 ど も の こ

こ ろ の ケ ア に 当 た る 専 門 家 や 教育現場 か ら は 「心の傷 は潜在 し つ つ あ る J r症状の重い子
が取 り 残 さ れ る {頃向J な どの指摘が出 た 。

4 . 子 ど も の 「心の傷」 調査梅次 ぐ
〔全壊 、 焼失家庭ほ ど情緒不安定〕

神戸大学医学部小児科教室 ( 中 村肇教授) が98年 2 月 14 日 に発表 し た幼氾への 震災影響
調査結果 に よ る と 、 子 ど も が受け た 心 の 傷 は 地震の被害が大 き い家庭 ほ ど、 深 い こ と がわ
か っ た 。

調査は厚生省 の委託で兵庫県 と 神戸市が地震か ら 1 年半後 に 実施、 同教室が分析 し た 。
被災地の神戸、 西宵、 明石の 3 市 の 零- 6 歳児 を 持つ 8 ， 150世帯 に ア ン ケ ー ト し 、 被災状況、
子 ど も の心 と 体の状態、 親の子育 て に つ い て調べ、 横浜 市 の 約2 ， 000世帯 と 比べ た 。

「暗い所 を よ く 怖が る 子 ど も 」 は 、 被害の な か っ た家庭 が1 1 % 、 部分損壊18% 、 全壊、
焼失25 % 、 横浜16% 0 rす ぐ怒 っ た り 興奮 し や す い子 ど も 」 は被害 な し 4 % 、 部分損壊 7 % 、
全壊、 焼失1 5 % 、 横浜 6 % 。 自 宅が全壊 し て 母親が家事 に 追 わ れ、 子 ど も の 面倒 を 十分 に
見 て や れ な か っ た の が原 因 と み ら れ る O

〔橿久住宅転居後も 子 ど も が ス ト レ ス訴 え 〕

神戸市児童相談所が98年 3 月 10 日 に 、 神戸市会予算特別委員 会 に 報告 し た ア ン ケ ー ト 調
査の結果 に よ る と 、 子 ど も は仮設か ら 恒久住宅 に 移 っ た あ と も ス ト レ ス を 感 じ て い る こ と
がわか っ た 。 ア ン ケ ー ト は97年12月 、 仮設か ら 恨久住宅へ転居 し た 18歳未満 の子 ど も を 持
つ 1 ， 192世帯 に 郵送 で 実施。 191世帯 (子 ど も 455人) か ら 回 答 を 受 け た 。 就学前127人、 小
学生158人、 中 学生101 人、 高校生50人、 そ の他19人。

「新居で も 子 ど も の落 ち 着 き 場所がな いJ 18 . 5 % 0  r友だ ち がで き な いJ 25 . 7 % 、 「の び
の び し て い な いJ 36 . 7% 、 転校は 3 人 に 1 人 だ、 っ た 。 「大 き な 音 や 暗が り を 怖 が る J r親か
ら 離れ る の を い や が る J r学校 に行 き づ ら いJ r夜寝 ら れ な い」 な どの症状 を 示す子 ど も も
い た 。
〔 子 ど も の 1 割が今も pγSD。 米国方式で調査〕

京都医療少年院 の 菅原圭悟医師 ら 京都 、 姫路市 な どの 精神科医、 臨床心理士 グ ル ー プ に
よ る 調査で、 被災 し た児童 ・ 生徒の l 割が、 3 年 た っ て も PTSD に 苦 し ん で い る こ と がわ
か っ た 。

世界の大規模地震の さ い に使 わ れ る 国際的 な 調査手法 に よ っ た わ が国で初 め て の調査で 、
一部の子 ど も は 心の傷が一段 と 深刻化 し て い る と も わ か っ た 。
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調査 は95年12月 と 97年12月 の 2 回 実施。 初 出 は神戸市 西 、 北、 東i難 [! 、 津名郡 てソl\ 中 、
高校生297人 と 比較 の た め 京都市内 で191 人 を 対象 に し た 。 2 屈 I' ! は 東灘 じく だ け で174 人 を
調査 し た 。

菅 原 医 師 ら が採 用 し た の は 、 米 国 で 子 ど も 用 の P T SD 用 テ ス ト と し て 設 け ら れ た
r CPTSD-RIJ  0 精神 科 医 と 臨床心理士が学校 に 出 向 い て 面接 し 、 PTSD と 但 々 の 被 災体

験の 関連 を 調 べ る 独 自 の ア ン ケ ー ト も 併せ て実施 し た 。
そ の結果、 最初の調査 で は 被災地の児童 ・ 生徒の25% が PTSD と さ れ た が、 2 [n] 日 で は

10% に減少 し た 。 米 国 の研究で は 、 平常時で も 1 - 8 % に PTSD がみ ら れ、 京都 市 内 の 調
査で も 8 % の 子 ど も に症状が確認 さ れ た 。 神 戸 の 児童 ・ 生徒 は 今 も そ れ よ り 出 弘 、が、 3 年
間 で着実 に 回毎 し た こ と を う かがわせて い る 。

そ の 半面、 PTSD に 苦 し む児童 ・ 生徒の心の傷は深刻化、 複雑化 し て い る 。 今後、
性 PTSD の発症、 不登校、 非行 に つ な がる 恐れがあ り 、 専 門機 関 へ の 早期 の 相談が必要だ
と い う 。

<CPTSD-RI > は 、 子 ど も を 対 象 に PTSD の 重症度や頻度 を 判 定す る ス ク リ ー ニ ン グ テ
ス ト O

米 国 で 開発 さ れ、 !日 ソ 連の ア ル メ ニ ア 地震、 米 国 ロ サ ン ゼ ル ス の ノ ー ス リ ッ ジ地震 な ど
各 国 の 災害調査で用 い ら れて い る O 「住居の損壊程度J r負傷 の有無J r家族の安否」 な ど20
項 目 の 質 問 か ら な り 、 O か ら 80 ま で の ポ イ ン ト で チ ェ ッ ク O 高 い ほ ど重症 と な る 。

(PTSD に つ い て は 「第 5 家保健 ・ 医療 第 三節 こ こ ろ の ケ ア」 に詳述)

〔震災椙談 は減 っ た が 目 立つ影響の複雑化〕

兵産県 が ま と め た県下 4 か所の児童相談所 (神戸市内 を 絵 く ) の何年茂利用状況 に よ る
と 、 震災関連の相談件数は203件。 95年度 の807件 に比べて 4 分の l に な っ た 。 逆 に 暴 力 が
伴 う 非行や不登校の相談が増 え て い る O

児章相談所 の 相談 の 総件数は I 万164件。 95年度 よ り 51件減 っ た が 2 年連続で 1 万件 を
突破 し た 。 震災関連 で は 「震災後、 落 ち 着 き がな く な っ たJ r夜、 1 人で ト イ レ に行 け な い」

「大 き な音 に お びえ る 」 な ど の 症状 を 訴 え る 相談が多 か っ た 。 震災で、家族 を 失 っ た児童 で 、
い っ た ん症状が治 っ た も の の 、 1 年後 に 不登校な ど と 重 な っ て 発症す る ケ ー ス が 目 立 っ た 。

不登校 は95年度 に比べ、 l 割増 の519件。 以前 は 家 に 閉 じ こ も る 子 ど も が多 か っ た が、
最近 は 朝 、 家 を 出 て も 学校へは行か な い ケ ー ス が多 い と い う O

相 談 の 種類 別 で は増加率が高 い の は 非行 の 572件。 95年 の 35 % 増 。 恐喝、 暴 力 、 傷 害 な
ど 「粗暴」 は 52件、 95年の 3 倍 に な っ た 。

震災が直接相談 は 減 っ た が、 震災が遠因 と な っ た相 談 は 日 立 ち 、 複雑化 し て い る 。

5 .  r学校防災マ ニ ュ ア ル」 か ら
兵庫県教委が98年 3 月 に作成 し た 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 で も 「心の ケ ア」 が取 り 上 げ
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ら れた 。
( 1 ) 年齢別 に み た症状の特徴 と そ の対応方法

幼稚関 児 、 小学生、 中 学生、 高校生 に つ い て ポ イ ン ト を 例 示 し た 。
お し つ こ の失敗、 皮膚や 目 の か ゆ が り 、 怖い夢、 落 ち 着 き がな く な る 。 責任行 動 の 欠如

な どの 「退行現象J o
学校成績低下、 頭痛、 腹痛、 食欲低下、 不 眠 、 吐 き 気、 生理不)1関、 排尿、 排便障害 な ど

の 「生理的反応J o
神経過敏、 い ら い ら 、 反抗、 学校 を い や が る 、 ア ル コ ー ル ・ 薬物依存、 仲 間 か ら 孤立 な

どの 「情緒的反応Jo
( 2 )  子 ど も の話の聴 き 方

子 ど も の 世界 を 教 え て も ら う c 十 分 な 時 間 を 作 る 。 あ い づ ち を 忘れ な い。 子 ど も の話 を
妨げな い 。 相 手 の 日 の動 き に注意。 目 の 高 さ を 合わせ る O 声 の 調子 を 変 え な い 。 相手の立
場 に 立 っ て 共感 を 持 っ て対応。 問題の原 因 を 決 め つ け な し ミ 。 解決す る の は 子 ど も 自 身 の
10点 を 示 し 、 子 ど も と の信頼関係 の 構築 か ら の 出発 を 示 し た 。
( 3 ) 教職員 の心の健康管理

震災の後遺症 は 子 ど も た ち の心の傷が PTSD と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た が、 教職員 の
負 っ た心 の 毎 も 大 き か っ た 。 教師 自 身が被災者で も あ り 、 思 い も か け な か っ た 不 眠不休の
避難所運営 は 二重 、 三 重 に心の健康 を損 ね た 。

マ ニ ュ ア ル で は 、 被災教職員 と 避難運営教職員 の 2 つ の ケ ー ス で具体策 を 示 し て い る 。
避難所運営の救援活動 中 は 、 時 間 を 決め て休息 ・ 交代 を す る O 活動 の 内容 を 仲 間 と 話 し

合 う 。 疲れ切 っ た と き は 一時活動 を 中止す る O 本人が中止 し な け れ ば リ ー ダ ー が中 止 さ せ
る を 留 意事項 と し て い る O

メ ン タ ルヘ ル ス と し て は 、 災害救急医療チ ー ム の 派遣 (一次ケ ア ) 学校 に お け る 教職員
健康管理体制 の活用 ( 二次 ケ ア ) グ ル ー プ ワ ー ク 活動 の 展 開 (三次ケ ア ) な どの 措量 を と
る 。 さ ら に 精神 保健相 談 の 活用 、 臨時鰭康診断の実施 を あ げて い る O

〔教職 員 の メ ン タ ルヘ ル ス 調査〕

兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が98年 3 月 に ま と め た 「大震災が兵庫県下公
立学校教職員 の 精神 健療 に 及 ぼ し た 影響」 調査 に よ る と 、 地震発生か ら 2 年 2 カ 月 た っ て
も 、 教職員 の 4 割がス ト レ ス 関連障害 に 陥 り 、 被災地で勤務す る 者の 1 0 � 20 % で PTSD が
強 く 疑 わ れ た O 女性は 男 性 に 比べ て 強 い ス ト レ ス を 受 け て い る こ と も わ か っ た 。

地震発生 時 に深刻 な被害 を 受 け た者、 震災後 に避難所運営 な ど過酷 な 業務 に 従事 し た 者
の 精神健康 の低下が見 ら れた も の O 調査は こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の岩井圭 司 医師が報告者
で、 被災地内外の266校8 ， 07 1人の教職員 を 抽 出 、 97年 3 月 に 自 記式質問紙 を 送 り 、 1 カ 月
後の 4 月 末 ま で に5 ， 522通の有効 回答 を 得 た 。 有効 回 答率68 . 4 % 。

岩井医 師 は 、 学校は教育機関。 児童 ・ 生徒 を 援助す る の が教職員 の任務で、 ト レ ー ニ ン
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グ を 受 け た 災害救助 若 で は な い 。 教職員 は避難所運営 よ り 、 児童 ・ 生徒 に 教育的援助 を 提
供 し な け れ ばな ら な L 、 災害援助業務 は 負 わせ る べ き で は な い と し て い る 。 ま た 、 自 宅の
被害が大 き か っ た教職員 や女性教職員 に対す る 配慮が特 に必要 だ と し て い る 。

〔震災 ス ト レ ス ・ ケ ア ・ マ ニ ュ アルの冊子作成〕

百 本生理人類学会 ス ト レ ス研究部会 (部会長 ・ 山 田 冨美雄大阪府 立看護大助教授) が、
小学校 の 教師 向 け に 「震災ス ト レ ス ・ ケ ア ・ マ ニ ュ ア ルJ (40子一) を 作成 し た c

阪神 ・ 淡路大震災 と 同規模の地震が平 日 の 日 中 に発生 し た と き の想定 で 、 発生当 日 、 2
3 日 、 4 B 1 週 間 、 1 カ 月 、 3 カ 月 、 半年、 1 年の各時期 ご と に子 ど も た ち に どん な

問題が起 き 、 教 師 は 何 に 取 り 組ん だ ら よ い か を 指導 し た手引 き 書。 ケ ア の活動体験 を 生 か
し て ま と め た 。
( 県臨床，む理舎が活動記録集 を 出版〕

大震災で被災者の こ こ ろ の ケ ア に取 り 組 ん だ 兵庫県臨床心理 士会 (会長 ・ 杉村省 吾武庫
川 女子大教授) が活動記録集 「災害 と 心の 癒 し 兵庫県臨床心理士 た ち の 大 震 災J ( A  5 判 、
21O�n を 出版 し た 。

県 内 の 臨床心理士 は 約250人。 3 分の l が仮神 間 に住 み 、 被災者 も 多 か っ た 。 震 災直後
は 大阪 、 京都、 奈 良 の 臨床心理士会が24 時 間 相 談 ホ ッ ト ラ イ ン で対応。 県 臨床心理 会 は
PTSD の 資料 を 3 府県 か ら 送 っ て も ら い 、 95{手 2 月 か ら 10月 ま で被災地で巡回相 談 を d支施
し た 。

独 自 の ホ ッ ト ラ イ ン も 設 け た 。 6 月 か ら は神戸市 に 「 こ こ ろ の相談セ ン タ ー 」 を 開設、
長期 的 な ケ ア に取 り 組 ん だ。

各ケ ー ス の ほ か、 何年 2 月 の シ ン ポ ジ ウ ム の 内 容 も 収録 し た 。

6 . 震災遺児 に 「癒 し の家J
震災で 親 を 亡 く し た 子 ど も た ち の心の傷 を 癒す場づ く り を と 「 ケ ア ハ ウ ス 」 づ く り が97

年 に 進展 し た 。 98年10月 か ら 99年 1 月 に か け て 、 神 戸 、 芦屋市 に 3 カ 所完成 す る 。
( 1 ) 神戸市が 「子供の家」

神戸市 は 移転す る 児童養護施設 に 遊 びゃ 交流 を 行 う 「子育 て支援セ ン タ ー 子供 の 家」 の
整備 を 始め た 。 垂水区本多 聞 に 建設 中 の 10階建て ビ、 ル の 1 2 措 に 入 る も の で 、 オ ー プ ン
予定は98年10 月 。 須磨区離宮西町の養護施設子供の家が老朽化で、垂水底へ移転す る た め 、
定員 を 80人か ら 50人 に 減 ら し 、 保母や指導員 が こ れ ま で の 経験 を 生か し 新 た に施設外の子
ど も や保護 者 に 対応す る こ と に し た 。

震災遺児の こ こ ろ の ケ ア は 、 ス キ ー ツ ア ー やハ イ キ ン グ、 施設 を 利 用 し た交流 会 な ど当
初 は 催 し が中 心。 将 来 は 精神科医、 ボ ラ ン テ イ ア と 連携す る O 建設費 は 2 f意9 ， 000万円 。
市 内 の 震災遺児 は 1 17人。
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( 2 )  藤本義ー さ ん ら が 「希望の家J

作家 の 藤 本義 込 さ ん を
る c 兵庫 県企業庁所有の

会代表 に 、 芦屋 市浜風町で I 希望 の家」 作 り が進 んで、 い
海辺の土地約1 ， OOOm' を 借 り 、 2 階建て延べ床面積420m2

の建物 を 完成 さ せ る 。子 ど も た ち が輪 に な っ て話 し合 え る 「 ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 」 。床 を マ ッ
ト で覆 い 、 エ ネ ル ギー を 発散 さ せ る 「火山 の部屋J r芸術の部恒」 、 相談室 、 研修室 な ど を

設 け る c 99年 1 Jl 1 7 F! オ ー ブ ン の予 定。 社会福祉法人 に よ る 運営 を 計画 し て い る 。
l 億 円 は Iお こ う せっ さ ん 、 森 山 良子 さ ん 、 さ だ ま さ し さ ん、 玉置浩二 さ ん ら がチ ャ

リ テ f ー コ ン サ ー ト や葬会 を 展 開 し て集 め た 。

模型を前に 、 計画への熱 き 思い を
語る け IJl三裕久 さ ん ェ神戸 市灘区、
灘区民ホ ー ル (神戸新聞社提供)

( 3 )  あ し な が育英舎が 「 レ イ ン ポ ー ハ ウ スJ

「 あ し な が育 英会J (本部 ・ 東京) が95年末か ら 言十両 、 全国募金 に300万人が協 力 し て 建
設 さ れ る 震災遺児の交流拠点 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 が、 98年 3 月 に 藩工 さ れ た 。 鉄筋 5 階
建 て 、 延べ床臨積2 ， 400m2 。 総工費 13億 円 。 99年 l 月 17 日 に 完成予定。

l 階 に事務室、 食堂、 3 階以上 は 学生寮 と し 、 大学 に 通 う 遺児 ら に提供す る 。 施設内 に
は 「一人で思い切 り 泣 け る 部屋J r ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム J r プ レ イ ニ ン グル ー ム J r ア ー ト ル ー
ム 」 な ど創作や 遊 び を 通 し て ケ ア を 図 る O 米 国 の心の癒 し の施設 「 ダギー セ ン タ ー 」 を 参
考 に サ ン ド バ ッ グ な ど を 置 い て エ ネ ル ギー を 発散 さ せ る 「ボル ケ イ ノ ル ー ム J ( 火 山 の 部屋)
を 設 け る O

震災遺児 は 同 会 で573人確認 し て い る 。

〈参考文献 〉
「新た な防災教育の充実に向けて 3 1f 自 の取組」 兵康教育委員会 1998年 1 月 17 日
「教職員 の メ ン タ ルヘルス調査報告」 兵，Jl1f\県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ - 1998年 3 月
「学校防災マニ ュ ア ル」 兵庫県教官委員会 1998年 3 月
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3 カ 年 を 撮 り 返 っ て

は じ め に一一一 無か ら の 出発
地震大同 と い わ れ る 日 本で は 、

大阪市立大学文学部教授 桂 正孝

に よ る 災存 は 避 け ら れ な い 。 だが、 防災教育 の 現状
は 、 多 く の場介、 J11 面 の 火 災 ・ 風水害に対す る 防災 と い う 観点 に 編 り や す く 、 い か な る 場
合 に も 安 全 に対処で き る よ う に す る 継続かっ徹底 し た 防 災 リ テ ラ シ ー の指 導 に は ほ とご と お
い 。 欧米 の よ う な 、 自 分の 生命 は 自 分で守 る と い う 防災思想 は確 立 し て い な い と い え よ う 。
阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 358 万 人が1t む 地 を 襲 っ た 都 市 直 下 型 の 突 発 的大地震 に よ る も の で
あ っ た 。 そ の 最大震度が観測 史 上初 め て の 激震 7 を 記録 し 、 震 災 に よ る 被存 は 、 死身が
6 ， 400人 を 超 え 、 そ の う ι 幼推関 か ら 高等学校 ま で の 児 京 ・ 生徒が357 人 も 死亡 し た〆

未 曽 有 の 災需 を も た ら し た 大震災 か ら 3 か年。 今 よ う や く 、 兵庫 の 「新 た な 防
は 、 そ の 寸プ? と 骨組み を 築 き 上 げる と こ ろ ま で に 到達 し た と い え る の で は な い か。

振 り 返 れば、 そ の 出 発 点 は 防災教育検討委員 会 の 委員 長 を 務め ら れた 河 合年雄氏 ( 同 際
日 本文化研究 セ ン タ ー 所長) が、 そ の提討 「兵庫 の教育 の 復 興 に 向 け て 」 の 官 頭 に記 さ れ
て い る と お り 、 「私 た ち は ほ と ん ど無か ら 有 を 生み 出 す努力 を 重ね な け れ ばな ら な か っ た 。
震災の提示 し た 過酷 な 現実 を 直視 し 検証す る こ と か ら 私 た ち の復興への 道 が姑 ま っ た」 の
で あ っ た 。

そ う し た逆境 を 切 り 拓 い た 力 の 一半 は 、 兵庫県教育委員 会 な どの教育 行 政 と 教育現場の
教職員 、 と り わ け兵産県教職員 組合 と の 間 の教育の創造的復興 (教育改 革) に対す る パ ー
ト ナ ー シ ッ プ に あ っ た こ と は い な め な い。 そ の こ と は 、 訪災教育検討委員 会 に 参加 さ れ る
に あ た り 、 河合隼雄氏が印 象 的 で、 あ っ た こ と と し て 、 「最初 に う かが っ た と き 、 兵庫県の
教育次長 の 先 生 と 教職員 組合の代表の先生が向席 さ れ、 『 わ れ わ れ は対 決 す る べ き と き は
対決 し ま すが、 こ の件 に 関 し て は 協 同 し て仕事 を し て ゆ き た い』 と い わ れた こ と で あ っ た 。
筆者は こ の方 た ち の節度あ る 柔軟な態度 に感銘 を 受 け た」 と 司氏の著書 「臨床教育学 入 門」

(岩波書脂 、 1995年) に書い て お ら れ る と こ ろ か ら も 傍証 さ れ よ う 。

甘か っ た被災認識
と こ ろ で、 こ の た びの 大地震以前の神戸市の 妨災対策の場合、 「平成6年度神戸市地域助

災計爾 ・ 地震対策編」 に よ れ ば、 地震 に よ る 被害想定の さ い の最大震度 を 5 強 と 想定 し て
対策 を 講 じ る こ と に な っ て い た 。 そ れ は 、 神戸市が地域防災対策強牝外 に あ り 、 「神 戸 に
は大地震 は な しり と い う 安全神話が行政 と 市民 に 深 く 浸透 し て い た か ら で あ ろ う 。

結果 と し て 、 地震対策 に 油断があ り 、 具体的 な 地震対策 は 、 き わ め て 不十分であ っ た 。
そ も そ も 「危機管理」 の 発想が欠落 し て い た 。 そ の た め 、 震度 7 の大地震 に よ る 災害 に 対
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し て無防備 に 近 い 防災体制 し か な く 、 第二次、 第三次災害 を 引 き 起 こ し 、 市民 な 被
害 を被 る こ と に な っ た 。 例 え ば、 神戸市 内 の 幼稚園 か ら 高校 ま で の 児童 ・ 生徒の 死亡数は
178:t で あ っ た 。

同様の地震 の被災認識は 、 文部省 の 「安全指導」 に つ い て も い え る こ と で あ る 。 例 え ば、
1 994年7}J に 改訂 さ れ た文部省編 r 中 学校安全指導の 手引 (三訂 版U に よ れ ば、
時の安全措援 に つ い て 、 次の よ う な 指ノtミ を 行 っ て い る c

「地震の場合、 震動 の 最 中 に避難せずに 震動がお さ ま っ て か ら 行動す る こ と が大切で、 あ
り 、 本部 (学校防災本部の こ と '0 1JfJ 若) の指不 に jえ っ て 、 避難要領 に 基づ い て 迅速かっ
安全 に避難す る 。 た だ ;次的 に 火 災が起 こ ら な い よ う 厳重 に 火気の始末 を 徹底 す る 必要が
あ る 。 ま た 、 地震 に 伴 っ て 、 津波、 t'.砂崩 れ 、 ガス 管の破裂、 運動場の地割れ 、 液状化現
象 な ど二次災害の原 因 と な る 状況が発生 し て い る こ と があ る の で 、 特 に
る 。J (52]:0 

る 必要があ

こ の よ う な 文部省の地震 に よ る 被災状況の把障 に は校舎の - 倒壊 ま で は 予 測 さ れて
お ら ず、 お お む ね 、 最大震度5程度 を 想定 し て い た も の と 推測 さ れ る f

さ ら に 、 今回 の 阪神 ・ 淡路大震災の よ う な 大都市直下型地震 は 、 惣定 し て い な か っ た の
で は な い か と 患 わ れ る O 実擦 に は 、 ラ イ フ ラ イ ン が切 断 さ れ、 教育委 員 会等 と の連絡が途
絶 す る だ け で な く 、 教育委員 会 自 体がそ の機能 を 一時的 に喪失す る よ う な 状 況 に 陥 り 、 緊
急の指示 を 出 す こ と す ら 、 不可能 な事態 で あ っ た 。 も ち ろ ん 、 学校が長期 に わ た る 避難所
に な っ た り 、 校庭 に 仮設住宅が建 て ら れ る こ と も 予想 し て い な か っ た に違 い な い。

教青の舗造的復興 に 向 け て
「教育 の創造的援興」 を め ざす 「新た な 防災教育」 の創造 を 成功 裏 に 導い た 第 l の取 り

組み の 成果 は 、 被災直後の授業再開 や 仮設校舎の設置、 避難所の救援、 な どの 緊急措置 を
講 じ る と と も に 、 防災教育協 力 校 を 指定 し 、 実態調査に も と づ く 教育活動 の 記録 と 検証 を
通 し て 諜題 を 設定 し 、 防災教育検討委 員 会 の 設 置 に よ り 、 災害時の学校の役割 、 防災機能、
防災教育 の あ り 方、 さ ら に は子 ど も の 心 の ケ ア な どの 、 震災の貴 重 な 経験 を 生かす創造的
な 教育復興の 課題 を 明 ら か に し た こ と で あ る O こ の 基盤の 上 に 、 2年 日 の 防災教育推進協
議会、 3年 目 の 防災教育推進会議へ と 、 そ の 成果 を 積 み 上 げ て い く こ と がで き た の で あ る O

第 2 の 成 果 を も た ら し た 条件 は 、 「教育 の 創 造 的復興」 に 不 可 欠 の加配教員 を 確保 で き
た こ と で あ る 。 第 l 年 目 、 丈部省 ・ 大蔵省 の財政的支援 を 得 て 、 被災 し た子 ど も の状況把
握 と 救援体制 の確立や 防災教育 の 推進 に あ た っ て 教育現場で 中核的 な 役割 を 担 う た め に 、
128名 の教育復興担 当 教員 を 配電す る こ と がで き た が、 つ づ く 2 年 目 、 3 年 目 に は 、 小 ・
中 学校 に207名 の配置 を 確保 す る こ と がで き た 。 震災後 3 年 目 で も 5 ， 000人 を 超 え る 子 ど も
た ち が 「心の 傷」 に さ い な ま れ、 な ん ら か の 教育 的 配慮、 を 必 要 と 診斯 さ れて お り 、 こ う し
た子 ど も た ち の状況 に 対応す る た め に も 、 教育復興担 当 教員 の 支援体制 は 有益 で あ っ た 。
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ま た 、 兵庫県全域で ß}j災教育 を 展開 し推進す る た め に 、 2 年 n に 12名 、 3 年 目 9名 の 防
災教育専 門推進艮 が、 各教育 事務所 に 配 畏 さ れ、 学校や f ど も ・ 教職員 に 対す る 意識調査
活動や学校訪 問 、 ii刑彦会への支綬 な ど を 担当 し 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー の役割 を は た し て き た 。

第 3 の 成 果 の 特鍛 と し て は 、 精神 涯学や家族療法の 専 門 医師の貢献は い う ま で も な いが、
と り わ け今回 、 臨床心理士ヤ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の活躍 を あ げる こ と がで き る O 河合隼
雄氏 ご 自 身 が 日 本心理臨床学会会長であ り 、 全 国 か ら 多数の 臨床心理士が被 災地 に 人 り 、

「 こ こ ろ の相 談セ ン タ ー」 を 開設 し 、 支援活動 に 従 事 さ れた c
例 え ば、 大震災当時、 北海道教育大学 に勤務 し 、 災害心時学の研究者 と し て北海道南西

地震 の 際 、 奥尻島 の子 ど も た ち の心 の ケ ア に た ず さ わ っ た藤森1男 氏 は 、 大震災直後、 災
害 を 体験 し た 子 ど も た ち を 支援す る た め に 、 臨床心型 士 の藤森和 子氏 と と も に 作成 し た 「危
機介入ハ ン ド ブ ッ ク 」 を リ ュ ッ ク い っ ぱい に 詰 め 、 県教委 に 届 け 、 励 ま し と 勇気 を 与 え ら
れ た と い う 。

な お 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 制度の導入 は 、 大震災で の ト ラ ウ マ を 癒 す う え で 、 そ の担
置の有効性が広 く 認め ら れ る よ う に な っ た 。 そ れ ばか り か、 1997年 2 月 か ら 5 月 に か け て
起 き た神戸小学生連続殺傷 事件 に お い て も 、 A 少年 に代表 さ れ る 思春期 の 子 ど も た ち の 「心
の 大震災」 に 対 し て 、 お お む ね有効 に 活用 で き る 制度で あ る こ と が 再確認 さ れた。 大震災
で の危機管理の経験が…定役立 っ た の で あ っ た 。

第 4 の 成 果 は 、 従来の安全指導 を 超 え た 人間 教育 と し て の新 た な 防災教育 を 具体化す る
た め に 、 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 と 防災教育副読本 (幼稚園 か ら 高校 ま で の 5 冊) を 作成 し 、
配布 し た こ と 。 さ ら に ま た 、 「防災教育学習 ソ フ ト 」 も 開発 さ れ た 。 こ れ ら の マ ニ ュ ア ル
と 教材 は 、 防 災教育 モ デル 地域指定事業 と と も に被災地以外の地域で防災教育 を 推進す る
に は不 可 欠 の 参考資料 に な る と 思 わ れ る 。

第 5 の成果 と し て は 、 1995::9ミが 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年」 と 呼ばれた が、 若 者 た ち が 「 自 分
探 LJ の 意義 を も っ た ボ ラ ン テ イ ア 活動 の かつ て な い展 開 を みせ た こ と で あ る O

被災 し た子 ど も た ち の手記の な か に 、 突如訪れ た 悲惨 な 生活の な かで 、 一方で ト ラ ウ マ
に悩 ま さ れ な が ら も 、 他方で避難所生活 を 通 じ て助 け合 い 、 悲嘆 を 乗 り 越 え 、 家族や近 隣
の 人 々 と の梓が強 ま り 、 生 き る こ と の す ば ら し さ を 知 っ た と 記 し た ケ ー ス を 、 数多 く 読む
こ と がで き る O ま た 、 震災で亡 く な っ た兄弟 や 友達の 分 ま で も 、 自 分 は精一杯生 き る の だ
と 決意 を 新 た に し た子 ど も た ち も 少 な く な い 。

さ ら に 、 被災 し た子 ど も た ち 、 特 に 中 学生や高校生、 大学生 自 ら が、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動
に 自 発 的 に 参加 し た 体験 も 、 国 捺 化 に 向 け た 貴 重 な 学習 機 会 で あ っ た よ う だ。 初 め て 出
会 っ た 人々 に 交 じ っ て 、 自 分で も で き る こ と を し て 、 他 の 人 々 に 役 に立 ち 、 心か ら 喜 ばれ、
自 分の よ さ や ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 改め て 発見 し た と い う こ と であ ろ う O

そ う し た 出 会 い は 、 障害者や高齢者 な どの 「震災弱者」 の 日 本 人 と の 間 だ け で な く 、
国 - 朝鮮人、 中 巨人、 フ ィ リ ピ ン 人、 ベ ト ナ ム 人、 ブ ラ ジ ル 人 な ど定住す る 外国 籍 の 人 々
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と の 人 間 的交流 を 生み 出 L た の で あ る O 震災 を 与号機 に 、 外[K]人 と の 多 文化 的 共生関係が深
め ら れ た こ と は 、 日 本社 会 の 国際化への 一歩 前進 を 物 語 る も の と し て 、 評価で き ょ う O

被五別 の 苦境 を 生 き る 少数の 子 ど も を 支 え励 ま し て き た 同和 教育 な ど人権教育 の 実践 的
伝統が、 ボ ラ ン テ イ ア教育の推進 に よ っ て新た な 防災教育 に生か さ れて い る の で あ る 。

お わ り に一一一 こ れ か ら の課題
阪神 ・ 淡路大臣災以降、 ま る 3 {l'. た っ た 時点 で 、 H 原 俊民兵産県知事は 、 「復i日」 が 目

標の 8 刻、 「復興」 が 2 割 と い わ れ る 状況 に あ る と 評 さ れ た 。
学校現場 で の 実態調長か ら 見 る と 、 ト ラ ウ マ が癒 さ れ て い く 一 方 で 、 「 子 成 不 況」 の 深

ま り と と も に 、 家庭の経済的 同 難 を 抱 え た r ど も た ち が噌加 し 、 P T S D で苦 し む子 ど も
た ち は お�1--' す る ど こ ろ か、 か え っ て哨 え る 向 に あ る 。

今後 も 、 こ う し た被災 し た 子 ど も た 丸 、 と り わ け P T S D で 去 し む子 ど も た ち 、 自 宅以
外か ら 通J下 し て い る 子 ど も た ち 、 県内外へ転校 し 、 J[の 学校 に 帰 れ な い で悩 ん で、 い る 子 ど
も た ち そ し て保護汗 も 台め て 、 彼 ら の願 い を 受け 止 め 、 学校が行政 と 連携 し な が ら 、 物心
両面 で の 支援 を 縦続す る こ と が強 く 要請 さ れ る 。

こ の3年余 を 振 り 返 る と き 、 大災持 時 に 、 と り わ け過密化 し た 都市部 で大:量の 避難者 を
収容で き る 最寄 り の 地域 の公的施設 は 、 や は り 公立学校の校舎 し か な い。 こ れか ら も 、 大
震災で、 ラ イ フ ラ イ ン が途絶 し 、 家屋 を 失 っ た り 、 火災や 液状化現象 な どの 二 次災害、 二
次災害か ら 逃 れ よ う と す る 地域住民 は 、 よ り 安全 な 避難場所 と し て 、 学校 に 集 ま っ て く る
こ と で あ ろ う 。

し た が っ て 、 地震予知が困難 な 現状で は 、 地震発生後の被害 を 最小 限 に 食い 止め る た め
の 地域防災体制 の確立 と 、 学校 に お け る 防 災教育 ・ 避難訓練 の 強化が今後 ま す ま す求め ら
れ る こ と に な る O

い ず れ に し て も 、 今授の 学校防災 は 、 現在立 ち 上 げ ら れつ つ あ る 地域防災体制 と 連携 し 、
震度 ? を 想定 し た 学校安全 と 防災拠点 と し て の ラ イ フ ラ イ ン を 備 え た 防災 シ ス テ ム の確立
を め ざすべ き であ る 。 と く に 、 都市甚下型大地震が、 授業 中 あ る い は 、 校外で の 学校行事
活動 の 最 中 や 登 下 校 中 に 起 き る こ と を 想定 し た 防災計画 を 立 て て お く 必要があ る O ま た 、
地域社 会 の 実情 に あ っ た 学校防災マ ニ ュ ア ル を 作成す る こ と が求め ら れ る 。

学校での 新 た な 防災教育 は 、 神戸市の よ う に 国 際化 し 、 在 日 韓国 ・ 朝鮮人、 中 国人 の多
住地域があ り 、 さ ら に 近年多数の ア ジ ア 、 南米か ら の外国 人労働者等 の 渡 日 者が居住 す る
都市で は 、 地球市民の 共生都市 と し て 、 多文化 ・ 国際理解教育 な どの 人権教育 と 結合 し て
進 め ね ばな ら な い 。 特 に 、 母国語 と 日 本語の学習機会が 日 常的 に保障 さ れ る べ き で あ る O

最後 に 、 こ れか ら の 学校 に お け る 防災体制 ・ 訪災教育 の 豊 か な 発展 の た め に は 、 諸外国
の 防災教育 と の比較冊究お よ び関係す る 専 門 家 と の 実践 的交流が有益で あ る こ と を 付 け 加
え て お き た い 。
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例 え ば、 兵庫県教職員 組合が主催 し 、 兵庫県教委、 神戸市教委、 校長会 な どが後援 し た
防災教育 に 関す る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本 ・ ア メ リ カ ・ 中 国 の 防災教育 関 係 者 に よ る ) は 、
国情 も 文化 も 違 う こ と か ら 、 そ れぞれの 国 の 取 り 組み方の相異点 が う き ぼ り に さ れ、 き わ
め て 有主主で あ っ た 。

一例 を あ げ る な ら ば、 兵庫県で は 、 災害時 に学校が避難所 に な っ た場合、 当該学校 の 教
職員 は そ の 運営業務が職務 と さ れ、 原則 と し て 7 日 以内 の 間従事す る こ と が義務づけ ら れ
て い る 。 他方、 ア メ リ カ の カ リ フ ォ ル ニ ア ナ卜| で は 、 も し 児童 ・ 生徒が学校 に い る 時 間 帯 に
大 き な 地震が起 き た場合、 最初の72 時 間 、 親 ま た は保護者が子 ど も た ち を 迎 え に く る ま で
面併 を み る こ と が職務 と な る 。 72時 間 の 設 は 、 州 政府、 連邦政府あ る い は ア メ リ カ 赤…ト宇
や救世軍 な ど の ボ ラ ン テ ィ ア 組織が契約 に も と づい て そ の 役 目 を 引 き 継 ぐ こ と に な っ て い
る と い う 。

他の例 と し て 、 大 き な 地震が起 こ る と 、 ナト| の 法律 に も と づ い て 、 検査官 が学校の建物や
内 部 を 調 べ 、 学校が安全で あ る と 確認す る ま で は 、 学校 を 再 開 す る こ と がで き な い し く み
に な っ て い る O ノ ー ス リ ッ ジ大地震 の と き は 1 週 間 か け て 学校の建物の損壊状況 を 調 べ た
そ う で あ る 。

も ち ろ ん 、 共通す る と こ ろ も 少 な く な い 。 ロ サ ン ゼル ス 統一学区 の 教育 委員 会 と N E A
な どの教職員組合 と の 防災教育推進 に 関す る パ ー ト ナ ー シ ッ プは 、 兵庫県 の 場合 と ほ ぼ同
じ で あ る 。

こ の よ う な 学校教育 を ベ ー ス に し た 訪災教育 の 国 際交流 は 、 自 ら の取 り 組み を 意識イとす
る う え で相;互 に有効で あ っ た 。 こ の 国際 ネ ッ ト ワ ー ク が、 今後、 国 際協力事業 と し て発展
す る こ と を 期待 し た い 。
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第七章

産業 @ 雇用



は じ め に

遊Æ と 立 っ た経;斉情勢

震災 3 年 目 に な っ て 、 産業 の復興の足 ど り は体育競技の マ ラ ソ ン に例 え ら れ る 。 マ ラ ソ
ン の 中盤 に な っ て 、 ト ッ プ を 切 っ て 走 る ラ ン ナ ー と 後尾 を 走 る ラ ン ナ ー と の 間 の 距離 は ま
す ま す広 が っ て い る 。 つ ま り 、 震災前の水準 に 戻 っ た企業 も あ れ ば、 一部の 地場産業や商
業 ・ サ ー ピ ス 業 な ど に 震 災 の 影響が強 く 残 る な ど、 業種 ・ 企業 ・ 地域 に よ る 復興の格差が
み ら れ る 。

98年10月 、 「産業 興推進委 員 会J (委員 長 : 三木信一神戸商科大学学長 : 当 時) は 、 阪
神 ・ 淡路産業復興推進機構が今後取 り 組 むべ き 課題や事業活動 に つ い て の報告書 を ま と め
て い る 。

報告 を ま と め る に 当 た っ て 三木委員 長 は 、 「復興の起爆剤 と し て計画 さ れ て い る 各種の
復興 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も 、 中 長期 的 な 観点で見 る 必要があ る と は い え 、 震災後の 3
半の 関 で 、 プ ロ ジ ェ ク ト 実現への 歩 み や推進速度 に も 強弱 がみ ら れ る だ け で な く 、 復興対

舟 支 に つ い て 克 て も 、 時の経過 と と も に 実効性が相対的 に低下 し た り 、 効 果が不透
明 に な っ て き て い る J と 分析。

ま た 、 被災地の経済 に つ い て は 「復興 に 要 し た多額の負債 を 抱 え な が ら の 非常 に苦 し い
再ス タ ー ト を 余儀 な く さ れ て い る こ と に加 え 、 域内流 出 入1 1 の 未 回復 や 観光 客 の 減少 な ど
フ ロ ー の被符 も 依然 と し て続い て い る O さ ら に 、 国 内 の 景気低迷 と 金融不安、 ア ジ ア 通貨
危機な ど昨今の経済情勢の厳 し さ が逆風 と な っ て被災地 に 重 く の し かか っ て い る ほ か 、 世
界的 に み れ ば経済の グ ロ ー パ ル化、 国 内 に お い て は 高齢化や情報化 な ど社会 の 急速 な 進展
に も 適切 に対応 し な け ればな ら な い と い っ た状況 に あ り 、 被災地の企業 は 、 背負 っ た大 き
な ハ ン デ イ キ ャ ッ プ を な か な か解 消 で き な い状況 に あ る J と 指摘 し て い る 。

被災企業の復興の態様は 、 業種、 規模、 地域 に よ っ て 一様で は な い 。 と く に 、 中小零細
規模の事業者 は 、 震災被害 に 加 え 、 景気回複の遅れ な どの厳 し い経済環境 や 震災前か ら の
構造的課題 も あ っ て 、 未 だ に最 し い状況 に あ る 。

震 災 直後 に は 、 程度の差 は あ れ被 災者 ・ 被災企業 と し て 、 共通の感慨 と 共通意識 を 持 っ
て い た が、 3 年が過 ぎ て 、 そ れ ぞれ の復興の度合い に差が生 じ 、 こ れ ま で の よ う な 一体惑
が薄 れ て ゆ く 傾向 があ り 、 震 災 の 記'憶の風化 も 懸念 さ れて い る 。

こ こ に き て 、 震 災 に よ っ て 生 じ 、 今 な お存在す る 当 面 の 課題の解決 を 図 り な が ら 、 震 災
復興の 過程で 、 さ ら に 差 し追 っ た 問題 と な っ て き て い る 社会構造の変革 に対応す る と い う 、
同 時 に 二 つ の こ と に取 り 組む む ずか し さ を 十分認識す る 必要があ る 。

ヴ7、 3 年 を 経過 し た ふつ の節 目 に 当 た り 、 心の持 ち 方 に つ い て 産業復興推進 フ ォ ー ラ
ム の パ ネ ラ ー ・ 林敏彦大阪大学教授 は次の よ う に 述べ て い る 。
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「神戸 の復興は 、 総体的 に み て 3 年で よ く こ こ ま で で き た 。 だ れ も 予想 で き な か っ た こ
と だ。 政府 は 4 兆何千億 円 の 金 を イ ン フ ラ の復興な ど に つ ぎ込ん で く れた 。 政府 と い う の
は 国民の こ と 、 大勢の 国民か ら 集 ま っ た税金で も っ て や っ て く れた 。 大勢の 人 に 支 え ら れ
な が ら 、 こ こ ま でや っ て こ れた 。 こ の こ と に感謝す る 気持 ち が必要で は な い か。

で あ れ ば こ そ 、 新 し い復興 を 成 し 遂げ、 他の 地域の お 手本 に な ら な け れ ば な ら な い 。 他
都市 と の 比較、 競争 な ど離 し く 間 わ れ る だ ろ う が、 そ れ に勝 ち 抜い て こ そ 人 、 物、 お金、
情報が神戸 に 集 ま っ て く る J

神戸 ら し い 、 ひ い て は 阪神 ・ 淡路地 区 の復興の 方向づけ と し て示 唆 に 富 ん だ発言で あ る 。

く参考文献〉
「創造的復興への戦略」 阪神 - 淡路震災復興計阿推進委員会 1998年 3 月
「阪神 ・ 淡路地域の本格的な 産業復興に向けて ・ 報告書」 産業復興推進委員会 1998年 6 月
「仮神 ・ 淡路産業復興推進 フ ォ ー ラ ムJ 1998年 2 月
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j卒予定業復興ゐ概況一-
1 .  3 カ 年計画の達成状況

兵産県 の 策定 し た 産業復興 3 カ 年計画 は 、 震災後の 3 カ 年 を 既存産業の早期再開 ・ 再建
と 新た な 産業構造 を 築 く た め の基礎囲 め を 行 う 期 間 と し 、 被災地の純生産 を 震災前の水準
に 回復 さ せ る こ と を 日 標 と し て い た 。

被災地域 の 産業 は 、 純生産ベ ー ス の推計に よ る と 、 全体 と し て は 震災前の水準 に 回毎 し
て い る O し か し 、 一部の地場産業や商業、 サ ー ピ ス 業 な ど に震災の影響が強 く 残 る な ど 「業
種 に よ る 差」 、 「企業規模 に よ る 差」 、 「地域 に よ る 差」 がみ ら れ、 さ ら に そ れ に 加 え て全国
的 な 景気の動 向 が業績 に 影 を 落 と し て い る 。

生産面か ら 見 た 産業復興状況 は 、 純生産ベ ー ス で推計 し た 産業復興指数 (建設業 を 除 く )
に よ る と 、 震災前の例年 (歴年) を 100 と し て 、 95年度 は88 . 7、 96年度が97 . 3、 97年度が100 . 2
と 閥復 し 、 被災地 の 産業活動の水準 は 、 全体 と し て 震災前の水準 に 回復 し て い る o (表 1 ) 

(表 1 ) 産業復興指数か ら み た現状

(注) 産業復興指数ェ 被災地域の産業活動の水準 を j 純生産J ベ ー ス で
評価す る た め 、 業種別 の 16の主要指標 を も と に 震災後の純生
産 を 重附帰式で推計A し 、 1994年 (震災 と い う 制約上94年 1 月
一 12JJ ) の純生産推計値 を 100 と し て算出 し た も の 。

ま た 、 生 産面 を 中 心 と し た 主要指標 に つ い て 、 震災前 を 100 と し た 場合、 年度末の98年
1 � 3 月 期 の 回復率 を ま と め た の が (表 2 ) で あ る O 業種、 分野 に よ り 田復率 に差がみ ら

れ る 。
「鉱工業生産指数」 は 既 に 94年の水準 を 上回 り 、 全国 と ほ ぼ伺水準 に ま で 回 復 し た 。 「使

用 電 力 量」 は何年 に は す で に 震災前の水準 に 囲復 、 全国水準 を 上 回 っ て推移 し て い る O 「大
型小売 自 の販売額」 は一定、震災前 の水準 に戻 っ て い る が、 全国 に 比べ る と ま だ低い水準 に
と ど ま っ て い る 。 「神戸j港巷輸出 入総額J は ほ ぼ震災前水:準准 に ま で 回復 し た O 神 戸 市 内 の 「 ホ
テ ル諒i働動率J は 9 割強 に 戻 つ た が全国 に 比 べ る と ま だ、:1低正い7水11(ì準襲 に と ど ま つ て い る O 被災地
域の 「商届街 . 小売市場の営業再開率」 は 9 割 に い ま 一歩 と どかず
再関率 は9幻7年 7 月 の 時 点 で8白2 . 5% 0 ，.観光入込客」 の 97年度 の 数 は 回復途上 に あ る も の の
依然 9 割 に と どい て い な い 。 「神戸港取扱貨物量J は神戸港がハ ー ド 面 で 完全復 旧 し た も
の の 、 震災で一度他 の 港 に 逃 げた 貨物 が ま だ戻 ら ず 8 割 台半 ばで推移 し て い る O 「 ケ ミ カ
ル シ ュ ー ズ、生産額」 は 徐 々 に 回復 は し て い る が、 な お 震災前の 3 分の 2 の水準か ら 伸 び悩
ん で い る 。
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(表 2 ) 生産面中心の主要指標

回 復 率
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2 . 分野別 の復興状況

〔製造業〕

大手製造業 生産の 昔日 を 県外 に 移転 し た企業 も あ る が、 甚大 な 被害 を 受 け た鉄鋼業 は
じ め 、 概ね震災前 の 水準 に復 し て お り 、 兵庫県 下 の 鉱工業生 産 は 、 全体 と し て ほ ほ震災前
の水準 に 罰復 し て い る O

機械金属 な ど の 中 小製造業 神 戸市機械金属工業会 (407社 中 露業 し た l 社 を 除 き 操業
を 再 開 ) 、 下請企業組合 (250社 中 1 社が廃業、 他 は 操業再開 ) 、 工業匝地組合 (237社すべ
て操業再開 ) 加盟の ほ ぼ全企業が操業 を 再 開 し 、 稼働状況 も 震災前 に 回復 し て い る O

〔地場産業〕

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 工業組合 な ど に 加盟 し て い る 中 心 的 メ ー カ ー
は 、 すべ て操業 を 再 開 し て い る O し か し 、 下請企業 に は厳 し い状況がみ ら れ、 ま た輸入品
と の競 合 な どか ら 、 生産額は震災前の 6 割強 に と ど ま っ て い る 。

酒造 灘五郷酒造組合加盟企業 で 、 震災前の51社 中 39社がj密造関係 の 業 務 を 継続 し て い
る O こ の う ち 、 自 社生産 は33社 で あ る 。 96年度の生産量 は 、 震災前の約95% に ま で 回復 し
た が、 そ の後 の景気低迷の あ お り を 受 け 減少傾向 に あ る 。 7 社が転廃業 し 、 5 社 は 復 旧 の
目 途がた っ て い な い 。

フ ァ ッ シ ョ ン 関連 ( ア パ レ ル 、 真珠) ア パ レ ル で は神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン ア ソ シ エ ー シ ョ
ン 加盟企業の41社、 ま た真珠で は 、 神戸市内 の 日 本真珠輸出組合加盟88社の 全企業が操業
中 で、 生産額は震災前の水準 に 呂復 し て い る 。

洋菓子 一部廃業 し た と こ ろ も あ る が、 神戸市 内 の 兵庫県洋菓子協会加盟のお社全社が
操業 中 で あ る O

ク リ ス マ ス 用 品 神戸市内 の 日 本 ク リ ス マ ス 工業協同組合加鹿11社の全企業が操業 中 で、
出荷額は 震災前 の水準 に廃 っ て い る O
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粘土瓦 震 災 直 後の何年 3 月 末 ま で に 兵庫県粘土瓦協 同 組合連合会加盟の全企業213社
が操業 を 再 開 し た が、 そ の後、 202社 に 減少 し て い る O 震 災 に よ る 影響 は 薄 れ た が、 新設
住宅着工の需要一巡 と そ の後の低迷 に よ る 販売不振 で 、 瓦需要 は全 国 的 に低迷 し て お り 、
淡路瓦の 生産量 は 震災前の約 3 割減少 と な っ て い る 。 製 品別 で は 陶器瓦 の 生 産 の 落 ち 込み
が大 き く 、 い ぶ し 瓦の 落 ち 込 み は小 さ い。

線香 淡路島 の 津名 郡一宮軒内 を 中心 と す る 兵庫 県線香協 同組合加盟 (震災前) の 全企
業16杜が操業 中 で、 生産量 も 震災前 の 水準 に 回復 し て い る 。 震災 に よ る 悪影響 は み ら れ な
し ミ 。

〔商業〕
大型小売j苫 百貨庖 に つ い て は 、 神戸阪急が何年 4 月 か ら 、 そ ご う 神戸 庖 が96年 4 月 か

ら 、 大丸神戸)古が97年 3 月 か ら 、 そ れぞ、れ全館で営業 を 再 開 し て お り 、 ス ー パ ー に つ い て
も 、 一部 を 除 き ほ と ん どの 庖舗で営業 を 再 開 し て い る O 神戸市 内 の 大型小売!古 の 販売額 は 、
ス ー パ ー で は震災前の水準 ま で 回復 し て い る も の の 、 百貨屈 の販売額 は震災前の 水準 を 大
き く 下 回 っ て い る O

酪底街、 小売市場 仮設庖舗 を 含め営業 し て い る 庖舗 は 、 神戸市 6 毘 内 で 震 災前の 8 割
強 の水準 に と ど ま っ て お り 、 厳 し い状況が続い て い る O

ホ テ jレ 、 観光業 97年度の被災10市10町の観光入込客数は6 ， 373万人で、 前年度 に よじべ209
万人 (3 . 4 % ) の 増加 と な っ て い る が、 震災前の93年 (平成 5 年) 度7 ， 256万人 と 比べ る と
未 だ87 . 8 % の水準 に 止 ま っ て お り 、 神戸市内 の 主要観光 ・ 宿 泊 施設の利用 者数や ホ テ ル稼
働 率 は 、 98年 4 - 6 月 期 で も 前年 同期 を 下 回 っ て い る O

オ フ ィ ス ビ ル 震災直後 は ピ ル供給が切迫 し た が、 被災 ピ ル の 補修完 了 、 再建 な ど に よ
る 供給量が増加 し た 。 需要面 で は 移転 し た テ ナ ン ト の 市内復帰が進み一応 の 伸 びが見込 ま
れ た が、 こ れ と て も 供給 に比べて 伸 び悩 ん で お り 、 供給過剰気味で空室率 は増加の傾向 に
あ る o (98年 7 月 末現在の 空室率 は 、 三宮地区 8 % 、 元町地区17 - 18 % )

3 . 復興特定事業 ・ 新 プ ロ ジ ェ ク ト
97年度当 初 の復興特定事業 は 、 前年度か ら 引 き 継が れ た o
l 上 海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト
2 ヘ ル ス ケ ア パ ー ク ・ プ ロ ジ ェ ク ト
3 板神 ・ 淡路大震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト
の 3 つ に 要約 さ れ る O
こ の う ち 、 「 阪神 ・ 淡路大震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト J で は
1 三木震災記念公 園 の 整備
2 北淡町震災記念公 菌 の 整備
3 マ ル チ メ デ ィ ア 関連連携大学院 (神戸大学) の 設置等高度情報通信社会の 発展 を 支
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え る 人材 の 育成 お よ び実験
4 JICA 国 捺セ ン タ ー (仮称) の建設お よ び国際交流施設の 整備
5 東部新都 心 に 兵庫留学主主会舘 (仮称、) の設置
6 ス ー パ ー コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー の整舗
7 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 の 設立
の 7 事業が選定 さ れた 。
上海 ・ 長江交易促進プロ ジ ェ ク ト

前年度末の 97年 2 月 7 日 、 同交易促進委員 会の 第 3 回総会が関 か れ 、 委 員 会 の 組織改正
を 行 っ た 。 そ の 結果、 「大長江節 ( フ ェ ア ) J I 日 中 合弁情報 コ ン サ ル タ ン ト 会社J I江海専
用 船J I経済交流J I文化交流」 の 5 つ の特別委員 会の設置 を 決め た 。

97年度 に 入 っ て 4 月 4 日 、 交易促進委員 会は 同 月 15 日 か ら 4 日 間 、 神 戸 で 聞 く 予定だ、 っ
た 第 2 回 日 中 代 表者会議 (神戸会議) の 中 止 を 正式 に 決定 し た 。 第 2 閉 会議 は前年秋に神
戸 で 開 く 予定だ っ た が、 中 国側 が尖 閤 諸 島 の 領有権問題 を 巡 っ て 不 参加 を 表 明 、 延期 さ れ
て い た 。

今 回 の 会議 で は 、 物産展 「大長江 フ ェ ア J 開催や 日 中 合弁 の 情報 コ ン サ ル タ ン ト 会社の
設立 な ど に つ い て検討す る こ と に な っ て い た 。 中 止 に 至 っ た の は 、 3 月 末 、 中 国側 か ら 「上
海市の指導者の 時 間 が と れ な い の で参加で き な い」 と 断 っ て き た 。 中 居1�U は 会議 を 「指導
者 レ ベ ル の 政策協議の場」 と 位置づけ て い る の に対 し 、 促進委 は 「実務者の 作業準婦の場」
と す る 違い の ほ か、 南京、 武漢な ど長江流域の都市 間 で思惑の差 も あ る と み ら れ た。

会議 を 「延期」 で な く 「 中 止」 と し た の は 「定期船が就航す る な ど、 事業が ピ ジ ョ ン段
暗か ら 実務 レ ベ ル に な り つ つ あ る 中 で 、 今後、 総合的 な 会議 は意味がな い 」 と の判 断 に よ
る 。

今 回 の 中 止 で 、 中 国側 に は代表 を 務め る 調整役の不在が鮮明 と な り 、 今後は上海 ・ 長江
流域の 7 省 15市 と 個別 に 交流、 プ ロ ジ ェ ク ト 推進 に 方針転換 を 迫 ら れ る こ と に な っ た 。

こ う し た状況の 中 「上海 ・ 長江流域の こ と を 多 く の市民 に 知 っ て も ら い 、 プ ロ ジ ェ ク ト
推進の 起爆剤 に 」 と い う 臼 的 で 「大長江 フ ェ ア J (神戸市 な ど主擢) が 7 月 19 日 か ら 8 月
末 ま で、 神戸港中 突堤で 開 か れ た 。 同流域の歴 史 、 丈化、 産業の紹介や物産の展示、 部売、
コ ン サ ー ト 、 中 国船 に よ る ク ル ー ジ ン グ な どの多彩 な イ ベ ン ト が繰 り 広 げ ら れた 。 入場者
は 16万人 と 予想、 を 上 回 っ た 。

同 プ ロ ジ ェ ク ト の推進 に 関 し て は 長江の 入 口 に あ る 上海抜 き に は考 え ら れ な いが、 5 月
に は長江内 陸 部 の 武 漢市 か ら 経済貿易代表団が来神 、 「経済貿 易 に 関す る 協 議書」 を 締結
し た の を う け、 8 月 に は経済交流 と 江海専用 船の両特別委員 会が相次い で、武漢市 を 訪 問 。
9 月 15 日 に は神戸港 と 武漢港の協力 関係 の 調 印 が ま と ま る な ど、 方針転換後の ほ う がむ し
ろ 活動が活発 に な っ て い る 。

た だ 、 市民の 開 で は 「何 を や ろ う と し て い る の か分か り に く い」 と の戸 も あ り 、 市 民 に
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ど う ア ピ ー ル し て い く かが こ れか ら の 課題 と な り そ う だ。
神戸 ル ミ ナ リ エ な ど 新産業特定事業 に

7 月 29 日 の 関議 で 、 阪神 ・ 淡路大震災の復興 を 目 指す 「新産業構造形成 プ ロ ジ ェ ク ト 」
の 特定事業 に 「神戸 ル ミ ナ リ エ」 な ど 4 事業 を 選定 し た こ と を 報告、 了承 さ れた 。

選定 さ れた の は 、 ル ミ ナ リ エ の他に① 「神戸東部新都心」 の研究施設への 地 域冷暖房事
業②卸 電 力 事業 な ど復興 を 促進す る エ ネ ル ギー 供給事業③被災 地 の 中 小 企 業 な どへ の 教
育 ・ 研修事業ーの 3 事業。

パ ー ル セ ン タ ー な ど 3 事業 も

ま た 、 98年 1 月 16 日 に は 政府の 阪神 ・ 淡路復興対策本部 (本部長 ・ 橋本龍太郎首相) の
会合で、 神 戸 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 E 期地区 に真珠関係の情報セ ン タ ー や博物館 を 建設す
る 「 ワ ー ル ド パ ー ル セ ン タ ー (WPC) 事業」 な ど 3 事業 を 新 産 業構造形成 プ ロ ジ、 エ ク ト
関連の復興特定事業 に追加選定 し た 。

他の 2 事業 は①神戸 国際通信拠点整備事業② デ ジ タ ル靖報通信 ネ ッ ト ワ ー ク 事業。 さ き
に神戸 ル ミ ナ リ エ な ど 4 事業が選ばれ て お り 、 向 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 知識集約 ネ ッ ト ワ ー
ク 型 の新産業構造づ く り を 目 指す。 ま た 、 97年度末 と し て い た 向特定事業 の 選定期 限 に つ
い て 、 今後 も 地元 か ら 認定要請があ れ ば弾力 的 に運用 す る こ と を 決め た 。

ι 産業復興への課題

復興への視点

兵庫県 で は 、 産 業 の 本搭復興 に 向 け て考 え 方 ・ 視点 と し て 、 ①社会潮流への対応②復興
支援 と 新 し い 産業創造の 二元的取 り 組み③被災地域の 地域特性の 活用④次世代型産業 モ デ
ル地域 と し て の再生⑤産業界の努力 ・ 儲意工夫 を 生かす復興ー を あ げて い る O 特 に社会i輯
流への対応 に 関 し て は 、 県 内 産業 と い え ど も 世界的 な 大競争時代への対応、が求め ら れ、 同
時 に環境問題へ の 一層 の取 り 組みが求め ら れて い る と 指摘。 他方、 少子 ・ 高齢化、 情報化、
高度技術化の 進展 な ど に よ る 多様 な ラ イ フ ス タ イ ルや女性の社会進出 な ど、 21 世紀の成熟
社会に対応 し た 産業社会の構築 を視点 と し て い る O

復興への 課題

以上 の よ う な 見 地 か ら 兵庫 県 で は98年 3 月 、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画推進方策」 を ま
と め て い る O こ れ に 関 し て貝 原 俊民知事 は 「震災 の 10年後 に は 、 被災地 を 2 1 世紀 を ひ ら く
先導的 な 地域 と すべ く 全力 を あ げて き た 。 こ れ ま で 3 年 時 の取 り 越み と 成果 を 検証 し 、 復
興計画 を よ り 効果 的 に 、 かつ着実 に 推進 し 、 創造的 な 復興 を 成 し 遂 げ た い 」 と し て い る O

産業 ・ 雇 用 に つ い て の概要 は 次の と お り であ る O
〔既存産業の本格復興 ・ 高産化〕

① 中小企業の経営基盤の 強化
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震災 に 加 え 、 景気田復の遅れの 中 で、 顧客や売上高 の 減少 な どか ら 厳 し い 経営状況 に あ
る こ と か ら 、 新 た な 資金ニ ー ズへの対応や既存借入の 負 担軽減の施策 を 進め る O

② 商自衛 ・ 小売市場の活性化
高齢化、 議継者不足、 空 き 自舗の増加な ど構造的課題 に加 え 、 震災 に よ る 甚接的被害 と

毘 辺 人 口 の 減少 に よ り 売上が低迷 し て い る 商庖街 ・ 小売市場の た め に 、 商 業基盤施設の 整
備 や 集客 イ ベ ン ト への 支援 な ど、 ま ち づ く り と 一体 と な っ た賑 ( に ぎ) わ い を 取 り 戻す施
策 を 講 じ る O

③ 中小製造業の活性化
研究開発力 ・ 技術力 ・ デザ イ ン 力 の強化 な ど に よ り 、 中 小 製造業の高付加価値化、 新分

野 進 出 、 競争力 強化、 人材養成 な ど を 支援す る O 特 に 中小 ・ 零細 の 下請 け企業や地場産業
に つ い て 、 集団化や経営体制 の 共 同化、 取引 の 多 角 化 を 進め業界の構造転換 と 経営 の 近代
化 を 目 指す。

〔雇用 の安定への支援、 産業の復興 と 高度化に対応 し た 人材育成〕

① 地域産業 を 支 え る 人材育成 ・ 確保 と 職業能力 開発の推進
地域産業 を 支 え る 人材の育成や雇用機会の確保 に努め る と と も に 、 勤労者の 自 主的 な 職

業能力 開発 を 支援す る O ま た 、 福祉分野 で の計爾的 な 人材育成、 神戸港の 近代化 に対花、 し
た 専 門 的技術者の育成 を 支援す る 。

② 労働力 需給調整機能の 充実 ・ 強化 と 自 律的就業への 支援 な ど
求職者 の 多 様 な ニ ー ズ に対応 し 、 就業機会の確保 に努め る O 経済の グ ロ ー パル化、 高度

情報化、 高度技術化の 進展 に よ る 産業構造 の 変革 を 見据 え な が ら 、 公共職業安定所の機能
強化 を 図 り 、 効果的 な 労働 力 需給調 整 に 努 め る 。

(21 世紀の成熟社会 にふ さ わ し い産業構造の構築〕

① 魅力 あ る 経済活動環境 の 整備 と 新 し い 産業の導入 ・ 育成
被災地域の経済的蓄積 を 生か し 、 次世代型の 産業構造への転換 な ど 自 律 的 な復興 を 促進

す る た め 、 事業意欲の喚起 や新 た な 産業 の 導 入 ・ 育成 を 支援す る O
② 世界都市機能の拡充
神戸 を 中心 に 国 際都市 と し て発展 し て き た被災地域の ポ テ ン シ ャ ル を 生か し 、 集客施設

の 整備 な ど に よ り 国際交流の拠点機能 を 充実す る 。 魅力 あ る 経済活動環境 を 整備 し 、 国 内
外の企業の誘致 を 促進、 被災地域の世界都市機能の拡充 を 図 る 。

〔 ま ち づ く り と 一体 と な っ た産業の復興〕

地域産業の空洞化な ど構造的課題 を 解決 し て い く た め 、 都市 ・ 居住 ・ 産 業 の 各機能が複
合的 に 存在す る 市街地 の 活性化 を 図 り 、 ま ち づ く り と 一体 と な っ た復興 を 推進す る 。

〔観光 ・ 集客のi足進〕

観光 ・ サ ー ピ ス 業 の 活性化 を 図 る た め 、 集客施設 の 整備 や 集客 イ ベ ン ト の展 開 を 進 め る
ほ か、 地域の特性 を 生か し た局遊 ル ー ト の設定な ど集客都市群の形成 を 国 る O 特 に 明石海
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峡大橋の 架橋効果 を 生か す た め 、 国 内外への PR、 イ ベ ン ト の 開催、 観光資源 の 開発 を 進
め る O 集客力 を 高 め る た め 、 行政 ・ 観光団体 ・ 企業が一体 と な っ て 「観光 ひ ょ う ご復興推
進協議会」 を 組織 し 、 多種多様な 取 り 組み を 進め る 。

く参考文献〉
「産業復興 ・ 震用就労対策 に つ い て 」 震災復興特別委員会資料 兵政県商工部 1998年10月

「阪神淡路地域の 産業復興の現状課題」 兵庫県商工部産業復興局 長 本庄孝志 関 関経済連合会 講演資料
1998{f. 9 月

下復興だ よ り J 8 号 総理府阪神 ・ 淡路復興対 策本部事務局 1997年 4 月
「阪神 ・ 淡路震災復興計両推進方 策」 兵康県 1998年 3 月
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行三時… 射 出 するーオブiス ピル明告収興
大震災か ら 3 年余が経過 し 、 甚大 な 被害 を 受 け た神 戸 の 三 官 ・ 元町地区 を 中 心 と す る 神

戸都心 は お お む ね元 の 姿 に民 っ た よ う に 見受 け ら れ る 。 都市経済 の 要 で あ り 、 神戸市、 さ
ら に は被災地域全体の産業 ・ 経済の復興 ・ 活性化 に と っ て 重 要 な 意味 を 持 つ 都心 の 業務機
能 に つ い て 、 そ の基盤で あ る オ フ ィ ス ピ ル の被害状況 と 復興の足 ど り を 見 て み よ う 。

ま ず都心 ピ ル の被災状況 を 地区別 に み る と 、 神 戸 の 業務拠点 で あ る 「税関 線崩 辺 ゾー ン 」
や ' 1日居留 地 ゾ ー ン 」 、 商業拠点の 「三宮駅南 ゾ ー ン J で被害の度合いが大 き い 。

日 本都市計画学会お よ び 日 本建築学会の調査 (95 . 1 . 19 �  2 . 25) に よ る と 神戸都心エ
リ ア で の建物被害状況 は 、 と く に 三宮駅南 ゾー ン で は 全壊 ・ 全焼が22 . 4 % 、 半壊、 一部損
壊 を 合わ せ る と 48 . 8% に の ぼ り 、 不明分の 中 の被害 を 類推す る と 6 割前後の 数字 に な る と
息 わ れ る 。 (表 3 - 1 )  

一方、 震災直後の賃貸 ピ ル の 被災状況 は 、 調査対象 と な っ た 2451東の う ち 約 4 分の l が
使用不能 も し く は全壊 と い う 結果 だ っ た 。 ( 表 3 2 )  

(表 3 - 1 ) 神戸都心エ リ ア に お け る 建物被災状況

ゾタ± 全壊 ・ 全焼 半 Jj\' 一部損壊
(様 ( % ) ) (棟 ( % ) ) (棟 ( % ) )

三 宮 駅 南 74 (22 . 4 )  29 ( 8 . 8) 58 (17 . 6) 
税関線周辺 38 ( 19 . 4) 20 (10 . 2) 1 8 (  9 . 2) 
!日 活 留 地 23 ( 14 . 0) 8 (  4 . 9) 31 ( 1 8 . 9) 
栄 町 通 22 ( 7 . 9) 1 9 (  6 . 8) 

被害な し
(棟 ( % ) )

不 明 1 1 合 計
(棟 ( % ) )

44 (] 3 . 3) '11 330 ( 100 . 0) 
64 (32 . 7) 
53(32 . 3) 

主三
三一一竺」 日7(16 . 2) 1 76 ( 7 . 8) i 凶(] 4 . 7川 和 (37 . 2 ) 233 (24 . 0) 

日 本都市計画や会お よ び 日 本建築学会の調査 (1995 . 1 . 19�  2 . 25 )  
「都心、 ビ ル再建懇話会提言」 神戸商工会議所か ら

i ゾー ン の定義 ( ゾー ン 内の町了)

ヲ 令官駅南 I1 三宮町 1 � 3 丁 目 、 雲井通 7 � 8 了1 小野柄通 7 � 8 丁目 、 御幸町 一 8 丁 目
Hlt関線周辺 l 加納町 6 問 、 磯 仁通 7 � 8 J 白 、 八i幡町 一 4 丁目 、 側通 3 � 4 丁目 、 浜辺通 ト 6 J 目
| 旧居留地 l 西町、 柄、 母刷、 幅町、 浪花町、 京町、 日町、 伊藤町、 東町、 海岸通
回Ul]，m 11 戸主� 6 TB

(表 3 - 2 ) 三宮 ・ 元町地区の賃貸 ビルの被害状況 (1995年 2 月 10 IJ )  

本家働 し て い る ピル

資料 ・ 生駒衛事調べ
(注) 説音対 象i土、 三宮 ・ 元町地区の賃貸 ピル245棟

(都 市政策91 号 か ら )

7 1 . 8  
16 . 0  
1 2 . 2  
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震災半年後の調査 (表 4 ) で は調査対象 と な っ た 賃 貸 ピ ル269棟の う ち 、 60棟余 り が解
体 ピル と な っ て い る O

(表 4 ) 三宮 ・ 元町地区の賃貸 ビルの被害状況 (1995年 8 月 1 日 )

資料 : 生駒i蕩事調べ
(注 1 ) 対 象 は 、 三 宮 ・ 元 町地 区 の 賃 貸 ピ ル269棟。 な お 、 後 に 新 た に被

jL ビ ル が確認 さ れて い る た め 、 被災 ピ ル の全数 を 表す も の で は
な い

u主 2 ) 稼働不 能 ピ ル は 、 補修工事等 に よ り 使用 で き な い ピ ル、 放置
さ れて い る ピ ル
(都市政策91号か ら )

震災直前の神戸市の主要業務エ リ ア の 貸室面積 は22 � 23万坪 だ、 っ た が、 震 災 の た め神 戸
の都心部で は 6 万坪 を 超 え る 賃貸床が失 わ れて い る O 滅失率 は 面詰ベ ー ス で も 約 3 割 に 及
ぶ大 き な も の で あ っ た 。 ま た 、 こ の調査は JR 以南 で新生 田 1 1 1 か ら ハ ー パー ラ ン ド ま で の
地域 を 対象 に 限定 し て い る た め 、 JR 以 北 な ど の 地 区 の被害 を 想像す る と 、 実 擦 に使用 不
龍 と な っ た 貸室面積 は さ ら に増 え る も の と 想定 さ れ る O

こ う し た被害 に対す る 入居企業 の対応 を み る と 、 256杜 中 、 3 割弱 に 当 た る 73杜が神 戸
市 内外の他 の オ フ ィ ス ピ ル な ど に 移転 し て お り 、 そ の地 は 仮設事務所や 自 社 の他 の建物 を
鈍 う な ど し て急場 を し の い でい る O

こ う し た 中 に も 、 9 割以上の企業が 「今後 と も 神戸 市 内 で業務 を 継続す る 」 と の意向 を
示 し 、 業務主体の神戸 か ら の 流 出 の 懸念 は な く な り 、 施設 さ え 再建 さ れ れ ば 、 神 戸都心の
企業活動 は復帰す る と の予測が可能 と な っ た。

市 内 で の 業務継続の理 由 は 「取引先企業 ・ 顧客 の 集積があ る か ら J r 関 連 会 社 の 集積 が
神戸市内 に あ る か ら 」 と す る 企業が多 か っ た。

オ フ ィ ス ピルの再建状況

震災 に よ り 寵用 不能 と な り 解体 さ れ た60棟 に つ い て 震災か ら l 年後の何年 4 月 に 「再建
意識調査」 が行わ れ て い る 。 ( 表 5 ) 

(表 5 ) 三宮 ・ 元町地区 に お け る 賃貸 ピ ルの再建状況 (1996年 4 Jj 1 B 時点)

計画未定な ど
( 不明

34t東
他用途への転用

資料 : 生駒商事調べ

棟 数 | 構成比例)
7 

1 1  

8 

28 

(注) 被災に よ り 使用 不能 と な り 、 解体さ れた ピル60棟を対象
(都市政策91号か ら )
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こ の 時点で 「再建予定あ り J と し た賃貸 ピ ル は26棟で、 全体の 4 割強 と な っ て い る O 一
方、 「計画未定」 の ピ ル も ほ ぼ同 じ 数字 と な っ て い る 。 再建計覇がすす ま な い 最大の理由 は 、
テ ナ ン ト 誘致の不安があ げ ら れ、 ま た 共 同事業化 に 向 け て の権利者間 の 調 整 に 時間 の か か
る ケ ー ス が多 い こ と も 一 因 と 考 え ら れ る O ま た 、 オ フ ィ ス 賃貸業 は 、 初期投資が大 き し
そ の 回 収が長期 間 に 及ぶ ビ ジ ネ ス で、 震災後 1 年余 の 時点 で は 、 ま だ再建判 断が容易 で、 な
い こ と が推測 さ れ る 。

震災前 を 上回 る 貸室 ス ト ッ ク

最近の賃貸 ピ ル 竣工 (予定) リ ス ト を 基 に さ き の解体 ピ ル60棟 に つ い て 震 災後 3 年の再
建状況 を み る と (表 6 ) 、 98年 あ る い は99年 に 竣工 を 予定 し て い る ピ ル が多 く 、 こ の 河年
の再建 ピ ル比率 は 6 割 な い し そ れ以上 と な っ て お り 、 こ こ に 来 て 、 よ う や く ピ ル 再建が本
格化の{頃向 を 示 し て い る O

(表 6 ) 三宮 ・ 元町地区にお け る 湾建 ・ 新規 ビルの竣工状況 (1998年 1 月 時点)

棟 数

1997年竣工

1998年竣工予定

1999年竣工予定

合 計

資料 : 生駒商事資料 よ り 作成
(注 1 ) 上表の調査対象地域で竣工す る 賃貸 ピ ル の み を 表示
(注 2 ) 延床商積は面積の不明 な ど、 ル 4 棟 を 徐い て い る

(都市政策91号か ら )

解体 ピ ル 60棟の う ち 、 97年 か ら 99年の 3 年 間 で竣工あ る い は 竣工予定の も の は 13棟、 2
割強の水準 に あ る に も かか わ ら ず、 延べ床面積 は 8 万坪 に も 達 し 、 神戸市 内 の主要業務地
区 で は 、 貸室面積ベ ー ス で震災前の水準近 く に な る も の と 予想で き る O

こ の こ と は 、 今後予想 さ れ る 再建 ・ 新築 ビ、ル の 供給床面積 と 合 わ せ る と 、 震災前の水準
を 上 回 る 貸室 ス ト ッ ク を 形成す る こ と を 意味 し 、 オ フ ィ ス マ ー ケ ッ ト の賃 料水準や空室率
に よ っ て は 、 再建計画の 遅滞 や 断念 な ど再検討 を 招 く 可能性 も 予測 さ れ る O

1 . 神戸のオ フ ィ ス 市況
神 戸 の主要業務地 区 で の 貸軍需給 と 空室率の状況 を 示 し た の が (表 7 ) で あ る O 中心業

務集讃地 で は 、 オ フ ィ ス ピ ル の 再建 に 見合 う 需要が表れず、 結果 と し て 空室率の悪化 を 招
い て い る O

神戸 で は震災 の あ っ た 4 万坪 を 超 え る 需要床 の 減少があ っ た が、 こ の分 は神戸市内
の他所や大阪で の 新規需要 に は ほ と ん ど転換 し な か っ た と 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 各企業が
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(表 7 ) 神戸市内の オ フ ィ ス床需給バ ラ ン ス

ド一丁 !fJf1'Jî告示 | 新規供給床 | 空 室 率

l r : : 2

f 93 312 12 ， 794 7 目

95 ム 41 ， 063 1 0 ， 324 5 . 6

資料 : 生駒デー タ サ ー ビス シ ス テ ム
(注) 98年の新規議姿、 空室率は准計

(都市政策91 号 か ら )

既存の オ フ ィ ス に 吸収 ( 当 該事業所‘で は 一 人当 た り の 占有面積の 減少 と な っ た ) し た り 、
震災 を 機 に 不採算部門 の 撤退 な どで新 し い需 要が生 ま れ な か っ た の で は な い か。

神戸の オ フ ィ ス 市場 は 、 震災 ピル の補修に よ る 供給の増加が続い て い た が、 補修工事が
概ね終わ り 供給が抑制 さ れ て き て い る O 建築 中 の ピ ルが竣工 を 迎 え る 97年以 降 に 向 け て 、
被災企業の う ち 十 分な オ フ ィ ス 面積 を 躍保 で き な か っ た 企業 の拡張需要 も 予想 さ れ る が、
神戸 の経済復興が遅れ れば、 オ フ ィ ス 市場の規模 回復 に も 長期 間 を 要 し 、 入居率の低下基
調 を も た ら し か ね な い 。 (表 8 ) 

(表 8 ) 神戸に お け る オ フ ィ ス ピルの 入居率推移 (92 . 3 �96 . 3 )  

92 . 3 98 . 9 %  94 . 3 92 . 6 %  I 96 . 3 
6 98 . 6  6 9 1 . 9  
9 97 . 9  9 9 1 . 9  
12  97 . 2  1 2  92 . 0  

93 . 3 96 . 6  I 95 . 3 9 7 . 0  
6 95 . 6  6 96 . 9  
9 94 . 5  9 95 . 3  
12  92 . 7  12  94 . 4  

資料 ・ 生駒デー タ サ ー ビス シ ス テ ム

2 . 賃貸オ フ ィ ス の賃料水準

94 . 1  

震災前 に 比べ 、 震災後 は募集賃料 と 契約賃料の差が小 さ く な っ て お り 、 何年後半か ら は 、
建 て替 え ピ、 ル 、 新築 ピ ル の テ ナ ン ト 誘致活動が本格化 し 、 既存 ピ、 ル を 含め て 価 格調整の動
き が予想、 さ れ た 。 需給バ ラ ン ス の緩和傾向 の 中 で、 賃料水準 も 影響 を 受 け る 可能性が高 か っ
た。 と く に 新規建築物件 に つ い て は 思 い切 っ た賃料設定が予測 さ れ る な ど、 オ ー ナ ー の事
情 に よ る ぱ ら つ き も 予想 さ れ た 。 一方、 テ ナ ン ト 慨 も 経済活動 の停滞か ら 、 賃料の負担能
力 が低 下 し て い た 。

賃貸 オ フ ィ ス の 賃料水準 は 、 ( 図 1 ) で示す と お り 94 年 � 96年 の 間 は や や 上昇 基調 を 示
し て い る が、 空室率の 上昇 を 反映 し て97年後半 に は低下 の 傾 向 がみ ら れた 。 大 阪 で は 、 パ
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( 図 1 ) 賃貸オ フ ィ ス の賃料水準 (公募賃料ベー ス )

16.000 

14.000 

12.000 

10.000 

8.000 

6.000 

4.000 

2.000 

0 

河/坪 棒 グ ラ フ の左が神戸、 右が大阪

92年 93年 94年 95年 96年 97年9月 97年12月

資料:生駒データサービスシステム (都市政策91号から)

ブ ル崩壊後、 供給調整がす す み 、 需給バ ラ ン ス の調整で空室率が改善 さ れて い る が、 企業
の オ フ ィ ス ニ ー ズ の先行 き に 不透明感 も あ っ て 、 賃料水準 は緩か に低下 し て い る (97年12
月 に わずか に 上昇) 0 

96年の神戸での坪当 た り 賃料 は 、 大阪 を 上 回 っ て は い る が、 大政、 神戸両市 の オ フ ィ ス
ピ ル の供給量、 規模や 築年数の構成が異 る の で 、 単純に神戸 の オ フ ィ ス 賃料が大阪 よ り 高
い と い う こ と は で き な い 。 た だ し 、 96年は震災後 l 年経 っ て 経済活動が本格的 な復興 を 見
せ始め 、 復興需要 と も い え る オ フ ィ ス 需要があ っ た の も 見逃せず、 オ フ ィ ス フ ロ ア ー の急
激 な 供給増加 も 見込め な い と こ ろ か ら 、 や や “売 り 子市場" に な っ て い た の で は な い か 、
と も 考察 さ れ る 。

と も あ れ、 神戸市 に お い て は 、 震災 に よ る テ ナ ン ト の動 き は 一巡 し 、 需 要 は 落 ち 着 き を
見せ、 全 国 的 な 景気の低迷 を 受 け て横パ イ で推移 し た 。 こ れ に対 し 、 供給 は 97年 に は ア ー
バ ン エ ー ス 新三宮 ピ ル 、 三神 ピ ル な ど の 竣工が続 き 、 被災 ピ ル の 補修工事の 完成 と 併せ て
供給量が増大 し て い る 。 こ の た め需給バ ラ ン ス は供給過剰気味 と な り 、 賃 料 は 下落傾向 で
推移 し て い る O

98年 も 前年 に 引 き 続 き 多 く の事務所 ピ ル の 竣工が 予定 さ れ て お り 、 こ の竣 工 ラ ッ シ ュ は
例年 に な い も の で、 98年 の 初 め に は 震災 前 の 水準 に 剖慢す る と 予測 さ れ て い た 。 こ の た め
引 き 続い て 供給過剰 の状態が続 き 、 賃料は “弱含み" で推移す る と 予想 さ れ た 。

3 . 都心業務地区の復興 と 地域経済への影響
都心の業務地区 ( オ フ ィ ス 街) は 、 工業団 地 な ど と 同様 に 、 地域の財 ・ サ ー ピス ・ 情報

の 生産活動 を 支 え る 産業 イ ン フ ラ で あ り 、 被災 し た施設の速や か な 再建が求 め ら れ る O し
か し な が ら 、 復興期が経済の低迷期 と 重 な り 、 基本的 な 需給バ ラ ン ス が崩 れ て い る こ と 、
公的 に 整備 さ れ る こ と が多 い 工 業 団 地 な ど と 異 な り 、 オ フ ィ ス ピ ル な どの 施 設 は 民 間 業 苦
が供給者 で あ っ て 市場原理が強 く 働 く こ と 、 な どか ら 結果 と し て都心の業務地区 の復興が
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停滞す る こ と が懸念 さ れて い る O
オ フ ィ ス ピ ル の 再建 な ど に よ り 大量 の オ フ ィ ス が供給 さ れ、 一時的 な 供給過剰 の 状態 は

オ フ ィ ス 市場 で の 競争 を 激化 さ せ る 。 入居 を 希望す る 企業 は 、 賃料が同 じ 条件 で あ れば、
便利 で新 し く 、 よ り は; ぃ オ フ ィ ス を 求 め る で あ ろ う し 、 ま た 入居時 に は高 額 の預託金 を 差
し 入 れ る こ と か ら 信用 力 の 高 い経営体の ピ ル を 選択す る こ と に な る 。

そ の 結果、 オ フ ィ ス 市場 は 優勝劣敗 と な り 、 中小 ピ ル や老朽 ピ ル の 経営が厳 し く な り 、
ま た オ フ ィ ス ピ ル賃貸業 で 、 再 開 を 企 図す る 事業者の企業マ イ ン ド を 鈍 ら せ る こ と に も な
り か ね な い 。

都心業務 地 区 の 復興が停滞す る と 、 集積の メ カ ニ ズ ム が機能 し な く な り 、 産 業 コ ミ ュ ニ
テ イ の 弱体化、 ひ い て は都市型産 業 の 活動 を 制 約す る こ と に な る O

つ ま り 、 中小 ピ ル の経営が悪 く な る と 、 中小企業や ベ ン チ ャ ー 企業 の 活動 の場が制約 さ
れ、 不動産業 ( ピル賃貸業) の 成長が鈍化す る と 、 不動産関連サ ー ビ ス 業 (清掃業J 警備
業、 各種の 事業所サ ー ビ ス 業 な ど) の 成長 も 遅 れ て く る O

都市業務 地 区 の 復興は 、 地域経済 と 極め て密接 に 結 びつ い て お り 、 個 々 の オ フ ィ ス の 復
興 と い う に と ど ま ら ず、 地域経済全体の復興 ・ 活性化 に大 き く 関 わ る 問題 で あ る O

震災後 3 年、 業務機能の 受 け血 と し て の ハ ー ド 面 で は 、 震災で失 わ れ た も の に 見合 う オ
フ ィ ス の供給が見込 ま れ る と こ ろ ま で戻 っ て い る O 今後の 課題 は 、 被災 し た オ フ ィ ス ピ ル
を 再建す る こ と 、 あ る い は 震災で神戸 を 離 れ た事務所の神戸への復帰 を 促す だ け で な く 、
神戸 の 産業経済 の 活性化、 重要 な 産 業 イ ン フ ラ と し て の都心業務地区 の復興 ・ 活性化 を い
か に 図 っ て い く か と い う 視点 で 、 復興の枠組み を 考 え る 必要があ る 。

4 . ピル再建の具体例
ピ ル 再建 に 至 っ て い る 具体例 を み る と 、 「神戸交通セ ン タ ー ピ、 ルJ は 元 9 �.皆 を 10 階 に 増

築 し床面積 は 1 2 ， 100m2 と 2 割がた増 え 、 「神戸国 際会館J (99年春竣工予定) は 地 上22階、
地下 3 階の ピ ル と な り 、 床面積 は59 ， OOOm' と 震災前の倍以上 に な る O
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敷地の 高度利用 や補助制度 の 活用 で 、 再建事業 を 円滑 に す す め て い る O 一方、 栄町通、
IR居留 地 な ど被災が集 中 し た 地 豆 で は 、 地権者 を 主体 に行政の協力 も 得 な が ら 共同 で再建
計画がす す め ら れて い る 。 こ れ ら 地区 で は 共通 し て 、 個 々 の ピ ル再建の 前提 と な る 街全体
の 「賑 わ いづ く り 」 に 向 け①歩行者道路の 整備 な ど田遊性の向上②文化、 ア ミ ュ ー ズ メ ン
ト な ど新 た な 機能 の 導 入③個別 の 建築行為 を 環境形成 に つ な げ る 協 調 ル ー ルづ く り ー を

図 っ て い る 。

5 . 被災地の土地取引
震災前 の 兵庫県 下 の 土地取引 を概観す る と 、 8M1三以降、 取引件数は増加傾向 を みせ、 89

年 に は 8 万 4 千件 に 達 し て い る 。 急激な 円 高 を 契機 に 金融緩和が行 わ れ 、 い わ ゆ る 金あ ま
り か ら 大量の資金が土地市場へ流れ込ん だ こ と や 、 資産 と し て の土地が他 の 資 産 に 比べ有
利 で あ る と い う “土地神話" があ っ た 。

89年以 降、 数次 に わ た っ て公定歩合が引 き 上 げ ら れ た こ と 、 90年 に投機 的 土地耳切 !排 除
の た め に 金融機関 の 不動産業 向 け貸出 の 総量規制が実施 さ れた こ と な ど の影響で土地取引
件数は 減少舘 向 を 示 し た 。

93年 に は再 び増加 に転 じ 、 震災 を は さ ん で何年 に は 10万件 の 大台 に 達 し 、 震災1院 の 水準
を 大幅 に 上 回 っ た 。 ( 表 9 ) こ れ は低金利 、 地価 の 下 落 な ど に よ る 全国 的 傾 向 で も あ る が、
特 に被災地 で は 、 区画整理事業、 市街地再開発事業、 復興住宅整備 な ど震災復興関連事業
に伴 う 土地車引 が増加 し た こ と に よ る も の で あ る 。

(表 9 ) 兵庫潔下の土地取引 件数
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(，兵庫 の都 市 と 住宅」 か ら )

97年の土地取引件数は 、 引 き 続 い て 高水準で、推移 し て い る 。 下期 に 入 っ て や や落 ち 着い
て き た が、 震災前の例年 に 比べ る と 依然高い水準 を みせ て い る O

菌 、 公共団体に よ る 土地寂得 も 高水準で 、 引 き 続 き 震災復興事業の績調 な 進展が、 土地
取引 の 面か ら も う かが え る 。

97年 の 地域別 の 取引 件 数 は 、 神戸が前年比で94 . 3% 、 阪神92 . 0 % と 減 っ て は い る が、 震
災前の 94年 に 比べ る と 神戸が116 . 8 % 、 阪神 が149 . 0% と 高 い水準で推移 し て い る 。 (表10)
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(表10) 神戸 ・ 阪神のこと地取引件数の推移

j 区分別土地取引件数

(J単位 : 件、 % )

94 . 3  

92 . 。

93 . 0  

(兵庫県都 市住宅部資料)

被災地の神戸市、 板神 間 の 一般の土地取引 は ほ ぼ河規模 で 同 じ よ う な 動 き を 示 し 、 両地
域 と も 96 年 に 急 激 に 増加 し 、 97年 に 減少 と な っ て い る 。 (表11)

、 マ ン シ ョ ン な ど区分所有の土地取引件数は 、 例年 に は神 戸 、 阪神地域 で 同規模な
が ら 、 そ の後、 そ れぞれ違 っ た動 き を 示 し て い る 。 つ ま り 、 阪神で は95年 は横パ イ 、 翌96

は l 万251件 と 急増 し97年 は わ ず か に 減 つ て は い る が依然、 水準 は 高 い 。 ま た神 戸 で は 、
95年 に 3 ， 816件 と 落 ち 込 ん だが、 何年 に は 震災前の;J'(準 に戻 り 、 97年 も 緩か な 増 加 を 続 け
て い る o ( 同 )

(表1 ]) 区分別土地取引件数の推移

地域 ・ 上地取引 |三分 1 9  

! 卜一般の土地 11 ， 700 I 1 2 . l l0 f I  -C( / ;-ヨ ン山九 | 

| 一般 の 土地 10 . 363 I 
阪神 ! …ベ I| マ ン シ ヨ ン等区分所引 5 ， 808 i 
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(兵康保都市住宅 部資料)
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，- fj一部眠たけれど…一一
神戸港の震災 に よ る 壊滅的 な 施設の被害 は 、 関係者の総力 を 挙げた努力 で 、 97年 3 月 末

に 全面復 旧 し 、 同 年 5 月 19 白 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 国 際会議場 で 開 か れ た 神戸港開港130
年記念式典 の 中 で復興宣言 を 行 い 、 世界 に そ の 姿 を ア ピ ー ル し た 。

し か し 、 ハ ー ド の 閣 で は 昔 日 に勝 る 復旧 を 成 し 遂 げた が、 港湾利用 の 実情 は 、 依然、 震
災前の水準 に 達 し て い な い。 こ こ に 、 コ ン テ ナ貨物関連の動向 を 中心 に 、 神 戸港の利用 回
復状況 と 利用 拡大の た め進 め ら れて い る 収 り 組み を ま と め る 。

神戸港の利用状況

97年の取扱貨物量 は 、 震災前 (94年比、 j;)、下 同様) の86 % 前後の水準 に と ど ま っ て い る 。
内 田貿 易 (以下、 内 貿 と す る ) で は 、 入港船舶が震災前 に 比べ隻数で 7 万3 ， 824隻 で 震

災前 に 比べ96 % ま で 昌 復 、 総 ト ン 数で は 1 億4 ， 020万 ト ン で 101 % と な る な ど、 l ま ぼ立 ち 直
り を みせて い る 。 一方、 外国貿易 (以 下 、 外貿 と す る ) で は 、 震災前 に 叡 り 扱 っ た貨物の
4 分の 3 を 占 め て い た コ ン テ ナ 関係が、 入港船舶数で8 ， 874隻 ( 同82% ) 、 総 ト ン 数で l 億
4 ， 993万 ト ン (同91 % ) と 9 割強の と こ ろ ま で、戻 っ て い る が、 取扱貨物量で は 4 ， 191万 ト ン
で ま だ76% し か戻 っ て い な い 。 (表12)

こ れ は 、 震災前 ま で神戸港 を 利 用 し て い た貨物輸送が、 神戸港が使用 で き な い 需 に 国 内
外の他港 に シ フ ト さ れ、 そ の ま ま に な っ て い る の が原 因 と 考 え ら れ る 。 (表13)

外貿 コ ン テ ナ 船の 国 別 の 入港実績 は 、 総計で 入港隻数は85% に と ど ま っ た が、 船舶 の大
型化が進 ん だ結果、 総 ト ン 数で は94 % の 回復 と な っ て い る 。 国別 の例年 と の対比は ( 図 2 ) 
に グ ラ フ で示 し た 。

一方、 外貿 コ ン テ ナ 貨物の仕向 け地別 取扱状況 を み る と 、 ア ジ ア 、 北米 を 柏手地域 と す
る 貨物量が 7 割前後 に と ど ま っ て お り 、 コ ン テ ナ 貨物量の総量の 回 復 に 大 き く 影響 し て い
る 。 こ の う ち 、 国 内 を 発生 ・ 消 費 地 と す る 貨物 量 を み る と 、 中 国 か ら の 輸 入、 ア ジ ア
NIEs = 新興工業経済地域 ニ や ア メ リ カ へ の 輸 出 が低水準 に と ど ま っ て い る も の の 、 全体
で は 8 割強 に 回復 し て い る 。

(表12) 1 997年の神戸港の利用実績

(υ「主引) コ ン テ ナ船の 入1港巷隻数及ひ
震 災 目前tの ]ω99悦4年 を 1 00 と し た場合の比O
以 下 、 特 に 出 典 を 示 さ な い 図表は、 「神戸港大観 (1997年洛湾統計う 神戸市」 よ り 作成。
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航路名

総 計

北米荷停

北米東洋

欧 州、i

ア ジ ア

う ち中国
う ち稼凶

。

(凶2) 震災前 と 比較 し た 1 997年の図耳目入港実績

入浴船毒自隻数の変化

4，000 (隻)

航路名

総 百十

北米西洋

北米東洋

欧 州

ア ジ ア

う ち中国
う ち韓国

。

入港総舶総 ト ン 数の変化

1 16 (94) 

の94年比

00 (白一万 ト ン

ま た 、 震 災 前 に 神戸港取扱貨物 の 3 割弱 を 占 め て い た他 国 間 貿 易 の ト ラ ン シ ッ ブ (船舶
間 の貨物の積み換 え ) 貨物量 は 、 ア ジ ア と 北米 の 両地域間貿易が大幅 に 減少 し た た め 、 全
体で は 4 割強 の 回復 と な っ た 。

ト 神戸港事i捕 の現状 と
神戸港が港湾施設の 完全復i日 を 終 え た 後 も 、 利 用 の 実績が震災前の水準 に復 さ な い理由

と し て次 の よ う な こ と があ げ ら れ る 。
( 1 ) ア ジ ア諸港に 直接寄港す る 基幹航路の増加

ア ジ ア と 欧米 を 結 ぶ 基幹航路 で は 、 輸送効率 の 向 上 の た め船舶の大型化や複数の
船会社 に よ る 共 同 航路の 設定が一般化 し て き て い る 。 一方、 ア ジ ア全体の 貨物量増 加 に 対
し 、 相対的 に 日 本 の シ ェ ア の低下や 各 国 の 港湾施設の 整舗 、 特定曜 日 の寄港サ ー ピス の確
保 の た め の 寄港数の制約 な ど を 背景 と し て 、 中 国への 基幹航路の 寄港がすす ん で い る 。

近年、

ラ」

う し た航路網 の再編傾向 の 中 で、 神 戸港利用 の ト ラ ン シ ッ プ貨物 の 流 れ に変化が表 れ て き
て い る 。

こ う し た状況の変化の結果、 ア ジ アー北米 聞 の コ ン テ ナ定期 航路でみ る と 、 神戸 に寄港
し て い た 航路 は 87年 に32あ っ た の が震 災後 3 年 を 経た 何年 に は20 に 減 っ て い る 。 こ れ に対
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し て台 湾 の 高雄 、 基隆で は17が22 に 、 香港 は 17が20 に 、 シ ン ガポ ー ル で は 3 が 9 と 急激 に
増 え 、 中 国 で は87年 に 寄港の な か っ た 上 海、 青 島 、 塩 田 が98年 に は そ れ ぞれ 3 、 2 、 8 と
新 し い寄港地 と な っ て い る 。 (表14)

(表11) 航路再編 に よ る ア ジ ア …北米関 コ ン テ ナ定期航路の航路数 ・ 寄港数の変化

8 

運輸符 j毎 k炎通局総j よ り 作成)

(2) 日 本発貨物の利用港湾の他港への シ フ ト

神戸港 を 利用 し て い た 貨物 は 、 震災直後 に は港湾施設が被害 を 受 け た た め 利用港湾 を 他
港へ シ フ ト し て い た 。 そ の後 、 近畿地方 の 貿 易 で は 、 神戸港の利用 シ ェ ア は 着実 に 屈復 し
て き て は い る も の の 、 震災前 の水準 に は 回復せず、 輸 出 は 名 古屋港、 輸入 は 大板港 な どが
震災前 よ り 高 い シ ェ ア を 確保 し て い る 。 (神戸税関調べ、 金額ベ ー ス に よ る )

な お 、 震災前 よ り 、 全国の港湾の コ ン テ ナ取扱量が14 % 、 大阪港が40% 増 加 し て い る 中
で 、 大阪湾全体で は12% の 減 と な っ て い る 。

( 3 )  ア ジ アや神戸港背後地の経済低迷に よ る 輸送需要の神び悩み

日 本国 内 の経済の停滞 に加 え 、 ア ジ ア で も 通貨 ・ 経済危機が起 こ り 、 そ の 影響で経済成
長が鈍化 し て き た。 国 内 で は経済活動 の 地域別格差 も 含め 、 輸送需要 自 体が低迷 し た 。

( 4 )  コ ス ト 高 に よ る 利用 問 避

従来か ら 港湾荷役料や施設使用料 な どわが国の港湾使用料金は 、 東南 ア ジ ア 諸港 に 比べ
相対的 に 高 い 水準 に あ っ た 。 ま た 、 出 入港 の 手続 き の煩雑 さ 、 待役時 間 の 制 限 な ど も 東 ア
ジ ア 諸港 の利便性 と 比較 さ れ る 要因 と な っ て い た 。 神戸港の港湾諸料金 を 世界の港 と 比べ
た の が ( 図 3 ) で あ る 。 ア ジ ア 各港 と 比べ神戸港が高 い こ と が A 目 瞭然 で あ る 。

usドyレ
400 

300 

200 

100 

。

(凶3) 各港の港湾諸料金 (40 feet 1 倒当 た り )

神戸 高雄 呑浴 シ ンガポール 釜山 ロサンゼjレス ロ ッ テルダム
(jJJ : コ ン テ ナの積み降ろ し を 一定条件の下て、行っ た比絞。

1995年度デー タ を用い]998年4月 末 レ ー ト (l ド ル 132.35r可) で作成。 (運輸省資料 よ り 作成)

第 七主主 e 産業 ー 雇用 421 



2 . 神戸港利用 の 回復 ・ 拡大 に 向 け た取 り 組み
神戸港は 東の横浜 と 並 ん で 白 木 を 代表す る 国際港湾施設で あ る 。 神戸市の経済 は神戸港

に大 き く 依存 し て お り 、 雇 用 の 面 で も 港湾関係の 占 め る 率 は大 き い 。 震災以 来 、 3 年余 を
経て 、 昔 日 の神戸港の港勢 を 取 り 民す た め に 各方面で精力 的 な 現 り 組みがす す め ら れて い
る 。

( 1 )  国際競争力 を 備 え た魅力 あ る 港の整備

コ ン テ ナ 船 の 大型化に対応 し て 、 わが国で初 め て の水深15 メ ー ト ル 岸壁が何年 4 月 に供
用 を 始 め 、 5 つ 目 の 15 メ ー ト ル岸壁の整備がす す め ら れて い る 。 ま た 、 陸上交通網 の充実
の た め 、 ハ ー パ ー ハ イ ウ ェ イ の新港 ラ ン プの供用 や 阪神高速道路湾岸線 と の接続、 さ ら に
は ポ ー ト ア イ ラ ン ドへの 2 本 日 の ア ク セ ス 道路 と な る 港島 ト ン ネ ル の建設が進行 し て い る 。

一方、 国際貿易の促進 を 図 る 拠点 と し て 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 上 海 ・ 長江:交易港豆 内 に 、
98年度内 完成 を め ざ し て 「神戸港国際流通セ ン タ ー 」 の整備がすす め ら れて い る 。

( 2 )  コ ス ト の録減 に つ な が‘ る 施策

岸壁使用料の12時間制導入 な ど利 用 実 績 に 即 し た料金体系へ見直 し を 実施。 さ ら に水先
法 に 基づ く 強制水先対象船の総 ト ン 数 を 300 ト ン 以 上 か ら l 万 ト ン 以上 へ の 緩和 、 初入港
船の 入港料 ・ 岸壁使用料の免誌 な ど利用促進 に つ な が る 施策 を 98年 7 月 か ら 実施 し て い る 。

( 3 )  利用環境の効率化

よ り 利用 し や す い港づ く り を 進め る た め 、 神戸港の官民労関係26団体に よ る 「神戸港利
用促進協議会J を 設置。 97年度 の 成果 と し て 、 内 航 フ ィ ー ダ ー 掛 (外貿貨物 の 国 内集配 を
担 う 船舶 ) の外貿岸接への 直 着 け が実現 し た 。 ま た 、 本誌 2 巻で も ふ れた が 、 入 出 港時の
書類様式 の 簡素化、 フ ァ ッ ク ス を 利用 し た書類受 け付 け方式の 見 宜 し を 96年 末 に 実施、 諸
手続 き の 電子情報処理化 を 99年 を 日 途 に 、 海上貨物通関情報 シ ス テ ム の更改 と 合 わ せ て 実
施 を 予定 し て い る 。

荷役 に つ い て利 用 者の ニ ー ズ に 応 え る サ ー ど ス を 提供で き る よ う 、 そ の あ り 方 に つ い て
「運輸政策審議会海上交通部会」 な どで検討 を すす め て い る 。
( 4 )  利用 需要の拡大

「上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 」 な ど ア ジ ア 地域 と の 交易拡大 に つ な がる 施策 を 神
戸 市 を 中 心 に 強力 に 推進 し て い る 。 同 市 で は 、 港 湾 関 係 の 組織の 充実強化 や 国 内外への
ポ ー ト セ ー ル ス な ど ミ ッ シ ョ ン の 派遣、 海外の ポ ー ト エ ー ジ ェ ン ト を 通 じ た踏舶 ・ 貨物 ・
企業の誘致活動、 港湾独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ の 開 設 な ど神戸港 を 改 め て 世界へ売 り 込 む積極
的 な セ ー ル ス を 展 開 し て い る O
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震災以来 3 年余 を 経 て 、 国 内外の経済情勢や国捺海上輸送 を め ぐ る 情勢 は そ の厳 し さ を
増 し て い る 。 こ う し た状況下、 い ち 早 く 、 何 は と も あ れハ ー ド面 の 立 ち 上が り が完成 し た
の は 、 経済環境の ベ ー ス を 確保す る 意味で重要 な 第一歩で あ っ た 。 ソ フ ト 面で も 震災以前
よ り 改善や充実が冨 ら れ、 神戸港の存在 を 改 め て 内外 に ア ビ ー ルすべ き 時 に 至 っ て い る 。
神戸港 の 利 用 促進 に よ り 、 呂 本の “ 窓 口 " と し て 、 阪神 ・ 淡路地域の復興 は も と よ り 、 わ
が|到 の社会 ・ 経済の発展 に寄与す る こ と が大い に期待 さ れて い る 。

3 . ボ ー ト ア イ ラ ン ド H 期
難航す る 用 地処分

ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期 の 造成 と そ れ に伴 う 企業誘致は 、 神戸市が産業復興の起爆剤 に と
カ を 入 れ て い る と こ ろ で あ る 。

震災か ら 3 年、 KIMEC、 ワ ー ル ド パ ー ル セ ン タ ー な ど ピ ッ グ ・ プ ロ ジ、 ェ ク ト が計画 さ
れ て い る が、 折か ら の景気抵迷 と 用 地価格の 高 い こ と が響い て 、 向造成地への企業誘致が
難航 し て い る 。

98年 7 月 27 日 、 神戸新聞 に掲載 さ れた レ ポ ー ト か ら そ の 実情 を ま と め た 。
神戸市 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 の用 地処分計画 を 当 初10年 と し て い た が、 売却 ・ 賃貸面

積 は ま だ全体の 2 割強 に と ど ま っ て お り 、 2 、 3 年遅 れ る 可龍性 も 出 は じ め て い る 。
同 E 期 の 造成費用 を 調達す る た め に発行 し た外債 は 、 既 に 96年か ら 償還 が始 ま っ て お り 、

用 地処分がス ム ー ズ に 進 ま な い と 、 震災復興 を 進め る 神戸宇市 に と っ て 、 大 き な負担 に も な
り かね な い 。

公共パ ー ス舎め て も 3 割未満

ポ ー ア イ E 期 は 総面積390ha。 神戸 市 は こ の土地 を 都市機能用 地 (l71ha) 、 港湾物流機
能 用 地 (82ha) 、 埠頭用 地 (99ha) の 3 つ に 分 け 、 こ の う ち 道路 や 公園 用 地 を 除 く 287ha
に つ い て96年度か ら 分譲、 賃貸 を 始 め た 。 97年 に は兵庫県 と タ イ ア ッ プ し て 、 2002年 3 月
末 ま で の 進 出 企業 に 、 固 定資産税や都市計画税 な どの 地方税 を 軽減す る 措置 を 講 じ た 。

し か し 、 現 実 は 17企業 と 4 団体だ け で 、 処分面積 は68 . 5ha と 全体の わ ずか23 . 8 % 0 K
C^T や公共パ ー ス を 含 め て も ま だ30% に も 満た な い 。

こ れ は 「 な に よ り も 分譲価格が高す ぎ る か ら 」 と み る 向 き が強 い 。 市 の分譲位格は 、 都
市機能用 地 で 1 が35万 円 な い し21万4 ， 000 円 。 東京都 の 臨 海造成地 よ り は 安 い が、 千葉県、
神奈川県の造成地 を 上 回 っ て い る 。

あ る 大手海社の神戸支屈長の 話 に よ る と 、 関西で事業所用 地 を 探 し て い る 先方の言い値
は 1 m'で 1 5万 円程度。 「 ポ ー ア イ 立 期 は 選択鼓 に 入 ら な い」 と い う O

ポ ー ア イ E 期 の総事業費 は 5 ， 200億 円 で、 国 の 補助 な ど を 除 く 3 ， 200億 円 が神戸市の負担
と な る 。

一方、 事業費 の う ち 外債発行で調達 し た2 ， 0471意 丹 の償還期 間 は96年度 か ら 10年 間。 96、
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97の 2 カ 年度の償還金195億 円 は用 地の売却収入 で、賄 っ た が、 98年度 に は 133億円 、 99年度
か ら は 毎年200億円 を 超 え る 償還が待 っ て い る 。

売却収入が毎年の償還額 を 下 回 る と 、 不足分は事業会計の留保資金な どで補 う 方針だが、
一般会計か ら の繰 り 入 れ な ど を 含め安易 に シ ワ 寄せ は で き な い 。

地元 の経済界 や 板神 ・ 淡路産業復興機構の 産業復興 推進委員会 は 「あ れ だ け の広 大 な
地 を 遊 ばせ て い い も の で は な い 。 リ ー ス を 含 め 、 分譲以外の方法 を 考 え る べ き だ」 と 注文
を つ け て お り 、 定期借地方式の導入や柔軟 な 価格設定 を 求め て い る 。

神戸市 は ポ ー ア イ E 期 に 、 企業 に対 し オ フ ィ ス ス ペ ー ス を 提供す る ピ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ
ン タ ー や大規模集客施設、 国捺展示 ・ 会議場 な ど 6 つ の 施設 を 集 中 さ せ る 計 画 を 立 て て い
る が、 主体 と な る 企業が集 ま ら ず具体的 な絵が描 き き れ な い で い る 。

企業誘致の イ ン セ ン テ イ ブ (優遇措置) が期 限切 れ に な る と 、 ま す ま す誘 致 は 困難 に な
る 。 景気回複 も 思 う よ う に 進 ま な い 中 で、 今後 どの よ う な 工夫がな さ れて い る の だ ろ う か。

〈参考文献〉
「復興だ よ り J VOL . 1 5  総理府阪神 ・ 淡路復興対 策本部 1 998年 9 月

「神戸港ハ フγヒの条件」 下係官司 兵庫経済 No . 59 み ど り 銀行 1998年 4 月

「神戸港」 神 戸港振興協会 1998"ド 2 月
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i 胸節 観光
ト イ メ ー ジ ア ッ プ に 努力 を

神戸の観光の特色 は 、 神戸 と い う “ ま ち " が持つ モ ダ ン で、 ス マ ー ト で 、 フ ァ ッ シ ョ ナ
ブ ル で 、 エ キ ゾチ ッ ク と い っ た都市 イ メ ー ジ に 加 え 、 瀬戸内 の持つ 明 る い 雰囲気、 街角 の
ど こ か ら で も 背山 の 緑 を 眺め る こ と の で き る 新鮮 さ が魅力 と な っ て い る 。

つ ま り 、 神 戸の ま ち そ の も の を 楽 し む都市型観光 と い え る 。 そ れだ け に 、 天候や交通機
関 な ど の 直接的 な 要 因 以外 に心理的 な マ イ ナ ス 要 因 が観光客 の 出 足 に影響 を 与 え る 結果 と
な る 。 こ う し た 意味か ら 、 6 月 に須磨で起 き た 中 学生 の 連続児童殺人事件、 8 月 の暴力 団
に よ る 白 昼、 高級ホ テ ル で の ピ ス ト ル乱射事件 (巻 き 添 え で市民が一人死亡 し て い る ) な
どマ イ ナ ス の作用 を も た ら し た 。 景気の低迷 と い う 経済環境 の 下 で 、 さ ら に こ う し た事件
が観光客 の 入 り 込み の足 を ひ っ ぱ っ た よ う に感 じ ら れ る 。

こ こ で 、 震災後の神戸観光の足 ど り を 改め て振 り 返 っ て み よ う 。
震災の年、 95年 の 観光客 の 入 り 込み 数 は 、 1 ， 074万 人 で 、 前年 に 比べ44 % と い う 大幅 な

減少 と な っ て い る 。 そ れ も 、 年末 に 催 さ れ た 光 の 彫刻 ( ル ミ ナ リ エ) へ の 入込客数194万
人 を 差 し 引 く と 880万人 と な り 、 対941j:比 は36 % と i数減 し て い る O

こ れは 、 春休み 、 ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク 、 夏休み な ど観光客が大 幅 に 増 え る 時期 に 、 交通
ア ク セ ス が遮 断 さ れ て い た こ と に 加 え 、 「神戸 が壊滅 し たJ と い う イ メ ー ジ がテ レ ビ な ど
の マ ス メ デ ィ ア を 通 し て浸透 し 、 「神戸で は 観光 ど こ ろ で は な いJ íい ま 神戸 に行 く こ と は
復興の邪魔 に な る 」 と 自 粛 ム ー ドが作用 し た も の と 思 わ れ る 。

2 年 目 の96年 に な る と 、 8 月 に は 主 な宿泊施設の92 % 、 主要観光施設の88 % が営業 を 再
開 し て い る 。 9 月 に は 崩 壊 の た め途絶 し て い た 阪神 高速道路 3 号神戸線が全線開通 し 、 す
べ て の 交通 ア ク セ ス が回復 し た 。 こ の全線開通 に 合わ せ た 「 と き め き 神戸 ・ 観光 キ ャ ン ベ ー
ン 」 な ど復興 に 向 け て の取 り 組みが行 わ れ た O

こ の結果、 観光客の 入 り 込み 数 は 1 ， 753万人 に ま で 回復 し 、 対前年比 で は 約 1 ， 000万人、
199 % の伸 び を 示 し た 。 震災前の対例年比で は 72% に 回復。神戸 ル ミ ナ リ エ の 入 り 込み数309
万 人 を 合わせ る と 2 ， 062万人、 対94年比で は85 % の数字 を 示 し た 。

震災か ら 3 年 目 を 迎 え た97年 は 、 宿泊施設 に つ い て は 、 総客室数、 総定員 数 と も 震災前
を 上 回 る 状況 で 、 観光施設 に つ い て も 「風克鶏の館」 の 再 開 や 、 六 甲 ア イ ラ ン ド の神戸 フ ァ ッ
シ ョ ン 美術館 の 開館 な ど、 ハ ー ド面の 整備がすす め ら れ た 。

と こ ろ が、 観光客の 入 り 込み数の伸 びは 思 っ た ほ どで な く 、 総数で 1 ， 880万人、 震災前
の 77 % 、 神戸 ル ミ ナ リ エ の 入 り 込み客 を 合わ せ て も 総数2 ， 276万人、 伺93% に と ど ま っ た 。
前年の何年 に 比べ る と 127万人、 7 . 2 % の伸 びに は な っ て い る が、 月 別 の 入 り 込み 数 を 見 る
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と 、 1 月 か ら 3 月 に か け て は前年 よ り 伸 びて い る が、 4 月 次降 は そ の伸 び、が止 ま り 、 9 、
10月 に は前年 を 下 出 る 状況 と な っ て い る 。 (表15)

こ う し た流 れ か ら 見 る と 、 神戸への観光客 の 数 は 通年 で は 回復基調 に あ る と は見 ら れ る
も の の 神戸観光の ポ イ ン ト で あ る 北野地区 な どの市街地、 神戸港、 六 甲有馬、 須磨 、 舞子
な どい ず れ の 観光地 も と も に震災前の 8 割程震 に と ど ま っ て い る の が現状 と い え よ う 。 (表
16)  

阪神 、 淡路地域 に つ い て は 、 96年で震災前 に 比べ そ れぞれ84 % 、 77 % の水準 ま で 回復 し
て い る 。 ( 同 )

(表15) 神戸市の震災以降の月 別観光入込客数の推移 (単位 : 万人、 よヒ : % )  

1 月 i 2 月

例年 1 00 I 94 

95年 58 5 7 46 I 88 53 

94比 i 58 I 5 

96年 1 68 I 63 I 93 

94上七 68 
95上七 117  

」

汁

4
…

川

2一
一川

136 

1 06 

1 54 
1 13 

(表16 ) 観光地別入込客数の状況 (単位 : 万人)

1994年

| 都市綴間 市街地 682 

; う ち 北野 166 

366 95 21 5 

732 225 504 510 (70) 

172 102 145 14J (82) 

344 157 251 257 (75) 

97 110 108 (75) 

880(36) ム 75
一
3 (7

一
2
一
)
-4

;
一一

1 . 880 (77) 

(注 J ) カ ッ コ 内 の数倍;は91{下: を 1 00 と し た指数
(校 2 ) 阪神地域及び、淡路地域は97年は未集計

( 兵庫県、 神戸市)
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ま た 、 観光の 回復 の 速震 は 、 折 り か ら の景気の低迷の影響 を 大 き く 受 け 、 テ ン ポ は ゆ る
み が ち で 、 む し ろ 鈍化の傾向 さ え 懸念 さ れて い る 。

し か し 、 観光産業 は 、 神戸市経済 を 支 え る 基幹産業であ り 、 人 と 人 と の 交流が都市の基
盤で あ る こ と を 考 え る と 、 観光産業の立 ち 直 り が街の活気 を 取 り 戻す リ ー ド役で も あ り 、
都市 イ メ ー ジ の 創 生 に も つ な がる 。 他都市 に な い神戸の都市魅力 を ア ピ ー ル す る た め に個
性的 な 、 多様な観光資源 を 開発、 あ る い は 有効 に利用 す る 必要があ る O

98年 4 月 に は 明石海峡大橋が完成 し た 。 単 な る 四 国への足がか り と せず、 淡路 を 含 め た
観光地域 と し て 光 を 当 て る べ く 努力が続 け ら れ な け ればな ら な い だ ろ う 。

2 . 観光復興への歩み
97年度の兵庫県下の観光 に 関 す る 動 き 、 イ ベ ン ト を 新聞 の記事か ら 拾 っ て み る と
1997 . 4 . 1 神 戸 ・ 灘 区 の 王子動物 閣 内 に あ る 異人館 「旧ハ ン タ ー 邸」 が 2 年がか り の

復 旧 工事 を 終 え 、 3 年ぶ り に 春の 一般公開 を 始め た 。
2 全 日 本 ボ ウ リ ン グ協 会 は 、 来年11 月 、 神戸で ア マ チ ュ ア ボ ウ ラ ー の世界 一

を 決め る ワ ー ル ド カ ッ プ を 開寵す る と 発表。 当 初 、 京都が候補地 に とがっ
て い た が 「復興ぶ り を 世界 に ア ピ ー ルす る 機会 に 」 と 神戸へ変更 し た 。

3 大相撲春巡業 の神戸場所が 2 日 開 の 日 程で ポ ー ト ア イ ラ ン ド ホ ー ル で 聞 か
れ た 。 4 年ぶ り 。

16  地域活性化セ ン タ ー な ど主催の 121世紀ふ る さ と づ く り '97J の 第 1 田 ふ
る さ と イ ベ ン ト 大賞 の 特別 賞 に 、 神戸 ル ミ ヲ リ エが受賞 し た 。

27 約20万本の チ ュ ー 1) ッ プの花 び ら を 敷 き つ め て路面 に 絵 を 描 く 「 イ ン フ イ
オ ラ ー タ J ( イ タ リ ア 語で花の じ ゅ う た ん) が JR 三 ノ 宮 駅東側 の あ じ さ い
通 り で、行 わ れ た O

5 . 4  明 石 と 神戸市垂水区 に ま た が る 海岸娘約l . 5 キ ロ の 埋 め 立 て 整備が終 わ り
「大歳海岸」 と し て市民に 開 放 さ れ た 。

6 . 18 地震の被害 を 受 け 、 止 ま っ て い た 明石天文科学館 の子午線大時計が新 し く
取 り 付 け ら れ た 。 震災 3 年 日 の98年 1 月 17 日 午前 5 時46分か ら 再び時 を 刻
む 。

2 6  野 高 断層 を 永久保存す る 「北淡町震災記念公国」 の起工式が行 わ れ た O の
ち に 愛称 「 フ ェ ニ ッ ク ス パ ー ク J に 決定。 98年 3 月 に は 国 の 天然記念物指
定 を 申 請 し た 。 同年 4 月 2 日 オ ー プ ン 。

7 . 15 神 戸港 ・ メ リ ケ ン 波止場 に 震災 の 傷跡 を 伝 え る 「神 戸 港 震災 メ モ リ ア ル
パ ー ク J が完成。

8 . 1 5 野島断層 の 一部 を 立体的 に切 り 取 り 、 三 田 市 の県立人 と 自 然 の博物館で も
保存 さ れ る こ と に な っ た。
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1 2 .  1 1 1日神戸居留地15番館」 の外装工事が経わ り 、 2 年1 1 カ 月 ぶ り に よ みがえ っ
た 。 内部工事の あ と 98年 4 月 7 R 竣工。

1 2 � 25 第 3 国神戸 ル ミ ナ リ エ 開催。
1998 . 3 . 15 明石市立天文科学館再開 。
観光 ・ 集客の促進事業

兵庫県の 策定 し た98年度の観光 ・ 集客の促進事業 は次の と お り で あ る 。
あ わ じ 花 さ じ き の 運営
国際観光 テ ー マ 地 区 の形成
広域周遊型モ デル ル ー ト 誘客推進事業
明石海峡大橋 キ ャ ン ベ ー ン 事業
温泉利用 施設整備事業 (宝塚市)
阪神 ・ 淡路100名所づ く り 事業 の 推進
西宮 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 観光 ゾ ー ン の形成
舞子 ・ 大蔵海岸 コ ー ス タ ル ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ゾー ン の整備
AWAJI 国際観光高づ く り の推進
あ わ じ 花出廊構想の推進
淡路 ワ ー ル ド パ ー ク ONOKORO の 整備
神 戸 ル ミ ナ リ エ な ど集客 ・ 観光 イ ベ ン ト の 開催
国 際観光展 ・ 見本市 な どへの 出 展
国際関芸 ・ 造園 博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J 開催
明石海峡大橋 開 通記念事業の 開催:
宝塚観光 プ ロ ム ナ ー ド構想、の推進
淡路夢舞 台 国際会議場へ の 匝際会議誘致促進
野 島 断層 保存舘 な どの 整備

3 . 震災の年が 「地 ピ - )v . 元年J
94年 4 丹 、 酒税法の改正 で ビ ー ル の 年 間 最低生産量が従来 の2 ， 000 ke か ら 60 ke に大幅 に

改正 さ れた 。 2 ， 000 ke は 500 me の 中 瓶 に換算 し て400万本。 こ れ だ け大量の ピ ー ル を 生産 し 、
販売す る の は容易 な こ と で な く 、 新規参入 を 実宜 的 に むずか し く し て い た 。

こ の規制が藤和 さ れ、 各地で地 ピ ー ル の生産が始 ま っ た 。 震災の あ っ た95年 は 「地 ビ ー
ル ・ 元年」 と 呼ば れ る ほ ど で 、 酒造 メ ー カ ー や レ ス ト ラ ン 、 旅館 な どが、 地域の特色 を 生
か し た 地 ビ ー ル の 生 産 に 乗 り 出 し た 。

伊丹の小凶酒造、 淡路 ・ 一宮町の笹野酒造、 神戸 の ニ ュ ー ミ ュ ン ヘ ン神戸大使館 な どの
よ う に震災 を 契機 に 積極 的 に 新規事業 と し て展 開 し て い る O 兵庫県下で は 98年 6 月 現在 、
10社 (発泡泊 を 含む 、 日 本地 ビ ー ル 協会調べ) が地 ビ ー ル の 生産 を 行 っ て い る 。 復興の足
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ど り と 歩謂 を 合 わせ る 県下 の地 ビ ー ル メ ー カ ー の現状 を ま と め て み た 。
〔神戸大使館 ビ ー ル〕

ニ ュ ー ミ ュ ン ヘ ン 神戸大使館 と サ ッ ポ ロ ビ ー ル の 共 同 出資 で何年12月 か ら 「サ ッ ポ ロ 神
戸大使館醸造所」 を 開設。 年 間 生産量は60�80 ke 。

〔地 ビ ー ル三 田屋〕

97年 4 月 、 地 ピ ー ル業 界 に 進 出 、 98年 3 月 永久免許 を 取得。 西宮本社工場、 大阪 ド ー ム
の 2 カ 所 に ピ ー ル工場 を 持つ 。 年 間生産量 は 西宮が300ke 、 大阪 ド ー ム が1 00 ke 。 兵産県 下
で は 直営 レ ス ト ラ ン な ど10届舗で販売 し て い る 。 銘 柄 は社長の!責問揮八郎 氏 の名 か ら と っ
た 「揮}\郎 ビ ー ルJ o ピ ル ス ナ ー (淡色) を 中心 に 3 干重 を 臣室造 し て い る 。
〔明石浪漫 ビ ール ・ ほ か〕

長津食品 の 関連会社 「 明 石 ブル ワ リ ー 」 が醸造す る 地 ピ ー ル。 銘 柄 は 「 明石浪漫 ピ ー ル」
「 明 石 の 君J r 明石海岸 ピ ー ル」 の ほ か、 ク リ ス マ ス 、 正 月 な ど の 季 節 限 定や記念行事な

ど に 年 4 、 5 回 の特定銘柄 を 製造 し て い る 。 営業開始は98年 4 月 O 明石 ・ 江井島 の 地 ピ ー
ル レ ス ト ラ ン 「 明石 ブル ワ リ ー」 と 土 山 の本屈で提供、 明石 と 播磨 町 の 販売 屈 で即売 も し
て い る 。 :年 間 生産量は68 � 72 ke 。 地元 に立脚 し た 地 ピ ー ル を 目 指 し て い る 。
( U B プ レ ミ アム 〕

エ ム ズ ・ コ ー ベ が何年 5 月 か ら 販売 を 始め て い る 。 銘 柄 は rUB プ レ ミ ア ム 」 で ラ ガ ー 、
ダ ー ク な ど 4 種類。 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 産 の低農薬の 原 料 を 使用 し て い る 。 地 ピ ー ル は や や
割高 だが普段 に 飲 ん で も ら え る よ う 低価格 を 図 っ て い る 。 販売 は神戸市 内 中 心 に レ ス ト ラ
ン や百頭販売。 年 間生産景100ke 。
〔六月ヨ ピ ール 〕

製造者 は ア イ ・ エ ヌ ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 。 神戸市北区有野 町 に 六 甲 ピ ー ル 醸造所 を 所
有。 97年12月 に免許取得、 神戸 ・ 北野の北野工房 の レ ス ト ラ ン 「六 甲 麦酒舘」 での販売の
ほ か全国 ・ 地方発送 を 行 っ て い る 。 銘 柄 は 「六 甲 ピ ー ル」 で ピ ル ス ナ ー ( 淡色 ) 、 ボ ー タ ー

(濃色) な ど 3 種 を 製造。
〔 出 雪 ビ ー ル 〕

伊丹の 大手酒造 メ ー カ ー ・ 小商酒造が開発 し た 地 ビ ー ル。 震災の年9511'. 6 月 、 「 白 雪 ブ
ル ワ リ ー ピ レ ッ ジ、長寿蔵」 を 開設。 ベ ル ギー タ イ プの地 ビ ー ル で ブ ロ ン ド 、 ダ ー ク な ど 4
種類 を 販売 し て い る O年 間 生産量は本社が100� 120 ke 、 名古屋 (96年 7 月 開設) が140� 150 ke 。
技術提携 に よ る ス キ ー 場 で の 地 ビ ー ル生産 も 手掛 け て い る 。 な お 「長寿蔵」 は レ ス ト ラ ン 、
ブル ワ リ 一 、 ミ ュ ー ジ ア ム 、 シ ョ ッ プの 4 つ の ゾー ン でf葺成 し て い る O
〔英也山波zびや さ ん ば〕

丹波の地酒 ・ 小鼓の醸造元で知 ら れ る 西 山 酒造場が清酒の酵母 を 使 っ た発泡酒 「美也山
波」 の醸造 に 乗 り 出 し 、 97年 7 月 か ら 販売 を 始め た 。 夢の和風 ピ ー ル と し て地元の量販庖 、
レ ス ト ラ ン を 中 心 に 販売。 蔵元直送 と し て丹波の黒豆の枝豆 と を セ ッ ト に し た 詰め合わせ
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も 扱 っ て い る 。 製造量 は発泡酒の醸造規定 に の っ と っ て 6 � 7 ke 。
〔城崎 ビ ー ル 〕

旅館業 を 本業 と す る 「 山 本屋」 が兵庫県の城崎近郊 に 醸造所 を 開設。 97年1 1 月 か ら 醸造
を 始 め た 。 レ ス ト ラ ン の 城崎 ピ ー ル & ダ イ ニ ン グ 「 グ ピ ガ ブ」 で提供 の ほ か JR 城崎、 豊
問 の キ オ ス ク で も 販売 し て い る 。 種類 は ど ル ス ナ 一 、 パ イ ツ ェ ン な ど 4 種。

〔 あ わ ぢび ー る 〕

外食産業 の 「 ユ 一 ア ー ル エ ー(凶」 が98年 4 月 か ら 営業 を 始 め た 。 銘 柄 は 「 あ わ ぢび一 る 」 、
ケ ル シ ュ (淡色) 、 ア ル ト (濃色) の 2 種 を 扱 っ て い る 。 淡路ハ イ ウ ェ イ オ ア シ ス の 中 の
地 ぜ ー ル レ ス ト ラ ン 「 ポ ン テ メ ー ルJ や 島 内 の ゴル フ 場 な どで販売 し て い る O 年 間 生産量
は約150 ke 。
〔淡路シ ー ラ ン ド ビ ール〕

97年 2 月 淡路 島 の 一宮町 に 島 内 で最初 に 誕生 し た。 清酒 ・ 東洋長の メ ー カ ー ・ 笹野酒造
が 95年11 月 、 震災 を 機 に 地 ピ ー ルづ く り の た め 「淡路 島 ホ ー プ ブ ロ イ 」 を 設立。 銘柄 は 「 シ ー
ラ ン ド ピ ー ルJ o 社 名 の 「 ホ ー プ ブ ロ イ J は ド イ ツ 語で 「大 き い 酒 載」 の 意味 。 年 間 生 産
量100 ke 、 将来 は200ke を 目 指 し て い る 。 倉庫改造の 1 階が醸造所、 2 階が ピ ア ・ パ プで 、
淡路島 内 の物産館、 土産物庖、 酒販屈、 さ ら に神戸、 大阪の 阪急円貨出 で も 取 り 扱 っ て い
る 。

4 . 神戸 ブ ラ ン ド の 洋菓子 「神戸夢探訪」
神戸 と 洋菓子の結びつ き は 全 国 的 に 知 ら れ、 有名 な 特色 あ る 多 く の 洋菓子 メ ー カ ー が神

戸 に 本拠 を 置い て い る 。 神戸の 洋菓子業界で は 、 か ね て 業界の振興策 と し て 「神戸ブ ラ ン
ド」 の洋菓子 を 全 国 に 向 け発信す る こ と を計画、 ワ ー キ ン グ部会 を 設 け て 具体化 を す す め
て い た 。

第一段階 と し て 「神戸夢探訪」 と い う 統一 ブ ラ ン ド と 統ー し た包装紙 を 使 っ た神戸 ブ ラ
ン ド の 洋菓 子 を 業界が協力 し て販売す る こ と を 決め て い た 。

地震の あ っ た 当 日 、 95年 1 月 17 日 は 、 た ま た ま こ の統一包装紙の デザ イ ン 募集 の 発表 を
予定 し て い た 。 大震災があ り 計画 そ の も の を 延期 し て い た が、 4 月 初j め 、 業界の復興の た
め統 A ブ ラ ン ド 事業実現へ意見が ま と ま っ た 。

包装紙の デザ、 イ ン を 全国 か ら 公募。 1 ， 155点の応、募の 中 か ら 南部雅子 さ ん (神戸市長 田 区)
の 作 品 が選 ば れ た 。作品 は 明 る い 黄色地 に 、 軽い タ ッ チ で神戸 を 象徴す る 船や ポ ー ト タ ワ ー 、
異人館 な ど の 名 所 や 楽 し げな 若者 を 描 い た夢 あ ふ れ る デザ イ ン 。 こ れか ら の神 戸 を イ メ ー
ジ し た 明 る い感 じ の も の だ。

「神戸夢探訪」 を 発売で き る の は 、 神 戸 に本官、 本社の あ る 洋菓子メ ー カ ー だ け で 、 10
杜が参加 し て い る O

各社がそ れぞれの持 ち 味 を 生か し た オ リ ジ ナ ル商 品 を 新規 に 開発 し 、 自 信 を も っ て お 土
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産 と し て 、 日 本全国 は も ち ろ ん海外 に も 誇 れ る 神戸の 洋菓子 を 送 り 出 す こ と に な っ た 。 発
売 は 95年1 1 月 か ら 、 神戸市内 を 中心 に 兵庫県下、 関西国際空港 な どで販売、 好評 を 得て い
る 。

97年11 月 に は 「神戸夢探訪」 第 2 弾 と し て 共通素材 を 使用 し た新商品 を 開発 、 3 日 の 文
化 の 日 か ら 神戸 市 内 限定で販売 を 始め た 。

共通素材 は 、 神戸市の姉妹都市 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア ・ ブ リ ス ベ ン 港か ら 出荷 さ れ る ブ
リ ス ベ ン ジ ン ジ ャ ー ( し ょ う カ可 。 キ ャ ン デ イ ー 、 ク ッ キ 一 、 ケ ー キ 、 チ ョ コ レ ー ト 、 パ
イ な ど各 メ ー カ ー が工 夫 を こ ら し た オ リ ジ ナ ル商 品 が作 り 出 さ れて お り 、 洋菓子の 多様性
を よ り 楽 し ん で も ら え る よ う 、 技の競演 で も あ っ た 。 し ょ う がは古 く か ら 薬用 植物 と し て
知 ら れ、 体 に や さ し い 素材 と し て 取 り 上 げ ら れ た 。 ま た 、 日 本の 洋菓子で は こ れ ま で ほ と
ん ど使 わ れて お ら ず、 洋菓子の新 し い味 を 発見 し て も ら え る 商品 だ。

な お 、 統一 ブ ラ ン ド 「神戸夢探訪J に参加の企業 は神戸風月 堂、 コ ス モ ポ リ タ ン 製菓、
ゴ ン チ ャ ロ フ 製菓、 ド ン ク 、 本高砂屋、 モ ロ ゾ フ 、 ユ ー ハ イ ム 、 ロ ア ー ル洋菓子居、 ペ ニ ー
ル 、 ユ ー ハ イ ム コ ン ブ ェ ク ト の 10社。

5 . 三都夏祭 り
神戸市の震災復興 を 支援す る と と も に 「夏 は 関 西」 を ア ピ ー jし す る 京都 、 大阪、 神戸の

「三都夏祭 り 」 キ ャ ン ベ ー ン が 2 年 目 を 迎 え た 。
大阪財界の 呼 びか け に 応 じ 、 京都の祇園祭、 大阪の天神祭、 神 戸 の 神戸 ま つ り を 「三都

夏祭 り 」 と し て 去年か ら 7 月 の 同 時期 に 開催 し て い た。 PR な ど共 同 で行 い 強 力 な 働 き か
け を し よ う と い う ね ら い だ、 っ た 。 す で に ]R で は 京阪神 の 観光地 を 結 ん だ 「 三都旅物詩」
を 実施 し て お り 、 “三者�" と い う 言葉が一般 に馴染 ま れ て い た 。

そ れ ぞれ性格 の 違 っ た都市の 雰 囲 気 を 持つ京阪神三市が予 を つ な い だ わ け で 、 全国への
訴求力 は抜群だ、 っ た 。 従来一市 だ け を 訪ね て帰 っ て い た 関東地方 や 四 国 、 九州、| 治、 ら の観光
客がつ い で に も う 少 し足 を 伸 ばそ う と い う 動機づけ に効 果 的 で 、 震災で神 戸 の 観光地 と し
て の負 の イ メ ー ジ を 拭 い 去 る に は あ り がた い ス ク ラ ム だ っ た 。

〈参考文献〉
「震災復興 に お け る 観光の状況 と 分析」 大河原({!恵三 都市政策 91号 1998年 4 月

「復興だ よ り J 1 3 号 総理府阪神 ・ 淡路大震災復興対策本部事務局 1998年 4 月
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[需品一時業一一一一一 一
1 . 入、 動かず 、 諮費税が足かせ

日 常の 生活 に 密着 し た 商業、 持 に 小売業 に と っ て 震 災後の 人 口 の 回復が遅れて い る こ と 、
ま た97年 4 月 1 日 か ら 施行 さ れた消費税の 3 % か ら 5 % へ の ア ッ プ は 、 購買恵;欲 の 減退 し
て い る 被災地の商業活動 の 足かせ と な っ た。

ま ず人 口 の動 き を 神戸市の例か ら み て み よ う 。
阪神大震災で地震の発生 し た95年がち ょ う ど国勢調査の年で、 発生か ら 9 カ 月 後の10月

時点で は 、 ほ ほ実 態 に 近 い 数値 を 得 る こ と がで き る 。 表作成 に 当 た っ て は95年 l 月 、 10月 、
そ れ に 98年 3 月 の 推計 人 口 を 当 て た 。 (表17) た だ し 、 地震後被災 し た 人の 多 く は住民票
を 移す余裕 も な く 、 別 の場所 に避難 し て い る 。 数字 と し て 表 れ な い形で人々 の 移動が行 わ
れ て お り 、 実際の 人 口把握が き わ め て 困難 な 状況で、 どの段階で、人 口 が も っ と も 減少 し た
か は 正確 に は つ かみ 難 い 。

(表17) 神戸市 に お け る 被災後の 人 口 の 動 き

(注) 減少人口9510ニ 同勢調査9510 推 計 人 L1950 l 、 減少人 口9803 = 推計一 人 口 9803 一 推計 人 []9501
回復率9510 = 凶 勢調査9510-;-推計 人 fl 9501 X 100、 lロi復呼�9803=推計 人口9803 で 推計 人 Ll9501 X 100 
9501 ・ 9510 . 9803 は そ れぞれ、 何年 l 月 ・ 95年1 0 JJ . 98:i1' 3 月 の略

地震以来 3 年 間 の 人口 移動 を 特徴 的 な 東灘、 長 田 、 西の 3 区で み る と 、 東 灘 区 は徐 々 に
人口 が回復 し つ つ あ る こ と がわ か る 。 長 田 区 は 依然推計人口 ベ ー ス での 減少が続い て い る
が、 こ れ は 実勢 よ り も す で に転 出 し て い る 人が、 現在の 避難先 に住民票 を 移す こ と に よ る
も の と 推測 さ れ る 。 ま た 西 肢 は 回復率119 . 4 % で市 内 9 区 の う ち も っ と も 高 く 、 実際 に 恒
久住宅 を 求 め て 移 り 住 む ケ ー ス があ る も の と 考 え ら れ る 。

と も あ れ 、 神戸市全域で は 6 % 程度の 人 口 が戻 っ て い な い。 回復の ピ ッ チ は遅 い と 言 わ
ざる を 得 な い 。 長 田 区 な ど は 回復率67 . 7 % 、 7 割 を ド 回 っ て い る 。 少子化時代 の 今 日 、 全
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体 と し て 人 口 が増 え る 要素 は 乏 し く 、 イ ン ナ ー エ リ ア に震災前の 人 口 を 呼び戻す こ と は か
な り む ず か し い の で は な い か。

人 口 過密 の 地域 を 適切 な 人口 配置 に 改 め て見直す機会 と も 言 え な い で も な い が、 商業活
動 の 面 か ら み る と 、 オ ー バ ー ス ト ア の現実が よ り 深刻化す る 懸念 も あ る O

2 . い ま だ復興途 上
被災地の 商屈街 ・ 小売市場 は 、 な お 震災復興の 途上 に あ る O 神戸市 の 被 災 の 中 心 と な っ

た 6 区 の 商庖街 ・ 小売市場の営業再開状況か ら み て み よ う 。 (表18)

(表18) 神戸市 6 区の務@街 ・ 小売市場の営業再開状況

ヨ
区

il1� 阪
中 央 区
兵 庫 区
長 田 区
須 燃 区

食災前 震災前
凶体数 庖舗数

34 I 1 . 137 I 54 . 6  
85 I 4 ， 428 I 24 . 3  
3 3  I 1 ， 374 I 23 . 7  
33 I 1 . 186 I 62 . 1  
22 I 852 I 29 . 2  

216 I 9 ， 603 I 33 . 2 

424 49 . 5  
14  358 69 . 8  
9 322 1 3 . 4  

54 . 6  58 . 0  
9 . 0  23 . 7  

15 . 2  43 . 2  
46 . 1  69 . 7  
1 0 . 5  30 . 5  

「υ 
2 

. 7  
2 . 8  36 . 0  

34 . 8  61 . 8  
64 . 7  

66 . 5  76 . 2  76 . 7  
52 . 9  64 . 3  64 . 8  
59 . 8  78 . 1  82 . 0  
78 . 7  80 . 3  83 . 0  
51 . 9 68 . 2  73 . 4  
79 . 1  86 . 6  89 . 7  
62 . 8  I 76 . 2  I 79 . 4  

59 . 9  65 . 8  66 . 3  
68 . 7  74 . 3  78 . 2  79 . 3  7 5 . 4  
75 . 2  82 . 3  82 . 9  83 . 5  83 . 9  
71 . 5 79 . 4  75 . 1  78 . 9  78 . 9  

67 . 3  67 . 6  68 . 1  I 65 . 1  
1 1 163 I 16 . 0  i 50 . 9  I 76 . 7  I 82 . 2  I 84 . 0 I 97 .  5 I 99 . 4 I 100 . 0 

笠ーム伊 I 45 . 4 1 23 . 4  I 47 .吐」日 75 . 5 ! 77 . 1  I 74 . 8  

資料 : 神戸市統計局 「被災地区荷庖街 ・ 小売市場調任」
(注 1 ) 同体数及び団体力日現庖舗数は95年 1 月 1 日 現在。
(注 2 ) 被害状況は概観か ら の調査であ る た め 、 実際の被害は さ ら に大 き い も の と 考 え ら れ る 。

神戸市 に よ る と 、 市 内 6 区 に は 震災前 に 商庖街が216団体、 9 ， 603J;占 、 小売市場が80団体、
2 ， 048庖 あ っ た 。 震災 に よ り 全損 し た 庖舗 数 は 、 外観 に よ る 調査 で は あ る が、 商庖街3 ， 188
庖 、 小売市場930居。 全損庖舗率 は 商 }副長33 . 2% 、 小売市場45 . 4 % で 、 小 売 市場の ほ う が
高 い 。

全損率 を 区 ご と に み る と 、 長 田 区が務庖街62 . 1 % 、 小売市場76 . 6 % 、 灘 区が商庖街54 . 6 % 、
小売市場69 . 8 % と こ の 2 区が特 に 高 く 、 そ の後の営業再開率 も 低い。

ち な み に 、 兵庫県の調査に よ る と 、 97年 1 月 31 日 現在 で 、 神戸市以外の被災市町の庖舗
数 1 万2 ， 385庖 の う ち 約95 % が再 開 し て い る が、 神戸市内 l 万2 ， 603J吉舗 の う ち 約17 . 5% が
再開 に 至 っ て い な い。 特 に何年 8 月 以 降 に再 開 し た の は 全体の わずか1 . 9 %  (239庖舘) に
と ど ま っ て い る 。 (表19)
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(注) I阪神 6 rlîJ 尼崎市、 西'再市、 芦伝市、 伊丹市、 宝塚 市、 川 西市
I �ヒ淡路 淡路町、 津名町、 北淡町、 五色町、 一宮田j 、 東浦町

3 . 再 開 を 臨む要回
神戸市の 発表 に よ る と 、 時 の 経過 と と も に 商屈街 ・ 小売市場の営業再開庖舗 は 増 え 、 震

災の半年後は64 . 9 % 、 l 年後 に は 、 75 . 9 % 、 2 年後 に は81 . 1 % の 庖が営業 を 再開 し た こ と
に な っ て い る O さ ら に 2 年半後の調査で は 82 . 5 % で 、 1 . 4 ホ。 イ ン ト の微増 と な っ て い る 。
な お 、 97年 7 月 の 調査時点 で は 震災 を 契機 に 解散 し た 商庖街 ・ 小売市場が集計結果か ら 省
か れ て お り 、 高齢化や後継者難の た め被災 を 機 に廃業や移転 し た 1 ， 102庖 を 未再 開 脂舗 と
し て い る 。 ま た 、 97年 7 月 17 日 現在 、 仮設属舗で営業 を 再 開 し て い る 屈 は666 庖 だ、 っ た。

営業再開 を 阻む 第 I の 要 国 は 、 震 災 に よ る 庖舗被害の大 き さ があ げ ら れる O こ れ は 、
災の被害の大 き い 区 ほ ど再開率 は低い。 震災後 2 年半 を 経た時点で も 、 全損届 舗 の う ち 半
数以上 は営業未再開 と い う 状況 に あ る O 再建 に は多大 の 資金 を 要 し 、 中小商業者 に と っ て
重い負担 と な っ て い る こ と は 言 う ま で も な い 。 担保力 の 弱 い 中小商業者 に対す る 金融機関
の 貸 し 渋 り は 、 資金調達 を い っ そ う 困難 な も の と さ せ た 。 さ ら に震災後発表 さ れ た都市計
画案 と 地元住民 と の 調 整がつ かず、 土地区画整理事業の 進行が遅れて い る 地 区 も あ る O

第 2 の 要 因 と し て考 え ら れ る の がや は り 周 辺 人 口 の 減少で あ る O 地震直前の95年 l 月 1
日 現在 の 県 下市 区 町 の 人 口 を 100 と し た場合、 95年 9 月 1 日 現在 の 増 減指 数 は 灘 医 が91 . 2 、
長 田 区が91 . 5 ， 東灘院が91 . 9 、 兵庫 区が93 . 6 と 大幅 に減少 し て い る O そ の他、 芦屋市の94 . 2 、
西宮市の95 . 8 な ど い ず れ も 被害の大 き か っ た市 で あ る 。 同年10月 1 日 に は 国勢調査があ り 、
各地底 と も 住民基本台帳 に よ る 推計人 口 よ り さ ら に大 幅 に 減少 し て い る 。 こ の こ と は 、 大
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型屈 に比べて 商 圏規模の小 さ な 商脂街 ・ 小売市場の営業再開 に 影 を 落 と し て い る O
第 3 の 要 因 は 規制緩和 の 影響があ げ ら れ て い る o J古舗被害の大 き か っ た 長 田 区 や 灘 区 で

は 競合す る 大型庖が少 な く 、 被災商屈 の 再 開 意欲 を 高 め 、 そ れ に対 し て 、 中 央医や東灘区
で は 大規模小売庖舗の比率が高 く 、 寵庖街 ・ 小売市場の営業再開 を 躍賭 さ せ た の で は な い
か。 さ ら に 大理 自 の 出産規制の緩和 な どで、 休業 日 数の短縮や 開 局 時 間 の 延長 な ど大型屈
の営業対策が中小小売屈 の経営 を 悪化 さ せ、 見通 し の不透明 さ か ら 庖主 の 高齢化、 後継者
難 な ど の 理 由 で震災 を 機 に 、 廃業 に踏み切 る と こ ろ も あ っ た と 推測 さ れ る O

4 . 大丸が戦列復帰
兵庫県下の百貨庖 の 売上高 は 、 97年 4 月 か ら の消費税率の引 き 上 げ を 控 え 、 伺年 3 月 に

は343億3 ， 902万 円 と 前年 同 月 比で70 . 4 % の増 と な っ た 。 高級衣料や家具 な ど を 中心 に 駆 け
込み需要が 目 立 っ た 。 神戸地区 で は 、 建 て 直 し を 進 め て い た大丸百貨屈が 3 月 2 日 に 営業
を 再 開 、 売上 は 前年比96 . 6% 増 と 大幅 に伸 び、 例年 同 月 比で も 30 . 7% 増 と 初 め て震災前の
水準 を 上 回 っ た 。

翌 4 月 に は 大丸の 開底効果 も あ っ て 県下百貨屈 の売上高は203億1 ， 459万 円 と 前年 同 月 比
5 . 9 % と 伸 びは し た が、 震災前 によじべ る と 22 . 7 % 減で 、 家具、 家 電 な ど高額商 品 を 中 心 に
消費税 に 対す る 駆け込み の 反動減 と み ら れ る O

こ の あ と 5 月 は 前 月 比 で4 . 7 % 減。 6 、 7 月 は そ れぞれ0 . 5、 0 . 9 % と 僅か に前 月 を 上 回 っ
て は い る が、 震災前の94年比で は 6 月 が15 . 7 % 、 7 月 が 2 割近 く 減少 し て お り 、 掴 人消費
は 依然低迷 し て い る 。 ま た 、 消費税率の 引 き 上げの影響 も み ら れ、 婦人服 な どの高級 品 の
売上が落 ち 込ん だ。 7 月 の 中元商戦 も 台風な ど天候不}IJ真 も あ っ て個 人 、 法人 と も に低調 だ、 つ
た 。

(表20) 百貨府売上高 (1;吉円、 % )
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8 月 に は 前 月 比7 . 5 % 増 え は し た も の の 震災前 に 比 べ る と や は り l 割以 上 の 減少で消費
意欲の減退がみ ら れ る 。

9 月 に は 前年比0 . 2 % 減で 4 カ 月 ぶ り に 減少 に 転 じ た 。 売場面積増 加 に よ り か ろ う じ て
こ の程度 の 減少 に と ど ま る こ と がで き た わ け で 、 例年比 で は 依然 8 割程度の 回復 に す ぎ な
し ミ 。

10月 に も 前年比で0 . 7 % 減で 、 1 1 月 に 伺1 . 6 % と わずかの伸 び を 見 た も の の 、 12月 に は 再
び1 . 0% 減 る な ど、 お 歳暮 シ ー ズ ン で あ り な が ら 個人消 費 の低迷が続い て い る 。 (表20)

5 . 椙 い次 ぐ ア ー ケ ー ド のt援活
震 災 で 鵡 !苫 街 の イ メ ー ジ に マ イ ナ ス を 与 え た の は 脂 舗 の 損壊 も さ る こ と な が ら 、 ア ー

ケ ー ド の 倒壊 な どが大 き な ウ エ イ ト を 占 め て い る O 商f吉街 を 形造 っ て い る の は ア ー ケ ー ド
を含め た 立体的 な 空 間 だ、 っ た 。 そ れ だ け に 、 ア ー ケ ー ド の復活は 商屈街再生 の 象鍛 と い え
ょ う 。

マ神戸 ・ 三 宮 の ]R 高架下 に位置す る 三宮 セ ン イ 商白街 は 、 96年 7 月 、 庖 舗 の 改鯵 と と
も に ア ー ケ ー ド の 幅 を 従来 の 2 倍 に 拡 げ、 支 え の柱 を な く す な ど フ ァ ッ シ ョ ン 能[R ら し く
面 白 を 一新 し た 。 同高忠告のす ぐ 前 に は 三宮 と 伊丹 港、 関西空港 を 結ぶ リ ム ジ ン パス の
停留所があ り 、 パ ス 待 ち の乗客の た め ア ー ケ ー ド の 延長工事 も 行 っ て い る 。 通 る 人の数は
3 倍 に な っ た と い い 、 人 に や さ し い 町づ く り で も あ っ た 。

マ神戸市 中 央 区 の 元 町 5 丁 目 商庖街の ア ー ケ ー ド の新装記念式典が行 わ れ た の は97#ミ 4
月 。 道路舗装 も 元の レ ン ガ タ イ ル か ら 僻影石の 4 色 カ ラ ー タ イ ル に 生 ま れ 変 わ り 、 38基の
すず ら ん灯 も 装い を 新た に し た 。 開 閉式の ア ー チ型天井 を 備 え 、 買 い物客へ明 る い雰囲気

を か も し 出 す。
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こ の ア ー ケ ー ド の完成で、 元 町 、I 了 目 か ら 6 了
目 ま で1 . 2 キ ロ が結 ばれ た 。

マ |司市兵庫 区 の 湊川 東商庄街で は 、 同 じ く 4 月 、
ア ー ケ ー ド と 歩道の カ ラ ー 舗装が完成 し た 。 震災
で大 き な ダ メ ー ジ を 受 け 、 客足 も 減 っ た 。 雰閤気
を 明 る く し 、 客足 を 取 り 戻そ う と 新た な ア ー ケ ー
ド 建設 を 言j-画 し て い た 。

完成 し た ア ー ケ ー ド は 、 こ れ ま で の ト タ ン 屋根
風か ら 半透明 の プ ラ ス チ ッ ク 製 に 一新 し 、 光が入
る よ う に工夫 し た 。 カ ラ ー 舗装 は 白 や 青 に着色 し

ア ー ケ ー ド の 完成 を 祝 っ て 行 わ れ た記念式典 ニ 神 戸

市 中央区の元町 5 T F! 商庖総 (神戸新聞社提供)



た 御 影石 を 埋 め 込 み 、 近 く に 流れ る 湊川 を イ メ ー ジ し て い る O ま た 、 ア ー ケ ー ド完成 を 機
に 開高)吉街の愛称 を 「 リ ピ ン グス ト リ ー ト J と 命名 し た 。

マ神戸 の 繁華街の “顔" と も い え る 三宮セ ン タ ー 街 1 丁 目 商!日持の ア ー ケ ー ドが再建 さ
れ98年 3 月 28 日 、 完成式 を 行 っ た 。

i日 ア ー ケ ー ド は震 災で半分が崩 れ落 ち 、 前年の 7 月 か ら 再建工事 に 取 り 組ん で い た 。 総
事業費約15億 円 O

新 し い ア ー ケ ー ド は 、 東 の 入 り 口 に高 さ 31 メ ー ト ル の ゲ ー ト を 設け 、 居根は 震 災前 よ り
最高で 8 メ ー ト ル高 く し 、 直射 日 光 を 和 ら げる フ ッ 素梼脂膜 を 採用 。 通 り の 3 カ 所 に 自 然
光や風 を 取 り 入れ る た め 、 屋根が烏 の翼の よ う に 開 閉 す る 。 こ れは 、 未来 に 羽 ばた く フ ェ
ニ ッ ク ス (不死鳥) を イ メ ー ジ し た も の O 屋根部分か ら は ヨ ッ ト や風車 な ど の 非常灯 を 兼
ね た モ ニ ュ メ ン ト を つ り 下 げ、 床 面 に は 羅針盤や世界地 図 を 描い た プ レ ー ト を 埋め 込 ん で
い る O

「訪れ た 人 た ち がゆ っ た り と 過 ごせ る 豊か な 街空 間づ く り 」 を 目 指 し て お り 、 客 の 周 遊
性 を 復活 さ せ、 商高街の活性化への弾み と な っ た 。

〈参考文献 〉

「都市政策J 91 号 神戸都市問題研究会 1998{jミ 4 月

「兵庫の小売i萄業」 兵庫県 中小企業振興公社 1998年 1 月

「震災 か ら の復興の歩み (定点観測) に 関 す る 調査」 関西産業活性セ ン タ ー 1998{j'. 3 月

「商)百街 ・ 小売 市:lDi活性化戦略」 小売商業活性化 セ ミ ナ ー 小売商業支援セ ン タ ー 1998{fc 3 月
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l 第六節 金融
1 . 金融 シ ス テ ム の不安 が噴出

97年の金融界 は 、 北海道拓殖銀行の 破綻 、 山 一証券の 自 主廃業 な ど金融 シ ス テ ム の不安
が一挙 に 吹 き 出 し た 。 長期信用 銀行の 政府資金の導入問題 は 98年10月 末現在 で や っ と 方向
が定 ま り か け る な ど、 国際的 な 影響 を も 含 ま せ な が ら 金融 シ ス テ ム 再編 の た め の努力が政
治が ら み で すす め ら れた 。

不動産担保や株式相場 な どの価格低迷、 不 良債権 な どか ら 金融機関 の 自 己 資本比率が問
題 と な り 、 銀行、 証券、 保 険 な どの各企 業 は 生 き 残 り を か け て 懸命 に対策 を 模索 し て い る
のが現状だ 。

こ の余波 を 受 け て 金融機 関 で は リ ス ト ラ や融資先の再検討 な ど、 体質改善 に 努め て い る
が こ こ に き て企業側 、 と く に 中小企業 な どか ら 銀行の貸 し 渋 り に対す る 不満が出 て き て い
る O

こ と 融資 に 関 し て は 、 後述の貸出 、 預金の動 き に 見 ら れ る よ う に 、 年度末 に か け て 一部
金融機関が貸 出 の圧縮や融資姿勢 に慎重化の動 き が見 ら れた 。

「貸 し渋 り 」 と い う 言葉が巷間 さ さ や か れ 出 し た の は こ う し た 背景か ら だが、 借 り る 側
と 貸す 側 での立場の違いで見方 も 違 っ て い る O 借 り る 側 は 「必要 な 時 に 手 を 差 し のべ て く
れ な い」 と 苦い 、 一方、 金融機 関 は 「先行 き の見通 し 、 保証、 担保力 な ど正常 な 評価 を し
た結果で あ っ て平常の営業行為」 と 説明す る O

2 . 貸 出 態度の麟 し さ 増す
98年 3 月 の 日 本銀行神戸 支屈 に よ る 兵庫 県 内企業短期経済観測調査 ( 日 銀短観) に よ る

と 、 主要企業 に お い て も 銀行の貸 出態度が厳 し く 変化 し て い る こ と がわ か る 。 ( 表21 )

(表21 ) 企業金融関連の判断の推移

資金繰 り

しい」

貸出態度

「緩し、J 「厳 し い J

借入金利水準

「 仁昇」 ー 「低 ド」
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1 9  1 1 1 .....24 .....28 
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金融機関 の 貸 出 態 度 の 判 断 は 製造業、 非製造業 と も ほ ぼ全業種 に わ た っ て 「厳 し い 」 と
す る と こ ろ が増 え 、 91年 5 月 (.17) 以来の 「厳 し しり が超 と な り 、 先行 き に つ い て は 6
月 ま で の 予 測 で 、 「厳 し い」 の趨 と な っ て い る 。

一方、 資金繰 り は 、 一部金融機関 の融資態度慎重化 も あ っ て 、 製造業、 非 製造業 の 幅広
い業種で 「苦 し い」 と す る と こ ろ が増加 し て い る O 全産業で震災時の95年 2 月 以来の 「苦
し いJ が超 に 転化 し 、 先行 き も 「苦 し い」 の超の 幅が拡大す る 見通 し と な っ て い る 。

と も あ れ、 パ フツレ場壊の後遺症があ る う え に ピ ッ グパ ン の衝撃 を 受 け た 格好 で 、 そ の う
え 景気の悪化懸念が募 る ばか り と 悪循環が続い た 。

被災地の後興は 、 こ う し た全国 的 な 流 れ の 中 で 、 や っ と 復興の 緒 に つ い た 企業が不況の
影響 と 資金面の不足で経営 の 足 を 5 1 っ 張 ら れて い る の が現実 だ。

3 . 災害貸付、 中小企業の 7 割強が利用
神戸商工会議所 は 、 中小企業 を 中心 と し た 震災後の営業状況や 災害復 旧貸付の利用状況

を 把握す る た め 、 97年 5 月 16 日 か ら 同 月 末 に か け て 、 神 戸 市 内 に 本社 ・ 本庖 を 持つ 中小企
業 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し て い る 。

調査対象 は 同 会議所の 会員 、 l 万983事業所 (法人7 ， 192、 個 人3 ， 791) で 回答 の あ っ た
の は 、 4 ， 140事業、 回答率37 . 7 % 。

調査 に よ る と 災害貸付 を 「利用 し た」 事業所 は全体の73 . 5% を 占 め 、 震災の復旧 ・ 復興
の た め の 資金借 り 入 れ を予定 し て い る 事業所は34 . 7 % な ど と な っ て い る 。

ま た 、 震災前 と 比べ た 売 り 上 げの状況 は '100 % 以 下 (震災前 の 水準以下) J が81 . 2% を
占 め 、 特 に '80% 以下J は45 . 8% と な る な ど、 中小企業の売 り 上げの 回復が総 じ て遅れて
い る こ と が う かが え る 。 営業利 益 は 震災前 と 比べ て ， 1 � 19 % 減少J が最 も 多 く 28 . 7 % 。
以下の '20% 以上減少J (23 . 5 % ) 、 「利益 は 出 て い な いJ (15 . 5 % ) と 合わ せ全体の67 . 7%
と な り 、 採算状況 は 良 く な い。

以下、 災害貸付 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結果の概要で あ る 。
(f昔入金総残額の月 商比〕

災害貸付 を 含む借入金総残額が平均 月 商 の何 カ 月 分 に 栢 当 す る か に つ い て は 、 ' 0 � 3 
カ 月 」 の44 . 2 % が最 も 多 く 、 以下、 '3 . 1 � 6 カ 月 J (25 . 2% ) 、 '9 . 1 カ 月 以上J (22 . 2% ) 、 '6 . 1
� 9 カ 月 J (8 . 4 % ) の順 と な っ て い る 。 全国平均 を 超 え て い る 割合が多 い 業種 は 飲食業、
製造業 (食料 品 、 飲料) 、 製造業 ( ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 関係) 、 小売業の)Im で 、 売 り ヒ げ回復
の 遅 れ て い る 業種 と ほ ぼ同 じJiI買 と な っ て い る O

〔災害箆付 を 料用 し た事業所〕

災害貸付 を 「利用 し た」 事業所 は 、 全体の73 . 5 % 。 重竣回答で は 「県 ・ 市 の 災害貸付 を
利用 し たJ が47 . 5% と 最 も 多 く 、 以下 「政府系金融機関J (32 . 8 % ) 、 「民間金融機関J (16 . 5 % )
の)11:&。
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ま た 、 借 入金 の 合計額 は 、 r 2 千 万 円 以 上 5 千万 円 未満」 が30 . 5% 、 次い で r 1 千万以
上 2 千万 円 未満」 が30 . 1 % 。 両者で全体の60 . 6 % を 占 め る O

〔元金返済状況〕

兵庫県 ・ 神戸 市の災害貸付の元金返済状況 は 、 71 . 6 % が 「元金返 済 は 据置 中 」 と 答 え 、
そ の う ち 約半分 (52 . 7 % ) が据置期 間 終了 後 「返済 し て い く の が き つ い 」 と 回答 し て い る O
従 っ て 、 県 ・ 市の災害貸付 を 利用 し た事業所の う ち 37 . 7 % が据置期 間終了後の元金返済の
困 難 さ を 訴 え て い る こ と に な る O 理 由 は 、 得意先 ・ 取引先の喪失、 減少 に よ る 業績不振が
42 . 2 % 、 住民 ・ 来街者の減少 に よ る 業績不振が29 . 1 % で、 こ の こつ で全体の7 1 . 3 % に の ぼ
る 。

「返済開 始 の 目 途」 に つ い て は 、 r 3 年後以降 (つ ま り 2000年春以降) J と 回答 し た事業
所が70 . 1 % に も な っ て い る O

〔 資金借 り 入れ の予定〕

今後、 震 災 に伴 う 復 旧 ・ 復興の た め の 資金 を 借 り 入 れ る 予定があ る 事業所 は 、 全体の
34 . 7% 。 借 り 入 れ予定先は 「政府系金融機関J (57 . 1 % ) 、 「政府系 と 民間 の両方J (24 . 5% )  
の 再者で81 . 6 % 。 政府系 の 災害復旧融資 に対す る 資金需要が強 い 。

ま た 、 借 り 入 れ予 定額 は r500万円 以 上 1 千万 円未満J (25 . 8% ) 、 r500万円 未満J (24 . 1  % ) 、
r 1 千万 円 以 上 2 千万丹 未満J (22 . 9 % ) の )11買 で 、 利 用 使 途 は運転資金47 . 2 % 、 運転 ・ 設

備資金37 . 2% で両方合 わ せ る と 84 . 4 % と な る O
利 用 予 定期 日 は 、 r97年12月 ま でJ (61 . 1 % ) と r98年 7 月 ま でJ (23 . 6 % ) の 両者で約

8 害j と な っ て い る 。
97年度の貰出 、 預金の動 き

97年度 に 入 っ て か ら の各月 別 の 金融概況は次の と お り で あ る O
4 月 兵庫県下金融機関 の貸 出 は 、 前年 同 月 比 で 1 . 3% の 増 。 企 業 の 設備 資 金 の 需 要 が

引 き 続 き 低調 で 、 低い伸 び に と ど ま っ た 。 一方、 預 金 は 前年 同 月 比1 . 8% 増 。 被
災地 を 中心 に 個 人預金の取 り 崩 し が続い て い る ほ か 、 公金頭金 な ど の 大口預金の
期 落 ち も あ っ て伸 び率 は 低 下 し た 。

5 月 貸 出 は 前年 同 月 比2 . 9 % 増 。 月 末 に か け て 地方公共団体向 け 当座貸 し 越 し が急増
し た こ と に よ る O 頭 金 は 向 1 . 5 % 増 。 個 人預金の 取 り 崩 し が続 い て い る ほ か、 公
金頭金の増加幅が例年 に比べて小幅で伸 び率が低下 し た 。

6 月 貸 出 は 前年 同 月 比1 . 5% の増 。 企 業 の 資 金需 要 に 目 立 っ た動 き が見 ら れず、 他方、
地方公共団体の工事代金 の 支払 い に よ り 、 建設業者 向 け貸 出 の 回収が進 ん だ こ と
で伸 び率低下。 頭金 は 同 1 . 1 % 増 。 ボ ー ナ ス 資金の吸収は前年並 み の 水準 で、推移
し た が、 法 人預金が減少 し 伸 び率鈍化。

7 月 貸 出 は 前年 同 月 比2 . 3 % の増 。 中 小企業 向 け の 設備資金や住宅購入資金 な ど前 向
き の資金需要があ っ た が、 伸 びは 小 幅 に と ど ま っ た 。 預金は 同 1 . 7 % の増 。
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8 月 貸 出 は 前年 同 月 比2 . 1 % の増。 住 宅 ロ ー ン は 引 き 続 き 堅調 な が ら 、 企 業 の 資金需
要 の 盛 り 上が り に 欠 け、 伸 び、率 は 前 月 よ り 若 干低下。 預 金 は 同 1 . 5 % 増 。 個 人預
金 は 比較的底堅 く 推移 し た が、 法人預金が預貸相殺や 月 末決算資金充当 の た め取
り 崩 し が続 き 伸 び儲 ん だ 。

9 月 貸 出 は前年 同 月 比2 . 1 % の増 。 技宅 ロ ー ン の伸 びがやや鈍化気味 で 、 企業の資金
需 要 も 依然低調。 頭金 は i司2 . 0% の 伸 び。 法 人?賞金が運転資金 や 期 末 決済資金充
当 の た め翠 り 崩 さ れ た が、 個 人 、 公金の預金が増 え 、 伸 び率上昇。

10月 貸 出 は 前年 同 月 比2 . 1 % の増。 住 宅 ロ ー ン の伸 びが鈍化 し た ほ か 、 企 業向 け も 一
部大 口 案件 を 除 き 目 立 っ た動 き な く 、 前年比伸 び率 は 3 カ 月 連続 し て横 ばい 。 預
金 は 向 上 8% 増 。 個 人預金や法 人 の 大 口 定期 の 取 り 込みが見 ら れ た が、 公金頭金
が大幅 に 減少。 全体で は 伸 び率若干低下。

1 1 月 貸 出 は前年 同 月 比2 . 0% の 増 。 住 宅 ロ ー ン の伸 びが鈍化、 企 業 の 設備資金需 要 も
低調。 預金は 同 2 . 3 % 増 。 証券会社 の破綻か ら 個 人金融資産 の預金への シ フ ト が
見 ら れ、 僅か な が ら 伸 び率上昇。

12月 貸 出 は 前年 同 月 比2 . 0% 増 。 資金吸収地合い の 悪 化 な ど で 貸 出 姿 勢の 慎重化が見
ら れた が、 そ れ ほ ど広 範化 し て い な い模様。 預金は 同 2 . 8 % 増 。 個 人韻金が堅調で、 、
公金預金の取 り 込み も 活発で伸 ぴ率が上昇 し た 。

1 月 貸 出 は 前年 同 月 比2 . 4% 増 。 前 月 よ り 上昇 し た が設備資金需要 の 盛 り 上が り に 欠
け伸 び悩 ん だ。 一部金融機関 で融資姿勢 に慎重化の動 き が見 ら れた が 、 政府系金
融機関 や信用 金庫 で は積極姿勢 だ っ た 。 頭金 は 同3 . 0 % 増 。 前 月 よ り も 僅か な が
ら 上回 っ た 。

2 月 貸 出 は 前年 同 月 比 2 . 4 % 増 。 一部大手金融機関 で大企業向 け を 中 心 に 圧縮 を 図 る
動 き が見 ら れ た が、 政府系金融機関 、 信用金庫が受 け 皿 と な っ て 前 月 比横 ばい。
預金は 同3 . 0 % 増 。 個 人頭金が底堅 く 推移 し 、 前 月 比横ばい。

3 月 貸 出 は 前 年 同 月 比0 . 9 % 増 。 住宅 ロ ー ン は 堅調 な が ら 、 設備需要 が低調 で、 ま た
一部金融機 関 で 自 己資本比率 を 意識 し た貸 出圧縮の動 き が見 ら れ、 前 月 比 で は低
下 し た 。

97年度 を 通 じ て貸 出 は 、 企業の資金需要が夏場の一時期 を 除い て低調で、 、 年度末 に は 一
部金融機 関 に 融資姿勢の領重化が見 ら れた 。 一方、 頭金は被災地 を 中心 に 悟 入預金の取 り
践 し が 自 立 ち 、 証券か ら 預金への シ フ ト も 見 ら れた 。
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(表22) 兵庫県下金融機潟貸出会残高 、 信用保証状況、 企業倒産

県下金融機関貸出金残高 県下1，j用保証状況 県下企業倒産 (負債1 ， 000万 円 以 仁)

金 額

年

9

9

96

5 
4 

月 \I (
醐

刺
前年比

(億円)
fド ! 山 間 ムl . 0

ヰ三 180 ， 726 I 3 . 2  

年 184 ， 237 I l . 9  

97 年 187 ， 440 í l . 7  

97'iÌ'ミ l
月

0 . 8  

2 )J 186 ， 700 0 . 8  

3 月 | 即 ， 300 l . 0  

4 H i 185 ， 980 l . 3  

5 )j 187 ， 471 2 . 9  

6 月 185 ， 778 l . 5 

186 ， 38 1  I 2 . 3  

187 ， 567 2 . 1  

187 ， 456 2 . 1  

187 ， 334 2 . 1  I 

189 ， 457 2 . 0  

百計 2 . 0 

2 . 4 

2 . 4  

0 . 9  

銀 行

〈参考文献 〉

保誠承諾

{午 数 金 額 i

(億円)
5 5 ， 1 1 4  5 ， 770 

90 ， 239 10 ， 367 

49 ， 838 5 ， 385 

50 ， 504 5 ， 350 

3 ， 169 

3 ， 405 

4 ， 704 538 

3 ， 501 364 

3 ， 606 374 

4 ， 545 489 

5 ， 1 53 561 

4 ， 287 159 

4 ， 510 504 

日81 l 418 

3 ， 377 328 

5 ， 966 588 

3 ， 481 354 

4 ， 001 

5 ， 907 688 

兵庫県信用保証協会

「兵庫経済J No58 み ど り 銀行 1998年 1 月

「兵庫経済J No59 み ど り 銀行 1 998年 4 月

件 数 金 額
神 戸

地域別倒産件数

阪 神

(竹 ) (億円) (件)
663 I 、 634 330 137 

478 1 8 ， 24 1  1 74 1 1 9  

482 1 ， 600 185 103 

619 2 ， 193 238 140 

66 15 16  

269 24 り

44 791 19 1 1  

51 70 16  13  

46 198 1 6 10  

50 82 1 2  1 5  

57 97 22 14  

50  108 1 8  9 

51  155  22 10  

50 120 26 10  

45  126 22 1 2  

7 6  ' l l l l 26 1 5  

4 8  292 21 9 

63 336 24 1 2  

65 367 26 

「兵庫 県 内企業短期経済観測調査結果」 第96回 (1998年 3 月 調査分) 日 本銀行神戸支府

「 ひ ょ う こや経済戦略」 兵庫県産業情報セ ン タ � 1997年 7 )� � 1 998年 6 月
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播 磨

(件)
19 1  

1 78 

188 

239 

1 5  

23 

14 

22 

20 

23 

21 

22 

1 9  

14  

1 1  

35 

1 8  

27 

28 



l 第七節 雇用
1 . 低迷す る 有効求人倍率

震災か ら 3 年 呂 に 入 っ た97年の労働市場 は低迷の一語 に 尽 き る 。 有 効 求人倍率 は 、 前年、
何年12月 の 0 . 65 を ピ ー ク に 下 降 を 始め 、 97年度末の98年 3 月 に は0 . 44 に ま で 落 ち 込 ん で、い
る O 有効求人倍率 は 、 雇用環境 を 端 的 に 表す も の で 、 先 の 数字で言 え ば、 96年12月 は 求職
者10人 に 対 し て 事業所か ら の 求 人 は 6 . 5人、 98年 3 月 は 伺 じ く 10人に対 し て4 .4 人 と 求人が
減 っ て 来 た こ と を 示 し て い る O

こ の有効求人倍率 は あ く ま で も 雇用 の可能性 を 示す も の で あ り 、 雇用 の 実現 を 意味 し て
い な い 。 し た がっ て 、 求人倍率の低迷 は 求職側 に と っ て 数値以上の深刻 さ を 内蔵 し て い る
と い え よ う 。

有効求人倍率の低迷 は被災地 は よ り 深刻 で 、 各 4 半期 の 数値 で 見 て も 97 年 に 入 っ て各期
と も 0 . 07 � 0 . 12ポ イ ン ト 兵庫 県 の 数値 を 下 回 っ て い る 。 (表23 1 、 お よ び表23 2 )  

な お 、 98年 4 月 の有効求人倍率 は0 . 41 で前月 を 0 . 03 ポ イ ン ト 下 回 り 、 円 高 不況後の87年
6 月 以来 、 10年10 カ 月 ぶ り の低 さ と な っ て お り 、 そ の 後 も さ ら に低い倍率が続い て い る 。

求人数、 求職数でみ る と 、 年慶末の98年 3 月 の 新規求人数は19 ， 350人、 前年同期 に 比べ
6 . 1 % の 滅。 こ の減少傾 向 は 前 年 の 5 月 か ら で 6 、 9 月 を 除い て毎月 減少 し て い る 。 表 に
は 出 し て い な いが こ の あ と 98年の各月 も 減 り 続け て い る O こ れ に 対 し新規求職者数は 98年
3 月 は26 ， 02 1 人 で 、 対 前年 同期比28 . 7% の増加で、 97年度 の各月 は い ず れ も 増加 を 示 し て
い る 。

(表23 - 1 ) 有効求人倍率 (兵庫県)

求 前
人
イ土口

hさずュ主

95 .  1 � 3 0 . 47 0 . 02 
96 .  1 � 3 0 . 55 0 . 08 

1O�12  0 . 63 0 . 12 
97 .  1 � 3 0 . 62 0 . 07 

4 � 6  0 . 59 ""0 . 03 
7 � 9  0 . 57 ""0 . 05 
1O� 12 0 . 53 ....0 . 10 

98 .  1 � 3 0 . 47 ....0 . 15 
4 � 6  0 . 39 ....0 . 20 

(各 4 半期の数値 は 、 該 当 月 の季節調整値の平均値)

(表23 - 2 ) 有効求人倍率 (被災地)

求
人
倍
率

前
年

差

95 .  1 � 3 
96 . 1 � 3 

10� 1 2  
97 .  1 � 3 

4 � 6  
7 � 9  
1 O� l2 

98 . 1 � 3 
4 � 6  

0 . 4 1  i 0 . 04 
0 . 48 i 0 . 07 
0 . 55 I 0 . 1 1 
0 . 54 0 . 06 
0 . 47 ""0 . 02 
0 . 46 ""0 . 06 
0 . 45 i ""0 . 10 I 

0 . 40 I ""0 . l 4  ! 
0 . 3 l  ....0 . 16 i 

(求人倍率の差は ポ イ ン ト 差)
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資料出所 職業安定業務統計

(注 1 ) 震災前後に数値が大 き く 変動 した こ と か ら 1994年12月 - 1995年 4 月 ま での数値 を 参考のため記載 し て い る 。
(注 2 ) 求人倍率は、 1998年 2 月 季節調整位置 き 換 え に よ り 、 1997年12月 以前の数値 を 改訂 し て い る 。
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ま た 、 有効求人数で、 は 、 98年 3 月 が48 ， 563人で前年 に比べ14 . 5% の減少。 前年の 7 月 か
ら 連続 し て の 減少 と な っ て い る (98年震 に 入 っ て か ら も 減少傾向 は続い て い る ) 0 ( 表24)

ま た 、 兵庫県下 と 被災地の 4 半期 ご と の 有効 求人数 と 求職者数の動 向 は (表25 - 1 ) 、
お よ び (表25 - 2 ) に ま と め た 。 有効求職者の前年増減比 を 見 る と 被災 地 の ほ う が兵庫 県
全体の 数値 を 上回 り 、 被災地で多 く の 人がい ま な お職 を 求め て い る 実態 がみ て と れ る O

一方、 就業形態別 の 常用 労働 者数 を 見 る と 、 一椴常用者数が97年 に 入 っ て か ら 前年 同 期
に 比 べ て 減 り 続け て い る の に比べ、 パ ー ト は 逆 に 同年 に 入 っ て か ら 同 じ く 前年対比で増 え
続け て い る 。 (表26)

(表25- 1 )  (兵庫県)

有効求職者数

前 手[ 前
寺t 効 'f 
t将 t持
訴え 月後 滅
比 % 者 よ七 %

95 . 1 � 3 44 ， 855 2 1 .  7 89 ， 273 14 . 5  
96 . 1 � 3 48 ， 778 8 . 7  84 ， 825  ... 5 . 0  

1 0 � 1 2  54 ， 048 1 1 .  3 82 ， 31 2  ... 1 0 . 2 
97 .  1 � 3 54 ， 030 1 0 . 8  i 82 ， 974 ... 2 . 2  

4 � 6  53 ， 266 4 . 0  96 . 9 1 9  8 . 5  
7 � 9  52 ， 485 ... 2 . 2  93 ， 622 7 . 9  
1 O � 1 2  50 ， 286 ... 7 . 0  90 ， 615  1 0 . 1 

98 .  1 � 3 46 ， 673 ... 1 3 . 6  95 ， 632 1 5 . 3  
4 � 6  4 2 ，  20 . 5  1 14 ， 675 1 8 . 3  

パー ト を 含む会数、 各 4 半期 の数値は 月 平均

(表25 - 2 )  (被災地)
「一一一

有効求人数 有効求職者数

手f 市I 有 言
効 年 効 if 
求 増 求
人 減 事裁 ìJ成
委立 比 % I 者 i七 %

95 . 1 � 3 25 ， 037 28 . 2  61 ， 468 1 5 . 1  
96 . 1 � 3 27 ， 883 1 1 . 4  58 ， 083 ... 5 . 5  

1 0 � 1 2  29 ， 87 1  5 . 4  54 ， 703 ... 1 5 . 0  
9 7 .  1 � 3 29 ， 739 6 . 7  55 ， 450 ... 4 . 5  

4 � 6  29 ， 660 2 . 9  63 ， 365 7 . 8  
7 � 9  28 ， 968 ... 2 . 6  I 63 ， 231 1 0 . 7  
1 O � 1 2  27 ， 884 ... 6 . 7  61 ， 72 1  1 2 . 8  

98 . 1 � 3 26 ， 335 ... 1 1 . 4  65 . 276 1 7 . 7  
24 ， 60 1  ... 1 7 . 1 78 24 . 2  

ノ fー ト を 含む全数、 各 4 半期 の 数値は 月 平均
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(表26) 就業形態別常用労働者数

1 0 � 1 2  I 1 ， 1 96 ， 617 I 1 . 5  I 247 守 770 I À 9 . 3  
97 . 1 � 3 I 1 ， 176 ， 978 I À 1 . 6 I 252 ， 421 I 3 . 1 

4 � 6 I 1 脱 出 I À 2 . 2  I 日 制 6 . 4
7 � 9 I 1 ， 174 ， 91 2  I À 1 . 9  I 2仏 側 6 . 9
10�12  1 ， 154 ， 898 I À 3 . 3  I 270 ， 245 I 9 . 1 I I 98 .  1 � 3 I 1 ， 133 ， 816  I À 3 . 7  I 283 ， 066 I 12 . 1  I 
4 � 6 1 .  144 . 388 ! À 3 会 3 I 279 . 629 I 1 0 . 2  I 

L一…一一一一 一一一一一一一一… L一一一一一一一_ J一一一一一一一一一 …し一一一二十二_.

5 人以上規模の事業所、 各 4 半期の数値 は 月 平均

こ れ は 、 景気の後退色が一段 と 強 ま る な ど、 先行 き の不透明感や金融界 に 象徴 さ れ る 日
本版 ビ ッ グパ ン の経済界、 産業界の潮流 を 映 し た も の と 受 け止め ら れ る O す な わ ち 、 企業
の体質強化の た め の リ ス ト ラ の傾向が従業員対策 に 表 れ 、 企業体質 に 柔軟性 を 持たせ る た
め に常用労働者 を 減 ら し 、 代 っ て パ ー ト の雇 い 入 れ を 増 や し た結果 と み ら れ る O

2 .  40伐の 職場 が な い
有効求職者 (常用) に つ い て は 、 若年者 と 高齢者の 割合が高 く 、 特 に 中 高年齢者の雇用

環境 は依然 と し て厳 し い状況 に あ る O
N H Iく が テ レ ピ で 放 映 し た 雇 用 の 特 集 番 組 (98 . 10 . 21 ) の レ ポ ー ト に よ る と 40代 は 一

般的 に 言 っ て教育費 、 ロ ー ン な ど多 く の 支 出 が必要 な の に対 し 、 求人側 の給与が低 く 、 し
か も 求人職場が必 ず し も 安定 し て い な い な ど、 求職側 と 求人側 の す り 合 わ せ は な か な か
マ ッ チ し に く い の が現状で 、 離職者が想録す る 以上 に社 会 は 厳 し い の が現実の よ う だ。

東京で調 べ た 賃金の ミ ス マ ッ チ は 月 収で次の よ う に な っ て い る 。

接 客
事 務

求職者 求人側
25万
27万

18万 ~
22万~

管理職 50万 30万~
求職側 の 希望 す る 賃金水準 と 求人側 の提示す る 賃金の額で大 き な 差が見 ら れ る 。
も っ と も 、 50代 に な る と 子 ど も が 自 立 し て家 を 離れ て い る な ど、 家族構成の 人数が少 な

く な っ て 生活費 の 負 担が軽 く な っ て く る の で 、 給与水i焦が低 く て も 就職が可 能 で 、 ま た 、
職 を 見つ け る こ と がで き る と い え る 。

45歳 を 区切 り と し て 、 そ れ未満 と そ れ以上 の 年齢別有効求人倍率 を 示 し た の が (表27
1 ) お よ び ( 表27 - 2 ) で あ る 。
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( 表27� 1 )  年齢別有効求人倍率 (兵庫県) ( 表27� 2 ) 年齢別有効求人倍率 (被災地)

有効求人倍率 は 、 45歳以上で は未満 に比べて 3 分の l 以下で、 大 き な差 が見 ら れ る O 特
に被災地の場合、 97年度で み る と 兵庫 県下 の 数値 よ り も 45歳未満で0 . 13 � 0 . 1 6 ポ イ ン ト 下
回 り 、 45歳以 仁 で はO . 03 � 0 .  04 ポ イ ン ト 低 く 被災 地 で の 職探 し の厳 し さ を 表 し て い る 。

3 . 倒産 に よ る 解雇 が増 え る
職種別 で は 、 復興特需が一巡 し た と は い え 依然、 建設職 は 求人数が求職者数 を 上 回 り 、

求人倍率で は 1 . 67倍 と な っ て い る 。 こ れ に 対 し事務 職 は 、 求人1 ， 214人で前年 よ り 1 . 4% 減 っ
て い る の に 、 求職者の 数 は 5 ， 332人で前年 よ り 9 . 6 %増 え 、 職種 に よ る ミ ス マ ッ チが 目 立 っ
て い る o (表28)

4 . も ろ に響 く 景気の酷迷
97年か ら 98年 に か け て 景気の低迷がそ の ま ま 雇用 環境 に 影 を 落 と し 、 98年 に 入 っ て か ら

は労働 時 間 の所定外時 間 (残業) が前年 同 期 よ り 減少 、 つ れて所定外賃金 も 目 減 り す る 傾
向 で 、 表 に は 示 し て い な い が 98年 7 月 で は 所定外時 間 は 前 年 に 比べ15 . 7% も 減 り 、 賃 金
で は3 ， 400円 余 の 減額 と な っ て い る o (表29)

ま た 、 復興 は し た も の の 、 そ の後倒産 の た め解雇 さ れ る と い っ た ケ ー ス が増 え て お り 、
本誌 3 巻の 扱 う 時期 を こ え る が97年10 � 12 月 期 と 98年 8 月 を 比べ る と 離職 の 理 由 が大 き く
変化 し て き て い る の が歴然 と し て い る O

97 . 10� 12 98 .  8 兵庫県労働部資料)
自 己都合 63% 46 . 7 %  
非 自 発的 26% 53 . 7 %  

97年1O � 12 月 期 と 何年 8 月 で は 自 己都合に よ る 離職 と 非 自 発的離職 (解雇 ま た は倒 産 に
よ る 失職) の 占 め る 割合が全 く 逆転 し 、 自 分の意思 に よ ら な い離職が半数 を 超 え て い る O
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(表28) 職種目IJ求人求職状況 (新規常用)

98年 8 月 の 数値。 カ ッ コ 内 は 前年晴減比%

ま た 、 所定外賃金の低下 な ど に よ り 、
主人の所得が減 っ た こ と か ら 主婦層 の 職
探 し が97年度か ら 98年度 に か け て 目 立 ち
始め て い る と い う O ま た 、 一般的 に 求職
期 間 が長 く か か る 傾向 で98年度 に な っ て
か ら は 4 、 5 カ 月 かか っ て い る よ う だ。

5 . 穣極的 怠 求人事業 (雇用 対策 )

( 表29) 所定外労働時間 ・ 賃金の動 き
所定外賃金

1 9 ， 714 
21 ， 043 
20 ， 747 
20 ， 763 
21 ， 835 
1 9 ， 995  
20 ， 516 

10 . 2  20 ， 317 
9 . 6  20 ， 098 

9 10 . 4  20 . 623 
10 10 . 7  21 ， 412 
1 1  1 l . 0  2 1  、 554
1 2  10 . 7  21 ， 370 

98. 1 9 . 6  19 ， 907 
(95 . 0) (94 . 6) 

10 . 3  20 ， 406 
(93 . 6) (98 . 4) 

3 I 1 0 . 6  20 ， 125 
(95 . 5) (96 . 9) 

( ペ 10 . 6 いO 刷
(92 . 2) (93 . 9) 

毎月 勤労統計調資に よ る 、 カ ッ コ 内 は 対
前年同 月 比

兵庫県で は 離職者の早期 再就職 を 支援す る た め 、 積極的 な 求人確保対策 を 進め て い る 。
質 ・ 量両面 に わ た る 求 人確保が求め ら れて お り 、 特 に被災地 で は 阪神 ・ 淡路大震災復興基
金 を 活用 し た 「被災者奨励金」 の 支給、 「被災地 し ご と 開 発事業」 の 実施 な ど、 震災 に よ
り 減少 し た雇用機会の確保、 被災者の就業支援対策 な ど を 実施 し て き た。

こ の た め 、 被災地の神戸、 灘、 尼崎、 西宮 な ど の 職業安定所 を 中 心 に 各安定所単位で雇
用 開発推進班 を 設け 、 求人開拓 に 当 た っ て い る 。

活動実績は 次の と お り で あ る 。 (表30)

( 表30) 雇用 開発推進班の活動実績
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ま た 、 民 間 企業 の 人事、 労務管 理 な どの経験者 に委嘱 し た 「特別求 人 開 拓員 」 の96年度
の 求人 の 活動 実績 は 、 求 人 の た め の コ ン タ ク ト を と っ た事業所3 ， 576件、 確 保 し た 求人数
2 ， 016人 に の ぼ っ た 。

97年度 の 新規事業で 目 立つ も の と し て 「ふ れ あ い ハ ロ ー ワ ー ク
発事業」 があ げ ら れ る O

「 被 災地 し ご と 開

「 ふ れ あ いハ ロ ー ワ ー ク 事業」 は 、 震災 に よ る 仮設住宅 の 全居住者 を 対 象 に 、 就職、 職
業訓練、 生 き がい就労、 内職、 自 営 な ど仕事 に つ い て被災者個 々 の ニ ー ズ に添 っ た 求 人 開
拓や巡回棺談 を 実施 し た 。 仮設住宅所在地の安定所が こ れ に 当 た り 、 ま ず調 査対象は 3 万
人 を 超 え 、 回答があ っ た の は約 4 千人 で 、 こ の う ち 2 千人強が職 を 求め て い た 。 さ ら に そ
の 中 の900人が求職 を 強 く 希望 し 、 う ち 700人が就職す る と い う 結果 を 得て い る O

「被災地 し ご と 開発事業」 は 、 勤労福祉協会 と の連携で実施 し た事業で 、 仮設住宅 に住
む 中高年齢の被災者 を 対象 に 、 一般的 な 就労 は むずか し いが ピ ラ 配 り 、 電 話 に よ る 企業 の
顧客調査、 通行量調査 な どの軽易 な 仕事 を 新 し い 就労機会 と し て提供 し よ う と い う も の O
月 間10 日 程 の就労で 3 � 5 万円程度の報酬 を 見 込 ん で い る O

こ の事業 は2001年畏 ま での継続事業で 、 仕事 を 通 じ て 、 ま ず家 か ら 出 て も ら い社会 と の
接点 を 持 っ て も ら う こ と に よ り 、 被災者の 精神 的 な 自 立 を も 支援 し よ う と い う 多分 に福祉
的 な 要素 を 持つ ユ ニ ー ク な 事業で あ る O

そ の他 、 震災復興 に 関連 し た 雇 用 対 策 は 次 の と お り で あ る o (新) は 97 年 震 の 新規事業。
〔求人確保対策〕

雇用 開発推 進班 に よ る 求人開拓
ふ れあ いハ ロ ー ワ ー ク 事業 の 実施 (新)
合 同就職面接会 な ど の 開催
被災者雇用 奨励金の 支給
特定求職者雇用 開発助成金の活用
公共事業就労促進法の 円 滑 な 施行 な ど

(職業能力の開発〕

被災地求職者特別訓練の実施
い き い き 就労特別訓練 の 実施 (新)
被災地求職者企業委託特別訓練の実施 (新)
被災者特別訓練受講手当 の支給 な ど

〔生活支擾対策〕

離職者生活安定資金融資の実施
被災地 し ご と 開発事業の 実施 (新)
被災高年齢者生 き がい就労対策事業の 実施 な ど
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〔企業での雇用 維持支援〕

雇用調整助成金の活用
雇用維持奨励金の支給 な ど

〔職業能力の開発〕

生涯能力 開 発給付金の活用 な ど

く参考丈献〉
「最近 に お け る 労働市場」 兵庫保労働部 1998年 4 月 、 同年10月

「最近のん7口 調係if1樗 兵庫県労働部資料

r}��災復興 に 係 る 康用対策」 兵庫県労働部資料

下康)刊 の復興状況 と 分析」 杉村 芳美 都市政策 91 号 神戸都市問題研究所

「 ひ ょ う こ 経済戦時j 1997'f 7 JJ � 98{1ニ 6 月 の各 月 号 兵 庫 県産業情報セ ン タ ー
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て
大波大学大学続国際公共政策研究科教授 林 敏 彦

震災臨後の被災地経済
震災直後の被災地経済 は 、 イ ン フ ラ の倒壊、 ラ イ フ ラ イ ン の途絶、 3 年後 に 6 ， 430名 と

薙定 さ れ る 犠牲者、 建物 を は じ め と し て推定10兆 円 に の ぼる 経済的被害 な ど の た め 、 平時
の市場経済が そ の 機能 の か な り な 部分 を 停止 し た 。 代 わ っ て被災地の衣食 住 、 緊急医療 な
ど基本 的 な 生活 を 守 っ た の は 、 150万人 に の ぼる ボ、 ラ ン テ ィ ア や救援物資 、 1 ， 700億 円 に達
し た義援金 に 象徴 さ れ る 無償の贈与経済で あ っ た 。

震災

骨砂

市 場 経 済

量砂
。 時間

関 1 贈与絞済の出現

確 か に 救援物資 や ボ ラ ン テ イ ア は 、 そ の量 と 迅速 さ に お い て 、 い か な る 行 政的対応や企
業的対応 よ り も 勝 っ て い た 。 そ う し た非営利 団体の活動がな か っ た な ら ば、 被災地 の 暮 ら
し は一層 耐 え 難い も の だ っ た ろ う 。

し か し 、 緊急対応 と し て い か に 重 要 で あ っ た と は い え 、 贈与経済は 市場経済 を 補完す る
役割 を 果 た し た の であ っ て 、 危機か ら の復旧 ・ 復興は高度 に発達 し た市場経済に よ ら ず し
て は不可能 だ っ た 。 復興の 第一歩 は 、 贈与経済か ら 市場経済への転換 を ス ム ー ス に成 し遂
げる こ と だ っ た 。 救援物資が豊富 で あ れ ば被災者は助 か る が、 近 隣 の 商屈 に と っ て 商 品 が
売 れな く な る こ と は 死活問題 だ っ た 。 善意の無料チ ャ リ テ イ コ ン サ ー ト は 、 地元の音楽家
の 仕事 を 奪 っ て し ま っ た 。 ボ ラ ン テ イ ア が甚面 し た悩 み も 、 被災者の 自 立毎興へ の 意欲 を
奨励す る こ と と 真 に 必 要 な 手助 け の境 目 を ど こ に 置 く か と い う こ と だ、 っ た 。

緊急援 i日 か ら 復興へ
被災地 に お け る 交通 、 通信、 ラ イ フ ラ イ ン 等 、 都 市 イ ン フ ラ の復 旧 に は 日 を 見張 る も の

があ っ た 。 港湾施設 に つ い て は 、 平成 9 年 3 月 末 に 全面復旧 し 、 同 年 5 月 四 日 、 復興宣言
を 行 い 世界 に そ の 姿 を ア ピ ー ル し た 。 2 年 を 待 た ず し て 、 高速道路 も すべ て 復 旧 し 、 公共
交通機関 も 含め 、 陸路、 海上輸送路 と も 交通網は完全に復旧 し た 。
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電気、 ガ ス 、 水道、 下水道、 電話の各 ラ イ フ ラ イ ン の立 ち 上が り は 早 く 、 震災後 3 ヶ 月
で す べ て復 旧 し 、 市民生活の 支 え と な っ た。 住宅 に つ い て は 、 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年
計画」 が順調 に進捗 し 、 県下全体で は 、 公的住宅 と 民間住宅 を 合わせた 12万 5 千戸の供給
予 定 に 対 し て平成 9 年度末 ま で に 16万 9 千戸が建築確認 申 請 を と っ て い る 。

経済活動 に つ い て は 、 製造業 の大企業 に おい て は 、 一部の工場の 関 鎖あ る い は神戸市街
へ の 転 出 は あ っ た も の の 、 鉄鋼、 造船、 食品関係、 重電、 ゴム 製品等 ほ と ん ど の 分野で震
災前の操業水準 を 厨復 し た 。 兵E葉県が純生産ベ ー ス で推計 し た 産業復興指数 (建設業 を の
ぞ く ) に よ る と 、 震災前の94年 を 100 と し て 、 97年度 に は100 . 2 と 回復 し 、 被災地の産業活
動 の 水準 は 、 全体 と し て震災前の水準 に復帰 し た 。

都市経済の 復興
こ う し た被災地経済の譲興が進 む に つ れて 、 都市経済の被災の本質が明 ら か に な っ た 。

都 市 は 第 3 次産 業 を 中心 と す る 高度 な相互依存 関係 の上 に成 り 立 っ て い る O も と も と 都市
が都市 と し て 成立す る た め に は 、 産業活動の 集積→雇用機会の増大→人 口 の 移動→地域需
要の増加→産業活動 の集積、 と い う 好縄環が繰 り 返 さ れ な け れ ばな ら な い 。 そ の循環が都
市 の集積過程 を 形成 し て い る O

と こ ろ が、 震災 は こ の循環 を 逆転 さ せ た 。 し た が っ て 都市 経済の復興の た め に は 、 再 び
こ の悪循環 を 、 好循環に 転換 し な け れ ば な ら な い。 そ れ は 、 都 市 を 再生 さ せ る こ と と 向義
で あ り 、 都 市 経済の復興 と は結 局 、 都 市 の 集積 を ピ デ オ の平送 り の よ う に短期 間 で実現す
る こ と に他 な ら な か っ た 。

被害

産業活動

需要減少 麗 用 減少

人 口減少

ヂ
被害

ßI 2 被災都市の懇徳環

政策的支援
復興の 中 心 は被災地の個 人 と 企業 の 自 助努力 で あ っ た 。 し か し こ れほ どの大災害に対 し
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て は 、 問 、 県、 市 と い う 政府部門 の 支援が不 可 欠 で あ っ た 。 3 年 間 に 国 が主 と し て イ ン フ
ラ の 再建 に 費 や し た 国 費 は お よ そ4 . 3兆 円 で あ っ た 。 制度的 に は 、 3 年 間 に 14本の法律が
新 た に 制定 さ れ、 政令は37件、 省 令 ・ 規則 で34件 に の ぼ っ た 。 ま た 、 兵庫県 と 神戸市 は 、
ポ ー ト ア イ ラ ン ド に新規立地す る 特定の産業分野の企業 に対 し て 、 国 と は 独 立 に 県税 、 市
税 の 減免 を 行 う た め の 産業復興推進条例 (県) お よ び神戸起業 ゾ ー ン 条 例 (市) を 制 定 し
た 。

政府支援の あ り 方 に 対 し て は 、 イ ン フ ラ や 産業支援 に ウ ェ イ ト がかか り 過 ぎ 、 個 人支援
が不十分だ、 っ た の で は な い か、 と の声 も 聞 か れ た 。 確 か に 、 私有財産制 を 膚 に 国 に よ る 個
人財産の補償 に 難色 を 示 し た 政府 の 姿勢 は 、 被災地の感情 と し て は受 け 入 れが た い も の が
あ っ た 。 し か し 、 イ ン フ ラ の復 旧 か ら 被災者への税額控除、 優遇利 率 で の 住宅金融公庫融
資 、 事業者へ の制度融資 な ど、 政府の復興支援が極め て 広 範 に 及 び、 効 果 を 発揖 し た こ と
は 正 当 に評価すべ き で あ る O 国 の 支援 と は、 由民の税金に よ る 支援 で あ る O そ の意味で被
災地 は 日 本全 国 か ら の 支援の も と 、 こ れ ま で の 3 年 閉 め ざ ま し い復興 を 遂 げて き た と 言 う
こ と カすで き る O

支媛

市

支援
l果

国
支援

図 3 公的復興支援の ス キ ー ム

困 、 県 、 市 が建設 し た イ ン フ ラ は 、 直接個 人生活 に対 し て 基盤的サ ー ピ ス を 提供す る 。
産業 イ ン フ ラ は 製造業、 商業、 金融業、 サ ー ピ ス 業 な どす べ て の 産業 に 活動基盤 を提供 し 、
あ る い は イ ン フ ラ の 建設そ の も の が産業活動 と も な る O そ う し た 産業活動 は 、 雇用機会 を
提供 し 、 個 人 に と っ て所得の源泉 と な る O 個 人 は ま た 、 支出 に よ っ て産業活動 を 支 え 、 個
人 と 企業 の 間 に は 経済循環が形成 さ れ る O

こ う し た ス キ ー ム の全体を 通 じ て 、 公的復興支援 は マ ク ロ 的 、 に は か な り の規模 に
上 っ た と 評価 し て よ い。 し か し な が ら 、 ミ ク ロ の視点 に立っ と 、 制度が複雑で分か り に く
く な り 、 購 買 力 の 県外流出 、 本当 に 必 要 な と こ ろ に支援が届 か な い ケ ー ス な どが 目 立 ち 、
な に よ り も 政策決定 タ イ ミ ン グの ず れ か ら 、 政策の演出効果が半減 さ れた こ と は残念 で あ
る 。
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復興 4 年 目 に 向 け て
被災地経済 は 日 本経済の ゆ る や か な 景気回復基調 の 中 で 、 ま た 強 ま っ て い く グ ロ ー パル

な 競争環境の 中 で 、 経済復興 を 遂げて い か な け れ ばな ら な か っ た 。 マ ク ロ 経済 の 総需 要 に
力 強 さ が欠 け る こ と は 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 、 オ フ ィ ス ピ、 ル 、 観光等の復興に影 を 落 と し た 。
ケ ミ カ ル シ ュ ー ズや ア パ レ ル 、 港湾サ ー ピ ス な どで は 、 高 ま る 国際競争の圧力 が ひ し ひ し
と 感 じ ら れた 。

そ し て 、 97年か ら の 日 本経済の マ イ ナ ス 成長、 戦後最大の 不況が、 復興の胸突 き 八 丁 に
さ し か か っ て い た被災地経済 を 在撃 し た 。 い ま 兵庫 県 の 有効 求 人倍率 は 0 . 4 と 、 全民平均
を 大 き く 下 回 っ て い る 。 不況は需要サ イ ド を 萎縮 さ せ る 。 復興で供給閣 を 修復 し た被災地
経済 に と っ て は 、 不況で減退 し た 需要 を ど う 復活 さ せ る か と い う 新 た な 課題 を 抱 え 込む こ
と と な っ た 。

次 に 、 マ ク ロ 的 な 復興指数 は ほ ぼ震災前の水準 を 回復 し た と し て も 、 復興 を マ ラ ソ ン レ ー
ス に例 え れ ば、 ラ ン ナ ー の列が先頭 か ら 最後尾 ま で長 く 伸 びて き た 、 と 表現す る こ と がで
き ょ う O こ れか ら の 産業譲興は 、 産業復興 と 生活復興の谷 間 に 陥 っ た個人業主 を 中心 と す
る ラ ン ナ ー を 助 けつ つ 、 先頭 を 走 る ラ ン ナ ー が好記録 を 出 せ る よ う 、 戦略的 に 行 わ れ な け
れ ば な ら な い 。

ま た 、 都市経済の復興は都市 そ の も の の復興 と 同義で あ る こ と に 鑑み、 こ れか ら の 産業
復興政策 は 、 ま ち づ く り の視点、 住 宅 を 含め た都市景観や イ メ ー ジ の視点、 環境への 配慮
の視点、 国 際競争の視点、 都市の総合的魅力 の視点 な ど と の相互連関 の 上 に 、 築 か れ な け
れ ばな ら な い で あ ろ う O
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は じ め に

区 画整理地 区 の 3 割で仮換地

復興都市計頭事業決定か ら 3 年 を 迎 え た98年 3 月 17 日 現在、 土地区画整理事 業 は ほ ぼ全
域で事業実施の メ ド がつ き 、 仮換地の段階 に 入 っ た 。 再開発事業 は 、 一部で は事業開 始 に
と も な う 受 け 皿住宅の建設の段階 に 進 ん だ と こ ろ も あ る が、 面積に し て 4 割 も の 地 区 で ま
だ事業計画が決定 し て い な い。

復興土 地 区 爾整理事業 の 施行が決定 さ れ て い る の は 、 追加指定地 区 を 含め て 17 地 区 、
254ha。 こ の う ち 神戸市東灘 K の 森 高地医 (森南 2 了 目 ) 、 芦屋市の芦屋西部第 l 地底 (清
水町、 前 田 町) を の ぞ、い て 事業計 画 が決定 し て い る 。

98年 3 月 末の現在での仮換地の 指定率 は 全体の約 3 割。 96年 8 月 に 最 初 に 指 定 さ れた 神
戸市長 田 区 の 鷹 取東第 l 地区 は93% 、 灘肢 の 六 甲 道駅西 地 区 は 74 % 、 高宮市 の 商宮 北 口 駅
北東地区 は60% に な っ て い る 。 西目市森具地 区 は 現地換地 の一部 を 除い て全域で一斉指定
を 行 っ て い る O

{反換地指定の後、 住宅再建が始 ま っ た が、 再建 さ れず に 空 き 地の ま ま 放寵 さ れ た 宅地 も
あ る O さ ま ざ ま な 公的助成措買 は あ る も の の 、 資力 を も た な い被災者、 返 済 の 見 通 し が立
た な い 高齢被災者が多 く 取 り 残 さ れ て い る こ と を う かがわせ る O

市街地再開発事業 は 、 6 地区33ha の う ち 約20ha で事業計画が決定 し た。 30階建 な ど高麗 ピ
ルが建 ち 並ぶ こ と に な る が、 被災地で は住宅供給過剰の傾向が現れ て き て い て 、 マ ン シ ョ ン
が売れて建設費 を補い、 住民が増 え て ま ち が活気づ く はずの保留床分譲の見通 し は 明 る く ない。

異質 な ま ち な み景観が 問 題 に

住宅、 庖 舗 な どの建物 の再建は 、 西宮 、 芦屋市や神戸市東i難底、 灘区 な ど被 災地の東部
で は 進 ん だ も の の 、 神戸市兵庫 区 、 長 田 区 な どの西部 で は 停滞 し 、 ま ち復興の 「東高西低J
問題が指摘 さ れ る よ う に な っ た。

市街地 に 再建 さ れ た 住宅 は 、 プ レ ハ ブ建築 な どハ ウ ス メ ー カ ー の工業化 さ れた建築物が
呂 立 ち 、 こ れ ま で の 町並み景観 と は異 質 な 印象 を 与 え て い る 。 こ こ か ら 軒並 み景観の論議
が本格的 に な っ て き た 。 ま ち の復 興 は 、 ど れ だ け の住宅や 寵底が再建 さ れ、 人 が戻 っ て き
た か と い う 数字 の 問題 だ け で は な い こ と が指摘 さ れ る よ う に な っ た 。 都市の復興 は 、 建築
物 の復興 だ け で は な く 、 建築物が高密度で集積 さ れた 空 間 が生 み 出 す 精神性、 近代文化の
具象 と し て 、 どの よ う な 評価 を 得 ら れ る の か 、 と い う 点 に 関心が集 ま り 始め て い る 。

震災な地の処理 に つ い て も 、 ま ち の景観 を 荒涼 と さ せ、 防犯上 の危 ぐ も あ る こ と か ら 、
空地の活用 策 に つ い て の議論が起 こ っ て き た 。 空地がい つ ま で も 存在 し て い る と 復興対策
の 遅延 で あ る と 批判 さ れか ね な い 、 と い う あ せ り の 一方 、 空 地 は く原 っ ぱ 〉 で 、 多 用 途 に
活用 で き る 自 由 な 空 間 だ、 と い う 意見 も あ る 。 こ こ か ら 、 震災空地の新 し い生 か し 方 の 議
論 も 始 ま っ た。
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| 第一節 定点観測で、復興を追 う 一帯の復興カルテ」 か ら
鳴海邦碩 ・ 大板大学工学研究科教授 を 中心 に し た都市環境 に 関心 を も っ研究チ ー ム は 、

96年夏か ら ピ ル や住宅の再建、 さ ら 地の 利 用 状況 な ど、 ま ち の復興状況 を 、 神戸 、 芦屋、
間宮市 と 津名郡一宮町の 8 地区 で継続 し て記録す る 定点観測 を 行 っ て い る O こ の調査は 「街
の復興 カ ル テJ と し て ま と め ら れ、 第 1 屈 の平成 8 年度版 に続い て 、 第 2 回 調査結果が何
年 3 月 に 平成 9 年度版 と し て刊行 さ れ た 。 こ の調査結果の う ち の い く つ か を を 紹介 し 、 ま
ち の復興状況の 問題点 を 概観 し て み る O

定点観測 の 地 区 と 担当 者 (代表)
1 ) 神戸市長 田 j)<: . 須磨区 (野木崇 人 ・ 神 戸芸術工科大学)

2 ) 神戸市 中 央レ 三日地じく!日陪留地 (山本俊貞 ・ 地域問題研究所)

3 ) 神戸市中央区三宮北部地医 (角野泰博 ・ 武庫川 女子大学生活環境学部)

4 ) 神戸市東灘区住吉地区 (重村カ ・ 神 戸大学工学部)

5 ) 神戸市灘区衛策地区 (平山洋介 ・ 神 戸大学発達科学部)

6 ) 芦屋市 (鳴海邦碩 ・ 大阪大学工学部)

7 ) 西宮市 ( 旧端修 大波芸術大学芸術学部)

8 ) 津名郡一宮町 (三谷哲土産 ・ 流通科学大学)

1 . 復興の概況 と 問題点
平成 9 年度版 に ま と め ら れ た 定点観測 は 、 97年 7 月 か ら 8 月 に か け て 行 わ れ た が、 震災

2 年半 の 時点 で の そ れぞ、れ の 報告 の 要点 を 鳴 海教授 は 「街の復興 カ ル テ 』 の 冒頭で次の よ
う に ま と め て い る 。

〔復興産菌整理地区 の状況〕

神戸市長田 広 の復興区画整理地 区 の 輔員 6 m 以上の道路に面 し て い る 敷地 は 再建 さ れて
い る も の も あ る が、 さ ら 地 (空地) 率 は 70 % 台 に と ど ま っ て い る O 人 口 の減少が顕著で、 、
工場の 倒 産や土地の権利 関係問題が表出 し て お り 、 事業推進の難 し さ が推 察 さ れる O

〔都，む部の復興状況〕

業務地 区で あ る 神戸市 中 央区 の !日居留 地地区 で は 、 被害甚大 ピ ル約 170諌の う ち 約100棟
は 、 空 き 地 も し く は仮設建物や駐車場 な どの暫定的 な 利 用 に な っ て い て 、 復興の遅滞が認
め ら れ る O 昨年の調査で は 約60棟の再建が見 ら れ、 そ の 大半 は小規模敷地 に お け る も の で
あ っ た。 そ れ か ら l 年後 に 再建 さ れ た の は 10棟で 、 こ れ ら は お お む ね大規模敷地で あ っ た 。
小規模敷地 に つ い て は 共同 化 の必要性が言 わ れ続 け て い る が、 現時点 ま で に 実現 し た も の
は 調査対象地 区 内 に は見 ら れ な い 。
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神戸随 一 の繁華街であ っ た 三宮北部地医 は 、 前年調査で33あ っ た 〈放寵 十 仮 ri立 十 空地〉
の 敷地が減少 し て は い る も の の ま だ23 カ 所 も あ る 。 底 舗 数 は 160件あ ま り 増 加 し 、 震災前
の82 % に ま で 回復 し て い る 。 た だ 、 北野坂は震災前の水準 に 回復 し た が、 下 山 手通 と 東門
街 は 回復途上 で あ る 。

一方で、震災 の影響で新た な に ぎ わ い の核が、 ト ア ロ ー ド の 西側地区 ト ア ウ エ ス ト に生 ま
れ て い る 。 壊滅的 な 打撃 を 受 け た 三宮地区の受け皿 と し て 、 若い経営者が進 出 し 、 かつ て
の裏通 り が務者の ま ち と し て い ち 早 く 活気 を 取 り 戻 し て い る 。

〔住�市街地の纏興状況〕

重点復興地域 に 指定 さ れ て い な い 、 い わ ゆ る 白 地地 区 の う ち の住宅 市街地 の復興状況 は 、
灘区南東地 区 で は 、 98年 1 月 時点 で 〈解体→恒久建築〉 は 66 % 。 東灘区住吉 地 区 で は97年
5 月 時点 で 、 建物の棟数で は 7 割 あ ま り の 回復 だが、 戸 数 で は 9 割以 f: 回復 し て お り 、 街
区 に よ っ て は震災前 を 上 回 る 住宅戸数が存在 し 、 fおじ{ ご と に 異 な る 復興状況 を 治 し て い る 。

芦毘市で は さ ら 地 に な っ た敷地の 6 � 7 割 ま で再建が進 ん で、い る 。 西宮市 で は 震災前 か
ら の 空 き 地 に も 新 た な 建物が建つ例があ り 、 厳密 に は 再建 数 を 把握で き な い が、 非再建率
は 2 割近 く で、 全体 に 6 � 8 割が復興 し た と 見 ら れ る 。

淡路島 も ほ ぼ向 じ 傾 向 で 、 一宮町で は 全被災建物 に対す る 再建建物数 の 割 合は 、 修復利
用 も 含め る と 60 � 75 % で あ る O

〔住宅の増加 と 居住者の入れ替わ り 〕

東灘区住吉地涯 で は 、 新築戸建て住宅は震災前 か ら の居住者の継続賠住が多 く 、 新築非
木造共同住宅で は そ の過半数が従前居住者で は な い と い う 結果 を 示 し て い る 。

芦屋市で 、 大型敷地や併合敷地で の マ ン シ ョ ン 化が進 ん で い る 地肢があ り 、 全体的 に 戸
数の増加が推測 さ れ る 。 だが、 従前 の低家賃の文化住宅や ア パ ー ト の再建 は ほ と ん ど な く 、
居住者の入 れ替 わ り が促進 さ れ た と と ら え ら れ て い る 。

西宮市で は従前の戸数 を は る か に 上 屈 る 戸数の住宅建設が進 ん で、 い る 。 今後残 さ れた
地 に住宅建築が進 む と 住宅戸数は さ ら に 増加 し 、 地域の 構造 を 変 え る ほ ど の 影響 を 及 ぼす
こ と が考 え ら れ る 。

〔寵輿 ま ち な み の特徴〕

復興に よ っ て 新 た に建設 さ れ た 住 宅 は 、 こ れ ま で に は な い ま ち な み を 生 み 出 し て い る O
灘区高東地 区 での調査で は 、 新築 さ れ た 一戸建住 宅 は 「規模 ・ 形態 の ス リ ム 化 、 高容積化、
3 階建化、 構造の プ レ ハ ブ化、 居 室 な どの 洋風化、 外部空間 の 駐車場化、 非緑化」 と 要約
さ れ る 。 転入世帯が新築す る 一戸建住宅 も 、 定住世帯が も た ら す変化 を 強め る 性質があ り 、
調査担 当 者 は そ の特徴 を 「乾燥、 自 問 、 虚構化 と も 呼べ る 方向へ向 か っ て い る 」 と 述べ て
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い る 。
芦屋市 で は 、 従前か ら の 良好 な住宅地 イ メ ー ジ と 高度地区規制 に よ り 、 中 低層 住宅地の

基本構造 は 大 き く 変化 し て い な い が、 塀 や 生 け垣が敷地 を 囲 ん で 、 小 さ く て も 庭 に土 と 緑
があ る こ れ ま で の 見'慣れ た 戸建 て生宅地の ま ち な み と は 異 な る 嵐長が現 れ て き て い る 。 そ
の 要 因 は 、 設装パ ネ ル と 単純化 さ れた形態の プ レ ハ ブ型住宅の 出 現 、 敷地の前面 を 駐車ス
ペ ー ス に 当 て 、 結が減少 し 、 コ ン ク リ ー ト で覆 わ れて き た こ と に あ る と 見 ら れ る 。

〔復興 か ら 取 り 残 さ れ た空地〕

灘 区 で は 、 以前 は 長屋住宅、 木造共同住宅 な ど で あ っ た敷地や 、 40m2 未 満 の 敷地で再建
の遅れが見 ら れ る 。 幅員 4 m 未満の道路 に 面 し た 敷地で恒久住宅の 出 現が相 対 的 に 少 な い。
東j難区 で も 、 狭小宅地 ・ 未接道宅地が多い 街 区 で は全体的 に 回復が遅 れ て い る 。

芦屋市で の 調査で は 、 必ず し も 敷地規模が狭小で あ る こ と が再建の 阻害要 因 と な っ て い
る と は 言 え ず、 市街地構造の違い に 加 え 、 権利関係、 経済事情が反映 し て い る と 考 え ら れ
て い る O 資金力 があ る 地権者の 多 く はす で に住宅 を 再建 し た り 、 他の地域へ転居 し て い て 、
こ れ ら の取 り 残 さ れ た 空地 は 今後当分の 問 、 現状の ま ま の状態が続 く と 考 え ら れ る 。

〔復興第 2 ス テ ー ジ への課題〕

復興第 2 ス テ ー ジ を 前 に し て 、 鳴海教授 は 、 復興 2 年半 の カ ル テ か ら 学ぶ べ き こ と と し
て 次 の 点 を あ げて い る O

1 ) 経液状況 も 反映 し て い る 神戸都心部 の復興の遅れが 目 を ヲ | く 。 こ の こ と は こ れか ら
ち 上 がっ て く る 区画整理、 再 開 発 な ど復興都市計画事業地 区 に も 同様の傾向が現れ て く

る こ と を 予想 さ せ る 。 〈仮設都市〉 的新た な 発想、で こ れ に 対 処 す る 必 要 があ る の で は な い
だ ろ う か。

2 ) 供給 さ れた住宅戸数は震災前 を 大 き く 上 回 る こ と が予想 さ れ、 そ れ を 通 じ て居住者
の 入 れ替 え が相 当存在す る こ と が う かがえ る 。 こ れか ら の復興お よ び復興市街地 に お け る
コ ミ ュ ニ テ ィ ー の形成 を 適切 に 誘導す る た め に も 、 居住者お よ び新 た に建設 さ れ た 住 宅 に
関 す る 詳細 な 謂査 を 仔 い 、 実態 を 把謹す る 必要があ る 。

3 ) 復興市語地で は こ れ ま で に な い特 質 を 持 っ た ま ち な みが形成 さ れて き て い る 。 そ の
特質 を 調査分析す る こ と に よ っ て 、 望 ま し い 市街地形成 の た め に は どの よ う な 方策が必要
か を f食言す し な け れ ば な ら な い。

4 ) 復興停滞空地、 あ る い は復興か ら 取 り 残 さ れ た 空地が各地 に 相 当 数存在 し て い る 。
こ れ ら の 空地が住環境 に マ イ ナ ス の影響 を も た ら さ な い 工夫 を 講 じ る 必要 があ る 。 同 時 に 、
よ り 積極 的 な 利 用 も 考 え な け ればな ら な い 。
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2 . 長田区 ・ 須磨区の さ ら 地
斉木崇人 (神戸芸術工科大学) ら の チ ー ム は 、 前年に続い て神戸市長 田 匿 の長 田 港 か ら

須磨区禅 昌 寺 ま で、 の 東西650 m 、 南北 3 kmの 区域 を 対象 に 調査 し た 。 今 回 は 、 被災地 に お
け る さ ら 地の現況 に 重点 を 置 き 、 97年 8 月 に 、 山 麓住宅地か ら 長 田港沿い の !日 漁村集落 ま
で 、 幹線道 路 に 近 い 5 地区 に つ い て さ ら 地率 ( さ ら 地主存 立 さ ら 地件 数 ÷ 建 築 件 数 X 100)
を 算 出 し た 。

[須磨区養老町 1 丁 目 : さ ら 地率 = 2 1 % J 山 す そ の住宅地で戸建て住宅が多 い 。 被害 は 軽
微 だ っ た が、 取 り 壊 し て 新築す る 動 き が早 く か ら 進み 、 ま ち の 表情 は 一変 し た 。 さ ら 地 の
放置期 間 は短 く 、 住宅の新築工事の準備段階、 ス ト ッ ク だ と 判 断 さ れ る 。

[長田 区戸崎通 3 丁 目 : さ ら 地率 ェ 73 % J 市営地下鉄、 山 陽電車板宿駅に 近 い近 隣商業地
域 と 住宅地域の 混在。 火災の被害 を 受 け た。 さ ら 地 に は神戸市 も し く は地権者 に よ っ て フ ェ
ン ス が張 ら れて い る O
[須磨区大池町 1 丁 目 : さ ら 地率 = 7 9 % J 壊滅的被害 を 受け た 区域。 6 m 道 路 に 面 し

場、 商業施 設 は 早 く か ら 復興が進 ん だが、 一定期 間 を 過 ぎ る と 再建 は止 ま っ た 。
卵 に た と え る と 、 周 縁部で あ る 自 身 の部分の み復興が進み 、 黄 身 の 部分 は さ ら 地の ま ま 放

さ れて い る O
〔長居 区若松町1 0丁 盟 : さ ら 地率 = 75% J 被害が甚大で 、 工場の 倒 産 、 人 口 の 減少、 土地

の権利 関係問題が表出 し た 区域。 区画整理対象地域 で あ る た め さ ら 地 の 分布状況は震災直
後 と 変 わ り な い が、 区画整理事業の 進行 に よ っ て 街区全体の再建が確実 に 進 む こ と が予測
さ れ る O
[長聞区駒ケ林 3 丁 思 : さ ら 地率 ロ 18 % J 旧 漁村集落で、 準工業、 住居地域が混在。 街院

の 内側 は狭い網 目 状の路地 と 木造 2 階建住居 に よ っ て構成 さ れて い る O さ ら 地 の 多 く は 、
周 辺敷地 で行 わ れ て い る 新築工事の資材置 き 場、 加工場 と し て利 用 さ れて い る O

半分が広場や駐車場 に 一一駒ケ林の さ ら 地の現況 と 分類

斉木崇人 (神戸芸術工科大学) ら の チ ー ム は 、 長 田 毘駒 ケ 林 l 丁 呂 か ら 6 丁 目 の地域で、
さ ら 地の現況調査 を 行 う な か で 、 他 の 地域で は さ ら 地が面的 に広 が っ て い る の に対 し て 、
こ こ で は密集 し た建物の 中 に 点 的 に存在 し 、 さ ま ざ ま な 形で利用 さ れて い る こ と に注 目 し 、
さ ら 地の分布、 利 用 の状況 を 次の よ う に ま と め た 。

駒 ケ林 l 了 目 か ら 6 了 日 は 、 他 の比較調査区域 と 比べ る と 復興が進 ん で、 い る よ う に見 え
る が、 市街地整備事業区域外 の 白 地地域であ る O し たが っ て こ の 地区 は 、 ま ち の外部か ら
働 く 力 に よ る 復興で は な く 、 内 部 の 地域住民の復興への活力 が直接復興状況 に現 れ る こ と
が予測 さ れる O だが、 さ ら 地の 〈放置型 + 駐車場型 + 資材置 き 場型 十 聞 い込み型〉 は 合計
74 . 3 % に の ぼる O こ れ は 、 毎興への活力 を 有 す る 地権者の 多 く は 既 に 生宅 を 再建 し た か 、
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他の地域へ転居 し た た め に取 り 残 さ れた さ ら 地 だ と 考 え ら れる O こ の状況 は 当 分の 間 続 く
も の と 考 え ら れ る O
[放置型] 震災後、 人の手が加 え ら れず放龍 さ れた ま ま の状態。 震災甚 後 の 状態 を 残 し て

い る も の も あ れば、 あ る 程度建物 を 破壊、 撤去 し た状態 の も の も あ る O
[広場型〕 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の場 な ど と し て 生活の一部 に利用 さ れて い る も の O 幹線道

路か ら 離 れ た奥 ま っ た場所 に存在す る O 玄 関 や 勝手 口 が面 し て い る 場合が多 い 。 多 く の場
合、 子 ど も の遊 び場 に な っ て い る O

[植栽型] 花壇や焔 と し て利 用 さ れて い る 。 広場型同様幹線道路か ら 離 れ た奥 ま っ た場所
に存在す る が、 玄 関 や 勝 手 口 が面 し て い な い。

[駐車型] 駐車場所 と し て使 わ れて い る O 幹線道路沿い の ア ク セ ス し や す い場所に あ る O
土、 砂利 、 ア ス フ ア ル ト 、 コ ン ク リ ー ト 舗装 な どの違いがあ る O

[資材置 き 場塑] 震災時の が れ き や 周 辺敷地の 修理 ・ 新築工事用 資材が寵 か れて い る も の。
他の分類型 と 併用 さ れ る 場合が多 い 。

[ 囲 い込み型] 主 に市 や県が所有す る 土地 を フ ェ ン ス や塀で間 っ た も の O 人が侵入 し た り 、
利 用 で き な い状態だが、 ゴ ミ が多 く 捨て ら れて い る 例が多 い 。

[建設 中 型] 新築、 改築工事中 の も の O

( 表 1 ) 駒ケ林の さ ら 地の分類 (97年 8 月 )

l .  
2 . 広場型 18 2 ， 031 1 2 . 5  112 . 8  
3 . 植栽型 14 1 ， 576 9 . 7  1 12 . 6  
4 . 駐車場型 25 2 ， 827 17 . 4  1 13 . 1  
5 . 資材遣 き 場型 9 1 ， 007 6 . 2  1 1 1 . 9  
6 . 固い込み現 35 3 ， 948 24 . 3  1 12 . 8  
7 . 建設中 5 568 3 . 5  113 . 6  

3 . 三官 . I日居留地の復興状況
山本俊貞 ・ 地域問題研究所 は 、 神戸市 中 央区三宮地区 の復興状況 を 定点観測 し て い る O

対象区域 は 、 南北は J R 三 ノ 宮駅 (板急三宮駅 を 含 む ) か ら 国道 2 号 ま で、 東西は元神 戸
新 開 会館 と 神 戸調工貿易 セ ン タ ー ピ ル を 結ぶ道路か ら 西へ大丸神戸商 ま で の 「地区計画」
が決定 さ れ た 約 70ha。 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー や市役所、 銀行、 貿 易 商社 な どが集 ま っ た
神 戸 随一 の 業務 中 枢集積地 区 で あ る 。 (第 7 章産業 ・ 雇用 第 2 節 「器 を ど う す る オ フ ィ ス ビ ル の 被

害 と 復興」 を 参照)

空 き 地が 国定化 一一三宮地震の復興状況

97年 8 月 現在 、 ラ イ フ ラ イ ン 、 道路 な どの市街地基盤施設 の 補修 は ほ ぼ完了 し た 。 崩 壊
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し た 三宮セ ン タ ー 街 の ア ー ケ ー ド再建工事 も 始め ら れ よ う と し て い る (注 1 ) 。
建物 は 、 全体撤去や上層 階撤去 が さ れ た 約 1 70棟の被害甚大 ピ ル の う ち 3 割 に あ た る 約50

棟が再建 ・ 補修が終わ り 、 約20棟が工事 中 。 残 り の 約100掠の 敷地 は 、 外観か ら 判 断す る
限 り 、 空地 も し く は仮設建物や駐車場 な どの暫定使用 に な っ て い る 。

現時点 で の 再建動 向 は 、 500m2未満 の小規模 な 敷地 と そ れ 以 上 の 大規模敷 地で か な り の
差が認め ら れ る 。 何年 9 月 で の調査で は 、 再建 ・ 補修済 み 、 も し く は工事中 の 建物 は 約60
棟あ っ た 。 こ れ ら の う ち 約50棟は小規模敷地 に お け る も の で あ っ た 。 97年の 謂 査 に お い て
は再建 ・ 補修済み ・ 工事中 は 約70棟で10棟増 え た に 過 ぎ な いが、 こ の新た に 着 工 さ れた の
は お お む ね 大規模敷地 で あ る O

こ の こ と か ら 、 つ ぎ の 点 が指摘 さ れ る 。
1 ) 小規模敷地 で は 、 立 ち 土が り が早 く 、 建つ も の は昨年で既 に 多 く が完了 も し く は着

工 し て い る O そ れ以外の敷地 は 、 今年調責で も 大部分が放置 さ れた ま ま で、 建 つ も の は 建
つ 、 建た な い も の は建 た な い 、 と い う 2 極化が見 ら れ る O

2 ) 大規模敷地 は 、 昨年の調査時点 で は未着工の敷地が大部分であ っ た が、 今年 の調査
で は多 く が着工 し て お り 、 そ れ以外で も 仮設応舗や駐車場 な ど暫定的 で は あ れ一応の活用
が国 ら れて い る 。

大規模敷地で の ピ ル 再建 に は 、 特定街区制度 ( 2 地区) 、 総合設計制度 ( 3 例) 、 優良建
築物等整備事業 ・ 市街環境形成 タ イ プ ( 3 憐) な ど、 行 政 に よ る 再建支護制 度 を 活用 し て
い る 例 も 多 い 。 し か し 、 全国 的 な 経済不況の 中 で 、 多 く の テ ナ ン ト ピ ル は 見 切 り 発車で あ
り 、 早 く も 需要不足、 供給過剰 の傾向が顕在化 し 始め て い る 。 建物詩建あ る い は ま ち な み
形成 と い っ た ハ ー ド 面 で の 復 旧 が達成で き た と し て も 、 2 次災害 と も い え る 経済 的挫折が
懸念 さ れ、 都心の経済復興が大 き な 課題 に な っ て い る O

小規模敷地 に つ い て は 、 共 同化の必要が言 わ れ続 け た に も かか わ ら ず、 現時点 ま で に 実
現 し た も の は 調査対象区域内 に は見 当 た ら な い 。 活用 さ れな い空地 は 当分空 地 の ま ま で あ
る 可能性が高 い。

(注 l 三寓セ ン タ ー街 1 T E:I の ア ー ケ ー ド は98年 3 月 28 日 、 完成式典が行 わ れ、 女優の吉行和 子 さ んがア ー

ケ ー ド 間 関 の ス イ ッ チ を 入れ た 。 令長280m 、 高 さ 16� 19 m o パ イ プで組んだ天井 に ガ ラ ス 繊維 を 含 ん だ樹脂製

の半透明の屋根が乗せ ら れ、 コ ン ピ ュ ー タ 制御 で開 閉 す る 。 総. l�費 15億円。 う ち 路 市が 3 分の 1 を 補助 し た )

(表 2 ) 三宮地区の ビ}f，-再建状況

l 全体側(従前) I 被害甚大棟数 再建 補修済み 十市
559 
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再建 し で も 借 り 手見込み に不安 一一!日居留地の建物更新状況

旧居留 地 は 、 近代神戸の 発祥 の 地 で あ り 、 経済の 中枢業務機能 を 担 っ て い た が、 震災前
か ら 新 た な 機 能 の 立地が徐 々 に見 ら れて い た 。

97年 8 月 現在 、 解体 さ れ た22掠 の ピ ル敷地の う ち 4 棟が再建 さ れ、 10棟 (江戸町 ピ ル と
東 町 ピ ル は 一体 に計画、 工事が行 わ れて い る た め震災前棟数で は 11 棟) が工事 中 で、 ほ か
2 敷地で再建の計画があ り 、 こ れ を 合わ せ る と 従前棟数で17棟 (77 % ) の 再建が完 了 、 も
し く は確定 し て い る O 残 り の 5 敷地 の う ち 4 敷地 は 、 駐車場、 レ ン タ カ ー 配車場、 仮設事
務所 (郵便局 ) 、 他敷地の 工事用仮設事務所 に な っ て い る O

現在工事中 の ピル の 多 く は事務所 ピ ル で、 すべ て98年 中 に 竣工予定。 ピ ル オ ー ナ ー に 対ー
す る ヒ ア リ ン グで は 、 震災前か ら の東京や大阪への集 中傾 向 と 経済不況、 そ し て震災 に よ
る 事業所の市外流出 と そ こ で の 定着 と い う 構造 の 中 で、 下層 部分の庖舗床 は と も か く 、 事
務所床 の 需 要 は低迷 し て お り 、 先行 き 不安の 意見が多 い 。

(表 3 ) IBJi書留地地区の ど )�再建状況

全体棟数 (従前)

106 

(表 4 ) IB居留地の再建 ビ ルの概要
-�-一一 r-- ー …………一一一一一

名 称 竣工年 月 用 途 構造 IIfr数 延床面積 ( rd)

中新 ピ ル (第一棲) 何年10月 中 辛料理屈 R C  6 . B 1 3 、 900
1荏者i ピ ル 97年 1 月 事務所 ピ ル R C  8 1 . 900 
ヴ ィ ア マ ー レ神 戸 97年 2 月 ホ テ ル R C  10  3 . 800 

大丸神戸庖 971f 3 FJ 百貨!吉 S R C  9 ・ B 3 69 . 700 

ι 三宮北部地区 の復興調査
角 野幸博 ・ 武庫川 女子大学教授 の チ ー ム は97年 7 月 下旬 、 前年 と 同様に飲食 ・ 娯楽庖舗

が集 中 し て い る 下 山手通、 北野坂、 東 門 街 の 沿道 の 建物 の 更新状況お よ びテ ナ ン ト の 入居
状況 を 、 現地で の B 視 と 住宅地図 に よ っ て確認 し た。

東 門街 の ス ナ ッ ク 74% ま で 回復

〔建物の復興状況〕

下 山手通で は 、 で あ っ た ピ ル が多数竣工 し た た め本設件数が増加 し て い る 。 た だ
し 空地数は ほ と ん ど変化がな い。

東門街で は 、 96年度 に カ ラ ー 舗装が実施 さ れ街路景観が大 き く 変化 し た 。 空地がほ ぼ半
数 に な り 、 本設建物が微増 し て い る O 最 も 被害が大 き か っ た 中 央部西側 に は狭小 な 敷地が
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空地の ま ま 残 っ て い る O
北野坂 は 、 昨年の調査時点 か ら 既 に 大半の建物が本設 で あ り 、 大 き な 変化 は な い。

街路別 ( か っ こ 内 は96年調査結果)

19 ( 30) 
220 (228) 72 (80) 

三宮北部地区の復興度別建物件数

坂一
、制川W川川川w引

野
一

4
0
1
0
3

ヒ
一

4

48 (47) 

下山手通

役
一聞や
置
設
地

(表 5 ) 

本
工
放
仮
空

〔 テ ナ ン ト の復興状況〕

庖舗の総数は前年 よ り 160件あ ま り 増加 し 、 震災前の82 . 3% ま で 回復 し て い る 。 通別 で
見 る と 、 北野坂は既 に震災前の水準 に 回復 し て い る O 下 山手通で は震災前の 79 . 2%
1 年で6 . 7 ポ イ ン ト 増) 、 東門街で74 . 4 % ( 同 10 . 1 ポ イ ン ト 増 ) ま で に 回復 し て い る が、 建

物 の復興度 と の 関 連で見 る と 、 下 山手通で は 建物 の 新築が進 ん でい る わ り に は テ ナ ン ト 数
の 伸 び、が低い こ と がわ か る O 新築 は し た も の の テ ナ ン ト の 入居が遅 れて い る こ と を う かが

(過去

わせ る O

(表 6 ) 三宮北部地区の総j苫舗数の変化 (街路加)

97年
720 
489 
529 

96年
Qd
oo
ηi

 

rv、u
phυ
問、υ

点U
4J
44A

95年
898 
474 
714 

92年
909 I 
491 
711 

1991年
790 
456 
663 

1 ， 574 2 ， 086 2 ， 11 1  1 ， 909 

〔 テ ナ ン ト の用途変賓の実態〕

全体で は 、 住屠系 の利用 を 除い て各用 途 と も 回復基調 に あ る O 住居系 は 昨年 よ り さ ら に
減少 し て い る O カ ラ オ ケ 、 ゲー ム セ ン タ ー は こ の l 年で さ ら に増加 し 、 震災前 の倍近 く に
な っ た 。

下 山 手通 で は 、 他用 途 と 比較 し て オ フ ィ ス お よ び非 ア ル コ ー ル系飲食店 ( レ ス ト ラ ン な
の 回復 が多 い 。 逆 に ア ル コ ー ル 中心 の 飲食底 ( ス ナ ッ ク な ど) と 住居系 は 昨年か ら ほ

と ん ど増 加 し て い な い。 ス ナ ッ ク な どの 入居 を 見込 ん だ ピ ル が多 数建設 さ れ て い る が、 ま
ど)

き テ ナ ン ト が多 い 。 今後の入居状況 に よ っ て は従前の構成比 に 戻 る 可能性があ る O 現
状で は ス ナ ッ ク な どが並ぶ感 り 場 と い っ た イ メ ー ジ か ら 離れつ つ あ る O

ス ナ ッ ク な ど は わ ず か で は あ る が北野坂は 、 総庖舗数は震災前 の水準 に 回復 し て お り 、
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( 表 7 ) 三宮北部地区の用途別底舗数 (全体)

イ ス

コ ー ル 中心の飲食宿
非 ア ル コ ー ル飲食応
小売庖
カ ラ オ ケ ・ ゲー ム

住宅
そ の 他
不明

LI 
一三ロム口 1 ， 574 I 1 ， 738 

震災前の 数 を 上 回 っ て い る O 他の用 途 も 1 年前 と ほ と ん ど変化 し て い な い 。 た だ し 「 そ の
イ也」 の用 途が昨年の倍近 く に 増 加 し てお り 、 用 途混在の き ざ しが見 ら れ る 。

東 門 備 は 、 総庖舗数が他 の 通 と 比べ て 遅れ て い る た め 、 どの用 途 を 見 て も 著 し く 回復 し
た も の は な い。 そ の結果、 ス ナ ッ ク な どは 実 数 で は 回復が遅 れて い る も の の 、 他の用途の
回復がそ れ以上遅れて い る た め に 、 構成比で は震 災前以 と に 増大 し て い る 。 た だ、 カ ラ オ
ケ ボ ッ ク ス 、 ゲー ム セ ン タ ー な ど若者向 け施設 は増 加 し て い る 。 表通で あ る 他の 2 街路で
の 出庖 の ピ ー ク が過 ぎ た の に対 し て 、 若者向 け施設の進出 の ベ ク ト ル が東 門街 に も 向 か つ
て き た と み ら れ る O

1 

路地裏 に生 ま れ た 若者の ま ち 「 ト ア ウ エ ス ト J
神戸市 中 央 区 、 J R 元 町駅の;北東部、 東西 を

ト ア ロ ー ド と 鰻!川 筋 、 南北 を J R 高架線路 と 生

田 新道 ( 下 山 手通) に挟 ま れ た 約 3 ha の路地

の ま ち が、 震 災後 に急 激 に 変化 し て い る 。

こ の地 区 の 東側 の ト ア ロ ー ド は 、 明 治期 か ら

居留地 と 北野の外国人住宅地 を つ な ぐ通 り で、

外国 人居住者 向 け の洋品雑貨、 食料品!苫 な どが

並 び、 輸 入 商 品 や高 級雑貨 を あ つ か っ た 開港地

の エ キ ゾチ ッ ク な 商 庖街 と し て 、 神戸の魅力 を

生 み 出 し て き た 。

街 区 の 内 側 は 、 中 低層 の 建物 で 、 華僑が多 く

住 み 、 小 さ な 中 国料理屈が た く さ ん集 ま っ て い

る 。 タ ウ ン情報誌 や ガ イ ド ブ ッ ク は こ こ を 「 中

国料環激戦区」 と 名付 け て い る 。 1 985年 ご ろ か

ら 、 20代前後の 若 者 を 対 象 に し た 文具、 衣料、

雑貨 を な ら べ た 庖 が現 れ た 。 表通 り の壮年層 向

け の 届 舗が も っ て い る 高級 ・ 重厚 な 趣 と は対極

的 な 、 雑 ぱ く で若々 し く 、 流動 的で新鮮な雰囲

気 を 漂 わ せ ば じ め た 。 こ の路地の ま ち を 「 ト ア

ウ エ ス ト 」 と 名付 け た の は 、 こ こ で文具庖 ・ ス

タ ジ オ を 開 い て い る 経営者だ と い わ れて い る 。

震災で は 、 全壊家康 も あ っ た が、 元 町台地の

上 に あ り 、 地盤が国 か っ た た め か、 三宮周 辺 よ

り は被害が少な く て す ん だ。 ブ テ ィ ッ ク は無料

で コ ー ヒ ー を 配 り 、 フ ラ ン ス 料理屈 は お で ん を

作 り 、 割烹は発泡ス チ ロ ー ル の どん ぶ り で う ど

ん を 売 り 、 雑貨}苫 は ピ ー チ パ ラ ソ ル の下で ラ ー

メ ン を 作 り 、 ド イ ツ 料理庖 は ボ 1) ュ ー ム あ る ハ

ン バ ー グ弁当 を 庖 先 に並べた。 中 医科理!苫 な ど

の 再開 を テ レ ビ や 雑誌が取 り 上 げ、 「神戸へ行

こ う ! J と 呼び か け た 。 壊滅状態 の 三宮 に 対 し

て 、 元気 な ト ア ウ エ ス ト が知 ら れる よ う に な っ

た 。

何年 に な る と 、 若 い 経営者が ト ア ウ エ ス ト に
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肢 を 出 し 始 め た 。 輸入衣料、 靴 な どの服飾雑貨

を 中心 に 、 テ ラ ス を 設 け た カ フ ェ 、 ジ ャ ズ 喫茶 、

多 閲 籍料理、 楽 器 な ど偶性的 な 広 が増 え て き た 。

住居 ・ オ フ ィ ス ・ 庖 舗 な ど は 震 災前 の 991 件

(94 年 ) か ら 1 ， 043件 (97年) に 増 え た 。 若 者 向 け

服飾雑貨応 は 1 1 庖 舗 か ら 54庖舗 に 激増 。 こ の変

化が男 性向 け の服飾雑誌や旅行雑誌 に 取 り 上 げ

ら れた こ と か ら 、 ト ア ウ エ ス ト に 若 い 男 十主や修

学旅行の 高 校生の姿があ ふ れ る よ う に な っ た 。

武庫川 次子大学生活環境学科角 野 ゼ ミ の学生

た ち は 、 97年10月 か ら 11 月 に か け て ト ア ウ エ ス

ト に硲 を 携 え て い る 経営者四 人 に ヒ ア リ ン グ し 、

ト ア ウ エ ス ト の魅 力 と 現実 に 迫 っ た 。 こ の取材

デー タ に よ る と 、

従業員 数 は 、 5 人以下が76 % ， 2 人 と い う の

が最 も 多 い 。

床面積 は 、 5 坪- 1 0坪が 6 割近 い 。

平均客数は 、 平 日 が64人 、 休 日 が139人。 だが、

震災後に で き た 腐 は以前か ら の 広 よ り 来客数が

格段 に 多 く 、 平 日 で79入、 休 行 で172人。

ト ア ウ エ ス ト を 訪れ る 客層 の変化、 こ と に新

し も の ず き の 若者 が新規参 入 の 庖 に 集 ま っ て い

る と 准測 さ れる 。

主 な 客層 は 、 10代22 % 、 20代38% 、 30代17% 、

40代 1 4 % で 、 lO1-t ・ 20代が 6 苦手j を 占 め る 。

売上 も 、 震災前 か ら の屈が14 . 3万 円 / 日 に対

し て 、 震災後進出 の出 が18 . 8万 円/ 目 。 新 し い

屈 の 売 上 は 、 以前か ら の庖 に比べて 多 い も の の 、

客数か ら は じ く と 客数価 は低い。

以前か ら の経営者 は 「 人 と 屈が噌 え 、 明 る く

に ぎや か に な っ た」 と 感 じ な が ら も 、 ゴ ミ が増

え ま ち が汚 く な っ た と も 言 っ て い る 。

新 し い経営者 は20代 の若者が多 い 。 不動産業

者か ら の 取材で は 、 ト ア ウ エ ス ト の 家賃 は 、 93

25 ， 000 円 に跳ね上がっ て い る O が、 そ れで も ト

ア ウ エ ス ト に !苫 を も ち た い と い う 若者 が後 を 絶

た な い と い う 。

ト ア ウ エ ス ト の新 し い 、 若 い経営者 た ち は 、

経営 は苦 し く て も 売上 を 伸 ばそ う と や っ き に な

る こ と は な く 、 自 分の好 き な こ と 、 や り た い こ

と を や っ て 楽 し ん で い る よ う だ。

ト ア ウ エ ス ト は 、 神 戸 のハ イ カ ラ さ を に な っ

て き た ト ア ロ ー ドの伝統 と 魅力 を 引 き 入 れ、 若

者向 け の エ ス ニ ッ ク な 紘力 あ る 路地 裏 の ま ち を

生 み 出 し た 。 震災 に よ る 打撃 を 、 新 し い若者丈

化 の 流 れ を う け い れて 乗 り 越 え て い る O だ が課

題 も あ る 。

角 聖子 幸博教授 は こ ん な指摘 を し て い る 。

こ れか ら は外部資本が参入 し て き て 、 さ ら に

ど ル化が進 む 可 能性 も あ る O そ う な る と 路面出

が減る た め 、 自 然発生出J に発展 し た ト ア ウ エ ス

ト が均 一化 し た 無機質 な ま ち に な る 恐れがあ る 。

小規模敷地 は 、 共 同 建 て 替 え を 進め る こ と がす I

ま し い 。 だが高層 化 を 避 け て 、 梼 放 的 な路面白

を で き る だ け残 し 、 気取 ら な い 、 j鼠か い風情 を

残 し た い 。

ò く か ら の庖舗 ( ト ア ロ ー ド の 大 人 向 け高級

品 ) と 新 し い 庖舗 (若者 向 け ) と で は 、 ま ち に

対す る 評価が異 な る 。 今後、 ま ち の運営 に 関 し

て ( ト ア ロ ー ド ま ち づ く り 協議 会 な ど と ) 意見

が別 れ る お そ れがあ る 。 ま ち づ く り に つ い て の

意見交換の場が必要だ。

ト ア ウ エ ス ト の い ち 早 い復興か ら 、 神 戸 の 都

心 は 、 小地域 ご と に 特徴あ る 文化 を 創造 し な が

ら 多様 な 文化が交錯す る ま ち を 育 て て い く 必要

があ る こ と が学べ る O 個 々 の地 区 だ け で は発展

が 困 難 な 路地裏で も 、 裏通 り の ネ ッ ト ワ ー ク を

充実 さ せ る こ と に よ っ て 、 地域全体の 活性化 に

年 ご ろ は 坪 1 2 ， 000 円 だ っ た の が 20 ， 000 円 か つ な が る 。
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5 . 灘区南東地区 (神戸市灘区)
神 戸 大学発達科学 部 の 平 山 洋 介助教授 ら の チ ー ム は 、 神戸市灘豆 の ほ ほ 中 心部 の 、

南 北 は ] R 線か ら 密道43 号 ま で、 西 は 都賀 川 、 東 は 石屋川 ま で の 77 . 7ha で 、 敷地 ご と に
住宅再建の状況 を 、 95年 6 月 か ら 謂査 を 始め て い る O 調査 は 、 何年 3 月 ま で は 月 1 回 、 97

6 月 ま で は 2 カ 月 に l 回 、 97年 7 月 以 降は 6 カ 月 に l 聞 の 割合で 目 視 に よ っ て続け ら れ
て い る 。

調査区域は 、 復興事業 は住宅市街地総合整備事業 だ け が適用 さ れ た い わ ゆ る 「灰色地 区」
で 、 総敷地数3 ， 829件。 ] R 六 甲 道駅南 の 再 開発事業地 区 、 区画整理事 業 地 区 の都市計画
事業地 区 は 、 住宅再建の 条件が他 と は大 き く 異 な る た め 除外 し て い る O 調 査院域の被害 は 、
全壊戸数で40 . 6 % に お よ び、 灘区市 地 の の24 . 2 % 、 神戸市市街地の23 . 5 % を 超 え て い た 。

調査テ ー マ は 、 1 ) 敷地面積、 接道条件、 被災者の資力 な どの 要因 に も と づ く 住宅再建
の 格差 の 解 明 、 2 ) 再建 さ れ た住宅ス ト ッ ク の 内容分析 と 従前の住宅ス ト ッ ク と の 比較で、
こ れ ら を 通 し て被災市街地の 変容 プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ と に お か れ て い る 。

97年の調査 で は 、 継続 し て い る 定点調査 と は 別 に 、 新築 さ れ た戸 建 て 住 宅への ア ン ケ ー
ト 調査が行 わ れ、 入居 し た 世帯 に 、 以前の住居、 現在の 家族講成、 敷地面頭、 床面積 な ど
を た ず ね 、 住 宅ス ト ッ ク の 内容、 住宅再建あ る い は 転入の 背景 を 明 ら か に し て い る O

原 っ ぱの ま ま 再建が停滞

〔住宅再建の進捗状況〕

3 ， 829件 の全敷地の う ち 58 . 2 % で建築物 の 解体が行 わ れ た が、 何年 7 月 時点 で は 「解体
の み」 で放置 さ れて い る 敷地が1 ， 800件、 47 . 0% も あ り 、 市街地がい わ ば 〈原 っ ぱ〉 イと し
て い た 。 そ こ か ら 仮設建築、 信久建築が現 れ は じ め 、 「解体の み」 が減少 し は じ め 、 97年
1 月 時点 で は 「解体 の み 」 が17 . 3 % ま で減少 し た が、 そ の l 年後の98年 1 月 で は 1l . 6 % で 、

解体跡地で の 再 建 の 動 き は停滞 し て い る O 「解体十 恒久建築」 は97年 1 月 に は32 . 4% に 達
し た も の の 、 98年 l 月 は38 . 3 % で、 伸 びが停滞 し た状態 を 示 し て い る o ( 表 8 ) 

(表 8 ) 全敷地状況の変化 (会敷地3 ， 829件)

1 95'1二 HJ
27 . 4 %  I 2 ， 8% 

96年 1 月 ! 791 139 
20 . 7  3 . 6  

97年 1 月 724 144 
18 . 9  3 . 8  

98年 1 月 694 144 
1 8 . 1 3 . 8  

42 
1 . 1 %  

504 
1 3 . 2  

1 ， 24 1  
32 . 4  

1 ， 467 
38 . 3  

( r街の復興 カ ル テ� r灘区南東地区」 か ら 一部 を 抜粋)

193 1 1 ， 800 
5 ， 0% 0 ， 1  % 47 ， 0% 

252 34 1 ， 375 
6 . 6  0 . 9  35 . 9  

185 128 662 
4 . 8  3 . 3  1 7 . 3  

129 169 445 
3 . 4  4 . 4  1 1 .  6 

1 50 O 
3 . 9% o % 

45 O 
1 . 2  O 

21 22 
0 . 5  0 . 6  

18 21  
0 . 5  0 . 5  
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〔解体敷地の状況の推移〕

建築物が解体 さ れた敷地の変容 を 見 る と 、 解体後 に 恒久建築 を 建 て た敷地 は し だい に増
え て は き て い る が、 97年 1 月 の 時点で も 56 . 6 % で 、 半分 を 少 し 超 え た レ ベ ル に 止 ま っ て い
る 。 そ の 後の伸 び は 停滞 し 、 98年 l 月 で は 66 . 1 % で、 1 年 間 で10 ポ イ ン ト の伸 び し か示 し
て い な い。

「解体 の み 」 で建築が行 わ れて い な い 敷地 は 、 95年 7 月 に は87 . 4% あ っ た 。 何年 1 月 は
62 . 4 % で 、 97年 l 月 に は29 . 1 % に な り 、 30 ポ イ ン ト 以上減少 し た が、 98年 l 月 は 19 . 2% 。
1 年 間 で10ポ イ ン ト の減少で し か な い 。 (表 9 ) 

(表 9 ) 解体敷地の状況の推移

( qhの復興カ ル テ� fì難rx:南東地区」 か ら 一部抜粋)「一一 一一一一…一一一一一 了 一一 一 …「一
解体十J恒久住宅 | 解体十仮設{主宅 解体十祈駐車場 角平体のみ !

」 ………一一一一一一」一 一一一斗一一 一→
2 . 州 10 . 1 % I 0 . 0% I 87 . 4 %  I 

23 . 9  I 1 2 . 2  l .  5 I 62 . 4  I 
44 . 2 川 3 . 8 I 4l . 4  
56 . 6  8 . 7  
63 . 4  7 . 2  
66 . 1  

5 . 6  
7 . 2  
8 . 6  

29 . 1  
22 . 1  
1 9 . 2  

…一一�

住宅再建が停滞 し は じ め た 要 因 と し て 、 平山助教授 ら は次の 3 点 を 指摘 し て い る O
1 ) 再建が可 能 な 敷地 は す で に な ん ら か の対処がな さ れて い る と 見 ら れ、 「原 っ 1:fJ の

ま ま で残存 し て い る 敷地 は 、 よ り 困 難 な 条件 を 有 し て い る ケ ー ス の比重が高 い 。
2 ) 神戸市で も 滅失戸数を 上 回 る 戸数の住宅が供給 さ れ、 マ ク ロ な レ ベ ル で は 住宅供給

は 過剰傾向 で 、 こ れが住宅再建 を 停 滞 に 導い て い る と 見 ら れ る 。
3 ) 震 災特例 で 、 解体後の未利 用 敷地 は住宅 と し て利 用 さ れて い る 敷地 と 同 機 に 扱 わ れ 、

2000年 ま で は 固定資産税が、 通常の未利 用 敷地 の 6 分の l 、 都市計画税 は 3 分の l に 減額
さ れて い て 、 税制上の動機 に よ る 建築行為が抑制 さ れて い る 。

〔住宅ス ト ッ ク の転換〕

被 災市街地で進行 し て い る 住宅再建 は 、 震災以前 の ス ト ッ ク を 再現す る の で は な く 、 そ
れ と は 異 な る ス ト ッ ク を 形成す る よ う に作用 し て い る 。

ま ず、 {主宅ス ト ッ ク の 減少が指摘 さ れ る 。 解体建築 は 2 ， 123棟、 4 ， 184 戸 だ っ たが、 98年
1 月 時 点 で の 新規建築 は 1 ， 346棟、 3 ， 01 1戸 で あ っ た 。 棟数で は63 . 4 % 、 戸数で は 72 . 0% で、

ー ス の 比率が高 く な っ て い る の は マ ン シ ョ ン が増 え て い る た め で あ る 。 灘 区 全体で
は 、 滅失戸数 は 約 1 万戸 で 、 97年12月 ま で に 1 万7 ， 000戸が着工 さ れ、 灘 区 全体 で は 滅失
戸数 を 上 回 る 戸数がす で に 着工 さ れて い る が、 調査対象の 灘 区高東地 区 で は 住 宅 ス ト ッ ク
が減少 し て い る 。
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住宅ス ト ッ ク の転換の 内 容 を 見 る と 、 次の 4 点が指摘で き る 。
1 ) 長屋住宅、 木造共同生宅が壊滅 し て い る 。 長屋125棟、 木造共 同住宅207棟が解体 さ

れ た が、 こ れ ら の新規住宅 は 13掠 に と ど ま っ て い る 。 こ の傾 向 は 、 低家賃 の 民営借家の 衰
退 を 表 し て い る 。 低家賃の民営借家 の 壊滅は 、 市街地 に あ っ て 、 身分証 明 や所得証明がい
ら な い 入信が簡 便 な 、 公営住宅で は代替で き な い性賞の ス ト ッ ク の喪失 を 意味 し て い る 。

2 ) マ ン シ ョ ン が増 加 し た 。 解体 さ れ た 非木造 共 同 住宅 は 79棟、 818戸 だ っ た が、 新規
建 築 で は 160棟、 1 ， 721戸 に な っ て い る 。 従前 に非木造共 同 で あ っ た 敷地 で は 、 非木造共 同
が再建 さ れる と は 限 ら ず、 戸建て住宅への転換がみ ら れて い る 。 し か し 、 従前 に長屋、 木
造 共 同 、 駐車場 で あ っ た敷地 に非木造共同 が再建 さ れ、 そ れが全体的 な 増 加 に 結びつ い て
い る O

3 ) 戸 建 て 住 宅 の 変化 と し て < 3 階建化> < プ レ ハ ブ化〉 が明解 に 認 め ら れ る 。 解体 さ
れ た 戸 建て に は 3 階建て は ほ と ん ど な か っ た が、 新規住宅で は39 . 1 % が 3 階建で、 2 階建
に比べて よ り 狭小 な 敷地 に 出現 し て い る O

4 ) ハ ウ ス メ ー カ ー に よ る プ レ ハ ブ住宅 は 、 解体住宅で、 は皆 無 に 近 か っ た が、 新規住宅
で は 52 . 5 % に 及 ん でい る 。 プ レ ハ ブ住宅の被害が相対的 に小 さ か っ た こ と 、 建設が簡便で
あ る こ と 、 さ ら に 現在の ハ ウ ス メ ー カ ー は狭小、 接道不 良の 敷地 に 対 し て も 供給 し て い く
能力 を も っ て い る こ と な どがプ レ ハ ブ住宅の普及 を 促 し た と 見 ら れ る 。 し か し 、 一方 に お
い て 、 プ レ ハ ブ住宅の急激 な 増殖 は 、 市街地の景観、 記憶、 歴 史性 な どの コ ン テ ク ス ト を
抹消 し 、 環境全体 を 激変 さ せて い る 。

戸建 て の 2 割、 若 い 世帯が転入

〔新築戸建て住宅の世帯〕

震 災以 降 に 新築 さ れ た 戸 建 て 住 宅463戸 に ア ン ケ ー ト を 行 っ て 、 震 災 以前 か ら 住 ん で い
た 場所 に 再建 し た 「定住世帯」 、 震災 以 降 に 移 っ て き た 「転入f世帯」 に 分 け 、 そ れ ぞれ の
世帯類型 、 世帯人員 な ど を 調 べ た 。

こ れ に よ る と 、 定住世 帯 は368世帯、 79% で 、 転入世帯 は95世帯、 2 1 % で あ っ た 。 世帯
類型でみ る と 、 定住世帯 は 「夫婦 と 子J 32% 、 「高齢世帯 (全世帯員 が65歳以上) J 22% の
比率が高 い 。 転入世帯 で は 「夫婦 と 子J 52 % が半数 を 超 え て い る 。 同 じ 「夫婦 と 子」 で あ っ
て も 、 定住世帯 は 長子18歳以 t の世帯が中心 だが、 転入世帯 で は 長子が 7 歳- 17歳の比重
が大 き い 。

世帯人員 は 、 定住世帯 で は 4 人以上が38% を 占 め る と と も に 2 人以下が41 % あ っ た 。
転入世帯で は 4 人以上が57 % と 半数 を 超 え て い る O 世帯主の 年齢 は 、 定住世帯 は65歳以上
が43% 。 転入世帯 は 若 い 世帯が多 く 、 44歳以下が48 % を 市 め て い る 。

全体 と し て 、 定住世帯 は小規模 な 世帝 、 高齢化 し た 世帯 で 、 転入 世帯 は 「夫婦 と 子」 を
中 心 と し た 規模の大 き な 世帯、 若 い 世帯が多 い。
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転入世帯の 震災前 の居住地 は 同 じ i雑 誌 内 が58 % 、 他 の神戸市街地14 % 、 灘区 の 同 じ 町 内
1 2 % で 、 神戸市外か ら は 16% だ、 っ た 。 転入の 決定時期 は 、 震災後が91 % 。 現在地の 選択理
由 は 、 通勤 ・ 通学 に 便利 、 日 常生活 に便利 、 震災前の居住場所 に 近い 、 親 - 子 の 居住場所
に 近 い 、 な どの}II買 に な っ て い る 。 こ う し た点 か ら 、 転入世帯の 特徴 は 、 現在地 の 近 く の民
営借家 に 住 ん で い た若い世帝が、 被災 を 契機 に 、 地域の特徴 を 評制 し て 、 戸 建 て 住宅の取
得 に 至 っ た場合が多 い と 見 ら れ る O

廃が消 え て駐車場 に

〔新築戸建て 住宅の特性〕

被災市街地の戸建て住宅が ど の よ う な 特牲 を も っ て い る か を 、 灘区南東部で の ア ン ケ ー
ト 調査 を 通 し て み る と 、 〈 ス リ ム イヒ> <高容積化> < 3 階建イヒ> < プ レ ハ ブ化〉 の 方向 に変容
し て い る こ と が分か る O

再建住宅 の 2 舗が接面 を 道路か ら 後退 さ せ て 建築す る セ ッ ト パ ッ ク を 行 っ て い る が、 敷
地面積 の 変化 は 認 め ら れ な い か ら 、 建築面積は小 さ く な っ て い る 。 震災前 は40m2 は29% だ っ
た が、 震災後は48% に な っ て い て 、 建築面積が狭小 な住宅が増 え て い る O 震災以前 に建ぺ
い率が既存不適格 で あ っ た住宅が、 再建 に 際 し て建築面積 を 縮小 し た も の と 考 え ら れ る O

し か し 、 延べ床罰覆 は拡大す る 傾 向 に あ る O 震災前 で は 100m'以上 の住宅 は 34 % で あ っ
た が、 震災後 は48% に な っ て い る 。 住宅の 階数で、 震災前 は 3 措建は皆無で あ っ た の が、
震災後 は 3 階建が42% に 増 え て い る O 狭小敷地で 、 建ぺい 率 の 規制 を 受 け な が ら 延べ床面
積 を お お き く し よ う と し て 3 階建が選 ばれた と 見 ら れ る 。 こ と に 、 転入世帯 の 戸建て住宅
は 、 定住世帯 に比べて敷地面積、 建築面積が よ り 小 さ く 、 延べ床面積 が よ り 大 き し し た
がっ て 3 階建の比率が よ り 大 き く な っ て い る 。

住宅の構造で見 る と 、 定住世帯 は 震 災前 は ほ ぼす べ て が木造だ っ た 。 し か し そ の 比率 は
45% ま で に 低下 し 、 こ れ に代 わ っ て プ レ ハ ブ住宅が33% を 占 め て い る 。 転入世帯 で は プ レ
ハ ブ住 宅 は 1 7 % で 、 定住世帯 よ り は 少 な い。 転入世帯の 敷地面積が極め て 狭小 な の で、 こ
の 時期 で は こ れ に 合 う プ レ ハ ブ住 宅 が ま だ 開発 さ れ て い な か っ た た め と 推測 さ れ る O し か
し 、 自 視調査 と ア ン ケ ー ト 調査 と で は 差異が現れて い て 、 プ レ ハ ブf主宅の比率 は 、 目 視調
査で は52 . 5 % あ っ た が、 ア ン ケ ー ト 調査で は30 . 1 % に な っ て い る 。 こ の食い違 い の 要 国 は 、
ア ン ケ ー ト 調査で は居住者 に よ る 住宅の構造 の 判 定 に 安定性 を 欠 い て い る こ と が考 え ら れ
る 。

〔外部空間の変化〕

ま ち な み景観 に 大 き く 影響す る 敷地 内 の外部空 間 の 変化 を 見 る と 〈駐車場化> <非緑化〉
が 目 立 っ て い る o (表10)

駐車場、 植樹、 盆栽、 花壇 を 取 り 上 げ て そ の 設置率 を 見 る と 、 定住世帯で は 駐車場の 設
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置率は震災前の26 % か ら 58 % へ伸 び、 植樹 は50 % か ら 36 % へ、 盆栽 も 27 % か ら 16%へ低下
し て い る O 花壇は25%程度で、 大 き な 変化 は 認め ら れ な い。

転入世帯 で は 駐車場 の 設 置率 は76% に 及 び、 植揺 は25% と い っ そ う 少 な い 。 新築世帯の
属性 と の 関連 で見 る と 、 「夫婦 と 子」 、 若 い 世帯で 〈駐車場化J <非様化〉 が 目 立 っ て い る O
ア ン ケ ー ト に よ っ て将来の予定 を 開 い た と こ ろ で も 、 植樹、 盆栽、 花壇の 設置 を 考 え て い
る 世帯 は 1 割 に 溝 た な か っ た 。

(表10) 外部空間要素の設置率

25 . 8 %  58 . 2 %  
50 . 3  36 . 4  
26 . 6  15 . 8  

ずじ1裏 24 . 5  23 . 6  

乾燥 ・ 自 問 ・ 虚構の方向

こ の よ う な 謂査か ら 、 平山助教授 ら は 、 被災地で再建 さ れ た戸建て住宅 は 、 震災前 と は
顕著 に異 な る 特性 を 示 し て い る と 、 次の よ う に述べ て い る 。

戸建て住宅の変化 は 、 規模 ・ 形態の 〈 ス リ ム 化J <高容積化J < 3 階建化〉 と 、 構造面 で
の 〈 プ レ ハ ブ化〉、 居室 な どの 〈洋風化〉、 外部空 間 の 〈駐車場化J <非緑化〉 と し て 要約
さ れ る O 被災市街地で進展 し て い る 住宅再建 は 、 震災以前の ス ト ッ ク を 再現す る の で は な
く 、 そ れ と は き わ だ っ て 異 な る ス ト ッ ク を 形成 し て い る 。

こ う し た戸建て住宅の変化 は 、 定住世帯が震災前 と は異 な る 内容の住宅 を 再建す る こ と
に よ っ て 生 み 出 さ れて い る 。 転入世帯が新築す る 住宅 は 、 定住世帯が も た ら す 変化 を 強 め
る 性質 を 備 え て い る 。 定住世帯の住宅再建 に転入世帯 の 動 向 が加 わ り 、 戸 建 て 住宅の変化
が強 く 現れ て い る O

を 払 う べ き は 、 戸建て住宅 の ス ト ッ ク は 〈乾燥> < 自 問 J <虚構〉 化 と も 呼び得 る 方
向への変 質 に 向 か っ て い る と 考 え ら れ る 点 で あ る 。 す な わ ち 、 プ レ ハ ブ住 宅 の 激増 、 そ の
乾式塗装パ ネ ル が連ね る シ ー ク エ ン ス 、 〈非緑化〉 と 〈駐車場化〉 に よ る 外部 空 間 の い ち
じ る し い変化 は 、 市街地 の 空 間 を 全面的 に 〈乾燥〉 に 導 く よ う に作用す る 。

住宅 と タト部の接点 を 作 っ て い た 続 き 問 、 縁側 な ど の 減少 は 、 住宅の 開放牲 を 弱 め 、 〈 自 問 〉
の傾向が強 ま っ て い る こ と を 示唆 し て い る 。 モ ニ タ ー ホ ン が顕著 に増加 し て い て 、 こ れ も
内部 と 外部 と の 分割 を 強め る 機龍 を も っ て い る 。

プ レ ハ ブ住 宅 の 一部 は 記号性が強 い デザ イ ン を 採用 し 、 空 間 の 〈虚構化〉 を 促す よ う に
働 き か け て い る O 輪入住宅 に代表 さ れ る よ う に 、 ア ー リ ー ・ ア メ リ カ ン の ( よ う な ) 住宅、
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ス パニ ッ シ ュ の ( よ う な ) 住宅が忽然 と 現れ、 実在の コ ン テ ク ス ト か ら は 関係性が切 断 さ
れ た シ ー ク エ ン ス が 目 立 ち 始め て い る O

こ の よ う な 〈乾燥} < 白 閉 } <虚構〉 化の ト レ ン ド を どの よ う に 解釈 し 、 ど の よ う に 評価
すべ き か を 問題 に す る 必要があ る よ う に 思 わ れ る 。 こ の調査か ら 得 ら れる 知見 は 、 現代 の
大都市 に み ら れ る 住宅 ・ 住環境 の 全般的 な 開題 に 密接 な 関連 を も っ て い る 。 し た が っ て 、
震災の下で生起 し た住宅 ・ 住環境の 問題 は 、 そ れ 自 体の 範囲 内 の位置 を 占 め る だ け で は な
く 、 よ り 普通的 な レ ベ ル と の応答関係 の 中 に位置 し て い る と い え よ う O
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| 第二節 神戸の ま ち づ く り
1 . 復興土地区画整理事業の地区

事業 の 対象面積143 . 2 ha の う ち 、 98年 3 月 末 ま で に ま ち づ く り 協議 会が分裂 し た 森南 、
森南第 2 地区 を 除い て 9 地区で仮換地指定が始 ま り 、 指定率 は平均25 % に な っ た 。 事業の
受 け皿住宅は528戸が計画 さ れ、 う ち 42戸 が新長 田 駅北地 区 に 完成 し た。 仮換地指定が進
ん だ地医 で は 、 住民 は 倍 々 の住宅再建 に 向 か い 、 こ れ ま で地区住民 と 行政 と の 交渉、 調 整
に あ た っ て き て い た ま ち づ く り 協議会が そ の 役割 を 終 え る よ う に な り 、 「事業調整型」 か
ら 新た な ま ち づ く り 活動 団体 と し て の方向 を 模索 し始め て い る O

都市計画決定 を 変更

〔森南地区) (東灘区森南町 1 � 3 丁 目 、 本山 中 町 1 丁 目 の一部)

地区の性格 : 神 戸 市 の東端で、 芦屋市 に接 し て い る 住宅地。 尚北を J R 東海道本線、 国道 2 号線 に扶 ま れて い る 。

森南 1 丁 目 に は 震災前 に大規模商業施設 「セ ルノわ が作 ら れ、 震災後に は J R 東海道本線 に 甲 南 山 手

駅が新設 さ れた 。
地区面積 : 1 6 . 7ha (森南第 l 地区6 . 7ha、 森南第 2 地区4 . 6ha、 森南 (そ の他) 地l55:5 . 4ha)
震災前の世帯 ・ 人 口 : 1501世帯、 3282人 (森南 1 T El 480 佐干昔、 森南 2 丁 目 876世帯、 森南 3 丁 目 145世帯)

被災;犬況 : 全壊523棟、 半壊69棟

全棟数902棟、 会T壊F宇66%

事業計画決定 : 森南第 1 地区 97年 9 月 25 日 、 森南第 2 地l55: 98年 3 )1 5 R 
事業着工 : 森南第 1 地区 97年 9 月 26 [] 森南第 2 地区 98'1 ぉ 3 月 初 日

仮換地指定 ・ 森南第 1 地区 98年 3 月 12 f L、 指定率 7 % (98年 3 月 末)
ま ち づ く り の動 き (97年 3 月 ま で) : 951，1ご 2 }J に 「森 本 山 中 町 ま ち づ く り 協談会」 が発足。 4 Yl にTtJが協議

会 を 認定。 協議会は 8 月 に 「 ま ち づ く り Iむ を作 成 し rlifこ提出 し た 。
96年 5 月 、 市 は 減歩率主主 大2 . 5(;ら と と す る 案 受従ぶ し た が、 こ の 千1111í を め ぐ っ て 地 以 内 ;';1\で混乱 と

対立が生 ま れ、 12月 8 目 、 「森市 本1I 1 小 田l ま ち ワ く り 協議会」 か ら rt保持J 1 ff ! ま む づ く り 協設会」

(約480世帯) が分離独立 、 12FJ [0 fI 、 rÎí は r 1 fl l 協議会」 を認定 し た 〆 rlí f人] の保 税H地|ベ術移.f!fl
事業の対 象地区内では46番 1 1 の七九i議会ハ ま む づ く り 協議会の分裂 を行政がI認め た の は 初 め て の ケ ー ス

次い で、97年 1 月 19 日 、 「森i十j ・ Æ� l j l 'll 国J ま ち づ く り 協議会」 か ら 「夜、市 3 r け ま む っ く り 協議会J ( ]4G 
世帯) が分離独立 し 、 協議会は 3 つ に 百Ij れ だ っ 3 Jj lO [ j 、 f 森 南 1 J ゐ I J ま ち づ く り 協議会」 が、 J R 
甲南山手駅前広場の変更、 1 7 m 道路のげを11:: ， 1 3 m  道路の変 史 な ど を 求め る 者í 1 次 ま ち っ く り 提案 を 神
戸市に提出 し /::0

森南地区 は 、 ま ち づ く り 協議会が 3 つ に 別 れ た こ と で、 市 と 住民 と の 窓 口 も 3 つ に な り 、
市 の事業対象地区 の 名 称 も 森南 第 1 地区 、 森 市 第 2 地 区 、 森南 ( そ の他) 地 区 と 呼ば れ る
こ と に な っ た 。 協議会の分裂 で住民の 簡 に し こ り が生 ま れ 、 そ れぞ、れの協議会 は対話 を 失 っ
て い て 、 必要や む を 得 な い と き は代表者が市 の仲介で顔 を 合 わせ る 状態 に な っ て い る O そ
れぞれの協議会 ご と に 、 97年 4 月 か ら 98年 3 月 末 ま で の 経過 を 見 て み る O
〔森南 l T 自 ) (森南第 1 地区)

神戸市 は 、 「森南 1 丁 目 ま ち づ く り 協議会J (以下 I 1 了 日 協議会」 と 略) か ら の ま ち づ
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く り 提案 を 受 け て 、 森南地区 の う ち l 了 目 部分の都市計両 (6 . 7 ha) の う ち 、 J R Efl 南 山
手駅前広 場 は3 . 000m' か ら 2 ， 700m2 に 圧縮 し 、 歩行者の広場 (遊歩道広場) と す る ほ か 、 災
害時の避難道路 と し て 両側 3 m ずつ の 歩 道 を 確保 し た道路 を 整舗す る 変更案 を ま と め 、 5
月 15 日 、 神 戸 市都市計画審議会 は 、 こ の森南 l 了 目 部分の都市計画変更案 を 承認 し た 。 こ
れ は 、 95年 3 月 17 日 の都市計画決定が変更 さ れた こ と で あ っ て 、 森南地区の ま ち づ く り に
助 言 し て き た塩崎賢明 ・ 神戸大学工学部助教授 は 「住民の意 を く み 入 れ て 変更 し た と い う
意味で、 将来、 行政が災害発生 時 に 乱暴 な 区画整理案 を 出 し た場合、 変更 し 得 る と い う 前
{苅 に な る J (神戸新聞97年 5 月 30 汁 付夕刊) と コ メ ン ト し て い る O

5 月 25 日 、 l 了 目 協議会は総会 を 聞 き 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路 の 幅 (市の修正案 は 8 m )  
は現状の 6 m の ま ま と し 、 広 さ 1 ， 000m'の公園 は 不要 と す る 住民案 (第 2 次 ま ち づ く り 提案)
を 賛成多数で承認 し た 。 市 は こ れ を 受 け て 、 7 月 20 日 ま で に事業計画案 を ま と め た 。 こ の
案 は 、 J R 甲 南 山 手話尺の南側 に 歩行者専用 の 交通広場2 ， 700m' 、 地 区 内 に 100- 170m' の ポ
ケ ッ ト パ ー ク ( 劫 火 m 具庫 な ど を 設置で き る 街角 公 園 ) 3 カ 所 を 設置、 国道 2 号線 に 通 じ
る 幅11 m ( 一部13 m ) の森南線や J R 沿い に森南東線 (幅員 13 m ) を 整備す る 内容。 事業
期 間 は 3 年、 総事業費 は 55億円 の 予定。

9 月 25 日 、 市 は l 了 日 の事業計画 を 決定 し 、 翌26 日 に市が先行取得 し て い た 土地で区画
整理事業の く い う ち 式が行 わ れ た o 98年 2 月 27 日 に は 森南地 区 で は 初 の 仮換地指定 (現地
換地分) が行 わ れ た 。 3 月 末 ま での 仮換地指定率 は 7 % 。

〔森南 3 丁 目 ・ 本山 中町 1 了 詰 J (森南第 2 地区)

97年 9 月 27 日 、 神戸市灘区森南
第 I 地区 で初め て の 区 jilij笠時事
業の く い打ち式が行 わ れ た
(神戸新聞社提供)

97年 8 月 31 日 に 「森南 3 丁 目 ま ち づ く り 協議会J (以下 r 3 了 目 協議会」 と 略) は総会
を 聞 い て 最終住民案 を 決定 し た 。 こ の案 は 、 J R 沿い の 道路 を 幅 3 m の植樹者 を 含む 9 m
道路 に 拡幅 し 、 J R 神戸線か ら 国道 2 号線の 需 の南北の 市道本庄本山線 (稲荷筋 ・ 幅11 m )
は 商側 の 3 丁 目 部分 の 歩道 を 1 m 拡幅す る が、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路 ( 幅 6 m ) は 現状通 り

474 第八主主 @ 都市計画 ・ ま ち づ く り



と す る 案 を 認 め 、 こ れ に 「市 は事業の進行 に お い て 、 定期 的 な 説明 を 住民 に行 う 。 過小宅
地 の 減歩率緩和 や十 分 な 移転補償 を 行 う 」 な ど と し た確認、 要望事項 を 加 え て い る O

当 初結成 さ れた 「森南 ・ 本山 中 田I ま ち づ く り 協議会」 は 、 協議会の分裂 に よ っ て森南 1
丁 目 、 3 丁 目 が外 れ て 、 2 了 目 と 本 山 中 町 1 丁 目 だ け に よ る 構成 に な っ た 。 本 山 中 町 1 丁
目 の ブ ロ ッ ク は 、 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会J の構成 を 維持 し な が ら 、 本 山 中 町
1 了 呂 地立 の先行整指 を も と め る 「幅17 m の道路 を 廃止 し 、 代 わ り に 9 m の 道路 を 建設す
る 」 要望書 を 10 月 1 E I 、 市 に提 出 し た 。 ' 3 丁 目 協議会」 と ほ ぼ同 じ 案 で 、 一 つ の協議会
を 構成 す る 2 地 区 が今後別 々 の対応 を す る こ と に な っ た が、 本 山 中 町 自 治会 は 、 今 ま で通
り 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会J に 参加す る と し て い る 。

本 山 中 町 1 丁 目 の 要望書提 出 に 基づ い て 市 は 都 市計画の 変更案 を 作 り 、 1 0 月 5 日 に現地
説明会 を 開 き 、 10月 7 B か ら 森南 3 丁 目 と 本tJj 中 町 1 日 を 東西 に走 る 幅1 7 m 道路の廃止
な どの都市計画変更案の縦覧が始 ま っ

1 1 月 13 日 、 神戸市都市計画審議会は森南 3 了 自 と 本 山 中 町 1 丁 目 を 横 断す る 17 m 幅道路
(延長240 m ) を 廃止す る 都市計画変更案 を 承認。 11 月 27 日 、 県都 市計画地方審議 会 は 森

南 3 丁 目 と 本 山 中 町 1 丁 目 の都市計画決定変更案 を 承認 し 、 1 7 m 道路の廃止が決定 し た 。
こ れ に よ っ て 、 ま ち づ く り 協議会分裂の 引 き 金 と な っ た17 m 道路が計画上残 っ て い る の は
森南 2 丁 目 部分だ け に な っ た。

98年 3 月 20 日 、 森南 3 丁 目 と 本山 中 町 l 丁 目 の森南[第 2 地 区 (4 . 6 ha) で工事着 手 の く
い う ち 式が行 わ れた 。
〔森南 2 T 居 〕

95年 2 月 の 結 成 当 初 か ら 都市計画決定の撤 自 を 求め て き て い る 「森南 ・ 本 山 中 期I ま ち づ
く り 協議会」 は 、 97年12 月 14 日 の 住民集会で 、 協議会が1 1 月 に 実施 し た ま ち づ く り に 関す
る 意識調査の結果 を 報告 し た 。 意識調査 は 地 区 内 の380人 に 配布 、 212人か ら 回答 を 得 た 。
こ の う ち 44 . 4% が 「区画整理 を 認め る 」 と 回答。 「区画整理 を 認め な い」 が2l . 7 % 、 「協議
を 中 断」 が15 . 3% あ っ た 。 し か し 「区画整理 を 認め る 」 と し た 回答の 約 8 割 は 「た だ し 内
容は さ ら に 詰め る 」 と し て い る 。 市 と の協議案 に あ る 稲荷筋や コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路の拡幅
に つ い て は 「不必要J と す る 回答が多数 を 占 め た 。 神戸市の姿勢に対 し て の 不信感 も 根強
く 、 5 5 % が 「神戸市の態度 は始め あ り き だ」 と 答 え て い る 。

700 闘 を 越す勉強会

〔 六 甲 道駅北地区) (灘区 六 甲 町 1 � 5 T [éj 、 稗原 1 � 4 f 1J 、 永手町 5 丁 目 、 森後自J 3 丁 呂 )

地反の性格 : J R 六 甲 道駅北の尚応 . it宅混右;地区

地区面積 : 16 . 1ha 
震災前 の flt帯 ・ 人 汀 : 1 ， 810世帯、 4 ， 182人
被災状況 : 全壊 ・ 全焼568棟、 半壊115j東

全棟数1 ， 019棟、 全半壊率67%
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守三 な 整備 内 幸子 道路] 花園線 (l8�26m) 、 神若線 (l8m) 、 六 甲 町線 (l7m) [公園] 六 叩 道北公濁 (近隣公
唇18 ， OOOm2) 、 六 甲 町公i塑 (街区公箇1 ， OOOm') な ど。

減�二ょ千 9 %
事業計画決定 : 96年 1 1 月 6 日

仮換地指定 ・ 97年 2 月 28 日 。 指定率27% (98年 3 月 末)
事業恭工 : 97年 3 月 14 日

地収 計 画決定 : 97年 2 月 28 tI 
総事業費 : 約249億円

ま ち づ く り の動 き (97'f. 3 月 ま で) : 95年 8 月 5 日 に 「六 甲 町 4 ・ 5 丁 [j ま ち づ く り 協議会」 がス タ ー ト 。 そ の

後11 月 ま で に 自 治会 を 母体に し て 「六 甲 町 1 了 臼 」 「六 甲 町 2 T 8 J  r六 甲 町 3 T E I J  r稗原 町 2 ・ 3 ・
4 丁 目J r稗原 町 1 丁 目 J r J R 六 甲 道駅前 ・ 永手町TJ 森後町 3 丁 目 」 の ま ち づ く り 協議会が結成 さ
れ た 。 8 協議会は連絡 を収 り 合い 、 96年 4 月 に 各協議会がそ れぞ、れ ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出 し た0
8 協議会は 4 月 27 日 に 「六甲道駅北地区 ま ち づ く り 連台協議会」 を ;i!y\t� 述介協議会は、 地区計画 に

つ い て ア ン ケ ー ト 誠査や説明会 を 行 い 、 1 1 月 に 市 に 地駅計[判事E笠告 を提出。 97をド 2 月 28 日 、 地区計画

が決定 し 、 仮換地指定が始 ま っ た。

連合協議会は 97年 2 月 に住宅再建、 防災検討、 生活環境、 道路広場、 公開検討の部会 を
設置 し 、 項 目 別 に 月 に 2 問 、 検討会 を 開 き 、 市 の事業計画 を 詰 め た 。 協議会の 提案 を 受 け
て 、 市 は97年 9 月 に 区 画道路の 一部変更 な ど 2 回 目 の事業計画変更案 を 提示 し た 。 そ れぞ
れの部会 は 各地 の 施設 を 見学 し 、 98年 4 月 に提 出 す る ま ち づ く り 提案 の 検討 を 行 っ て い る O
ま ち づ く り 協議 会 や そ れぞれの部会が 聞 い た勉強会 は 、 協議会がで き て か ら 2 年 間 で700
回 に も な っ て い る 。 連合協議会 は 97年 5 月 に復興写真展 を 開 い て部会 ご と の 勉強 の 成 果 を
報告、 1 1 月 に は 「復興 ま つ り 一 元 気 ア ッ プ フ ェ ア J を 聞 き 、 仮設住宅か ら も 多 く の元 の 住
民が参加 し た 。

コ ン サ ル タ ン ト チ ー ム の 一 人 は 、 震災 2 年半の持点で、 こ れ ま で の 活動 を 「 自 負 と 反省
を こ め て」 評価 す れ ば、

1 )  - 8 も 早 い 復興 を 願 う 協議会の 思 い に 対 し て市 も 応 え よ う と がん ば っ た と 評価 で き 、
多 少 強 引 に 進 め て い る と 映 っ た か も し れ な い が、 何 と か平 く と い う 姿勢 は 間 違 っ て い な
か っ た O

2 ) 一方 「希望す る み ん な が こ の ま ち に戻 れ る か」 と い う と 、 残念 な が ら ノ ー と 言 わ ざ
る を 得 な い 。 民 間 の借地権の も つ れ、 資力 の な い家主層 の再建断念 な ど に 対 し て 区画整理
事業で も ど う す る こ と の で き な い現状があ る
と 言己 し て い る o ( r き ん も く せい』 第49 号 97i!三 7 月 、 阪神大震災復興市 民 ま ち づ く り 支援 ネ y ト ワ ー ク )

97年秋 の 時点 で は 、 担 当 し て い る コ ン サ ル タ ン ト は 、 ' 3 年 を 迎 え て も 家が建 て ら れ な く 、
周 辺 の復興か ら 取 り 残 さ れて い る 感 じ が強 ま り 住民 に い ら だ ち が見 ら る 。 事業が進 む に し
た が っ て 個 人情報がほ と ん ど を 占 め る よ う に な り 、 こ れは公表 さ れ な い ( プ ラ イ ベ ー ト な
情報で あ る ) こ と か ら 事業 の 進捗 に つ い て の情報不足が生 ま れて い る 。 い つ家 が建て ら れ
る の か 、 い つ 仮換地の協議 に 来 て く れ る の か 、 市か ら の 直接の連絡があ る ま で事前 に は ま っ
た く わ か ら な い こ と な どが住民の不満 と 不安 を つ の ら せて い る 」 と 述べ て い る O ま た 、 こ
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れ か ら の 課題 は 「再 び住民が帰 っ て く る と 、 休眠 し て い る 自 治会 の 活動 が 開 始 さ れ る だ ろ
う が、 ま ち づ く り 協議会の在 り 方 も 含め て 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の再編が必要 に な っ て く る J
と 指摘 し て い る o ( r復興 ま ち づ く り 報告97� 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク )

仮換地指定75% の早 さ

〔六甲道駅西地区 ) (灘区琵琶町 1 丁 目 、 2 f E! の北部)

地[;< の性格 : J R 六 甲 道駅の南苅の、 J R 神戸線か ら 国道 2 号 に か け て の住宅 ・ 前íJ苫混夜地。
地区忌j積 : 3 .  6ha 

震 災前の世帯 ・ 人 口 : 464 世帯、 1 . 098人

被災状況 : 全壊全焼181棟、 半壊38株
会棟数314棟、 全半壊44宝70%

主な務備事業 道路] 区画道路 (4 . 5m ) 、 歩行者 専用道路 ( 4 m) 、 [公園] 琵琶町公園 (街反公園1 ， 910m2) 
減歩率 : 9 % 
事業A函 : 96年 3 月 26 日

仮換池指定開始 : 96年1 1 月 29 日 O 指定率75% (98年 3 月 末現在)

地区 ，;t画決定 : 96年 1 1 月 5 日
事業蒜工 : 96年12Jl 11 日

総事業費 ・ 約68億円

ま ち づ く り の動 き (97年 3 月 ま で) : 95/'[ 3 月 初 日 、 琵琵町復興住民協議会が発足。 5 月 14 日 、 区画繋理事業の
説明会が関かれ、 住民協議会は役員 をJE式決定 し た。 協議会は ア ン ケ ー ト 調査や ブ ロ ッ ク 別、 地権者
別集会を 開 き 、 1 1 月 24 日 に ま ち づ く り 提案 を 市に提出。 96年 3 月 初 日 、 事業計画が決定 し た 。 協議会
は住民の手記な ど を 編集 し た 『あの刻 ( と き ) を忘れな い ー 琵琶町住民の記録』 を 1 1 月 l 日 に発行 し
た 。 1 1 月 5 日 、 地区計画が決 ま り 、 29 日 か ら 仮換地の指定 を 開始 し 、 12月 、 復興区画整理事業 と し て
は鷹取東第 l 地区 に次いで 2 昏 日 に事業 に着手 し た 。

震災前か ら 福祉活動 を 中心 に コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活動が盛 ん だ、 っ た地区 で\ 96年 8 月 に は 地
区 内 に コ ン テ ナハ ウ ス を 持 ち 込ん で仮設集会所 「 びわ ポ ケ ッ ト 」 を 設 け た 。 こ こ で は 週 1
回 役員 会 を 開 く は か 、 議事録 の 閲 覧 や さ ま ざま な情報が得 ら れ る 場所 に し 、 地域 自 治の確
立 の 拠点づ く り に し て い っ た 。

97年11 月 10 日 、 区岡整理で、道路拡幅用 地 に 建 っ て い た琵琶町 l 了 自 の 3 階建業務 ピ ル を
「曳 ( ひ ) き 家」 工法で東 に 2 . 7 m 、 北へ1 . 1 m 動 か し 、 換地先の土地へ移動 さ せ た。 震災

復興で ピ ル を そ っ く り 移動 さ せ る の は こ れが初 め て O 工事は 1 時間半で終 わ っ たが、 こ の
問 、 ピ ル 内 の 事務所 で は 通常 どお り 業務が行 わ れ て い た 。

ま ち づ く り 会社 rC. D .  C. 神戸J を 設立

〔松本地亙 ) (兵庫 区松本通 1 � 7 丁 目 、 大井通 1 � 3 了 m

地区 の性格 : 小高い丘の会下山公閣 の南麓の住宅 と 近隣商業の混在地。 18条皇告Ijが;碁盤 B の細 い街路 を残 し て い
た。 南側l の LLi手幹線沿い の上沢地区 は以前か ら 区 画整理事業が行 わ れて い た 。
地区Tlil積 : 8 .  9ha 
震 災前 の 佐帝 ・ 人 口 : 1 、 206世帯、 2 ， 367人

被災状況 : 全壊全焼429棟、 半壊88棟

会棟数641棟、 全半i爽率81%
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主 な 整備内容 道路] 塚本線 (l8 m ) 、 松本線 (l7 m ) 、 反面道路 ( 5 � l l m ) 歩行者専用 道路 ( 4 m )  [公開]
松本東公塗1 (社J医公園2 ， 500m2 ) 、 松本西公園 (l ， 000m2)

減歩率 : 9 % 

事業計判決定 : 何年 3 月 初 日
イ反J奥地指定開始 : 96ij'. 1 l 月 初 日 、 指定率34 % (98{ド 3 月 末)

事業経 手 : 96ij三 1 2月 15 日

地区言十両決定 : 96年 1 1 月 5 汀
総事業費 : 約176億円

ま ち づ く り の動 き (97年 3 月 ま で) : 95年 5 月 4 日 「必本地区 ま ち づ く り 協議会」 が発足。 12月 1 8 日 に道路に ド
水道の 3 次処玖水 を流す 「せせ ら ぎ の流 れ る 道J の建設 を 含 ん だ 「 ま ち づ く り 提案そ の 1 J を市に徒

出。 96年 3 月 初 日 、 事業計画が決定。 7 月 15 日 「 ま ち づ く り 提案 そ の 2 J を 市 に提出。 1 1 月 5 1':1 、 地
区計画 を 決定 し 、 1 1 月 30 日 、 松本通 5 、 6 、 7 丁 目 で仮換地指定 を 行 口 て 、 12月 1 5 日 、 く い打ち式を
行 っ た。

松本地医 ま ち づ く り 協議会は、 市内の他の ま ち づ く り 協議会にi呼びかけ 、 96年 7 月 24 日 に協議会Jlß

絡会の設立総会 を 開 き 、 中 島克元松本地IX ま ち づ く り 協議会会長が連絡会事務局長 に な っ た 。

98年 3 月 ま で の 松本地区 の ま ち づ く り を 、 こ の地 区 の コ ン サ ル タ ン ト の辻信 一 (環境緑
地設計研究所) は 6 期 に分 け て い る o ( r論集 き ん も く せい」 第 3 号)

第 1 期 (95年 7 月 か ら 8 月 中旬 ) は ま ち づ く り 協議会の設立 を 住 民 に知 ら せ る こ と 、 区
画整理事業 に つ い て の勉 強 、 都市計画 の骨格 に つ い て の 意見集約の段階。

第 2 期 ( 8 月 下旬 か ら 12 月 ) は街区別小委員 会 で の 検討 を へて 「 ま ち づ く り 提案そ の 1 J 

を採択 し た 。
第 3 期 (96年 l 月 か ら 3 月 ) は 、 事業計画 を 詰め る 作業が進 め ら れ、 決定 に 至 っ た期 間

で、 協議会 は こ れ に対応 し て柔軟 な 運営 を 図 る た め に総務役員 会 を 設 け て体制 を 再編 し た 。
第 4 期 ( 4 月 か ら 10月 ) は 区画整理事業 を 進め る た め の借地権 申 告 と 審議会委員 選挙が

行 わ れ 、 協議会 は 地 区計画の検討 を 始め た期 間。
第 5 期 (96年11 月 か ら 97年 3 月 ) は 、 仮換地指定が進み 、 換地設計 に 基づ く 工事が実施

さ れ、 建物の 再建が始 ま っ た 時 期 で 、 協議会は ま ち づ く り 計画 の よ り 詳細 な 検討 を 進 め る
た め に 、 せせ ら ぎ部会、 公園 ・ ま ち な み部会、 借家人部会の専 門 部 を 設 け た 。

6 期 (97:9三 4 月 以 降) は 、 仮換地指定や造成工事が進む か た わ ら 、 協議会 は こ れか ら
の ま ち づ く り の 方 向 を 検討 し 、 ま ち づ く り 会社 の 設立 、 24時 間地域安心 シ ス テ ム の提案 を
始め た 。

ま ち づ く り 会社 の 設立計画 は 、 中 央 誌 の ト ア ロ ー ド 地 区 、 長 田 区 の真野地区 で も 進め ら
れ た が、 松本地区 ま ち づ く り 協議 会 は 地域福祉の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 当 面 の 目 標 に し て
い る 。 97年11 月 16 日 に準備会 を 聞 き 、 98年 l 月 5 呂 、 地元の主婦や会社員 ら 35人 と 趣 旨 に
賛 同 し た 関 東 な ど の 4 入、 計39人が出 資 し た 360万 円 の 出 資金 で 「有限会社 C . D .  C .  
神戸」 が設立 さ れた 。 C D C は コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ デベ ロ ッ プ メ ン ト ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン の
頭文字。 設立 に あ た っ て 、 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構か ら 弁護士、 司法書士が派遣 さ
れ て い る 。 会社 と し て の事業 は98年 3 月 の段 階 で は ま だ行 わ れて い な い が、 協議会が提案
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し 、 構築 を 始 め た 124時 間 地域安心 シ ス テ ム J の運用 や 、 公営住宅の 管 理 を 請 け負 う 方向
で準備 を 進 め て い る 。

124時 間地域安心 シ ス テ ム j は 、 電話、 パ ソ コ ン 、 G 1 S (地理情報 シ ス テ ム ) を 利用
し て 、 急、病や 犯罪 な ど を 含む災害か ら 助 け を 求め る こ と がで き る 連絡 ・ 対 応の 方法。 松本
地 区 で は97年 に 、 通産省が企画 し た 「 ラ イ フ ス ポ ッ ト を 支援す る 地域情報 シ ス テ ム j の実
証実験が行 わ れ た 。 こ の 実験は 、 住民の健康状態、 病歴、 近親者の連絡先 な どの情報 を パ
ソ コ ン に 蓄積 し 、 N T T が実用化 し て い る 緊急事態通報シ ス テ ム 「安心 S シ ス テ ム J と 結
ん で 、 災害発生や救援 を 求 め る 連絡が入 れ ば、 消 防 、 普察、 近隣の住民、 親族 な ど に手配
す る シ ス テ ム o C .  D .  C . 神戸 は 、 入 院費 用 の 立 て 替 え 、 個 人財 産 の 管 理 ・ 処分 な どの
分野で の 活動 も 行 う こ と に し て い る O

住民の 対立が解消

〔御菅東地区 J ( 長 田 区御蔵通 3 ・ 4 丁 日 、 菅原通 3 ・ 4 ä )  

地区の性格 : J R 山 陽本線北側l の兵庫駅 と 新長 田 駅の 間 に あ る 住宅、 市場、 家内工業 を 中心 に し た 中小零細の工

場が1f�在する 下町的雰凶気 を 残 し た地域。 地震後の火災で地[又の ほ と ん どが焼失 し た。
地区面積 : 5 . 6ha 

震災前のf世帯 ・ 人 口 : 554世帯、 1 ， 225人

被災状況 : 全壊全焼473棟、 半壊 5 棟
会様数520棟、 全半壊率92%

主 な 整備内容 道路] 区画道路 ( 6 � lO m ) 、 歩行者港用道路 ( 4 m )  [公自立] 御菅北公良J (l ， 500m2) 、 御菅南
公盟 ( l ， 000m2)
減歩率 9 %

事業計画決定 : 96年11 月 6 日
仮換地指定開始 : 97年10月 16 日 、 指定率14% (98年 3 月 末)
事業着手 : 97年10月 24 臼

地区計i可決定 : 9711". 1 1 月 27 日
総事業費 : 約95億円

ま ち づ く り の動 き (97年 3 月 ま で) : 78年か ら術集 し た長屋住宅の改善、 市場 ・ 商庖街の活性化策 な ど を プ ラ ン
ナ ー と と も に検討 し 、 82年 に ま ち づ く り 協議 会 を 役立。 88年 に地域福祉セ ン タ ー が開 設 さ れた後は、

休眠状態 に 入 っ て い た。
95年 6 月 18 日 、 'íMl菅 3 ・ 4 地 反復興対策協議会」 が役立 さ れ た。 96:9' 4 月 14 日 に 開 い た住民総会

で ま ち づ く り 案 を75 % の 賛成で決定 し たが、 減歩率 に つ い て紛糾 し合意 に達 し な か っ た 。 減歩率 9 %
に 反対す る 住民は 9 月 1 司 、 80人で 「御菅 3 ・ 4 地権者の会」 を設立 し た。 協議会は10月 23 日 、 子IJ に

事業のー待中 断 を 求め たが、 市は応、 じず、 1 1 )� 6 日 事業計画 を決定 し た 。 12月 1 El 、 地権者の会が換

地意向調査 を拒奇 し 、 協議会の総会開催 を 求め署名活動 を 始 め た o 3 段 、 協議会は 「活動が事実上 で
き な く な っ て い る 」 と 住民 に 表明 し た。 25 日 、 県都市計画地方審議会 は 、 住民の意見書 を不採択 に し 、

原 案 どお り 事業計画 を承認 し たの
97年 2 月 、 復興対策協が活動 を 再 開 し 、 対策協 と 地権者の会 と が歩み寄 る 話 し合いが始 ま り 、 3 月

末 の 区画整理審議会委員 の 選挙では対策協か ら 7 人、 地権者の会か ら 1 入が当 選 し た 。

97年 4 月 末、 地権者 の 会 は 「減歩 に 関 し て結 成 当初 の よ う に絶対 反対 を 訴 え る 気は な い」
と 方向転換 を 決め 、 会 の 名 称 を 「御 菅 ま ち づ く り 住民 の 会」 と 改称 し 、 「御 菅 3 ・ 4 地 区
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復興対策協議会」 の 一員 と し て 活動す る こ と に な り 、 何年 4 月 か ら 始 ま っ た対 立 は解消 さ
れ た 。 97年10月 16 日 に仮換地指定が始 ま り 、 10月 24 日 に は 、 御 蔵通 3 丁 目 の 宅地 で 区画整
理工事の く い打 ち 式が行 わ れ た 。

ボ ラ ン テ イ ア が共 向 建 て 替 え 計画推進

〔御蔵西地震 ) (御蔵 5 ・ 6 丁 目 )

地区の性格 : 長 旧 民役所、 長田消防箸の南側で、 住宅、 商席、 ケ ミ カ ル産業 を 中心 に し た小規模工場が混在する
地区。 地震後の火災で、 地 区 の ほ と ん どが焼失 し た。

地12<�函積 : 4 . 6ha 

震災前の ut帯 ・ 人口 : 331世帯、 731 人

被災状況 : 全壊全焼242練、 半壊34棟
全棟数334t束、 全半渓率83%

主 な 整備内容 道路] 区画道路 ( 6 - 9 m ) 歩行者専用 道路 ( 4 m )  [公開] 御 蔵北公箇 (街区公園 1 . 000m2 ) 、

御蔵wí公園 (街区公関1 ， 500m2)
j成歩率 : 5 % 

事業計 画決定 : 97年 1 ) 1 14 日

仮換地指定 : 98{ド l JJ 8 目 、 指定率8% (98年 3 月 末)

事業着手 : 98年 l 月 12 E I  
地区計画決定 : 97年1 1 月 27 日

総事業費 . 約68億円

ま ち づ く り の動 き (97年 3 月 ま で 何年 4 H 23 日 「御蔵 5 ・ 6 丁 目 町づ く り 協議会」 を 設立。 96年 7 月 14 日 、

住民総会で ま ち づ く り 案 を説明、 9 3計jの資問 を 得 る 。 9 月 13 日 、 ま ち づ く り 提案 と 受け illlH二宅の入居

資格の緩和要望 を 市 に提出 し た。 971F 1 H 14 司 、 市が事業計|骨] を 決定。

こ の地区では 、 土地の所有者が解体跡地 に プ レハ プ事務所 を 建て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 に提供、 曹洞
宗 国 際 ボ ラ ン テ イ ア会、 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 す た あ と 長国 、 市民ェ議員 立法実現推進神戸事

務局 、 夜 日 ベ ト ナ ム 人の共同作業所 な ど、 多 く の ボ ラ ン テ イ ア 凶体が活動の拠点 を置い て い る 。

協議会 は 、 小島孜 ・ 近畿大学教授、 浦野正樹 ・ 早稲 田 大学文学部教授 の 助 言 を 受 け て 共
同 化 に よ る 再建 に 取 り 組 ん だ 。 仮設住宅や疎開先 に 移転 し て い る 元 の住民 を 、 ま ち づ く り
支援 ボ ラ ン テ イ ア 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J (小野幸一郎代表) が訪 ね て 意見 を 聞 き 、
97年 6 月 14 日 、 5 世帯が参加 (最終12世帯) し て準備会 を 発足 さ せ た 。 飛 び換地 を 行 っ て
共同化敷地907m2 を 集約換地 し 、 6 階建24戸 の マ ン シ ョ ン 建設計画 を 立 て た が、 住都公団
か ら 派遣 さ れ た 計画 コ ン サ ル タ ン ト か ら 「保留床の処分 は 困 難 な情勢に な っ て い る 」 と 指
摘 を 受 け て 、 敷地 を 495m2 に 縮小、 権利者12戸 だ け の 6 階建 に 変更 し 、 御 蔵 通 5 丁 目 地 区
復興再建共 同 化住 宅建設組合 を 結成 し た 。

「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 95年秋か ら 協議会の議事録作成 、 新開発行の事務的
分野 を 担 当 し 、 慰霊祭や復興花 ま つ り 、 も ち つ き な どの準備、 運営 を 受 け持 ち 、 協議会の
活動 を 側面 か ら 支援す る 役割 を 果 た し て い る 。 共 同 再建で は 、 各 地 に 分散 し て い る 世帯 を
つ な ぎ 、 計画 コ ン サ ル タ ン ト と の 間 に 立 っ て事業の進行役 を 務め て い る 。 97年 8 月 か ら は 、
市民や ボ ラ ン テ イ ア 、 都市 プ ラ ン ナ ー な ど に 参加 を 呼びか け 、 被災地の現状 を 見つ め復興
ま ち づ く り を 考 え る 「御蔵学校」 を 開催 し て い る 。
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協議会は 97年10月 、 神戸市消紡局 が ま と め た 報告書 「阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 火災状
況J の 中 で、 御 蔵 5 丁 目 周辺 の 火災 に つ い て 「消 防隊がこ の周辺で消火活動 を 実施 し て お
り 、 そ れが有効 で あ っ た た め焼 け止 ま っ て い る 」 と し た記述 に つ い て 、 事実 と は異 な る 、
と 抗議 し た 。 協議会 は 、 住民か ら 「消防車 と 破れ た ホ ー ス は 見 た が水 は ち ょ っ と し か 出 て
い な か っ たJ r消 防 隊員 は ど う し よ う も な く 燃 え て い る の を 見 て い る だ け だ っ た」 と い う
当 時 の 目 撃証言 や写真 を 集め 、 「火は燃 え つ き た と い う の が正 し い 表現だ。 消 防が非力 だ、 っ
た事実 を 事実 と し て残すべ き だ。 わ れ わ れが身 を 切 る 思 い で経験 し た こ と が埋 も れて い く 」
と 抗議 し 、 神戸市消 防 局 は 現場の状況 を あ ら た め て確認す る と 返答 し た 。

協議会 と は加 に 、 元 の 白 治会 を 母体に し た 「 み く ら 5 ・ 6 ・ 7 わが ま ち 会J が97年春か
ら 活動 を 始め 、 月 1 田 地 区 内 の掃除や夏祭 り 、 も ち つ き な とマ を 行 っ て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の
再建 を に な っ て い る 。

シ ュ } ズ ギ ャ ラ リ ー - タ ウ ン 構想 を 提案

〔新長田駅北地亙 (新長 田 北 エ リ ア) ) (大道 通 4 ・ 5 丁 目 、 御 原 敷通 1 - 6 丁 目 、 川 西通 4 ・ 5 了 包 、
水設通 1 - 6 了 目 、 細 田 町 4 - 7 丁 目 、 神楽 町 3 - 6 丁 目 、 松野通 1 - 4 丁 目 )

地 区 の性格 : J R 山 陽本線 と 山 陽電鉄の 隠 の 、 東西l . l km 、 南北500 m の長方形の平坦 な 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業

を 中 心 に し た 中小工場、 業務施設、 お席、 住宅が混在す る 地長〈。 地渓後の火災で ほ と ん どが焼失 し た 。

長 田 神 社 南 の 条里斜地割 に 基づい て 、 大正初期 に 約 100 m 泊 方 の耕地主主理が行 わ れ 、 町 T '土 幅員 8 m

の 区i函道路で街区 を 形成 し て い た O 街 区 の 内 部 は 幅員 2 - 3 m の私選が多 か っ た 。

地 区 面積 : 4 2 .  6ha 

震災前の世帯 ・ 人 口 : 3 . 267世帯、 7 ， 587人

被災状況 : 全壊全焼 1 . 580棟、 半j衷200練

会棟数2 . 217棟、 全半壊ネ80%

=F: な 整備内容 [道路] 五位池線 (27 m ) 、 総 回 線 (20 m ) 、 松野御屋敷線 (13- 17 m ) 、 神楽1Î'1l屋敷線 (l7 m ) 、

区画道路 ( 6 - 1 4 m ) 、 歩行者専用道路 (4 . 5 - 8 m )

[公園] 水笠通公開 ( 近 隣 公 隠 1O ， 000m2) 、 水笠通商公国 (街区公慰 2 ， 500m2) 、 細 田 町公園 (街区公

園 1 . 1 00 m2) 、 J l l j町屋公関 (街区公園 1 ， 500m2)

減歩率 : 9 % 

事業計画 : 97年 1 月 14 日

仮換地指定開始 : 98年 1 月 初 日 、 指定率1 6 % (98年 3 月 末現在)

事業着工 : 98年 1 月 23 汀

地区計画決定 96年 1 1 月 5 汀

総事業費 : 約798億円

ま ち づ く り の動 き (97年 3 月 ま で) : 95年 5 月 28 R に 「水 4 (水笠通 4 了 呂 ) ま ち づ く り 協議会J が発足、 96年

6 月 1 3 0 ま で に新長旧北エ リ ア 内 の2 1 地i玄でそ れぞ、れ ま ち づ く り 協議会が設立 さ れ た 。 95iF]0月 か ら

96年10 月 ま で 19協議会が地元 ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出 し た 。 96年 6 月 22 日 、 21地区 の ま ち づ く り 協

議会が 「新長 閃 駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会」 を 結成。 7 月 9 日 に事業計 画 を 決定。 1 1 月 5 日 、 地

区計画 を 決定。 97年 1 月 初 日 に 仮換地指定が開始 さ れ、 1 月 23 日 に御屋敷通 1 、 6 T EI で最初の く い

打 ち が行 わ れ た 。

95年 4 月 か ら 北野 正一 ・ 神戸 商科大学教授 ら 学者、 研究者、 事業者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト な どが集 ま っ

た 「長 田 の よ さ を 生か し た ま ち づ く り 懇談会」 は毎滋 1 回 の割合で議論 を 重 ね 、 95年 6 Ji 15 日 に神戸

市へ ' 5 項 目 の提言」 を 提 出 し た 。 提言は、 1 ) 災筈 に も 強 い杜 ( も り ) の 下 町。 2 ) 高齢者が戻 っ

て こ ら れ る ま ち 。 3 ) 21世紀型都市産業 と し て の 神戸 シ ュ ー ズ の 復興。 4 ) 国際都市神戸の顔 と し て
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の 長 田 ア ジ ア 通。 5 ) 南部 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト に 海浜復活、 で、新長田駅北地 区 は こ の う ち 4 項 目 の 実

現 を め ざ し て い る 。

「社の 下町構想J は 、 住工混在 の こ の 地 区 の性格 を 「問題」 と し て と ら え る の で は な く 、
「 ま ち の魅力 を 生 み 出 す ま ち づ く り の資源J 1"新 し い ピ ジ ネ ス を 生み 出 す苗床」 と し て 考 え 、

環境 ・ 景観 を 重視 し て新 し い 下 町 を 生み 出 す ね ら い を も っ て い る 。
98年 1 月 の 時 点 で 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業 界 は 約90 % が事業 を 再開 し て い る が、 生産量は

60�65 % に と ど ま っ て い る 。 こ の 地区東部の 6 協議会は 「産業地区創造懇談会」 を 設置 し
て 「 く つ の ま ち ・ な がた構想、」 の 具体化 を 検討 し て い たが、 細 田 町 4 、 5 丁 目 の コ ミ ュ ニ
テ ィ ー 道路 沿 い に 、 見学 コ ー ス を 備 え た 工場や シ ョ ー ウ イ ン ド ー の あ る 庖舗 を 集積 し た
「 シ ュ ー ズ ギ ャ ラ リ ー ・ タ ウ ン構想」 を ま と め 、 98年 l 月 26 日 市 に提案 し た 。

田 区 に は23 カ 国約9 ， 000人の ア ジ ア 人が居住 し て い る が 「 ア ジ ア タ ウ ン 構想」 に よ る と 、
コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路 の 沿道 に ア ジ ア の 国 ご と に 食材販売肩、 飲食宿、 物産庖 を 集 め 、 歩道
は ア ジ ア 産 の 石 を使 い 、 各 国 の特色が漂 う 街灯 を 建 て 、 そ の 国 を 象徴す る ゲー ト を 建設す
る と い う 。

JR 工場跡 に392戸 の復興住宅着工

〔新長関駅北地区 (鷹取北エ リ ア) J (須磨区大池田n

地区 の性絡 : J R 鷹取工場の移転予定地。 東 は 土地じま !尚整理事業の 鷹取東第 2 地 区 、 線路 を 挟 ん で南 は鷹取東第

1 地 区 に援 し 、 丙Jこ 妙法ミJ'J け があ り 、 !日立 に 須磨 IX役所、 須f奈区民セ ン タ ー 、 須磨警察署 な どの公共

機関があ る 。

地 12<:面積 : 1 7 .  Oha 

主 な 整備事業 ・ [道�íí-J 鷹収駅北線 (27 m ) 、 [ 公 関 ] 鷹 取釈北公障1 (街反公 園 2 ， 500m2) 、 妙法 寺 川 左岸公関 ( 近

隣公園1 7 ， OOOrrf)

事業計 i可決定 ・ 97ir 3 )1 3 口

仮換地指定開始 : 98年 3 月 13 B 、 指定率3 . 5 % (98年 3 月 末)

事業若 : 97年12月

ま ち づ く り の動 き (97年 3 JJ ま で) : J R 鷹取工 場 は敷地面廃1 9 . 3ha の J R 西 日 本 の 最 大 の 車 両 検資 - 修理施

設だが、 同れ は 工場機能の大部分を 兵庫県掠保郡太子 町の 網干電車蒸地 に 移す計画 を 立 て て い た 。 神

戸市 は96"ド 5 月 、 鷹 取 :し場JTJ:I1il を 被災者向 け住宅用 地 に す る た め 敷地の買収交渉 を 始 め た 。 97年 2 月

28 行 、 市 は J R 鷹取工場 の 丹i 地 を 重点復興地域 に 追加指定 し 、 住宅市街地総合整備事業 を 導入 、 3 月

3 H に 事業 IX t或 に 編 入 し た。

3 月 、 神戸市 は予定地の う ち 約 10ha を 56億3 ， 000万 円 で 買 収 し 、 12月 、 こ の う ち の
2ha で 「鷹取駅北 団 地」 の 建設 に 着手 し た 。 者工 し た の は 7 階建 5 棟、 計392戸 で 、 住都
公団が建設 し 、 市が24 3戸、 兵庫県が149戸 を 借 り 上 げ、 公営住宅 と し て供給す る 予定。
部 は 長田 区、 須 磨 区 の 区画整理事業の 受け皿住宅 に な る 。 総事業費 130億円 (土地代 を 含む 。
固か ら の稿助75億 円 ) 0 99年 3 月 に 完成予定。

今後の 買 収予定の 6ha は 、 新長 田 駅、 鷹 取地 区 の 区画整理事業の換地用 地、 市立千歳 ・
大黒小学校の 統合校の建設用 地、 駅前広場や 商 業 ゾー ン に予定 さ れ て い る 。 住 宅の建設戸

482 第八章 @ 潟 市 計 映Î . ま ち づ く り



数 は 最終的 に 1 ， 000戸 に な る 計画。 J R 西 日 本が所有す る 残 り の 工場跡地 は 、 J R 西 日 本
が文化 ゾー ン と し て整備す る 予定。

住民28%が戻 り 再建 ラ ッ シ ュ

〔鷹取東第 1 ) (長 田 区 日 吉 田] 5 ・ 6 丁 目 、 若松町10 . 1 1γ 呂 、 大僑町10 ・ 1 1丁 目 、 海運町 2 ・ 3 T EI )  

地区面積 : 8 . 5ha 

震 災前 の {支持 ・ 人 r I : 905社帯、 2 ， 05 1 人

被災状況 : 会決全焼494棟、 半壊40棟

ゴモ機数550棟、 全半壊率97%

主 な 整備内芥 [道路] 区画道路 (4 . 5 � l 1 m ) 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路 ( 10 m ) 、 広行者専 用 道 路 ( 4 � 6 m )  [公

医tlJ 4 カ 所。

j主歩率 : 9 % 

事業計画 : 95主[' 1 1 月 30 日

仮換地指定開始 : 96年 8 月 28 日 、 指定率93% (9811'. 3 月 末現在)

事業活工 : 96年 9 月 13 fj 
池上く言! í，判決定 : 何年 1 1 月 5 日

総事業費 : 約 100億円

ま ち づ く り の動 き (97it 3 月 ま で) : 95年 3 月 19 r j 、 住民 と 地 ド 出 身 の都市，iI 雨 コ ン サ ル タ ン ト が区 lålj整理事業

に つ い て の勉強会 を 開 始。 7 月 2 日 に r�跨取東復興 ま ち づ く り 協i滋会」 設 \1:0 7 月 7 B か ん 9 月 に か

け て 市 と 交 渉。 激 し い や り 取 り の 絞 、 1 ， 000m2の公閣 を 2 つ に 分割、 減7Jミヰ'10% を 9 % に す る な どの

案で、 1 1 月 初 日 に 事業計画 を 決定。 96年 1 月 、 市 と j成歩率 9 % が平均 な の か上 限 な の か な ど を め ぐ っ

て再交渉が始 ま る 。 2 月 1 1I 、 市が減:歩3が に つ い て 譲歩 し た 初 、行 部 長 の発討 を 撤 回 、 区 画繋球審議会

の議員 選挙公告 を 取 り 干潟 し 、 事業 日 程 を 凍結 し た 。 市 の 強硬姿勢 に協議会内部 に 混乱 が見 え 、 各 国Iで

改 め て 説明 会 を 潟催。 3 J ] 下 旬 、 市が減歩率、 受 け lJJl住宅 に つ い て 前進 を 約束 し 、 凍結 を 解 除 し た 0

6 月 23 呂 、 土地区画整理審議会選挙終了。 8 Yl 25 日 、 被 災地 で は 最 初 の仮換地指定 を 開始。 9 月 13 日 、

被災地第 1 号の く い 打 ち 式 が行 わ れ た 。 1 1 月 5 目 、 地区計 画 を 決定。 97年 l 月 12 日 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

道路計画 を i夫定 し た 。

f反換地が進 ん で 、 復興土地区画整理事業地区 の う ち で最 も 活気 あ ふ れ た 建築 ラ ッ シ ュ を
見 せ た 。 再建 さ れ る 住宅 も 「 共 同 化住宅J ，.協 調 的 建 て 替 え住 宅」 な ど、 復興基金の補助
制度 を 生か し た モ デル が多 い。

日 吉町 6 丁 目 の復興再建共 同化住宅 「サ ン コ ー ト 鷹取」 は 、 地権者14人 の集約換地 に よ
る 敷地661平方 メ ー ト ル、 6 階建、 延べ床面積1 ， 649m2 で 、 26戸。 公団 グ ル ー プ分譲制度で 、
地権者権利床14戸、 賃貸 2 戸、 保留床10戸。 区画整理区域 内 で の 共 同化再建第 1 0 

大橋町10了 自 に は98年 1 月 、 「協調 的建 て 替 え 住 宅」 の 第 I 号が完成。 4 世帯が、 建築
の高 さ は 10 m 未満、 こ う 配屋根、 外壁 は 白 色 な ど 7 項 自 の ル ー ル を つ く り 、 復興基金の 「小
規模共 同 建 て 替 え 等事業補助制度j の適用 を 受 け た 。

建築 ラ ッ シ ュ が見 ら れ る も の の 、 建築 さ れ な い 区画 も 多 く 、 岩崎信彦 ・ 神 戸大学丈学部
教授 (社会学) は 、 98年 3 月 に 「寂神 大震災 4 年 自 の地域状況 一 鷹取東に お け る ま ち と 住
宅の復興」 を 調査、 発表 し た。 (関 西社会学会第羽田大会)

調査は ア ン ケ ー ト (郵送質問紙法。 発送577 、 転居先不明69、 有効回答220、 回収率43 % )
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と 、 37人 に対 し て の イ ン タ ピ ュ ー で行 わ れ た O
[住宅再建の見通 し ] ( ア ン ケ ー ト 、 98年住民名 簿 、 統計資料 に 基づ い て 推計)

す で、 に 地 区 内 に居f仁

地反 内 に 災 る 計 鮒 ・ 見込みがあ る

戻 る か ど う か わ か ら な い

現住所不明

反 ら な い こ と が判 明

161世帯 (24 . 1 % )  

189 佐帯 (28 . 2 % )

1 14世帯 (17 . 0% )

1 6 1 世帯 (24 . 0 % )

41世帯 ( 6 . 6 % )  

す で に 戻 っ て い る 、 戻 る 計画があ る ・ 見込みがあ る を 合 わ せ る と 、 こ の 時点で の推計で
は 350世帯、 52 . 3 % 。 ま だ分か ら な い 、 現住所不明 の 中 か ら 反 っ て く る 世帯 が増 え れ ば こ
れ に 上積 み さ れ る が、 半数近 く の 世帯が戻 る か ど う かが分か ら な い状況 に あ る O

[ ま ち づ く り 活動 に つ い て 、 会合への 参加状況] ( イ ン タ ビ ュ ー 調資 を 中 心 に )

す、 っ と 参加 し て い る

途 中 で参加 を や め た

参加 し な か っ た

不 明

25件 (67 . 6 % )

10件 (27 . 0% )

lf'f ( 2 . 7 % )  

i件 ( 2 . 7 % )  

ず、 っ と 参加 し て い る 人の 多 く は 、 ま ち づ く り の進展 や住宅再建 に つ い て の 情報 を確保す
る こ と 、 IU知 の 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (特 に 高齢者) を 理由 に あ げて い る O 途 中 でや
め た 人 の 理 由 は 、 権利 関係の違 い か ら 少数意見が反映 さ れ な い (特 に借家借地入 、 マ ン シ ョ
ン の住人) こ と 、 人 間 関係の ト ラ ブル (各町の役員 層 に 多 い ) の 2 点。
[ ま ち づ く り 活動 に対す る 評価]

会利回 す る

不i荷 は あ る

評価 し な い

不明

171午 (45 . 9 % )

1 51牛 (40 . 5 % )

2件 ( 5 . 1 % )  

3件 ( 8 . 1 % )  

仮換地指定、 建築制限の解除 に こ ぎつ け た こ と で一定の評価があ る が、 行 政 の 手法 に 反
発 (特 に減歩、 建築制 限 な ど) は根強 い 。 同 時 に 、 協議会 は行政に譲歩、 妥協 し た と い う

も 間 か れ た 。

持家 の住民 で も 22%が復帰 を 断念

〔麗取東第 2 ) ( 長 田 区戸崎通 3 T El 、 間代iilí 4 丁 目 、 須磨区戎町 1 丁 目 、 太 田 町 1 丁 白 、 五一 田 町 1 ・ 2 T lI 、

大池町 1 ・ 2 r 目 、 千歳出J 1 � 4 丁 目 、 常盤町 1 � 4 丁 目 )

地区の性格 : 長 田 区 と 須磨 区 に ま た が っ た住宅、 商 屈 と ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ を 中 心 に し た 中 小零細 [.場の混在池域。

戦jjと を ま ぬがれた下町で、 古 い 木波長屋、 高齢者が多 か っ た 。 東側 は 医画務理事業 の 新長 出 駅北地区

の新長田北エ リ ア 、 西 側 は 同 鷹取北エ リ ア 、 J R 線路 を 挟 んで雨 に鷹取第 1 地 区があ る 。

地区面積 : 1 9 目 7ha

渓災前の世帯F ・ 人 口 : 1 ，  747部一帯、 4 ， 099人

被災状況 . 全壊全焼1 ， 034Æ束、 半壊49棟

全棟数1 ， 196線、 全半壊率91 % 

主 な 整備内谷 : [ 道路] ば i剣道路 ( 6 � 14 m ) 、 歩行者専用 道路 (4 . 5 � 6 m )  [公園] 千 歳公開 (近隣公園、 1 0 ， 0ωば) 、

戸崎通公開 (街|ズ公閣、 2 . 500m2)

J成歩百字 9 %
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�Ji.業nt 阪 : 971，r 3 月 5 R 

1W換地指定開始 : 97年 9 月 6 日 、 指定率15% (98年 3 月 末現在)

卒業治 仁 : 97'Q 9 月 1 l 日

地区 計画決定 : 97"1 1 1 月 27 行

総卒業焚 : 約258億 円

ま ち づ く り の動 さ (97�1- 3 月 ま で) : 95iF 7 月 9 0 に 下歳匝T 4 丁 目 ま ち づ く り 協談 会が設立 さ れ、 そ の後、 中 央

幹線か ら 南 に 6 協議会がで き 、 10月 15 司 、 「 千歳連合 ま ち づ く り 協議会」 を結成 し た 。 さ ら に 、 中 央

幹線か ら 北側 で 4 協i議会が結成 さ れ た 。

述イ子協議会は 「住民 を 平 く 元 の 土 地 に 帰 ら せ る た め に は市への協 力 は や ぶ さ か で は な い」 と い う ん戸

長i を 決 め 、 受 け llll住 宅用 地 の あ っ 旋 な ど に努力 し た 。 当 初 は 千歳向 1 丁 目 がそ の ま ま 1 . 3ha の公隠 に

変 わ る 計画 で 、 協議会 は 強 く 反対 し て い た が、 96年 8 月 、 J R 鷹取工場跡地 を lぢ が貨 収 し 、 土地区)画

整理事業区域が拡大 さ れ る こ と に な っ て ま ち づ く り 言「断が修 正 さ れ た 。 こ の 中 で 、 千 歳町 2 丁 目 の 千

歳小学校が J R 鷹取工場跡地 に 移転す る こ と に な り 、 1 丁 目 に計画 さ れて い た公 園 を 学校跡地 に振 り

主与 え る こ と に な っ た 。

協議会 は 、 受け皿住 宅の 用 地探 し に 努力 し て い た が、 市 は別 に計画 を 進 め 、 着工寸前 に
住民 に 知 ら せた 。 こ の た め鍋 山嘉次連合協議会長 は 「再三 あ っ た交渉の場でイ可 も 聞 け な か っ
た 。 こ れが住民参加 だ な ん て 」 と 情報 を キ メ 細 か く 開示す る よ う 求め た 。 こ の こ と があ っ
て 、 98年 l 月 の 連合協議会の役員 会 で 、 市 の 担 当 者 は 「常盤町 2 丁 目 の 一 部 で仮換地の 交
渉 に 入 り た い 。 ま と ま れ ば 3 月 ご ろ に 審議 会 に 諮 り た い」 と 土地区画整理事業の予定 と 見
通 し を 説明 し た 。 決定事項 だ け で は な く 途 中 経過 や メ ド ま で市が話 し た の は こ れが初 め て
と 克 ら れ る 。 ( r神戸新聞� 98iF 3 月 17 日 )

受け胤住宅の 入活資格に つ い て 、 協議会 と 市 と の 交 渉が重 ね ら れて い る が、 市 は 、 土地
を 市 に 売却 し た 地主 と 売却 さ れ た 土 地 に 住 ん で、 い た借地 ・ 借家世帯 を 対象 に し 、 協議会 は 、
土地 を も っ て い て も 再建で き な い地 主 な どが多 い こ と か ら 、 こ う し た土地の借地 ・ 借家世
帯 に も 広 げる よ う に 求め て い る 。

97年末 に 、 千歳地 区 で、神戸新聞社が行 っ た 「震 災 3 年 ア ン ケ ー ト 調査」 で は 震災 2 年 目
の調査に比べて 「戻れ な い」 と 考 え て い る 元 の 住民が増 え て い る 。 ( r神戸新開� 98"1三 2 月 17 B )  

[住 ま い] 千歳地 区 に 戻 る メ ド に つ い て 、 震災前持 ち 家 だ っ た住民の22% が断念 し て い る 。
震災 2 年 目 の 調査 よ り 5 ポ イ ン ト の増加。 断念の理由 は資金 (26 % ) 、 高齢 (26 % ) 、 区画
整理 (36 % ) 0 メ ドが立 た な い34 . 6 % 。 メ ドが立つ5 . 2% 。 戻 っ た ・ 再建 し た 人 は 38 . 2 % だ っ
た 。

借家 だ っ た住民 は よ り 深刻 な状況で、 2 年 目 は元 の ま ち る こ と を 断念 し て い た の は
3 割強 だ っ た が、 3 年 臼 で は50% に達 し て い る 。 戻 る メ ド が立 た な い 人42 . 2 % で 、 こ れ を
含め る と 92 % が戻 れ な い状況 に お かれ て い る O 戻 っ た 人 は6 . 3 % 、 メ ド が立 っ た 人 は 1 . 6 % 。

[仕事] 回答者の27 % が 自 営業者 だ っ た が 、 自 営業 の 仕事 の 変化 は 、 本格再開36 . 4 % 、 仮
設で再開32 . 5 % 、 廃業15 . 6 % 、 転業 ・ 転職9 . 1 % 、 そ の他2 . 5% と い う 回答 に な っ て い る 。
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2 . 市街地再開発事業の地区
復興市街地再開発事業 は 、 ] R 六 甲 道駅南地区 で30階建の高層 ビ ル 2 棟 な ど15棟の 中

層 ピ、 ル 、 ] R 新長 田駅南で は30階建か ら 7 階建 ま で40棟の 中 高層 の ピ ル が計 画 さ れ、 白日
で は建築が進み始め た 。 両 地 区 で の住宅供給戸数は4 ， 000戸。 う ち 1 ， 200戸が従 前居住者向
け の 受 け 盟住宅だが、 残 り は保留床で よ そ か ら の 入居者 を 期待 し て い る 。 高齢の従前居住
者が権利床 を 買 っ て 入居で き る 資力 を も っ て い る か、 被災地全体で住宅が供給過剰舘 向 に
あ る 状況で保留床が売 れ る か ど う か、 事業の先行 き に対す る 不安が し だ い に ふ く ら んで き
て い る O

東の副都心 に 15棟の 中高層 ど ル

〔六甲道駅南地区) (灘山菜同 町 4 ・ 5 丁 目 、 備後町 4 ・ 5 丁 目 、 桜 口 町 4 ・ 5 丁 目 )

地 μ: のt! 格 J R /， ljc!道駅南側 か ら いi道 2 号 線 ま で の 、 住宅、 商業、 業務混伝地。 神戸市の東部副都心 と 位前づ

け ら れ、 一部 に は 市街地改造 ど )，" が廷で ら れ て い た 。

地V lfIí積 : 5 .  9ha ( 4 地V )

震 災 lìíj の世帯 ・ 人 [ 1 : 700 1企帝、 1 ， 400人

被 災状況 : 約330棟の う ち 7 割カミ令'f 壊

権利者 (98年) : 7:37 人 (太地所右'i'í' ; 413、 借地権者 ， 56、 借家権者 ; 268) 

供給計画 : 建築棟数15棟 (商業 ・ 業務床約35 ， 000m2 、 住宅約1 ， 000戸)

主 な 主主備 内 容 公目立] 六 甲 道南公国 (0 . 93ha) [ 道路] 六 甲 道駅南線、 (22 m )

八幡線 (20 m ) 、 六 甲 駅前線 ( l5 m ) 、 桜 口 深 回 線 ( 13 m )

住宅供給 悶 擦 : 1 ， 000戸 (分譲800戸、 賃貸200戸)

総事業費 : 約890億円

ま ち づ く り の 動 き (97年 3 月 ま で) : 95年 6 月 18 臼 ま で に 第 l 地 区 ( 深 間 4 南) 、 第 2 地 区 (桜備 4 ) 、 第 3 地区

(桜 口 5 ) 、 第 4 地 区 (深備 5 ) の 4 ブ ロ ッ ク に ま ち づ く り 協議会が結成 さ れ た 。 7 月 9 日 、 4 ブ ロ ッ

ク が集 ま っ て 六 甲 駅南 ま ち づ く り 連合協議会が発足。

96年 3 月 犯 行 、 第 1 地 区 で事業計画決定。 12月 25 日 、 第 2 地 区 、 第 3 地 区が住民案 を 提示 。 公園 と

道路の配置 に つ い て 、 公匿 を 0 . 93ha に縮小 し 、 Jl長 を 風 と 光が入 る 「羽子板型」 に変更 し た 案 に 全 ブ ロ ッ

ク が合 意 し 、 速合協議会が都市計附変更 を 市 に捻案。 97年 1 月 16 日 、 都市計画安吏案 の縦覧開始。 2

月 28 日 、 都市計画変更 を 決定 し た 。

こ の地 区 は 4 ブ ロ ッ ク に 分 け て 再 開発 を 進め る こ と に な っ た が、 そ れ ぞれ の ブ ロ ッ ク の
計画案が矛盾 し な い よ う に 、 学識経験者、 コ ン サ ル タ ン ト 、 設計事務所、 市 の 担当部痛が
参加 し た 「基本計閥会議J (座長 ・ 安 田 丑作神戸大学工学部教授) が設 け ら れた 。 会議 に
は さ ら に 環境 デザ イ ン 部 会 、 住宅部会、 商業部会が設 け ら れた 。 環境デザ イ ン 部会 は 、 公
共施設や建物 を 設計す る 際の ガ イ ド ラ イ ン と し て 「環境 デザイ ン キ ー ワ ー ド」 を 設定、 こ
の基準 に 沿 っ て 設計 さ れて い る か ど う か は 、 環境デザ、 イ ン 調整会議、 環境デザ イ ン ワ ー キ
ン グ グ ル ー プ会議で検討、 調整す る こ と に し た 。

環境デザ、 イ ン キ ー ワ ー ド に は 、 必守事項 に 、 こ れ ま で あ っ た 混在 、 都会的 下 町 、 ま ち の
な かの お 年寄 り 、 井戸 ・ 伏流水な ど を あ げ、 新 し く 創造す る 六 甲 ら し さ と し て歩行者優先、
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庭 問都市、 ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル 、 バ リ ア フ リ ー な ど を を あ げて い る c
30階建高層 ビ ル 2 棟 な ど 中 高層 ビ ルが出現 し 、 存積率がネ ッ ト 平均 で450% も あ る こ と

か ら 、 ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル に 近づけ る た め に 、 高層 ビ ル以外で は住棟 を 50戸単位 に分割す
る 方「法が と ら れた 。 1 棟の戸数 を 少 な く す る た め の分棟 は 、 震災後、 大戸数 の マ ン シ ョ ン
で は再建へ 向 け て 庶分所有 許の合意形成が困難だ っ た 反省 を 生か し た 方法で も あ る と い う 。

[ 第 1 :ifu [;{ (深田 í rH ì ] 0 . 74hao 30措建 1 棟じ

六 甲 道駅南地区 の 再 開i 浴 ピ ル完成 予
想、 凶 (神戸市都市計 菌防資料)

J R 六 甲 道駅の 南 駅前広 場 に 面 し た 街 [及 。 震災前 に は93世帯が入居 し て い た 10階建マ ン
シ ョ ン 「 メ イ ン 六 甲 」 があ っ た 。 再開発事業 は地下 2 階、 地上30階 の ピ ル を 建設す る 。 駅
前 の に ぎ わ いづ く り の た め低層 階 に は専 門 庖舗 を 中心 と し た 踊業施設 と 住宅用 の駐車場 を
配置す る O 中 層 階 ( 7 階建) は 事務所。 高層 ビ、 ル は 5 階か ら 30 階 ま でが170戸の住宅。 う
ち 90戸 は 従前 の居住者用 。 97年 3 月 21 日 、 管理処分計画決定。 7 )1 4 日 、 ぜ ル工事着工。
7 月 29 日 起工式。 事業費 171億円 。 震災復興再開発事業 と し て は97年 5 月 に 着工 し た J R 
新長田 駅南 地 区 の 12 階建 ピ ル に次 い で 2 番 目 。

[ 第 2 地区 (桜備 4 ) ] l .  96hao 18 、 17 、 14、 13、 10、 7 階建各 l 棟。計 6 棟。
96年12 月 25 B 、 桜備 4 ま ち づ く り 協議会が ま ち づ く り 提案 を 行 っ た 。 地 区 の南 東側 で 、

南 側 の 国 道 2 号 に面 し た 7 階建 に は灘区総合庁舎 を 誘致す る 予定。 !苫舗 、 事務所 の ほ か住
宅約300戸。 事業費252億 円 。 事業計 画決定 は 98年 8 月 。

[ 第 3 地区 (桜 口 5 ) ] l . 45hao 14 、 13、 12階建各 1 棟。 計 3 t束。
96年12 月 25 日 に桜 江 ま ち づ く り 協議会が ま ち づ く り 提案。 国 道 2 号沿い と 西側 の市道桜

江 深 回 線 ( 六 甲 新道 ) 沿い の ピ、 ル l 階部分に は 庖舗の ほ か フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ を 誘致 し て
街 区 の 核 に す る 予定。 分譲住宅207戸 の ほ か受 け皿住宅41戸。 総事業費 173億 円 。 97年11 月
20 日 に 事業計画 を 決定。 12 月 25 日 、 受 け 皿住宅棟 に着工。 98年 2 月 4 日 に 起工式。 99年夏
ご ろ 完成予定。
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[ 第 4 地区 (深備 5 ) ] l .  7hao 33階建 l 棟、 14階建 2 棟。 計 3 棟。
第 1 地 区 の 西側 で J R 六 平道駅に面 し て い る 。 駅前の に ぎ わ い づ く り の た め 低層 部 に 専

門 屈 と 商業核施設 と し て ス ー パ 一 、 金融機関 な ど を 誘致す る 。 97年 4 月 24 日 に 深備 5 ま ち
づ く り 協議会がま ち づ く り 提案。 98年 3 月 12 EI に事業計画 を 決定。 受 け 皿住 宅44戸が入 る
14階建か ら 着工。 住 宅 は 計309戸。 事業費244億円 。

開の副都心 に住宅3， 000戸

〔新長田駅南地区〕

地肢の性格 : J R 新長 岡 駅南の商業、 住宅、 小 i 場、i1Ut の 典明的 な 1" 出Iハ 大正期 fこ林地主冬:fll' がi i わ れ 、 造船、 紡

績工場の職工 の ま ち と し て発反 し た 、 1 960年代 か ら 神J i r1í の再三の リ都心 と し て 市街地改jZ ピ )�が伎 で

ら れて い た 。 震災前か ら 第 l 椅 llf 開 発 事業の新 長 HI 駅前地以 ( ビ ブ レ 新 民 I H 、 27締法 て 、 Il):{�需 ・ {主七)

と 地 下鉄海岸線の建設が進め ら れ て い る 。

地区荷積 : 20 . 1ha

震 災 前 の 佐帯 - 人口 : 1 ， 600 低帯、 4 ， 600人

権利者 (98if�) : 1 ， 757人 (土地所有者 ; 894、 借 地{懐石 ; 233、 伶家権符 ; 63則

被災状況 : 第 l 地区 、 第 2 地区 は 、 倒壊 と と も に 火 災 で焼 失 し た ν

主 な 整備事業 公 閤 ] 若松公園 ( 1 . 6ha) [道路J fL1州出絞 (27 m 、 22 m )

総事業費 : 2 ， 710億円

住宅供給計|商 : 3 ， 000戸

ま ち づ く り の動 き (97i['. 3 月 ま で) ・ 97年 3 月 末 ま で に 、 こ の池 ド に 30除、 29ßW な どの趨向桝 ピ ル を 始め 、 5 階

か ら 131時の ピ ル40棟の建設が計画 さ れ た 。 木造家がー や 商 応 ・ ケ ミ カ ル工場が混在 し て い た典型!的 な 下

町 か ら 、 高 層 ビ ル群 の ま ち への転換 を め ぐ っ て住民の対応、 は 揺 れ動 い て い る 。 零細満足i が ピ ルの 中 で

や っ て い け る か、 核活舗の大手ス ー パ ー な ど に 対 抗で き る か 、 仮設住宅 に 移 っ て い る 高齢者がマ ン シ ョ

ン を 買 っ た り 、 賃貸伎宅の 家 賃 を 払 え る か、 か つ て の 下 町 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ を 再現 し 維持で き る か な

ど、 ま ち づ く り 協議会が抱 え て い る 課題 は 大 き い 。

神戸デパ ー ト 跡地で最初の起工式

〔第 1 地区) ( 8 . 1 ha) 閲道 2 号か ら 雨の腕塚 町 5 ・ 6 丁 目 、 久保障J 5 ・ 6 丁 目 、 二葉町 5 ・ 6 丁 目

国 道 2 号線 か ら 1菊、 大正筋商応街の東西の佼宅 ・ 商業混従の腕塚町、 久保町、 二 葉 町 そ れ ぞ、れ 5 ・

6 T I'J の 地 区 で 、 自I名 か ら l 字ずつ取っ て 「 久 二:塚地IRJ と 呼ばれ る 。 大正筋東側の 3 符の 5 丁 目 が

95年 2 月 1 5 日 に 「久二塚地区震災復興 ま ち づ く り 協議会J (久三塚 5 ブ ロ ッ ク ) を 結 成 。 同側 の 6 丁

目 は 9 月 3 日 に 「久二塚 6 ま ち づ く り 協議 会J (久三塚 6 ブ ロ ッ ク ) を 結成 し た 。

久 )て塚 5 ブ ロ ッ ク の 「 久二塚地区震災復興 ま ち づ く り 協議会」 は 、 95年 6 月 1 IJ 、 地元の解体跡地 に 地元住民

が入居 す る 104戸 の仮設住宅 を 建設 (完成後、 神 戸 市 に 移管) し た 。 6 月 10 日 に81厄 と ス ー パ ー が 入 っ た テ ン ト

張 り の仮設集合庖錦 「パ ラ ー ルJ (パ ラ ソ ル ・ バザー ル ) を オ ー プ ン さ せ た 。 96年 6 月 12 日 に 「久二塚 5 ま ち づ

く り 従業」 を 神戸 市 に 提 出 。 97年 2 月 28 日 、 事業計l両 を 決定 し た 。

久 二塚 6 ブ ロ ッ ク の 「 久二塚 6 ま ち づ く り 協議会」 は96年 1 月 12 日 に 「久 二塚 6 ま ち づ く り 提案」 を 神戸市 に

提出 し た 。

久二塚 5 ブ ロ ッ ク と 久二塚 6 ブ ロ ッ ク は 、 そ れぞれ歩調 を 合わ せ て 、 97年 5 月 22 日 に事
業計爾 を 決定。 11 月 27 日 、 再開発地区計調 (整備計画) を 決定。 12月 24 日 、 管 理処分の計
函 を 決定 し た 。 12月 25 日 、 国道 2 号 に 面 し た 第 1 工 区 で13階建 ピ ル建設 に着 98年 2 月
9 司 に 起工式が行 わ れた O 建設用 地 は 、 全壊 し た神 戸 デパ ー ト の跡地で、 3 階以 下 に庖舗
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と 事務所、 4 措以 上 は公的賃貸住宅108戸ぐ 完成 は2000年 2 月 の
久二塚 6 ブ ロ ッ ク で も 、 12月 25 rI 、 国道 三 な に 盈i し た 第 1 工レく で 13階建 と 7 階建の ピ ル

各 l 棟 の 建設 に着工 し た 。 公的賃貸住宅157戸 で 、 う ち 108戸が受 け 皿住宅。 98年 2 月 9 日 、
起工式 を 行 っ た 。 99年度 に 完成 の予定。

久二城地区 の 倒I角 に は 多 く の地蔵があ る が、 再開発卒業 の進行 に よ っ て 立 ち 退 き を 迫 ら
れ て い る 地蔵が多 く 、 98年 2 月 2 日 に は 、 腕塚町 5 丁 目 の地蔵が近 く の 駒 ケ 林町 3 γ 呂 、
海泉寺 に 移転、 仮安置 さ れ た 。 こ の地蔵の ほ こ ら は 、 そ ばの民家 と と も に 倒 壊 し た が、 近
く の住民ががれ き の 中 か ら 毛布 に く る ん で 救 出 、 ブ ロ ッ ク の 台座の上 に 仮の ほ こ ら を 作 っ
て ま つ っ て い た 。

久二塚地区震災復興 ま ち づ く り 協議 会 は 、 地蔵は宗教的要素 を 越 え た 地 域 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の よ り ど こ ろ で あ り 、 ふ れ あ い の場 で あ り 、 商業 と 住民 を 結ぶ イ ベ ン ト の場で あ る
と し て 、 「地蔵保存委員 会」 を 作 り 、 地区 の 中 に あ る 地蔵 を 調べ (表11 ) 、 再 開 発 ピ ル に安
置す る 要望 を 97年12月 、 市 に提出 し た 。

温泉掘削 で ま ち お こ し を 期待

一時移転 し た お 地蔵 さ んO 法 要 に

l土 地元住民 も 参加 し た z 神 戸 市長

田 区腕塚町 5 了 日

(神戸新潤 干上提供)

〔第 2 地震J ( 7 ， 6ha) J R 新長 田 駅南 凶 の 、 J R 線か ら 国道 2 号 ま での 、 日 吉町 1 ・ 2 丁 目 、 若松町 5 丁 目 の

一 令 部 、 6 ・ 7 丁 円 、 大橋町 5 � 7 T IJ (TI2Z と し て f 日 吉 2 ブ ロ ッ ク J r若松 7 ブ ロ ッ ク J r大橋 7

ブ ロ ッ ク J r 汀 古 1 ・ 若松 5 、 6 . 大橋 5 、 6 ブ ロ ッ ク 」 に 分 け ら れ て い る )
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従前 か ら 新長 EfJ 勤労irfí氏セ ン タ 一 、 大丸新長 fE!Jrí{ と 官 都うと[rJWと な と が入 っ た j写 狗 免 ピ ル 「 ジ ョ イ

プ ラ ザ」 や 駒 ケ 林 q ' ? 、 計1�とうご [主! な と があ る 地 [X: " 95']'. 7 月 13 [: 1 に El r{mJ 1 、 大橋 5 ・ 6 T U 、 宕

松 5 ・ 6 T f f の住民vご 「新長fH駅前地[;{復 興 ま ち っ く り 協議会」 が発fE。 何年 7 } 1 9 fI 、 ' [j 古 田T

2 丁 目 ま ち っ く り 当 備会J がlt ま れ、 961]'. 6 Jl 9 目 、 lí品 i議会 と し て発足。 何 年 1 丹 、 「 大tVJ 7 丁 百

ま ち づ く り 協議会勉強会」 が発足 し た 。

97年 1 月 14 日 、 EJ 1{府J 2 rtì のO . 9ha で事業計画が決定c 地下 I 階、 地上 7 1滑建、 12締法 2 棟のr，s

銃 ・ 事務 所 ・ 住宅 (239戸) の怨設が決 ま っ た 。 卒 業 'iHMO億 円 。 12陥主主のî{; 1 T 区 は 97"jè 3 月 29

日 着工 し 、 5 )J 6 I 1 に 起 1:式 を 行 っ た 。 新長田 駅fN地区で、 は 最 初 の ;tL;T式。 98年度完成予定。 すべ

て 受 け Jm住宅の 140j îo 7 階建 の 2 工区 は 98年 3 月 28 日 必工 し た 。 99年度完成予定。

「新長田 駅前地医復興 ま ち づ く り 協議会」 は 、 97年 3 月 の 臨 時総会で 、 再 開 発 ビゾレへ の
入居者や民舗 を 集め る 競)J 作 り に温泉の掘削 を 決め た 。 「深 さ 1 ， 000 m も 掘 れ ば ほ ほ確実 に
温泉 は 出 る 」 と い う 専 門家の診断 を 頼 り に 、 温泉 を 掘 っ て 再開発地域の 全域 に j誌泉 を 提供 、
ホ テ ル の建設、 医療機 関 の誘致な どで ま ち お こ し を 期待 し て い る O

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 問屋 と 同居の住宅 ピ ル

〔第 3 地区J ( 大表 地 区 4 . 4ha) J R 新長 出 駅南東の若松町 3 ・ 4 T E f の 品部、 大橋町 3 ・ 4 丁 目 の 部。 「大

若地区」 と も 呼ばれ る 。

何年 3 月 24 日 に 「大若復興協議会」 が発足。 若松町 3 了 | i に あ っ た 新 長 旧 公 園 ( 1 ， 500m2) を

2 ， 000m2 fこ 広 げ、 大橋 3 丁 目 に 移 す突 を め ぐ っ て 大橋 3 丁 目 の住民が反発、 96年 1 2 月 初 め に 「大

橋 3 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 を結成 し 、 独 自 の ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出 し た 。 市 は 、 一つの再

開発地区で二つの ま ち づ く り 提案は認め ら れ な い と 、 両者の話 し 合 い を 求 め た 。 同協議会 は 、 12

月 末 に 、 公 関 面積 を 1 ， 500m' に 縮小 し 、 大橋 3 丁 目 に 移 す 、 再 開発 ピ ル を 若松町 3 丁 目 、 大橋 3

丁 目 で 同 時 に 着工す る こ と で、合意 し 、 97年 3 月 31 日 、 ま ち づ く り 案 を 市 に提 出 し た 。

97年10月 28 日 、 地下 l 階、 地 上 l!J 階建の 2 棟の 事業1;十画 を 決定、 98年 3 月 28 El に着 工 し
た 。 99年度完成予定。 2 棟の 再開発 ピ ル は 1 階部分 に Jrîf錦 、 住宅221戸 を 整備 す る 。 ピ ル
の北側部分 に は地元の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ関連の向原や 事務所が入居す る ス ペ ー ス を と る 。

3 . 事業組合 に よ る 土地区画整理事業
実用 第 l で4 . 5m の 区 画道路

〔神前町 2 丁 目 北地区J (灘区衿 lííJ lHJ 2 1I f )  

地区 の性格 : 六 甲 八幡神社の近 く で、 I f l 予幹線沿い のWt 市街地(

区 画整理区域 : 神前 町‘ 2 丁 目 のO . 5ha

震災前の世帯 : 30t止帯

権利者数 : 40人

総事業費 : 1 7 ， 000万円

ま ち づ く り の動 き : 96:Yo 1 月 「神前町 ま ち づ く り 協議 会」 を 設立。 96年 6 月 「神 前 田J 2 丁 目 北組合設立翠 備会」

が発足 し 、 ま ち づ く り 協議会 と と も に 区画整理事業 の 導 入 を 検討。 96年12月 、 組合施行震災復興土地

区 画整理事業が認可 さ れ る 。 2 丁 包 の細街路の整備 と 公道移管、 3 丁 悶 の 公調整備 と 共 同化住宅、 区

画道路整備 を 計画 し 、 97年 1 月 「神前町 2 T 目 北震災復興土地反 尚整理組合」 を 設立 し た 。
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97年 3 }j か ら 用 地 買 収。 9 JJ に 起工式c 98年 3 月 末の仮換地指定予�10% o 密集市街地整
備促進 事業 も 併せ て行 わ れ て い る 。

こ の 地lメA は 南北50 m 、 東西100 m の 「史上最小の ミ ニ 区画」 で 、 公 園 の確 保 は 行 わ ず、
神戸市所有の 道路整備の残地 を 減歩緩和材 に 使 っ て い る O 組合設 定準備会か ら 組合設立 ま
で わ ずか 5 カ 月 間 余 り で、 rilTI t-f : tf�の 事業化J で も あ っ た。 IR割道路の幅員 は 「接 道 の 最
低条件で は な く 、 防 災 ・ 通行利便の観点か ら J 4 . 5 m と し て い る 。

(，神前町の ζ ニ [ぷ 耐 十;字玉県」 山崎俊延 ・ 都 市計画設計研究所一、 F建築 と 社会』 第79�長、 97{ド l 月 、 日 本建築協会)

区役所が対立 を 調整

〔湊川町 1 ・ 2 丁 自 地!XJ ([�W区渋川 町 1 、 2 丁 目 )
地 区 の竹格 : 新淡}I I 沿い の11 '(;地。 細い路地や広遂に 長屋や文化住宅が多 か っ た 。

区mü整Hi!区域 ・ 1 . 5ha

震災前の 世47 ・ 人 工 j : 290官j�En!i

被災状況 : 6 前以上が全 、「 淡

ま ち づ く り の 動 き ・ 何年10 J] 10 EJ 、 道路の折、申込 を 呂 的 に し た 再建組合準備会 を発足。 96:年 1 刀 、 )，�盤1予備の基本

�fl l由i を 決定。 8 丹 、 再建i><V白j'l:Hf!! 'F 組合の設立認可 を 市 に 申 ポ 11 月 7 行 、 土 地 区阿!然別総合 と し

て 認可 さ れ る 。 12月 1 7 LI 、 市 l針発 1 1 1 国J l � 1 丁 目 の 7 ha を 「渋川 町東部地 医」 と し てl1î\点復興地域

に 追加指定 し た 。

当 初 は 12階建 の マ ン シ ョ ン 建設 に よ る 再 開発案が出 さ れた が、 戸建て住宅再建 を 望 む住
民 と の 間 で対立が生 ま れ、 兵庫区役所が聞 に 入 っ て調整 し 、 集合住宅 と 戸建 て の ゾー ン を
分 け る た め に ミ ニ土地区爾整理の手法で換地す る こ と に な っ た 。 総事業費 2 億円。 98年 3
月 末の執行率20 % 。 仮換地指定率21 % 。 密集 市街地整備促進事業 も 併せ て 行 わ れて い る 。
「 白 地 地 区 に お け る 住民主体の復興 ま ち づ く り の 足i効、 神戸市湊} I I 日T 1 ・ 2 T Ei i 江台土地 区 [由i 整 理事業の事業化

ま で の道」 中 山 久慾 iコ都市政策」 第89 号 神戸都市問題研究所 97年10 月 )

一国 問りに高一野植民再建ヘス タ ー ト
神戸市兵庫 区 の 会下山 ( え げや ま ) 公 閣 の北

側 の 、 丘陵 と く ぼ地が入 り 組ん だ複雑 な 地形の

夢野地区 (湊川 町10了 日 、 菊水町10 丁 目 な ど1 2

町) は 、 震災前か ら 地図 (公図) が混乱 し て い

て 、 全壊 し た住 宅 を 再建 し よ う と し て も 土地 を

担保 に で き な か っ た 。 こ の た め 、 こ と に 混乱が

ひ どい 湊川 町 と 菊水町それぞ、れ10丁 目 の住民は

95年1 1 月 に 「湊菊1 0丁 目 復興協議会」 を結成、

神戸市、 神 戸地方法務 局 、 兵庫県土地家屋調査

士会な どの協力 で 、 そ れぞれの所有地や道路の

位 置が ど こ に あ る の か を 地 図 の }こ に 確定す る

「地図訂正J を 何年 8 月 に達成 し た 。 1923 (大

正 1 2) 年 に始め ら れた土地区画整理事業が途 中

で ざ折 し て 以来73年ぶ り で 、 ょ う や く 法務 局 に

公園 が備 え ら れ、 土地 を 分譲 し た り 、 担保 に し

て住宅再建がで き る よ う に な っ た 。

大
明治末期 か ら 大正年 間 に か け て 、 神戸市 内 で

は都市の発展 に と も な っ て 、 農地 や 山 林 を 宅地

に す る た め 多 く の耕地整理組合 (大正 8 年 の都 i 

第八章 @ 都 市計ilIiÎ ・ ま ち づ く り 491 



市計断法制定で土地区闘終理組合) がつ く ら れ

た。 昭和29'4é に 土地区岡繋浬法が新 た に 制 定 さ

れ、 そ れ ま で行 わ れ て い た事業 は 昭和35年度末

ま で に 収束す る こ と に な っ た が、 大正12年 に 始

め ら れ た夢野土地区調整理 だ け が、 太平洋 ・ ア

ジ ア 戦争 で住民が疎開 し て 組合 員 を 把握す る こ

と がで き な か っ た り 、 資 金が不足 し て い た こ と

な どか ら 賎 限 ま で に換地処分がで き ず、 途 中 で

放置 さ れた ま ま に な っ て い た 。

夢野地区 の 地 図 混乱 は 、 地籍 そ の も の が混乱

し て い る の で は な く 、 耕地整理で街反 は形成 さ

な い か ら ; 仁 事がで き な い と い う 問題 も 噴 き

上が。 て き た じ こ う し た こ と か ら 、 íU己 は 兵 庫

区役所、 112務JI;J に災iさの.j[';j;た! と 処ßR を 安請 し 、

兵庫県 上地家Ji'，指ゴ? と会神戸支斉11 に ;地 [;<1混乱の

訂正JJ ì去の説明 を し て ほ し い と !k�� し た 。

神 戸 市都市計jrlijfi，l 区阿繋J[�郎 、 土木財道路部 、

兵庫 区 ま ち づ く り 推進 "果、 神戸地方法務 局 、 兵

庫 県土地家尿;lJ司王を と会神戸 支部が集 ま っ て

野土地r/WI[整理施行地Kろ;解決策研究会」 を つ

く り 、 集同和解方式で地問 訂 正 を 行 う こ と を 決

め た 。 費 用 の 土 、 全体料費 ・ は 神

れて い る も の の 、 以前の番地 と 現在 の位置 と が 戸市が負担 し 、 ' かか る 費 nn土地権者

違 っ て い る 状態 に な っ て い る こ と で 、 法務局 に

公図がな い た め に 位 置 の 特定がで き な い 「混乱」

で あ っ た 。

だ か ら 、 道路は市道 と し て認定 さ れて は い て

も 供用 開始の手続 き がで き て い な い の で道路明

示がで き な い し 、 地籍が確定で き て い な い の で

分筆 ・ 合筆がで き ず、 土 地 を 分祭 し て 売 る こ と

がで き な い 。 売 る と す れば、 共有持 ち 分 と し て

の売買 だ が、 例 え ば湊川 町10丁 目 23- 1の土地は

90人の共有地 と な っ て い て 、 現実 に は売 買 は 不

可 能 だ、 っ た 。

土地の特定がで き な い か ら 住居表示 も 行わ れ

て い な か っ た 。 「湊川 町 10丁 目 23-1J の ア ド レ

ス で手紙 を 出 す と 、 同姓の 人 の と こ ろ に 間違 っ

て 配達 さ れた 。 し か も 、 こ の番地 は l 筆の土地

で あ り な が ら 道路で分断 さ れ、 現実は 3 つ の ブ

ロ ッ ク に 分 か れ て い た 。 ブ ロ ッ ク の 中 に は 、 土

地 は 湊川 町 で あ り な が ら (町名 は原則 と し て 道

路で区別 さ れ る た め) 住府は 「菊水町23-1 J に

あ る ケ ー ス も あ っ た 。 慣れた配達員 な ん と も か

く 、 初 め て 訪 問す る 入 は キ ツ ネ に つ ま ま れる 患

い がす る の は 当 然だ。

地震で こ の地 区 の400世帯 の う ち 300世帯が全

壊、 50世告が半壊、 10人の死者が出 た 。 地面 も

ズ レ て 、 過去の部分的 な 測最資料や航空写真 と

照 ら し 合 わ せ る と 、 道路線の変動、 石積、 ブ ロ ッ

ク 塀の 移動 が確認で き た 。 倒 壊 を 免れ た 家屋が

そ の ま ま 70cm移動 し た個所 も あ る O

再建や借地権の買 い取 り 、 売却 を し よ う と し

て も 分筆登記がで き ず、 銀行融資 も 受 け ら れ な

い し 、 上下水道や ガ ス 管 な どのま也 下埋設物 の 敷

設 、 私道の復i日 を し よ う に も 、 底地の権原が明
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の負担 に し た 。 道路明 示 は 、 土木加 が先行立 ち

会 い を 行 う こ と に な っ た 。

た び た び説 明 会が向 か れ 、 地元の推進 ・ 協力

体制づ く り の た め に 、 95ij三 1 1 月 、 湊川 町10T [j

の 西 部 と 東部の n 治会 、 菊水町10丁 目 自 治会で

「湊菊10 r t l 復 興協議会J が結成 さ れ、 地権者

会長 の協 力 、 避難行、 不在地主 な ど と の連絡 を

と る こ と を 確認 し た 。

作業 は 、 土地家屋調査士会が過去の デー タ に

よ っ て 作成 し た調資素鴎 を も と に 、 ま ず道路区

域の決定か ら だiめ ら れた 。 決定は 「 一花、の決定 i

と さ れ た 。 宅地の境界 を iた定 し て い く 段階で、

調 整が必要 に な る こ と が一予想 さ れた か ら だ。 実

際、 地震の影響 な どで変吏 し な け れ ばな ら な い

点が数 カ 所で で き て 、 道路管理者 は そ の変更 を

認 め た 。

敷地の境界立 ち 会い 、 測量は95年12月 か ら 何

年舟 3 月 ま での 土 ・ 日 を 中心 に 行 わ れ た 。 市 内 各

地で住宅再建が行 わ れ て い て 、 土 地 家屋調査土

は ウ イ ー ク デー は 自 分の 仕事 に 追 わ れ夢野地区

↓こ ま で手が問 ら な か っ た か ら で あ る 。 1 月 、 2

月 の ピ ー ク 時 に は と て も 手 が足 ら ず、 雪 が 積

も っ て い て調査士の手がす い て い た但馬か ら 応

援 を 求 め た 。

測量が終了 し て調至宝素 図 が完成 し 、 96年 4 月 、

縦覧が行 わ れ た 。 5 日 間 で 150 人 がや っ て き た 。

現地 と の 照 合 がで き る よ う に 寸 法 の 入 っ た コ

ピ ー が配 ら れた 。 こ う し た方 法 は 制 度 と し て は

決め ら れて い な い。 縦覧 を 経ず に い き な り 調 印

の 過程 に 進 む こ と も で き た の だ が 、 「解決策研

究会J は 、 こ れ ま での成果の全体 を 地 元 に 見 て

も ら い 、 疑問があ れ ば調 印 ま で に解 決 し て 、 次



の 手j売 き を ス ム ー ズ lこ行 う こ と に し た 。

何年 4 jJ 25 日 か ら 位 置 liìJ 意 の認 印が行 わ れ、

短期 間 で地権者全共 の 実印640が押 さ れ た 。 続

い て 5 月 に境界同意の調印が行 わ れ た が、

の と き ほ ど に は 進 ま な か っ た 。 境界 に つ い て は

と う し て も 慎重 に な る か ら だ ろ う 。 境界 同意の

調 印 が1 00 % に な っ て 、 6 月 1() El 、 神 戸 市 が地

権 者 を 代表 し て 神戸地方法務品へ地図訂正 の 集

問 中 uれ を 行 っ た。

96年 8 Jl 9 日 、 地図訂正が完了 し た 。 完 了 と

は 、 地凶訂正 の 申 出雲: の表紙に神戸地方法務局

が 「訂正済」 と 朱記 し た こ と を い う 。 こ れ に よ っ

て こ の地 区 の土地の公国が法務局 に 俄 え 付 け ら

れ、 通常の土地 と 同 じ 状態 に な っ た 。 さ っ そ く

申 出詐 の 夫紙が コ ピ ー さ れ 、 すべて の格 利 者 に

送 ら れ た 、

地問訂 正がで き て 、 住人 示 も す っ き り し た 。

こ の機会 に 新 町名 に し よ う と い う 話 も 出 た が、

愛着 も あ っ て 、 最終的 に は こ れ ま で の 町名 を 踏

る こ と に な っ た 。 湊 川 ! lO了 日 の 中 に 9 丁 目

の →tl\が入 っ て い た と こ ろ は 10-5牟 日 に統一A さ れ、

部変吏 し た住居表示が96年12月 の 市議会で可

決 さ れ た 〈

地問訂 正の過程で、 ff記簿 に は あ る が現実 に

は存往 し な い不明地が発 見 さ れ た 。 名 義 は 、 江

戸時代未期や fifl i台初期 生 ま れ の 人 で 、 そ の相続

人 を 捜 し 出 す の に 時 間 がか か っ た が、 こ れ も 解

決 し た 。

u也家[-f�調査士会 に よ る と 、 こ れ だ け)); ぃ範

間 の 地域で、 こ れ だ け 長 い 間 の 混乱が*"ì品 、 て い

た の は全国的 に も 珍 し い例 だ と い う 。 湊菊 I.OT

g 復興協議会の 山 、ド 幸 男 会長 は 「 な ん で こ ん な

ハ ン デ ィ を 負 わ な け れ ばい け な い の か疑 問 が

あ っ た c 境界や相続人の権利が入 り 乱れ て い て

大変だ っ た が、 {u亡の 盛 り f二が り や r!l の 協 jJ で

し た ひ 住民表示 も 改 ま る の で

地桜花以外 に も 拝 ん で も ら え る と jill う 」 と 語 っ

て い る 。

( ，震 災復興に お け る 夢野地区の 地図訂正」 樋 口 烏王子 ・ 神戸市都市計画局区画整理E課長 『都市政策 91号、 98

年 4 月 、 神戸都市 問題研究所/ r神戸新 間』 何年 8 月 25 日 付 か ら 要約)

ι 地区計画 に よ る ま ち づ く り
住宅、 商 屈 の 再建が進み始め た市街地で、 地域の生活環境、 住環境 を 維持 ・ 向上 さ せ る

た め に 、 ま ち づ く り 協定や地区計画 を 立 て る 動 き が出 は じ め た 。
震災前か ら 神 戸市 に は 下地区計画及 び ま ち づ く り 協定等 に 関 す る 条例」 が あ り 、 地元が

ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出 し て ま ち づ く り の ル ー ル を 協定す る と と も に 、 市 は ま ち づ く り
の 協 定 を よ り 確実 に す る た め に 、 用 途 の 制 限、 墜面の位置の制限、 建物高 さ の 制限、 若 ・
さ く の構造の制 限 に つ い て 地区計画 を 史 て て こ れ を 都市計画決定 し て き た 。 東離区 岡本地
区 で88年 に ま ち づ く り 協定が結 ばれ、 89年 に 地 区計画が決定 し て い る 。

震災後 は 、 中 央 区 の 旧居留地で95年 4 月 28 日 に地 区計画が決定、 灘 区新在家南地区 で何
年 6 月 に ま ち づ く り 協定が結 ば れ て い る 。

復興都市計画事業地区 で も 、 事業計 画 の作成 と 平行 し て 地区計両が検討 さ れ て い る が、
神戸市 で は独 自 の 制度 と し て 、 近隣が協調 し て 道路整備 と 住宅再建 を 行 う と き に は 、 1 )
整備計画 の作成支援 、 2 ) 住宅建設資金融資の利子補給、 3 ) 私道の整備 を 図 る 「道路整
備型 グ ル ー プ。再建制度J 、 4 ) イ ン ナ ー 長屋指区 に お け る 共 i司化や個別建 て 替 え の ル ー ル
化 に よ っ て 建築規制 の 緩和 を は か る 「 イ ン ナ ー 長屋街区改善誘導制度」 、 5 ) 住宅再建 に
あ わせて私道 を 整備す る 場合や 中心後退 に よ る 道路用 地 の 整備 に舗装 ・ 1�U構築造費 を 補助
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す る 「住吉再建型道路整備助成制度」 がつ く ら れて い て 、 地K計雨] の 具体化が進 め ら れて
い る O

野田北部の ま ち な み誘導型地 医計画

長 田 iメ:野 田 北部地 R は 、 J R 鷺取駅南の 、 大国公闘 を 中 心 に し た 13ha の 住 宅前!苫混在地。
大同公 民 の 東側 の 海運町 2 ・ 3 了 日 は 、 土地区画整理事業 の鷹取第 l 地区 に 含 ま れ て い る O
こ の 地 区 で は 、 何年11 月 に 「緑あ ふ れ、 う る お い と やす ら ぎ の あ る r町」 を め ざ し た 地 区
計画が決定 さ れ、 97年 1 月 に地lベWI-嗣の 内 容が建築基準条例化 さ れ た 。 こ の 地 区 で は 、 ま
ち な み誘導型地区計両、 イ ン ナ ー 長足改 善市立茂の ほ か、 さ ま ざ ま な神戸市 の 独 自 の制度が
適用 さ れて い て 、 「 ま ち 再往制度の展示場」 と も �--C_l わ れ て い る O

里子 回北部の地区計画 に よ る 再建 ル ー ル

[ ま ち な み滋将司') 地 [>< ，i! làli J 1;託制 . 外階、 門 、 塀 な と のよ;作物 を 道路境 界線、 よ り 50cm 後返 さ せ る 。 建 物 の ;17j さ の

故 向 I"H!交 を 1l 尚一 協 i斜 地 [メ で は ーはÎi lili;忌路が 3 m の と き は 18 m 、 1ì . 'tJ l!l ゃく で は 前 回i道路が 4 m の と き は

10 m と す る 数地 ifli fii の ll�if�分前 限)幻よ80m' (従前 面積が80rrイポ治の滋介 は1ft前llli訟 で、 よ い) c 
緩和 : lìíJlíLi道路 に よ る 斜線制限 を撤げを， liíJ聞道路船員 に よ る 容積ヤ制限 の撤廃。

条件 : 司 耐火建築物 あ る い は耐火建薬物 で あ る こ と 。

効 果 : 前耐道路が 4 m の と こ ろ で も 3 階建が可能。 容積率が200% ま で 可能。

[神戸市 イ ン づ 一 長保改善制度] 緩和 : 建ぺい'1Q O % ア ッ プ。

条件 : 土佐耐火建築物 あ る い は耐 火建築物 で あ る こ と 。

効 果 : 住宅地区で も 建ぺいf十�70 % ま で可能。

[ 2 項道路 の 中心線確認] 規制 : 道路中心線か ら 2 . 5 m 下げて建築 す る O

野田北部の ま ち な み環境整備事業の概要

[外構 な どへの助成]

F号 、 塀 な どの撤去や、 道路境界線 よ り 1 50cm ま での部分 に あ り 、 道路か ら 見 通せ る 植栽、 花壇の

新設 の 費 用 の 3 分の 2 、 限度額50万 円 を 助成す る 。

道路境界線 よ り 敷地の 中50cm の 部分 を 、 タ イ ル や イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク 、 玉砂利ìJG い だ し

な どの ま ち な み 向上 に 効 果 的 な 素材での舗装 を 助 成 す る 。 敷地 の な か150cm ま で に あ る ま ち な み に

調和 し た形、 色、 材質の塀、 フ ェ ン ス 、 門 扉 や 門灯 、 ポ ス ト に 助成金 を 交付す る 。

[住宅の修景助成]

角 敷地 に あ る 建物 で 、 新築、 改築、 増築 の と き 角 切 り を し た建物の、 道路に百万す る 部分の屋根、

外壁 を ま ち な み環境 に ふ さ わ し い も の に す れ ば、 工事費 の 3 分の 2 、 200万 円 以 下 を 助 成す る 。

[ 22 き 家住宅の除去の助成]

総街路 に あ る 建物 で 、 道路部分 に は み 出 し て い る 建物 を 除去 し 、 跡地 を 道路 と し て 使 え る 場合、

工学費 の 3 分の 2 、 床目安積一あ た り 8 . 900flJ を 限度 と し て 助成す る 。

野 田 北部 の ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト の森崎輝行氏 は 、 こ の 地 区 で ま ち な み誘導型地区
計画が成立 し た 背景 に は 、 1 ) 自 力 再建が国 難 で あ る と 自 覚 し て い た 住民が多 か っ た 、 2 ) 
住民、 専 門 家 、 行 政が一体的活動 を 震 災直後か ら 行 っ て い た 、 3 ) 協議会 の 熱意 と リ ー ダー
の指導力 があ っ た 、 4 ) ア ド バ イ ス 、 コ ン サ ル テ イ ン グ を 行 う 専 門 家 が震災前か ら の活動
を し て い て信頼 を 得 て い た 、 5 ) 地元住民の権利関係が比較的単純 で あ っ た 、 6 ) 住民の
意向調査 を 何度 も 行い 、 協議会 と 住民 と の ヒ ュ ー マ ン リ レ ー シ ョ ン が豊 か だ っ た 、 7 ) 地
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区計両 の メ リ ッ ト と そ の制約条件が地元の事情 に 合 っ て い た 、 な どの点 を あ げて い る 。
( '野山北部 ま ち な み誘導型地反計画J �住宅長 と 社 会d 9 10与;. 日 本建築協会 1 998年 l 月 )
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「 ま ち っ く り 活動実践記録 シ ー ト 綴」 阪神 大 震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 1 997"1三1 1 月

「論集 き ん も く せ い」 創 刊 号 同 上 1997年12月

「震災復 興が教 え る ま ち づ く り の 将来」 向 上 19981r 2 月

「建築雑 :ん 1423ぢ 日 本態築学会 1998年 6 月

「建築 と 村一 会J 910�)手 日 本建築協会 1998{平 I 月

5 . シ ン ボル プロ ジ ェ ク ト f H A T 神戸J

政府の 阪神 ・ 淡路復興委 員 会 の提 汗 を 受 け て 策定 さ れ た 「阪神 ・ 淡路震 災復興計画」 と
神戸市の抱興計画の 中 で震災復興の シ ン ボ ル プ ロ ジ ェ ク ト と 位置 づ け ら れた 神戸市東部新
都心 ' H A T 神戸J (Happy Active Town) で 、 中核施設の 世界保健機関健康開発総合研
究 セ ン タ ー (W 日 O 神 戸 セ ン タ ー ) や 1 ， 310戸 の 灘 の 浜住宅が完成 し 、 98年 3 月 28 日 、 ま
ち 開 き の 記念式が行 わ れ た O こ の 日 、 県 ・ 市営住宅800戸 へ の入居が始 ま っ た 芦原 市 の 南
芦屋浜地 区 と 、 す で に 第 l 期 1 ， 500戸 の 入居が始 ま っ て い る 間宮 市 の 西 宮 浜 「西宮 マ 1) ー
ナ パ ー ク 」 で も ま ち 開 き の記念式が行 わ れ た 。

H A T 神 戸 は 、 神戸市 中 央 区 の 生 田 J 1 1 河口 か ら 灘区 の西郷J 1 1 河口 ま で の 臨 海部 に あ っ た
神 戸 製鋼 、 J l I 崎 製 鉄 の 工場跡地 を 中 心 に 、 背 後 の J R 神 戸 線 ま で の 既成 市 街 地 を 含 む
120ha の 地 区。 う ち 工場勝地 の 75ha で 土 地 区 画 整理事業が行 わ れ た 。 住 宅 l 万戸、 居住
人 口 3 万人、 従業人 口 4 万人、 利 用 人 口 15万人 を 見込 ん で い る 。 周辺の既成市街地168ha
で は住宅市街地総合整備事業 (住市総) が導入 さ れて い る 。

H A T 神 戸 は 「被災地域の経済復興 を 先導す る 知識集約型新都{、」 を め ざ し 、 ま ち づ く
り の基本方針 を 次の 点 に お い て い る 。

1 ) 魅力 あ る 水際空間 の 創 出
2 ) 周 辺 を 含 め た 地域の 活性化
3 ) 新都心の形成
4 ) 国捺拠点の形成

県 ・ 市 ・ 公団 が一体で建設

H A T 神 戸 の 中 心 に な る 区 画整理事業地域 は 、 東西2 . 2 km の 中 央が業務 ・ 研究 ゾー ン で 、
そ の東西 に 教育 ・ 文化 ゾ ー ン 、 さ ら に 公園 ・ 緑地 を 含 ん だ居住 ゾ ー ン に 分け ら れ て い る 。

98年 3 月 に 完成 し た肘住 ゾー ン は 、 東側 の ' H A T 神戸 ・ 灘 の 詳し の 第 1 期分。 4 階か
ら 14階建の11棟で、 住都公団444戸、 災害市営住宅278戸 、 時辺の 市街地 に以前か ら 住 ん で
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い て住宅市街地総合整備事業で移転す る 従前居住 j初日賃貸302戸 、 災害県営住宅286戸、 計
1 ， 310戸。 住都公 団 の 高層住宅 2 棟は 99年 8 月 に 完成 の予定。 「離の 浜J の 臨海 部 の用 地 に
は民間 デ イ ベ ロ ッ パ ー がマ ン シ ョ ン を 建設す る

「灘の 浜J の 県 、 市 の公営住宅、 公団住宅の建設 は 、 住都公団が 論括 し て 設計施工 を 行
う 全国 で初 め て の 試み。 土地区画整理事業 も 公団が神戸市か ら 受託 し 、 区醤整理 の施行 と
同 時 に 住宅建設 を 平行 し て 進 め た 。 こ れ に よ っ て 、 「灘の 浜」 で は 、 公 団 、 県 、 市 の 垣根
が取 り 払わ れ、 一体化 し た ま ち づ く り が行 わ れ た 。

ま ち な み や そ れ ぞれの棟の デザ イ ン は 、 13の設計事務所が 「 デザ イ ン 会議」 を 構成 し て
協議 し 、 壁 面の色彩、 屋根の形 な ど を 決 め た 。

こ れ ま で市営住宅 に は 、 イ ン タ ー ホ ン がな く 、 洗面台 に鏡がな か っ た り し て 公 団 や 県営
住宅 と に 格差があ っ た が、 部 品 を 統 一 ・ 大量発注す る こ と で ほ ぼ同 じ 設舗 に す る こ と がで
き た 。 65歳以上の家族 を 含 む世帯 と 65歳以上 の 単 身世帯 を 合わ せ る と 入居 世帯 の47% に達
す る こ と か ら 、 室 内 の段差 を な く し 、 ド ア の 幅 を 広 く し 、 ト イ レ や部下 に て す り を つ け て
車椅子 で の 生活や高齢持の行動 に 支障がな い よ う に 設計 さ れて い る O

中 心部 に は 、 特別養護 老 人 ホ ー ム 「ハ ピ ー タ ウ ン K O B E J 、 灘 の 浜高齢者介護支援セ
ン タ ー 、 地域福祉セ ン タ ー な どの福祉エ リ ア O 中庭や広場 に は 、 こ の土地が以 前 は 製鉄所
で あ っ た 塵 史 を 記憶 に と どめ よ う と 、 高炉の パケ ッ ト を 利 用 し て そ ニ ュ メ ン ト 花壇がつ く
ら れて い る O エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル 、 廊 下 の 隅 、 通路の脇 な ど、 い た る と こ ろ に ベ ン チが畏
かれ、 木 陰 に は作 り 付 け の 将棋盤や碁燥が据 え ら れて 、 居住者が室 内 に 閉 じ こ も ら ず、 外
に 出 て ふ れあ い が生 ま れ る 仕掛けが配置 さ れて い る 。

住都公団震災復興事業本部の土師一部本部長 は ' H A T 神戸 の災害復興住宅 は 高齢世帯
が多 く 、 こ れか ら 全国 ど こ で も 見 ら れ る よ う に な る 近未来の住 ま い の 在 り 方 を 示 し て い る O
マ ス タ ー プ ラ ン の 重 要 な 課題 は 、 新都心 と い う 居住環境 に 高齢者対応の ま ち を どの よ う に
実現す る か に あ っ た 。 高齢者が住戸 内 に 陪 じ こ も ら な い た め に 、 例 え ば銭湯がふ れあ い を
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生 み 出 す の に 有効 な ら 、 つ く っ て も よ か っ た の で は な い か な 、 と 思い 悩 ん で い る J と 語 っ
て い る O
コ ミ ュ ニ テ ィ … づ く り を 支援

災害復興住宅の入居者た ち は 、 震災産後か ら の避難所暮 ら し 、 仮設住宅への 移転、 そ し
て 3 度 目 の転居で、 そ の た びご と に 新 た な 近隣関係、 人 間 関係 を 作 ら な け れ ば な ら な く な っ
た 。 体力 、 気力 と も に 衰 え て き て い て 、 中 高層 の恒久住 宅 に 入居す る と コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ
く り へ の 意欲 は さ ら に 薄 れて し ま う こ と が心配 さ れて い る O こ の た め 、 多 く の ボ ラ ン テ ィ
ア 団体が、 入居前の事前交流会、 入居後の イ ベ ン ト 開催 な ど で 、 入居者同 士の顔合わせや
懇談の機会 を つ く っ て い る O

こ う し た ボ ラ ン テ イ ア 団体 に は 、 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 神
戸復興塾 な どがあ り 、 H A T 神戸 で は 、 水道筋商庖街の 商業者が中核 に な っ て活動 し て い
る 灘 中 央地区 ま ち づ く り 協議会が、 入居初期段階で は 地 区 内 に 商屈がそ ろ っ て い な い こ と
か ら 日 常の 買 い物 の 支援 な と守 を 行 っ て い る O

灘 区福祉部 も 、 区 内 を 中心 に し た ボ ラ ン テ ィ ア の協力 で 、 月 2 呂 、 地域福祉セ ン タ ー で
「 ふ れ あ い喫茶」 を 聞 い て 、 居住者の交流 を は か り な が ら 、 自 治会 、 婦 人 会 、 老人会、 子

ど も 会 な ど コ ミ ュ ニ テ ィ ー 組織の 自 発的結成へ 向 け て 働 き か け て い る 。

「芸術の館J rヘ ル ス ケ ア パ ー ク 」 な ど

H A T 神戸 の研究 ・ 業務地 区 で は 、 98年 2 月 に 世界保健機関健東開発総合研究セ ン タ ー
(W 旺 O 神 戸 セ ン タ ー ) の ピ ル ( I H D ピ ル ) が竣工、 4 月 か ら 業務 を 開始す る O
こ の ほ か 、 97年 度 に 設計完了 、 構想、が確定 し た 主 な施設に次の も のが あ る O

〔芸補の館 (復称) ) 

文化の 復興 と 新 し い ま ち づ く り の核 と な る 美術館。 県立近代美術館 の 資 産 を 継承 し 、 ノ
ウ ハ ウ を 活用 し て修復技術 を 確立す る o 1 .  9ha の敷地 に 延べ床面積25 ， 300m' の 地 下 l 階、
地上 4 階 の免震構造の 建物 を 建て る O 設計は安藤忠 雄氏。 過去 と 未来 を 結ぶ シ ン ボル と し
て 、 震災前 の 阪神 間 の 文化 を御 影石 の石壁で象鍛 し 、 復興後の未来 を ガ ラ ス 箱の建物で表
す。 200 1 年 に 開館予定。
〔ヘ ル ス ケ アパ ー ク 〕

「命の 尊 さ 」 を 学 び 「生 き て い る こ と の す ば ら し さ 」 が実感で き る よ う に 構想 さ れた テ ー
マ パ ー ク 。 2 . 6ha の 敷地 に 、 延べ床面積50 ， 000m2 の 地上 3 階建の建物。 シ ン ボル ゾー ン で
は 、 炎の 中 か ら よ みがえ る フ ェ ニ ッ ク ス の物語 を ホ ロ グ ラ フ ィ 一 、 レ ー ザ一 光線で演 出 す
る O テ ー マ ゾー ン で は 「生命 の 躍動J ，-人 と 人 と の ふ れ あ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J ，-人 と
自 然 と の 共生 一 環境」 を 映像、 展示、 ア ト ラ ク シ ョ ン で、 訴 え る 。 ヒ ュ ー マ ン ケ ア ゾー ン で
は 、 保健 ・ 医療の取 り 組み な ど を 展示す る O エ ン タ ー テ イ メ ン ト ゾー ン で は 、 世界の ま ち
な み を 構成 し て 、 国 際交流の場 を つ く り だす。 事業費360億 円 。 事業主体は 、 兵庫県が 5
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億 円 、 民 間企業が 5 億円 を 出資す る 「 ひ ょ う ご ヒ ュ ー マ ン ケ ア 株式会社」 に な る o 2001年
に 開館予定。
〔 ボ ラ ン テ ィ ア活動支援セ ン タ ー 〕

ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 普及、 啓発活動 を 進 め 、 ボ、 ラ ン タ リ ー セ ク タ ー を 総合的 に 支援す る
施設。
〔 災害盟主療セ ン タ ー 〕

兵庫県 の災害救急医療 シ ス テ ム の 中核施設。 救命救急医療の提供 、 医薬 品 な どの備蓄、
患者搬送、 情報収集、 指令機能 を 備 え る 。 セ ン タ ー を 支援す る 総合病院 も 設置 さ れる O
〔神戸防災地方合間庁舎〕

神戸海洋気象台、 近畿地庁建設局神戸営繕工事事務所 な どが入居す る 合同 庁 舎 。
〔兵庫闇瞭セ ン タ ー 〕

す で に あ る J 1 C A ( 国 際協力事業団) を 移 し 、 ひ ょ う ご 国 際 プ ラ ザ、 ア ジ ア ・ 太平洋
教育研修セ ン タ ー を 設置 し て 、 国 際貢献 と 国 際交流 ・ 協力 を は か る 施設。
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阪神間の ま ち づ く り
1 . 芦屈の ま ち づ く り

瞳土地臣蘭整理事業

弁護士や コ ン サ ル タ ン ト が論争
〔芦屋中央地区) (芦屋 市公光町の一部、 大桝灯、 茶康之町の 一部)

地区の性格 : 国道 2 号線か ら 雨、 阪神電鉄 ま で の商業、 住宅混在地区。 阪神電鉄芦屋川 駅、 芦 屋市役所 に 近 い 。

地 夜間積 : l:3 . 4ha 

震災前の 世刊二 : 760世帯

被災状況 : 544棟の う ち 全壊342棟、 半壊71棟

事業 の経過 (97i)õ 3 月 ま で) : 95年 6 月 、 芦 屋 市 が住都公団へ土地区 岡整理事業の施工を 依頼。 公 団 は 7 月 31 日 、

イ メ ー ジ プ ラ ン を 提示 し 、 住民か ら の修正意見 を 受 け 入 れ る と 表明 。 12月 2 日 、 住 民 の 意 見 を 一部入

れ た 事業計画案 (;忍可案) を 提示 し たO 認可 案 は96年 1 月 19 日 か ら 縦覧 さ れた 。 6 月 18 EJ 、 事業計画

が認可 さ れ、 6 月 19 日 、 第 2 段階部 市計一i蛮 (道路 - 公匿 ) が決定 し た 。

主 な 主主備事業 道路] 川 東線 (1揺れ20m )

[公冨] 大桝公民 (2 ， 500m2) 、 茶屋公閑 ( l ， 000m2)

事業費 : 215億河

(衣12) 施行前後の地積

施 行 前 施 行 後
主義 g 

地積 (ha) 割 合 ( % ) 地較 (ha) 割合 ( % )

道路等 2 . 13 1 5 . 9  3 . 59 26 . 9  
公間 0 . 10 0 . 8  0 . 45 3 . 4  

公共用地計 2 . 23 1 6 . 7  4 . 04 30 . 3  

宅地 1 1 . 12 83 . 3  9 .  69 . 7  

合 計 13 . 35 1 100 . 0  i ] 3 . 35 100 . 0  

減歩本 : 平均減歩率16 . 3 % (減価補償金相当 初;で繋玉県前 の 宅地 を 買 収 し4 . 8 % に緩和)

ま ち づ く り の 動 き : 95年 8 月 6 円 、 自 治会長、 商)苫街会長 な ど に よ っ て 「中 央地区震災復興街づ く り 協議会J ( 街

協 ) が設立 さ れ た 。 し か し 、 協議会 は 住民の意見 を 反映 し て い な い と 不満 を も っ た 住民が10月 1 日 「 中

央地区住民の会」 を 結成。 「住民の会」 は 1 0 月 31 日 、 意見苦手を 市 に 提出 し た 。

96年 1 月 1 1 司 、 「住民 の 会」 は認可笑 に 対 し て 「 ま ち づ く り 住民案」 を発表。 「街協J ，土、 認可案は

住 民 の 意見 を 取 り 入 れ て 修 正 し た も の だか ら 、 こ れ を 早期実施す る よ う 主張、 両者の対立が深 ま っ た 0

96年 4 月 22 日 か ら 26 EJ ま で建設省近畿建設局 で 行 わ れ た 口頭意見棟述で 「住民の会」 の98人が 「医商

事き浬の計画案 は 11民 の合意が な い ま ま 作 ら れ たJ r公国 や 道路 が広 す ぎ る 」 な ど と 陳述 し た が、 不採

択 に な っ た 。 住 民 2 家族 6 人 は 9 月 17 臼 に 建設大 包 を 相 手 に 土地隠匿整理事業 の 認 ロ] 絞 り 消 し を 求め

る 行i攻訴訟 を神戸地裁に 起 こ し た。 訴状 に よ る と 「芦屋市 は住民の 生活再建 よ り 道路整備 を優先 し 、

公共用 地 を 広 く 取 る な ど、 住 民 に 負 担 を 強 い 、 財産権 を 侵宮ー し て い る J r住民 の 合意がで き て い な い

ま ま 事業 を 進め る の は 許 さ れ な し り と 訴 え て い る 。 震災復興で住民が事業取 り 消 し を 求め て提訴す る

の は被災地初 め て の ケ ー ス だ っ た。

「街協」 は 1 1 月 2 口 、 第 3 1日 i総会 を 開 き 、 役員 会提案の議題すべて を 承認 し た 。 「住民の会」 は こ

れ を 暴挙 だ と 批判 、 97年 3 月 1 1 円 、 「街協」 か ら の脱会 を 通知 し た 。
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芦屋市 は97年 7 月 3 日 、 換地設討 を 答 申 。 9 月 l 日 か ら 仮換地 を 開始 し た 。 1 1 月 に は J 1 1  

東線 (幅員20m) の建設 に 着工 し た 。
97年1 1 月 17 日 、 神戸地裁 は 、 住民か ら の 土地区岡整理事業認 可取 り 消 し を 求 め る 訴 え に

「事業計画段階で は原告の権利が ど う 変 わ る か わ か ら な い た め 、 訴訟対 象 に は な ら な い」
と 訴 え を 却下 し た。

都 市計画事業 を め ぐ っ て 「 中 央地 区震災復興街づ く り 協議会J (街協) と 「 中 央地 区 住
民の会」 と の対立が続い て い る が、 そ れぞれの 団体 を 支援 し て い る 弁護士、 コ ン サ ル タ ン
ト の 開 で も 激 し い議論が行 わ れ た 。

「街協」 の顧問 の坂和 章平弁護士は 、 事業計画認可の 権力 性 を 理解 し て 「 こ れ は厳然 た
る 事実で あ り 、 こ の現実 を ま ず第一 に 甚視す る 必要があ る J と い う 立場か ら 新 し い ま ち づ
く り に現実的 に対応す る よ う 助言 を 続 け た 。 坂和氏 に よ る と 、 行政が提案 し た都市計画案
が、 住民案の提示 を 受 け て修正可能だ、 っ た の は97年12月 の事業計画提示時点 ま でで あ っ た
が、 中 央地 医 で は 残念 な が ら 統ー し た 住民案の提示がで き な か っ た 、 と し て い る O

「住民の 会」 を 支援 し て い る コ ン サ ル タ ン ト 大 島哲蔵氏 は 、 「実施計画 は 必要 と 認め ら
れ れ ばい く ら で も 変更で き る J [""地区住民の大多数の意見の帰趨で決 ま る J [""問題点 を 検討
す る た め に も 衛協 を 早 く 正常化 し て議論の場 を 保証 し な け ればな ら な い」 と 主張 し た 。 ま
た 、 建築家の 竹 山 清 明 ・ 神戸松蔭女子学院短大教授 は 、 神戸市の森南地区 、 鷹 取東第 1 地
区 の 例 を あ げ 「住民の大多数が意志 を 明確 に 示せ ば、 都市計画決定や事業計画決定が変更
さ れ る 事例 は い く つ も あ る J と 述べ 、 ま ち づ く り 協議会の運営 を 民主 的 に 改 善す る よ う に
求め た 。

坂和氏 は 、 「街協J の 2 年 間 の 活動 を 振 り 返 っ て 、 そ の 反省 点 を 、 1 ) 役 員 の努力 は 認
め で も な お総体的 な 活動量が不十分、 2 ) 区画整理 に つ い て の学習が不十分、 3 ) 住民の
会への対応 に追 わ れ て 自 主活動が不十分、 4 ) コ ン サ ル タ ン ト 依頼が実現 し 、 専 門 家 チ ー
ム が発足 し た が、 そ の活用 が不 十分、 な ど を あ げ て い る O し か し 、 「街協J は 典 型 的 な リ ー
ダ ー 並列型 ( 内部対立型) で あ る こ と で 、 逆 に 、 反対勢力 の存在 に よ っ て 活動 の エ ネ ル ギー
が結集 さ れ た 菌 も あ る 、 と も 述べ て い る 。 ま た 、 仮換地指定の段摘 を 迎 え て 、 換地設計基

に 合致 し て い る か ど う か の 判 断 を 迫 ら れて い る 局 面 で は 、 「街協」 も 「住 民 の 会J も 同
じ 状況 を 迎 え て い る か ら 、 こ の機 会 に 融和 を め ざすべ き だ 、 と 望 ん で、 い る o (坂和章平 『岐路

に 立つ芦屋中 央地区 1997年 7 月 )

住民投票 に か け 賛成63% で決定

〔芦麗暗部地震J [ 第 1 地区 ; 前 田 町、 i奇水町] [ 第 2 地 区 事長n町、 J I I V臓 の一部]

地区の性格 . 芦廃川 の日立の、 J R 東海道線の 南 か ら 国道 2 号線 を 挟 ん だ神 戸市東灘区 ま で の住宅街。 区 画務理事

業 は 、 第 l 地 i支 は住者1公団施行、 第 2 地 区 は 芦屋市施工。

地 区 i面積 : 2 1 . 0ha ( 第 1 地区 ; 1 0 . 3ha、 第 2 地区 ; 10 . 7ha) 

震 災 Ijíjの世帯 : 1 ， 200世帯
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被災状況 : 834棟 の う ち 全壊684棟、 半壊80棟

主 な 整備事業 道路J J l I]l!î線 (幅員20 m ) 、 清水線 (l2 m ) 、 芦屋川 右岸線 (12m )

[公国] 津知公園 (3 ， 500m2) 、 前 回公園 (2 ， 000m') 、 清水公濁 ( l ， 100m2)

(表13) 第 1 地区の施行前後の地積

(表14) 第 2 地区の施行前後の地積

※ 四捨五入の 関係 に よ り 、 合計は一致 し な い

事業費 : 第 1 地 区182億 円 、 第 2 地区92億円

i成歩率 : 1 0 %  

ま ち づ く り の動 き : 95年 2 月 5 日 rJ l i 商 5 何被災者の会」 を 結成。 6 月 1 日 「芦尾一西部住民の会」 が発足。 8 月

r{主民の会」 が近畿大学復興 ま ち づ く り 支援チ ー ム に 、 区岡整理 を 前提 に し な い ま ち づ く り 案 の作成

を 依頼、 用水路 を 生 か し て 街区公園 や 自 然の地形 に 沿 っ て カ ー ブ し た 歩行者専用 道路 に す る 提案が生

ま れ、 こ れ を 12 月 24 日 の 「住民の会」 総会で 「住民の 会 イ メ ー ジ案」 と し て採択 し た。

96年 1 月 4 日 、 芦屋市 は ま ち づ く り 素案 を 提示 し 、 住民 に 説 明 す る と と も に 、 ま ち づ く り 協議会の

設立 を 働 き か け 、 96年 3 月 、 市 長 も 出 席 し て 「芦原西部 ま ち 再興協議会」 が設立 さ れ た 。 協議会は、

住民案 と 市 の 区 画 整理案 を 1食言す し たが ま と ま ら ず、 7 月 に 専 門 家 グ ル ー プ に 案づ く り を 依頼。 専 門 家

グ ル ー プは 9 月 23 日 に 区 断整理の手法 を 取 り 入 れ た 「 ま ち 再興案」 を 提案。 ブ ロ ッ ク ご と の検討 を へ

て97年 2 月 8 日 に 修正案が提案 さ れた 。

97年 7 月 21 日 、 第 2 回 ま ち 再興協議会総会が開 か れ r 2 月 8 日 案」 を 一部修正 し た協議
会案が提案 さ れ、 こ れ に つ い て 8 月 に住民投票 を 行 っ た 。 投票 は 郵 送 に よ る 記名 投票 で 、
発送数1 ， 213通、 宛て先不明で返送 9 通、 無効 回 答13通、 有効 回答663通。 こ の う ち 賛成421
通 (63 . 5 % ) 、 反対242通で可決 し た 。 こ の結果、 協議会案が 「 ま ち 再興計画案」 と し て市
に 提 出 さ れた 。 市 は こ れ に も と づい て 第 2 段階都市計画 (道路 ・ 公園 ) を つ く り 、 12月 5
日 に 決定 さ れた 。 第 I 地区 、 第 2 地区 は こ の後、 施 工担 当 の住都公団 と 芦屋市 と 別 々 の 日
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程で進め ら れ、 第 2 地区 は何年 3 月 26 呂 、 第 l 地区 は 5 月 25 8 に そ れぞれ事業計画 を 決定
し た 。

近畿大学復興 ま ち づ く り 支援 チ ー ム は 、 最終段階 を 通 え た段階で の協議会の ま と ま り の
要 因 に つ い て 、 「協議会が 自 ら の手 で ア ン ケ ー ト 調査の 集計分析 を 行 っ た こ と 」 に あ る の
で は な い か と 、 次の よ う に述べ て い る 。

「 た びた びの ア ン ケ ー ト 作業 は 、 こ れ ま で は支援 チ ー ム に ま か さ れて い た が、 一部の幹
事か ら 専 門 家不信が出 て 、 幹事た ち が行 う こ と に し た と こ ろ 、 幹事 自 ら が汗 し 、 考 え 、 住
民の意見 を 一通ずつ読 む こ と で、 そ れ ま で会議で不満 を 言 う こ と か ら 、 区 画 整理 を や む を
得 な い も の と 受 け と め て い く 転機 に な っ た J 0 ( r復興 ま ち づ く り 報告97� 97年 1 1 )] )

2 . 西宮の ま ち づ く り

盟土地区画整理事業

道路 ・ 公閤府 地が 3 倍以 上 に

〔西宮北口駅北東地区J (北 口 町、 高木西町、 高木栄町、 長 田 町、 薬師寺町の各一音(1)

地 阪 の性格 ・ 阪急電鉄西宮北口駅北東の住宅中 心の市街地。 一 部 に は農地が残 る 。 耕地整瑚が行 わ れ な い状態で 、

農 道 な どが街路 と し て使 わ れ て い た 。

地区間積 : 31 . 2ha 

震災前の世帯 : 1 ， 700世帯

被災状況 : 627棟が全半壊。 死者57人。

(表15) 施行前後の地積

後

31 
69 

100 

(西宮市都市復興局 、 雨宮北口北東区制整理事務所資料)

主 な 整備事業 道路] 北 口 線 (幅員20 m 、 延長437 m ) 、 武庫 川 広 Ef] 線 ( 1 5 m 、 526 m ) 、 車庫北線 ( l 5 m 、 532 m )

[公園] 高木公自立 (lO ， 000m2) 、 高木西公開 ( l ， 000m2) ほ か 4 カ 所

ま ち づ く り の動 き : 96年 6 月 日ヒu ・ 高 木 ま ち づ く り 協議会」 が ま ち づ く り 提案 を 市 に提 出 。 6 月 6 日 、 市都市

計画審議会 は 、 住民芸遣 を 基 に し て 東西]j向 の車庫北線 を i幅員18mか ら 15 m 、 高 木 l 号線 を 12 m か ら 8

m に縮小 し た言十画案 を 承認 し 、 8 月 13 J=J 、 都市計1重! の変更が決定 さ れ た 。 97"l三 2 月 、 地 区 計画 と 土地

利用計画の説明会が院かれ、 3 月 、 区 i自l整環審議会委員 の 選挙が行 わ れ た 。

こ の地 区 で は 、 道路 ・ 公園 な どの公共用 地の面積が、 従前 の 9 % か ら 31 % へ大幅 に増 加
す る こ と に な る o 97年10月 31 日 、 幹線道路沿い や 公園用 地 な ど の 、 早期工事が必要 に な る
約300人 に仮換地先 を 通知。 98年 3 月 末 で の 仮換地指定率 は 60% 。 地 区 の ほ ぼ 中 央の 高 木
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小学校東 に 1 ha の 近 隣公 冨 の 高 木公園 を 建設 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー と 防災 の拠点 を 形成す
る 。

協議会 と 市が柔軟 に 計画づ く り

〔森具地藍J (松下町、 屋敷町、 弓場回] と 川 西町の 各一部)

地 区 の性格 西官市阿部。 国 道 2 号か ら 43 号線 ま での住宅 市街地。 制街路が綜] 日 ;Ik �こ 走 っ て い た 。

地 区 出j核 : 1O. 5ha。

震災 rllÎの也知 ・ 人 口 : 830世帯、 1 ， 840人

被災状況 : 建物 の 約 7 割が倒壊

主 な 守主備事業 道路] 大浜老松線 (幅員15m) 、 鳴尾御影線 (l5m)

[公園] 森具公園 (5 ， 300m2)

(表16) 施行前後の地積

減7長率 : 21 . 5 % (沼地買収後 は 7 . 4 % )

事業費 ・ l1!喜!A ， 980万円

ま ち づ く り の動 き : 95年 4 月 、 香櫨園 守 口 地 区 ま ち づ く り 協議会が発足。 96年 2 月 、 事業計画決定。

96{ド1 1 月 30 円 、 {反;奥地指定 を 防始、 全街区函穣の 9 割 を 指定 し 、 97年 1 月 17 日 に起工式 を 行 っ た 。

98年 4 月 1 日 現在 で 、 道路整備 は44 % 、 水道 ・ ガス ・ 下水の整備 は57 % 、 宅地の整備 は
55% ま で 進 ん だ。 3 月 末 ま で の 補償交 渉 は 、 総物件340件の う ち 契約 ・ 合意済みが284件で
84% の メ ドがつ い た 。

ま ち づ く り 協議 会 は 、 共 同化部会 を 設 け て参加呼びか け を 行 っ て き て い た が、 参加者が
集 ま っ た 段 階 で 共 同 化建替住宅委員 会 を 設立。 土 地 の 集約換地 を 市 に 要 望 し て 1 ， 800m2の
住宅用 地 を 確保。 28世帯が参加 し て 、 地上 9 階地下 l 階、 戸数68戸 の マ ン シ ョ ン 建設 に こ
ぎ つ け 、 98年 l 月 16 日 に 起工式 を 行 っ た 。

森具地区 の土地区頭整理事業が相対的 に順調 に 進 ん だ 要 因 に は 、 ま ち づ く り 協議会、 行
政側 の 双方が柔軟 に 対応 し た点があ げ ら れて い る 。

95年 4 月 の 西宮市の土地区画整理事業 (素案) と 何年 2 月 の事業決定 を み る と 、 ほ と ん
どの幅員 8 m の 道路が 6 m に な り 、 2 カ 所の 公 園 が l カ 所 に な っ て い る ほ か、 協議会の提
案 を 受 け て 、 通過交通 を 防 ぐ た め に行 き 止 ま り の道路や歩行者専用道が設 け ら れて い る 。

財 団 法 人 ひ ょ う ご21 世紀創造協会の研究員 は 、 森具地 症 は ス タ ー ト が遅 れ た も の の 、 ほ
ほ全地 区 で!II貢認 に 区画整理事業が進 ん で、 い る 要 因 に つ い て 次の よ う に 観察 し て い る 。
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市 は 、 協議会の意見 を 尊重 し な が ら も 、 ア ン ケ … ト を 実施 し 、 説明会 を 開 い て 、 協議会
を住民 と の 唯 一 の 窓 口 に し な か っ た 。 協議会 も 、 個人や立場の違 う グ ル ー プが市 と 直接交
渉す る こ と を 否定 し な か っ た た め 、 協議会があ い ま い な 存在 に な る と い う 閣 も あ っ た が、
住民 と 行政 と の 障 に立 っ て 、 住民の意見 を 柔軟 に計画 に 具体化で き た 。 ま た 、 協議会 は 、
行政案 に対抗す る た め の 案 を 提示す る と い う よ り も 、 随時提案 を 出 し な が ら 、 計画. に住民
の 意見 を 反映 さ せ て い く 姿勢 を 取 り 、 行政 も 比較的柔軟に こ れ ら の 要望 に対応 し て い っ た
た め 、 好余 曲 折 は あ り な が ら も 、 合意形成が比較的順調 に 進 ん だ。 (r西宮 市香機関 ・ 森具地区
の 笈災復興事業の経過J f震災復興 に お け る 民 間非営利活動 に 関 す る 研究� 1998年 3 月 、 21世紀ひ ょ う ご創造協会 )

瞳市鮪地再開発事業

仮設癌舗 「ポ ン テ リ カ 」 に50)古
〔西宮北口駅北東地区J (商宮市 西宵北 口 町、 高木西町、 長 田 町 の 各一部)

地区の性格 : 阪急、神戸線 と 今津線が交蒸 し た タ ー ミ ナ ル 西宮 北 口駅の北東の商業池。

地区面穣 : 3 . 3ha 

従前権利者 : 土地所有者220人、 借地権者16 1 人 、 借家権者201人

被災状況 : 全壊270i止帯、 半i褒20i企帝

主 な 整備事業 :

[西街区] 池 上1臼階、 地下 2 11皆の高層 ビ ル 1 棟。 商業用床面積18 . 600m2o 保健干福祉セ ン タ ー 、 消 費 者 セ ン タ

北 口 地区市民サ ー ビ ス セ ン タ ー な ど公共 ・ 公益ス ペ ー ス 4 ， 100m'o 6 階か ら 19 階 ま で住宅153戸。 駐車場380台。

[東街区] 地上19�皆、 地下 2 階 の 高層 ビ ル I 棟。 商業用床面積23 ， 300m2。 北 口 図書館、 大学交流セ ン タ ー 、 市民

ギ ャ ラ リ ー な ど公共 ・ 公益ス ペ ー ス 8 ， 600m2o 8 階か ら 19 階 ま で住宅167戸。 駐車場470台。

事業費 : 530億円

ま ち づ く り の 動 き : 95年 3 汀 15 日 、 西宮都市計削審議会 で震災復興第 2 種市街地再開発事業 を 承認。 7 月 、 市、

住者11公団が24階建の ツ イ ン ピ ル を 中 心 に し た 基本設言十素 案 を 発表 し た が、 地元は高層 ビ ル に 反発、 10

月 6 tJ 、 高 さ を 19 階 に 下げた見直 し 素 案 を 提示 し た 。 96年 5 月 、 事業計画認可。 12月 、 管理処分計画l

の縦覧開始。 97i!三 3 月 6 口 、 管理処分計画が認可 さ れ、 権利 者582人の う ち 残偶 希望 は320人 に な っ た 。

( f き た ぐ ち 北東復興 プ レ ス 』 各号、 西宮市都市復興局 、 {七都公団西宮再開発事務所資料 に よ る )

97年 5 月 、 権利者31 人が、 「再開発 ピ ル へ の 入居 に は 、 権利変換 に と も な う 補償金 を あ
て て も 数千万 円 の 資金が必 要 で 、 零細小売活経営者 に は 園難 だ 」 と 事業計画の 取 り 消 し を
求め る 行 政不服審査 を 請 求 し た 。 市 と 公団 は あ ら た め て事業計画 を 説明 し 、 協 力 を 求め て
い る ( * 注 : 98年 9 月 に 請 求取 り 下 げ) 0 8 月 22 日 、 鉄骨 3 階建延べ7 ， 000m2 、 50屈が入居 し た仮
設店舗 「 ポ ン テ リ カ 北 口」 がオ ー プ ン し た 。 「 ポ ン テ リ カ 」 は仮庖舗 を 逆 に 読 ん で 名 付 け た 。
初 日 は6 ， 000人 の 来客があ っ た が、 そ の 後 は 客数が減 り 、 活性化が課題 に な っ て い る O
塚晃 ・ 西宮北口北東地区再開発推進協会会長 は 「近 く の土地区画整理地 区 の 住民が帰 っ て
き て い な い こ と が大 き い。 事業完成予定の2000年 ま で歯 を 食い し ば っ て が ん ば る J と 話 し
て い る o ( 叩[J戸新聞J 97年10月 7 日 付)
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3 . 尼崎の ま ち づ く り

ま ち の歴 史 を 見直 し 交流 を 維持

〔築地地区〕

地区の性格 : 阪神 電鉄尼崎駅南 の 、 江戸末期 に埋め立て ら れた土地の 、 木造密集住宅地。

地区面積 : 1 3. 7ha 

震災前の 世帯数 : 1 ， 2001世帯

被災状況 : 740棟、の う ち 230棟が全半壊。 全棟が液状化で傾 く

事業内容 : 土地区 画整理事業 と 住宅地改良事業の 完全合併施行

事業費 : 472億円

減歩率 ・ 標準 9 % (80m' か ら 減歩緩和。 60m2以下は 0 % )

ま ち づ く り の動 き . 都市計画の決定は 、 被災地の 中 で は唯一、 f3 ・ 1 7決定」 で は な く 「住民が納得 し て か ら 」 と

95年 8 月 8 日 に ず ら さ れ た 。 区 画整理 に 加 え 住 宅地区改良事業が全国 で 初 め て 完全合併施行す る と い

う 手法が取 ら れ た 。 97年 3 月 に 仮換地指定 を 開始。

98年 3 月 、 地 区 の 隣 に 第 l 期 改 良住宅 市 営住宅) 120戸が完成 し た 。 改 良住 宅 は 、
低層 部分の 軒先 に は 日 本瓦が使 わ れ 、 元 の 地 区 と つ な ぐ橋の た も と に は石造 り の常夜灯が
置かれ、 街灯 は あ ん ど ん を デザ イ ン し て 、 城下町の雰囲気 を 作 っ て い る O 改 良住 宅 に 移転
し て立 ち 退い た 跡地か ら 地盤 の か さ 上 げ工事が始 ま っ た。 築地地 医 は 江戸末期の埋立地で、
地盤沈下が激 し か っ た た め 、 地区全体 を 平均 1 m高 く す る O

こ れか ら の ま ち づ く り の課題 に つ い て 、 山 口憲二氏 ( ま ち 計 画 山 口研究室) は 、 狭小宅
地 での協調住宅建設の た め の グ ル ー プづ く り 、 町並み を 生み 出 す建築 ガ イ ド ラ イ ン の設定
な ど を 上 げて い る O ま た 、 地i芝居住者の高齢化 と 、 経済低迷の 中 で資金調達が留難 に な っ
て い る こ と 、 従前の貸家 を 再建 し で も 市場性があ る か ど う か な どの 問題 も あ る と い う O さ
ら に 、 ま ち づ く り があ る 程度軌道 に乗 っ た こ と で 、 こ れ ま での 熱意が薄 れ 、 行 政側 は制度
の 枠 に 閉 じ こ も ろ う と し 、 地元住民組織 に も かつ て の 古い体質が出 て く る 「先祖帰 り 傾 向」
カf見 ら れ る と い う o ( r論集 き ん も く せい 』 創刊号、 97年12 月 、 阪神大震災市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク )

4 . 伊丹の 旧村落の復興

園 芸業 に 生 き る 村落 の 景観 を 保全

伊丹市 は 、 旧 村落 に 大 き な 被害があ っ た こ と か ら 、 荒牧、 鴻油、 西野の 3 地区 を 震災復
興促進地 区 に 指定 し 、 道路の拡幅、 ポ ケ ッ ト パ ー ク や 紡火水捕の 整備 、 生 け 垣 に よ る 緑化
推進 な ど に よ っ て 災害 に 強 い ま ち づ く り を 行 う こ と に し た 。

ま た 、 こ れ ら の !日村落 は 、 伝統的 な 家屋や辻の景観が残 さ れ、 高 い 評価 を 受け て い る こ
と か ら 、 地 区計画制度 を 活用 し て村落景観 と 住環境 の 保全 を め ざ し た 。

事業 は 、 密集住宅市街地整備促進事業の手法 を 導入 し て行 わ れ て い る 。

第八章 @ 都市計 爾 ・ ま ち づ く り 505 



(表17) 復興促進区域の整備方針

復興道路等 集落の骨格 に な る 復興道路 を 、 幅員 5 m 以 仁、 1 50 m 間 隔 で配置す る 。
地元住民の意向 を 踏 ま え 、 弾力 的 に検討 し 、 移備 を は か る 。
狭i疑道路の主主備 は 「伊丹市建築行 為 に か か る 後込道路flj 地等の確保、 整備 に 関 す る 安

静岡!J に基づ き 、 沿道建物 の 更新時 に 敷地の後退 を 指導 し 、 後退敷地 の 貰 い 取 り 等 を 行 う 。

ポ ケ ッ ト パ ー ク j 公園、 児童遊園等の オ ー ブ ン ス ペ ー ス が不 足す る ;地 区 に ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 を 整備す る
防 火水糟等 | と と も に 、 耐震防火用水 を 設置す る 。

生 け垣緑化 復興道路の 整備 に あ わせ て 、 沿道 に 防災性の あ る 生 け民緑化 を 推進す る 。

町並み景観お よ び | 地広川j の 制 度 を 活用 し て 、 建築物の用途、 高 さ の最高限度 、 壁 画 の 位 貨や垣、 さ く
の構造 に つ い て 建築 ル ー ル を 定 め 、 良好な町並み や住環境の保全を は か る 。

〔荒牧地震〕
聖徳太子会が宝塚 ・ 中 山 寺 に 参詣 し た と き 、 付近 を 関 懇 し て 、 初 め て 殺 を ま い た地が 「 ア ラ マ キ 」 と 呼ばれ た 、

と い う 泣l �とがあ る 。 い ま も 園芸、 i玄関業が盛 ん 。

被災状況 : 地 区 内 146棟 の う ち 全壊24棟、 半壊34棟

整備計 |出iilx ì或 ・ 24 . 5ha

戸数密度 : 31 . 5戸 / ha

七池利JIJ 方針 : 池 l)(�ヒ西部 は倒壊 し た 老朽住宅の建て 幸子 え を促進 し 、 {邸 住宅地 と す る O 北東部 は 、 公的住宅供

給拠点 の ヰ:層住宅地 と す る 。 南 部 は 、 {尽射 を 中 心、 と し た 良 質 な住宅地 と し て 土地利用 を は か る 。

活動の経過 : 95千三 3 )1 1 9 日 、 自 治会総会で復興促進 区域指定の概要 と 道路計画 案 を 協議。 5 月 1 日 、 第 1 [t1J 地 区

内整備委員 会 で復興促進区域決定報告。 地 区桜備計画案 を 協議。 5 月 6 日 か ら 月 末 ま で 、 復興道路に

関 係 す る 権利者へ説明会。 9 月 か ら 境界立 ち 会 い を 始め る 。 96年 1 月 、 地区計画 制 度 に よ る ま ち づ く

り に つ い て 協議。 3 月 、 他の 2 地区 と と も に 石 川 県 内 灘町 な ど を 見学。 97年 7 Fl 、 地 区計画案 に つ い

て住民ア ン ケ ー ト c 配布139j豆、 回収1 24通。 地区計画に 賛成85 % 、 一部修正要望 7 % 、 反対 6 % 0  10 

月 7 日 、 地 区計画家の都市計画決定 を 市 に 申 し 入 れ。 98年 3 月 20 日 、 荒 牧 中 央地区地区計画の都 市計

i闘が決定。

(表18) 事業の計簡 と 実績
トー… J百五 示示示パ

tjトー ::Ji l Jj三
荒牧 中 央地l友 ( 1日 集落) 地区計画 は 、 敷地 面積の最低限度 を 120m2 ( す で に 120m2未満で

あ る 敷地 な ど は 除 く ) と し 、 軒 の 高 さ を 10m と し て い る 。 道路 に面す る 損 ・ さ く は 、 周辺
の 町並 み景観 と 調和 し た も の 、 ブ ロ ッ ク 塀 に す る と き は 表面 に 化粧 を 施 し 、 周 辺 の 景 観 に
配議す る よ う に 求め て い る 。

〔鴻池地区〕

濁 り 揺 を 清酒 に し て 富 を 成 し た 豪商鴻池家の発祥 の 地。 伊丹市都 市景観形成建築物 に 指
定 さ れ た伝統的建築物が多か っ た 。 地 区 内 は 園芸、 造園業が多 い 。
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被災状況 地区内 102棟の う ち 全壊13棟、 半壊26棟

整備計 画 以 域 : 5. 9ha 

戸 数密度 : 31 . 9戸/ ha

土地利 用 方針 : 地区北西部は倒壊 し た老朽住宅の建て替え を促進 し 、 低層 住宅地 と す る 。

活動の経過 ・ 95年 3 月 13 日 、 農会役員会で、 復興促進 区域指定 に つ い て協議。 5 n 5 司 、 第 1 I.r:il震 災復興促進委

員 会 を 開 く 。 6 月 6 日 、 復興促進区域 に 指定。 1 1 月 21 日 、 鴻池地 区 ま ち づ く り 計 画案 を 市 に 中 し 入れ 0

96年 3 月 1 J:j 、 {議池地区地区言i 匝iが都市計 画決定。 6 R 、 地区計画の建築条例が制定。

(表19) 事業の計画 と 実績

計 画 (d) 実績 (98年 3 月 末)

用 地質 収 1 ， 600 1 ， 239 77% 
道路盤備 626 375 60% 
ポ ケ ッ ト ノ t ー ク 216  。 0 9も
防 火水機 1)え 。 0 9ü 

拡幅前 :1ft幅後

密集住宅市街地整備促進事業 に よ っ て進路 を 拡幅 し た鴻池地区

( r鴻池復興 ま ち づ く り の あ ゆ み」 鴻池地区震災復興委 員 会 98年 3 月 刊行 よ り )

〔西野地区〕
江戸時代 の 新 田 罰発で生 ま れ た 農村。 副業で植木、 法毘業 を 営 む家が多い。 土塀や石績 に 凶 ま れ た 敷地 に 、 植

木 が多 く 、 {î い屋敷や土蔵があ っ た 。

被災状況 : 地 区 内 1 26棟の う ち 全段121車、 半壊53棟

務備計画区域 : 6 . 1ha 

戸 数密度 ・ 44. 9戸/ ha

土地利 用 方針 : 地区北 西部は倒壊 し た老朽住宅の建て 替 え を促進 し 、 {氏場住宅地 と す る 。
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活動の経過 : 95年 3 月 25 日 、 農事実行組合で復興促進区域指定 に つ い て協議。 4 月 8 日 、 地医全体説明会で促進

区域制度、 整備計画 を 説明。 4 月 27 日 、 復興促進区域 に 指定。 第 1 回震災復興推進委員 会 を 開催。 9 6

年 7 月 、 地 区計画素案 を 検討。 1 1 月 、 {主民 ア ン ケ ー ト を 実施。 配布125遇、 !関収99通。 地 区 言十i肖案 に

賛成9 1 % 、 修正 を 求め る 4 % 、 反対 3 % 0  97年 1 月 、 西聖子地区 ま ち づ く り 言rl到の都 市計樹決定 を 市 に

申 し 入 れ 。 6 月 3 日 、 地 区計画が都市 計画決定 さ れ る 。 9 月 30 日 、 地区計画の建築条例 を 制定。

(表20) 事業の言十習 と 実績

言十 爵j (m') 実績 (98年 3 月 末)

用 地買 収 1 ， 832 1 ， 461  
道路整備 608 407 67 
ポ ケ ッ ト パ ー ク 。 。

防火水槽 1 基 。 。

(参考 荒 牧渓 災復興促進 区域 大震災の記録 と 復興 の 歩 み」 荒牧地医整備委員 会、 「鴻池復興 ま ち づ く り へ

の あ ゆ み」 鴻池池氏 震 災復興促進委 員 会 、 「西聖子地 反復興の 足f'í-J ílfi!!f地区震災後興推進委員 会。 い ず れ も 98 年

3 月 刊行、 「笈災復興 ま ち づ く り と 後集11:宅市街地整備促進事業J W- 汁市 98年)
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「翁集 き ん も く せ い」 創 刊 号 制 L 19971ド12月
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「 こ こ ま で き た震災復興J 日 本都 市計同j学会関問支部復興都市づ く り 特別委員会 1997年 l l fí
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l 第四節 淡路の ま ち づ く り
1 . 旧撫村 に 「密集J 事業 を 導入
淡路島 の 町 、 東浦町、 五色町、 北淡町の 4 町 6 地 区 の 震災後興 に 密集市街地整備促

進事業の手法が故 り 入 れ ら れて い る O こ の手法 は 、 こ れ ま で は都市部で行 わ れ る も の だ と
思 い込 ま れ て い た が、 兵庫県 は震災復興 を 機会 に 、 旧 漁村集 落 に も 取 り 入 れ、 全 国 の 自 治
体か ら 注 目 さ れ た 。

密集市街地整備促進事業が活用 で き た の は次の点 に 注 目 し た こ と に よ る O
1 ) 一 定 の 要件 を 満 た せ ば都市計画区域外で も 取 り 組め る O
2 ) 整備計画 は20ha (非都市部 で は 5 ha) 、 戸 数密度30戸/ ha 以 上 で 策 定 で き 、 1 ha 

以 L 換算老朽住宅戸数50/ ha あ れば事業 は可能。
3 ) 制度要綱 な の で 、 運用 の 世界が大 き い。
4 ) 整備 目 標 は 、 老朽建築物 等 の 除去 ・ 建て 替 え と 、 地区施設の総合 的 整備 、 良 質 な 住

宅供給、 総合的住環境 の 整備。
5 ) 老朽住宅等 の 買収除去、 地区施設等の 整備 、 従前居住者用 住宅の供給や民間住宅の

建 て 替 え 促進が補助の対象 に な る O
( ，淡路地域の震災復興 密集市街地整備促進学業」 難波健 - 兵庫県都市住宅部市街地整備課 f復興 ま ち づ く り 幸R

告97� )

(表21) 淡路の密集市街地整備促進事業の概要
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( 注 ) ， コ ミ 住宅」 は コ ミ ュ ニ テ ィ ー住宅の略。 北淡町の家屋数は家族単位
出所 : 兵庫県都市住宅部市街地整備 課 淡路地域街、集住宅市街地毅備促進事業 の 現状 と 計額i
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淡路の密集市街地整備促進事業 を 担 当 し て い る 兵庫 県都市住宅部 市街地整備課の難波健
氏 は 、 F復興 ま ち づ く り 報告97"D で 、 「密集 し た 漁村集落 の 中 に建つ R C 3 階建 の 建物 (郡
家 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 住宅) は 近代 的 な 偉容 を みせて 、 従来の集落の環境 を 変 え て い る わ け
ですが、 こ の環境改変 を ど う 評価す る かの議論 は と も か く と し て 、 建物周辺 に 生 ま れた公
共空間 は 、 こ れ ま で軒 を 接 し て 木造住宅の 建 ち 並 ん で、い た 街並 み に安心の風通 し を よ く し
て い る こ と だ け は ま ぎ れ も な い事実で し ょ う 。 と す れ ば、 震災復興の 当 初 の 目 的 の 一つ は
達成 さ れた と 言 え る の で は な い で し ょ う か」 と 述べ て い る 。

さ ら に 、 こ れ ま で密集市街地で の 災害対策 は 、 ま ず火災 を 起 こ さ な い こ と だ と し て住民
の意識に依存 し て い た が 、 「 し か し 、 火災が起 き た ら ど う し て 消す か を 考 え た 居住 設 問 構
成の検討 と そ の 手法の 開 発 は 、 大い に議論 し て い か ね ば な ら な い テ ー マJ だ と 、 災害 に 強
い ま ち づ く り を 進め る た め に 「密集」 の手法 を 出 漁村へ導入 し た の と 同 じ よ う な 、 さ ま ざ
ま な切 り 口 、 手法 を 見 つ け る 議論の展開 を 呼びか け て い る 。

2 . 富島地区の土地区画整理事業

事業計画 を 大幅 に 変更

〔富島士也区J (津名郡北淡町寄 島 東 ノ 町 、 中 ノ 町、 西 ノ 田n

地 区 の性格 : 漁村 集落 だ が、 役場、 商活街、 商工会、 漁業協 同 組合 な どがあ る 北淡百j の 中心地区。

地区面積 : 何年12月 に 抜 大変更 し て20 . 9ha ( 当 初20 . 5ha)

震災前の↑世帯 ・ 人 口 : 602 世帯、 1 ， 670人

被災状況 : 全壊308戸 、 半壊、198戸。 死者26人

権利者 : 土地所有者730入 、 借地権者 (借家権者) 50人 (120人)

事業費 : 1 70億 円 ( 当 初 1 78億 円 )

ま ち づ く り の 動 き : 95年 3 月 17 日 、 区 画整理事業の 区域 と 15 m の幹線道路を 決定。 3 月 26 日 、 観光協会、 商工会、

漁協、 町 内 会役員 な どで震災復興協議会が発足。 区画教理事業 に 反発 し た住民が 5 月 4 日 「富島地区

を 笈す る 会」 を 結成 し 、 区 画整理事業の 白紙撤回 を 求 め る 請総 を 町議会に提出。 9 月 に は 「富 烏 ま ち

づ く り 勉 強 会」 が発足、 独 自 の ま ち づ く り 案 を つ く っ た 。 ま た 「富烏 を 考 え る 会」 も 結成 さ れ、 96年

5 月 、 町 に 「区画整玉虫 は 不合理だ」 と 抗議 し た。 医画整理!の 早期実施 を 求め る 住 民 も 「東 ノ 了街づ く

り 会」 を 結成 す る な ど、 住 民 間 で の対 立 も 深 ま っ た 。

97年 2 月 、 海崎賢明 ・ 神戸 大宇工学部助教授 ら の 「 ま ち づ く り 支援専 門 家 グ ル ー プ」 が ま ち づ く り

案 を ま と め 、 3 月 2 日 、 町民セ ン タ ー で説明会 を 開 い た 。 県道 を ほ ぼ現在の位置‘の ま ま で歩道 を 含 め

て 1 3 m に 広 げ、 浜 に 通 じ る 「網遂」 の道路パ タ ー ン を 穆重 し な が ら 原則 と し て 4 m 以 上 に 拡幅、 一部

は 6 m の 幹 線に す る 案。 「住民合意の き っ か け に し た い」 と い う ね ら い だ っ た が、 「愛す る 会」 は説明

会 に a-lj席 し な か っ た 。

97年 8 月 、 町 は土地区画整理事業計画 を 大幅 に 変更す る こ と に し た 。 最初 の計画で は 、
屈 出 し て い る 号道 を 幅員 15 m に 拡幅 し 、 ゆ る や か な カ ー ブで 集落 の 中 心部 に 移す こ と に し
て い た が、 現在の 県道の位畳で拡幅す る こ と に 変吏 し た 。 区画道路 は 、 6 � 9 m 幅で長方
形 に 区 切 る こ と に し て い た の を 、 4 � 6 m 幅員 に し 、 背後の 山裾か ら 海岸へ放射状 に 引 き 、
4 m道路は 歩行者専用 に し 、 16 カ 所の公園 ・ 緑地 を 整備す る こ と に し た 。
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こ の変 更 に よ っ て 、 600戸 の 残存家屋の う ち 移転が必要 な の は 当 初 の 9 割 カミ ら 6 割近 く
に 減少 で き る 見込み。 総事業費 も 8 億 円 減 る 。

97年秋の言 高 の 状況 に つ い て 、 塩崎賢明助教授 ら と と も に 「 ま ち づ く り 住民案」 の作成
に 寂 り 組 ん で き た安藤元夫 ・ 近畿大学工学部教授 は 「神戸 ・ 阪神 間 で は 相 当 数の住民が討
画策定 に 参加 し て い た。 富 島 は 、 町が一方的 に 決 め 、 住民 は 開 く だ け 、 と い う 印象が強 い 。
住民参加の 構 図 に な っ て い な いJ I こ れ ま で ボ タ ン の か け違 い を 繰 り 返 し て き た 。 今 屈 の
変更案 は ま ち づ く り への チ ャ ン ス と 考 え ら れ る 。 行政、 住民が よ り 高 い 立 場 に 立つ こ と を
希望 し た い」 と 話 し て い る 。 げ神戸新開)1 97年 9 月 9 日 付)

町 は 、 買 収で き た 土地が多か っ た 一部の 区域 を 「 モ デル街区J (東 ノ 丁の 4部、 4 . 3ha)
と し て 仮換地案 を 作 成 、 97年12月 に個別説明会 を 行 い 、 12月 25 日 に 第 l 回 の 仮換地指定 を
行二 っ た 。 (津名郡北淡田J都市整備事務所 「富烏地区土地 区画書室理l事業 の概要J r仮換地指定状況J )

〈参考文献 〉

「 ま ち づ く り 活動 実践記録 シ ー ト �w.J 阪神大震災復興市 民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 1997年1 1 月

「震災復興が教 え る ま ち づ く り の 将 米J 向 上 1 998年 2 月

「毎 日 新聞J 97年lOJ� 26 日 、 「神戸新情JJ 1 997年 .1 2 月 3 1守 、 F読売新聞� 1997年1 2 月 1 7 ヨ
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| 第五節 ま ち の景観復興
1 . 景観復興マ ス タ ー プロ グ ラ ム

震災復興が進 む な かで、 市街地 に あ っ た繰が少な く な り 、 伝統的 な 木造家屋や近代洋風
家屋が消 え て い き 、 代 わ り に プ レハ ブ住 宅 な ど工業化住宅が増 え て 、 こ れ ま で培 わ れ て き
た 特徴あ る ま ち な み景観が無秩序 な 方 向 に 変 わ っ て き た 。

兵庫県 は 「震災 か ら の復興 は 、 単 に 震災前の状態 に戻す だ け で は な く 、 21世紀の地域づ
く り を 先導す る も の で な け ればな ら な い」 と 「創造的復興」 を め ざ し て い る が、 震災 3
目 に な っ て 、 こ れ ま での住宅本体再建か ら 、 庭や塀、 垣根な ど外構 な ど に か か わ る ま ち な
み景観の課題 に 取 り 組んだ。

こ の た め 県都市住宅部 は 、 97年度 に 「兵庫県景観復興マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム 」 を 策定す る
検討委員 会 を 、 学識者、 専 門家 、 行 政担当 者 に よ っ て設立 し 、 神 戸 、 阪神、 淡路の そ れぞ
れの地域 ご と に 景観の現況 を 分析、 問題点 を 整理 し 、 景観対策の テ ー マ を さ ぐ っ た 。 さ ら
に 、 景観復興の基本方針 を 立 て 、 継承すべ き 景観資源 を 県民か ら 公募 し て選 定す る 「 ふ る
さ と 景観資源継承事業」 な どの リ ー デ イ ン グ ・ プ ロ ジ ェ ク ト を 打 ち 出 す と と も に 、 そ れ ぞ
れの地域別方策 を 立 て 、 98年 3 月 に 「兵庫県景観復興マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム 」 と し て発表 し
た 。

闇兵庫県景観復興 マ ス タ ー プ口 グ ラ ム の概要

〔計画策定の 目 的〕
地域が培 っ て き た個性の継承 と 新た な 地域文化づ く り に取 り 組み 、 次世代 の 人 々 や 内外

の 人 々 に 誇 り 得 る 美 し く 、 魅力 あ る ま ち な み景観の創造 を 推 進す る こ と O
県民、 事業者、 団体、 行政の そ れぞ れが景観の復興 と 形成 に 、 連携 と 協{動 に よ っ て 自 発

的 かっ積極的 に 取 り 組む景観づ く り を 推進す る こ と O
〔復興景観の 現況〕

・ お屋敷敷地の 細分化、 マ ン シ ョ ン な どへの転換
. 伝統的建築物の消失で雰 間気や魅力 が低下
- 漁村の集落構造が路地の拡幅 な ど に よ っ て 変容
- 工業化住宅の急増 と 外構 の 縮小 や外礎 の 露出 に よ る 違和感
・ 外構の駐車場化。 敷 き 際や床面の コ ン ク リ ー ト 化
- 前患 や 玄 関 ま での通路な どの伝統的 な 敷 き 際要素が消失 し 、 個性の希薄化
・ 地域 の 象徴 で あ っ た社寺、 ほ こ ら 、 樹木 な どの喪失

〔 ま ち な み景観の変化 の 背景 〕
大震災の特殊条件 に よ る 変化
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- 短期 間 で 大量の住宅再建の必要性
- 広範 な 市街地で、 の 全域的 な 被害 に よ る ま ち な み特性の 喪失
. 暫定的仮設応急住居の建設

〔社会的経済 的 な 条件で起 こ り つ つ あ っ た が震災 に よ っ て 短期 間 に 表面化 し た 変化〕
- 現代 的 な居住ニ ー ズへの対応 に よ る 変化
- 敷地分割や狭小敷地で の 建設 に よ る 変化
. 建築基準法への適法化 に よ る 変化
- 新 し い建築材料、 工法 に よ る 変化

〔 問題発生の メ カ ニ ズ ム 〕
. {主民、 施主、 所有者や メ ー カ ー 、 大工、 工務自 な どの景観形成 に対す る 意識、 関心が

低い
・ 景観形成 よ り も 暮 ら し の復 旧 を 優先 し た
- 伝統 的 な 形態 、 意 匠 の 継承 よ り 、 現代的 な ラ イ フ ス タ イ ル や デザ イ ン を 優先 し た
. 良好 な 景観 を 形成す る デザ イ ン を す る 機能が身 近 に 用 意 さ れ て い な か っ た
- 地域性や風土 に 調和す る 材料が身近 に な か っ た
- 伝統 的 な 形態や意匠の保存がで き る 人材がな か っ た

〔景観形成 の 取 り 組み方〕
- 市民 自 ら が身 近 な 景観の価値 を 発見 し 、 創造 し て い く
・ 価笹 あ る 地域景観資源の イ メ ー ジ を 周 辺環境へ展 開 す る
- 新 し く 作 ら れ る も の に 工夫 を こ ら し 、 新 た な 景観価値 を 生み 出 す
・ 大規模復興 ま ち づ く り に お い て 魅力 あ る 景観 を 創造す る
- パ ノ ラ マ や 跳望景観の保全、 ラ ン ド マ ー ク に な る 景観 を 創造す る

〔景観復興の基本方針〕
1 . 地域景観 リ ー ダ ー を 育成 し 、 ま ち づ く り 活動への 発展 を 支援 し て 、 め ざすべ き 地域

景観 イ メ ー ジ を 共有す る
2 . 地域ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 発見 、 共有 し て 、 地域の儲値 あ る 景観 を 発見 し 継承す る
3 . 再建住宅や オ ー プ ン ス ペ ー ス の 設置 に 、 植栽 な ど景観形成 の 手法 を 取 り 入 れ る
4 . 復興市街地 を 継続調査 し 、 景観 に か か わ る 情報 を 発信 す る

瞳 リ ー デ ィ ン グ ・ プロ ジ ェ ク ト

〔 ふ る さ と 景観資源継承事業〕
地域への 愛着心 を は ぐ く む と と も に 、 地域の景観づ く り を 進め る と き の核 に す る た め 、

震災で失 わ れ た り 、 消失 し かか っ て い る 歴 史 的 な 景観 や 、 ふ る さ と の原風景 を 収集 し 、 記
録保存す る O ま た 、 継承すべ き 景観資源 を 公募 し 、 選定 し て 、 景観マ ッ プ を つ く る 。
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〔景観づ く り 講座 事業〕
景観や環境 に か か わ る 学習 講座 、 次世代 の 地域景観 リ ー ダ ー 育成講庫 を 設 け て 、 景観、

ま ち な みへ の 関心 を 高 め る O こ の た め に 、 住民 と 行政 と のパ イ プ役 と な り 、 景 観や環境 に
つ い て の 相談 を 受 け 、 景観づ く り 団体 を 育成す る 「景観 ア ド バ イ ザー」 を 設置 す る 。
〔復興住宅 ・ ま ち な み事例集作成事業〕

復興地域 で の 良 好 な 景観形成 の事例 を 収集 し て 、 手 近 な 参考書 r復興住宅 ・ ま ち な み事
例集J を ま と め 、 配布す る O
〔共同 ・ 協調緑化推進事業〕

再建住宅の修景 と ま ち な み景観の育成 の た め に 、 住宅周 り の外構空 間 や 敷 き 際空 障 の 緑
化 を 推進す る 。 と く に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 育 て る た め に も 、 隣近所で ま と ま っ て 取 り 組む
共同 ・ 協調緑化 を 推進す る 。
〔淡路花岡廊計画推進事業〕

明石海峡大橋 の 開 通 を 契機 に 、 淡路縦貫道路 を 骨協 と す る 「花田廊」 の 新 た な 景観構造
を 構築す る O こ の 「花田廓」 を 軸 に 、 花 に ち な ん だ ラ ン ド マ ー ク を 整縞 し 、 休耕 出 を 利 用
し た花畑づ く り 、 花の イ ベ ン ト 開催、 花 の 名 所づ く り を 進め る O

2 .  r さ わ や か街づ く り 賞J に復興特別部門
兵庫県 は 、 ま ち づ く り 運動 を 盛 り 上 げ、 景観へ の 関心 を 高 め る た め に 、 93年度か ら 優れ

た建築物、 ま ち な み 、 広 告 ・ 標識、 活動団体 を 募集 、 学識者や 関連団体の審査委員 の選考
に よ っ て 、 例 年 ほ ほ250件の 応募の 中 か ら 20件前後に 「 さ わ や か街づ く り 賞」 を 贈 っ て い る 0
95年度 は 中 止 さ れ た が、 96年度 ( 第 5 回 ) の ま ち づ く り 活動 部 門 で 「阪神大震災復興市民
ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク ム 「 ラ ン ド ス ケ ー プ復興支援会議 ( 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト ) J
が選ばれた 。

(表22) 97年度 (第 6 回) の さ わ や か 街づ く り 賞 (復興関連分)

賞

[震災復興特別賞]
神戸港震 災 メ モ リ ア ル パ ー ク
!日 ト ー マ ス 住 宅 (風見鶏の館)
神戸ル ミ ナ リ エ実行委員会

[建築部 門 ]
き ん も く せ い 通 り 協調住宅
神戸市営灘北第 2 住宅
ネ オ ウ イ ン グ

{ ま ち づ く り i舌動部 門 ]
野 田 北 部 ま ち づ く り 協議会

注j芦屋浜問地 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ア ー ト
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Ë2災の教司11 を 後世 に伝 え る
呉 人館復興の象徴
被災地 に 活力 を 与 え る 神戸 ル

う る お い と 優 し さ を 醸 し だす復興住宅
ゆ と り あ る 環境 を 創 出 し て い る 公伏住宅
共河建て 替 え に よ る 再建住宅

よ る 復 興 ま ち づ く り
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97年度か ら は 「震災復興特別賞」 の 分野が設 け ら れ た ほ か、 ま ち づ く り 活動部門 、
物部 門 な ど に毎興関連の 団体や建築物が多 く 選ばれ る よ う に な っ た 。

3 . 芦麗車の景観復興

高 さ 10m以上 を 届 け 出対象

ム市 は 、 96年 6 }j 、 総ゆ た か な 芦佳の景観 を 守 り 、 国際丈化住宅都市 と し て魅力 あ る
景観 を つ く り だ し 、 個性的 な ま ち に す る ね ら い の 「都市景観条例J を j!jlj定 し た っ 神戸、 阪
神 間 の 各都市 で は 、 70年代後半か ら 80年 に か け て 都市崇観条例 を 制定 し て い る が、 戸長 市
は震災後の ま ち な み の変化に対応す る た め 、 他都 市の多 く が高 さ 12 m 以上 と し て い る 大規
模建築物 の 届 け 出対象 を 高 さ を 10m に す る な ど、 よ り 細 か く 把握す る こ と に し た 。 ま た 、
建物の外壁や屋根の色 に つ い て も 「芦屋の景観色」 を 決 め て 指導 し て い る c

芦屋市都 市景観条例 は 、 例年か ら 制定の準備が進 め ら れ、 95年 3 月 の に 上程す る
予定だ っ た 。 震 災復興の た め に制定作業 は 棚上 げ さ れ て い た が、 解体跡 地 で マ ン シ ョ ン の
新築の動 き が出 始め た の で、 届 け 出対象 を 3 階以上 の マ ン シ ョ ン も 含め た 条例 に切 り 替 え
た 。

芦屋市の景観条例 は次の よ う な 特色があ る 。
1 ) 市域全域 で 中 規模以上の建築物 (主 に 3 階建以上の マ ン シ ョ ン ) と 、 第 1 種、 第 2

種低層住宅で は 高 さ 8 m 、 建築面積500m2以上の住宅が届 け 出対象
2 ) 表示面積30m'以上の法告物 も 届 け 出対象。 高架道路、 横断歩道橋 な ど の 工作物 な ど

と も 景観 デザ イ ン の協議の義務づけ
3 ) 敷地緑化、 生 け垣の推奨、 駐車場の緑化協力 要 請 に よ る 修景緑化
4 ) 芦屋の景観色 の設定
こ れ に 基づい た建築物 の指導基準 は 「市民 に 親 し ま れて い る 山 ・ 海 な ど を 眺望 で き る 視

線 を 遮 ら な い よ う に 努 め る J '分棟 し た り 、 雁 (がん) 行配置 し て周 辺 環境 と の 調和 を 配
慮 し た位置、 規模 に す る J '敷地境界娘か ら セ ッ ト パ ッ ク し て近隣 に圧迫感 を 与 え な い こ と 」
な どが掲 げ ら れ て い る O

「芦屋 の色」 は御影石 と 六 甲 山

都市景観 に と っ て色彩 は重要 な 要素 で あ る こ と か ら 、 芦屋市 は何年夏か ら 97年春 に か け
て 、 の 背後 の 六 甲 山 の 四 季 の 色 の 移 り 変 わ り や 、 公聞や住宅の庭の花 の 色 の 移 り 変 わ り
を 調べ た 。 こ れ に よ っ て 、 「黄系 と 赤系の御影石 の ベ ー ジ ュ ・ 暖かい灰色J '遠景の 六 甲 山
の青色、 緑色、 近景の松の深い緑色J が共通 し て 好 ま れて い る と 判 断 し 、 「芦屋の景観色」
を 決め た。

第八;京 @ 都市計画 ま ち づ く り 515 



(友2:3) [芦屋の景観色]

5 R 
5 Y (黄) 5 9 l 3 
5 B (子 5 - 9 1 - 2 
5 Y R ( だ い だ い ) U 9 l 4 
5 G (総) 5 - 9 1 2 

P (紫) 5 - 9 1 - 2 

生 け垣助成率 を 3 分の 2 に ア ッ プ

財団法人芦屋市都市整備公社 は 95年 9 月 か ら 、 生 け 担 を 作 る と き の 交付額 を 、 こ れ ま で
の 2 分の l か ら 3 分の 2 に増 や し た 。 こ れ に よ っ て 、 こ れ ま で年 間10件前後、 交付総額100
万円程度 だ っ た助成 の 申 し 込 み は 急増 し た 。

( 表24 ) [ 生 け ま豆緑化助成 申 し 込 み ]

4 .  ト ア ロ ー ド の 景観形成市民協定
神戸市 中 央 区 の ト ア ロ ー ド ま ち づ く り 協議会 (会長 ・ 嶋 田 勝次関西学院大学教授) は 、

97年 4 月 17 日 の 総会 で建築物 の 用 途 制 限 や 建築 に 際 し て ま ち な み 景観へ の 配慮、 を 求 め た
「景観形成市民協定」 案 を 承認 し た 。 市 に提 出 し 、 認定 を 受 け る と 神戸市景観条例 に 基づ

い て 、 活動経費 な どの助成が受 け ら れ る O
ト ア ロ ー ド は 、 坂 上 の 異 人館の ま ち 北野 町の神戸外国倶楽部か ら 、 坂下の !日居留 地 に あ

る 大丸神戸 庖 ま で 、 延長940m 、 高低差43m の坂道。 神戸市道路台 帳 に は 「東亜筋J と あ
る が、 'TOR ROADJ で 通 じ て い る 。 明 治 の 開港以来、 北野町 に住 む ヨ ー ロ ッ パや ア ジ ア
各 国 の 貿 易 商 、 海運業者、 外交官 た ち が馬車や人力車で行 き 来 し て い た 。 沿道 に は 、 洋服、
帽子、 家具、 菓 子 、 デ リ カ テ ッ セ ン 、 パ ン 、 花、 装 身 具 、 理髪、 薬 、 病 院 な ど外国人向 け
の 商!百が】並 ん だ。 イ ス ラ ム モ ス ク 、 ス ウ ェ ー デ ン 領事館、 16 カ 国 の子 ど も た ち が通 う 聖 ミ
カ エ ル 国 際学校、 神戸華僑総会 も こ の 界隈 に位置 し て い て 、 ハ イ カ ラ 神戸 の 原 点 で あ り 、
バ ラ エ テ ィ ー シ ョ ッ プの 原 型 を つ く っ て い た 。

ト ア ロ ー ド の 名 の 起 こ り に は さ ま ざ ま な 説があ る が、 坂 の 上 に ス コ ッ ト ラ ン ド 出 身 の貿
易 商 F . J パー デ ン ズの邸宅があ り 、 こ の家 が、 ス コ ッ ト ラ ン ド の 言葉 で丘 、 ま た は 正 に
積 ま れ た 岩 を 意味す る 「 ト ア 」 か ら 「ザ ・ ト ア J と 呼ばれた こ と に よ る 、 と い う 説が有力
だ。 そ の後、 ド イ ツ 系 の ホ テ ル 「 ト ア ホ テ ル」 が建て ら れ、 第 2 次大戦後 は こ の ホ テ ル が
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駐習箪:将校用 の 宿舎 に な っ て い た が火災で消失 、 跡地に神戸外 国倶楽部が建 て ら れた c
ト ア ロ ー ド ま ち づ く り 協議会は 、 何年 l 月 17 日 に 、 沿道の 3 つ の 自信組合役 員 、 尚子jJi 

会社経営者 な どで設立 さ れた 。 会長の 嶋 田 関同大学教授 は 、 震 災前 か ら ト ア ロ ー ド の ま ち
づ く り に助言 し て き て い た 。 協議会の顧問 に は高 出 昇 ・ 立命館大学教授 の ほ か洋画家、
彫刻家が加 わ り 、 異色の協議会 に な っ て い る 。

協議会 は 、 何年 1 1 月 21 日 の総会で 「 ま ち づ く り 景観宣 言」 を 発表 し た 。 宣 言 は 「 わ が ま
ち が こ れか ら 目 標 と す る と こ ろ は 、 陽 の あ た る 坂道、 海 と 山 と を 感 じ ら れ る ま ち 、 エ キ ゾ
チ ッ ク で イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 、 い ろ ん な 国 の 人 々 と 丈化が交流す る ま ち と い う 特徴 を 発揮
す る こ と です。 … 地元が結束 し て 、 楽 し く 調和l あ る 建物 や 屈 が ま え を つ く り 、 結や花 を ふ
ん だ ん に 取 り 入れ、 看板や広告類 は 上 品 で、秩序 あ る も の と し 、 ゴ ミ の な い美 し い道 に し ま
すJ と 述べ て い る 。

ま ち づ く り 協議会は、 97年 3 月 に は ヨ ー ロ ッ パの都 市最観視察 を 行 っ た り 、 ま ち づ く り
計画 に つ い て の ア ン ケ ー ト を 行 っ て 、 4 月 17 El の総会で 、 建築物の用途制 眼や建築 に 際 し
て は ま ち な み景観へ の 配憲 、 敷地の緑化 な ど を 求 め る 「景観形成 市民協定」 業 を 承認 し た 。
協定の対象 に な る 地区 は 、 ト ア ロ ー ド の 沿道 の25m の範囲 と し て い る 。

口 一 ド地区景観形成市民協定書 (抄)
第 4 条 ( ま ち の将来像) 地 区 の 目 標 と す る ま ち の 将来像 は 、 次の各号 に 定め る と お り と す る 。

1 . 品格 と 魅力があ り 、 花 と 緑の あ ふ れ る 美 し い ま ち

2 . 国 際性 を も っ フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル な ま ち

3 . 世代 を こ え て つ ど え る ま ち

第 6 条 (建築物等の用 途 の 制 限) 次 に 掲 げ る 用 途の建築物等 を 建築 し て は な ら な い も の と す る 。

1 . パ チ ン コ 慮 、 ゲー ム セ ン タ 一 、 場外車 ・ 馬 ・ 船券売 り 場 そ の他 こ れ ら に類す る も の

2 . 個 室付浴場業、 テ レ ホ ン ク ラ ブ、 ラ ブホ テ ル そ の他 こ れ ら に類す る も の

3 . 反社会的 な 組織、 毘体その他 こ れ ら に類す る も の

第 7 条 ( ま ち な み景観への 配慮 ) 建築物等の新築、 増 築 、 改築、 撤去、 大規模の修繕、 宅地の造

成 そ の他土地の形質の変更 、 そ の 他 ま ち な み景観の形成 に影響を 及ぼすお そ れの あ る 行為 を す

る も の は 、 別 表 1 に 示す ま ち な み形成の ル ー ル に 適合す る よ う 努め る も の と す る 。

第10条 (委員会) 協定の運営 に 関 す る 事項 を 処理す る た め協定運営委員 会 を 設置 す る O 委員 会

は ト ア ロ ー ド の 地誌 ま ち づ く り 協議会役員 会があ た る も の と す る 。
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(目立 点 1 ) ト ア ロ ー ド の ま ち な み 形成のル ル

ト ア ロ ー ト 江 で は 、 路 に r{iI し た 数地 は 出C \lIJ と し て 総fとす る こ と と し 、

も シ ン ボ リ ソ ク な 全 fl\] と な る よ う に ト ア ロ ー ド の ふ さ わ し い樹 滋 に よ る
ュ ム ア y ブ を わ う

沿道では、 ト ア ロ ー ド ら し さ や l四 季 を !ぷ じ さ せ る と と も に 、 メ イ ン ス ト リ

さ わ し い 草 や か でうUfll の あ る イ メ ー ジ に 調和す る イt や ゾ ラ ン タ ー を 立渋 宇 る

l 1J fu: . !J 、 ;守物iよ 、 夫ノドlJiì W & び:t1oll1'，絞lよ必会設小限 と し 、 歩 行 f， "ヂ ìi\l を 妨 げ な い

よ う にす る
1J tR J1、 ;?l 物 l 土 、 け ば け lま し い 色 は さ け 、 l手 話の色 と 調布 さ せ、 友ノjミ文令、 マ ー

ケ 勾 デザ イ ン ♂) [ た に 符 め る

定性、 氾i話:ド ソ ク ス 、 ア ー チ 、 ス ト リ 」 ト フ γ 二 千 コ ア 、 問 い 、 将守ー に は 「 広{l? . 

九 九 L J を つ け な し 1 こ と と す る

n 動波川ぇ I 1 酬光機の色 は 、 ま む な みや住物 に 紺u-4- ;:， も の と し 、 ?E き ([i l"[ 収 に 努 め

! こf ミ 対策 主ì;立 に は 、 ß1H に 伝 的 な ゴ ミ *fì を し な い

託jill に お い て は 、 ゴ ミ ・ た ば こ ・ J引 き お の イ J会 て 、 技 術 は ふ主!日 し な い

守 の こf ミ 袋 は ìJと め ら れ た I l li f 、 J品川灯、宇いこ は W! さ な い こ と と す る

必 ヤj色 } 沿道の都 市場や'ヤ地 を ま む な み と 調和 す る よ う に 修 ;止す と〉

建物 の 形際 I [五j際f午 を も っ ブ ア ソ シ ョ ナ プル な ま ち に ふ さ わ し い デ サ、 イ ン と す る

| 仇1!;1 ;'[I) の 形態 i 之 、 歩 く 人 に と っ て 業 し い も の と な る よ う に 努 め る

色彩 ・ デザ イ ン I 牧!の色彩 ・ デザ イ ン な ど を ま ち な み と 剥'1'[1 さ せ る

夜間休 日 の照明 | 沿道の庖l土 、 後間や休 日 に シ ョ ー ウ イ ン ド ー を 照 ら し た り 、 シ ャ ッ タ ー に工夫す
る な ど し て、 ウ イ ン ド ー シ ョ ッ ピ ン グカfで き る よ う に す る

テ ン ト ・ フ ラ ッ グ 1 1，月告書守: に は 、 で き る F艮 り ト ア ロ ー ド に ふ さ わ し い イ メ ー ジ の テ ン ト 、 フ ラ ッ グ を[ と り つ け る

く参考文献 〉

「兵庫県景観復興マ ス タ ー プ ロ グ ラ ム 」 兵庫県都 市住宅部 1998年 3 Jj

「芦原の長観資源」 芦尾の崇観 を 考 え る 会 1993:9ミ 2 月

「ふ た た び緑ゆ た か な 美 し い芦尾の法観 を め ざ し て 」 芦屋市都市計画課 1998年

fTOR ROAD NEWSJ の各号 ト ア ロ ー ド ま ち づ く り 協議会
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ドー… ま ち づ く り 会社
ま ち づ く り 協議会の活動が充実 し て き た 地 長 で 、 協議会の 力 を 住民 と 行政 と のパ イ プ役

に 終 わ ら せず、 地域の な かで の福祉、 情報、 建物管理、 イ ベ ン ト 開催 な ど の 事業 に発展 さ
せ よ う と す る 動 き が現 れ て き た 。 協議会 は 、 ま ち づ く り 協議会条例 に も と づ い て市 に認可
さ れて い て も 、 法人格 を 持 た な い任意 団体で あ り 、 事業 を 行 う た め に は法 人格 を 取得 し た
方が都合の よ い面があ る こ と か ら 、 協議会 を 母体に し た会社組織の 設立 が検討 さ れ、 神戸
市 内 で は98年 1 月 ま で に 3 地区 で 「 ま ち づ く り 会社」 が誕生 し た 。

有限会社真野 っ こ

神戸市長 田 医東尻池6-3-27 電話 ・ フ ァ ッ ク ス 078- 671 - 9834
http :/九九lWW .marin . or . jp/mano/ 

代表 : 岸野賢治 (真野地区 ま ち づ く り 推進会会長)
設立 : 95年1 1 月 。
主 な 事業 : 真野地区 の ま ち づ く り 事務所の運営、 地区 ニ ュ ー ス の発行 な ど。
97年 l 月 に 「震災の記'1意 と 復興への 歩 みJ を 出版。 95年 3 月 に発行 を 始 め た 復興 ま ち づ

く り ニ ュ ー ス F真野 っ こ ガ ン バ レ ! Jí を 、 創刊号か ら 97年11 月 分 ま で の 90号 を 縮職 、 収録
し て い る 。 1 冊2 ， 000 円 で3 ， 000部発行。 自 標収益200万円 。 収益 は 事務 所 の 運営費用 な ど
に 当 て る 。

災害 な ど に 対応す る た め24時 間体制 で 、 パ ソ コ ン 、 携帯電話 な どで住民 と 連絡が取 れ る
シ ス テ ム を 維持 し て い る O

株式会社 ト ア 口 一 ド ま ち づ く り コ ー ポ レ ー シ ョ ン

神戸市 中 央 区 下 山 手通2-5-4 電話078- 393 - 1371
フ ァ ッ ク ス 078 - 393- 1372

社長 : 清水俊夫 ( ト ア ロ ー ド 中 央商脂街振興組合長)
設立 : 97年 7 月 。 資本金2 ， 000万 円 、 企業、 高庖、 個 人 、 銀行が出 資。

な 事業 : 土地建物 の 取得、 管理、 賃貸。
共 同 再建、 再開発の企画 ・ 調整。
景観形成 に 向 け て 建物 ・ 庖舗 ・ 空 間 の コ ー デ ィ ネ ー ト 。
地域活性化へ む け た イ ベ ン ト の企画 ・ 実施。

設立後 は 、 ト ア ロ ー ド の カ、、イ ドマ ッ プの作成 ・ 配布 を 行 っ た 。 共同再建 ・ 面整備 は 8 カ
所の候補地があ り 、 6 カ 所の ポ ケ ッ ト パ ー ク 整備 を 計画 し て い る 。 滋賀 県 の ま ち づ く り 会
社 「黒壁」 と の 提携で ガ ラ ス 館 の 開 設 や 、 ピ ア レ ス ト ラ ン 、 ワ イ ン パ ー の 誘致、 地 ピ ー ル
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の 開発 な ど も 計画 し て い る 。

有限会社 C . D .  C . 神戸

神戸 市兵庫 区大井通2-1-23 電話078 511  2535 
フ ァ ッ ク ス 078- 576 - 7639

社長 : 中 島克元 (松本地 区 ま ち づ く り 協議会会長)
: 98年 1 月 。 出 資金360万円 。

な 事業 : 高齢者 の た め の24時間連絡体制 (24時間安心 シ ス テ ム ) の 整備 。

〈参考文献 〉

家事ボ ラ ン テ イ ア の募集、 活動マ ニ ュ ア ル づ く り O
介護 を 必要 と し て い る 家建 向 け の共 同購 入事業。
家庭でで き る 救急救命法 な どの講習 会。

( 第 2 節 「神戸‘ の ま ち づ く り の動 き J 松 本 地 区 を 参照 )

「震災の記憶 と 復興への 歩 み 」 有 限会社 「真里子 っ こ J 1997'f 1 月
'TOR ROAD NEWSJ ト ア ロ ー ド ま ち づ く り 協議会 No.l2、 1 3 な ど

'24日寺間安心 シ ス テ ム 」 有限会社 C . D .  C . 神戸 1998年 7 月 な ど
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(表25) 復興都市計画事業地区 と 進行状況 (98年 3 月 現在)

(神戸市都 市 ，lfr出J)，，) 資料、 阪神 大震 災復興市 民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 「復興 ま ち づ く り 報 行自7J 、

訂 本都市計i出û'j: 会問 的支部 「 こ こ ま で き た 反 災復興1997J の ほ か、 各市町の淡iill繋備事務所への fiiP . 、

合 わせ に よ っ て作成)

@ 復興土地区蔵整理事業

神戸市 1 +量的
1 6 . 7h礼
1 ， 000世帝

森i十j
(竹千IOíl5j'やむi 1 r 日 I 97/09千 i 九竺竺 J 一一千?
! 97刊 /]9分離)森再判 3 丁 1 1 1 98/03/0" 1 附/03/20

3 . 6hil 
494 1辻-:w

六 Ip jll�Ríl百 (住 市総) 1 主主主主的 復興住民協議会
(95/0:1/25) 

96/03/26 I 96/ 1 J 叩 I 96/12/11 I 96/ 1 1 /05 
(7[)%) 

六 'P ill駅北 (住市総) 1 六 11'日TlTf I 、 2丁 1 1 (95/08) 1 96/1 1 /06 1 971!)2/28 1 97/03/14 1 97/02!Z8 
16 . 1 ha 1 :1 Tf l 、 4 . ST 1 1  (95/08) I (27% ) 
1 ， 8JOjlt帯 | 稗原町1 fl l l%/09ノ

林原町2 ・ 3 ・ 4 J' n  (95/09) 
意町清 水 千野J5 rr! (%/11) 
森後町:n l l (%/0お l

1 ， 206世帯 j 

f御 台 東 (往古紙 御菅 3 . 4 復民lN余白 一 | 貯I川6 1 97/10/16 1 97/10/24 
1 5 . 6ha I (95/06/川 I ( 1 5%) 
開世帯 1 - - - - - - - - - - - !- - - - - 1- - - - - j 
絡i 育頭 (住市総 御 蔵 5 ・ 6 丁 目 町づ く り I 97/01114 I 98/01108 1 98/01120 
4 . 6ha I (95/04/23) I (8%) 
331 世帯 ; 
新長自駅北 (住市総 御屋敷通1 �6T EI 、 水笠通 1 I 96/07109 I 97101/20 I 97101123 
新長田Jヒエ ワ ア I �6'J日 、 松野通1�4丁 目 、 I (16%) 

I 42 . 6ha 神楽町、 細 田 町 な と 2 1協議
I 3 ， 267lli符 | 会が95/05から 96/01 に発足

絞本 (t主市総)
8 .%a 

i新長関と地区
鷹取北エ リ ア
1 7 . 0ha 

96/04連fì協議会設
松本地区 (95/05/07) I 96103/26 I 96/1 1130 

(34%) 
i
i11

j
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(3 . 5%) 
97/12 

鷹取東第 1 (住市総) I 鷹取東復興 1 95/] ]/30 I 96/08128 I 96/09/1 3  I 96/1 1105 
8 . 5ha I (95/07102) I (93%) 
905世帯
鷹取東第 2 (住市総) I 常盤町 、 千歳 町 、 大池町 な I 97103105 I 97/09/06 I 97109/1 1  I 97 /ll 127 
19 . 7ha と 10議会が95/07か ら 96/02 I I (J 5%) 
1 ，  747世帯 [ にかけ発足

; 千歳連合を結成(95/10/15) I 
志向r'îíI\'L， (j:l:ギん 一 一1 -(戸1 111);主主張: 品云芸品市土J;6�Õ2l20 - 1 んII�Õ1- ì ムム ー
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凶宮市 災Jt. (浴後) 待機|主i森 地 区 96/02129 96/ 1 1 <lO 97101/17 

1O . 5lta (95 /04 / ] 6 )  

400官

問符 jヒ1 1 . ，l'ii木 96/1 1 /08 97/10/30 97/11 

1:l . 2ha (fl/. '打まわ (95/11) (60%) 

1 . 700 tlf:，治

尼崎市 95/12/27 97/02/28 97111  

J 3 . 7ha (95/0212，，) (36%) 

1 .  200 tlト帯 ( ほ か に 、 築 地 の 町づ く り を
I (都 市 計 画ー 決 定 は 3 年 でi与 え る 会)

X )J 8 1 I )  

1七i&師J 五千ぬ (す 集) Hb土我jぇ 夜災復興 97/1211 1 97 / 12/25 98/01/09 

ZO. 5ha UiiJ、 tこ 、 ね を 愛 す る 会、 (5 . 4%) 

600 tH:.:苦 考 え る 会 な ど 6 f号外'1

@ 復興市街地再偶発事業 It.î'鍔i処分it(定)

神戸市 ノ\ }ド i丘駅前地 存在日14 ( 第 1 地iぺj 96/03128 …I l 97/O川

9ha (f主 ，tj総) 絞 [ ]" 、 十五jl*ì4 、 ?菜俄5

7似)�f:'治 %;1)村、 t) 95/06 に か け 発足

f1七供給，;tflHÎ1 • 000戸 /( ql J立 I有地[ズ 述令 196/(7)

新長IH駅前 (jJ ，fi長官) j 第l地内 lha (久 塚5 ・ 6) 96110/3 1 97.，08/29 97 ノ07/04

20 . ] ha  久 一 塚復興 (95/02/15) 、 久 ;

1 ， 600世帯 4寺ミ 日 (95 '09. 061  

住宅供給計画3 ， 000戸 第zflll lメ 7 . 6ha l E  1 浩一2， ri松 97101/14 97105/05 

5 .  6 ，  7 、 大橋5 、 6、 7) 新長日i

駅前fIllVi主興 \9日107113)

ff;;3 地 IX4 . 4ha (若者と3、 大橋 97110 

3 、 4) 新長IH駅南大若復興

西宮市 宣言符北口駅北東 再開党準悌組合 (92/04) 96105/07 97103/06 98101 

i 3 . 4ha (f1市総) 再開発推進協議会 (95/04)

270世帯

安塚市 売布神社駅前 (住市総) 売布神社駅前街づ く り 96105/3] 97102125 97108 

1 . 6ha 権利者165人 (95/06) 

f二J I I .�RíÌíJ (住市長�:) 97106/18 97112 

1 . 6ha 権利者91人

宝塚駅前 (花の 道) 9ι103125 96112125 97109/26 

0 . 9ha 居佼29世帯

事業者34件

@ 地区計画

神戸市 一::7$日ー， 三下í�R潟、 三角'四、 税関線束、 97103 に i日 95/04/28 

75 . 0ha 税 関 線沿道南、 IR居潟 地 の 局留 地 で ガ

事業所4 ， lO7 (91年) 5 地 区。 |日居留地 に企業110 イ ド ラ イ ン

社で!日厨留 地連絡協議会 96/1 1 

野田北部 (長田区) 野間北部 ま ち づ く り 協議会

13ha (93年)

@ 組合施工小規模土地区画整理事業

神戸市 神 前 (灘区) 神前町 (96/08) 961121 97/081 97109/29 

3 . 3ha  460世帯 (40%) 

湊Jl I (兵庫区) 淡Jl l l ・ 2 T 日 再建区画整 96/1 2127 

1 .  5ha 3301此幣 :Fjl事業級合 (21%) 

中 111 子 4 (再開発) 中 1 1I手 4 丁 目 (中央区) 事業説明会
0 . 7ha (96/04) L:6�12 

(注) 住市総z 住宅市街地総合整備事業、 密集 = ?詩集住宅市街地整備促進事 業 、 改 良 口住宅地区改良事業

協議会の名称、は 「 ま ち づ く り J I協議会」 を 略。 設立時期 は 市の認定時期 と 異 な る こ と があ る 。

522 第 八章 @ 都 市 計画 ま ち づ く り



3 カ 年 を 賑 り 返 っ て 震災復興ま ちづく り 3 年開の後に一一
阪神大災災復興市民 ま 九っ く り 文疑ネ ソ ト ワ ー ク 代表1ft ri，f; 人 小林 郁雄

1995年 に 生 ま れた 子供 も 3 歳 と な れ ば、 も う 彦 く し 、 話す。 一人前 に 文句 も 言 う よ う に
さ え な っ て い る 。 復興 に 向 け て 3 年 間 、 神 戸 は 何 を し て き た の かc

瞳仮設住宮 に 5 万人、 つ ま り f S 割復興J
こ れ ま で 3 年 間 は複興の夜 !日期 間 で あ っ た 。 道路鉄道橋 り ょ う 岸畦、 電 気 ガ ス水道 下水、

仮設住宅公営住宅 な ど、 かつ て の 状態へ、 い か に 素 早 く 侮 れ す る か。 [メ; 両 紗 時 事 業マ ン シ ョ
ン 再建 さ え 、 そ う だっ 3 年 間 で ほ ぼ復 旧 し た と い っ て い い。 被災地 で は し か し 1 8 割
復興」 と 呼ん で い る c な ぜか。

大企業 ・ 中小企業 、 デパ ー ト ・ ス ー パ ー は こ の 不景気での 売 上不振 は 加 に し て 、 被災状
態か ら は 完 全 に 復 旧 し て い る O そ れ に 比べ、 零細企 業 、 小出舗 ・ 市場 は 、 い ま だ被災中 と

っ て い い じ 企業数 ・ 底舗数か ら い え ば従前 に民 っ て い る と こ ろ は 6 割 を 超 え た程度 だ ろ
う か。 が、 総生産 量 ・ 総常業高 か ら み れ ば 8 割程 度 ま で震災前の 水準 に 復 i 日 し て い る 。

住 ま い 、 暮 ら し で も 、 状況 は 似 て い る O 資金 と 意志があ る 人々 の住居 ・ 生活は ほ ぼ復 i 日
し て い る O サ ラ リ ー マ ン な どは 、 震災 よ り 金融 ビ ッ グパ ン の 方が影響が大 き く 、 生活 に 重
い 。 一 方、 約 5 万戸 の応急仮設住宅 に 、 ま だ半数の世帯が住 ん で い る 。 2 万 5 千戸、 5 万
人程度が仮設収容居住 3 年 だ。

避難所被災難民の ピ ー ク は 、 7 日 後の 30万 人 だ、 っ た 。 そ の 3 分の l の 10万人 は電気水道
復 旧 と と も に 自 宅 に 戻 っ た 。 3 分の l は被災地外へ避難 し た 。 そ の半分程 度 は被災地 に 帰 っ
て き て い る よ う だが、 詳細 は定かで は な い 。 こ の 情報社会の現代都市で 、 こ ん な 単純 な 数
さ え 解 ら な しミ 。 最後の 3 分の し 残 り 10万人が仮設住宅 に行 っ た 。 そ の 5 万 人が仮設 に 残 っ
て い る o 30万 人 の 6 分の l 、 17% だ。 こ こ で も 約 2 割が復旧 か ら 取 り 残 さ れ て い る O だ か
ら 、 1 8 割毎興J o

そ れ で は 、 こ れか ら どの よ う な 状況が被災地 に や っ て 来 よ う と し て い る の か。

闇 こ れ か ら は復興 リ ハ ビ リ 段階
震災後 3 年 を 復興の復旧段階 と す れ ば、 こ れか ら の 2 年 は復興の リ ハ ピ リ 段踏であ る O

第 2 次復興、 復興回復期 間 と 言 っ て も い い 。 突然の大事故 に遭遇 し足 を 骨折 し 、 ど う に か
ギ プス の 取 れ た と こ ろ が、 今だ。 た だ ち に 正常社会後帰 は 無理 だ、 、 ち ょ っ と 待て 、 し ば ら
く は歩 く 練習 か ら の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 期 間 がい る 。 外見上 は 旧 状 に 復 し て は い て も 、 硬
直 し た筋 肉 、 心の傷、 寂 し い懐 は 見 た 目 わ か ら ぬ。 つ ら そ う な 表情か ら 理解 し て ほ し い 、
と い っ た と こ ろ か。
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毎興 リ ハ ピ リ 段階の課題 は い く つ か あ る が、 こ れか ら の 大都市の既成市指地整備 に深 く
関係す る こ と に つ い て だ け述べる と 、 被災 市缶地の閥的復興、 恒久住宅移住 に 伴 う コ ミ ュ
ニ テ ィ 再生、 震災空地仮想景観対策の 3 つ で あ る 。

被災地で は 日 本の大都市の 10年後の課題が、 瞬時 に 1995年 1 月 17 日 に 現実 と な っ た 。
災復興 は 、 だ か ら 10年後の大都市再生政策 の実例 で あ る O 神戸 だ け は2005年 を そ れ ら を 済
ま せて 迎 え る O 震 災後興の結果の詳細 な 報告 は 、 被災地で は 意味 な い 、 済 ん だ、 こ と だか ら O
東京横浜名古屋京都大阪福 岡 の あ な た に必 要 な こ と だ。 「震災 は神戸の こ と だJ r震災復興
は も う あ ら かた 済 ん だ よ う だJ そ う で は な い 、 あ な た の こ と だc 在、 た ち に は j斉 ん で し ま っ
た こ と だが、 10年後の あ な た た ち の 街の こ と な の だ。

盟阜、 も た え だ え に奮濁す る ま ち 復興
被災 市街地 の面的整備 に つ い て は 、 土地区両整理事業 ・ 市信地再開発事業 や 街路事業 な

ど都 市 計 画j事業 と 併せて 、 い わ ゆ る 白 地区域への対応 も 少 し ずつ 進 め ら れ て い る 。
多 く の 震 災復興都市計両 事業地 医 (黒地地区 と 呼ばれて い る ) は 、 3 年前 の 強引 な 決定

と い う 傷 口 を 「 ま ち づ く り 協議 会」 に よ っ て 繕 い 、 計 画決定の 強力 な シ ス テ ム の も と く)11&
調 に 〉 事業が進め ら れて い る O と は言 っ て も 神 戸市で さ え 被 災市街地の 3 %程度 を カ バー
す る に す ぎ な い 。

震災 2 年 自 の 1997年 2 月 、 私 は 、 3 年 目 の震災復興市街地整備の最大課題 は 白 地区域の
根本的対応 策の 検討で、 緊急即 時 に 必 要 な こ と と し て以下の 4 点 を 挙げた。

1 ) 白 地 区域整備 フ レ ー ム の検討
2 ) ま ち づ く り 協議会の役割重視 と 専 門 家派遣制度の拡充
3 ) 共 同化事業 (特 に住宅共同再建) への特段の助成
4 ) 密集市街地で の 建築不能敷地 (接道不 良宅地 な ど) への対応
こ れ ら の課題 は 3 年 間 を す ぎ た 現在 な お残 さ れて あ る 課題であ る 。 し か し被 災市街地の

大部分 を 占 め る 白 地区域への地元 自 治体の対応 は 、 そ れで も そ れぞれ さ ま ざ ま に取 り 組 ま
れ て い る 。

例 え ば、 神戸市[ の 「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 倉Ij生事業」 は 震災空地対 策 で あ る と 共 に 、 地元
協議会 な ど に よ る 維持管理 を 通 じ た ま ち づ く り の 基礎的推進 を 目 指 し て い る 。 ま た 、 「 ま
ち づ く り セ ン タ ー 機能強化」 に よ り 、 市民 と 行政 と セ ン タ ー を 通 じ て の 専 門 家 の協働 を 目
標 に 、 樹的市街地整備への く市民 ま ち づ く り 〉 を め ざ し て い る O

西宮市 で は 「高度地 区 の全面強化、 既成市街地で、 の 地 区計画制度の活用 」 が積極的 に 進
め ら れて い る O 主 に震災後の マ ン シ ョ ン 建設紛争の急増対策が主眼で は あ る が、 地 区 の 将
来具体像 を 住民が協議 し て い く 始 ま り と し て 、 位置づけ る べ き で あ ろ う O 伊丹市の地区計
画 に よ る 地 区道路整備 や 、 淡路島 各 町 での密集事業 に よ る 生活道路、 公園広場、 コ ミ ュ ニ
テ ィ 住宅整備 な ど 、 各地で面的市街地整備が進め ら れて い る O
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そ れ ら の 白 地 区域 に お い て 、 多 く の 重点復興地域で住民主体の ま ち づ く り が 「 ま ち づ く
り 協議 会」 を 中心 に 、 な ん と か継続 さ れ て い る 。 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト も 、 息 も た え
だ え で は あ る が、 参画 し て い る O

こ れ ら 被 災市街地 に お け る 各地 医 の 3 年 間 の 奮 闘 の状況は さ ま ざ ま で あ り 、 ぜ ひ そ れ ら
は 個 々 に検証 し て ほ し い。

園 コ ミ ュ ニ テ ィ 再生 は重要で微妙な段構
仮設住宅 な どの仮の住 ま い か ら 、 公常住宅 な ど本当 の住 ま いへの 移動が、 1998年、 4 度

自 の春 に ピ ー ク を 迎 え た 。 恒久住宅へ移 る と と も に 、 も う J度新た な 近隣 関係 を 再生剖造
し て い く 時期 だ 。 被災住戸 か ら 避難所へ、 避難所か ら 仮設へ、 仮設か ら 災害公営住宅へO
自 ら の 意 向 を と や か く 言 う 前 に 、 ほ ほ 自 動 的 に 住 むべ き 場所がい や お う な れため ら れ る O
そ れは 、 行 政 を 主 と す る 世間 の 親切 と い う も の だ ろ う が、 突 然 の 災難 に訳が分か ら ぬ ま ま
の 多 く の 年寄 り た ち の さ ら な る 戸惑いで も あ る 。 自 律か ら は ほ ど遠いが、 せ め て 連帯 の な
か で く暮 ら し 〉 を 取 り 民 し た い 。

初 め て の鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造共 同住宅へ の 入居 に 備 え る こ と に併 せ て 新 た な コ ミ ュ ニ
テ ィ 再生 の た め に 、 事前の見学会や入居者交流会 な ど、 私 た ち 阪神大震災復興市民 ま ち づ
く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク は事前交流事業 を 進 め て き た 。

南芦屋浜公営住宅で の コ ミ ュ ニ テ イ ・ ア ー ト 計画 の 1 年以上 に わ た る 取 り 組み。 事業推
進応援団 を 組織 し て企画建設 を 応、援 し て き た コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ と そ の 入居者への
取 り 組み 。 神 戸 の 既成市街地最大規模の公的住宅群 で あ る 東部新都心、 . H A T神戸灘の浜
で 、 神戸復興塾 ・ 灘中 央 ま ち づ く り 協議会 な ど と 入居 時 の 臨 時 ふ れあ い テ ン ト の設置。 東
部新都心の 内 陸部 の a角 に あ る 筒井住宅で の 入居者交流 イ ベ ン ト な どな ど。

神戸市営の 北艶子第 4 、 鹿 の子台南、 ベ ル デ玉津、 兵産県営 の 魚 崎 中 町 な ど の各公営住
宅 の 入間予定者 に 、 事 前 の 現地見学会 と く し あ わせ の村 〉 へ の パス ツ ア ー も 行 っ た 。 お 互
い に初 め て 見 る 自 分の 家 、 初 め て 話す 隣 の 人、 仮設で 同 じ だ っ た 人、 昔 の (震災前 の 、 と
い う こ と だが) ご近所 さ ん な ど、 参加者の 安 ど と 安心 は 帰 り の パス の 中 の 雰囲気で、 わ か る O
そ れ が コ ミ ュ ニ テ ィ 再生 の き っ か け に な れば と い う ボ ラ ン テ ィ ア 活動 で あ る O

新 し い公営住宅等で の コ ミ ュ ニ テ ィ 再生 の 裏 側 で 、 す で に半数以上が転 出 し 、 1998年 6
月 頃 に は さ ら に そ の 半 数 に な る 仮設住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維持 が よ り 大 き な 諜題で あ る O い
よ い よ 少数派 と な る 仮設住宅残留者へ の ケ ア や 移住先の あ っ 旋への努力 と と も に 、 仮設国
地 の統麗合が震災復興住宅課題の最後で最微妙 な 段階 を 迎 え る O こ れ ま で が ん ばっ て き た

く震災 ボ ラ ン テ イ ア 〉 の 最後で、最重要 な 活動 が残 っ て い る O 残留者の 鴇 ざ さ れ た 意 向 を 解
き ほ ぐす く究棟の居住者 ワ ー ク シ ョ ッ プ 〉 が必要 な 時期 が近 い 。
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輯震 災空地の仮想景観 は 全国の近未来館
か つ て の市築地区の持造 不 良宅地 な ど主 に 民 災情地が残 さ れ て い る c 口弘 、 活路 に 面

し た 表街 区 で も 、 地主の土地利用への意欲 を 正 直 に 反映 し た 空地が残 さ れて い る
か つ て の 長屋木笠 を 再建で き る は ず も な く 、 特{長tt - ワ ン ル ー ム と Jま え て み た がj況 に供

給過剰j 。 思 い 坊 っ て分譲マ ン シ ョ ン と い っ て み て も 、 売 れ残 り 住fî を 抱 え た 佐 官 'j�業 許 は
手 を 出 さ な い 。 住宅以外の利用 も 考 え ら れず\ さ ら 地 な ら っ己 れ そ う だが半分以上 は税金 に
な っ て し ま う か ら C と い う こ と で、 民 民全地は 放 出 さ れ る

n 七ベJ ア パ ー ト flf廷 に 伴 〆j て 、 従 のμ 数以 上が て ら れ て い る か ら 、 こ れ ま で の 下分
担皮の敷地 で 従 米 の j í 数以 J-. 1J{建 っ て い る r だ か ら 、 供給過剰1J'む と 長 災情地が被災地 を

う こ と に な る f
そ れ ん 三 災雫地 は 、 の と い う 観点 か ら は収 り 砲 さ れ た 場所で、 あ る が、 こ れ か ら の

本 勺 の特葉市街地改 え: の 主 主 な 極地で あ る た と え 家 が ま ば ら に し か注 っ て い な く と も 、
零細敷地 ・ 接送 不 良 ・ 院錯権利 の定災前状況 に 変 わ り は な し 、 。 す か す か の 街集 市街地で、 は
あ る

そ れ ら へ の 万策 と し て 、 と り あ え ず'恒久利用 計 耐 を 忠 与停止 し 、 復興 I} ハ ピ リ な ん だ
か ら と 軒定利用 に徹す る 。 建 て 詰 ま り ぺ ら ぺ ら T業化住吉の群れ の 中 で (建 う て い る と こ
ろ は起ぺい 率容積率 一杯い っ ぱい な の だ) 、 暫定 的 な 広場や花壇 と し て の利 用 、 ま ち づ く
り 協議会な ど に よ る 地域 の 管理 な ど、 神戸市や復興基金の新耐震 を 利用 し た 震災空地対策
が必安 だ。 で き れ ば、 5 年後の地 区改善 (本当 の復興) を 目 指 し た用 地 と し て の確保 に 、
復興基金が乗 り 出 し て ほ し い 。

震災空地対 策 の 対極 に 、 工業化住宅で埋め尽 く さ れ よ う と し て い る 町並み 景観課題があ
る 。 昔 と 違 う と 嘆い て ばか り の倍緒派歴 史家や感性建築家 を し り 日 に 、 町並み は どん どん
変 わ る 。 工業化住宅の壁面 ・ 門塀緑化や前面駐車場の床開緑化 な どの ち ょ っ と し た工夫パ
ン フ レ ッ ト を 出 し た 芦屋市都市景観担当 の苦渋 を 理解 し た い 。

震災復興 ・ 実態調査 ネ ッ ト ワ ー ク (代表 ・ 斉木崇人神戸芸術工科大学教授 、 代 理 ・ 小浦
久子大阪大学助教授) が第 5 間 H A R 基金の助成で、 被災地 の 空地 ・ 景観調査 を 始 め た 。
芦屋、 灘、 長田 の各地区で新た に で き て い く 街が、 あ ま り に も 伺 質 ・ 向 型 で あ る こ と を 確
認 し よ う と し て い る O 歴 史的景観な ど各地亙がそ れぞれの特色 を い か に 繍 え て い る の かが、
こ れ ま で、の 景観調査だ、 っ た の に比べ る と ず い ぶ ん 味気燕い こ と で あ る 。

し か し そ れ は 、 こ れか ら 順次建て 替 え が進 ん で い く 全国各地の密集市街地都市住宅景観
の ゆ っ く り と 変化 し て い く 先の 近未来像で あ る 。
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は じ め に

電気、 ガ ス 、 水道、 電話、 交通機関 、 そ れ に 放送、 新開 ま で、 お よ そ近代生活 を 構成 し
て い る 機能 の す べ て が壊滅 し 、 混乱 と 不安、 そ し て絶望 だ け に 包 ま れ た 未曾有の 体験か ら
3 年。 被災者の心の 中 に癒 し が た い深い傷 を 残 し た ま ま で も 、 都市 イ ン フ ラ は 、 そ れ な り
の 復 旧 、 復 興 を 進 め た。 各部 門 と も 緊急 の 夜 IH工 事は震災翌年 ま で に 終 え 、 3 年 目 は思 い
も 掛け な か っ た超 ど級の震災 に 虚 を 突 かれ た 右 点 の 強化 に 努 め た 。

生活 イ ン フ ラ で は 、 そ れ ぞれが災 に 強 く 、 よ り 高 度 な施設づ く り を 日 指 せ ば、 交通 イ
ン フ ラ で は 、 各社が高架橋脚 な どの耐援 強 化 に 取 り 組み 、 情報 イ ン フ ラ で は 、 非常時の情
報伝達の 在 り 方 か ら 相互防衛協定 を 結ぶ な ど積鋭 的 な 対応 を 進 め た ほ か、 震 災 を 風化 さ せ
な い た め の キ ャ ン ベ ー ン 報道が、 こ の年 も 続 け ら れ た。

3 年 目 に あ た り 、 1997年度の そ れぞれの復興状態 を 中 心 に置い た が、 す で に 過去 に な っ
て し ま っ た 震災の被災状況の説明 と 、 震災か ら 得 た 教訓 と 今後の対応 も 合わ せ て 収め た 。
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I第二信一生活イシフヲー
1 . 電気

阪神 ・ 淡路大震災は 、 日 本の 電 気 事業 の 歴 史の 中 で最大規模の損害 を 被災地 に も た ら し
た 。 被災 し た 電力 設備 は 、 設神 間 を 中 心 に 淡路 島 か ら 大阪府北部 ま で の 広 範 囲 に 渡 っ た 。
大都市 圏 で発生 し た !直下型!地震の猛威 は 、 送電、 変電、 配電設備 は も ち ろ ん 、 臨海部 の 火
力発電所 に ま で 及 ん だ の で あ る 。 21 ヵ 所 (64ユニ ッ ト ) の 火力発電所の う ち 10 ヵ 所 (20ユ
ニ ッ ト ) が被害 を 受 け た が、 震源地の近 く に あ っ た 東灘 ガス タ ー ビ ン 発電 所 は 道路 ・ 地盤
の 陥没、 亀裂 な ど に よ っ て打撃 を 受 け 、 運転、 起動 中 の 12ユニ ッ ト が 自 動停 止 し 、 175万kW
の発電支障が生 じ た o 861 の 変竜 所 は 、 50 ヵ 所が被害 を 受 け架空送電線路、 鉄塔 も 損傷。
配電設備で は 、 高原総回線 1 万2 ， 109 回線の う ち 649間続 に被害が 出 た 。 ヰI で も 神戸支庖管
内 で は 1 ， 795 回 線 中 551 間報が損得 し 、 特 に 三宮営業所管内 で は被害率 は 100 % に 達 し た 。
架空、 地 中 型電線 も 損傷 し た が、 架空配電設備が大 き な被害 を 受 け た 。 電柱の倒壊 ・ 焼失、
電線の 断線 ・ 焼失、 変圧器の破損 ・ 焼失 な ど に よ る も の で 、 電柱の被害原 因 の大半 は 家屋
の倒壊、 電線への家屋 ・ 煙突 の 寄 り 掛か り な ど、 一般家屋の倒壊 に よ り 起 き た も の で あ っ
た 。

(表 1 ) 電 力 の主 な 設備の被害状況

被 空門 数

主要電気工作物 の損傷 そ の他の被筈 京 I メ口〉、 言十

発電設備 | 火 5 5 10 

17  

1 1  

3 99 

649 

76 

171  

※ 主 安定父子 [作物 の較微 な被害お よ び主要電気工作物以外の被害
※ 2 架全送電線23線路、 地 '1 '送電線102線路の う ち 、 架空 ・ 地中併用 線路 が 6 線路 あ る た め

被 'f�� の あ っ た 送電線路 は 1 19線路
( f大震災 に 学ぶJ)
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は 、 人命社助や 防災活動 に 欠 かせ ぬ も の だ け に復 旧 は ーがj を 争 っ た し 間
力 で は 、 持IJî支 以外か ら も i:tnH要 を 投 入 し た が、 原 子 }j あ っ た こ と 、
火力発屯所の伝I f l が順調 で あ っ た こ と な どか ら 、 現時 日 に は送i主体制 は IfI に促 し た 仁 残 さ
れ た の は 配む設備 の 版 1 [1 だ っ た が、 余震の危険、 倒壊家出 の封jd芹、 交通渋滞 に よ る 遅 れ な
ど、 難題が作 業 ス タ ヅ ブ のT誌 に 立 九 は だ か っ た〈 損壊設備 を 切 り 離 し 、 利 用 可 能 な 電線 は
出 来 る 眠 り 使 い 、 折 れ た 電柱 は校 j己 を 除 く か鋼 で相i強 し て 再利 用 す る な ど 懸 命 な 努力 が
続 き 、 立地域 は l R H に 神 戸 市 な ど20 万f í に 、 I 1 に は l lJJt î に 減 っ た が、 神 戸 市 の
司 、 中 央 の /，lü L><: は依然 と し て 令所 が停電の 中 に 置か れ た し か し 、 20 t l に は 4 }j j í に 、
22 f! に は 神 戸 市 の 3 万戸 を 残す の み と な り 、 守 な ど に よ り 送屯 を /� た 家出 を 回 目 、 た

f し た の は 、 23 H 'Hを 3 で あ っ た c そ の 段 、 l謁 i荷弔 }j は 3 JJ 9 l! か ら マ
年 3 JJ 31 日 ま で を 本格復1 1 1 と し 、 1996 年 1 0 JJ の 地 中送泡設備 の 短 打 i を 長 仮 に 、 保 1 [1作業 は
ほ ぼ完 f し た

1997{f liど か ら は 詫 興開j 間 に 入 り 、 の保興に 、 利用 再の ニ ー ズ を 反映 さ せ る I 街
並 み に 合 わ せ た 配 設備 の 形成J '防災 と 省 エ ネ ・ 資源 ・ お ア メ ニ テ ィ ー を ゾ す る ま
ち づ く り 支経」 を 進 め た 。 こ れ は 、 街 技 み の 変化や地[ズ の特牲 に 対応 出 来 る 多械 な 設備 メ
ニ ュ ー を 造 る も の で 、 神 戸市東部新都心の 官1)や丙訂マ リ ナ シ テ ィ な ど 、 兵体的 に 街 、ìf/.み
の整備計 画 が明 ら か に な っ た エ リ ア に は配笥の 地 中 化 を 実施 し た 。 ま た 、 被災地で建設の
度 に 工事が繰 り 返 し行 な わ れ る こ と を 防 ぐ た め 、 工事は都市開発、 道路改11多 に 令 わ せ実施
す る こ と と し 、 年度内 に 支持物約8 ， 000本 の 改修が完了 し 、 地 中 将二路、 ケ ー ブ ル の 改11多 も
終わ っ た 。

ま た 、 震 災 で得 た 教訓i を 元 に 社 内 の 防災体制 の 整備 を 図 り
吉報通信 ネ ッ ト ワ ー ク 整保計画」 を 策定 し 、 代替業務拠点

の整備 と 通信手段の 強化 ・ 多様化 を 図 る こ と に し た 。 こ れ は
本 ・ 支屈 な どの 業務拠点が被災す る と 毎 |日作業 に 多 大 な 影響
を 与 え る こ と か ら 、 あ ら か じ め代替拠点 を 選定 し 、 重要 な 通
信 回 線 も 、 現在 2 ル ー ト あ る 回線 の う ち 1 ル ー ト は代 替業務
拠点 を 経 自 す る よ う に 変更 し 、 震 災 な どで支庖が壊滅 し で も
業務が継続で き る よ う に す る も の で あ る 。

こ の た め 、 阪神 大震 災 に よ る 被害で建て 替 え が決 ま っ た神
戸支庖 ピ ル も 、 新 し く 防 災拠点 を 兼 ね る よ う に 設計 し た 。 新
ピ ル は神戸市 中 央区加納 町 6 T 日 の !日神戸 関 電 ピ ル跡 で 、 敷
地3 ， 300m' に地下 2 階、 地上18 階 を 建設す る も の で 、 1997年12
月 に着工、 3 年後の2000年 2 月 に 完成予定。

1985年か ら 建設 を 進め て い た '50万 ボ ル ト 交差二重外輪系
統」 も 、 1997年夏 に完成 し た 。 外輪輸送電線 を 二重化 し 、 2
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予想図

( 関前電力資料 )



( ['XJ 2 ) 代替業務拠点の整備

代替業務拠点 災害害に よ り 本j富、3'<h!i害事の重義務鎚点が被災す る と j差出作業Lこ多大な影響をき豊

けます。
そ こ で、業務への影響が会社に及び主主h!i， 8支j吉、 33'<1'土について代藩業務拠点

在 選定 し 、 総霊童業務lllI線、ー鍛事業務lllI線 (事業F号室童話、NC業務〉 について 、現状 2

iレー トある lllI線の内の 1Jレ ト を{七聖書害義務拠点在経治する構成Lこ変更していきます。

第2ル ト

( t�J 尚也力資料 )

第九章 @ 都市 イ ン フ ラ 531 



([Y] 3 !  50万ボル ト 交差二叢外輪系統図

ヒコ 火力発電所
路盤 水力発電所
〈コ . 変電所
ど斗 開閉所

Þ<l : 他社連系点
・国間 Z75kv送電線
言霊 mOkv送電線

[ 外 輪 線 l
大阪 ・ 神戸 ・ 京都 な ど の大消費地の ま わ り を 取
殴 む よ う に 設号室 さ れ た拠点変電所の簡 を 結 ぶ 送

と っ
送電線の早量殺は 、 「外輪線j の ほ か 、 発 電 所 と 拠

拠点、変護所 と 消費地 を
く 分 け ら れ る 。

系 統 を 独立 し て 運用 す る こ と に よ り 、

(関関電力 資料)

な どで片方の系統が大 き な被害 を 受 け て も 健全
な 系統 を 切 り 離す こ と で大規模停電 を 防 ぎ、 よ り 速い復旧が出 来 る よ う に な っ た 。 遠隔地
の電源か ら の 送電能力 も 向上 し 、 電力 の 相 互融通 に も 柔軟 に 対応で き る た め 、 今後の 電力
需要増加 に対応で き る 体制 が整 っ た 。

こ の ほ か 、 今回 の 震災で得 た 教訓 か ら 、 今後の大規模災害 な ど に備 え た 防災体制 の 強化
も 行 な っ た ι ま ず 「初動体制」 で は 、 供給エ リ ア 内 で震度 6 以 と の 地震が発生 し た場合、
た だ ち に 非常災害対策本部 を 設置 し 、 本m及び地震発生地域の 支応勤務者 は 出 社 し て 迅速
な 対花、 に 当 た る 。 次 い で 「災害情報の収集J と し て 、 震度 5 以上 の地震が発生 す る か、 ま
た は 地震 に よ り 100万間以上 の 停電が発生 し た場合、 停電発生時刻 、 地域、 規模 な どの 災
害情報 を 発生後約30分 を 日 途 に 、 供給エ リ ア 内 の 自 治体 (近畿 2 府 4 県、 福井県 と 3 政令
指定都市 ) に提供す る こ と に し た 。 ま た 「災害 に婿 え た装備の充実」 で は 、 災害が大規模
で 、 他の ラ イ フ ラ イ ン も 大被害 を 被 っ た こ と に よ り 自 己完結型の復!日体制 の 必 要性 を 痛感
し た教訓 か ら 、 災害用 の装備 の 充実 を 図 り 、 防災用 の 給水車 と 復旧現場 で の 通信 ・ 休養機
能 を 備 え た サ ポ ー ト カ ー を 8 台、 既設の 150KVA 8 台 に 加 え 、 500KVA ・ 400KVA 各 4 台
の 高圧発電機 事 を 配備す る こ と に し た。
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2 . ガス

地震で被害 を 受 け た ガス 管か ら ガス がj踊 れ る と 、 周 辺 に 起 き た 火 災 の 火 が移 っ て 火災 の
拡大に繋が り かね な い。 ガス を 止 め れ ば よ い の だが、 ガス は . fj‘供給 を 止め る と 、
る た め に は 各戸の安全 を → 々 確認す る 必要があ る な ど、 極め て 長時 間 を 要す る の で あ る 。
地震発生産後、 ガ ス 会社 に 突 き 付 け ら れ た 最 大 の 難 問 は 、 ガ ス 供給 を 停k.す る か否 か の 判
断で あ っ た 。 大阪 ガス は本社 と 各地区 に 地震対策本部 を 設置、 被害の 把揮 に 努 め た 結 宋:、
損傷 は 中圧導管の 一部 と 低圧導管綿 に 大 き い こ と が分か っ た 。 各地か ら ガ ス 漏れの情報が
次 々 に 入 り 、 兵庫供給部 ( 当 時 ) に は 午前10時で、250件が殺到 、 す で に 供 給部 だ け で は対
処不可能 な 状態 に な っ て い た 。 漏洩箇所の修理の難 し さ 、 恐 ろ し い 周 辺 火 災 に よ る 2 次災
害 の危険が迫 っ て い る こ と な どか ら 、 遂 に 供給停止の指令が出 さ れ た。 発生 6 時 間 後 の 午
前日時50分、 芦 屋 市 と 神戸市束、灘、 灘 、 中 央 、 兵庫 、 長 田 、 須磨lベの ー 部 に 、 次い
4 時半 に 宝塚、 伊丹、 商官、 J 1 1 商 )な どで次々 に ブ ロ ッ ク パル プが閉 め ら れ、 阪 神 間 約86
万戸への供給がス ト ッ プ し た c 地震発生時の供給停 止戸数 と し て は 過 去最高 の宮城県沖地
震 の 16万戸 を 上 回 り 、 日 本 の ガス 事業始 ま っ て 以 来 の 規模 に な っ た の で あ る 。

復 旧 が始 ま り 、 翠19 日 に 大 阪 ガ ス の 要 請 を 受 け た 日 本 ガス 協会の応提隊1 ， 704人が到着
し た の を 皮切 り に 、 各地か ら の応援 を 含め た l 万人体制 の作業が開始 さ れ た っ 調査の結果、
損傷 は低圧導管、 そ れ も 現行基準 の適用以前 に 設置 さ れ て い た ネ ジ継子部 分 に 集 中 し て い
る こ と が分か っ た 。 管 の 中 に 入 っ た大量 の水 と 土砂の排絵、 管 内 カ メ ラ を 使用 し て の修繕
箔所の特定な ど、 時 間 、 人員 を 必 要 と す る 難事業 に交通渋滞 に よ る 混乱が加 わ り 作業 は 剖
難 を 極め た 。 当 初 の 1 Fl 2 万戸 の 復旧 プ ラ ン は 、 4 分の 1 し か は か ど ら な か っ た の で あ る O
専 門 別 の チ ー ム 編成 な どでス ピ ー ド ア ッ プ を 図 り 、 延べ72万人 を 動員 し た復 旧 作業が完 了
し た の は 、 4 }j ll 日 O 震災発生か ら 85 日 目 で あ っ た 。

(表 2 ) ガ ス の復旧作業進捗状況

単位 1000戸
30 

25 

復 20
!日
戸
数 1 5

1 0  

5 

単位 : %
1 00 

80 
復

60 望
40 

20 

。

(大阪ガス 資料)
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大 阪 ガ ス は 、 震 災後 に 発 足 し た 「 ガス 地民対 策検討会」 が ま と め た報 を 踏 ま え 、 地
に捕 え る 基本対策 と し て 1 995年度 か ら 19991ド皮 ま で の 「地反対策 5 ヵ 年i汁 悼む を 制定、

約1 ， 800億 円 の 子算 を 投入す る こ と を 決め た くJ
ま ず 「輸送 ・ 供給路設対策」 で は 、 の被告が1IU!:' ネ ジ 支 符 に 集 中 し た こ と か ら 社 会 的

優先度 の 高 い 施設 で あ る よ政急病院 な どへの供給ル ー ト 上 に あ る 低任 ネ ジ 持 台鋼 管の ポ リ エ
チ レ ン 管へ の 人 れ干与 え な ど を 進 め る í 牟般 家 庭 rÎl] け汁策」 で は 、 地震 を 竿頭 に 多 !止 の ガ
ス 漏れ 、 出 し忘れ 、 圧 })1H:-卜 な どの 呉 を感知す る と n 動 的 に ガ ス を 遮断す る マ イ コ ン メ ー
タ ー を 全家 庭 に 設 i置す る ，î十両 を 、 1996年度末 ま で に 終 了 さ せ 、 そ の 後 は 大 量 に ガ ス を 使 用

る 業務m を 1999年度 ql に イ ム;完 f さ せ 、 そ の 後 も !II立次、 作 業 を 進 め る 予定。 「 ガ ス
で は 、 今 ま で の lt. l!J 断 〉 に JJIl え新 し く 今回 の よ う な 大規

を 想定 し て 、 ガ ス を I![J 時 に 停 め る く即時供給停 止判 断 〉 が導入 さ れ た 。 こ れ は 、
地震計の 只I 1rftが60 カ イ ン 以 上 を 記録 し た 令長;製造所 ま た は 供給所 ガ ス ホ ル ダ ー の 送 IU

主 要最IJJE器 な どの正力 の 大変動 に よ り 供給がf*l 難 に な っ た場合、 な ど に t![J出 に ガ ス の
供給 を 止め る も の 。 こ れ を 受 け て 大阪 ガ ス は 、 供給停 lf-.の判 断 に必 要 な '情報収集 ・ 分析の
た め の 汁策 も 決め た 〉

1 1立1 4 I ブ ロ y ク の細分化 ( リ ト ル ブ ロ ッ ク ) と 地震計の増設

. �共絵停止地域を絞り 込む
557少 ら 12mこ縮分化。 。

ト ルブロ ッ ク を

f 大阪 ガス資料 )

地震発生 と 同 時 に 、 自 動的 に 供給エ リ ア 内 の地震計か ら 腕時 に 本社 中 央指令主 に送 ら れ
た地震動情報が コ ン ビ ュ ー タ ー に よ り 分析 さ れ、 被害地域が把握 さ れ る も の O 配置 さ れた
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地震計 は従来の34 ヵ 所か ら 224 ヵ 所 に lí立 さ れ る 計画 だが、 i荷{I二 ま での 1� :3 ヵ 所 に 加 え 、 1 997
年度 に は 8 1 ヵ 所が新設 さ れ配官記「画 は 完 f し た り ま た 、 被:存地域 を よ り 紺j か く i虫定 し 供給
イ亭 止地土或 の 範 囲 を j夫 く す る た めiiÉ来の宇Í;JE ブ ロ ッ ク 55 ブ ロ ッ ク を 120 ブ ロ ッ ク に 細ラ〉化す
る 工事 は 、 1 997年度 に23 ブ ロ ッ ク が完成、 前年 ま で の 介計で93 ブ ロ ッ ク ま で進 ん だ。

(ø 5 ) 供給停止 シ ス テ ム

臨輯静酔F
臨基盤日神品目力一庄一4

 

中央 指令室

隠密梅醤甑
'T

H4明ド
書也健
闘
す
H
断
H
遮

製造所

l大阪 ブfス 資料)

供給遮 断の 自 動化 と 遠 隔操作化 を 菌 る た め に 、 中 )王導管 の 遠 隔 遮 断 シ ス テ ム を 約 300 カ
所 に 導入す る 計画 も 、 1 997年度 は 77 ヵ 所 に 実施 さ れ た 。 一定値以上 の 地 震で ガス の 供 給 を
即 時 に停止 さ せ る 感震 自 動遮 断 シ ス テ ム も 約3 ， 000 ヵ 所 に 設置す る 計画 で 、 1 997年度 中 に
4 1 1 ヵ 所 に導入、 前年分 と 合わせて435 ヵ 所への設置が終 わ っ た。 さ ら に本社 中 央保安指令
部が機能停 止 し た場合に備 え た サ ブセ ン タ ー の 配置 も 、 3 月 、 京都 に 中 央指令サ ブセ ン タ ー
が作 ら れ、 本社の倒壊時 に も 指令機能が維持 さ れ る こ と に な っ た 。 行政 と の 連絡 も 検討 さ
れ、 神戸市消 訪局 向 け に 、 オ ン ラ イ ン で地震計情報 を 提供 す る 地震情報伝送 シ ス テ ム の設
置 を 完了 さ せた 。

3 . 上水道
1 月 1 7 日 、 地震発生 と と も に兵庫県 F の 阪神 間 の 諸都市 は 、 ほ ほ全域 に 渡 っ て 断水状態

に 陥 っ た 。 施設の破壊、 坂神水道か ら の送水停止、 停 電 な どが原 因 で あ る 。 貯水池、 導水
路、 浄水施設、 送水施設、 配水池 な ど基幹施設の損傷 も あ っ た が、 最大 の 損傷 を 受 け た の
は給 ・ 配水管で 、 被害箇所の多 さ が復 旧 を 長引 かせ た 。 水道 シ ス テ ム が こ れ ほ ど大規模 な

を 受 け た の は 、 世界で も あ ま り 例 の な い こ と だ、 っ た の で あ る 。

第九章 e 都市イ ン フ ラ 535 



(表 3 ) 神戸市水道の被害状況

施 設 復 旧 費 用

ダ

浄 水

導水施設 I 2 系統
送水施設 1 6 系統
配 水 i也

配 水 ii'�; 1 1 ， 757筒所一一 一
給 水 管 39 ， 584儀所

/43km 

/260km 

/ 119館所

/4 ， 002km 

(億円)
70  

ーイ
illiハ吋U114

 

135 

/650 ， OOOlines つ�μυ 

そ の 他 | 本庁、 東部 業所等 41 

1'î 計

(r神戸 市JK道 シ ス テ ム と 阪神 ・ 淡路大震災J)

最大の被 害 は 神 戸 市が受 け た くJ 料金減収、 支払 い 利 息 の 増加 な ど を 含め る と 損害 は420
億 円 を 超 え る と 推定 さ れ た 。 水道局の あ る 本庁舎 6 階が崩壊 し 、 各種資料、 通信機器 を 失 っ
た た め 、 状況把掘 と 分析、 対策の 立 案 な どが停滞 し た が、 何 よ り 本拠地 を 失 っ た と い う 精
神 的 シ ョ ッ ク が大 き か っ た c 地震の規模に 比較す る と 構造物の被害 は 大 き く は な か っ た が、
配水管 と そ れ に繋 が る 給水管の被害は甚大で あ っ た 。 震災発生時、 ほ ほ漏水状態で、 あ っ た
市街地の 配水池が 1 - 2 時間後 に 空 に な り 始め 、 6 - 8 持 跨 後 に は 大半が空 に な っ た の は 、
膨大な 数の被害給水管か ら の水漏れが、 短時間 で、配水油の水 を 減 ら し た た め で あ っ た 。

神戸市 は 、 平 く か ら |占い管 (鋳鉄管 CIP 、 ピ ニ ル管 PVC な ど) を 材 質 の 優 れ た ダ ク タ イ
ル鋳鉄管 に 敷設替 え し て い た が、 今 回 の 震 災 で は 管 と 管 と の接続部が外れる 「継手の抜け」
が多発 し た 。 事故が集 中 し た箇所 は 、 液状化 し た 地 区 な ど地盤変位 の大 き い場所で あ っ た。

(図 6 ) 水道管 の材質別被害件数 と 被害害率

配水管 被害件数 !!ic7./<管被害率

鋼管 鋼管

夕、 ク タ イ ル管 ダ ク タ イ ル管

鋳鉄管 鋳鉄管

ビ ニ ル管 ビ ニ ル管

o 200 400 600 800 1 000 。 0.5 1 .5 

( I神戸市水道システムと阪神 ・淡路大震災J )

給水管の 修繕件数 は 8 万9 ， 584件 に 達 し 、 こ の う ち 道路上 は l 万4 ， 561件、 宅 地 内 は 7 万
5 ， 023件。 損傷内 容 は 管 の 折 れ ・ 抜 け な ど、 い ずれ も 家康 の倒 壊 や 道路 の 変状 に よ っ て起
き た 。 復 旧作業 は 、 給水車で、市民 に応急、給水す る 一方 、 給 ・ 配水管 の 漏水箇所 を 発見 ・ 修
復 し て 行 く 方法 を 取 っ た が、 各家庭への 引 き 込み 管の無数の事故が本管の水圧 を 下げ、 そ
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れが漏水位 置 の 特定 を 国難 に さ せ、 復 旧 の 遅 れ の原 因 に な っ た 。 他都市 か ら の 応援 は 、 道
路上修繕 に 延べ 3 万561人、 宅地内修繕 に 同 l 万925人 lこ達 し た が、 応急復旧 は 4 月 17 日 ま
で、掛か っ た 。

震災復 旧 の 関 、 神戸市の対策本部で は 、 市民か ら の苦情 を 電話の メ モ の 形で記録 し た 。
総数2 ， 300件 だ が、 市民の 置 か れ た 立場、 給水が復 出 し て い る か否 か に よ り 、 苦i寄 内容が
大 き く 変 わ っ て い く の が分か つ た 。

( 表 4 ) 市民の声 の変化
キ ワ ー ド 内干子

第 li段 知 り た い 状況は つ
いつ復IH す る の か っ

第 2 週 い ら だ ち J'ÊU'l に 人 り た L 、
第 3 ・ 4 逃 i 不安、 あせ り 給水が不 } 分

第 5 週 ! 怒 り
疲れ た
ノk汲みがつ ら い

c神戸市水道 シ ス テ ム と 阪神 ・ 淡路大震災J)

花、急、窪田 に 10遇間 も 要 し た な ど、 反省点 や教訓j も 多 か っ た 。 庁舎の破壊、 交通渋滞、 水
源か ら の供給水量不足、 多過 ぎ た応急給水先、 市民への応急、給水量 の不足 な ど、 大部分が
事前の想定か ら は考 え ら れな か っ た も の で あ っ た 。 応急給水の基地か ら 避難所 ま で の運搬
も 、 交通渋滞 と 倒壊家屋 な ど に よ る 道路の封鎖で大幅 に 妨 げ ら れ た 。 給水車の 巡 回 日 時 な
ど市民への広報の在 り 方 も 問題 に な っ た 。 運轍給水 に は 限界があ り 、 早 い 時期 に管路 に よ
る 応急給水に 切 り 替 え る 必要があ っ た 。 市民の必要 と す る 水量 は経過 日 数 と と も に増 加 し 、
用 途 も 飲料水以外 に ト イ レ用 、 ブ ロ 用 な ど、 生活用水の 需要が伸 ぴて い る こ と も 分か っ た 。

こ れ ら の教訓 を 踏 ま え て 、 神戸市水道局 で、 は 「神戸市水道施設耐震化碁本計画」 を 策定
し 、 市民が安心 し て水道 を 使 え る よ う に 5 つ の 計画 目 標 を 立 て 、 今後15年程度の 実施計画
で施設 を 整備 し て行 く こ と を 決め た 。

( 表 5 ) 神戸市水道局 の 5 つ の 計面 白 標

目 標 1 . 応急復旧 期 間 は 4 遊間以内
因 標 2 . 応急、復旧 の 自 標水量 を 設定

'�)�!人 ・日
300 

200 

1 00 

主な給水方法と市民の水の運搬距離
3 日 ま で . 運搬給水、 耐震貯水槽 か ら の給水( 1 Km以内)

1 0 日 ま で : 幹線付近の仮設給水栓 (250m以内)
2 1  El ま で : 支線上の仮設給水絵 (1 00m以内)
28 El ま で : 仮配管に よ る 各戸給水や共熔栓 ( 1 0m以内)

自 標 3 . 防 災拠点、 に お け る 水の確保
菌 標 4 . 公平 な復i自
由 標 5 . 民生の安定への協力

(f神戸市水道 シ ス テ ム の復11:3 と 復興J)
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同計 [Fìlj に よ る と 、 ト ン ネ ル 、 浄水場、 配本池 な ど の 基幹施設 は 危険分散、 地 域 間 の 相 IL
パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム 、 施 設 の 老桁化への対応 を 考慮 し て 耐民化 を 行 う こ と と し て い る 勺

「緊急貯留 シ ス テ ム J で は 、 応急給水時の 運搬給水基地 と し て 、 震災で有効 に 機 能 し た
急遮断弁 シ ス テ ム を さ ら に 充実 さ せ る た め 、 従来の21 ヵ 所 に 6 ヵ 所 を 増設 、 27 ヵ 所 に 増加
し た 。 「配水 管 の 耐震化」 で は 、 幹紘500 m 、 支線200 m 間 賠 で、格子状 に 配水管 を 耐震化 し 、
応急給水 の 効率化や通常給水の早期復旧 を 凶 る こ と と し た 。

( 限 7 ) 緊急、遮断弁 シ ス テ ム の概念図

-.i�層調置沼E沼町a・・

( 1 神戸の水道J)

震災以降、 神戸市 は耐震性の 強 い ダ ク タ イ ル管への交換 を 急 ぎ、 95�97年度 中 に約130km
の耐震化 を 行 っ た 。 こ れ を 含め総延長約4 ， 200kmの う ち 600kmが耐震性 の 高 い 配水管 と な っ
た 。 「大容量送水管」 は 、 水需要増加への対応 と し て 六 甲 山 中 を 縦貫 し て い る 2 本 の 送水
ト ン ネ ル に加 え 、 新 た に市街地 を 通 る 第 3 の ラ イ ン を 建設す る も の で 、 貯留機能 を 持 ち 、

交通渋滞 な どで給水の運搬が困 難 に な っ た 時 に は市街地 の 訪 災拠点 と 結 んで応急給水 に も
対応で き る ほ か、 配水池が被災 し た場合に は 直接配水 に切 り 換 え 、 早期通水 を 可能 に す る 。
芦屋市境か ら 奥平野 ま で を シ ー ル ド ト ン ネ ル で結ぶが、 将来 は 阪神 簡 を 貫 く 大幹線 と し て 、
大阪 な ど と の 1、目互広域パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム に発展す る 可能性 も 含ん で い る O な お 、 神 戸 ・
芦屋市境 ~ 本 山 は 1998年 4 月 、 工事 に着手 し た 。

今回 の 震 災 は 従 来 の 防災計画 で の 惣定 を 大 き く 上 回 る 震度 で あ っ た た め 、 予想 を 超 え た
被害が発生 し た 。 ま た 、 ?皆、定か ら 欠落 し て い た も の 、 対策が不十分で あ っ た も の も あ る こ
と か ら 土木学会関西支部 は 「大震 災 に 学ぶ 阪神 島 淡路大震 災調査研究委員 会報告書」 で
以下の よ う に提言 を ま と め て い る 。

①重要拠点の紺震化…復 旧 の核 と な る べ き 庁舎の関壊で、 蓄積管理 し て い た 情報が奪 わ
れ 、 初 期 の 状況把握、 復 i日計画の立案、 指示、 広 報対応が混乱 し た 。 今後は 拠点 と な る 重
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( 凶 8 ) 大容量送水管防災拠点 で の利用 イ メ ジ

大作 送水管

寸r， J� \ 

(神戸 市水道局資料 )

要 な 建物 の 耐震性向上 と と も に 、 情報連絡手段や対策本部の複数化が必 要 で あ る 。
②水源水量の パ ッ ク ア ッ プ体市Ij . . .復 10 に 当 た っ て は 、 あ る 程度の漏水 を 計算 し な が ら 通

水区域 を 広 げる た め に は 、 普段 よ り 多 い水源水量が必要 に な る 。 水源の多元化や隣接 市 町
村や周辺の大規模事業体 と の広域パ ッ ク ア ッ プ体制 を 取 る 必要があ る 。

③応急給水の改善…水道が果 た し て い る 役割 の 中 で 、 飲料用 に 占 め る 割合 は小 さ く な っ
て き て お り 、 こ の た め給水車 に よ る 応急給水か ら 管路 に設置 さ れ た忠急給水栓 に よ る も の
に 早 く 切 り 替 え 、 供給出 来 る 水量 を 次第 に 増加 さ せ る 必要 があ る 。 自 由 に 給水 タ ン ク 車 に
補給で き る 給水拠点の 開 設が効果的 で あ る 。

④水道 シ ス テ ム の耐震化 の 向上 …酎震性 の 向 上 は 重要 だが、 一方 で は 地震 で す べ て の 施
設が壊 れ な い よ う に す る こ と は不可能で、 あ り 、 壊 れ て も 早期 に復 旧 出 来 る ブ ロ ッ ク シ ス テ
ム や迅速な復 旧 を 支援す る 情報管路 シ ス テ ム の 構築 が必要で あ る 。

⑤応援体制 の 強1t. . .必要不可 欠 な 他都市 か ら の 応援が円滑 に 進 む よ う に 、 宿舎、 指揮系
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統 な ど の 受 け 入 れ 体制の整備、 水道事業体問 で の 器具や材料の規格統 一 も 必 要 で、 あ る O
ま た震災で有効 で あ っ た点 は 以 下 の 通 り で あ る O
a 、 老朽管の ダ ク タ イ ル鋳鉄管への敷設替 え と 、 離脱防 止型耐震継 手管 の 採 用 。 構造物

不連続部分での押縮 可換管 の使用 。
b 、 パ ッ ク ア ッ プ対策 と し て 、 2 同 椋受電や 自 家発電 に よ る 停電対策。 重 要 幹娘の多 重

化。
C 、 リ ア ル タ イ ム の情報管理 シ ス テ ム と し て 、 テ レ メ ー タ ・ テ レ コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム

や 配水管路の水質 モ ニ タ ー 設備。
d 、 保 I EJ し や す い施設 と し て の 配水管路網 の ブ ロ ッ ク 化。
e 、 緊急飲料水確保 の た め の 緊急遮断弁 シ ス テ ム 。
f 、 習日水池容量の増加 に よ る 水運用操作 リ ス ク の軽減ーな ど。

4 . 下水道
下水道の被害 は 、 神戸、 明石、 尼崎な ど阪神 間 の 8 市 に 集 中 し た 。 18の下水処理場、 47

の ポ ン プ場 の 設備機器 ・ 配管類の破損、 建築物 の損壊、 そ れ に 、 マ ン ホ ー ル路面の異常 、
管路の破損 ・ 閉塞、 液状化現象 に よ る 土砂の流入 ・ 堆績 な どが加 わ り 、 損傷管渠の延長は
316km に 達 し た 。 処理場 で は神戸市の東灘処理場 を 筆 頭 に 尼崎、 西宮 の 処理場 な どが大 き
な 被害 に 遭 い 、 中 で も 埋立地の東部第 3 �L区 に建設 さ れ た 東灘処理場 は壊滅的 な損傷 を 受
け た 。 地盤の 液状化 と 慨方流動 に よ り 護岸が最大2 . 5 m 横ずれ し 、 施設周辺地盤 も 最大 2 m
沈下 し た り 横 に 移動 し た た め 、 通常の処理機能 は す べ て 失 わ れ た 。 復 旧作業が開始 さ れた
が、 応急復旧 に も 時 間 が掛か る こ と が予想 さ れた た め 、 処理場横 を 流 れ る 幅40 m の運河 を
長 さ 300 m の 区 間 で締 め 切 り 、 仮設の 沈殿池 を 建設 し 簡易 沈殿処理 を 行 な う こ と に よ っ て
危機 を 乗 り 切 っ た 。

各市 と も 、 披損 し た管渠の修理や凌諜 を 1 � 3 週間 か け て 実施す る と と も に 、 地盤、 路
面の損傷 の 激 し い笛所で は 人孔か ら の 目 視で第一次調 査 を 行 な い 、 そ の デー タ に 基づ き 、
人 間 が入 れ な い小型管渠で は テ レ ビ カ メ ラ を 入れ て破損 を 調べ 、 大型管渠で は 目 視 に よ っ
て確認 し た 。 し か し 、 河川 を 横 断 し て い る 管渠や処理場か ら の放流渠、 水量の 多 い 幹線管
渠 な ど は 、 調査 に i替水夫や水 中 カ メ ラ を 必要 と し た 。 管渠の被害調査だ け に 1 � 3 ヵ 月 も

や し た の は 、 下水管渠の 総延長が膨大で、 し か も 地 中 に埋設 さ れて い る こ と 、 幹線管渠
で、 は大量の 下水の水勢が激 し く 調査が危 険 で あ っ た こ と 、 さ ら に 、 破損箇所が漏水 に よ っ
て特定出 来 る 水道 と 異 な り 、 被害箇所の特定 に は詳細 な 調査が必要で、 あ っ た こ と 、 な どで
あ っ た 0

8 市の 中 で最大の被害 を 受 け た の は神戸市 で あ っ た 。 神戸市の下水道は 1868年、 神 戸 開
港時、 神 戸 の 外 国 人居留地 を 設計 し た英 国 人 J . w . ハ ー ト の手 で 、 居留 地 内 に煉瓦づ く
り の 下水道管が建設 さ れた の が最初 であ る 。 本格的 な 整備 は 戦後 の 1 951年か ら で、 現在、
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下水道普及率 は 対総 人 口 の 約97% で あ る 。 震災発生時、 神戸 市 に は7処理場、 汚水中継、
雨水排 i注合 わ せ て お ポ ン プ場が採働 し 、 敷設済 み の 管 渠 は 汚水、 雨水 を 合わ せ約3 司 800 km
が整備 さ れ て い た 。 神戸 市の対応 は 、 以 下 の よ う な も の で あ っ た 。 汚水管路施設で は 、 延
長3 ， 315 凶の う ち 63 kmが被災 し た 。 管路の 流 下 能 力 の壊滅 し た も の か ら 、 ク ラ ッ ク が入 っ
た稜度の軽L 、 も の ま で被害の度合い は様々 だ っ た が、 埋設深度 の深い管路の被害は 浅 く 、
浅い枝線管路な どは被害が深か っ た c 緊急調 売 に よ り 、 流 下能力 を 失 っ た 管路 は 比較的短
期 間 で応急援!日 を 完了 さ せ 、 浸水被害 を 発生 さ せ な い よ う に し た 。

処理施設 は 、 市 内 の 7 処理場の う ち 3 処理場の処型機能が停止、 ま た は 低 下 。 機能が低
下 し た 2 処理ー場 は流入水量が少 な か っ た こ と と 、 応急復旧 が早期 に完 了 し た た め 、 大 き な
支障が出 る ま で に は 至 ら な か っ たc 105 日 間 、 処理機能 を 失 っ て い た東難処理場 で は 、 運
河 を 締 め切 っ て 設 け た仮沈殿油 を使用 し て 処理 を 続 け た 。 神 戸 市 の ド水道 シ ス テ ム のすべ
て が復 旧 し た の は、 東灘処理場 の応急援 旧 が終 わ っ た 1995年 5 月 1 日 で あ っ た。 だが、 こ
れ は応急復 旧 で あ っ て本格的復旧 は 1999年 3 月 の 見込みで あ る 。

東灘処理場 は神戸市東難 区 の 臨海部理 在地 に位置す る 神戸市最大の ド水処理場で、 あ る 。
震 災 に よ る 液状化 と 、 そ れ に伴 う fN�方流動 で施設の大半 に 大 き な被害 を 受 け た 。 運河護岸
の 崩 壊、 滑動 に よ り 流入水路が変位 し損壊 し た ほ か、 水処理施設や管理本館 ・ 脱水機棟の
基礎杭 も 破壊、 配管廊 も 破損 ・ 浸水 し 、 内 部の機械 ・ 電気設備が水没 し 運転 が停止 し た 。
処理機能 の喪失 に伴 う 緊急措置 と し て運河 を 締め切 っ た仮沈殻池で処理 を 行 い 、 公共用水
域の汚染 を 防い だ。 次 に 、 応急、復!日 と し て処理再開 に必要 な 導水渠や ポ ン プ設備 な どの機
能 回復 の た め の 緊急工事 を 実施。 さ ら に 、 被害の軽い南分場の水処理施設 を 本復旧 さ せ た
ほ か、 本場の一部 も 応急複旧 さ せ流入水量 に見合 う 機能 を確保 し た 。

本格復 旧 で は 処理場の 将来計画 を 踏 ま え 、 処理機能 の ア ッ プ を 図 る と と も に 防臭設備 な
どの環境対策、 耐震対策 の 強化 を 基本 に 置 い た 。 そ し て新設す る 本場水処理施設 は 、 敷地
面積 に 制 限 を 受 け る た め 、 構造は深層 エ ア レ ー シ ョ ン タ ン ク と 2 階層 式最 終沈殿池 と し 、
上部 に 送風機室 、 脱臭機室 を 設 け た 。 脱水機棟は本場水処理施設 5 - 7 系列跡地 に新設 し 、
環境対 策 の た め に ケ ー キ ホ ッ パー も 併設す る O 管理本館は 、 滞水池上部 に 建 設 し 護岸 は 本
場、 高度処理用 地各護岸 と も 耐震構造で復!日。 1 号汚泥浮上濃縮 は 、 現位置 で撤去 し て復
!日。 汚水の運河横断 は 、 伏越か ら 水管橋に変更 し て毎 旧 す る と し た 。 こ の う ち 脱水機
は 1997年 9 月 9 日 、 浮 仁濃縮槽 は 同30 日 か ら 運転 を 始 め 、 管理本館 は 1998年 3 月 に事務所
移転 を 経 え た 。

東灘処理場の 完全窪 田 は 、 神戸市の計画で は 1998年度末で表 6 の状況で あ る O
神戸市 は 、 社 会d情勢、 経済靖勢の変化 に 対応 し た 下水道 シ ス テ ム の高麗化 な ど、 新 し い

下水道事業の 展 開が緊急の課題で あ る 上 に 、 今 回 の 震災で災害 に 強い ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト
ワ ー ク が、 い か に 重 要 で あ る か を 再認識 し た こ と か ら 、 策定 し て い た 「神戸市下水道長期
計画基本構想J ( こ う べ下水道み ら い2025) を 、 震 災の 教訓| を 取 り 入 れて 改訂 し た 。
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( 長 6 ì 東灘処理場の災害復旧工程表

( 十I[I } 1 立!↓H水道河川 fm資料j

(表 7 神戸市下水道長期計画基本構想施策体系図
やよL，r'( ì <Jút ) 

ま 「 右目Tlí び〉公民 と く よJ し を ;〈 去 る 卜 水道5 (  F j鴻的機能 州 充

く
り

只 | トー 耐えに対す る 安全度の向上
樹、ザ宇7 1  」 維持刊シ ス テ ム の充実

水
道

い山爪施

J 、
i自 完備の指 令 lti �'-沈{ ヒ J U() ();，
十 ;J，-)立 シ ス テ ム 0) 六 γ

ドI);Jく排除能力の強化
民j;k流出抑制の花 j並

対1)'卒、(10 な 伝子l' シ ス 子 ム の確立
i汁 [[8] f灼 な 改築、 更新の推進

自 然環境 を 守 り 育て る 下水道
処理7krtの 高度化

下水道i'fiJ"Í'、 の活用

Lご よ り 日度 な 処flj!札制整備
初期[;，干潟�ì1j溺れ荷 び)首lJì説
汚泥の効率的処原 資源化1O()%
再生;J(の和律 的 な 活丹j
下水道エ ネ ル ギー の活用

市民 と 共 に あ ゆ む fJJ:i亘

新 し い広報活動の展潟
魅力 あ る PR 施設の充実

施設笠間] の活用
身近な水環境の 整備

殺 し ま れ る 下水道の推進

活用 で き る 下水道の推進

(神戸市建設局下水道河川 部資料)

そ し て 、 下水道 の復興計画 に は 管渠 ・ 処理場 の 強化、 代替機能の確保、 高 度処理水 毎i
水の有効利 用 、 雨水対 策 の 整備 と 水準 の 向上 、 エ ネ ル ギー 源 の 多様化 な ど を 盛 り 込 ん だ。

処理場 ・ ポ ン プ場対策 と し て 、 新 た な 設計 に 当 た っ て は施設重要度 を 加味 し た 耐震設計
を 行 い 、 既存施設 も 順次、 耐震性 を 補強す る O 継手は極力 減 ら す と と も に 池構造 な ど水密
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性 を 要す る 却 に は�(j聖 子 は ，i支 け な いc 地下水間下 に あ る 配 長rí も 被dIt? の 減少 を 下山 、 管廓
にj藍ノj(��止 を 設 け る こ と に よ っ て 幾 つ かの ブ ロ ッ ク に分割 し 被汚 の 拡 大 を 防 ぐ こ と と し た 。
管渠施設汁 策 と し て は 、 耐震 出への 入 れ存 え を 被 民地 lべ か ら 施、 子部 も 義脱 を 防 ぐ
た め 、 供二継 子部のi毛凡化 な どで 口] と う 性 を 強化 し 、 非常時の パ ッ ク ア ッ プ と し て 重要幹線
を 2 条化す る 。 ま た 、 災害時 に ペ コ の 処理場の処理機能が停 止 し で も 、 他 の 処地場 に 汚水
を 送れ る シ ス テ ム を つ く る た め に 、 処J�j_場の ネ ッ ト ワ ー ク 化 も 決め た C， 東 灘 ~ 雫水処理場
時 の 5 処賭場 を 大深f支 の 幹線 で、繋 ぐ も の で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 幹線の廷長は11 km (既設約15 km 、
別 呂 的 で [ 'JHl の 幹線約 6 km、 新設がJ20 k則 、 第 l 知 は 1996年度 か ら 20 10年度 ま で で 海側
ル ー ト を 、 第 2y号 j は 山 側 ル … ト を I め た ネ ソ ト ワ ー ク を と ま で に 構築 す る

(悶 9 ) 処理場 開 の ネ ッ ト ワ ク 計画

-複数の処現場 を 大深度 シ ー ル ド ト ン ネ ル で連絡 し 、 あ る 処玉県場が被災 し で も 他の処理場で
の処理 を ロJ能 に し ま す。

(神戸市建設局 ド水道汚JI I 部資料 )

非常時用 の 防火水利 の貯蔵 も 兼ね て市 民 に 憩 い や 安 ら ぎ の場 を 提供す る のが、 東灘区住
吉宮 町 3 了 呂 の住吉公 園 内 に建設す る 住吉公園雨水貯官施設で あ る 。 公 園 内 の 鳴尾御影西
汚水幹線建設工事の シ ー ル ド立坑 を 利 用 し た も の で、 約100m2 の 初期汚湯槽、 約300m2の 調
整構、 約400m2 の利水構 か ら な っ て い る 。

ま た 、 東i難区深江南 町 4 丁 目 に 建設 さ れ る 本在遮集幹線 は 、 神戸市の合流 区 域 (343ha)
の ー部 の 浸水対策 と 、 合流式下水道の改善事業 を 目 的 に し た貯留施設 で 、 計 画排水面積 は
83hao 合 流 亙 域 の 雨 天時越流水 に よ る 公共用 本域の 汚 濁負 荷 の 軽減、 雨水流 出 量 の 増 大
に対す る 雨水排訟能力 の 強化の ほ か 、 消火用水 と し て利 用 出 来 る 海水 を 非常時 に 引 き 込む

第九章 @ 都市 イ ン フ ラ 543 



( 凶 10) シ ー ル ド の立坑 を 利用 し た 雨水貯留施設

こ と も 可能 に し た 。
( tql} i rli建設j" Jf水道irlJ 川 I itß資料)

鈴蘭合処理場は 、 高度処理に よ っ て復興区 画整理地 Rへの処理水の送水 と 放流先河川 の
水質改善 を 図 る 。 ま た 、 兵庫 区松本地 区 に 建設が予定 さ れて い る “ せせ ら ぎ" は 、 日 常 は
市民の憩い の場だが、 非常時 に は貴重 な 水源 に転換。 処理施設の改善 に よ っ て 放流先の新
湊川 で実施 さ れて い る 親水空間整備事業 に も 貢献で き る 。

震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た の は水洗 ト イ レ で あ る つ 下水道 の 持及率 100 % 近 い都市 で 、
断水 に よ っ て ト イ レ の使用 が不可龍 に な っ た こ と は 市民生活の彼壊であ っ た 。 当 時、 神 戸
市 に は 移動 ト イ レ は 数台 し か な く 、 バ キ ュ ー ム カ ー も 20台足 ら ず だ、 っ た上、 汲み取 り 作業
が交通渋滞 の 影響 な どで滞 り 、 ト イ レ の能用が出 来 な い ケ ー ス が多発 し た 。 こ の た め 、 各
地の 自 治体 や 民 聞 か ら 約3 ， 000の仮設 ト イ レ の提供 を 受 け た が、 付 近 の J l I や プー ル か ら バ
ケ ツ で水 を 運び ト イ レ に流す こ と で、 半 う じ て水洗 ト イ レ の機能 を 果 た し た こ と が報告 さ
れ た 。 水 の 運搬の重労働か ら ト イ レ に 少量の水 し か流せず、 こ れ に よ り 排水設備が故障 し 、
大人数の使用 に よ り 公衆便所や学校 な ど避難所の便所 は 、 あ っ と い う 聞 に 汚物 で あ ふ れ た 。
神 戸 市 で は 新 た に 簡易 ト イ レ 800基 を 備 蓄 、 さ ら に 、 下水道 を 利用 し た 新型仮設 ト イ レ を
開発、 設置 を 始め た 。 公 園 や 学校の校庭 な ど、 避難所 に な る 場所 に 汚水管 を 敷設 し 、 適 当
な 間 隔 で マ ン ホ ー ル を 置 き 、 非常時 に 上屋パ ネ ル と ポ ー タ ブル式の ト イ レ を マ ン ホ ー ル上
部 に 組み 立 て る も の O 全体で300碁 を 計画 し て い る が、 1997年 度 は 5 ヵ 所 に25基 を 設置 し た 。
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( 図 l l - A ) 災害時仮設 ト イ レ 設登場所 (平常時)

(図11 B )  公共下水道利潟型仮設 ト イ レ ( 災害持)

トイレ設置スペース

(神戸市 建設局下水道河川部資料 )
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! 第一時1 交通イシプ ラ
1 . 道路

阪神 ・ 淡路 大震災 は 、 道路橋 を I jJ 'L、 に 各 地 の 近路施設 に 史 tjえ大 と も 呼べ る 大誤害 を 与
え た 。 名付j ・ 中 l!il ・ l1 J 揚 自 動 車道 に 阪 神 t426速神} î続 設や 第 :ネ[ll r�J 、 Pr?:�各バ イ パス な
どが?と1Í!Î ス ト ッ プ。 [ドJ j自 2 号、 13 む の ほ か 一般 . r1î道 も 与所で、不通 に な る な ど道路網は
壊滅状態 に な っ た 。 特 に 都心 部 を 束 尚 に J1と る 向速道路の高架橋部分の被存が著 し く 、 阪神
高 速道路神戸線 で は 、 神J î r打点瀧[ベ深江本 町付近 の 高架橋が635 m に 渡 っ て 倒壊、 高速道
路の安 全十111 ，誌 を 崩壊 さ せ た っ 避難や 家族 ・ 知 人 の 安 行 を 気遣 う Eì�rMがi並行 口I能 な 道 路 に 殺
到 し た た め 、 渋滞が渋滞 を [1手びβUiL は 全域 に 11: がっ た じ 幹線道路の機能マ ヒ は 、 被災直後
の 市民!fj丹 、 紋助活動や復Ifl r 事の 大 き な 妨 げに な っ た の で あ る く

18 [ 1 、
ス な ど を

は 、 巨l道 2 �;'尼 崎 ~ 姫路 flij や十rj1} î I lf道 山 手幹線、 姫路 ・ 加古1 1 1 パ イ パ

名 付i 、 中 | 五J n
ル ー ト に 指定、

阪神r(]j
が、 広 域幹純輸送 ル ー ト の時保 を
た 。 神戸 市 が 堕す る 補助 [EJJ丘 、

車 両以外の 中 I出j の j並行 を 禁 止 し た 。 震災発生後、
時支[EJill な どの27路線 、 36Lベ 賠jが通行止め と な っ た
に 努 め 、 3 JJ ぶ に は 緊急車両!日 の交通 は確保 さ れ

、 市道で も 橋梁の被 が も っ と も 多 く 、 市が管理す
る 橋梁 の う ち 71橋 に 何 ら か の被;t;・が't じ た 。 一般道で は村l} î高速鉄道 の 駅舎 の 陥没、 鉄道
高 架橋 の 落下 な ど に よ る 通行障;与 を 除け ば、 舗装の亀裂 、 段差、 歩道の損傷 な どが主 だ っ
た が、 被 害 は 市街地 に お い て 、 子111 } î 管理道路延長の30 % に 達 し た 。

1 月 末 に は 落橋 な どの被4ι Þ{ rl\J を 捻 き 高速道路の応、 主 旧 は 、 ほ ほ完 f し た が、 神戸市
内 の 幹線道路 は 震災後 1 週間 で倒壊家 出 な どの撤去 を 行 い 、 緊急輸送 ル ー ト と し て の通行
機能 を 確保 し た 。 こ の 幹線道路の 交通規制が全面的 に解除 さ れ た の は 、 震災後 l 年半 を 経
過 し で か ら で あ っ た 。

震災の象徴 と も な っ た 高 架橋倒壊の教訓 か ら 、 寂神高速道路公団 は 防災対策 と し て 、 鉄
筋 コ ン ク リ ー ト 製 の橋脚 の 鉄筋 を 大 幅 に 増 強 し た ほ か、 鋼鉄製の橋脚 に は コ ン ク リ ー ト を
注入す る な ど、 強度 と 柔軟性 を 高 め る 工夫 を 施 し た 。 ま た 既設の コ ン ク リ ー ト 橋脚 に鋼板
を 巻 き 強度 を 増加 さ せ る 耐震'111不I]t.策 も 採用 し た 。 桁 と 橋脚 の接続部 は構造物 に作用 す る
地震力 の低減 を 図 る た め 、 鉄製か ら 免震 ゴム に 切 り 替 え た ほ か 、 新 た に 地盤流動対策 を 行
い 耐震性の 向上 を 図 っ た 。 1997年度 は 阪神 高 速道路湾岸線 と ハ ー パ ー ハ イ ウ ェ イ を 結ぶ住
吉浜入路 及 び連絡路が こ の 年12月 に 開通 し た 。 住吉浜 人 路 は 東 |台j き で827 m 、 連絡路 は 西
向 き で960mo 1994年 か ら 総工費1651.意 円 で神戸市港湾整備局 と 建設 を 進 め て き た 。 こ の
成 に よ り 両道路が結 ばれ、 神戸市の 東西 ア ク セ ス の 利 便性が高 ま っ た ほ か 、 阪神 高速道路
神戸総 と の乗 り 継 ぎ も 短縮 さ れ た 。 ハ ー パ ー ハ イ ウ ェ イ の新港 ラ ン プ も 1998年 2 月 に 完成 、
新港突堤以茜 か ら の東行 き は 新港 オ ン ラ ン プの 利 用 で大阪方面へス ム ー ス に 結 ばれ、 軍部
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( 表 ド 主要な道路橋の被害害
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i阜HJi以東か ら は神戸 の 中 心 市街地へi直結 さ れ た 。

�}n3l竿線 と if(結 さ れ た ハ 』 ノ 三 』 ハ イ ウ
ェ イ (神戸市一港湾柊線九j旋供)

山 陽 自 動車道 の 三 木小野 IC - [11 陽姫路東 IC (21 . 5 km) 工事 も 1997年12月 に 定 了 、 神戸
市北阪 を 起点 と し て 山 口 県 山 口 iTî で、 中 国 自 動車道 と 連結す る 区 間 (41 9 km ) の 全綾が開通
し た c 西 日 本 の高速道路 ネ ッ ト ワ ー ク の骨格の完成 に よ っ て 、 災害 ・ 緊急時 に 中 国 自 動車
道 と の 高速道路 ネ ッ ト ワ ー ク の相 互補完機能が向上 し た 。
( 2 年ぶ り 西代跨線橋が復l自 〕

神戸 市 の震災毎興作業の 目 玉 は間代跨線檎の 開 通 で あ る 。 神戸市長 旧 民 で 山 陽電鉄の路
線 仁 を横切 る 形で、神戸市の頭部方面への幹線道路だ っ た だ け に 、 こ の 開通 に よ り 、 長い 間
の 交通遮断が解消 さ れた 。 下部 RC 橋脚 が 曲 が っ て 披壊、 コ ン ク リ ド ト が破J設す る な ど、
大 き な 被害 を 受 け 、 全面通行止 め が続い て い た c [1J 陽電鉄が地 下化 さ れ た た め鉄道 を 跨 ぐ
必要 は な く な っ た が、 旧 軌道敷が都市計画道路 と し て 整備 さ れ る こ と か ら 従来通 り の 高架
橋 と し て復 旧 し た 。 震災直後の i 月 24 日 か ら 応急復 旧 、 12月 22 日 か ら 本格復 旧 に 入 り 、
業費15億 円 で1997年 6 月 2 日 に 対面 2 車線の暫定供用 、 16 U か ら 震災 前 と 同 じ 対面 4

完成 し た西代跨線橋
(神戸市建設局提供)
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での供用 を 姑め た 、
ま た 、 海 部 で は 京i難 民 の 東部第 3 U>く ( 魚崎浜田n と 市街地 を 結ぶ束魚崎 大橋 と 魚崎

大橋、 同 じ く 東部第 2 工区 (御影浜町、 iÌ:: 白浜町) と 市街地 を 繋 ぐ御影 大慌が相次 い で復
旧 し た 。

東魚崎大橋 は 、 2 基の橋台 に 大規模 な せ ん 断破裂が生 じ 、 運 河 内 の 橋脚 も 恭部 で コ ン ク
リ ー ト が剥 離 し た 。 こ の た め 9 億円 の 事 業 費 で被災 し た IH橋台 を 撤去 し 再構築 、 地盤の 液
状化対策 と し て 基礎周辺の地盤改 良 な ど を 行 な っ た っ 工事中 、 仮橋で交通の使 を r�l f) 、 1997
年12月 25 日 に 、 対話 2 車線 の 震 災 前 の 姿で供用 を 開始 し た c

魚 崎 大橋 は 、 i二部の ア ン カ … ボ ル ト が切 断 さ れ、 桁 に ズ レ を や じ 、 下 部 で は 橋脚 の鋼管
杭が傾斜す る な どの被害 を 交 け た っ 事 業 費 9 億 円 で新た に運河内 に コ ン ク リ ー ト 嬬制l を 造
り 、 2 径間 の 新た な橋 と し て複IH し た [ "1'I- I (J は仮橋 を 建設 し て 交通のイ更 を 持 っ た が、 1997
年 1 2 JJ 25 fl 、 震 災 前 と [líJl二 汁 詰î 4 取材{ に fj:; し 、 供用 を 始め た c

御 影 大橋 は 、 南北の檎台が1O�20cm 内 側 に 移動 、 京 商 で も 10岬 の段 が生 じ た じ 基礎 E
が大 き く 損傷 し た た め 、 事 業 費 1 2倍、 fIJ で 基礎か ら 再構築す る こ と に な っ た じ 仮橋 を 建設 し
て交通機能 を 確保 し な が ら [ 事 を 進 め 、 1998年 :2 n 1 lHこ震災 前 の 対 rílf 4 W械 に 反 し た 。

工事中 の 魚崎大橋
(社IJT市建設局徒供)

ト ピ ッ ク ス一一一

「道路幡1 0 m 以上で類焼な し J

近畿地方建設局 が '97近畿建設 n f!む を 初 め 上 で は 鉛よえがな い と い う こ と が分 か っ た 。 ま た

て 発行 し た 。 政府が毎年発行 し て い る 建f没 ドi 汗 震 災持 の 公 開 の 利 )jJ 状況で、 は 、 避難行の80 % が

の 地域版で 「阪神大震 災 か ら の復興」 と L 叶 副 敷地のJl� し 吋，t: {r �.三 同 よ り 、 0 '(;街 に あ る 身近 な

題通 り 、 震 災 関 連 の デー タ を 多 数段 1) 込 ん だの ihl/ 公 開 を 干1J 1 1 1 し た こ と

が特色。 こ れ に よ る と 、 震 災時 の 火 災で道路幅 織 の 泣 き?悦 を 強 調 し て い る

日IJ に 分 け た焼け止 ま り 状況 を 見 る と 、 i阪 ]( ) lll JJ
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2 . 鉄道
阪神 ・ 淡路大震災 は 阪神 間 の交通訴さj を ス タ ス タ に 引 き 裂 い た じ ノに fj l il l と 海岸 に は さ ま れ

た 狭 い 地域 を 束 叫 に 定 る 派 閥 H 本 、 新幹線、 阪急、 阪 神 、 山 陽 、 持1 ) i屯鉄 に 神 μ 出
下鉄、 神 戸高速鉄道、 神μ新交通の 各路線 で lfJj架橋の倒壊、 地下構造物 の 破壊 な ど想像 を
土 問 る 大被ブtが常生、 不 [>( fl1J は6� O km に達 し た 。 特 に 大 阪 ~ 神戸 を まfiぶ ]R、 阪急、 阪神
電鉄がす べ て 不通 に な っ た た め 、 3 線 の 合 社交通 :1;: 1 fl 約200万 人 、 ラ y シ ュ 時最 大 1 時
間12)j人のÆが完 全 に 奪 わ れ 、 販神 間! の “足" は 併時;状態 に な っ た の で あ る の 勺 初 、 1 年
か 2 年 と い う 複興 予想 に も 拘 ら ず 、 懸命の復I [ J作 業 は 4 Jj 1 I I 、 発/仔;
間 で 、 ]R 商 fj 7本トド;が大阪 ~ 神 Fμq間i南司 を つ な い だ/りJ 

m IJtj 日 本 は ftJ n�H J � l河 明 イ î lUl の す べ て の 駅が被災 し た が、 被 の 大 き か っ た の は 、
六 甲 道、 新長 fI ! f点j献 と そ の 時 辺 で あ っ た コ FjJ道付近 で は 、 延長2 . 2 kmの 高 架橋村950 本が
被 災 し 、 駅本尿 、 ラ ミ 六 甲 な どが仕壊 し た 高架橋の トー敷 き に な り 壊滅 し た ο 新長Hl駅構内
で は 感 Lが崩壊 し た こ と か ら 、 軌道が梯 r状 に HUü り に な り ホ ー ム は損壊 し 、 列 車の J:引r
が不 可能 に な っ た c 従 IH対宗本部が設 置 さ れ 、 姉妹会社 か ら も 人 民 の応段 を 受 け 、
日 か ら 3 Jí 27 日 ま で の69 日 nu に 延べ 6 万2 ‘ 000 人 を 投 入 、 長夜兼行 の 突 ;t J: 宇で ?当 初予想、
の 5 月 完成 を 大幅 に 短縮 し 、 全線 を 復 I fl さ せ た の で あ る 。

阪急、は 6 月 12 日 、 阪神 は 河26 日 に毎日l を 完成 、 翌年 l 月 17 [ J に は 、 選 れ て い た神戸市速
鉄 道 の 大関 駅が営業 を 再 開 、 ょ う や く 阪神 間 の す べ て の交通機関が待 1 [ 1 し た 〉

1996年 に は 、 4 月 3 司 、 ]R 同 日 本 の 新 長 田駅が リ フ レ ッ シ ュ し た 新釈会で営 業 を 悶 船 、
新設 さ れた 甲南 山手駅が10月 1 I I に 開 業 し た 。 阪急は倒壊 し た伊け駅 を ド レ ス ア ソ ブ し た
阪急伊丹駅 と し て の 再 建 を 決め 、 �&神 も 全壊 し た イ I J駅 r 事 を 完成 さ せ る な ど、 混災の
痛 手 は着 々 と 解消 さ れつ つ あ っ たり

さ て 、 3 年 目 を 迎 え 、 復 I fI を 終 え た鉄道与付ー に と っ て の 新 し い汁!ι は 、 運輸省指ぶ に よ
る 鉄道高架橋柱 な どの謝震耕地L [ 事7う"rt 1 {， と な っ た 。
(JR 新幹線の耐震捕強は95%完成〕

m 西 日 本神戸支社管 内 で の 山 県情性 の i耐 震補強 は 、 イt: 米 線 は 震災保 I fl fI手 に すべ て 終 f
し て お り 、 山 陽新幹線 も 計画数 1 Jj3 ‘ o川 本 の う ち 1997 年度 に約何% 1 万2 句 300本 の [ 'h を
完了 さ せ た 。 鉄道技術研究所の 試験 に よ り 詑米 の コ ン ク リ … ト を !与 さ 6 � 9 酬の鉄板で、巻
く こ と で、 i現神大震災程度 の 揺 れ に ふI し で も 十 分 な 強度 を 保つ こ と の 出 来 る こ と が分か っ
た 。 軌道、 変電所な どの改鯵 は す で に 終 了 し て お り 、 線路保守 工事 で 六 甲 道駅付A近 の ス ラ
ブ軌道の タ イ プ レ ー ト の取 り 替 え な ど、 部分的 な 捕修 を 実施 し た 。 ま た 高架橋上の電柱 も 、
耐震荷重 を 軽減す る こ と と 、 景観上か ら 従来 の コ ン ク リ ー ト 柱 を 鋼 管柱 に 変更 す る 計画で、
す で に 三宮駅構内 な ど は 終了 し て い る 。
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〔伊丹駅が描祉釈に モデルチ ェ ン ジ 〕

阪急電鉄 は 、 京都線 を 除 く すべて の路線 に被芹が発生、 嬬梁73、 高架橋11 、 駅舎64 な ど
に tii害 を 受 け たが、 西宮北 口 ~ 夙川 間 の 西宮高架橋で は 5 12本の柱の96 % が損 傷 を 受 け 、
中 で も 52本 は 完 全 に横倒 し に な っ た 。 駅 ピ ル で は 下? の神戸阪急会館、 阪急伊丹駅が大損
傷 を 受 け 全 耐撤去 を 余犠 な く さ れ た が 、 路線復 旧 は 懸命の作業 に よ り 震 災か ら 146 日 日 に
全線 を 開通 さ せ た 。

1997年度 ま で に複!日工事の すべて を 終 r し て い た が、 今後 に 備 え で の耐震工事 と し て 、
災復 旧 の 探 に 橋柱約700本 を 修復 し た 神戸線で、 そ の 他の路線の橋柱補強 を 1998年度 か

ら 取 り 組む 予定。 ま た 、 損傷 を 受 け撤去 し た 伊丹、 の ピ ル 再建 は 、 伊丹駅が1998年11
月 完成 を 日 指 し て 工事 に 入 り 、 1997年度 中 に 50% の 進捗 を み た 。 建設 に 入 っ た 新駅は 「伊
丹阪急駅 ピ ルJ (愛称 リ ー タ ・ 地 上 5 階地 下 1 階) で 、 1 、 2 階 に ス ー パ 一 、 専 門 出 、 銀
行が、 4 、 5 階 に は飲食宿 、 ク リ ニ ッ ク な どが入 る 。 改札 口 な ど駅舎部分は 3 1培 で 、 ホ ー
ム は 4 両編成対応 の 烏式 1 [針。 建設 に 当 た り 交通エ コ ロ ジ ー ・ モ ピ リ テ イ 財自 の 進 め る ア
メ ニ テ イ タ ー ミ ナ ル 整備事業 の モ デル 事業 に 選定 さ れ て お り 「すべて の 人 に や さ し い タ ー
ミ ナ ルJ に 生 ま れ変 わ る c 車精 子での移動 に 配慮 し 15人乗 り 、 21人乗 り の 2 基の大型エ レ
ベ ー タ ー や 、 i車椅 子で も 来 に 通行 出 来 る 幅広 の 自 動改札機、 鉄道駅で 初 め て の音声 ガ イ ド
シ ス テ ム を 設置 し た ほ か、 百導鈴、 点字運賃表 な とと も 整備 し で あ る 。

(閃 l� ) 伊丹阪急釈 ヒ ルの完成予想図

(阪急電鉄資料)

た だ、 震災で損壊後、 仮設で営業 を 続 け て い る 三宮の神戸阪急会館 の 再建 は 、 電車の路
線 を ピ ル 内 に 含 む と い う 構造 上 の 難 問 が残 さ れ て お り 、 1997年度 中 に は結論 は 出 さ れ な
か っ た 。
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〔酎震補強工事進む 阪神〕

i坂神電鉄 は 、 全営業路線の70 % を 占 め る 本線 に被害が集 中 し た が、 中 で も 銅影~西灘間
の 約 三 kmの 高架檎が全i刈笥 に 液 っ て 崩壊 ま た は損傷、 8 ヵ 所の架道橋が落 札 石屋川 i 車庫
も 惨状 を 極め た が、 懸命の努力 で 6 月 26 日 に 全線 を 開通 さ せ た 。

ホ ー ム が全壊 し た た め 、 仮設駅で、常業 を 続 け て い た 石屋川 駅の本駅 と 、 石屋 川 車庫 は 1996
年 3 月 に復 旧 レ営業 を 始め た 。 ま た 、 震災で被害 を 受 け た 石屋川 、 新在家 、 大石、 間諜の
各駅に エ レ ベ ー タ ー の ほ かエ ス カ レ ー タ ー 、 :ij;:椅 子片応の ト イ レ な ど を 1996、 97年度 に 設
置、 “人 に 優 し い 意見" に 変 え た れ

1997年度 は 、 運輪省指導の 5 ヵ 年計画 に よ る 緊急耐震補強 工事が進め ら れた 。 補強工事
の 内容 は 、 高架橋柱 と ト ン ネ ル 中柱 の補強、 落橋間 止 に 大別 さ れ る が、 高 架橋柱の補強工
事 は御影以 西が震災復 旧 時 に 完成 し て い る た め 、 御影以東 を q�l 心 に 施 工c ト ン ネ ル 中柱 と
合わせて 全体の55 % ま で完成 し た c 落橋紡 Ü:T事 は 、 地震時 に橋台、 橋脚が移動す る こ と
に よ る 橋桁 の 落 下 を 防 ぐ た め に桁座 の 拡 幅 や 、 ズ レ 止 め を 設置す る も の で 、 国道野田 陸橋、
淀川橋来ー な ど を 補強す る 計画c 1997年度 中 に 1 6 % ま で定成 し た し

完成 し た 間選野出 陸橋の落橋防j卜.
L 'ì� 
(阪神篭鉄提供)

ま た被災入居者の便宜 を 図 る た め 、 西宮浜産業団地図地区 に 建設 さ れた 大規模集合住宅
「西宮 マ リ ナ パ ー ク シ テ ィ J と 阪神西宮、 ]R 西宮 を 結ぶ路線パ ス の 免許 を 申 請 、 こ の 年

3 月 10 日 か ら 運行 を 始 め た 。
〔 山 陽は地震検知 シ ス テ ム を導入〕

最大の被災地 ・ 神戸市長 田 区 に あ る 山 陽電鉄の本社 ピ ル は 、 周 辺 の 火 災 に よ り 電話、
気、 ガス な どす べ て の機能がマ ヒ し 、 さ ら に 水道管 の 破裂 に よ り 本社 1 、 2 階が水浸 し に
な る な ど大被害 を 受 け た 。 板宿、 須磨、 塩屋の 3 駅で も 路盤沈下 な どで ホ ー ム 、 上陸、 駅
舎が損壊す る な ど惨憎 た る 状態 で あ っ た 。 復i日 に 当 た り 塩屋駅で は 、 構造 を 従来の土留擁
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か ら 高架橋形式 に 変 足 し た た め 踏部合か ら の r 宇 と な り 、 約300 m 東 に 仮駅 を 設 け て
工 手 を 進 め 、 6 月 16 tl に電 車 の 運行 を 再 開 さ せ た 訟 も コ ン ク リ … ト 桁の 下 で [ 事 を 進 め る
な ど 許う;の 末 、 翌年 3 }J 13 I J 、 新 し い塩陪駅で営 業 を 開始 し た 。 liij 十 t は 、 irr半世 に 今 回 の
源地 に な っ た 野 品 断層 と rrij tQ般 の 第 ‘級活断層 の 山崎断肘 を 持つ だ け に 、 地反対策 に は特
に )J を 入 れ 、 1997年度 に 「地震検知 シ ス テ ム 」 を 完成 さ せた J 従 来 の 授firìJW 定 は 運転指令
主 と 各信 号扱TiJr に ;設置 さ れ た 飴 弘深!乞誌で、 ，ìlìnlJ し て い たが、 精度が患 い 上 に 指令京への連
絡は電話で、 あ っ た 。 こ の シ ス テ ム の 完成 に よ り 地震活'1: 令椋 に 渡 っ て 定 度 を 瞬時 に 計
測 し 、 デ ー タ が運転指令引 に 1<ノF さ れ る た め 、 正確 な 連絡が取れ る よ う に な っ た η

耐震補強 r: 事 は 、 す で に 間代 ト ン ネ ル [;{ 間 の 目: を 鋼板を き u去 に よ っ て う己成 さ せ て お
り 、 1997年度 は 明行出栄橋の 白日 を 実施 し た ο こ の rAf- に は ー般的 な 鋼板在 き [法 と は 異
な り 、 長災以後 に 開 発 さ れ た ス パ イ ラ ル簡を 立 u去 を 将丹j し た ο 人 )J 施 [ の た め狭い問所
や 市街地 な どで有利 な ほ か 、 L費が安い こ と な どが特 長。 高架檎や 地 下駅部 は 駅 コ ン コ ー
ス . Jrli舗 な ど に 利 用 さ れ て い る 場所が多 く 、 移転 ・ 常 業 休 11-.の 問題が起 き る こ と か ら 、 、ij

は ぷ利 用 の 部分の み の 施 L に な っ た 、 法橋rW l上 工 事 は 1 996年度 に 加 rl1 ) / 1 締法66連の r
が完 了 し て お り 、 1997年度 は 市 川 梼染防述 を 実施、 5 ヵ 年 間 で180速 の 防 止 r: 宇 を 実施す
る 予定でい る 。
〔本社 ピル を リ メ イ ク 復!日 〕

神戸電鉄 は 兵庫 区新 開 地 に あ っ た 本社 ピ ル が大損傷 を 受 け た ほ か 、 路椋が令織で被害が
出 た 。 湊川 ~ 長 田 間 で は擁壁が崩 れ、 年院や 家屋が軌道 仁 に倒壊 し ト ン ネ ル 部 分 に も 大 き
な損傷 を 受 け た が、 慎重 な 復 !日 作 業 を 続 け 6 月 22 日 、 全線 を 仮 旧 さ せた 。 機能がマ ヒ し た
本社 は 、 北 区 山 田 町下谷上の 芥 L 日1 (神鉄北神 ) ピ ル に 仮本社 を 設 け 、 急場 を し の い で
い た が、 5 月 、 本社機能 を riij ピ ル に
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し た っ そ の 段 、 !日本社 ピ ル は 無 人 ピ ル に な っ た が、

完成 し た 新神戸電鉄 ピ ル
( 神 戸電鉄提供)



災後、 間 も な く 促 If l の た め に 結成 さ れ た ブ ロ ジ J ク ト チ ー ム に よ り 、 新 ピ ル奈が提案 さ
れ 、 1997年度 は 新 ピ ル 建築が メ イ ン に な っ た 。 J ふ 'Jf を 進め て い た 新 ピ ル は 9 }j 5 [j � 二 部 成 、
地下 山 町 ~ 地 i: 3 陪 を 商 業 ス ペ ー ス 、 地一卜♂ 5 � 1 H�T を 賃 貸 オ フ ィ ス と す る ピ ル に ま れ変
わ っ た 。 こ れで、 r，計 上 の 阪神 大宮 災 に よ る 被得施設の復1[ 1 は 、 すべて終 っ た c 耐震 r は
震災復 旧 時 に すべ て 終了 し て い た c
〔弼震補強や落橋防止工事 を 〕

神戸内速鉄道 は 阪神 ・ 阪急、 ・ II I rお と 神 戸屯鉄 を す\1; ぶ級路 だ け の 会社 だ が、 全線7 . 6 kmの
う ち 6 . 6 kmが ト ン ネ ル で あ る た め 地誌 に は 強 い 怨 定 だ っ た が、 こ の安全神 話 は 今討 の 震 災
で も の の 見 事 に 覆がえ さ れ た り 間代 ~ 新開 地駅間2 . 6 kmの 地 下 支柱362本が破船 し 、 ，t 1 で も
大 Ijfj ，�) �で、 は構 内 '(1 央の コ ン ク リ … ト 柱35本 の う ち 31本が完全 に倒壊、 Fえ り 4 本 も 披壊 .J" lìíJ
に な り 、 天 井 は 束 尚120 m に i!主 っ て 3 � 4 m 下 がる な ど毎日全{本が壊;成的m1拐 を 受 け た ー こ

で L を 定 る i主Ji丘28 号椋 の 路 面 も 2 . 5 m 陥 没 し 、 道路 上 で も 交通路 を 引 き 起 こ し た 。
高速長 fl l 駅で も 1 1 本 の if 1 H: の う ち 1 6本が破損 し 、 j " ，;己 の 駅JIS分 を 除 い た 同1t �新開地駅

間 で810本 あ る r fl柱の311本が岐-tH と い う 惨状 に な っ た 。 そ ん な 中 で も 21 日与 間 体制 の 信 I II 作
業 で 、 駅舎の あ っ た 地 下約12 m ま で を 掘 り ド げて側壁 と 五 月 を修街、 柱 の 去 を J\. く す る
な どで耐震性 を 強化 し た 〈 そ し て 、 約 7 ヵ 月 後 の 8 月 13 [ 1 に大関駅 を 閉 鎖 し た ま ま で運行
を 再開。 〉己土復 旧 は 、 大関駅の ホ ー ム や コ ン コ ー ス が新装 な っ た 翌1996年 1 月 17 日 で あ っ
た 。

耐震補 強 は 、 震災復 旧 時 に 全面的 な 補強工事 を 実施済み だが、 1997年 度 ま で運輸省 の 指
示 に従い耐震強化工事 を 行 な っ た 。 鯉川 架道橋東部の ラ ー メ ン 橋台 の橋制補強 と 、 第 4 北
長狭高架橋架橋 の 落橋防止工事で、 橋脚10本 を 軍 さ 6 mmの鋼板で、巻 く こ と で補強、 落橋 防
止J土3同材 に よ る 持座拡幅 を 行 な っ た 。
〔震災関連工事 は すべて終了〕

神戸 市営地下鉄 も ト ン ネ ル 内 の コ ン ク リ ー ト 中 柱が大損壊す る と い う 被害 を 浴ぴた。 板
宿以西の損害 は 軽微 だ っ た が、 市街地間前 ト ン ネ ル9 . l km の う ち 三宮、 ヒ 沢 、 新長 田 駅 と
そ の周辺約1 . 3 kmの 中柱約3 ， 600本 の う ち 457本が損壊、 こ れ は 板宿 ~ 新神 戸 聞 の 中柱総本
数の10% を 上回 っ た の で あ る 。 復旧 は被災柱 を H 鋼 で支え る こ と で地下構造物 の安全性 を
確保 し 、 二次災害の 防 止 を 図 り な が ら 3 月 末 に は応急復旧 を 終 え 、 9 月 末 に 本復旧 さ せた 0
1997年度 は 長 田 ~ 新 長 田 駅 間 の ト ン ネ ル 中 柱33本の 鏡板巻 き を 実施 し た 。 ニ ュ ー タ ウ ン 線
の櫨谷高架 橋 の 鋼板巻 き や 、 名 谷 ・ 小寺 ・ 7慮谷の 3 架道橋 の 橋桁落下関止工事は前 年 に 実
施済み で 、 こ れ で 震災 関 連の すべ て の 工事 を 終 え た 。
〔 ポ ー ト ラ イ ナ ー の構脚 を 補強〕

神 戸新交通 も 全線が高架軌道上 を 走行 し て い る た め 、 ほ ぼ全線に渡 っ て被害 を 受け た 。
特 に 激震地の 市街地、 海岸部 に コ ン ク 1) ー ト 橋脚 の損壊や桁 の 落下 と い う 大 き な 被害 が
あ っ た 。 軌 道 は 走行路、 案内軌条、 電車娘、 誘導無椋で一体的 に構成 さ れて い る た め 、 復

第九章 @ 者f\市 イ ン フ ラ 555 



!日作 業 に は閥単位の精密 さ が要求 さ れ た の そ の 上 、 路線が市街地、 海岸、 埠 立 て 地 に跨が
り 、 被災内容 も 多様な た め 、 復旧方法 も 多岐 に 渡 る な ど難航 し た 結果、 全線 開 通 は ポ ー ト
ア イ ラ ン ド線で 7 月 3 1 日 、 六 甲 ア イ ラ ン ド線は 8 月 23 日 ま でず れ込 ん だ、の で あ る 。

耐震補強 は 、 被 災 を 大 き く 受 け た構造物 は 震 災復 旧 時 に 工事済み だが、 被 災が軽い も の
と し て 、 1997年度 に ボ ー ト ア イ ラ ン ド糠で神戸 市建設局所管の コ ン ク リ ー ト 橋脚 の補強 と
落橋防止工事 を お基実施 し た c 神戸市港湾整備局所管分の 7 基は 1998年度 に 実 施す る 計画
でい る 。 六 甲 ラ イ ナ ー の補強工事 は 金属性支柱の た め 、 検討 を 続 け て い る c
〔摩耶 ケ ー ブルは再建の メ ド立た ず〕

六 甲 ケ ー ブル は 震災で落 下 し 、 軌道 に の し か か っ た重量約 3 t の 2 備 を 撤去 し た あ
と 、 7 月 21 日 、 安全対策 を 施 し て 再開 し た 。 し か し 、 駅舎が崩壊す る な ど大 き な 被害 を 受
け た 摩耶 ケ ー ブル は 、 震災前か ら 赤字 を 続 け て い た こ と も あ っ て 、 修復 工事 は 見送 ら れ た 。
3 日 を 迎 え た1997年度 も 、 景気の低迷 な ど も あ り 、 再開の見通 し は 立 っ て い な \' ) 0

3 . 港湾
世界 に 誇 る 神戸港 だが、 震災直後 は 壊滅状態 だ っ た 。 239 の パ ー ス の大部分が被災 し た

た め 、 岸壁 は傾 き 、 沈み、 物揚場、 上屋、 野積場、 荷役機械、 倉庫… すべ て に 被害が出 た 。
震災直後 に使用可能 な パ ー ス は公共、 私設合 わ せ て 14パー ス し か な か っ た 。 マ ヒ し た 陸 上
交通 に代 わ る 緊急物資 の 海上輪送が検討 さ れ、 応急、復旧作業で利 用 可能 な パ ー ス を 増 や す
作業が続け ら れた 結果、 3 日 後 に 六 甲 ア イ ラ ン ド 、 摩耶、 新港、 兵庫突堤の 9 パー ス が受
け入れパー ス に 指定 さ れた 。 港内 に は 地震前夜か ら 21隻が停泊 し て い た が、 地 震 は 底 か ら
突 き 上 げ る よ う な 衝 撃 を 与 え 岸壁係留 船 に 凄 ま じ い 揺 れ を 感 じ さ せ た が、 船舶 は 無 傷 で、
あ っ た 。 船 は 津波 さ え な け れ ば地震 に 強 い と い う 常識 は 、 今回 の地震が改め て 証明 し た 。

復 旧 工事 は 1995年 2 月 に 入 る と 本格化 し 、 コ ン テ ナ 、 フ ェ リ ー パ ー ス の工事が優先的 に
進め ら れ た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル で は 、 基礎工事 に続い て ガ ン ト リ ー ク
レ ー ン の撤去、 レ ー ル の再敷設、 ク レ ー ン の再設置 と 急 ピ ッ チ で は か ど り 、 5 月 l 目 、 C
- 4 パー ス に 第 l 船の 「マ ー ス ク ・ パ ン ク ー パ ー 」 号が入港 し た 。 港巡 り の 観光船の発着
場所で神戸 の シ ン ボル で も あ っ た 中 突堤 も 、 3 月 20 日 に オ ー プ ン O 港巡 り の神戸観光汽船
は 、 震災後、 所有 し て い る 2 隻 の 観光船 を 陸 の孤島 と な っ た ポ ー ト ア イ ラ ン ド 、 六 甲 ア イ
ラ ン ド と 市街地 を 結ぶ ‘ 足 ' に提供 し て い た が、 21 B か ら 本業 の 港巡 り に 毘 っ た 。

耐震化 と 同 時 に 改造 も 進 め た神戸港 は 、 1997年 3 月 26 日 、 震 災 か ら 804 日 ぶ り に 毎 旧
成記念竣工式 を 開 く ま で に 漕 ぎ着 け た 。 復 旧 工事の総事業費 は 5 ， 707億円 、 作業員 延べ263
万人。 使用 コ ン ク リ ー ト 量146万m3 は神戸港の港湾工事の 15年分で あ っ た。

3 年 目 を 迎 え た 1997年度 も 、 神戸港の震災の傷跡の整備 は 着 々 と 進ん だ 。 ま ず、 摩耶埠
頭 の 第 1 � 第 3 突堤 間 の 約18 . 5 ha を 、 市 内 の公共土木工事か ら の 発生土砂 を 利用 し て埋.
め立 て 、 全体面積83 ha の 近代 的 な 埠頭 に 再整備す る 計画 は 、 1997年 4 月 に埋め 立 て が完 了 、
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(表 9 ) 神戸港船舶入港数年次概婆
品一白山一一白川町}一寸一一一一一→ー一一一一一一一一 品川町

外 航 船 ，;t

ι …  
1 988if i 88 ， 854 260 ， 90 1  

1 989年 89， 628 270 ， 586 

1 990年 92 ，639 288 ， 352 

i iM 91 ， 676 302 ‘ 5 1 0  

1 992年 83 ， 55 1  296 々 806

1 993年 83 ， 359 302守403

1994#長 87 ‘ 708 303，439 

1 9 9 5 年 70， 184 1 73 ， 264 

1 99 6 年 8 1 ， 663 273 ， 924 

1 99 7 年 8 2 守 698 290 ， 1 3 5  

1 0 ， 604 

1 1 ， 073 

1 1 ， 392 

1 1 ， 071  

1 0 ， 935 

1 0 司 自36

フ ル コ ン テ ナ骨ü

数 総 ト ン 数
89 ‘ 178 

1 53 ， 274 '! ， 094 96 ， 683 

1 62 ， 043 4 ， 382 105 ， l fí2 

1 67 ， ，135 4 . 497 109 自03

1 6;' 、 702 4 . 4 1 2  109 ， 632 

166 ， 577 1 ， 336 1 10 匂 8 1 8

164 ， 846 U53 lì 2 ， 537 

2 匂 856 62 ， 1治7

4 ， 470 104 ， 219  

4 ， 602 109 ，  

隻 数
78 ， 457 

79 、 024

81 ， '166 

80 ， 284 

72 A80 

72 . 424 

76 ， 872 

6 3 . 3 5 1  

72 、 783

( tri立 : 1主 H<<t ト ン )
内 航 車; 十

総 ト ン 数
1 1 3 ， 580 

1 1 7 ， 3 1 3  

1 26 ， 309 

1 35 、 076

L礼 、 1 05

135、 826

1 38 ， :'92 

76 ， 724 

1 29 ， 679 

1 40 ， 20。

:3:0刈o i 94 ， 6 1 6  

3[) 、 392 98 ， 1 13 

35 ， 06 1  102 ， 6!)3 

35 、 089 109 ， 103 

35 ‘ 147  1 1 1 ‘ 129 

35 町 840 1 1 6 ， 5 8 1  

35 ， 806 117 向 。:lO

32 ‘ 433 109 . 967 

33 ， 436 I 1 1 9 ， 5 16 

( 1 神 F i ì巷大観1997J )

t阜顕背後 に は 食品 を 中心 と し た流通産業の 進 出 が進 ん だ 。 新港埠頭 で は 、 第 5 � 第 8 突堤
ま で の約34 . 5 ha を 新港東埠頭 と 名 称 も 改 め 、 約80 ha の近代 的 な 埠頭 に衣 替 え す る た め の
埋 め 立 て再整備工事が進 ん だ。 1 1 月 に は 第 5 � 第 6 突堤 聞 が完成 、 順次、 工事が進 め ら れ
た が、 1999年 に 開通予定の港島 ト ン ネ ル に よ り 、 さ ら に発展が期待 さ れて い る O ま た 、 兵
庫埠頭は青果物専用埠頭 と し て の機能拡充 を 図 り 、 埋 め 立 て を 続け て い た 第 l � 第 2 突堤
間 約 7 . 4 ha が10月 に完成、 将来 は 83 ha の 近代 的埠頭 と し て 生 ま れ変 わ る 予定。 ま た 「、海
と 船 に 親 し め る 都心 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト の創造」 を 基本テ ー マ に し た新港第 l 突堤~ ハ ー
パ ー ラ ン ド ま での再開発計画 も 進展 し た 。 ハ ー パー ラ ン ド ~ 中 突堤 は 、 人 に 優 し い施設 に
配慮 し た 中 突 堤 中央 タ ー ミ ナ ル や緑地が、 1998年 3 月 に オ ー プ ン 。 2000年 に は市民、 観光
客 向 け の 設備 も 整 う 計画 でい る O

1995年 に改訂 さ れ た神戸港長期計画 に の っ と っ た将来計画 も 進 ん だ。 21世紀の新 し い拠
点 と な る 六 甲 ア イ ラ ン ド南計画 は 、 船舶 の大型化、 多様化 に備 え た 人工島計闘。 六 甲 ア イ
ラ ン ド 沖 の333 ha を埋め 立 て 、 水深16 m の大水深高規格 コ ン テ ナパ ー ス 4 つ を 初 め 、 テ ク
ノ ス ー パ ー ラ イ ナ ー な ど超高速貨物船 に も 対応出 来 る 多 呂 的パ ー ス 2 パー ス な ど を 持 ち 、
完成後は神戸港の最新鋭拠点 に な る o 1997年度 は本格的堤め 立 て 工事 を 進め る 一方、 廃棄
物埋め 立 て 護岸 の整備 に着手 し た 。 ま た 、 市街地復興の先導的 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 神戸東
部新都心計画 は 、 生産機能 の 遊休イヒが進 ん で い る 臨 海部75 ha を 整備 し 、 復興住宅、 学校、
世界保健機構神戸 セ ン タ ー な ど を 建設す る も の O 臨界部 に 造 ら れ る ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 空
間 は 、 緊急時の物資輸送、 避難用 ス ペ ー ス な ど防災拠点 の役割 も 果 た す た め 、 オ ー プ ン ス
ペ ー ス と し て の水際緑地、 ハ ー パー ウ オ ー ク な どが設け ら れ る o 1997年度 に 水際広場、 物
揚場、 ハ ー パー ウ オ ー ク の 整備が行 な わ れ た が、 1998年 3 月 に は衛開 き カf行 な わ れ、 臨 海
部の水捺広場、 臨港道路の一部 の供用 が始 ま っ た 。
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!ixj J:l ì 六 甲 ア イ ラ ン ド 南完成図

( 'PORT ()ド KOBEJ ì 

施 の抱 I fl と fT わせて 、 ユ ー ザ い に 使 い 易 い 港づ く り の た め の新 し い取 り 組 み も 始 ま っ
た

I 、 港湾施設イ吏fH料の減免 (1997年 5 月 か ら ) υ な どの係留施設使用 料の 時 閥 単
位 を 24時 間 か ら 12 時 間 に 、 ま た岸壁使用 料 に お け る 短時 間係智 の 時 間単位の 変克②指定作

の 優 先使 用 料 ( 通常 の 50 % 増 ) 、 一般使用 上院の 滞賃料 を そ れ ぞれ廃止③港湾 幹線道路、
摩耶大橋の 大型車通行料の 減額 (1998年 2 月 か ら )

2 、 港湾機能用 地 の賃貸料の 減額 (1997年 4 月 か ら ) と 、 再開発地 区 の 領斜減額措置 (1997
年 7 月 か ら )

3 、 入 出 港手続 き の 簡 素化 と し て 入 出 港関係書類 な どの FAX 受 け付 け の 実施 (1996年
11月 か ら ) な ど。

4 、 内 航 フ ィ ー ダ ー 船の外資 パ ー ス への 直 着 け (1998年 3 月 か ら )
ま た 、 1997年度 は 慶応 3 年 の 神戸港開港以来、 満130年 に 当 た る こ と か ら 、 神戸港 の 発

展 と 震災 か ら の 復 旧 、 復興 を 記念 し て 、 5 月 四 日 、 神 戸 国 際会議場で神戸 開港 l30年記念
式典 を 開 き 、 内外に神戸港復興宣言 を 行 な っ た 。 続 い て 20 日 ま で の 2 日 間 、 国 際港湾都市

「神戸サ ミ ッ ト 」 が開催 さ れ た 。 シ ア ト ル、 ロ ッ テ ル ダム 、 天津な ど姉妹都市 ・ 港湾 を 中
心 に 15都市 ・ 港の 首長、 専 門 家 ら 1200人が参加、 「安全 と 豊か さ ・ 快適 さ を 求め てJ を テ ー
マ に 災害 時 に お け る 輸送、 情報発信 ・ 救急医療 シ ス テ ム な どの 問題 に つ い て討議、 会議の
成 果 を 「神戸宣言」 と し て 世界 に発信 し た 。

震災で崩 壊 し た神戸 メ リ ケ ン 波止場 ( 中央 区波止場町) の 品部 を 、 傷 ん だ形そ の ま ま に
「神戸 震 災 メ モ リ ア ルパ ー ク 」 と し て保存す る 工事 も 1997年 7 月 に 完成 し た 。 震災後の メ

リ ケ ン 波止場 は 、 東側岸壁 の 一部が海 に沈み込み、 ラ ン プ も 大 き く 傾 く な ど惨憎 た る 姿で
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あ っ た 、 そ ん な 淀災の Jl\肢 の 凄 ま じ さ を 後 tH: に 残そ う と す る も の で 、 延長約60m 、 相1 5 m
の い' !llj を 、 運輸省 第 3 港湾建設同 と 神 r1iが阪神 ・ 淡路 大震災従興法全の 助 成 を 交 け総工
費 2 信、5 ‘ 000 汀 fIJ を Jf卜 け て 幣備 し て い た 〉 海底 に 鋼 の 板 を 打 ち 込み 、 吃を と の Ifl] に は コ
ン ク 1) ー ト を 流 L .込 ん で 暁 を 同定す る な どで保存 し た l'保存」 「複輿」 の 之 つ の ゾー ン
で構成 さ れ、 r f!tH子 ゾ… ン 」 は 、 t l に 見 え る 形で伐 さ れ た 崩 壊跡 を 海‘上 回 廊 を [rl]遊 し な が
ら 見学 出 来 る c ま た 「担興 ゾー ン J は 、 震災が ら え た 影響の大 き さ を 映像 や び 11 を 使 っ て
七: え 、 震災fl二? に港 が 来 た し た役訓 や 、 j荏の抱IH . f主興の も 紹介 し て い る 。

ト ピ ッ ク ス

「緊急時に は船 を 復旧救援活動の拠点 にJ

船 は 、 そ れ 自 体、 人や物 を j室ぶill nで あ る ど

け で な く 乗組員 の生活の場ーで も あ る / 新いj に は 、

電気、 水、 食料、 ト イ レ 、 冷暖炉J - むffJ5 . 宿泊

設備 と い っ た生活に必安 な すべ て の も の が繋 っ

て い る 。 こ れ ら 自 己完結的小社会の機能 を 利 用

す る こ と に よ り 、 緊急時 に は そ の ま ま 被災者の

一時避難所 と し て の 活用 が可能で あ る 。 ま た 、

被災者への 食事 、 給水、 風 呂 、 ト イ レ な

と 健康維持の た め の設備供用 が 可能 で あ り 、 被

災者だ け で な く 復 旧 支援要員 の宿泊所 と し て の

利 用 や 、 医療設備 の 整 っ た船では 医療救急活動

の拠点 と し て の 活用 も 考 え ら れ る 。

船の本来的機能 は 、 人や物 を A度 に 火量 に運

zt 災 のl';;j跡 を 段 tlf に 1!、 え る 神戸 災
メ モ リ ア ル ノト ー ク

け11 1 ] i ;Jlihi明j 桜8 777t 手 1， \

べ る 輸送機能 に あ る 、 j毎;;::線沿い に ふH是 人 民 や

を 燃 え!訟 に j去 り 込 む j毎 L輸送 ル ー ト の

干IJ ffHよ 、 !年 1 '，交通 に 代 わ る も う 本 の 海 の 幹紋

道路の 活Hl と I i っ て も よ い。 海 上 ル ー ト Lí道路

の マ ヒ や混乱に左右 さ れ る こ と は な い 。 船舶輸

送 は 、 一般に は大型船に よ る 大量 ・ 低速 ・ 低頻

度輸送が主であ る が、 近 年 で は高速船、 超 高 速

船 に よ る 少景 ・ 高速 ・ 高頻度輸送が活発化 し 、

特 に 大阪湾で は 関 西 国際空港 の 開 港 と と も に 、

海上は高速化時代 に 入 っ て い る 。 現在、 大阪湾

に は 速 力 30 ノ ッ ト の 高 速 艇 と 速 力 45 ノ ッ ト の

ジ ェ ッ ト フ オ イ ルが就航 し て い る 。 こ の航行速

度 を 利 用 す る と 、 大 阪 一 神 戸 演 は30分か ら 45分
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で結ぶ こ と が出 来 る ぷ 緊急時 に は 、 こ の よ う な 海事衛足通1，\ や マ リ ネ y ト を 利 IfJ L

i高速船の迅速な輸送機能 を 治 用 す る こ と に よ り 、 F A X 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ の 受 信 な ど幾 通 り も の

近 隣都市の 医療機関 への救急患お の搬送やマ ヒ 情 報収 集 ・ 発信機能 を 備 え て い る ハ 船舶 は 特 に

し た 陸 上交通 に代 わ る 被 災主?の移動 の fi と し て 緊fJ、特 に i主 要 と な る 情禄収集 - 発1rl能 力 を 失 う

の 利 用 が 可能 に な る 。 こ と がな い こ と か ら 、 指令 rJ:Ji恨の代替施設 と し

骨itが有す る も う つ の特 往生 は 、 途絶 し な い通 て の 治 則 も 期 待 出 米 る o ( '大災 (jL に 宇ぶ」 土 木

信機能 を 備 え て い る こ と で あ る O 船舶 は通常の d手会関西支部)

設備 と し て �fJ 際 VHF、 無 線 に よ る 船舶 電 話、

4 . 空港
阪神 ・ 淡路大震災発生段、 神戸空港 は 震 災抱興の 大 き な テ ー マ の A つ に な っ た 。
新空港 は ボ ー ト ア イ ラ ン ド約 3 km沖 の 海耐 を 理 め 在 て 、 272 ha の i二地 を 造成 し 、 そ こ に

幅60 m 、 長 さ 2 ， 500 m 滑走路、 誘導路、 旅客 タ ー ミ ナ ル 、 駐機場 な ど を 建設す る も の 。 こ
の空港 は 地方公共仔!体が設黄 ・ 管理す る 第 3 種空港で、 総事業費 は3 ， 14 0億 円 。 国 費 の 補
助が250億 円 あ る c 関 西 国 際空港、 伊丹空港の 2 つ の 空港があ る の に 、 な ぜ も う 一 つ 空港
が必要 な の か と い う 疑問 に つ い て 、 神戸市 は 以 下 の よ う に説明 し て い る 。

(1Y114) 神戸空港完成予想図

( 'PORT OF KOBEJ)  

① 日 本の 国 内航空需 要 は 首都 圏 、 関 西 圏 の 2 大都市圏 に 集 中 し て お り 、 今後 も 増加が予
想 さ れ る の に 受 け 入 れ る 2 大都市 圏 の 空港整備 は 遅 れ て い る ②関 西 酉 は 約2 ， 000万 人 の 人
口 と 、 カ ナ ダ 1 出 に 匹敵す る 経済規模 を 持 っ て い る の に 、 人 口 100万人 当 た り の 滑走路の
長 さ 比較 で は 世界 の 大都市聞 に 著 し く 遅 れて い る ③神戸都市圏 か ら 国 内航空 を 利用 す る 場
合、 関 西空港 は ア ク セ ス の 時 間 ・ 費 用 で 、 伊丹空港 は便数の制約 な どで 、 利 用 者 の利便性
が確保 さ れて い な い④増大す る 関西 圏 の 国 内 航空需要 に 対 し 、 国際ハ ブ空港の 関西国際空
港、 国 内 の 基幹空港 と し て の伊丹空港 と と も に 、 神戸都市圏 の 航空需要 を ま か な う 都心型
空港 と し て の神戸空港の 3 空港が連携 し て対応 し て い く こ と が期待 さ れ て い る O
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1995年作成の 「材lj:î'i有復興計画」 で、 神戸空港 は 中 長期 的 な 街づ く り の視 点 か ら 、 今後
の 復興 を 支 え る 基幹的 な プロ ジ ェ ク ト と し て位置付 け ら れた 。 計画i の 中 で は 、 都市の 総合
的 な 防災機能 を 高 め る 安全都市づ く り を 進め る と し て い る が、 神戸空港 は 空 の 防災拠点の
1 っ と し て の役割 を 担 う O ま た 、 空港は活力 あ る 神戸経済 を つ く る 上 の 重 要 な 都市基盤 に
な り 、 フ ァ ッ シ ョ ン 、 観光 ・ レ ジ ャ ー な どの 都市型産業の振興が促進 さ れ、 新 し い 雇 用 の
機 会 も 生 ま れ、 神 戸 空港建設 に よ る 経済効果 は神戸都市 圏 で5 ， 900億 円 の 所得増加及 び 3
万7 ， 200人の雇用増加が見込 ま れ る ー と 述べ て い る O

(表10) 神戸空港 に よ る 経済効果 (201 0年)

点者1$都 rtî間
合 員十

人1 1治力1I数 (人)

44 ， 100 
(28 . 200) 

4 、 000

1 ， 000 

49 ， 100 

尾長月i1替加l数

:37 、 200
(22 ， 500) 

9 、 500

， 200 7 一一一一一一一一一一一一...J
( ，神戸然港計阪の概安J)

神戸空港は2005年度 開 港 で 、 旅客需要見込み は 開港当初年 間340万人、 2010年度 に は420
万 人 に 達す る と 神戸市 は予想 し て い る O 建設 に 向 け て 、 市民の理解 を 得 る た め 一層 の 取 り
組みが求め ら れる 中 、 神戸空港の必要性 に つ い て は様々 な 意見が出 さ れ、 や がて 「空港建
設 の 是非 を 問 う 住民投票条例」 の 制定 を 求 め る 署名活動が展 開 さ れ る よ う に な る の で あ る O
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「土木資料」 神戸市建設局土木部資料 1997年
「平成 9 事業年度事業の概要」 阪神高速道路公団 1997年 4 月
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「大震 災 に 学ぶ 阪神 ・ 淡路大震災調査研究委員会報告書 」 土木学会関西支部 1998年 6 月
「阪急ニ ュ ー ス リ リ ー ス 」 阪急 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 1998年 7 月
「阪神 ニ ュ ー ス J 阪神電鉄 1998年 1 月
「社内報 さ ん よ う 」 山 陽電鉄 1997年10月
「地震対策姿項 ・ 同細則」 問
「最近10年の歩み」 神戸電鉄 1 998年 5 月

神戸高速鉄道資料 1 998年
神戸 市営地7、 鉄資料 1 998年
神戸新交通資料 1998年

「平成 9 年度事業概主主」 神戸市港湾整備局 1998年
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「神戸港大観」 平成 9 年港湾統計 同
「神戸港復興記録」 同 同
「神戸空港計画の概要」 神戸市 同

朝 日 、 毎 日 、 読売、 産経、 日 本経済、 神戸新聞
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i ιι倍前 ン ブ ラ
1 . 電話

地震が阪神 間 を 襲 っ た 瞬 間 、 NTT が神戸地域 に持つ 144万 回線のがJ 20% 、 28万5 ， 000 間
線が故障 し 、 電話 は 不通 に な っ た 。 NTT 以外の通信 を 加 え る と 、 約30万 の 加入 電話が通
信不能や ダ イ ヤ ル を 回 し で も 繋が ら な い状態 に な っ た の で あ る 1 9)J 回 線 の 加 入者系通信
ケ ー ブル に も 被 があ り 、 電話 ・ 通信 な ど箭報伝達 シ ス テ ム は大混乱 に 揃 っ た c

地反 は交換機 に は長H忽 を ljA え な か っ た か ら 、 故障 の 大 平 は 商m 源の停 iト と パ ッ ク ア ッ
プ屯ìJ;;1 の被宍が際 問 で あ っ た 。 持i戸 市 の場合、 加 入系交換機機能の ダ ウ ン が こ た え た 。 交
換機 に は停電時 な ど に 白 動 的 に作用 す る パ ッ ク ア ッ プ電源が設[Iiを さ れ て い る が、 {宇屯 に よ
り 弔源が不足 し た の で あ る 。 NTT で は くで間 各地か ら 移動電源 車 を Il\ 動 さ せ る な ど し て 、
翌 18 日 午前 r�l ま で に 故障 を [ilJ 保 し たが、 問題は震災琵生[1\長か ら 被災地 の 安汗 を 気遣 い 、
日 本 中 か ら 殺到 し た膨大 な の通話で、 あ っ た 。 震災ペ Fl は 、 通常 ピ ー ク 時 の 50倍、 シち，�18 日
も 20倍の 電話が集 中 、 繋が ら な い た め繰 り 返 し 竜i誌 を か け る な どで 「軒轄」 が助長 さ れ、
加速定 的 に 不通信所 を 増 や し て行 っ た 。 NTT は 、 午 前 中 に大阪、 次 い で全国 的 に í07J í06J 
で始 ま る 市外局番への通話規制措置 を 取 っ た 。 防災機 関 の 緊急篭訴 と 公衆電話 か ら の通話
を 優先 さ せ る と と も に 、 疎通 を 円 満 に す る た め で あ る 。 通 話 の 混 乱 は 3 日 間 ほ ど続 き 、
NTT で は兵庫県への 出 入 り 凹糠の5 ， 000回線緊急増設、 特 設公衆電話2 ， 900台 ( フ ァ ク ス 350
台 を 含む) の被災地内配置 な ど、 緊急電話の確保 に努め た 。 そ し て l 週 間以 内 に ケ ー ブル 、
5 1 き 込み線、 電柱 な ど の 資材 を 現地 に 運 ん だ。 寸断 さ れ た 道路の 渋滞で物資の 輸送 は 困 難
を極め た が、 ヘ リ コ ブ タ ー や 海底 ケ ー ブル敷設船 な ど海: ・ 宅 ま で動員 し 、 総力 を 結集 し て
復 !日 に 当 た っ た 。 そ し て 家医の倒壊 な どで復 旧 の 見込み の 立 た な い問所 を 除 き 、 ロ ー ラ 一
作戦で 1 月 末 ま で に サ ー ピ ス 同様 を 希望 す る 約10万四椋の謀!日 を 完 了 し た。

NTT は多様 な 災害 を 経験 し た 中 で着 実 に 対策 に 取 り 組ん で き た 。 し か し 、 こ の震災で は 、
かつ て な い経験を 味 わ う 。 雲仙 ・ 普賢岳の爆発や奥尻島地震で も 親、 兄弟、 親戚、 友人、
知 人 な どへの安否確認、 見舞い に よ る 電話輯帳 は発生 し た 。 し か し 、 従来の 自 然災害 に よ
る 電話輯鞍は地方都市で発生 し た も の で、 今回 は 阪神 間 と い う 巨大な 都市群が被災 し た だ
け に 、 過去 に 例 を 克 な い轄鞍が発生 し た の で あ る O 全国 か ら 神戸向 け 回線の 大幅 な 設備増
設 を 行 な っ た が、 通話量 は は る か に上 回 り 、 多量の受話器外 し 、 一部の救急機 関 な どへ の
電話集 中 が、 さ ら に 輯較 を 増加 さ せ た 。 普通、 転鞍 は 日 時の経過 と と も に お さ ま る の だ が、
神戸地域への 霜鞍が解消 し た の は 、 1 月 22 日 以降 と な っ た 。

ま た発生が早朝 で あ っ た こ と 、 道路マ ヒ に よ る 現地調査の 困 難 な どで初期段階での被災
状況の把握 に 手 間 取 っ た こ と が、 災害復 旧 の 立 ち 上が り に 大 き な 影響 を 与 え た と 見 ら れて
い る 。 そ し て 、 震 災当 日 、 人々 は '情報連絡 を 行 う た め の 、 電話 を 筆頭 に す る 情報通信手段
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( j';<1l5  i 通信設備の被災概要

(被災 8 3t広 : 神戸、 神戸西、 西宮、 尼崎、 明石、 洲本、 加古川 、 豊中)

( NTT ;iH↓j 

がい か に 大切 か と い う こ と を 、 骨 身 に 染み て 感 じ た の で あ る 。
今回 の 震 災 で は 、 様 々 な教，i)11 を 持 た が、 そ の … A つ は 子構電源装置 の耐震対 策 の 強化 な ど

与種防災対 策 の 強化、 も う A つ は 防 災性 の お い 通信 ネ ッ ト ワ ー ク の構築、 そ し て大問題 と
な っ た 幅 轄 の 解 消 で あ る 。 NTT で は全干1: tl'0 に 強 い通信サ ー ピ ス を 実現す る た め 、 社 内 に
{ 大都 市激甚対策委員 会」 を 設置 し 、 施策の検討 を 行 な っ た結果、 車高鞍緩和 の た め の対策

と し て 「災害用伝 バ ダ イ ヤ ル」 を提供す る こ と に し た 。 令 附50 ヵ 所の拠点事業所 に全国 ど
こ か ら の伝 i i で も 録音 出 来 る 音声蓄桔長 読 を 配置、 メ ッ セ ー ジ は30秒 間 だ か ら 、 被災地の
安否 な ど 緊急不可欠 な 情報の伝言蓄積や呼び出 し が可能 な シ ス テ ム で、 1998年3月 末か ら
サ ー ビ ス を 始 め た 。 こ の シ ス テ ム の 方式 は 、 電話機 か ら 番号 '171J を ダ イ ヤ ル 、 そ れ に
続い て ガ イ ダ ン ス に 従 い 、 処理識別 コ ー ド 「録音 1 J '再生 2 J と 、 安 否 な ど連絡 を
取 り た い 人 の 電話番 号か、 被災地での 白 分 自 身 の電話番 り を 市外!斗昏 か ら 入力 す る と 、 全
国 に 分散 さ れ た セ ン タ ー に 自 動 的 に接続 さ れ、 伝言の登録 と 再生が出 来 る 仕組 みc セ ン タ ー
の 容量 は 、 大都市で の 災害 を 想定 し て約800万 メ ッ セ ー ジ が丘録 可 誌 で あ る 。 ま た ノ? 刊 の
よ う な 広 域大災害時 に は 、 特設公衆電話 だ け で な く 既設の公衆電話の停定時無料化 も 実施
す る こ と に し た 。 被災地の復興 に 当 た っ て は 、 21世紀 を 先取 り し た 都市づ く り に役 立つ情
報 ネ ッ ト ワ ー ク の構築 に 向 け 、 阪神復興対策室 と i衷神権興臨時建設 事務所 を 設 江 し 、 次の
3 点 を推進す る こ と に な っ た 。

① 「マ ル チ メ デ ィ ア 時代 に 望 ん だ ア ク セ ス 鰐 の 光化」
② 「 災害 に 強い通信 ネ ッ ト ワ ー ク を 目 指 し た 地下イと」
③ 「通信 セ ン タ ー の 分散化」 で あ る 。

「光化」 は 、 光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル は従来の メ タ ル 回 線 よ り 通信量が大 き く 、 信頼性 も
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い上、 ケ ー ブル が切 れ て も IT1J 殺 を 自 動的 に切 り 評 え る な ど、 今 回 の 地震の よ う な ケ ー ス
に も 十分対応出 来 る こ と か ら 、 新規 に敷設す る 回 線 は 、 すべて こ の 万式 に す る 準備 を 進め
て い る 。 エ リ ア を ピ ジ ネ ス 、 {主主の 2 つ に 分 け 、 ビ ジ ネ ス エ リ ア に は ケ ー ブ ル の .Jjが切
断 さ れ て も 通信途絶が回 避 で き る 光 ケ ー ブル ル ー プ網 を 構築 し 、 住 宅エ リ ア に は メ タ ル
ケ ー ブ ル並 み の 低 コ ス ト で光化が可 能 な 「新光 ア ク セ ス シ ス テ ム ( 通称; シ ス テ ム り を
導入 し た 。 こ れ は 、 NTT か ら 利用 者の 近 く の 電柱、 小規模 な 集合住宅 の 屋 内 な ど に 設 註
し た光 自 線終端装;置 の 間 の l 本の 光 フ ァ イ パ ー を 綾数の利用 者が共用 す る シ ス テ ム 。 神戸
支庖 は全国 に 先駆 け 、 こ の新 シ ス テ ム を 1997年 3 月 四 日 か ら 被災地の神μ市長 同 区鷹取東
第一地区 に導入、 運用 を 始 め た り
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地下化 は 、 今 回 の 震災で架担 と 地下問 ケ ー ブル の被災状況 を 比較す る と 、 30対 1 の割合
で地下 ケ ー ブル の被害が少 な く 、 地 下化 は 災害時の通信 回 線途絶回避 に も っ と も 有効 で あ
る こ と が分 か つ た か ら だc ま た液状化地域の被害状況か ら 幹報系 に は 二重管構造の 中 口径
管路 を ベ ー ス に し た 設備づ く り を 進 め 、 基幹設備 は幹線 ・ 支線 ・ 配線 各 ル ー ト の 3 層 に 分
け て 整備 を 行 な う と と も に 、 行政が復興計画 と し て進め る 配線の地下化 に も 、 積極的 に 参
画 し て き た が、 1997年度末で90%以上の着工が完了 し て い る 。

(罰17) 神戸に 呂 本 で初め て導入 さ れ た新光ア ク セ ス シ ス テ ム ( π シ ス テ ム )

配線点
( き 線点)

⑦N竹

光殴線 | 工事 i 
終端装霞 i 区間 | 

(NTT資料)

通信 セ ン タ ー の分散化 は 、 大規模災害時の 駆 け付 け措寵の迅速化 と 通信設備の{言頼性 を
高め る た め に 計画 さ れた も の で、 大都市 (神戸市) エ リ ア で現在日 の ビ、 ル に 収容 し て い る
交換機 を 2 つ の 通信 セ ン タ ー に 集約 し 分散収容す る 。 現在、 2 ユ ニ ッ ト の交換機があ る 場

( IZJ 1 8) 通信 セ ン タ ー の 分散化

通信セ ン ヲ ーA
(新ピ ル予定)
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合、 i ユ ニ ッ ト は A セ ン タ 一 、 残 り は 日 セ ン タ ー に分散l設置 し 、 災害 に よ り A セ ン タ ー が
異常 を 来 し で も 、 B セ ン タ ー の 残 り 、f.分 は 助 か る 。 そ し て 設置 さ れ て い る 予備交換機 を 使
い 、 警察、 消 防 な ど重要加入者の 通信や公衆屯i話 の [il]線 を 錐保す る な ど、 相互 に パ ッ ク ア ッ
プ機能 を 持た せ 、 信頼性の 向上 を 図 る こ と と し た c

新 し い通信 セ ン タ ー と し て 1997年10月 、 神戸 市 中 央区海岸通 に 新神戸港 ピ ル が着工 さ れ
た 。 鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 地 下 2 階 ・ 地上231滑で 、 最新鋭 の 通信設備 を 持つ ほ か ネ ッ
ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ル と 連動 さ せた 災帯対策本部機能、 通信衛 の 基地}Il) ・ ヘ リ ポ ー ト ・

非常用電 力 装 霊 な どが完備 し て お り 、 1999 年度 中 に完成が 予定 さ れて い る c

2 . ニ ュ ー メ デ ィ ア
大震災 に よ り 情報伝達手段が壊滅 し た けi \ fl 本 だ け で な く 、 世界中 に惨状 を 党信

し 続 け る f支割 り を 果た し た神戸 市 の イ ン タ ー ネ y ト の ホ ー ム ペ ー ジ は 、 3 年 目 を 迎 え て も
機 能 は そ の ま ま 継続 さ れ た 。 震 災発 徒 の 約 2 脇 田 に 世 界60 ヵ 国 か ら 殺到 し たお万件の ア
ク セ ス に比べ る と 、 1997 年度 の ア ク セ ス 数 は92}j5 ， 851件 と 落 ち 荘 き を 見せ て は い る が、
そ れで も 一 日 平均2 ， 537件 を 数 え た 。
〈現在の メ ニ ュ ー 〉

マ 神 戸 市 か ら の お 知 ら せ (週 刊 市 政 ( 関 19 ì 市長への手紙

ニ ュ ー ス 、 各種 イ ベ ン ト 情報)
マ震災資料室 (被災状況 と 復興への 取

り 組み状況)
マ神戸 の教育 (教育 の 震災復興の取 り

組み 、 教育施設の 紹 介)
マハ ロ ー kobe ( 各局情報)

な ど従来か ら あ る 項 目 に 、 1997年度
か ら 新 た に 次 の 2 項 円 が加 わ っ た 。
マ市長への手紙 (19971r: 4 月 か ら )
記者発表資料 (1998年 2 月 か ら 試
行、 4 月 よ り 本格実施)
ま た 、 復 興 関 連情報 FAX サ ー ビ ス

カ" 10月 1 日 か ら 、 ハ ロ ー ス テ ー シ ョ
ン kobe F AX サ ー ピ ス に 一本 化 さ れ、
市政情報の 性搭 を 強 く し た 。
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(表11 ) 復興関連 メ ニ ュ ー 一 覧

復

ノ関、Z 

関

L皇

'1宵

半R

710 

721 

722 

731 

732 

733 

734 

735 

740 

761 

762 

763 

[，、l 幸子

( '1' f&: 9 {n2 JJ 1 FI #1イ1二 j

賃貸1ì 七支1'iJHl i料派手 の拡充について

枚以

r D 

- 殺iFrri:;どg.従事i�釘 't判 別融資び) f!i込期限の延長 及び金利目 ! き下げについて 3 

• I主ir�.tM祉lf余 (車 む1'( } t \ 例 代付について 4 

- 住宅11))成みも 12 (J'F)家修t近 代lIil賃貸住℃ 住宅 再建助成) について :3 

- F1j齢{; [ílJけ不動産処分別特別級交について 4 

まちづくり情 銀

主将 念について

- 第 l 次 ・ 2 次義媛金等の交付

- 平成 9 年度における市税の取扱い方針 について

各種相談窓、円
市外避難者の悩みこ、と霞"討1談」 の実施について
市外に避難されている神戸市民の皆さんへ

(広報紙の市外郵送サーピス)

広報こうべ ( 区民広報紙は6 1 0�690若干)
780 ・ 1 月 1 日 号 新年あいさつ、 震 災 3 周年行事、 健燦ライフプラザ、

橋部通記念通行券ほか

790 

791 

広報こうべ特別号一 (池民 災害対策広報) 「υ 
25 日 号 (第51ぢ ) 被災中 高年恒久住宅 自 丘 支援制度創設ほか
1 6 t:I 号 (第52号 ) … 定期借地権活用ほか 2 

2 

(神戸 市広報課資半 ト)
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ま た 、 阪神大震災 を 教訓 に 、 災害の発生や発生す る 恐れがあ る 場合、 あ ら か じ め設置 し
た ス ピ ー カ ー な どで市民へ緊急情報 を 一斉放送す る 「防災行 政無線同報系」 の 運用 を 1997
年 6 月 か ら 始 め た 。 須磨離宮公 固 な ど市内の広域避難場所 や 海岸部 な ど に屋外ス ピ ー カ ー
を 設置す る ほ か、 土砂災害が予想 さ れ る 山 麓部付近のイ士氏や 防災関係者 に ラ ジ オ 型受信機
を 配布 、 市民への 緊急連絡 を 迅速 、 的確 に す る と と も に 、 初動体制 を 強化す る O こ の シ ス
テ ム を 整備す る の は 政令指定都 市 で は 6 番 目 に な る 。

市役所内 に 設 け ら れた 「防災情報セ ン タ -J か ら 流 さ れ る 内容 は 、 避難勧告 な どの避難
情報、 津波の恐れ を 告げる 津波情報、 火災の延焼や ガス 漏れ な ど の 緊急情報、 震災発生後
の 人心安定の た め の安心情報 な どの 9 つ O 市 内 の 広 域避難場所や海岸部 な ど23 ヵ 所 に 屋外
ス ピ ー カ ー (子局 ) を 設置、 半径200 m の 範 囲 に情報 を 流す。 ラ ジ オ 型 の戸 別 受信機 は 当

(表12) 防災 行政無線 (間報系) 拡声子局設言霊場所一覧
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面 は sootì で 、 六 甲 山 麓部の一部住民や 海岸部の 集客施設の ほ か、 消 防 問 、 防災福祉 コ ミ ュ
ニ テ ィ な ど 自 主訪災関係者、 防災関係職員 の 日 宅 な ど に 置かれ、 災害時 に は 親局 か ら 直接
受信で き る の で電話回線 を 使 っ た現在の 自 動通報 に比べ、 連絡時 間 が大幅 に 短縮 で き る と
し て い る O な お 、 「防災行政無線[ti1 報系J の 整 備 は 1998年度 ま で続 け ら れ、 最終的 に は犀
外ス ピ ャ カ ー 50 ヵ 所 、 } i別受信機2 . 100台 に 増 設 さ れ る 。 総事業費 は 4 1:室、1 ， 500万円 。

3 . 放送
N H K  

1996年 1 月 17 日 午 前 5 時1 6 分。 神 r Î市 中 央[ζ に あ る NHK 神戸欣送局 3 階 の 放 送 部 に
セ ッ ト さ れ た ス キ ッ プパ ッ ク レ コ ー ダ ー が、 そ の 瞬 間 を 鮮明 に 記録 し て い た 。 ワ ッ サ ワ ッ
サ と 揺れ る 掲示板や照 明器具、 崩 れ る よ う に倒 れ る 書庫 、 舞い 上がる 書類 、 よ ろ め く よ う
に 歩 く 局 員 … 。

編集機 は 倒 れ 、 配線 は切 断 さ れ、 足の踏み場 も な い局 内 に 出勤 し た 局 員 が、 悪戦背 闘 の
末 、 大阪放送局 に そ の 映像 を 送 っ た の は発生か ら 1 時 間 後 だ、 っ た の で あ る 。 そ し て マ グ ニ
チ ュ ー ド 7 . 2 の 凄 ま じ い 威力 を 燕 言で伝 え る 映像 は 、 間 も な く 全世界 に 流 れ た 。 そ の 後 は
自 家発電で対応、 し な が ら 、 総合テ レ ビ、 衛星第 2 、 ラ ジ オ 第 I の 3 波 で連続26ß寺 院 を 超 え
る 報道 を 中心 に 、 l ヵ 月 間 で273時 開 の全 国放送、 81 時 間 の近畿 ブ ロ ッ ク 放送 が繰 り 広 げ
ら れた 。

間舎 も 大損傷 を 受 け、 会舘の柱40本の う ち 2 階部分の約10本が損傷 し 、 危険の判定が出
さ れた 。 5 月 に ]R 神戸駅前 の HDC (ハ ウ ジ ン グ ・ デザ イ ン ・ セ ン タ ー ) 神 戸 ピ ル に 放送
局機能 を 移転す る ま で、 近 く の小学校用 地 の 仮設 ス タ ジ オ か ら 放送 を 続 け た 。 震災関連の
ニ ュ ー ス ・ 番組制作 は神戸放送局 に と っ て は最優先課題で、 歳月 の経過 と と も に忘 れ ら れ
がち に な る 被災者の現状、 被害の検証 と 防災、 復興 を テ ー マ に 「ニ ュ ー ス パ ー ク 関西J r お
は よ う 関西」 の ほ か、 全国発信 を 目 指 し て ニ ュ ー ス の取材 ・ 制作 に 寂 り 組ん だ。 3 年 目 を
迎 え た 近 畿 ブ ロ ッ ク 放送 「がんばろ や ! 阪神 ・ 淡路」 も 形 を 変 え て継続 し た 。

全 国放送 は 「神戸 ・ 診療所 日 誌 ~ 阪神大震災 3 年 目 の 夏J ( 5 月 、 ふ る さ と 発 ド キ ュ メ
ン ト ) r や す ら ぎ地蔵 に 祈 り を 込 め て ~ 神 戸J ( 1 月 、 新 日 本探訪) r人々 は ど う 歩 み 始 め
る の か ~ 被災者 l 万人 ア ン ケ ー ト よ り J ( l 月 、 ETV 持集) r阪神大震災遺児 た ち の 約束」

( l 月 、 明 日 へ) な ど別表の通 り だが、 い ずれの番組 も 話題 を 集 め た 。
1971 年 に 神戸 市 中 央 区 に建設 さ れ た 放送会館 は 、 今 回 の 震災で手痛い損毎 を 受 け 、 1997

年 3 月 に 建物 は撤去 さ れ、 更地 に な っ た 。 「 い つ 帰 っ て く る の で す か」 と い う 視聴 者 の 問
い に答 え て 10 月 1O� 12 B r ト ア ロ ー ド に神戸放送局 が帰 っ て 来 た ! J の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ
の も と 、 会館跡地 で 開 か れ た の が 「 よ み が え れ KOBE ! NHK 神戸ふ れ あ い パ ー ク J で あ る O
!可 じ 日 程で 関 か れ た [KOBE ]AZZ STREET 97 J に 出 演 中 の 田 辺信男 、 原 田靖 な ど一流 プ
レ ー ヤ ー が、 年 季 の 入 っ た見事な演奏 を 間 かせ れ ば、 中 間、 韓 国 、 高 米 な ど多彩 な 世界 の
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す楽 も 奏で ら れ、 ;打J大テ ン ト でで、 は神}ドi を テ 一 マ に し た松阿7η7}，'，に、
イV佐/左'r.H:足藤2注さ夕 禿 r会\、 i山臼 ト 悲針結f占{穂、 樋 lハj 加奈 子 ら 、 朝 の TV 小説 u・ 'f: し ゃ ん」 に 出演 ql の 人気俳 長
が 「 ト ー ク & サ イ ン 会」 で 各組 PR や撮影 の エ ピ ソ ー ド を 披露、 神戸復興 を 盛 り 上 げ、 神
戸放送局健在 を 示 し た 。

( [';(1:20) 'NHK 神戸ふ れ あ い パ ク の ポ ス タ ーJ

(NHK 神戸放jlJ，J資料 )

サ ン テ レ ビ ジ ョ ン

3 月 に は神戸 の 良 さ の再発見 を 目 的 に 、 一
下: セ ン タ ー {主J で r-;己主i い っ l ま い ア ー ト な
神戸ハ … ト ス ト リ ー ト 」 を 開催 、 各界で活躍

る 有名 人38 人 に 「神戸 を 応、援す る 忠 \" J な
ど を テ ー マ に し た出会両や オ ブ ジ ェ を 展ノF し 、
路 t-. で、の コ ン サ … ト やパ ブ ォ ー マ ン ス で も 操
り 上 げた c そ の ほ か 、 12JJ 5 El に津名郡東浦
田Iの サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル で 、 け ん た ・ ゅ う た 、

路 い と し ・ 存 味 こ い し ら の 出 演 で 'J H K
[上方j員 長会] の公開録音、 1 月 13 日 に は 神

戸文化ホ ー ル で西条秀樹、 近藤真彦の 出 演 に
よ る 震災復興支援 「ふ た り の ビ ッ グ シ ョ ー 」
が開催 さ れ、 被災者 を 思 め た 。

送信所 の鉄塔が歪み 、 中 継所が損傷 し 、 本社建物が全面的 な補修 を 必 要 と す る 被害 を 受
け た サ ン テ レ ピ ジ ョ ン だが、 幸 い な こ と に本社がポ ー ト ア イ ラ ン ド に あ っ た た め送出機能
は無事で、 あ っ た 。 た だ、 放送 を 担当 す る 社員 がい な か っ た の で あ る 。 こ の た め 、 午前 6 時
半、 放送開始 と と も に 、 通常の 「お 天気予報」 が画面 に 流 れ た 。 液状化現象で泥 の 海 と 化
し た 島 内 を 、 泳 ぐ よ う に 駆 け付 け た 報道部員 や ア ナ ウ ン サ ー に よ り 、 同 8 時18分、 第一報
が流 さ れ た 。 「 こ こ で地震 に 関 す る ニ ュ ー ス を お伝 え い た し ま す。 け さ 6 時前 、 淡路 高付
近 を 中心 に 強い 地震があ り ま し た 。 近畿地方 に 強 い 地震があ り ま し た 。 神 戸 で は 震度 6 と
い う こ と です 。 被害の ほ う ですが、 現在、 市 内 数 ヶ 所で、火の 手が上が っ て …」

「震災報道 は 1995年 1 月 17 日 に 始 ま り 、 以来、 震災 と い う 言葉の使 わ れ な か っ た 日 は 1
呂 も な か っ た J (平成 9 年震震災報道の記録) と 言 う 通 り 、 こ の年 も 震災報道 は 続 け ら れた 。
「 た だ 震災 も 3 年 に な る と 被災地外 は も と よ り 、 被災地内 で も 嵐化が一段 と 進 む 。 365

日 震災報道 を 続 け て い る 中 で 、 1 ・ 1 7 は ひ と つ の 通過点 に 過 ぎ な い と は い え 、 三度巡 り き
た こ の 日 を 、 ど う 迎 え る か」 は被災局 に と っ て大 き な 課題で あ っ た 。 そ し て制作、 編成、
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(表14) サ ン テ レ ビ ジ ョ ン の震災報道 を 続 け る 番組 ( レ ギ ュ ラ 番組)

番 組 名

ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド

ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド f
1 0-)  

ス サ タ デー

('98) 

神戸新聞 ジ ャ ー ナ ル

す て き に ! 神戸

ウ ィ ク リ ー 神戸

神戸 リ ポー ト '97 ('98) 

フ ラ ッ シ ュ ひ ょ う ご

サ タ テ ー フ

ふ る さ と ス

ひ ょ う ご 日

フ ェ ニ ッ ク ス兵庫j ~震災復興'97 ('98) 

扇面ァヮ
県議会 リ ポ ト '97 ('98) 

ま ち か ど ビデオ通信局

こ ん に ち は県警です

震災復興支媛
「ひ ょ う ご、寄席」
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Ill:ill l l  

Jl ，-'Íl' 
17:30-17:55 

Jj � 会
21:30-21:55 

17:45 

議二 組 内 容

- 兵隊LIft+い! の ニ ュ ー ス 、 ぷ題
震 災企画J (95. 2 -毎 日 8 - 10分)

. 震災 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

- 兵Jl!{出し i勾 の ニ L ー ス
「めげへんでJ (今週の渓災関連ニ ュ ー ス )

- 兵旅県内のニ ュ ー ス
1 8:22 ・ 今滋の 「震災{j>U由lJ か ら l 本再放送

20:0() - 20:52※ 

( 1 1  ) 
8:30- 8:45 

( LJ ì  
lü:00- 1O:30 

( 土)
17:25- J 7:30 

隔 fJ Jj('i3 EI Bfit El 
22 00-22:4� 

- 彼 災地、 被災おの抱 え る 諸問題を取材
映像 と ス タ ジ オ 討論で ( 1 995. 10開始)

- 作1) ;新ìlfj解説委員が符の話題、 課題 を絞 り I二
げゲス ト と 対話

- 神} i の 文化、 鋭光i市線、 話題
• 1夜中'tß央f象 と ス タ ジ オ リ ポ ー ト

i ・ 神I illíの逓ìff] ニ ュ ー ス ( 千 話通訳)
• fh政情報

- 神戸の渓災復興の現状を リ ポー ト
. 震災復興情報ほか

- 県内 各地でmJ依 さ れ る シ ン ポ ジ ウ ム 、 フ ォ ー
ラ ム 、 パ ネ ル言、j'，命 を 要点収録

- 重量災復興 に 関 す る 県市町の;施策、 情報を 知事、
市 長 ら に ス タ ジ オ で聞 く

・ 神戸市会での議論 を ふ ま え経済復興や被災 者
市議が討論

※ ['， 、 下期で変更あ り
(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料)



(表15) 問 、 (特別番組)

15:()()�2():54 

三者E夏物語 8 JJ l(J E I  
20:0()�21 :25 

神戸市長選開票速報 lOJJ 26 H 
20:00�2245 

新神戸市長聞 く l'iJ 
2415 � 2415 

…一一一一一一 一斗
i • f支 災犠牲おの鎮魂 と 復 興へ の希烹 を ，j{ し た 光

の [，1]腕のlu:r式 を 'L 'I"継
神戸ル ミ ナ リ エ 点灯式中継 I 1 2Jl 1 2 l1 

17 :30� 18 : 10 

| 報道ス ペ シ ャ ル'97 I 1 2 )j  26 r I 
I 20:00� 21 :55 

け日居留地 に響 く “第九 I 1 2 !l 28 fl 
I 1:2 :30� n25 

ド98華昨春座談会 I 1 Jl 1 [ 1  
I I復 興 3 年 ・ 新 た な る 飛躍 I 7 00� 7:55 
川こ 向 け て」

f番 組i 内 谷
三 年ぶ り に 淡 い 新 た に 復1古

神μ ま つ り パ レ ー ド を 令 中 謀者

• Jli 災復興の鮫 い を 込め て 関 i尽 か ら 全い]へ
の観光情報 を 発信i
C�;(都li'i:i昼 、 テ レ ビ 大阪 と 共i百H凶作j

・ 震 災後初の 市長選 に か け る rtn�の紛待
. 間 三:速報 と 渓 災復 興の課題

- 渓 災復興への取 り 組み を 新 市長 に 開 く

- 復興 、 事件 におれた例年 を 多 角 検 ，;IE
• 1止む、 田Jづ く り 、 公的 友援、 経済保興なと
- 復 興 進 む I f J民Wi JilJ で 向 か れ た 年ヰミヤi例 の 第 九

話{夜会 と ftiJ辺 の 友情

• Yr� t甘f存 、 神戸î rlf t毛 、 尚 r
輿 3 ヵ 年 計画i段終年の課題 を 話 り fT う

兵庫県新春特番 ! 1 月 1 El 
「交流 新 時 代 へ ・ 新 し い 者ß I 1 2:00� 13:00 

市の創造j

震災 3 年特別番組
「癒 し 、 そ し て 明 臼 へ」 5:00�6:55 

10:30� 13:00 

兵庫県議会中継

- 震災 か ら 3 年。 復興の ま ち づ く り な ど に つ
て 兵庫県知事、 1i:藤忠雄氏 ら が話す

「復興予算 ，;t " ・ I l l :OO� 1 1 :54 
I 3 月 3 日
I 10:00� 1 1 :54 
I 13:00� 15:00 

神戸市議会中継陸 I 2 月 25 日
「復興予算 は … 'i 10:00� 10:55 

被 災地 中 継 と 映像記録、 大時計始動、
の 集 い 、 神戸市、 兵庫県追悼式 中 継 な ど

- 震災復興 を 柱 と す る 平成10年度県予算案 を 審
議 す る 県会本会議 の 中 継

ふ乞
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放

5 月 28 日 ; 第20殴 「公的支援法案提出 公 的 りを完 成 の た め 2 つ の
赤 羽 一 嘉 、 板上善幸秀 、 中 川 智子 、 藤木洋子、 本 間 | 案 に つ い て 件 党 の 提 1 1 か
昭次 ・ 各国会議員 、 伊賀興一 ・ 弁護士 | ら il、本 の 内科や 成 立へのiたな

(表16 1 草壁災特集'97 (毎月 1 回/97;'手 4 月 � 1 2 月 )

サ ブ タ イ ト Jl.- . Ui!;'iîr 

6 月 1 8 日 第21 回 「審議継続 1 公的支援法案J
い 赤 5l� …嘉、 本 岡 昭 次 ・ 両 臣 会 議 員 、 防 本 光 彰 ・

フ ォ ク シ ン カ ー ほ か

げ 月 初 日 | 第22回 「三度 目 の夏 ・ 心の ケ ア 」
立木茂雄 ・ 関 西学院大教媛、 小林 和 ・ 精神科医

I ßí1ï r主 力、

内容

と
日
日一
九

山怖い
を
関

誌
ぷ
か

←
が
ア

を

容
と
れ

一
%
ケ
ス

一
扱
読
し
こ

…
の
の
イ

に
恥
出
と

て
心
心

、ハ

一
院
叶
提
逃

一
お
ぐ
ド

…
ミ iイrh
p一ぇ!
一
戸
、 企
ア

一
441、一、
手色
。不

fc
L
h yノ

一
デ
ヅ一
，

よ

一
千
多
LV

7
i
;
(

ノ
:
;

く
一
い
日
日一
小一
六一

は
が
る

-

一
c
、ー

川川

ぷ
長

代

で
人
め

引

-九
十え

た
た
く

地
い

ぷ一

ど
一

党

的

つ

市

防

災

な
、
つ

な
-

M胞

公

な

?

を

え

8 月 27 日 | 第23回 「復興基金 を 考 え る 」
小西康生 ・ 神戸大学教授、 小林郁雄 ・ ま ち づ く り j と L て v ふ ド(i ) í fff が i没 Jに し た
プラ ン ナ … ほ か 日よ 災 fJi 興 )，is �J の 1市 )む に つ

い て

9 月 1 7 13 第24回 「近づ く 復興住宅の…元募集 ! l JJ 7 h i の jj引 を め ざ す 災
問 中裕司 ・ 兵庫県住 ま い復興局 長 、 大 山義郎 ・ 神 i 芥彼1!èH主 Jむ の 持 拡 集 開 始 を
戸市住宅管湾課長 ! 前 lこ jiI 勺 r， に [JlJ く

1 0 月 1 4 13 第25回 「神戸市長選立候補者に 聞 く J
笹山幸俊
大西和雄
村井 勉

初 め iif長 選 は 被 災 者 の
公 的 主 採 策 、 t�i 戸 空 港 計 riBj な

ど手 裂 な 下 点 が 多 い 。 立 候 補

者 に そ の 政策 を 聞 く

1 1 月 25 13 第26悶 「復興住宅の ふ れ あ いづ く り 」 十 被 5L 名 付 け の 復 興 団 地 内 に 関
いれ林郁雄 ・ 都市計画 プ ラ ン ナ 一 、 北村義明 ・ 県営 街 } た ふ れ あ い 喫 茶 な ど コ ;
町和住宅 、 近江弘子 ・ 県営片山住宅 ほ か | ミ ュ ニ テ ィ ー 形 成 へ 江 試 み を 1
| 川E介 |

1 2 月 23 日 i 第27回 「公的支援、 来年 こ そ 」 十 公 約 文 扱 法 案 の 審 議 は 米 年 二 i

谷 洋 一 、 本 !南 昭 次 、 赤 羽 一 嘉 ・ 各 国 会 議 員 中 持 ち 越 し と な っ た 。 法 案 7) ];是 |
島絢子 ・ 公的支援実現ネ ッ ト ワ … ク ほ か 川抗 議 員 と 市 民 が こ の ト 与 を 五首 |

山 1

l 震災特集明 (98年 1 月 � 3 月

rm j喜一目へ 震災昨日出 震災がも た
いト森星児 ・ 神戸街大名誉教授、 高寄省三 ・ 甲 南大 | ら し た 様々 な 課題 や 復 興 プ ロ

教綬 ほ か | ジ ェ ク ト の効来な ど を 話 し 合 う

2 月 24 日 十 第29回 「仮設住宅の こ れ か ら 」
ト 三君事武勇 ・ 同 志社大学名誉教授、 伊佐秀夫 ・ ク リ
ト 二y ク 希望 、 村井雅清 ・ 仮設支援 NGO 連絡会

[ 第30回 「 ガ ッ ツ く ん被災地 を 駆 け る 」l ・ ナ ー 平松愛理
3 月 31 日
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孤独 死 な ど 仮 設 住 宅 に 残 さ れ
た 住 民 の 深刻 化 す る 問 題 に つ
い て 話 し 合 う

障 害 者 支 援 の T シ ャ ツ チ ャ リ
テ ィ ー か ら 被 災 者 支 媛 の パ ン
m さ ん 開 業 ま で を ド キ コ メ ン
ト

( サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料)



(表1 7) 問 、 (神戸新聞 ジ ャ … ナ ル)

神戸新聞ジャーナル (毎週 日 濯 日 8:30�8:45)

でj日'ii'í した神ドの ill 築物や担[花みを'VJìtì、 大正 、 昭和

' 抗争し た干rI l f J，\': じさんにfiJj く

終 え か 係jjl%; か 未 決 1，' 0) マ ン シ ョ ン 問 題 に つ い て 令 [klマ

f?の行;! [ 千秋 'M芸品長にIJIJく

! っ越 し ld乏と 彬令、 先でのケア活動を続ける

りと 池び) 1: ft1よ� ry�iííIfiJJを進めるアンサ ンフツレ神戸 のブjレー トお

矢野 ìli:1; リ ー ダ ー に 11l1<

災 JÙJ.び〉 絞 {だfli 宇 lì江返さ せ るためにイJ μj 欠な[!x i'f: 以 来の 山

!支 化について ドjl} Î�Jr IJ[J . l li l l rri '12口t.:.}';7Í')良行

災で消滅 、J rìíj の JjiJ，l主 文 化 問 を紋ったJl;': "t;資料 ネ ソトワー ケ1t

f 大'r:JllJ孜伐に IJOく

災後初jの rlí i毛j立で 3 j笠されたýíF: I I I di政び) ，深路、 Ili1亡の jよt � 
!寺H与を十lfl J ÎfJî間 小型f秀IVJ n己.}';が 涼;ij

似 ，i立で1I 今まれた jl[' li\j っ く りを従 UjJ�1i'i三でも え;長しようと，� 、う ま 九 っ

く り 会 社のノj、林郁lJi 代 去に 矧 く

災で例 }史 し た 溺 lí.郷び) .fk興のようすを 波 紋 し た 担[I} Î 新 IiiJ ・

iと れ [ILと心者に 開 く

(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料)

営業の面で様々 な 制約 の あ る 中 で、 3 :$ 日 の特別番組 「癒 し 、 そ し て 明 日 へ」 は前年 と 同
様、 地震発 生 の 午前 5 時46分の 早朝 、 県、 市 の 犠牲者追悼式の 開 か れ る 昼 間 、 被災地の 3
年 間 を 検証す る 夜間 、 の 3 つ の時 間 帯 に 、 延べ 8 時 間半 に 渡 っ て 編成 さ れ た 。 夜 間 の番組
は 震災説、 被災地 に 開局 し た ミ ニ FM 局 「 エ ブ エ ム わ い わ い」 と の 共 同 制 作 、 問 時放送で
行 な わ れ、 独立 U 局 9 局 を 通 じ全国 に も 発信 さ れ た 。
ラ ジ オ関西

放送局 で 最 大 の 被害 を 受 け た の は ラ ジ オ 関 西 (現 AM で あ る O 当 時、 須磨 海岸
近 く の12階建て公団 ピ ル の 1 、 2 暗 に あ っ た本社 ピ ル は 一瞬 の う ち に壊滅状態 に な っ た 。

「お 平 ょ う ラ ジ オ朝 一番」 の 放送 中 で あ っ た が、 停電で放送 は 中 断 し 、 ガ ス 漏 れ な ど混乱
を 極 め たが、 自 家発電装置の作動 に よ り 午前 6 時か ら 放送 は再開 さ れた 。 し か し 、 当 初 は
情報が不足 し 、 止 む な く 社員 か ら の電話や 出勤途上 の 見 聞 を 流 す な ど苦闘 の連続の 中 で 、
20 日 朝 ま で の 3 日 間 CM 抜 き の震災報道が流 さ れた 。

安否情報 と 生活情報の受 け付 けが、 17 日 午前 8 時か ら 始 ま っ た 。 電話 リ ク エ ス ト 用 の 電
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話 7 本が生 き て い る こ と が分か っ た た め で、 電話の ベ ル は 鳴 り 止 む こ と がな く 、 l 月 末 ま
で に 6 万件の情報提供があ っ た 。 震災報道 は こ れ ら の情報 と ラ ジ オ カ ー か ら の 克明 な被災
地 リ ポ ー ト で構成 さ れ た の で あ る O

1997年度 も 震災 を 追 い掛け た 。 「芥五郎の OIl ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グ」 が、 1 年 を 通 じ23
本の震災特集番組 を編成、 ク ロ ー ド ・ チ ア 1 ) 、 妹尾河 童、 永六輔 ら を ゲス ト に 招 き 、 レ ス
キ ュ ー 犬、 ボ ラ ン テ ィ ア 問題や メ モ リ ア ル ウ ィ ー ク 特集 な ど に 取 り 組んだ。

(表18) 谷五郎の OH ! ハ y ピー モ ー ニ ン グ」 の震災関連番組 1997 "l' 1 J] 1 fI �� 1 99宗寺 :3 J] 3 1 日
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ス キ 斗 一 点;の ìÌ� hえ を [ Ht1 し て

II、 夜明ょの 町 村íj i を る

ラ グ ビ … 部復iS

リ ポ w タ ー

( ラ ジ オ 関西資料)



「露の 団六 の ニ ュ ー ス 大通 り 」 は公的援助法、 仮設住民の健康、 神 戸 の 堅調i 曲 な ど を 、
ま た震 災発生 3 年 目 の 1 月 17 tl 前後 に は 、 震 災特別番組 と し て 多 く の番組 を 編成 し た 。

(表19 ) 露の回六の ニ ュ ー ス 大通 り 」 の震災関連番総

97 . 4 .  3 資協力 ら が仮設 を 訪問

4 . 8  公iJ0f麦JlJJì.去 を め ぐ っ て

4 . 14 11i民づ | 越 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て

4 . 30 六 1j1 仮設 ・ 9主総指L児夫婦

6 . 4  仮設住氏の健康チ ェ ッ ク

6 . 23 野島渓災彼輿記念公関起 1.J'七

7 . 4  被災地で欽 っ た 高 ffl マ ミ さ ん CD 制作トー… 一一一ー ー
イ〉 ?と人館 ガ ー ル ズ復ìc'i (風}L鶏の館)

7 .  J 7 愛 川吟 2{ド ド f そ し て 、 神戸」

8 . 1 1  「神I fの峻」 総出完成

8 . 19 レ イ ン ホ、- NET に つ い て
ト一一

9 . 19  大震災格長録

10 .  7 広 島 の 大野中学 と 神戸 E塚fì'i ' 、 渓災交流

10 . 1 3 11ft毛滋 仮設は ど う な っ て い る か

10 . 14 イン 渓災夜燃は い か に

10 . 1 6  イシ 13三 ワとか ら 悩祉は と う か

'l 複興住宅 にふれあ い喫茶

jトi 一一
1

一1一一・
.
一
1

8

2
;
十

復一…興好協 し た新附羽市湯 ft彩告白

ル ミ ナ リ エ宇)J H 

震 災の り こ え た ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ メ ー カ ー

12 . 18 新 潟 地 を ア ー ト の街 に

1 98 . 1 . 16 H!底知事演災会見

イシ 言霊 災 を 風化 さ せ な い で東京 に伝 え る

1 . 19 i李賢 三味線で被 災者 を 元気づけ る

1 . 20 震災 3 周年総 ま く り

1 . 22 真野ふ れあい住宅 カ ギわ た し

イシ 心の復興セ ミ ナ

1 . 28 大震災か ら 立 ち 上が る 業者婦人

2 . 13 公的支援め ざす東京行動

2 . 27 仮設住宅で後 を 絶 た な い 自 殺者

3 . 3  神戸の元気 は 笑い か ら
合問答席 「康 ・ 須熊寄席」

3 . 17  HAT 神戸で コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

3 . 20 さ ん ち か り ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン

3 . 26 書室 災 を 風化 さ せ な い為 に東京へ伝 え る

1 997年 4 fj 1 fl � 1 998年 3 }J 3 1 EI

J也111 子式 Jl ア す ') ;j;ー ト

t 野奈Iljj (そ L て 何I F ' fUと )

場M''lIJ: た ( ガ ン ノ す 口 一 卒中) ' )  

小畑作 f リ ポ ー タ ー
イン

j玄j表記K リ ポー ト

I\:iî 1 I 1 ミ

:条H: よょ リ ポー タ ー

I J\: frì] rl己 {; リ ポ ー ト

本井笑[対 てつや リ ポ ー トM伊 仰戸 一明戸 開明間骨四一一一 】占ー � 
取 |人 11王炎 ( ガ ン バ ロ 神} ï )  
総尾 治 (fl一家 )

池fll f I ア ナ リ ポ ー ト

lliJlj;ぷ {;
H] r fJ 記1{"

f，号本記1{

ギj Jt る み ( プ ロ ジ ェ ク ト 1 . 2 . 3)

全縦 揺二科i持 ち 出 し生ヰ1継

ろ，

/絵本 { ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ メ ー カ ー )

日 1 1 勝彦 ( ア ー ト ビ レ ッ ジ セ ン タ ー )

[El i1 ;記K

県五 泰範 (都 江』成f?j;(6校)

茂木 ・ 商 (三味線演奏若)

:1li一光司 (作家)

国 中記者

深田町 一 (家庭教育専門 カ ウ ン セ ラ ー )

北島千代子 (兵商連会長)

4寸断キ子 リ ポ ー ト
岡本光彰 ( ア マ チ ュ ア ブ オ } ク シ ン ガ ー )
中 国正一 (運動 ボ ラ ン テ イ ア )

切畑輝子 (仮設住民)

学生落諸家
隠学、 神大、 関大

堀内正美 ( ガ ン バ ロ ー神戸)

現地 リ ポ ー ト

!孫 泰範 (都立城南高校)

( ラ ジ オ 潟西資料)
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12 [j に は rGORO 探検隊J で 、 被災者 と し て の 3 年 間 を テ ー マ に 、 1) ス ナ ー の 手記 を 紹
介、 「露の r-I] ノミ…」 で は 、 “ あ の 時そ こ に い た " を テ ー マ に 、 3 年 t l の被災殺の実態 を 仮設
住民、 地元産業人、 児 童 ら の検証 を ま と め た っ

17 日 は 、 fi'阜月 5 H寺42分か ら 「 あ の 婦 問 の 生 の レ ポ ー ト 」 で 、 判例 に な っ た被 災地か ら の
生情報で幕 開 け。 「 土 曜 パ ン パ ン や っ て も い い か な ? J で は 、 被災直後 の 被 災 者
な微笑み な ど被災地での様々 な 笑い を 検証 し な が ら 、 今、 必要 な 笑 い の必要性 を 探 っ た 。
そ の後、 1 1 時55分か ら 兵庫県 ・ 神戸 市 の震災追悼式典会場か ら 中継。 夜 6 時 に は 、 神戸
栄光教会仮設 チ ャ ペ ル で 開始: さ れ た 「震災復興応扱 コ ン サ ー ト 加藤な紀 f神μで歌い
る 」 を 、 特別番組 と し て放送 し た 。 さ ら に 8 時か ら は特別番組 「震災 か ら 3 年 ・ 仮設住宅
の今� 2 万 6 千所帯 は訴 え る J を 流 す な ど、 延べ30時 間 に 及ぶ震災 関連特集 ・ 特昏 を 放送
し た 。

4 . 新聞
神戸新聞が最 大 の 被害 を 受 け た の JR ノ 宮駅前 に 1 957年 に さ れ て 以 来 「新開会館」

の愛称で三宮 の シ ン ボル で あ っ た本社 ピ ルが、 立 っ て い る だ け と い う 壊滅的 な 損傷 を 受 け
た か ら で あ る 。 攻材 し よ う に も 需品企 は 通 じ ず、 FAX は作動せず、 停電の た め テ レ ビ 、 ラ
ジ オ は音 も 画像 も 出 さ な か っ た 。 情報の 中 心の 新開社が情報 を 遮断 さ れ た rll に い た の で あ
る O 新 聞 制 作 を コ ン ピ ュ ー タ ー 制御 し て い る CTS 装霞 も 作動 し な く な っ て い た 。 新 聞 の
発行が止 ま る 危機 を 救 っ た の は 、 京都新聞 と の 聞 に 結 ばれ て い た 「緊急事態 発生時の新開
発行援助 協 定」 で あ っ た 。 同社の全面的協 力 で 、 17 日 の 夕 刊27万部が刷 り 上が っ た の は 、
そ の 自 の夜 8 時で あ っ た 。 こ の協 定 は 新聞界で注 目 を 集 め 、 地元紙の相互協定は震災前の
4 グ ル ー プ12社が、 震災後は21 グ ル ー プ34杜 に増 え た 。

震 災報道 3 年 目 を 迎 え た新聞各紙 は 、 神戸新聞 を は じ め 、 朝 日 、 毎 日 、 産経、 日
経 な どの神戸支局 ・ 総局 を 中 心 に そ の 継続報道 に 力 を 注 い だ 。 放送 メ デ ィ ア と は異 な る
災関連情報 の 蓄積 と 取材 ・ 調査力 を 元 に 、 各紙は 県 内外の被災者の生活再建 と 公的支援問
題、 8 割復興の 「壁J に 向 け た 現状や諜題、 提起記事な ど を 幅広 く 全国 に 発信 し た。 中 で
も 本社 ピ ル を 失 っ た神戸新 聞 は 、 前年 7 月 、 JR 神戸 駅)南側 の ハ ー パ ー ラ ン ド に 新本社 ピ
ル を 竣工 さ せ て い た 。 震 災 か ら 1 年半、 間借 り 生活の苦労の 中 で も 震 災報道 は 続 け ら れ た
が、 震 災 3 年 目 も フ ォ ロ ー は続い た 。 前年 か ら キ ャ ン ベ ー ン を 張 っ た公的支援問題は 、 小
田 実 さ ん ら の 市民立法法案づ く り と 、 国会提 出 に 合わせて企画 「復興へ第15部J と し て 「動
く か国会 ・ 公的支援の行方J を 連載、 兵 庫 県 な どが提唱 し た 災害相互支援基金制度な ど を
詳報 し た 。 ま た 、 毎月 17 日 付 け の 「復興 ・ 検証」 特集面 と 併せ て 、 週 一 回 の 「援興 の ペ ー
ジ」 を 新設 し 、 復興の足跡 を 記録す る 週 間 の 「震災 日 記」 も 設け た 。 震 災 3 毘年 に は復興
の あ り 方 を 中 間 的 に総括す る 企画 、 ア ン ケ ー ト 、 特 集 に 取 り 組 ん だ 。 そ し て 「復興へ第18
部」 と し て 「 こ の 国一震災 3 年 の 決済」 を ま と め 、 地元紙 と し て被 災者 と と も に 歩 む報道
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姿勢 を 続 け た 。
に よ っ て情報発信す ら 危 う く な っ た教訓 か ら 、 放送 メ デ ィ ア と 協 力 し て 災芹時の報

道体制l を 万全 に す る こ と も 決め た 。 こ の年 6 Jl 23 日 に十Ifl! î新問 、 サ ン テ レ ピ 、 ラ ジ オ 関西
の 地 J己 3 メ デ ィ ア は 「 災害緊急時の報道協力協定」 を 結 ん だ。 協定 は 7 項 目 か ら な り
①地震や 津波 、 風水 な どの大規模 災害が発 生 し た 際 に 共 [，司 デス ク を 設 け る
①相互 に情報 を 交換 で 、 被災地住民 に 正確で、 迅速 な 情報提供 を 阿 る な ど。

地域の複数の報道機関が、 メ デ ィ ア の枠 を 超 え て 災得報道 に 、11 た る の は 全国 で初。 締結
に 当 た り 「報道 も 地域住民の安全 を ['AJ り 、 暮 ら し を 守 る 紡災機関 の 1 つ」 と の認識 を 基本
に 、 3 社 い ずれかが被災 し 報道機能 を 失 っ た 時 は地の什;が代拝す る こ と と 、 平常時か ら 相
互協}J と 交流 を 深め る こ と も 取 り 決め た っ

〈参与 え;樹、 〉
rl\T1、 ニ ム ー ス リ リ ー ス NTT 199í{f 

「 大渓 災 に 学 ぶ 阪神 ・ 淡 路 大 })� :J( fVfi] 1t研究報;つ Ifr J 士永小会rUl r荷主}ill 1 9981f 6 
「担jì) î ilnH I J 十�ì I î rti広報l深 1998{jê 

r l乙flti ブロ ア ィ - }� '98J \)f!K 1'[lìμf!'riX)"j 1998{ド I O }�

「 長 災線道 の ぷ録」 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 1998 {ré6 }] 

災特集 l火 災企画 "�J I"J 1998{f 6 }j 
ラ ジ オ 関 rl可 1998"! 6 JJ 

朝 日 、 持 FI 、 次光、 産絞、 日 経、 持i} 1 新 聞
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て

村1 ) í大学 仁学部教綬 高 田 至郎

都 市 イ ン フ ラ は壊滅的 な 被害 を 受 け た c マ ス コ ミ は こ ぞ、っ て “安全神話が崩 れ た “ と 鬼
の 首 を と っ た かの よ う に報道 を 繰 り 返 し た 。 果 た し て 安全神話が存在 し 、 そ れ が 丘 を 立 て
て く ず れ た の だ ろ う か。 技術的 に 見 れ ば壊 れ た 施設 は壊れ る べ く し て壊れた と 考 え る の が
妥 当 で あ る 。 こ れは技術者の負 け惜 し み で も な く 、 杜会への云い訳で も な " ' 0 そ れぞれの
時代の技術 は そ の折の最高の水準 を も っ て建設 さ れて き た 。 し か し 、 そ の 時点 ですべて の
事柄が明 ら か に な っ て い た訳で も な く 、 仮定や割 り 切 り に よ っ て都市 イ ン フ ラ が建設 さ れ
て き た部分 も 少 な く は な い 。 と く に 、 自 然 を 相手 に す る 地震力 に 対 し で は 、 こ れ ま での 経
験が唯一の情報で あ り 、 都市直 ド の 地殻破壊が も た ら す影響 を 確実 に 予測す る こ と は不 可
能 で あ っ た 。 云 わ ば技術 レ ベ ル がそ こ ま で及 ん で い な か っ た と い う の が い つ わ ら ざる 感想
で あ る O 都市直 下型地震 を 数多 く 経験 し て き た 米 国 に お い て も 、 地震力 を 過小 に 評価 し な
が ら 都市 イ ン フ ラ 建設 を 進め て き て い た の で 、 多 く の 参考情報 を 得 る こ と は で き な か っ た 。

初年度 に は都市 イ ン フ ラ の被害状況 の 記述 に然点が当 て ら れ た 。 道路 ・ 鉄道、 上下水道 ・
電力 ・ ガス 、 都市 イ ン フ ラ の物理的被害 と 機能 的 影響 も 詳細 に記述 さ れ た 。 各都市 イ ン フ
ラ の事業者が地震直後か ら 取 り ま と め て い た 報 告書が情報源 で あ っ た。 個 人や コ ミ ュ ニ
テ ィ を コ ラ ム 的 に 取 り 上 げて都市 イ ン フ ラ の影響 を 記述 さ れ た 文章 は 生 々 し い 表現 を 残す
所 と な り 強 い 印象が残 っ て い る 。 し か し 、 都市 イ ン フ ラ が壊滅的 な 被害 を 受 け た と は 云 え 、
最新の耐震基準 に も と づ い た 多 く の施設 は 生 き 残 っ て 、 2 次被害への波及 を 紡 ぎ、 そ の 後
の復旧 に 多大の役割 を 果た す こ と に な っ た 。 各都市 イ ン フ ラ 事業者が地震前か ら 取 っ て き
た 地震 対 策 が功 を 奏 し た も の で あ る o 833gal を 記録 し た 大 阪 ガ ス の 茸 合 の ガ ス ホ ル ダ ー
は 強大 な 地震力 に も 生 き 残 っ た 。 原子力施設 な み の 耐震設計がな さ れて い た お 陰で あ る O
も し 、 あ の 人 口 密集地 に あ る ガス ホ ル ダ ー が崩 壊 し て い た な ら 、 そ の被害波及 は どれほ ど
甚大であ っ た か予想す ら で き な い 。 地震対策 に 改 め て敬意 を 表 し た い。 1 年 日 は 被害 に 注
目 し て 記述 さ れ た が、 都 市 イ ン フ ラ で壊 れ な か っ た も の の 評価 を 更 に 多 く 書 き 込 むべ き
だ っ た と の 反省があ る 。 2 年 目 に は 、 都市 イ ン フ ラ の被害状況 に加 え て 、 復 旧 の 模様が詳
細 に記述 さ れ た 。 地震直後か ら 厚生省で、 は水道、 建設省 で、 は 下水道、 通産省 で は電力 と ガ
ス 、 郵 政省 で は通信 に 関す る 各種の検討委員 会が も た れた 。 ま た 、 運輸省 で は 鉄道、 建設
省 で は 道路 に 関す る 復旧 ・ 補 強対策 に 関す る 委員 会が開寵 さ れ る 所 と な っ た。 都 市 イ ン フ
ラ の な かで取 り 上 げ ら れた テ レ ピ、 ラ ジ オ な どの マ ス コ ミ の あ り 方 に 関 し て は どの よ う な
検討がな さ れた の か は 定か で な い 。 ま た 、 地方の 自 治体の各部局 や ラ イ フ ラ イ ン 事業所で
も 被災 と 復 旧 に 関 す る 検討委員 会が開催 さ れ た 。 見事に 日 常の縦割 り 行政の “ し く み" に
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従 っ て 災害時の対応が検討 さ れた の で あ る 。 云 う ま で も な く 都 市 イ ン フ ラ は相 互 に 密接 に
関連 し 合 っ て い る の で 、 各都 市 イ ン フ ラ の復 旧 に 関 し て 相 互 の情報交換が必要で、あ っ た の
だが、 被 災把握 と 緊急対応の 時 と 同 じ く 、 各都 市 イ ン フ ラ 間 の調整 は ほ と ん とマ行 わ れ な か っ
た と い っ て も 過 言で は な い。 県や市の都市 イ ン フ ラ 横断的 な 相当部局が ど の よ う に対応 し
た の か を 本報告で記述で き な か っ た こ と か ら も 、 如 何 に 縦割 り 的 に 緊急対応復旧が行 わ れ
た か を 知 る こ と がで き る 。 2 年 日 の状況 も 各都 市 イ ン フ ラ 事業者の報告書: を も と に作成 さ
れ た た め に 、 公式的 に発表 さ れ た 内容が大半 を I与 め る こ と と な っ た 。 ト ピ ッ ク ス と し て 生 々
し い声 ・ 情景 を 所 々 に 入れ て も ら う こ と は で き たが、 都 市 イ ン フ ラ の複!日状況 を 市民の側
か ら の記録 と し て 残 し て お く 努力 も 必 要 だ っ た と 反省 し て い る 。 4 年 目 か ら は 、 少 し 瑳 っ
た 角 震 で復興誌 を ま と め る こ と に な る と 伺 っ て い る の で、 被災者の声が生 に 出 て く る よ う
な 構成 を 考 え て い く こ と も 必要の よ う に思 え る 。 さ ら に は 、 被災が激甚 で あ っ た神戸 市 の
状況 を 中心 に被害が ま と め ら れ た が、 兵庫県の復興誌 で あ る こ と を 配慮す る と 、 淡路島 ・
芦屋市 ・ 西宮市 ・ 宝塚市 さ ら に は 比較的被害が少 な か っ た 尼崎 市 や 明石 市 ・ 姫路市 な どの
対応状況や相馬や丹波地域が被 災 あ る い は被 災者 さ ら に は救護 と ど う 関 わ っ た の か を 記述
に 留 め て お く こ と も 重要で、あ っ た よ う に感 じ る 。 神戸 の街が こ の よ う に 早 く 震災 か ら ÎL ち
上がっ た の も 、 周辺の大阪 ・ 京都 ・ 奈良 ・ 和 歌 山 や姫路 ・ 明石が比較的 、 軽 い被害で 済 ん
だ た め で あ る O 激甚地域の被災 ・ 復 旧状況 を 詳述す る こ と は 勿 論大切 で、 は あ る が、 被害が
軽度で あ っ た 地域や無被害の 地域の行 政 と 市民が都市 イ ン フ ラ の震災 と 関 わ っ て ど う 対処
し た の か を 報告 し て お く こ と も 大切 な よ う に思 え る o 4 年 目 以 降 の 報告の 中 に は こ の よ う
な 記述 も 入れ た い と 考 え て い る o 2 年 目 の 報告書 も 上述の よ う に 、 行政や都市 イ ン フ ラ 事
業者 ・ 学会の報告書 を も と に ま と め る こ と に な っ たが、 担 当 者 ・ 記者が取材 を し て 記事 に
す る と い う 姿勢があ っ て も 良か っ た と 考 え て い る O 時 間 的 ・ 資金的 な 制 限 も あ る が、 ポ イ
ン ト と な る 部分 に つ い て は取材 を し て 報告書 を 記述 し て い く と い う こ と が今後必要 と な っ
て い く も の と 考 え ら れ る O 私共の研究室で市民の 約 2 万人 の方 に ア ン ケ ー ト 調査 を し た所、
ガス や水道 の 復 !日 に 関 し て は 、 事業者 の 報告 と 市民が実際 に 生活 イ ン フ ラ 復旧 の思恵 を 受
け た期 日 に か な り の差があ る こ と も 分か つ て い る O 市民や事業者への イ ン タ ビ ュ ー な ど を
行 い な が ら 後興誌の編集 を 進め る 必要 を 感 じ て い る O

第 3 年 目 の 報告 は復興 に焦点が当 て ら れた 。 阪神 ・ 淡路大震災以降、 各 防災機関 で は被
災清報 ・ 地震強度情報な ど緊急対応 に 必 要 な 情報の収集 と 伝達 を 先端技街 を 駆使 し て 実施
す る シ ス テ ム の 開発が活発 と な っ て き た。 GPS (人工衛星 を 使 っ た位量確認 シ ス テ ム ) 、
GIS (地理情報 シ ス テ ム ) 、 セ ン シ ン グ シ ス テ ム な どで あ る 。 緊急対応支援 に 必要 な 電子
清報通信や映像画像処理技術 な ど を 防災 に 生 か し て い こ う と す る 方向 は今後 ま す ま す強 く
な っ て い く も の と 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら の先端技術 を使 い こ な す の は所詮、 防 災 に
携 わ っ て い る 人で あ り 、 key は 人の 判 断 ・ 行動 に か か っ て い る と 云 え る O そ の 意味 で 、
意志決定 を 支援す る シ ス テ ム の 開発 も 今後の重要 な 課題 で あ ろ う O 都 市 イ ン フ ラ の制御 に
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ヵτ忌;よ;訪日ζ を お こ な っ た の かの記述 も 必要 な よ う に 思 わ れ る 。 ま た 、 者� rti イ ン フ ラ の 幸司
は 芸 し い も の があ っ た r 道路 ・ 鉄道 の 披壊 に よ っ て 緊急対応 は物や 人 の 移動が甚 だ

困 難 な も の と な っ た っ 紡 災 に お け る 泣路 と 電力 の 長要性は 地震以 前か ら 、 指摘 さ れ て い た
こ と で は あ っ た が、 電力 は比較的 Lp， く [Lilf主 し た こ と も あ っ て 、 道路の 重要性が改め て 強 く

さ れ る 所 と な っ た 。 こ れ ら の 都 市 イ ン フ ラ は k述 の よ う に 、 そ れぞれ異 な る 監督官庁 ・
事 業 i主体に よ っ て 連J汗 さ れ て い た た め に 、 市 町 ま た は 尽 の 地震汁策本部が都 rfî イ ン フ ラ の
被 災 と iU l fl の状況 を - ' JL的 に 把おで き な か っ た こ と が、 都 市 イ ン フ う の相 克影響 を容易 に
解消で き な か っ た)京 仏! の … Aつ で も あ る 。 去 に 改定 さ れ た 神戸 市地上主主計J 災 計 尚j で、 は 、 f被皮
災 . 箆 i出f汀什1ト汁'1↑行悩|↑V、了古f占J報 を t市i打i の F引訪y右i 災丸汁I策京で ，)尤亡 的 に管r珂堅す る た め の ラ イ フ ラ イ ン 災;7t
の L投i立主l慌ち賢:が日感陸 り j込4 ま れて 、 そ の実現 を I I 指 し た調整が行 わ れ て い る Jコ ま た 、 |口j じ 道路 1" に埠

さ れ た う イ フ ラ イ ン の被災状況 を 把握 し た り 、 復I I I の進展!支 を 相 圧 に情報交娯で き る シ
ス テ ム と し て ラ イ フ ラ イ ン 促 i日連絡協議 会 の 設置 を 決め て い る 。 都 市 イ ン フ ラ の十担 任影響
は 仕 )jがな い と し て も 、 そ の 影響 を 最小 限 に す る も の は 日 常か ら の 事業 主体の情報交換で
あ る こ と は 間違い な \， \， “都 市 イ ン フ ラ 総合情報 ネ ッ ト ワ ー ク " を 提案 し た い と 考 え て い る O
復興誌 の Ltl で tB て き た課題で毎興事業 に計岡 さ れ て い な い も の に つ い て は提案者:! の 記述 を
目 指す必要があ る の 現状で は{国 々 の 都 I訂 イ ン フ ラ で は情報伝速 シ ス テ ム は 充分 に 撃 っ て い
る よ う に思 え る 。 都 市 イ ン フ ラ 相 正、 そ し て統合化で き る よ う な り主の シ ス テ ム を 帯築す
る こ と は 地域防災 に と っ て有効 と 忠 わ れ る O

阪神 ・ 淡路大震 災以降、 原状復 旧 だ け で な く 都市 イ ン フ ラ の 耐震安全性 の 向 上 が各事業
者 に よ っ て 積極的 に 画 ・ 実行 さ れ て い る こ と が、 3 年 目 の 報告の 中 で詳述 さ れた 。

①施設耐震化、 ②多重化 ・ 冗長性、 ③分散化が都市 イ ン フ ラ 再建 の 基本思想 と な っ て お
り 、 道路 ・ 鉄道 ・ 上 下水道 ・ 電力 ・ ガス ・ 通信 い ずれの都 市 イ ン フ ラ も 上記 の 考 え方で復
旧 ・ 復興が進 め ら れて い る と 考 え て 良 い 。

施設の耐震化 は や は り 安全都市作 り の基本で あ る O 地震 に よ っ て 施設がわ ず か な被害で
収 ま れ ば、 緊急対応や リ ス ク 対応 は む つ か し く な い は ず で あ る 。 ソ フ ト 対応 の重要性が阪
神 ・ 淡路以 降 に 多 く 指摘 さ れ て い る が、 何 よ り も 施設酎震化への投資が重要で、 あ る O 共 同
溝や大容量送水管、 液状化対策 な どが進め ら れて い る が、 コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス を 日 常 の
施設利用 と 関連 し て 配慮 し て い く 必要があ る O 多 重化 ・ 冗長性 は各都市 イ ン フ ラ の 目 指す
所 で あ る 。 防 災街づ く り に シ ス テ ム ネ ッ ト ワ ー ク の概念 を 取 り 入 れ る 必 要があ る が、 防災
投資 と の 関 わ り で困 難 な こ と も 多 い 。 神戸市の 山 側 を 走 る 送水 ト ン ネ ル と は 別 に 海側 を 走
る 大口窪送水管 を 作 る 計画 は 大事業で あ る が震 災復興の シ ン ボル事業 と し て 実現段階 に あ
る 。 関 西全域 を 覆 う 大阪 ガス や 関西電力 の機能が停止 し た折 に 、 地域 を お お う 巨大 シ ス テ
ム の 欠陥が指摘 さ れて 、 自 律分散型 の シ ス テ ム の講築 の必要性が議論 さ れ た 。 し か し 、 現
状の シ ス テ ム を根本 的 に 変更す る こ と は容易 で は な い 。 ガス ・ 電力 で は き め 細 か い ブ ロ ッ
ク 化供給 シ ス テ ム に 作 り 替 え る こ と で、 自 律分散 シ ス テ ム の概念 を 取 り 入れ よ う と し て い
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る 。 ー方、 現在 は高齢社会 と な り 、 循環型の 社会へ と 変化 し つ つ あ り 、 価値観 も 多様化 し
て い る 。 従来の都市 イ ン フ ラ は道路 ・ 鉄道 も 合め て将 米需要 を 予測 し て 、 そ れ を 満足す る
よ う な都市 イ ン フ ラ 建造 を 進め て き た が、 社会の価値観 の 変 化 は 地域の ニ ー ズや き め細 か
い イ ン フ ラ の サ ー ビ ス を 要求 し て い る 。 い わ ば事業者 ・ 行政 に よ っ て進め ら れ て き た イ ン
フ ラ 整備 は 一段落 し て 、 多様 な 社会の変化 に対応で き に く い硬直 し た イ ン フ ラ と な っ て い
る 可能性 も 高い 。 復興 に 関 し て は 地域ニ ー ズ に 対応で き る フ レ キ シ ブル な イ ン フ ラ 整備へ
の転換の必要性が感 じ ら れ る 。 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 ラ イ フ ス ポ ッ ト と い う 概念が新た
に 生 ま れ た 。 都市合体 を お お う ネ ッ ト ワ ー ク 状の イ ン フ ラ は必ず地震の 際 に は被災す る 。
し た がっ て 、 そ こ へ行 け ば必ず水や電力 や信報や 食料が 子 に 入 る よ う な な ス ポ ッ ト を 告の
あ ち こ ち に作 る と い う 構想 で あ る の 防 災拠点 と も :1; え る が、 地域の住民が状況 に J，年 じ た ニ ー
ズ を 満足す る こ と がで き る よ う な ス ポ ッ ト を 街づ く り の 」環 と し て進 め る こ と の大切 さ が
改 め て 認識 さ れ る 所 で あ る 。 基幹の都市 イ ン フ ラ の 整備が 寸笠 し た現在、 地域への エ ネ ル
ギ ー 供給や水鉄給処珂がで、 き る よ う 地域 コ モ ン イ ン フ ラ を 整備 し て い く こ と も 主要 で あ ろ
う O 多様 な 都市 イ ン フ ラ の構築 に 向 け て知恵 を 結集す る 段階 に き て い る 。

私 は 1 年 ほ ど以前 に ポ ル ト ガ ル の 1) ス ボ ン 市 を 訪 問j し た 。 大地震 に よ っ て 建物崩壊 ・ 津
波 ・ 火 災 の た め 約 3 万人が犠牲 に な っ た と い わ れ て い る 1755年の リ ス ボ ン 大地震か ら 約
250年経過 し た 現在の リ ス ボ ン 市 内 を 見 学す る た め で あ る o 10年 ほ ど以前 に も 国際会議で
1) ス ボ ン -di を 訪問す る 機会 は あ っ た が、 ま さ か神 戸 の 地 震 に 遭 い 、 被災調査 ・ 復旧 ・ 復興
に 関 わ ろ う と は夢 に も 考 え な か っ た の で、 そ の 折 り に は大地震 か ら 復興 を と げた 1) ス ボ、 ン
の 街並 み に あ ま り 興味 は な か っ た 。 改 め て見 た250年授の リ ス ボ ン 市街 は 、 壊滅的 な 被 害
を 受 け た と い わ れ る パ イ シ ャ 地区 で は 見事 に 街路が美 し く 整理 さ れ て 、 幅 員 の 広 い道路が
碁盤の 自 i犬 に 走 っ て い た 。 ま た 、 電線類 は 地 中 に埋設 さ れ て街の景観に も 充分 な 配慮 が感
じ ら れ た 。 し か し 、 被災 を ま ぬか れた ア ル フ ァ マ 地 区 で依然、 と し て 古い 町並みが続い て お
り 、 観光地 の 一画 と も な っ て い た 。 リ ス ボ ン 市立 の 図書館 に は 国 内 の も の は勿論の こ と 、

外 国 で の リ ス ボ ン 地震 に 関す る 資料が整理 さ れて お り 、 地震の様子 を つ ぶ さ に 知 る こ と が
で き た。 当 時は ポ ン パル侯 を 中心 と す る グ ル ー プが 1) ス ボ ン 復興 に 情熱 を 傾 け た と 云 う 。
街の 中 央 を 貫 く 道路の最北端 に は ポ ン パ ル侯の銅像が建て ら れ て い た 。 リ ス ボ ン の復興計
画 は何年 も 要 し て練 り 上 げ ら れ た と 云 う O 当 時 と 現在 で は 行 政の事情が異 な る た め 強権的
な 街づ く り が困 難 な こ と は 云 う ま で も な い が、 壊滅的 な 地震災害 を 受 け た神戸の街 も 時 間
を か け 、 長期 的 な 視野 に た っ た復興が今後 ま す ま す重要 に な っ て い く べ き だ と 痛感 し て い
る 。
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第十章

防 災



は じ め に

大震災か ら 2 年が過 ぎ、 3 年 目 を 迎 え た97年度 (平成 9 年度) は 、 防災関連の 分野 に と っ
て も 大 き な 節 目 と な る 年 で あ っ た 。 こ れ ま で の 章 で述べ ら れ た 都市 の イ ン フ ラ ス ト ラ ク
チ ャ ー の復 旧 ・ 復興 と と も に 、 治 I IJ ・ 治水 な ど本章 で取 り 扱 う 分野 に お い て も 、 緊急的 な
復 旧 工事 は ほ ぼ終了 し 、 震 災 で倒壊 ・ 損壊 し た警察署や消防署 な どの 防災 関 連 の 中核施設
も 再建 を 終 え 、 中 長期 的 な 「創造的議興」 に 向 け た 攻 り 組み が始 ま っ た 。

そ の ひ と つ と し て兵庫県全域、 さ ら に 商 日 本 を 視野 に 入 れた総合防災拠点 と な る 「三木
震災記念公闘J (仮称) の 全体計画が ま と ま っ た 。

同公冨 に 大規模災害 に備 え て 災害応急活動の 中心基地、 情報 シ ス テ ム の パ ッ ク ア ッ プ機
能 な どの役割 を 担 う と と も に 、 防災 関係機関 の 職員 、 市民な どの 人材育成機能 を 果た す 「兵
車県立防災セ ン タ ー」 が計画 さ れ て い る ほ か、 国捺的 な 地震坊災科学技街研究拠点 と し て
二大施設が誘致 さ れ る 。 こ の う ち 「地震紡 災 フ ロ ン テ イ ア セ ン タ ー J は 、 98年 l 月 に 暫定
的 に 別 の 場所 で事務所 を 関所 し 、 地震防災 に 関す る 国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催す る な ど活
動 を ス タ ー ト さ せ た 。

こ の ほ か震災で被害 を 受 け た 河川 復II::L仁事で は 、 大震災 の 教訓 を 取 り 入 れ 、 水深の浅い
河川 で も 都 市防火用水 と し て 簡 単 に 使 え る 工夫 を こ ら し た う え 、 親水性、 景観、 生態系へ
の 配慮 も 同 時 に組み込む な ど、 大震災は土木工事 に も 新 し い発想、の転機 を も た ら し た 。

ま た 、 34人が犠牲 に な っ た 西宮市仁川 の大規模 な 地滑 り 現場の 復 旧 工事 も 完了 し 、 現場
近 く に 「地すべ り 資料室L が開館。 淡路島で露出 し た 野島断層 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の “生
き 証人" と し て永 久 に 保存 さ れ る こ と に な る な ど、 存種の メ モ リ ア ル事業が整備 さ れつ つ
あ る 。 し か し 、 全 国 的 に は 、 自 然災害の記憶が、 早 く も 薄 ま っ て い く 傾向 が世論調査 な ど
で明 ら か と な っ て い る 現実があ る 。

一方、 大学や学会 を は じ め と し た研究機関 に よ る 阪神 ・ 淡路大震災の調査 ・ 研究 も 3 年
を 節 目 と し て 、 最終報告書 な どがほ ぼ出 そ ろ っ た 。 悲惨 な 体験 を 通 し て積み上 げ ら れ た 国
民的、 国 際 的 に 貴 重 な 資 産 で も あ る 調査研究の成果や提言 な ど膨 大 な 学術研究成果 を 、 ど
う 整理 し 、 各分野で具体的 な 施策 と し て 生か し て い く かが今後 の 課題 で あ る 。

地震 に 限 ら ず 自 然災 害 に よ る 人命への被害 を 最小 限 に 食 い 止 め る た め に は 、 「 自 分 た ち
の ま ち は 自 分た ち で守 る J と い う !阪神 ・ 淡路大震災で認識 さ れ た 自 主防 災 の 精神 、 ま ち づ
く り の精神 を 繰 り 返 し薙認 し て い く 必要があ る O

そ の た め 、 防 災 に対す る 市民 の 一層 の 自 覚 と 、 自 主 紡災力 を 支援 し 、 高 め て い く た め の
各分野の協 同作業が肝要 と い え よ う 。
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[第一節 都市防災 @ 防災拠点の整備
大震災か ら の復旧 、 そ し て復 旧 か ら 復興へ。 さ ら に 単 な る 復興で な く 「 創 造的復興」 を

掲 げた 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 は 、 3 年 目 に 入 っ て 防災 の 面 で も 少 し ずつ そ の 姿 を 現
し は じ め た。 そ の象徴的 な構想、が被災 し た 兵康県 だ け で な く 、 近畿、 さ ら に は 西 日 本 を も
視野 に 入 れ た広域防災拠点 の構想で あ る 。 「三木震災記念公屈」 構想、がそ れ で 、 従 来 の 自
治体の発想 ;こ な か っ た総合的 な広 域防災拠点づ く り を め ざす と と も に 、 地震災害 に 関 す る
国捺的 な研究機 関 や 実験施設 を 誘致 し よ う と い う ス ケ ー ル の大 き い講想 だ 。

間公園 そ の も の の建設は こ れか ら だが、 地震防災 フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー は予定地近
く に暫定的 に置かれ、 す で に 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催す る な ど活動 を 開始 し た 。

ま た 、 地震や大規模 な 火災 な どの災害が起 き た と き 、 適切 な 対応 を と る た め の基礎的 な
情報 を 活用 す る た め の 地理情報 シ ス テ ム や延焼 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム な どが開発 さ れ、
災害時 だ け で な く 、 適切 な 土地利用 、 都市計画 に 生かす運用 が期待 さ れて い る 。

1 .  �長域防災拠点

( 1 ) 三木麓災記念公園 県の全体計画 ま と ま る

世界最大級の振動破壊実験施設な ど誘致

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 震災直後 か ら 兵庫 県 は 大規模 な 災杏 に 備 え 、 岡 県 を 中心 に
し た広 域エ リ ア を 対象 に し た 総合防災拠点 と な る 「三木震災記念公菌J (仮称) の建設 を
構想 し て き た が、 1997年度 に そ の 全体構想、が ま と ま っ た 。 施設の一部 は2001年度か ら オ ー
プ ン し て い く 計画 だ 。

こ の総合防災公園 は 、 神戸市の 中 心部 か ら 北西30km足 ら ずの 三 木市志染 町 地 区 に計画 さ
れ、 総面積308 ha と い う 広 大 な 敷地。 山 陽 自 動車道三木東 イ ン タ ー チ ェ ン ジ に近 く 、 近畿、
中 国 、 さ ら に 明石海峡大橋で 四 国 と も 結 ばれ、 将来 は 西 自 本一帯の 災害時 に も 支援機能 を
発揮す る も の と 期待 さ れて い る O

実物大の ピ ル な ど を 使 っ て 実際 に 巨大地震設 み の振動 を 与 え て 、 破壊の メ カ ニ ズ ム を 研
究す る 世界最大級の振動破壊実験施設 な どが誘致 さ れ る こ と が決 ま る な ど、 同記念公 園 は
将来、 地震防災研究の世界的 な|育報発信機能 も 持つ こ と に な り そ う だ。

同 記念公園 は 三つ の ゾー ン に 分け ら れ る が、 そ の う ち 中核施設が集 中 す る の が 「総合防
災 セ ン タ ー ゾー ン J (54 ha ) 、 平常 時 は 総合ス ポ ー ツ 公園 や 自 然観 察 な ど野外活動 の 場 で 、
災害時 に は救援部隊の駐屯、 救助資材、 救援物資 な どの備蓄機能 を 発揮す る 「総合防災公
開 ゾー ン J (202 ha) と 「関連施設ゾー ン J (52 ha) 。

総合防災セ ン タ ー ゾー ン に つ い て は 、 2001年震 に 一 部 オ ー プ ン 、 総合防災公盟 ゾー ン に
つ い て は2004年度完成 を め ざ し て い る が、 関連施設 ゾー ン の 具体的計画 は 、 ま だ未定であ
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る 。
県が策定 し た全体概要 は 、 以 ー ド の 通 り で あ る O
三木震災記念公闘 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え 、 安全 と ゆ と り を 基調 に し た県

域の総合 的 な 防災拠点 を め ざす と と も に 、 地域の 優 れ た 自 然環境 を 生か し て 、 県民 の ス ポ ー
ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠点 と し て 、 人 と 自 然、が調和 し 、 人 と 人が交流す る 次の 機能 を 持つ
公園 と し て 整備す る O

①災害時 に お け る 応急活動拠点機能
②防災 に 関 す る 教育、 訓 練 を 通 じ て の 人材育成機能
③防災に 関す る 国内外への情報発信機能
④訪災 に 関 す る 調査研究機能
⑤多 く の 人 々 に 親 し ま れ活用 さ れ る ス ポ ー ツ 拠点機能
こ の概 要 に 示 さ れて い る よ う に 、 平常は県民の ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン の拠点 と し

て 活用 す る と と も に 、 防災 に 備 え た教育、 訓 練 な どの 人材育成 、 さ ら に 防災 に 関す る 調査
研究 も 重 ね つ つ 、 こ れ ら の 成果 と 震災の教舗 を 国 内外 に 情報発信 し て い く こ と に な る 。 向

( 図 1 )

三 木 震 災 記 念 公 開

対 象 面 積 約308ha
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時 に 、 大規模 な 災害が発生 し た場合 に は 、 応急活動拠点 と し て の 機能 を 発揮 す る と い う も
の で 、 防災 に 備 え た 平常時の活動 と 、 非常時の機能 を 合わせ持つ、 従来 に な か っ た総合的
な 防災拠点づ く り を め ざす 内容 と な っ て い る 。
〔 県立防災 セ ン タ ー 〕

総合防災セ ン タ ー ゾー ン に は 、 県立防災セ ン タ ー と 県消 防学校 を 一体的 に 整備す る 。 防
災 セ ン タ ー は 、 災害時 に お け る 全県拠点 と し て 、 災害応急活動の 中心基地 と し て の役割、
情報 シ ス テ ム のパ ッ ク ア ッ プ な ど災害対策 に お け る 補完機能 と し て の役割 を 担 う と と も に 、
総合前災公園 と 一体 と な っ て 災害 に 備 え た備蓄機能 や 防災ヘ リ ポ ー ト 基地機能 を 持つ 。

さ ら に 平時 に お い て は 、 防災関係職員 、 自 主防災組織 な ど の リ ー ダ ー に 対 す る 研修の場
を 提供す る と と も に 、 セ ン タ ー 内 に設置 さ れ る 国 際研究機 関 と の有機的 な 連携 の も と に 、
兵産県 と し て の 地域特性 を 生か し た 防災 に 関 す る 調査研究や 防災 に 関 す る 情報の発信 を 行
つ O

そ の機能は次の通 り O
①災害時の 広 域紡災活動拠点機能
・ 応急、活動要員 の結集 ・ 駐屯 ・ 出動拠点
・ 資機材、 救援物資の搬入 ・ 仕分 け 、 輸送機能 (ヘ リ ポ ー ト 、 ト ラ ッ ク ヤ ー ド等)
. 災害応急、活動 に お け る 前線基地機能

②災害対策補完拠点機能
@ フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム の補完
・ 要員 と 物資 に 関 す る 業務処理の補完

③県域備蓄拠点機能
・ 総合防災公園 ゾー ン の 各種ス ポ ー ツ 施設 に お け る 備蓄機能
・ 県内 備 蓄 の マ ネ ー ジ メ ン ト 機能 (備蓄の デー タ ベ ー ス 構築)

④県央ヘ リ ポ ー ト 拠点機能
⑤防災学習 ・ 研修拠点機能
@ 防災学習 ・ 研修 を 実施 し 、 防災関係 の 専 門 家 や リ ー ダ ー を 養成 す る

⑥情報 ラ イ ブ ラ リ ー 拠点機能
・ 防災情報検索 シ ス テ ム 、 県域の 防災情報デー タ ベ ー ス 、 県民向 け 妨災情報の 提供
〔 県消防学校〕

消 防職員 ・ 団 員 等 の 教育訓練の拠点 と し て 、 防災セ ン タ ー と 一体的 に 再整備す る も の で、
な施設は

①教育実習棟
②訓練棟
③宿泊棟
④ そ の 他 ( グ ラ ウ ン ド 、 プ ー ル等)
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〔地震防災科学技術研究拠点)

(ア) 理化学研究所地震防災 フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー
同拠点 で 特 に 注 目 さ れ る 施設 は 、 地震防災科学技術研究拠点 と し て の 施設 で あ る 理化学

研究所の 「地震防災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ー」 と 「実大三次元振動破壊実験施設」 の 二
大施設。

「地震 防 災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ー」 は 、 科学技術庁が阪神 ・ 淡賂大震 災 を 契機 と し
て 、 地震 に 強 い 閤土 ・ 社会 を 創 る こ と を 基本 目 標 と し た 地震防災科学技術の 研究拠点構想
を 打 ち 出 し 、 こ の構想の 一 翼 を 担 う も の と し て 、 都市部 を 中心 と す る 地震災害の軽減 を め
ざす総合的 な 研究 を 、 科学技術庁所管の理化学研究所 と 県が協力 し て行 う も の O

地震の予知 は ま だ ま だ 困 難 な の が現実で、 都市部で巨大な 地震が発生 し た場合に備 え 、
で き る 限 り 被害 を 軽減す る た め の さ ま ざ ま な研究 を 行 う 必要があ る こ と か ら 、 研究の総合
テ ー マ は 「都市部 を 中心 と す る 地震災害の軽減 を め ざす先導的 な研究」 で、 田 内外の多分
野 の研究者 に よ っ て 、 被害予測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど ソ フ ト 面 に重点 を 置 い た 研究 を す る O

具体的 に は 「地震災害過程 の 総 合 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 関 す る 研究J r地震時危機管理の
た め の 災害情報 シ ス テ ム に 関 す る 研究J r都市構造物 の 地震 時 の 破壊機構 と 都市の脆弱性
評価 に 関 す る 研究J の三分野 で研究が行 わ れ る 。

研究成 果 は 先端技術 も 使 っ て 視覚的 に分か り や す く 表現す る 技法 も 開発す る 方針だ。
同 セ ン タ ー は 、 県立三木 山 森林公爵 内 に暫定的 に 開設 さ れ、 98年 l 月 27 日 、 関所式が行

わ れ た 。 県立防災セ ン タ ー の完成後、 同 セ ン タ ー ゾ ー ン 内 に 移転す る こ と に な る O
(イ) 実大三次元振動破壊実験施設

過去 に 観測 さ れた デー タ に基づ き 、 こ れ ま で、 の 最大の地震 と 同様の 三次元地震動 を 再現
し 、 実物大規模で の建造物 の破壊現象 を 解明す る こ と に よ り 、 構造物 の耐震性の 向 とや 液
状化の解明 な ど を め ざす実験研究施設。

搭載重量1 ， 200 t 、 縦横上下 の 三次元方 向 の 大振 幅 の 振動 が可詑 と な る 世界最大規模の
振動実験装置 で あ る O 科学技術庁防災科学技術研究所 に よ っ て 、 三木震災記念公園 内 に建
設す る こ と に な り 、 98年度か ら 施設 の 設計 に 着手す る O

計画 に よ る と 、 振動台 (縦20 m 、 横15 m ) の 上 に 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト の ピ ル や橋蹄、 住
宅、 危 険物 を 内 蔵す る 産業用 の タ ン ク な ど実物大の建造物 を 設置 し 、 巨大 な 24本の ピ ス ト
ン を使 っ て 建造物 を 縦横、 上 下の 三 方 向 に振動 さ せ、 破壊の メ カ ニ ズ ム な ど を 調べ、 耐震
補強技術 な ど を研究す る O

1999年度末 し 、 2004年震 か ら 稼働予定で、 総工費 は 約340億円 。
〔 ア ジア防災セ ン タ ー 〕

95年 に 開催 さ れた 「 ア ジ ア 防災政策ー会議」 の な かで、 国際防災10年 の推進の 一環 と し て
「 ア ジ ア 地域 に お け る 防災 セ ン タ ー 機能 を 有 し た シ ス テ ム の創 設J の検討が合意 さ れた 。

こ れ を 受 け 、 97年 6 月 に 「 ア ジ ア 防災協力推進会合j が開催 さ れ、 国土庁 か ら 前記 シ ス
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テ ム の事務局 と な る 「 ア ジ ア 防災セ ン タ ー 」 を 98年 中 に 日 本 に 設置 し た い 旨 の 表明がな さ
れ た 。 そ の後、 国土庁 は 98年度予算内示 に 際 し 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー を 98年夏頃 に神戸東
部新都心 に お い て 設立す る 予定 で あ る 旨 を 表明 し た 。

同 セ ン タ ー は 、 神戸東部新都心 (IHD ピ ル ) 内 に暫定設費 さ れ、 県 は 同 セ ン タ ー の運営
に かか る 支援 を 行 い 、 三木震災記念公 園 の 総合防災セ ン タ ー ゾー ン の整備 に 伴 い 、 同 ゾー
ン に 移転す る 予定 に な っ て い る O

同 セ ン タ ー の 活動 内 容 は
①防災情報の収集 ・ 提供
②防災協力 の推進に 関 す る 調査
③災害発生時の 各 国 の 緊急援助等 に 関 す る 情報の収集
④防災知識の普及 ・ 意識 の 向 k資料の企両
⑤防災 に 関 す る 教育 ・ 訓練 プ ロ グ ラ ム の企画

な ど と な っ て い る 。
〔 三木総合防災公園〕

総合防災公爵 ゾー ン に位置づけ ら れ、 そ の概要は
①阪神 ・ 淡路大震災復興基本計画及 び兵産県地域防災計画 に対応、 し た三 木地包広域防災
拠点 に お い て 、 隣接す る 県立訪災セ ン タ ー や県消 防学校等 と 一体 と な り 、 災害時 に お け
る 駐屯、 救助資機材等の備蓄機能 を 有す る 公園 ゾー ン を 形成す る O
②三木市等周辺地域 に お け る 防災拠点 と し て の役割 を 巣たす。
③東播磨地域及 び三木市域の 良好 な 都市環境の保全や景観形成の た め 、 地域の豊か な 自
然や公園 ・ 緑地 と し 、 有機的 に連携 し て緑の ネ ッ ト ワ ー ク を 形成す る 緑地保全機能 を 果
たす。
④平時 に お け る 全県 的 な 総合公園 と し て 、 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 需 要 に対応す る
施設整備 を 行 う 。
主要施設 は 次の表の通 り 。
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主婆施設(表 1 ) 

災
利

物資の集積 ・ 仕分
総合ス ポ ー ツ セ ン タ ー !

生活用水

宝口
用

名三ルロ又方在

ノf レ ー ・ ノfス ケ
競泳、 飛込み

陸上競技
サ ッ カ ー 、 ラ グ

陸上競技、 サ ッ

サ ッ カ ー 、 ラ グ

: 駐車場

1 首 白施設
コ テ ー ジ ・ キ ャ

テ ニ ス

ピ ク ニ ッ ク

子供の森

水辺の 自 然観察
野鳥の観祭

菖蒲国等
ト リ ム

自 然観察
公部内外の展望
自 然の保全

臨時ヘ リ ポー ト
備蓄倉庫

物資の集積 ・ 仕分

ドi 衛隊の駐屯
ト ラ ッ ク ヤ ー ド

ボ ラ ン テ イ ア 等の宿泊

救援部隊等の宿泊

避難地

多 段 的競技場

補助競技場
多 目 的ス ポ ー ツ 広場

ス
ポ
ー
ツ
の
木林

タ，
イシ

都市防災2 . 

( 1 ) 災 害対応 シ ス テ ム等の構築

〔神戸市が新方式の地理情報 シ ス テ ム

神戸市 は 地盤 の 解析デー タ を パ ソ コ ン 上で ビ ジ ュ ア ル に表示す る 防災用 の 地 理情報 シ ス
(GIS) で あ る 「神戸 ]IBAN K UN ( ジ パ ン ク ン ) J を 97 年 1 1 月 に 開発 し た 。 最 新 の

(G IS ) を 開発〕

こ れ に よ り 建物 や道路、 上下水道
テ ム
GIS 技術 と 地盤解析 シ ス テ ム を 結合 さ せ た 新 し い試み。
な どの被害が予測可能で、、 神 戸市以外で も 、 デ ジ タ ル 地 留 さ え あ れ ば、 す ぐ に他への 展 開

阪神 ・ 淡路大震災の原 悶究明 を 行 う た め 、 95年度 か ら 神戸市固有の 地盤特性 を 整理す る
と と も に 、 地盤 と 被害 の 関係 な ど に つ い て調査、 検討 を 開始。 震災後、 市 の 審議会 「地盤
調査検討委員 会」 の提案 を 受 け 、 最新の GIS 技術 を 取 り 入 れ、 デー タ の 利 用 お よ び吏新
が容易 に で き 、 被害 と 地盤 の 関係 の 分析や地盤特性の解析 な ど も 可能 な 新 し い シ ス テ ム 構
築 を 、 神 戸 大や 民 間 会社 と 協 同 で進 め て き た 。

対象 と し た 地域 は 、 震 災 に よ っ て大 き な 被害 を 受け た神戸市の東灘 区 か ら 須磨 区 の市街
地。 地 盤 デ ー タ は 、 神戸市が実施 し て き た 地盤調査 の デー タ な ど約5 ， 000本 の ボー リ ン グ
柱状図 、 都市計画学会な どが地震産後 に調査 し た約 19万件の個別建物被害、 上 下水道や 地
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下鉄の被害状況、 土質試験結果 な ど も コ ン ピ ュ ー タ 上の2 ， 500分の l の地問 に 入力 。
神 戸 の 地盤 は 、 急傾斜の扇状地で、 複雑 な 地層 構成 に な っ て い る た め 、 火 山灰 な ど を 指
に し て ボー リ ン グ デー タ ご と に 沖積層 下 回 を 特定 し 、 入 力 す る 作業 も 行 っ た 。 ま た 、 明

治前期 に作成 さ れた古地図 と 現在の地形図 を 対比 し て新 た に作成 し た 「 旧 海岸娘、 !日河道、
旧 た め j也、 谷埋め盛土域�lJ 、 神戸市街地 を 台地、 段 丘、 低地、 河 川 、 人工地形な ど に 区
分 し た 「微地形区分留」 、 神戸市街 を 20 m メ ッ シ ュ に 区切 り 、 平均 的 な 地表傾斜角 震 を 表
し た 「地形面傾斜区分図」 を 収録。

こ の シ ス テ ム は 、 パ ソ コ ン で扱 え る 汎用 的 な GIS に 、 地盤情報解析 シ ス テ ム 、 各種震
災被害解析 シ ス テ ム 、 液状化解析 シ ス テ ム な どの 各 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 結合。 任意の ボ ー
リ ン グ地点 を 結ぶ 線 上 、 も し く は任意測線上の地貿断面 を 容易 に作成す る こ と がで き る 。

こ れ に よ り 被害 と 地盤 の 関係 と い う 膨 大 な 作業 を 効率的 に で き 、 地 図 上 で ボ ー リ ン グ地
点 を 示す と 、 そ の 地盤の土質や強弱 な ど を 把握す る こ と がで き 、 周辺の建物の被災状況 も
ブ ロ ッ ク ご と に 示 さ れ る の で 、 新 た な 建築物の設計 に 活用 し た り 、 各地域の 防災対策 に も
利用 で き る 。 こ の ほ か に も 各種業務 に 必 要 な 地盤情報等 を ピ ジ ュ ア ル な 資料 と し て作成す
る こ と が可能 と な っ た 。 (注 1 ) 
〔延焼シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム完成 1 軒ご と の被害予測可能〕

阪神 ・ 淡路大震災で大規模 な 火災 が発生 し 、 多 く の 人命 と 資産が失 わ れ た 悲'惨な 経験か
ら 、 神戸市消防売 な どが開発 し た 「神戸市火災延焼 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 」 が98年 1
月 、 完成 し た 。 従来 の マ ク ロ な 延焼 予 測 と 違い 、 1 軒 ご と の被害 ま で予測す る 精巧 な シ ス
テ ム で、 消 i坊部隊の指揮訓 練 に も !忘用 で き る ほ か、 都市計画 に役立:て ら れ る も の と し て期
待 さ れ て い る 。 神戸市 で は 、 震 災後10 日 間 で175件 の 火災 が発生、 82万討が延焼。 当 時 の
状況 を 詳細 に分析 し 、 3 年がか り で シ ス テ ム を 完成 さ せた 。

こ の シ ス テ ム は 、 (財) 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構の委託事業 と し て 、 神戸市消防局
と 近畿大学研究室市 な どが開発 を 進 め て き た も の O

シ ス テ ム は 3 つ の サ ブ シ ス テ ム か ら 構成 さ れ て い る が、 基本 と な る 「延焼モ デル」 は 、
従来 の延焼速度式 に 基づ く マ ク ロ モ デル と 異 な り 、 建物 l 棟 l 棟 に 着 目 し 、 出 火、 燃壊、
伝播、 着火過程 を モ デル 化 し 、 時 間 の経過 に よ っ て どの よ う に 燃 え 広 が っ て い く か予測で
き る 。

そ の た め 、 対象地域の実際の建物配置、 施設の特性や地震 に よ る 建物倒壊の影響、 消火
活動 に よ る 延焼阻止効果 を モ デル に 反映 さ せ る こ と がで き る た め 、 j古 関水利 の 配置計画や
都市計画 を 立 て る 上で も 利用 で き る の が大 き な 特徴。

さ ら に 「消防部隊訓練サ ブ シ ス テ ム J と し て の 利 吊 は 、 任意で、設定 さ れ た 訓 練 シ ナ リ オ
の も と で、 受講者が適切 な 指揮判 断 、 部 隊展 開 を 取 り 得 る か ど う か を シ ミ ュ レ ー ト す る J延
焼モ デル」 で シ ミ ュ レ ー ト さ れ た 個 々 の 家屋の延域が、 訓練実行時 に お け る 延焼状況の変
化 に 反映 さ れ る と と も に 、 受講者が選択 し た指揮判 断、 部隊展 開 は 消 防 力 の 変化 と し て 反
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映 さ れ る 。
ま た 、 「延焼被害予 測 モ デル」 は 、 国勢調査、 事業所統計、 工業統計、 商 業 統計、 消 防

関係 の デー タ 等 に 、 阪神 . '{炎蕗大震災 に よ る 被害 デー タ を 加 え た200以 仁 の デ ー タ を 、 町
丁 目 単位 で 統計解析 し た 結果 を デ ィ ス プ レ イ 上 に表示す る シ ス テ ム で、 街 区 の 危険震の把
握 ・ 防災計 画 の 策定 を 支援す る シ ス テ ム 。 単 に 地域情報の 表示 に と ど ま ら ず、 被 害 を 予 測
す る こ と カfで き る 。
〔地震被害規模推計に国土庁がパ ソ コ ン ソ フ ト 開発〕

自 分の 住 む 町が大地震 に 襲 わ れ た ら どの く ら い の被害が出 る の こ れ ま で都道府県
な どが多額 の 費 用 と 時期 を か け て行 っ て い た地震の被害想定 を 、 市 町村職員 や 研究者が簡
単 に で き る よ う 、 国土庁 はパ ソ コ ン を 使 う 被害想定 ソ フ ト を 作成、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 国土
庁 ホ ー ム ペ ー ジ で97:9三 8 月 、 公開 し た 。

こ の ソ フ ト は 地震発生時の 揺 れ の 大 き さ 、 建物倒壊数、 出 火件数、 液状化被害 、 死傷者
数な ど を 推言十す る 。

使い 方 は 、 被害想定す る 市町村 を 小学校区 な どい く つ かの 地 区 に 分 け 、 一覧表 に 地形デー
夕 、 昼 ・ 夜間 人 口 、 耐震基準 の 変 わ っ た 1 960年以前 と 以設の木造建造物数、 上 下水道管の
材質 な ど、 各地区の情報 を 入力 。

そ の う え で地震の マ グ ニ チ ュ ー ドや震源か ら の 距離、 地震発生 の 季節や時刻 な ど を 設定
す る と 、 阪神大震 災 な ど過去の大地震の被害デー タ を 参照 し て 自 動 的 に被害 が算 出 さ れ る 。

被害想定 ソ フ ト は 出 防庁 も 作成 し て い る が、 今回 の ソ フ ト の特徴 は 入力 項 目 が約20項 目
と 多 く 、 多様な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が可 能 な こ と 。 例 え ば再 開発で現在 の 占 い 建物 を 建て 替
え た り 、 消 防施設の 配置 を 変 え た 時 に被害が ど う な る か な どがす ぐ に分か り 、 防災計画策
定 に 生かす こ と がで き る 。

ソ フ ト は ウ イ ン ド ウ ズ用 。 悶土庁の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は http ://www.nla.go.jp/ (注 2 ) 
〔謹 畠 がヘ リ 映像信送シ ス テ ム運用 〕

阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を 生 か し 、 災害現場 な どか ら 映像情報 を 1) ア ル タ イ ム で送信す
る 「ヘ リ コ プ タ ー 映像伝送 シ ス テ ム 」 の本格運用 が陸上 自 衛隊 の 中 部方 面総監部 (兵庫県
伊汁市) で始 ま り 、 97年 4 月 、 公開 さ れ た 。

|司 シ ス テ ム は 、 ヘ リ に搭載す る 48倍 ズ ー ム の カ メ ラ か ら 、 中 継装置や衛星通信施設 を 通
じ て 、 災害現場 の 映像 を 総監部 に 送 り 、 リ ア ル タ イ ム で首相官邸 ま で送 る こ と がで き る 。

同総監部 に こ の シ ス テ ム を 導 入す る た め 、 総事業費約20億 円 を か け 、 カ メ ラ を 装備 し た
ほ か、 衛星通信施 設 な どの既存施設 を 改良 し た 。 中 部 、 近畿、 中 国、 四 国 の 2 府19県 を カ
ノ fー す る 。 こ れで 全国 の 5 方面隊への 配備が完了 し た 。

同 シ ス テ ム は 、 何年12月 に 起 き た 長野県小谷村 の 土石流災害 で 同 シ ス テ ム の 効果 は 実証
さ れた と い う 。 (注 3 ) 

594 第 十章 @ 防災



(FM 放送で災害情報 神戸市が長田区で〕

神戸市 は 、 長 田 区周 辺 を 放送エ リ ア と す る 「エ フ エ ム わ い わ い 」 の電波 を 借 り て 、 災害
時 に 長 田 区役所か ら 直接、 災害 に 関す る 緊急、放送がで き る シ ス テ ム を 構築す る た め、 97年
12月 に 同社 と 「災害情報 に 係 る 緊急放送の 実施 に 関 す る 協定」 を 結 び\ 98年度予算案で機
材費や 回線使用 料 な ど200万円 を 計 上 し た 。 郵政省 の認可が ド り 次第 、 使用 で き る O

同 区役所 に マ イ ク や FM 受信機 な ど を 設置 し 、 電話の専用 回線で 「 わ い わ い 」 の送信所
と つ な ぎ 、 緊急時 に は 医役所か ら Ir(.j'妻 、 放送す る 。 協定常 で は 、 必要 な と き に 緊急欣送が
円滑 に完施で き る よ う 、 ヂ ぶか ら は1 氏 に 同 知すべ き 情 報の fJ J な 伝達、 放 送 に 努め る と と
も に 、 必 要 に 花、 じ て 災 情報の 伝達訓練 を 行 う 、 と し て い る

ま た 、 緊急放送 の 実施 に かか る 費 用 や 広 庁放送の r}l l l -_ な ど、 緊急欣送 の 実 施 に伴 う 費用
は技送!イ の 負.j'fl と 定め て い る 。 FM を使 っ た こ の よ う な シ ス テ ム は 究内 で は 第 4 5f c
〔パ ソ コ ン で防災槽報 を 流す マルチ メ デ ィ ア住宅 実験通信 ス タ ー ト 〕

パ ソ コ ン を 通 し て 災宍時の情報な ど を 家庭 に 届 け る 「マ ルチ メ デ ィ ア ・ モ デ ル 住宅 シ ス
テ ム 」 が、 神戸市北i副首目 の 子台北町の公団住宅 「肢の 子台北ハ イ ツ 」 に整備 さ れ、 98年 3
月 、 実験通信がス タ ー ト し た 。 郵政省 な どが次世代型 訪 災住宅 と し て計画。 被災地 で の 実
験 を も と に 全国へ広 げて い く 。

同省 の 外郭団体 「通信 ・ 放送機構」 な どが事業主体 と し て 進 め る 「マ ル チ メ デ ィ ア ・ パ
イ ロ ッ ト タ ウ ン 構想J の シ ン ボル事業。

映像や 音声 が双方 向で送信で き る 無 線 シ ス テ ム 'LMDSJ を 導 入 し て 、 公 募 し た 伺住宅
の モ ニ タ -49世帯のパ ソ コ ン と 、 約 1 キ ロ 離れ た 鹿 の子台郵便局 に 設置 し た サ ー バー を 結
び、 災害時の河川 の水位や雨量 な どの情報 を 検索 で き る よ う に し た 。

ま た 、 家庭の テ レ ピ で は 、 衛星通信 を 寵 っ て文字 や 映像 を 送 る 読売新 開 の 電子新聞 も 見
る こ と がで き る 。 今後は社会人 を 対象 に し た 在宅学習 、 テ レ ピ電話 に よ る 健康相談な どの
情報 も 提供 で き る よ う に す る 。 (í1 4 ) 

( 2 ) 訪災対応施設等の整備

〔姫路市 に 1 万人分の食糧備蓄倉庫が兜成〕

兵庫黒姫路市が建設 し て い た 災害対策用備蓄倉庫が97年 4 月 、 完成 し た 。 湯や水だ、 け で、
食べ ら れ る ア ル フ ァ 米、 毛布 な ど被災者 l 万人の l 日 分の食糧や 日 用 品 を 備 蓄 、 40 t 貯水
槽 な ど も 備 え る 。

同 市 は 地震 で橋が通行不 能 に な り 、 内 が分断 さ れ る 事態 も 想定 し 、 市 内 計 3 カ 所 に備
蓄倉庫 を 建設す る 。 阪神 ・ 淡路大震災の推定避難者数が人口 の 8 % だ っ た こ と か ら 、 岡市
は備蓄食糧 を 4 年 間 で 4 万人分 ( 12万食) に拡大す る 計画 だ。 (ぬ 5 ) 
〔災害対搭の指揮室 も 設 け 、 兵庫署新庁舎が完成〕

阪神 ・ 淡路大震災で庁舎が倒 壊 し た 兵庫 署 の 新庁舎が完成、 97年 7 月 、 業務がス タ ー ト
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し た 。 災害対応の施設 を 備 え た警察署が完成 し た の は 県 内 で は 初 め て 。
!日庁舎跡 に建 て 替 え ら れ た新庁舎 は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 5 階建 て 、 延べ3 ， 600m2o 耐震

性 を 重視 し た構造で、 災害が発生 し た場合 に 備 え た総合指揮室や 自 家発電装 置 を 設置。 高
齢者や 障害者 に 配慮 し た ス ロ ー プや手す り 、 エ レ ベ ー タ ー も 完備 し た 。

震災で 旧 庁 舎 は 4 階建て の i 階が崩 壊 、 当 直署 員 10人が生 き 埋め に な り 、 1 人が死亡 し
た 。 そ の後、 仮設 テ ン ト や プ レハ ブ庁舎 な どで業務 を 続 け て き た 。 (注 6 ) 

災で f背部分が押 し つぶ さ れた 1[1兵庫 者 行 令
(神戸新聞社提供)

新) r �(での業務がス タ ー ト し た兵庫事
(神戸新開社tfH共)

〔水上消防署 防災機能強化 し 再建 六 甲 ア イ ラ ン ド 出強所 も 〕

大震災 に 伴 う 液状化現象で傾い て館用不能 と な り 、 再建 さ れて い た神 戸市 中 央 区 の ポ ー
ト ア イ ラ ン ド の水上清訪署の新庁舎が97年12月 、 完成 し た 。

新庁舎は 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 4 階建 て で 、 延べ床面積 は3 ， 100m2 と な り 、 !日庁舎の 1 . 7倍 の
広 さ に な り 、 通常基準 の 1 . 5倍 の 強 さ の 耐 震構造 と な っ た ほ か、 屋上 に ヘ リ コ プ タ ー が活
用 で き る 緊急救助用 の ス ペ ー ス を 設 け た 。 ま た 、 72時 間稼働 す る 非常用発電設備や 防火水
槽 (100 t ) 、 生活用水槽 (20 t ) も 備 え 、 防災拠点 と し て の機能 を 限 っ た 。

震災で大 き な被害 を 受 け た消 防 署 は 市内 で 同 署 を 含め 3 署 だ、 っ た が、 残 る 中 央 区 内 の 生
田署、 茸合署 は 統合 さ れ、 中 央泊防署 と し て 2000年 に 同 立小野柄通の小学校跡地 に再建 さ
れ る O

ま た 、 震災で対岸 を 結ぶ 橋 に 段差が生 じ て孤立 し た束i難 誌 の 六 甲 ア イ ラ ン ド の 六 甲 ア イ
ラ ン ド高校東側 に 、 水上消防署 出 張所 の 新庁舎が完成、 98年 3 月 末か ら 業務 を 開始 し た 。

問 ア イ ラ ン ド で は 、 96年 4 月 、 神戸航空貨物 タ ー ミ ナ ル 内 に仮庁舎 を 設 け 、 職 員 14人、
消 防 ポ ン プ車 I 台、 救急車 l 台で、業務 を 行 っ て い た 。

新庁舎 は 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 2 階建 て (延べ890m2 ) で 、 今 回 、 新 た に化学消防車 を 配備
し た ほ か、 高規格救急車 を 配備、 100 t の 謝震 防 火水槽 と 、 雨 水 を 利 用 し た 20 t の雑用水
槽 を 設置。 屋 上 に は 1 ， 000人が l 日 使 え る 3 t の飲料用 水槽 も 置 き 、 72時 間稼働 す る 非常
用 自 家発電装置、 太陽熱 を 利用 し た給湯設備 な ど も 備 え た。 (注 7 )
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〔神戸市特殊化学災害勝が発足〕

神戸市 は 、 有毒 ガ ス の 拡散事故 な ど の 化学災害 に 対応す る た め 、 97年10月 9 丹 、 「神戸
市特殊化学災害隊J (愛称 : ハ ズ、マ ッ ト KOBE) を 発足 さ せた 。

化学物質 の測定、 分析、 i注i先 を 専 門 と す る 消 訪離の発足 は 西 日 本で は初 め て O 同 隊 は 、
危 険物 の 漏洩 や 火災、 有毒 ガス の拡散事故 な どの化学災害の際、 高 度 な 機器 を 使 っ た測定 ・
分析作業や 除洗作業 を 行 い 、 消火、 救助 、 救急活動 を 強力 に 支設す る 特殊 な 消 防隊。 サ リ
ン や ソ マ ン 、 vx ガス な ど有毒ガス を 数分で分析で き る よ う 、 携帯式 ガス ク ロ マ ト グ ラ フ
質景分析機や FTIR ( フ ー リ エ変換赤外分光分析装置) を 配備 し 、 消 防機 関 で初 め て 3 種
類の化学 防護服 を 装備aす る O

消 防 ポ ン プ車 l 台 と 支援車 1 台、 隊員24 名 で 運用 す る 。

〔神戸市内 に耐震性貯水槽 4 カ所完成〕

防護服姿の祢戸F 市特殊化学災害隊
員 と 支援車
(神戸市消 防局提供)

震災後、 神戸市が公 園 の 防災機能 を 強化す る た め 整備 を 進め て い た 耐震性貯水槽や親水
設備が97年 5 月 、 相次い で完成 し た 。

完成 し た貯水槽 は 川 井公園 (東灘区魚崎北町 2 丁 目 、 容量500 t ) 、 石屋川 公 開 (灘区記
田 町 1 丁 目 、 同200 t ) 、 磯上公閏 ( 中央区八幡通 2 丁 目 、 同300 t ) 、 海浜公園 (損磨 区若
宮 町 1 丁 目 、 同200 t ) の 4 カ 所。

い ず れ も 地 下 に 埋設 さ れ、 災害時 に 断水 し で も 飲料水や 消 防用 水 を 確保 す る 。 容量500
t の場合、 日 量 3 e の飲料水 を 5 万5 ， 000人 に 対 し 3 汀 間供給で き る O

ま た 、 貯水槽 の 関 連施設 と し て平常時 に水 と 親 し め る 設備 を併設。 石屋川 公 盟 で は余剰
水が し た た る 音 を 響かせ る 水琴窟 (す い き ん く つ ) を 設 け た 。 ほ かの 公 冨 で も 、 鳴水や井
戸 水 を 干iJ 用 し た 遊 び場 を 設置 し た 。 (注 射
〔公共下水道利用型飯設 ト イ レ を 整舗〕

神戸市 は 、 全国で も 初 め て と な る 「公共一 ご水道利用 型仮設 ト イ レ J を 開発 し 、 97年 9 月 、
兵産 区 の 明親小学校 に設置 し た 。
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こ れ は 震 災 時 に汲み取 り 式の 仮設 ト イ レ の使用 に 問題が多か っ た 一方で、 公共下水道本
管 の使用停止が な か っ た こ と に着 目 。 下水道か ら 施設 内 に 汚水管 を 引 き 込み 、 汚水を汲み
取 ら ず に 処理す る シ ス テ ム を 考案 し た。

具体的 に は 、 ①仮設 ト イ レ 用 本管 の接続マ ス の 上 に 組 み 立 て 式 の 仮設 ト イ レ を 設置②
プー ル の水や下水処理水 を 入 れた組立式の貯留槽か ら 水 を 仮設 ト イ レ 用 本管 に 貯留 し 、
定期 間 ご と に貯留弁 を 上 げて公共下水道 に放流す る ③各 ト イ レ の後部外側 に あ る タ ン ク に
水 を 入 れ る ー と い う 手頼 に よ り 、 水洗 ト イ レ と し て使用 で き る 方式 で 、 全国 的 に も 注 目 を
集め て い る 。

明親小学校 を 含め 、 同年度 中 に 5 カ 所 に 設置。 今後、 市街地の小 ・ 中 学校 の約半数 に あ
た る 60 カ 所 に 300基 を 整備す る 計画。
〔 災 害対策棟の整備〕

災害対 策本部機能 を 有す る 防 災 ゾー ン と し て 、 兵庫県本庁舎 2 号館 1 . 2 陪 を 暫定的 に
整備 し て い る が、 機能的 に 一層 の 充実 を 阿 る た め 、 県庁山側 に 、 い か な る 災特 に対 し で も
堅牢で災害対策本部機能 を 確実 に 発訴 で き る 災害汁策専用庁舎 を 新た に 整備す る し

建設予定地 に お い て 、 埋議文化財調査及 び井戸拍miJ 調 査 を 行 う と と も に 、 )Î.S牛
言十 を 進め 、 98年度 中 の工事発注 を 子屯 し て い る 。

( 3 ) 国 の応急救助指針 な ど

〔 大規模災醤時 に お け る 応急救助指針〕

厚生省 は97年 6 月 、 「大規模災 害 時 に お け る 応急救助 の指針 に つ い て」 を 全国 の都道府
県 に 通達、 市 町村、 関係機関 に 周 知 さ せ る よ う 求め て い る 。

こ の指針は 、 応急救助 の 実施体制 の整備か ら 障害者や高齢者の取 り 扱い の 配慮 、 ボ ラ ン
テ イ ア 活動 と の 連携 な ど、 大規模 な 災害が発生 し た場合に備 え 、 準備、 配慮 し て お く べ き
事項 を 網羅 し た も の で 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 得 ら れ た 教訓 を 盛 り 込み 、 こ の種の通達 で
は従来 に な か っ た 障害者や外国人への配慮、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動への支援 な ど新 た な発想、が
読み と れ る 。

特 に 注 目 さ れ る の は 、 「応急救助 に 当 た り 特別 な 配慮 を 要す る 者への支援J o 救助 と あ わ
せ高齢者、 障害者等の救助 に 当 た り 特加 な 配慮 を 要す る 者 (以下、 要援護者) への支援対
策 を 円 滑 に 実施す る た め 、
①避難所のバ リ ア フ リ ー 化
②相談 窓 口 の 設置
③福祉避難pRの指定 ・ 量的確保 ・ 避難誘導 ・ 管理運営
喧 福祉仮設住宅 の 設置
な ど を あ げ て い る 。

こ の な かで 、 避難所の物理的障壁 の 除去 (バ リ ア フ リ ー イり さ れて い な い施設 を 避難所
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と し た場合 は 、 障害者用 ト イ レ 、 ス ロ ー プ等の段差解消 を 速や か に仮設す る こ と や 、 車 イ
ス 、 携帯便器、 お む つ 、 移動介助 を 行 う 者 ( ガ イ ド ヘ ル パ ー ) の 派遣等、 要援護者の要望
を 把握す る た め 、 避難所等 に 要援護者 の た め の相談窓口 を 設置す る こ と を 求め て い る 。

ま た 、 要援護者が安心 し て 生活で き る 体制 を 整備 し た 「福祉避難所」 を 設置 し て お く こ
と 。 あ ら か じ め指定 し た福祉避難所の み で は量的 に不足す る 場合 は 、 社会指祉施設等や公
的信泊施設等 に福祉避難所 を 設置す る こ と 。

さ ら に 「福祉仮設住宅の 設置」 を 具体的 に あ げ、 要援護者 を 対象 に 、 被災前の情住地に
比較的 近 い 地域 に お い て 、 保健福祉施策 に よ る 生活支援 を 受 け な が ら 生活 で き る 要援護者
向 け の 「福祉仮設住宅」 を 設置す る こ と 、 と し て い る ほ か 、 福祉避難所 か ら 福祉仮設住宅
への入居の促進、 高齢者世話付 き 住宅 ( シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ) へ の 入居 な ど を 積極的 に 活
用 す る こ と な ど、 避難所生活か ら 、 仮設住宅、 さ ら に シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ な どへ の 移行 プ
ロ セ ス ま で例 示 し て い る 。

こ の ほ か、 食料の備蕎で も 、 「最近 の 食生活の 向 上 と 保存食の 多様化 を 踏 ま え 、 乾パ ン
等の画一 的 な も の だ け に な ら な い よ う 検討 し 、 特 に 高齢者、 障害者、 乳幼旧、 病弱者等 に
も 配慮 し 、 創意工夫 を こ ら す こ と 」 と し 、 栄養の バ ラ ン ス 、 質 、 適温食 の 提供 な ど に も 触
れ、 「一定 の 期 間 が経過 し た段 階 で 、 被災者 自 ら が生活 を 再開 し て い く と い う 観点か ら も 、
被災者 自 身 に よ る 炊事が重 要 で あ る こ と か ら 、 避難所等 に お け る 炊事す る 場の確保、 食材
や燃料の提供、 ボ ラ ン テ イ ア等の協力 や避難所内 の五劫体制等の環境づ く り を 進め る こ と 」
と 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の教訊 を 取 り 入 れ て 、 き め細 か な 救援 ・ 支援 の プ ロ セ ス を 踏 ま
え た指摘 を し て い る 。

一方、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 と の 連携 に つ い て も 触れ 、 「ボ ラ ン テ イ ア に 対 す る 多様 な 需要
に即応 し た ボ ラ ン テ イ ア 活動が行 わ れ る よ う 、 平常時か ら 連絡 ・ 調整 を 行 う 者 ( コ ー デ イ
ネ ー タ ー ) の 養成 ・ 配置 を 行 い 、 コ ー デ ィ ネ イ ト 機能 を 強化 し て お く こ と 」 と ボ ラ ン テ イ
ア ・ コ ー デ イ ネ イ タ ー の役割の重要性 を 指摘す る と と も に 、 ボ ラ ン テ イ ア 保険の普及、 活
動拠点 の 整備、 活動資材の提供、 活動費 の助成等 に つ い て も 検討す る こ と を 求め て い る 。

こ の ほ か、 外国人への情報の提供や相談体制、 外国人の埋葬 に つ い て は 、 風俗 ・ 習慣 ・
宗教等 の 違 い に 配慮す る こ と な ど に も 触 れ て い る 。

ま た 、 医療関係で は被災者の心的外傷ス ト レ ス 障害 (PTSD) に対応す る た め 、 中 長期
的 な 精神 保健対策 の 実施 も 求め て い る 。
〔被災建築物応急危険度判定要舗 を築定〕

全国被災建築物応急危険度判定協議会 は 、 971fミ10月 、 「被災建築物応急危険度判定要綱」
を 策定 し た 。

要綱 は 、 地震 に よ り 多 く の建築物が被災 し た場合、 余震等 に よ る 建築物の倒壊、 部材の
落 下 な どか ら 生 じ る 二次災害 を 防止 し 、 住民の安全の確保 を 図 る た め 、 被災建築物応急危
険度判 定 に 関 し 必 要 な 事項 を 定め た も の O
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被災建築物応急危険定判 定 は 、 建築物の被害 を 調査 し 、 二次災害発生の危険 の程度の判
定 ・ 表示 な ど を 行 う も の で 、 都道府県知事が定 め た 応急危険度判定 と に よ り 実施 さ れ る 。
判 定 の 実施 に 当 た っ て は 、 判 定実施本部、 支援本部 お よ び災害対策本部 と 応急 危険度判定
士 と の 連絡調整 に 当 た る 行政職員 、 判 定業務 に 精通 し た地域の建築 関係匝体等 に 属す る !志
急危険度判 定 コ ー デ イ ネ ー タ ー が必 要 で 、 都道府県知事は 震前対策 と し て 、 「都道南県被
災建築物応急危険度判定要綱」 を 定 め 、 判定実施本部 の設置、 判定対象区域や対象建築物
の決定等の 基準 を 定め る と と も に 、 判 定土や コ ー デ ィ ネ ー タ ー の確保な ど を 盛 り 込む よ う
に 求め て い る 。

具体的 に は 、 都道府県 は 地域の建築士会、 建築設計事務所協会そ の他の建築 関係団体 と
協 力 し て 、 応急危険度判定士 の 養成 、 登録を 行 う よ う 努 め 、 市 町村 と 協力 し 、 判定用資機
材の調達、 備 蓄 を 行 う 。

実施 に 当 た っ て は 、 市 町村長が応急危険度判定実施本部 を 設置 し 、 判定 を 実施 し 、 知事
は地震被害が大規模 な た め に応援が必要 と 判 断 し た と き は 、 建設省 、 他の都道府県の知事
お よ び地域の建築 関係団体等 に必 要 な 応援 を 要請す る こ と がで き る と し 、 建設省 は応援の
要請 を 受 け た と き は (社) 日 本建築士会連合会、 (杜) 日 本建築士事務所連合会そ の 他 の
建築関係団体の応援の協力 を 求め 、 建築関係団体は支障の な い 渡 り 応援 に 努 め る も の と す
る 、 と 定め て い る 。

(4 ) 防災 シ ン ポ ジ ウ ム等

〔 ア ジ ア太平洋1 1 カ 島 地震防災 で ワ ー ク シ ョ ッ プ〕

米 国 ・ ノ ー ス 1) ッ ジ 地 震 や 阪神 ・ 淡路大震災 な どの 都市型地震 を 教訓 に 、 APEC ( ア
ジ ア 太平洋経済協 力 会議) 諸 国 で の 地震紡災 に お け る 相互 協 力 を促進す る た め の協力 プ ロ
グ ラ ム の構築 を 図 る こ と を 日 的 と し た 「 ア ジ ア 太平洋都市地震防災研究 ワ ー ク シ ョ ッ プ」

(科学技術庁、 理化学研究所 ・ 地震防災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ー 主催) が、 98年 3 月 9
日 か ら 3 日 間 、 兵庫県三木市 の県立三木山森林公 園 で 開催 さ れた 。

同 ワ ー ク シ ョ ッ プは 、 同年 1 月 に 閉所 し た ばか り の 開化学研究所の 「地震防災 フ ロ ン テ イ
ア研究セ ン タ ー J の活動の ひ と つ で 、 日 本、 米 国 、 カ ナ ダ、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 中 国 、
国 、 タ イ 、 シ ン ガポ ー ル 、 イ ン ド ネ シ ア な ど1 1 カ 国 ・ 地域の 地震防災研究者 ら 約60人が参
力日 し た 。

ア ジ ア 太平洋地域 は 、 世界で最 も 急速 に経済が発麗 し て い る 地域 で あ る が、 都市化が進
み 、 地震災害 に よ る 被害 も 頻繁 に 発生 し て お り 、 A PEC 諸 国 の み な ら ず世 界 の 社 会、 経
済 に甚 大 な 打撃 を 与 え て い る 。 近年、 日 米で発生 し た 地震 は 、 ひ と た び都市部で大地震が
発生 し た ら 、 破壊的 な 災害 を 及 ぼす こ と を 明 ら か に し た 。 持続的 な 経済発展の た め 、 地震
災害の軽減、 防止 を 図 っ て い く こ と は 、 ア ジ ア 太平洋地域の共通 の 重要課題 で あ る 。

同 セ ン タ ー は 「都市部 を 中 心 と す る 地震災害の軽減 を め ざす先導 的 な 研究」 を 総合課題
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と し て お り 、 そ の研究活動 の 一環 と し て 、 ア ジ ア 太平洋地域の地震防災研究者の連携 を 図
る と と も に 、 APEC 諸 国 の 地震 防災 に お け る 栢互協力 を 促進す る た め の 協 力 プ ロ グ ラ ム
の構築 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 科学技術庁 と と も に都市地震防災 に 関 す る 研究連携 の た
め の 初 の 国際 的 な ワ ー ク シ ョ ッ プ と な っ た 。
〔拐災政策会議を 設置 日 米地震シ ン ポ〕

「 第 2 凶 日 米地震 シ ン ポ ジ ウ ム J ( 国 土 庁 、 兵庫県、 神戸市主鑑) が97 年 9 月 17 日 か ら
3 日 間 、 神戸市 で 開 か れ、 最終 日 の 19 日 、 共 同 声 明 で 「 日 米地震防災政策会議」 の 設置 を
発表。 継続的 に協議 を 行 い 、 2000年 に は研究成果 を 世界 に情報発信す る こ と に な っ た 。

シ ン ポ ジ ウ ム に は 、 国土汗長官、 ウ イ ッ ト 米連邦緊急事態管理庁 (FEMA) 長官 を は じ
め 、 地震研究者や 劫災行政の責任者が出席。 地震 に 強 い都市づ く り や構造物 の謝震化 を 進
め る 政策 、 地震 に 関 す る 研究、 地震発生後 の 防災機 関 の対応、 な ど を 論議。

こ の結 果 を 受 け 、 7 項 目 の 共 同 声 明 を 発表。 同 シ ン ポの体制 を 拡充す る 形で 、 98年 に 第
l 屈 の地震 防災政策会議 を 開催す る と し た 。 具体的 な テ ー マ は 、 地震被害 に 関す る シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン の活用 、 災害後の復旧 方策 な ど を 挙げて い る 。

メ ン バ ー に は 、 日 本 か ら 国土庁防災局 長 や 、 米 国 側 は FEMA の被害軽減部長 ら が予 定
さ れて い る 。 埼報交換の成果は広 く 公開 し 、 日 米で ま と め た 防災施策 を 世 界で活用 し て も
ら う こ と に し て い る 。

同 シ ン ポ は 、 両国が仮神大震災 と ノ ー ス 1) ッ ジ大震災 を 経験 し た こ と を 生 かす た め 、 95
年 6 月 の 日 米首脳会談 で 、 当 時の村山吉 市首相がク リ ン ト ン 大統領 に シ ン ポ 開催 を 提案 し 、

「地球的規模 の 課題 に 対処す る た め の 日 米協 力 の枠組み ( コ モ ン ・ ア ジ ェ ン ダ) J の 一分
野 に追加 さ れ、 第 l 回 は96年 9 月 、 ワ シ ン ト ン で 開 かれ た 。
〔建物危険度判定士の訓練や研修を 実施〕

阪神 ・ 淡路大震災の教言11 か ら 、 地 震 に よ る 被害 を 受 け た建築物 の応急危険度判 定 を 迅速
か つ 的確 に実施す る た め 、 判 定士 の連絡体制 、 判定の実施方法の体制 を 整備す る こ と が緊
急で、 重要 だ と い う こ と が認識 さ れた 。

震災建築物の 応急危険度判定 は 、 地震発生後、 速 や か な 立 ち 上が り が求め ら れ、 災害時
を 想 定 し た訓 練 を 繰 り 返 し 実施、 よ り 実践 に 近い経験 を 重 ね て お く 必要があ る こ と か ら 、
97年 6 月 と 7 月 の 2 自 に わ た り 、 判定士 ら に よ る 連絡網 の検証や判定技術の 取得 を 目 的 と
し た訓 練 を 実施 し た 。

訓 練 は 兵庫 県が主催、 (社) 兵庫県建築士会の共催で、 兵庫県災害救援 専 門 ボ ラ ン テ イ
ア (建物判定) と 震災建築物応急危険度判定士 を 対象 に 、 西播磨地域で、 埼報伝達訓 練 と
参集及 び模擬訓練が行 わ れ た 。

百11*東内容 は 、 県災害対応総合情報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 活用 し 、 地震発生後の被害状
況の把握か ら 、 応急危険度判定実施の決定、 連絡の確認及 び判定士の連絡網 に よ る 情報伝
達の検証。
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さ ら に 、 連絡網 に よ り 参集 し た判定士 に よ る 模疑判定 を 実施 し 、 判定技術 の 取得 と と も
に 、 判 定結 果 の 集計 、 伝達 ま で実際の判定活動 を 想定 し て 実施 し た 。

ま た 、 8 月 に は 、 「近畿被災建築物応急危険度判定協議会J が、 97年度事業 と し て行政
職員 を 対象 に し た研修会 を 3 日 間 に わ た っ て神戸市で実施 し た 。

応急危険度判定の 実施本部 と 支援本部の業務 に つ い て の知識 を 得 る た め の研修で、 近畿
を 中心 に し た府県、 市町村の職員約60人が参加。

同協議会 は 、 96年度 に 近畿府果 と 政令市で相互支援体制 の 調 整 を 行 い 、 被災建築物 の 応
急危険度判 定 の 実施体制 の 整備 を 目 的 に 、 ブ ロ ッ ク 単位 と し て は 全 国 で最初 に 設立 さ れ た 。

〈参考資手 ト 〉

「防災i令 書」 平成10年版

「 ひ ょ う ごの復興都市づ く り 」 兵庫県都rl1í作 名郊計画課 1 998'9" 4 月

(注 1 ) SEISMO 1998年 5 月 号

(注 2 ) 1997年 8 月 24 日 十[�p事rr間 ほ か
u主 3 ) 1997年 4 月 10 日 サ ン ケ イ 新聞 ほ か

げì: 4 ) 1 997年 3 月 25 1::l 読売新聞
(注 5 ) 1997年 4 fl l1 日 日 経新開
m 6 )  1 997年 7 月 22 1::! 神戸新開

(注 7 ) 1997年12月 7 日 朝 日 新潟 同 月 12 日 読売新関

心主 8 ) 1997年 5 月 初 日 神戸新開
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い三部 自主防災ゐ税協調!錬
「神戸で大地震 は な いJ と の忠い込み を 容赦な く 叩 き 潰 し た i坂神 ・ 淡路大震災 は 、 都市

の機能 を ほ ぼ全額的 に 失 わ せ た 。 交通、 通信 の機能 を 失 っ た う え 、 住宅の 倒 壊 に よ る 生 き
理 め がい た る と こ ろ で発生 し 、 さ ら に 大火災が追 い打 ち を か け た 。

交通 と 情報の機能麻揮の な かで 、 生 き 埋め に な っ た 人 々 を 救 出 す る 最 大 の 力 と な っ た の
は 、 地域住民 自 身 に よ る 救出活動であ っ た 。 地元住民 に よ る 消 防 団 や 自 治会活動、 近 隣 の
人 間 関係 の大切 さ が改 め て 浮 き 彫 り に な り 、 自 主 防災の必要性が認識 さ れ る よ う に な っ た。
住民 に よ る 防災組織づ く り の支援 に行政 も 本格的 に i絞 り 組み は じ め 、 兵庫県 は2000年度 ま
で に 県 内 全域 で 自 主 防災組織が結成 さ れ る よ う 、 地域の 防災活動 の 実践 者 を 対象 に リ ー
ダ ー 育成研修会の 開催、 防災資機材 の 整備や 妨災訓練 ・ 研修会に対す る 助成 な どの支援策
を j隼め て い る 。

こ う し た こ と も あ っ て 、 兵庫県の 自 主防災組織率 は95年の27 . 4 % か ら 、 96年 に は43 . 3 % 、
97年 に51 % 、 98年 は 62 . 4 % と 向 と し て き た ( い ず れ も 4 月 l 日 現在) 。 な か で も 淡路地域
は 97 . 4 % と 群 を 抜 い て 高 く 、 西播磨地域88 . 8% 、 丹波地域82 % と 続 く 。 神戸 ・ 阪神地域 / 二
田 市 含 む ) は よ う や く 56 .4 % に ま で向上 し た が、 東播磨地域は52 % に と ど ま っ て い る 。

地元の神戸大学 も 、 白 j三防災活動 の リ ー ダ ー 養成 に 、 市民 を 対象 に し た 市民大学講座 を
神 戸市 と と も に創設 し 、 大学の研究機関 ・ 冊究者が穣極的 に こ う し た市民活動 に か か わ り
始め た の は特筆 さ れ よ う 。

産 ・ 官 ・ 学 ・ 民の連携が都市の 総合防災力 を 高め て い く こ と に な る 。 防 災訓 練 は 、 そ の
連携の成果 を 確かめ て い く 場で も あ り 、 恒例化 ・ 行事化 さ せ る こ と の な い よ う な 工夫が毎
年求め ら れ る 。 こ こ で紹介で き る 防災訓練 は 、 規模の比較的大 き な も の な ど に 限 ら れ る が、
地域の特性や実態 に あ っ た小規模 な 訓 練 も 重要だ。

阪神 ・ 淡路大震災で関心 を 集 め た 災害救助犬の訓練セ ン タ ー が、 民間 団体の努力 に よ っ
て 全国 で 初 め て 兵庫県 内 に 誕生 し た の も 特記 さ れ る べ き こ と で あ る 。

97年 5 月 、 神 戸市 内 で起 き た 中 学 3 年生 に よ る 連続児童殺傷事件 は 、 全 国 に衝撃 を 与 え
た 。 神戸市 は 大震災の 教訓 と こ の事件 を き っ か け に 、 安全 ・ 安心 の ま ち づ く り を め ざす条
例 を 制定 ・ 施行 し た。

安全で安心 し て暮 ら せ る ま ち を つ く る 主体 を 市民 と 位置づ け た 点 で 、 こ の 条例 は 自 主 防
災の理念 を 端 的 に 表明 し て お り 、 防災 と あ わせ て 少年 に よ る 異常 な 犯罪 な どの続発 と い う
社会病理 に対処す る た め に は 、 地域社会全体で取 り 組ん で い か な け れ ばな ら な い と い う 社
会 の 原 点 に 立 ち 戻 ろ う と し て い る 点で 、 社会の節 目 を 示す条例 で も あ る 。

な お 、 ロ シ ア 船籍 タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号」 の 日 本海 で の 重油流出事故 は 、 97年 l 月 に 発
生 し た も の だが、 兵車県 に お い て は但馬海岸の 「 回復宣言」 が同年 4 月 に 至 っ た こ と も あ
り 、 全体の経過 を 記録すべ く 、 本節 に抄録す る 。
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1 . 自 主防災の推進

( r神戸市民の安全の推進に関す る 条例」 を 制定 ・ 施行〕

震災か ら 2 年 5 カ 月 後の97年 5 月 、 神戸市 内 で起 き た 連続児童殺傷事件 は 、 猟奇的 な 異
常犯罪者 に よ る 犯行 と の予想、 を 裏切 り 、 地元の 中 学 3 年男子生徒 に よ る 犯行 であ る こ と が
判 明 し 、 社 会 に 大 き な 衝撃 を 与 え た 。 (注 1 )

少年 に よ る 異常 な 犯行 と 震災 に よ る 影響 と の 関連 は不明 で あ る が、 こ の事件 を 契機 に 地
域社会の あ り 方 も 大 き な 課題 と な り 、 神戸市 は大震災の経験 と 教訓 を 生か し た 「防災」 と 、
こ の事件 を 契機 に し て 「拐犯j の 面 か ら 、 「安全で安心 し て 暮 ら せ る 地域づ く り J に市 を
あ げて取 り 組 む こ と を 決意 し て 、 「神戸市民の安全の推進 に 関す る 条例」 を 制定、 震災か
ら ま る 3 周年 に あ た る 98年 l 月 17 日 に施行、 1 月 17 日 を 「市民防災の 日 」 と 定め た 。

条例 は①市民、 事業者 と 市が、 そ れぞれの役割 を 果た し 、 協働 し て安全な ま ち づ く り を
進め る ② 自 立 の精神 に 支 え ら れた 良好 な 地域社会 の重要性 を 認識 し 、 豊 か な 地域活動 を 育
む③災害、 犯罪、 事故の教訓 を 日 常生活の 中 に 生か し 、 後の世代 に 継承 し て い く の 3 つ
を 基本理念 と し 、 市 は こ の 理念 を 実現す る た め の全体計画 を 策定、 さ ら に 区 を 中 心 に 、 地
域特性 を 生か し て 区 ご と の計画 を作成、 ま た 、 安全な ま ち づ く り を 推進す る た め 区安全会

を 開催す る こ と を 定め て い る O
さ ら に事業者、 市民 は 、 強 い連帯感の 下 に 地域で一体 と な っ て安全、 安心 を 確保す る た

め の 活動 を 行 う 自 主組織 「安全で安心 な コ ミ ュ ニ テ イ J を 形成す る よ う 努 め 、 コ ミ ュ ニ テ イ
ご と の計語 を 作 成 す る こ と がで き る と し 、 市 は そ の た め の 支援 を 行 う と と も に 、 同 コ ミ ュ
ニ テ イ や そ の 他 の 市民団体 に対 し て も 必要 な 支援 を 行 う こ と がで き る と 定め て い る O

阪神 ・ 淡路大震災で、 市民 自 身 に よ る 救助活動や ボ ラ ン テ イ ア 団体の活動 の 重 要性が認
識 さ れ た こ と か ら 、 「市 は 、 非常時 に お い て は 、 安全で安心 な コ ミ ュ ニ テ ィ そ の他の市民
団体が応急的 な 対応 を 円 滑 に 実施す る こ と がで き る よ う に必要 な 支援 を 行 わ な け れ ばな ら
な いJ ( 第 16条) と 、 市民団体 と 行政 と の連帯 を 条文 に 規定 し た。

同 時 に 市 は 、 高齢者、 揮害者、 児 童 そ の他の非常時 に お い て特 に接護 を 必要 と す る 要援
護者 に 西日慮 し た施策 を 策定 し 、 体制 を 整備す る と と も に 、 事業者、 市民 は 、 地域 に お い て
要援護者が安心 し て暮 ら す こ と がで き る よ う に 配慮 し な け れ ばな ら な い (第17条) と 規定
し た の も 、 震災か ら の 教訓 で あ る O

神戸市 は こ の 条例 制 定 を 受 け て 、 各 区 ご と に 過去の 災害の履控 や 災害の危険 、 犯罪、
故の傾向、 区 内 の 安全 に役立つ資源 な ど を ま と め た 「区安全 カ ル テ」 を 作成 し 、 こ の カ ル
テ を 基礎資料 に し て何年度内 に 各 ほ の 「安全 ま ち づ く り 計画」 を作成、 99年度か ら コ ミ ュ
ニ テ イ ご と の安全マ ッ プづ く り や安全計画 を づ く り を 進 め て い く 予定で あ る 。

こ の種の個別条例 に は珍 し い 「前丈J が付 さ れて い る が、 前文の 内容か ら 見 る 限 り 、 条
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例づ く り の 最大の き っ か け は大震災 を 教訓 と し た こ と が謡 わ れ、 犯罪や事故防止は 「安全 ・
安心 の ま ち づ く り J に 不 可 欠 な も の と の位置づ け を し て い る 。 「防災」 と 「防犯」 と い う
異質 な ふ た つ の 日 的 を 一体的 に 条例化す る こ と の 困 難 さ の 故 に 、 前丈で は 直接的 な 条例化
の き っ か け を 副次的 に扱わ ざる を 得 な か っ た と い え よ う 。

同 条例 の 意義 につ い て 山 下淳 ・ 神戸大学教授 は論文の 中 で 、 条文の 中 で は 「 ボ ラ ン テ イ
ア や ボ、 ラ ン テ ィ ア 団体 そ れ 自 体 を 直哉的 に 取 り 扱 っ て い る わ け で は な く 、 あ く ま で も 安
全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 関係 か ら 寂 り 上 げ て い る に と ど ま る 」 と し て 、 「 こ れ ま で と も
す れ ば行政の必要の た め に観 り 出 さ れて き た 形容詞 っ き の コ ミ ュ ニ テ イ は 、 そ れが、 コ ミ ュ
ニ テ ィ を 立 ち 上 げ、 活性化す る た め の き っ か け と な る べ き も の で あ る と い う な ら 許せ よ う 。
し か し 、 行政の縦割 り を 地域社会 に ま で も 持 ち 込 も う と す る の で あ れ ば、 本来、 相 容 れ な
い 奇妙 な こ と な の だJ ，-神戸 市 の 各部局 で お こ な わ れ て い る さ ま ざ ま な コ ミ ュ ニ テ ィ 施策
を 総合 的 に調整 し 、 統合 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に 関 す る 基本条例 の あ り ょ う を 探 る 作業 は将来
の宿題 に 残 さ れ て も い る J と し 、 「条例 は 、 わ れ わ れの 安全 と 安心 を 守 っ て い く た め に依
拠すべ き 基本 的 な 理念 と 方向性 を 改め て再確認 し た にす ぎ な い。 問題は こ れか ら な の だJ
と 結 ん で、 い る o (ä 2 )  

〔安全 ま ち づ く り 大学 開設〕

神戸市 と 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー は 「 こ う べ市民安全 ま ち づ く り 大学J (学長 ・
片 岡邦夫神戸大学副学長) を 創 設 、 97年 9 月 、 開 講 し た 。

防災 ま ち づ く り を 市民、 事業者、 市 の 協 同 で進め て い く た め に は 、 地域で 中 心 と な っ て
取 り 組 む 人材 を 育成す る の が不可欠。 そ の た め 、 市民が紡 災 に つ い て の 専 門 的 、 実践的 な
知識 を 習得す る 場 と し て創 設 し た も の。

講座修了生 に は 「市民安全推進員J と し て登録 し て も ら い 、 地域の 防災 ま ち づ く り の ヰI
核 の 役割 を 担 っ て も ら う の が狙い。

受講生 は 一般公募 の ほ か、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー や事業所か ら の推薦者、 学生、 ボ ラ ン テ イ
ア 、 市職員 な ど で 、 受講生相互の横のつ な が り を 強 め 、 地域の 防 災 を 担 う 多彩 な 人材 の 育
成 を め ざす。 初年度 は 、 防災入門 と 防災 ま ち づ く り の 2 講座 を 設 け た

「防災入 門 講座」 は 、 災害や防災の専 門 的 な 知識 を 習得す る た め 、 専 門 家 に よ る 講演 な
どで多角 的 に 訪災 に つ い て学習す る 。

「防災 ま ち づ く り 講座」 は 、 地域で 防災 ま ち づ く り を 実際 に 進め て い く た め の手法の修
得 を め ざす講座。 少人数の グ ル ー プで意見 を 出 し 合い な が ら 進め る ワ ー ク シ ョ ッ プ方式で、
災害時 に生かす た め の マ ッ プづ く り 、 防災 イ ベ ン ト の企画、 地域住民の た め の 初災の手引
き の作成 な ど を 行 っ た 。

防災入 門 講座 に は 、 市民130人 と 甫職員 128人が受講。 防災 ま ち づ く り 講座 は 、 50人 の 定
員 に 116 人 も の応募があ り 、 84 人 ま で枠 を 広 げ、 98年 3 月 に か け 、 全 6 固 か ら 7 回 の講座
がそ れぞれの コ ー ス で行 わ れ た 。 防災 ま ち づ く り 講座 の修了生の う ち 50人が市民安全推進
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員 と し て の登録 を 希望 し て い る 。
ま た 、 受講生の う ち 希望 者 を 対象 に 「 市民防災 ワ ー ダ ー研修」 や 「市民救命士講習会」

な どの特別講座 も 開 講 し た 。
〔災害救助犬 全国初の訓練施設 オ ー プ ン 〕

倒壊 し た家屋な ど に 閉 じ こ め ら れ た 被災者 ら を 見 つ け だ す 災 害救助犬の専用 ト レ ー ニ ン
グセ ン タ ー が兵庫県 三 田 市 に97年 4 月 オ ー プ ン し た 。 阪神 ・ 淡路大震 災 を 機 に 発足 し た 「 日
本 レ ス キ ュ ー 協 会 (本部 ・ 大阪市) が設立 し た も の で、 災害現場 に 見立て た 施設で実践
的 な 訓 練 を 行 う 国 内初 の本格的 な 施設。

同 協 会 は 、 大震災 に ス イ ス か ら 駆 け つ け た救助犬の活動 を き っ か け に 、 被災地の愛犬家
や警察犬訓練士 ら が震災後の何年 9 月 に発足 さ せた 。 街頭募金 な どで運営資 金 を 集め 、 舞
鶴 自 動車道の 三 旧 西 イ ン タ ー チ ェ ン ジ に 近 い 山 林 を 借 り 、 神戸市 内 の 建設業者か ら 提供 さ
れ た シ ョ ベ ル カ ー を 使 っ て 、 コ ン ク リ ー ト 片 な どで瓦喋の 山 を つ く り 、 災害現場 に見立 て
て 、 ラ ブ ラ ド ー ル レ ト リ バ ー な ど25匹 を 救助 犬 に 育 成 し て い る 。 災害救助犬 は 、 警察犬や
麻薬 な ど を か ぎつ け て発見す る 探知犬 と は違 い 、 人 間 の特有の臭い を か ぎ わ け る よ う に 訓
練 さ れて い る と い う O

ス イ ス 災害救助犬協会の支部 に認定 さ れ、 何年 7 月 に は神戸 市消防局 と 全国 初 の 出動 協
定 を 結 ん だ 。

ガ レ キ の 中 で不明者 を捜 し 出 す訓練
(神戸新聞社提供)

〔神戸市東灘!R 3 校誌で防災描祉コ ミ ュ ニ テ ィ ー 結成〕

神戸市東灘区 の 市立東灘小、 本庄小、 福 池小の 3 校区 で 、 そ れぞれ 「防災福祉 コ ミ ュ ニ
テ ィ ー 」 が結成 さ れ、 97年 9 月 、 合 同 結成式 と 防 災訓 練が行 わ れ、 住民約 1 ， 000人が参加、
過去最大の 合 同 結成式 と な っ
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「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 」 は 、 地域 ご と に 防災活動 と 福祉活動 の連携 を 図 り 、 地域住
民 の 力 で 、 災害 に 強 く 、 高齢者や障害者が安心 し て暮 ら せ る ま ち づ く り を め ざ し て 、 神戸
市が何年震 か ら 進め て い る 事業で、 こ の 日 の 3 校 区 を 含め 市 内31校区で組織 さ れ た 。

結成式 と 合間 訓 練 は 、 j;J、前か ら つ な が り の深い 3 校区が合同 で東i難小 で 行 い 、 各 コ ミ ュ
ニ テ ィ ー に 消 火器な ど防災機材が贈 ら れた あ と 、 地域住民が消火器の取 り 扱い訓練、 可搬
式動力 ポ ン プに よ る 放水誤練、 バケ ツ リ レ ー に よ る 消火訓練や炊 き 出 し 訓 練、 負傷者の応
急処置訓練 を 実施。

同 コ ミ ュ ニ テ ィ ー に は 、 震災時 に 活躍 し た神戸商船大や 甲 南大の学生 ら も ボ、 ラ ン テ ィ ア
で加わ り 、 地元の建設会社 も パ ワ ー シ ョ ベ ル な ど を 出 し て協力 し て い る の が特色。

2 . 隣災議11練

〔抜 き 打 ち 情報伝達訓練を実施〕

阪神 ・ 淡路大震災で、六 甲 山系 の 地盤が縁み二次災害が心配 さ れ る こ と か ら 、 兵庫県 は 集
中豪雨や台風 シ ー ズ ン に{蒲 え 、 97年 6 月 18 日 、 県が前年 9 月 に 配備 し た フ ェ ニ ッ ク ス 防災
シ ス テ ム を 使 い 、 抜 き 打 ち で情報{云達訓練 を 実施 し た 。

今 回 の 訓 練の 犯い は 、 ①抜 き 打 ち 訓 練 に よ る 初動矯報伝達の検証② フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ
ス テ ム 等 を 活用 し た情報伝達の検証③各機 関 か ら の情報の集約能力 の検証④ ポ ケ ベ ル に よ
る 連絡網の 検証一ーで あ っ た 。

フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム は 、 県庁 内 の 防災対策室 と 課 内 の 関係機関320 カ 所 を ネ ッ ト
ワ ー ク 化 し た も の で 、 こ の 日 の訓 練 は 、 県庁関係部局や神戸 市 な ど 4 市 と 各消 初本部、 近
議地建六 甲 砂 防事務所、 神 戸海洋気象台、 自 衛隊、 警察、 電 力 、 ガ ス 会社 な ど40機 関 を 対
象 に 、 約200人が参加 し て行 わ れ た 。

午前 6 時す ぎ、 県庁 内 の 災害対策本部室 に お か れ た訓 練本部が、 県防災企画課 と 消 防課
の 職員49人の ポ ケ ッ ト ベ ル を 一斉 に 鳴 ら し 、 緊急事態 の発生 を 連絡。

そ の後、 「大雨洪水注意報の発表」 と い う 気象情報 を 参加40機関 に フ ァ ッ ク ス で伝達 し 、
そ れぞれが把握 し た被害情報 を 送信す る よ う 指示 し た結果、 各機関 に設置 さ れて い る 端末
か ら 県の フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム に I 回 目 の被害情報が順調 に 集 ま っ た 。

さ ら に 「神戸市 と 芦屋市 の境界付近でがけ崩 れ の 危 険があ る 」 と の想定で、 関係機関 が
パ ト ロ ー ル な ど を 実施、 県職員 4 人で構成す る 「宜轄情報斑:J も 出動 し 、 デ ジ タ ル カ メ ラ
で想定 し た 現場の様子 を 竜送 し た 。

40機関 か ら 一斉 に被害情報が集 中 す る た め 、 情報量が格段 に増加 し た 2 回 目 は 、 情報の
照合や、 と り ま と め な ど に想定の倍近 い 時 間 がか か り 、 と り ま と め方法や人員体制 に つ い
て の検討が必要 な こ と が分か つ た 。 ま た 、 災害名 の登録が不徹底 で 、 第 l 回 目 は何件かの
問 い合わせがあ っ た こ と も 、 今後の課題。 な お 、 複数の機関か ら 一斉 に 入力 さ せ た の は 、
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今回が初 め て で あ る 。
〔神戸市が総合防災都i練 消妨 と 海上保安庁が全国初の連携〕

神戸市 は 、 97年 8 月 27 日 、 同市 中 央 区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド な どで全市総合防災訓練 を 行 っ
た 。 訓 練 は 二部構成で行 わ れ、 神戸市 を 震源 と す る マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 2の 直 下 型地震が発

し 、 市 内 で は 震度 7 を 記録 し 、 大規模 な被害が出 て い る と の想定。
第二部 で は全国初 の試み と し て 、 重症患者 を 他都市の病院 に 転送す る と 想定 し 、 神戸港

に停泊 中 の 海上保安庁の巡慌船 に 自 治体消 防ヘ リ で着船 し 、 搬送 し た 。
ポ ー ト ア イ ラ ン ド北埠頭で は 、 応援協定 を 結 ん だ 自 治体や ラ イ フ ラ イ ン 関連企業、 ボ ラ

ン テ イ ア な ど27 団体、 約1 ， 300人が被災家屋か ら の救出 や 物 資 の 運搬 な どの 訓 練 を 行 っ た 。
午前 6 時前、 ラ ジ オ 関西 の 放送で訓練開 始 を 開 い た 職場近 く に住 む市職員 は 徒歩や 自 転

車、 バ イ ク で市役所 な ど各職場 に 駆 け つ け 、 情報収集 や 図 上 訓 練 を 実施。 市 長 ら 幹部職員
が災害対策本部会議 を 開 き 、 自 衛隊 な と々 に応援要請 を 行 っ た 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 中 央市民病 院 で は 、 重傷者 を 選別 し て 治療 に 当 た る ト リ ア ー ジヨ11練
が行わ れ、 京都、 大阪市の 自 治体ヘ リ な ど 7 機 は 、 神戸港 に停泊 中 の 巡視船 「せ っ つJ rみ
ず、 ほ」 に 重症患者 を 乗せて次々 と 着船 し 、 船上で庭師 ら が治療、 処罰訓練 を 実施。

ま た 、 応援協定 を 結 ん だ 自 治体や 日 本赤十字社、 ラ イ フ ラ イ ン 関連企業、 地 元 の 妨 災福
祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の住民、 市立港 島 中 学校生 ら が参加。 初期救助 、 消 火訓練 、 避難所や救
護所 を 開設 し 、 応急処置訓練 を 行 っ た 。

近畿地区 ア マ チ ュ ア 無根非常通信 ネ ッ ト や タ ク シ ー 協 会が参加 し て の情報収集、 伝達訓
練、 救助犬 な ど を 使 っ た 日 本 レ ス キ ュ ー協 会 な ど に よ る 行方不明者捜索訓練、 外国人の相
談窓 口 の 設置や公共下水道接続型の仮設 ト イ レ を 設置す る 訓 練 も 行 わ れ る な ど、 本番 さ な
が ら の総合的 な 訓練 と な っ た 。
〔丹波地方金町 1 万人規模の地域総 ぐ る み 防災訓糠〕

「防災の 日 」 の97年 9 月 l 日 、 丹波地域 に お け る 大震 災 を想定 し た県の 防 災総合訓練が
同地方 の 全 10町で実施 さ れ た 。 小 中 学校や民 間企業 も 含め住民約 l 万2 ， 000人 が避難誘導
やバケ ツ リ レ ー で の初期消火の訓練 に あ た る 大規模 な住民参加型の も の で 、 震 災後初 め て
の広域型の訓練 と な っ た 。 午後か ら は 、 氷上郡氷上 町の氷上工業団地で局 地 的 な 地震 に 対
応 し た 訓 練 に 移 り 、 県や 自 衛隊、 海上保安庁 な ど67機 関 、 約 1 ， 000人が被 災 者 の 救 出 訓 練
な ど を 実施 し た 。

訓 練で は 、 県の フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム を 活用 し 、 地震計や気象庁か ら 集 め た情報に
基づ く 被害予測情報が町 な ど に 伝 え ら れ た 。 2 回 目 の地震 は氷上工業 団 地 の 訓 練会場 を 最
大の被災地 と 想定 し 、 そ こ に 地元 を 中心 に 県 下 の 全域の 初災関係機関が参集 し て 、 火災の
延焼な どの鎮圧 を � る 訓練 を 実施。

県警 を は じ め 、 自 衛隊、 海上保安庁、 消 防 団 な ど67機関、 約1 ， 000人が参加。 ヘ リ コ プ タ ー
5 機、 車両約200台 な ど を 出動 さ せ た 会場型訓練が行 わ れ、 倒壊 し た ピ ル か ら の 救助 や ヘ
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リ に よ る 緊急、搬送 な ど に 取 り 組 ん だ。
訓練内容 は 、 フ ェ ニ ッ ク ス 訪 災 シ ス テ ム に よ る 被害予測情報の伝達 か ら は じ ま り 、 防災

関係機 関 に 要員 派遣 を 要請、 災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ ア への 派遣要請、 災害対策本部の設
置、 災害時等相互応援協 定 に よ る 支援、 臨時ヘ リ ポ ー ト の 設童、 現地指揮所の 設置、 交通
規制訓練、 仮 設救護所の設置訓練、 倒 壊家屋か ら の救出前線、 救急医薬 品 や 輸血用 血液の
空輸、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 上空か ら の広域被害状況の調査、 土砂崩 れ で埋 ま っ た車か ら の
救 出 、 ヘ リ に よ る 重症患者の搬送、 延焼 し た 大規模火災の鎮圧、 火災 に よ る 爆発の危険が
あ る LP ガ ス 容器の安全弁の作動確認 と 二次災害の 防止、 避難住民へ の 飲料水 と 炊 き 出 し
の提供、 県民局応援隊の 出動、 救援物 資 の 輸送訓練、 通信施設の応、急毎 i 呂 訓練 と 非常公衆
電話設置、 水道施設の応急復 旧 、 倒壊建物 の瓦礁の撤去 と 運搬 な ど を 行 っ た 。

大震災で経験 し た さ ま ざ ま な 場面 を 訓練 に盛 り 込ん だ 、 総合的 な 訓練 内 容 と な っ た 。
ま た 、 こ の 日 は 、 明 石 市 も 総合訓 練 を 実施。 地元住民 ら 20団体、 約500人が参加 し た 。

擁接の 加 点!日 市 も 救護所 を 開設す る な ど応援参加、 神 戸 の生活協 同組合 も 救援物資 を 運 び
込 ん だ。 こ の あ と 、 瓦礁の撤去、 伝染病 な どの 防疫活動 も 行い 、 市が震 災 後 に購入 し た 海
水利用 の ポ ン プ車 を 使 っ た 消火訓練 も 行 わ れ た 。
〔県警が大規模警備訓練 を 実施〕

兵庫県 警 は 97年 9 月 4 日 、 マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 2 の地震が県南部 で発生 し た と の想定で、
神戸 市 中 央区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド な ど で警備訓練 を 実施。 警察官が 自 宅か ら 所麗 の 警察署
に 自 転車 な どで駆けつ け る こ と な ど も 含め た実 際 的 な 訓 練 を 行 い 、 県警本部 と 東播地方 ま
で の 16署、 約 1 ， 500人が参加。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸港第 8 、 第 9 パー ス で、 崩 れた ピ ル や 家屋 を 模 し た建造物 を 設
置 、 脱 出 で き な く な っ た 人 を 屋上か ら ヘ リ コ プ タ ー でつ り 上 げて救出 し た り 、 電動 カ ッ タ ー
な ど を 鈍 っ て倒壊 し た 家屋 を 解体、 中 に残 さ れ た 住民 を 助 け 出 す な どの 訓練 を 行 っ た 。

今 回 の訓 練 で は 、 立 ち 上が り の遅れが指摘 さ れた大震災での経験 を 踏 ま え 、 各署が屋上
か ら 目 視で周辺状況 を 把握、 交番周辺 で の情報収集 も 踏 ま え て 実態 を 警備本部 に連絡。 ヘ
リ コ プ タ ー が送 る 上空か ら の情報 と 合わせ、 被害の程度 を 集約 し 、 的確 な 対応 を 民 る 訓練
を め ざ し た 。 w二 3 ) 
〔者油 コ ン ビナ ー ト で防災認11錬〕

阪神地域 に お け る 直下型大地震 を 想定 し 、 石油 コ ン ビ ナ ー ト 等特別 防 災区 域 内 の 原 油 や
ア ン モ ニ ア 漏洩等 に対す る 災害現場 で の 応急対策 や 防 災関係機関相 互 の情報の収集 ・ 伝達 、
災害対策阪神 地方本部の 設置 を 日 的 に し た兵庫県石油 コ ン ビ ナ ー ト 等総合防災訓練が97年
10月 7 日 、 尼崎市末広 町 の 関西電力尼崎 第三発電所 と 周辺海上で行 わ れ た 。

今回 は 、 原 油 、 ア ン モ ニ ア 漏洩等 に よ る 大規模災害対応時の 防災関係機関 相 互の連絡体
制 の確立 に 重点 を 置 い た 従来 の 会場型の実地訓 練 に加 え 、 災害想定 に 基づ く 避難勧告 、 消
火薬剤 の 調達 ・ 搬送 に 関 す る 防災関係機 関 内 の 情報収集 ・ 伝達訓練 (机上 シ ミ ュ レ ー シ ョ
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ン ) を 同 時 に行 い 、 連絡調整が迅速、 的 確 に 実施で き る か を 検証す る の が 目 的 。 訓 練結果
を 今後の出練 に 反映 さ せ る た め 、 各機関 に検証員 を 霊 い た 。

陸上で は ア ン モ ニ ア タ ン ク の 配管切損 に伴 う ガス の漏洩、 拡散、 原 油 タ ン ク の 配管及 び
防油堤の損傷 に 伴 う 原 油流 出 、 原 油 タ ン ク 火災 を 想定 し た 訓練が、 ま た 海上で は 原油 タ ン
カ ー の座礁 と 原 油 海上流 出 、 原 油 タ ン カ ー の 出 火 と 海上 火災 を 想定 し た訓練が行 わ れた。

車両日台、 船挺25隻 、 航空機 3 機、 約400人が参加 し 、 初期消火、 ア ン モ ニ ア 漏洩応急
対策、 避難勧告 ・ 誘導、 化学消火薬剤搬送、 負 毎者救出 ・ 救護 ・ 搬送 、 タ ン ク 火災消火、
流 出 油 回 収 ・ 処理、 タ ン カ ー 火災消火 な ど を 実施 し た 。

ま た 、 同年11 月 に も 、 石油 コ ン ビ ナ ー ト の 防災訓練が神戸市須磨 区 の 三菱石油神戸油槽
所で、 神戸市消防局 と 市 内 の石油関連事業所が参加 し て行 わ れた 。
〔 フ ェ ニ ッ ク ス i窃災 シ ス テ ムの習熟研修〕

兵庫県 は何年 9 月 か ら 県下 の 市 町、 消 防 、 警察、 自 衛隊、 海上保安本部、 気象庁、 河川
情報セ ン タ ー な ど を 結 ん だ 「 フ ェ ニ ツ ク ス 防災 シ ス テ ム J (兵産 県災害対応総合情報 ネ ッ
ト ワ ー ク シ ス テ ム ) の 運用 を 始 め た が (本復興誌第 2 巻 に概要) 、 日 常的 に は ど の よ う に

使 わ れて い る の だ ろ う か。 ま た 、 』情報 シ ス テ ム が どれ ほ ど高度で、新 し い シ ス テ ム で あ っ て
も 、 使い こ な せ な け れ ばい ざ と い う と き 最新の シ ス テ ム が生かせ な い 。

県庁 2 号館 1 階 に あ る 災害対策本部室 は 、 110 イ ン チ の 大型 ビ デオ プ ロ ジ ェ ク タ ー や 4
Eマ ル チ ビ ジ ョ ン な ど を 儲 え た 会議室 と 、 防災端末パ ソ コ ン や 防災無線 カ メ ラ 受信機 な ど
様々 な 情報機器が並 ん だ AV 機器室がカ、、 ラ ス 一枚 で 隔 て ら れ、 機器室か ら 本部 会議の様子、
大型 プ ロ ジ ェ ク タ ー な どが見渡せ る よ う に な っ て い る 。

AV 機器室 に は テ レ ピ 各局 の 映後 を 映す モ ニ タ ー と 並 ん で 、 神戸市、 姫路市、 尼崎市、
西宮市 の 消 防本部の監視 カ メ ラ か ら の 映像がそ れ ぞ、れの モ ニ タ ー に 24 時 間 映 し 出せ る O 各
消 防本部の 監視 カ メ ラ は 消 防本部屋上やマ ン シ ョ ン 屋上 を 借 り る な ど し て 、 市 内 の様子 を
映 し 出 し て お り 、 機器寒か ら 電話で指示 し て 火災 な どの映像 を ズ ー ム ア ッ プ し て も ら う こ
と も で き る 。

各市の 消 防本部で見 て い る の と 同 じ 映像が県庁で も 見れ る わ け だ。 姫路市で起 き た 山 火
は ズ ー ム ア ッ プ し て も ら い 、 火災 を 確認 し た と い う O ま た 、 県警本部や神戸 市消防本

部の ヘ リ コ プ タ ー で撮影す る ピ デ オ 映像がそ の ま ま 映 し 出 せ る モ ニ タ ー も あ る O
98年春 に は 、 自 衛隊の ヘ リ コ プ タ ー が県庁上空 を 飛 び、 県 と 自 衛散の衛星車載局 を ケ

ブル でつ な ぎ 、 白 衛隊ヘ リ の 撮 っ た 映像 を 災害対策本部の モ ニ タ ー 画面 に 映 し 出 す実験 も
行 い 、 成功 し た 。 自 衛隊 と の連携で は 、 ロ シ ア タ ン カ ー の重油流出事故 の 際 、 自 衛隊のへ
1) が危険 な 岩場や躍 に接近 し 、 撮影 し た写真 を 電送 し て も ら い 、 重油の漂着状況 を 迅速 に
把握で き た と い う 。

神戸 市消 防本部が撮影す る ヘ リ 映像 は 、 県 の 災害対策本部で も 東京 の 消 防 庁 で も 同 時 に
見 る こ と がで き 、 実 際 に 起 き た事故で、 現場の 映像が事故発生か ら 1 時 間半後に県庁、 消
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訪庁で見 る こ と がで き た 。 県警本部 の ヘ リ 映{象 も 98年 2 月 に起 き た神戸電鉄の脱線事故現
場 を 映 し 出 し た 。

、 県の 職員 は も ち ろ ん、 県下市町 な ど に 設置 し て い る 問 シ ス テ ム の端末機な ど を 使
い こ な せ る かが最大の ポ イ ン ト だ。 間 シ ス テ ム を 担 当 し て い る 県防災企画 課 で は 、 約40人
の職員が毎 呂 、 当番制で 同諜に設置 し て い る 端末機の操作 を 行 う よ う 訓練 し て い る 。 市 町
の職員 に つ い て は 、 県庁 の 災害対策本部で集 中 的 な 操作研修 を 受 け て お り 、 こ れ ま で に 延
べ約3 ， 000人 の 職員 が、 実 際 に 端末機の 訓 練 モ ー ド を 寵 っ て 操作 し た り 、 デ ジ タ ル カ メ ラ
を 使 っ て 文字情報や映像 の 送信方法、 機器の操作訓 練 を 受 け た 。

ま た 、 県庁 ま で来 な く て も 、 端末機 は 各 市 部]‘ に 設置 さ れ て い る の で、 日 時 を 決め て 入力
訓 練 を 行 い 、 県庁の災害対策本部 と の情報交換訓 練 を 重 ね て い る O あ る 町で は 、 役場職員
全員 が端末機 を 使 え な い と い ざ と い う と き に役 に 立 た な い と 、 3 日 間 に わ た っ て訓 練 を 実
施 し た熱心 な 町 も あ っ た と い う 。

同 シ ス テ ム の今後の課題 に つ い て 防災企画課で は 、 端末機 の 入 力 方法 を さ ら に 簡易 な も
の に し て い く こ と 、 文字情報だ け で は 、 危険や被害の レ ベ ルが と っ さ に判 断で き な い こ と
も 多 く 、 情報の 緊急度、 重要震 に 対応 し た マ ー キ ン グ な どの 方法 を 確立 し て 、 災害対策 に
当 た る 指揮者が的確 に情報 を 把握で き る よ う に改善 し て い き た い と し て い る O

ま た 、 県 の フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム と 神戸市が設置 を 進め て い る 総合防災通信 ネ ッ ト
ワ ー ク シ ス テ ム が同 じ シ ス テ ム で な い た め に 、 そ の ま ま 連動 し な い と 危倶す る 声があ る こ
と に つ い て 訪災企画課は 「神戸 市 の 情報 を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 落 と す た め の ワ ン ク ッ
シ ョ ン か、 ツ ー ク ッ シ ョ ン の手 間 が か か る こ と は事実」 と し な が ら 、 次の よ う に説明す る O

県 の フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム の 端末機が各市町 に 設量 さ れて お り 、 県 と 市町 と の情報
の や り と り は ま っ た く 問題が な い 。 一方、 市 町 の 防災情報 シ ス テ ム が取 り 扱 う 情報 は 、 住
民生活 に直結 し た 詳細 な 情報であ り 、 そ れ を そ の ま ま 県 に 送 ら れで も 混乱す る だ けで 、 市
町か ら 県 に情報 を 送 る 段階で、 情報 を 取捨 し 、 要約す る 必要があ る 。 そ れ は県 と 固 と の 関
f系で も 同 じ こ と カfい え る 。

県が市 町 に設置 し て い る 端末機で十分、 シ ス テ ム の機能が発揮で き る と 考 え る が、 防災
情報の や り と り は 、 パ ソ コ ン の情報 シ ス テ ム だ け で は な く 、 緊急の場合は パ ソ コ ン に 入力
す る よ り も 、 電話や フ ァ ッ ク ス を 使 う 方が早 く て 的確 と い う 場合 も あ る O 通常の電話が ダ
メ に な っ た と き は禽星通信 を 使 っ た 電話 も あ り 、 事態 に 対応 し て 的 確 に こ れ ら の情報機器
を 使い こ な せ る かが大事 な 点 で あ る と い う の が県の説明 だ。

県 と 市町 と で は扱 う 情報の 中 身 が違 う と い っ て も 共有すべ き 情報、 緊急時 に よ り き め の
細 か な 情報が必要 に な る こ と も あ ろ う 。 今後、 そ れぞれの情報シ ス テ ム を 日 常 的 に相互交
流 さ せて い く な かで 、 迅速で、 よ り 効率 の よ い運用 がで き る よ う 不断の シ ス テ ム 改 良 を 重
ね て い く こ と が望 ま れ る O
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3 . 海上災害

〔 ロ シ ア タ ン カ 一 重油流出事故〕

97年 1 月 2 日 に 島根県隠岐島沖 で沈没 し た ロ シ ア 船籍 タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号」 か ら 流 出
し た 重油 は 、 兵車県 ・ 但馬海岸 に も 漂着 し 、 兵庫県 は 警戒本部 を 設置 し 、 情 報収集、 漂着
油 の 回 収活動 に 対す る 支援 な どの対花、 に 当 た り 、 4 月 に至 っ て よ う や く 但馬 海岸 r回復宣
言』 を 行 っ た 。

当 初 、 対馬海流 に乗 っ て E 本海 を 北上す る と 見込 ま れ て い た が、 1 月 8 日 、 天候の変化
も あ っ て 南下。 9 日 未明、 但馬海岸 (豊 岡 市、 竹野町、 香住町、 浜坂町) 一 円 に泊塊が漂

( 第 l 波) 。 そ の 回収作業 を 実施 中 の 1 月 四 日 か ら 22 日 に か け て悪天候 の 影響 も あ り 再
び油塊が漂着 し た ( 第 2 波) 。

市町、 漁協、 清 防 団 、 地元住民、 ボ ラ ン テ ィ ア と 自 衛隊 な ど に よ る 回 収作 業の 結果、 2
月 中旬 に は 目 に見 え る 範囲 で は 重油 の 回収 は お お む ね完了 し た が、 岩場や砂浜の 中 な ど に
油塊が付着 、 混入 し て い る ケ ー ス が多 く 見 ら れ る 状況 だ っ た 。

こ れ ら 残 さ れ た 油 の 除去の徹忠 を 図 る た め 、 重油漂着マ ッ プ、 重油 田 収マ ニ ュ ア ル を作
成す る と と も に 、 専 門家 に よ る 現地調査 を 実施 し た上 で 、 漂着笛所 ご と の 残存 漂着池 田 収
計画 を 作成、 こ れ に 基づい て 3 月 に但馬 海岸 ク リ ー ニ ン グ大作戦 を 展 開 し た 。

そ の 結果、 砂浜 (海水浴場) に つ い て は ほ ぼ完 全 に 、 そ の他の蝶 ( れ き ) 浜 、 岩場 な ど
に つ い て も 自 然浄化 に ま かせ る こ と がで き る 程度 に ま で 海岸 を 復元す る こ と がで き 、 4 月
5 日 に但馬海岸 í'[口J復宣言」 を 行 っ た 。

こ の事故 に よ る 兵康 県 内 の 漁 業 な どへの 影響 は 、 沿岸漁業で定置網漁業の 一 官1)-ji 1 月 末
ま で 、 釣 り 漁業 、 刺 し網漁業が 2 月 10 日 ま で 、 採介藻漁業が 2 月 15 日 ま で、 岩 の り 等が 3
月 中 頃 ま で、 そ れぞれ操業 を 見合 わ せ た 。 但馬地区 5 漁協 か ら 但馬水産事務所への 共 同 販
売額の 月 例報告 ( 1 � 2 月 ) に よ る と 、 前年同期 と 比較 し て 1 1 % 減 と な っ て い る ( 1 月 一
7 月 の 7 カ 月 開 の 前年比較で は 約 1 3 % 減) 。

ま た 旅館、 民宿 な どの観光産業 に つ い て は 、 96年度観光客動態調査 に よ る と 、 但馬地域
へ の 総入込数 は 1 ， 083万人で 、 対前年度比例 . 3 % と な っ て い る (冬季12 月 一 2 月 の 3 カ 月
間 の前年比較で は88 % ) 。

兵庫県 は油塊が南下 し始め た l 月 8 日 19 時 に 警戒本部 (本部長 ・ 防災監) を 設置、 l 月
12 B に 知事 を 本部長 と す る 「兵庫県 ロ シ ア タ ン カ ー 重油流出事故対策本部」 に 切 り 替 え 、
情報収集、 対策 に 当 た っ た 。 但馬県a民局 で も {旦馬管内地方機関 で構成す る 地方本部 を 設量。
地元市 町で は 1 月 9 日 か ら そ れぞれ対策本部 を 設置 し 、 浮流 . Ì:票若油 の 回 収 を 中 心 と し た
対応策 に 当 た っ た 。

1 月 17 日 に は地元市町、 漁協 、 観光協会、 県 の 機 関 で構成す る 「 ロ シ ア タ ン カ 一 重油流
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出 事故対策但馬地域連絡協議会J (会長 ・ 最 岡市長) が設立 さ れ、 監視体制 の確立、 :重油
の 回収、 ボ ラ ン テ ィ ア の受 け 入 れ、 ク リ ー ニ ン グ大作戦の 実施、 さ ら に 風評払拭対策 な ど
但馬地域が一体 と な っ て叡 り 組ん だ。

ま た 、 事故の 影響 を 受 け た 日 本海沿岸府県 ( 島根県 か ら 秋田 県 ま で l 府 9 県) が連携 し 、
情報交換 を 行 い 、 国 な どへの 要望活動、 船主への 申 し 入 れ な ど を 共 同 で実施。 環 日 本海交
流西 日 本協議会 (会長 ・ 兵庫県知事) は 、 国 な どへの 要望活動や船主への 申 し 入 れ を 行 っ
た ほ か、 英 国 政府 の 海岸汚染対策専 門 家 を 招 轄 し 、 現地での調査 と 指導 ・ 助言 を 受け る と
と も に 、 そ の 結果 を 踏 ま え た 関係者への説明会 を 実施 し た 。

l 月 9 日 か ら 4 月 5 B の 「 回復宣言j ま での 問 、 県 内 に お け る 田収作業 に 従事 し た 人員
は 延べ 2 万7 ， 492人、 う ち ボ ラ ン テ ィ ア は l 万2 ， 594人 に の ぼ っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の受 け 入
れ に は 、 地元各市町の社会福祉協議会 な ど に 対応 窓 口 を 開設。 県 と 県社 会福祉協議会 も ボ
ラ ン テ ィ ア の 情報窓 口 を 設置 し 、 受 け 入 れ体制 を 強化す る た め 、 ボ ラ ン テ イ ア ・ コ ー デ イ
ネ ー タ ー 延べ22 1 人 を 各市町社協 か ら 竹野開r社協 に 派遣。

さ ら に 県 は 災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ ア (消防、 警察) 延べ40人 を 派遣 し た ほ か、 ボ ラ ン
テ イ ア の活動 中 の事故 に備 え る た め 、 ボ ラ ン テ イ ア 災害共済への加入促進 を 図 っ て い る 県
社会福祉協議会に掛け金相 当 額 l 万429件、 306万4 ， 500円 の 補助 を 行 っ た 。

知事の災害派遣要請 を 受 け た 自 荷隊 は 、 陸上 自 禽隊第 3 特科連隊が 2 次 に わ た っ て延べ
1 ， 955人 を 派遣 、 作業の 困難 な 場所 で、 の 回収作業 を 実施 し 、 回 収 し た重油 は ド ラ ム 缶283本、
土嚢袋9 ， 839袋 に 達 し た 。

1 月 9 日 か ら 4 月 5 日 ま で の 回収量の 総計 は 、 ド ラ ム 缶 (200 e ) 5 ， 340本、 ベ ー ル缶 (20 e ) 
332本、 土嚢袋 l 万7 ， 220袋、 総計1 ， 419 ke に の ぼ っ た 。 回 収 し た 重油 は 、 県 が船主側 に 処
理業者 を 紹 介 し 、 業者が回収 ド ラ ム 缶の 搬 出 、 焼却処理 を 行 い 、 共産県 か ら の搬出分 に つ
い て は 7 月 末 ま で に焼却処理 を 終了 し た 。

な お 、 兵庫県 は こ の事故の教訓 を 生 か し 、 j毎上災害 に 関 し て 、 総合的 か っ 計画的 な 防災
行政の推進 と 体制 の 整備 を 図 る た め 、 県地域防災計画の一編 と し て 「海上災害対策計画案」
の 策定準備 に 入 っ た 。

策定の基本 的 な 考 え 方 は 、 海洋汚染お よ び海上災害 の 防止 に 関す る 法律等関連法規、 海
上保安部 な ど関係機関 と の調整、 さ ら に は ロ シ ア 船籍 タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号J 重油流出 事
故 に お け る 対応、 な ど に 基づ き 、 関係機 関 の 責務や対応 な ど に つ い て 整理 を 行 う こ と と し て
い る O

適用す る 災害 の 範囲 は 、 重油流 出 事故 な どへの 対応 に 加 え 、 沿岸海域 に お け る 船舶 の笹
突 な ど海難発生 に よ る 人 身事故への対応方策 も 盛 り 込む こ と に し て い る O

〈参考資料 〉
(注 1 ) 連続児議殺傷事件 : 97年 5 月 27 E3 朝、 神戸市須磨 区 の 中 学校正門 に行方不明 に な っ て い た近 く の小学 6

年生男児の切断 さ れた頭部が置か れ 、 被害児の 口 に は 犯 人の メ ッ セ ー ジが書 か れ た 紙片 が く わ え さ せ ら
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れ て い た。 翌 月 に は地元の神戸新 開 校 に 「沼鬼菩薮翠 斗 ( さ か き ば ら せい と い の 名前 で犯行声明文が

届 き 、 異常 な 犯 罪者 に よ る 猟??的殺人事件 と 見 ら れて い たが、 事件か ら 1 カ 汀 後、 被害児の 首が置 か れ

て い た 中学の 3 年生男子生徒が犯 人 と し て逮捕 さ れ た 。

2 月 か ら 連続 し て 起 き た小学女児の逮絞殺傷事件 も 、 こ の少 年 に よ る 犯行 と さ れ、 予想外の 犯 人像 と 、

あ ま り に も 残忍 な 少年の犯罪 に 、 社会は忠、の詰 ま る よ う な 重苦 し い空気 に 包 ま れ た 。 学校教育、 家庭、

地域社会の あ り 方 に 加 え 、 雑誌に少年Aの写真が掲載 さ れる な ど少年報道 の あ り 方、 少年法の改正問題な

ど、 事件は さ ま ざ ま な 問題 を 提起 し た 。

(注 2 ) r安全 ・ 安心 ま ち づ く り と 市民J "都市政策」 第90号 19984ミ 1 月

(沈 3 ) 1 997年 9 月 4 臼 サ ン ケ イ 新開
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[第三鮪 地域防災計画及び そ の見院 し
阪神 ・ 淡路大震災で最大の被害 を 受 け た神戸市 は 、 震災後、 地域防災計 画 を 抜本的 に見

直 し て き た が、 97年既 に 同計画の 「地域防災マ ニ ュ ア ル」 と 「安全都市づ く り 推進計画J
を 策定 し 、 約 2 年半 を か け た 一連 の改訂作業 は終了。 ま た 、 兵庫県 は 、 同 年 度 に 石油 コ ン
ビ ナ ー ト 防災計画 を 全面改定 し た ほ か、 原発や 海上事故災害 な ど に備 え た 防災計画の策定
を 進 め て い る 。

一方、 災害時 の 自 治体 聞 に よ る 相互応援協 定 は 、 97年度 も さ ら に ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げた
ほ か、 市 内各所 を 走 っ て い る タ ク シ ー が災害時 に ま ち の被害状況 を タ ク シ ー 無線で伝 え 、
神戸 市 消 防 局 がい ち 早 く き め細 か な 情報 を 受 け ら れ る 協定 も 結 ば れ た 。 こ の ほ か、 災害発
生 時 に 交通誘導やパ ト ロ ー ル な どの警察業務 を 民 間 の警備会社の警備員 に 委託す る 協定が
全 国 的 に 進 め ら れ る な ど、 阪神 ・ 淡路大震災 は、 こ れ ま で は 考 え ら れ な か っ た 官民の連携
を 促進 さ せ て い る O

各種の応竣協定は 、 市県 を 超 え た 自 治体同士、 水道企業体同士、 タ ク シ ー と 消 防局、
備 会 社 と 警察、 さ ら に は 新 聞 ・ テ レ ビ ・ ラ ジ オ が メ デ ィ ア の枠 を 超 え て 連携す る な ど、

「 ネ ッ ト ワ ー ク J (連携) が震災後の キ ー ワ ー ド の ひ と つ で あ る 。

1 . 地域防災計画 ・ 見践 し

〔神戸市が地震防災対応マ ニ ュ アル な ど策定〕

神戸市防災会議 ・ 水防協議会 (会長 ・ 笹 山幸俊市長) は97:tド 6 月 、 地域防災計画の 「地
震 防災対応 マ ニ ュ ア ル」 と 「安全都市づ く り 推進計画」 を 策定 し た 。

ま た 、 前 年 に 策 定 し た 「地震対策編」 と 「風水害対策編」 の 構成 を 変更 し 、 「総括 (地
震対策編) J 1総括 (風水害等対策編) J と 「紡災デー タ ベ ー ス J の構成 に し た 。 こ れで坂神 ・
淡路大震災後 に行 っ て き た 地域防災計画 の改訂作業 は完了 し た 。

「地震i坊災対応、マ ニ ュ ア ル」 は 、 災害対策本部設置 ・ 運営か ら 、 消 火、 救助 な どの初動
対応、 避難誘導、 交通確保、 海外支援受 け 入 れ も 含め た広域連携、 外国 人対応、、 要援護者
支援、 遺体の捜索か ら 埋葬 ま で、全部で、34の マ ニ ュ ア ル を 網羅 し て い る 。

こ の な かで 「災害時初動対応チ ー ム 活動 マ ニ ュ ア ル」 で は 、 県警、 自 衛 隊 、 神戸市 な ど
の 機 関 が情報 を 共有す る た め に 調 整 セ ン タ ー を 設置す る こ と と し て お り 、 「応急仮設住宅
マ ニ ュ ア ルJ で は 、 被害状況調査か ら 設置戸数の 決定、 用 地確保、 募集、 処分 ま で の 流 れ
を 時系列 的 に あ げ、 大震災での 教言11 を 生か し て い る O

命方、 「安心都市づ く り 推進計画J は 、 地域防災計画の 防災事業計画 と し て 位置づ け て
お り 、 安全都市づ く り の総合的 ・ 体系 的 な 推進等 を 目 的 と し 、 安心生活 圏 の 形成 、 安全都
市基盤の 整備 、 防災マ ネ ー ジ メ ン ト の 強化 を 3 本柱 と し て定め た 。 ( 1安心都市づ く り 推進
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計画J に つ い て は 、 本設興誌第 2 巻 に詳述)
〔 標職員 に携帯用 の 防災 ハ ン ド ブ ッ ク 配布〕

兵庫県 は 、 97年10月 、 地震や風水害 な どの 災害発生 時 に 必 要 な行動指針 を 分か り や す く
整理 し た 「防!5�} \ ン ド ブ ッ ク 」 を 作成 し 、 全職員 に 配布 し た 。 災害発生時の対応手}II買や初
動 時 の 留 意事項、 緊急、連絡用 の ポ ケ ッ ト ベ ル に 「 タ イ キJ rサ ン シ ュ ウ 」 な どの メ ッ セ ー
ジが入 力 さ れ た 場合の行動の仕方 な ど を 一覧表 に す る な ど、 必要最小限の行動 指針が書か
れ て い る O

い つ で も 携帯 し て お け る よ う に 、 手帳サ イ ズ (縦14 . 5cm、 横 9 cm) の小型 に し 、 持系列
的 に 地震発生時の対応手}II買 、 風水害 ・ 大規模事故の発生時の対応手順が ま と め ら れ、 配備
体制 の 基準 、 連絡網 な ど を 記載。

ま た 、 災害対策本部の組織 と 事務分掌 の 要点 、 重 要 な 防災関係機関 の連絡先の 一覧、 県
内各市 町 の 防災担当 課の連絡先 、 出 勤途 との状況報告の様式 ま で簡潔 に 示 さ れ た 実践的 内
容。 こ の ほ か 、 行政電話や衛星回線、 無線機 な ど通信機器の使用 方 法 な ど も 記載 し て い る O

災害時の 仕事の違 い か ら 災害対策本部員 用 、 本部事務局員用 や 一般職員用 を 含め全体で
6 種類、 l 万7 ， 000部 を 作 成 し た。
〔兵塵壊が石油 コ ン ビナ ー ト 訪災計菌全面改定〕

県 は 阪神 ・ 淡路大震災 の 時 に神戸市東灘 区 の 六 甲 ア イ ラ ン ド で LP ガ ス が漏 れ 、 住民の
大規模 な 避難が行 わ れた経験 を 踏 ま え 、 98年 1 月 、 「兵産県石油 コ ン ピ ナ ー ト 等 防 災計画」
を 全部改定 し た 。

同 防災計画 は 、 石油 コ ン ピ ナ ー ト 等防災法施行令で定め る 特別 防災区域で の 災害予 防、
災害時 に お け る 応急対策 な どの た め 、 同 紡災計画 を 77年 に 策定、 そ の後 、 修正 を 加 え て き
た が、 今 回 は災害想定 を含め た抜本 的 な 見 直 し を し 、 県の 地域防災計両 と の整 合 を 図 り 、
2 年がか り の検討 を 重ね て 全国i的 に 改訂 し た も の O

従来の 災害想定 は 、 石油類の 流 出 、 火災、 爆発、 可燃性 ガ ス の漏洩拡散、 静電気災害 に
つ い て 策 定 し て い た が、 今回 は こ れ ら すべ て に つ い て見 直 し を 行 い 、 特 に 可燃性 ガス 及 び
毒性ガス の漏洩拡散 に 関す る 災害想定 を 充実 さ せ た 。 そ の ポ イ ン ト は 以下の 2 点 で あ る O
①可燃性ガ ス 及 び毒性 ガス の漏洩 に かか る 影響範囲

可燃性 ガ ス 等 の漏洩形態及 び拡散の計算式 を 掲載 し 、 状況 に応 じ た 数値 (気化流量、 風
速、 ガ ス 濃度等) を 当 て は め る こ と に よ り 、 比較的簡単 に ガス の 拡散範囲 を 導 き 出 せ る よ
う に し た 。
②噴出帯電 ( ガ ス 等 の 噴 出 の 際の静電気) の 危 険性 な ど。

ま た 、 災害の種類、 規模等 に即応 し た応急対策措置が実施で き る よ う 、 迅速、 的確 な 通
報、 情報の伝達、 初動体制 の 構築等 に 留 意 し 、 災害通報 ・ 伝達経路等の見直 し を 行 っ た 。
具体的 に は
①陸上災害、 海上災害加 の情報伝達経路 を 設定す る と と も に 、 必ず通報 し な け れ ばな ら な
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い 機 関 、 あ る い は災害 の 規模、 内 容に よ っ て 通報す る 機関 を 区分す る な ど、 各種の ケ ー ス
を 想定 し 、 分か り や す い通報 ・ 伝達経路 と し た 。
②災害時 に お い て は 、 被害情報及 び各防災関係機関 の行 う 緊急措置の情報 を 共有す る こ と
が重要 で あ る た め 、 各機関相互の積極的 な 情報交換、 連携 を 重視 し た 内容 と し た。
③震度 5 弱以上の地震が発生 し た と き は、 被害の有無 を 関 わず、 特定事業 所 か ら 消 防機 関
へ状況報告 さ せ る こ と に よ り 、 防災関係機 関 の初動体制 の 迅速化 を 図 っ た 。

こ の ほ か 、 防災本部組織 を 充実、 強化 し 、 防災本部の 構成員 に 新 た に 県民局長 (板神 、
東播磨、 西播磨) を 加 え る と と も に 、 テ レ ピ、 ラ ジ オ な ど 3 報道機関 と NTT を 加 え た 。
〔西播磨地域で広域防災体制モ テεル事業推進へ 〕

兵庫県 は 阪神 、 西播磨、 但馬、 丹波、 淡路の各地域 に 、 救助資機材等 の 備蓄機能や救助
物 資 の 集積 ・ 配送機能、 救援部隊 の 駐 屯機能 を 有す る ブ ロ ッ ク 拠点 を 順次整備す る O

播磨科学公開都市内 に お い て 、 西播磨 ブ ロ ッ ク 拠点 の 建設 を 進 め て お り (98年度完成予
定) 、 そ の他 の ブ ロ ッ ク 拠点 に つ い て も 2000年度 を 目 途 に 頗次整備す る O

98年 3 月 3 日 付の神戸新 聞 は 、 兵庫県が西播磨 地域で の広域訪災体制づ く り に取 り 組む
こ と に な り 、 98年度予算案 に 事業費250万円 を 盛 り 込ん だ と 報 じ て い る O

そ れ に よ る と 、 山 崎断層 に つ い て97年 に 、 県 の 調査委員会 が、 活動周期 は 千数百年か ら
二千数百年の可能性が高 く 、 す で に 活動 の 危 険期 に 入 っ て い る と 指摘 し た こ と か ら 、 県 は
西播)容 を 先行 モ デル地域 に選 び、 姫路 市 な ど 4 市21ß1J と 県、 自 衛隊、 海上保安本部、 警察、
消 防 、 ラ イ フ ラ イ ン 各社 で協議会 を 立 ち k げ、 風水害 も 視野 に 入 れな が ら 、 物資の保管場
所やがれ き 処理場 の 選定、 緊急経路整備 な ど、 各市田Iの実状 を 加味 し て細 か に検討 を 重ね
る 。

最終的 に 整備計画 と し て ま と め 、 各市町の地域防災計画への反映 も 悶 り 、 他地域で の 体
制づ く り は 、 西播磨の 進展具合 を 見極 め た 上 で 、 順次、 展 開 し て い く こ と に し て い る O

一方、 山崎断層 に 関 し て は 、 宍粟郡安富町 に あ る 中 国 自 動車道の斜坑内 で 、 土地の ゆ が
み や地震流 な ど を 計測。 京大防災研究所が週 l 回 、 デー タ を チ ェ ッ ク し て い る が、 県 は97
年の調査結果 を 踏 ま え 、 今後の 観測体制 の あ り 方 に つ い て新年度か ら 本格 的 な 検討 に 入 る
と い う と 報 じ た 。

2 . 自 治体等の災害輔亙路援協定

〔兵趨県 と 県内91 市町 水道災害 で応援協定〕

兵庫県企業庁 と 県 内9 1 市 町 、 水道関 連 団 体 は 何年 3 月 16 日 、 「兵庫県水道災害相互応援
協定」 を 締結 し た 。

地震、 異常渇水、 そ の他 の 水道災害時 に 、 飲料水の供給、 水道施設 の復IB を 迅速、 円 滑
に 実施す る と と も に 、 他 の都道府県へ の 応援活動 を 円滑、 迅速に行 う た め本協定 を 締結 し
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た も の O
応援内容は 、 応急給水作業 、 応急復旧 工事、 応急対 策 に 必 要 な 資機材 ・ 車両等の拠出 、

工事業者の斡旋 な ど。 ま た 、 平常時の情報交換 を 行 う た め 、 水道災害対策連絡会議 を 設置
し 、 桔互応援活動 を 実施す る 場合 は 、 連絡会議 を 兵庫県水道災害対策本部 に 改 組 し 、 対策
本部 は 県企業庁 に 設置す る 。

大震災で は被災地の約127万戸 が断水。 約40 日 後 に 仮復 旧 し た が、 全戸通水が完了 し た
の は発生か ら 3 カ 月 後で 、 こ の 問 、 生活用水 だ、 け で な く 医療用水 な ど も 含め 、 不 自 由 な 状
態が続い た 。

こ の た め 、 県企業庁が中心 と な り 、 応急給水、 応援復旧 に つ い て の 関係機 関 と の調整、
県 内 の市町や全国 の水道団体等 に対す る 応援要請や 受 け 入 れの 連絡調整 に あ た っ た 。 こ の
経験か ら 、 県地域防災計画の 改訂 に あ た り 、 水の確保業務 は企業庁で所管す る こ と と な っ
た 。
〔芦屋市 な ど 1 2市町が、災害応援協定〕

芦屋市や 京都市 、 奈長市な ど全国12の観光 ・ 文化都市でつ く る 国 際特別都市建設連 盟 は 、
97年 8 月 、 大分県別府市で地震 な ど災害時 に 相 互応援す る 協定 に 調 印 。

調 印 す る の は 3 市 の ほ か、 別府市、 熱海市、 長崎市、 松江市、 松 山 市 、 静 悶県伊東市、
栃木県 日 光市 、 三重県鳥羽市、 長野県軽井沢町の 12市町。

協定は被災都 市 か ら の 要 請 に 基づ き 、 食料や飲料水、 医療品 な どの物資 を 送 る と と も に 、
被災者 の 救 出 や施設の復 旧 に必要 な 人員 、 機材、 車両 を 派遣す る O

別府市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で、 連盟 に 加盟 し て い る 芦 屋 市 に 職員 を 派遣 し た り 、 食糧
や温泉 の お 湯 を 送 っ た 。 (注 1 ) 
〔神戸 ・ 洲本 ・ 徳、島 3 市が災害応援協定締結〕

98年 4 月 に 明 石海峡大橋で結 ば れ る 神戸市、 洲本市、 徳 島市 の 3 市 は 、 97年 8 月 、 「災
害時相互応援協定J を締結 し た 。

大規模 な 災害が発生 し た場合に 、 災害 を 受 け た協定市 に対す る 応急対策、 復 旧 対策 を 円
滑 に遂行す る の が 目 的。 応援の 要請 は 、 原 則 的 に は電話で応援 の 要請 を し 、 後 日 、 速やか
に 文書 を 送付す る こ と に な っ て い る が、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓l を 踏 ま え 、 地 震 な どの大
規模 な 災害が発生 し た こ と が明 ら か な 場合は 、 自 ら の判 断で 自 主応援活動 を 実施す る も の
と す る 、 と 定め た 。

具体的 な 応援 の 種類 は
①食料、 飲料水、 及 び生活必需 品 、 並 び に そ の供給に必要 な 資材 の提供
②被災者 の 救 出 、 医療、 防疫、 施設の応急、復 旧 等 に 必要 な 資機材及 び物資の提供
③救援及 ぴ救助活動 に必要 な 車問、 船艇等の提供
④救援、 救助及 び応急復 旧 に 必 要 な 職員 の 派遣
⑤そ の ほ か特 に 要請 があ っ た事項
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と な っ て い る O
ま た 、 い ざ と い う 時、 応援活動が円 滑 に 行 え る よ う 、 毎年 1 回 、 地域防災計画 そ の他 の

参考資料 を 栢互 に交換す る ほ か、 3 市が行 う 防災訓 練 に 相 互 に 参加す る よ う 務 め る こ と も
協定に盛 り 込み 、 単 な る 協定 に 終わ ら な い よ う に し て い る の が特急。

さ ら に 3 市 は 相互 の 交流、 連携 を 強化す る た め 、 3 市長 で構成す る 「神戸 ・ 洲本 ・ 徳島
都市交流懇話会J を 設置す る こ と に 合意、 地域住民の 交流や 3 市合 同 の 開 通記念イ ベ ン ト
な ど を 盛 り 込 ん だ 「橋で つ な ぐ 海道100 キ ロ ふ れ愛交流 プ ラ ン J に 基づい て 取 り 組み を 進
め る O

明石海峡大橋 の 開 通 の利 点 を 効果 的 に 高 め る た め 策定 さ れ た 同 プ ラ ン は 、 住民相互交流
の推進 と 広 域的行政機能 の 強化 を 掲 げ、 ス ポ ー ツ や文化 イ ベ ン ト 、 姉妹校締結や 、 歴 史 や
伝統芸能の紹介な ど に よ っ て 住民相互の理解 を 深め て い く こ と に し て い る O
〔 災 害時、 メ デ ィ アの枠を超え共同テとス ク 設置〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災体験 を 今後の災害報道 に 住 かす た め 、 神戸 に 本社 を 置 く 神戸新
聞社、 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 、 ラ ジ オ 関西 の マ ス コ ミ 3 社 は97年 6 月 、 「災害緊急時 に お け る
報道協力協定」 を 結 ん だ。

同 月 24 日 付の神戸新 聞 は 、 地震、 津波、 鼠水害 な ど大規模災害の発生時、 共 同 デス ク を
設置 し 、 相 互 に 情報 を 交換 し 、 住民 に 正確 で 迅速 な d請報 を 提供す る こ と を 目 的 に 、 文字、
映像、 音声 と い う そ れぞれの報道特性 を 生か し て 、 高齢者、 障害者 ら 社会 的 弱者への情報
提供 に も 一致 し て 当 た る こ と に な る が、 一つ の 地域で複数の報道機関 が メ デ ィ ア の 枠 を 超
え て 災害報道 に 当 た る 全国 に例 の な い取 り 組み と な る 、 と 報 じ て い る O

同 記事 は 以 下 の よ う に そ の 具体的 内 容 を 紹介 し て い る が、 共 同 デス ク の 設 置 、 被災時の
代替機能 の発揮、 平常時か ら の相互協力 、 交流 な ど、 特筆すべ き 報道機 関 の協力体制が生
ま れた の も 、 そ れぞれの報道機関 自 体の被災体験があ っ た た め と い え る 。

協定の 内容 は 、 災 害:発生 に 当 た り
① 3 杜 は神戸新聞編集局 に 共 同 デス ク を 設置 し 、 報道協力 体制 を 構築す る
也 被災地域住民の安全 と 被害軽減 に役立つ情報 を 交換 し 、 迅速かつ正確 に 提 供 す る
③ そ れぞれの報道特性 を 生か し つ つ 、 桔互 に補完 し あ っ て 高齢者、 障害者、 外 閑 人 ら へ の
情報提供 に 努 め る一ーな ど。

大震災 で は 、 3 杜 と も 社屋が被災 し な が ら 報道 を 続け た が、 日 や耳 の不 自 由 な 人た ち を
は じ め 、 社会的 に ハ ン デ イ を 負 う 人 々 へ の 情報提供が十分 に で き な か っ た と い う 反省 に 立
ち 、 こ れ ら の経験 を 教訓 と し て 今後 に 生かす方法 を 話 し 合 っ て き た 。

協定は 、 報道 も 地域性民の安全 を 図 り 、 暮 ら し を 守 る 防災機関 の ひ と つ と い う 認識 を 基
本 に 、 3 1:1: の い ずれかが被災 し て 報道機龍 を 失 っ た と き は 、 他の杜が代 替す る と と も に 、
緊急時の協力 を 丹滑 に す る た め 、 平常時か ら 相 互協力 と 交流 を 深 め る こ と も 叡 り 決め て い
る 。
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〔 タ ク シ ー 無線で被害収集 神戸市消紡局が覚書〕

神戸市消防局 は97年 3 月 25 日 、 市 内83の タ ク シ ー 会社 、 2 個人 の タ ク シ ー協 同 経合が加
盟す る 近畿 自 動車無謀協会神戸分会 と 災害時の被害情報提供の 覚書 を 交 わ し た 。

市 内 の あ ち こ ち を 走 っ て い る 数千台 の タ ク シ ー 運転手が、 災害時 に そ れ ぞ れの 場所 で の
状況 を 無線で報告 し て く れ れ ば 、 き め の細 か い 状況が把握で き る O 震災時 、 電 話 回 総がす
断 し て状況把握 に 手 間 取 っ た教訓 を 生かそ う と 、 タ ク シ ー と の連携 を 図 っ た も の で 、 政令
市 で は 他 台市 に次 ぎ二番 目 の試み。

た だ し 、 市 消 妨局 に タ ク シ ー 無線 を 傍受す る 装置 を 置 く こ と は電波法で で き な い こ と か
ら 、 運転手が無練で伝 え る 被害状況 を 、 基地局 が集約 し て市消防署 に 電話で連絡せ ざる を
得 な い の が実状だ。

両者が交 わ し た 「災害時 に お け る 情報の提供 に 関 す る 覚書」 で は 、 情報の提供 は 、 震度
5 弱以上の 地震災害 や 、 消 防局長が必要 と 認め る 大規模な 災害が起 き た と き 、 消 防 局 長 の
要請で、 業務 に 支 障 の な い 限 り 要 請 に応 じ る と し て い る 。

適用 さ れ る 情報 は 、 道路、 橋 、 ト ン ネ ル の被害状況、 劇場、 映画館、 百貨脂、 病院、 地
下街等多数の も の を 収容す る 建築物の被害状況、 鉄道、 駅舎の被害状況、 列 車 、 電車の衝
突 ・ 転覆事故状況 と 決め て い る O

問 分会 に は 、 明 石市 内 の 一部 の 社 も 含め 、 計4 ， 634 台 の 車両が26局 の 基地 局 と 無線交信
し て い る O
〔災害時に警備員が交通誘導 警察業務民間委託〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 22都府県 と 札幌市が災害発生時、 交通誘導やパ ト ロ ー ル な
どの警察業務 を 民 間 の 警備員 に 委託す る 「災害支援協定j を 地元 の 警備業協会 と 結 ん だ こ
と が警察庁 の ま と め で、分か つ た 。 警察業務 を 民 間 に 委託す る の は初 め て 。

阪神 ・ 淡路大震災の被災地の近畿地方で は 、 6 府県の各警備業協会 同士が府県墳 を 越 え
た広域支援協定 を 97年 4 月 に結 ん で お り 、 業界内部の協力体制づ く り も 進み つ つ あ る 。

警察庁 に よ る と 、 協定は 府県や各警察本部が各警備業協会 と 締結。 そ の 業務 は 緊急交通
路 を 確保す る た め の 交通誘導、 被災地のパ ト ロ ー ル や避難場所の警戒、 被災状況 に つ い て
の情報提供 な ど。

阪神 ・ 淡路大震災発生当 初 、 被災地の兵庫 県 で は 、 警察官 は 人命救助活動 に 追 わ れた た
め 、 大 阪府警備業協会が延べ1 ， 500 人の 警備 員 を ボ ラ ン テ ィ ア で動員 、 被災地の 深夜パ ト
ロ ー ル を 1 カ 月 余 り 続 け た 。

は95年 3 丹 、 警備業界 と の連携な ど を 検討す る よ う 各都道府県警 に 指 示 し て い た 。
都道府県公安委員 会 の 認定 を 受 け た 警備業者 は 96年末現在8 ， 669業者 で 、 警備員 は ア ル バ
イ ト を 含 め約37万人。

そ の 業務 は 、 協 定締結で公共的活動 に ま で ひ ろ がる た め 、 能力 ア ッ プが求め ら れて い る
が、 全国警備業協会 (東京) は 「約 8 割 は従業員 50人未満の 中小業者で、 教育 ・ 訓練費 の
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負 担 な ど課題 も 多 し り と し て い る o (注 2 1
〔領興も 一段落 し 応援職員 ゼ 口 に 〕

阪神 ・ 淡路大震災以降 、 他の都道府県 な どか ら 職員 の応按 を 受 け て い た 兵車 県 は 、 98年
3 月 末、 新年度の応譲職 員 数がゼ ロ に な る こ と を 明 ら か に し た 。 県 で は 「復興 が進み、 県
職員 だ け で対応で き る 目 途がつ い た た め」 と 説明 し て い る 。

県 は95年度か ら l 年 ご と に 各都道府県へ花、援職員 の 派遣 を 要請 、 同 年 震 は 道路や河川 、
砂防の復旧事業 を 中心 に建築職54人、 土木職50 人 な ど計175人が出 向 し 、 復 旧 作業 に あ た っ
た 。

96年度 も 復旧 工事 に 絡 ん だ埋蔵文化財 の 調査 な どで技師50 人 な ど計164 人 の 応援 を 得 た
が、 97年度 は60人 に縮小。 震災復興 も 一段落 し た た め 、 新年度か ら の 要 請打 ち 切 り を 判 断
し た と い う o 3 年 間 を 通 し て継続派遣 さ れた 職員 は 9 人、 2 年 開 は 7 人 に の ぼっ て い る O

新年度 も 出 向職員 を 受 け 入 れ る 自 治体は芦屋市、 北淡町、 一宮町で計12人。 (注 3 ) 

〈参考資料 〉
「神戸市地域紛災計 画 (防災事業言1-画) J 神戸市防災会議 1997年 6 月

「神戸市地域紛災計画 ・ 地域防災対応マニ ュ ア )VJ 神戸市防災 会議 199811': 6 月

(ý主 1 ) 1 997年 8 月 23 白 日 経新 聞 、 |可 月 24 B 神戸新開

(ý主 2 ) 1997主f 5 月 5 日 神戸新聞

(注 3 ) 1998年 3 J'J 31  B 読売新聞
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自然災害対策の推進
阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 も ろ い地 買 の六 甲 山系 に も 深い 爪跡 を 残 し 、 地滑 り に よ る 悲'諺な

二次災害が加 わ っ た 。 阪神地域の都市の拡大 は 、 六 甲 山 系 の 山 麓部 の 開 発 を も た ら し て き
た 。 大規模 な 地滑 り 災害 は 、 改 め て 厳 し い 自 然環境条件の な かで の 節度 あ る 開 発 の必要性
を 認識 さ せた 。

大 き な犠牲 を 教訓 と し て 六 甲 山 系 の 麓 に 自 然災害 に よ る 直接の被害 を 防 ぎ 、 行 き 過 ぎ た
開発 を 事前 に 妨 Itす る 緑地緩衝帝で あ る グ リ ー ン ベ ル ト 地帯 を 設定 し 、 山 系 の 斜面 に土木
工学的 な 地殻安定工事 を 行 う と と も に 、 植栽 を 続 け て い く こ と に よ っ て 自 然 の 生態系 も 取
り 戻 し て い こ う と い う 抜本 的 な 大事業が動 き 始め た 。

国 も 震災の教訓 を 取 り 入 れ て 宅地造成 マ ニ ュ ア ル を 大 幅 に 改訂 し た 。 ま た 、 兵庫県 は 被
害 を 受 け た 河川 の 改修 に あ た り 、 単 な る 復旧 工事で な く 、 都市河川 の水深が浅 く て も 火災
の 消 防用 水 と し て 比較的簡単 に 取水 で き る 工夫 を 施 し 、 同 時 に 河川 の も つ 自 然 や 景観の髄
値 に 配慮 し た 改修 を 行 う な ど、 大震災 は 自 然 と 人 間 の 関係 を 見直す大 き な き っ か け と な っ
た 。

一方、 97年度 は 、 日 本建築学会に よ る 最終提言や大学の震災研究 プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 最
終報告書が出 さ れ る な ど、 震災か ら 3 年 目 は ア カ デ ミ ズ ム の分野で も 第一ス テ ー ジ の 終 わ
り を 画す る 年で も あ っ た 。

1 . 治由 ・ 治水

〔 六 申 山系 グ リ ー ン ベル ト 事業 大胆な構懇が現実 に 〕

神戸市 を は じ め と し た 阪神地域 は 、 六 甲 山系 と 大阪湾 に 挟 ま れ た 狭 く て 長 い ベ ル ト 状の
平地 に都市が形成 さ れ、 特 に こ こ 3、 40年 の 障 に 住 宅 地 開 発 が 山 麓 に せ り 上が っ て き た 。
し か も 、 六 甲 山系 は花両岩 を 主 に し た 、 も ろ い地 質の た め に 、 過去 に し ば し ば悲惨 な 土砂
災害が頻発。 そ こ へ今回 の 阪神 ・ 淡路大震 災 に よ っ て 山腹の崩壊や地割れが各所で発生 し 、
山 系全体に わ た っ て 地盤が緩 ん で、い る と 見 ら れて い る 。 さ ら に そ の授の大雨 に よ り 崩壊の
危 険があ る 箇所が1 ， 000 カ 所以上 に の ぼ っ て い る 。

こ の た め大震災の復興事業の な かで も 、 六 甲 山系 の土砂災害防止 は き わ め て 重要で、 緊
急、 を 要す る 課題 で あ る O 特 に 緊急 に 措置すべ き 崩壊の 危 険個所 に 限 っ て は 、 97年度末 ま で
に ほ ぼ対策が打 た れ た が、 こ の 際、 長期 的視点 か ら 、 防災 と 同 時 に 環境保全 を め ざ し た 総
合的 な 対 策 に 叡 り 組むべ き だ 、 と の提言が出 さ れた の を 受 け 、 抜本的 な保全計画が打 ち 出
さ れた 。

こ れが 「六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業J で 、 阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ
ニ ッ ク ス 計画) の A翼 を 担 う 事業 と し て位置づけ ら れ、 建設省 と 兵庫県 に よ っ て 95年度か
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ら 計 画 に 着手 し た 。
砂 防 を 目 的 に 、 広大 な 山 麓部 を 都市計画決定 ま で し て保全す る の は過去 に 例 がな い と い

う 異例 の事業。
六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 構想 は 、 神戸市須腐区鉢伏 山 か ら 宝塚市岩倉 山 に 至 る 六 甲 山系

の南斜面、 い わ ゆ る 表六 甲 の ほ ほ全体に わ た る 延長約30 km、 面積約8 ， 400 h a の エ リ ア に 及
ぶ 。

摘想、 の 目 標 は
①土砂災害 の 防止
②良好な 都市環境、 風致景観、 生態系 お よ び種の 多様性の保全 ・ 育成
③都市の ス プ ロ ー ル化 の 防止
③健全 な レ ク リ エ ー シ ョ ン の場の提供

と 、 4 つ の機能 を 合わ せ持つ も の と し 、 こ の う ち 約 2 ， 360 ha の 地 ぼ を 特 に 「 グ リ ー ン ベ
ル ト 」 と 呼び、 と り わ け積極的 な 取 り 組みが必要 な 市街地 に 揺す る 斜面 を 「 防砂 の施設J (約
1 ， 600 ha) と 「緑地保全地区」 に 分 け て 都市計画 に位置づけ る こ と に し た 。

「防砂 の 施設」 は 、 土砂災害 を 防止す る た め の措置が図 ら れ る べ き 広域。 「緑地保全地区J
は 、 都市 に お け る 自 然環境の保全、 無秩序 な 市街化の 防止な ど に役立つ緑地の保全 を 図 る
区域。

「 グ リ ー ン ベ ル ト 」 は
① 自 然豊かで安全な 初災樹林帯の形成 を め ざす
②生態系 の 多様性 を 高 め 、 構成種のバ ラ ン ス が保 た れ た 環境 を つ く る
③必要 に 応 じ て用 地 を 公有化 し 、 樹林の保全 と 育成 を 図 る
③市民 に 親 し ま れ る グ リ ー ン ベ ル ト の創 出 を め ざ し 、 市民参加の森づ く り を 進 め る
と 、 4 つ の 百 標 を 定 め 、 六 甲 山 の森林 を 多様な機能が発揮で き る 環境林 と し て保全 ・ 育成
し 、 長期 的視野 に た っ て樹林が 一定水準 を 保て る よ う 植生管理 を 継続 し て い く O

こ の な かで 特 に注 目 さ れ る の が用 地 の公有化で、 「 グ リ ー ン ベ ル ト 」 の う ち 、 97年度末
ま で に 約200 h a が公共用 地 と し て 取得 さ れ た 。 な お、 全体構想、エ リ ア と し て は 、 総計760
haが公共用 地 と し て 取得 さ れて い る O

グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業 を も う 少 し分か り やす く 表現す れ ば、 市街地が急追 し て い る 六
甲 山系 の 広 大 な 南斜面 の う ち 、 市街地 に 最 も 近接 し た 山麓部 を 東西約30km に わ た っ て ベ ル
ト 状 に 防災樹林帯 を 保全 ・ 創 出 し 、 直接的 な 土砂崩壊か ら 住宅地域 を 守 る い わ ば緩衝地帯
を つ く る と 言い換 え て も 良い 。

し か し 、 こ の 限 ら れた ベ ル ト 状の 緩衝地帯 だ け で は 、 六 甲 山 系 の 抜本 的 な 保全 は不可能
な た め 、 南斜面全体 に わ た り 、 表面が流亡 し て い る 斜面 で は 、 階段状 に斜面 を 整形す る 筋
工 を 施 し て 苗木 を 植裁 し て樹林 を 回復 さ せた り 、 谷止工 に よ っ て 地盤 の安定 を 図 る 。 ま た 、
す で に樹林が形成 さ れて い る 斜面 で は 、 樹林間 に柵 を 設置 し 表土 の 流亡 を 防 ぐ林間柵工な
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ど を 施す。
同 時 に 特定の樹種が占 有 し て他の樹種の成育 を 阻害 し て い る と こ ろ は 、 多 様 な 郷土種 を

導入 し 、 樹積の 豊 か な 広 葉樹林へ と 転換 し て い く な ど、 生態系 のバ ラ ン ス に 配慮 す る ほ か 、
六 甲 山 に棲息す る 貴重 な動植物 を 保護す る た め 、 自 然の 生命力 を 生 か し た植生管理 を 行 い
な が ら 安定 し た 森への遷移 を 手助 け し て い く こ と を 基本 に し て い る 。

a方、 「市民参加の森づ く り 」 に つ い て は 、 大震災か ら 1 ， 000 B 日 の97年10月 12 日 に 、 神
戸市東灘 区 の 渦森鋼 製f医堤毘 辺で 、 市民参加 に よ る 植樹体験教室が催 さ れ、 地元市民や ド
ン グ リ 銀行 な ど の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な ど約250人が参加、 ア キ ニ レ や マ ザ ク ラ な ど郷土種
の苗木が植 え ら れ る な ど、 具体的 に動 き 始め て い る O

「六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 構想、」 は 、 何年12月 に 武居有主主 ・ 京都大学大学名誉教授 ら 専
門 家 や 幅広 い市民か ら な る 「六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト の 整備 に 関す る 懇談会」 が、 土砂災

防止 だ け で な く 、 良好な 都 市環境、 風致景観、 生態系の 保全、 レ ク リ エ ー シ ョ ン の場
の提供、 無秩序 な 市街化 の 防止 を 総合的 に 組み 込 ん だ 山 系 の 保全が必要で 、 震災復興の シ
ン ボル ・ プ ロ ジ ェ ク ト と し て市民 と と も に取 り 組み 、 災害の教司11 を 後世 に伝 え る べ き だ
と の提言が行 わ れ た 。

こ の提言 を 受 け て 、 「六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備基本方針策定委員 会J ( 委 員 長 ・ 田 中
茂神戸大学名誉教授) を 設置、 具体的 な 計画 を 策定 し た 。

甲 山系 の砂防工事 は 、 1895年 ( 明 治28年) か ら 1 世紀以上 に わ た り 、 営 々 と 継続 さ れ、
神戸市 を は じ め と す る 阪神 間 の都市の発展 は 土砂災害 と の 闘 い の歴 史 で も あ っ た が、 今 田
の 「六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業」 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 長 い 闘 い の歴 史 に
画期 的 な 転換 を も た ら し た と い え る 。

た だ、 こ の遠大 な事業 は 、 下草刈 り や苗木の植裁な ど息の長い市民の協力 な く し て は成

( 図 2 ) 六 甲 山系 グ リ ー ンベル ト 事業の全体構想図
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「安全で 自 然豊か な 六 甲 山 を め ざ し て 」 建設省 六 甲砂妨工事事務所 ・ 兵庫県土木部砂防課
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功せず、 無秩序 な 関発 の つ け が結局 、 市民の協力 な く し て は償い き れ な い と い う 大 き な教
訓 を 残 し た と も 言 え よ う o (留 2 ) 

〔西宮市f二J I I の地滑 り 現場復!日 「地すべ り 資料館」 開館〕

阪神 ・ 淡路大震災の 発生直後、 大規模 な 地滑 り が起 き 、 34人が犠牲 に な っ た商宮市仁川
の 地滑 り 現場の復旧 工事が終わ り 、 現場近 く に県が建設 し て い た 下地すべ り 資料館」 が完
成 、 97年11 月 、 開館 し た 。

地滑 り 現場 は 西宮市仁 川 百 合野町 と 仁川 町 6 丁 目 に ま た が る 斜面 で 、 地 滑 り が起 き た斜
面 に は 鏑管杭が142本打 ち 込 ま れ、 土留 め の コ ン ク リ ー ト 枠 は 約 1 万個 、 地 下水 を 抜 く パ
イ プが総延長5 ， 200 m に わ た っ て 張 り 巡 ら さ れ た 。

百合野 町 に 開舘 し た 「地すべ り 資料館J は 、 2 階建 て 延べ400m2 で 、 1 階 に は現場 の 毎
l日工事の様 子 な ど を 紹介す る 展示室 と ビ デ オ な どが利 用 で き る 研修室、 2 階 に は地滑 り の
メ カ ニ ズ ム な ど を 分か り やす く 理解す る た め の 立体模型 を 設置す る な ど、 震 災の 教訓 を 後
世 に伝 え る と と も に 、 肪災教育 に役立 て る の が 目 的。

ま た 、 地滑 り が起 き た 現場 に は地下水位計や 雨量計 な ど を 設置 、 斜面 を 常時観測 す る シ
ス テ ム も 同館 に 備 え 、 大雨の 時 に は職員 が詰め て 計器 を 監視 し な が ら 警戒 に 当 た る 。 (注 1 ) 
〔危険急傾斜地 宅地化で増加〕

兵庫県全体の急傾斜地で 、 がけ崩 れ に よ り 5 戸以上の 人家や公共施設 に被害 を 及 ぼす恐
れ の あ る 急傾斜地崩壊危険個所 は 、 91年度 よ り 302 カ 所多 い3 ， 532 カ 所 に な っ て い る こ と が
97年 6 月 、 県 の 調査で、分か っ た 。 増加 し た理由 は 、 宅地化が斜面閤辺 ま で進 ん だ た め 、 と
し て い る 。

調査は 、 がけ崩 れ に よ り 人家 5 戸以上 ま た は公共的建物 に被害 を 及 ぼす恐れの あ る 高 さ
5 m 以上、 傾斜角30度以上のがけ地 (人工斜面 を 含む ) を 急傾斜地崩壊危険個 所 (整備済
み箇所 を 含 む ) と し て 点検 を 実施。 67年度以降 5 年 ご と に 行 わ れて い る が、 今 回 は 震災 を
契機 に 、 そ の後の状況変化 を 把握す る た め 、 96、 97年度 の 2 カ 年 を か け て全県的 な 見 直 し
調査 を 実施 し た 。

そ れ に よ る と 、 自 然斜面は3 ， 295 カ 所、 造成 な ど に よ る 人工斜面 は237 カ 所。 が け 崩 れ 防
止工事が必 要 な 2 ， 923 カ 所の う ち 工事が完 了 し た の は556 カ 所。

こ の う ち 震災 で 多 く の被害が出 た 六 甲 山 系 で は 、 震災で亀裂が入 る な ど し て 、 緊急 に 工
事が必 要 だ、 っ た 14 カ 所 に つ い て は l カ 所 を 除 き 97年度末 ま で に対策工事 を 終 え た 。

県 は 雨 な どの対策が緊急 に必要 な 所 は な い と 見 て い る が、 六 甲 山系甫麓部 に お い て 、 グ
リ ー ン ベ ル ト 整備事業 を 推進す る ほ か、 老人 ホ ー ム や病 院 な ど災害弱者が入所す る 施設 に
近い急領斜地 の 対策 な ど に 重点 を 置い た事業 を 推進 し 、 98年度 に 第 4 次急傾斜地崩壊対策
事業5 カ 年計画 を 策定 し 、 )11I'î次計顕的 に斜面 の整備事業 を 進め る 方針。
〔大震災 を 教訓 に 盟 の宅地防災 マ ニ ュ アル を 大幅改訂〕

建設省 は 98年 2 月 、 「宅地防災マ ニ ュ ア jレ」 を 改訂 し 、 全国 の都道府県 に通達 し た 。 阪神 ・
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淡路大震災での宅地の被災実態 を 踏 ま え 、 耐震対策、 宅地防災に係 る 新技術 ・ 新工法、 環
境 に 配慮 し た 防災技術 な ど を 新 た に 加 え て 改訂 し た も の で、 宅地造成等規制 法 に 基づ く 宅
地造成工事、 都 市計画法 に 基づ く 開発行為 の 審査 に 当 た り 、 こ の マ ニ ュ ア ル を 参考 に し て
許可事務 の 丹 滑 な 執行 を 図 る よ う 求め た 。

平成 9 年境改訂販の 「宅地防災 マ ニ ュ ア ル」 は 、 開発事業 に伴 う がけ崩 れ、 土砂の 流 出
等 に よ る 災害、 地盤の沈下、 給水 な ど の 障害 を 訪止す る た め 、 切土、 盛士、 の り 面 の保護、
擁壁、 軟弱地盤の対策、 排水の処理 な ど に つ い て の 基本的 な 考 え 方 と 、 設計 ・ 施工上留 意
すべ き 点 を 整理 し た も の で 、 宅地造成等規制法の許 可等 を 必要 と す る 宅地造成 に 関す る
都市計画法の許可 を 必 要 と す る 開発行為 を 対象 に 、 開発事業 を 審査す る 際の基準 と な る 。

開発事業の 実施 に 当 た っ て は 、 こ の マ ニ ュ ア ル に示す基本 的 な 考 え 方 、 留 意事項 を 路 ま
え た上 で 、 さ ら に 開発事業 を 実施す る 区域の気象、 地形、 地質、 地質構造、 土 質 、 環境等
の 自 然条件、 開 発事業 の 内容、 土地利用状況な とマの社会条件 に留意 し て、 個 々 具体的 に必
要 な 防災措置 を 検討す る こ と 、 と 地域 の 実態 に則 し た対応 を 求め て い る O

改訂の特徴 は 、 「耐震対策j を 具体的対策の ト ッ プ に 掲 げて い る 点で、 「耐震対策の基本
目 標」 と し て 、 「 開 発事業 に お い て 造成 さ れ る 土地、 地盤、 土木構造物等 ( 以 下 「宅地」
と い う ) の 耐震対策 に お い て は 、 宅地 ま た は 当 該宅地 を 敷地 と す る 建築物等 の 供用 期 間 中
1 � 2 度程度発生す る 確率の一般的 な 地震 ( 中 地震) の 地震動で、 宅地の機能 に 重大 な 支
障が生 じ ず、 ま た 、 発生確率 は低いが直下型 ま た は 海溝型巨大地震 に 起因 す る さ ら に 高 レ
ベ ル の地震 (以下 「大地震」 と い う ) の地震動 で は 、 人命に 重大 な 影響 を 与 え な い こ と を
耐震対 策 の 基本的 な 臼 標 と す る 」 と 、 地震規模の レ ベ ル に対応 し た 目 標 を 設定 し た 。 特 に
巨大地震 に も 対応 し た 目 標 を 設定 し て い る の が注 目 さ れ る O

さ ら に 「原地盤、 盛土材等 に 関 す る 調査結果 に 基づ き 、 船震対策の必要性、 必 要 な 範囲、
耐震対策の 目 標等 を 具体的 に検討す る こ と が必要J r耐震対策の検討 は 、 開発事業の基本計
画作成の段階か ら 調査、 設計、 施工の各段 階 に 応 じ て適切 に行 う こ と が大切」 と し て い る 。

そ し て 「耐震設計 の 基本 的 な 考 え 方J と し て 、 「盛土の り 商お よ び擁醸 の 安 定性 に 関 す
る 検討 に お い て は 震度法 に よ り 、 地 盤 の 液状化判 定 に 関す る 検討 に お い て は 簡易 法 に よ り
設計 を行 う こ と を 標準 と し 、 必 要 に 応 じ て動的解析法 に よ る 耐震設計 を 行 う 」 と し て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災で、 地盤の液状化があ ち こ ち で大規模 に起 き た こ と を 踏 ま え 、 地盤の
液状化対策 に つ い て は 、 液状化が起 き や す い 地盤 色慎重 に検討す る と と も に 、 液状化 に よ
る 被害や悪影響が著 し い場合 は 、 土地利用計画 を 再検討す る よ う 求め て い る 。

こ の ほ か 、 「 開 発事業 に お け る 治水 ・ 排水対策の検討 に 当 た っ て は 、 水循環、 水辺の景観、
生態系 な ど の水 に 関す る 環境 を 保全す る よ う 努 め る こ と が望 ま し い」 と 、 水環境への 配慮
に触れて い る 。

ま た 、 「 開 発事業 に 伴 う 建設副産物 は 、 そ の 発生 を 抑制す る こ と が原 則 だが、 や む を 得
な い場合は 、 積極的 に再利 用 ま た は 再資源化 を 推進す る こ と に よ り 、 資源の有効 な 利 用 確
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f呆 を 図 る と と も に 、 適正処理の徹底 を 行 う こ と が重要」 と 、 建設残土や礎材 な どの抑制、
再利用 に は 積極姿勢 を 掲 げ、 ま た 、 周辺景観 と の 調和への配慮 、 開発事業 広域や周辺 の 自
然環境 の 保全 に 努め る よ う 求め て い る 。
〔消防用 水確保も 担 う 「防災 ふ れ あ い河川IJ 1 0河J I I で完成〕

販神 ・ 淡路大震災で は 、 河川 の護岸 や 河 川 敷が損壊す る な ど大 き な 被害 を 受 け 、 避難路
と し て 利 用 で き な く な っ た り 、 大火災が発生 し た 際、 水深がi浅支い た め に 消 防 ポ ン ブ，0-ザででごご、取水
でで、 き な か つ た と い う 苦 しいミ味申経壬

こ の た め 兵庫 県 は 、 j河可!ハ川iリl 改{修陛 に あ た り 、 こ の教訓 を 生 か そ う と 、 水深の 浅 い 河 川 で、 も 簡
単 にせ き 止め て 消 防 の 放水 に 能 え る 工夫 を す る な ど都市防 災型 多機能河J l I を め ざす 「防災
ふ れあ い河川 整備計画J を 策定 し 、 板神 地域の河川復興改修 を 進め て い る 。

震災復興計画 と し て 10年間 で計36河川 を 対象 に 、 平成 9 年度末 ま で に 住 吉 川 、 石井川 、
芦屋川 、 武庫川 、 神崎J I I 、 宇治川 、 天王谷川 、 東J 1 1 、 小仁川 、 庄下J 1 1 の 10 河 川 で改修 を 終
え 、 引 き 続 き 新湊J 1 1 、 都賀 川 な ど 6 河 川 で改修工事 を 進め て い る O

「紡災ふ れ あ い河Jl I J は 、 治水安全度向上 の た め の改 良 、 警戒避難体制 の確立な ど 「水
害 ・ 土砂災害 に 強 い 川 づ く り 」 、 耐震性の向上、 火災 を 防 ぐ (延焼防止、 消 火用 水源) 、 命
を 救 う (避難路、 緊急飲料水の提供) な ど 「地震 に 強 い 川 づ く り 」 、 鳥 や 魚、 な どの生物 と
の ふ れ あ い 、 階段や ス ロ ー プ、 水辺の散歩 道 な ど市民が水 に 親 し み、 生態系 に も 配慮 し た

「親 し み や す い 川 づ く り ふ 倍 を 構成 す る な 要素 と な る よ う 、 立地環境 を 生か し 、 空
間 的 に も 景観 的 に も 、 心理的 に も 衝 と …体 と な っ た 「存在感の あ る 川 づ く り 」 と い う 4 つ
の 基本方針 を 掲 げて い る O

特 に ユ ニ ー ク な の は 、 J 1 1 を 歩い て渡 れ る よ う に 「渡 り 石」 を 設 け 、 震 災 な どで消火栓な
どが使 え な く な っ た場合、 i度 り 石の 需 に堰板 (止水板) を は め て 簡 単 に水 を せ き 止め る よ
う に し 、 消 防 ポ ン プ。で、取水 し や す く し て い る 点 だ。 こ れは 災害時 だ け で な く 、 夏 は プー ル
に 早 変 わ り し て 、 子供 た ち が水遊 び、がで、 き る 「親水 プ ー ル」 と し て も 利用 で き る O

ま た 、 こ の施設 を 施 し た場所で は 、 護岸道路か ら 1 1 1 に 下 り る ス ロ } プ道 を つ く り 、 消 防
車が川 辺 に 下 り て 素早 く 取水で き る よ う に し て い る 。 こ れ も 災害時の利用 だ け で な く 、 普
段 は お年寄 り や 障害者が車 イ ス で楽 に水辺 に ア プ ロ ー チ で き る こ と に も な る O

さ ら に 低水護岸 を 階段状 に 変 更 し 、 水辺 に 近づい た り 、 座 っ て 休息 し た り 、 災害時 に は
J I I に 下 り て 渡 れ る よ う 避難 し や す く し て い る O 一方、 従来 は コ ン ク リ ー ト だ っ た高水敷 を
ア ス フ ア ル ト 舗装 し 、 ジ ョ ギ ン グや散策 を 楽 し め る よ う に し て い る ほ か 、 一 部 は 景観 に 配
意 し て 芝 を 手車 え て い る 。

こ の ほ か に も 、 例 え ば住吉川 で、 は水道橋付一近 に 、 日 頃 は 公園 と し て利用 し 、 災害時 に は
ヘ リ ポ ー ト な ど に も 使 え る 防災活動拠点 と し て の 「河川 防災ス テ ー シ ョ ン J の 整備 を 進め
る 計画 で 、 都市防災 と 親水性 を 両立 さ せ る 多機能 な 防災 ・ 親水河 川 の 整備が実現 し よ う と
し て い る の は注 目 さ れ る O
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災)�:1U!日 ・ 復興事業 が ほ ぼ完成。
市民の憩いの場 と し て 魅力 をよ脅 し た
住 ifJ l I  
(神戸新間社提供)

住吉川 は 97年 7 月 に完成 し 、 再生 さ れ た 河川 敷で 「東灘区民夏 ま つ り 」 が保 さ れ、 兵庫
区 の 石井川 で は 同年12月 、 地元 の高是;主ニ ら でつ く る 兵庫:消 防 団第三分団が、 止水板 を は め
て水 を せ き 止 め 、 小型動力 ポ ン フ。 を 使 っ て 放水訓 練 を 行 う な ど、 す で に 訓 練 も 実施 さ れ て
い る O こ の 日 の訓練で は 、 石井川 の水深 は10cm程度 し か な か っ た が、 止71'(板 を は め込む と
す ぐ に 水深 は 50cm ほ ど に な り 、 消 火 に 十分使 え る こ と が実証 さ れた 。

環境問題への 関心 の 高 ま り か ら 、 生態系保全 を 考 え た 河 川 改修の あ り 方が関 わ れて い る
が、 都市の 防 災 に 河) 1 \ を 重要 な 要素 と し て位置づ け 、 環境面 に も 配慮 し た多 面 的 な 活用 方
法 と し て 、 ひ と つ の モ デル ケ ー ス を 提供 し て い る と い え る O
〔神戸市 防災無線開報系 を 運用 〕

神戸市 は 災害 の 発生や予報 な どの一斉放送 を 行 う 「防災行政無線同報系」 の 運用 を 97年
6 月 中 旬 か ら 開始 し た 。 市 内 の広域避難場所や 海岸部 な ど に屋外ス ピ ー カ ー を 設置す る ほ
か、 土砂災害が予想 さ れ る 山 麓部付近 の 住民や 防災関係者 に ラ ジ オ 型受信機 を 配布。 市民
への 緊急連絡 を 迅速、 的 薙 に し 、 各地域の初動態勢 を 強化す る O

震災 を 教訓 に96年度か ら 準備 を 進め 、 98年度 に は整備 を 終え る 計画。 総事業費 は 4 億1 ， 500
万 円 。 間 種 の 同 報系 シ ス テ ム を 整備す る の は 政令指定都市で 6 番 目 。

放送の親局 は 、 市役所本庁内 の 防災情報セ ン タ ー に 設置す る 。 受信機 は 屋外 に 設置す る
ス ピ ー カ ー 型 と ラ ジ オ 型 の 2 種類 あ り 、 ス ピ ー カ ー 型 は広域避難場所、 海岸部 な ど に 23基
を 設置、 ラ ジ オ 型 は 、 山 麓部 の 一部 の 住民宅、 消 防 団 ・ 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ な どの 自 主
防災関係者宅、 海岸部 の 集客施設、 市関係機関、 防災関係職員 宅 な ど1 ， 500個 を 順次設置
し て い く 。

放送す る 内 容 は 、 避難勧告 ・ 命令 な どの避難情報、 津波情報、 大災害時の 火災の延焼情
報や ガス 漏れ な ど の 緊急情報、 災害発生時の救援物 資 の 配布 や 生活 関 連情報、 医療情報な
どの救援 ・ 救護情報、 防災関係職員 や機関 な どへの指示 ・ 連絡情報の ほ か、 災害発生後の
人心の安定の た め の安心情報 も 流す こ と に し て い る 。
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今後 は 、 消 防局 司令室 に 副操作卓 (親局) を 設置す る ほ か、 各区役所及 び各消 防署 に 地
区放送用 電話機 を 設置 し 、 こ こ か ら 地 区 を 限定 し た放送 を 行 え る よ う に す る O

第 2 期 と し て ス ピ ー カ ー 型13基、 ラ ジ オ 型600台、 第 3 期 は ス ピ ー カ ー 型 12基の設置 を
予定 し て い る 。

2 . 震災記念事業 立 ど

〔神戸港震災 メ モ リ アルパー ク 完成〕

阪神 ・ 淡路大震災で大 き な被害 を 受 け た神戸港 ・ メ リ ケ ン 波止場 (神戸 市 中 央区) の 岸
壁 を 当 時 の ま ま 保存 し 、 地震の被害の大 き さ を 後世 に伝 え る 「神戸港震災 メ モ リ ア ルパ ー
ク 」 が97年 7 月 15 日 、 竣工 し た 。 海 中 に 崩 れ落 ち た岸躍や大 き く 傾い た街灯が、 震災のす
さ ま じ さ を 物語っ て い る O

メ リ ケ ン 波止場 は 、 小型船な どの発着場 に寵 わ れて き た が、 震災で ほ ぼ全壊 し た 。 メ モ
リ ア ル パ ー ク は 、 崩 れた 岸 壁 の 東側 の船着 き 場 を 約60 m 、 幅1 5 m に わ た っ て 被災時の ま ま
保存 し 、 波 よ け な ど で保護。 見学 し や す い よ う に 海 上部 に 通路 を 整備 し 、 展 示 ス ペ ー ス (延
長150 m ) も 設 け 、 写真、 映像で港の被災か ら 復 旧 に 至 る 過程 な ど を 紹介 し て い る 。 復興
を め ざす港 を 、 船の 帆で表現 し た復興モ ニ ュ メ ン ト も 建立 さ れ た 。
〔野島断躍 を 国の 天然記念物に 北淡町の検討委提言〕

大震災で地表 に 現 れ た 野 島断層 の 保存 と 活用 策 を 探 っ て き た北淡町の 「 野 島 断層 保存検
討委員 会J (委員 長 ・ 松 田 時彦熊本大教授 ) は 、 先 に ま と め た最 終報告書で 、 保存候補地
の う ち 小倉 ・ 長 畠 と 野 島江崎 (江崎灯台) の 岡地 区 を 重要地区 と 指摘。 そ の 断層 と 関連構
造物 に つ い て 、 国 の天然記念物指定 を 受 け る よ う に提言 し た 。 こ れ を 受 け て 同 町教育委員
会 は 98年 3 月 に指定 を 申 請 し た 。

同検討委は 、 野 島 断層 の学術的 、 社会的価値 を 明 ら か に す る た め 、 95年 1 1 月 に発足。 95
年度 は 断層 が延長約10km に 及ぶ と い う 見解 を 示 し た ほ か、 保存候補地 と し て 4 地区 に絞 り 、
96年度 か ら 各候補地の 保存 と 活用方法や天然記念物 に ふ さ わ し い地 区 の 選定 を 協議 し て き
た 。

そ の結果、 97年 6 月 に 「野島断層 保存館」 な どの建設が始 ま っ た小倉 ・ 長 畠 地 区 と 、 北
端 の 野 島江崎地底 は いず れ も 地 表 に 現れ た 断層 が最 も 良い状態で残 さ れて い る な どか ら 重
要地区 と 評価 。

特 に小倉 ・ 長 畠 地 区 で は 、 明 白 な 断層 の ずれが大震災直後か ら 仮保存 さ れて お り 、 断層
(幅約15 m 、 長 さ 約 140 m ) を は じ め 、 塀 や 建物 の 一部が破壊 さ れ た 民家 を 含め て 天然記

念物 の 指 定 を 提案。 野 島江崎地 区 で は 、 震災後 に補修 さ れ て い る も の の 、 断層 で右横ずれ
を 生 じ た 江崎灯台 に 上 る 石段部分の指定 を 働 き か け る よ う 指摘 し て い る 。

残 る 候補地 に つ い て は 、 野 島江崎地区 (桃林寺) は 大震災直後 に現れた亀裂 帝 の復元が
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難 し い た め 、 そ の位置が分 か る よ う に す る な ど、 そ れぞれの震災直後の写真 や 説明文 を 記
し た看板な ど の 設置が必要 と し て い る 。 (注 2 ) 
〔淡路島 ・ 野島断層 を立体保存〕

阪神 ・ 淡路大震災で地表 に 表 れ た 兵藤県北淡町 (淡路島) の 野 島 断層 の 一部 が立体的 に
切 り 取 ら れ、 県立人 と 白 然の博物館 ( 同 県三 田市) に保存 さ れ る こ と に な っ た 。 従来 の標
本 は 断層 面 を は ぎ取 る の が一般 的 で 、 立体的 に 切 り 取る の は 珍 し い と い う O

野 島 断層 があ る 同 町小倉地 区 で は 「北淡町震災記念公園」 内 に 「野島断層 保 存館」 を 建
設 中 で 、 地下断面 を 見学す る ト レ ン チ展示部 は縦横約 8 m 、 深 さ 約 3 m を掘 り 下 げる O こ
の た め 壊 さ れ る こ と に な る 断層 上部 の 保存 を 求め る 声が出 て い た。 切 り 取 っ た 断層 は 約
1 m 四方の立方体で、 重 さ は 約 4 t 。
( r野島噺層保存舘J を 建設 震災の生 き た教材 と し て後世 に 〕

野島断層 を 大震災の “生 き た教材" と し て後世 に伝 え る た め 、 兵庫県 と 北淡 町 は 現地一
帯 を 「北淡町震災記念公爵」 と し て 整備 し て い る が、 間公園 内 に 「野島断層 保 存館」 な ど
を 建設す る こ と に な り 、 97年 6 月 に 同保存館の建設が始 ま っ た 。

「野 島 断層 保存館」 は 、 野 島 断層 を 約140 m に わ た り 保存 ・ 展示す る と と も に 、 大型 の
パ ネ ル 、 模型、 ミ ニ シ ア タ ー を 活用 し 、 地震や活断層 に つ い て わ か り や す く 解説す る O 鉄
骨造 り (一部鉄筋 コ ン ク リ ー ト ) 平屋建て 、 約3 ， 000m' の 広 さ で、 細 長 い 断層 を 守 る か ま
ぼ こ 状の 珍 し い建築物 と な る O

ま た 、 レ ス ト ラ ン ・ 物産舘 も 併設 し 、 地元の 海産物や農産物 を 利 用 し た オ リ ジ ナ ル な メ
ニ ュ ー や 商 品 等 を 用 意す る O 駐車場 (lo ， OOOm') も 併設 し 、 普通車150台、 大型車 (観光
パス に対応) 50台程度駐車可能。 「野島断層 保存館」 は 98年春 オ ー プ ン す る 。
( r地震科学館」 建設を計画 〕

ま た 、 野 島 断層 とで被災 し た民家 は 「 メ モ リ ア ルハ ウ ス 」 と し て現況の ま ま 保存す る と
と も に 、 住 宅 内 部 を 活用 し て 震災関連の展示 を 行 う 施設 と し て 整備 し 、 99年春 オ ー プ ン を
め ざす。

さ ら に 「野島断層 保存館J に 隣議 し て 、 兵庫県 は 「地震科学館」 を 建設す る こ と を 計画
し て い る O 地震科学館 は 、 映像や音響、 座布の振動 の組み合わせ に よ り 、 リ ア ル な 映{象体
験がで き る 「 シ ア タ ー ゾー ン 」 を は じ め 、 地震発生の仕組み ゃ 5 頃 の 防災意識の備 え な ど
を 学習 で き る 「サ イ エ ン ス ゾー ンム 地震体験者の メ ッ セ ー ジや復興な ど を 紹 介す る 「 メ ッ
セ ー ジ ゾー ン J を 整備す る 。
( (財) 阪神 ・ 淡蕗大震災記念協会を設立〕

政府の復興特 定事業 に 選定 さ れ て い る (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が97年12月 26 日
設立 さ れた 。

兵庫県 と 神戸 市 な ど被災10市10町が出摘 し 、 基本財産 は 2 億5 ， 000万 円 。 同 協 会 は 、 震
災の教訓| を 踏 ま え た 人類 の 安全 と 共生 に つ い て の 総合的 な 調査研究 な どの成果 を 公 開 し 、
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人 と 自 然が共存す る 安全かつ適正 な 国土の形成や21世紀文明の創造 に 寄与 す る こ と が 目 的。
具体的 に は 、 ①震災の経験 を 生 か し た 妨災、 都市構造、 社会 シ ス テ ム な ど人類の安全 と

共生 に係 る 諸問題の総合的 な 調査研究②阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想や20世
紀捧物館群構想 な ど、 震災か ら の復興の記念 と な る 事業 の企画 ・ 立案、 及 び調査研究③震
災 に 係 る 既存情報の収集整理 ・ 保存④震災の教訓l を 共有 し 、 継承す る 震災周年記念事業の
啓発及 び実施ーな ど を 行 う O

協 会 の 理事長 に は 、 阪神 ・ 淡路大震災発生時 に 内 閣 官房副長官 と し て震災 に対応 し た石
原信雄 ・ 財団法 人地方 自 治研究機構理事長が就任 し た 。

3 . 学術研究 な ど

〔県活断層調査委員会 山鵠断層活動の危険性指摘〕

山 崎断層 と 六 甲 断層 帯の過去の活動状況 を 調べ て い た兵庫 県地域活断層 調査委員 会 (委
員 長 ・ 藤 田 和夫大阪市大名誉教授) は 、 97年 9 月 、 調査結果 を 発 表 し た 。

調査の結果、 山 崎断層系 が近 い 過去 に 繰 り 返 し 活動 し て い る こ と が判 明 す る と と も に 、
こ れ ま で あ ま り 活発で な い と さ れ て き た 暮坂峠断層 が活断層 で あ る 可能性が高 い こ と がわ
か っ て き た。

山 崎断層系 は 岡 山県勝 田 町か ら 兵庫県三木市 に か け て北西一高東方向 に の びる 活断層 で 、
総延長 は87km に 達す る O 同 断層系 を構成 し て い る 断層 の う ち 安富断層 は 、 ト レ ン チ調査の
結果、 2 万4 ， 000年前 の地層 か ら 270年前 に 至 る 地層 が出現、 最新の活動 は 710年前か ら 1 ， 600
年前の 聞 に 生 じ た こ と がわ か っ た 。

こ れは マ グニ チ ュ ー ド 7 以上の播磨地震 (868年) に 相 当 す る 可能性が高 く 、 2 万4 ， 000
年前以降 、 こ れ ま で に最低 5 間 以上活動 し た こ と は確実であ る こ と も わ か っ た 。 こ れ ら の
結 果 か ら 、 活動 間 隔 は 千数百年~ 二千数百年程度 と な り 、 播磨地震か ら 1 ， 100年以上経過
し て い る こ と か ら 、 山 崎断層 の活動の危険性があ る こ と が裏付 け ら れ た 。

ま た 、 大原 断層一土万断層 安富断膚 は 連動す る 可能性が高い と み ら れ る と い う 。
も う ひ と つ の調査で あ る 六 甲 断層 帯 の 調査で は 、 宝塚市役所の 南東部付近か ら 高塚山 ま

で の びる 叩 陽断層 が、 六 甲 山 麓南縁の 断層 系 と 連動す る と 推定 さ れ、
き く 、 活動的 な 断層 と 推定 さ れ た 。
〔震災被害の集中地域 と 地盤 ・ 活断層 の解明進む〕

地盤の乱れが大

阪神 ・ 淡路大震災 (兵庫県南部地震) で最大級の 震度 7 を 記録 し た 「地震の帯」 が起 き
た 理 由 は な ぜか 、 そ の帯状の地域で も 被害の エ リ ア は 一様で な く 、 縞状の竣雑 な 形状 を し
て い る の は な ぜ な の か一板神 ・ 淡路大震災 の 被害 と 地盤 ・ 活断層 の 関 係 を 調査 し て き た

「神戸 市地盤調査検討委 員 会J (委員 長 ・ 田 中 茂 神戸大学名誉教授) と 「神戸市地域活断
層 調査委員会J (委員長 ・ 岡 田 篤正京都大学教授) に よ る 調査が97年度中 に 一応完了 し 、 98
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年 5 月 に 発表 さ れ た 。
こ れ ら の 調査の結果、 建物の被害 と 地盤 ・ 地形 と の 関連 の 分析で、 地震被害 の ほ と ん ど

が、 神 戸 市 中 央部 の 一部 を 除 け ば、 l . 5万年以 降 の 扇 状地地域 と 氾濫平野 ・ 海 岸低地 の 地
形 (地盤) に 集 中 し て い る こ と が分か つ た 。 神戸 市 中 央部 で は 同様の微地形区分で あ り な
が ら 、 被害 は他 に 比べ て 少 な か っ た 。 こ の理 由 は 明確 で、 は な いが、 山 地 と 海 と の 距離が小
さ い た め 、 地盤が比較的強度の大 き い疎質土 に よ っ て構成 さ れて い る こ と も 一 関 で あ る こ
と も 考 え ら れ る 、 と い う O 上 ・ 下水道管の 地震被害 も 同様だ、 っ た 。 建物 な どの 地震被害 は
新 し い 地 質 時代 に 形成 さ れ た 地形 と 密接 に 関連 し て分布 し て い る と い え る が、 被害分布 は
一様で は な く 、 地形 と の 関連が薄 い 部分 も あ っ た 。

一方、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 、 六 甲 ア イ ラ ン ド 、 沿岸部理立地 な どの埋立地盤 ( 人工地盤)
で 、 広 い範 囲 で 液状化 に伴 う 「噴砂」 が確認 さ れ た 。 た だ、 液状化 に よ る 直接的被害例 は
少 な く 、 む し ろ 構造物 ・ 地 中理設物 の 被害 は 、 想定 を 2 � 3 倍 ヒ 回 る 地震動 に 起 因 す る も
の が多 い と 想定 さ れ、 今後、 さ ら に 詳細 な検討が必要 と い う O

ま た 、 2 年 間 に わ た る 神戸市地域の活断層 調査で は 、 神戸 を 中 心 と し た市街地域の活断
層 と 地下構造がか な り 鮮明 に 分 か つ て き た 。 こ の地域の活断層 は 、 六 甲 山 地 南 麓付近 に 位
置す る 淡路一六 甲 活断層系 、 大阪湾断層 系 に大 き く 分か れ 、 そ の 間 に大阪湾断層 か ら 分岐
す る か た ち で和 田 岬断層 が北 な い し 北東方向 に 延 びて い る 様子が鮮明 に 現 れ て い る O

震災後 に 注 目 さ れ る よ う に な っ て き た伏在活断層 に つ い て も 、 地 表 に あ ら わ れ て 国示 さ
れ て い た 断層 と は 、 か な り 異 な っ た分布形 を 持つ こ と も 明 ら か に な っ て き た 。 こ れ ら の 断
層 の 活動度 を 表す指標 で あ る 平均上下変位速度 は 、 伺 々 に は 1 ， 000年 あ た り 10 � 15cm で 、
い ず れ も B 級 ( 1 . 0 � 0 . 1 m / 1  ， 000年) で あ る こ と が判 明 し た が、 将来の活動予測 に つ い
て は 、 さ ら な る 検討が必要 と い う 。

今 回 の 調 査 は 、 膨 大 な デー タ を 収集 し て 分析す る た め 、 GIS (地理情報 シ ス テ ム ) と
地盤情報、 地盤解析 シ ス テ ム 、 さ ら に 震災被害情報 を パ ソ コ ン で扱 え る よ う に し た 雨 期 的
な シ ス テ ム 「神戸 JIBANKUNJ を 開発、 利 用 し て行 わ れ た 。

ま た 、 活断層 に つ い て 、 防災の 関 わ り や今後の予測 な ど に つ い て 、 市民 に 正 し く 理解 し
て も ら う こ と が重 要 で あ る こ と か ら 、 調査結果 に つ い て 「阪神 ・ 淡路大震災 と 神戸 の 地盤 ・
活断層 」 と 題 し た グ ラ フ イ カ ル な 解説書 を 発行 、 Q & A 方式 で専 門 的 な 問 題 を 易 し く 解
説 も し て い る o ( 注 3 ) 

( r大地震の謹前予知 は 困難」 測地学審議会が報告〕

地震予知計画 を 策定す る 文部大 臣 の 諮問機関 で あ る 測地学審議会が97年 6 月 、 大地震の
発生時期 や場所 な ど を 直前 に予知す る こ と は現状で は 困 難 と の 報告 を ま と め た 。 大地震 の
直前予知 を 前提 に30数年 に わ た っ て続い て き た わ が国の地震研究 と 防災対策 は 、 販神 ・ 淡
路大震災 を 契機 に 見直 し を 行 っ た 結果、 地震予知計画の前提そ の も の に 大胆 な 修正 を 加 え 、
同計画 は大 き な 曲 が り 角 に 立 つ こ と に な っ た。
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同計画 は65年 に 始 ま り 、 予知 を 前提 と し た大規模地震対策特別措置法が78年 に制定 さ れ、
東海地域 で は 同 法 に基づい た 防災体制が敷か れて い る O

同審議 会 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 な ど を き っ か け に何年か ら 計画 を 見直 し て き た が、 そ の
結果、 「 い つ J r ど こ でJ r と々の程度の規模」 で起 き る か を 、 査前 に予測す る こ と は現段階
で は 困 難 と の結論 に達 し 、 地震予 知 の 実用 化が現状で は ま だ 困 難 で あ る こ と を 前提 に 、 被
害軽減策 を 検討す る こ と が必要 と 基本姿勢 を 抜本 的 に修正 し た 。 (注 4 ) 
〔建築学舎が最終提言〕

日 本建築学会は 、 阪神 ・ 淡路大震災の発生直後か ら 、 災害の学術調査 ・ 研究 、 復 旧 支援
活動 に 取 り 組み 、 3 年 間 を 時根 と し て設置 し た 兵藤県南部地震特別研究委員 会 ( 悶 田恒男
委員長) が、 こ れ ま で 2 次 に わ た る 提言 を 行 っ て き た が、 98年 1 月 、 「建築 お よ び都 市 の
防災性向 上 に 関 す る 提言J 一阪神 ・ 淡路大震災 に 鑑 み てー と 題す る 第 3 次提 言 を 公表 し 、
最終提言 と し た。

最終提言は 、 こ れ ま での提言 を さ ら に 具体化す る と と も に 、 新 た な提言 を 加 え 、 4 つ の
テ ー マ で全部で74項 目 に わ た る 提 言 を し て い る O

テ ー マ は
A . 建物 の耐震安全性の 向上
B . 地震 に 強 い都市 ・ ま ち づ く り の推進
C . 地震災害時の対応お よ び被災者の生活復 旧 ・ 被災地の復興
D . 地震災害の 防止 ・ 軽減 に 関 す る 研究 ・ 技術開 発の推進
の 4 項 目 に 分 け ら れて い る が、 こ こ で は専 門家や行政だ け で な く 、 市民 に と っ て も 関心 の

い提言 に つ い て 紹介す る 。
そ の意味で最 も 注 目 さ れ る の は 、 74項 目 の提言の ト ッ プ に あ げて い る 提言 だ。
提言 l 建 築 ìc• と 設計者 と の 共通 の 認識 に 碁づい て 、 謝震安全 レ ベ ル を 選定す る ル ー ル

を 確立すべ き で あ る
提言の 説明 に よ る と 、 耐震安全 レ ベ ル は 、 専 門家の独断で な く 、 基本的 に は 建築 主 の 責

任- に お い て建物 の 南 途 、 機能、 目 的 な ど に 応 じ た 適切 な 選定がな さ れ る べ き だ が、 耐震安
全性 に つ い て の 建築 主 の 十 分 な 理解が不可欠で、 、 建築主 と 設計者 と の 開 で 、 十 分 に 意 患 の
疎通 を 図 り 、 そ の 共通認識 に 基づい て安全の レ ベ ル を 選定す る と い う ル ー ル を確立す る 必
要があ る と し て い る 。

い わ ば建築 に お け る イ ン ブ オ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト (十分な説明 に基づ く 向意) と も い う
べ き も の で 、 提言内 容 は 当 た り 前の よ う に 思 え る が、 一般の住宅の場合は 、 実際 に は 耐震
安全性は専 門 家 ま かせで あ っ た。

同 委員 会は個 人の住宅 を 含め 、 社会や 周 囲 の 環境 と ま っ た く 無関係 と い う 建物 は ほ と ん
ど な い と い う 建築物の杜会性の認識 を 強調 し 、 提言 l を 具体化 し 、 耐震設計の 具体的 自 標
を 設定す る た め 、 総合的 な 耐震性能がわ か り やす く 表示 さ れて い る こ と が不可欠、 と し て
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い る 。 そ こ で
提言 4 適切 な 安全 レ ベ ル を 選定す る た め に 、 安全の レ ベ ル を わ か り や す く 示 し た 「耐
メ ニ ュ ー 」 の創設 を 提案 す る
と し て 、 地震の 強 さ と 建物 の被害状況 と の 関 係 を わ か り やす く 表 し た 「耐震 メ ニ ュ ー 」

の 創 設 を 提案 し 、 「耐震 メ ニ ュ ー j は 、 設計 目 標 と し て の 建物 の耐震性能 を 決め る 際 に 用
い る も の だが、 完成 し た 建物 の耐震性能 を 表示す る 場合 に も 利用 で き る と し て 、 「耐震 メ
ニ ュ ー 」 の 試案 を 示 し た 。 ( 表 1 - 表 4 と メ ニ ュ ー 案の 説 明 文 は 、 同提言か ら そ の ま ま 引
用 す る )

耐震 メ ニ ュ ー (案)

本 メ ニ ュ ー の第ーの特徴 は わ か り やす さ 、 す な わ

ち 建築主 と 設計 二i'iが、 地震動 の 強 さ に対す る 損傷の
程度、 再使用 時の問題点等 を 、 具体的 に イ メ ー ジ し
な が ら 建物の耐震性能 を 設定で き る よ う に し た こ と
であ る 。 こ れ に よ っ て単 に 悠築主 と 設計者だ け の 問
だ け で は な く 、 校会的 に も 耐震性能 を わか り やす く
表現 し 、 専 門 家 と の認識の違い を埋め る こ と を 意図
し た 。 第二 の特徴は予測 さ れる 地震動の強 さ や性格
が地域ご と に 異な る こ と を 念頭 に 置 き 、 地域特性を
反映 し た合理的 な耐震性能の設定がで き る よ う に し
た こ と であ る 。

耐 震性能 は 、 地震動の強 さ と 建物 の機能損傷の イ
メ ー ジ (機能損傷、 地震直後の状況、 再使用可能性
な ど) を 組み合わせ、 5 段階の 「耐震等級」 を 設定

(表 1 ) 耐震 メ ニ ュ ー (案)

耐震 5 級

耐 震 4 級

耐震 3 級

耐震 2 級

耐震 1 級

し た。 池袋動の 強 さ は D か ら S ま で、 の の 5 段階、 機
能損傷の程度は無被;々、 軽抜、 小松、 大破 ・ 崩壊の
4 段階 と し た。 大破以 上では建物 の機能はうで く 失 わ
れて し ま う ので、 こ こ で は 大級 と 崩壊 と は 沢別 し て
い な い。 税強 と は章子微な長HU、 'f'訟 と は 小松!支の損
傷 を 指す。 機能JJI1毎 の イ メ ー ジ を J�体的 に示す た め
に 、 安全確保の た め の機能や部位部材 を指標 と し て
表 2 を作成 し た 。 ま た 、 建物機能 に つ い て は ラ イ フ
ラ イ ン が途絶 し た場合の 自 立性 と 、 建物が 白 的 と す
る 業務機能の保持 に つ い て も 考 え な け ればな ら な い 。
こ れ ら は表 2 の機能損傷 と は独立 に 設定 さ れ る も の
と 考 え 、 オ プシ ョ ン メ ニ ュ ー (衣 3 、 表 4 ) を作成
し た 。

注) 衣 中 の 5 段階の 「地震動の強 さ 」 と は 、 建物が建設 さ れる 場所の条{牛 に 基づい て判 断 さ れ る 下記 の
地震動 の 強 さ を 表す。

D : 建物の併用 期 間 中 に遭遇す る 可能性が数回 であ る 地震動
C : B と D の 中 間 の地震動
B : 建物の併用 期 間 中 に透過す る 可 能性が l 回程度であ る 地震主動
A : 建物の併用 期 間 中 に 遭遇す る 可能性が ま れであ る 地震動
S : 建物の併用 期 間 中 に遭遇す る 可能性が極め て ま れで あ る 地震動
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(表 2 ) 機能損傷の イ メ ー ジ

Aヰ ド物
防Jt.

外部 1 変形 ・ 落下 し な い

内部 | 変形 落 ド し な い

安全避難

避難の必裂がほ と
l ん ど な い

避難の必要がな い |} 支隊 な く 避難 で き
る

火災発生 | 建物の揺れに直接起 附 す る 火 災 は発生
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火災対 ( シ ャ ッ タ ー は 閉 鎖 防 火 扉、 防 火 建物の 一部 に 火や
策 可能 i シ ャ ッ タ ー は 閉鎖 燃がtJ!.大す る こ と

可 能

初期消火 ; 可能

非常電源

高層 ピ ル に お け る i
i 継続 し て使用 で き

と下交通手段 i z  
(エ レ ベ ー タ

(表 3 ) ラ イ フ ラ イ ン途絶時の オ プシ ョ ン I

(表 4 ) ラ イ フ ラ イ ン途絶時の オプシ ョ ン 豆

均三あ る

消火設備 は 正 常 に
作 動 す る

柱、 殺:、 床、 耐 震様、
ブ レ ー ス 等

!ictu、 外野 外装、 窓
ブJ ラ ス 、 以J 工作物 、
ず守 交 、 位、{1;. . f'1"t反主主
{付 従材、 天升 取 り 付 け
はや持 (照 明若手具、 天井
材呼)

家 ! ( . 1 1 得、 F'j i!lJJ販売
機、 廊 下、 避難燃段、
ハ ル コ ニ 一 、 遊難民、
L1ミ ( フ リ ー ア ク セ ス 、
Exp.Joint 等)
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こ の ほ か、 建物 の樹震安全性 は 、 発注者 ・ 設計者 ・ 施工者 な ど の 関係者聞 の 役割分担 と
責任の 明確化、 社会的評価 シ ス テ ム の形成 な ど、 建築 に 関 わ る 社会機構や制度 の 変革が求
め ら れ る 、 と し て 、 第三者検査機 関 を 設立 し て施工段階 に お け る 検査体制 を 整備 す る こ と
が急務だ と し て い る O

し か し 、 耐震安全性は 日 に見 え な い性能で あ る こ と か ら 、 そ の 評価が難 し い こ と が一般
の 関心 を 遠 ざけ る 一 因 と な っ て い る O こ れ を 打 開 す る た め 、 耐震性能の表示制 度 を 創 設 し 、
社会的評価が機能す る よ う な シ ス テ ム を 形成す る こ と が必要 と し て 、 例 え ば、 不動産取 り
引 き に お け る 重要事項説明書 に 、 耐震設計の安全 レ ベ ル や耐震診断結果 な ど を 記載す る こ
と は 、 耐震性能 を 不動産価格 に反映 さ せ る た め に有効 な 方法。 不特定多数の 人 が利 用 す る
建物 に は 、 耐震設計の安全 レ ベ ル や適正施工 を 保障す る 第三者検査の 結果 な どの 表示 を 義
務づけ る べ き だ と し て い る O

ま た 、 高耐震性の建築ス ト ッ ク の形成 を 促す た め 、 多数の 人が住み 、 公共 的 な 共有部分
を 有 す る 集合住宅 に つ い て は 、 融資 ・ 税制l上の優遇措置 を 講 じ 、 一定 レ ベ ル以 上 の 高 い 耐
震性能 を 持 た せ る こ と が重 要 だ と 指摘 し て い る 。
〔土木学会関西支部が報告書 r大震 災 に学ぶ』 を刊行〕

社 団 法 人 ・ 土木学会関 西支部 は 、 『大震災 に 学ぶ』 阪神 ・ 淡路大震災調査研究委員 会
と 題 し た 大著 の 報告書 を 98年 6 月 に 刊 行 し た。 支部会員 が総力 を あ げ、 被害の 把

握 ・ 解析か ら 、 今後の対応策 に 至 る ま で を 3 年 開 に わ た っ て謂査 ・ 研究 し 、 そ の 成果 を ま
と め た も のO

地震活動分科会の ま と め の な かで、 「個別 の調査や研究の 成果が、 社 会 に ど の よ う に 活
か さ れて い く か と い う こ と を 、 自 然科学の分野の研究者 も 、 科学者の社会的責任 と い う 観
点 か ら 、 常 に 考 え て い か な け れ ば な ら な い」 と 述べ、 「例 え ば、 1974年 の 神 戸 市 の 報告書
な どの 内 容が市民 に 伝 え ら れて い た ら 、 自 主防災の 面 に も 活か さ れ た と 思 う が、 そ の 内 容
の説明や広報が公的 に は ほ と ん とや行わ れ て お ら ず、 1995年兵庫 県南部地震 に よ る 大震災の
あ と 、 多 く の神戸市民が 「 ま さ か神 戸 に 、 こ ん な 大地震があ る と は思 い も よ ら な か っ た』
と い う の を 聞 い て 、 研究者の 知識 と 市民の知識の差の大 き さ を 、 あ ら た め て 認識 さ せ ら れ
る こ と と な っ た」 と し 、 「震災の軽減 に 直接関係す る 知識 と な る 研究成果が、 短期 間 に 市
民の知識 に な る よ う に 、 正確かつ迅速 に 普及す る 方法 も 、 研究者 は調査や研究 と 向 時 に 考
え て い か な け れば な ら な い で あ ろ う J と 強調 し て い る O

地盤 ・ 基礎分科会の ま と め の う ち 、 埋立 ・ 廃棄物 の 検討部会が、 「地牒改 良 を 行 っ た 埋
立地で の 液状化発生の有無 に 関 し で も 検討 を 行 い 、 現行設計法 に よ る 液状化判定 で は 非液
状化地盤が液状化可能性大 と 判定 さ れ る な ど、 改 良地盤 で は 現行液状化判定法 に 問題が生
じ る 場合があ る こ と を 指摘 し て い る J と 、 ま と め て い る 点が注 目 さ れ る O

ま た コ ン ク リ ー ト 分科会で は 、 「 コ ン ク リ ー ト 構造物が適切 に 設計 ・ 施工 さ れ た場合で も 、
設計時の 想定 を 超 え る 大 き な 地震動が作用 し た場合 に は 、 種 々 の レ ベ ル の損傷が生 じ る O
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し た が っ て今後、 耐震設計 に種 々 の改良が加 え ら れ、 新 し い耐震設計法が確立 さ れた 後 で
あ っ て も 、 コ ン ク リ ー ト 構造物の被災度 ・ 供用性の判定 と 補修 ・ 捕強対 策 の必要性 は 引 き
続 き き わ め て大 き い も の と 考え ら れ る 」 と し て 、 被災度の判定、 供用性の判 定 の 考 え 方 、
方法 を 提案 し 、 さ ら に 「被災 コ ン ク リ ー ト 構造物 の補修 ・ 補強 ガ イ ド ラ イ ン (案) J の 骨
子 を 作成 し て い る 。

こ の ほ か 、 鋼構造分科会、 地下構造物分科会、 ラ イ フ ラ イ ン 分科会、 後 間 ・ 復興分科会
の 報告書があ る が、 緊急対応分科会の ま と め は 、 専 門 家で は な い一般市民 に と っ て も 興味
深い 「教訓」 があ げ ら れて い る O 全部で43の教訓があ げ ら れ て い る が、 こ れ は98年 2 月 に
行 わ れ た 第20西 緊急対応分科会での総括討議 の 結果 を ま と め た も の で 、 3 年 間 の分科会活
動 を 通 し て得 ら れ た 教訓 の 一 覧 で あ り 、 現場か ら の貴 重 な 教訓 も 多い と 自 負 し て い る
と し て い る O

そ の な かの い く つ か を 紹 介 し て お く 。
①災害時 に 情報が大切 で あ る こ と は分 か つ た が、 そ れ を どの よ う に 流通 さ せ る の か、 質 を
ど う 保証す る の か に つ い て は 十分検討 さ れ て い な い 。
②運用 を は じ め と す る ソ フ ト な 部分 は予算イと さ れ に く く 、 ハ ー ド主体の整備が中心 に な り
実効性があ が ら な い。
③災害対応、の ロ ジ ス テ ィ ッ ク ス (補給) で 、 食事や寝具 は 誰で も 気づ く が、 復 旧 業務 に必
要 と な る 軽油 ・ 灯油 ・ 重油 と い っ た燃料の調達 と 配送 に は な か な か気づ き に く い。
④被災地 で働 く 災害対応者は疲労 の た め 2 - 3 日 す る と 甘い も の を ほ し が る o 1 週 間 す る
と j昆かい も の を ほ し カf る 。
⑤経済界で の震災体験の風化が著 し い 。
⑥ 自 衛隊 は 決 し て 万能 で な い こ と を 留 意す る べ き で あ り 、 自 衛隊 の 能力 を 正 し く 理解 し て
活用 す る こ と が重 要 で あ る O
⑦災害対応、 に お い て 一番大 き な 力 を 発揮で き る の は被災者 自 身 で あ る O
⑧市民 の 一人 ひ と り が災害 と は何か に つ い て 明確 な イ メ ー ジ を 持つ よ う に す る 必要があ る 。
そ の た め に は訓 練の あ り 方 は非 常 に 重要 な 課題 で あ る O

研究者で あ る と 同 時 に被災者で あ っ た り 、 ボ ラ ン テ ィ ア で あ っ た り 、 災害対応 に 当 た る
技術者で あ っ た り と 、 さ ま ざま な 形 で 阪神 ・ 淡路大震災 に か か わ っ て き た 現場か ら の 肉 声
が伝わ っ て く る 内容だ。
〔神戸大学 ・ 震災研究プ日 ジ ェ ク ト チ ー ムが最終報告書〕

神戸大学 の 震 災冊究 プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム が 「兵庫県南部地震 に 関 す る 総合研究」 平成
9 年度報告書 (成果最終報告書) を 98年 3 月 に ま と め た 。 震災の年の平成 7 年震か ら 3 冊
目 の膨 大 な 報告書で あ る O

こ の プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム に は 、 学内全部局か ら 集 ま っ た 総勢300人 を 超 え る 研究者 に
よ っ て被災直後 に 結成 さ れ、 文部省 に よ る 「震災 に 関 す る 特定研究」 と し て認め ら れ、 研
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究が始 ま っ た 。
研究組織があ ま り に も 大 き す ぎ る た め 、

①活断層 と 地盤 の 動 き に 関 す る 研究
②都市機能 を 構成 す る 構造物の工学的研究
③大都市直下型地 震 に 関 す る 社会経済学的硯究
④地震災害被災者 に 関 す る 医学的総合研究
の 4 つ の サ ブテ ー マ に分 け て 3 年 に わ た る 調査 ・ 研究 を 継続 し て き た 。

研究代表者 と し て片 岡邦夫 ・ 神戸大学副学長 は 「総合大学の利 を 生か し て あ ら ゆ る 分野
か ら 多角 的 に 調査研究 を 行 い 、 そ の 聞 の情報交換 な どの連携 と 総合的考察 を 行 い 、 そ の 多
種多様 な 成果 を ひ と つ の 総合防災学 に体系化す る こ と を 狙 い つ つ 、 あ ら ゆ る 角 度か ら 社 会
の復旧 ・ 復 興 に 貢 献す る こ と は 開 かれ た 大学 と し て の使命であ る 」 と 述べ て い る 。

ま た 、 片 同副学長 は 「被災地の 中心部 に位置す る 神戸大学 は 、 施設、 設備 だ け で な く 、
教育、 研究活動 に 大 き な 被害 を 受 け た が、 そ れ以上 に 学生、 教職員 の個 人的被害が大 き か っ
た 。 わ れわ れ 自 身 、 多 く の犠牲 を 背負 っ て社会の復旧 ・ 復興 と と も に 歩 く 被災者であ り 、
こ の よ う に 実社会 と の広 領域の研究活動 を 通 し て 、 多数の分野の研究者 に よ る 多様な研究
と 相互の連携の必要性 を 切 実 に 感 じ た 。 (略) 被災地の 現場 に は い ろ い ろ な 問題が山 積 し 、
ま だ ま だ完全復興 に は ほ ど速い。 被災地か ら 遠い一般国民の震災に対す る 切 実感 は嵐化 し
つ つ あ る が、 将 来 の 真 に 豊 か な社会 を 築 く た め に は 、 防災 ・ 安全対策 お よ びそ の研究の必
要性の認識 と 理解が減衰 し な い こ と を 願 う 」 と 述べ て い る O

激甚災害の被災者で あ る 大学 ・ 研究者 自 身 の震災研究 と い う 特異 な 状況の な かか ら 生 ま
れた研究成果報告書であ る 。
〔立命館大学震災プ口 ジ ェ ク ト ・ 総合研究論文集〕

立命館大学の 「阪神 ・ 淡路大震災復興計画 に 関 す る 特別調査研究 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 98
3 月 、 3 年 時 の 調査研究の 締め く く り と な る 総合研究論文集 を 発刊 し た。
立命館大学 も 震災直後の95年 4 月 に 伺 プ ロ ジ ェ ク ト を 発足 さ せ、 人丈、 社会、 自 然 の 各

分野か ら 8 学部62人 の 教員 を 含む計81人 の 大規模な 組織で 、 被災地 に 足 を 運 ん で調査研究
に取 り 組み 、 学生 を 含め る と ま さ に 全学 的 な 規模 と な っ た 。

組織体制 は 、 復興計画総括、 震災復興対策、 イ ン フ ラ ・ ラ イ フ ラ イ ン 、 住宅政策、 産 業
復興、 社会 シ ス テ ム 、 都市環境の 7 つ の専 門 部 会 を 設 け 、 「現場主義J r政策提言の重視」
を 調査 ・ 研究活動の 柱 に据 え て取 り 組ん で き た 。

こ れ ま で の 2 年 間 で、 す で に 膨 大 な 量の研究報告書 を 公表 し て い る が、 今 回 の論文集 は 、
そ れ ら 研究の総括編 と も い う べ き も の で 、 巻末 に は こ れ ま での 調査研究 を 踏 ま え て各 専 門
部会か ら の提言 を 掲 げて い る O

こ こ で は 各専 門 部会 の 活動 内 容 の 紹 介 に と どめ る O
①復興計画総括部会
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復興 ま ち づ く り に お け る 都市構造、 土地利用 、 空 間 認識、 自 主防災組織活動、 企業移転
に 関 す る 調査、 GIS の 構築支援 (西宮市、 芦 屋市) 、 震災被害、 復興計画 に 関 す る 諸 デー
タ の収集 と 分析等の 調査 ・ 研究。
② イ ン フ ラ ・ ラ イ フ ラ イ ン 部会

震災直後か ら の現地被害調査結 果 に 基づ く 「阪神 ・ 淡路大震災現地学術調査研究報告会」
の 開催、 地盤 と 地震被害 の 関係、 橋 梁の被害特性、 道路被害 と 自 動車流動特性、 ラ イ フ ラ
イ ン の危機管理等の調査 ・ 研究。
③復興対策部会

行財政、 法学的観点 か ら の課題摘 出 、 施策提言 の た め の被災 自 治体等への ヒ ヤ リ ン グ調
査、 研究会開催等 を 通 じ て 、 震災復興政策 の 政治過程、 地方 自 治体行政体制 、 復興 ま ち づ
く り 法制等の調査 ・ 研究。

④社会 シ ス テ ム 部会
被災者の 避難行動、 生活再建状況 に 関 す る 特定街 区 の悉皆調査、 震災史研究等 を 通 じ て 、

震災被害の構造性、 緊急対応、 復興過程 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ の 重要性等の 調査 ・ 研究。
③住宅政策部会

住宅政策、 住宅復興の実態 に 関 す る 現状把握 と 課題摘 出 、 施策提言、 復 興 ま ち づ く り に
関す る 住民組織活動への 専 門家支援活動 を 目 的 と し て 、 仮設住宅の生活実態 、 共河 再建事
業 の成立条件等の調査 ・ 研究。
⑥産業複興部会

中小企業の被害 ・ 復興状況 に 関 す る 調査、 雇用状況、 企業の危機管理 に 関 す る 謂査、 研
究会開催等 を 通 じ て 、 神 戸 の 産業構造、 地域雇 用 、 危機管理等の調査 ・ 研究。
⑦都市環境部会

「新防災都市計画 と 環境創造」 を テ ー マ と す る 現地調査、 研究会開催等 を 通 じ て 、 地域
防災情報 シ ス テ ム の構築、 避難場所 と し て の公園緑地 の 意義等の調査 ・ 研究。
〔震災の教訓 を 全集 に 国土庁が調査委設置〕

国土庁 は97年 9 月 、 阪神 ・ 淡路大震災の発生直後か ら 復 旧 、 復興 ま で の 取 り 組み状況や
教訓 、 自 治体や学会 な どか ら の 各種提案 を 体系 的 に ま と め る た め 、 6 人の 大学教授 に よ る

「阪神 ・ 淡路大震災の教訓i情報分析 ・ 活用 調査委員 会J (会長 ・ 伊藤滋慶応大教授) を 設
査 し た 。 99年度 ま で 3 年がか り で検討、 「大震災教訓全集」 を 作成 す る 予定。 (注 5 ) 

98年 l 月 の 向 庁発表 に よ る と 、 初年度 は特 に 、 地震発生初動期 の生命 に 直接 かか わ る 課
題 と 教訓 に力 点 を お い て 、 き め細 か く 検討 し て い く こ と に し て お り 、 阪神 ・ 淡路大震災 に
関す る 地元 自 治体、 関係公共機 関 な どが作成 し た 各種の調査報告書や地方紙、 地方出 版物、
提言集な どの レ ポー ト 、 マ ル チ メ デ ィ ア 情報 な どの ロ ー カ ル 情報 を 中 心 に 幅広 く 収集 し 、
自 治体や公共機 関 の ほ か、 医療機 関 、 学校、 ボ ラ ン テ イ ア 団体 な ど の 担 当 者 か ら 実際 の 活
動状況、 体験 を 通 じ た 問題意識 な とマ に つ い て ヒ ア リ ン グ調査や ア ン ケ ー ト 調査 を 行 う O
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な お 、 こ の調査は財団法人 ・ 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に 委託 さ れ た 。
〔 訪災専門紙が創刊〕

防災や危機管理問題 を 専 門 に扱 う 月 刊紙 「訪災情報新聞」 が97年 4 月 、 創刊 さ れ た 。
阪神 ・ 淡路大震災後、 自 治体や防災関係 な どか ら 、 金田 の 防災 ・ 災害対策 に 関 す る

の ス ク ラ ッ プがほ し い と の声があ がっ た のが き っ か け で 、 大震災直後 ま で内 閣 官房副長官
だ っ た 石原信雄氏 を は じ め 、 作家の堺屋太一氏 と 小松左京氏、 貝 原俊民 ・ 兵庫県知事 ら が
創刊推進委員 と な り 、 発刊 を 後押 し し て き た 。

各地の防災セ ン タ ー や企業の 防災関係技術の紹介や ボ ラ ン テ イ ア 団体の活動 レ ポ ー ト な
ど多角 的 な 内 容。 創刊号か ら 貝 原知事の 「兵庫発 「大震災 に 学ぶj J と 題 し た連載 (20 回 )
も ス タ ー ト し た 。 個人か ら の購読 申 し込みが予想外 に 多 い の に編集部 は 驚い て い る と い う O

防災情報新開杜 (03-3581 - 1 1 5 1 ) 発行。 (注 6 ) 

〈参考資料 〉
「 ひ ょ う ごの復興都市づ く り 」 兵康県都市住宅部言十両諜 1998年 4 月
「安全で 自 然frーかな 六 甲 山 を め ざ し て j 建設省六 甲砂防工事事務所 ・ 兵庫県 t木部砂防諜 1997{fl1 月

「後I[l の軌跡」 兵庫県土木部 1997iド 1 月
「防災ふ れあいがJJ I I ・ 往すJ I I J 兵庫県神戸土木事務所作成パ ン フ レ ッ ト

「建築 お よ び都市の 防災性向上 に 隠 す る 提言」 阪神 ・ 淡路大tjj L に 鑑 み てー (第三次提言) 社 団法人 ・ 日 本建

築学会 1998年 1 月
「大震災 に学ぶ」 阪神 ・ 淡路大渓災調査研究委長 会報告書一第 2 巻 社団法人 ・ 土木学会関西支部 1998if'. 6 月

特定研究 「兵庫県南部地震 に 関 す る 総合研究」 平成 9 年度報台書: (成采最終報告書) 神戸大学 1 998年 3 月

「阪神 - 淡路大渓災 総合研究論文集」 立命館大学
阪神 ・ 淡路大渓災復興計i闘 に 関 す る 特別調査研究 プ ロ ジ ェ ク ト 1998"j三 3 月

o主 1 ) 1997:9三日 月 1 1 日 神戸新潤 ほ か

Oì 2 )  1 997年 9 月 9 日 朝 日 新聞
(i主 3 ) r阪神 - 淡路大震災 と 神戸 の地盤 活断層」 神戸市 ・ (財) 建設 工学研究所 1998年 5 月
mニ 4 ) 1997if' 6 月 28 R 読売新開 ほ か

(注 5 ) 199751三 9 月 20 汀 神戸新聞
(iì. 6 )  1997年 4 月 26 日 サ ン ケ イ 新聞
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て - 抑11 . 提言の 自 己点検
神戸大学都 市安全研究セ ン タ ー 教授 沖村 孝

1 . は じ め に
1995年1 月 17 日 、 兵庫県南部地震の発生 に よ り 神戸 を 中 心 と す る 絞神 ・ 淡路間 で は6 ， 400

名 を 越 え る 死者、 10兆円 に も 達す る 被害 を 受 け た 。 こ の地震 に よ り 、 都市社会基盤施設の
悲惨な 破壊 は 広 範囲 に 及 ん だ こ と の み な ら ず、 被災の程度 に お い て も そ の 内容 は我々 工学
に携わ る も の に と っ て は想像 を 絶す る も の と な っ た 。 都市 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー を 造 っ
て き た も の と し て の 、 と ま どい と 限界 を 痛感 さ せ ら れ た 出 来事 で あ っ た。 当 時 は 、 こ れか
ら い か に し て 都市社会基盤施設 を 構築 し て い け ば よ い の か と い う 自 問 の 日 々 であ っ た よ う
に記憶 し て い る O

そ の た め か 、 震災後 に は 多 く の研究者か ら 震災で得 た 「教訓IJ や 「提言」 な る も の が多
数発信 さ れ た 。 私 も そ の一人で、 機会 を と ら え て は 、 さ ま ざ ま な教訓 な る も の を 発表 し て
き た 。 こ の よ う な 発信 は 、 当 時の 私 の 高 ぶ っ た気持ち を 如 実 に 反映 し て い る も の の 、 果た
し て そ の 内 容が妥 当 で あ っ た の か 、 あ る い は受信者側 に 訴 え る も の があ っ た の か と 言 わ れ
る と 全 く 自 信が な い 。 今 一度、 こ の よ う に発信 さ れ た教淵 や提言 の 内容 を 点検す る こ と が
必要で あ ろ う 。 加 え て 、 そ れ ら の教訓 ・ 提言が現在 どの よ う に 達成 さ れて い る か を 振 り 返
る こ と も 必要 で あ ろ う O こ こ で は私 自 身 の 自 己点検 を 兼 ね て 、 防災 に 関 す る 社会意識の 変
化 を 確認 し て み よ う O

私が最初 に 教訓 ら し き も の を ま と め た の は 、 震災後約40 日 を 経 た 1995年2 月 25 日 の 日 付
け で記 さ れ て い る 「意識改革 メ モ」 を 題す る も の で あ ろ う O こ れ は兵産県の 「都市再生戦
略策定懇話会」 の研究企画委員会資料 と し て 、 何 ら かの形で意見 を ま と め る よ う に と の依
頼があ っ た た め と 記憶 し て い る O こ の タ イ ト ル に教訓 や提言 と か い う 用 語 を {吏 わ な か っ た
の は 、 当 時受 け た衝撃の大 き さ を 反 映 し 、 他者 に提言す る よ り も 自 分 自 身 の 意識変革の必
要性 を 感 じ て い た た め で あ ろ う 。 こ こ で は少 し 長 く な る がそ の 全文 を 紹 介 し 、 3:9三 を 経た今、
当 時半 ばパ ニ ッ ク 状態 で直感的 に ま と め た も の が、 どの よ う な 内容で あ っ た か、 そ れ は現
状で は どの よ う に 実現 さ れて い る か、 あ る い は ま だ実現 さ れ て い な い か を 点検 し て み る 。

2 .  19明年2月 25 日 作成の意識改革メ モ

「都市 を 形作 っ て い る 公共構造物、 建築物 な ど の 建設、 人 の 営 む 社会 シ ス テ ム の構築 に
お い て 、 こ れ ま で工学 は 、 過去 に 学ぶ姿勢 を と っ て き た 。 構造物 の設計外力 に つ い て も 、
過去の ケ ー ス を ふ ま え 将来 の外力 を 外挿法的 な ア プ ロ ー チ の も と に 設定 し て 、 社会資本の
建設 を 進め て き た 。

今 回 の 震災 に お い て 、 こ の よ う な 考 え /芯 で設定 し て き た 設計外力 で は全 く 想像 も で き な
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か っ た よ う な 地震力 を 受 け た 。 換言す れば、 こ れ ま で の外挿法に基づ く 知識 で は対応 し き
れ な い事態が発生 し た 。 こ の こ と は 、 世の 中 に は 100% の確率で設定で き る 自 然現象 は あ
り 得 な い と い う 、 ご く 当 た り 前 の前提が示 さ れ た の で あ る 。 今 回 の 地震 を 通 し て我々 は 、
人知 の 限界 を 痛感す る と と も に 、 自 然の 力 は 我 々 の 蓄積 し て き た知識で は 説 明す る こ と が
で き な い 現象があ る こ と を 知 っ た。

こ の こ と は 、 我々 が こ れ ま で 自 然力 に対 し て抱 い て き た意識、 社会資本の 整備 に対す る
認識 を 根本 的 に 変 え る 必要があ る こ と を 教 え て く れ た 。 こ れか ら は被害 を 100% 防 ぐ の で
は な く 、 何 ら か の被害 を 受 け つ つ も 、 許容で き る 損失の範囲 内 で そ の機誌 を 発揮す れ ば よ
し と す る よ う な 発想、 を 基本 に据 え て都 市 の再生 を 目 指すべ き で は な い か と 考 え る 。

一つ は 、 限定 し た対象物 に対 し て は 、 震度 7 の 地震や非常 に厳 し い 自 然災害の 襲来 に 対 し
で も 、 軽微な 損 害 は 被 り つ つ も 、 概ね安全で、堅牢 な 構造 と 、 基本的 な ソ フ ト を ほ ぼ温存で
き る 施設 を 講築 し 、 こ れ を 災害時の最重要活動拠点 と し て位置づ け る こ と で あ る 。
一つ は 、 日 常人 々 が集 う 施設な ど に つ い て は 、 破損 は し て も 、 致命的 な ダ メ ー ジ を 受 け ず 、
災害時の損失 を 最小 限 に抑 え 、 そ の 基本的機能 を 維持で き る 構造お よ び ソ フ ト を 有す る 施
設 を 構築す る こ と で あ る 。
… つ は 、 広 く 人 々 が活動す る 都市機能 に つ い て は 、 災 害 に よ り 変形、 破壊 し で も 、 事後の
復旧 が容易 な 構造 を 目 指す こ と で あ り 、 復i日 を 意識 し た新材料の採用 や街区 の 形成 を 検討
し て い く 必要があ る 。
一つ は 、 災害時の 緊急対応 を 全て行政だ け に ま かせず に 、 地域の 自 治組織、 職業単位の組
織な どの充実 を 心掛 け 、 各組織で対応で き る 分組 を 明 ら か に し 、 行政は こ れ ら の組織 と 緊
密 に連携 し 、 サ ポ ー ト し つ つ 災害対応 を 国民一体 と な っ て進 め る よ う な シ ス テ ム を 目 指す
べ き で あ る 。

ま た住民の 自 立意識 を 高 め る た め 、 災害 に対す る 認識 を 深め 、 災害 に対処す る 心構 え を
醸成す る 必要 があ り 、 こ の た め に は、 防災訓練や 日 頃の ト レ ー ニ ン グ を 行 い 、 イ ン ス ツ ル
メ ン タ ル ・ デ イ ザ ス タ ー ・ サ ブ カ ル チ ャ ー (災害時の行動 に 関 す る 知識) を 充実す る こ と
に よ り 、 住民が 自 ら 被害 を 最小 限 に く い 止 め る 行動規範 を 醸成 す る と と も に 、 地震に対す
る 意識 を 持 ち 続け 、 災害や そ の原 因 に 関 す る 知識 ・ 信報す な わ ち エ ク ス プ レ ッ シ ブ ・ デ イ
ザス タ ー ・ サ ブ カ ル チ ャ ー を 充実 さ せ、 災害時の教訓 を 地域 の 文化 と し て伝承 し て い く た
め の 災害情報セ ン タ ー や災害記念 モ ニ ュ メ ン ト な どの整備 を 進 め る 必要があ る oJ

3 . 意識改革 メ モ の 点検
1 ) 都文に対 し て

こ の 前丈 で は 100% 安全の都市づ く り を 目 指す こ と は も ち ろ ん で あ る が、 そ れ に 加 え て 、
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仮 に 災害が発生 し て も 、 被害 を 最小 に で き る こ と を 白 的 に加 え る こ と も ま た大切 で あ る こ
と を 述べて い る 。 こ の考 え 方 は 阪神 ・ 淡路大震災以降、 訪災の基本思想、 に な っ た よ う に思
わ れ る 。 従来の絶対 に被害 を 出 さ な い と い う 自 的 か ら 、 も し被害が発生 し た ら ど う す る の
か の準備が必要で あ る こ と が明 ら か に な っ た 。 こ の基本的 な 考 え 方 に従 っ て 復 興計額が策
定 さ れ、 ま た 多 く の マ ニ ュ ア ル も 見亙 さ れ、 あ る い は現 に見夜 さ れつ つ あ る こ と は好 ま し
い こ と で あ る 。 た だ、 こ の こ と は 我々 工学者 に と っ て は 、 100 % 安全 の 妨 災 を 放棄 し た わ
け で は な い こ と を 改 め て確認 し て お く 必要があ る 。 に も かか わ ら ず、 メ モ の 文 章 を 見 る と
防災の 目 的 を 変 え た 方 が よ い よ う な 表現 に な っ て い る 。 こ れ は誤 り で、 あ ら た に も う 一つ
の 目 標が加 わ っ た も の で あ る と の 表現が必 要 で あ っ た よ う な 気がす る 。
2) 手段 ・ 方法に つ い て

次 に 被害 を 最小 に す る た め の手段 ・ 方法 に つ い て 4 つ の 提案 を 行 っ て い る 。 一つ は 震度
7 で も 壊れ な い も の を 造 る 必要があ る こ と 、 二 つ 目 は被害 を 受 け て も 全壊 や壊滅 し な い よ
う な 機能 を 持 た せ る こ と が必要で、 あ る こ と を 述べ て い る O こ れ ら 二つ の一見反す る 考 え 方
は 、 現在 よ く 言 わ れて い る 性能設計の 考 え 方 に 似て い る 。 す な わ ち 保全すべ き 構造物 や予
算 に よ っ て 、 お 金がかか っ て も 是非 と も 安全 を 確保 し な け ればな ら な い構造物 と 、 あ る 程
震の被害 は や む を 得 な い 、 お 金の かか ら な い構造物があ っ て も よ い と す る 考 え 方 で あ る 。
こ れは都市そ の も の が緊急時の 防災の た め に 要塞化 し な い た め の工夫で も あ ろ う 。 こ れ と
少 し ニ ュ ア ン ス は異 な る が、 土木学会が震災後に耐震設計 に お け る 目 的 と 性格 を レ ベ ル l

(原則 と し て 、 そ れが作用 し で も 構造物が損傷 し な い こ と を 要求す る 水準) と 、 レ ベ ル 2
( き わ め て 希 で あ る が、 非常 に 強い 地震動 を 定式化 し た も の で 、 構造物が損傷 を 受 け る こ

と を 考憲 し て 、 そ の損傷過程 に ま で立 ち 入 っ て 、 構造物の耐震性能 を 照査す る 水準) の 2
通 り を 提案 し た こ と も 、 こ の よ う な 流 れの一つ に忠 え る 。

三つ 日 の提案 は 、 復 旧 が容易 な 新材料の 開発の必要性 を 論 じ て い る 。 こ れ は 当 時破壊 し
た鉄筋 コ ン ク リ ー ト 建物が、 カ ニ のハ サ ミ よ う な も の で少 し ずつ壊 さ れ て い る こ と を 自 の
前 に し た た め の感想で あ っ た よ う に思 う 。 し か し 、 こ れ に 関 し て は 迅速 な復 旧 を 前提 と し
た材料 の 開発 は 未 だ行 わ れて い な い よ う に 思 わ れ る 。 人命の安全 を 守 る た め に も 、 こ の よ
う な研究が進 む こ と を 望 み た い。

四 つ 自 の 提言 は 、 緊急時 に お け る 行政の役割 の 限界 を 指摘 し 、 職場や住民 と の協力体制
が必要 で あ る こ と を 述べ た も の で あ る 。 こ れ に 関 し て は 、 地震後多 く の 訪 災 コ ミ ュ ニ テ イ
が設立 さ れ、 多様な 活動が仔 わ れ て い る こ と を 指捕 し た い。 こ の例 の 一つ は神戸市 に お け
る 「 防災福 祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 で あ る 。 司 常時の福社 と 、 緊急時の 防災が有効 に機能す る こ
と を 期待 し て い る O
3) ま と め につ い て

こ こ で は 災害文化 に つ い て 述べ て い る 。 災害意識の風化 は 特 に 近年著 し い も の があ り 、
今後風化 を い か に 防 ぐ かが大 き な 課題 と な っ て い る 。 こ の た め の仕掛け と し て 災害丈化の
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育成があ る 。 災害丈化 と は住民が共有す る 減災の た め の経験 ・ 知識の集積 で あ る 。 こ れ に
は 緊急時の行動 に 関 す る 経験 と 、 災害 の 実態 を 理解す る 知識が含 ま れ て い る O こ の う ち 災
害時の行動 に 関す る 知識 は 、 上述 し た 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ を 中心 と し て 多 く の 防災訓練が行
わ れ て い る こ と は 好 ま し い こ と で あ る が、 一部の 人 々 の み が熱心で 、 限 ら れ た 人 た ち だ け
の 参加 を 懸念 し て い る 。 多 く の 人 々 が、 気軽 に 参加で き る 機会 を よ り 多 く し て欲 し い。 一
方、 災害 を 知 る 知識 を 育 む仕掛け は 、 4年 日 も i 月 17 日 を 中心 に 多 く の シ ン ポ ジ ウ ム が計画
さ れて お り 、 震災の嵐化 の 防止 に役立 っ て い る 。 し か し l 月 17 日 だ け で は な く 、 日 常時 の
企画 も 必 要 で、 あ る 。 こ の た め に は記念館等の 常 設 の 施設が必 要 に な る 。 記念館 と な る と 兵
庫県の復興支援館、 メ リ ケ ン パ ー ク の被災物 の保存 メ モ リ ア ルパ ー ク 、 野 島 の 断層記念館
や仁川 の 地すべ り 展示館等 に 限 ら れて い る よ う で、 ま だ ま だ少 な い と 言 え る 。 後世の 人 々
が悲惨 な 災害 を 、 い つ で も 身 近 な も の に 感 じ ら れ る 仕組みが も っ と ほ し い 。

十 お わ り に
意識改革 メ モ で大 き く 抜け て い た こ と は 、 防災空間の必要性 を 指摘 し て い な か っ た こ と

で あ る 。 都市の '笠 間 は 高 度 に利用 さ れ る べ き も の で あ る と の 意識が高 か っ た た め 、 都市内
で防災空 間 を 創造す る と い う 意識改革が当 時 な か っ た 点 は 、 私 自 身多 い に 反省 し な け れ ば
な ら な い 。 そ の後、 グ リ ー ン ベ ル ト 構想、や三木の 訪 災拠点が完成 し つ つ あ る こ と は 、 災害
の緩和 、 拡大防止 や 緊急時の 空 間確保 の 点 か ら も 好 ま し い こ と と 言 え る 。 さ ら に 自 律型都
市の構築や多核ネ ッ ト ワ ー ク 構想、 も こ の 意識改革 メ モ に 入 っ て い な か っ た 。 当 時 は い か に
復 旧 す る かが大 き な 課題 で あ っ た た め と 思 わ れ 、 反省 し な け れ ばな ら な い 。

地震後、 多 く の研究者 に よ り 様 々 な 教訓1 . 提言が、 そ れぞれの事態、 や 立場 に 応 じ て な さ
れて き て い る 。 受信者側 が こ の提案 を ど う 評価す る か に 加 え て 、 発信 し た側 か ら も そ の 内
容 を 再点検す る と と も に 、 発信 し た 教訓 ・ 提言が実現 さ れ る 過程 を 注意深 く 見つ め て い く
必要があ ろ う 。
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阪神 ・ 淡路大震災 は 、 学者 ・ 研究者 を 中心に し た 災害研究で も 空前の調査研究体制が敷かれた。 行政機関や学会

の組織的、 体系 的な 調査研究だけで は な く 、 全国の大学 - 研究機関の膨大な学者、 研究者、 院生 ・ 学生 ら がそ れぞ

れに研究テ ー マ を 選 び、 現地入 り し 、 論文や報告書 に ま と め た が、 論集、 刊行物 と し て発行 さ れた も の以外は、 そ

の全容は知 ら れて い な い 。 学会は じ め大学の研究分野が縦割 り で、 だ れが、 どの よ う な調交研究 を 行 っ た か を 網羅

的 に掌援す る 体制が怒 っ て い な い だ け に 、 収集 は も ち ろ ん所在の確認す ら 容易 で は な い。

こ の た め 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会は復興誌第 3 巻の編集 に あ た り 、 こ れ ま で資料提供 を 依頼 し て い な か っ た

全i廷 の 悶公私立大学535大学に震災関係の論文 を 収録 し た論集や紀委の提供 を 依頼 し た 。

上 全国の大学 に 照会、 回答は 1 割 に 満 た ず

こ れ に対 し て 回答があ っ た の は46大学 に と ど ま り 、 う ち 7 大'[: I土 「該当 な し」 の 回答。 「震災 と 関係の あ る 論文

が絞っ た紀要」 の す を 受け た の は16大学 (19 i1fr29論よ\l 、 悶 図書」 の 送付 は 4 大学 ( 4 i冊16論文) に終わ っ

た。 児 科 の あ た んゾ の う ち 約 r 1:7 か C) ��) れ て き た の は 、 ぬ1':" 均三執筆 し た学会誌の コ ピ ー や単 な る 活動報告、

ニ ュ ー ス 伝 、 佐 災 1ïJ.，主必(ぷ;が絞 ノ て い な い紀 な どだ ぜ j た c

こ の た め 、 大 の 、関係 主 ♂)以!iミ l土 、 I UI:紀ひ ょ う こ飢え5 協 会か ら 引 き 1れ、 だ記念協会の蔵書か ら 抽 出 し た

207 冊 に 加 え 、 判iμ 科大 J のが}庁長庁究所が;行 蔵 し て い と〉 名 大引の紀要を 巾 心 に 、 神戸 大学震災文庫や文献ジ ャ ー

ナ ル か ら の調査対1/ll に よ り 術総 し 、 17U 大'r\ 426冊分そ リ ス ト ア ッ プ し た。

論文本数に し て総数1 ， 508論之の う ち 、 多 い の は 対i戸 大宇349件、 京都大学235件、 立命館大学152件 と 、 大学で震

災研究の プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上:げた 間 関 3 大学が圧倒 的 に Jí め 、 兵康!県立 4 大学 (神戸商大、 姫路工業大、 姫路短

大ニ現夜 は姫路工業大に併合、 肴護大、 言十63件) と 円I 南大学 (57件) 神戸尚船大学 (54ft) 関商学院大学 (21件)

関河大学 (19{![:) 武康J I I 女 子大:'yC (191午) を 含 め た 関丙12大学で64 % の 969件 を 占 め た 。 比較的多 か っ た 関東系の

米京大学 (361'Þ) 東ぶ都立大学 (31 i午) 東ぷ工業大学 (1 1fj:) の781斗 を 加 え る と 、 1 5大学で会体の70 % に 達 し た。

震災関連の誠査研究論文の収集l土 、 全国の大学か ら の 回収数か ら み る か ぎ り 、 ご く 一部 に と ど ま っ て い る の は歴

然 と し て い る 。 さ ら に 、 各大やが紀要や論集 に ま と め た以外に 、 学者 ・ 研究者が個別 に調査研究 し た件数は膨大な

量 に の ぼ る と み ら れ る が、 有効 な 収集方法が見つ か っ て い な い。 ま た 、 各学会が行 っ た調査研究の 成果物 は、 こ れ

ま で に 協会で238冊 を 収集 し て い る だけで、 定期発行 さ れて い る 学会誌な ど随時発表 さ れ て い る 論文や報告の網羅

的 な 収集 に は 子がつ け ら れて い な い 。

こ う し た こ と を 前徒 に 、 こ こ で は収集、 分類 し た論集 論文の 街単 な 分析 を 記 し て お き た い 。

2 . 論文発表は95年度が ピ ー ク

論集が発行 さ れ た の は 、 震災の 2 カ 月 余後 に 始 ま っ た95千[二度が194冊、 708論文 と 最 も 多 く 、 震災発生 か ら 間がな

い例年度 ( 2 、 3 月 ) に も 23冊、 105論文が発表 さ れ て お り 、 素 早 い対応が注 iヨ さ れた。 最初の14 カ 月 で 半数 を 超

え て お り 、 未曾1Yの者Il r打底下型地震災害 に 対 す る 調査研究面での迅速 な 反応ぶ り が う かがえ る 。 21世紀ひ ょ う ご創

造協会か ら 引 き j長いで震災記念協会で所蔵 し て い る 各学会関係 の 資料 も 、 238冊 の う ち 半数強の53% が95年度末 ま

で に発行 さ れて お り 、 大宇関係の論集発行の テ ン ポ と ほ ぼ似通 っ て い る 。

震災 2 "1三 日 の96年度 も 143冊 、 442論文 と 出j水準 を 保 っ て い る が、 3 年 目 の97年度 に な る と 66if昔、 253論文へ と 激

減 し て い る 。

国公;私 立 大学別 に み る と 、 大学数がJ士 倒 的 に 多い私)工大学が半数以 仁 を 占 め 、 大学数で62% 、 冊数で56% に の ぼ

る 。 次いで、国立大学がそ れ ぞ れ25% 、 33% を ，tî め た 。

1 半数が地震の メ カ ニ ス ム や ラ イ フ ラ イ ン な ど科学 ・ 技術系

こ う し た論文 を 内容 別 に 分類 し て み る と 、 地震の メ カ ニ ズ ム や建築物 の被災状況、 水やエ ネ ルギ ー 、 交通、 情報 ・

通信 な どの ラ イ フ ラ イ ン ヤ イ ン フ ラ に 関 す る も の な ど、 科学 ・ 技術関係が半数近い48% を 占 め た 。 と り わ け、 地震

の メ カ ニ ズ ム に 関す る も の は217件 (13% ) と 最 も 多 く 、 住宅を含め た建築物の被災に 関 す る も の も 143件 (8 . 6% )

と 多か っ た 。 一極集 中管 理 さ れたぷやょに ネ ル ギ一 、 情報 ・ 通信 な どの ラ イ フ ラ イ ン に 関 す る も の も 171件 (1 0 % )

に 達 し 、 交通 運 輸 を 含め る と 248f!: ( 1 5  % ) と 最 も 多か っ た 。 政治 - 行政に 関 わ る も の も 21 1件 (13%) と 多 く 、

と く に危機管現や防災 に 関 す る も の は97件あ っ た 。
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時期別 に み る と 、 地震 の メ カ ニ ズ ム に 関 す る も の は立 ち 上が り が早 く 、 笈災直後の 2 カ 月 (例年度) で35件が出

て い る ほ か 、 95年度 中 に 130件が集 中 、 1 年余 の 防 に全体の 4 分の 3 が出 そ ろ っ て い る 。 次い で 、 住宅や建築物の

被災 に 関 す る も の も 95年度 ま で に62%が出 そ ろ い、 出足が早い。 こ れ に対 し 、 産業 ・ 労働関係 は95"lミ度 ま で は 3 割

弱 に と ど ま り 、 政治 ・ 行政、 暮 ら し 、 教育 ・ 文化な ど も 4 割合 と 出足は比較的速い。

(表 1 ) 年度別冊数

: 匡Lî，: ノ品九';::rL一 私立 は主
13  3 

18 1 11 194 
15 89 143 
1 1  30 66 
47 237 426 

年度別冊数

月 号IJ論文数

250 

200 

150 

(表 2 ) 年度 ・ 月 別論文数

94年度 日5年度 96"l"度 97年度 合 計
4 Jj 
5 }J 
6 J j  

1 0}J 

2 Jl 28 1 
3 JJ 77 
イミI�l
合計 105 

22 I 40 
31 10 19 60 
26 i 4 9 :19 
29 24 5 58 
1 4  8 2 24 
48 60 
1 1  1 9  3 :16 
40 8 5 53 
49 42 1 1  102 
99 56 32 187 
19 38 6 91 

308ト 19 1  146 722 
1 4  1 5  7 36 

708 442 25:1 1 ， 508 
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(表 3 ) 年度自Ij ・ 内容別分類 (詳総)

大 分 類 中 /ノJ\ まìi
1 00 科学 ・ 技術 地震の メ カ ズ

ム

102 建築物、 マ、住ン 宅シ ョ 建ン

1 03 ラ
(;jく

イ) フ ラ イ ン

104 ラ
(

イ フ
ト

ラ
運

イ
輸

ン
) 

105 ラ
(エ
イネブ)

フ イ ン
レ ギー)

106 フ イ フ ラ遜イ
イ言

ン
) 

1 07 人的被宍
108 火イ 災ン フ ラ
109 

ト 1 10 その他
ノj、 ，iI'

200 行政 ・ 主主治 201 1i仕立
一一一202 正lcifì

203 IHlt 
204 危機許理 - 防災
205 保険
206 公的支援

小計

300 ま ちづ く り 301 コ ミ ュニア イ
309 そ の他

小雨

400 産業 ・ 労働
5∞ ! 保険 ・ i室療 501 精

こ
神
こ

、
ろ

心
の

王
ケ
恒

ア 、

600 
700 

900 
AOO 

DOO 

福祉
ボフ ン ア イ ア ・
市民運動 ! 

文化 ・ 教脊
く ら し

509 その他
小計

801 廃棄物
809 I その他

ノl、計

A01 外国人
A02 避難所
A03 仮設住宅

A05 義援金 弔意金
つo子 そ の他
卜一一一一

小言十

そ の他

例年度 95年度

13 76 

20 

30 

4 1 1  

、5 34 I 
l 5 
6 1 19 

B 78 
… 9そ j 40日

17 
。 i ; 

() 15 
3 43 
o I 6 
。 。 ;

4 82 
。 門

2 30 
2 37 
I 28 
2 

32 
3 55 
3 17 
2 35 
。 4 I 
。 10 
。 14 

26 
。 10 
i 23 
。 4 
。 2 
。 18 

57 I 
。 8 

メ仁》I、 上 11 1 767 

96年度 97年度
14  

32 22 

6 17 

19 

8 19 

21 20 
6 。

4 。

24 1 1  
1 69  i 126 
24 I 18 
1 I 

23 1 
35 16 
4 I 。

1 1 
88 37 
6 

1 1  1 7  
1 7  18 
35 40  

2 
12 2 
48 4 
14 7 
35 7 11 

3 5 
1 1 
4 6 I 

25 15 
11 13 
9 2 
8 4 
2 。

31 9 
61 28 
3 1 4 

499 I 292 
(注) 94年度 に つ い て は、 何年 2 }j � 3 月 のみニ 分類については重複あ り o (実数1 ， 5(8)
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合計

2 1 7  

143 

49 

77 

42 

80 
12 
42 
9 

126 
797 
60 

39 
97  
10 
2 

2 1 1  
14 
60 
74 

104 
63 
47 

1 10 
41 

12  
12  
24 
67 
34 
35 
16 
4 

58 
147 
15 

1 ， 669 
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] !!%{j 兵hl{1tl� Î ri沼地 に お け る ι年本温変動(英 文 1 101  

制i! 1の港湾機詑11111主へのjt i f l 長正 1 108

5()�; 
1 10 
HII 

者 第 2 1 江本哲也 雨入〈建築物における地炭火災の危険性に関するー 1 204 

第 l 報 | 高田至郎

鶴ヶ崎和i専 ! 被害の概聖

7中村孝 1 1 111鼠崩壊

宮本文穂 森11 1 1 道路 ・ 橋梁被害
英典 小林秀恵 ;
森11 1英典 李総 ( 鉄道被告
経 小林秀恵

地震時め出火危険

神田{故 ー 道奥康 1 1")1 1 1 お よ び下水道施設被害
if，' . 神古和夫
前出浩之

ラ イ 7 ラ イ ン の被害 と復旧

101 

102 

104 

104 

108 

103 

1 103 . 
ι lO4. 
lOS ， 
106 
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I 守地渓学 地笈 1 1095/2

東京工菜たと 地 1 節�;�[11U 学地談学 e 地 1 199512 瀬尾和大
学 ・ 地笈 [']研究グルー 1 1'式決 会
ブ

続党総 1 1問/3 1 第30 '; B 1 小池阿 陪j 畑 | 日強度 RC
中重光 水野英 | 効果

1095/3 同初日 日 | 建部設治

京都/\マ 防災研究所 (研 1 ほ 7
党-Itit点藤係悌 )

京都大川災研究所 (研 i 平成 7年兵康保持i部地渓 1 1自95/3
究者代表藤似悌三 にその被 に関する ，Jm交

研究

安藤雅孝ほか6
すJ

GPS 大学連 {j-

いて

論文 台 イ ト jレ

京都大学防災研究所 (研 [ 平成 I 民団〈県南部地長: 1 1995/3 
究者代表藤原悌三 と その被芹1 :1lIiすL罰百食 I

研究 j 

;網目制 l 南海 ト ラ川l:rXJ-n三イーの 1 101
夫 | 地震前動の変動 二

中田高ほか 5 名 ; 国95年兵)叫南部地長の地震断康調査京都大学防災研究所 (研 j 手成 7 年兵庫県南部地長 1 1 995/3
究者代表藤原悌三 とその被害に関する調査

i 研究
京都大学防災研究所 (研 l 、F成 7 年兵庫県南部地長 ! 1 995/3 
究者代表藤原悌三 とその被害に関する調]1': i 

研究
(研 ! 平成 7 年兵庫県南部地峨皮 | 川問99ν

とその被害に関する調奈
研究

(研 | 平成 7 年兵庫県南部地震 1 1995/3 
と その被軒に関するE晴子主
研究

(研 1 '[L成 7 年兵庫県南部地震 1 1995/3
とその被害に関する調査
研究

(研 j 平成 7 年兵康保南部地震 1 1995/3
究者代表藤原悌三 とその被害に関する誠査

研究
京都大学紡災研究所 (研 i 平成 7年兵庫県南部地震 I 199513 
究者代表藤原悌三 とその被害に関する誠査

研究
京都大学防災研究所 (研 ! 平成 7 年兵庫県南部地震 I 1995/3 
究者代表藤原悌三 とその被害に関する調査

研究
i 京都大学防災研究所 (研 | 平成 7 年兵庫県南部地袋 1 1995/3
究者代表藤原悌三 とその被害に関する調査 j

i 研究 ; 
京都大学防災研究所 (研 | 平成 7 年兵康県南部地震 1 1995/3
究者代表藤原悌三 とその被害に関する調査

研究

652 第 一章 @様々 な調盗研究~大学の論集か ら

嶋本手IJ存 命 ! 日本 | 兵庫県南苦闘長の被害分布と持定地震断層
英子 庭料人
大友幸f

年兵庫県南部地震の余震活動

i 岐憲三 湾出 | 強震動記録
純男

101 

101 

i 岩田知孝ほか | 兵庫原南部地震震源域における共同強震観測 1 101 

松波孝治ほか16 1 神戸住1:での南北縦断リニアア レ イ に よ る池袋 ・ I 101 
名 | 常時微動合問在日溺

瀬尾和大ほか12 1 微動特性治、 ら 見た神戸市域の地盤震動性状
名

101 
I k場新太郎 竹 | 兵庫県南部地震il寺の地震動の脱知特牲について 1 101 

J01 



京都大字防災研究所 (研 | τ1 成 7 年 輩県南部地夜 1 1995/3
究者代表藤原悌 三 と その被主 に控11 る百号車:

研究
京都大学�)j災研究所 (研 | 平成 7 年兵庫県南部地反 1 1995/3
究者代表藤原悌 一 と その被子; に関す る調査

研究

分類

101 

嘉門雅史 村 | 低平地における液状化災害と 院Jì皇被告 に隠する研 1 101 
衛 勝見武 | 究

関口秀雄 海底地盤と 防波堤被害に関する 研究 101 

京都大守 防災研究所 (研 | 平 成 7 兵庫 部地渓 1 1995/3 
究者代決藤原悌三 と その被;引こ関す る談交

佐々恭 一ほか 7 I 兵庫県南部地震 に よ っ て伐宮市仁川で発生 した高 1 101
について

;(;îBF'f、保 有 総 | 上水道
f、 1， ; ' 江主 IJ;
紀 野純�函rJLij" 一吉山

I 104 

!U4 

](!:l 

X;j lll七郎 伽事 | 電力
、 信 一 i高

車� . ì"高野純史
1 高官lN!f， 佐藤 | ブJ ス
I ，�， 1�r . 車 Jjj
最; ・ 1毒�f純弘:
高In至i出 射 殺 | 通信
忠 信 三 浦 J1;
紀 ・ 清里子純史

j(J:l 

105 

中 1 1 1大 交通

京都大学防災研究所 (研 | 平成 7
究者代表藤原悌三 と そ

研究
京都大学防災研究所 (研 ( 平成 7
究者代衣藤原悌三 と そ

研究
京都大学紡災研究所 (研 | 平成 7 年兵庫県南部地皮 1 1 995/3 
究者代表藤原悌三 と そ の被害に隠する調査

研究
京都大学防災研究所 (研 | 平成 7 年兵庫県南部地長 1 1995/3 
究者代表藤原悌一 と その被害に関す る調交

研究

日 下部馨

藤井栄

鉄筋コ ン ク リ ー 卜 共同住宅の被害に関する調査 1 102
と その考察

京都大学紡災研究所 (研 | 平成 7 年よし庫県南部地衣 1 1995/3
究者代表藤原悌三 と そ の被手?に関する認交

研究
(vJf l 平成 7 年兵庫県南部地震 I I問/3

と そ の被害に罰する調斎
: 研究

(研 ド F成 7 "j兵庫県南部地震 1 1995/3
と その被 こ隠する調査 |
研究 ; 

(叫 平成 7 年Jt庫県南両副 i問13
と そ の被害に関する調査
研究

(研 | 平成 7 年兵庫県南部地震 1 1995/3 
と そ の被害に関する調査
研究

小谷俊介

相互 関連

神戸市東部地域での建物被害

神戸市西部地域での建物被害 1 102 

鉄筋 コ ン ク リ ー ト造建物の被害に関する調主主 1 102 

南忠夫 境有紀 | 鉄筋コ ン ク リ ー ト 造建物の被害と強震地震動の破 1 102
i主力

，t'}il，jf.愛

m宏 叩

藤IJj(、悌三
祥之 ， 鈴木有

102 

鉄骨法建物の被筈

鉄骨鉄筋コ ン ク リ ー ト 造建物の被害

102 

2
 
G

 
i

 --
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議 集 名 | 発行年月

小口帆
払官

山内仇
AK

地
調

地
調

部ヲ心

部
る

山間
す

必
ず

市町
山同

削除
関

車
に
一
庫
に

兵
主
一
兵
術協同

年
被
一
年
被

?
の
一
7
の

成
そ
究…
成
そ
究

川γ
と
印刷一
平
と
問

研

一
僻

所
)

所
)

作ん一

市九
一一一

研
悌

研
悌

災
原

災
前胤

防
藤

将
藤

十八
仲凶

十八
仲山山

都
者

都
高

hR
市九

ん口品
血九

建 史学科 | 持戸大宇工学部兵員 早持i 1 1995/3 
tÆ;，f、数千fr;"ßÌ{県南部地 | 沼地渓緊急被害調査報
E 司 司任問 1 iヰ
神戸川 建設学科 | 神戸大学工学部兵庫県南 1 1995/3 1 第 2 報 | 森J l i英典 [ 鉄道構造物
:1 木系教史兵隊県南部地 j 部地震緊急被答調査報告

学論調告'[丹

道路 ・ 橋梁構造物

神戸 ザ認定設学科 ! 神戸大学 [ 学部兵庫県南 1 I哲郎/3 1 第 2 報 ! 棲井春輔 北村 j ト ン ネ ル 。 地 F構造物
上本系教民兵庫県南部地 | 部地震緊急被宗調査報関 泰 寿 中 LlI 問

彦 ω *1 1 1真一
第 2 報 | 仲間徹 ー 神古和 I T水道施設

夫

第 2 報 | 高日j主郎 iヨ ィ フ ラ イ ン施設 103 、
104 ， 
105 ， 
106 
1 08 

108 

101 

104 

神戸大学工学部兵庫県南 1 1995/3 1 第 2 報 | 高田五郎 ・ 宇騰 | 耐震設計基準 と今後の課題
郊地震緊急被害調査報告 雁

第 2 報 沖村孝 ， 森I 1 1英 1 G1S デー タベース及びイ / タ ー ネ ッ ト 情報提供
典 ;

高i日fE自 結詩
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大学 ・ 学部名 議 集 名 発行年月 | 号 ・ 巻数
神戸大 先送科学ぶ ゃれ 1大学先達科γ 部研究 i日95/3 2 巻第 2

i 安 うよ
神戸大年発達科学部 l 持

紀
l ' 大学発迷科学部研究 1995!:l 第 2 第 2

" 
子4リ2加民 、 γ R 王O-i 古b 相 ημ 191 報 1995/3 1 巻

つ く ばj王i際大ミ 研究紀嬰 1995/:ì 第 l -fJ

|ロj�ß大学位 会福祉学部 [ii]郎福祉 (人間福祉編) 1995/3 第 1 号

兵庫教育大学地震災害調 1995il:.Jí�"除山花部地 災 1995/3 
査HI ;ー に お け る 下校 教Hの

f.t，:刊 と 今般の 校防災体
制品1H:防災救ず?のあ り
)J に !討す る 緊芯伺

兵庫教育大学地震災害調 1 9百 日 庫県市部地法九 1 995/3 
査班 に お け る ? 校 教 討 の

サ と 今俸の乍校対日、体
制高fびlニfJjえ数千fのあ り

兵庫教育大学地震災各調
j
1
5J 
9
vこR問 予 る 与-_.-オj研究

i色 災 1995/3 
査朗 手 に お け る 校 教n の

役割j と ノ「役の f'Y，diiJ子主体
�"j ;ìtぴ�= I;Jj ヅ のあ り
)j に i�i す る ぷ月ヲt

兵庫教育大学地渓災害調 109S1i 兵 w県キj;\I\地復災 1995/:ì 
査班 手 ド 芯 け る 校 教 の

役割 と 今持 校I;jj災体
寄り並び に防災教úのあ り
方 に 関 す る 二3研究

松Hli学尉綬j明 大学 松商短大論議 1995/3 第43号

東京大?教育学部祉会教 社会教育学 。 図書館学研 1995/3 第19号�背
北

判
f語道

何
教宥

言
、 大学問館校

]ャL 
教 情報科学 1995/3 第

漆11 1 !z子短期大学 紀l攻 1 995/3 第2自主、
神戸時子 ト大学経済研究所 神ド商科大学研究年報 1995/3 No . 25 

伸1" � 6';: 神戸商科大学研究年報 1995/3 No . 25 
東京都立大学都市研究所 総合都市研究 1995/3 第55 号

論文執筆者 論文空 イ ト jレ 分類

ノj斗判事 阪 神大災災の I .;J� ぇ 犠牲�. ]1)7 

日1結所良沼 木 ょ ドfよ るj認地 こ よ 一概 101 
村 成 報一
和 fTI{Lと に ず る 村 会出)l:jj !l 政道 204 

火生1I 1災ウ終ヌ令へ碍保の悩に か怖いかわ主に
る情的1織のL E予理備解度的検調 JfR-

-山根律子 治弘 600 
子

i 1ll沢信 正 ボ ラ ン テ イ ア 粕 仲 と え ー阪神淡路大使 災 を '!' 700 
心にー

徳111 明 1995��-lí; 昨l��!-rj部地震泌去の�H主 110 

1�山 明 ー 西村 年 地形区分、 地怒 と 学校絞;ぞの分布 101 
Hf�' 

竹村厚司 松fJl JlJl主 �!l l打;\I\J在渓に よ る ?鼎 ，. di給中 西部の木造家 102 
め!明 Jイ0)併岐に つ い て

偲\111明 阪枠 淡路大災jょ に お け る 遊銃所 と し ての学校 と 1\02 、
教主'f OJ役割 900 

II lm ll青返 阪神大jぷ弘 県南部地災 I尚子正被告 - 1ω5. 110 
1 . 18 西 日 ，\í、 /ι 品 、 神} 東i雑ば

佐々 木英和 ポ ラ ン テ l' "r'ili ぬ と 社会教育 70C 

; 奥野正義 l 災終的被UUílこlj'j ふし、l'j' ílJ ケ ア 501 
; 大野光彦ほ か 'litijl大 と 防主 を も っ 人速の'1 .111 600 ; MM凶 帥j池山1庁伽 400 
済研究所
斎藤清

計司、 小坂俊吉

阪神大夜災被災 上場令 菜の彼宍綴 と 絞公規模 400 
都市珠J品。)安全jq と 1，'; íI一作に ず る 同日 者評価の 309 
1"1際比較研究一大都耐 における防災ま もづく り と
t ， 樹環境整備の展i間 を FI 指 し て ー
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1 995年度 (平成 7 年度)

大浪 rr
大

i�!学大・ザ学害部務名)，，) 
論 集 名 発行年月 号 ・ 巻数

fÌj};在、i長 1 199:;/4 第26ぢ

大阪 工大摂南大字 阪 神 f、夜 阪 l 菜 」、 J 1995/4 
f宅街大下妓 司売[日報
え 車線 l

大阪 工 大祭南大学 ;長持k渓U�)、阪 i 業 k'f 1995/4 
;宅[討入ご戸線 調 間 報1'i
;寺 i，J.車線 j

大目立1 大摂潟大学 阪神太 災);f.1i
告
1
、
2
凶報

1995/4 
ぷiお た 謝

書 /速報 j
大阪ユ;大摂南大学 ; …仏政 i 菜 k F i mm 

県南太?被'，1τ調売i封殺1J]
書 報j

大阪 大摂尚大学 ; 阪神た炭火大阪 j れ 1 1ωM
県南太守 被 時J在[lj銀行
書 (i車線 J

大阪工大摂南大学 阪神太夜災大阪 業 太 1995/4 
摂南太学 調青山宇佐jl;
書 (速報〉

大阪 工大県南大学 阪神太長災太阪 [ 業式 1 995/4 
摂南太 憶だ謝 長lMlHf;
fÎi: (速報 }

大阪工大筏南大学 阪神 災太政 J:業 太d字 1995/4 
摂 iむた 被 耳1dtl割
書fょ主持

大阪工大泉南大学 阪神服災大阪 i 抗手 ; 1995/4
狭山 内合i胤
書 ス生iRI

大阪工大摂南大学 …川政 i 業大了 玲95/4
摂南太 被得税1flß1軍?1
持 (J生報)

大阪工k摂南大学 阪神大震災大阪 [ 業 太γ 1995/4 
摂IIi k{被;町 誕百世間報
Iヰ (述お J

大仮 工大技帝大学 阪神k変災大阪:1 業大 1995/4 
摂南太 被'，1;調査間報;日
持f速報 i

京都大宇防災研究所 JX�lj太 戸防災研究所今一tIl 1 995/4 第38号 A
東京大ザ大学院工学系研 ノl、行附党本報fi 1995/4 
究科建築学専攻

徳島大学工令部 兵庫県南部地震
震災調後報告菩

神戸大学工学部建設学科 阪神大震災における建材 1995/4 
建設系教室河村研究家 被主 実態調査報告書

i 東京 [ 業大学地震工���計 地主主工 学研究 レ ポー ト 1995/5 1 No，54 
究 グ ル ー プ

東京工業大学地震1 学研 地震工学研究 レ ポー ト 1995/5 
究グル ブ
l 東京大学工学部建築学科 1995年兵庫県海部地渓被 1 1995/5 
ま村研究室 j 害調査報釘
東京大学生産技術研究所 生産術究

名古屋大学大森研究室 平成 7 年 l 月 17 E1 兵庫県
事部地震大ス パ ン 構造
物 特殊構造物被害誠1f
報告書

立命館大学理工学部現地 阪神大震災現地学術論交
学術調査問 研究報子i

\J命鉛大学理 i 学部現地 阪神大震災現地学術調査
学術調査団 研究報
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1995/5 

J 995/5 

J 99515 

1995/5 

No.54 

vol ，47 
No ， 5  
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性能改 こ ;討す る研究
建築各部構訟の従災 1�lfiす る調査研究 102 

よ 南部地 に よ と �C'i立総路の被 と その考察 105 

阪神 人次災o)ì1'ci;' と f担燃 に 隠 す る 社 会学的研究 7∞ 
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及 び海 外 に お け る 級刊l }�frtX報道に つ い て ー
自民災 と 小字校lr<.ill花氏本 900 

阪神 淡路大友 従 と 札幌紡災 204 

神戸地震 と 火災 109 

阪神大震災 に お ける 災手3 ス ト レ ス の実態調査 501 

阪神 淡路)ç震災 に よ る神戸市水道の被害状況 と 103 

復興計曲{
F 水道 と そ の シ ス テ ム の被害及び復旧 103 

兵庫県 に お け る 災害廃棄物処理 801 

阪神 淡路大渓災後の大気汚染対策 809 

阪神 ‘ 淡路大震災後の水質保全対策 103 

! 淑神 淡路大震災 に お け る本 道 と そ の シ ス テ ム に 103 

隠 す る 罰 レベルの対策
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被災地の遺跡調査 900 
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地域防汎ぃi 抑 務者セ ミ 1995/8 

L ヲ -
地域防災 判 長務者 セ ミ 1995/8 
ナー 講演戦宏美
地域防災 問'だ務 長セ ミ 1995/日
7--
地域防災，，1 断フ;務者セ ミ 1995/8 
ナ _. 声機安U，

ミ 1995/8
ナ}
地域防災l汁両 セ ミ 1995/8 
ナー

ナ 日高山概l 、務者セ ミ 1995/8 

地
ナ

域- 防火
機ぜ長

ミ 1995/8

地
ナ
域】 防

議
災

者l概flm，主
だ務

主
者セ ミ 1 1995/8 

地域防災バ降i'j、務者セ ミ ! 1995/8 
す 一 議涼械設業

ヨ
j

ン紀要コ ミ ュ ニ ケ ー シ

法や研究所持
法 究所紀芦:
ffét"�究所紀i足
研究資料

丈化研究
地震工り研究 レ ポー ト

広報

1995/8 

1995/9 
1995/9 
] 995/9 

1 1995/9 

1百95/9
1995/9 

1995/日

号 ・ 巻数

第12巻第 8
ロヲ

第10輯

第21 �]， 
第21 j} 
第21 号
No . 150 

第 9 号
No . 55 

No . 10 

東京大学地震研究所 i 広報 1995/9 i No . lO 
東北 [ 業大や

東北 l 業大学

東北j 業大学

東北工業大学

東北工業大''j:

東北 し業大

東北 業大学

「五II京芸一一一一 一

今、 て
主主礎
地震

知識
防災

と I
をi、考

用え る ロ

ノト、 改め て地震防災 を考 1995/9 
え る 二 基礎知識 と 応用

今、 改め て地震防災 を 考 1 1卯5/9
え る =基縫知識 と応用 ! 

今
え

、
る

改 め て地袋防災 を考 1995/9 
= 基礎知識と応用

| 今
え

、
る

改め て地震防災 を 考 1995/9 
礎知識 と 応用

今、 改めて地震紡災 を 考 1995/9 
え る =蒸礎知識 と 応用

今、 改めて地震防災を考 1995/9 
え る = 基礎知識 と応用

今、 改めて地渓紡災を考 1995/9 ゲ 叩山
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論文執筆者 論文台 イ ト ル 分類

j草地索時 ]]0 

堀内三郎 わがi'l に お け る 地域紡災計図の治時 204 

行 野宗1"1 地域防災計闘の現状 と そ の問題点 204 

j 佐藤忠信 ; 地震災害 110 

二村衛 自然災害 と 開発起因型災害 ]]0 

林泰男 ; 緊急対応 204 

小林正美 ;じ、 比、 初4

安崎益輝 復興過程 llO 

亀LH弘lr 1方災Wí報 シ ス テ ム の構築 に向けて 204守
106 

林泰男 防災組織論 204 

i"rf日恵昭 i 総合�t�� シ ス テ ム I 204 

} 井野盛夫 地域防火計曲i地 ミ編のあ り 方一
静岡県の例 204 

111 中正鰍 阪 神 大次 災 と コ ミ ヱ 二 ウ シ ョ ン ー エ ス ニ ッ 106 
ク J デ イ ア の活動 と 機能ー

及J l l 1申 都市
災

災
関連

と - 隊 jと地か ら の問題提起 203 
五期 法律一相次出動報ífl 203 

北山節男 阪神大波災 と こ れか ん の絞づ く り 309 
uヒ 野 正 。 舟 阪神 。 淡路大震災 と神戸ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の 400 
場 lE'�' 嬬) 復興への課題
核忠;す 阪神大震災 900 
瀬尾和大 平成 7 年兵庫県南部地震 (阪神大震災) の被等と 110 

そ の対応について (続報)
吉田真吾 綴縦 強家計記録、 j主i由実杯波 、 地殻変動デー タ の 問時 101 

起 }JIIAli照之 イ ン ヴ ァ ー ン ヨ ン よ る 兵庫県南部地震の震源過程
島崎邦彦 i句篠の地震 と 活 断層 101 
盛合稽夫 プ レ ー ト テ ク ニ ク ス と 活断層 101 

神 山呉 地震動の特性 と 強振動予測 101 

j支出秋江 液状化の特性 と 予測手法 1O1 

} 阿部良洋 耐震構造 と 設計手法 ]]0 

問中干しiiì 国; 渓 と 構造 110 

] 1 1 11宣車也 免震 と 制振の方法 と 応用 llO 

沼田i字 地震 と 津波 101 

佐賀武戸l 火災 と 地域紡災計画 204， 
109 



大学 。 学部名

福潟大学総合研究所

婦問大 総合研究所
立命鎮火学

立命錨大学

立命館大学

企 命鉛大学

立命銀大学

命自自大う，>

立命館大学

立命館た学

立命館大学

立命館大学

立命館大学

i 立命館大学

立命鮪大学

立命館大学

す命館大学

立命館大学

立命鉛大学

立命館大学

立命館大学

立命館大学

立命館大学

琉球大学 仁学部
; 和歌山 山 1

X、1JPJ\--j一肌" 耳

大阪経済大学大阪経大学
ぷ�、Z 
北九州大学法学会

東京埋1"1 );:学HJ版会

神戸大学農学部

論 集 名 発行年月

| 州大学 怜報 1 1995/9 

的 [ilc!大学工学集線 1995/9 
il>!.神 ・ 淡路大法災罰罪空会
議報告
阪神 淡路大震災同襟会 1 995/9 
議十:R èi-
阪神 ω 淡路大渓災毘際会 1995/9 
議報告
1[&神 淡E科大震災[重l智子会 1995/9 
i義liH号
阪神 淡路大反災国際会 1995/9 
二肌年;抵山1丘口二
i
議
h何f� .・i淡路 大反災関際会 1995/9 

川
M義

反
7
神 淡路大反災匡1際会 1995/9 

阪湘 ， 淡路大 災国際会 1995/9 
議字紙
阪持 淡路大 災i耳際会 1995/9 
議開
阪神 ， 淡路大笈災医i際会 1995/9 
己表報告
阪神 淡路大 災留際会 1995/9 
i是認告
阪神 。 淡路大震災国際会 1995/9 
談終告
政神 繍大震災国際会 1 I附/官

報告
阪神 a 淡路大渓災iiI際会 1995/9 
議報告
級神 淡路大震災関際会 1995/9 
i五割
州 淡路大震災国際会 ; 19m
談報告
阪神 淡路大震災関際会 i的5/9
議報;�;.

i 阪神 淡路太食災留際会 1995/9 
議報告
阪神 ・ 淡路大震災図際会 1995/9 
議報告
阪神 淡路大震災凶際会 1995/百
議報告
阪神 。 淡路大震災国際会 1995/9 
議報告
琉球大学工学部品1要 1995/9 
経済理論 1995/9 

経済論叢 1995/9 

大紋経大論集 1995/号

: 法政論集 i 1ω日
SじT 8じLLETIN 1995/9 

神戸大学農業経済 1995/9 

号 ・ 巻数 論文執2聖者 論文 台 イ ト 分類

第 号 [I'CF地震に対す る免災構造のL己、私生、動 に関す る 考
�ι 、

第55号 1995 ノ担王子 事、報告 110 
淡路大 災復興 201 

小崎範雄 新防災都市言:"jl量 と 環境管理 201 

{j1i4i野和行 j 橋梁の耐 震性強化に 104 

J占野正義 避難行動調査でについて A02 

リ ム ボ ン -;1阪市におけ る 家屋全 ド壊の住宅再態と借 ヒげ 102 
�i公共1'i1!住宅

戸所隆 国上構造 か ら み た近畿闘の都市分布構造 と 阪神 i 309 
淡路大波火

小川雄一郎 ア ジ ア諸1'1の都市防災対策 204 

ル ス ラ ン カ ー 都市開発 と 防災につい て の EAROPH の取 り 組み 204 
リ ッ ド
ジ ョ ン 白 ソ ル 災 理情報の質的IpLt を m 析 し て 204 
タ ー
石見手IJ勝ほか 6 パスル デイ ス カ ソ ン ヨ ン 「東 ア ジ ア に お け る 防災 204 
名 と ト部市 白 地域間交」
小森星児 の教訓! を後手ょに生かす 600 

経福全 i ア ジ ア太平洋地域都市形成の新

新 し い街づ く り ー イ ン ド ネ シ ア か ら の視点一 309 
'7 I J� ジ ョ
1) ム ヤ ム ラ 新 し い街づ く り ー シ ン ガポール の経験一 309 
ン
ヘ ン ド ロ ブ ラ 新 し い都市 地域開発、 現状 と 課題 初9
ノ ー ト ス セ ロ
竹Jし}J.l，嗣

佐々 木敦郊

力1I賀幸夫

高間昇

金子郁容

佐々波秀彦ほか
5 名

第50号
第267号 11 T iE基

第156巻 池田消
2 > 3 号

第<16巻第 3 I 黒坂真
ち
W; お 巻 第 際il l芳孝
> 2 号

第12巻第 9 神沼)�f�
写口
第28 > 29号 保田茂

阪神 ・ 淡路大震災復興計 雨の概要 201 

阪神 淡路大震災復興計画の概要 201 

i 1I画整理 と 住民参加 ー神戸 市森南地区の紙験ー 3ω ! 

7ω 

ま ち づ く り と し て の復興 3ω 

阪神大震災と ネ ッ ト ワ ー ク 組織面 7∞ 

ノ 〈 ネ jレデ ィ ス カ ツ ン ヨ ン 「新 L ぃ街っ く 1 に i向け 309 
て」 L 
阪神大震災 と 沖縄の建物 102 

阪神 淡路大震災に伴う 社会現象の地域性 と 階層 AOS 
性
神戸市都市絞営の 考 察 ( 2 ) 201 

ド イ ツ 人が伝えた阪神大震災 AOI 

ボラ ン テ ィ ア活動振興に関す る 政策課謹一 兵庫県 700 : ボラ ン テ ィ ア 活動促進の環境づ く り に 隠 す る 純 ;
研究ー
地震 予知 と 直 ト 型地震 101 

i 食料お よ び水供給のパ ッ ク ア ッ プシ ス テ ム に 関 103 
す る研究 ー兵庫県南部地震を教訓 と し て ; 
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大学 ・ 学部名 号 ・ 券数 論文執筆者

関西大学 社会学都紀妥 1995/日 第27巻第 l 出Ifl修 WI'íf
号 における問題と それへの対処方法

岐車大草教養部 | 教義部研究報告 人文 i 1995/9 第32号 金折裕司 1 1 1 .1 1995�:.Jí:，同z 県南部地災 (M7 .2 ) を起こ した断濯 iOl 
料一 手; ん一応戦構造総が勤し ミた つ

太型災事的 における f ど も の1;!神保健援助 につい 501 

第73 号

1995/1O 1 第 3 号 1 1 1 1 0淳 欽1')'お よ び鉄筋コ ン ク 1) ト橋造建築の被害状況 1 102
と 教訓

1995/10 1 第 3'>j- | 畑中重光 コ ン ク リ ー ト 系偽造物の被害状況と 教訓 1 1 10 

F佐官v 1 1995/10 I 第 3 号 | 宙開義人 | 例措(j 包峨主状況と払.111 1 102 

1995/10 1 第 3 号 j 森野棚 | 被災住物の応急危険度 同定と 阪神大震災の制11 1 10 

! 日l 問1 1 1 i 9 9 5 f i l f月山]
| 被;宍j作杭b民Ki況iJL;�誠首f売ま報

第43�.よ | 井 ヒ欣二 木 下 [ 仙川 と 船舶の活用~附大震災における削(1 1 ]]0 
麻 子 I OlJilfj"ι憶 と 問題 点 ~

九州大学絞済学会

神1 I 1指�;ìJ�q 紀 第 ム類 1 1995/10
iíij�;i 月1 r 戸弘

科 会 飢紀笹 川E仁5/10
t子 究 1 19，二 1 0

第73 1; I f，ffn和国生一一一
第6P"Ui I /J、J l l i告昭

4 イffji 日

阪将: 太夜 と コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 301 
205 地以似険 と 自 fll干宅

LlllJ大守 仁学部 1 1995/10 者'146巻第 1 l !ll本村朗
l ラ
第79号 | 小嶋勝朗

工学音防昨究報告

工学院大学 | 工学院大学研究報告

4

4

5
9
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保
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μ弘一デ
ロら
第30号 | 棲井武 | 外国メ ディ アは阪神大震災を どう 官、えたか一英語 1 106

| 閣のメ ディ ア を 中心にー
附/11 I vol. 46 佐々本建 I r3.t'P 淡路大限と 外間人問題 1 AOJ 

No.3 
第36号

阪神 淡路大震災に よ
完態調査i

阪神 淡路大渓災に よ る 1 1995/ll 
心身への影響についての
実態調去

阪神大震災初動体制jの危機管Jlj!

小林符夫 ; 新たな発展へのス テ ッ プ I BOO 

出関澗一、 制 ( 阪神 淡路大震災における擁壁の挙動につ川 1 18 
丈夫
大井謙 一他 4 名 ; 阪神 淡路大震災における鉄骨法丈教施設の被脊 1 102

と 復1 1 1
19951ll ! Voi.47 李康磁、 中埜良 1 1995年兵庫県南部地震に よ り 被災 した建物の耐震 1 102

'0 . 1 1 昭、 限i畢丈俊、 | 性能
岡田恒男

1995/11 1 VOl .47 1 rlJ田明美、 孫弘、1 1"，'組構造物の最尤出壊モ} ドF否定のための確立極 1 1 10
No . 1 1 大井 、 高梨 [ 限解析

晃

神戸大学凌霜会 i 凌 1995/11 第327号
1995/11 Voi.17 

No . l l 
1995/11 I Voi.47 

No . l l 

東京大学生産妓術研究所 j 生産研究

! 東京大学作 産技術研究所 i 司 産研究

東京大学生産技術研究所 | 生産研究

東京大学性議技術研究所 1 4蔑研究
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神戸大学 怨i災研究会 ) I 大京災lω日 の軌跡

神戸大学 〈京災研究会〉 大手:災100 13 の軌跡

六万L災lω日 の軌跡

大渓災iωEI の軌跡

神戸大学 <rS.V(研究会 〉 大震災100 H の軌跡

神戸大学 〈度V�研究会〉 大震災100刊 の軌跡

神戸大学 〈震災研究会) I 大震災100日 の軌跡

神戸大学 〈震災研究会〉

神戸大 (笈災研究会〉

神戸大学 制研究会) I 大震災酬 の軌跡

イ ト ル | 分類

( 2 )  1自主 と 人身被害 1 107 

初期途射と救助、 救民 ( 1 ) 地震後 2 日 間の救 1 600 
助 と消火活動 口述
初!明五:主I! と救刻、 投与長 ( 2  ) 小 '1'学校への避 1 A02 

li}f究 げ住者C/混雑行動
1995/11 I 阪神j\震え 時公秀 ‘ 投J量 M"�詮殺と救助、 救援

研究 : と し え | 詳j
]附/ll 1 取 り議災 削減 i同教 鵬遊離とj倒、 救援

，JfぅE 1 均 金沢和ji'j . ! 1'l fU，問題

(1 ) 弔慰金、 災害見韓金、1 1105

( 1 ) 妓災地の精神医 1 501

( 2  ) 被災地のス ト レ 1 501 ， 
809 

( 3  ) 大気汚染の問題 ドω!
809 

( 1 ) 避難所から見た被災と I A02 

( 2  ) 仮設住宅に関す る河題 1 A03 

( 3  ) 避難所 。 仮設住吉の11; I ;\02 ， 
A03， 
203 

( 1 ) 地渓 と雇用問題 1 100 

( 3  ) 都市計画決定 I 309， 
203 

都市絞興計 開l と被災住民 ( 1 ) 都市計爾決定と 1 309 
研究 l 住民参加

神戸大学 〈震災研究会) I 大震災]∞日 の軌跡 I 1 995ill 同州 大￡え 平 下介 l 都 jff;な興計画と被災住民 ( 2  ) 被災市街地のHô 1 309 
I líJf'íG l 出 立 を 1 1おして

神戸大学 〈震災研究会) I 大震災100H 0)軌跡 1 1995/11 制枇震災 | 岩附彦 児玉 | 鶴市開市! と被災岡 山 側ま ちづ く り 1 309 
研究 1 誇郎 | に向けての住民の と り く み
阪神大渓災 I )J，[fI恭子 | 都市復興計出i と被災住民

い市長
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阪神 淡路丈 災の教訓 と 今後の地区防災説Ji�- I 204 
都心理!大震災の ト ー タ ル イ メ ージのm']::!j'! .-

。 井 I I!&NI 淡路k震災にお け る ボ ラ ン テ J アのiríÎ劫 と I 7ω 
ト 今快の訴訟一一一一一一

二 枕 まか 7 附 ・ 淡路大震災における締害者の被 災 と 今後の | 附
す I

1995/12 I 第 号 ; 小坂俊吉 ・ 塩野 | 地主ミ時の危機 思 ー阪神 a 淡路大震災における I 201 
広域消防応綬 と 高齢者救援の実態ー

1995/12 I 第57号

1995/12 I 第 号

1995/12 I 第57号

秀

昭

俊

裕

谷

野

一1i

λ1

uトJ

Fh一

つム

1よ

第

第

巻

巻

5

0

 

3

1

 

第
百一
第
号

2

2

 

/

/

 

5

5

 

川町

川町

1 995年兵庫県南部地震の地震断層 と
被手l状況
夜神 淡路大震災に学ぶ ま ちづ く り
の教訓

') ム ボ ン { 長田東部 ま ちづく り

丈集
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大学 ・ 学部名

| 立命館大学

論 集 名 発行年月

1995年!立阪神 淡路 た絞 1 199O/J 2 
災" 術開通研究発去会論
主1弘
19�rí年 阪神 淡路大反 1 1995/12
ij仁子街際連研究発表会総
え

よしJlh l��fH，活躍 さ に よ ζ 淡 り の彼害状況識査

阪神大波災 被災者の さ n誌は、 ど う 変化 し たか 1 A09 

本 山t 宋 定め耐災竹 | 102 

'1 灯 台 県南部地 と 附j 地震の人命損失ゃ 1 102
物被j与の状況に凡る 格治安全水準に関する 一考

者ミ
災計 タにおけ乙 H�:mJ? ;J09 

501 

50] 

5C泊

5ω | 
5(!l 
;)(11 

;)()l 
日09

ツ 』 パ イ プ オ ー住宅被 1 102

J 995/12 1 第16号

1995/12 1 第17，揖 第9 1 材一正孝 | 災手! と '戸校 一阪神 淡lEX 大震災の教訓 1 9C日

工よ宇総合研究所報 1 1996/1 

神戸商船大学 神戸 高知大学震災研究会 J 996/1 
研究報111

神戸街ß{)大守' 神戸商船大学震災研究会 第 1 +j 
研究報告

! 神戸商船太学震災研究会 第 l 号

神戸商時n大学震災研究会 1 1996/1 1 第 l 号
M究報�it 

神戸商船大学 i 第 1 -)] 

神戸 商船大学 1996/1 第 l 号
問究報

神戸商船大学 神戸商船大学震災研究会 1996/1 第 l 号
研究報告

神戸商船大学 神戸商船大学震災研究会 1 1附/1 1 第 l 号
研究報告

神戸商船大学 神戸商船大学震災研究会 1ω6/1 1 第 l 号
研究報告

側/1 I 第 1 号

! 川闘
機点 公 日i 孝 j に神戸港 を 中心、 と して一
志 守 多品作

400 

久保雅義 二本 | 神戸港復興への一可能性の検討
楯 彦 ー 玄 ITI 孝

叩叩
ω

1
4

 志 ・ 多色作

関領英雄 | わが出港湾の 2 1 時間運常体制の課題 と 段望 1 108 ， 
4ω 

原潔 再生神戸港はイ ン テ リ ジ コ ン ト ポー ト に 108 
1 4∞ 

井上欣三 木 ド | 地震災害 と 海上交通 1 104 
麻子
三木1晴彦 久保 j シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 隣接 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル 1 1 J O
雅義; 貢春龍 i の刊 能訴 面に隠する基礎研究

石田康史 。 千頭 | 兵庫県南部地震の際の海上及 ぴ海岸付近における 1 101
亨 ! 異常体験に関する ア ン ケ ー ト 調査

照井 敬 ! 震災復興計耐 と 住民参加]の行政 | 初]

橋本武 ; 附 淡路大献における復旧 と その評附につ 1 ] 似
いて 一本学の避難民 と 阪神間の交通機誌の場介

小谷j重泰 高島 | 震災後における 地域の生活関連施設の復!日状況に I lO8
正樹 | つ いて ー神戸 市東灘区東部地域を対象 と してー
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関西学院大 高学研究会 : 路学論究

東京理科大学出版会 SU1、 DULLETIN

SCT BULETIN 

東京理科大学出版会 SUT ßULLETIN 

東京埋科大学出版会 SUT BULLETIN 

東京現科大学出版会 SUT BULLETIò: 

666 第 章 @様々 な調査研究~大学の論集から

llfi i l l栄一

BOO 

識すくIÍIJ去の本，，/:0)1.)応 と いわゆる危機管理につい I 204 
て

嵐官 忠雄 稲垣 | 神戸総�fì大学附民間 に お け る 阪神 淡路大震災 1 900 
正彦 中 11 1健二 | に よ る被災 -Ei災報 ー
川.îf1] 阪神 ・ 淡路大震災にお同深江丸の対応 I BOO 

和 110 

第 l 号 1 ;主兼康行 ]]0 

実;36義自 2
ぢ
百\18号

1996/1 第 43 巻 第 1 i宋111明

1 1996/1 

1996/1 

1996/1 

1 996/1 I �了
i附III 第13巻第 l

号
関線泰次 伊藤 | 兵庫県南部地震に よ る 電力設備への影響
俊 J
竹右手口夫 ド 水道の被害と復旧

J側五一隆 烏的 1 活断層 とは何か
邦彦 山崎晴雄

松村 一 男 ・ 片 足 | 近畿地方の地震活動の特性
浩

]]0 

]]0 

]05 

103 

101 

101 



大学 ・ 学部名 議 集 名 発行年月

京都大学紡災研究所 阪持 淡路大紋災 一防 1996/1
災研究への以 り 細み ー

京都大学防災研究所 殺判 淡路大波災 一紡 1 Iω6/1
同 組 みー

京都太学防災研究所

五一i 院L神 ， 淡路j三 -防 I 1996/1 
災研究への取 れ 訟み ー

京都k学防災研究所 阪科 淡路大 災 一防 1 1996/1
災研究への取 り 絡 み ー

京都大学防災研究所 紘神 a 淡路大次災 一紡 I ] 996/1 
災同党へのJf; ハ 絹 みー

京都大学防災研究所 1 r>!ll村 淡路大手i災 一紡 1 1996/1
災研究へのJ[J i í 組 みー

京都大学防災研究所 阪科 ω 淡路大次災 一防 1 1996/1 
災研究への取 り お[みー

京都大学問i災研究所 阪神 。 淡路大災災 ー防 1 1996/1
災研究への取 打 線みー

京都大 防災研究所 級料 淡路Aぷ;災 -F!í 1 1996/1 

京都大学防災研究所
災研究への取 り 組み ー

京都大学防災研究所 阪神 淡路 た次災 一防 1 1996/1
災研究への取 り 組み ー

| 京都大学防災研究所 阪神 ・ 淡路k次災 一防 1996/1
災研究への取 け 緩み ー

京都大学防災研究所 r&神 淡路 ー妨 1 1996/1
け 組みー

京都大学防災研究所 淡路Ahミ火 一防 1996/1 
災情究への)[y �I 組みー

京都大学防災研究所 | 阪神 淡路大友災 一防 1996/1 
災研究への取 川Eみー

京都大学防災研究所 | 阪神 j失跡域jL -防 1996/1 
災研究への取 り 紘みー

京都大学防災研究所 ↓ i坂神 淡際大 災 一防 1996/1 
災研究への�Y 打 者|みー

京都大学紡災研究所
両i jjL研日究へ路の取大 飢り

ー防 1996/1 
組みー

京都よ;学防災伺究所 阪神 淡路大紋災 一防 1 1996/1
災研究への取 り 総み ー

京都大学防災研究所 阪神 ・ 淡路大震災 一防 1 1996/1
災研究への取 り 組み ー

京都大学妨災研究所 叡神 淡路大震災
災研究への取 り 総み ー

京都大学紡災研究所 i反神 I 淡路大震災
災研究への取 り 絡み ー

京都大学防災伺究所 阪神 淡路大震J災 一防 1 1996/1
災研究への取 i'ì 組みー

京都大学防災研究所 阪神 淡路大夜災 一防 1 1996/1
災研究への取 り 組みー

京都大学防災研究所 阪神 ・ 淡路大震;災 - li:Jj 1 ]凶6/]
災情究へのIIJ( り 調[みー

京都大学防災研究所 夜神 淡路大震災 ー防 1 1996/1

1 199611 
災研究への取 り 組みー

京都大学防災日f究所 阪神 淡路大震災 一妨 1 1996/1 
災研究への取 り 組みー

京都大学防災研究所 阪神 淡路大震災 -liJí 1 1996/1 
災矧I究への取 り 総み ー

号 ・ 巻数 | 論文執筆者
| 論文台 イ トル

l 梅田康弘 校本 | 余震活動
泰雄

関上欽迅 | 広域地震活動の変化

地殻変動連続観測に よ る兵庫県南部地震出i事保

小泉rif)嗣

中村重久

安藤雅孝

入江幸次郎

釜江克宏

佐藤忠信

岩田知孝

赤松純平

GPS 観測に よ ふ広は地殻変動

; 地震に関わる i立総会L的現象

地震に隠わる 主主干7Y:変化

地震発ヰ�#lJ {:をの海水tLi変動

近畿地方の長IUI的地役活動予測

」川一\
| 最大酬の5f1jJ �'.H)1 101 

十川

団

一
世骨川

一
の

一
川氏

一
官民

一
祉はの一世阿

古叩

同
一
悦

山
一
相

帆
利一
A

A門医
前川山一
民川

地
の一
深

松波孝 介 神戸伎占における ア レ イ 観測

ソ 可村敬一 奇 問下 宝塚およ び淡路島北部における小ア レ イ余
懐 古 和賀言 台 絞測
中村重久 | 浮波0)調資

山 干 査男 j 兵庫県南部地震によ る i幸波の伝嬬シ ミ ュ レ ョ illl 
j ンン ! 

佐々 恭二 福岡 兵斑県南部地震で発生した高速運動地すべり 1 101 
仮本背

福岡 5 己々，，' 過剰間際本正の発'1ー を考慮 した仁川地すーベ 1') 0::地 101 
二 長持斜前i安定解析 i 
末峯章 新井場 北淡町謀本における地震後の斜面変動の計ißIJ 1 101 
公徳 阪本{![，
竹内篤雄 品原 | 兵庫県南部地主主に伴い淡路島津名目高 竜で発生 !� I 101 
常二 。 逮:l!茂行 | た地すべ り のれ徴について | 
奥l"í 犬 横111 1 /、中山地の斜iiií崩壊災害 ハ 1
康二 斎藤隆4ι j

嘉門雅史 ニ村 | 液状化災害
衛
亀田弘行

101 

耐震技術の変遷と被害と の[畑 一道正面副日7
E止を中心と してー

げ本|開 高橋 | 河川構造物 附崩壊な ど都市環境 調わ川引 別
保 | の特徴 ; 

ト の土木施設のlil:iえ と復 � 1 108 

1 1t勝利 防波堤の被害と海底地盤変状 108 

IXPHJ 占 i両
i手 。 ! [ IT隆男に↑純 一111堤防 引害
和也 ・ 石JA泰輔
今本!害健ほか 1 �î'/j(i!l! た!Òilllo; 宜主

回一一 上一一一一一ー …

lO8 

108 

108 
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大学 ・ 学部名 論 集 名 | 発行年月 号 ・ 巻数 論文執筆者
論文台 イ トル 分類

京都大学防災研究所 阪神
究

淡
へ

E
の

大
取

震
り
災
緩み

一
ー

紡 高
文
橋保 亘2深刻 山ij�の崩壊と二次災主

災研
京都大学防災研究所 阪神 淡路大震災 一防 1996/1 ; 能烏楊呂 亀白 j ラ イ フ ラ イ ンの相互連関 103 令

災研究への取り 組みー 弘行 104 
105 ， 
106 

京都大主主紡災研究所 阪科 淡路た筏jjL -防 J 996/J 藤原悌三 鈴木 建物の被害概要 102 
災日|究へ峨 みー ; 将之

京都大学防災研究所 阪神 ・ 淡路太 災 一紡 1996/1 岩井哲 ・ 北除、[沼 建物の被害分布 102 
災問党への以 1) 輔(みー 'Jj 

京都大学防災研究所 p!i神 ー 淡路太政;災 -[I}j 1996/1 3 ノド祥之 木造l主物の被害 1 02 
災研究への取 i) 組みー

京都大学防災情究所 阪神 淡路入;長災 一防 1996/1 藤原悌三 コ ン ク リ ト 系建物の被害 102 
災研究への取 り 殺みー

京都大学防災研究所 阪神 淡路)，)長災 一防 1996/1 中島正愛 鉄骨i主建物t 102 
災研究への取 ') 総みー

; 京都大学防災研究所 阪神 淡孫六日 と -pJj 1996/1 関校治�� 空間構造の被主 102 
災同党への取 り 持l みー

京都大学防災研究所 阪神 淡路太震災 一防 1996/1 藤原悌三 鈴木 建物被害? と都市鮒震計画 102 
災研究への取 。 紺ーみー 杵之 北島(Rt1男

京都大学防災研究所 阪神 淡路 ム災 一防 1996/1 作rt君主主開 林存 都市防災システム論 204 
災研究へのJfl l; 総みー

京都大学防災研究所 l [iIi悼 淡路大長災 一防 1996/1 ?pffH恵、昭 林春 危機官理シス テム 2似
災研究への取 り 組みー �j 

; 京都大学紛災研究所 阪神 淡路太震災 -�}j 1996/1 同日1恵問 林泰 災害時支援システム
災研究への取 り 総みー i 【 3fJ

京都大学防災研究所 阪神 淡路大 災 一防 1996/1 亀岡弘行 林春 松合都市災害の構造分析と 防災情報シ ス テ ム の役 204 
災研究への取 り 組みー 男 角本繁 割

京都大学防災研究所 阪衿 淡路大友災 一防 1996/1 池淵!司 「阪神疎水」 を構想する 108 
災研究への取 り 組みー

京都^学防災研究所 I r現神 淡路大渓災 一防 1996!l 向田憲うた 複合災害の リ ス ク マ不ジメ ン ト 204 
災研究への取り 組みー

日 本大学経済学研究会 経済集志 i lWI ! ?寸 阪神大震災に起因する 損傷貨物 と 適切 な ト レー 205 
ド タ ー ムス について 一運送人責任、 海 ヒ保険
と の関j阜でー

東海大学出版会 大震災 その時地質家iま ! 1996/1 
仰を したか

東海大マ:出版会 大 災 その時地質主主は 1996/1 
何を したか

東海大学出版会 大震災 その時地質家は 1996/1 
f可を したか; 東海大学出版会 大波災 その時地質家は 1996/1 
何 を したか

東海大学出版会 大空三災 その時地質家は 1996/1 
何 を したか

東海大学出版会 大震災 その時地質家は 1996/1 
f可を したか

東海大学出版会 大 災 その時地質家は
;
1E腕/1

何を したか
東海大学出版会 大震災 その日寺地質家l土 1996/1 

和jを したか
j 東海大学出版会 大笈災 その時地紫家l土 1996/1 

何 を したか

東海大学出版会 大震災 その時地質家は 1996/1 
仰 を したか

668 第一主主 @ 様々 な 調査研究~大学の論集 か ら

; 納見彬文 被災者の立場から の阪神大震災と生物学者の立場 1 1 10
; か ら の発言

並木保男 阪神大反災救援ボラ ン テ ィ ア に参加 し て 700 

方違章治 兵庫県南部地震調査ボラ ン テ ィ ア に参加 して 700 

11995年兵庵県 被災難民と と も に地震に よ る 地盤災害調査に取 り 101 
南部地震」 地質 組む
調 査 グ ルー プ
(地 質 ボ ラ ン

テ ィ ア ) 大絞事
務局
藤田宅�IJll' か 9 芦長; 川層域の市街地における地震災害 一液状化 204 
名 災子? の防災に関する提言一
Pfl白強ほかj]名 神戸地域の地震断層 と被得 101 

高浜信行ほか4 兵療県南部地震と六甲の土石流 101 
名
野村哲ほか 6 名 淡路島北部の強震動帯と弱震動域 一1995年の兵 101 

庫県南部地震を例に し てー
I!J辺救衰 IlJ岸 ; 大震災 その持地質家は何を したか 101 

I 猪史久潟 稿用卓

兵庫県南部地震の温泉を含む地 ド水への影響 101 
神 淡路^震災
学術調変団地下
水})f:



大学 ・ 学部名
東海大 出版会

東海大学出級会

東海大学出版会

大阪教育大学

校
神戸市立工業高等専門学

神戸市立工業高等専門学
校

神戸市立工業高等専門学
校

神戸大学絞済経営研ヲ

神戸大学智J子生セ ン タ ー

就%女子大学、 就実綬期

東京大伝大学俣工 学系研
究科建設学専攻小谷 ・ 塩; 原研究主

東京大学大学院 工学系統
究科 建築学専攻小谷 塩
原研究苓

徳島大学総合科学部

芦屋大学

関西学院大学人工学会

九州大学大学院比較社会
丈化研究科
神) '学院大学法学会

関西大学工学技術研究所

東海太学出版会

姫路短期大学

姫路短期太学

愛知 工業よ;学

愛知 [ 業大学

愛知 l 業大手

愛知 工業大学
茨城大学教養部

論 集 名
まは

-1 発
] 9自

行
6年

月
大震日、 その時地質 /] 
Mを し たか
大佼災 その時地主家は 199611 
何を したか! 大限 付地肌 1996/1 
イ可を したか

1 大阪教育大学紀繋第 E 部 199612 
社会科 tj i古科ヴ
大阪教育大学紀官経理部 ] 996/2 
自 供干ト j;七、用科年
研究紀 199612 

研究紀 1996/2 

研究紀宮 1996/2 

続済経台研究 1996/2 

神戸 -A::.'}f'ß学生セ ン タ ー 1 996/2 
紀事:
就災論議 1996/2 

1995年兵昨 ち部地政に 1996/2 
よ る神ドlb灘rnえíY}l[澱
医 に お け る お、総 こ? シ ク
リ ー 卜 治共[" J íl"むの被害
(その :1 : 目立号、ブ会ー タ )

EI95年兵庫県出部地伎に 1996/2 
よ る神l ' 市灘[メ及び東灘
区 に お け る 鉄筋 コ ン ク

; ト ト制i司ílが被手， I 
(その 2 : 調査結果の枚

討)
松島大学社会科学術究 1996/2 

論議 1996/2 

人文論究 1996/2 

比較担 会文化 1996/2 

神戸学院法学 1996/2 

技苑

地震 と 火山 1996/2 

研究報告 1996/2 

研究報告 1996/2 

i 研究報告 1996/3 

j 研究報告 1996/3 

研究報告

研究報告 1996/3 
茨城大学教養部紀要 ] 9961:l 

号 ・ 巻数

第，14巻第 2
号
第44巻第 2
号
第34 号

第34号

第34号

第45号

第 3 号

第25 号

第 9 号

第24号

論文執筆者 論文 空 イ ト ル 分類

杉山隆 一 f ないJ T活組Ir年 r あ と 」 阪神 六時1 お よ び淡 JOI 
路品北部地下の地子水j説き 11こめ住T�IÍ

fllJ憲治 地区 と社会生活 、盤票当憐司、申j 203 

神戸秀彦 阪神 淡路大震災をめ ぐる民法上の若干の問題 I 203 

岸本幸豆 ・ 瀬部 ; 阪神大 災とf主主復興 (第 1 報) ー避難所生活者の
明 言;態 と 間銭の問 点
柴山元彦ほか J(局{1�1�"詩;部地震に よ り 生 じた野島地震断層の欣射

能採fì:
新谷徹 阪神大震災の被害概要と 地震動の特性

嵯峨晃 | 阪神 淡路大震災に よ る鋼構造物の被害

辻本側三 阪持淡路大震災における港湾 海岸 ・ 河I1 1 の被害
lこ/� し 、 て

小西康生 災 に賎待される情報通告】ー阪神 淡路大渓災
の 生か に の 一

瀬口郁子 阪和 淡路大 災と外国人釘学当 をめ ぐる諸問態

心的外機絞ス } レスRJ;ê;、に対する危機介入ー阪神
淡路大震ばにおけ 心電話相淡一

杉本訓祥 4 松本 1995ii !(Jキ県的持地伎に よ る神戸市議t区及び東国語
泰iii 小谷俊介 lえに お ける鉄筋 1 ン ク リ ー ト 造共 IHJ住宅の被ま

(その 3 : 調子えヲ … タ )

杉本訓祥 必本 1995年兵阜県市部地震に よ る神戸市灘医及び東灘
泰造 。 ノj、谷俊介 i互に お け 乙 割、あコ ン ク リ ー ト 造共間住宅の被子， r 

(その 2 : 調 舟結巣の検討)

FJ l I冊l史 も へ つのボラ ン テ ノ アJじ年一阪神 ・ 淡路大震災
と 報ボ ラ ンテ ィ アー

I 1 1渇啓 災手 前 における学校と 遊郭所の管埋運営一神戸市
中心部についての説先手rlfl 一

A02 

101 

J01 

J08 

J06 

AOI 

501 

J02 

102 

7∞? 
106 
A02 

第45巻第 4 I 寺ml古代ほか 民然災手? の心身保健学的考繁一震災時の心身症状 501 
号
第 2

す第26巻第

No .8E 

第41巻第 ]
ロヲ
第41巻第 l
ヲに1

第31号 B

第31号 B

第31号 B

第31号 B
第30号

調査を 'f'心に して
福留久大 マルク ス と 関内大地震 一生活が済論の検討課題

同日1豊基 仮神 淡路大震災と 保険

西田一彦ほか4 兵崖県南部地震に よ る鉄筋コ ン ク リ ー ト 建築物の
名 特異な破壊現象 ー活断層 と地探破壊か らのアプ

ローチー
安藤雅孝ほか 4 地;支と 火111
宇;
勝木洋子 阪神大震災ボラ ン テ ィ ア について 一保育専攻学

; 生の 工ゴグラ ム と体験からの検討ー
志賀咲穂 j 兵庫県側地震に よ る私立幼稚慰の建物被害

武建勲 大恨義 ; 懸需型免震構造の適用性に関する一考察
男 1&1:8湾朝
小林修 ・ 青木 ; ラ ー メ ン構造物のjjJh望 。 構造解析に関す る基礎á�
!散j李 研究
中村満喜男 降伏向、強度の傷心に よ る建物のね とれ振動に関す

る研究その1 : 振動モデル と 弾性応答解析につい
て

中村満喜男 液神大震災における建物被害の研究
徳冨五 月 松丹 兵庫県南部地震に見られる安全システムの再考ー
宗立与ム 特に人間系に含まれる 「こ ころJ のケアについてー

400 

205 

102 

I 101 

700 

102 

110 

]02 

102 ， 
110 

102 
501 
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論文 空 イ ト ル | 分類

203 
203， 
20' 

ー コ ー プ I A09 

ハJ一
川出

A一
i

一4Jr…
被

…
の
…j#引宇宇ザザ+γ了
…
ゐ初

…
築

一
建

ム一
る

恰一て一テア工一
け

下

一

ス

→

お

川
対川

一

ニ

に

?仰二
Aふ品パ
i “、久

川m川
一

社一
;守次以

刷倒悶一
と→
大

叩都川部叩一訂け火主九三一叫路附
ずパ
ぷ…

小

災k

一1山

淡沃
路ふは

ま ちてi < り f特定!一自 治の除、点 と 制度- 1 309 

im1守の文化M-その保存 。 再生

ボラ ン テ ノ ア と IJliC 市 7り0

阿 士山 と 201 

809 

第問 | | 阪神 淡路川九州市似興に関す る 出 分析
第22号 西f 千代 臨i神 淡路丈 人 粁(青信興 に ド立 す る 計長先 析 4 り
No ，IS  井 :嘉雄 JLl 阪神大山 災 に よ る 与 え憐被 の視察調査報 r 1 102 

忠雄 阪神大京災建築設依叙:ヰ (第 2 卒者)
第 6 号 | 関谷会 | 阪神大政災の制11一直 子 型地次的報 1 106 

変わ り た い 、 戻 り たい 1 1996/3 
人 一 阪神J、反災の被古
と 復興への議題
都 市耐震セ ン タ ー研究報 1 1996/3 1 日Ij 附第 18号 | 古川原作、 IH 1 太阪堆積盆地の } 部更新統 と 六巾変動 1 101 

101 

qd

 

/
 
6

 
ハ吋U9

 
報ヒしヲ羽川町hザノンセ渓耐十巾都

俊
市
セ

判川町
内ん

所
印刷

内九
ム

研一ア
川八
ス

防、ン
Af
品川町民

一
一
ふ人
附川
一

タ一
部
設
タ

一日
施
ン

670 第 F章 @ 様 々 な 調査研究~大学の論集 か ら



|一はおGt，

大

一

学

γ防一

・

災
学

研部究
名

所都一市
論 集 名 発行年 月

都市耐震セ ン タ ー研究報 1996/3 
施設郎氏システム研究セ F口t 
ン タ

; 京都大 防災研究所都市 都市耐震セ ン タ 研究報 1 1996/3
施設ìiJ長 システ ム研究セ
ン タ }
京都大号、防災研究所都市 都市耐渓七 ン タ ー研究報 I 1996/3 
施設耐震システム研究七 f� コ
ン タ
京都大学防災研究所都市 都 rfJ耐震セ ン タ ー研究報 1996/3 
施設耐震システム研究セ F仁
ン タ
京都大寺 防災研究所都市 者lí rh調1渓セ ン タ ー研究報 1996/:1 
路設耐震システム研究セ 二
ン タ
金域学院大学 え、被ヴホ 論集十i 会科 1 996/:1 

守秘 (議:-)8 ;j
京都大学防災研究所 (研 平成 7 1j 兵坤県南部地 1996/3 
究者代表藤原悌三) の被�gþn，j]t に去らづいたま;

，，IT的)H[， に よ 乙 被害の枚
11il 

京
究
都
者代

7(ザ
表藤

防
原
災研

悌
究

三
所
)

(研 T
の被

成
子
7 年兵)]1 県南部地反 19961:] 

"持去に基づいた

，正的分析 に よ る被害の枚
ょ ;

京都大学防災併究所 (研 'l'Þ!( 7 年兵庫県南部地震 1 1996/3
究者代表藤原悌二 ) の被干;部交に悲づいた実

註約分析 に よ る被害の検
2正

京都大守 防災研究所 (研 平
の被

成
告
7 守 兵庫県南認識震 1 996/3 

究者代表1革派悌プ) 議盃に基ついたま
副 約分析に よ る被害の牧

京都大学紡災研究所 (研 附 附子県間広 j I996/3 ;
究者代表藤原悌三) の被害議官jに基づいた亥

�IE的分析に よ る被害の検
�iE 

京都大学ß}j災研究所 (昂i 干成 7 年兵庫山南部地震 1 996/3 
究者代表藤原悌二) の被主調査にま、づいた実

証的分析 に よ 乙 被害の検

! 尽都問研究所 (研 平成 7 年兵庫県南部地授 1996/3 
究者代表藤原悌三) の被守1 調3Eに基づいた実

証的也、析に よ る被害の検
証

い都大予防災研制 (伽 | 叫 7 年兵庫県輔蹴
究者代表藤原悌三) の被害関資に基づいた実

1996/3 

証的分析 に よ る被害の検
証

京都大学防災研究所 (併 平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
究者代表藤原悌二) の被害調査に慕つずいた実

証的分析に よ る被害の検
副A

京都大学紡災研究所 (研 平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
出附二 の被害調山一 : 1的分析 に よ る被害の検 ;
京都大学防災研究所 (研 平成 7 年兵庫県南部地渓 1996/3 
究者代表藤原悌三) の被害調査に2基づいた実

自 的分析に よ る被害の検
百正

京都大学妨災研究所 (研 干成 7 年兵庫県南部地袋 1996/3 
究者代表藤原悌 :J の被害調査に基づいた実

誌的分析 に よ る被害の検
i正

号 ・ 巻数

即 日J第lEdJ

明j 階第18i3-

邸 時第18号

日目冊第18号

別冊第18号

7且 第 165
F-:; 

論文執筆者
論文台 イ トjレ 分類

赤松純子他 I 都市去 散のマイ ク 1] ノ ー ニ ン
ぶ
グ

一
における深層恋毅 101 

構造のす1要性一反災の帯に学

検Jr久飽 8 名 京災の帯を狭めた液状化 ， 流動化現象と 地層収縮 101 
現象

楠 出 際的 8 名 州 兵問山
沈 F

TIG谷晴 -mí 震災の荷にみる建造物の衝撃的破壊の特性 101 

岩井.t(f 地周l情報シスナム (c:rsJ に よ る建物被-1;'状況の 102 
把

川崎液雄 奄た郷友会と 阪神大絞災 Aω 

Jì 尾治 安藤政 兵庫県南部地長前後の地殻活動 1 01 
孝

片 息浩 兵庫県南部地震後のIlil辺1，):の地立た活動 101 

夫
平日直深尾良 い

;
ド成 7 年兵庫 ノィ、5ミ(内f叫

加藤照之 兵蔵県荷部地震に伴う GPS 観測の体部 ]]0 

| ;原山か附 | 叩測仁川糊耐時付制動

菊池正幸

梅田康弘

中泊高 蓮田清

域内茂木 長谷

J I I HB 

�0;rn俺夫

1 1 1 口 覚 井口博
夫

兵庫県南部地震前後の地下水化学組成の変化

7宝地実体波 に よ る震源断層 101 

| 1附抽県高部地震晴雄成長酎ー蜘プ 101 
ラ イ ト ス ポ ッ ト と跳び石一

淡路島に現れたjt!J箆断層か ら 見た兵庫県南部地震 101 
の震源過粍

Taylor 展 開 に よ る近似を用いない イ ン ハー ジ ョ 101 
ン に よ る兵庫県南部地震の震源域思辺の速度講造

i
断
99
層
5年兵庫県南部地震の地表変化から l ιたi菩在j舌 I1 

兵庫県南部地震 に よ っ て出現 )電磁気学 101 
的特性
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- 学部名 | 論 集 名 ; 発行年月 j 号 ・ 巻数

怖 いド成 í' ::fj 共料 部地tζ 1 1996/3
) 川 コ被千;調査に づいた

i正的う に よ る 被安の牧

京都大学防災研究所 (研 i 平成 7 年兵庫県南部地震': 1 1996/3 
究者代主藤原悌二三 の被'害調査に基づいた支

る 被害の検

佐藤忠信

大罰J達夫

7 /4兵庫県南部地以 1 1996/3 i j 杉) 'Tlf太 強渓動の1ft]主
の被答調査に基ついた)ミ
誌約分析に よ る被害の検

1青�J'*I�史 地盤震動特 科 と 段大地動のJ伴走

3
 
J//

 

6
 
9

 
ハud渓

実
検

地
た
の

f怖
い
守口

市
づ
被

県
基
る

よ

庫
に
ょ

に

兵
査
に

析

年
調
析

分

7
害
分

的

成
被
的

立体
証一
干
の
託
証

研

宕出知孝ほか6 1 神戸市及びその瑚辺部の地下構造探査
名

!OI 

明俊品川パ横 神戸市住吉において Tγlpartlte 観測で検出 さ れた 1 !OI 
後続波について

河野允1/
宏 !í}lll敏

松波孝治ほか1 1 神戸ü 吉での余震 微動ア レ イ 観測
名

竹 内 占弘 堀家 | 兵庫県域にお け る合同微動観測 1 101 
iEfl1J 瀬忌和大

赤松純平ほかl l l k阪露地縁辺部 六甲 山系潤辺の深層基盤構造 1 101 

名

í'î i l !忠、稔 白 馬場 | 兵庫民布部地袋に よ る武庫川中流域の渓主i:5}�ij と 1 101
研介 | 常持微動特性について

篠紛祐一 I 3 次Jじ不整形地盤の地渓製J解析に よ る f震災の慌 i 1 101 
に隠する 考察

JOl 

1
 
0

 
1

 

108 

| 液状化地点における港湾構造物の制 108 
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大学 ・ 学部名

京都大学防災研究所 (研
究者代表藤JJf，、悌三)

l M都げ脳研究所 (併
究者代表藤原悌 ) 

! 五 都大学防次制定所 (�Jf
究者代表藤原悌ニ)

京都大午 ß}j災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京都大牢 紡災研究所 (研
究者代去藤)立悌三)

京都大学防災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

尽都k学防災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京都大学紡災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京都大学紡災研究所 (研
究者代表藤原、悌二一)

京都大学防災研究所 (研
究者代表藤原悌三二)

京都大学防災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京都太学防災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京
究
都
者代

大学
表藤

防災
原

研
悌

究
三

所
)

(研

民都大学紡災研究所 (研
究者代衣藤日，;�'I!弟三)

京都大学防災研究所 (研
究者代表藤原悌二)

尽都大学防災研究所 (研
究者代表厳原悌三)

論 集 名 発行年月

平成 í i! 兵隊 部地荻
の被害t 誠ヨをに1たう いた:長;
;証的分析 に よ る 被4吉の検
長正
平成 7 年兵庫県南部地震 ] 996/3 
の被害調査に基づいた実

約分析 に よ る 被害の検

、F成 7 年兵庫県南部地渓 1996/3 
の被害調査に基づいた実
ロ正的分析 に よ る 被害の検
主正
平成 7 奇 兵庫県南部地震 ]ω6/3 
の被害 関査に基づいた笑

的分析に よ る 被害の検

平成 7 兵康県南部地震 1996/3 
の被害調交に基づいた支
ぷ的分析 に よ る 被害の検

平成 í W.兵庫医南部地反 1996/3 
の被宇j 溺査に占 づいた災

的分析 に よ る 被害の検
五正
半成 7 年兵庫際南部地渓 1996/3 
の被許調査iに恭づいた尖
証的分析 に よ る被告の検
[，正
平成 7 {手兵床県南部地震 1996/3 
の被害認査に基づいた
誌がj分析 に よ る 被害の検

平成 7 年兵庫県南部地反 1996/3 
の被害認査に基づいた実
説的分析 に よ る 被害の検
p正
平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
の被害調査に恭づいた実 ;
�1E的分析 に よ る 被害の検
証
平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
の被害調資に基づいた亥I �IE的怖 に よ る 被害の検
託
千成 7 年兵癒県南部地震 1996/3 
の被害調査に蒸づいた実
証的分析 に よ る 被答の検
託
平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
の被害誠査に基づい た実
誕がj分析 に よ る 被害の検

平成 7 年兵庫県南部地震 い附/3
の被害調査に基づいた実 ! 
託部j分析に よ る 被害 の検
言正
平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
の被答調査に基づいた実
日IE的分析 に よ る 被害の検
�IE 
平成 7 年兵庫県南部地震 ] 996/3 
の被害調査に基づいた実

正
I約分析 に よ る 被害の検 I

号 ・ 巻数 論文執筆者 論文 台 イ ト ル 分類

同i一三生 ; 液状化 と 地盤変状 101 

高織保 亘深好 土砂災害 101 
丈

嘉門雅史 三二村 ウ 乃 ー タ ー フ ロ ン ト に お け る 地盤災害 10] 
衛

奥向…夫 、 核 ILJ 地震に よ っ て誘起 さ れ る 山地災害 101 
康 一 斎 藤 隆
芝、 関田美忌子

佐 々 恭二ほ か 6 兵庫県南部地震で発生 した地すべ り の メ カ ニズム 101 
名

!古田至郎 と水道配水管被害特性の定量 的分析
103 

l
m功 附 | 脚内郎械に お け る は山石特性 102 ， 

103 

能烏暢呂 亀田
弘行

藤易協二

野間茂

家村浩平日

藤井弘章 。 島田
?青 西村{申

片 上豊

小谷俊介 。 松森
泰造 杉本訓祥

渡遜史夫

藤井栄

ラ イ フ ラ イ ン の相互連関 103， 
] 04 ，  
105 ， 
106 

高架橋シ ス テ ム に お け る 地震時最適損傷配分評価 104 
の試み

エ ネ ル ギー 供給 通信系の被害 と 復1 1] 105 

交通施設の被害 と 耐震補強の緊急性 ] 04 

兵庫県南部地震に よ る た め池の被害 一特に北淡 110 
同 を 中心 に ー

建築構造物の地渓時挙動 102 

兵庫県南部地震で大破 し た共同住宅のねのせん断 1 102
強度

RC 造建物の被害と 将来の耐震設計 102 

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 骨組構造物 に お け る 柱 梁接合 104 ， 
部の被害について 110 
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発行年月 | 号 ・ 券数 | 論文執筆者 論文空 イ ト ル 分類

1 996/3 

(研 | 手成 7 年兵庫県南部地主主 i 1996/3 
の被主 調査に基づいた実
;，iE的分析によ る被害の検
μ正

(研 1 f t主 7 年長1取県南部地笈 1 1 996/3 
の被手J調'Itに3まついたす;
�iU 的分析に よ る被答の枚

京都火 紡災研究所 (lí� I 子!主 7 年兵庫県南部地震 1 1996/3 
究者代主藤原悌一) い の被 調査に基づいた実

，，!E的分析によ る被害の検

(研 | 平成 7 年兵庫県南部地袋 1 1996/3 1 
の被害調査に基づいた実
日 的分析に よ る被害の検

(研 F成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
の被f堅議査に基づいた実
託的分析 に よ

1996/3 
の被害調査に蕊づいた実 l
証的分析 に よ る 被害の検

究者代表藤原梯 ) 
�1E的分析によ る被害の検
討

; 京都大学防災研究所 (研 平成 7 年兵庫県側
究者代表藤原娘三) の被害調査に基づいた実

I
政

証
的分析 に よ る被害の倹

京都大学紡災研究所 (研 平成 7 年兵庫県南部地震 1996/3 
究者代表藤原悌三) の被害調宏に基づいた実

証的分析 に よ る被詳の検
j正

(研 | 平成 7 年兵庫県南部地震 ! 1996/3 
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西村苧 jミ ・ lli村 | ピロ テ ィ ー構造悠物の立体解析 1 102 
繁

藤原悌三 鉄筋コ ン ク リ ー ト 造建物の耐力 と 被答 102 

柴田明徳 斉藤 i 中高層 RC 造建物の地震時弾塑性挙動の検討 1 102 
大樹

森野捷報 ・ i l lD 1 SRC 構造被答の特鍛と統計 的分析 1 102 早
:立 1 1 10

i 野ITJ泰 llil I Effect of Stress Waves 00 Struclual Damage (英 1 110
丈)

中島正愛

| 東樋 I H華 僑本 ! 兵藤県南部地震に よ る木造住宅被害 と 住宅計画 1 102 

鈴木有 ; 木造住宅はなぜ大被害 を 生 じ た か っ 1 102 

鎌田輝男 淡路島のノド造住宅について 1 102 

実k破壊実験に よ る木造建物の耐震性 1 102 

; 肝部馨 兵庫県際部地震における杭蒸礎の被害パタ ン I 1 1 0  

1 110 

危機管浬の時系列的展開 と その課題 1 204 

危機管理の総合的展開 と その課題 1 204 

阪神大震災が与えた企業の防災対 策の変化に対す 1 204 
るfðf5E



究
京都

者
大

代

大
学

表

学

藤�}j
・災

原

学
研
悌

部
究
名
二R)

(研

京都大マ紡災研究所 (lðí
究者代表藤原悌三)

究
京都

者
大

代'表Y 藤
紡災

原
研
悌

究
三

所
)

(研

京都大字 防災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京都大半防災研究所 (研
究者代表藤原悌 二)

庁、都大守 防災研究所 (研
究者代夫藤原悌 ) 

京都大学紡災研究所 (研
究者代表藤原悌=:)

京都大学防災研究所 (研
究者代表藤涼悌三)

庁、都大学防災研究所 (研
究者代表藤原悌三)

京都大学防災研究所 (矧
究者代表藤原悌三)

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

! 神戸大学

神戸大lJI

神戸大学

議 集 名 発行年月 号
・

巻数 論文執筆者 論文 空 イ ト ル 分類

成 7 年Jé.)車県沖j部地表 1996/3 中1 1 1大 緊急対応11守の 道路交通状況 と 交通対応策 104 
の1F�'，f�r�司 作に恭ワ い た

説的分析 に よ る 彼%の検

千r!X: 年兵庫県南部地震 i 牧紀男 a ノj、林'iE 1 r避難所の生活実態 と 管理i筆営に 関 す る研究J A02 
0)絞害調1HこJ，t:づ い た 定 美 ih正的分析 に よ る 被芹の検
託

のヂ
成

被子
7ー4謝fょIH仁j，

県j主南〆八部、Jた浅 1996/3 富野道雄 遭難所 応急仮設住宅，: :13 け る や 祈 to)諸問題 i : lAw{r[2 
3 

"正(i�分析 に よ る杭 検

、nえ í 1f 民!\iVi，南部地j五 1996/3 付上ひ と み ! 199511 阪神 淡路大震災に お け る 構造物倒壊 と 人 107 
の被 胤売に悲づいた叶 的被千 の要因分析
説的jj'-析に よ る紋}，IO)枚

平成 7 守 兵庫県f打線地震 1996/3 S宣昧洋史 目立神 ， 淡路大震災 と 北海1立 一大地震の遠隔地へ 110 
の被d与謝1tにJ，kワいた の影響ー

的分析 に よ る 被;与の検
話F
平成 7 年 昨 県 南部地表 1996/3 北原昭男 宝塚 a 芦屋に お け る 建物被害 の 要 因 分析 102 
の被主 調 査 に 器づ い た /人

説 的分析に よ 心絞 の枚
iま
、l' 成 Î {-ト Çi;車保持i部地震 1996/3 亀日?弘1J 碓j十 際下f に お け る 都市基盤施設被 の GIS 展関 と 多 108 
の 被 調 査 に J主ヴ い た 1、 照子 ー 岩 井哲 ー 差 分析
託fI'J分析 に よ る被�i;-の検 盛11 1仁
i正

成 7 ir 兵庫県南部地震 1996/3 碓井照子 G1S に よ る 仮神 淡路大渓災の持系列災害デー タ 110 
の被害訴査に恭づいた実 ベー ス の作成 と 復興過程の分析

的分析に よ る被答の検
�[ 
平成 7 年兵庫県南部地変 l 附雄 芝: 1 間報の共有化州 一 山川動ー i 106 
の被手T認査?に づいた災 亮介 片山侭
証的缶、析に よ る 被害の牧
，，[ 
平成 7 年兵庫���，南部地震 1996/3 角本繁 急 日i弘 災害情報の特徴 と 管理方式についての考察 一阪 106 
の被;与謝交に基づい た手、 行 神 ・ 淡路大震災の符験 か ら ー
証的分析 に よ る 被害の検
部

j れ に附 「兵崎県南部地 1996/3 平成 7 年度 宮田陵夫 神戸市街地の変状と 潜在活断層調査 101 
に 関 す る 総介研究J 報iii 烹

府災研究 「民団 県南部地 1 1996/3 平良 7 年度 l 山口党 ー 井了]j車 野島断層近傍の VLF.MT 調査 !O1 
に関する 総イ?研究J 報fFiI 4E1t 

守震主
定
に

研
関

究
す る

「兵
総

庫令研
県南

究
部

」
地 1996/3 平成 7 年度

報わずr
特定問究 「兵庫県片3部地 1996/3 平成 7 年度
震 に rmす る 総合研究J 報7\手j

研究 「 兵m�1��-郡部地 1996/3 平成 7 年度
震に関する 総1r研究」 報
ヰ震5

定
に

研
関

究
す る
「兵
総

庫
合術
県

究
南部

j
地 1996/3 平成 7 年度

報告書
特定研究 「兵庫距南部地 1996/3 平成 7 年度
h� �こlll1す る 総什研究J 報?を書
約 定研究 「兵降県南部地 i 1996/3 平成 7 年度

: 震に関叫合研究J
I

報告書

騎定研究 「兵時県南部地 1996/3 平成 7 年度
震に関する総合研究 j 十g件 t口と当問寺

; 震に関するf総E合京研
県南

究
部

J
地 1996/3 1 平成 7 年度

報告書;

| 問究 「兵庫県南部地
震 に 関 す る 総合研究J

1996/3 I 平町度
報告書

夫
大内徹 兵庵県南部地震 と 断層 101 

波 日]重昭J 後藤 活断勝の活動実態の解明 101 
博弥 . ']7.野 繁

出結所良昭 兵昨 駅南部地援に よ る 六甲 山系山腹の斜爵崩壊と 101 
断 お よ び地質 と の関係

111谷組3 ・ 西勝 浅隔地書評構 造 と 地下水が盛土地盤及び地 下構造物 110 
�ll IlJ am妻 。 7中村 の被害に及 影響
あ!春輔 芥I1 1 兵庫県南部地震 に よ る 活断層の活動 と 地下構造物 101 
一 の盗致に関する明究

粁部大蔵 問 中 兵庫県南部地震 に よ る 地盤災害 に関す る研究 101 
泰雄 鶴 ヶ 碕手1I
博
日 下部繋 箔f主 仙 弔 ?応及び池下構造 と 渓 害 と )因 ]
恋裕 ・ 前田幸典 来関係
河 村 康 ・ 谷 明 R

鏑
C
に
建
関
物
す〈る研究

)評 102 ヨι !
勲 劉i廿宏 中
ぬ賢 ;
山銅 吋骨造蜘 船山掛
輝康 ・ 巴中開i
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神戸大学

神戸大学

万ごに隠す る世::1�{JJf究」
れ 五:研究 1.1乙降県南部地 1 1996/3 神f 大学

こ 医!するiLす7自{7IJ
! 神戸大学 I 定研究 「川 凶 行996/3

淡 lこ間す る五三イ?問先」

神戸大学 | 弘之研究 地 1 1996/3
に防1 る品 三」

神戸大学 I t干定叫党 I 在日池 1 1996/3

神戸大学

神戸大学

900 

104 

104 

よ る 電力供給ン ス テ ム の被害と 1 105

よ る災科想定 1 1 05 

110 

兵庫県南部地震と 国際経営不 ツ ト ワ ー ク 1 4ω 

神戸大学 特定研究 「兵Fド民i 前部地 1 1996/3 
震に関する総令研究J

平成 7 年度 i 今谷111t!重ほか10 1 災に よ る学校運営と被災児童 生徒に関する人 ! 日ω
報吉宗 I 名 ; 間科学的研究

神戸大学 WI'定MヲE r主再;県南部地 1 1996/3 
ねこ院す る総イ「研究」 鮒i 守

軒定統究 「兵庫 南部地 1 1996/3神戸大学

神戸太守'

; 神戸大学

神戸大学

物流ネ ッ ト ワー ク の機能と展望

学校施設への避難者の地域的分布か ら みた避難行 I A02 
動 一神戸市長田ぱ南部から須磨区南部にかけて
の事例一
密際物流機能の再構築と グロ } パル渓認 400 

流通業の復興と都市機能の構築 4∞ 

; 震災と行政システム に関する調査研究 201 

神戸大学

渓災報道と社会規範 一震災と法シ ス テ ム に関す I 203 
報{冷 る調査 1究かムー
、ド成 7 {f副 大野道邦ほか8 l l(hH県南部地京における災害の付 会文化学的側 | 側
報告書 ; 名

神戸大学 彦
一
久

博

雅
一
利

田

谷
一
旧

肱川山

古川小

一地R

i

!

l

i

-

-
1
11
1

斗

|

|

度
一
度
一
度

年

一
年
一
年

ウi
訟い一
7i
主回一
ヴi

成
令一
成
札口一
成

平
報一
千
報一
平神戸大学
報告 書

; 神戸大学 平成 7 年度 | 北坂14
報告書
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大規模自然災害における行政と住民 201 

情報ボラ ン テ ィ ア と ネ ヅ ト ワ ー ク 倫理 1 700 ， 
106 

阪神大震災から学ぶ も の ー援助 さ れる側からみ 1 701 
た国際協力のあ り 方一; 被災… ン悶叩損害 と経吋に 1 102
ついて ー阪神大震災によ り 重大な被害を受けた
あ る マ ン シ ョ ン を 中心と してー

4ω 



神戸大学

神戸大学

j 神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大'芋

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学在 会学研究会
神戸大学社会学伺究会

特定時f究 「兵庫県南部地 1 1996/3 
2互に関する総合研究j; 特定研究 「 兵周 県削 ド996/3
震に潟す る総台石1究J

社会学雑誌 1 1996/3 
社会学雑誌 1 1996/3 

501 

一被災 1 501 

509 

ト レスの影驚

千原和 | 阪神淡路大震災が小児の身体交官へ与えた影響 1 509 

報

白 木下芳 | 阪神大震災時に多発 した出血性政療についての!Jf 1 5C君
主 lU伸郎 | 究

どぇ 地を 'Il{、と した被災病め絢1咋佐びに循環器疾 1 50S 
態。 対 こ その後(/)俊成 本市jへの擁立
阪持 淡路丈筏災と 了、 !点以内における腿神経外科 1 509 

平成 7 年度 | 谷口 平 ま か 6 1'1 1 阪神 淡路太震災における糖尿病臨床に関する調 1 509 
報f 書 | 査
平成 7 年度 講武芳英 石11 1 i 持続的寒冷刺激に よ る末梢組織の血行動態変化 1 509 
報怜喜 雄一

平判「記灯7年下;よ吏E 米田稔彦 l't古 6引 | 仮f件 十 淡路大震災におけるイ夜干宅高齢者 隠害者の川1 6削0ω 0 
報釈i 書 才 環境
l'hえ' þJ記 (7 年度 J*撤敏明 ま討T、 7 仮鮒lij中十1ト. 淡路大震災に よ る独居 . 1向訂司!陪居在宅樟害老人 1 6ω00
字報R占書 名 | 同杭 B 常:生E活凶j活古動
平成 7 年度 I /j 平を 反設住宅問住者への Psyc、ho-social Supporl の試 1 A03 
報告書 宏 災 村 荷 ít i み

て子 野61手n!f.

第l' 号 岩崎船会 1 1i5i1帖震災に よ るね 会解体と間川苫関 fìOC 
第13 �' 大規丈 1 符十支 〉 砲避難所における組織形成と i室主:Æ 態 A02 

神戸大学社会学所究会 | 社会学雑誌 l哲郎13 1 第13号 ; 谷[J裕久 〈地域集会施設 〉 型避難所における総織形成と 運 1 A02 
形態

神戸大学社会学研究会 [ 社会学雑誌 1996/3 1 第13号

神戸大学社会学研究会 | 社会学雑誌

A02 

309 

ミ ュニテ ィ の連続悦 1 301 
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大学 ・ 学部名 議 集 名 発行年月 号 ・ 巻数

神
神戸

戸
大

大学
学社会中間究会 社会学雑誌 1 996/:1 第niJ-

社会ゲ{J)f究会

神戸大学発達科学部

神戸大学発達科学部

神戸大字発達科学部

l 神戸大学発達科学部成人
学寄論議座千i 会教育研究
告と

神戸大学法学部

E耳挙続大皐

民事院大串j専物館与え研究FヨJ、ャ

?まÉ�大学教育子宮:

帝塚山初期大学

東京大学地震研究所
東京大学社会情報研究所

東京 一 I_L"]:5; 十川ノl フU川

東京大学社会情報研究所

東京大学相 会情報研究所

東京大学社会情報研究所

東京大学社会情報研究所

東京大学社会情報研究所

社会学雑 1996/3 

神戸大学発迷科学音防f究 1 996/3 
五:霊!
神) 1大学発達科学部研究 1996/3 

i 紀要 j 

神〆大学発達科学部{íJI究 1996/3 
紀要

社会教育がで き る こ と 1996/3 
阪神 淡路大震災と社

会教育に関する議査報貯
王寺一

i 神戸ìJ，学雑誌、 1996/3 

i司祭拡:雑誌 1996/3 

博物鉛f子紀宮: 1996/3 

滋賀太学教育'子部紀 19961:1 
rj1'�，科'{ 教育科学
帝塚山弁\jJ}j j;学紀宮 ← 1996/3 
人丈 社会科位 打然科
'予報通

1 11、特i 1996/3 
1990'\ 阪神 淡路大笈災 1 996/3 
報台- ] -
J 99G{f阪神 ・ 淡路大災災 1996/3 
報 ] -
1995{f阪神 淡路大震災
報 1 -
1995年波神 ・ 淡路大反jjL
報行一 l
1995年仮神 淡路大波災 1996/3 
報告 - 1 ー
1995年阪神 ・ 淡路大震災 1996/3 
幸1並行一 1 -
199:J年阪神 淡務大震災 1 1ω6/3
報告;-- 1 -

東京 別f会情報研究所 1蜘年阪神 ・ 淡路大震災 [ 1附/3
j 報符 1 -

長崎大学経済学部 告IJ11:九イ 暦年記念論文集 1996/3 

第13サ

第 3 巻第 2

第 3 巻第 2
ァロJ 
第 3 巻第 2
号

節45;を第 4
" 

第97@第 3
" 
第

第45 号

第お号

No12 

日 本社会事業大学社会福 社会事業研究 1996/3 自i�35 号
祉学会
日 本女子大学 日 本女子 大学紀婆 白 家政 I Jω6/3 

学部
福島大学 福島大学地域研究 1996/3 

仏教大学大学院 仏教大学大学院紀要 1996/3 

\1者問題総 地{Jjf通信 1996/3 
I 問且L叫 プしヨ

イコ叫 主総合研究所 名城大学総合研究所紀要 1996/3 
名城大学総合研究所 名城大学総合研究所紀安 i 1996/3 

i 立命館大学阪神 ・ 淡路大 仮神 淡路大震災イ ン ブ 1996/3 
震災複輿プロ ジェ ク ト母 ラ ス ト ラ ク チ ャ ー ラ イ
究イ ン フ ラ ラ イ フ ラ イ ブ ラ イ ン部会研究報告
ン部会
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第43号

第 7 巻第 4
! ラロ

第24号

第46 ・ 47号

創刊 号
自j刊号

論文執筆者 i 論文 責 イ ト ル 分類

j 稔fil附
池[l!j，l:i 伊終
強者lIf
ill結!U"I日{ . 藤
HIや\1 r 
京骨太 田結!Ì
D.JH 
長持 大田
J!1最� r

ラ ン ド ー ル 白 コ

リ ンズ 了 墨節
�L 
柴田保之

[ lJ 存招

冷ォ水、 口t 

京協{紘道
伊藤手目前

E安井f帝

1 I責M官

黒田洋胃 潰井
情
泊中淳 康井惰

中 村 功 ー 康井 傍

中森広道 庚井
情
) 1 1端信正 ・ 喜安井

I {苦
宮入興一

1 1J1 村知子 ， 石)1 1
孝重
富田哲

富田色吾ほか 4
名

11I;J林伸幸

堀内孝英 ・ 篠田
四郎
はi 出淳 桜井滋
穂

駅 前ri1要 j理事業 「第 百 J1Jl[X. への住民の歩み 309 
n;世J地f斗開会 事業 と 従輿 ま もづ く り の対抗 309 

神j i;R潟、 大!i 断層 に{þ う 斜l!n崩壊の 分析 と特徴 lül 

JUトYr� I有 地震に よ るすーマ塚市内部、 車j 葉が丘の11Jl 102 
盤こ 京f千被?
非 常災 t人 日をに お け る 校i豆 tの諸課題 と対策 900 
一阪神 淡路大箆災への対 で求め ら れた学校官
現職の役前一
村 2 教育がで き る こ と ー阪神 淡路大震災と社 A09 
会教 こ関ずる議1t報告書;ー

ËI?作次子: と 人為的災;ヰ ー神ド と広島の科会学的 203 
考祭ー 〈法lt:iγ子神戸会議かム (- ) }

阪神大災災の 可う / テ ィ ア と学生た ち 700 

地決、λ と 博物 900 

ト一一一一一
阪神淡路 ど九における 司』 の住宅被害状況 102 

阪神大炭災 一 大地笈危機災 時 に み る 英語メ 106 
子 イ アの報道分析一

都市直下地渓ー リ ス ク の 備と対策 r 110 
兵I中県南部地表の地渓i告 と 災符の概要 101 

阪神 ・ 淡路大渓災と 災密情報 1 1何

説記神 ー 淡路大震災と 住民の行動 301 

阪神 e 淡路大渓災と芦屋市戦員の参集行動 201 

阪神 淡路大波災と災害弱者対策 6∞ 

兵庫県南部地笈待の携帯電話の役割 と 問題 点 106 

絞神 ー 淡路大震災と初動情報 106 

I 阪神 淡路大震災と ラ ジオ放送 106 

大震災と財政改革 201 
阪神大震災における地域福祉実践の展開について 1 600

兵活 部地震の復興過程から と ら え た生活と住 A09 
屈 のもV世づけ
地震被宇i に対す る損害賠償請求 ー 「宮城県i'['地 203 
震ブロ ッ ク キ1)1訴訟」 を め ぐっ てー
社会話:祖施設と災害についての 考察 一兵庫県 ω。
南部地震 と社会福祉J主設ー

; 開JjjL と街づ く り 阪神 淡路大震災 を ふ ま え て 204， 
309 

地 防災の私法的側部 203 
公的地震保険制度の 試案 I 205 

震災に伴う 水利用への影響実態調査 103 



山田需ま i マ イ ク ロ交換機分散織の災害耐性

山f日君主

] ]0  

自Z神 ・ 淡路大震災イ ン
ラ ス ト ラ ク チ ャ ー ラ

究イ ン フ ラ ラ イ フ ラ イ | フ ラ イ ン部会研究報告
ン部会
立命館大学理工学研究所 | 立命館大学理工学研究所 996/3 1 第54号

紀要 | 
関西女日焼短期大学 問問紀委 ハ996/， 第 C 47 青島純T
神戸松R長女子学院短期j， l '主(古科学論叢 ハ996/， 第2HJ 昨 年 寄明
学
東京女学館短期大学 | 紀要 1 1996/3 1 第18輯 | 麦倉哲

兵庫県南部地震 に よ る 液状化砂の粒度特性 1 101 

ì石百二百芸扇子完亡す一一一丁一
阪神 淡路大震災と木造住宅の被災 復興 1 1収

黒須俊夫
平野克明

大政災で間われた福祉のま ちづ く り と品、道対策ー はω
震災で問われた教訓 を どの よ う にいかす のかー
阪神 ・ 淡路大 災と その報道に対する県民F 意識 106 
現代の都市災子、 問題 ! 30 

群路大学社会情報学部
i 静同大tγ法経研究会

一

F

専修大学経済学会 専修経済学論集 1 1996/3 

第 2 事i
第 l 巻第 ]す

; 第 l 巻第 1
L主第27巻

日 詰 」幸 都市行政と 市民のボラ ン タ リ ス ム静岡大学法経研究会 法経研究 1 1996/3 

領栄短期大学 1996/3 

大阪 仁業大学 大阪工業大学紀要 1 1996/3 

大阪工業大学紀要 1 1 996/3 

大目大学 ( 版制紀要 ド996々

大波工業大学 l 大奴士業大学紀委

大阪工業大d芋 | 大阪 r:業大学紀要
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分類
102 

りんハυ]
 
110 

110 

出総所良昭 1 1:195キ 除県 地渓に よ る神戸市長田区付況の 1 101
| 地徒数千1 と 人 生地形函語「寸I!�おIj::'}}(��{/)-t\品川:に よ る マ ス メ デ イ
割

1996/3 1 !M8"i 

神戸芸術工科大学 1996/3 

神戸芸術τ 科大学 広瀬久也1996/3 
人 ( こh さ しいう戸ザ イ ン を求めて
布 、 、 のグラ ン ド ・ デザイ ン 阪神 ・ 淡路大長 1 106

の絞験を も と に
神戸女子大学 策ム川Jゐメ仁ζ必じιU2

 

4Z

 

の食給向山集7uu

 

キjhねれ火中
雄一

H

E一

f一i一浸
一
美

子
渡
一
自

立一回

一室(

藤
子
一
井

近
桁
一
上

11「
巻

口
百

9

1

 

2

1

 

第

第

A09 

究会
神戸商科大学

甲南立千大学

甲南女 I大学家政学研究 | 甲南家政
メ入ヱミ
奈良産業大学経済学会 | 産業 と経済 3

 
/

 
6

 
9

 
9

 
1

 
早稲田社会学会

2 . 3 +J 
第37号 士際淳二社会学年誌 1 1996/3 

大阪外国語大学 森栗茂教育機関における ボラ ン ! 1 996/3 
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ー よ く 利用 1 1\09

4∞ 

災 ボラ ン テ ィ ア類型車主に関する J考察 @集合 1 7∞
合致論的パー7、ベ ク テ ィ ブの 」考察
阪神大震災における 自動車の利用 に関す る ア ン I A09 
ケー ト 調査の緊急報針

在日ベ ト ナム人被災者と 「ボラ ン テ イ アJ ( 1 )  1 7∞ 1 
AOl 

在日ベ ト ナム人被災者と 「ボラ ン テ イ アJ ( 2 )  I 7∞サ
AOl 

大震災に伴う 精神的症状 と ボラ ン テ イ
i Aυ

 

5
 

千里国際学園におけるボラ ン テ ィ ア活動の現状と I 700 
課題



; 大阪外相学

関西大学

議 集 名 1 ;発行年月
教育機関におけ0 7J ラ ン 1996/3 
テ ィ ァìS�i}Jの可能信 一
よ阪外国日大学が阪神大
渓災か ら とサ んだも の一
教育機関における ホ ラ ン 1 1996/3 

イ ア活動の可能性 一
大阪外国語大学が阪神大
山災か らやんだ も の一
村 会学部紀要 1 1996/3 

神戸学院大学人丈学会 1 Hum 

大阪市汀大学生活科学部 | 大阪市古 古1 学部 1 1996/3 
�t;夜 食品 を科rγ

大阪市立大学生活科 官i 大阪 市 \'r 司科学部 i 1996/3 
| キ 食品栄英字

大阪市寸大学生活科り自E メ;阪 市-\'; 大 活科学部 1 1的自/3
1 栄主主科下

大阪市立大学生活科'n� 1 )、限市 /F大 十学部 1 1996/3 
紀 食品 長科γ

大阪市立大学丹 活科学部 | 大阪市 、学/下 科学部 1 1996/3
紀笠 it�il栄 ャγ

4号 ・ 巻数

仲11 1英雄 i 阪神 淡路大震災の課題 と 大学における危機符埋 ; 蜘
のあ り 方 j 

和雄知 高木修 傾向欣 | 阪神 州以災lこj川被聞 を 取 り 巻 く ネ パ A09
ぢ 1 品、 | ト ワ ー ク ~殺鋭、 知人の役割 ι
あ 1 -'号 H端太 j 被災地凶ける レ ク リ エ ン ヨ ン ボソ ン テ ィ T 1 700 

につし て ーその 1 - i文明 と その活動の現状
第崎 | 河合志穂 脱 例枝子T 附 淡路 災者における味覚 1 509 

!者雅 奥出 1 1 μ)�Jf去 に つ い て

第43巻 1 iJl l l英呂ほか 6 阪拘 決路大 災 司令よ、 殺 活動報告一食品栄長 1 A09 
科における活動ー

第43巻 | 平井和子ほか 5 I 阪科 淡路k震災附叫における被災者の食 1 A02 

第43巻 | 長田豊}!lか4 阪神 淡路太波jL避難所における被災者の健康に 1 A02 
名 打 開する 態調作j

第43巻 I J:i�覧会子 i、 | 会議 t;f，> C みた阪神 淡路湖1Lー ア ン ケー ト 調 1 509 
西:午太0G ・ lJt1E 砕からの 考祭ー
木 ひ とみ ・ �Í'木
敏
扇面• �(1t 両面示記両者の行動 1 A09 
出子

加藤忠正 ・ 和田 | 地域産業活動の被災と再生の方向 1 400 
真理子

北野正一 長田の街づ く り について

菊本義治仙州附;ほ肘帥u付古か、st渓災と 神戸経済の
7名

309 

野村健太郎 。 引 絞神 淡路大震災と 地場産業 1 4∞ 
間克雄

中橋国蔵 神戸ケ ミ カ Jレシュー ズ産業の被災と再生 400 

小西 j苦 ー よ瀬 | 震災に よ る商業の被災と再生 1 400 
昭可

同本久之はか4 I 震災における雇用問題の発tJ と民望 1 400 
名

藤藤修 {j尾賢 | 震災に よ る損害と 法的問題 I 203 

新津秀知 国道43号線問題について

水野手IJ英 ・ 片j場 | 震災救助 ・ 復興における財政の役割と 課題 1 201 
i1 富 赤井伸郎

八木秀夫 ・ 吉111 1 震災における地域と家族 I Aω 
卓治

iIJ l 1脊志ほか 5 I 震災における外間人技民と地域コ ミ ュニ 子 イ 1 30上
名 1 AOI 
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川町一
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出

た
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日付
兵問的一
科
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衛
白

拡此

‘一
戸
学
。一~戸
人子
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t子一
神
大
学一
神
大
学

論文 空 イ ト ル 分類
被災者支援のための抱滞情報システム のf蕃築 1 106 

106 

地主[ (活断層 地下構造) と被手守の関連性の調査 1 101
研究

5 1 );都市復興過程におけ乙1主総環浪の評価に関する ì 809 
研究

1'1' 1 友災後の訴 しい都市計自11 における得 防御のー提 1 i05 ， 
(新 しい�lí，liO) i幕前防御 と樹本'<)J'4è) 1 1 10 

都市の京災復興における夜明。〉明る さ はω

ピ ル 熱菩主丸!l'術lこ関す る研究 1 1 10
\1JJ!JJi1í1ヒ ζ エ ス !vギ イ3効相IAJì

機尾健二ほか 5 1 訴 しい都市 における阪環境性構造木材に際 1 1 10
名 | る時f究 (新鋭な ボ サ マー こ1 / ク リ ー ト 材の開発ζ

その科学及び機微特性び)市�Im
長谷川素由 奥 ! 笈災丹! ロ ホ ッ ト に関する基礎研究 1 110 
田浩一 布引雅
之 ・ 1竜[11好弘
い主見政 砂子 | 耐震 市j振のためのエネルキー吸引器の開発研究 1 1 10υ 円勝目g . jけ，<告
平 |
1 1 1 口孝泰ほか11 1 WJ(神 ー 淡路大震災 に よ る外来退院且'c/'iの健康 生 1 509
名 1 i，c，への影響 (大学付属病院での外来是:者の災体よ

り )
近藤敏子ほか17 I 反災 1 年後の看護婦の生汚 (暮ら しの変化 と その 1 i\09 
名 | 以応)

神戸商科 k学 ・ 姫路工 業 五 同 四大学仮神 ー 淡 1 1996/3 
大学 兵 庫 県 立 看 護 大 限止ぷ災復興特別研究成
学 Iti際短期大学 川 者
神戸惑科大学 娘路工業 J(^lJh�fT:^ -\'tJ時大学阪神 ・ 淡 1 1996/3 
大学 兵 庫 県 立 看 護大 路大 ミ !z復興特別研究成
学 姫路短期大学 i 来報i 者
神戸商科大学 姫路工 業 i 兵庫医立凶大学級神 ・ 淡 1 1 996/3 
大学 兵庫県立看護大 i 路大笈災復興特別研究成
学 ー 姫路短期大学 | 果朝日:詐

l -学 一 l -叩 淡 1 1996/3 
大学 兵庫県立看護大 | 路太震災復興特別研究成
学 ・ 姫路短鶏大学 j 果報
神戸商科大学 姫路工業 L 兵庫県立四大学阪神 淡 1 1996/3 
大学 庫 県立 看 護 大 同 各大会災復興特別研究成
学 ・ 姫際短期大学 | 来報 書
神戸商科大学 姫路工業 υ エ庫県立回大学阪神 淡 1 1996/3
大学 白
学

務裕子ほか13名 l 災害時看護 シ ス ァ ム の分析と 窃発

鵜飼和浩ほか 7 1 リ ウ マチ患者に震災が及ぼした身体的 。 精神的影 1 509 
名 | 響について

509 

井伊久美子ほか | 仮設住宅住民の支援のあ り 方 について (ホ ラ ン 1 A02， 
8 名 | テ ィ ア毛 護師の訪向相談活動の実績 1 700 

果報告書

松本滋 姫路短期大学学生ボラ ン テ ノ アの記録と 評側 1 700 

福氷弘之 加古 ; 県 Fの短大 大学における 「ボラ ン テ イ ア活動及 川00
武 大西惇雄 | ひ、単佼認定状況J についてのア ン ケ ー ト 報告
前I1 1知佐
J七元憲和 女からみたボラ ン テ ィ ア 1 7∞ 
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大学 ・ 学部名 議 集 名 発行年月

聖和大学た学院 「子ども 幼い命を守るために一級 19961:1 
支援 ボ ラ ン テ ィ ア J J半 ， 淡路大変災が仏 所

保育 に ;'k i ま し た 影響
奈n大学文学部地環学研 j 奈良大7:地理 紛究桝 i 1996/3 
J�:�;. 
日 本社会事業大学 社会事業研究所汗報 ] 996/3 

日 本社会事業大学 社会事業研究所年報 1996/3 
日 本社会事業大学 社会事業M究所年報 1996/3 
日 本社会事業大学 相 会事業研究所者 報 ] 996/3 

日 本社会事業大学 社会事業研究所年報 1996/3 

立命館大学 理工学研究所紀要 1996/3 

立命館大学 理工学研究所紀要 1996/3 

大阪大学医学部学友会 大阪大学医学部学友会会 1 1995
'95 

大阪大学主主学部学友会 大阪大学医 戸部学友会会 1995 
; 品川

大阪大学医学部付会 ; 大阪大学医学部学友会会 ] 995 
誌 '95

大阪大学医学部学友会 大阪大学医学部学友会会 1995 
f品、 '!J5

大阪大学医学部学友会 大阪大学予、学部学友会会 ]995 
誌 !日5

関西大学 日 本仏{Ij^q- 1995 
大会事i{t;安行集

関西大学 j 日 本臣、 会員\26回全国 ] 995 
大会報�f;.型 集
日 本Jl:-ï1l:q:f?第26@]全回 [ 1995
大会報? I要 集

関西大学 日 本位、 ;\ 第26回全国 1995 
大会報告空ER焦

関西大学 日 本広告学会第26回全面 1995 
大会報告要旨集

甲南大学 甲南大学紀委 ] 995 

中南大学 甲南大学紀要

名城大学法学会 才l�法学 1995 

慶応大学 法学政治学論究 1995年冬
号

号 ・ 巻数 i 論文執筆者 論文台 イ 卜 jレ 分類

第20号

出。 31

No.31 
日0.31
NO.31 

No.31 

第54号

第54号

vol . 15 

vol . 1 5  

I vol . l 5  

vol . l5 

vol . 15 

平成 7 年度

平成 7 年度

平成 7 年度

平成 7 年度

; 平成 7 年度

文学編97

丈学編98

I 第
FJ 

45巻第 1

第幻号

(監 修 川恵 | 聖和大学大学続 C f と も 域ボ ラ ンテ イ ア」 70民)
美 f)

1世出iìl EU，飽混と 花断:-[ [ [地の地形 -19%'1' 1 JI if)阪 j「一m一一一一一判1 た災�Jとに よ る 六 叩 lI i l患の例ー
予言山{i;LUミ jjL汚i&撲を いおす兵同2 ド 社協 と iミ ラ シ テ ィ アセ ン 7ω， 

タ ー の ，} 主援の取 り 緩み か ん 600 
I I [主 将久 I r兵庫 [メ ，ド ラ / チ イ ア付帯本総J の始動 ωc! 
5fi崎tt夫 î';')[地の わ主ì{i動を i長 じ て 600 
幻滅キ 震災における コ ミ コ ニ フ イ ワ ー ク のあ リ む を探る 60イ)

一伊ílf1 ifiJí�帥における在宅寝蹴i繍
援 プ ロ ン ク ト を通 じてー

中島修 災 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア コ ー ゲ イ ネ ー ト の あ 600 
り 万に隠する 考努 一学生ホ、ラ ンテ ノ ア と して
の 悦 町、 か ら ー

む!ri干野有i之 小 構造物の向機能振動制御に関する基健在J検討 110 
林紘 秋下点

犬 II I H lU

1，'. 1 1 1治 相本武 ; 兵庫徐州桃 山 液状f伽粒役特性
申j ， 仲野ft裕

1 I車綾夫

斧谷j関守

奥野卓司

罰林イ申幸

1 [ 1 口英俊

絞神 ・ 淡路j、震災と医師会

阪神大友災と 兵庫県立阿国'病院 509 

阪神大 の被災状況ー神戸却を済会病続 509 

Þ!5i神大自主災一被災病波での対応 I 509 

阪神大家災一阪大医学部附属病焼からの救援活動 5ω 
について
阪神大震災と広告コ ミ ュニケ… シ ョ ン 106 

震災恥の広告 106 

緊急時における余業の広告管潔体制 4∞ 

災答時における情報ニーズと広告 106 

災害時における大学広告活動 106 

震災を訟る こ と の難 し き ー現実を保存する場 と し 900 
ての言 主
阪神大京災における メ ディ アの実際 と 限界~神戸 106 

; 市 での面接【HJ� よ り ~
奥尻島の復興計爾 201 

阪神大震災初動体制における危機管埼 204 
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1 996年度 (平成 8 年度)
大学 ・ 学部名

協

1 I 本私 総
人
F協
間

会
関係武

学
隊
科

j l l!女 大'i
昨日 l女 f 旬開j太

学文γ 郎 人間関係 科
武!市l i i !z r大学人rHl関係
学科 武庫11 1女 子制期 丈

文守 部人1m関係 科
武時i J l lk f大'子人部関係

科 武時iJl l !z fN潟大
丈宇部人的防係 科

武沖 111 立 (f;/l 人出j関係
学科 武庫11 1夕、 子短期大

よ 認人間関係予科
百:政1 1 1 <<、 {大 人間関係
学科 式庫川女子 羽大
f
武
f
時>1<' 1 1 1

認人間隙íii\予科
!z f  )，，!，人 [[JJj.-kl係

ふ 式時 II lk H'，l，期大
ロ;
j仁
ーたr:，';ßAlilJfi

川
笠，-

羽
t
関係-時i 1 1 1，ç 子大

科 ・ 武庫川 Í( {jャ矧大
学

武酔
工学部人間関係J子科

I1 1女子大学人間関係
学

学
科

文学
・ 武
部

庫
人

川
間

女
際

子保期大

I 武学
?文

庫
科
川

字
戒 馬区JMK

A
f包

m
初司 j

Zk 
部人間関係学科

i 武庫川女子大学人間関係
学科 武球11 1女子短期大
学文学部人間関係学科

武庫川女子大学人間関係
学科 ， 武庫川女子綬期大
学文学部人間rJ!l係学科

武庫川女子大学人間関係
学科 武庫川女子短期大
学文学部人間関係学 科

武庫11 1女子大学人間関係
学科 武庫川女子短期大
学文学部人隠関係学科

論 集 名 発行年月

主主主教 (f 1�1%/.1 
賂 A:?q;zl{ 1 199611 

げ
1
ゆ fjj

期 教 1 1996/.1 
開fJ);'}':教 1 1 996/.1
持1 ・ 淡路)，笈i)Z(j)従事� 1 1 996/4 

に隠す 心 人l!lj関係守 的問 j
究
阪神 ・ 淡路大渓災o/1li興 1996/4 
に関する 人間関係"{ 的研
'八JC三
阪神 ・ 淡路大笈災0/絞輿 1 996/4 
にEijする人�iJï�係守 的研

阪神 淡路大笈災の復興 1996/4 
関する 人間関係学的M

jャし
阪神 淡路大渓災の後興 1996/4 
l二関する 人間関係 係
7ノLυ 
阪林 淡路大友災0)復興 1996/4 
にFXIする人間関係学的研

す
;こ
と
関する 人間防係?的問

阪神 淡路大渓災の復興 1996/4
に関する 人間関係学的研

淡路大震災の復興 1996/4 
に 関す る 人間関係学的研
究

阪神 淡路大波災の復興 1 996/4 
に関する 人間関係学的研
党

阪神 ・ 淡路大震災の復興 1996/4 
に関する人間関係学的研
究

阪神 淡路大震災の復興 [ 1996/4 
に関する 人間関係学的研
究

阪神 ・ 淡路大震災の復興 1996/4 
に 関する 人間関係学的研
JE 

武球11 1女子大学人間関係 | 阪神 ・ 淡路大震災の復興 1 996/4 
; 学科 武庫川女f短期大 に関する 人間関係守的研
学文学部人間関係学科 究
武庫川女子大学人間関係 阪神 淡路大震災の復興
学科 武康111女子短期大 に関する 人間関係学的研
学文学部人間関係学科 究
武庫川立子大学人間関係 阪神 淡路大震災の復興
学科 武庫川女子短期大 Lこ関する 人間関係学的研 i; 学文学部人間関係学科 究円1 1女子大学入問 阪神 淡路大震災の復興
学科 。 武庫川女子短期大 に関する 人間関係学的研
学文学部人間関係学科 究
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1 996/4 

1996/4 

1996/4 

号 ・ 巻数 論文執筆者 論文 7 イ ト )" 分類

第 ぢ 阪神大渓災を体験 1〆て友災と 大仁子:の危機管理 204 
一C、ブ【J �h科 大波災で た も の決" た も の Aω 

日山; 紘神大渓災を体験 して AO!I 
第，2号 その略、 武書ι ! l 1'f院は ω。

( I )  杉村省吾 PTSD 心的外傷後ス ト レ ス 障子，:) と メ ン タ ルケ 501 
心Jlj'学的ア ; ア ー競床心理二i たちの阪神大長災一
ブローチ
論集 ( 1 ) I 川端啓之 避難所巡回保健チ ー ム の メ ンハー と して 509， 
心11'学的ア A02 
ブローチ
議集 ( 1 ) 本多修 I 災で被災 し た心の傷を癒すために ー磁床也、理 501 ，  
心PJ!学的ア に隠する人間関係学的研究 700 
ブfJ . チ
論集 l f ì 子手口正己 n食品 状がな く と も 、 心の悠は広がっ ている 一 501 
心 的ア n党結 状がな い う ち に予防で き る こ と ー
ブ 口 チ
論集 i I ) 谷口止 己 こ こ ろ の相談セ ン タ ー創設 と 震災援助活動 501 
'L、郊'}:b9ア
ブt1 チ
論集 ( 1 ) 罵毅種子 避難所で益 治す る 人、 働 く 人の心のケ ア ー避難 501 ，  
心理学的ア pJiO)Jt i活の I=-�lでー A02 
プロ 】 チ
論集 ( I ) I 馬殿趨子 児童主 徒の笈災体験と心のケア 501 
心理学 的ア
ブローチ
論集 ( 立 ) 柿木健一郎 震災後興と 人間性 ーボラ ン テ ィ ア活動 と ラ イ フ 7∞ 
村会教育学 ス タ イ ル革命
的アブロー
チ
論集 ( 立 ) 宗正詮 阪神 。 淡路大震災に見るボラ ン テ ィ ア の意識 700 
社会教育学
的アプロー
チ
論集 ( ll ) 今安達也 阪神淡路大震災 と そ の対応について 900 
社会教育学
的アブロ
チ
論集 ( ll ) 中篠H愛子 大震災関連行政支援の 端を担った村 会参加実習 201 
村 会教育学 生の意l� -学生の レポー ト か ら ー
的アプロー
チ
論集 ( ll ) 福島美紀 i献 と 托会問 と 哨わ り を怒 り 町 7ω 
社会教育社
会教育学的
ア プ口 千
論集 ( ll ) 小寺清孝 震災ボラ ン テ ィ ア と福相ボラ ン テ ィ ア 1 7∞ 
社会教育学
的 ア プロ
チ
論集 ( 盟 ) 丸山健夫 震災における体験的コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン論 106 
情報学的ア l
ブローチ
論集 ( 盟 ) 北村和恵 メ ディ ア を生 か した危機管理 シ ス テ ム ー阪神 ・ 204 
情報学的ア 淡路大震災を振り 返ってー
プロ チ
論集 団 ) 水田英男 情報文明 と コ ミ ュ ニテ ィ 丈化 一仮神 ‘ 淡路大震 301 

l 情報学的ア i 災が不唆す る も のー
プロ』 チ
論集 (田 ) 北村和恵 「阪神 ・ 淡路大震災J に関連する代表的文献と そ 900 
情報学的ア の特徴
プロ一千



論文空 イ ト }[， 分類

地震 と PTSD(PClsttraumatic Stress Disorder に 際 1 501 
する文献的研究

地方滋 ' Ifl際fヒ」 の認 と 展段ー阪神 淡路大島 1 400
災後の守' ILi地方のI'.J 除、海 ヒコ ン テナ物流の動向か
らー
絞神大手;火ぴ)粁済部 者i可思i 400 

地出
1996/3 1 No .58 活断同 を 号 - た神戸における地震危険度評価 1 !OI 

H 不保育学会第49同研究 1 1996/3 
論文集
fI 本 育学会第49lITJ研究 1 1996/5 

f J本官 会第49問研究 1 1996/5 

トl高沙千江 今 | 震災と保育 ， l '  
4H三=.\; . 阿部恩

600 

600 

箕浦志保 1 主災級グJj♂ っ く り 絵本 「お こ っ たな ま ず」 と ア ジ 1 900 
ア 日 カ !刈の松本比較

経常議集 1996/6 第II巻第 1 I 和泉潤 都市の 限処理機能 (その 3 ) 阪神 淡路大災 1 106
震の事例

紀要 199616 1 第37巻第 1 I 花井徳賓
号

賢t1;火山災害における救援対応の京 り 方につい 1 204 
て

日 本大 日ヰ大学生産 工学部研究 1 1996/6
報告A (注工系)

B 本大学 11 本大学生産工学部研究 1 1996/6 
報告A (理 工系)

中央大宇文学部 紀要 社会学科 1 199617 
東京大学出版会 じP 199617 
東京大学生産技術研究所 生産研究 199617 

長崎大学工学部 研究報告 1 199617 

長崎大学工学部 研究報告 1 199617 

航路短期大学ボラ ン テ ィ 1 1995年度阪神 淡路大震 1 199617 
7研究会 | 災ボラ ン テ ィ ア特別研究

報告舎 (姫路短期大学震
災復興特別研究中情報告
書)

姫路短期大学ボラ ン テ ィ 1 1995年度絞神 。 淡路大 1 199617
7研究会 | 災ボ ラ ン テ ィ ア特別{野党

報告書(娘路短期大学長
災復興特別研究中間報告
書)

姫路短期大d字ボラ ン テ イ 1 1995年度阪神 淡路大友 1 199617 
ア研究会 | 災ボラ ン テ ィ ア騎別研究

報告主 (姫路短期大学百三
災復興特別研究lj1間報告
書)

第2，巻第 I 1 LlJ辺 好 | コ ン ク ') ト ブロ ッ ク 塀の振動的 犬 こ潤すE研究 1 110
号
第2C巻第 l 山辺克好 I 1 1嘉 1 1995金三共時 部地表の被;抗議査 一建築物のもま 1 102 
!号 晃 I t員状況と 被援到!(/)方向性と の関係 こ三 ρて
第 6 号 | 築IIJ英夫 自ヰ �J，災指i総じりìíi動 と そ の談お

阪神 淡路よ;震災 と 歴史学第お5号 | 奥村弘
vol.48 I J\JiH\Þ主部地反�)被害分析ー その] 芦屋市の建築 1 102
No . 7  j 物被主 一
第お帥17 1 高橋和雄 。 向上七 | 長崎県の地震防災計画の策定に向けての基量的調 1 204 
号 | 惚勝苦 悩島武 仁 資

志
第26巻第17 I 高橋和雄 ・ 中村 j 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た ラ イ フ ラ イ /の復 1 103 ，
号 | 百合 1 1日 復興計画及び危機管理

松本滋 学生ボラ ン テ ィ ア ア ン ウ ー ト ー航路短期大学学 1 700 
生iこ対 する誠売の ま と めー

i 土井千鶴子 ・ | 震災ボラ ン テ イ アの体験と学生ボラ ン テ ィ アの意 1 700
義

衣湘怜T ボラ ンテ ィ ア さ さ やかな経験か ら 一住生活に 1 7ω
1 1均 し てー
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数 \【 ヲ /
芦ÆI宏 勝木洋 | 震災の保育内容への影饗 と ボ ラ ン テ ィ ア 活動 - 1 7ω 
子 | 保育内容に関す る ア ン ケ ー ト識変か ら ー
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メ斗エベ

古Jl I忠寛 400 

1 立命館大学震災復興研究 | 阪神 ・ 淡路大震災都市環 1 Iω617 1 若井部次郎
ブロジ ェ ク } 都市環境部 j 境部会1995年度研究報告
ぷ〉、 l "ii芝三乙
立命舘大学震災復興研究 j 阪神 淡路大震災都市環 [ 199617 [ 小織範雄
プロ ジェ ク ト 都市環境部 I J良部会lω5年度研究報告 ;
会 | 許 i

災害の教訓 を生かす ま ち づ く
求め ら れる侃点

立命館大学震災復興研究 j 阪神 淡路大震災都市環 i 199617 I 大場事 i久
プ ロ ジェ ク ト 都市環境部 i 境部会1995年度研究報符
会 | 書
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関西外国語大学 研究論集 1996/8 1 No . 64 湖沼11:- I !足神文学地図 ~ ゆ か り の作品でた どる美 しい街 1 ，∞
の記憶 は )

松井豊 鈴木総 | 日本における災害遺践の心現に関する研究の展禁 1 501
久 堀洋道 ・ JlI I 2 

上善自1\

東心女 子大学 聖心女子大学論集 1996/8 1 第87集

東海大学海洋学部
東海大学海洋学部
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・

学

学部名 論 集 名 発
199

行

6
年

IR
月 号 ・ 巻数

研究認f1 第I1 巻 第 2
γ 

神F'商船大学 阪神 淡路大震災を海か 1996/8 
ら考える

東京工業大学地震工学研 地 工 研究レポー ト 1996/9 No ，59 出ルー プ
工業大学地震工学研 地震 工学研究 レポー ト 1996/9 No，59 

一
l兵庫大学
-
問I溺研究所 研究所報 1996/百 第 l 号

早稲日!大学社会科学研究 阪神 淡路大炭火仁おけ 1996/9 却??Eシ } -

川中
i

戸
都
尚

一
科
市研

大
究

学小
部
一会

前
一
研

)

究宗
る ボラ ン テ ノ ア ス36げrk神 ・ 淡路火災災に よ る 1996/9 

び〉被;え こ +Ifll
の
-
粁l' 0)主h首 長

?守主態調 トー
京都大寺 防災研究所 平成 í 苅池炭 H泊6/10

における'f 塚市の被'九
実感 と 原料うJ、析銀行元

神戸親和女子大学 所党総選 1996/10 長(}::;(HJ

神戸大字経済絞殺学会 関l\':h守i月雑誌 1996/10 第 lì4 第
4 ぢ

千
衿 J

葉
l
杯決

社
大字

会f
削

J研

明大
究
学

会
部 絞l汗↑白誇 編集 1996/10 治 12号

社会小結 1996/10 第 1 ，iガ

; 神�， 比五 一明 コペしょ、 社会 正 1996/10 首

立命館大学 社会 絞i斉ンス テム学会 1996/10 
199昨年第15出大会報担;-w
旨長

立命館大学 相 会 絞i斉 ン ス テ ム 学 会 1996/10 
1996年第15回大会報 聖
旨事ミ

立命館大学 絞済シ ス テ ム 年 会 1996/10 
1996年第15回大会報 要
旨集

立命館大学 社会 *ti斉 シ ス テ ム 会 1996/10 
1996年節目回大会報 要
旨集

立命館大学 社会 経済シ ス テ ム マ 会 1996/10 
1996年節目回大会報 要
旨集

立命館大学 社会 経済シ ス テ ム学会 1996/10 
1996年第15図大会報告要
幹事、

立命館太学 社会 ー 経済シ ス テム学会 1996/10 
1991i年第15回大会報告要
行支こ

立命館大学 社会 経済システ ム学会 1996/10 
J 996年第15国大会報告要
旨耳;

立命鮪大，'1' 社会 経済ン ス テム学会 1996/10 
J 996年第151iil大会報告要
旨焦

立命館大学 む 会 経済ン ス テ ム学会 1996/10 
i :;��年第15回大会報告要
旨集

; 立命怨大学 社会 経済システ ム学会 1996/10 
1996年第15路大会報告安
旨事と

立命館大学 社会 ・ 経済ンステム学会 1996/10 
1996年第15凶大会報円安
旨集

|行当高日
J

文執

。 勝

筆者本i手
子
久保雅義

牛 木 瀧 本 真
沼端和彦

話 正樹ほか 7才i

藤原悌三 鈴木
祥之 北原昭男

ニ東哲夫

陳光輝

大塚正智
i品放
伊良長並都子

小11 1靖幹

i 小幡範雄

日 下正泰

植野和又;

金子泰純

石見利勝

金I1 1幸司

稲葉紀久雄

吉川忠寛

津出達

旺j夜尚恵

日 設弘一部

論文台 イ ト Jレ 分譲「五Z長--_._._.��函;百三 ン テ イ ア (繍 - i 700 ， 
保育所 と 地域社会 泌総fí参加!の'lij，�- i 600 
東南ア ジア におけるW"iOlì!iì巧め!日l{lQù 108 

墓石の車J，制調交か ら 指 定 L た 涼民 む芯地震の際 101 
の神戸市お よ その rl;JJ� むの 定分/jl
神戸市能地直 ト におけるN 101 

f絞神 ・ 淡路火災災lこ隠 す る ア ン ケ ー ? 務査J 結 800 
果の コ ー ドfヒれ 業及びヂー タ 人jJ
阪神 ー 淡路大震災における ぷツ ン テ イ ア活動 7∞ 

jl�神 淡路大震災に よ る 商業の殺災 と 再ヨ ー兵 i 400 
時保1 の薬局 葉市び)手f'五 注調与一

平成 7 年兵庫県南部地震におけ る 宝塚 市の被害の ]]0 
実態 と IJiü足分析報

お近代化 した大都市町)防災に{止すっ地反予知法に 101 ， 
〆') � ， 204 
阪神大災えに よ る神l ' 市の事業庁J被害 メ ッ シュ 400 

| デ ー タ よ り

l 阪神 淡路大災災♂l'll;t、 と 今後の課題 4α) 
阪訴 よ ι tc I1 '1'[" 1人 コ ミ ュ ニ テ イ A01 

輿 ま ち づ く 1 ， ， お け，�住民の意思決定 309 
過
阪神 淡路大震災に関する提言 ・ 調奈の時系列的 日00
変化について (要旨)

減災思考と 持続可能な都市 一新Ilti災計画に求め 204 
ら れる視点一

異常状況 下における地方 自 治体の窓志決定

震災時の情報行動にみる 地域コ ミ ュ ニ ケ ー ン ヨ ン 106 
の役識 と 課題

阪神 淡路大震災時における 井戸の活用 一西宮 103 
市の事例ー

自主防災組織と コ ミ ュニテ ィ 活動 204 ， 
301 

震災復興 と 民間非営利活動 7∞ 

静脈系n災対策 と 中間 シ ス テ ム 204 

; 震災復興 ま ち づ く り と 住民参加 一共同再建事業 309 
の実態 と 諜題一

異常時に耐性のある博報通信 シ ス テ ム の設計条件 1 106

出来事 ・ 危機の社会学 Aω 

社会シ ス テ ム の異常状態 A09 
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大路点火ー神絞

名 古島i経済調技連絡協議会 f神戸J . r明石海 1 108 
祝祭

仮神 淡路太7にDLにおける ア ジア系定住者 の生活 1 AOl 
午、 ッ ト ワ ー ク 的生貌と 再tþへの辰吉I _定 ベ ト
7 ム人を中心と して~

1 1ω6/11 
戸ひ そ口f 

1996/11 No . 8  

長蛇!!f�jl 大 論集 1996/11 第
7， 

絞(汚}号?論 1996/11 号
社会 日沖己主 1 1996/11 

神戸込の事 主�� と f五，，:'絞争JJ 1 4ω 

A09 

ノ モ ス (NOMOS) 1996/12 1 第 7 守

ノ モス (NOMOS) 1996/12 1 第 7 号

ノ モ ス (NOMOS) 1996/12 1 第 7 号

共通課程研究論叢 1996/12 I 第出 号

総合研究所年報 1995年 1 1996/12 1 第 2 号 | 小久保邦雄 天 j 地 荷重 下でのガス導管の信頼性に関する研究 1 105 
皮 野 普 後 政 芳

結社 小林]�Yl
第 2 号 ; 久lH嘉章 e 近藤 1 1 学院大守 新宿校舎の地震防災iこ潟す る基礎仰母 1 204 

議哉 広沢雅也 j 究 ( 1十'r，間報先)
総合研究所年報 1995年 1 1996/12 第 2 JJL 藤龍哉 広沢 | 既存コ / ク 1) ー ト 造物のれ 殺接合部の耐震改 1 102 
度 l 雅也 | 修 liìJ:に院する研究開発 間報告)
総合研ヲむ青年報 1995年 1 1996/12 1 第 2 号 j 栗林厚子 1 [阪神大荻災の被干1 と復興に関する社会学的研究 1 A09 
皮 1 (氏任者今 井義却 の分担研究] 阪神淡路大震災

201 

1996/12 1 第61サ

1996/12 1 第6 1 号

1996/12 1 第6 1号

1996/12 1 第6 1号

1996/12 1 i存61号

阪神 ・ 淡路大i島、 における機材j��の耐震連結装誇 1 104
の被吉 お よ び後撃応終解析

lil J l 1孝夫 山村 I i! ロ テ ィ ー建物の立体解析 1 102 
-啓 。 長:準貴丘、

一一 森友彦 | 危険物施設等の被割、 ら見た�.[�rJ!村部地渓 - 1 108 
被害の特徴と
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立正大学社会学 。 社会福 | 社会学 社会福祉学論叢 1 1996/12 1 第30号 ( 宮崎栄二
社学会
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j 阪神大震災に愛娘を失っ た ほ裂の “かな しみ" と 1 501 

“癒 し" ー 'A子が死んだ」 一

:三震災 と ア ン ト ゥ ルブ レ 1 1997/3 
ナ ー シ ソ プ | 
大震災 と ア ン ト ヮ jレプレ I 1 997/3 
ナ シ ッ ブ
大渓災 と ア ン ト ゥ jレプレ 1 199713 
ナ ー ン ツ プ

甲南大学絞神大渓災調査 | 復興の政治絞済学
委員会
叩荷大学阪神大震災認査
未 肖 ム文 只 E
甲南大学仮神大震災調育
委員会
甲南大学絞神大渓災調査
2辰 巳 とさき久þ� J->. 

阪神大震災 | 斧在禰守
の記録 5 1 
阪神大飢 j 友久茂子
の記録 5

199713 

1997/3 

甲南大学奴神大震災調交 1 1&:神大震災 心の風景
委員会 [ 

; 甲南大学阪神大渓災調査 | 阪神大震災 。 心の風民
委員会
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神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

分類
501 

501 
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大学 ・ 学部名

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

! 神戸大"t

神戸太学

神戸大学

696 第 章 @ 様 々 な調査研究~大学の論集か ら

平成 8 年度 I I IJ本寺子
報告書



企土 日数
近隣生活字閣における具体的

神戸大学 104 

神戸大学 ゲロ パル展開 400 

神戸大学 製造業の復興と 新首r 業 新事業開発 地場産業 1 4∞
を中心、に

神戸大学 400 

神戸大学 ま�，災への行政組織の対応に関する調査研究 201 

兵 県南部地震における災害の社会文化学的研究 1 900 

震災 復興記録保有荷主主の諜題 と 展望 900 
災 る総令掛 究 1 1官

神戸大学 | 作辺倒l克 ( 山市Ur:.r有部地 1 1997/3 1 '1'1& 8 年度 1 ��; HI手Ij久 陳光 | 政神大反災 に 関 す る ミ ク ロ ア ン ケ ー ト 調査の 1 400
後に悶 研究 I t官 I . .It坂真一 | デー タ ベース デ ィ レ ク ト リ 社会 経済的側泊l

I 1 1端 治
r， 定研究 r 日計潟地 I E，り7/3
iえ に 「立す ふ 総介Mプ

ι r ぷ地 1 199713 
iえに-

I ヰ r EJ4( [}1� 1 十;祁J:!l 1 1997/3

神戸大学 、F成 日 年度 | 隊光 ぬ 件大絞りL ド よ る仰い市の事業所被害 。 メ y シ ュ 1 400 
タ に よ る 1# ，; 1

! 神戸大学 v成 お 年度 前編奨-If か 8 I f>ld�' 淡路太次災; よ る 社会 経済的被 お よ び 1 400 
I 才1 位|自 殺 悼!の粁消分析

'F成 五 年度 l キ 肇 まず 6 名 阪神 。 淡路大手i災が f供i宝の身体面、 心埋面に及 1 501 
報 ヰ 撃手iこi対する研究
平成 計 年度 新車 品 怪 まかF 阪神 淡路太笈災が小牛学生 に及lました心理的影 1 501 
報-ii;-t:: ! :1J  響 (lH合致化)
問 問削 水野桝ほか 4 I 帥l' 波路大震災に置いて問紋麻庫を呈 した症例 1 509 

の予絞 貴

神戸 k学
羽 子 る出土{i'{:fi'JtJ

3
-
3
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-
// 

ウi
一円ソ，

m出
一
的

地
一
地

部
J一
絡

む
先
七

民
間川一
出咋

広川ノ日
陣

任(川Lip-
五ハ

一
ヲゐ一
「

ん九
三
究

刈
羽…
畑

山ベドト…之江

恥々什
民一
市刊

神戸大学

神戸大学

! 神戸大字 八木 | 阪神大波災における技滅括;候群の検討
正義 水野終作

509 

神戸大学 I 之M究 下手、除!県南部地 1 199713 I 干成 8 年度 I Hf易宏 u' 5 1 阪神 ω 淡路大震災被災者の健康被害 一渓災関迷 1 509 
名 | 死 と孤独死一

神戸大'γ I *f lt{6j-j'E :-兵問南部地 1 1 99713 平成 8 年度 | 横山光安 島 | 循環器疾患へのス ト レ ス の影響
報告書 | 成乃亮 ・ 秋田穂

| 東
神戸大学 | 騎 定研究 「兵庫県南部地 1 1 997/3 平成 8 年度 | 青山伸郎ほか 5

笈に関する総合研究 報告書 | 名

神戸大学 i 良 定研究 「兵f中県南部地 1 1ω7/3 1 平成 ト 年度 1 1珂FfI 色義Ifh' 4 
震に隠する総イ?研究J

干物 !大学 j 特定研究 i 長国1 県南部地 1 1997/3
孟:に関する総介研究j

i 特定研究 「兵肢県南部地 1 1997/3 
震に関する総公研究」
特定研究 γ兵隊県南部地 1 19971:l 

神戸大字

神戸大学

神戸大学 i 特定研究 「兵咋��南部地 1 199713 1 平成 8 年度 1 111本博之 ー 安積 i 阪神 淡路大震災と 内因性ぶ ど う 膜炎の再発 1 509 
震に隠する総合研究 報背番 | 淳 ・ 坂井議 ・ lil

本節
神戸大学 | 特定研究 「兵庫県南部地 1 1997/3 1 平成 8 年度 | 清水素性ほか13 1 高齢者の生活を支え る リ ソ ー ス の快復状況と 心理 1 501 

震に関する総合研究 報告書 | 名 | 状態の変化一震災 6 ヵ 月 後 と 1 ft 後の変化ー
神戸k学 j 特定研究 「兵庫県南部地 1 1997/3 1 平成 8 年度 | 新道幸恵ほか 7 1 渓災被災者 の看護ケ ア を担っ た 人 々 の心的反応 1 501 

I 主に関する総台研究 報告書 | 名 | ー看設識者の心的反応の経時変化ー
神戸太学 特定研究 「兵時 県南部地 1 1997/3 1 平成 8 年度 1 í頼藤乃理了 ほか 1 ú宅街鈴障害者の京災後の心の支え 身体機能 1 501 

報告書 1 6 名 I �ii と の関連から ー

生ロ-Ji
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神戸大学医学部
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501 

J"(.Ml. �fl�.-I十日 忠 良 に よ る ìY'{:r il1 平 陽l蛍町付近 の 人 [ 1 101 
改変地の地;丈被
五三災と訂正士組織F許丹1

「 良 1 1山1 1蛇附討 卓絃 !加j泊日向川r1州i
I ìlN戸粧帆!足帆詰

| そのI汁，) 1，比乙、'1に� つjいて /詳節"j:3 f採J長� I 
ぽUiJ紋IliJ . � 松 浪状化 に よ る 地盤的水、ド金111:0)研究 1 101 
!JIl!íi[ 

No.9 1 �，HIi洋 ぃ卜 l阪井 阪神 淡路 交えと 市町村 の日、報活動 1 201 
術 l

No . 9 中 井功 ・ 居 汗 者 む 両 立 1 1 9 並河 1 106 

199713 第12号

1Sヲ713 1 第 3 号 j 錐井照 子 ! 阪神 淡路太授 jよ彼輿過 の GIS 分析 と 空 間 I llO
タ 設が綴字

第44号 jj}村民1)7 石11 1 阪神 守 淡路/(iぷ;iとを通してみた?士会に お け る 人命 1 107
進j の と ら えん

人間生活 1 1997/3 1 第 3 号 ifr村 目1)子 阪神 淡路火災災における生活空間の現状 と 要求 1 A09 
作能

第30号

福井工業大判党紀要 | 附/3 I 第27

人間関係論集

698 第…寧 @ 様々 な 調布研究~大学の論集 か ら

第14号

宮本憲一

村山

田村悦一

安本典夫

議出JE

1 ，臨床心開の今~阪神 淡路大変災に よ る 心理的外 1 501 
傷 (体験) 殺 の ス ト レ ス 障害 (Post Traumatic 
Stres:- Dis川dE け か ら の脱出の一つの試み~
瀬戸語、の ケ ー ソ ンエL岸墜にみ ら れ る 地震時設計 に 1 108
政lす る考察

| 広災復興政策の謀議 と 展望 1 201 

中央 地方関係 1 201 

護災公的支援立法と 人々 の意識

復興を進める芦屋市の1i刻 政改革

震災復興 ま ちっ く り の法制 と 行財政体制

201 

201 

309， 
201 .  
203 

被災者 と して阪神
んだこ と

淡路大震災の被災体験か ら学 I Aω

新長章典 手越 1
義昭 l 析
長i司達也



大学 学部名

{ 奈良女子大学家政学会

奈良女子大宇家政学会

奈良女子 大学家政 会

. f('子恭氏fヂ""

;虫干門大学

岐申 女千大学

新潟青陵止子短期大学

l iI童手門大学経済学部

追手門大学経済学部

追手F1:k'M4ì

)I.l手門大γ'経済学部

i!d手門大プ'経済字部

τf 欄 間町人

大板市立大学経済研究所

山梨学院大学社会科学研
究所
奈良大学文学部地理学研
究家
早稲自社会学会
早稲i五社会学会

早 稲田社会学会

早稲l日社会学会

早稲田社会学会

手jly-1街科大学7:術研究会

| 神戸商科大' 川 究会

論 集 名 発行年月

家政学研 1997/3 

家政学研究 円/3

家政学研究 i 1997/3 

1997/3 

制古 30品i年記念論集 (人 1 99713 
民 制)
記官j 1997/3 

1:i[究報 199713 

齢柿祉 特色 | 即3
ある教育成果平成 8 年度
参院人 ;1 日
百三 ヒ 高齢再編祉 供色

?
あ る紋

兵
育成来平成 8 if度

2
あ
2災

る
と
t
高齢1\一福祉 お色
育成来干成 8 i! 度
バ たf 

j
あ
た災

る ず
と
ZTì

齢者悩社 特色
71 成果平 成 8 年度

災 と 高齢者tkjiJl 特色
ある救育成果平成 8 年度
報告書

究紀
{車凶

ま
際 ;学社会学部研

季刊絞済研究

社会科学研究

奈良大学地理学:jjjf究報?な

社会学年設
社会学年誌

社会学年誌

; 十j 会 芋年誌

; 社会学年誌

商大論集

商大論集

1997/3 

1 997/3 

199713 

199713 

]ω713 

199713 

1997/3 

1997/3 

199713 
1997/3 

1997/3 

199713 

1997/3 

199713 
神戸商科大学学術研究会 l i萄大論集 1997/3 

神戸商科大学

立命館入;学教育科学研究
日�

仮設住宅居住者への ア ン
ケ ー ト 結果 絞神 ， 淡路
大震災における地域 と 家
J主 地域避難所 と して
の学校/社会ンス テ ム と
しての家族一
立命錨教育平1 ''j':liJf究

同日

1997/3 

号 ・ 巻数 論文執筆者

自1�-43巻 汀4-ii瓦'， . ，百
久美 多国稲子

第43巻第 2 多目稲子 。 今井
号 範子 中村 久美

第43巻第 2 中田久美ほか
号

第43巻第 2 i河田並/-J 野田
号 隆

斎藤丈夫

第26号 斎藤広子

第27号 藤居由香

黒日i武ー郎

i 釜本貞男

釜本貞男

自手斧郁夫

本沢己代千

第 7ÓjL 赤坂真人

vol . J 9  小平:徹
No，4 
第21号 川西秀夫

第21号 酒井高正

第38む 浦野正樹
第381:} 土屋淳二

第38号 横iE樹臼尚俊 ・ 浦野

第38 守 丈 足

第38号 大欠根岸

第48巻 6 号 舟 場正富

第48巻 6 -�3 水野手IJ英
第48巻 6 号 赤井仲良5

八ノド秀夫 ‘ 吉1 1 1
卓1台

第 9 号 立木茂雄

「
論文空 イ ト Jレト一一一

IPI'仲 淡銘大 ょがjH ì百 に 関 わ ゐ 該 主議お よ び
1í M;に与 え た1fr;顎， ( 営化一言 良 j長 松の公rjlf主

仁おけるー
PK神 淡路大 災がJI 背 a�のための{持率の実態 と
f，J!災走、識に与 え た影殺 と 変化一奈良 ω 松の公開
l丹地 おけるー
動(神 淡路大山災が)1 涼めに備 えた人 i111民j係、 目i
ílih災組織そものフ と 意識に与 え た 繁一会良
79:松(1)0と[tJ{i むにお1 1る
阪神 淡E??大渋災における安否情報 生活清報と
マス メ ディ ア
阪神大広災を め ぐ る 若 「の心ß�学的考察

被災問 お よ び結輿i釘口 に お け る 住環境管理 上の出
{主 組i織の役刻
阪神 。 淡路大坂火における復興街づ く り について
\�， :; ま もり く り 協議会について

高齢名私I祉と 地}j団体

震災と 品齢者福祉 I

震災と T司齢者福祉E

今後の震災対策について

震災と 品齢者福祉

震災 と フ イ フ フ イ ン ーガス事業者の対応

l
ん

の
平
交
入l
え
Y
菩
口山

き
県
ー

ff説 ( I )  ー経T1Jfプ ロ ジェ ク ト へ

| 大多発
災害

、
時
自

の
己増
大規

殖
模
ア

火
ル

災
ゴ

ミ 川 ヨ ン 一同
リ ズム の検討ー

阪神 白 淡路大震災後の人1 1の動 き

阪神 ， 淡路大震災 と 災t吉研究
災答ボ ラ ン テ ィ ア行動 に お け る 資源問題 @ 阪
神 ι 淡路大震災事例 を ふ ま え て
住民の生活再建と 地域再生への模索

震災をめ ぐ る 在 日 韓国 ω 朝 鮮 人の活動 と 在 日 コ
ミ ュ ニ テ ィ
「に し き たj コ ミ ュ ニ テ ィ 再興 と 生活再建 @ 復

奥再開発事業制度 ドの}百鏑i't建
阪神 大震災の被災者の公共の対応ー災害救助 シ
ス テ ム を 中心 と してー
震災数幼 ・ 復旧費用の規憶 と 持徴
主主方 自 治体に と っ ての地震 後の復興対策ー カ リ
ブ ォ ルニア州政府のサハ イ パルマニ ュ ア ルー
仮設住宅居住者へのア ン ケ ー ト 結果 奴神 淡路
大渓災における地域 と 家族 一地域避難所と して; の学校/社会川ム と 山家族一

最近のボラ ン テ ィ ア学生の意識 一様医学院救援
ボ ラ ン テ イ ア委員会の経験か ら ー

分類

A09 

ト一一一一一
204 

トー一一一一
204 

106 

50 1  

A09 

309 

的。

600 

600 

ω。

; 側

105 

201 

lω 

Aω 

BOC 
700 

A09 

301 ， 
AOl 
301 

204 

4∞ 
201 ， 
I 204 
A02 

700 
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仁三千 ・ 学部名 議 集 名
立命館大小数 科学研究 命古 教育科 研究
所
立命館大学教育科学研究 立命館教育科年初f究
所
島根大学法文学部地域社 地域社会教 論耳
会教予
立命館大学絞災役興研究 「企業的危機令均J ア ン
プ ロ ジ J ク ト 産業卸会 ケー ト 混ぜt等割 ヰ
〆一 被災企業の実態 と 干 の

プ 分析ー
甲南女子太学家政学研究 オ イ コ ス
ぷヱ〉五、; 
甲南大学 甲南大学紀攻

富山医科薬科大学 お I I I F;;，fト寄与科大学医学部
会�l! 富山間薬科大学 鉱山 医科薬科大学医学 部

同窓会報
兵庫大学 兵煎大学論集

福山大学 福 山大 ヴ 人 跨 科 学セ ン
タ 一紀聖

福11I大学 福 山 大 学 人 間 科 学 セ ン
タ 一紀要:

福山大学 干高 山 大 学 人 間 科学 セ ン
タ …紀宮

福l li 大学 福 山 大 学 人 間 科学 セ ン
タ 一紀安

福山大学 福 山 大 学 人 間 科 学 セ ン
タ 】 紀要

福山大学 福 III 大 合 人 間 科 学 セ ン
タ 一紀委

東京大学 侍土学位論文

東京大が 1専 と学位前文
東京大学 博士学fil:泌丈

東京大学 ;専士学付論文

700 第 A章 . j華々 な調査研究~大学の論集 か ら

発行年月 号 ・ 巻数

19971:l 第 9 号

1997/3 第 9 号

1997/3 

1996 第 6 号

1996 文学編102

1996 第 5 号

1 996 i 第 5 号

1996 創刊号

1996 第II号

1996 第II号

1996 第II号

1 996 第II号

1996 

1996 第II号

1996年度 t巻

1996年度 i二巻

l号96�:皮 ト 巻

1996年度 下巻

論文執筆者 論文台 イ ト ル 分類
柿j，健 vß ボ ラ ン テ ィ ア活動の必修化と 学生意i哉の変容 700 

森葉妬三 小:事 現代 年の社会参加活動に関する意識調査の意義 700 
EJ 一重JJ織の社会 分析の観点か�) -
小林久高 地域社会における ボ ラ ン テ ィ ア ー阪神 淡路大 700 

震災ζ 2 つの じ 治体一
1 担1 中町J純 絹JI I { 企 の危機計四�J ア ン ケ ぃ ト 調査等報告書 一 400 

孝 滋原隆信 ; 被災企業の実態 と 若干の分析ー
大井ニj主雄

メ モ リ '95 . 1 . 17 あの 腕~阪神 淡路大震災 Aω 
- [ア ン ケ ー ト 調官抜粋〕

工藤保持l 緊急時におけ{)地域情報の役割 と その可能性~六 106 
I 'fl ア イ ラ ン ド を 事例 と して{
阪神大震災 を振 り 返 り Aω 

「本学におけ'"大規模災主 時的E療支援体制」 に 5Cヲ
ついて

81端和彦 舟 場 阪 神 淡路大震災における仮1立性宅の課題 A03 
正
鎌liI輝男 中山 1995年兵jjþ県南部地震における淡路島の建物被害 102 
照 夫 横 井 知 について
幸 桑田裕次
鎌吊輝男 1 995年兵庫県荷部地震の地震動と そ の教訓 101 

千葉利晃 | 道路及び鉄道施設な どの被 と その対策 104 

尾島勝 港湾施設な どの被害 と対策 108 

柴FJli散 地盤被害、 特に液状化 101 

中山IlB犬 木造住宅の被害 と 教訓 102 

l ナパ ラ ト ナ ム a 地表地震断層の発生 e 伝播過程の解析 1 101 
バ イ ク ン タ ン
井出哲 地震波解析に去らづ く 断射すべ り の構成関係の決定 101 
ガ ラ ン タ フ ザ :塑振動実験に よ る本際構造物の地震時変位の叫

j
1 10 

ァ ア ッ パス
f臨港 四闘が建問山性川 え � ;;響 に 1 102

; 寓する研究



1 997年度 (平成 9 年度)
大学 ・ 学部名

名 市 一段大学産業科学 | 外国語学部論集
研究所
愛知教育大学

神戸大学 〈震災研究会) I 神戸の復興を 求めて

神戸大学 〈震災研究会) I 神戸の復興 を 求めて - 淡路大 尖 ( 2 )  rモ ダ ン な 1 90C 
と い う 虚構 を 越 え て

神戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興 を 求めて き る カ ( 1 ) な お 厳 しいfi神 神 1 4∞

神戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興を求めて (2  ) 神F '港は競争優位刊 1 400 

| 神戸大 (震災研究会〉 神戸の復興 を 求 め て ( 3  ) ケ ミ カ Jレ ン ユ ー ズ葺 1 400

[ 神戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興を 求めて 1997/5 ( 4 ) 持践する 商庖iti ' 小 1 4∞

神戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興を求めて 1997/5 ( 5  ) 被災地の雇用問題 1 4ω 

神戸大学 〈震災研究会 〉 神戸の復興を求めて 1997/5 

神戸大学 〈震災研究会) I 神戸の復興を求めて 1 1 997/5 

神戸大学 〈震災傍究会〉 神戸の復興 を 求めて

神戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興を 求めて

神戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興を 求めて

神戸大J子 〈袋災研究会〉 神戸の復興 を 求めて

神 戸大学 〈震災研究会〉 神戸の復興を求めて

神戸大宇 〈授災研究会〉 神戸の復興を求めて

日 大学経常学会 経営論集

関西大J

近畿大学

1997/5 

1997/5 

1997/5 

1997/5 

1997/5 

1997/6 

研究 3
1 夜神大震災 I jじ坂真 」
研究 3
阪特大震災 | 地主敏樹
研究 ，)
阪神大震災 | 保田茂
研究 3
阪神大震災 1 I陣磨事1幸 大月
研究 弘

; 調Iは復興で き る か ( 4  ) 復興ま ちづ く り の全体 1 309 
{主
1tiJ主将主主で き る か ( 1 ) 彼災地の住宅復興 を 1 102

成でき るのか
住 宅l立科廷で き る か ( 2  ) 休]難に直面する被災 1 102
マ ン ン ヨ ン のiM!J91.
住宅は再建で き る か ( 3  ) 住宅再建の金融問題 102 ， 

はω
新 しい都市形成への考祭 ( 1 ) 都 市計置 と て 09 
の 村 都市連携シ ス テ ム
新 しい都市形成への考察 ( 2  ) 情報通信 シ ス テ 106， 
ム に よ る 産業復興 川o日

阪神大震災 | 足立正相 藤岡 同 庁 パ都市形成への考祭 ( 3  ) 期待 さ れていξ 204 
研究 3 ド 秀1Jt 1 I由域安心拠点檎};Ll一一一一
第12荘第 1 1 í:k:IL春夫 まか れ え 非常時における ネ ッ ト ワ ー ク の利用に関する 1 106

l 号 1 E.附E (第 ] 部)
間716 第42巻第 2 I 二三谷真

i ヴ
大震災と 小売商業~復興の課題 と 展望 I 4∞ 

1997/6 I 第 2 綿 1 I 桝純
号

家出布l久

i 災'2， か ら の復興と 地方財 政の進めh についての実 I 201 
MI�f究 ー阪神大震災 と 神戸市財 政一
「神戸起業ゾ} ンJ の輸入 対 内投資促進策と し � 400 

AOl 

第一主主 @ 様々 な調査研究一大学の論集 か ら 701 



神戸大ザ伝学兵1\ 持) 1 1:去 雑誌

長崎大学経済学会 車子千r と 草子治

京都教 社長 lir};!f学一一一……
関 学校大学社会学部 社会 紀張、

関西学院大学社会学部 | 村 会学部紀委

東洋大字工学部 京洋大学工学部研究報子T
1 学院大学 研究所宇報 1996� 

反
工学院大学 総合研究所年報 lω6'4' 

工学院大学

大自立芸術大学 芸術
大阪市立大学文字部 i 人文研究

大阪市立大学文学部 人文研究

大部{市立大学文学部 人文研究

関内大学 i 法学論集

関西大宇法学研究所 | ノ モ ス (NOMOS)

関西大学法"'!:研究所 ノ モ ス (NOMOS)

f1kI波大学法学研究所 ノ モ ス (NOMOS)

702 第一章 @ 機々 な調査研究一大学の論集か ら

19971百

19971百

1997110 1 第78号

1997/10 第32ぢ
1997 ill 第 3

1997111 第 3 号

椅

ウ ノ リ ア ム ス

武敏之 域戸

築芥尚嗣

子同1字 ィ阿丹 伸

お Jl U

阪神文学地問 : 3 、 神 ) í fij �i 1央i;.!)から 東部へ 1 900 
rR神 淡路大災災に よ 乙成 業被干】 の推定 1 4∞ 

11 i ('�義雄: 十 ま た づ く り 条例制むのが、的l\'{' 309
小向 必 滑川 皆川の削j仙 川己 I闘の政状 ( J ) 1 4∞ 
i終 1
休止1i1':ほか17 1 阪神 淡l1'll )，i長災の心理的影響に 関 す る 研究 立 1 501
名 | -，(i l 問調売のWUi'ー | 
野 上 か17 1 阪神 淡路た 災の心理的影響 に 関 す る 研究 III 1 501 
名 1 -�j:ìllll ，J司売の概要一

202 

; 寂災)!-.fにおける デザ イ ン の役割 900 
法面断層 と 起震断層 か らみた1995年兵庫県南部地 101 

に よ る 変位場の特引 に関する 一考察
地震に対 する 防災意識への阪神大震災の影響、 お 1 204 
よ ぴ、 その五千年変化

別 塚田孝 絞神 守 淡路大 災に対する 文学郊の付応ー ア ン 汁∞
ケ ト の ま と めー

1 1997112 I 第47巻第 5 I I [ I I ! [雄巳 阪神 淡路大震災 に お け る 村 1[1 許相の危機管珂 1 204 
口l-T 

1 1ω7112 1 第 8 号

1997/12 第 8 号

1997/12 ! 第 8 号

第13号

リ ー ダー シ ッ プ
I J 8@J ン ン ポ ア メ リ カ の研究者から 見た大渓災 と それへの対応 1 AOI 
ジ ヨ } ジ ホ}ウ イ ツ チ 足立 ;
幸男訳l ル ポ 鈴 | 大渓献災品学特畏 と し 口て刈験から 1 900 
木正特i

1 181わ ン ポ 塩 l 大震災と 社会 経済シ ス テ ム 1 400 
iJ�Llì奥

阪神大震災の'10:健医療に参加 し て 1 5ω 
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市正面 . J:.下両京 淡路大震災にお ける屈指i研究
伴 森出孝夫

編著)

長時;俊介

論文 空 イ ト ル
j 分類

L た ボフ シ テ ィ ア出動推進にお 1 700
実 の連筏

楽j盈都市考一政神間をモデjレ ウ ー ス と してー 1 AOS 
阪神大災災 と 1i 宅従興(第 H 報) -仮設住宅入居者 1 A03 
の 価 と 逃去計閉め間

大波教育大学 2
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神戸大学国際協力研究科 | 国|怒研究論集 1998/1 

s 巻第 3
訟判i 淡

路た長災桁
集ぢ

5 を第 3 I 和久 瀬JI I I 緊急 劫における 国際協力 一阪神大震災の被災 1 8ω
ぢ 阪神 淡 j 栴1子 | 地で午んだこ と ー
路大次災
長ミ 廿
引 をめ 3 1 片ill裕
7J 阪新: 淡
日長太 災特
集ぢ
第五 寸百両
サ阪神 ‘ 淡
路大宗主災特
集ぢ
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神戸大学呂際協力紛究科 1 00際研究論集

1998/1 

フ ィ リ ピ ンの新聞に見る 阪神淡路大震災 一放援 1 AOl 
隊派遣辞退 を め ぐ っ てー

住宅復興政策の経済的効果 と その課題 公営住 i 201 ， 
宅の許縞を中心と して i 400 

神戸大学同115協tJ研究科 j 国際研究論集 1998/1 

1 998/1 被災外毘人の類型 分析のための覚え �; き AOl 

神戸における 「 フ ィ リ ピ ン 人コ ミ ュ ニ テ 1 J の救 i AOl 
援活動

1998/1 

節 5 巻第 3 1 1普 lFI あゆみ l 大震災が促進 し た コ ミ ュ ニテ ィ デ ィ ベ ロ ッ プメ 1 AOl 
4す阪件 。 淡 ン 卜 . 中華系コ ミ ュ ニ テ イ に み る 「地域fし と " 1主j
路大震災特 際化 (英文)
集号
第 5 巻第 3 1 森田豊子
号 阪神 淡
路大震災特免号
第 5 巻第 3 1 fi田佳子
号阪神 淡
跨大震災特

戊号
同 5 巻第 3 I ロ ニ- . ア レ キ j 被災外国人の研究 。 r 震災研究J を と お しての諜 1 AOl 
ト 号阪神 ・ 淡 l サ ン ダ i illi
E各大震災特
集号

阪神 ， 淡:Ffí大震災後の外宙人窓口の変化 AOl 

1998/1 阪神 ・ 淡路大渓災後の{f t! ベ ト ナム 人の生活再建 1 AOl 

1998/1 

地震 と 都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1 

京都大学学術出版会 | 地震 と都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 199811 泉博允ほか14名 | ラ イ フ ラ イ

第一章@様々 な調査研究~ 大学の論集か ら 703 



大学 ・ 学部名 分類
ム 信頼性基礎書寸千三竺 論文 空 イ ト ル

ラ イ フ ラ イ ンの診断と後!日 シ
理論

京都大学学術出版会 | 地政 と 都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1 
106 

「一一一一
奥村俊彦 ほ か 4 I ラ イ フ ラ イ ンの診断と復旧 シ ス テ ム耐震診断
'Í'， 

京都大学学術出版会 i 池袋 と 都市ラ イ フ ラ イ /' 1 1998/1 
106 

藤知明 大野 | ラ イ フ ラ イ ンの診断と 復11-1 シ ス テ ム の震後復111
忠 雄 件 藤 忠 | 予測と復旧戦時
. ilË高揚Ei)

地震 と 都市ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1 色l1J弘むほ か 6 1 ラ イ フ ラ イ ン の診断と復IfI
名 i と シ ス テ ム 制御

京都大学学術出版会 地震 と 都 市ラ イ ブ ラ イ ン 1 1998/1

京都大牢学術出版会

京都大学 術出版会

京都大学学術出版会

京都大学'r:1者出版会

京都大学学術出版会

! 料日 台 ζノ イ フ ラ イ ン シ ス テム 各論
i 駅長n'糊 と復IH
| とノ イ 7 ツ イ ン シ ス テ ム 各論 都市ガ ス J コ テム の i ] 05 
| 艇長山断と 復旧 | 
ワ イ フ ラ イ ン シ ス テ ム 各1宿 本法 ヌ テÄ O)llij震 1 103
診断と1;11l[

事 !日前l い イ ブ ツ イ ン シ ス テ ム 各ぷ ド水道、 ス テム ア 幅 103 1 
同 よi注附と復 IIi

イ フ ラ イ ン シ ス テ ム 各論 定気通 言 、 ス テ ム の 106 
i 断と 彼!日

鈴木fif ラ イ ブ ラ イ ン シ ス テム柚 i草野 シ ス テ ム の耐震 1 104
診断と復旧

川 可m 戸 ラ イ ブ ラ イ ン シ ス テム 各論 鉄道シ ス テム の耐震 ! 1 04 
| 言 書断と復旧 | 
h主田i克彦 ラ イ フ ラ イ ン シ ス テム 各論 地下鉄 シ ス テム の樹 | 山
| ぽ i診断と彼1 1 1一一-
j上 李- 高出 lD9S11 兵庫W，南部地伎における ラ イ フ ラ イ ンの被 1 103
l 至郎 主 と復旧 i 干 水進シ ス テ ム | 
1 淳一一 開 閉si1 兵庫胸部地反における う イ フ ラ イ ンの被 1 105
l 吉 郎 寄 と fkll l 幻j シ ス テ ム
十上 淳��� 高出 i附守 兵Mj�ltl�布部 における ラ イ フ ラ イ ンの被 1 105 
1 1 到 害 と 復旧 ガス シ ス ? ム

地震 と都市ラ イ ブ ラ イ ン 1 1998/1 1 川 淳 一 高司 1 995íf 兵庫県南部地広における ラ イ フ ラ イ ンロ:被 IOE 
| | げ ミ出 | 主 と 彼 Ifl \よ気通伝 ン ス テ ム | 

地震 と 都市 ラ イ フ ラ イ ン い998/1 1 出席一 割 199511 兵庫応南部j脱に おける ラ イ フ ラ イ 川 被 問 1
l 五自 需 と 復旧 復旧 復興に お け る 諜窓 1 104 ， 

け 05 ，
I 106 

1998/2 1 第36 号 2 I 'f'尾幸 | 阪神 淡路太震災における頃害家康分布の 色既 図 101 
1 の作製

防総/2 1 第36サ 2 1 嵯峨晃 ・ 右本綾 I I，c 橋脚のお震診断シ ス テ ム

i 地震 と 都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1

地震 と都市ラ イ ブ ラ イ ン I 1 99811 

地震 と 都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 1蜘/l ; 
地 と都市ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1

[自 と 都市ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1

地震 と 都市ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1

地震 と 都市 ラ イ ブ ラ イ ン I 1 99811 京都大学学術出版会

京都大学学術出版会 地震 と 都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1

地震 と 都 市 ラ イ フ ラ イ ン 1 199811 京都よ;学学術n}版会

尽都大学学術出版会

ト

I 5?�都大学学術出版会

地震と都市 ラ イ フ ラ イ ン 1 1998/1

199812 第31 号 i 宮崎和夫 jU民
生と蕊
阿部茂行
+!i l剛史

神戸大学経済帝王営研究所 [ 絞淡絞営研究
徳島大学総合科 学部 i 徳島大学社会科学研究

第 8 巻第 3 1 遠藤英樹
号

五砧存雨品 !吊函---函石函平了T日1î1;将十8
l 丈学部紀安 | 狩問9照8/々3 1 第幻 号 ; 小林F照日夫

奈良県立商科大学

vJr
一

よ

一
大
一

院
一」月下

山一印字
一
心八

東
一
都

四則的吋
一い3、

f

;ム

i?

l

 

1 998/2 
1998/2 

第47号
第11庁

研究季報

博士"f:位論丈 ; 牧紀男

106 
→ タ リ ン グ 1 103 ，

104 ， 
105 ， 
106 

電減給 シ ス テ ムの 1 105

」

。。ハUγl

 

災害時における学校と教自 iの役割に関する調査研 1 900 
究

i 神戸港と ア ジア経済交易 。 渓災の及 ぼ した影響 j 4∞ 
情報ボ ラ ン テ ィ ア か ら 災害情報 NPO へ ー淡路 1 7∞
j告における 「情報関j づ く り と その諜題一
阪神大震災における マス メ ディ アの役割 106 

災各ボラ ン テ ィ ア に隠する社会学的考察 ー絞? 向。
大 災の震災ボラ ン テ ィ ア を素材に j 
災害時のj荏 と 市Ktfìli-被災i巷判11) ' に学ぶ横浜 巷 108 
の対応策
白然災害後の 「応急居住宅部J の変選と その整備 1 1\ω
手法に関する研究

1998/3 第39集
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工空波大学

工学院大学

工学院大学

工学院大学

工学院大学

神戸大学

神戸大学

ド'íj:?H論t 1998/3 1 第39集 I ì世間

総{;同 党p!r1j 採 阪神 1 1998/3 
淡路 災の線 十 と 従事i
に f討 す 心 日間交付1党 \ 終
f幻;.ì
総イ;n!f究所寺 阪神 ， 1 1998/3 
淡路た渓災の被;1，' と{$1興
にi担ずる )J司If�Ji 究 (蚊終
報;\ 1

研究内 総 阪神 1 1998/3 
淡路丈震災の被 と f}l��

る 謝青M党 終
報
紙、{�研究吋r1f 者 坂神 1 1 998/èl 
淡路大災(えの減;々 と ぬ輿
にmlする調合 終
----泳三証平-- 而 19981:l
淡路À長災(})絞 と従輿
に 院 る 1議長iJfflよ (段終

松代研究所年報 阪神 1 1998/日
淡路火災J�O)被害 ζ絞興
1: 1討 す る 調子ご研究 (較終
報伝 l
総 ず究!引 報 阪神 1 1998/3 
淡際大絞災の被答と絞興
にrlJする謝査研究 (最終
報;Iiì
れ定研究 「兵庫県街部地 1 1ω8/3i山川丸
結定研究 「兵庫県南部地 1 1998/3
震に関する総合研究j

第 4 号 (特 | 足、沢稚也 。 近藤
集号) 1 2t哉

小原 | 木造軸組構法住宅の実大振動 1 102

松 | 木議翰組ラ スモ凡 タ }�塗 り 外'iJ�)耐震性に関する 1 ] ]0
研究

i主 各 持i!川被災に閉 す る調去研究 その 2 ー 1 102 
お張 'J1t 土げ山被災状似

102 

5
 
0

 

i
l

 

一作文ム山甲山の手ナピさ継、ンふぺぴLf小円月一時FU泡守スガ〉バソペ、一卜

105 

101 

芽
、干iドf成 9
宇報R i合\. ず詐i (Þ成主 i 邑撃繁f 
J来1任:長終報告

平成 9 年役 目 長 主良沼 木 事 函崩壊多受地域における磁鉄系花商岩と 沸む脈 1 101 
報告書 (品i 村 -成 の存在の意義

j 来最終報告
書)
五正副 日!矧 ω 郡勝 。 1 i婦i自主主構造Uti-FZMVE函五百両 面 101
報;告書 成 | ドド村寺 中山町î I の被害に及ぼす影響 ー動的応答解析によ る結束
来最終報 苦
言n
司r成 E 年度 綬井春輔 斉藤 | 地 下構造物の地震動挙動に1期する研究
報;奇書 成 ;mí 

来最終報告
詐)

9 年P主 | 聞大蔵 !日中 | 兵庫県榔臓に よ る 鵬災害に隠する研究
書 (成 | 泰雄 ・ 藤原照幸

i 神戸大学 特定研究 「兵原県南部地 1 1998/3
震に関する総滑究

地表の法j'Î 変状と断層運 ! 101 

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

特定研究 「兵庫県南部地 1 1 998/3 
震に関する総合研究」

特定研究 「兵庫県南部地 1 1998/3 
5tに関する総合研究J

101 
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分類
101 

神戸よ;学

神戸大J芋

神戸太学

102 

神戸大学 m山mm一…川
北九

市川

研

と

る

虫ロ

す

被

関

の

、

川又

山恒

枯川山

一
品

本

H

f干

μ仏と

本

庁

ム口

1

1

 

分

る

庄い

よ

批川M

Yい

の

常収

ン

袖山叩

イ

部

-フ

南

7

出町

イ

車

ラ

兵
市

村
典

名

北
英4J林

8 1 GIS デー タ ベー ス に よ る た め池の地震被害の究明 i ]]0 

神戸大学 - 出 '1' I 災 害 に 強 い情報 時 シ ス テ ム お よ びデ イ ン タ ル 1 106
芝勝徳 | ア ー カ イ ブの研究

神戸大学 4.} 定研究 「兵掴】 県南部地 1 1998/3 
に関す る 総介研究j

手
'1'成 9 年度 ! t 原邦明 高間 | デ タ の 自 動更新 と GPS を利用 し た電 子 地図 シ 1 ]]0
穀告 1ヰ (成 1 義之 | ス テ ム
来最終
�j;: ) 
、Vlk 9 年民; j i年 1 堂進 樋Toi' l 危機管理の た め のi土台生産 ン ス テ ム シ ミ ュ レ � 1 201 
報告許 (成 j 励 | タ ー
来最終報
m 
平成 9 年反 I ;k:ì1事消 5' . 0/ 聖 子 非常災害 に 強い電力供給シ ス テ ム の 在 り 方に関す 1 105
報 伝 子? 州 市正 | る 研究
巣最終報行
許)
可ノ!主 9 年 片 岡邦夫 大 : 石 出基地のj由流iB災害の緊急 予測モデル 1 105 
報 宇 "� 直人 。 ィ子時制博i信 i
来�;終報 1
1'; ) 

神戸大学 特 定研究 「兵長官県南部地 1 1998/3
; 震 に 隠 す る 附札

神戸大学 れ;主研究 県南部地 1 1998/3 
に i司する 総台研究J

神 戸 大学 屯M究 「兵庫民南部地 1 1998/3 
吋引J

神戸大学 年 主研究 「兵庫県南部地 : 1998/3 
まえ に 関 す る 総合研究日 ; 

。l i 
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大学 ・

神戸大寺

神戸大町

PZJ

 

大
…
戸市中

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大字

神戸大学

神戸大学

神戸大学 ; 特定研究 「兵庫県南部地 1 1998/3 
1 震に 関 す る 総合研究」

被災都市に お け る 空路の変質 に つ い て

神戸大学

、ド仰 年反 | 平山洋介
*� 成
果長終

附研究 材開訂998/， ヰ ー �l
震 に i羽 す る 総合f1jf'lEJ 判 (成

�ミ主主終端告
告)正五可否両1扇面可 'VpJ:g函 | 宮 下 院[

(成
神戸太学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

論文 台 イ ト ル fJ'類

401↑ 

と の経済交易 4∞ 

400 

制

木造 むに る 自 誌の変化 102 

液神 淡銘大 に お け る ラ イ ブ ラ イ ン と 光環境 1 103 ，
への影腎につい 亡 1 1 04 

105 ， 
10E 

204 1 震災絞の食1手探 と 地域の 何 律J シ ス テ ム

被災i色 後の避難行動特性
の場合一

奴神大渓災被災者の居住地移動 と 社会階層 間格差 1 A09 

神戸滋の復興モデル 一 口 ジ ス テ ィ ケ ス 戦略への 1 4ω
対応一

交i重 イ ン フ ラ 構築への い く つかの教部 104 

渓災 と 行 政組織管理
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大学 ・ 学部名 論 集

目下

名

県 部地
L智子空 号 ・ 巻数 論文執筆者

神戸大学 午 正術交 1 )ミ 19日自 3 l'itC 円 台 度 よ 邦はか 7
震 に i羽す る 令研究」 報 :1; (p\' 名

J民最終液fiI
芹 )

神戸大学 特定研究 「兵庫県議部地 附 3 付1
報
来

依M

位
吟
\' 9 年

(
E
成
X げ

1
l はノ同介

震 に 隠 す る 総合研究」 終Nl1f;
神戸大学 特定研究 「兵庫県街部地 1998/3 ド成 9 主 高橋正

疫に関する 総ft研究J ;日 書 (þt架設終報�f
! 

神戸大学 特定研究 「兵J全 保南部地 1998/3 、l' 成 9 1[1支 ;fj;川信可
震 に 関 す る 総合研究J ;君 主 (政架設終判

島 l
神戸大学 ! 特 定研究 「兵康保持」部地 目981:; 川佼 森本ま ゆみ

震 に 隠す る 総合研克」 報 戸
持 十

神戸大字 約定研究 r.ý、庫県 部地 1998/3 ド成 9 寺 度 裂回和久
に関する 総イバiÆ'JLJ 果4号i 紋;f;終持報( 成

l 神f:l 大学 約定研究 f兵庫原市部池 1998/3 維
J

、HiC
終

9
売

f
録
r

成
度
�ll 京 に 関 す る総合併JCJ i 

手
神戸大学 特定研究 f兵席県南部地 1998/3 ミ[ 1主 9 年度 本台iíf:

震 に 関す る 総合研究」 報 者 (成
来最終誠f，
者)

神戸大学 特定研究 「兵底県南部地 1998/3 千日記 9 I主皮 陳光栂
震 に 関す る 総合研究j 報 告 書 (Þx

来最終液告

神戸大学 「兵庫県、南部地 1998/3 平 成 9
書

年
(
度

成
片山裕

震 に 関 す る 総合研究J ム1ザ" 丘仁二! 
来最終報告
号7 、J 

神戸大学 特定研究 「兵庫県南部地 1998/3 平成 9 年度 初i頼龍平ほか 9
震 に 関す る 総合研究」 ; 報 告 (成 名

来最終液告
苦)

! 神戸大学 特定研究 「兵庫県南部地 1998/3 、ド成 9 年度 | 香川孝三

神戸大学

神戸大学

神戸大学

神戸大学

震 に 関 す る 総合研究」 報 告 書 (成
果最終報告
書)

��J 定研究 「兵庫県々南部地 1 1998/3 平 成 9 年度
議: !こ 関する 総合研究J 報 告 詐 (成

果最終報告
書)

特定研究 「兵庫県南部地 1998/3 平成 9 年度
震 に 関 す る 総合研究J 報 告 書 (成

来最終報告
書)

柄 7E研究 「兵庫県南部地 1998/3 平 成 9 年度
震 に 目与 す る 総合研究」 報 告 書 (成

巣最終報告
書)

特定研究 「兵庫県南部地 1998/3 予成 9 年度
震 に 践 す る 総合研究J 報 告 書 (成

果最終報告
書)
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丸谷 つ 史

萩)jt，、泰治

中 村 議 高 出
哲 将L!時治 jヒ
LU真次

新福尚隆ほか19
名

論文 台 イ ト ル 分類

時保南部地震における 災符の社会文化学的研究 馴 i

震災被害学生の大学生活適応度読査への反応 900 

阪衿淡路大震災後の教育 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト : 900 、
利用拡大 lO6 

近未来 の 日 本民衆倫理盟、懇ー ひ と つの ボ ラ ン テ ィ 700 
T宅一

大惨事 と 市民活動組織(NPO) 一 日 米 に お け る シ ス 700 
テ ム 草子備の考察ー

大 災に よ る 産 業被 去の推定 400 

被災ワ ン ン ヨ ン(上伐の財産P;jt員弁 と 絞済的支援に 4ωす
つ い て 阪神大震災に よ り 意 丈な被害: を受けたあ 102 
る マ ン ン ヨ ン を 'I I{、 と し て ー

阪神大震災に よ る 神戸市製造業の被:5: 400 

liR神大震災に よ る 神戸市の事業所被害 . メ ツ ン ユ 1 4∞
デー ず に よ る 推言i

フ ィ リ ピ ン の新聞 に み る 阪神淡路大震災 。 救援隊 A01 
派遣辞退 を め ぐ っ て

f兵庫県南部地震に関する総合研究」 ー こ の 3 :4' A01 
を 振 り 返 っ て ー

大韓民宿神戸領事館での地震に対す る 対花、 に つ い A01 
て の 開 き 取 り 調?査結果

六 甲 @;補地阪商)占街の復興 4∞ 

阪神淡路大震災の経済的煩出 と 政策効果の評価の 4∞ 
ための神戸 CGE

ノ代、j宝口 、 Jitl=&1ます影響 501 

阪神淡路大震災が小中学生に 及 ぼ し た心理的影響 501 
(経時変化)



「一語 ・ 学部名 論 集 名 発行年月 号 ・ 巻数 論文執筆者

神戸大学 特定研究 l 氏陣 県市部地 1998/:1 
報2q
会

t� j取?変1
終

ヰイ校ドt 段成行
水
名

野制 作 ほ か
震に関する 総{;研究J

神戸大学 ヰゴj 定M究 γ兵庫県南部池 1998/3 
報
、ド h告'<: 9再年(f)主

支 上野易弘ほか 6
京 に �{Jす る 総合研究J 名

巣紅立 終

神戸大学 終定研究 「兵庫県南部地 1998/3 VPt9 立 i| i名i'.\i:Jili1子ほか
震に隠する総公研究J 千世 号 ( í主

来戸;敢) 終?社(九

神戸大学 131と研究 「兵庫 保南部地 1998/3 、['r，，<; 9 支 足立順子 ほ か 5
手く に 隠 す る itfT研究」 (成 メ1i

来最終予草 山
書

神戸大学 仁術党 「兵!'f!li\府羽:地 1998/3 ド Þx 9 守 1支 機IU光宏 ほ か 4
反 に 院! す る 総合研究J 報 島 ( 成 才:

来最終判i 行
主

神戸大学 特定研究 f兵隊�l��ýj部地 1998/3 VIi)( 9 年度 向 日1 昌 義
反 に関する総{'ì研究J lþ!i. 

来最終報
主F主

神戸 大学 特定研究 「兵庫 県南部地 1998/3 、n比 9 玉 木紀彦 事時III
震に関する総 研究j {jl 芦 げえ 持tl�?: . 江!ff 雅

来最終報告!
古一)

神戸大学 騎 定研究 「兵l申 眼前刈地 1998/3 N� 9 �一変 児玉 昌 子 ほ か 6
j 震 に関する総 合研究J 報 ヰ (成 才1

泉主え終tR{\

神戸太学 特定問究 「兵庫県荷部地 1998/3 平成 9 度 i 石川 雄ー ほ か 6
震 に 関 す る 総合研究」 報 子 (成 名

身ミ議終報告
宅11 \j 

神戸大学 1
反
3 定

に
研
関

究
す る

「兵庫県南部地 1 998/3 平 成 9 ij'g( 鎌江伊三夫 大
総合研究」 報 �fl: 書 (成 ぷ直樹

来最終報お
子n

神戸大学 年i 定研究 「兵庫県南部地 1998/3 平成 9 年度 山本節ほか20名
震に関する総合研究」 報 存 (成

来最終報者 )
神戸大学大学院教育学研 ; 修士論丈要録 1998/3 XVI 藤本多真季
究科
神戸大学経済経営学会 同民経済雑誌 1998/3 第 177 巻 第 萩原泰治

3 号
神戸大学発達科字部 神戸大学発達科学部研究 1998/3 第 J ::j品第 2 問問裕紀 子ほか

紀1安 う 18r， 
神戸大' 発達科 百p 神

紀
戸

要
火;f%�H�f:TIμ'" ノυ 1998/3 第 5 巻第 2

久
土色
ま

基
ゴこ
規 添出

号
神戸 大学発達科学部 神戸大学発達科学部研究 1998/3 第 5 巻第 2 井口禅 - flI結所

五己� 号 良0[1

i i在尽都立大学都市研究所 都 市の廃棄物問題 間8/3 I 古市徹Lfか 4 名

東京都立 た学都市研究所 総合都市研究 1998/3 第65号 高畑充宏 ほ か 4
名

兵庫県立看護大学 紀要 1998/3 第 5 巻 桝谷佳代 鵜島l
相li告

北海学園大学 字!言l論集 1998/'\ 第94 . 95号 世戸憲if:î

論文 空 イ ト ル 分類

放神 守 淡際大E立災に ，B iT .0 1主減諒 候群の急 腎イ、 509 
全先誼 に演す之， [;母子の検討

兵庫県南部地笈に よ る 直接死'Ítぴに潟連死の実 509 
調査

!
兵

化
昨
繁

県
華、
南部地震 に よ る 挫滅症候爵患者の I!rr巾 際 509 

Jl;R事県南{宮地震に よ る 挫滅症候群患者の生体股Hff 509 
の構造断析

循環器扶患への ス ト レ ス の影響 501 

i反仲 ， 淡路大変災被災害 のJJW-， と 今後の管 体制j ω9 

兵隊際南部地反 に よ る脳、 'IHììllJ長傷 について の研 509 
究総括

阪神大 絞めア ト ピー性皮膚 炎のI時悪民子 509 

震災か ら の学ひ手ι 未来への教訓 日 〕

都市安全医学の基本理念 と 研究 教育の現状 509. 
9し 3

阪神淡路大震災の診療 な ら び に 臨床研究の影響に 509 
関する 調査研究

干家庭の
科

市
教
民

育
の学

に
びを事る 例

市民
と

性
し

の
て
育
ー

! ー震担海毘1渦 900 

阪1'1' 淡路大震災の経済的損出 と 政策評価のため 4∞ 
の神戸 CGE モ デルの開発
阪-第

神
4 因淡

調
路
査

大報震告1災一
の 心理的影響 に 関す る研究 W 501 

震災 と 学 校法常1�1í!iす 3 調査研究(2) 90C 

Characte r i s日 l i cs of d istr ìbむt ior口1 of groundwat己r ]]0 
iεvel in the seismec damaged zone in  eadtern part 
of Kobe c i t y  due to 1 9 9 5  Southern Hyogo"ken 
Nanbu Earthquake 

災jレ;化漆と
棄シ物

ミ iュ1)(集
レ運搬シ ョ ン ) 開発 一 お け l デ 801 

震災級輿橋詰広場にみる施設 と 分布 一 下町 3 [>( ]]0 
U!\IB - iI束 中央) を 例 と し て ー
慢性皮釘; リ ュ ウ マ チ患者 に阪神 淡路大震災が及 509 
ぼ した25響 ~病状 と 震災後ス ト レ ス の 分析

l m飢 山 る 高畑橋の振動的につ 1 04 
いて (1)

第一章 @ 様々 な調査研究~大学の論集か ら 709 



ち ヮ 〈 打 。 、 制 と 訂正立体制

高齢者の生活支援

復興公常住宅への移転に伴 う 課題

土井幸 I 復興計画 と の接 占

6
 
4

 
0
mm

 

引V
1i

A.Sasak i ' I Hospital Plann山富 Appγopnate lo 
Y.lkeda . S.Ta今 I aster:The Effects of the Great Hanshin-Awaji 
kasaki th可uéìke on Architecture 

1998/3 I Vol . 1 2 細井出彦 ・ 城戸 | 地京被 害 を 受 け たJKì1í: の絵本 ー 復!日 シ ミ ユ レ ー I I03 
:10. 1 I W能 i シ ョ ン

早川j高 地震災害評舗 に 関 す る 常時微動の適用性 110 

{jt津野和行 | 縞梁惰造物ー隣接す る橋梁の影響 を考慮 し た耐震 1 1似
設計 法のJ是案一

710 第 一章 ⑨ 様々 な調査研究 ~ 大学の論集 か ら



「行財 政的被守 」

組 浴客ミ i打性I地グ) 字:十J1Lc と 被7と乾び)1 J む ìljJ工
に到す乙-�0察 ー住 干のうj 析を

「参加J に お け 乙 「合 た三cJ と は な に か 一
真野 ま ちづ く り か ら ぶ 「が"見0) デザ イ ンJ の)J

1 1 1 111 ー経 | 応急仮設住宅居住の実態 と 別基 一 生活実態 を 中 I A03 
心に ・ 住宅後興政策 に問いかけ る も のー

i 高田昇 | 公的問策の実態 と 闘とへの挑戦 1 201 
I 102 

第 章 @ 様々 な調査研究一大学の論集か ら 71 1 
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1997 第76号

大湯和久

若井部次郎

小幡範雄 都市♂)豊かさ と 持続可能 な都市

石見利勝 | 震災被害の状況 と 人々 の反応

白井義通 イ i見 | 被災状況の分析
利勝

矢野経口 後担、l ま ちづく り 支援の地理精液シ ス

社会シス 1 A09 

住宅政策 1 102

て場邦彦 | 研究成果のま と め と 渓災復興への提言 産業複担! 1 400 
部会

1';見干1)勝ほ か 4 I 研究成染の ま と め と 震災復興への提言 復興計 TIlí 1 201 
名 j 総括部会

塑 市街地再間発事業 と 住jj';の合意形成



第二章

各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・
セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等



1997年 (平成 9 年) 2 月 か ら 1998年 (平成10年) 1 月 の 開 に 開催 さ れ た 震災関係の各種
シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ 別 に 分類 し 、 開f佳 8 )11買 の 表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術
2 . 行政 ・ 政治
3 . ま ち づ く り
4 . 産業 ・ 労働
5 . 保健 ・ 医療
6 . 福祉
7 . ボ、 ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動
ぷ . 環境
9 . 丈化 ・ 教育
10. く ら し
1 1 . そ の 他
な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た。

ト 科学 @ 技術

議演会 述 ・ lま く だんのJ古 F を探るJ
災害情報 7 才 ラ ム 兵庫ニ ュ

議会、 高度情報化推進協議 | ベー ン ヨ ン セ ン ヂ ー
と入ヱミ

「兵庫県南部地震と 強振動」 講演会 ; 神戸大学部Hí安全研究セ ン t�l戸大学 i 学部
タ

「地I訴の を考え よ う J シ ン ポ ジ ウ | 神戸大学都市安全研究セ ン | 神戸!"J際会議場
ム ! タ 一 、 神戸市ーな ど

L1 1崎断層公開説明会

714 第 一主主 @ 各種シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

安富 町 内
神戸大学

講 ?寅 . ル イ 。 コ ス ト
(COSI 会長) 、 フ ラ ン ソ

ワ ー ズ ロ ス ト ラ ン ド
(救助犬指導官)

フ ェ ニ ァ ク ス プラ ザ I 毒演 : 小林丈夫 (県 立ム 人
と �111:九の得物館)

神戸 ま ち づ く り 協議会連絡 i 神戸市民一業振興セ ン タ ー | 講 師 雫 崎議矧(神戸大
会 、 小野旧敏行

消防局 ) 、 城清明
宅 メ ァ セ)

干'FIー，̂ dí̂ 



97/1 1/16 

97/1 1 /21 

r rW:':ç Ih O){'I�'断肘 を 与 え | 西宮市

/ ポ シ ウ ム 「似怜大 ょに7，;:- 1 土木学会、 士木計画引先 t::
ら の ア ブロ ーチ 員会

. 1"1 ト! 米地震 シ ン ポ ジ ウ ム 国土庁 、 兵庫県ほか

! 人の桃体験 と 動物の異常叶 日 本生恩人数 字会

学生たち の研究発表会 l ワ ー ク
ームー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

震災復興特別講演会 「市民力 と して ! 神戸女学院大学
の イ ン タ ー ネ ッ ト 」

兵庫県公館

神戸女 子大学

流会館

神 戸1;::学院大学

97/12/17 米国災害救援視察報告会 日 本災害救助ボラ ン テ イ ア ! 神 戸 YMCA
ネ ッ ト ワ ー ク

98/ 1 /12 
ん ホ ー ルユー ブ オ

98/ 1 /13�14 i 震災対 策技術展 '98 ( * ) 神戸国際展不場

神f1商科大学な と 12校の
学生

牧野 :郎、 岩永泰造

強行1 1ずみえ、

大学) な ど

第 二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 715 



;/ ン ポジ ウ ム ( * ) 兵庫県、

ム 「地 こ強い ま ち

兵庫県

こ こ ま で き た震災復興 復興の 3 年，1 0 本都市計 両学会関関支部 | フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
2 ス テ ッ プへの課長壁
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2 . 行政 ・ 政治

開催 日 事業名

1! 2 /13 震災復興 ン ポ ン ウ ム

97/ 2 /15 復興に提言す る 公開市民 フ ォ ー ラ ム

97/ 2 /24 度 災 の 教 iVlI に つ い て 話 し 合 う 、
r Memorial Conference in KOBE II J 
( *  

97/ 3 / 8  「被災者 に公約綬助 を」 市民 議員
、災Jjí兵庫集会

97/ 3 /1 1  政1H1足興本部第 j 1"1連絡会同義

97/ 4 /26 シ ン ン ウ ム 1'，吉止が被 災 行 を 救 う
うごá/J 主t三 を よ!とめて」

1 97/ 4 /30 兵WU，\ - 1 () II1" lO防法絡調援会議

97/ 5 / 3  勉治会 「憲法50!1サ咋 」

97/ 5 / 3  憲法施行50周年記念兵庫集会

97/ 5 /31 裁判j を考 え る 会 ・ 兵庫総会 と 講演会

97/ 6 / 7  市民の集い 「神戸市政 を 考え よ う 」

97/ 6 /21 i 災害被災者等支媛法案」 報持集会

97/ 6 /29 「被災地に公的支援をJ 報告集会

97/ 7 /16 「公的援助法」 を 実現 さ せ る 被災地
集会

97/ 7 /17 全同知事総会
97/ 7 /1 8  神 戸 市政 を 問 う 職員 、 市民の集い
97/ 7 /26 集会「すべての被災者に公的援助 を」

97/ 9 / 3  長虫方う子争各ひ ょ う ごフ ォ ー ラ ム

97/ 9 / 4  公
以民

的支
集

援
会

の立法化 を 求め る 灘、 東灘

1 97 「 ら 2 年半、
今行政の責任 と 位二氏の権利 を 考 え
る

97/10/21 第881m近畿市長会総会
97/11/15 神戸大学 E 課程学問祭 「公的支援」

立法最前線
97/12/ 2 1 r災害被災者等一五援法案」 の実現に

ÎriJけた被災地総決起集会

主催者 会場

住宅 ‘ 者1\市整備公開 朝 日 生命ホ ー

毎 日 新開神戸支局 毎 日 新開神戸 ピ ル

組織をL1会、 京都大学防災 神戸国際会議場
企庁ヲ'ëJví

「被災手; に公的援助 を」 市 フ ェ ニ ッ ク ス プラ サ"
K - 五H立 たJJi推進本部

政府線興本部 [Kljf) 

宇" f 滝士会 兵JJ!i�i_ 農業会館

長庫県 兵!挙民L公自白
週末ボラ ン テ ィ ア 西[λ氏セ ン ヂ ー

兵高教組な ど 神戸市勤労会館

表記事i を考 え る 会 神戸 市立婦人会館

文化懇談会 兵庫県私学会自立

公 的 援 助 法 案 実現 ネ ッ ト ブ ェ ニ ソ ク ス フ ラ 斗T
ワ ー ク

「被災地に公的支援をJ 市 文京シ ピ ッ ク セ ン タ ー

! 民
会

= 議員 立法実現推進委員

T公的支援ilJ 実現著名実 神戸 市勤労会館
行安員会
令[fl知事会 宮崎県
実行委 長 会 神戸市 立勤労会館
公 的 援 助 法 案 実現 ネ ッ ト 神戸市立勤労会館
ワ ー ク

地方分権で生活を 変え る 自 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場
治迷合体 (幹事県石川県)

震災復興灘区会議、 東灘会 御影公会堂大 ホ ー ル
;義
実行委員会 神戸朝 日 ホ ー jレ

近畿市長会 明石市民会館
神戸大学厳夜祭実行委員 会 神戸大学

「公的援助法」 実現ネ ッ ト フ ェ ニ ァ ク ス フ。ラ 斗T
ワ ー ク

備考

示副
存"昨

知
5娯角

事 ) パ ネ ル : 安
!車県

藤
忠雄 (建 築 家 ) 、 坂本欽
也
ノて 方、 ル : 11関

、
井

烏
送

出
球

iftQ
神

(
戸

j角学 院大
文 部 書信 社 長 ) 、 J字 国儀
太郎 (神戸大学) 、 問 iE
興 (ユ ー ハ イ ム コ ン ブ エ
ク ト 村 長) 、 小 山 及 里 子
(神戸市議)

パ ネ )c : 人台ギ次郎 (京
都 大 、 官( 山 幸俊 (神
戸 市長)
報 111� : 小 日 l 実 (作 家 ) 、

早川和男 (神戸大学)

議;京 僚本 幸 子、 遠藤勝
終 ( [1 本銀行)

議 附 : {戸 fY 興 一 (弁 護

u テ ー マ 「公的支媛 を
絞 り 巻 く 状況につ い て」

- -< r1b:�'iでの孤独死
と 霊法の空 !念J
議��! 言íl J1 l ú (弁護士)

議J京 (法律扶助の立場か
ら ~ 震 災 と 弁護 士 一 )

鴻剖lìよ穂、 鎌 田 琴 (作家)

の
意見

市
交
政

換
のあ

「
り
7人
}j
災
に
復
つ
興
い

な
て

ど
」

小 田 災 (作家) 、 栗原右子

(参議院議員) な ど

講演 ・ 伊賀興一 (弁護 士)

小 田 実 (作家) 、 伊 賀 興

一 (弁護上)

パ ネ ル I 1 1 島jE� (地域
活性化研究所) 、 良 原 俊
民 (兵 庫 県知事入 場 I 1 1
手1I洋 (娘路市長) パネ
ル 討議 、 リ レ ー ト ー ク 「兵
庫県で考え る J
1-)1賀 興 (弁護 1二)

井上告郎 (民都住民運動
交流 セ ン タ ー) 、 寓 野陣

百11 ( 鳥 根大学) 、 中 1 1 1
和男 (神戸大学)

足達手Il則 (兵庫県知事公
室) 、 中 ! 日明子
小 川 実 (作家)

」 一

第二主主 @ 各不登シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ， イ ベ ン ト 等 717 
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3 . ま ち づ く り

事業名

シ 1 ン管現セ ミ ナ ー
主催者

マ ン シ ョ ン :i'�，'JWセ ン タ ー

須磨医 ま ち づ く り 推進課

被え 築 ト ラ ス ト シ ン ポ 乙 ウ 1， 主化 司会謙一一一一
f 'l/t\で"丹 り つ ぐ 私 た ち に ま ち I 1 ;Ji.災"己主主情報セ ン タ ー | フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

一U

一川

一
、
卜

次n
一

一
一

一

一
や一

…
所

一
ァ
一
タ
一
党一

一
談

一
附

一
ン

一
間一
院

一
相

一
f

一
セ

一
山一
州

一
地

一
十八
←
山
一一出
山

城

了一日
一
川
一
山
i川

町

一
凶
タ一
北

一
新一
神

神

…

年

一

一
伸

一
協

一

TA

一
、
:
一
ト
ロ

一

J

一

一
刻

一
化

動
会一
ハい

一
一
川

一
唯一
北

川一
rl

一一ヤブ一川一川山一山

い川

~
ま
一
一
円一
人
め一
j

Mι

…
ド
ル
一
ま一
る
を 一
1

一
同

刈
げ

bγ

IFdfぢ

阪

刊行
内

阪神地域ま h づ く り 君主ロ長会

97/ 3 / 2  '�;{ ，:占地iメ ま ち づ く り 業;St開会 f;\S.I�i;fTtrifJ (神戸大学)

97/ 3 / 2  
97/ 3 / 6 

rtr +J �1f. 
講演 It1. J片手[JYJ (神戸大

97/ 3 /]] f:..í)i� )ょ に?ぶ、
策 に る 総令 シ ン

1品溺37 r i人災役興 と 十l[l;

，Iïr付 県外避難者の交流会

97/ 3 /26 神 戸 路 工 会 議 所 「神 跨 | 講演 : 南部靖之 ( パ ソ ナ
グルー プ代表)

97/ 4 / 5 約改興 ・ 実態誠折、 ッ ト ワ ー ク 第
はp]交流会 「市街地の雫 き 地問題J
を 考 え る

97/ 4 /16 シ シ ポジ ウ ム 21 世紀のふ る さ と づ く | 神戸新開校、 地域活科 化セ
り '!)7 ン タ な ど

97/ 4 /23 被災者 が語る ン ン ポ ジ ウ ム ー 「 よ み j 灘区民会議
が え ら そ う 1 11 灘

97/ 4 /27-29 1 イ ン ブ イ オ ラ ー タ こ う べ
1 

市外、 県 外 避 難 者 ネ ッ ト i フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
ワ 】 ク り ん り ん
渓 災復 興 実 態 調 資 ネ ッ ト | 神戸 ま ち づ く り 会館
ワ ー ク

97/ 3 /29 

イ イ ノ ホ ー ル 講 演 : 郎箆勝教 (東京大
r兵)

j 六甲道勤労市民セ ン タ ー

三下守東 ま ち づ く り の会 jR 三宮釈東側

97/ 5 / 3  応川吠火棺同虫エγ守整一断区再草一閉Tムハいυソくづち

議

ま

ムロ

区

援

地

支

川
会一
刻

一

肘

誠
一

作

一
同W
A則一
点

門口lAu…HHim

六
連一
被

小松良栄 (鷹匠中学校)

97/ 5 /18 7 ..r.. ニ ッ ク ス 7' ラ 吋ご 講演 石東i� f ( ま ちづ
く り プ ラ ン ナ ) 
講 演 c ，  w ニ コ ル
(作家)

青社主急i可 (R央i面i監督) 、 十品
目 道夫、 武田�Ij明 r人
間の ま ち 第 6 部」 完成上
映会、 パ ネ ル討議

97/ 5 /19 

97/ 6 / 3  

97/ 6 / 9 -15 1 夢 シ テ ィ 21への提ゴー阪神大渓災を i 実行委員 会、 神戸新開社、 1 7 ょ ニ ツ
こ え て パ ネ ル展 j 口 本経済新向社
渓災復興 ト ー ク | 兵 庫 県総合性活研究 セ パ 兵庫県教育会館

タ 一 、 連合兵周ミ j 
朝 13 新聞材 、 森林文化協会 パ 日 本生命中之島研修所 | パ ネ ル . ラ イ ム ン ド チ

ネ カ (雫 フ ラ ン シ ス コ 会) 、
東 樋 口 護 (京都大学) な
ど

兵庫県農業会館 | 南 部 靖 之 (パ ソ ナ グ ル
プ 代 表) 、 島 田 誠 (海文

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 719 



事業名 j 主催者

復興ま ちづ く り 支絞 1ド業セ ミ ナー j 兵庫県都 織協会

97/ 7 /13 神戸市東部復興ま ち づ く り フ ォ ー ラ | 神戸 市東部市街地白地地域 ! 神戸澗心館

97/ 7 
97/ 7 

97/ 7 
97/ 8 

ム | 復興支援チーム

日 本建築協会

97/ 8 /25 公防講座淡路創造大/'j: 淡路2[[上紀協会

97/ 9 / 1 復興 ま ちづ く り セ ミ ナー | 兵庫県都市繋備協会

97/ 9 /11 こ う べ市民安令ま ち づ く り 大学 | 神戸市、 神戸大学部ijí安全 | 神戸 市生活学習セ ン タ ー
i 研究セ ン タ

97/ 9 /16 1 r人践の ま ち 第 7 ilIlJ 上映会 と シ ン j 野任i北部 ま ち づ く り 協議会 | こ う べ ま ちづ く り 会館
ポ ジ ウ ム

97/1O/ 3 �18 1 レ ン ズで見た神戸復興の変還

97/10/ 3 

97/10/25 

「 ま ち づ く り を考える J
ム

神戸段々全 神戸駿々 1it

淡路島

大阪市

マ ン )
上月 E在日目 (徳島大学)

97 /1 0/28�30 1 第 5 1!i1地域づ く り 21世紀大学 21世紀 ひ ょ う ご創造協会 | 兵庫県民会館 | 講演 小関康生 (神戸 大
一…

97/1 1/14� 1 5  1 復興 ま ち づ く り 報告 '97
j 学) 、 考;下主次 一三国11，長) i 一一一一十一一一一一一一一一一一一ー一一一一ー一ー←ーー一一一一→

阪神大震災復興市民 ま ちづ | こ う べ ま ちっ く り 会館 i 新野手次郎 (神戸都同研入l
く り 支援 ネ y ト ワ ー ク i �留水義久 (兵庫県副知事) ，1

鳴海手11碩 (大阪大学) 、 j
小林累児 (大阪部大

1 97/11/16 松本地区 ま ちづ く り 会社設な準備委 ; 松本地は ま ちづ く り 協議会 | 同地区
員会

97/11/29 シ ン ポ ジ ウ ム 「都111の記憶」

97/1 1/30 六甲道南公園 ワ ー ク シ ョ y プ

97 /ll /30 マ ン シ ヨ ン管理1セ ミ 7 ー

i 都市の記憶J 実行委員会 | フ ェ ニ ッ ク ス プラザ ; 有井基 (元神戸新聞)

六rpill駅南地区 ま ち っ く り 1 ;、 'T'道駅南
合協議会

'1 年記マ ン シ ョ ン 管環組合協 | 宝塚市立東公民館

i パ ネ ル 討 議、 講演
ま 取 り 戻す も
ま ち の怪史か ら-J

場野家苗 講演 . r被災
議会 マ ン シ ヨ ンの再建問題J

97/12/ 6 尼崎問符芦屋港“復興のつ どい'' ( * )  1 兵!阜県、 尼崎市、 西宮市、 | エー リ ツ ク 多 白 的 ホ 』 ル j 講演 古 川 和広 (関 西 大
芦

97/1 2/ 6 「 日 本住宅会議97年度総会」

720 第 三章 @ 各様シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等
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開催 日

1997/12/ 9 
書尊重量名(一臥吋一復慨輿問t喰蜘吋業恥吋の瑚一明 主催者

i な と | 

会場

97/12/15 シ ン ポジ ウ ム 「 耕そ う 市民の ま ちづ | 港 ま ち神戸を愛す る 会 | こ う べ ま ち づ く り 会館
く り J

97/12/19 第 2 凶御蔵学校 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン i ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 事務所

98/ 1 /13 都 市復 興 ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム | 兵康保、 兵隊�lt全宅供給公 | 神戸新開松方 ホ ー ル
( * ) 社、 兵庫除都市整備協会な

と

98/ 1 /13-27 I わすれない わすれ ら れな い あの | 神戸市立中央図書館
日 あの時 1 .  17 1J( 

神戸市立中央図書館

98/ 1 /15 地球に や さ し く 人 に や さ し い マ ン ! 被災地 ク ラ ブ
シ ョ ン後興を め ざす被災住民のつ ど

兵庫県私学会館

98/ 1 /15 

98/ 1 /15 

し 、
兵隊員も南部大地渓の 3 年 セ ミ ナ �- 1 実行委H会
rJ謀れた く に 壊れた も の 壊れた

� � ろ i
j 地球 に や さ し いマ ン シ ョ ン復興 を め ! 被災地 ク ラ ブ
i ざす被災住民のつ どい

神戸栄光教会

兵庫県私学会館

ド8/ 1 川7 1 震災地 ら 共生へ1問 ( * ) 「渓災か ら 共生へ1998 主 神戸国際会館ハ】 パー ラ
行委員会 シ ド プラザモザ イ ク ガー

i デ ン
。8/ 1 /21-22

98/ 1 /24 

98/ 1 /31 

活動事例発表会 「被災地にお け る 在 | 兵時U� 兵時 県民生 己草委 神戸丈化ホ ー ル
宅主援 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り な どに つ | 員連合会 娩路市 兵庫�1�
いてJ ( * ) 技 会福秘話談会 j ih 峨一一
い き い き 下民 シ ン ポジ ウ ム ( * )

1芭 を生かす ま ちづ く り 懇談 i 魚崎郷、 御影郷、 西郷の
会 j 消造地域一帯

い き い き 下町シ ン ポ ジ ウ ム i 神戸 ま ちづ く り 会館セ ン
笑行委員 会 i タ ー

一 一一一一一一一一寸備考一一一
坂 崎 校 時j (神 } i *学) 、
1主里子弥 ー (者B r!îJr幽穿

討議 「 六 甲 道駅南、 新
l-f lll患f;í相 、 西日」ヒ口�R�と
点の 3 地区の事業の進歩
1ぶ兄についてJ
出「 池 1き "j (映画監督) 、
A i本邦 子、 武郎邦子、 武
lfI則刻、 野崎際一
松本誠 (神戸新聞) 講演
r 1主興ま ち づ く り の現状

と 諌滋J
講 演 さ主尺義久 (神戸大
学) パ ネ ル ・ 鳴海邦碩
(大阪大学) 、 中 総 勲 (姫
路 工業 大マ:) な ど
講 演 別 府美;九 (神戸市
消防1"1 ìコ 章 二 )
JUIJ政弘 (マ ン シ ョ ン 問
緩研究会)

講演 、F井 邦滋 (長関造
形 大 γ 〉 大 阪 府 災苦? に
j萱 リ た 自 治体fi長
Jt EH 政弘 (マ ン シ ョ ン 問
題研売会) 、 能村総 (環
4克市Kコ ー デ ィ ネ タ ー)

第二章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 721 



4 . 産業 ・ 労働

97/ 9 /13 
97/ 9 /14 

事業名 主催者 会場

2 íM年シ ン ポン ウ ム 「被災地か | 兵庫県京労働が済研究所 | 兵庫県中央労働セ ン タ ー
ら2 1111:紀の雇用 を考える J ( * J  

決災 2 1壮年 フ ォ ー ラ ム

災 を むい続けて 新聞記者 と 読者
。7対1話集会

オ ー ア ン フ ォ ー ラ ム 「新生 ・ 神戸テ | 阪神
イ ケ オ フ 宵言J ( * J 橋、

新聞i干1

被災地企業が元気に ア ピ ル 、 融 i 阪神 淡路産業復興推進機 | 神戸フ ァ ッ シ ョ ン マー ト
め き 森 市 '97J 檎

パ ギ、 yレ ‘ "W奇修法 ( J I I 附

íf( 1 専務取締役j 唐津-
l 京 ii，立 大'f:) な と ! ノ て

不 ル ，i-J議、 i講演 γ新生

阪神 ・ 淡路産業復興推進機 | 神戸商工会議所会館 日演 : 池 田絡ー (神戸 : 大
機

る 秋篠沢ご夫 I rJ 本動物水族館協会近畿ブ | 神戸市立須隣海浜水主 義 諮淡 鮫島叡 (須磨海浜
ロ ッ ク I ;J<h長 附 ) 、 権藤友禎 (王

連合兵隊 メ リ ケ ンパー ク
子動物[対)

講演 : 山本絹干

正美 (がんばろ う 神戸)
テ ー マ 「地域経済の解体 !
と 再生一大震災 と 交通 を i
め ぐ る 内宮市の ケ ー スJ I 
な ど i 

97/ 9 /20 側主主j自蔵ル ネ ッ サ ン ス

震災復興 ・ 総力 あ る専門出づ く り セ

722 第二章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



開催 日 事業名

1997/10/ 1 シ ン ボ ン ウ ム 「ドl際必{言 ピ ッ ク ノ ミ ン
と 地域振興」

97/10/ 3 阪神淡路大渓災復興協議会第 6 司会
ノIド3 

97/10/29 中小企業振興月 間関連行事

97， 全国マ デ イ ア 祭 !日7

97/11/28 - 29 神戸雇用図際会議

97/12/12 阪神経済浮上セ ミ 7 ー ( * )

97/12/22 阪神 淡路大震災復興推進大会

98/ 1 /13- 1 8  riM ，!i . 警災資料反 ( * )

98/ 1 /13 - 25 阿ジY di 震災関連資料展 r 3 年 目 の
冬一 それぞ

98/ 1 /17 米銭β己念祭

98/ 1 /20-21 池応対 日投資会議 In 神戸 ( * )

98/ 1 /23 阪神 淡路復興シ ン ポ ジ ウ ム ( * )

98/ 1 /23 講演会 「 こ れか ら の建設産業につい
ζJ ( * )  

主催者 会場
神戸市 神戸税 日 ホ ー ル

阪神淡路大震災復興協議会 兵庫県庁

神戸商工会議所 新長田勤労市民セ ン タ ー
な ど

郵政省、 兵庫県、 神戸市な ; ポー ト ピ ア ホ ー ル 、 伊丹
ど 市、 明石市 な どの各会場
労働劣

阪神地域泌 r2�口五所、 尚 l ホ テ ル ・ ニ ュ ア ル カ
会連絡協説会、 阪神 ー 淡路 イ ッ ク
産 業復興推進機構
阪神 淡路ぷ業?を興推進機 ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ
十蒜

芦[千司f 7当医市立図書館

jllft:: ，ti立中央[吋子i館 西宮市立'1.'央図書錨

jA 神戸市西 農協 力 ン ト リ ー エ レ ベ ー
タ ー11)長

経済企断行 、 通産省近畿通 神戸間際会議場
産向、 よ 昨1 県 、 神戸市
綬í1íEIl体j車合会、 IllJ内経済 経間違会館
連1;会、 神戸磁工会談所
兵庫県建設業協会 兵庫県建設業会館

備考

Jt )J�{俊民 (兵庫県知事) 、
終 ÙJ幸俊 (神 戸市長) 、
的場}II貢 i、 近藤茂夫
テ マ 「新 し い神戸、 企
業 の復興応援 し ま す」

議出i : IL 十嵐三i幸雄 (郵
政事務次符) な ど
十T ミ ッ ト 8 カ E号、 EU の
労働大 ね な と

第二章 ⑨ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 723 



5 . 保健 ・ 医療

開催 日 事業名

1997/ 2 / 9  シ ン ポ ジ ウ ム γ大震災か ら 2 "， 一 人
情jのf主興 を 考 え る -J ( * )  

97/ 2 /10 健康づ く り 講演会

97/ 2 /16 ?rfh セ ミ ナ ー
97/ 2 /16 Æの ト ラ フ ル に関 す る 相談会 「歩 く

こ と 、 JÈそ し て革ítJ
97/ 2 /23 十'iP市断治会創立25周年記念大会

97/ 3 / 2  こ こ ろ の ケ ア 講演会

97/ 3 /15 こ こ ろ の ケ ア講演会

i 97/ 3 /15� 5 ど う 癒す 、 心の傷 「 こ こ ろ の ワ ー
/18 ク シ ョ ッ プJ

97/ 3 /28 地震11寺死傷問題 に 関す る 学 際 シ ン ポ
ジ ウ ム

97/ 4 /26�27 こ こ ろ の ワ ー ク シ ョ ッ プ
97/ 5 /17 こ こ ろ の ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 ワ ー カ ー

自 身 の ス ト レ ス ケ アJ

P/ 1 9  1i":"医i腎臓病協議会全国大会
5 /30�31 反j:の心的9 傷深刻化国際 シ ン ポ ジ

ウ ム 「 ト ラ ウ マ か ら 復興への提言j

97/ 6 /13 子 ど も 講座 f発育 発達の遷す じJ
97/ 7 /10 : シ ン ポ ジ ウ ム f い わ ゆ る r孤独死

を 考 え る J

97/ 8 /30 シ ン ポ ジ ウ ム 「 こ こ ろ の ケ ア と ス ト
レ ス マ ネ ー ジ メ ン ト J

! 97/ 9 /  6 � 12 震災復興 と 健康づ く り ( ガ ン 制圧及
び結核 予防運動) 展示

97/ 9 /24 研究会f医療現場か ら の誕百 と 提言J

97/ 9 /28 シ ン ポ ジ ウ ム f ラ イ フ & ヘ ル ス サ
ポー ト 2 1J

97/10/JO 間 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「災害 と ト ラ ウ マ」

97/1O/13�15  1 r震災復 興 と 健康づ く り J (腎臓移
構推進月 間 に ち な ん だ普及務発)

1 97/11/ 8 シ ン ポ ジ ウ ム 「大震災での こ こ ろ の
ケ アJ

97 /1l/22�23 第121RI保関連医療研究集会 tn 神戸

724 第 二重量 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

神戸生命倫F聖研究会

兵庫県総合保健協会

芦ß'樹ii商会
被災地ワ ー カ ー ズ コ ー プ

神戸 市新治会

神戸市 保健福 祉1" 1 健康上持ì!1;
詩、

市民グル ー プ 「 み つ ば ちJ

神戸 YMCA

人的被害研究会

干申戸 YMCA
神戸 YMCA

全国腎臓病協議会
ノ、ーバー ド大学難民問題研
究所、 早稲 田 大学 ア ジ ア 太
平ii(::研究セ ン タ ー準備室
色彩学冨
兵隊県精神保健協会 こ こ ろ
の ケ ア セ ン タ ー

子 ど も の相談 シ ス テ ム を 考
え る 会
兵庫県総合保健協会

KANSAI ラ イ フ ラ イ ン 町 マ
ス コ ミ 連絡会
兵庫県立健康セ ン タ ー

兵庫県精神保健協会こ こ ろ
の ケ ア セ ン タ ー
兵庫県総合保健協会

心のf基に よ る ス ト レ ス 隠F事
，下珍ぷ五〉、

全国保倹医団体連合会 な ど

会場 備考

神戸国際会議場 議ì� : 蔀Wl 勲 ( み ど り 病
校 長 八 'i'f BLlE彰 (京都
j主形大'?) 、 }ulJí正朗 (鹿
氾 大学 ) 講演 「仮設住
'{;でヂヒぬ と い う こ とJ

事�.神戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ 議淡 ・ 藤本義一 (作家)
J!〆 ! テ マ 「 人 間 再発 凡 ー

震災を受けてJ
戸屋市立市民セ ン タ ー 講演 小杉好弘
新長m勤労市民セ ン タ ー

神戸 [，.IR際会議場 討議 「 よ みがえ れ断j尚治
重力J

兵庫県農業会館 議 ;寂 . き た や ま お さ む
(総神 科 医、 エ ソ セ イ ス
ト ) 。 講 演 r心 の 傷 か
ら の IÏl!i'主_ wあ き ら めJ
と 「は か な さ2 の心i雫'主」

コ ー プ こ う べ生活文化セ 議主� : n イî k介 講演
ン タ ー 「ラ イ 7 ノ f ニ y ク と こ こ

ろ の ケ ア こ こ ろ の危機
管jljl'J

神戸 YMCA 講演 。 月 子 治 (神戸市児
議キll�長所) 道家利幸

( 兵隊 県警警)
神戸大学 講演 鳴 海野言hiJ (長岡工

議定 尚 惇 ) 、 鵜釘卓 (大阪
llì 立 総 {t医療 セ ン タ ー ) 、
室約九十締 (神) ' 大学)

神P YMCA 麻生克郎
神 戸 YMCA 六 甲 研 修 セ
ン タ
ボー ト ピ ア ホ テ ル
早 稲田 大学国際会議場 講演 : リ チ ヤ ー ド ・ モ リ

カ (難 民 問 題研究所) 、
菊池桁 (早稲 田大学)

紛糾' YMCA I IJ根嘉樹
兵庫勤労市民セ ン タ ー 講演 : 芦 田敏郎 (兵庫県

地 域 官) 、 上 野 易 強 (神
戸大学)

堺 市総合編者i 会館

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ

エ コ ル テ ホ ー ル 内藤秀宗、 金守良

コ ー プ こ う べ生活文化セ 津村喬、 河村 測史
ン タ ー
神戸産業振興セ ン タ ー 岩井圭可 ( こ こ ろ の ケ ア

セ ン タ ー )
ブ ェ ニ ッ ク ス ブ フ ザ

カ ナ ダ ・ モ ン ト リ オ ー ル 麻生克郎、 西尾 メ リ 一 、
立 木茂雄、 林春夫

神 戸間際会議場 テ ー マ γ命 を 守 る 人
権 医療 ・ 渓災J fJj主災 ・
災 害 医 療 と ボ ラ ン テ ィ
アJ な ど



開催 日 事業�

1997/1 1/29 心身の癒 し の た め の快頑 と ト ー ク と
歌の集い

97/12/13 'JIJiJ:llÝし を 向 い 、 く ら し いの 毛
を 守 る ま ち づ く り に 向 け て

97/12/19-21 「震災御輿 と 健康づ く り J 展示
1 98/ 1 /1 1  シ ン ポ ジ ウ ム 「悲 し み に寄 り 添 う ー

突然の危機のあ と でJ

98/ 1 /1 7  早朝生 ト ー ク

98/ 1 /1 9  講I寅会 「 こ こ ろ の ケ ア に ついてJ

98/ 1 /27 こ こ ろ の ケ ア シ ン ポ ジ ウ ム ( * )

主催者 会場 備考
兵庫 . 11' と 死 を 考 え る 会 英知大学 大量一潤 郎、 土 条恒彦

生活問題研究会 神戸市勤労会館

兵庫県総合保健協会 フ ェ ニ ッ ク ス プフ ザ
兵庫隠聴覚隊;をf:fí 協会、 兵 神戸海星病続 ア ル ブ オ ン ス ・ デー ゲ ン
療 '1'. と 死 を 与 え る 会 u 科 大学) 、 高木慶子 (英

知 大? i ' 講演、 「兵庫 ・
々 と 9t を 考 え る 会J 企i前

西法寺 講 演 ω 野 田 正 彰 ()j\都造
汗三;:;術大学 )

フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン 神戸国際会議場 ジ 1 ン ・ マ ッ ク ギー (心
J 弘正T事 ，�!?{í'i 

Jミ防県、 兵庫県精神保健協 兵庫県民会館 講 演 ‘ 加賀乙彦 (作家)
ノL之、、
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6 . 福祉
開催 日 事業:g 主催者 会場

1997/ 2 /1 1  被災外忠人図体救採 2 団体統合、 会 神戸定住外[五i 人 主援 セ カ ト リ ク 民奪取教会
ノ円 治じ、i ノ"、、 タ ー

97/ 2 /18 領事館サ ミ グ ト 兵WLfjS 兵庫県公館

97/ 2 /22 みんな で考 え よ う 、 老い を 中 き 抜 く 老年illliill'J:j主家研究会 フ ェ ニ ッ ク ス プラザ
t� ら しの知恵一本音で語る 老筏の生
1司 シ ン ポ ジ ウ ム

1 97/ 4 /12 l お齢社会の生 き がい と はー夢のあ Jí�./lド民 き告 と会 高齢社会 フ ェ ニ ッ ク ス プラザ
i る f� ら し と 住 ま い-J フ ォ ー ラ ム のill�奈川究会

97/ 4 /19 家持、健助講座 シ ン ポ ジ ウ ム 「授尖 と 1 1 本家政、長JfJ1: ' 家族療i1，'{ 新神戸 オ リ エ ン タ ルホ テ
家族の き ずなJ 会阪神 ‘ 淡路大 災 Jd涯 を Jレ

l!2< 
97/ 5 / 3  - 4 号、同線提言青4 の m 尼崎大会 全日 本難聴{'j ， 中途失隠11 尼崎ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル

同体，!皇{t会
97/ 5 /17 講演会 「阪神淡路大震災 と 子 ど も の 神J '弁護士会 神戸弁護士会館

権利J
97/ 5 /24-25 被災児励 ま す 「春のい も う え キ ャ ン 毎 日 新開大阪社会事業団、 瀞II [渓谷恕いの森

7J f日 日 新開干上

97/ 5 /31 北欧の福祉についての講演会 フ ェ ニ ヅ ケ ス ス テ ー シ ョ
一ン一/�'i呂4 

97/ 6 /12 近畿老人福祉施設研究協議会 兵庫県社会福祉協議会 ポー ト ピ ア ホ テ ル

97/ 7 /17  社会福祉夏季大学 兵E葉県社会福郁 協議会 西宮市民会自立

97/ 7 /21 - 8 震災復興こ ど も イ ベ ン ト rLove (友 建設省近畿地方建設局震災 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
/ 5  係 ) Letter コ ン ク ー lレ」 作品展 復興対 策本部
97/ 7 /30-31 震災遺児 を励 ま すつ どい ボ ラ ン テ イ ア 2山1]公 l 吉山水浴場

一一代衣)
97/ 8 / 3 - 5 第 1 回かがや き 米米塾 Il'J rqかがや き 会議、 JlE経新 [ 県立先端科 学技術支援セ

�lrl ン ダ ー
97/ 8 /15-25 仮設ft民 ク ルー ジ ン グ パ ソ ナ グル ブ ク ルー ズ船コ ン チ ェ ル ト
97/ 8 /18 ふ れ あ いは; め る 未来 〉 子 J と ハ 神戸市兵庫区役所な と しあ わせの村野外活動セ

'97 ン タ ー
97/ 8 /24 被災児童 l 日 ク ル ー ズ 神戸市、 神戸市村 会福祖協 さ んふ ら わあ

議会
97/ 9 /12 全信i俸害者雇用促進大会 労働省 ポー ト ピ ア ホ テ ル
97/ 9 /13 肢体際害者全国交流集会 全

議
国

会
肢体際害者団体連絡協 し あ わせの村

97/ 9 / 13- 15 ほ と 予の カ ヌ ー キ ャ ン プ 県青少年本部ユー スサポー 県立 ほ と 子の島
ト 隊

97/10/ 4 - 5 第 6 河全国在宅ケ ア研究交流集会 実行委員会 神戸大学

97/10/ 5 熊野地!:{防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 結成 熊野地区防災福祉 コ ミ ュ ニ 神戸市立 鴨越小学校
ブ ェ ア ア イ

97/10/14 震災体験イ ン タ ビュ ー タ イ ム ! 神戸大学付属養護学校 神戸大学付属養護学校
97/10/26 被災地の高齢者及び子供 た ち を 励 ま

す大道芸発衣会

726 第二章 @ 各種 シ ン ポジ ウ ム ・ セ ミ う ー ・ イ ベ ン ト 等

関 聞大道芸研究所 フ ェ ニ ッ ク ス フ。 ラ 4f'

備考

高橋1!f (県 こ こ ろ の ケ ア
セ ン タ ー)

議決 : 岩崎正 f 例 会福
祉法人 ・ 桃イE熟施設長)
慈見交換 「災 に強い案
新拠点 っ く り を め ざ し
TJ 
己主託武男 講演 r く ら し
と い の ち を ト ー タ ル に と
ら え る 一被災地か ら の発
{言」

講演 . 安藤忠雄 (建築家)

':;- - 7  r際害者は震災か
ら学ぶ一安心 して暮 ら せ
る 地域社会 と はJ

i -1書 ヶ 瀬康子 、 ヒ 田耕講話
? 講演 f渓災か ら 生 かす ;
福祉の ま ち づ く り J r高
齢化先取 り 都市 r神戸」
か ら 全国の在宅ケ ア 現場

j が学ぶ も のJ



県 市日If'l二活支援委員会

1 97/11/22 渓災で家族を亡 く した児童 ・ 生徒招 | 阪神 ・ 淡路震災復興支援10 1 ク ルー ズ船 「 コ ン チ ェ ル
H持1) ク ルー ジ ン グ l 年委員会 j ト J

97/11/24 防災交流会 主主防F方災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ | 真 陽 地 区 地域綿布| セ ン
タ ー

97/12/15 I !�康 保 衛部大地渓 の 3 年 セ ミ ナ - 1 実行委員会 神戸栄光教会
rJ喪れ た く に 壊れた も の 壊れた

� � ノノ J 

会若手ÎJOJ

平井邦彦 (長附造形大学)

98/ 1 /13 漠災から福干此 考 え る いti'ír;協同組介都市11' 吉 神戸 れ動0�.会館 渡部律子 (関商学院大学)一 一一
98/ 1 /16 地域共同作業所支援 ・ 交活tスポ ー ツ 精神科地域 ネ ノ ト ワ ー ク 研 神戸市立 ヰL!)(体的自 l 

大会 ( * l 究会 「民.\\1.鴻J
98/ 1 /17 防災 ・ 福祉コ ミ ュ ニ テ イ ト ー ク l 魚崎117会
臼8/ 1 /20 初制 コ ミ コ ニ テ イ シ ン ポ ジ ウ ム ( * ) I 

98/ 1 /25 j 成ア ッ プ神戸 灘区子 ど も のつ ど
い ( * )

神戸市立魚 崎中学校
パ ネ ル ・ 延藤安弘 (千 葉
大学) 、 田 中俊 子 (法政大
'1:) な と
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7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 前民活動

開催 悶 事業名 主催者

1997/ 2 / 1  シ ン ポ ジ ウ ム 「市K社会の構築 に 向 NPO 石売7E ブ オ 】 ラ ム な と
け て NPO の果た す役í'iÙJ

97/ 2 /22 京塚復興ボラ ン テ ィ ア シ ン ポ ジ ウ ム

97/ 2 /23 東J番磨 ボ ラ ン テ ィ ア の集 い 高砂市社会福祉協議会

97/ 2 /23 津名問I ボ ラ ン テ イ ア がい き る ま ち 実行委長会
っ く り シ ン ポ ジ ウ ム ( * )

97/ 2 /28 ボラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ タ ー研究 実行委員会 委 t 'Hξ ・ 筒 井
集会 '97 の り [ (引手日 大学)

97/ 3 /14 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 話 し合 う 会 Fl本財E耳

97/ 3 /15 
集
こ れ

い
か
m

ら の被災地 と ね た ち を考 え る i曹洞�i.(μ'1際ボ ラ ン テ ィ ア 会
神 戸 神 1 í事務所

97/ 3 /16 l み
市

ん な 紙の活動 NPO r.t;援見本 見本市実行委員 会

97/ 4 / 3  I JC 神戸会議 rω

97/ 5 /18 地域紛災フ ァ ミ リ ー デ ー ! 海技大学校

97/ 5 /28 学育会 「阪神 淡路大震災 と ボ ラ ン 神戸朝 B 病院
テ ィ ア」

97/ 6 / 2  ヨ℃気ア y プ ・ 市民運動推進協議会総 元気ア ソ プ ・ 市民運動推進
エムミ 協議会

97/ 6 / 3  連続映画祭第 6 回 「連帝せ よ ! 復興 í i巷 ま ち 神戸 を 愛す る 会
市民J

97/ 6 /20� 7 第 5 同阪神淡路大震災支援 プ ロ グ ラ 大阪 YMCA
/ 4  ム 「市民ボラ ン テ ィ ア 実践講座」
97/ 7 /23 \ J主ー哀の ボう ン テ イ ア講座 長関区社会福祉協議会

97/10/12 よ毛康県 ボ フ ン テ ィ ア協会創立30周年 兵庫県 ボ フ ン ァ イ ア協会
記念のつ どい

NPO マ ネ ー ジ メ ン ト ス ク ー ル 兵庫県、 神戸市、 コ ミ ユ ニ
テ ィ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー な
ど

97/11/ 4 ボ ラ ン テ ィ ア募集セ ミ 7- - 東灘 ・ 地域防け合い ネ ッ ト
97/11/15 復興ひ ょ う こ、の エ ン パ ワ ー メ ン ト 会 民i量名な女性セ ン タ ー

i iJ室
97/11/21 令国災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク 準備会 日 本災害救助 ボ ラ ン テ ィ ア

ネ ッ ト ワ ー ク
1 97/11/25 ひ ょ う ご ブ イ ラ ン ソ ロ ピ ー ?、 ッ ト 兵庫県社会福祉協議会ボラ

ワ ー ク 設立記念 シ ン ポ ジ ウ ム i ン テ イ ア セ ン タ ー

97/12/13 た す け あ い ブ オ ー ラ ム 10 神戸 千 葉 「 た す けあいの広場」

1997/12/14 住民運動 を 考 え る 市民の集い 兵庫県被災者連絡会な と
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会場 備考

兵康保農業会館 ア ・ オ
ブ レ ン 討 議 rN P O の
来 た す 役割 に つ い てJ

ソ リ オ ホ ー ル n毒ィ寅 ・ 本 fnl 正 明 (大 阪 大
'f'げ、j l パ ネ ル 討議、 言電
淡 「 ボ ラ ン テ ィ ア 革命J

高砂市福布l 保健セ ン タ ー 分科会 rti い ポ ラ ン テ イ
ア の 短 縮 ・ 長一成J r災害
救援í!;if;JJJ な ど 6 つ

し づかホ ー ル 議 i寅 .'IA fII i古 ( ン ヤ ナ
リ ス ト J パ ネ ル : 黒 fH
品 女優) 、 鐘ケ江1\'…
Cfìíi�Mtr( 市長) な ど

神戸市勤労会館 神 的 争!H カ ト ワ ッ ク 鷹 取
教 会 ) な ど

神戸市内のホ テ ル

兵庫県教育会館

フ ェ ニ ッ ス プラ ザ ノミ ネ Jレ : llHfJ和 尚 (神戸
元気村 )

神戸国際会議所 パ ネ ル ' 懐 本 て る 子
パ ネ ノ� �H�i� rボラ ン テ イ
ア の過去 現在 未来J

海技大学校 講演 . 来的主主輝 (神ド 大
学) 講 演 テ ー マ 下地域
に お け る 自 守二 防災活動」

神戸学生 ・ 青年セ ン タ ー 講演 : 野 8 1 正彰 (京都造
形芸術大学)

神戸市役所

こ う べ ま ち づ く り 会鈴

神戸 YMCA 金脊百合 (大阪 YMCA)
ほか

長同区役所

西I I I記念会館大 ホ ー ル 小2量豊充 (般路j続協大学) 、
m出 手話美 (女優) ' ;!す
談 「震 災 か ら 1000 日 ボ ラ
ン テ イ ア の課題」

県立神戸 学習 プ ラ ザ

コ ー プ リ ピ ン グ巾南
神戸 ク リ ス タ ル タ ワ … 小宮山洋 子、 羽 ド大f言、

内橋エ ツ 子
大阪市

橋公会館 本間正明 (大仮大学) 議
演、 討議 テ マ 「今考
え る 、 未来への企業の あ
り ブ'J J 

兵庫県県民会館 水野弘之、 神 '[ 昭夫、 i青
水光久、 牧野史子

兵康県農業会館



開催 日

1/12/ 

98/ 1 / 1 

98/ 1 / 4  
98/ 1 /12 

98/ 1 /15-17 

98/ 1 /1 5 '，17 
98/ 1 /15-17 

98/ 1 /16 

98/ 1 /16 

98/ 1 /17 

98/ 1 /17-19 

98/ 1 /17 

98/ 1 /27 
98/ 1 /31 

事業名 主催者 会場 備考

支援iL緊急報告集会 「公tÝ0t差回ryjl、J 'J�現 ネ ッ ト フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ 本 側 昭 次 Oli] 会 議 員) 、
ワ ー ク な と 小 田 実 (作家)

ボ ラ ン テ ィ ア イ ベ ン ト 選;車ボラ ン テ ィ ア 西区井吹台東町仮設住宅
な ど

獅 r� 宇中) 1 市立兵庫潟業高校 北区藤原台第 5 仮設住宅
川 向 ，ti 紡災 と ボラ ン テ ィ ア フ ェ ア 川 同 市社 会福制 協議会 ボ ラ ア ス テ 川 西 ぴ ぃ ぶ う 広場

( * )  ン テ ィ ア {占星jJセ ン タ 一 、 1 1 1
同市 ボ ラ ン テ ィ アill絡協議
ノ:.r.，、

全国ボラ ン テ ィ ア研究集会兵庫集会 第29Í'IJ/[モ[吋 ボ ラ ン テ ィ ア研 神戸国際会館 、 兵療県民 パ ネ ル : 芹 IH健太郎、 小
( * l  究集会運d討委H会、 I 1 本Tf 会館な ど 本 勢 1ë ( 市11': と NGO r�)í 

年奉行 協 会、 兵 庫 ボ ラ ン 災J [広i際 フ ォ ー ラ ム 実行
テ ィ ア協会 委 上i 会) 、 柴 田 暢 之 (援

ヨえ か ら 'tぶボラ ン テ ィ ア
ネ y ト の 会) な と

万之災ボラ ン タ リ ズム ネ ッ ト ワ ー キ ン グ 全[ヰ ボ ラ ン テ ィ ア研究集会 交通セ ン タ ー ピ ル な ど
全凶!主協ボラ ン テ イ ア 活動交流集会 ; 令[手VHtl ボ ラ ン テ ィ ア活動 神Fi[ヰ際民示場、 う は ら

( * l  

i 阪 神 淡 路 大 笈 災 か ら 3 1前 一 迫
t民i . f主興 ' 新生 の ま ち 、 本来あ る 生
き がい地域づ く り の た め に ー ( * ì
ボ ラ ン テ ィ ア シ ン ポ ジ ウ ム ( * l

明 石 市 ， ボ ラ ン テ イ ア 啓発 講 演 会
( * l  

宝級市ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ ス テ イ パル
( * l  

講演会 f市民が語る 、 あ の 日 か ら 3
年J
震 災 3 周年復興 と 感謝の集い
被災地支媛 と ボ ラ ン テ イ ア

公開 7 ォ ー ラ ム ríTiNo活動発展の基
盤 を 考え る ーサ ポ ー ト セ ン タ ー のあ
り 方 を ヰl'L、にJ

交流集会実行委長 会 、 I[一部 ホ ー lレ、 西山記念会館
協同級{t コ ー プ こ う べ、 D
本生活協同組合連合会
j皇{ì本潟、 選 作兵庫、 教育 神 戸 メ サ ケ ン パー ク オ リ 藤本義一 (作家)
文化協会 エ ン タ ル ホ テ ル

兵庫県 兵庫県民会館 パ ネ ル ， 今 回 忠、 (阪 神
淡路 コ ミ ュ ニ テ イ 碁金代
表) 、 ジ ュ デ ィ ー ・ ベ ー
ダ ー ( カ ル ガ リ ー 市社 会
福 布i 局 長) 、 ス ー ・ ウ ソ
ド ( カ ル ガ リ ー ゼ ネ ラ
ル 病 院 ボ ラ ン テ ィ ア 人事
部 長 ) 、 ス ダ ン ・ 7 イ ツ
シ ャ ー ( ワ イ ル ド ロ ー
ズ ・ フ ァ ン デー シ ョ ン 理
事 長 ) ? ノて ネ ル 討 議 な
と 「本 格 的 な ボ ラ ン タ
リ ー セ ク タ ー の形成 を め
ざ し て ー カ ナ ダの ボ ラ ン
テ ィ ア リ ズ ム に学ぶ-J

明石市、 明石市村 会福祉協 明石市立勤労福祉会館 講 演 . 古結芳子 ( ジ ャ パ
議会 ン ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 水泳

金 メ ダ リ ス ト )
宝塚市、 ボ ラ ン テ ィ ア ブ エ 宝塚市総合福祉セ ン タ ー
ス テ ィ パル実行委員会
芦殿フ ォ ー ラ ム 芦屋市民セ ン タ ー

兵準岸、老人 ク ラ ブ連合会 神戸国際会議場
読売新開 大阪本社、 国際協 ラ ポ lレ テ ホ ー ル 講演 : 小山内美江子 ( 口
力事業罰大阪凶際セ ン タ 本 シ ナ リ オ 作 家 協 会)
な ど パ ネ ル ， 神 間祐氏 ( カ ト

1) ッ ク 鷹 取教 会 神 父) 、
日 良誠氏 (rCDC 神戸理事
長 ) な ど

市民活動の発展蒸燥 を 考 え 兵庫県教育会館
る 実 行 委 員 (事務局 . コ
ミ ュ ニ テ ィ サ ポー ト セ ン
タ ー神戸)
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8 . 環境

勝催 日

1997/ 2 / 2  

事業名

シ ン ポ ジ ウ ム 「渓災復興 と 環境保全
i ま ちづ く り と 道路」

2 ・ 9 神Fî�i巷反対シ ン ポ ジ ウ ム と
市民集会

シ ン ポ ジ ウ ム f震災復興 と 水 み ど
り の復権J

主催者 i 会場
後災後輿 I 制深境 NGo l 芦屋市立市民セ ン タ ー
ネ ッ ト ワ ー ク

神戸空港 を 与 え る 会 | 兵庫県私学会長官

渓災復興 関西環境 NGO I 西宮 市立Jl'LJ I I公民館
ネ ソ ト ワ ー ク

f精考
新lfI 保次郎、 塩崎賢明 (神
戸大'詐)

l1'- i l l 恥l '丹 、 ヰ' HI作成

テ マ 「復興 と 市民J
! 講演 jTZf俊秀、 パ ネ ル
; ・ '1'瀬勲、 中村八郎 講
演 テ ー マ 「都市再生 と ピ
オ ト ー プJ

97/ 2 / 9  

97/ 8 /26 

ムEL八

了一
環九五
一
神

乙
一
ル」
ト八

一
帯棋

寸ん一
興一ド一
ム山

域一ん混
同押一
境

問刊一
災
J一
環

球一
渓
議一
本

地一
「

会
一
日

口一
9

9

qd一
つω

つω

一
一

一

一

幻一
お

お

/一
/

/

/一
/

/

7一
7

7

9一
9

9 )v : 'p ft己 英 夫 ( 神 l'
弁議 土会) 、 錨池義治 / 神
r i訴手tJ\'芋 ) 、 i主野拐、
ー (係市計画家) ， 発表、

パ ネ ル 討議 な ど r震災保
興 と 環境 El 本環境協
会神戸日言

ふれあい園芸教室 と コ ンサ ー ト ( * ) I 兵庫県、 兵庫県三木山森林 | 兵庫県立三木山森林公協 | 公演 '1 '嶋常乃 ( ソ プ ラ
公園、 兵庫県 ブ ラ ワ ー セ ン ノ ) 、 武田省二(バ リ ト ン ) 、
タ ー 佐野健二(ギタ ー ) な ど

98/ 1 /11 
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9 . 文化 ・ 教育

調イ量 日

1997/ 2 / 1  

97/ 2 /  5 � 1 9  

97/ 2 /15  

百7/ 2 /20-23

97/ 2 /21 

97/ 2 /27 

1 97/ 2 /27 

97/ 3 /13 

97/ 3 /15 

97/ 3 /16 

97/ 3 /16 

1 97/ 3 /22 

97/ 3 /23 

97/ 3 /27�30 

97/ 4 / 3  
97/ 4 /12  

97/ 4 /13 

97/ 4 /1 6� 1 7  

97/ 4 /20 

97/ 4 /25 

97/ 4 /26� 7 
/20 

97/ 4 /27 

97/ 4 /29 

97/ 5 / 3  

97/ 5 / 5  

; 97/ 5 / 6  

97/ 5 /1 1  

97/ 5 /15�20 

1 97/ 5 /17 

毒事業名 主催者 会場
ひろげよ う 復興の輪 2 r嵐かお る & フ ェ ニ ッ ク ス ス テ ー シ ョ ン フ ェ ニ ヅ ク ス プラ ザ
ヌ ーベル エ ト ワ ー ル プチ コ ンサー 長田lir乃 手
ト J

絞魂 と flfll のために く長尾和 と 25人 ア ー ト エ イ ド ・ 神戸 フ ェ ニ ッ ク ス 70ラ→F
の詩人た ち 〉

災犠ヰ'l r.�ill コ ンサ ー ト 神戸 コ ンサ ー ト 協会 神戸朝 日 ホ ー ル

jJþj長月七J恥寓 fノ\ム レ ッ ト J 神戸労i員 神戸文化 " 1" ホ ー ル

ß!Jit$大災災チ ヤ リ テ ィ 合時i回紗羅 ベガ ・ ホ ー Jレ
I mi]年記念 コ ン サ } ト

阪神 大渓災復興支援チ ャ リ テ ィ ー コ 大阪rh YMCA 大阪 YMCA 会館
ン サ ト

7ぷ災半 5{，d命主;発表会 桃11ド7 院大学ボラ ン ァ イ ア 尼崎神崎住宅ふれあいセ
グルー プ ン タ ー

阪神 文化彼興会設設:え 1 何年 イ ベ ン 大阪商 i 会議所ブロ ジ ェ ク サい フ ェ ニ ッ ク ス ホ ー ル
ト rz:1tJ;" 1土来 しいー劇場へ行 こ う J ト 推進部

人の え:'tfÍ"7が渓災を話る 一被災 r被災J号に公tI'Jf互助をJ d， 神戸新附松Ji ホ ー ル
判 への公的k:援 を求めて l( 議長 江1ど:JUf!jj，選本部
ブ ム 二 y ク ス “ふ れ あ い 親 f コ ン ブ L ニ ソ ク ス ス テ ー ン ヨ ン 神戸来rr間七 万 ホ ー ル
サ ト " ( 神! l 地I，zJ

L i v E'  with Hanshin Hanshin 復興ラ 阪神従輿ラ 1 7 災1l�Nl会 阪::}、問'{;-.; ス タ ジ ア ム
イ ブ \0喜同学院大、 武庫1 1 1V: f-

大 な と{f，む42人 )
神戸港演劇の 可能性 ト ヨ タ ドi 動車、 神戸ア ー ト 神戸 ア ー ト ピ レ ツ ジ セ ン

ピ レ ソ ン セ ン タ ー

フE気がでる PLAY & コ ン サ ー ト 7L去工キ ッ ズ ク ラ ブ & プ レ ア ブ ェ ニ ッ ク
! デPス

詩集 rJ1史災 を越えてJ 展不 ア ー テ ン ポ lli菜料J1�IÎ; 1 )九段J

あ り がと う ボフ ン ァ イ ア コ ンサー ト 日 本青午会議所 神戸[Ii]際会議所
講演会 f震災復興 と 淑蔵文化財 」 ! 大阪歴史科 学協議会 尼崎開時i公民館

j 「弦楽のっ とεいニ ュ ー ジ ー ラ ン ド カ 山 口異文化交流ネ ッ ト ワ ー 新7軒続市千j 会文化 ホ ー ル
ル テ ッ ト & 弘井俊雄J ク

震災テ ー マ演劇 r 四人だけ同窓会J 劇Eflì�化ßt{ 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

コ ン サー ト ・ 阪 神 大震災鎮魂級世l [Ii]際 ソ ロ プチ ミ ス ト 大阪 大 阪府 立 女 性総 合 セ ン
r1995年 1 月 17 FI J タ ー

第 I 同 ひ ょ う ご寄席 兵隊派 Ij 前文化部 吉本海岸通 り 劇場

長田 ・ 償断復興 コ ン サ ー ト 神! ' 市役所セ ン タ ー合唱閃、 長田消防署防災セ ン タ ー
輪日鼓 な と

かん しん復興支援 コ ン サ ー ト 関]I1i1，!丹j金庫 かん し ん ホ ー ル

み と り の コ ン サ ー ト 6 美 しい地球 ア ー ス デイ ひ ょ う ご 神戸 ア ー ト ピ レ ツ ジ セ ン
のために タ

阪 神 淡 路 大 震 災 復 興 支 援 チ ャ リ AUBE 山村サ ロ ン
テ ィ ー コ ン サ ー ト

う た & ト ク い の ち の ためのて二重 実行委員会 神戸新開松方 ホ ー ル
奏
震災遺児た ち に ピ ア ノ を送。 う ! 「希望の家J 建設委員会 カ ザJレ ス ホ ー ル

尺八 ・ 琴チ ャ リ テ ィ ー コ ンサ ー ト 心輪会、 心事]会 i 聖 ミ カ エルi主l際学校

個展 「生命の讃歌J 栃原敏子 (画家) 兵庫県学校り生会館ア ー
ト ホ ー ル神戸

; ラ ー シ ン ピ デ イ エー ル 、 フ ラ ウ ン コ i
!
T
フ

シ ン ピデイ エ ー ル 、 7 ji 神戸新部松方ホ ー ル
ア ー ジ ョ イ ン ト コ ン サ ー ト ウ ン コ ア ー

備考
民Lかお る ( シ ャ ン ソ ン飲
子)

fj+藤lレ ミ ( ピ ア ニ ス ト )

。判長引'1�:
{tn�H丹紗緩

公{良 . 繰|現 大郎長老合
IIfH丹

対談 : r�l村腐次郎、 山崎
11'和

議 滋 小 田 実 (作家) 、
井 l � ひ さ し (j'\O家)

ií長奏 : テ レマ ン室内管弦
来lt]、 講演 . 延n;{武者

iヒ付想 (劇作家)

?と部進、 岸郎幹史(歌手)
持*�ti : 大村敬j唾 (兵庫県
教育委員埋蔵文化調査事
務所j

公 演 ， ヘ レ ン ・ ポー ル
(バイ オ リ ニ ス ト ) な ど

神戸市役所セ ン タ ー 合唱
図、 輪 閃 鼓

公演 : ウ ー ・ フ ァ ン (古
客演奏家)

神 戸市役所セ ン タ 一合唱
図 ? 鋲魂組曲 1995"!二 1
月 7 El 合唱

灰谷健次郎(作家) 、 永六輔
(作家) 、 高石と も や (歌手)

演奏 有森侍 ( ピ ア ニ ス
ト ) 、 頼近美津子
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開催 悶 事業名

1997/ 5 /18 後災復興支援コ ンサー ト 'KOBE タ
暮れコ ン サ ー ト 10 モ ダ ン ヲ��J 

97/ 5 /20 絞災地を励 ま す 「や す ら ぎ コ ンサ
ト J

97/ 5 /22 第 L �ぜ ひ ょ う ご寄席

97/ 5 /23-28 r ，* 8j吉彦作品展ー復興に思い を寄
せて-j

97/ 5 /25 復興の途上に歌 う

97/ 5 /25 阪神大建造災チ ャ リ テ ィ ー公演 「舞の
会一炎を縫 う J

97/ 5 /29 被災者支援コ ンサー ト

97/ 6 / 1 - 8 絵 と 古来で被災者 と 交流会

97/ 6 / 1  - 8 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン サ ー カ ス 3 2 1 
ín KOBE 

97/ 6 / 1 阪神 刷 淡路大震災復ili ジ ョ イ ン ト コ
ンサー ト

97/ 6 / 6  阪神大震災鎮魂総尚縦断コ ン サ ー ト

97/ 6 /11 第3 [u] ひ ょ う ご寄席

97/ 6 /13 被 災 の Ilfj �î紡鮮初等学校支援 コ ン
サ ー ト

97/ 6 /14 交流学育会 f阪神 大草壁災 と 宇和J

97/ 6 /21 ひ ろ げ よ う 復興の輪 PA宜T 3 風か
お る & ヌ ーベルエ ト ワ ー lレ ハー ト
フ ル ミ ニ コ ン サ ー ト

97/ 6 /26 第 4 [u] ひ ょ う ご寄席

97/ 6 /27 被災地の復興を願 う コ ンサー ト 「践
動のベ ー ト ー ベ ンJ

97/ 7 / 6  阪神 淡路縦断 人間復興 コ ンサー
ト

97/ 7 /1 1  女子 き な おー楽滋 じ “震災忘れる な"

97/ 7 /15 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサ ー ト

97/ 7 /16-24 紙芝}jj}を楽 し も う

97/ 7 /18 阪神 淡路大震災チ ャ リ テ ィ ー コ ン
サー ト

97/ 7 /18-19 阪神大震災救援 コ ン サ ー ト 「 ピ ア ノ
夏のエ ス プリ J

97/ 7 /19-20 人芝;民 「光跡J

97/ 7 /20 被災地の子 ど も を励 ま す集い

97/ 7 /25 第 5 位l ひ ょ う ご寄席

97/ 8 / 1 阪神 ・ 淡路大震災復興チ ャ リ テ ィ ー
コ ンサ ー ト

97/ 8 / 6  板神大震!とチ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト
r小林研一郊 と仲間たち」

97/ 8 / 7  被災地高校交流会

732 第二主主@ 各稜シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等

主催者 会場

モ ダ ン 寺 ( 本願 手神戸別院) i モ ダ ン 寺

松本克巳 鷹取カ ト ワ ッ ク 教会

兵庫県持 活文化部 フ レ ン テ ホ ー }v

米 /f精彦 (税関職員) サ ノ パ ル ，lili';ギャ ラ ')

河島英五 大阪城野外斉楽àt

湊11 1神社 湊川神社神能殿

人f二の会 (東京都杉並医/ 杉並公会l�{:

マ ン y ク エム 長mv久保IUJ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンサー カ 久 ぬ塚地{ダ
ス 事務局 (久 ゐ考証地長く草壁災
復興ま ちづ く り 協議会)

オ リ エ ン タ ル楽(，� 神戸文化大ホ ー ル

やわ 1 市役所セ ン ヂ ー 合P月間 ラ ポ ル テ ホ ー ル

兵庫県lt-:.l11i文化部 ; JI本i毎日士通 り 劇場

干申〆 ，îî lλi労働組合、 ボラ ン 明石市民会館大 ホ ー ル
テ イ ア グ ル ー プな ど

神 戸 市 立 王塚台rjl学校 広島県 ・ 大野中学校
7 .L ニ ソ ク ス ス テ ー シ ョ ン ブ ェ ニ ヅ ク ス プラ ザ
主主初出JJ千

兵庫県生活丈化部 フ レ ン テ ホ ー ル

芦原市文化振興財f� ル ナ ホ ー ル

神戸市役所 セ ン ヲ 一合唱団 神戸新開松方ホ ー ル

tT 楽 プ ロ ダ ク シ ョ ン 、 レ サ ン シ ャ イ ン麟場
コ ー ド会干tな ど

日 本パ ブテ ス ト 逮�阪神 神戸パプテ ス ト 教会
淡路大震災現地支援委員会

坂本一民、 小林時次 宝塚市立東公民館

男声六重唱団 「 ンパ ン グ コ いずみ ホ ー ル
ン ソ ー ド」

公演友の会 高槻市立生i庄学習 ホ ー ル

灘中央ボラ ン テ ィ ア グル ー 灘区民ホ ー ル
プほか10グ ル ー プ

兵庫県兵教極限阪神支部な 西宮市勤労会館
ど

兵庫県生活文化部 吉本海岸通 り 劇場
PMF オ ー ケ ス ト フ 神 戸 公 神戸ポー ト ピア ホ ー ル
:喪主尾行委員会

実行委員会 尼 崎 ア ル カ イ ッ ク ホー
lレ ・ オ ク ト

兵庫県立淡路農業高校 北淡町民セ ン タ ー

備考

リ
温

ー
庭

交
i主

響、長
( 大

問
阪
)

セ
な ど

チ ュ

公演 : 松 本 必 t2 ( 日 本
ブ イ Jレハー モ ニ ー)

演奏 . ρI島英li (歌手)

大和松111' ( u 本舞踊家)

公演 : I尿美 :nß (歌手 ) 、
青山手n f (歌手) な と
丹 fH 絞 太 郎 ( イ ラ ス ト
L ー タ ) 、 近畿等則 ( ト
ラ ン ベ ソ ト 奏 者) 、 野坂
H日如 (11 家)

�'��麗 JJI1，'，- J 1 1 ア カ テ。 ミ ー
吹奏来[刊な ど

卒中} ' 市役所センタ一合唱凶

浜渦最盛 ( オ ペ ラ歌手)

風かお る ( シ ャ ン ソ ン歌
手)

公演 ， 荒憲一 ( ピ ア ニ ス
ト ) 、 大阪 シ ン フ ォ ニ カ ー
(管弦楽閃)

神戸市役所 セ ン タ 一 合唱
問、 輸出役、 桂春団治

小林時次(紙芝居作家)

公演 : 小林研-êl\ (指揮
者) 、 ハ ン ガ リ 一 国 立 交
響楽団な ど

北海道 立奥尻高校



開催 日 事業名

1997/ 8 / 9  ノ 〈ブ リ ッ ク ー ア ー ト フ ォ ー ラ ム

97/ 8 /10 
ノ ミ jレ開催

97/ 8 /10 阪 神 大 震 災 の 被災 者 を 励 ま す コ ン
サ ー ト

97/ 8 /1 2� 19 パ ソ ナ ド リ ー ム シ ア タ - '97 神 戸
ミ ュ ー ジ カ ル

97/ 8 /17 袋j本みふれあ い コ ン サ ー ト

97/ 8 /18� 19 1I +地渓 学 会 学校教育委員会 r緊
の ミ ー テ イ ン グ」

97/ 8 /22 第 6 �lJ ひ ょ う ご寄席

日7/ 自 /23�25 十t 会教f-{研究会凶集会 ・ 兵庫集会

97/ 8 /23 ミ ュ ジ カ ル 「ほた る ー 絞神淡路大
震災Jこ さ さ く内�j 神戸公?真

97/ 8 /24 ! 輪tH主主J 公演

97/ 8 /27� 29 2警災 Lf{1走の神戸描いた朗読会

97/ 8 /28 復興推進 フ ォ ー ラ ム

97/ 8 /30 第 2 @]文化復興支援 フ ォ ー ラ ム

97/ 9 /13  渓災復興 ・ 歴史 と 文化 を 考 え る 市民
議廃

97/ 9 /16 復興推進フ ォ ー ラ ム

97/ 9 /22 忘れ ま せん 1 月 1 7日 き あ光に向かっ
て手をつないで コ ンサー ト

97/ 9 /26 第 7 司 ひ ょ う ご苦手席

97/ 9 /27 � 1l 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ェ ス テ イ パル97
/ 9  

97/10/ 2 震 災耐 え た ピ ア ノ rCD - 1 3 5 j
再び

97/10/ 4 神p市立須磨高等学校文化祭
97/10/ 7 � 8 震災摩1) r 0 号発行すJ
97 /10/U � 1 2  被災遺児 を 劇 に招待

9山…2 ド7神戸川ス ト リ ー ト

主催者 会場 備考

実行委員会 RIC ホ ー ル 講演 . 符崎み よ し ( リ
ブ ォ ー ブチ ー ム パ ネ ル
- 小林約雄 ( コ プラ ン

代 表取締役) 、 橋本敏 子
(文化農場代表) な と

神戸Ili]際会館ハー ハー ラ 出演 : 小特銀支 ( ジ ャ ズ
ン ド プラザ ピ ア ニ ス ト ) 、 タ イ ガー

大 越 ( ト ラ ン ベ ッ ト 奏者) 、
マ イ ク ス タ ー ン ( ギ タ リ
ス ト j

紛 れ 新潟社、 アサ ヒ 7 ア ミ 神戸朝 日 ホ ー ル 王とt占í : ラ イ カ ン カ ラ グ
リ ー ニ ュ ー ス れ 、 朝H1 新開 ロ ー ヴ ァ ( ヴ ァ イ オ リ ニ
大阪厚生文化事業[司 ス ト ) 、 六 中 智香 ( ソ プ

ラ ノ 歌手)
実行委災会 i 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 l 公演 LDA な ど

cff嵐会 (仮設ボラ ン チ イ ア 神) i ，lí 立駒 ヶ 林ヰ1 学校 'l'�j寅 . た ま ね さ ク ラ ブ桃
グ ル ー プ) 組

日 本地笈学会 ・ 学校教育委 兵[全 県 立J'iI手高校 桑原央j古
員 会
兵庫県'UIi>c化部 "]�:j単ソ ワ オ ホ ー ル

社会教育研究会 ・ 兵隊集会 西山記念会館な と 「 災符 と 社会教T1�J を テ ー
実行委討 会 ? に 数 援 活 動 や ボ ラ ン

テ ィ ア 活動 と 社会教育の
関 わ り を 考 え る

ミ ュ ジ カ jレ庫1)問 「 ら ぶ If 神戸 シ ー ガル ホ ー ル 山 F�(問 (脚本家)
あ と 」
太鼓衆団 「輪Ðl鼓J 神戸朝 B ホ ー ル

神戸 を ほ ん ま の文化都市に 神戸 シ ー ガル ホ ー jレ
す る 会
兵庫児阪神 ・ 淡路大渓災復 フ レ ン テ ホ ー ル パ ネ ル : 小野高給 (戸医
1黄島本商ß 文 化 復 興会議) 、 山 崎 平

Tíi ( コ ー プ こ う べ王軍事)
な と

仮神 ・ 淡務復興支援10年委 フ ェ ニ ッ ク ス プラ 4ザ 講演 . 端信行 (閲;史民族
員 会 "f:t専物館) ノぐ ネ ル :

今 日ì ，lJ..\ ( 阪 神 ・ 淡 路 コ
ミ ュ ニ テ ィ 基金) 、 衛紀
夫 (神 戸 シ ア タ ー ワ ー ク
ス ) な ど

神 戸 大 学 歴 史 資料 ネ ッ ト 御影公会堂 永井路子 (作家)
ワ ク

サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル パ ネ ル : 石森秀三 ( 悶 立
民 族学博物館) 、 太 田 文
子 (北淡町連合ニ ュ ー 婦
人会長) な ど

ア ジ ア ア フ リ カ ミ ュ ー ジカ 鷹取教 会ペー パー ドー ム ア ジ ア ア フ リ カ ミ ュ ー ジ
ル チ ー ム カ ルチ ー ム

兵庫県生活文化部 吉本海岸通 り 劇場

実行委員会 (六甲ア イ ラ ン 六 甲 ア イ ラ ン ド 待
ド地域振興会ほか)
D lド ピア ノ サー ピ ス 神戸文化中 ホ ー ル 問自奇悦子 ( ピ ア ニ ス ト )

神戸 市立須磨高等学校 争中y.::J 市立須磨高等学校
断1)1i語道化座 神戸新聞日松方 ホ ー ル 車I)ffi道化座
か ら だ と こ こ ろ のl官 会 い の リ サ イ タ ルホ ー ル
Jヱ、

実行委員 会 (委員 長 : 末広 神戸市中 央区北野通 り 、
光夫) 異人館通 り

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 733 



開f韮 日 毒事業名 主催者 会場 備考

1997/10/12 寄席 f第 2 図楠 く すの会J 摘 く すの会 白鶴沼造資料館 災十iip;三銭瓶、 笑十品伊仁干缶、
笑福 五千品 三一 、 村 文相、 笑
福亭 ノj、松

97/10/12  渓災 “ 千 夜" 前 に市Kの手記をF月 神 戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン 神戸アー ト ピ レ ッ ジセ ン 南河内万歳 座
討九 タ ー タ ー

97/10/15 ぺ皮イ長夫 永六輔の爆笑教養講座 ゆめ ー 風 10億円基金 テ イ ジ ン ホ ー ル : 波存犬、 永六輔1 97/10/16 第 8 �'J ひ ょ う ご寄席 ; 兵廠県生活文化部 県立淡路勤労セ ン タ ー ピ
パホー )v

97/10/1 9  被災隊�l�::者 と 白書 り 楽 し む コ ンサ ー ト すべての人の心で花を実行 l 子関ド1同大学 叩礼 うとi寅 : 存納呂吉 (歌手)
-{;H会

97/10/19 復興支援掲げ、 雅楽の演奏会 舞 f 雅楽会 jfi ;J、 レ 〆 テ ホ Jレ 舞 子守在来会
97/10/26 と も に築 こ う 新 し い ま ちづ く り 実iJ: � H 会 (委lHと : �UEl 神戸市立一葉小学校 グラ 木 ひ ろ し (歌手) 、 高石

μj 郎 /大正筋商 街振興組 ウ ン ド と も や (歌手)
イt�íl'lffO i 

1 97/10/26 阪 神 大 震 災 復 興 支 援 fHarv e s t 勇気野菜 ブロ ジ z ケ ト ス ベー ス オ ル タ
保
ヤ

バ
ド

ン
ラ

ド
ン
な
カ

と
(歌手) 、 朴

Moon Live � ijjfを渡ろ う あ な た と
事告;こ」

97/11/ 1 r}�\かお る & ヌ ーベルエ ト ワ ー lレJ ウ イ ン ド ミ ュ ジ ッ ク カ ン フ ェ ニ ッ ク ス プラ サ明 J<\かお る ( シ ャ ン ソ ン歌
凡;気7 ; プ ミ ニ コ ン サー ト パニー f i 

97/11/ 2 復興ふれあい コ ンサ ー ト 十申I f [有予をつな ぐ育成会な I L あ わせの村 シ ルノミー カ ; な か よ し 太鼓 グル ー プ、

97/1 1/ 6 阪神大渓災復興支援ベル リ ン フ ィ ル
ハ モ ニ サ ロ ン オ ケ ス ト ラ公;買

97/11/ 7 渓災復興記念特別講演会 日寺 と 教
のmL

97/11/ 8 第47次兵庫県研究教育集会

97/11/20 9 IT'] ひ ょ う ご寄席

97/11/23 議Mi会「震災復興 と 腹蔵文化財調資J

1 97/11/23 震災チ ャ リ テ ィ ーチ ェ ロ コ ン サ ー ト

97/11/24 震災孤児の 「希望の家J 建設協力 コ
ン サ ー ト

97/11/29 北淡町防災教育実践研究大会
97/12/ 6 風かお る & 輝 く 女達チ ャ リ テ ィ ー コ

ン サ ー ト 3

97/12/18 第10 1可 ひ ょ う ご寄席

97/12/23 渓災遺児のための 「第 5 凶ハ ン ドベ
ルチ ャ リ テ ィ ー ク リ ス マ ス コ ン サ ー
ト」

97/12/28 FMMOOV チ ャ リ テ ィ ー パ フ ォ ー マ
ン ス

98/ 1 / 5  震 災 3 周年復興支援 心 に 歌 声 を
'98ニ ュ ー イ ヤ ー コ ンサ ー ト

98/ 1 /10 震災後の文化復興願い、 ト リ オ & シ
ン ブ オ ニ ー

734 第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

と主

実行委員会 (事務}，，)パソナ
ドオ )
神ド女学続大学

兵庫県教育組合な ど

兵!li県生I古文化部

神戸 市立博物館

い も づる の 会

北淡町 防災教育連絡協議会
ラ イ ン ド ミ ュ ジ ッ ク カ ン
ノfニニ ー

兵庫県生活文化部

須磨女子校ハ ン ドベル部、
生徒会

FMMOOV 

実行委員 会 (阪神 ・ 淡路笈
災復興支援10年委長会、 兵
庫県、 21 世紀 ひ ょ う ご創造
協会)

神戸新開社、 神戸新聞文化
財 団

レ ッ ジホ ー ル PWL ホ ム グ ル ー プ、
的機太政な と

神戸間際会館ハーパー ラ ベ ル リ ン フ ィ ル ハ ー モ
ン ドプ ラ ザ 』二 ー 斗子 ロ ン オ ー ケ ス ト ラ

神戸女学院大学 谷川俊太郎、 矢1 1以文

明石市立花閣小字校 パ ネ ル ー 斉藤広雄 (兵庫
県防災除) 、 伊藤滋ー (J'i
ぷ 私 立潮見小 学校)
手REJ、 ノ ぐネ ル討"義 テ ー
γ r た1ii15�にやび、 兵康
の教育 を と う 創造す る の
かJ

宮本海岸通 り 劇場

神戸市立博物館地下講堂 和田証書 行 (立命館大学)

大阪 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 会 公 演 : 出 "1' 賢 治 (大阪
館 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 交響楽

l't]) 
""槻現代劇場 公演 : 百 品正夫 (演歌歌

手) 、 活次郎 (歌手) な
ど

北淡町民セ ン タ ー

新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 嵐かお る ( シ ャ ン ソ ン歌
手) 、 寿ひずる

明 石市立市民会館ア ワ ー
ズ ホ ー ル

神戸ハーハー ラ ン ド キ ャ
ナ ル ガ ー デ ン

ラ イ ブハ ウ ス 「 ダ イ ア モ
ン ド ラ フ」

神戸新聞松方ホ ー ル ニ枝成彰 (作 曲家) 、 松本
美和 子 ( ソ プラ ノ ) 、 永井
和子 ( メ ゾソ プラ ノ )

神戸新潟松方ホ ー ル 公演 林俊昭 (チ ェ ロ ) 、
伊藤 ル ミ ( ピ ア ノ ) 、 高
橋満保子 (バイ オ リ ン )
ニ ュ ー フ ィ ル ハ ー モ ニー
オ ー ウ ス ト ラ な と



詩書催 日 事業名

1998/ 1 /10- KOBE 凶際学生 日 来 コ ン ク ー ル
1 1  
98/ 1 /10 元気ア ッ プ神戸 新春復興凧上げ大会

98/ 1 /11  98新恭jíi輿 ま つ り

98/ 1 /1 1  マ ン ス リ ー ミ ニ コ ン サ ー ト .n し あ
わせの村

98/ 1 /11  撃事 き あ う ト リ オ & シ ン フ ォ ニ ー 神戸
か ら :希�f:の メ ロ デ f ー

98/ 1 /1 1  j 災 災 復 興 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サー ト
r ，f-と米へE う 」

1 98/ 1 /13- 14 ネ'I'J irlí防災教育研究発表会 ( * l

98/ 1 /14- 2 よ キ ア ー ト ウ ィ ー ク ( * l
/ 1 7  
98/ 1 /14 大地渓 子 ど も 追悼 コ ン サ ー ト
98/ 1 /15 デ?キ シ ー ラ ン ド ジ ャ ズ コ ン サ ー ト
同/ 1 /15 震 災 3 !，';J年ぷ念バ イ オ リ ン コ ン サ ー

ト
98/ 1 /15 I I�，凶 「地球交響' 1甘I ( ガ イ ア シ ン ブ オ

ニ ー ) 第 2 番J 上映
98/ 1 /1 5  神) '市 「心の復興J あ じ さ い コ ン

サ ー ト ( * l
98/ 1 /15 阪神大災 災 3 周年追悼 コ ン サ ー ト

98/ 1 /1 5 - 17 定宣博 & ソ ウ ル フ ラ ワ ー ， モ ノ ノ ケ サ
ミ ッ ト ラ イ 7'

98/ 1 /15- 2 ス ロ ベ ニ ア 芸術家 に よ る f阪神 淡
/ 1  路 ア ー ト エ イ ドJ

98/ 1 /1 6- 18 「火の 鳥J
98/ 1 /16 神戸市 . j(;気ア ッ プ コ ン サ ー ト ( * l

全国学校防災 ブ オ ー ラ ム ー兵庫 か ら
の発信一 ( * l

98/ 1 /17 追悼 ・ 音楽の集い

98/ 1 /17 劇問宝島チ ャ リ テ ィ ー 公演
98/ 1 /17 3 周年 メ モ リ ア ル シ ン ポ
98/ 1 /1 7  1 ' 17追悼 コ ン サ ー ト
98/ 1 /1 7  KOBE O N  M Y  MIND 
98/ 1 /17 阪 神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル コ ン

サ ー ト ( * l

98/ 1 /1 7  神戸 市演奏協会 ・ コ ン サ ー ト 「平和
の調べJ ( * l  

98/ 1 /17 主主 主 方 を 変 え る 高 校牛今 フ ォ ー ラ ム
( * l  

主催者 会場

実行委員会 神 ) i ，H序illi振興 セ ン タ 一 、
神戸 文化 ホ ー Jレ

須磨lX民 ま ち づ く り 会議 忽燃海洋

神戸内助け合いネ ッ ト ワ ー 西神第 7 仮設住宅東ふれ
ク j あ い セ ン タ ー前
こ う べ市民福祉振興協会 し あ わせの村本館

神戸新開社、 神戸新開文化 神戸新開松方 ホ ー ル
財 閥

み ど り 銀jJ 文化振興財 団 神J ; 'I)j [ I ホ- Jレ

千申) i ，lill}j :;i.教育%行委H 会、 宇中ド ドi際会長官ノ 、 ー ノ 可 ー ラ
f申) if!í教育委íl会 ン ド 7" う 寸ド
兵庫 ア ー ト ウ ィ ー ク 実行委 東京、 大阪、 神 戸 な どの
長 会 文化路ぷ
日 本ぷff教1 f1 十わ 1申i)J r I ホ 令 jレ
神 ) 快心、館 村l} í約心血;ホ ル
甚i$if r ハ ブテス ト 教会 111i$if'r ハ プテ ス ト 教会

百高二 日 の T シ ャ ツ 宇中) ' ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン
タ ー

あ じ さ い コ ン サ ー ト 実jj委 神戸文化ホ ー ル
民 会
実行委員会 !�UI I カ } リ ヅ ク 教会

東加，'î l l l l反設住宅な ど

日 本版画協会 ピ ア ス ー ギ ャ ラ リ ー

劇同神) ' 神戸朝 日 ホ ー ル
神戸市il'íf>jj ln) 神戸文化ホ ー ル
丈部学?、 兵w県教育委員会 神戸新聞松方 ホ ー ル

伊 丹 地 区 フ ェ ニ ッ ク ス ス 伊丹市中 央公民館大集会
ァ ー ン ヨ ン { 土E 
昔話t!n�烏 しづかホ ー ル
兵昨 県復興推進課 神戸 市勤労会館
文化振興財閥 測や;市民会館
チ キ ン ジ ョ ー ジ チ キ ン ジ ョ ー ジ
阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア 兵周Z県公館
ル コ ン サ ー ト 実行委員 会

阪神 ・ 淡路大震災 3 潟年記 神戸文化ホ ー ル
念 コ ン サ ー ト 実行委員会、
神戸市演奏協会
兵庫県教育委員 会 、 兵庫県 甲南女子 大学芦原講堂
高等学校長協会

備考

角 野!務次 ( 日 本 胤 の 会 会
去l ) な ど
1tllJ -f!11 (演歌歌手)

伊 藤 ル ミ ( ピ ア ニ ス ト ) 、
高橋満保子 (バ イ オ リ ニ
ス ト ) 、 林 俊 昭 ( チ ェ リ
ス ト )

ク ニ�!lf内、 新沢 と し ひ こ

上百Ii)F{r千ff{1バイ オ リ ニ ス ト l ，l
( ピ ア ニ ス ト )

}正ffi(武春 ( 日 本 テ レ マ ン
協会l t1';得、 'G ' 7 ォ ー
レ
務1事、 ソ ウ ル フ ラ ワ ー ・
モ ノ ノ ケ サ ミ ッ ト i 

報告、 パ ネ ル討議 テ ー
マ 「大災災に学 び、 兵庫
の 教育 を ど う 創造す る の
か」

講 演 : 妹尾河童 (舞台美
術 家 、 エ ッ セ イ ス ト ) な
と

大村憲司 な ど
公演 NHK 父響楽団室
内合奏団、 松波三直子 ( ソ
プ ラ ノ ) 、 ア レ ー ナ ア ン
サ ン プル 、 メ リ ー フ ォ ー
ン ズ
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開催 B

1998/ 1 /17 

98/ 1 /17 

98/ 1 /17 

98/ 1 /17 

98/ 1 /17 

98/ 1 /17 

98/ 1 /17 

98/ 1 /18 

98/ 1 /18  

98/ 1 /18 

98/ 1 /18 

98/ 1 /18  

98/ 1 /18 

98/ 1 /18 

98/ 1 /19 

98/ 1 /2 1  

98/ 1 /23 

98/ 1 /24 

98/ 1 /24 

98/ 1 /25 

98/ 1 /25 

日8/ 1 /25

98/ 1 /26 

98/ 1 /31 

事業名

「ゃあ、 こ ん に ち は ! J ti長口 あ き ら
の楽 しい カ ン ト リ ー 之 ュ ー ジ y 夕 、
そ し て 、 し み じみ ト ー ク の ひ と と き
を
震災追悼演奏

花 - 色 そ し て ポエム
追悼 楽の集い

後輿 を 駁i う 「第九J コ ン サ ー ト

「悲 し み のiiJtの深 さ を」 阪神 ・ 淡路
大震災復興チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト
復興支援 コ ン サ ー ト 一心 に 撲 を

3 骨 追悼マ リ ー ホ ー ル コ ン サ ー ト
阪神 大渓災追悼チ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブ

阪 神 大 震 災 主援 チ ャ ワ テ イ コ ン
サー ト
元気ア y ブ神ド ヒ ー リ ン グ コ ン サ ー
ト

神 戸 市 ・ か ん ば れ こ う べっ こ 光 気
7 J プ コ ン サ ー ト ( * )
神戸 “夢" 音楽祭2008- WE LOVE 
KOBE '98 

北淡町 阪神 淡路大震災 メ モ リ ア
jし さ く ら コ ン サ ー ト ( * )
日 米震災国際 シ ン ポ ン ウ ム ~心の
ケ ア を 考 え る ~

フ ェ ニ ッ ク ス コ ン サ ー ト
第l l lÞI ひ ょ う ご寄席
l有l\:教育講座 γ震災 を 契機 と し て 学
校教育に望 む も の」
j簡裁吟遊 コ ン サ ー ト

創刊120周年記念 「 ガラ コ ン サ ー ト J

神戸市 ・ 長 田 区民震災復興 コ ン サ ー
ト '98 ( * )  

問符邦楽 コ ン サ ー ト
復興の 日 々 に -IJii) ま し の コ ン サ ー ト
。98-
川 西市 ー チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト ・
邦楽の宴 ( * )
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主催者

伊 丹 地 区 フ ェ ニ ッ ク ス ス
ァ ー ン ヨ ン
尼崎 フ ロ イ デ合唱悶

神 ".栄 光教会

コーJニJて ル ボ ラ ン テ ィ ア

人 ヰl j直 市l\:セ ン タ ー
ノ ミ ン ド 「ノ、 イ エ ス ト ピ ジ ョ
ン
II イヰキ リ ス ト 教団 伊 丹教会

十申， i ，ti

神戸 市社会誠祉協議会、 神
J^{市総介児童そセ ン タ ー
実行委H 会

北淡町 、 エ グザ イ ル ス 実行
委 tl 会
兵療県教職員組合

兵庫県音楽活動推進会議
兵庫県当 活文化郎
全教神戸 市教職以組合

神)コ I閤心館

朝 日 新向社

長田 長(J(;渓災復興 コ ン サ ー
ト 実行委長会、 神戸市長田
区役所
実行委 員 会
実行委H 会 (事務問 : 大阪
ア ー テ イ ス ト 協会)
1 1 1西市文化財問、 1 1 1 両市三
曲協会

会場 備考

コ ー プ こ う べ生活文仇 ( 諸 口 あ き ら
ン タ ー

大国公慰

六甲荘
伊丹市中央公民館大集会
言日
ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル

神 戸栄光教会

シ ー ガル ホ ー ル

謝WJ亡 ホ ー ル
湊1 1 1 公偉i

fI 本 キ リ ス ト 教[tl伊IJ 教
1 ノ2、， 
キ申) i丈{ヒホ ー ル

�寄 f、品 つ 」、 ブ戸 、/ 日卜

ワ ー ル ド記念 ホ ー ル

北淡町民セ ン タ

兵康県教育会館

神戸朝 日 ホ ー ル
占不海岸通 り 劇場
兵康県私学会館

神戸j関心 ホ ー ル

大阪フ ェ ス テ ィ パ ル ホ ー
Jレ
神 戸 市 防 災 コ ミ ュ ニ
テ ィ ー セ ン タ ー

西宮市 フ レ ン テ ホ ー ル
→f ' シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル

11 1沼市みつ な か ホ ー ル

:i�淡 : ジ ョ ン ー カ ン ジ ュ
( オ カ リ ナ奏者) な ど

公演 関 西 フ ィ ルハ ー モ
ニ - 1";:5.去来図、 IE崎 フ ロ
イ デイ刊IH司
公演 : 加藤l�紀 子 (歌手)

講演 : {; Jド tc ，;J (医師) 、
公演 : 紙ふ う せ ん (歌手)
ノj、林持 'j'. ( ピ ア ニ ス ト )

rÊ�' ト 1主'J�夫

公演 . 力11 山 雄三、 オ ロ
i ぅ 続子 、 南 こ う せつ、 中

同ゴ 三 、 岩崎宏美な ど

ロ ベ jレ タ ・ ノ くー ン ス テ ィ
ン (米連邦 緊台、事態管理
局) パ ネ ル討 議 . テ ー
マ 「被 災 し た 子供 た ち の
心の ケ ア を 米 淘 の体験に
学ぶJ

公演 : ア ン ト ネ ッ ロ (パ
ロ ッ ク 演奏 グ ル ー プ)
:tlt;.出美奈 子 ( ソ プ ラ ノ 歌
手) な ど

朝比奈隆 (指揮者) 、 小沢
征開国 (指揮者) 、 延)京武春



10 . く ら し

関イ華 日 {購考毒事業名

1997/ 2 / 2 神戸市 ・ 元気7 '/ ブ東灘ふれあい交 | 元気ア ツ
流会 ( * ) 流会実行委1l 2?

97/ 2 /13 こ れ か ら の家族 を 考 え る 、 「ラ イ フ ! 神戸新潟tj
プラ ン フ ォ ー ラ ムJ

97/ 2 /13 

97/ 2 /14 

兵庫L県民会館

7 _1 ニ ツ ク ス ス テ ー シ ョ ン | フ ジ ッ コ 本社
【'i

7 ν二 ツ ク ス ス テ ー シ ョ ン | 東浦町サ ンパー ク
�Útli 

p葺 折半京一

97/ 2 /23 争保 神l '市断i閉会和 ド"己 | 神 Ih断I商会 | 神戸 悶際会議場

限 外 渡 効F 再 �公 [五i ど絞 ラ | フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

97/ 3 /20 

97/ 3 /22 

97/ 3 /29 元気ア ソ プフ ォ ー ラ ム

97/ 4 /τ一一寸JU<Í'正反証函王面会研究都、会 不ワ ー -/
霊iJY�ク)銘定"千個」

山 / 5 刊の今 これから 印 合 鴻 | 被災恨の会 そ 川)5" 1 ブ エ ニ j 7 A 叶

1 97/ 4 /10 講淡会 r 自律 と 共生の21世紀 を 日 指 | 内外情勢認査会神戸支部 | 神戸市内のホ テ ル
し て 創造と 復興J

97/ 4 /10 研究会 「災害弔慰金の支給等に関す | 議員立法実現推進本部 | 参院議員会館
る 、 づ く り についてJ

97/ 4 /17-23 1 復興め ざ し被災者励 ま す 「素晴 ら し | 山間成男 な ど | 県民ギャ ラ リ ー

講演 貝原俊民 (兵庫県
知事)
小 旧 安 (作家) 、 本 防 相
次 ( 匡I Si議員)

l 戸、屈し
97/ 4 /19 議-淡:i.?1あ なたのお う ち は大丈夫 ワ J I 学園都市 YMCA ( 1 級建築 制

97/ 4 /19 

97/ 4 /1 9  
97/ 4 /20 
97/ 4 /20 

97/ 4 /2 1  
97/ 4 /29 

5 / 3 -) ]  

97/ 5 /10 

LMV一J
t
一
ノ
一/什l-

一ア一

一

ス一
引一
ナ

エ一
93一
ミ\

ム以
一

フ

一明一
セ

花一
す一
e-
ド

b一
宇一
l一
仁

六人一
球一
m一
集

ん一
地一
C一
題

り一
べ
一
吠一
向

ん一
う一
切

一市

り一
こ一
小一
都

一

一

一
つリ

:

i

 

ウt一
t々一
一-
ワム

:
;

 

/一
/一
/一
/〆

にひ一
民υ一
ぷυ一
Fb

/一
/一
/一
/

ウt一
ウー一
ηJ一
ウ/

Q、一
Qυ一
ハy-
Qd

北 緊急1t宅」、 パ ネ
討議
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医日「ー

いτ

戸一

た か と り 救援基地10∞ Fl

1 日 震災絞興特別相淡所 1 総務庁
災害被災計等支援法案の実現 を 求め 干訂己一議員 法実現推進本
る 神戸集会 | 部

兵庫県公館

忘れん と っ て ね、 1. 1 7 リ タ ン | \忘れん と っ て ね 1 . 17 J I ギャ ラ リ _ r ナ フ
事務局

復興推進 フ ォ ー ラ ム 淡路地域 | 兵庫県 | 県立淡路文化会鮪

市外、 県外遊難者ブ ォ ー ラ ム

被災者復興支援会議第 7 U1J フ
ム

な いぞ う 」 展示会

フ ェ ニ ッ ク ス 7" ラ ヰF
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97/11/29 

97/12/ 3 

97/1 2/ 5 - 6 

97/12/1 2 

98/ 1 /10 

98/ 1 /10 

一一

三
一

98/ 1 /1 1  

備考

ElI 利 子 ! テ ー マ
と f止十主管理」

神) i市 \" :，1ヒ [x!(セ ン タ ー
兵同z 県 官

( * l  
震災復興支援者 フ ォ ー ラ ム サ ン ボー ホ ー ル

98/ 1 /15-17 I 第 3 [il[ f!i!": と NGO の 「防災J ffi[際 | 市民 と NGO の 「 防 災」 包
ブ オ ラ ム ( * l 1 1祭 フ ォ ー ラ ム L己行公民会

98/ 1 /17 

98/ 1 /16- 1 8  I 大災災 3 浩]年1 ， 1 7メ モ リ ア ル行動

京災 3 周 年 長ICB メ モ リ ア ル デ ー

阪神淡路大震 災，J'H差 ・ 復興
兵原�f;J，県民会議 な ど
兵庫県職員労働総合県庁文 | 菅 原市場TìíJ広場
部
阪神i有ヲ有名 }I!j会ママの会 I Jじ田T%f�点u98/ 1 /17 阪神大渓 災 3 日i忌追悼バザー

日日/ 1 /24 元気ア ッ プ侮興需を ( * l 気ア ッ フ 夏興祭J 実行 | 兵庫県立立;性セ ン タ ー な
委 員 会 | ど

98/ 1 /24 フ ェ ニ ッ ク ス 活 動 助 成 問 体 交 流 会 | 引j�復興県民ネ ッ ト | 兵庫県中央労働セ ン タ
I ( * l  

第 ;草 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ す … ・ イ ベ ン ト 等 739 



1 1 . そ の他

十Ilり i fじ な と
よ 本県 フ ラ ワ ー セ / タノ、、.;L， 

Jv 1f-:YJ:;!犬反 φ98 I 長 H I科使)，，)
f 従 事� )じ 勾 い ぺ ぃ

い っ ぱい の 集いJ 行委長 | と
会、 衿戸市内区役所、 f j乙
矢ア ッ プj り 1J 商!メ J在進協
議会

九 回阪神 ‘ 淡路大震災犠牲者追悼 | ユー ， ア イ ア ソ シ エー | 伊丹市昆陽池公園

つ ど い 1 . 17 ( * )  
ン ヨ ン
っ と、い1 . 17実行委員 会 i 吾妻小学校跡地な と

神戸市 ・ 「市民のつ どいJ ( * ) 市民のつ どい実行委員 会 | 神戸 文化ホ ー ル

く資料提供 財 ) 2 1 世紀 ひ ょ う ご創造協会
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;
公演 : 神戸 フ ィ ルハ ー モ
ニ ッ ク 、 風か お る ( シ ャ
ン ソ ン 歌 手) 、 ト ー ク ・
野田浩 一 ( オ リ ッ ク ス ) 、 |
長島B自治 ( ヴ イ ッ セ ル神 i
戸 ) 、 林 敏 之 (神 戸 製鋼)
コ ン サー ト 、 フ リ ー ト ー
ク な ど ベ ノ ク 氏作曲 ー
組曲 「神戸J
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I 2 . 学会等

け 主 虫干i 会γ'会
楠 迂 地質研究会
砂防学会
j也渓予知連絡会
地すべ り 学会
自然災守J 科学総合研究BI 研究連絡委員 会
地盤 工合J 会

日 本計 算工学会
日 本 コ ン ク リ ー ト E学協会
日 本地疫学会

γccp 、 Olυ u.ac.jp !main/eqinfo/e司ìnfoJ.html

http://www.eri.u.tokyo.ac.jp/Jhome.btml 

http:// www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/earthquake.h tml 

http:! / www.tuat.ac.jp/Earthq uake/ORZ.hlml 

http://www.arcb.metrひ11.ac.jp/ �kyamamtlr /S_I-Iyogo_Pref _Eq/ index -j.html 

http://iwana.mss.yamanashi.ac.j p/ � nakagomi/hanshin.btml 

hltp:/ /wwVv".bukkyo"u.ac.jp/mmcO] /naito/ cyosa.html 

hllp:// wwwsoc.nacsîs.ac.j p/kss/ 

bttp://wwwsoc.nacsis.ac.jp/tr白p/îndex.html

http:// '0.'v"，'w .rs.bio.mie. u.ac.jp/ sabo/ indcxj.htm! 

http://cais.gsi.mc.go.jp/YClCHIRENI]lS/ccephome.html 

http://landslide，dpri.kyoto-u.ac.jp/ji5u.html 

http://jndsg.dpri.kyotO-l1.3C.jp/saigai/ 

; ht壮tゆp:!川wwso凹C.nacslS 川)，ν/

ht仕tp://wwwsoc.nacsis.3C.jp/壮jsce21i旧ndex.html
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ー ラ 2000J

神戸注i際総光協会

httv w\n\'.k k.moc 氏。 ÎP! homelìndcx.html 

http:! \vv，，-\\" .keokcn 印l..Î p/kcnken/O 1 homelindex3.btml 

http: \\." W\V.T110C だり lP 'disaster/indE'x.html 

http J \\-\\'w.ln [ocock.chuo.kobe.jp/kukonews/ 

hUp;; ! www Lnw"hnd.of jp/kobe-mic/kipcl index.htm 

htlp:1 / Ww\\- .Cìly， kobt'..I plindex.html 

htlp:/ /www.cit�-.kobt'..ip1 ci tyofficel 1 5/0201 quake/index -j.btml 

http://www.city.kobc.jp/cityofficel 1 S/O 2 0/99 1881 index.btm 

第三重詳@ 震災復興関連イ ン タ } ネ ッ ト ホ ー ム ペー ジ URL 集 743 



間ぇ神 淡路 大災災信託興 支被告'[ 1" フ ェ ニ y ク ス プ ラ ザ」

阪神 淡路従興対 策本部保興だ よ り

阪神 淡路夜明m策本部[対応ホ ー ム ベ ー ン リ ス ト

htt)J:， ， \\'eb，prd，hyogo.jp/ 

htlp:， \'v'eb.prd.hyo氏。jp/hukkou/index.htm 

http: web. prd，h yogo.j p/ syoubou/ìndex.h tm 

httP:/ ， 'WWì\'.prd.hyogo.jp/ 

http://www.hyo宮o-iic ，ne.jp/

http : //wC'b.prd.hyo符o.jp/tosyo/index2.htm 

http://www.heri.or.jp/ 

http://www.kankeiren.or.jp/index.j.htm 

http:/ Ijasbc.webcily.ne.jpl 

http:/ Iwww.kobe.coop.or.jp/ 

http://www.jssi.or.jp/ 

http://www.hacf.or.jp/index.html 
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7 . ま ち づ く り 協議会等

大l!lIlIT 1 T I I ま ち づ く り 協議会

大橋 3 f l l ま ち づ く り 協議 会
{制限敷j母 2 r t l ま ち づ く り 協議 会

神 楽 町 4 r t i ま ち づ く り 協議会

干*)i r1Hfl終{メ f 成|耳J 4 Jti 常習室町 4 f Fi t\"I " ) ま 色 づ く
り 協議 会

村þド ま ち づ く り 協 議会連絡会

新開地問辺地[メ ま ち づ く り 協議 会

鷹取京地iメ 復興 ま ち づ く り 協議 会

ト ア ロ ド地iベ ま ち づ く り 協議i�

i毛m 東部 ま ち づ く り 協議会

灘'1' 央地[x ま ちづ < 1) 協議会

問須磨 ま ι っ く り 懇談会

�f I日北部地[x ま ち ゴ く り ホ ー ム ベ ー ン

阪 神 大災 災復 興 市民 ま ち づ く り 主;媛 ネ ッ ト ワ ク 関 連
ペ ー ジ

58怪肉J復興住民協議会

I菜IL地が ま ち づ く り 協議 会

絡1 1 日 開J 4 T 1 1 ' 5 rFi ま た づ く り 協議 会

松本地区 ま ち づ く り 協議 会

衡fzl里f ま ち づ く り 捻jj主13

'i�' 3 ・ 4 地以後興対策協議会

水l!lj ま ち づ く り 協議 会

間また下町活'lt1t委討 会

8 ボ ラ ンテ ィ ア . NPO 
AMDA ( ア ジ ア 医的連絡協議会)

IlAR は る 恭金

H P l 1 7  frorn KOBE by で ん が な ま んが な

Inteγ V net.SFC 

I\OOR ( コ ア ) 実行委員 会
NEC ボ ラ ン テ ィ ア ワ ー ル ド
NGO 外閑 人救援 ネ ッ ト
NHK ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト
NPO's ENCYCLOPEDIA 
NPO (民間非営手IJ組織) に 関 す る 情報

NPO 情報 ネ ッ ト
Power - 市 民 の 力 一

Toshi-shi の住 ま い ま ち BOX
VAG ( ボ ラ ン テ ィ ア 支援 グ ル ー プ)
VAG ( ボ ラ ン テ ィ ア支援 グ ル ー プ)
VAN ( ボ ラ ン タ リ ー残築家機構)

http: / ， ' \vww.marin.oγ j p /併)t a l !

http: / / W WW.märin.or.jp/ooh乱:i/

http: / /ww\\..marin.or.JP/machiren/o2_c.htm 

http: . /www.ITl(jrinJJf.jp/ 1日A立ur"d/

http://www.marin.or.jp/chito-1- ! 

http;//w\vw.marin.or.jp/machiren/ 

http:/Í\:\"ww，m白ri n.or.j p/ sinkaici / 

http: ; '/wW\\'.marin.or.j p/Uikahi日立 /

こぎ竺土 ma生三日p. toa 

http://www.marin りr.jp/日開atato/

http:/ / www.marin.or.jp/marhiren/na_cc.htm 

http: / /www.marin.or.jp/ni旧日um礼/

http://町)(lak ita 只tb.co.j p / noda k i ta/ index. h tml 

http / /web.kyotü-i耐え or.jp/or広/gakugei/kobe!index.htm 

http://www.marin.o[.jp/machiren/bi_c.htm 

http: /./www.marin.or.jp/fukae/ 

http: //www.mari n.or.JP/hoso4・G/

http:/ / www.marin<or.jp/matumoto/ 

http;// w\vw<marin.oγ Jp/manol 

http'，  íwww.marÍlLor.jp/misu 3-4/ 

http;/ íwww.marín.or.jp/mízuyoní 

http://www.marin.or.Jpímachiren/m idoro.htm 

http://www.amda.or.jp/ 

h ttp:/ í we b. kyoio-i net.or.j p í orgl gak ugei I mok u rok u í tosi í f u kkou Ik i nmok u IharO 0 

I1tm 

11ttp:/ !www.kitanl.t.com!HP l 1 7.htrnl 

; httゆp:!υ!八川/江w川ν阿�川A

i lh1tutEp〉 //i叩υr.hiリjiyama.u.ac.jp! �96 2c02 4!koor l .htrnl 

http:í/www.jca.ax.apc.org/ -nposc/勺1dex.htrnl

h社p:l/www.jca.ax.apc.org/power /index.html 

http://member.nifty.ne j p/toshishilindex htm 

http:íl www.osaka-med.ac.jp/vag/ vag.html 
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-\"o!anet/ index.htm 

hUp' I apol lo.m .ehinl{."� u.ac .j p/icn札

タ ー 不 ノ ト 上で活躍 し て い る ltil\: た すけ 一 市民治 I http: ' /ac:LaimcoDi.co.jp "�m川s\vr(ì， tunagu/ npoyp.html 

htlp' ccs.cla.kobe. u 討 I P A s は :H /Funaken/IV� ! ìnd目 jp.html

http'  I w w w .jca.ax.apc.or只 ywc;Losk:

よL ザ ひ ょ う た ん な ま ズJ を 個 人的 に応援寸 I http:/ / w ww . k h.rim.or.jp/ �j町旬。u'ok山vo/

ン テ ィ ア 委 H j'{

多文化共丑 セ ン タ ー

た ま ね ぎ通信
中央区 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

デ イ リ

htw 込clrn.kanaヌawa-lUlc.jp /Voj '

http- www.hc.kana広江 λc.j p /docs/circie/voìu/indcx.j .html 
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Cat ()f KOBE 

EIC 地袋'Y ノ ト

Eiko 110 Home Ps停〉

Febrnarv í， 1 99 ろ ト:山 thquakぐ in J;ìpan 

FEMA (連邦緊念、 事態符照Ih

l!ELP (災 の ttl今界共;1立の ヒ ト グ ラ ム を作ろ う )

]apan Res引げch .Review 

Kansai Are代 Farthquake information 

KRI日目 ( K ob(' Resparch Information SupporL Service) 
Kunizuka 

Mv Hometown 

1\0 !'vlore I\obe1 

五γF サー ピスi主党u五ホームベ ジ
。�NET24 t品絞の阪神大震火r:4j述f，'jf長

Han日hin (Kobe) Earthquake 

Hvo符o Earthquake (Hiγoshi Fukunishi) 

芦屋物μ
ア レ y ク ス 防災資料館
一小児科医がよょた阪神大震災
エキサ イ テ イ ン グな 街、 神戸
F4池和夫のホ ー ム ペ ー ジ
小暮雅之 さ んの百三災ボラ ン テ ィ 7 . PTSD のペー ジ

只ぐ りr.jp x/ koba，'kりbe.htJη

http' w\l，:weiceri.ll-lokyo.ac.jp/EIじ 'EIC_\ev，:s/indどx，html

http: : 日thi-DeLor.jp �:\T 1 E-A.SZK 'indt'x.html 

hup ' '0，'\\"\\ 釘locom.ac.j p 九NS/carthq uake.html 

http:- W\，，:w.fcma 氏。v :

h ttp' www.jidpo.or.jp.lj apandesign/project/help-j/help-j . O l .html 

hltp/ λa 机 ide.acl.jp!

http:- 'ww\'\: .jri .co，JpijR記 index.html

h壮p: ぉon:V'.co.JP! earthq uake/index.html 

h口p 'mcch.mcch.knbe.u.ac.jp/J口 iss.ht.ml

http:/ W\>.;w.JPu.co.jp /k unizuka/ 

!日t[Y 引hη什 01".jp/ -volanet/nagat公/index.htm

http:，' / W \\"w.st.nm りγ jp! -k_ono!kobe_q.html 

http' 'dornino.tas(.c乱l'.nU.co.jp/

h壮p: www.cs.osakれfn，u.ac.jp/misc/onetL -t/ zjisîn.html 

h壮v 則Jsb.com

http'! W\VW..IpLloet.or.jp/spockl 

http://www.vCTWl.toyama.toyama.jp/�revolver I 

http://www 北 !ïnl.Oì".JP! -kal1ada!kobe�quake! 

bttp 人'rrwmhぞr.n i fty. f1('，j p/ fukunishî/ quake/ quake .htm 

bttp:; www.mann 川 j p/kobekara!

http' W\J..，'w.ceres.dti 日t.jp!-mat/index.html

http://www.alexgroup.com/disaster/index.htm 

http://www2.hara.cs.keio.ac.j p / -rok/ newkobe/kobe.OO.html 

h1 tp: ! / m()m bef.ni fty .nc'.jp/tadysroom/link4.htm 
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神 ) ' ltI外[RI 人民f1{地

神 l' か ら の祈 り

衿 l ' か ら の屯 f メ イ ル

神) ' 明港 住民tz渋

f 神) î 'l;ヤ{在 。 iU\Cj文京」 メ ー リ ン グ リ ス ト

4わ
f申い 守宅{荏

神) i竺泌 を

イ申) 芝研究所

?中1

干�l l i 新 i潟村

ネヰlJ I- ' [f甘 への切、い

神戸依災地 日

神 戸 よ り 、 次 な る 震災 に 向 け て ( イ ン タ … ネ ッ ト と 後災
と ー ・ ) 

十時7 1 1J ポ ー ト '98
「守中) ' ル ミ ナ リ エJ の経済効果 ( さ く ら 総fJJf )

神 l î )レ ミ ナ リ エ

fql) i レ ン ガ ・ プ ロ ジ ェ ク ト

こ こ 九 の ケ ア セ ン タ

イ ン タ ー ネ ッ ト の研究

http:/ / azumi，shinshu-u，ar，jp /quake/son y / î ndex.j .htm 1 
http ノ 'www.CぉLsony .co.j p/ earthquakc I índex.j .htm I 
http:/ /www.rarf. riken 氏。 J p / newぉ/earthquake/示。nv/iηdεx.j .html

http: 'www.bosλi.go.jp/ ('t'nter / Latest主lap.j.html

http: . /wwvv..biwa.or.jp/ �hykw5 1 04 /ganbarcl符札口baremenu.html

http://nodakita.gtb.co.j p/vod/ 

http://apoJ Jo.nl.ehime- u.ac.j p ! 叫幻治/index.html

http : / / www.por印eLne.jp/ へ 1Íroaki/叩ttle/index.html

http'l !vil la氏e.infoweb.OLj p ' -J[lOγ， / 

http : / 九Nww.win，or.jp/ -引d l 0 2 6 3 ! fk.html

http: / /www.rem us.dti.ne.j p ノ -nausi ka I index.htm I 
http"/ λ'w.mars，dtì.ne.jp I ぉimiki/ knbc/ maí ìingl lst.htm 1 

http: 只eidai.{lc.jp/ -yamauchi/bunkazaゎ匂cience/ tanil saigai. h tml 

h ttp:， www.iijn(.1.or.jp/sankeilk u rasil wee k 1 / shinsail sh insa i h ome. h tml 

bttp://www.kobe-sc.tao.or.jp/sun-tv/ 

h社p://w\vw.jri.co.，ip /]R宜 ! 1 9 9 7 0 3 !jlslnyoti.htm

http://www.pisco.ol1s.ac.jp/indexl.html 

http://www.kobe.coop.or.jp/syomeilìndex.htm 

http://www.db.shibaura.it.ac.jp/eq-net/ shinsaiYP /home/ index.html 

http://www.bekkoame.or.jp/ -kikushin/jishin.htm 

bttp://www.hypermcdia.oγ jp!jjs/ 

http:// ccs.c13.kobぞ u.ac.jp/Asîaパリsitor/ Arnano/ Amano.html 

bttp:! !www2s.blglobe.ne.jp! -yosllugu/ 
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服部バーデr t'I1 J i か ら の 硲
「保持! ' 淡路 大災 災J 名 のペ ー シ
阪神 J走路 災 従 事、l 兵 庫 日心乙会:議

阪神淡路大災災 と 1'1-

i 神 淡路大災 災のぷ録
阪神 ・ 淡路 大 災 {え の
阪神 ・ 淡路 太災iJ�の1\1:111 ' 復興事業 に伴 う 環蔵文化財 の
溌掘調奈
阪神 ・ 淡路 ル ネ ッ サ ン ス ・ ブ ア ン ド
阪神笈災之が;活動報告 ( LU梨大学工学部)
阪神大京災
阪神大渓 災 2 ir 5000人災態調査 (読売新聞大級本社)
阪神淡路 た笈災、 1 周年会幽
阪神大浜災 ('lf!I神社の被害 と 復興)
阪神大渓災情報'よ� I
阪神大;災災その時その後
阪神大波災 に あ っ た 子供 た ち を 励 ま そ う !
紋神大災災 に 対 す る 神 戸 市 内 ボ ラ ン テ イ ア 団体活動 レ
ポ ト
阪神大震 災 に よ る 建造物の損壊 と 負傷 に 関 す る 実態識変
結果の概要
一 阪神大 災 フ ォ ト ・ レ ポー ト - my town Rokko 

www . h on氏。 ぞれ u . t ()k 、 c， れ じ jp / -�('7 1 ，1 1 O / Il I R O S ETO/ SO l ，  H E L  

IL\\日HlN F1 KKOl'html  

W 札 klt川wt.com ' M L. h tml 
収 e1C.cn.u-to k \ υ 九c Jj) ::oti-kcnkY\l 

m e m b(.r ぞ l P ノIlobuva}.:u ' d i 山 、 h tm

三 IUメtnd.ne.Jp I � 、ton

ば JP' 九'nllZU山" 山o n仁川 IJn-)wt. h t m l  
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阪 紳 大渓災復興↑11\91ホ ー ム ペー ジ

ßii伸 大渓災ボラ / テ ィ T J己録な ら びに ，
動

阪神大宣言災ボラ ン テ ィ 7 W;九一
阪神大災災 メ モ リ ア ル

彼災地の ア ス ベ ス ト 対策 を 号 え る ネ
被 災地のj也凶情報のペー ジ
被 災 リ ポー ト

「兵同{除持j部j由夜 j に よ る 、
j; 11 ' ア イ ラ ン ド crn

兵庫県市部地百三 に i渇す る ?号待念級機関 か ら の情被
従興二 { ー ス

ド右災父象的耗iサ ー ピ ス
41J I I 新開 社 (似持 た災災の記録j
jlJ H í庁間 阪神大足立災 f ど も ウ ア ネ y ト ワ ク 事業
松本，1 人のホ ム ベ ル ン

http' \\"ww，nri.co.J P  / q uakc ' 

l1ttp;/ /\v w w l .odn.nC'.j p /fukkou! 

bttp" ! 't('nki .oγ J P '  

t / T tomo ieqiinò('x .jp.html 

http: ! .www .mainichi .c().jp /photo山lllerv / shinsai/ i nd('x.htm 1 

http' WW \\' .amy . h i  -hO.n�' .jpí 111 asato- m/ m aぉato/index.html

;)<，谷ゼ ミ ナ ー ル I hllp' eb.kv叫0-loet 肝 j p/ org/ gak ugei/kobe/ m izutani/index.htm 

( メ … カ ー の I!)措 か ら j 渓災 不 y ト の思い出 ( 1 ì _. ( 5 ) 川町 ノwv. 札 口tLcυ J p /mirror 会hin削/doraemon.txt

め さ せ 民ATlVE 1関 何 人

物 胤ル ボ ル タ ジ " 地表 を め
ユー タ の ホ ー ム ペー ジ
ょ う こ そ OFドi仁E ‘ サ ト ーヘ
ラ ン オ f河内
)'i1i'のための都市環境デザ イ ン人I"J

ンへょ う こそ 1

セ キ ュ リ テ ィ 関連サ イ ト
均夜、 火山防係 リ ン ク
地 リ ン ク 焦
報道ネ ッ ト ワ ー ク (災害情報タ ー ミ ナ ル )
災住 関連 リ シ ク 集
阪神淡路大反災彼興支援 ( リ ン ク )

\'v' W\Y 只ecom.co.JP ぉecnr/sεctLO..1 .html

k a mO.elï.U tokyo.ac.J p ' Sl "l<ド1'<じ 'jindex.html
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3 カ 年 を 振 り 返 っ て
神J 1-新i1司情報科i'f:研究所在m所長 松本 誠

阪神 ・ 淡路大震災は災害の規模の大 き さ と 、 そ の 後の復興過程 に お け る 問題の広が り 、
影響す る 範囲 の 多面性か ら 、 多 方 面 に わ た る 学術調査や調査研究の対象 と な っ た 。 同 時 に 、
震災関連の記録や資料の収集 ・ 保存 ・ 公 開 の分野で も 画期的 な 取 り 組みが行 わ れ、 H 本の
資料 ・ 文献の記録保存の あ り 方 に 大 き な イ ン パ ク ト を 与 え た 。

こ こ で は 、 震災後 3 年 間 に取 り 組 ま れ た震災関連記録 ・ 資料の収集 ・ 保存 を め ぐ る 動 き
の 特徴 と 問題点 を 振 り 返 り 、 今後 の課題 を 提起 し て お き た い。

1 . 収集 ・ 保存へ早い立 ち 上が り
震災後、 い ち 早 く 震災資料 の 保存 を 訴 え 行動 を 起 こ し た の は 、 地元 NGO 救援連絡会議

に文化情報部 を 設立 し た坂本勇 氏 だ っ た 。 当 時 、 駿河合 大学非常勤講師 で東京修復保全セ
ン タ ー 代 表 だ っ た 同 氏 は 、 現地入 り と 同 時 に被災 し た建物 の 中 か ら 歴 史 史 料 な ど を 取 り 出
す レ ス キ ュ ー 活動 を 開始す る 一方、 「行政文書、 救援復旧 報告書、 映像資料、 パ ソ コ ン 情報、
ボ ラ ン テ ィ ア 記録、 企業 ・ 地域の ミ ニ コ ミ 紙誌 な ど多種多様 な 記録情報の 調査 ・ 収集 ・ 保
存 と 恒久的保存 ・ 利用施設の実現」 を 呼 びか け た 。

こ れ に 応 え て 4 月 、 兵庫 と 大阪 の 図 書館、 史料保存機関 の職員 有志 ら が 「震災記録 を 残
す ラ イ ブ ラ リ ア ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク J ( 通称 ・ ラ イ ブネ ッ ト ) を 組織。 会合 を 重ね な が ら 「忘
れ で は な ら な い震災の光景、 真実 を 伝 え る 貴重 な 資料、 人 々 が そ の ー韓 を ど う 生 き た か、
そ し て 妨災都市 を 建設す る た め の教訓 を 後世 にf云 え る た め に 、 1 点で も 多 く の 記録資料 を
残 そ う J と 呼びか け 、 「地域 の 資料 は地域の公共 図書館 ・ 資料保存施設で収集 ・ 保存 ・ 公
開 す る の が最適」 と の考 え に も と づ き 活動 を 畏 開 し た 。

図書館等への ア ン ケ ー ト 調査 の 実施 に よ り 、 ①被災地各国書館 の 震災 関連資料の収集 ・
保存体制②震災時の 日 刊紙原 紙の保存状況③新 聞 各紙の 地方版原紙や取材 ・ 放映済みの ビ
デオ テ ー プの保存状況 ー な ど を つ か む と と も に 、 保存の重要性 を 喚起 し た 。 ま た 、 図書館
界への は た ら き か け に よ り 、 全国 的 な 資料収集 を 呼びか け る と と も に 、 震災記録 に か か わ
る 人た ち と の交流 ・ 連携活動 を 展 開 し た 。

神戸大学付属 国 書館や神戸市立 中 央図書館、 共産県立図書館 な ど各公共図 書館 は こ う し
た 流 れ の 中 で、 従来 は 図書刊行物 に 限定 し て い た受 け 入 れ文書資料の枠 を 大 き く 広 げ、 震
災 に 関連 し た ピ ラ やパ ン フ レ ッ ト 、 チ ラ シ 類 、 手書 き の ノ ー ト や メ モ類、 写真、 録音テ ー
プ な どの 「生資料」 も 対象 と し て収集 を 始め た 。 ま た 、 積極的 に震災記録や資料の提供 を
一般 に 呼 びか け る な ど、 能動的 な 資料収集 ・ 保存 に打 っ て 出 て 、 震災文庫 や震災関連図書
コ ー ナ ー な ど を 設 置 し た の も 、 日 本の 図 書館 と し て は 画期 的 な 出 来事 だ、 っ た 。
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2 . 収集対象資料の多彩 さ
「震災関連記録 ・ 資料」 と ひ と 口 に い っ て も 、 そ の対象 は 多種多彩 に の ぼ る 。 文献資料

だ け で も 、 図書館が通常集め て い る 図書 ・ 雑誌な どの刊行物 に 加 え 、 ①社 内報や報告書 な
ど企業や 団体の刊行物②手記や文学的作品 な ど個 人の刊行物③報告書や計 画書 、 広報類 な
ど行政 の 刊 行 物④各種の 新 聞 類③ ピ デ オ テ ー プや CD-ROM、 録音 テ ー プ類⑥ ピ ラ や チ ラ
シ 類⑦編集 ・ 印船 ・ 発行 さ れ て い な い手書 き ノ ー ト や メ モ な どの生資料ー な ど多 岐 に お よ
ぶ 。 こ れ以外 に も 、 震災で壊れた鍋 ・ 釜 ・ 食器類、 衣類、 時計、 調度品 な とぐ の生活用 品 。
壊れた り 、 焼 け た り し た 産業機器c 住宅や建築物、 高架道路、 高架鉄道、 港 湾 、 竜柱 な ど
の建築 ・ 構造物や部品 も 、 時代 を 経 る に し た が っ て資料価値が増 し て く る 。

阪神 ・ 淡路大震 災の 「震災記録 ・ 資料」 は 、 震災直後か ら 刊行 さ れた 調査研究報告や体
験記録、 新開報道記事、 放送映保の 類 は 各 図 書館 な どで比較的順調 に 収集 ・ 保存 さ れ て い
る 。 し か し 、 刊 行 さ れ て い な い、 い わ ゆ る “灰忽文献" と い わ れ る 報告書や研究論文、
会発表資料、 ミ ニ コ ミ 、 行政の ま と め た 報告書類 な ど は 、 一部の 関係者の努力 に も かか わ
ら ず、 網羅的 な 収集 に は ほ ど速い。

東京都墨 田 区横綱 2 丁 目 に あ る 旧 陸軍被服廠跡 (震災記念公園) に あ る 関東大震災の復
興記念館 に は 、 た く さ んの震災資料が展示 さ れて い る O 今回 の よ う に 震 災直後 か ら 収集 ・
保存活動が行 わ れ た わ け で は な い か ら 、 後世集め ら れた資料がほ と ん どだ。 避難場所 を
き 入れ た カ ー ド と ケ ー ス 、 焼 け 焦 げ た 菓子 と 箱、 人形や置物 、 ト ラ ン ク 、 提灯、 時計、 水
筒 、 シ ャ ン デ リ ア の破片、 ミ シ ン ・ ア イ ロ ン ・ 鍋 ・ 釜 ・ こ ん ろ ・ 茶碗 な どの生活用 品 、 焼
け た だれ た タ イ プ ラ イ タ ー や電話器、 ビ ー ル瓶や硝子の溶解物。 世界各国 か ら 送 ら れた 救
援物資 や 激励 の書画 な ど も あ る 。 発電機が溶解 し た 回 ま り な ど も 屋外展示 し で あ る O

ひ る がえ っ て 、 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 世界の 人 々 の 目 を 《 ぎづけ に し た 高速道路や ピ
ル の倒壊現場、 崩 れた 岸壁 、 住宅の倒壊現場は こ と ご と く 姿 を 消 し た。 わ ず か に 神戸港の
メ リ ケ ン パ ー ク の 一角 に 、 崩 れた 岸壁 を 保存展示 し て い る だ け で あ る O 震源地 に 近 い 淡路
島 の 野 島 断層 保存舘が初年度 9 カ 月 で250万人近 い見学客が殺到 し て い る こ と を 考 え る と 、
視覚 に よ っ て 体現で き る 震災 の現場が保存 さ れな か っ た こ と は 、 将来の悔い に 残 る O 唯一
残 っ て い る 神戸市長 田 区 の “神戸の壁" も 、 再開発事業 に よ っ て撤去、 淡路島 の津名 町が
震災記念公菌 の モ ニ ユ メ ン ト と し て 引 き 取 る こ と に な っ た が、 こ の種の モ ニ ュ メ ン ト は “現
場" を 離 れ る と 価値が薄 れ る こ と を 考 え る と 、 被災地 ・ 神戸か ら 惜 し い “震災の 生 き 証人"
を 失 う こ と に な る 。

身 の 回 り の 生活 用 品 や 産業機器 に つ い て も 、 今回 は倒壊家屋 の 公費解体に よ っ て機械力
に よ り 急 ピ ッ チ で撤去 さ れ た こ と も あ っ て 、 “ 震 災 の 遺 品 " と し て 保存 さ れた も の は 少 な
い の で は な い か と い わ れて い る O 現実 に 、 遺 品 と し て取 り 畳い た も の も 、 全壊家屡の鹿住
者 に と っ て は 、 そ の後避難所か ら 仮設住宅、 そ し て復興住宅へ と 転々 と し た 中 で 、 手元 に
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お い て お く すべ も な か っ た こ と だ ろ う O こ う し た資料は 、 い ち 平 く 受 け 入 れ ・ 保管体制 を
準備 し な け れ ば時機 を 逸 し て し ま い か ね な い 。

3 . 収集 ・ 保存立 ち 遅れの資料
こ れ ま で の震災記録 ・ 資料の収集活動 の 中 で、 立 ち遅 れが 目 立つ の は 、 民 間 、 と り わ け

学術研究調査報告書や学者 ・ 研究者の研究論文 と 、 公文書保存対象外 に な っ て い る 行政文
書の収集 と 保存 で あ る O 行政文書 は す で に寵棄が始 ま っ て い る こ と が懸念 さ れて お り 、 調
査研究 も 1 次資料の寵棄 ・ 散逸が進み つ つ あ る と み ら れ る 。

大学 ・ 研究機 関 で行 わ れ た膨大な 調査研究の 成果が学際的 に 活用 さ れ る た め に は 、 どの
よ う な 調査研究が ど こ で行 わ れ 、 どの よ う な 成 果物 に ま と め ら れて い る か を 検索 ・ 活用 で
き る シ ス テ ム が不可欠でL あ る O 今 回 の 震災記念協 会 の 調査で も 明 ら か に な っ た よ う に 、 大
学 の研究成果 に つ い て も 収集 で き た の は ご く わ ず か に と ど ま っ て い る 。 研究者偶 人の調査
研究 ま で含め る と 、 実態 を 把握す る に は多 く の努力 を 必要 と し て い る O と り わ け危慎 さ れ
て い る の は 、 調査研究で収集 さ れた -次資料の廃棄、 散逸で あ る C 論文 に ま と め ら れ る こ
と に よ っ て 一次資料の廃棄がす す め ば、 せ っ か く の将来の手がか り を 失 う こ と に な る O 大
学 ・ 研究機関 ・ 学会の縦割 り 体質 を 越 え て 、 総合研究 に ‘歩近づ く た め の 努 力 を 期待 し た
い 。 大学 ・ 研究機関 ・ 学会の調査研究 を 網羅 的 に収集す る た め に 、 調査研究費用 の大 き な
出 所 の 一つ で あ る 中 央 省 庁 や 助 成 財 団 の 協 力 も 得 て 、 「震災 に 係 る 既存情報 の 収集整理 ・
保存」 を 事業 目 的 に掲 げて い る 震災記念協 会が息長 く 一段の努力 を す る し か あ る ま い 。

行政文書 に つ い て は 、 こ れ ま で に 2 つ の 問題点が指摘 さ れて い る O 一 つ は 、 歴 史的文書
と し て 価値 を 持つ の は公 的 な 意思形成、 意思決定過程 に かか わ る 文書や情報で あ る が、 欧
米 と 違 っ て 日 本 で は意思決定過程の情報が公文書公開 の対象 と さ れ て い な い こ と であ る O
今 回 の 震災 で は 、 震災産後の初動体制や 危機管理、 都市計画 を は じ め と し た後興事業 を め
ぐ る 政策決定過程が関心 を 集め て お り 、 政府や 自 治体が ど う 対応 し た かの 記録の保存 と 公
開 が、 将来重要 な 意味 を 持 っ て く る O 米 国 で は 連邦政府 の 全部局が発信 ・ 受信 し た全記録
の 国立公文書館への 受託 ・ 公開 を 原則 と し て い る O 自 治体 も 同様の体制 を と っ て お り 、 プ
ラ イ パ シ ー の保護 や 一定期 間 の機密資料公開 制 眼措置 を 設 け た う え で一般の 閲 覧 に供 し て
い る が、 日 本で は こ う し た記録そ の も の が残 さ れ な い 。 日 本の情報公 開 の 連 れ は 、 陸 史 的
価値 を 持つ公文書の保存 ・ 公開 に も 大 き な 瞭害 に な っ て い る O 公文書館 を 設聾 し て い な い
自 治体がほ と ん どで あ る 現状 も 、 震災 は あ ぶ り 出 し た 。 (注 1 )

も う 一 つ の 問題点 は 、 既存の 文書館、 公文書館の事業が本 来 も っ て い る 限界 で あ る O 兵
庫県 と 神戸市 に は不十分な が ら 、 そ れぞれ県政資料館 と 神戸市文書館があ り 、 隣接す る 大
阪府 と 大阪市 に も そ れぞれ独立 し た公文書館があ っ た が、 い ずれ の 地域で も 行政 ・ 民 間 の
震災資料の保存が進 ん で い な い。 震災関係文書の収集 は 通常 の 公文書収集 ・ 整理業務 と
な り 、 非 日 常的 な状態 で通常の文書規定 に 属 さ な い 内 容 ・ 形式の文書が多 く 、 意識的 に そ
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れ ら の 資料 を 収集対象 に位置づけ て取 り 組 ま ね ば成 り 立 た な L ミ 。 決め ら れ た 選別対象 と 手
)II� に 従 っ て 収集 ・ 保存業務 に対処す る 従来の公文書館事業の あ り 方で は 、 震 災の よ う な 非
常時の記録資料の収集 ・ 保存 に は対応 で き な い こ と が、 今震災の 中 で見 え て き た 。

災記録資料の よ う な 現代史料の保存 に は 「社会的合意 を 踏 ま え た ネ ッ ト ワ ー ク 型 の 取
り 組み が不 可 欠 で あ り 、 前提 と な る 社会的合意 を い か に し て つ く っ て い く か と い う 実践的
運動論 な く し て は 、 保存で き な いJ (辻川 敦氏) と の指摘 も さ れ て い る 。 (注 2 ) 

こ の 点 で思 い 出 さ れ る の は 、 何年 に 開館 し た福 同市総合問書館の文書保管庫 に 見 ら れ る
大胆 な 発想、 だ。 間 図書館 は 「全国 … の 規模J と い う ふ れ こ み で オ ー プ ン し た が、 館 内 の 巨
大 な 書庫 の 一 角 に 公文書保管庫 を 設 け た 。 職員 の説明 に よ る と 、 入手の 関係 か ら 当 面 は 整
理す る メ ド は つ か な いが、 廃棄予定の文書は綴 じ込み フ ァ イ ル丸 ご と 、 片 っ 端ーか ら 集 め て
保存 し て い る と い う 。 今は ム ダ な ゴ ミ 集め の よ う で も 、 将来 に は 歴 史 的 な 記録史料 と し て
役立つ か も 分か ら な い か ら で あ る 。

4 . 市民活動主導の ネ ッ ト ワ ー ク 型の取 り 組み体制
震 災記録の収集 ・ 保存活動 は こ の 3 年 間 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動が リ ー ド す る 形で進ん で き

た 。 震災記録情報セ ン タ ー 、 ラ イ ブ ・ ネ ッ ト の ほ か 、 震災活動記録室 、 歴史史料 ネ ッ ト ワ ー
ク 、 震災 を 記録 し 続 け る 会、 震 災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ な どの活動 は 、 そ れぞれ に独 自 の特

を 発揮 し な が ら 、 ゆ る や か な ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り 、 行政 と の接点 も 模安 し て き た 。
震 災 の 年 、 8 月 に 入 る と 、 NGO 救技連絡会議の 文化情報部 は 「震災記録情報セ ン タ - J

に改組 し 、 チ ラ シ や写真 な ど市民 に 身近 な 震 災資料 を 重視 し て 集 め る ほ か 、 ラ イ ブ ネ ッ ト
と 一緒 に 「震災記録情報交流会」 を 重ね 、 震災資料ネ ッ ト ワ ー ク の構想、へ向 け て 活動 を 始
め た 。 「膨大 な 震 災 関 連資料 を l カ 所で収集 ・ 保存す る の は 不可能。 公 共 悶 書館 は じ め 大
学図書館、 さ ま ぎ ま な 資料保存施設で独 自 に収集 ・ 保存 ・ 公 開 を 進 め る と し て も 、 ど こ に
ど の よ う な 記録や 資料があ る か を 一 白 で確認 で き る 共有 デー タ ベ ー ス が必要」 と ネ ッ ト
ワ ー ク づ く り を 呼びか け た 。

し か し 、 も と も と 図書館界 は収蔵資料の 独 自 牲 を 大事 に し 、 横 に 広 が る ネ ッ ト ワ ー ク づ
く り に 弱 い 。 行 政文書 ・ 資料は 公文書館の 整備や文書資料の保存 ・ 公開 体制 に 遅 れ を と っ
て お り 、 一次資料の 保存意欲 も 乏 し い。 震災関連資料の デー タ ベ ー ス 化 に は経費 がかか り 、
行政は も ち ろ ん民 間 か ら の 資金提供 も あ お ぎ に く い な どの悪条件が重 な り 、 思 う よ う に 進
ま な か っ た 。

そ ん な 中 で 、 95年10月 に は 兵庫県が震災関連資料の収集 や 「復興誌」 の 編纂 を 外郭団体
の21世紀 ひ ょ う ご創造協 会 に 委託 し た。 記録 ・ 資料の収集対象 は 、 あ ら ゆ る 文字'情報、 映
{象情報、 音声情報 に お よ び、 被災市町や民間 団体、 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ を は じ め市民 と
連携 し な が ら 「 聞 か れ た デー タ ベ ー ス 」 の構築 を め ざす と し て い た 。 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー
プは協会側 と の連携 ・ 協力作業 を 開始、 協 会側 も 多様な 震災資料 を 保存 ・ 公開 し て い く こ
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と の社会的意義 を 確認 し 、 自 治体 と 民 間 がそ れぞれの主体的 な 取 り 組み と 連携が必要で あ
る こ と や県か ら 市町への働 き か け 、 陪史 ・ 史料保存の専 門 家 と の 協 力 関係 が必 要 で あ る こ
と も 理解 し あ っ て 、 協 会が ネ ッ ト ワ ー ク の コ ー デ イ ネ ー タ ー 的役割 を め ざす 考 え も 示 し た 。

両者 は 共 同研究会 を 重ね た り 、 幾つ かの 調査で協力 し て き た が、 そ の後、 協 会 自 身が十
分 な 体制 を と る こ と がで き な か っ た ほ か、 幅広 い ネ ッ ト ワ ー ク の形成 も う ま く い か な か っ
た 。 こ の教訓 に つ い て 関係者の 間 で は 、 記録の収集 ・ 保存活動 で行政的 な 事業 の進 め 方 の
限界が表れ た こ と 、 官民の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に よ る 活動が未成熟 に 終わ っ た こ と な どが挙
げ ら れ て い る 。 「震 災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 で活動 し て い る 寺 田 匡宏氏は 「記録 を 残す こ
と と は 、 現在 の状況 を 不断 に検証 し 、 よ り よ い 未来 を 求 め て し ミ く 作業 に つ な がる 。 震 災記
録保存運動 と は 、 記録の保存 を 通 じ て 、 現在の復興 を 批 判 的 に検討す る 作業 」 だ と 言い切
る (注 3 ) 。 こ う い う 視点が共有 ・ 実践 さ れ る か ど う か も 、 今後の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の
大 き な カ ギに な る c

97年 に な っ て も ラ イ ブ ・ ネ ッ ト と 震災記録情報セ ン タ ー に よ る '措報交流会 な どの 地 道 な
活動や 、 各図書館の震災文庫 を 中心 と し た 資 料 の 収集活動 は続い た が、 同 年 7 月 震災記録
情報セ ン タ ー は収集 し た 資料の大半 を 神戸大学付属 図書館 に 移管 し 、 活動 を 終え た 。 坂本
氏 は そ の 後東京 に戻 り 、 ア ジ ア 地域 の 丈献修復保存活動 に 専念 し て い る が、 4 年間 の震 災
記録保存運動 を 振 り 返 っ て 「震災体験 を 全国 的 に 共有 し て い く た め に も 、 今 こ そ 長期 的 、
永続的 に 震災 記録保存運動 を 発展 さ せ て い く こ と が重 要 に な っ て い る O そ の た め に も 、
NGO や市民の ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 中心 に し た保存活動 を 、 行政が強 く 支援 し て い く ネ ッ
ト ワ ー ク を 構築 す る こ と が先決だJ と い う O

坂本氏 は 当 初 、 民間主導の ネ ッ ト ワ ー ク を 構想 し 、 行政や公立 ・ 大学図書館、 民間企業
な ど に 呼 びか け た が、 民 間 主導の体制づ く り と 資金集め で挫折 し た 。 そ れ か ら 3 年。 い ま
市民の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 や NPO に対す る 考 え 方 は様変 わ り し 、 市民活動主 導 ・ 行政支援
型の活動へ の ハ ー ド ル も 格段 に低 く な っ た 。 全 国 的 な 潮 流 も 変 わ っ た 。 震 災 資料の収集 ・
保存 に そ れぞれの機関が役割 を 果た し な が ら 、 公 開 ・ 利 用 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 し て い く
仕組み を つ く っ て い く こ と が、 今後の 大 き な 課題の 一 つ で あ る O

5 . 急 が れ る 記録 ・ 資料の一時保管場所
も う 一 つ の 課題 は 、 資料の保管 ・ 公開場所の確保であ る 。
震 災 に 関連す る 博物館の設置構想、 は 、 神戸市が震災後い ち 早 く 1995年 7 月 に 打 ち 出 し た 。

北涯 に予定 し て い る 国営明石海峡公 園 隣接地 に構想 し て い る r20世紀博物館群構想」 の 基
本構想、 の な かで 、 「災害科学博物館」 の 設量が提唱 さ れた 。 97年 5 月 3 日 の 神戸新聞 に よ
る と 兵庫県知事 は 灘 区 の県立近代美術館が建設 中 の新 し い 「芸術の 館」 へ2001年秋に移転
し た後、 同 施設 を 震 災静物館 に転用 す る 方向で検討 を 始め た と 報道 さ れ た 。

こ う し た さ ま ざ ま な構想が入 り 入 り 乱れ て い る な かで 、 兵庫県や神戸市 な どが協力 し て
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新た に 発足 し た 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会で 「震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想」 の 具体化 を
図 る こ と に な っ た。 1999年 2 月 に は 、 そ の た め の基本構想検討委員 会が有識者 や 各 界の 代
表者2 1 人 で 発足 し た 。

し か し 、 構想が将来一本化 さ れ る と し て も 、 資料 を 保管 ・ 公開す る 受 け 血 がそ れ ま でお
預 けで は 、 積極的 な収集活動 に も 支障が生 じ る 。 か さ ばる “震災遺 品" な ど も 含め て 、 収
集で き る 資料 を と り あ え ず安全 に 保管で き る 施設の確保 は 急がれ る O 埋蔵文化財の発掘資
料の保管庫 に な ら っ て 、 暫定的 に は学校の空 き 教案 を 改造 し て能 う こ と も 含 め 実 現 を f'6l り
た い 。

〈参考文献 〉
(注 1 ) ríli災 ・ 復興記録保存問題の課題 と 反唆J '1'野聡 ・ 神} ; 大学[司際文化学部助教授 ( 神〆大学特定研究 「兵

庫 県南部地震 に 隠 す る 総合研究」 子成 8 年度報行秀)

(校 2 ) r震災 に 関す る 資料の保存 と 記録総 さ んJ J:土川敦 ・ 尼崎 市 丘地域研究史料館係長

(注 3 ) r復興 と 歴 史意識一 級神大震災記録保存運動の波イI:J ;'1' 凶 f�宏氏 (歴史γ:併究701 号 1997年 9 }j ) 
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